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はじめに

この章では、本書の目的、対象読者、編成、および表記法、そして関連マニュアルの入手方法に

ついて説明します。

このマニュアルには、シスコ製品の最新情報が記載されていない可能性があります。最新の

マニュアルは、次のURLからシスコの製品マニュアルのページにアクセスして入手できます。
http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html

（注）

• 目的, xlvii ページ

• 対象読者, xlvii ページ

• 概要, xlviii ページ

• 関連資料, l ページ

• 表記法, li ページ

• 追加情報, liii ページ

• 暗号機能, liii ページ

目的
『Cisco Unified Communications Manager機能およびサービスガイド』には、Cisco Unified
CommunicationsManager (以前のCiscoUnifiedCallManager)の機能を把握し、インストール、設定、
管理、使用、およびトラブルシューティングを行うために必要な情報を記載します。

対象読者
『Cisco Unified Communications Manager機能およびサービスガイド』には、Cisco Unified
Communications Managerシステムの管理を担当するネットワーク管理者のための情報を記載して

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
xlvii



います。このマニュアルを使用するには、テレフォニーおよび IPネットワーキングテクノロジー
に関する知識が必要です。

概要
次の表は、このマニュアルの構成を示しています。

説明章

Cisco Unified Communications Managerの機能である割り込み
とプライバシーの説明、および設定手順を示しています。

割り込みとプライバシー, （1
ページ）

Cisco Call Backの説明、および設定手順を示しています。折り返し, （51ページ）

コール制御ディスカバリ機能の説明、および設定手順を示し

ています。

コール制御ディスカバリ, （67
ページ）

コール表示の制限機能の説明、および設定手順を示していま

す。

コール表示の制限,（129ページ）

Cisco Unified CommunicationsManagerのコールパーク機能と
ダイレクトコールパーク機能の説明、および設定手順を示

しています。

コールパークとダイレクトコール

パーク, （147ページ）

Cisco Unified CommunicationsManagerのコールピックアップ
機能の説明、および設定手順を示しています。

コールピックアップ, （181ペー
ジ）

コールスロットリング機能の説明、およびその設定に使用

するサービスパラメータを示しています。

コールスロットリングおよびCode
Yellow状態, （229ページ）

発呼側の正規化の説明を示しています。発呼側の正規化, （233ページ）

Cisco Unified Communications Managerの Cisco Extension
Mobilityの説明、および設定手順を示しています。

エクステンションモビリティ, （
601ページ）

Cisco Unified Communications ManagerのCisco Extension
Mobility Cross Cluster機能の説明、および設定手順を示して
います。

クラスタ間のエクステンションモ

ビリティ, （641ページ）

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications
Manager Assistant（Cisco Unified CM Assistant）の説明、およ
び設定手順を示しています。

プロキシ回線サポートのあるCisco
Unified Communications Manager
Assistant, （277ページ）

共有回線サポートのあるCiscoUnifiedCommunicationsManager
Assistant（CiscoUnified CMAssistant）の説明、および設定手
順を示しています。

共有回線サポートのある Cisco
Unified Communications Manager
Assistant, （327ページ）
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説明章

CiscoUnified CommunicationsManager Auto-Attendantの説明、
および設定手順を示しています。

Cisco Unified Communications
Manager Auto-Attendant, （361ペー
ジ）

モバイルコネクト機能やモバイルボイスアクセス機能な

ど、Cisco Unified Mobilityの説明、および設定手順を示して
います。

Cisco Unified Mobility, （367ペー
ジ）

Cisco Unified Mobility Advantageおよび Cisco Unified Mobile
Communicatorを Cisco Unified Communications Managerと統
合するための説明と設定情報を示しています。

Cisco Unified Mobility Advantageと
Cisco Unified Mobile Communicator
の統合, （449ページ）

Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Unified
Communications Managerに直接接続する Cisco Mobile VoiP
Clientのある種の機能を提供します。この章では、その機能
とそのために必要になる設定について説明します。

MobileVoiPClient, （1023ページ）

Cisco Unified CommunicationsManagerのCiscoWebDialerの説
明、および設定手順を示しています。

WebDialer, （1303ページ）

クライアント識別コード（CMC）と強制承認コード（FAC）
の説明、および設定手順を示しています。

クライアント識別コードと強制承

認コード, （471ページ）

Cisco Unified Communications Managerのカスタム電話呼出音
の説明、および設定手順を示しています。

カスタム電話呼び出し音, （485
ページ）

デバイスモビリティ機能の説明、および設定情報を示して

います。

デバイスモビリティ, （523ペー
ジ）

サイレント機能の説明、および設定情報を示しています。サイレント, （549ページ）

外部コール制御機能の説明、および設定情報を示していま

す。

外部コール制御, （701ページ）

External Call Transfer Restrictions機能の説明、および設定手
順を示しています。

External Call Transfer Restrictions,
（731ページ）

位置情報、位置情報フィルタ、およびロケーション伝達の説

明および設定手順を示します。

位置情報およびロケーション伝達,
（741ページ）

保留復帰機能の説明、および設定情報を示しています。保留復帰, （767ページ）

ホットライン機能の説明、および設定情報を示しています。ホットライン, （785ページ）
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説明章

Cisco Unified Communications Manager即時転送機能の説明、
および設定情報を示しています。

即時転送, （809ページ）

Cisco Unified Communications Managerインターコム機能の説
明、および設定情報を示しています。

インターコム, （835ページ）

Cisco Unified Communications Managerとネットワーク内の他
のコンポーネントの IPv6サポートの情報を示しています。

インターネットプロトコルバー

ジョン 6（IPv6）, （897ページ）

Cisco Unified Communications Managerのライセンスがどのよ
うに処理されるかを説明します。

ライセンス, （935ページ）

ローカルルートグループ機能の説明、および設定手順を示

しています。

ローカルルートグループ, （943
ページ）

論理パーティション機能の説明、および設定手順を示してい

ます。

論理パーティション, （959ペー
ジ）

Cisco Unified Communications Managerの迷惑呼 ID機能の説
明、および設定手順を示しています。

迷惑呼 ID, （1011ページ）

コールモニタリング機能とコール録音機能の説明、および

設定情報を示しています。

モニタリングと録音, （1031ペー
ジ）

Cisco Unified CommunicationsManagerのMultilevel Precedence
andPreemption機能の説明、および設定手順を示しています。

Multilevel Precedence and
Preemption, （1109ページ）

保留音（MOH）の説明、および設定手順を示しています。保留音, （1183ページ）

プレゼンス機能の説明、および設定手順を示しています。BLFプレゼンス, （23ページ）

QualityReport Tool（QRT）機能の説明、および設定手順を示
しています。

品質レポートツール, （1251ペー
ジ）

シングルサインオン機能の説明を示しています。シングルサインオン, （1293ペー
ジ）

関連資料
Cisco IPテレフォニー関連のアプリケーションと製品の詳細は、次の資料を参照してください。

•『Installing Cisco Unified Communications Manager, Release 8.6(1)』
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•『Upgradeing Cisco Unified Communications Manager, Release 8.6(1)』

•『Cisco Unified Communications Manager Documentation Guide』

•『Release Notes for Cisco Unified Communications Manager Release 8.6(1)』

•『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』

•『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』

•『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

•『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records Administration Guide』

•『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』

•『Troubleshooting Guide for Cisco Unified Communications Manager』

•『Cisco Unified IP Phone Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

•『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administrationガイド』

•『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイド』

•『Cisco Unified Communications Solution Reference Network Design (SRND)』

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

コマンドおよびキーワードは太字で示しています。太字

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体で示しています。イタリック体

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずどれか 1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコ
で囲み、縦棒で区切って示しています。

{ x | y | z }

どれか 1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[ x | y | z ]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

システムが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォントで示し
ています。

screenフォント
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説明表記法

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォントで示し

ています。

太字の screen フォン

ト

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォントで示して
います。

イタリック体のscreen
フォント

^記号は、Ctrlキーを表します。たとえば、画面に表示される ^Dという
キーの組み合わせは、Ctrlキーを押しながら Dキーを押すことを意味し
ます。

^

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲んで示し
ています。

< >

グラフィカルユーザインターフェイス（GUI）のコマンドパスです。[アクション(Action)]
> [レポート(Reports)]

（注）は、次のように表しています。

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

ワンポイントアドバイスは、次のように表しています。

時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。警告

ヒントは、次のように表しています。

役立つ「ヒント」の意味です。ヒント

注意は、次のように表しています。

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

警告は、次のように表しています。

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り

扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。

警告
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追加情報
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報については、次の URLで毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。
http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。

暗号機能
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および他

の国での法律を順守するものとします。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化

技術の輸入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、

販売業者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使

用するにあたっては、関係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国の法律を順

守できない場合は、本製品を至急送り返してください。

米国の輸出規制の詳細については、次の URLで参照できます。
http://www.access.gpo.gov/bis/ear/ear_data.html
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第 1 章

割り込みとプライバシー

この章では、ワンボタン割り込み/C割り込み、割り込み、プライバシー、および Privacy onHold
の各機能がどのように相互に作用するかに関する情報を説明します。これらの機能は共有回線

だけで機能します。

割り込みは、進行中のコールにユーザを追加します。ソフトキーまたは機能ボタンを押すと、

ユーザ（発信側）が共有回線コール（発信先）に追加され、現在通話中のユーザがビープ音を受

信します（設定されている場合）。割り込みは、ビルトイン会議ブリッジと共有会議ブリッジ

をサポートしています。

ワンボタン割り込み/C割り込み機能を使用すると、ユーザは、共有回線ボタンを押すだけでコー
ルに追加されます。ワンボタン割り込み/C割り込み機能は、ビルトイン会議ブリッジと共有会
議ブリッジをサポートしています。

管理者は、プライバシーおよび Privacy on Hold機能を有効または無効にします。 Privacy on Hold
をアクティブにするには、デバイスでプライバシーが有効になっている必要があります。ユー

ザは、プライバシー機能のオンとオフを切り替えます。

管理者は、プライバシー設定を有効または無効にします。プライバシーが有効になっている場

合、システムは回線を共有しているすべての電話機からコール情報を削除し、その他の共有回線

がそのコールに割り込めないようにします。プライバシーが無効になっている場合、システム

は共有回線アピアランスを持つすべての電話機でコール情報を表示し、その他の共有回線がその

コールに割り込めるようにします。管理者は、すべてのデバイスについてプライバシーを設定

したり、またはデバイスごとにプライバシーを設定したりできます。ユーザは、プライバシー

機能のオンとオフを切り替えます。

Privacy onHold機能は、共有回線のプライベートコールが保留状態にあるとき、プライバシーを
保持します。Privacy onHoldが有効になっている場合、プライバシーが有効なときにブロックさ
れる発呼者名および発呼番号は、コールが保留にされたときも引き続きブロックされ、システム

は他の共有回線が保留中のコールを再開するのをブロックします。Privacy onHoldが無効になっ
ており、プライベートコールが保留にされた場合、システムは、共有回線アピアランスを持つ

すべての電話機で発呼者名と発呼番号を表示し、他の共有回線が保留中のコールを再開するのを

許可します。

Privacy on Holdが有効な場合、ユーザは、プライバシーをオンに切り替えることにより、コール
の保留中にその機能をアクティブにできます。同様に、ユーザは、コールの保留中にプライバ
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シーをオフに切り替えることにより、Privacy onHoldを非アクティブにできます。Privacy onHold
が無効な場合、プライバシーのオンまたはオフを切り替えても、保留中のコールには影響ありま

せん。

プライバシーコールが保留状態で、同じ電話機で応答された後にオフに切り替えられた場合、

システムは、共有回線アピアランスを持つすべての電話機でコール情報を表示しますが、別の電

話機が保留中のコールを再開または割り込みできないようにします。

管理者は、すべてのデバイスについて、またはデバイスごとにプライバシーを設定できます。

• 割り込みの設定, 2 ページ

• C割り込みの設定, 3 ページ

• プライバシーと Privacy on Holdの設定, 4 ページ

• 割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold, 6 ページ

• 割り込み、プライバシー、および Privacy on Holdのシステム要件, 13 ページ

• デバイスのレポートサポート, 14 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 15 ページ

• 割り込み、プライバシー、および Privacy on Holdのインストールとアクティブ化, 19 ペー
ジ

• 割り込み、プライバシー、および Privacy on Holdの設定, 20 ページ

割り込みの設定
ワンボタン割り込み/C割り込み機能、割り込み機能、プライバシー機能、および Privacy on Hold
機能は相互に作用します。これらの機能は共有回線だけで機能します。

割り込みは、進行中のコールにユーザを追加します。ソフトキーまたは機能ボタンを押すと、

ユーザ（発信側）が共有回線コール（発信先）に追加され、現在通話中のユーザがビープ音を受

信します（設定されている場合）。割り込みは、ビルトイン会議ブリッジと共有会議ブリッジを

サポートしています。

ワンボタン割り込み/C割り込み機能を使用すると、ユーザは、共有回線ボタンを押すだけでコー
ルに追加されます。ワンボタン割り込み/C割り込み機能は、ビルトイン会議ブリッジと共有会議
ブリッジをサポートしています。

ビルトイン会議ブリッジで割り込み機能を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ビルトイン会議ブリッジを使用して割り込みにアクセスする各デバイスに Standard Userまたは
Standard Featureソフトキーテンプレート（どちらにも [割込み]ソフトキーが含まれています）を
割り当てます。
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詳細については、次のマニュアルの Cisco Unified IP Phonesの設定に関連するトピックを参照して
ください。『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』

ステップ 2 次のオプションの Cisco CallManagerサービスパラメータを設定します。
a) すべてのユーザに対して割り込みを有効にするには、クラスタ全体のサービスパラメータBuilt

In Bridge Enableを [オン(On)]に設定します。
このパラメータを [Off]にする場合は、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウ
の [ビルトインブリッジ(Built In Bridge)]フィールドにより、各電話機に対して割り
込みを設定します。

（注）

b) クラスタ全体のサービスパラメータ Party Entrance Toneを [True]に設定します（ビープ音のた
めに必要です）（または、[電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウで電話
番号ごとに [パーティ参加トーン(Party Entrance Tone)]設定項目を設定します）。

c) すべてのユーザに対してワンボタン割り込みを有効にするには、Single Button Barge/cBarge
Policyを [Barge]に設定します。

このパラメータを [Off]にする場合は、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウ
の [ワンボタン割込み(Single Button Barge)]フィールドにより、各電話機に対してワ
ンボタン割り込みを設定します。

（注）

d) 電話機が鳴っているときやコールが接続されるときに（割り込み側に呼び出し音が流れます）
ユーザがコールに割り込めるようにするには、Allow Barge When Ringingサービスパラメータ
を [True]に設定します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の
Cisco Unified IP Phoneの設定、サーバ上のサービスのサービスパラメータ、および電話番号設定
に関連するトピックを参照してください。

ステップ 3 [エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウで、ビルトイン会議ブリッジ機能で割り
込みにアクセスできる各ユーザに対し、[割込み]ソフトキーテンプレートが割り当てられたデバ
イスを関連付けます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』のエ
ンドユーザの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 4 割り込み機能が使用可能であることをユーザに通知します。

ユーザがCisco Unified IP Phoneで割り込みにアクセスする方法については、電話機のマニュアル
を参照してください。

関連トピック

パーティ参加トーン, （11ページ）

C 割り込みの設定
ワンボタン割り込み/C割り込み機能、割り込み機能、プライバシー機能、および Privacy on Hold
機能は相互に作用します。これらの機能は共有回線だけで機能します。

割り込みは、進行中のコールにユーザを追加します。ソフトキーまたは機能ボタンを押すと、

ユーザ（発信側）が共有回線コール（発信先）に追加され、現在通話中のユーザがビープ音を受
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信します（設定されている場合）。割り込みは、ビルトイン会議ブリッジと共有会議ブリッジを

サポートしています。

ワンボタン割り込み/C割り込み機能を使用すると、ユーザは、共有回線ボタンを押すだけでコー
ルに追加されます。ワンボタン割り込み/C割り込み機能は、ビルトイン会議ブリッジと共有会議
ブリッジをサポートしています。

以下の手順を実行して、割り込みを共有会議ブリッジと共に設定します。

手順

ステップ 1 C割り込みを含むソフトキーテンプレートを作成するには、Standard Featureソフトキーテンプ
レートのコピーを作成します。このユーザが名前を付けたコピーを変更し、リモートで使用中の

コール状態で [選択されたソフトキー(SelectedSoftkeys、位置順)]リストに [ConferenceBarge(cBarge)]
ソフトキーを追加します。

標準ソフトキーテンプレートのコピーの作成の詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 2 オプションのクラスタ全体のサービスパラメータPartyEntranceToneを [True]に設定します（ビー
プ音のために必要です）。または、[電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウ
で電話番号ごとに [パーティ参加トーン(Party Entrance Tone)]設定項目を設定します。すべての
ユーザに対してワンボタン C割り込みを有効にするには、Single Button Barge/cBarge Policyを
[cBarge]に設定します。

このパラメータを [オフ(Off)]にする場合は、[電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンド
ウの [ワンボタンC割込み(Single Button cBarge)]フィールドにより、各電話機に対してワ
ンボタン C割り込みを設定します。

（注）

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参
照してください。

ステップ 3 [エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウで、共有会議ブリッジ機能で C割り込み
にアクセスできる各ユーザに対し、[C割込]ソフトキーテンプレートが割り当てられたデバイス
を関連付けます。電話機のプライバシーを無効にして、C割り込みを許可します。
詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参
照してください。

ステップ 4 C割り込み機能が使用可能であることをユーザに通知します。
ユーザが Cisco Unified IP Phoneで C割り込みにアクセスする方法については、電話機のマニュア
ルを参照してください。

プライバシーと Privacy on Hold の設定
ワンボタン割り込み/C割り込み機能、割り込み機能、プライバシー機能、および Privacy on Hold
機能は相互に作用します。これらの機能は共有回線だけで機能します。

Privacy on Hold機能は、共有回線のプライベートコールが保留状態にあるとき、プライバシーを
保持します。 Privacy on Holdが有効になっている場合、プライバシーが有効なときにブロックさ
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れる発呼者名および発呼番号は、コールが保留にされたときも引き続きブロックされ、システム

は他の共有回線が保留中のコールを再開するのをブロックします。 Privacy on Holdが無効になっ
ており、プライベートコールが保留にされた場合、システムは、共有回線アピアランスを持つす

べての電話機で発呼者名と発呼番号を表示し、他の共有回線が保留中のコールを再開するのを許

可します。

管理者は、プライバシー設定を有効または無効にします。プライバシーが有効になっている場

合、システムは回線を共有しているすべての電話機からコール情報を削除し、その他の共有回線

がそのコールに割り込めないようにします。プライバシーが無効になっている場合、システムは

共有回線アピアランスを持つすべての電話機でコール情報を表示し、その他の共有回線がそのコー

ルに割り込めるようにします。管理者は、すべてのデバイスについてプライバシーを設定した

り、またはデバイスごとにプライバシーを設定したりできます。ユーザは、プライバシー機能の

オンとオフを切り替えます。

Privacy on Holdが有効な場合、ユーザは、プライバシーをオンに切り替えることにより、コール
の保留中にその機能をアクティブにできます。同様に、ユーザは、コールの保留中にプライバシー

をオフに切り替えることにより、Privacy on Holdを非アクティブにできます。 Privacy on Holdが
無効な場合、プライバシーのオンまたはオフを切り替えても、保留中のコールには影響ありませ

ん。

プライバシーコールが保留状態で、同じ電話機で応答された後にオフに切り替えられた場合、シ

ステムは、共有回線アピアランスを持つすべての電話機でコール情報を表示しますが、別の電話

機が保留中のコールを再開または割り込みできないようにします。

管理者は、すべてのデバイスについて、またはデバイスごとにプライバシーを設定できます。

手順

ステップ 1 クラスタ内のすべての電話機がプライバシーにアクセスする必要がある場合、Privacy Settingクラ
スタ全体のサービスパラメータを [はい(True)]（デフォルト）に設定し、[電話の設定(Phone
Configuration)]ウィンドウで [プライバシ(Privacy)]フィールドをデフォルトのままにします。引き
続き、次の手順を実行します。クラスタ内の特定の電話機のみがプライバシーにアクセスする必

要がある場合、PrivacySettingサービスパラメータを [いいえ(False)]に設定し、[電話の設定(Phone
Configuration)]ウィンドウで [プライバシ(Privacy)]フィールドを [オン(On)]に設定します。引き
続き、次の手順を実行します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の
Cisco Unified IP Phoneの設定、およびサーバのサービスのサービスパラメータに関連するトピッ
クを参照してください。

ステップ 2 プライバシーのある電話ボタンテンプレートごとに、機能ボタンのいずれかにプライバシーを追

加します（電話機モデルの中には、プライバシーボタンを使用するものもあります）。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の電
話ボタンテンプレートの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 3 プライバシーが必要な電話機ユーザごとに、Privacy機能ボタンを含む電話ボタンテンプレートを
選択します。
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詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の
Cisco Unified IP Phoneの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 4 [エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウで、共有回線アピアランスに関する情報
を表示しないユーザごとに、Privacy機能ボタンが割り当てられたデバイスを関連付けます。
詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』のエ
ンドユーザの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 5 オプションの Privacy on Hold機能を設定するには、Enforce Privacy Setting on Held Callsサービス
パラメータを [True]に設定します。
詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のサー
バのサービスのサービスパラメータの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 6 プライバシー機能と Privacy on Hold機能（設定されている場合）が使用可能であることをユーザ
に通知します。

ユーザが Cisco Unified IP Phoneでプライバシーにアクセスする方法については、電話機のマニュ
アルを参照してください。

関連トピック

割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold, （6ページ）
割り込みとプライバシー, （1ページ）

割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold
この項では、割り込み、ワンボタン割り込み/C割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold
について説明します。

割り込み

割り込みを使用すると、共有回線上のリモートでアクティブなコールにユーザを追加できます。

回線のリモートでアクティブなコールとは、その回線で電話番号を共有する別のデバイスとの間

のアクティブな（接続された）コールのことです。割り込みは、この種のリモートで使用中の

コールをサポートします。

電話機は次の 2つの会議モードで割り込みをサポートします。

•発信先デバイス（割り込まれる電話機）でのビルトイン会議ブリッジ。このモードは [割込
み]ソフトキーを使用します。

•共有会議ブリッジ。このモードは [C割込]ソフトキーを使用します。

ユーザがリモートで使用中のコール状態で [割込み]ソフトキーまたは [C割込]ソフトキーを押す
と、ユーザがコールに追加されてすべての参加者と通話できるようになり、参加者はすべて割り

込みビープ音を受信します（設定されている場合）。割り込みが失敗した場合、元のコールとス

テータスはアクティブなままです。
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使用可能な会議ブリッジ（組み込みまたは共有）がない場合、割り込み要求は拒否され、割り込

みの発信側のデバイスにメッセージが表示されます。

ワンボタン割り込み/C 割り込み
ワンボタン割り込み/C割り込み機能を使用すると、ユーザは、リモートでアクティブなコールの
共有回線ボタンを押すだけで、コールに追加されてすべての参加者と通話できるようになります。

参加者はすべて割り込みビープ音を受信します（設定されている場合）。割り込みが失敗した場

合、元のコールとステータスはアクティブなままです。

電話機は次の 2つの会議モードでワンボタン割り込み/C割り込みをサポートします。

•発信先デバイス（割り込まれる電話機）でのビルトイン会議ブリッジ。このモードはワンボ
タン割り込み機能を使用します。

•共有会議ブリッジ。このモードはワンボタン C割り込み機能を使用します。

リモートで使用中のコールの共有回線ボタンを押すと、そのユーザはコールに追加されてすべて

の参加者と通話できるようになり、参加者はすべて割り込みビープ音を受信します（設定されて

いる場合）。割り込みが失敗した場合、元のコールとステータスはアクティブなままです。

使用可能な会議ブリッジ（組み込みまたは共有）がない場合、割り込み要求は拒否され、割り込

みの発信側のデバイスにメッセージが表示されます。

ワンボタン割り込み/C割り込み, （7ページ）に、ビルトイン会議ブリッジと共有会議ブリッジ
での割り込みの違いを示します。

表 1：ビルトイン会議ブリッジと共有会議ブリッジの違い

[C割込] ソフトキーまたはワンボタ
ン C 割り込み機能を使用（共有会
議ブリッジ）

[割込み] ソフトキーまたはワン
ボタン割り込み機能を使用（発

信先デバイスでのビルトイン会

議ブリッジ）

アクション

NoYes標準ソフトキーテンプレー

トにこのソフトキーが含ま

れている。

ワンボタン割り込

み/C割り込み機能
が有効の場合、ソ

フトキーは使用し

ません。

（注）

YesNo割り込み設定中にメディア

が中断される。
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[C割込] ソフトキーまたはワンボタ
ン C 割り込み機能を使用（共有会
議ブリッジ）

[割込み] ソフトキーまたはワン
ボタン割り込み機能を使用（発

信先デバイスでのビルトイン会

議ブリッジ）

アクション

YesYes設定されている場合は、

ユーザが割り込み設定音を

受信する。

To ConferenceTo Barge XXX割り込みの発信側の電話機

に名前として表示される内

容。

To ConferenceTo/From Other発信先の電話機に名前とし

て表示される内容。

To ConferenceTo/From Targetその他発信先の電話機に名

前として表示される内容。

YesNoブリッジが、すでに割り込

まれているコールへの第 2
の割り込み設定をサポート

している。

ユーザが 2人だけ残っている場合
に共有会議ブリッジをリリースし

て、残っている両ユーザをポイン

トツーポイントコールとして再接

続するために、メディアが中断さ

れる。

2人の元のユーザに対してメ
ディアが中断されない。

発信側がコールをリリース

する。

ユーザが 2人だけ残っている場合
に共有会議ブリッジをリリースし

て、残っている両ユーザをポイン

トツーポイントコールとして再接

続するために、メディアが中断さ

れる。

発信側を発信先にポイントツー

ポイントコールとして再接続

するために、メディアが中断さ

れる。

発信先がコールをリリース

する。

ユーザが 2人だけ残っている場合
に共有会議ブリッジをリリースし

て、残っている両ユーザをポイン

トツーポイントコールとして再接

続するために、メディアが中断さ

れる。

3人のユーザすべてがリリース
される。

もう一方のユーザがコール

をリリースする。
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[C割込] ソフトキーまたはワンボタ
ン C 割り込み機能を使用（共有会
議ブリッジ）

[割込み] ソフトキーまたはワン
ボタン割り込み機能を使用（発

信先デバイスでのビルトイン会

議ブリッジ）

アクション

発信側ともう一方のユーザは接続

されたままになる。

発信側がリリースされる。発信先がコールを保留に

し、直接転送、参加、また

はコールパークを実行す

る。

組み込み会議

ワンボタン割り込み機能または [割込み]ソフトキーは、リモートで使用中のコール状態でだけ使
用できます。ビルトイン会議ブリッジは、割り込みの設定時にメディアの中断や元のコールへの

表示変更が起こらないので、便利です。

ワンボタン割り込み機能を使用するには、この機能をデバイスで有効にする必要があります。（注）

割り込みの発信側がコールをリリースすると、割り込みの発信側と発信先の間で割り込みコール

がリリースされます。発信先デバイスともう一方のデバイスの間の元のコールはアクティブなま

まです。残っているすべてのユーザに対して割り込み切断トーン（ビープ音）が再生されます。

発信先デバイスがコールをリリースすると、割り込みの発信側ともう一方のデバイスの間のメディ

アが一時的に中断され、その後ポイントツーポイントコールとして再接続されます。接続された

デバイスを反映するため、割り込みの発信側のデバイスで表示が変更されます。

もう一方のデバイスがコールをリリースすると、元のコールと割り込みコールの両方がリリース

されます。

割り込みの発信側がコールを保留にした場合、発信先デバイスともう一方のデバイスではコール

が継続されます。

発信先デバイスがコールを保留または会議の状態にした場合やコールを転送した場合、割り込み

の発信側は割り込みコールからリリースされ、元のコールは保留または会議の状態になるか、転

送されます。発信先でメディアが再確立されると、割り込みの発信側はコールに再び割り込むこ

とができます。

もう一方のユーザがコールを保留や会議の状態にした場合やコールを転送した場合は、発信先デ

バイスと割り込みの発信側の両方でコールが継続されます。

ネットワークや Cisco Unified Communications Managerで障害が発生した場合、割り込みコールは
（すべてのアクティブなコールと同様に）保持されます。

ほとんどの Cisco Unified IP Phoneには、ビルトイン会議ブリッジ機能が組み込まれていて、これ
が割り込みによって使用されます。
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Cisco Unified IP Phone 7940および 7960では、2つのメディアストリーム暗号化、または SRTP
ストリームを同時にサポートすることはできません。この条件によって動作が不安定になら

ないよう、システムでは、デバイスセキュリティモードが [暗号化(Encrypted)]に設定された
ときは、Cisco Unified IP Phone 7940および 7960のビルトインブリッジを自動的に使用不可に
します。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイド』を
参照してください。

（注）

次の設定によって、ビルトイン会議ブリッジが有効または無効になります。

• Cisco Unified Communications Managerのクラスタ全体のサービスパラメータ Built-in Bridge
Enableを [オン(On)]または [オフ(Off)]に設定することによって、ビルトインブリッジを有
効または無効にします。

• [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで [ビルトインブリッジ(Built In Bridge)]ドロッ
プダウンリストボックスを使用することにより（[オン(On)]、[オフ(Off)]、または [デフォル
ト(Default)]を選択）、各デバイスに対してビルトインブリッジを有効または無効にします。
[オン(On)]または [オフ(Off)]に設定すると、Builtin Bridge Enableサービスパラメータが上書
きされます。デフォルトを選択すると、サービスパラメータの設定が使用されます。

ビルトインブリッジで割り込みを使用するには、前の項目が有効であること、プライバシー

が無効であること、各デバイスに [割込み]ソフトキーが割り当てられているか、またはワンボ
タン割り込み機能が有効になっていることを確認します。ビルトインブリッジで割り込みを

使用しない場合は、共有会議ブリッジを使用するため、各デバイスに [C割込]ソフトキーを割
り当てるか、ワンボタン C割り込み機能を有効にします。

（注）

詳細については、割り込み、プライバシー、および Privacy on Holdの設定, （20ページ）を参照
してください。

共有会議

ワンボタン C割り込み機能または [C割込]ソフトキーは、リモートで使用中のコール状態でだけ
使用できます。標準ソフトキーテンプレートには、[C割込]ソフトキーは含まれていません。 [C
割込]ソフトキーを使用するには、管理者がそれをソフトキーテンプレートに追加し、そのソフ
トキーテンプレートをデバイスに割り当てます。

ワンボタン C割り込み機能を使用するには、この機能をデバイスで有効にする必要がありま
す。

（注）

[C割込]ソフトキー（または共有回線ボタン）を押すと、共有会議ブリッジが使用可能な場合はそ
れを使用して割り込みコールが設定されます。元のコールは分割され、会議ブリッジで結合され

ます。このため、一時的にメディアが中断されます。すべての参加者のコール情報が割り込みに

変更されます。
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割り込まれたコールは会議コールになり、割り込みの発信先デバイスが会議コントローラになり

ます。これは、会議へのその他のユーザの追加やユーザの切断を実行できます。

いずれかのユーザがコールからリリースされ、会議にユーザが 2人だけ残った場合、その 2人の
ユーザは一時的に中断され、その後ポイントツーポイントコールとして再接続されます。この再

接続によって、共有会議リソースがリリースされます。

詳細については、割り込み、プライバシー、および Privacy on Holdの設定, （20ページ）を参照
してください。

電話機表示メッセージ

ユーザが SIPデバイスへの割り込みを開始した場合、割り込みの発信側の電話機には [To Barge <
表示名> (Shared Line DN)(割り込み <表示名> (共有回線 DN))]と表示されます。

ユーザが SCCPデバイスへの割り込みを開始した場合、割り込みの発信側の電話機には [To Barge
<表示名>(割り込み <表示名>)]と表示されます。

パーティ参加トーン

パーティ参加トーン機能を使用すると、基本コールがマルチパーティコールに変更されたとき、

つまり基本コールが割り込みコール、C割り込みコール、アドホック会議、ミートミー会議、ま
たは参加コールに変更されたときに、電話機でトーンが再生されます。また、ユーザがマルチ

パーティコールから退席したときにも別のトーンが再生されます。

制御側デバイス、つまりマルチパーティコールの発信側がビルトインブリッジを使用している場

合、制御側デバイスにパーティ参加トーンを設定すると、すべてのユーザにトーンが再生されま

す。制御側デバイスがコールを離れると、Cisco Unified Communications Managerはそのコールの
他のデバイスがトーンを再生できるかどうかを識別します。コールの他のデバイスがトーンを再

生できる場合、Cisco Unified Communications Managerはトーンを再生します。制御側デバイスが
トーンを再生できない場合、パーティ参加トーン機能を有効にしていても、Cisco Unified
Communications Managerでトーンは再生されません。

割り込みコールが作成された場合、割り込み発信側と回線を共有している割り込み発信先のパー

ティ参加トーン設定により、Cisco Unified Communications Managerでパーティ参加トーンを再生
するかどうかが決まります。

C割り込みコールが作成された場合、C割り込み発信側と回線を共有している C割り込み発信先
のパーティ参加トーン設定により、Cisco Unified Communications Managerでパーティ参加トーン
を再生するかどうかが決まります。ただし、発信先のコールが同じクラスタ内の既存のアドホッ

ク会議の場合、アドホック会議コントローラのパーティ参加トーン設定により、Cisco Unified
Communications Managerでトーンを再生するかどうかが決まります。

パーティ参加トーン機能を使用するには、デバイスのプライバシー機能をオフにするとともに、

マルチパーティコールの制御側デバイスでビルトインブリッジを使用できるようにする必要があ

ります。また、Cisco CallManagerサービスをサポートしている Party Entrance Toneサービスパラ
メータを設定するか、[電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウ（[コールルー
ティング(Call Routing)] > [電話番号(Directory Number)]）で電話番号ごとに [パーティ参加トーン
(Party Entrance Tone)]設定項目を設定します。サービスパラメータの詳細については、[サービス
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パラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウの疑問符ボタンをクリックしてくださ
い。 [電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウの [パーティ参加トーン(Party
Entrance Tone)]設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレー
ションガイド』の電話番号の設定項目に関連するトピックを参照してください。

プライバシー

プライバシーを使用すると、同じ回線（DN）を共有する電話機のユーザのコールステータス表示
機能やコールへの割り込み機能を有効または無効にできます。各電話機またはすべての電話機で

プライバシーを有効または無効にできます。

デフォルトでは、クラスタ内のすべての電話機でプライバシーが有効になっています。すべての

電話機でプライバシーを有効にするには、クラスタ全体のサービスパラメータを [True]のままに
し、電話機のプライバシー設定をデフォルトのままにします。

特定の電話機にプライバシーへのアクセスを設定するには、次の手順を実行して、プライバシー

を有効または無効にします。

•サービスパラメータを設定します。

•電話機のプライバシー設定を [On]に設定します。

•電話ボタンテンプレートに Privacyボタンを追加します。

• Privacyボタンのある電話ボタンテンプレートを各デバイスに追加します。

プライバシー用に設定したデバイスを Cisco Unified Communications Managerに登録すると、プラ
イバシーを有効にして設定された電話機の機能ボタンにラベルが付けられ、そのステータスがア

イコンで示されます。ボタンにランプがある場合は、点灯します。

電話機が着信コールを受信すると、ユーザはPrivacy機能ボタンを押してそのコールをプライベー
トにします（したがって、共有回線にコール情報は表示されません）。Privacy機能ボタンはオン
とオフを切り替えることができます。

Privacy on Hold
Privacy onHold機能を使用すると、同じ回線（DN）を共有する電話機のユーザのコールステータ
ス表示機能や保留コールへの応答機能を有効または無効にできます。

管理者はすべての電話機の Privacy on Holdを有効または無効にできます。 Privacy on Holdを有効
にするには、その電話機またはすべての電話機でプライバシー機能を有効にする必要もあります。

Privacy on Holdを有効にすると、すべてのプライベートコールで Privacy on Holdが自動的にアク
ティブになります。

デフォルトでは、クラスタ内のすべての電話機で Privacy on Holdが無効になっています。すべて
の電話機で Privacy on Holdを有効にするには、クラスタ全体のプライバシーサービスパラメータ
を [True]に設定し、クラスタ全体の Enforce Privacy Setting on Held Callsサービスパラメータを
[True]に設定して、電話機のプライバシー設定をデフォルトの設定のままにします。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
12

割り込みとプライバシー

プライバシー



特定の電話機で Privacy on Holdへのアクセスを設定するには、Enforce Privacy Setting on Held Calls
サービスパラメータを [True]に設定し、電話機のプライバシー設定を [True]に設定します。

• Enforce Privacy Setting on Held Callsサービスパラメータを [True]に設定します。

•プライバシーサービスパラメータを設定します。

•電話機のプライバシー設定を [On]に設定します。

•電話ボタンテンプレートに Privacyボタンを追加します。

• Privacyボタンのある電話ボタンテンプレートを各デバイスに追加します。

Privacy on Holdをアクティブにするには、プライベートコール中にユーザが [保留]ソフトキーま
たは保留ボタンを押します。コールに戻るには、ユーザが [復帰]ソフトキーを押します。コール
を保留にした電話機には、保留中のコールのステータスインジケータが表示されます。共有回線

では、プライベートおよび保留中のコールのステータスインジケータが表示されます。

割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold のシス
テム要件

割り込み機能とプライバシー機能が動作するには、次のソフトウェアコンポーネントが必要で

す。

• Cisco Unified Communications Manager 5.0以降

ワンボタン割り込み/C割り込み機能と Privacy on Hold機能が動作するには、次のソフトウェアコ
ンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager 6.1(1)以降

以下の機能の IP Phoneサポートがあるかどうか判断するには、それぞれの関連項目を参照してく
ださい。

•シングルボタン割り込み機能、C割り込み機能、または割り込みソフトキー、C割り込みソ
フトキーを使用した割り込みをサポートする IP Phone

•電話ボタンテンプレートの Privacyボタンを使用したプライバシーをサポートする IP Phpne

•ビルトイン会議ブリッジ機能をサポートする IP Phone

電話機が Privacyボタンをサポートしていない場合、デフォルトでは、その電話機のプライバ
シーは [Off]のままです（その電話機と回線を共有するすべてのデバイスが電話情報を表示し
ます）。

（注）
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関連トピック

デバイスのレポートサポート, （14ページ）

デバイスのレポートサポート
割り込みおよびプライバシーをサポートする IPPhoneの詳細なリストを生成するには、CiscoUnified
Reportingアプリケーションを使用します。そのためには、次の手順に従います。

1 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reportingを開始します。

Webアプリケーションへのアクセスを許可されるまで、ユーザの認証にはCisco Tomcatサービ
スが使用されます。アプリケーションには次の方法でアクセスできます。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページのナビゲーションメニューで [Cisco
Unified Reporting]を選択し、[Go]をクリックします。

• Cisco Unified Real Time Monitoring Tool（RTMT）のメニューで [File] > [Cisco Unified
Reporting]を選択します。

• https://<サーバ名または IPアドレス>:8443/cucreports/と入力し、認証済みのユーザ名とパ
スワードを入力します。

2 ナビゲーションバーで、[System Reports]をクリックします。

3 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List]オプションを
クリックします。

4 [Generate a new report]リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートが
すでに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List]リンクをクリックします。

5 ビルトインブリッジをサポートするすべての IP Phoneのレポートを生成するには、対応する
ドロップダウンリストボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタンをクリックします。

[Product]：[All]

[Feature]：[Built In Bridge]

[List Features]ペインに、ビルトインブリッジ機能をサポートするすべてのデバイスのリスト
が表示されます。カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーを
クリックして、リストをソートできます。

6 プライバシーをサポートするすべてのデバイスのレポートを生成するには、対応するドロップ

ダウンリストボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタンをクリックします。

[Product]：[All]

[Feature]：[Privacy]

[List Features]ペインに、プライバシー機能をサポートするすべてのデバイスのリストが表示さ
れます。カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーをクリック
して、リストをソートできます。
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7 ワンボタン割り込みをサポートするすべてのデバイスのレポートを生成するには、対応するド

ロップダウンリストボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタンをクリックします。

[Product]：[All]

[Feature]：[Single Button Barge]

[List Features]ペインに、ワンボタン割り込み機能をサポートするすべてのデバイスのリストが
表示されます。カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーをク
リックして、リストをソートできます。

CiscoUnified Reportingアプリケーションの詳細については、『CiscoUnified Reporting Administration
Guide』を参照してください。

インタラクションおよび制限事項
この項では、割り込み、プライバシー、および Privacy on Holdのインタラクションと制限事項を
説明します。

インタラクション

この項では、割り込みおよびプライバシーと、Cisco Unified Communications Managerアプリケー
ションおよびコール処理機能との間でどのようにインタラクションが行われるかについて説明し

ます。

割込みと C 割込
[割込み]ソフトキーまたは [C割込]ソフトキーのいずれかをソフトキーテンプレートに割り当て
ることをお勧めします。各デバイスにこれらのソフトキーのいずれかだけを割り当てることによ

り、ユーザの混乱を避け、パフォーマンスの問題が発生する可能性を防ぎます。

デバイスに対してワンボタン割り込みまたはワンボタン C割り込みを有効にできます。ただ
し、両方同時に有効にはできません。

（注）

割り込みとコールパーク

発信先がコールをパークした場合は、割り込みの発信側がリリースされるか（ビルトインブリッ

ジを使用している場合）、割り込みの発信側ともう一方のデバイスが接続されたままになります

（共有会議を使用している場合）。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
15

割り込みとプライバシー

インタラクションおよび制限事項



割り込みと参加

発信先がコールを別のコールと結合した場合は、割り込みの発信側がリリースされるか（ビルト

インブリッジを使用している場合）、割り込みの発信側ともう一方のデバイスが接続されたまま

になります（共有会議を使用している場合）。

PLAR の設定
割り込み、C割り込み、またはワンボタン割り込みの発信側は、PLAR用に設定されている共有
回線を介してコールに割り込むことができます。つまり、割り込みの発信先でコール中に PLAR
回線に関連付けられる事前設定番号が使用されている場合、発信側はコールに割り込むことがで

きます。 Cisco Unified Communications Managerでは、割り込みコールの接続前に PLAR回線に割
り込み、呼び出しを送信することはありません。そのため、割り込みは PLAR接続先の状態に関
係なく行われます。

割り込み、C割り込み、またはワンボタン割り込みを PLARと連携させるには、割り込みの設定,
（2ページ）の説明に従って、割り込み、C割り込み、またはワンボタン割り込みを設定する必
要があります。また、PLAR接続先（PLAR専用の電話番号）の設定も必要です。次の例では、
SCCPを実行している電話機およびSIPを実行している電話機に対してPLAR機能を有効にする方
法について説明します。

Aおよび A'は、割り込み、C割り込み、またはワンボタン割り込み用に設定している共有回線デ
バイスを表します。B1は、PLAR接続先の電話番号を表します。 SIPを実行している A/A'から
PLAR機能を有効にする方法については、次の例を参照してください。

PLARの設定例

手順

ステップ 1 パーティション（P1など）とコーリングサーチスペース（CSS1など）を作成して、CSS1に P1
を含めます（Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[コールルーティング(Call
Routing)] > [コントロールのクラス(Class of Control)] > [パーティション(Partition)]または [コーリン
グサーチスペース(Calling Search Space)]を選択します）。

ステップ 2 コーリングサーチスペースCSS1とパーティション P1を含むトランスレーションパターン（TP1
など）を作成します。ヌルパターン（空白パターン）を作成し、[着信側トランスフォーメーショ
ンマスク(Called Party TransformationMask)]フィールドには必ずB1 PLAR接続先の電話番号を入力
します（CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[コールルーティング(Call Routing)]
> [トランスレーションパターン(Translation Pattern)]を選択します）。

ステップ 3 コーリングサーチスペース CS1を Aまたは A'に割り当てます（Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選択します）。

ステップ 4 P1パーティションを PLAR接続先 B1の電話番号に割り当てます（Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[コールルーティング(Call Routing)] > [電話番号(Directory Number)]を選
択します）。

ステップ 5 SIPを実行している電話機の場合、SIPダイヤルルールを作成します（CiscoUnifiedCommunications
Managerの管理ページで、[コールルーティング(Call Routing)] > [ダイヤルルール(Dial Rules)] > [SIP
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ダイヤルルール(SIP Dial Rules)]を選択します。 [7940_7960_OTHER]を選択します。パターンの
名前（PLAR1など）を入力します。 [保存(Save)]をクリックしてから、[PLARの追加(Add Plar)]
をクリックします。 [保存(Save)]をクリックします）。

ステップ 6 SIPを実行している電話機の場合、PLAR用に作成した SIPダイヤルルール設定を電話機（この例
ではAおよびA'）に割り当てます（Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバ
イス(Device)] > [電話(Phone)]を選択します。 [SIPダイヤルルール(SIP Dial Rules)]ドロップダウン
リストボックスから SIPダイヤルルール設定を選択します）。

制限事項

割り込みには、次の制限事項があります。

•割り込みの発信側は、追加の発信者の会議に参加できません。

•パフォーマンスを強化するには、ビルトインブリッジを無効にするか、共有回線アピアラン
スを持たないデバイスや割り込みを使用しないデバイスでプライバシーをオンにします。

• CTIは、TAPI/JTAPIアプリケーションが呼び出すAPIを介した割り込みをサポートしていま
せん。 CTIは、[割込み]ソフトキーまたは [C割込]ソフトキーを使用して IP Phoneから割り
込みが手動で呼び出された場合に、割り込みのイベントを生成します。

•割り込みが設定されたユーザに対しては C割り込みを設定しないことをお勧めします。各
ユーザに対して選択する割り込みメソッドは 1つだけにしてください。

•元のコールには G.711コーデックが必要です。 G.711を使用できない場合は、代わりに C割
り込みを使用します。

• [割込み]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートは、すべての IP Phoneに割り当てること
ができます。ただし、割り込み機能をサポートしていない IP Phoneもあります。

•割り込みは、SIPを実行するほとんどの Cisco Unified IP Phoneをサポートします。

•割り込みに使用された電話機で暗号化が設定されていない場合、ユーザは暗号化されたコー
ルに割り込むことができません。このケースで割り込みが失敗すると、ユーザが割り込みを

行った電話機でビジー音が再生されます。

発信側の電話機に暗号化機能が設定されている場合、割り込み発信側は暗号化された電話機

からの認証されたコールまたは非セキュアコールに割り込むことができます。割り込みが

発生すると、Cisco Unified Communications Managerはそのコールをセキュアでないコールに
分類します。

発信側の電話機に暗号化機能が設定されている場合、割り込みの発信側は暗号化されたコー

ルに割り込むことができ、電話機にはコール状態が暗号化であることが示されます。

割り込みに使用された電話機が非セキュアである場合でも、ユーザは認証されたコールに割

り込むことができます。発信側の電話機がセキュリティをサポートしていない場合でも、認

証アイコンはコール内の認証されたデバイス上に継続して表示されます。
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割り込み機能が必要な場合はC割り込みを設定できます。ただし、CiscoUnifiedCommunications
Managerは自動的にコールを非セキュアに分類します。

ヒント

• Cisco Unified IP Phone 7960および 7940の暗号化を設定すると、これらの暗号化されたデバイ
スは暗号化コールに参加しているときには割り込み要求を受け入れできません。コールが暗

号化されているとき、割り込みを試行しても失敗します。電話機では、割り込みが失敗した

ことを示すトーンが再生されます。

以下の設定を行おうとすると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページにメッセー
ジが表示されます。

◦ [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、[デバイスセキュリティモード(Device
Security Mode)]に [暗号化(Encrypted)]を選択し（システムデフォルトは [暗号化
(Encrypted)]）、[ビルトインブリッジ(Built In Bridge)]設定に [オン(On)]を設定し（デ
フォルト設定は [オン(On)]）、この特定の設定を作成した後で [挿入(Insert)]または [更
新(Update)]をクリックする。

◦ [エンタープライズパラメータ設定(Enterprise Parameters Configuration)]ウィンドウで、
Device Security Modeパラメータを更新する。

◦ [サービスパラメータ(Service Parameter)]ウィンドウで、Built In Bridge Enableパラメータ
を更新する。

•会議内の共有回線ユーザの数が、割り込み試行を行っているデバイスの [コール最大数
(MaximumNumber of Calls)]設定の設定値以上の場合、電話機によって制限超過エラーを示す
メッセージが表示されます。

プライバシーには、次の制限事項があります。

•パフォーマンスを強化するには、ビルトインブリッジを無効にするか、共有回線アピアラン
スを持たないデバイスや割り込みを使用しないデバイスでプライバシーをオンにします。

• CTIは、TAPI/JTAPIアプリケーションが呼び出すAPIを介したプライバシーをサポートして
いません。 CTIは、Privacy機能ボタンを使用して IP Phoneからプライバシーが有効または
無効にされた場合に、イベントを生成します。

•プライバシーは、SIPを実行するほとんどのCisco Unified IP Phoneをサポートします。

ビルトイン会議ブリッジには次の制限事項が適用されます。

•パフォーマンスを強化するには、ビルトインブリッジを無効にするか、共有回線アピアラン
スを持たないデバイスや割り込みを使用しないデバイスでプライバシーをオンにします。

•発信側はコールのパークやコールの転送を実行できません。また、CTI/JTAPI/TSPインター
フェイスを介した機能も使用できません。システムがサポートするのは保留と保留解除だけ

です。

•ビルトイン会議ブリッジは、SIPを実行するほとんどのCiscoUnified IP Phoneをサポートしま
す。
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Privacy on Holdには、次の制限事項があります。

• CTIは、TAPI/JTAPIアプリケーションが呼び出す APIを介した Privacy on Holdをサポートし
ていません。CTIは、プライバシーが有効になっているコールが保留にされ、Privacy機能ボ
タンを使用して IP Phoneからプライバシーが有効または無効にされた場合に、イベントを生
成します。

関連トピック

デバイスのレポートサポート, （14ページ）

割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold のイン
ストールとアクティブ化

割り込み、プライバシー、および Privacy on Holdは、Cisco Unified Communications Managerソフ
トウェアの標準システム機能になりました。管理者は、システムで使用可能にするため、インス

トール後にこれらの機能をアクティブにします。この項では、割り込み、プライバシー、および

Privacy on Hold機能を説明します。

割り込みのアクティブ化

ビルトイン会議ブリッジで割り込みをアクティブにするには、ソフトキーテンプレートに [割込
み]ソフトキーを追加し、ソフトキーテンプレートをデバイスに割り当て、Builtin Bridge Enable
サービスパラメータを [オン(On)]に設定し、Party Entrance Toneを [はい(True)]に設定します。
ワンボタン割り込み機能をアクティブにするには、この機能を[デバイスプロファイルの設定(Device
Profile Configuration)]ウィンドウで有効にする必要もあります。詳細については、割り込みの設
定, （2ページ）を参照してください。

すべてのユーザに対してビルトイン会議ブリッジで割り込みを設定するには、Built-in Bridge
Enableサービスパラメータを [オン(On)]に設定します。個々のユーザに対してビルトイン会
議ブリッジで割り込みを設定するには、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで [ビル
トインブリッジ(Built In Bridge)]フィールドを [オン(On)]に設定します。

（注）

C 割り込みのアクティブ化
共有会議ブリッジで割り込みをアクティブにするには、ソフトキーテンプレートに [C割込]ソフ
トキーを追加し、ソフトキーテンプレートをデバイスに割り当て、Party Entrance Toneを [はい
(True)]に設定します。ワンボタン C割り込み機能をアクティブにするには、この機能を [デバイ
スプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウで有効にする必要もあります。詳
細については、割り込みの設定, （2ページ）を参照してください。
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プライバシーのアクティブ化

デフォルトで、Privacy Settingサービスパラメータは [はい(True)]に設定され、電話機にはプライ
バシー設定があるので、システムは自動的にCiscoUnifiedCommunicationsManagerのプライバシー
をアクティブにします。また、電話ボタンテンプレートにプライバシーを追加し、電話ボタン

テンプレートをデバイスに割り当てる必要があります。詳細については、プライバシーとPrivacy
on Holdの設定, （4ページ）を参照してください。

Privacy on Hold のアクティブ化
Enforce Privacy Setting on Held Callsサービスパラメータが [はい(True)]に設定され、電話機に設定
済みプライバシー機能がある場合、システムは自動的に Cisco Unified Communications Managerの
Privacy on Holdをアクティブにします。
詳細については、プライバシーと Privacy on Holdの設定, （4ページ）を参照してください。

割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold の設定
この項では、割り込み、プライバシー、および Privacy on Holdの設定について説明します。

割り込みまたはプライバシーを設定する前に、割り込みの設定, （2ページ）およびプライ
バシーと Privacy on Holdの設定, （4ページ）を参照してください。

ヒント

割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold 用のサービスパラ
メータ

CiscoUnifiedCommunicationsManagerには、クラスタ全体のサービスパラメータが 5つあります。
ビルトイン会議ブリッジ機能用の Built In Bridge Enable、プライバシー機能用の Privacy Setting、
Privacy on Hold機能用の Enforce Privacy Setting on Held Calls設定、ワンボタン割り込み/C割り込
み機能用の Single Button Barge/cBarge Policy、および割り込み中に再生されるビープ音用の Party
Entrance Toneです。これらのパラメータは、Cisco CallManagerサービスが使用されており、割り
込みが設定されたクラスタ内の各サーバに対して設定します。

• Built InBridgeEnable：デフォルトでは [オフ(Off)]に設定されています。このパラメータは、
[割込み]ソフトキーを使用する電話機でビルトイン会議ブリッジ機能を有効または無効にし
ます。 Built in Bridgeが [電話の設定(Phone Configuration)]で [オン(On)]に設定されている場
合でも、サービスパラメータ設定は上書きされます。

• Privacy Setting：デフォルトでは [はい(True)]に設定されています。このパラメータは、共有
回線アピアランスに関する情報を表示しない電話機ユーザに対してプライバシー機能を有効

または無効にします。特定の電話機がプライバシー機能を必要とする場合は、サービスパ
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ラメータを [いいえ(False)]に設定し、[電話の設定(PhoneConfiguration)]の [プライバシ(Privacy)]
フィールドを [オン(On)]に設定します。

[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの [プライバシ(Privacy)]フィールドがデフォル
トに設定されている場合、電話機はPrivacySettingサービスパラメータの設定を使用します。

• Enforce Privacy Setting on Held Calls：デフォルトでは [False]に設定されています。このパラ
メータは、Privacy on Holdのコールを維持しない電話機ユーザに対して Privacy on Hold機能
を有効または無効にします。

• Single button barge/cBarge Policy：デフォルトでは [オフ(Off)]に設定されています。このパラ
メータは、回線ボタンを押すだけで割り込みまたはC割り込みの機能を使用できるよう求め
る電話機ユーザに対して、ワンボタン割り込み/C割り込み機能を有効または無効にします。

• Party Entrance Tone：デフォルトでは [いいえ(False)]に設定されています。このパラメータ
は、割り込み中に再生されるビープ音を有効または無効にします。
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第 2 章

BLF プレゼンス

この章では、ビジーランプフィールド（BLF）プレゼンス機能を説明します。この機能を使う
と、ユーザは、電話番号またはSIPURIを指定して別のユーザのリアルタイムステータスを監視
できます。

• BLFプレゼンスの設定, 23 ページ

• BLFプレゼンス機能, 25 ページ

• 電話機とトランクを使用した BLFプレゼンス, 26 ページ

• ルートリストを使用した BLFプレゼンス, 28 ページ

• BLFプレゼンスグループ, 29 ページ

• BLFプレゼンス認証, 32 ページ

• SUBSCRIBEコーリングサーチスペース, 35 ページ

• エクステンションモビリティを使用した BLFプレゼンス, 35 ページ

• システム要件, 36 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 36 ページ

• プレゼンスの設定, 37 ページ

BLF プレゼンスの設定
BLFプレゼンス機能を使用すると、ユーザ（ウォッチャ）はウォッチャのデバイスから電話番号
または SIP URIで別のユーザのリアルタイムステータスを監視できます。ウォッチャは、次のオ
プションを使用して、ユーザのステータスを監視できます。

• BLF/スピードダイヤルボタン

•ディレクトリウィンドウ内の不在履歴、発信履歴、または着信履歴のリスト

•社内ディレクトリなどの共有ディレクトリ
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次の説明では、電話機と SIPトランクが Cisco Unified Communications Managerデータベースに
あることを前提としています。電話機またはSIPトランクを追加する方法の詳細については、
『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してくださ
い。

ヒント

以下の手順を実行して、BLFプレゼンス機能を設定します。

BLF/スピードダイヤルのためにプレゼンスグループまたは Default Inter-Presence Group
Subscriptionパラメータを設定する必要はありません。

（注）

手順

ステップ 1 まだ設定していない場合は、BLFプレゼンス機能で使用する電話機および SIPトランクを設定し
てください。

ステップ 2 BLF for Call Listsエンタープライズパラメータを有効にします。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、BLFプレゼンスに対するクラスタ全体の
サービスパラメータを設定します。

ステップ 4 BLFプレゼンスグループ認証を使用するには、BLFプレゼンスグループと権限を設定します。

ステップ 5 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、電話番号、SIPトランク、SIPを実行して
いる電話機、SCCPを実行している電話機、エンドユーザ、およびアプリケーションユーザ（SIP
トランクを介して BLFプレゼンス要求を送信しているアプリケーションユーザ）に BLFプレゼ
ンスグループを適用します。

ステップ 6 SIPトランクからの BLFプレゼンス要求を許可するには、[SIPトランクセキュリティプロファイ
ルの設定(SIP Trunk Security Profile Configuration)]ウィンドウの [プレゼンスのSUBSCRIBEの許可
(Accept Presence Subscription)]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 トランクレベルの認証に加えて、SIPトランクアプリケーションに対してアプリケーションレベ
ルの認証を有効にするには、[SIPトランクセキュリティプロファイルの設定(SIP Trunk Security
Profile Configuration)]ウィンドウで次のチェックボックスをオンにします。

• [ダイジェスト認証を有効化(Enable Digest Authentication)]

• [アプリケーションレベル認証を有効化(Enable Application Level Authorization)]

[ダイジェスト認証を有効化(EnableDigestAuthentication)]をオンにしないと、[アプリケー
ションレベル認証を有効化(EnableApplication LevelAuthorization)]をオンにできません。

（注）

トランクにプロファイルを適用します。トランクをリセットし、変更を有効にします。

[アプリケーションレベル認証を有効化(Enable Application Level Authorization)]をオンにした場合
は、アプリケーションの [アプリケーションユーザの設定(ApplicationUser Configuration)]ウィンド
ウの [プレゼンスのSUBSCRIBEの許可(Accept Presence Subscription)]チェックボックスをオンにし
ます。
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ステップ 8 SUBSCRIBEコーリングサーチスペースを設定し、必要に応じて電話機、トランク、またはエン
ドユーザにコーリングサーチスペースを適用します。

ステップ 9 BLF/スピードダイヤルボタンの電話ボタンテンプレートをカスタマイズします。

ステップ 10 まだ設定していない場合は、BLF/スピードダイヤルボタンを追加する電話機を設定します。BLF/
スピードダイヤル回線に対して設定する電話ボタンテンプレートを選択してください。

ステップ 11 電話機またはユーザデバイスプロファイルに対して BLF/スピードダイヤルボタンを設定しま
す。

BLF プレゼンス機能
Cisco Unified Communications Managerの管理ページでプレゼンスを設定する場合、ウォッチャと
呼ばれる関連ユーザは、ウォッチャのデバイスから電話番号または SIP URIの BLFプレゼンスエ
ンティティのリアルタイムステータスを監視できます。

SIPURIは、xten3@CompB.cisco.comまたは 2085017328@10.21.91.156:5060のように、user@host
形式で構成されるコールの宛先を構成します。

（注）

ウォッチャは、次のオプションを使用して、BLFプレゼンスエンティティ（プレゼンティティと
も呼ばれる）のステータスを監視できます。

• BLF/スピードダイヤルボタン

•ディレクトリウィンドウ内の不在履歴、発信履歴、または着信履歴のリスト

•社内ディレクトリなどの共有ディレクトリ

コールリストおよびディレクトリは、既存のエントリの BLFステータスを表示します。 BLF/ス
ピードダイヤルボタンを設定すると、BLFプレゼンスエンティティが、ウォッチャのデバイス
でスピードダイヤルとして表示されます。

BLFプレゼンスをサポートし、SIPを実行している電話機では、BLF/スピードダイヤルボタ
ンとして電話番号または SIP URIを設定できます。 BLFプレゼンスをサポートし、SCCPを実
行している電話機では、BLF/スピードダイヤルボタンとして電話番号だけを設定できます。

ヒント
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電話機またはユーザデバイスプロファイルに対して BLF/スピードダイヤルボタンを設定し
ます。 BLF値は、クラスタ上にある必要はありません。電話機に表示されるビジーランプ
フィールド（BLF）ステータスアイコンについては、ご使用の電話機をサポートする Cisco
Unified IP Phoneのマニュアルを参照してください。ご使用の電話機が BLFプレゼンスをサ
ポートするかどうかを判断するには、ご使用の電話機とこのバージョンのCisco Unified
Communications Managerをサポートする Cisco Unified IP Phoneのマニュアルを参照してくださ
い。

ヒント

BLFプレゼンスエンティティのステータスを表示するため、ウォッチャはBLFプレゼンス要求を
Cisco Unified Communications Managerに送信します。管理者が BLFプレゼンス機能を設定した後
に、ウォッチャのデバイスにリアルタイムステータスアイコンが表示され、BLFプレゼンスエ
ンティティについて通話中、非通話中、ステータス不明などを示します。

エクステンションモビリティのユーザは、エクステンションモビリティをサポートする電話機

で、BLFプレゼンス機能を使用できます。

BLFプレゼンスグループ認証によって、認証されたウォッチャだけが宛先の BLFプレゼンスス
テータスにアクセスできます。管理者は、BLF/スピードダイヤルを設定するときに宛先を監視す
る権限をウォッチャに与えるので、BLFプレゼンスグループ認証は BLF/スピードダイヤルには
適用されません。

SIPを実行している電話機の場合は、コールリストに表示される BLF/スピードダイヤルとし
て設定された電話番号または SIP URIにも BLFプレゼンスグループ認証が適用されません。

（注）

クラスタ外からのBLFプレゼンス要求を許可するには、外部のトランクまたはアプリケーション
からのBLFプレゼンス要求を受け入れるように、管理者がシステムを設定する必要があります。
BLFプレゼンスグループをクラスタ外のトランクおよびアプリケーションに割り当て、プレゼン
スグループ認証を呼び出すことができます。

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース(SUBSCRIBECalling Search Space)]によって、CiscoUnified
Communications Managerがトランクまたは電話機から着信する BLFプレゼンス要求をどのように
ルーティングするかが決まります。エンドユーザに関連付けられたSUBSCRIBEコーリングサー
チスペースは、エクステンションモビリティコールのために使用されます。

電話機とトランクを使用した BLF プレゼンス

この項の説明を参照する際には、BLFプレゼンスグループ, （29ページ）、BLFプレゼンス
認証, （32ページ）、ルートリストを使用した BLFプレゼンス, （28ページ）、および
SUBSCRIBEコーリングサーチスペース, （35ページ）も参照してください。この項の説明
は、電話機とトランクが BLFプレゼンスエンティティ（BLFプレゼンスグループで設定され
ている）のステータスを表示する権限を持っていることを前提としています。

ヒント
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Cisco Unified Communications Managerは、クラスタの内部か外部かによらず、Cisco Unified
Communications Managerユーザからのすべての BLFプレゼンス要求を処理します。

電話機と BLFプレゼンスエンティティが同じ場所に設置されている場合、電話機経由で BLFプ
レゼンス要求を送信するCiscoUnifiedCommunicationsManagerウォッチャに対しては、CiscoUnified
Communications Managerは、直接 BLFプレゼンスステータスを応答します。

デバイスがクラスタ外に存在する場合、CiscoUnified CommunicationsManagerは SIPトランクを介
して外部デバイスに照会します。ウォッチャが外部デバイスを監視する権限を持っている場合、

SIPトランクは外部デバイスに BLFプレゼンス要求を送信し、ウォッチャに BLFプレゼンスス
テータスを返します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerトランク経由でBLFプレゼンス要求を送信する非CiscoUnified
Communications Managerウォッチャに対しては、Cisco Unified Communications Managerが BLFプ
レゼンスエンティティをサポートしている場合、Cisco Unified Communications Managerは BLFプ
レゼンスステータスを応答します。 Cisco Unified Communications Managerが BLFプレゼンスエ
ンティティをサポートしない場合、要求は拒否されます。

次の例は、プレゼンス要求を送受信する権限を持っている電話機およびトランクに対して、BLF
プレゼンスがどのように動作するかを示しています。

Cisco Unified Communications Managerユーザが別のCisco Unified Communications Managerユーザの
BLF ステータスを問い合わせる

Cisco Unified Communications Managerユーザが別のCisco Unified Communications Managerユーザを
コールしたところ、着信側が対応可能でないことがわかりました。電話に出られるようになる

と、着信側は不在履歴のリストをチェックし、電話機が Cisco Unified Communications Managerに
接続されます。 Cisco Unified Communications Managerは、着信側が有効なウォッチャであるかど
うかを検証し、発信者がCisco Unified Communications Managerプレゼンスエンティティを提示す
ることを決定します。発信者の BLFステータスが、着信側のユーザの電話機で更新されます。

Cisco Unified Communications Managerユーザが非Cisco Unified Communications Managerユーザの BLF
ステータスを問い合わせる

非 Cisco Unified Communications Managerユーザが Cisco Unified Communications Managerユーザを
コールしたところ、Cisco Unified Communications Managerユーザが対応不能であることがわかり
ました。電話に出られるようになると、Cisco Unified Communications Managerユーザは不在履歴
のリストをチェックし、電話機が Cisco Unified Communications Managerに接続されます。 Cisco
Unified Communications Managerは、Cisco Unified Communications Managerユーザが有効なウォッ
チャであることを確認し、非 Cisco Unified Communications Managerユーザがプレゼンスエンティ
ティを提示することを決定します。 SIPトランクは非 Cisco Unified Communications Managerネッ
トワークおよびCisco Unified CommunicationsManagerとのインタラクションを行い、Cisco Unified
Communications Managerユーザの電話機上で非Cisco Unified Communications Managerユーザのス
テータスが更新されます。
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非 Cisco Unified Communications ManagerユーザがCisco Unified Communications Managerユーザの
BLF プレゼンスステータスを問い合わせる

非Cisco Unified CommunicationsManagerユーザがCisco Unified CommunicationsManagerユーザの状
態を問い合わせます。要求は Cisco Unified Communications Manager SIPトランク経由で着信しま
す。 Cisco Unified Communications Managerは、非 Cisco Unified Communications Managerユーザが
有効なウォッチャであるかどうかを検証し、Cisco Unified Communications Managerユーザが Cisco
Unified Communications Managerプレゼンスエンティティを提示することを決定します。 Cisco
Unified Communications Managerは、非 Cisco Unified Communications Managerユーザの電話機にス
テータスを送信します。

Cisco Unified Communications Managerが BLF ステータスを取得するため社内ディレクトリにアクセ
スする

Cisco Unified Communications Managerユーザが電話機上で社内ディレクトリにアクセスします。
ディレクトリエントリごとに、BLFステータスが表示されます。

電話機が BLF/スピードダイヤルを監視する

管理者が BLFプレゼンス機能と BLF/スピードダイヤルボタンを設定した後に、ユーザは BLFプ
レゼンスエンティティのリアルタイムステータスの監視をすぐに開始できます。

ルートリストを使用した BLF プレゼンス

この項の説明を参照する際には、電話機とトランクを使用した BLFプレゼンス, （26ペー
ジ）、BLFプレゼンスグループ, （29ページ）、BLFプレゼンス認証, （32ページ）、およ
び SUBSCRIBEコーリングサーチスペース, （35ページ）も参照してください。

ヒント

Cisco Unified Communications Managerは、BLFプレゼンス要求をウォッチャから受信し、BLFプ
レゼンスエンティティからステータス応答を受信します。ウォッチャとBLFプレゼンスエンティ
ティは、クラスタ内またはクラスタ外に存在できます。

Cisco Unified Communications Managerは、SIPトランク経由で外部の着信および発信 BLFプレゼ
ンス要求をサポートします。 SIPトランクは、ルートリストのメンバであるルートグループのメ
ンバにすることができます。CiscoUnifiedCommunicationsManagerが発信SIPトランクまたはルー
トグループに関連付けられたBLFプレゼンス要求または通知ステータスを受信した場合、シスコ
はその要求またはステータスを SIPトランクに転送します。

BLFプレゼンス要求および応答は、SIPトランク、または SIPトランクに関連付けられたルー
トにルーティングする必要があります。MGCP/H323トランクデバイスにルーティングされる
BLFプレゼンス要求は拒否されます。

（注）

要求がルートグループまたはリストに転送された場合、そのグループまたはリスト内の SIPトラ
ンクはその要求を伝送できます。 Cisco Unified Communications Managerは、そのグループまたは
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リストで次に使用可能か、またはアイドル状態の発信 SIPトランクに要求を転送します。この処
理は、Cisco Unified Communications Managerが正常な応答を受信するか、操作失敗を受信するま
で繰り返されます。

外部プレゼンティティへのBLFプレゼンス要求が成功した後に、SIPトランクはそのプレゼンティ
ティに対するステータスの変更に基づく通知メッセージを受信し、ウォッチャに通知するために

ルートリスト/グループにそのステータスを送信します。異なるウォッチャが、ルートリスト/グ
ループおよび SIPトランクを介して到達される同じプレゼンティティに BLFプレゼンス要求を送
信した場合、Cisco Unified Communications Managerは別の登録を作成せずに、プレゼンティティ
のキャッシュされたステータスを登録者に送信します。

プレゼンティティは、タイムアウトまたはその他の理由のためにいつでも登録を解除できます。

SIPトランクが解除ステータスを受信した場合、その解除ステータスはウォッチャに通知するため
にルートリストまたはグループに渡されます。

ルートリストの設定に関する詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニ
ストレーションガイド』のSUBSCRIBEコーリングサーチスペース, （35ページ）を参照してく
ださい。

BLF プレゼンスグループ

Cisco CallManagerサービスの Default Inter-Presence Group Subscriptionサービスパラメータは、
BLFプレゼンスグループのクラスタ全体の権限パラメータを [登録の許可(Allow Subscription)]
または [登録の拒否(Disallow Subscription)]に設定します。この設定により、管理者はシステム
デフォルトを設定し、クラスタのデフォルト設定を使用して BLFプレゼンスグループの関係
を設定できます。このサービスパラメータの設定については、プレゼンスサービスパラメー

タとエンタープライズパラメータの設定, （37ページ）を参照してください。

ヒント

CiscoUnifiedCommunicationsManagerを使用すると、BLFプレゼンスグループを設定して、ウォッ
チャが監視可能な宛先を制御できます。 BLFプレゼンスグループを設定するには、Cisco Unified
CommunicationsManagerの管理ページでグループを作成して、1つ以上の宛先とウォッチャを同じ
グループに割り当てます。

同じ BLFプレゼンスグループ内の BLFプレゼンス要求は常に許可されます。（注）

[BLFプレゼンスグループの設定(BLF Presence Group Configuration)]ウィンドウのドロップダウン
リストから、次のいずれかの権限を使用して、その他のBLFプレゼンスグループに対する関係を
指定する必要もあります。

• [システムデフォルトの使用(Use System Default)]：権限の設定用として Default Inter-Presence
Group Subscriptionサービスパラメータ（[登録の許可(Allow Subscription)]または [登録の拒否
(Disallow Subscription)]）設定を使用するには、グループを選択し、[登録許可(Subscription
Permission)]を [システムデフォルトの使用(Use System Default)]に設定します。
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• [登録の許可(AllowSubscription)]：このグループのウォッチャに対して、別のグループのメン
バを監視することを許可するには、グループを選択し、[登録許可(Subscription Permission)]を
[登録の許可(Allow Subscription)]に設定します。

• [登録の拒否(DisallowSubscription)]：このグループのウォッチャに対して、別のグループのメ
ンバを監視することを禁止するには、グループを選択し、[登録許可(Subscription Permission)]
を [登録の拒否(Disallow Subscription)]に設定します。

新しい BLFプレゼンスグループを追加するたびに、Cisco Unified Communications Managerは
初期権限設定としてデフォルトのクラスタ設定を使用して、新しいグループに対するすべての

グループ関係を定義します。別の権限を適用するには、変更する各権限について、新しいグ

ループと既存のグループ間で新しい権限を設定します。

ヒント

BLFプレゼンスグループに対して設定した権限は、[BLFプレゼンスグループの関係(BLFPresence
Group Relationship)]ペインに表示されます。グループ間の関係に対してシステムのデフォルト権
限設定を使用する権限は表示されません。

例：BLF プレゼンスグループ権限の設定

Default Inter-Presence Group Subscriptionのクラスタ全体の設定が [Disallow Subscription]に設定され
ているとします。 2つの BLFプレゼンスグループ、グループA（従業員）とグループ B（マネー
ジャ）を作成します。グループBのメンバによるグループAのメンバの監視を許可し、グループ
BのメンバによるグループAのメンバの監視を禁止する場合は、グループ BからグループAに対
して [AllowSubscription]を設定します（システムのデフォルトは [登録の拒否(DisallowSubscription)]
であるため、Default Inter-Presence Group Subscriptionサービス設定を変更しない限り、グループ A
はグループ Bに対する登録をすでに禁止されています）。

Cisco Unified Communications Managerは、インストール時に標準 BLFプレゼンスグループを自動
的に作成します。これは、BLFプレゼンスユーザのデフォルトになります。すべての BLFプレ
ゼンスユーザ（アプリケーションユーザを除く）は、初めに Standard BLF Presenceグループに割
り当てられます。このグループは削除できません。

すべてのアプリケーションユーザが SIPトランクを使用したり、BLFプレゼンス要求を開始
したりするわけではないため、アプリケーションユーザのデフォルト設定は [なし(None)]に
指定されています。アプリケーションユーザを Standard BLF Presenceグループに割り当てる
には、管理者がこのオプションを設定する必要があります。

（注）

作成した各 BLFプレゼンスグループごとに、Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
で、BLFプレゼンスグループを以下の 1つ以上の項目に適用します（以下の表を参照）。
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表 2：BLF プレゼンスグループの適用

コメントプレゼンスエンティティまた

はウォッチャ

BLF プレゼンスグループの適用
先

SIPまたは SCCPのいずれかを
実行している電話機

プレゼンスエンティティ[電話番号(Directory number)]

SIPトランク上で接続される
SIPトランク、またはプロキシ
サーバを介してプレゼンス要求

を送信する外部 BLFプレゼン
スサーバ（ウォッチャとして

機能）

SIPトランクに対する発信BLF
プレゼンス要求（プレゼンス

エンティティとして機能）

ウォッチャおよびプレゼンス

エンティティ

[トランク(Trunk)]

SIPまたは SCCPのいずれかを
実行している電話機

ウォッチャ[電話(Phone)]

SIPトランク上で接続される
SIPトランクまたはプロキシ
サーバ上のホームを介してBLF
プレゼンス要求を送信する外部

アプリケーション（たとえば、

Web Dial、IPPM、Meeting
Place、会議サーバ、プレゼンス
サーバ）

ウォッチャ[アプリケーションユーザ
(Application User)]

ユーザディレクトリとコール

リスト、およびエクステンショ

ンモビリティの設定のため

ウォッチャ[エンドユーザ(End User)]

注1：電話機がウォッチャとして機能します。電話機の回線は、ウォッチャとして機能できませ
ん。

注 2：BLF/スピードダイヤルのために BLFプレゼンスグループをプロビジョニングする必要は
ありません。

SIPトランクを介した BLFプレゼンス要求の追加要件については、BLFプレゼンス認証, （32
ページ）を参照してください。

ヒント
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次の例では、電話機またはトランクが異なるBLFプレゼンスグループおよび権限を使用して宛先
ステータスを取得する方法を説明します。

BLF/スピードダイヤルに割り当てられた電話番号に関するステータスを電話機が要求する場合

電話機 Bと同じ場所に設置されている電話機 Aには、電話機 Bの BLFプレゼンスステータスを
監視するために、BLF/スピードダイヤルボタンとして電話番号 1111（電話機 B）が設定されて
います。電話機Aは、電話番号 1111のリアルタイムステータスを受信し、BLF/スピードダイヤ
ルボタンの横にステータスアイコンを表示します。 BLFプレゼンスグループ認証は実行されま
せん。

コールリストの電話番号に関するステータスを電話機が要求する場合

BLFプレゼンスグループのUser Groupに設定されている電話機Aの [不在履歴(Missed Calls)]コー
ルリストには電話番号 1111があります。電話機Bの電話番号 1111には、BLFプレゼンスグルー
プ Executive Groupが設定されています。 [BLFプレゼンスグループの設定(BLF Presence Group
Configuration)]ウィンドウには、[BLFプレゼンスグループの関係(BLF Presence Group Relationship)]
ペインでの指定に従って、User Groupと Executive Group間の関係は [登録の拒否(Disallow
Subscription)]であることが示されます。電話機 Aは、電話番号 1111のリアルタイムステータス
を受信できず、[不在履歴]リストエントリの横にリアルステータスアイコンを表示しません。

Cisco Unified Communications Managerの電話番号に関するステータスを、SIP トランクに接続され
た SIP プロキシサーバが要求する場合

次の例では、異なるBLFプレゼンスグループが SIPトランクおよび電話番号に対して設定された
場合に、SIPトランクが電話番号のステータスを取得する方法を説明します。 SIPプロキシサー
バ Dは、SIPトランク Cを使用して、電話番号 5555のステータスを取得するために Cisco Unified
Communications Managerに接続します。これは、電話番号 5555が、プロキシサーバに接続し、
SIPを実行している電話機 Eの BLF/スピードダイヤルボタンとして存在しているためです。 SIP
トランクは、BLFプレゼンスグループの Administrator Groupに設定され、電話番号 5555は
Engineering Groupに割り当てられていることを示します。 [BLFプレゼンスグループの設定(BLF
PresenceGroupConfiguration)]ウィンドウには、[BLFプレゼンスグループの関係(BLFPresenceGroup
Relationship)]ペインでの指定に従って、Administrator Groupと Engineering Group間の関係は許可
であることが示されます。 Cisco Unified Communications Managerは、電話番号のステータスをこ
のトランクに送信し、このトランクはそのステータスを SIPプロキシサーバ Dに渡します。 SIP
を実行している電話機 Eは、電話番号 5555のリアルタイムステータスを受信し、BLF/スピード
ダイヤルボタンの横にリアルタイムステータスアイコンを表示します。

BLF プレゼンス認証

この項の情報は、「電話機とトランクを使用したBLFプレゼンス」、「BLFプレゼンスグルー
プ」、「SUBSCRIBEコーリングサーチスペース」のトピックと併せてご使用ください。

ヒント
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プレゼンスエンティティのステータスを表示するために、ウォッチャはプレゼンス要求を Cisco
Unified CommunicationsManagerに送信します。システムでは、これらのメカニズムを使用してプ
レゼンスエンティティに対するステータス要求を開始することをウォッチャに許可する必要があ

ります。

•ウォッチャの BLFプレゼンスグループには、クラスタ内かクラスタ外かに関係なく、プレ
ゼンスエンティティのプレゼンスグループに関するステータスを取得するための認証が必

要です。

• Unified CMが外部のプレゼンスサーバまたはアプリケーションからの BLFプレゼンス要求
を受け入れるには、認証が必要です。

認証処理は、BLFプレゼンス要求に対するコーリングサーチスペースルーティングから独立
しています。

（注）

BLFプレゼンスグループ認証を開始するには、1つ以上のBLFプレゼンスグループを設定し、適
切な権限を割り当てる必要があります。管理者は BLFプレゼンスグループの権限を設定し、
ウォッチャのBLFプレゼンスグループが他のグループのメンバのステータスを監視できる場合を
指定します。 BLFプレゼンス要求を検証するため、Unified CMは、設定された BLFプレゼンス
グループに割り当てられた許可を使用してデータベース検索を実行します。

BLFプレゼンスグループ認証を使用しないことを選択する場合は、すべてのプレゼンスユーザを
デフォルトのBLFプレゼンスグループに割り当てたままにし、追加のグループまたは権限を設定
しないでください。ただし、外部プレゼンスサーバまたはアプリケーションから着信 BLFプレ
ゼンス要求を受け入れることをUnifiedCMに許可する場合は、SIPトランクまたはアプリケーショ
ンに対して権限を設定する必要があります。

管理者は、BLF/スピードダイヤルボタンを追加または変更する場合、その宛先を監視する権
限をウォッチャに与える必要があります。

ヒント

管理者は、SIPトランクおよびアプリケーションユーザに対するパラメータを設定し、SIPトラン
クを介して着信するBLFプレゼンス要求を受け入れるようにUnifiedCMシステムを設定します。

SIPトランクからの着信 BLFプレゼンス要求を受け入れることを Unified CMシステムに許可する
には、[SIPトランクセキュリティプロファイルの設定(SIP Trunk Security Profile Configuration)]ウィ
ンドウの [プレゼンスのSUBSCRIBEの許可(Accept Presence Subscription)]チェックボックスをオン
にします（SIPトランク上の着信プレゼンス要求を禁止するには、チェックボックスをオフにし
ます）。SIPトランク BLFプレゼンス要求が許可されている場合、Unified CMは、そのトランク
に接続する SIPユーザエージェント（SIPプロキシサーバまたは外部 BLFプレゼンスサーバ）
からの要求を受け入れます。Unified CMが SIPトランクからのBLFプレゼンス要求を受け入れる
ように設定するときは、オプションとしてダイジェスト認証を検討してください。
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SIPトランク上の着信プレゼンス要求で BLFプレゼンスグループ認証を使用するには、トラ
ンクに対してプレゼンスグループ（たとえば、External_Presence_Serv_Group1）を設定し、ク
ラスタ内のその他のグループに対して適切な権限を設定します。

ヒント

SIPトランクに接続する外部アプリケーションからの BLFプレゼンス要求を受け入れることを
Unified CMシステムに許可するには、[SIPトランクセキュリティプロファイルの設定(SIP Trunk
Security ProfileConfiguration)]ウィンドウの [アプリケーションレベル認証を有効化(EnableApplication
Level Authorization)]チェックボックスと、アプリケーションの [アプリケーションユーザの設定
(Application User Configuration)]ウィンドウの [BLFプレゼンスのSUBSCRIBEの許可(Accept BLF
Presence Subscription)]チェックボックスをオンにします。 Unified CMシステムがアプリケーショ
ンユーザからの BLFプレゼンス要求を受け入れるように設定すると、Unified CMは、SIPトラン
クで受信した各プレゼンス要求を受け入れる前に検証します。

SIPトランクアプリケーションからの着信プレゼンス要求でプレゼンスグループ認証を使用す
るには、アプリケーションに対してプレゼンスグループ（たとえば、Presence_User）を設定
し、クラスタ内のその他のグループに対して適切な権限を設定します。

ヒント

SIPトランクプレゼンス要求に対して両方のレベルの認証を設定した場合、SIPトランクの BLF
プレゼンスグループは、アプリケーションの着信要求で BLFプレゼンスグループが識別されな
かった場合だけに使用されます。

アプリケーション認証が発生する前に、Unified CMは、初めにダイジェスト認証を使用して外部
アプリケーションを認証する必要があります。 [ダイジェスト認証を有効化(Enable Digest
Authentication)]をオンにしないと、[アプリケーションレベル認証を有効化(EnableApplicationLevel
Authorization)]をオンにできません。

認証はトランクで成功し、アプリケーションで失敗することがあります。プレゼンス認証を

設定する場合の追加の考慮事項については、「BLFプレゼンスグループとプレゼンス認証の
ヒント」を参照してください。

（注）

認証と許可の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイド』を
参照してください。

関連トピック

電話機とトランクを使用した BLFプレゼンス, （26ページ）
BLFプレゼンスグループ, （29ページ）
SUBSCRIBEコーリングサーチスペース, （35ページ）
BLFプレゼンスグループとプレゼンス認証のヒント, （44ページ）
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SUBSCRIBE コーリングサーチスペース
[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース(SUBSCRIBECalling Search Space)]によって、CiscoUnified
Communications Managerがトランクまたは電話機から着信する BLFプレゼンス要求をどのように
ルーティングするかが決まります。ウォッチャに関連付けられた SUBSCRIBEコーリングサーチ
スペースは、BLFプレゼンス要求のプレゼンスエンティティへのルーティング情報を検索する
パーティションのリストを指定します。

特にこの目的のためにコーリングサーチスペースを設定するには、他のすべてのコーリングサー

チスペースと同様にコーリングサーチスペースを設定します（[コールルーティング(CallRouting)]
> [コントロールのクラス(Class of Control)] > [コーリングサーチスペース(Calling Search Space)]）。
コーリングサーチスペースの設定方法については、『Cisco Unified Communications Managerアド
ミニストレーションガイド』を参照してください。

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース(SUBSCRIBE Calling Search Space)]オプションを使用する
と、BLFプレゼンス要求に対してコールを処理するコーリングサーチスペースとは別個のコーリ
ングサーチスペースを適用できます。プレゼンス要求に対して異なるコーリングサーチスペー

スを選択しない場合、[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース(SUBSCRIBE Calling Search Space)]
はデフォルトで [なし(None)]になります。

SIPトランク、電話機、またはエンドユーザに対して SUBSCRIBEコーリングサーチスペースを
適用します。エンドユーザに関連付けられた SUBSCRIBEコーリングサーチスペースは、エク
ステンションモビリティコールのために使用されます。

エクステンションモビリティを使用した BLF プレゼンス

この項の説明を参照する際には、BLFプレゼンスグループ, （29ページ）、BLFプレゼンス
認証, （32ページ）、および SUBSCRIBEコーリングサーチスペース, （35ページ）も参照
してください。

ヒント

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページでユーザデバイスプロファイルのBLF/スピー
ドダイヤルボタンを設定すると、デバイスにログイン後、Cisco Extension Mobilityをサポートす
る電話機は BLF/スピードダイヤルボタン上に BLFプレゼンスステータスを表示できます。ユー
ザに対して設定されたSUBSCRIBEコーリングサーチスペースとプレゼンスグループが適用され
ます。

エクステンションモビリティユーザがログアウトしたときに、Cisco Extension Mobilityをサポー
トする電話機は、BLF/スピードダイヤルボタン上に、設定されたログアウトプロファイルにつ
いての BLFプレゼンスステータスを表示します。ログアウトプロファイルに対してユーザデバ
イスプロファイルが設定されている場合は、そのユーザに対して設定された SUBSCRIBEコーリ
ングサーチスペースと BLFプレゼンスグループが適用されます。
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デバイスプロファイルの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアド
ミニストレーションガイド』を参照してください。

ヒント

システム要件
Cisco Unified Communications Managerのビジーランプフィールド（BLF）プレゼンス機能には、
以下のシステム要件があります。

• Cisco Unified Communications Manager 8.0(2)以降（クラスタ内の各サーバについて）

• Cisco Unified IP Phoneモデルが BLFプレゼンスをサポートするかどうかを識別するには、
Cisco Unified Reportingの [Unified CM電話機能リスト(Unified CM Phone Features List)]レポー
トを生成します。このレポートを生成するには、[BLFスピードダイヤル(BLF Speed Dial)]、
[URIによるBLFスピードダイヤル(BLFSpeedDialwithURI)]、または [BLFプレゼンス登録(BLF
Presence Subscription)]を選択します。

インタラクションおよび制限事項
BLFプレゼンス機能には、次のインタラクションと制限事項があります。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantでは SIPプレゼンスはサポートされていませ
ん。

• Cisco Unified Communications Managerは、ハントリストと関連付けられた電話番号に対する
着信 BLFプレゼンス要求をサポートします。

• Cisco Unified Communications Managerはハントパイロットに関連付けられた電話番号に対す
る BLFプレゼンス要求を拒否します。

•コールリスト機能の BLFは、Cisco Unified IP Phone 7940および Cisco Unified IP Phone 7960
ではサポートされていません。

•管理者は、BLF/スピードダイヤルを設定するときに宛先を監視する権限をウォッチャに与え
るので、BLFプレゼンスグループ認証は BLF/スピードダイヤルには適用されません。 SIP
を実行している電話機の場合は、コールリストに表示される BLF/スピードダイヤルとして
設定された電話番号または SIP URIにも BLFプレゼンスグループ認証が適用されません。

•回線が複数ある Cisco Unified IP Phoneでは、電話機は BLFプレゼンス認証を判断するため
に、不在履歴と発信履歴の回線電話番号に関連付けられたキャッシュ情報を使用します。こ

のコール情報が存在しない場合、電話機はBLFプレゼンス認証の登録者としてプライマリ回
線を使用します。複数の回線がある Cisco Unified IP Phoneの BLF/スピードダイヤルボタン
では、電話機は登録者として最初に利用可能な回線を使用します。

• SIPを実行している Cisco Unified IP Phone 7960、7940、7905、および 7912に対して設定され
た電話番号を監視する場合は、プレゼンティティがオフフックのときに（ただしコール接続
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状態ではない）、ウォッチャのデバイスに「非通話中」のステータスアイコンが表示されま

す。これらの電話機は、オフフックステータスを検出しません。その他のすべての電話機

タイプでは、プレゼンティティのオフフック状態に対して、システムにより、ウォッチャの

デバイスに「通話中」のステータスアイコンが表示されます。

• BLFは BAT電話テンプレートで設定できます。

次の制限事項は、H.323電話機がプレゼンティティとして機能している場合に、H.323電話機の
DNと Presence BLFのインタラクションに適用されます。

• H.323電話機が着信中状態にある場合、BLFステータスは「話中」としてレポートされます
（SCCPまたはSIPのいずれかを実行し、着信中状態にある電話機のプレゼンティティでは、
BLFステータスは「アイドル」としてレポートされます）。

•イーサネットケーブルが電話機から外れている場合など、何らかの理由のためにH.323電話
機が Cisco Unified Communications Managerに接続されていない場合、BLFステータスは常に
「アイドル」としてレポートされます（SCCPまたはSIPのいずれかを実行し、CiscoUnified
Communications Managerに接続されていない電話機のプレゼンティティでは、BLFステータ
スは「不明」としてレポートされます）。

プレゼンスの設定
この項では、プレゼンスの設定について説明します。

プレゼンスを設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

BLFプレゼンスの設定, （23ページ）

プレゼンスサービスパラメータとエンタープライズパラメータの設

定

BLF for Call Listなどのプレゼンスエンタープライズパラメータを設定するには、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページで、[システム(System)] > [エンタープライズパラメータ
(Enterprise Parameters)]を選択します。各パラメータの詳細については、[エンタープライズパラ
メータ設定(Enterprise ParametersConfiguration)]ウィンドウに表示される疑問符をクリックするか、
パラメータ名のリンクをクリックしてください。

プレゼンスサービスパラメータ（たとえば、Default Inter-PresenceGroup Subscriptionパラメータ）
を設定するには、次の手順を実行します。
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Default Inter-Presence Group Subscriptionパラメータは、BLF/スピードダイヤルには適用されま
せん。

ヒント

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム(System)] > [サービスパラメータ
(Service Parameters)]を選択します。

ステップ 2 ドロップダウンリストボックスから、パラメータを設定するサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスで、[Cisco CallManager(アクティブ)(Cisco
CallManager (Active))]サービスを選択します。
サービスが「Active」と表示されていない場合は、そのサービスを Cisco Unifiedサービスアビリ
ティでアクティブにします。

ステップ 4 プレゼンス機能に対するクラスタ全体のサービスパラメータを探します。

各パラメータの詳細については、パラメータ名をクリックするか、[サービスパラメー
タ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウに表示される疑問符をクリックして
ください。

ヒント

ステップ 5 パラメータ値を更新します。

ステップ 6 [保存(Save)]をクリックします。

SUBSCRIBE コーリングサーチスペースの設定と適用
Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定するすべてのコーリングサーチスペー
スは、[トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンドウまたは [電話の設定(Phone Configuration)]
ウィンドウの [SUBSCRIBEコーリングサーチスペース(SUBSCRIBECalling Search Space)]ドロップ
ダウンリストボックスに表示されます。

SUBSCRIBEコーリングサーチスペースは、Cisco Unified Communications Managerがトランクま
たは電話機からのプレゼンス要求をルーティングする方法を決定します。プレゼンス要求に対し

て異なるコーリングサーチスペースを選択しない場合、[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース
(SUBSCRIBE Calling Search Space)]はデフォルトで [なし(None)]になります。

特にこの目的のためにコーリングサーチスペースを設定するには、他のすべてのコーリングサー

チスペースと同様にコーリングサーチスペースを設定します（[コールルーティング(CallRouting)]
> [コントロールのクラス(Class of Control)] > [コーリングサーチスペース(Calling Search Space)]）。
コーリングサーチスペースの設定方法については、『Cisco Unified Communications Managerアド
ミニストレーションガイド』を参照してください。

SIPトランク、電話機、またはエンドユーザに対して SUBSCRIBEコーリングサーチスペースを
適用するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 次のいずれかの手順を実行します。

a) 『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の説明に従って、電
話機を検索します。

b) 『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』の説明に従って、SIP
トランクを検索します。

c) 『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の説明に従って、エ
ンドユーザを検索します。

ステップ 2 設定ウィンドウが表示されたら、[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース(SUBSCRIBE Calling
Search Space)]ドロップダウンリストボックスからコーリングサーチスペースを選択します。

ステップ 3 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 4 [リセット(Reset)]をクリックします。

BLF プレゼンスグループの検索
プレゼンスグループの検索/一覧表示のウィンドウでは、BLFプレゼンスグループを検索できま
す。BLFプレゼンスグループは、プレゼンス機能で認証のために使用されます。BLFプレゼンス
グループを検索するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [BLFプレゼンスグループ(BLF Presence Group)]を選択します。
[BLFプレゼンスグループの検索/一覧表示(Find and List BLF Presence Groups)]ウィンドウが表示さ
れます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もありま

す。

ステップ 2 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
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一致したすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

BLF プレゼンスグループの設定
BLFプレゼンスグループを追加、更新、またはコピーするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム(System)] > [BLFプレゼンスグ
ループ(BLF Presence Group)]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 新しい BLFプレゼンスグループを追加するには、[新規追加(Add New)]ボタンをクリックしま
す。

b) 既存の BLFプレゼンスグループをコピーするには、「BLFプレゼンスグループの検索」の説
明に従って対象のグループを検索し、コピーするプレゼンスグループの横にある [コピー(Copy)]
ボタンまたは [コピー(Copy)]アイコンをクリックします。

c) 既存のプレゼンスグループを更新するには、「BLFプレゼンスグループの検索」の説明に従っ
て対象のグループを検索します。

d) プレゼンスグループの名前を変更するには、「BLFプレゼンスグループの検索」の説明に従っ
てグループを検索し、リストでグループの [名前(Name)]リンクをクリックして表示されたウィ
ンドウに新しい名前を入力します。

ステップ 3 「BLFプレゼンスグループの設定」の説明に従って、対象の設定を入力します。

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。

次の作業

BLFプレゼンスグループを設定した後に、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、
SIPまたは SCCPのいずれかを実行している電話機、SIPトランク、電話番号、アプリケーション
ユーザ（SIPトランクを介してプレゼンス要求を送信するアプリケーションユーザ）、またはエ
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ンドユーザにその BLFプレゼンスグループ設定を適用します。詳細については、「BLFプレゼ
ンスグループの適用」のトピックを参照してください。

関連トピック

BLFプレゼンスグループの検索, （39ページ）
BLFプレゼンスグループの設定, （41ページ）
BLFプレゼンスグループの適用, （43ページ）

BLF プレゼンスグループの設定
プレゼンス認証は、BLFプレゼンスグループと連携して動作します。次の表に、BLFプレゼンス
グループの設定項目を示します。これらの設定を行う前に、「BLFプレゼンスとプレゼンス認証
のヒント」のトピックを確認してください。

表 3：BLF プレゼンスグループの設定項目

説明フィールド

設定する BLFプレゼンスグループの名前を入力します（たとえば、
「Executive_Group」）。

[名前(Name)]

設定する BLFプレゼンスグループの説明を入力します。[説明(Description)]

選択されたグループに対する指定グループの権限を設定するため、1
つ以上の BLFプレゼンスグループを選択します。

[他のプレゼンスグループ
への関係を変更(Modify
Relationship to Other
Presence Groups)]
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説明フィールド

選択した BLFプレゼンスグループに対して、ドロップダウンリスト
ボックスから次のいずれかのオプションを選択します。

• [システムデフォルトの使用(Use System Default)]：権限の設定用
としてクラスタ全体の Default Inter-Presence Group Subscription
サービスパラメータ（[登録の許可(AllowSubscription)]または [登
録の拒否(Disallow Subscription)]）を設定します。

• [登録の許可(Allow Subscription)]：指定グループのメンバに対し
て、選択されたグループのメンバのリアルタイムステータスの

表示を許可します。

• [登録の拒否(Disallow Subscription)]：指定グループのメンバに対
して、選択されたグループのメンバのリアルタイムステータス

の表示を禁止します。

設定した権限は、[保存(Save)]をクリックしたときに [BLFプレゼンス
グループの関係(BLF Presence Group Relationship)]ペインに表示されま
す。システムのデフォルト権限設定を使用するグループは、すべて表

示されません。

[登録許可(Subscription
Permission)]

関連トピック

BLFプレゼンスグループとプレゼンス認証のヒント, （44ページ）

BLF プレゼンスグループの削除
この項では、Cisco Unified Communications Managerデータベースから BLFプレゼンスグループを
削除する方法について説明します。

はじめる前に

Cisco Unified Communications Managerの管理ページから BLFプレゼンスグループを削除する前
に、そのBLFプレゼンスグループを使用するすべてのデバイスとユーザに別のグループを適用す
るか、そのデバイスとグループをすべて削除する必要があります。

その BLFプレゼンスグループを使用しているデバイスまたはユーザを調べるには、検索/一覧表
示のウィンドウでその BLFプレゼンスグループの [名前(Name)]リンクをクリックし、表示され
た [BLFプレゼンスグループの設定(BLF Presence Group Configuration)]ウィンドウで、[関連リンク
(Related Links)]ドロップダウンリストボックスから [依存関係レコード(Dependency Records)]を選
択し、[移動(Go)]をクリックします。

システムで依存関係レコード機能が有効になっていない場合は、[システム(System)]> [エンタープ
ライズパラメータ(Enterprise Parameters)]ウィンドウでEnableDependencyRecordsを有効にします。
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依存関係レコードの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』
を参照してください。

手順

ステップ 1 BLFプレゼンスグループの検索, （39ページ）の手順を使用して、BLFプレゼンスグループを
検索します。

ステップ 2 複数の BLFプレゼンスグループを削除するには、検索/一覧表示のウィンドウの該当する BLFプ
レゼンスグループの横にあるチェックボックスをオンにし、[選択項目の削除(Delete Selected)]ア
イコンまたは [選択項目の削除(Delete Selected)]ボタンをクリックします。

ステップ 3 1つの BLFプレゼンスグループを削除するには、次のいずれかの手順を実行します。
a) 検索/一覧表示のウィンドウで、該当する BLFプレゼンスグループの横にあるチェックボック
スをオンにし、[選択項目の削除(DeleteSelected)]アイコンまたは [選択項目の削除(DeleteSelected)]
ボタンをクリックします。

b) 検索/一覧表示のウィンドウで、そのBLFプレゼンスグループの [名前(Name)]リンクをクリッ
クします。表示された [BLFプレゼンスグループの設定(BLF PresenceGroup Configuration)]ウィ
ンドウで、[削除(Delete)]アイコンまたは [削除(Delete)]ボタンをクリックします。

ステップ 4 削除操作の確認を要求するプロンプトが表示されたら、[OK]をクリックして削除するか、[キャン
セル(Cancel)]をクリックして削除操作を取り消します。

BLF プレゼンスグループの適用
Cisco Unified Communications Managerの管理ページにおける BLFプレゼンスグループの設定につ
いては、「BLFプレゼンスグループ」のトピックを参照してください。プレゼンス認証の権限の
設定については、「BLFプレゼンス認証」のトピックを参照してください。同じBLFプレゼンス
グループのメンバ間のプレゼンス要求は常に許可されます。

電話番号、SIPトランク、SIPを実行している電話機、SCCPを実行している電話機、アプリケー
ションユーザ（SIPトランクを介してプレゼンス要求を送信しているアプリケーションユーザ）、
またはエンドユーザに BLFプレゼンスグループを適用するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次のいずれかの手順を実行します。

a) 『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』の説明に従って、SIP
トランクを検索します。

b) 『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の説明に従って、ア
プリケーションユーザを検索します。

c) 『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の説明に従って、エ
ンドユーザを検索します。
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d) 『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の説明に従って、
SCCPまたは SIPのいずれかを実行している電話機を検索します。

表示された [電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウで [割り当て情報(Association
Information)]ペインの [回線(Line)]リンクをクリックすると、[電話番号の設定(Directory
NumberConfiguration)]ウィンドウを表示できます。 [電話番号の設定(DirectoryNumber
Configuration)]ウィンドウで、電話番号に対応する BLFプレゼンスグループを指定
します。

ヒント

管理者は、BLF/スピードダイヤルボタンを追加または変更する場合、その宛先を監
視する権限をウォッチャに与える必要があります。

ヒント

ステップ 2 設定ページが表示されたら、[BLFプレゼンスグループ(BLF Presence Group)]ドロップダウンリス
トボックスからグループを選択します。プロビジョニングのヒントについては、「BLFプレゼン
スグループとプレゼンス認証のヒント」のトピックを参照してください。

ステップ 3 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 4 デバイスに対して、[リセット(Reset)]をクリックする必要があります。

ステップ 5 リストに示される項目すべてに対してこの手順を繰り返します。

関連トピック

BLFプレゼンスグループ, （29ページ）
BLFプレゼンス認証, （32ページ）
BLFプレゼンスグループとプレゼンス認証のヒント, （44ページ）

BLF プレゼンスグループとプレゼンス認証のヒント
プレゼンス認証は、BLFプレゼンスグループと連携して動作します。この項では、BLFプレゼン
スグループでプレゼンス認証を設定する場合に使用できるヒントを示します。

•宛先の監視をウォッチャに許可するには、アプリケーションユーザを含め、要求を発信して
いるウォッチャに適用される BLFプレゼンスグループに対して、その BLFプレゼンスエン
ティティに適用されるグループを監視する権限を与える必要があります。サポートされるア

プリケーションのエンドユーザ（たとえば、Cisco Unified Communications Manager Assistant
エンドユーザ）も、そのアプリケーションで設定される BLFプレゼンスエンティティに関
するステータスを要求するので、ウォッチャとして機能します。

• SIPトランクアプリケーションからBLFプレゼンス要求を受信してルーティングすることを
Cisco Unified Communications Managerに許可するには、[アプリケーションユーザの設定
(ApplicationUser Configuration)]ウィンドウの [プレゼンスのSUBSCRIBEの許可(Accept Presence
Subscription)]チェックボックスをオンにし、着信 SUBSCRIBE要求を許可します。アプリ
ケーションユーザに対してプレゼンスグループが適用されていない場合、Unified CMはト
ランクに適用される BLFプレゼンスグループを使用します。

•アプリケーションユーザに対して [プレゼンスのSUBSCRIBEの許可(Accept Presence
Subscription)]チェックボックスをオンにしたが、トランクに適用される [SIPトランクセキュ
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リティプロファイルの設定(SIPTrunkSecurityProfileConfiguration)]の [プレゼンスのSUBSCRIBE
の許可(Accept Presence Subscription)]チェックボックスをオンにしない場合、そのトランクに
接続されている SIPユーザエージェントに 403エラーメッセージが送信されます。

•アプリケーションユーザに対して [プレゼンスのSUBSCRIBEの許可(Accept Presence
Subscription)]チェックボックスをオンにしたが、トランクに適用される [SIPトランクセキュ
リティプロファイルの設定(SIP Trunk Security Profile Configuration)]ウィンドウの [アプリケー
ションレベル認証を有効化(EnableApplication Level Authorization)]チェックボックスをオンに
しない場合、そのトランクに接続されている SIPユーザエージェントに 403エラーメッセー
ジが送信されます。

• SIPトランクに対してダイジェスト認証を設定しない場合、着信登録を受け入れるようにト
ランクを設定できますが、アプリケーションレベルの認証は開始できず、Unified CMはグ
ループ認証を実行する前にすべての着信要求を受け入れます。

• SIPトランクが、[SIPトランクセキュリティプロファイルの設定(SIP Trunk Security Profile
Configuration)]ウィンドウの設定に従ってダイジェスト認証を使用する場合、着信 BLFプレ
ゼンス要求では、送信デバイスからの資格情報の認証が必要です。アプリケーションレベル

の認証とともにダイジェスト認証が使用される場合、Unified CMは、BLFプレゼンス要求を
送信しているアプリケーションの資格情報も認証します。

• SIPトランクアプリケーションで許可および認証が成功した後、Unified CMは要求を受け入
れる前に、グループ認証を実行して SUBSCRIBE要求に関連付けられたグループ権限を検証
します。

•管理者は、SIP URIの BLF/スピードダイヤルボタンを追加または変更する場合、その宛先
を監視する権限をウォッチャに与える必要があります。システムが SIP URI BLFに到達する
ために SIPトランクを使用している場合、その SIPトランクに関連付けられた BLFプレゼン
スグループが適用されます。

• SIP URIを BLF/スピードダイヤルボタンとして設定する場合は、ルーティングパターンを
適切に設定してください。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミ
ニストレーションガイド』を参照してください。

カスタマイズされた電話ボタンテンプレートでの BLF/スピードダイ
ヤルボタンの設定

管理者は、電話機、ユーザデバイスプロファイル、または自動生成されたデバイスプロファイ

ルに対して BLF/スピードダイヤルボタンを設定できます。カスタマイズされた電話ボタンテン
プレートで BLF/スピードダイヤルボタンを設定し、電話機またはユーザデバイスプロファイル
にそのテンプレートを適用しない限り、[新規BLF SDを追加(Add a new BLF SD)]リンクをクリッ
クしても [割り当て情報(Association Information)]ペインは表示されません。電話機またはデバイ
スプロファイルにテンプレートを適用した（電話機またはデバイスプロファイル設定を保存し

た）後に、[新規BLF SDを追加(Add a new BLF SD)]リンクをクリックすると [割り当て情報
(Association Information)]ペインが表示されます。
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テンプレートが BLF/スピードダイヤルをサポートしていない場合、[新規BLF SDを追加(Add
a new BLF SD)]リンクは [割り当てられていない関連項目(Unassigned Associated Items)]ペイン
に表示されます。

ヒント

カスタマイズされた電話ボタンテンプレートで BLF/スピードダイヤルボタンを設定するには、
次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の説明に従って、デバ
イス用電話ボタンテンプレートを検索します。

ステップ 2 検索と一覧表示のウィンドウが表示されたら、その電話ボタンテンプレートの [コピー(Copy)]ボ
タンまたは [コピー(Copy)]アイコンをクリックします。

ステップ 3 [ボタンテンプレート名(ButtonTemplateName)]フィールドに、「BLFSIP 7970」など、テンプレー
トの新しい名前を入力します。

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 5 表示された [電話ボタンテンプレートの設定(Phone Button Template Configuration)]ウィンドウで、
BLF/スピードダイヤルボタンとして回線を設定する場合は、[機能(Feature)]ドロップダウンリス
トボックスから [Speed Dial BLF]を選択します。

ステップ 6 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 7 電話機に適用済みの既存のカスタマイズされた電話ボタンテンプレートを更新する場合は、[リ
セット(Reset)]をクリックします。

BLF/スピードダイヤルボタンの設定
BLF/スピードダイヤルボタンを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで BLF/スピードダイヤルボタンを設定するには、
『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の説明に従って、電話
機を検索します。

ステップ 2 ユーザデバイスプロファイル用にBLF/スピードダイヤルボタンを設定するには、『CiscoUnified
CommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』の説明に従って、ユーザデバイスプロ
ファイルを検索します。

ステップ 3 設定ウィンドウが表示されたら、[割り当て情報(Association Information)]ペインの [新規BLF SDを
追加(Add a New BLF SD)]リンクをクリックします。
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電話機またはデバイスプロファイルに適用した電話ボタンテンプレートが BLF/スピー
ドダイヤルをサポートしていない場合、このリンクは [割り当て情報(Association
Information)]ペインに表示されません。電話ボタンテンプレートが BLF/スピードダイ
ヤルをサポートしていない場合、このリンクは[割り当てられていない関連項目(Unassigned
Associated Items)]ペインに表示されます。

ヒント

ステップ 4 BLF/スピードダイヤルの設定項目, （47ページ）の説明に従って設定を行います。管理者は、
BLF/スピードダイヤルボタンとして設定された宛先を監視する権限をウォッチャに与える必要が
あります。

ステップ 5 設定を完了したら、[保存(Save)]をクリックしてウィンドウを閉じます。
ペインに宛先または電話番号（あるいはその両方）が表示されます。

BLF/スピードダイヤルの設定項目
プレゼンス機能では、ウォッチャはプレゼンスエンティティ（プレゼンティティとも呼ばれる）

のステータスを監視できます。BLF/スピードダイヤルボタンを設定すると、プレゼンスエンティ
ティが、ウォッチャのデバイスでスピードダイヤルとして表示されます。

以下の表で、BLF/スピードダイヤルの設定を説明します。
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表 4：BLF/スピードダイヤルボタンの設定項目

説明フィールド

SIP URIまたは電話番号を BLF/スピードダイヤルボタンとして設定
するには、次のいずれかの作業を実行します。

• SIPを実行している電話機だけの場合は、SIPURIを入力します。
SCCPを実行している電話機では、SIPURIをBLF/スピードダイ
ヤルボタンとして設定することはできません。

• SCCPまたは SIPのいずれかを実行している電話機では、この
フィールドに電話番号を入力するか、[電話番号(DirectoryNumber)]
ドロップダウンリストボックスに移動します。

Cisco Unified Communications Manager以外の電話番号を BLF/ス
ピードダイヤルボタンとして設定する場合は、このフィールド

にその電話番号を入力します。

このフィールドには、数値、アスタリスク（*）、およびシャープ記
号（#）だけを入力します。

[接続先(Destination)]フィールドを設定する場合は、[電話番号(Directory
Number)]ドロップダウンリストボックスからオプションを選択しな
いでください。 [接続先(Destination)]を設定した後で [電話番号(Directory
Number)]ドロップダウンリストボックスからオプションを選択した
場合、Cisco Unified Communications Managerによって [接続先
(Destination)]設定が削除されます。

[接続先(Destination)]

[電話番号(Directory Number)]ドロップダウンリストボックスには、
Cisco Unified Communications Managerデータベースに存在する電話番
号のリストが表示されます。これを設定するのは、[接続先(Destination)]
フィールドを設定しない場合だけです。

SCCPまたはSIPのいずれかを実行している電話機では、6002-Partition
3のように、ユーザがスピードダイヤルボタンを押した場合にシステ
ムがダイヤルする番号（および対応するパーティション（表示されて

いる場合））を選択します。特定のパーティションなしで表示される

電話番号は、デフォルトパーティションに属します。

[電話番号(Directory
Number)]

BLF/スピードダイヤルボタンに表示するテキストを入力します。

このフィールドは国際化をサポートしています。電話機が国際化をサ

ポートしていない場合、システムは [ラベルASCII(LabelASCII)]フィー
ルドに表示されるテキストを使用します。

[ラベル(Label)]
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説明フィールド

スピードダイヤルボタンに表示するテキストを入力します。

ASCIIラベルは、[ラベル(Label)]フィールドに入力したテキストの非
国際化バージョンを表します。電話機が国際化をサポートしていない

場合、システムはこのフィールドに表示されるテキストを使用しま

す。

[ラベル(Label)]フィールドとは異なるテキストを [ラベル
ASCII(LabelASCII)]フィールドに入力した場合、CiscoUnified
CommunicationsManagerの管理ページは、テキストが異なっ
ていても両方のフィールドの設定を受け付けます。

ヒント

[ラベルASCII(Label
ASCII)]
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第 3 章

折り返し

この章では、折り返し機能について説明します。

• 折り返しの設定, 51 ページ

• 折り返し機能, 53 ページ

• 折り返しの例, 53 ページ

• Suspend/Resume機能, 56 ページ

• 折り返しのシステム要件, 57 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 58 ページ

• 折り返しのインストールとアクティブ化, 61 ページ

• 折返しソフトキーの設定, 61 ページ

• 折り返しボタンの設定, 64 ページ

• ユーザに対する折り返し情報の提供, 65 ページ

• 折り返しのトラブルシューティング, 66 ページ

折り返しの設定
折り返し機能を使用すると、着信側が応対可能になったときに、Cisco Unified IP Phoneで折り返
し通知を受信できます。自分の電話機と同じ Cisco Unified Communications Managerクラスタ内、
またはQSIGトランクかQSIG対応のクラスタ間トランクを経由するリモート PINXにある宛先の
電話機に対して折り返しをアクティブ化できます。 Cisco Business Edition 5000システムの場合、
1つの Cisco Unified Communications Managerサーバがクラスタを構成します。

折り返し通知を受信するには、ビジー音または呼び出し音が聞こえているときに折返しソフトキー

または機能ボタンを押します。ユーザは、リオーダー音が聞こえている間でも、折り返しをアク

ティブ化できます。リオーダー音は、無応答タイマーが時間切れになるとトリガーされます。

次の手順を実行して、折り返し機能を設定します。
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手順

ステップ 1 電話機のソフトキーおよびメッセージを英語以外の言語で表示する場合、または国に固有のトー

ンがユーザに聞こえるようにする場合は、ロケールインストーラをインストールしていることを

確認します。

詳細については次のマニュアルを参照してください。『Cisco Unified Communications Operating
System Administration Guide』

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、Standard Userソフトキーテンプレートの
コピーを作成し、次の状態に対して折返しソフトキーを追加します。

•オンフックコール状態

•発信中コール状態

•接続時（転送打診）コール状態

電話機が機能ボタンとして折り返しをサポートする場合は、適用可能な電話ボタンテンプレート

のコピーを作成し、折り返し機能ボタンを追加します。

ステップ 3 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、新規ソフトキーテンプレートを [共通デバ
イス設定(Common Device Configuration)]に追加します。

ステップ 4 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、次のいずれかの作業を実行します。
a) 新しいソフトキーテンプレートまたは電話ボタンテンプレートを含む共通デバイス設定を選
択します。

b) [ソフトキーテンプレート(SoftkeyTemplate)]ドロップダウンリストボックスから新しいソフト
キーテンプレートを選択するか、または [電話ボタンテンプレート(Phone Button Template)]ド
ロップダウンリストボックスから新しい電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、Cisco Unified IP Phoneに正しいユーザロケール
が設定されていることを確認します。

詳しくは、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』のスピード
ダイヤルボタンと短縮ダイヤルの設定、およびエンドユーザパスワードの変更に関連するトピッ

クを参照してください。次のマニュアルも参照してください。『Cisco Unified Communications
Operating System Administration Guide』

ステップ 6 デフォルトの設定を使用しない場合は、折り返しのサービスパラメータを設定します。

ステップ 7 Cisco CallManagerサービスが Cisco Unifiedサービスアビリティでアクティブになっていることを
確認します。

詳細については、『Cisco Unified CallManager Serviceability Administration Guide』を参照してくだ
さい。

関連トピック

ソフトキーテンプレートの追加, （63ページ）
折り返し, （51ページ）
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折り返し機能, （53ページ）
ソフトキーテンプレートの設定, （62ページ）
ソフトキーテンプレートの作成, （61ページ）
折り返しのサービスパラメータの設定, （65ページ）

折り返し機能
折り返し機能を使用すると、着信側が応対可能になったときに、Cisco Unified IP Phoneで折り返
し通知を受信できます。自分の電話機と同じ Cisco Unified Communications Managerクラスタ内、
またはQSIGトランクかQSIG対応のクラスタ間トランクを経由するリモート PINXにある宛先の
電話機に対して折り返しをアクティブ化できます。 Cisco Business Edition 5000システムの場合、
1つの Cisco Unified Communications Managerサーバがクラスタを構成します。

折り返し通知を受信するには、ビジー音または呼び出し音が聞こえているときに折返しソフトキー

または機能ボタンを押します。ユーザは、リオーダー音が聞こえている間でも、折り返しをアク

ティブ化できます。リオーダー音は、無応答タイマーが時間切れになるとトリガーされます。

次の項では、折り返し機能に関する次の情報について説明します。

•折り返しの例, （53ページ）

•折り返しのシステム要件, （57ページ）

•インタラクションおよび制限事項, （58ページ）

•折り返しのインストールとアクティブ化, （61ページ）

折り返しの例
次の例では、応対不可であった電話機が応対可能になった後に、どのように折り返しが動作する

かを説明します。

発信側の電話機は、アクティブな折り返し要求を 1つだけサポートできます。着信側電話機
は、複数の折り返し要求をサポートできます。

折り返しでは、発信側または着信側の名前または番号として、スペースと 0から 9の数字のみ
をサポートします。折り返しを使用する場合、発信側または着信側の名前や番号に #または
*（シャープ記号またはアスタリスク）を含めることはできません。

（注）
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折り返しがアクティブになった後で発信側（ユーザA）がリセットされると、折り返しは自動
的にキャンセルされます。ユーザ Aは音声によるアラートを受け取らず、折り返し通知画面
も表示されません。着信側（ユーザB）がリセットされた場合、折り返しはキャンセルされま
せん。ユーザ Bが対応可能になると、ユーザ Aは音声によるアラートを受け取り、折り返し
通知画面が表示されます。

（注）

例：ユーザ A が応対不可のユーザ B にコールする。

ユーザ Aが、ユーザ Aと同じ Cisco Unified Communications Managerクラスタ、または別のクラス
タにいるユーザ Bにコールします。 Cisco Business Edition 5000システムの場合、1つの Cisco
Unified CommunicationsManagerサーバがクラスタを構成します。ユーザBがビジーであるか、ま
たは応答しないため、ユーザ Aは折返しソフトキーを使用して、折り返し機能をアクティブにし
ます。次の折り返しアクティベーションメッセージがユーザ Aの電話機に表示されます。

CallBack is activated on <DN of User B>Press Cancel to deactivate
Press Exit to quit this screen

ユーザ Aが [終了]ソフトキーを押します。

ユーザ Bが応対可能になると（電話機がビジーからオンフックになるか、またはアイドル状態か
らオフフックとオンフックサイクルを完了すると）、ユーザ Aは音声によるアラートを受け取
り、次のメッセージがユーザ Aの電話機に表示されます。

<DN of User B> has become availableTime HH:MM MM/DD/YYYY
Press Dial to call
Press Cancel to deactivate
Press Exit to quit this screen

ユーザAは [終了]ソフトキーを押してから、電話機をオフフックにしてユーザBの電話番号をダ
イヤルします。ユーザ Bがコールに対応します。ユーザ Aとユーザ Bが電話機をオンフックに
します。

ユーザ Aが折返しソフトキーを押すと、ユーザ Aの電話機に次のメッセージが表示されます。

<DN of User B> has become availableTime HH:MM MM/DD/YYYY
Press Dial to call
Press Cancel to deactivate
Press Exit to quit this screen

折り返し通知によりアクティブとなった電話番号に手動でダイヤルしても、折り返しのステー

タスには影響がありません。

（注）
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例：ユーザ A がユーザ B に対して折り返し機能をアクティブにしたが、ユーザ B が応対可能になっ
たときにユーザ A がビジー状態である。

ユーザ Aはユーザ Bにコールします。ユーザ Bは応答しません。ユーザ Aは折返しソフトキー
を使用して、折り返し機能をアクティブにします。次の折り返しアクティベーションメッセージ

がユーザ Aの電話機に表示されます。

CallBack is activated on <DN of User B>Press Cancel to deactivate
Press Exit to quit this screen

ユーザ Aが [終了]ソフトキーを押します。

次にユーザ Cがユーザ Aにコールし、ユーザ Aとユーザ Cがアクティブなコールでオンフック
になります。ユーザBが応対可能になった（電話機がビジーからオンフックになるか、アイドル
状態からオフフックとオンフックサイクルを完了した）ときに、ユーザ Aはまだアクティブな
コールに対応しています。ユーザ Aは音声によるアラートを受信し、ユーザ Aの電話機に次の
メッセージが表示されます。

<DN of User B> has become availableTime HH:MM MM/DD/YYYY
Press Dial to call
Press Cancel to deactivate
Press Exit to quit this screen

ユーザ Aはアクティブなコールを中断して、次のいずれかの方法でユーザ Bに接続できます。

•通知画面の [ダイヤル]を選択する。ユーザ Aがユーザ Bにコールしている間、アクティブ
なコールは自動的に保留になります。

• [終了]ソフトキーを押して通知画面を終了し、アクティブなコールをパーク（または処理）
する。アクティブなコールを処理した後、ユーザAが折返しソフトキーを押し、[ダイヤル]
を選択すると、ユーザ Bにコールできます。

例：ユーザ A がユーザ B にコールする。ユーザ B は、折り返しがアクティブになる前に無応答時
転送（CFNA）をユーザ C に設定している。

次のシナリオは、無応答時転送に適用されます。

ユーザBには、無応答時転送が設定されているため、ユーザAからのコールは、ユーザCに転送
されます。ユーザAは、ユーザCがビジーでなければ、折り返しを使用してユーザCに接続し、
ユーザ Cがビジーであれば、ユーザ Bに接続します。

ユーザBまたはユーザCが応対可能（オンフック）になると、ユーザAは音声によるアラートを
受信し、ユーザ Aの電話機にはこれらのユーザが応対可能であることを示すメッセージが表示さ
れます。

例：ユーザ A がユーザ B にコールする。ユーザ B は、ユーザ A が折り返しをアクティブ化した後
に、ユーザ C にコールを転送するように設定している。

次のシナリオは、不在転送（CFA）、話中転送（CFB）、および無応答時転送をサポートします。

•ユーザ Aが、ユーザ Aと同じ Cisco Unified Communications Managerクラスタにいるユーザ B
にコールします。ユーザ Bが応対不可であるため、ユーザ Aは折り返しをアクティブにし

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
55

折り返し

折り返しの例



ます。ユーザ Bがユーザ Aに対して応対可能になる前に、ユーザ Bはコールをユーザ Cへ
転送するように設定しました。ユーザ Aがユーザ Bまたはユーザ Cのどちらにコールする
かは、ユーザ Bのコール転送の設定に依存します。

•ユーザAは別のクラスタに存在するユーザ Bにコールします。コールは、QSIGトランクを
使用して接続されます。ユーザ Bが応対不可であるため、ユーザ Aは折り返しをアクティ
ブにします。ユーザ Bがユーザ Aに対して応対可能になる前に、ユーザ Bはコールをユー
ザ Cへ転送するように設定しました。次のいずれかのイベントが発生します。

◦ Callback Recall Timer（T3）が満了していない場合、ユーザ Aは常にユーザ Bにコール
します。

◦ Callback Recall Timer（T3）が満了した後は、ユーザ Aがユーザ Bまたはユーザ Cのど
ちらにコールするかは、ユーザ Bのコール転送の設定に依存します。

ユーザBが応対可能であることをシステムがユーザAに通知すると、タイマーが起動します。
割り当てられた時間中にユーザ Aがコールし直さなかった場合、システムは折り返しをキャ
ンセルします。折り返しがキャンセルされた後でも、ユーザ Aの電話機には、ユーザ Bが応
対可能であるというメッセージが表示されます。ユーザ Aはユーザ Bにダイヤルできます。

ヒント

例：ユーザ A とユーザ C が同時にユーザ B にコールする。

ユーザ Aとユーザ Cが同時にユーザ Bにコールします。ユーザ Bが応対不可であるため、ユー
ザ Aとユーザ Cは折り返しをアクティブにします。ユーザ Aとユーザ Cの電話機には、折り返
しアクティベーションメッセージが表示されます。

ユーザ Bが応対可能になると、ユーザ Aとユーザ Cは両方とも音声によるアラートを受信しま
す。また、両方の電話機にユーザBが応対可能であるというメッセージが表示されます。ユーザ
Aまたはユーザ Cのどちらか先に [ダイヤル]ソフトキーを押した方が、ユーザ Bに接続されま
す。

Suspend/Resume 機能
折り返しには、折り返しを開始したユーザがビジー状態のときに、受信側ユーザが対応可能になっ

て折り返し通知を受け取った場合に、コール完了サービスを中断する機能があります。その後、

発信側ユーザが応対可能になると、そのユーザのコール完了サービスが再開されます。

発信側ユーザ（ユーザ A）が折り返し機能をアクティブにした後、受信側ユーザ（ユーザ B）が
応対可能になると、発信側の PINXが Suspend Callback APDUメッセージを送信し、ピアに対し
ユーザ Aが再び応対可能になるまでユーザ Bの監視を中断するように指示します。ユーザ Aが
応対可能になると、発信側 PINXは受信側にResumeAPDUメッセージを送信し、ユーザBの監視
を再開するよう指示します。
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折り返しでは、クラスタ内およびクラスタ間 QSIGトランクの両方、または QSIG対応クラス
タ間トランクの中断/再開折り返し通知の開始機能がサポートされています。 Cisco Business
Edition 5000システムの場合、1つのCisco Unified CommunicationsManagerサーバがクラスタを
構成します。また、QSIG対応H.225トランクとH.323ゲートウェイに対する中断/再開通知機
能もサポートされています。

（注）

次の例は、中断/再開機能の動作を示しています。

例：ユーザ A は、ユーザ B が応対可能となったときにビジー状態である。

ユーザ Aが、ユーザ Aと同じ Cisco Unified Communications Managerクラスタ、または別のクラス
タにいるユーザBにコールします。ユーザBがビジーであるか、または応答しないため、ユーザ
Aは折返しソフトキーを使用して、折り返し機能をアクティブにします。次の折り返しアクティ
ベーションメッセージがユーザ Aの電話機に表示されます。

CallBack is activated on <DN of User B>Press Cancel to deactivate
Press Exit to quit this screen

ユーザ Aが [終了]ソフトキーを押します。

ユーザ Aは、ビジートリガーを 1に設定しています。

ユーザ Aがビジーになります。ユーザ Bが応対可能になります。

ユーザ Aは音声によるアラートを受け取らず、折り返し通知画面も表示されません。

発信側（ユーザA）が、受信側（ユーザB）に Suspend Callback APDUメッセージを送信します。

ユーザ Aが応対可能になります。発信側が受信側に Resume Callback APDUメッセージを送信し
ます。この処理により、ユーザ Bに対する監視が再開されます。

ユーザ Bが応対可能になると、ユーザAは音声によるアラートを受け取り、折り返し通知画面が
表示されます。

折り返しのシステム要件
折り返しの動作には、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager 5.0以降

•クラスタ内の少なくとも 1台のサーバ上で稼動している Cisco CallManagerサービス

• Cisco CallManagerサービスと同じサーバ上で稼動している Cisco Database Layer Monitorサー
ビス

• Cisco CallManagerサービスと同じサーバ上で稼動している Cisco RIS Data Collectorサービス

• Cisco Unified Communications Manager Locale Installer（英語以外の電話ロケールまたは国独自
のトーンを使用する場合）

• Microsoft Internet Explorer 7、Microsoft Internet Explorer 8、Firefox 3.x、または Safari 4.x
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インタラクションおよび制限事項

電話機の折返しソフトキー、機能ボタン、およびメッセージを英語以外の言語で表示する場合

や、国に固有のトーンがユーザに聞こえるようにする場合は、『Cisco Unified Communications
Operating System Administration Guide』の説明に従って、ロケールインストーラをインストー
ルします。

（注）

表 5：折返しソフトキーおよびボタンを使用する Cisco Unified IP Phone

折り返しボタン折返しソフトキーCisco Unified IP Phoneモデル

XXCisco Unified IP Phone 6900シリーズ
（6901と 6911を除く）

XCisco Unified IP Phone 7900シリーズ

XXCisco Unified IP Phone 8900シリーズ

XXCisco Unified IP Phone 9900シリーズ

XCisco IP Communicator

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantなどのシスコ提供アプリケーションを使用して、折
り返し機能を使用できます。

次のデバイスにコールし、これらのデバイス上で折り返しをアクティブにできます。

• Cisco Unified IP Phone 6900、7900、8900、および 9900シリーズ（6901および 6911以外）

• Cisco VGC Phone（Cisco VG248 Gatewayを使用）

• Cisco Analog Telephone Adapter（ATA）186および 188

• Cisco Unified Communications Manager Release 8.0以前は、Cisco VG224エンドポイントのビ
ジー状態の加入者でのみ折り返しをサポートしていました。 Cisco Unified Communications
Manager Release 8.5以降は、CiscoVG224エンドポイントの無応答で折り返しをサポートしま
す。

•上記の電話機にコールを転送する CTIルートポイント
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Cisco Extension Mobilityユーザがログインまたはログアウトすると、折り返しに関連付けられ
ているアクティブなコールの完了は、自動的にキャンセルされます。電話機で折り返しがア

クティブにされた後で着信側の電話機がシステムから削除された場合、発信者が [ダイヤル]ソ
フトキーを押すとリオーダー音が聞こえます。ユーザは折り返しをキャンセルまたは再アク

ティブ化できます。

ヒント

すべてのコールをボイスメールシステム機能に転送する場合、折り返しのアクティブ化はで

きません。

ヒント

SIPトランク経由の折り返しはサポートされませんが、QSIG対応の SIPトランク経由の折り
返しはサポートされます。

（注）

Cisco Unified IP Phoneと折り返し機能の詳細については、使用している電話機モデルのユーザマ
ニュアルを参照してください。

SIP を実行する電話機を使用した折り返し通知
SIPを実行する Cisco Unified IP Phone 7960および 7940での折り返し通知の動作方法は、SCCPを
実行する電話機の場合とは異なります。 SIPを実行する Cisco Unified IP Phone 7960および 7940
は、オンフック/オフフック状態での折り返し通知機能をサポートしていません。 Cisco Unified
CommunicationsManagerが SIP 7960または 7940電話機上の回線が使用可能になった時を把握する
唯一の方法は、その電話機からCisco Unified Communications Managerが受信する着信 SIP INVITE
メッセージを監視することです。その電話機がSIP INVITEをCiscoUnifiedCommunicationsManager
に送信し、電話機がオンフックになった後、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、CiscoUnified
IP Phone 7960および 7940 (SIP)ユーザに音声と折り返し通知画面を送信できます。

自動転送機能、即時転送機能、およびボイスメールシステム機能との

インタラクション

次のコール状態は、Cisco Unified Communications Managerの折り返し機能が自動転送機能、即時
転送機能、およびボイスメールシステム機能と通信する際に予想される発呼側の動作を示してい

ます。

Cisco Unified IP Phone 6900、8900、および 9900は、即時転送（iDivert）と同じように動作する
転送機能およびソフトキーを使用します。

（注）

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
59

折り返し

SIP を実行する電話機を使用した折り返し通知



CTI経由で開始された場合およびリダイレクト信号が QSIGリンクをたどる必要がある場合、
即時転送機能は作動しません。

（注）

着信側（電話機 B）が、不在転送、話中転送、または無応答時転送を使用して着信コールを転送
するか、即時転送を使用してコールをボイスメールシステムに転送する場合、発呼側（電話機

A）は、折り返し機能に関する次のいずれかの状態になります。

• VM-Connected状態：コールはボイスメールシステムに接続されています。発呼側の電話機
（電話機 A）では、折返しソフトキーが非アクティブのままです。

•元の着信側に関する Ring-Out状態：着信側のボイスメールプロファイルにはボイスメール
パイロットが含まれていません。着信側（電話機 B）では、[即転送]ソフトキーを押すと、
「キーがアクティブではありません(Key Is Not Active)」というメッセージが表示されます。
発呼側（電話機 A）では、元の着信側（電話機 B）に対して折り返しをアクティブにできる
必要があります。

•ボイスメールシステム機能と新しい着信側としてのボイスメールパイロット番号に関する
Ring-Out状態：コールに関して、ボイスメールシステム障害またはネットワーク障害が発生
しています。着信側（電話機 B）では、[即転送]ソフトキーを押すと、「一時エラー発生
(Temp Failure)」というメッセージが表示されます。コールコンテキストには、ボイスメー
ルパイロット番号が「新しい」着信側として含まれているため、発呼側（電話機A）では、
元の着信側（電話機 B）に対して折り返しをアクティブにすることはできません。

•通話中のボイスメールポートと新しい着信側としてのボイスメールパイロット番号に関す
る Ring-Out状態：コールに関して、ボイスメールポートが通話中になっています。着信側
（電話機 B）では、[即転送]ソフトキーを押すと、「話中(Busy)」というメッセージが表示
されます。コールコンテキストには、ボイスメールパイロット番号が「新しい」着信側と

して含まれているため、発呼側（電話機 A）では、元の着信側（電話機 B）に対して折り返
しをアクティブにすることはできません。

詳細については、次の項を参照してください。

•次のマニュアルの電話機機能に関連するトピックを参照してください。『Cisco Unified
Communications Managerシステムガイド』

•即時転送, （809ページ）

折返しと QSIG ICT および Nortel ECMA PBX 経由の不在転送
中継ノードと Nortel Meridian Option 11Cリリース 4.0 PBXがコールフローの ECMAモードで設定
されている場合、折返しは不在転送と相互運用されません。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
60

折り返し

折返しと QSIG ICT および Nortel ECMA PBX 経由の不在転送



折り返しのインストールとアクティブ化
CiscoUnifiedCommunicationsManagerをインストールするときに、折り返しは自動的にインストー
ルされます。 Cisco Unified Communications Managerをインストールした後、電話ユーザが折り返
し機能を使用できるようにするには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで折り
返しを設定する必要があります。

折り返し機能は Cisco CallManagerサービスに依存するため、Cisco Unifiedサービスアビリティで
Cisco CallManagerサービスを必ずアクティブにしてください。

折返しソフトキーの設定
この項では、折り返し設定の詳細情報を説明します。ソフトキーテンプレートの作成と設定、電

話機ユーザへのソフトキーテンプレートの追加、および Call Back折り返しサービスパラメータ
の設定を行うことができます。

折り返し機能を設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

折り返しの設定, （51ページ）

ソフトキーテンプレートの作成

次の手順に従って、折返しソフトキーを含むソフトキーテンプレートを作成します。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]を選択します。
[ソフトキーテンプレートの設定(Softkey Template Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ソフトキーテンプレートの検索/一覧表示(Find and List Softkey Templates)]ウィンドウで、Standard
Userソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 3 [コピー(Copy)]アイコンをクリックします。
[ソフトキーテンプレートの設定(SoftkeyTemplateConfiguration)]ウィンドウに、新しい情報が表示
されます。

ステップ 4 ソフトキーテンプレートの名前フィールドに、Standard User for Call Backなど、テンプレートの
新しい名前を入力します。

ステップ 5 [保存(Save)]ボタンをクリックします。
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[ソフトキーテンプレートの設定(SoftkeyTemplateConfiguration)]ウィンドウに、新しい情報が再表
示されます。

ステップ 6 折返しソフトキーをテンプレートに追加するには、右上隅の [関連リンク(Related Links)]ドロップ
ダウンリストボックスで [ソフトキーレイアウトの設定(Configure Softkey Layout)]を選択し、[移
動(Go)]をクリックします。
[ソフトキーレイアウト設定(Softkey Layout Configuration)]ウィンドウが表示されます。 CallBack
ソフトキーは、オンフック、発信中、および接続時（転送打診）の各コール状態に追加する必要

があります。

ステップ 7 CallBackソフトキーをオンフックコール状態に追加するには、[コールステートの選択(Select aCall
State to Configure)]ドロップダウンリストボックスから [オンフック(On Hook)]を選択します。
[ソフトキーレイアウト設定(Softkey Layout Configuration)]ウィンドウが再表示され、[選択されて
いないソフトキー(Unselected Softkeys)]リストと [選択されたソフトキー(Selected Softkeys)]リスト
が表示されます。

ステップ 8 [選択されていないソフトキー(Unselected Softkeys)]リストで CallBackソフトキーを選択し、右矢
印をクリックして [選択されたソフトキー(Selected Softkeys)]リストにソフトキーを移動します。

ステップ 9 [保存(Save)]ボタンをクリックして保存し、処理を続けます。

ステップ 10 CallBackソフトキーを発信中コール状態に追加するには、[コールステートの選択(Select aCall State
to Configure)]ドロップダウンリストボックスから [リングアウト(Ring Out)]を選択します。
[ソフトキーレイアウト設定(Softkey Layout Configuration)]ウィンドウが再表示され、[選択されて
いないソフトキー(Unselected Softkeys)]リストと [選択されたソフトキー(Selected Softkeys)]リスト
が表示されます。

ステップ 11 [選択されていないソフトキー(Unselected Softkeys)]リストで CallBackソフトキーを選択し、右矢
印をクリックして [選択されたソフトキー(Selected Softkeys)]リストにソフトキーを移動します。

ステップ 12 [保存(Save)]ボタンをクリックして保存し、処理を続けます。

ステップ 13 CallBackソフトキーを接続時（転送打診）コール状態に追加するには、[コールステートの選択
(Select a Call State to Configure)]ドロップダウンリストボックスから [接続時(転送打診)(Connected
Transfer)]を選択します。

ステップ 14 [ソフトキーレイアウト設定(Softkey Layout Configuration)]ウィンドウが再表示され、[選択されて
いないソフトキー(Unselected Softkeys)]リストと [選択されたソフトキー(Selected Softkeys)]リスト
が表示されます。

ステップ 15 [選択されていないソフトキー(Unselected Softkeys)]リストで CallBackソフトキーを選択し、右矢
印をクリックして [選択されたソフトキー(Selected Softkeys)]リストにソフトキーを移動します。

ステップ 16 [保存(Save)]ボタンをクリックします。

ソフトキーテンプレートの設定

次の手順に従って、CallBackソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加します。折り返
し機能を持つユーザ用にカスタマイズした共通デバイス設定を作成します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [共通デバイス設定(Common Device Configuration)]を選択します。
[共通デバイス設定の検索/一覧表示(Find and List Common Device Configurations)]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 [共通デバイス設定(Common Device Configuration)]リストに表示された、作成済みのいずれかの共
通デバイス設定を選択します。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]フィールドのドロップダウンリストボックスから、
CallBackソフトキーを含むソフトキーテンプレートを選択します（このテンプレートをまだ作成
していない場合は、ソフトキーテンプレートの作成, （61ページ）を参照してください）。

ステップ 4 [保存(Save)]ボタンをクリックします。

ソフトキーテンプレートの追加

次の手順に従って、CallBackソフトキーテンプレートをユーザごとの電話機に追加します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選択
します。

[電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』の Cisco Unified IP Phoneの設定に関連するトピックを参照して
ください。

ステップ 3 次のいずれかの手順を実行します。

a) [共通デバイス設定(Common Device Configuration)]ドロップダウンリストボックスから、新し
いソフトキーテンプレートを含む共通デバイス設定を選択します。

b) [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]ドロップダウンリストボックスから、CallBackソ
フトキーを含む新しいソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存(Save)]ボタンをクリックします。
[リセット(Reset)]を押して電話機の設定を更新するよう、ダイアログボックスにメッセージが表
示されます。
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折り返しボタンの設定
この項では、[折返し(Call Back)]ボタンテンプレートを設定するための詳細情報を説明します。

折り返し機能を設定する前に、折り返しの設定作業を確認してください。ヒント

関連トピック

折り返しの設定, （51ページ）

電話ボタンテンプレートの作成

次の手順に従って、折り返し機能ボタンを含む電話ボタンテンプレートを作成します。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [電話ボタンテンプレート(Phone Button Template)]を選択します。
[電話ボタンテンプレートの設定(PhoneButtonTemplateConfiguration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話ボタンテンプレートの検索/一覧表示(Find and List Phone Button Templates)]ウィンドウから、
折り返し機能ボタンを必要とする IP Phone用の電話ボタンテンプレート（たとえば、標準の 6961
SCCP）を選択します。

ステップ 3 [コピー(Copy)]アイコンをクリックします。
[電話ボタンテンプレートの設定(Phone Button Template Configuration)]ウィンドウに、新しい情報
が表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレートの名前(Phone Button Template Name)]フィールドに、Standard 6961 SCCP
for Call Backなど、テンプレートの新しい名前を入力します。

ステップ 5 [保存(Save)]ボタンをクリックします。
[電話ボタンテンプレートの設定(Phone Button Template Configuration)]ウィンドウに、新しい情報
が再表示されます。

ステップ 6 折り返し機能ボタンをテンプレートに追加するには、任意の回線ボタンドロップダウンリスト

ボックスを選択し、[折返し(CallBack)]を選択します。

ステップ 7 [保存(Save)]ボタンをクリックします。

電話ボタンテンプレートの追加

次の手順に従って、折り返し電話ボタンテンプレートをユーザごとの電話機に追加します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選択
します。

[電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 電話ボタンテンプレートを追加する電話機を検索します。『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』の Cisco Unified IP Phoneの設定に関連するトピックを参照して
ください。

ステップ 3 [電話ボタンテンプレート(Phone Button Template)]ドロップダウンリストで、折り返し機能ボタン
が含まれている新しい電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存(Save)]ボタンをクリックします。
[リセット(Reset)]を押して電話機の設定を更新するよう、ダイアログボックスにメッセージが表
示されます。

折り返しのサービスパラメータの設定

折り返しサービスパラメータを設定するには、[システム(System)] > [サービスパラメータ(Service
Parameters)]にCiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページからアクセスし、CiscoCallManager
サービスを実行するサーバを選択してから、Cisco CallManagerサービスを選択します。

Cisco Technical Assistance Centerの指示があった場合を除き、デフォルトのサービスパラメータ設
定の使用をお勧めします。折り返しのサービスパラメータには、Callback Enabled Flag、Callback
Audio Notification File Name、Connection Proposal Type、Connection Response Type、Call Back Request
Protection T1 Timer、Callback Recall T3 Timer、Callback Calling Search Space、No Path Preservation、
Set Private Numbering Plan for Callbackなどがあります。これらのパラメータの詳細については、
[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウの上隅に表示されている疑
問符ボタンをクリックします。

ユーザに対する折り返し情報の提供
Webで入手できる Cisco Unified IP Phoneのユーザガイドには、Cisco Unified IP Phoneの折り返し
機能の使用するための手順が記載されています。これらのガイドは、Cisco Unified IP Phone 7900
シリーズに用意されている疑問符ボタンのヘルプと併せてお読みください。
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折り返しのトラブルシューティング
折り返しの問題のトラブルシューティングのため、Cisco Unifiedサービスアビリティトレース設
定およびリアルタイム監視ツールを使用します。『CiscoUnifiedServiceabilityAdministrationGuide』
と『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してください。
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第 4 章

コール制御ディスカバリ

この章では、コール制御ディスカバリ機能について説明します。この機能は、ServiceAdvertisement
Framework（SAF）ネットワークサービス（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エー
ジェント情報の動的なプロビジョニングを容易にします。 SAFネットワークサービスの採用に
より、コール制御ディスカバリ機能では、Cisco Unified Communications Managerは、自身を他の
重要な属性（Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定される電話番号パターン
など）とともにアドバタイズできます。そのため、同じくSAFネットワークを使用する他のコー
ル制御エンティティは、アドバタイズされた情報を使用してルーティングの動作を動的に設定

し、適合させることができます。同様に、SAFを使用するすべてのエンティティは、所有する電
話番号パターンを他の重要な情報とともにアドバタイズします。したがって、他のリモートコー

ル制御エンティティは、その情報を学習してコールのルーティングの動作を適合させることがで

きます。

• コール制御ディスカバリの設定, 67 ページ

• コール制御ディスカバリ機能, 70 ページ

• コール制御ディスカバリのシステム要件, 84 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 84 ページ

• コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化, 87 ページ

• ユーザへの情報提供, 127 ページ

• コール制御ディスカバリのトラブルシューティング, 127 ページ

コール制御ディスカバリの設定
コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワークサービス
（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを

容易にします。 SAFネットワークサービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、
Cisco Unified Communications Managerは、自身を他の重要な属性（Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイズできます。そ
のため、同じく SAFネットワークを使用する他のコール制御エンティティは、アドバタイズされ
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た情報を使用してルーティングの動作を動的に設定し、適合させることができます。同様に、SAF
を使用するすべてのエンティティは、所有する電話番号パターンを他の重要な情報とともにアド

バタイズします。したがって、他のリモートコール制御エンティティは、その情報を学習して

コールのルーティングの動作を適合させることができます。以下の手順でネットワークのコール

制御ディスカバリ機能を設定します。

手順

ステップ 1 まだ実行していない場合は、Cisco IOSルータを SAFフォワーダとして設定します。
Cisco IOSルータをサポートしているマニュアルを参照してください。たとえば、『Cisco IOS
Service Advertisement Framework Configuration Guide』または『Cisco IOS Service Advertisement
Framework Command Reference』を参照してください。Cisco Feature Navigatorを使用すると、特定
のソフトウェアリリース、機能セット、またはプラットフォームをサポートする Cisco IOSおよ
び Catalyst OSソフトウェアイメージを判別できます。 Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスしてください。

ステップ 2 SAFフォワーダの SAFセキュリティプロファイルを設定します（[拡張機能(Advanced Features)]
> [SAF] > [SAFセキュリティプロファイル(SAF Security Profile)]）。
Cisco Unified Communications Managerの管理ページで複数の SAFプロファイルを設定できます。
SAFフォワーダ（SAF用に設定したCisco IOSルータ）は、ローカルCisco Unified Communications
Managerクラスタの発行要求およびリモートコール制御エンティティからのサービスアドバタイ
ズメントを処理します。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで SAFフォワーダを設定します（[拡張機能
(Advanced Features)] > [SAF] > [SAFフォワーダ(SAF Forwarder)]）。
フェールオーバーをサポートするために、プライマリおよびバックアップの SAFフォワーダを設
定することをお勧めします。

ステップ 4 SAF対応の SIPおよび H.323クラスタ間（非ゲートキーパー制御）トランクを設定します（[デバ
イス(Device)] > [トランク(Trunk)]）。
ローカル Cisco Unified Communications Managerクラスタは、CCD要求サービスに割り当てられて
いる SAF対応トランクを使用して、発信コールを SAFネットワークを使用するリモートコール
制御エンティティにルーティングします。CiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタは、CCD
アドバタイジングサービスに割り当てられている SAF対応トランクをホステッドDNの範囲とと
もにアドバタイズします。したがって、リモートコール制御エンティティからのユーザが、この

Cisco Unified CommunicationsManagerの学習パターンへの着信コールを行うと、このCisco Unified
Communications Managerはこの SAF対応トランクからの着信コールを受信して、コールを正しい
DNにルーティングします。

ステップ 5 ホステッド DNグループを設定します。ホステッド DNパターンをロケーション別にグループ化
することをお勧めします。たとえば、1つの市のさまざまな郵便番号を表すホステッドDNパター
ンをグループ化できます（[コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call
Control Discovery)] > [ホステッドDNグループ(Hosted DN Group)]）。
ホストされた DNグループは、ホストされた DNパターンの集合であり、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページでグループ化します。ホステッド DNグループを Cisco
UnifiedCommunicationsManagerの管理ページでCCDアドバタイジングサービスに割り当てると、
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CCDアドバタイジングサービスによって、ホステッドDNグループに含まれているすべてのホス
テッドDNパターンが発行されます。 1つのホステッドDNグループは、1つのコール制御ディス
カバリアドバタイジングサービスだけに割り当てることができます。

ステップ 6 ホステッド DNパターンを設定します（[コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディス
カバリ(Call Control Discovery)] > [ホステッドDNパターン(Hosted DN Pattern)]）。
ホステッド電話番号（DN）パターンは、コール制御エンティティに属する電話番号を表すパター
ンです。たとえば、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定するホステッドDN
パターンは、リモートコール制御エンティティにアドバタイズするローカル Cisco Unified
CommunicationsManagerクラスタに属する電話番号の範囲です。CCDアドバタイジングサービス
は、ホステッド DNパターンをアクティブな SAFフォワーダに発行します。

ステップ 7 ローカル Cisco Unified Communications Managerクラスタのホステッド DNを発行するには、コー
ル制御ディスカバリアドバタイジングサービスを設定します（[コールルーティング(CallRouting)]
> [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [アドバタイジングサービス(Advertising
Service)]）。
CCDアドバタイジングサービスは必要な数だけ設定できます。コール制御ディスカバリアドバ
タイジングサービスは Cisco Unified Communications Manager内にあり、このサービスによって
ローカルCiscoUnified CommunicationsManagerクラスタはそのホステッドDNおよび PSTNフェー
ルオーバー設定を、SAFネットワークを使用するリモートコール制御エンティティにアドバタイ
ズできます。

ステップ 8 コール制御ディスカバリ専用のパーティションを設定します（[コールルーティング(CallRouting)]
> [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [パーティション(Partition)]）。
このルートパーティションは、すべての学習パターンがルートパーティションの下の番号分析に

配置されるように、CCD要求サービスによって排他的に使用されます。CiscoUnifiedCommunications
Managerの管理ページで、パーティションを CCD要求サービスに割り当てます。

CCD要求サービスに割り当てるパーティションは、デバイスが学習パターンをコール
するために使用できるコーリングサーチスペースに属している必要があります。その

ため、デバイスが使用するコーリングサーチスペースにパーティションを割り当てま

す。パーティションが含まれたコーリングサーチスペースをデバイスに割り当てない

と、デバイスは学習パターンをコールできません。

ヒント

ステップ 9 ローカル Cisco Unified Communications Managerクラスタが SAFネットワークからのアドバタイズ
メントを受信できるように、コール制御ディスカバリ要求サービスを 1つ設定します（[コール
ルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [要求サービス
(Requesting Service)]）。
CCD要求サービスを 1つのみ設定できます。コール制御ディスカバリ要求サービスはローカル
Cisco Unified Communications Manager内にあり、このサービスによってローカル Cisco Unified
Communications Managerは、SAFネットワークを使用するリモートコール制御エンティティから
のホステッド DNアドバタイズメントを受信します。

ステップ 10 これをまだ行っていない場合、リモートコール制御エンティティを設定して、SAFネットワーク
を使用するようにします。たとえば、SAFネットワークに Cisco Unified Communications Manager
Expressまたは他の Cisco Unified Communications Managerクラスタを設定します。
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リモートコール制御エンティティをサポートしているマニュアルを参照してください。Cisco
Unified Communications Manager Expressのマニュアルなどです。

ステップ 11 コール制御ディスカバリの設定後に、リモートコール制御エンティティがローカル Cisco Unified
CommunicationsManagerに送信する学習パターンをブロックできます（[コールルーティング(Call
Routing)] > [コール制御ディスカバリ(CallControlDiscovery)] > [ブロックされた学習パターン(Blocked
Learned Patterns)]）。

関連トピック

アドバタイジングサービス, （74ページ）
アドバタイジングサービスの設定, （111ページ）
アドバタイジングサービスとホステッド DNパターン, （75ページ）
ブロックされた学習パターンの設定, （118ページ）
コール制御ディスカバリ, （67ページ）
SAF対応トランクの設定, （125ページ）
コール制御ディスカバリの設定レコードの削除, （126ページ）
ホステッド DNパターンの設定, （108ページ）
ホステッド DNグループ内のホステッド DNパターンの識別, （126ページ）
コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化, （87ページ）
学習パターンと要求サービス, （77ページ）
コール制御ディスカバリのパーティションの設定, （113ページ）
要求サービス, （77ページ）
要求サービスの設定, （115ページ）
SAFフォワーダ, （81ページ）
SAFフォワーダの設定, （99ページ）
SAFセキュリティプロファイルの設定項目, （97ページ）

コール制御ディスカバリ機能
この項では、コール制御ディスカバリについて説明します。

コール制御ディスカバリの概要

コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワークサービス
（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを

容易にします。 SAFネットワークサービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、
ローカル Cisco Unified Communications Managerは自身を他の重要な属性（Cisco Unified
Communications Managerの管理ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイ
ズできます。そのため、同じく SAFネットワークを使用する他のコール制御エンティティは、ア
ドバタイズされた情報を使用してルーティングの動作を動的に設定し、適合させることができま
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す。同様に、SAFを使用するすべてのエンティティは、所有する電話番号パターンを他の重要な
情報とともにアドバタイズします。したがって、他のリモートコール制御エンティティは、その

情報を学習してコールのルーティングの動作を適合させることができます。また、コール制御

ディスカバリ機能によって、ネットワークはコール間エージェント通信を有効にするために別の

サーバに依存しないで、SAFがサポートされるエンティティ間の通信を容易にすることができま
す。

コール制御ディスカバリ機能によって、冗長SIPプロキシまたは複雑なゲートキーパーの設定
は不要になります。ゲートキーパーの設定では、ネットワーク内のリモートコール制御エン

ティティのダイヤルプラン解決および到達可能性ステータスが提供されます。

ヒント

コール制御ディスカバリ機能を使用して、各ローカル Cisco Unified Communications Managerクラ
スタは次の処理を実行できます。

• SAFネットワークとの認証された接続を確立します。

•サーバの IPv4アドレスまたはホスト名、SAFネットワークがクラスタに接続するために使用
するシグナリングプロトコルとポート番号、およびクラスタに対して Cisco Unified
Communications Managerの管理ページで設定される電話番号パターンを提供することによっ
て、クラスタを SAFネットワークにアドバタイズします。

• SAFネットワークに登録して、同じく SAF関連ネットワークを使用する他のリモートコー
ル制御エンティティからの要求を受信します。

•アドバタイズメントから学習した情報を使用して、パターンをマスタールーティングテー
ブルに動的に追加します。マスタールーティングテーブルにより、Cisco Unified
Communications Managerは関連付けられている IPアドレスおよびシグナリングプロトコル
情報を使用して、これらの接続先へのコールのルーティングと設定ができます。

•リモートコール制御エンティティへの接続が失われた場合、SAFネットワークは、学習した
情報を IP到達不能としてマークするようにCisco Unified CommunicationsManagerに通知しま
す。その後、コールは PSTNを経由します。

•情報のアドバタイズおよび受信の冗長性を提供します。したがって、何らかの理由でサーバ
がそのプライマリ SAFフォワーダへの接続を失った場合、別のバックアップ SAFルータを
選択して情報をアドバタイズおよび受信できます。

コール制御ディスカバリのコンポーネント

この項は、次の内容で構成されています。

•コール制御ディスカバリの用語

•アドバタイジングサービス、SAF対応トランク、およびホステッド DNパターン

•学習パターンと CCD要求サービス

• CCD要求サービスと SAF対応トランク
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•ネットワーク取り消しのサポート

• SAFフォワーダ

コール制御ディスカバリ機能ではすべてのコンポーネントが連携して動作するため、すべての

項を確認して機能の動作を理解してください。

ヒント

コール制御ディスカバリの用語

以下の表に、コール制御ディスカバリ機能に関連する用語の概要を簡単に示します。各概念の詳

細については、表の説明列にあるリンクをクリックしてください。

表 6：コール制御ディスカバリの用語

説明用語

• Cisco Unified Communications Manager内にあります。

• PSTNフェールオーバー設定およびホステッド DNパターン
をローカル Cisco Unified Communications Managerクラスタの
SAFトランクアクセス情報とともに、SAFネットワークを使
用するリモートコール制御エンティティにアドバタイズしま

す。

• [コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバ
リ(Call Control Discovery)] > [アドバタイジングサービス
(Advertising Service)]で設定します。（Cisco Unified
Communications Managerの管理ページ）

•関連項目：アドバタイジングサービス, （74ページ）

コール制御ディスカバリ

（CCD）アドバタイジング
サービス
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説明用語

• Cisco Unified Communications Manager内にあります。

•ローカル Cisco Unified CommunicationsManagerが SAFネット
ワークを使用するリモートコール制御エンティティからのア

ドバタイズメントを受信できるようにします。

•学習パターン（リモートコール制御エンティティからのホス
テッドDNパターン）がローカルCiscoUnifiedCommunications
Manager上の番号分析に挿入されるようにします。

•学習パターンへのコールに対してロードバランシングを実行
します。

• SAFネットワークからのCiscoUnified CommunicationsManager
の取り消しを処理します。

• [コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバ
リ(Call Control Discovery)] > [要求サービス(Requesting Service)]
（Cisco Unified Communications Managerの管理ページ）で設
定します。

•関連項目：要求サービス, （77ページ）

コール制御ディスカバリ

（CCD）要求サービス

•ローカルコール制御エンティティに属する電話番号パター
ン。

たとえば、Cisco Unified CommunicationsManagerの
管理ページの [コールルーティング(Call Routing)] >
[コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] >
[ホステッドDNパターン(Hosted DN Pattern)]で設定
したホステッドDNパターンは、リモートコール制
御エンティティへのアドバタイズ対象にするローカ

ルCisco Unified CommunicationsManagerクラスタ用
の電話番号パターン範囲です。

ヒント

•ローカル Cisco Unified CommunicationsManagerでは、CCDア
ドバタイジングサービスによって SAFフォワーダに発行さ
れます。

•関連項目：アドバタイジングサービスとホステッド DNパ
ターン, （75ページ）

ホステッド DNパターン
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説明用語

• CCD要求サービスによって番号分析に挿入されるパターン。

•手動でパージまたはブロックできます（ローカルCiscoUnified
Communications Manager）。

• RTMTで表示されます。

•関連項目：学習パターンと要求サービス, （77ページ）

学習パターン

• Cisco IOSルータ。

•リモートコール制御エンティティが自身のホステッド DNパ
ターンをアドバタイズしたときに、ローカル Cisco Unified
Communications Managerに通知します。

•ローカル Cisco Unified Communications Managerクラスタから
の発行要求を受信し、Cisco Unified Communications Manager
がクラスタのホステッド DNパターンをアドバタイズできる
ようにします。

•関連項目：SAFフォワーダ, （81ページ）

SAFフォワーダ

• CCDアドバタイジングサービスに割り当てられている SAF
対応トランクは、SAFネットワークを使用するリモートコー
ル制御エンティティからの着信コールを処理します。

• CCD要求サービスに割り当てられている SAF対応トランク
は、学習パターンへの発信コールを処理します。

•関連項目：アドバタイジングサービスと SAF対応トランク,
（75ページ）および学習パターンと要求サービス, （77ペー
ジ）

SAF対応トランク

アドバタイジングサービス

コール制御ディスカバリアドバタイジングサービスは Cisco Unified Communications Manager内に
あり、このサービスによってローカル Cisco Unified Communications Managerクラスタは PSTN
フェールオーバー設定、ホステッドDNパターン、およびそのクラスタの SAF対応トランクアク
セス情報を、SAFネットワークを使用するリモートコール制御エンティティにアドバタイズでき
ます。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コールルーティング(Call Routing)]
> [コール制御ディスカバリ(CallControlDiscovery)] > [アドバタイジングサービス(AdvertisingService)]
で、必要な数の CCDアドバタイジングサービスを設定できます。
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アドバタイジングサービスと SAF 対応トランク

次の事項を考慮してください。これらは、SAF対応トランクと CCDアドバタイジングサービス
の連携に関係します。

• CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで SAF対応トランクを設定した後、[CCD
アドバタイジングサービス(CCD Advertising Service)]ウィンドウで CCDアドバタイジング
サービスに関連付ける SIPトランクと H.323（非ゲートキーパー制御）トランクを 1つずつ
選択できます。 CCDアドバタイジングサービスは、ホステッド DNパターン、ホステッド
DNパターンの PSTNフェールオーバー設定、ノードの IPアドレス、H.323トランクの動的
なポート番号、H.323トランクの QSIG設定、SIPトランクの標準ポート 5060、および SIP
ルートヘッダー情報をアドバタイズします。 CCDアドバタイジングサービスに割り当てら
れている各トランクの情報をアドバタイズします。

• SAF対応トランクには、事前設定された宛先はありません。リモートコール制御エンティ
ティからの着信コールの場合、ローカル Cisco Unified Communications Managerはアドバタイ
ズされた動的なトランクポート番号およびSIPルートヘッダー、またはそのいずれかを使用
して、コールを処理する適切な動的トランクを検索します。

• CCDアドバタイジングサービスは、割り当てられた、または選択されたトランクと同じノー
ドで実行され、トランクのタイプごとに同じ一連のホステッド DNパターン範囲をアドバタ
イズします。

•リモートコール制御エンティティからローカル Cisco Unified Communications Managerへの着
信コールの場合、コールは CCDアドバタイジングサービスによってアドバタイズされた適
切な SAF対応トランクにルーティングされます。H.323トランクの場合、コールがルーティ
ングされる前に、着信の着信側プレフィックスが着信側番号に適用されます。

• H.323トランクは、SIPトランクとは異なる機能をサポートします。たとえば、H.323はQSIG
をサポートし、SIPはプレゼンスをサポートします。機能サポートで H.323トランクと SIP
トランクの両方を CCDアドバタイジングサービスに割り当てる必要がある場合、両方のト
ランクタイプを割り当てます。機能サポートで 1つのトランクタイプを割り当てることが
できる場合、クラスタに最適な 1つのトランクを CCDアドバタイジングサービスに割り当
てることをお勧めします。

• SAF対応 SIPトランクと SAF対応 H.323（非ゲートキーパー制御）クラスタ間トランクの両
方を CCDアドバタイジングサービスに割り当てた場合、2つのトランクに対して着信コー
ルの負荷分散が発生します。

• H.323の設定ウィンドウにある [QSIGバリアント(QSIG Variant)]および [ASN.1 ROSE OIDエ
ンコーディング(ASN.1 ROSE OID Encoding)]の設定は、CCDアドバタイジングサービスに
よってアドバタイズされます。これらの設定は、着信トンネル化コールのQSIGメッセージ
のデコードに影響します。コール制御ディスカバリでは、発信コールには影響しません。

アドバタイジングサービスとホステッド DN パターン

ホステッド電話番号（DN）パターンは、コール制御エンティティに属する電話番号パターンの範
囲です。たとえば、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで [コールルーティング
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(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [ホステッドDNパターン(Hosted
DNs Pattern)]の下で設定したホステッド DNパターンは、リモートコール制御エンティティにア
ドバタイズするローカル Cisco Unified Communications Managerの電話番号パターンです。 CCDア
ドバタイジングサービスは、ローカルクラスタのホステッド DNパターンをアクティブな SAF
フォワーダに発行します。

•ローカル Cisco Unified Communications Managerの CCDアドバタイジングサービスは、Cisco
Unified CommunicationsManagerのホステッドDNサービスに代わって、プライマリ SAFフォ
ワーダにアドバタイジング発行要求を送信します。

•各ホステッド DNパターンは、ホステッド DNグループに属します。ホステッド DNグルー
プを CCDアドバタイジングサービスに割り当てます。ホステッド DNパターンをホステッ
ド DNグループに入れることで、CCDアドバタイジングサービスは複数のパターンをアド
バタイズできます。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [ホステッドDNパターン(Hosted DN
Patterns)]ウィンドウで設定済みホステッドDNパターンを更新すると、CCDアドバタイジン
グサービスは、更新されたパターンを含む発行要求をアクティブな SAFフォワーダに再送
信します。発行要求は、CCDアドバタイジングサービスに割り当てられているトランクご
とに送信されます。

•ホステッド DNパターンがCisco Unified Communications Managerの管理ページで追加または
削除された場合、CCDアドバタイジングサービスは、新規発行要求を大きいサービスバー
ジョン番号で SAFネットワークに送信します。

• CCDアドバタイジングサービスに割り当てられているホステッド DNグループを変更した
場合、CCDアドバタイジングサービスは、新しく更新されたホステッド DNグループから
パターンを大きいバージョン番号で、割り当てられているSAF対応トランクごとに発行しま
す。

• CCDアドバタイジングサービスは、1つの発行要求で多くのホステッドDNパターンを送信
しようとします。1つの要求で送信できるよりも多くのホステッドDNパターンがある場合、
ローカル Cisco Unified Communications Managerは複数の要求を、それぞれに一意のサービス
IDを付けて送信します。

•一部のクラスタで、[CCDアドバタイジングサービスの設定(CCD Advertising Service
Configuration)]ウィンドウでの SAFトランクの選択に基づいて、同じホステッド DNパター
ンが複数回発行される場合があります。たとえば、CCDアドバタイジングサービスの設定
に SAF対応 SIPトランクと H.323（非ゲートキーパー制御）トランクの両方が含まれている
場合、ホステッド DNパターン 8902XXXXは、各ノードおよび各 SAF対応トランクに対し
て 2回発行されます。トランクの Cisco Unified Communications Managerグループに 2つの
ノードが含まれている場合は、8902XXXの 4つの発行要求が送信されます。このアプロー
チでは、受信エンティティは負荷分散を実行します。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [CCDアドバタイジングサービス(CCD
Advertising Service)]ウィンドウで異なるホステッド DNグループを選択すると、サービスは
SAFフォワーダに要求を送信してホステッド DNグループの発行を解除し、更新された設定
を発行します。
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ホステッドDNグループの関連付けが変更された場合、SAFトランクの関連付けが変更された
場合、SAFトランクがCisco Unified CommunicationsManagerの管理ページでリセットされた場
合、または CCDアドバタイジングサービスがリセットされた場合、CCDアドバタイジング
サービスは以前の要求の発行を解除し、新しいサービス IDで再度発行します。また、他のク
ラスタはSAFネットワークから取り消しサービス通知を受信し、続いて新しい通知をSAFネッ
トワークから受信します。

ヒント

要求サービス

Cisco Unified Communications Manager内にあるコール制御ディスカバリ要求サービスを使用する
と、ローカル Cisco Unified Communications Managerは、SAFネットワークを使用するリモート
コール制御エンティティからのアドバタイズメントを受信できます。 CCD要求サービスは、リ
モートコール制御エンティティから番号分析およびローカルキャッシュへの学習パターンの挿入

も行います。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コールルーティング(Call
Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [要求サービス(Requesting Service)]
では、1つの CCD要求サービスのみを設定できます。

リモートコール制御エンティティが情報をアドバタイズしていることをSAFフォワーダがローカ
ル Cisco Unified Communications Managerに通知した後、CCD要求サービスは、学習パターンおよ
び設定されたパーティションをローカル Cisco Unified Communications Managerの番号分析に挿入
し、学習パターンおよび関連付けられた PSTNフェールオーバー設定をリモートコール制御エン
ティティからローカルにキャッシュします。

学習パターンと要求サービス

リモートコール制御エンティティ（他の Cisco Unified Communications Managerクラスタや Cisco
Unified Communications Manager Expressなど）は自身のホステッド DNパターンが他のリモート
コール制御エンティティに対してアドバタイズされるように要求します。 Cisco Unified
Communications Managerの場合、CCD要求サービスがアドバタイズされた DNパターンをローカ
ル Cisco Unified Communications Managerの番号分析に挿入すると、その後、Cisco Unified
Communications Managerはそのパターンが学習されたパターンであると見なします。

学習パターンと CCD要求サービスについて、次の事項を考慮してください。

•ローカル Cisco Unified Communications Managerの CCD要求サービスは、リモートコール制
御エンティティによってアドバタイズされるホステッド DNパターンについて学習するため
に、そのプライマリSAFフォワーダをホステッドDNサービスに登録します。CCD要求サー
ビスがホステッド DNサービスに登録するには、SAF対応トランクをサービスに割り当てる
必要があり、そのサービスを [CCD要求サービスの設定(CCDRequesting ServiceConfiguration)]
ウィンドウでアクティブ化する必要があります。

•ローカル Cisco Unified Communications Managerが、単一または複数のアドバタイズメントの
リモートコール制御エンティティから重複した DNパターンを受信した場合、Cisco Unified
Communications Managerはコールのルーティングに最適な一致を実行します。たとえば、
Cisco Unified Communications Managerはパターン 813XXXXおよび 8135XXXを受信します。
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ユーザが 8135233をダイヤルした場合、Cisco Unified Communications Managerはコールをパ
ターン 8135XXXに関連付けられたトランクにルーティングします。

• Cisco Unified CommunicationsManager Expressなどのリモートコール制御エンティティからの
学習パターンが、ローカルで設定されたスタティックパターンと同じ場合、ローカル Cisco
Unified Communications Managerは発信側デバイスのコーリングサーチスペースの設定を使
用して、コールをローカルパターンにルーティングするか学習パターンにルーティングする

かを決定します。

• CCD要求サービスは、リモートコール制御エンティティ（他のCiscoUnifiedCommunications
Managerクラスタや Cisco Unified Communications Manager Expressなど）からの重複した学習
パターンを識別できます。 CCD要求サービスがパターンを処理する方法は、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページでのコール制御ディスカバリの機能パラメータ設定に
よって異なります。 Issue Alarm for Duplicate Learned Pattern機能パラメータが [True]に設定
されている場合、CCD要求サービスはアラームを発行し、重複する学習パターンを保存しま
す。それらのパターンを使用するコールは、異なるコール制御エンティティ間でロードバラ

ンスされます。

•学習パターンのコールが IPを経由できない場合、CCD要求サービスは PSTN経由でコール
をルーティングします。 CCD要求サービスは、学習パターンの PSTNフェールオーバー設
定に基づいて、コールを DID番号へ転送します。設定されている場合は、発信側デバイス
の AARコーリングサーチスペースが、PSTNフェールオーバー中のコールの転送に使用さ
れます。

• CCD要求サービスがそれ自身のクラスタによってアドバタイズされた学習パターンを受信し
た場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはパターンを無視します。たとえば、要求サー
ビスと同じクラスタ内のノードが学習パターンをアドバタイズした場合、Cisco Unified
Communications Managerはパターンを破棄します。

• CCD要求サービスは、すべての学習パターンに対して正規表現チェックを実行し、小文字の
ワイルドカードを大文字のワイルドカードに変換します。

•必要な場合は、使用しなくなった学習パターンをパージでき、リモートコール制御エンティ
ティによって学習パターンがアドバタイズされたときにローカルCiscoUnifiedCommunications
Managerがパターンを無視するように、学習パターンをブロックできます。たとえば、IPア
ドレス 111.11.11.11のリモートコール制御エンティティからのプレフィックス 235の学習パ
ターンをブロックする場合、[学習パターンのブロック(Block Learned Patterns)]ウィンドウで
関連情報を入力することによって、このコール制御エンティティのパターンを明確にブロッ

クできます。この例では、設定を保存した後、CCD要求サービスはローカルキャッシュを
検索し、IPアドレス 111.11.11.11のリモートコール制御エンティティからのプレフィックス
235の学習パターンをパージします。この情報を持つ後続の通知は、ローカル Cisco Unified
CommunicationsManagerによってブロックおよび無視されます。パターンのブロックおよび
パージは完全一致に基づきます。たとえば、235XXを設定すると 235XXがブロックされま
す。そのパターンのサブセットはブロックされません。リモートコール制御エンティティ

またはリモート IPアドレスを指定しない場合、Cisco Unified Communications Managerはパ
ターンをアドバタイズするすべてのリモートコール制御エンティティのパターンをパージお

よびブロックすることに注意してください。
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Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [ブロックされた学習パターンの検索/
一覧表示(Find and List Blocked Learned Pattern)]ウィンドウで、パージおよびブロックされた
学習パターンを表示できます。これらのパージまたはブロックされた学習パターンは、RTMT
には表示されません。ブロックされたパターンを Cisco Unified Communications Managerの管
理ページから削除した場合、それらがSAFネットワークでまだ使用可能であれば（および、
クラスタの学習パターンの最大数に達していなければ）、CiscoUnifiedCommunicationsManager
はそれらのパターンを再学習できます。

要求サービスと SAF 対応トランク

CCD要求サービスを設定するときに、SAF対応トランクをサービスに割り当てます。 CCD要求
サービスと SAF対応トランクの連携について、次の事項を考慮してください。

• Cisco Unified Communications Managerは、発信コールを SAF対応の SIPまたは H.323クラス
タ間（非ゲートキーパー制御）トランク経由で、SAFネットワークを使用するリモートコー
ル制御エンティティにルーティングします。つまり、CCD要求サービスに割り当てる SAF
対応トランクが、リモートコール制御エンティティから学習DNパターンへの発信コールを
管理します。

• SAF対応トランクが Cisco Unified Communications Managerグループを 2つの Cisco Unified
Communications Managerノードとともに使用する場合、 SAF対応トランクの Cisco Unified
Communications Managerへの登録後、CCD要求サービスは各ノードで実行されます。

•リモート Cisco Unified Communications Managerの SAF対応トランクのデバイスプールに 3
つのCiscoUnifiedCommunicationsManagerノードが含まれている場合、トランクは 3つのノー
ドすべてで実行され、同じ DNパターンのホステッド DNサービスをアドバタイズします。
ホステッド DNサービスに登録するローカル Cisco Unified Communications Managerは、DN
パターンは同じだが 3つのノードの IPアドレスは異なる 3つのアドバタイズメントを受信し
ます。 CCD要求サービスは、DNパターンをローカルキャッシュに追加し、パターンを 3
つのノードの IPアドレスに関連付けます。リモート Cisco Unified Communications Manager
への発信コールの場合、CCD要求サービスはダイヤルされたパターンとDNに関連付けられ
ている Cisco Unified Communications Managerのリストを、CCD要求サービスに割り当てられ
ている SAF対応トランクに提供します。次の表に示すように、ロードバランスが実行され
ます。トランクは、トランクで可能な順序でコールを確立し、ノードが使用不可の場合はリ

ストの次のノードに移動します。

• CCD要求サービスは、リモートコール制御エンティティの IPアドレスおよびポート番号を
SAF対応トランクに提供します。

• SAF対応トランクには、事前設定された宛先はありません。学習パターンへの発信コールの
場合、コール制御ディスカバリはコールごとに宛先 IPアドレスを動的なトランクに提供しま
す。

•リモートコール制御エンティティは、H.323トランク経由の発信コールに QSIGトンネルが
必要かどうかを判別します。 QSIGトンネルが必要であることをリモートコール制御エン
ティティがアドバタイズした場合、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの
[H.323設定(H.323 Configuration)]ウィンドウでQSIGサポートが不要であることが指定されて
いる場合でも、QSIGメッセージは発信コールのメッセージ内でトンネル化されます。
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• CCD要求サービスは、学習パターンのプロトコル、ローカルトランク、およびパターンを
アドバタイズしたリモートコール制御エンティティの IPアドレスを考慮することで、学習
パターンへのコールに対するラウンドロビンロードバランシングを実行します。次の表に、

CCD要求サービスが SAF対応の SIPおよびH.323クラスタ間トランクを使用して学習パター
ンへのコールをどのようにロードバランスするかを示します。

動作Call

CCD要求サービスは SIPトランクを選択し、コールは学習された
SIPトランク IPアドレス 10.1.1.1/5060、10.1.1.2/5060の SIPトラン
クにルーティングされます。

8408XXXXへの最初のコー
ルの場合

CCD要求サービスは、学習された H323トランク IPアドレス
10.1.1.1/3456、10.1.1.2/7890の H323クラスタ間トランクを選択し
ます。

8408XXXXへの2番目のコー
ルの場合

CCD要求サービスは SIPトランクを選択し、コールは学習された
SIPトランク IPアドレス 10.1.1.2/5060、10.1.1.1/5060の SIPトラン
クにルーティングされます。

8408XXXXへの3番目のコー
ルの場合

CCD要求サービスは、学習された H.323トランク IPアドレス
10.1.1.2/7890、10.1.1.1/3456の H.323クラスタ間トランクを選択し
ます。

8408XXXXへの4番目のコー
ルの場合

ネットワーク取り消しのサポート

CCD要求サービスは、SAFネットワークからの取り消しを次のように処理します。

•リモートコール制御エンティティが特定の学習パターンの発行を解除した場合、CCD要求
サービスはソース取り消し要求をSAFネットワークから受信すると、それらの学習パターン
をローカルキャッシュおよび番号分析からパージします。この場合、それらの学習パターン

へのコールは発生しません。

• SAFフォワーダがコール制御エンティティとのネットワーク接続を失うと、SAFフォワーダ
はそのコール制御エンティティから発行された学習パターンを取り消します。この場合、

CCD要求サービスはそれらの学習パターンを IPによる到達不能としてマークし、コールは
PSTNゲートウェイ経由でルーティングされます。

失われた接続を復元できず、PSTNフェールオーバータイマーがタイムアウトする前に新し
い通知要求が着信しない場合、CCD要求サービスは到達不能な学習パターンを番号分析から
すべて登録解除し、ローカルキャッシュからパージします。この場合、これらの学習パター

ンへのコールは発生しません。

•ローカル Cisco Unified Communications Managerがプライマリとセカンダリ両方の SAFフォ
ワーダへの TCP接続を失った場合、CCD Learned Pattern IP Reachable Duration機能パラメー
タのタイマーが期限切れになった後、CCD要求サービスはすべての学習パターンを IP到達
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不能としてマークします。この場合、学習パターンへのすべてのコールは PSTNゲートウェ
イを経由してルーティングされます。 CCD PSTN Failover Durationパラメータのタイマーが
期限切れになる前に SAFネットワークへの接続が復元されない場合、CCD要求サービスは
到達不能な学習パターンを番号分析からすべて登録解除し、ローカルキャッシュからパージ

します。パージされた学習パターンへのコールは失敗します。

•ローカル Cisco Unified Communications Managerが SAFフォワーダへの TCP接続を失うと、
その SAFフォワーダは他のすべての SAFフォワーダに接続します。この場合、他の SAF
フォワーダはコール制御エンティティに通知し、コール制御エンティティは到達不能パター

ン期間タイマーが期限切れになった後（Cisco Unified Communications Managerの場合、これ
は CCD Learned Pattern IP Reachable Duration機能パラメータです）、パターンを IPによる到
達不能としてマークします。CiscoUnifiedCommunicationsManagerの場合、CCDPSTNFailover
Durationパラメータのタイマーが期限切れになる前に SAFネットワークへの接続が復元され
ない場合、CCD要求サービスは到達不能な学習パターンを番号分析からすべて登録解除し、
ローカルキャッシュからパージします。パージされた学習パターンへのコールは失敗しま

す。

SAF フォワーダ
SAFフォワーダ（SAF用に設定した Cisco IOSルータ）は、リモートコール制御エンティティが
ホステッドDNパターンをアドバタイズしたときに、ローカルCiscoUnifiedCommunicationsManager
クラスタに通知します。また、SAFフォワーダは、[CCDアドバタイジングサービス(CCDAdvertising
Service)]ウィンドウで設定された設定および登録済みトランクごとに、ローカル Cisco Unified
Communications Managerクラスタから発行要求を受信します。発行要求には、Cisco Unified
CommunicationsManagerのホステッドDNパターン、PSTNフェールオーバー設定、トランクのリ
スニングポート、および（SIPトランクの場合は）SIPルートヘッダーフィールドが含まれてい
ます。SIPルートヘッダーフィールドにはトランクの URIが含まれています。

以下の表で、Cisco Unified Communications ManagerがサポートするSAF配置モデルについて説明
します。

表 7：SAF 配置モデル

注説明配置モデル

クラスタ全体の配置モデルは、プラ

イマリおよびバックアップの SAF
フォワーダをサポートできます。

クラスタ内のすべてのノードは、す

べての SAFフォワーダに接続できま
す。

クラスタ全体のパ

ラメータ
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注説明配置モデル

ノード固有の配置モデルは、プライ

マリおよびバックアップの SAFフォ
ワーダをサポートできます。

この配置モデルは、クラスタ内の各

ノードが地理的に離れており、ロー

カルトラフィックをローカルノード

経由でルーティングするWAN経由
のクラスタリング配置にお勧めしま

す。COW配置の場合、プライマリお
よびバックアップの SAFフォワーダ
を複数セット設定して、異なる地理

的ロケーションをサポートできます。

最大で 2つの SAFフォワーダを特定
のノードに割り当てることができま

す。

クラスタ内の特定のノードが SAF
フォワーダに割り当てられ、それら

のノードはネットワーク内で設定さ

れている他の SAFフォワーダよりも
これらの SAFフォワーダを優先しま
す。つまり、特定のノードは、最初

は設定されている他の SAFフォワー
ダではなく割り当てられた SAFフォ
ワーダに常に接続します。

ノード固有

フェールオーバーをサポートしない単一の SAFフォワーダを設定できます。または、プライマリ
およびバックアップのSAFフォワーダを設定してフェールオーバーをサポートします。プライマ
リおよびバックアップの SAFフォワーダでは、Cisco Unified Communications Managerは、プライ
マリSAFフォワーダが使用できないときはバックアップSAFフォワーダに対してアドバタイズお
よび登録します。

SAFフォワーダには、Cisco Unified Communications Managerが SAFネットワークと通信するため
に使用する IPv4アドレスおよびポートが含まれています。 SAFクライアント制御はCisco Unified
Communications Managerの設定不能な固有コンポーネントですが、これは始動時に Cisco Unified
CommunicationsManagerにプライマリ SAFフォワーダとして登録された最初の SAFフォワーダに
マークを付けます。プライマリ SAFフォワーダはホステッドDNサービスに登録します。バック
アップはこのタスクを実行しません。何らかの理由でプライマリSAFフォワーダが使用不可にな
ると、バックアップ SAFフォワーダはすぐにプライマリ SAFフォワーダに昇格されます。

Cisco Unified Communications Managerの SAFクライアントコントロールコンポーネントは、一定
の間隔でSAFフォワーダにキープアライブメッセージを送信することによって、SAFフォワーダ
への接続を維持します。 SAFクライアントコントロールコンポーネントでは、ネットワークエ
ラー、TCP接続の失敗、または SAFフォワーダの失敗によってキープアライブ応答タイムアウト
が発生します。プライマリ SAFフォワーダが到達不能になると、バックアップ SAFフォワーダ
が自動的にプライマリ SAFフォワーダになり、Cisco Unified Communications Managerの SAFクラ
イアントコンポーネントは失敗した SAFフォワーダとの接続を確立しようとします。接続が確
立されると、SAFフォワーダはバックアップSAFフォワーダとして再度指定されます。この状況
では、SAFクライアントコントロールコンポーネントは新しい（現在の）昇格されたプライマリ
SAFフォワーダを使用し、現在のプライマリ SAFフォワーダが使用されていることを CCDアド
バタイジングサービスと CCD要求サービスに通知します。 CCDサービスは、すべての発行要求
および登録要求を現在のプライマリ SAFフォワーダに送信します。現在のプライマリ SAFフォ
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ワーダは、受信したすべてのホステッドDNサービスアドバタイズメントの通知を SAFクライア
ントコントロールコンポーネントに送信します。SAFクライアントコントロールコンポーネン
トは、アドバタイズメントをCCD要求サービスに転送します。CCD要求サービスは、バックアッ
プ SAFフォワーダから受信した通知をキャッシュされている情報と比較し、必要に応じて新しい
情報を更新、削除、または追加します。 SAFクライアントコントロールコンポーネントは、失
敗したSAFフォワーダに一定の間隔で再接続しようとします。接続試行が成功すると、SAFクラ
イアントコントロールコンポーネントは以前に失敗した SAFフォワーダに再登録し、他の SAF
フォワーダをバックアップとして再指定します。

Cisco Unified Communications Managerは、データベースに 3つ以上の SAFフォワーダが設定さ
れている場合でも、常にプライマリSAFフォワーダに対してアドバタイズおよび登録します。
プライマリ SAFフォワーダがデータベースから削除されると、バックアップ SAFフォワーダ
が自動的にプライマリ SAFフォワーダになり、Cisco Unified CommunicationsManagerは別の設
定済み SAFフォワーダをバックアップ SAFフォワーダに昇格させます。

ヒント

クラスタ全体の配置の場合、プライマリおよびバックアップの SAFフォワーダを指定するこ
とはできません。 Cisco Unified Communications Managerデータベースから Cisco Unified
Communications Managerに SAFフォワーダの順序リストが送信されます。

ヒント

SAFフォワーダのいずれかまたは両方が動作しない場合、3番目のSAFフォワーダが設定され
ている場合でも、Cisco Unified Communications Managerは 3番目の SAFフォワーダに接続しよ
うとはしません。プライマリおよびバックアップの SAFフォワーダの接続が失われた場合、
3番目の SAFフォワーダが設定されている場合でも、Cisco Unified Communications Managerは
3番目の SAFフォワーダに接続しません。

ヒント

CCDアドバタイジングサービスまたは CCD要求サービスが SAFネットワークとの接続を失った
場合、SAFフォワーダは他のすべてのコール制御ディスカバリサービスにサービスの中断につい
て通知します。クライアントは引き続き SAFフォワーダに登録しようとします。 CCDサービス
が SAFネットワークと再接続した後、SAFフォワーダはすぐにすべての CCDサービスにサービ
スの復旧について通知します。

SAFフォワーダが別の SAFフォワーダか、Cisco Unified Communications Managerや Cisco Unified
CommunicationsManager Expressなどのいずれかの外部クライアントとのTCP接続の失敗を検出す
ると、Cisco Unified Communications Managerは SAFフォワーダからネットワーク取り消し通知を
受信した後、学習パターンに到達不能としてマークを付けます。これらの学習パターンへの後続

のすべてのコールは、到達不能学習パターンの PSTNフェールオーバー設定を使用して PSTN経
由でルーティングされます。 CCD PSTN Failover Duration機能パラメータのタイマーは、ネット
ワーク取り消し通知の受信後すぐに起動されます。タイマー作動中にCiscoUnifiedCommunications
Managerが別のネットワーク取り消し通知を受信すると、Cisco Unified CommunicationsManagerは
タイマーを再始動します。
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CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、ダイジェスト認証（SHA1）を使用してSAFフォワー
ダと通信します。管理者は、SAFフォワーダのセキュリティプロファイルを設定します。こ
れにより、Cisco Unified CommunicationsManagerが SAFフォワーダに送信する要求にユーザ名
およびパスワードが含まれます。要求には、ユーザ名およびパスワードが格納されるMESSAGE
INTEGRITY属性が含まれている必要があります。

ヒント

SAFフォワーダと Cisco Unified Communications Managerの間で接続が失われた場合（サーバまた
はルータのケーブルが外されるなど）、登録ステータスが正しくなくても正しいように表示され

る場合があります。この場合、SAFキープアライブタイマー（SAFフォワーダ上）または TCP
タイマーの期限が切れるまで、パターンは到達可能と表示される場合があります。 TCPタイマー
の期限が切れた後、パターンは到達不能としてマークされます。

コール制御ディスカバリのシステム要件
Cisco Unified Communications Managerのシステム要件は、次のとおりです。

•ローカル Cisco Unified Communications Manager 8.0(2)以降のクラスタ

• SAF対応の SIPまたは H.323クラスタ間（非ゲートキーパー制御）トランク

• SAFネットワークをサポートして使用するリモートコール制御エンティティ。たとえば、他
の Cisco Unified Communications Manager 8.0(2)以降のクラスタ、または Cisco Unified
Communications Manager Expressサーバ

• SAFフォワーダとして設定されている Cisco IOSルータ

Cisco Feature Navigatorを使用すると、特定のソフトウェアリリース、機能セット、またはプ
ラットフォームをサポートするCisco IOSおよびCatalyst OSソフトウェアイメージを判別でき
ます。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、http://www.cisco.com/go/cfnに移
動します。

ヒント

インタラクションおよび制限事項

自律システム

すべての Cisco Unified Communications Managerクラスタは、同じ自律システム（AS）内のアドバ
タイズまたは学習されたルートに制限されます。
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BLF 登録
ユーザが SAF学習パターンの BLFステータスを登録する場合、Cisco Unified Communications
Managerは SIP登録メッセージを SIPトランク経由でリモートクラスタに送信します。

この機能は SAF対応 SIPトランクだけでサポートされます（SAF対応 H.323トランクではサポー
トされません）。

一括管理ツール

一括管理ツールでは、SAFセキュリティプロファイル、SAFフォワーダ、CCDアドバタイジン
グサービス、CCD要求サービス、ホステッドDNグループ、ホステッドDNパターンなどの設定
をインポートおよびエクスポートできます。設定のインポートとエクスポートの方法の詳細につ

いては、『CiscoUnifiedCommunicationsManager BulkAdministrationガイド』を参照してください。

呼詳細レコード

Cisco Unified Communications Managerは、SAFCCDRequestingServiceとしての onBehalfOfの転送
を、転送理由 SS_RFR_SAF_CCD_PSTNFAILOVERでサポートします。これは、コールが PSTN
フェールオーバー番号に転送されることを示します。

呼詳細レコードの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records
Administration Guide』を参照してください。

着信の着呼側設定

H.323プロトコルは、国際的なエスケープ文字 +をサポートしていません。 H.323ゲートウェイ
またはトランク経由の着信コールについて SAF/コール制御ディスカバリで正しいDNパターンが
使用されるようにするには、サービスパラメータ、デバイスプール、H.323ゲートウェイ、また
は H.323トランクのウィンドウで着信の着呼側設定項目を設定する必要があります。つまり、着
信の着呼側設定項目を設定することで、着信コールが H.323ゲートウェイまたはトランクからで
ある場合に、Cisco Unified Communications Managerは着信側番号をトランクまたはゲートウェイ
経由で送信された元の値に戻します。詳細については、次の例を参照してください。

•たとえば、発信者が +19721230000へのコールを Cisco Unified Communications Manager Aに
発信します。

• Cisco Unified Communications Manager Aは +19721230000を受信し、コールを H.323トランク
に送信する前に番号を 55519721230000に変換します。この場合、設定は国際タイプのコー
ルについて、国際エスケープ文字 +を除去して 555を前に付加することを指定しています。

•トランクからのこの着信コールの場合、Cisco Unified Communications Manager Bは
55519721230000を受信し、発信者が送信した値を番号分析で使用できるように、番号を
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+19721230000に戻します。この場合、着信の着信側設定項目の設定は、国際タイプの着信
側番号に対して、555を除去して +1を前に付加することを指定しています。

Cisco Unified サービスアビリティ
Cisco Unifiedサービスアビリティは、コール制御ディスカバリ機能をサポートするためアラーム
を提供します。アラームの設定方法の詳細については、『CiscoUnified ServiceabilityAdministration
Guide』を参照してください。コール制御ディスカバリ機能に関連付けられるアラーム定義につい
ては、コール制御ディスカバリのトラブルシューティング,（127ページ）を参照してください。

Dialed Number Analyzer
Dialed Number Analyzerを使用すると、ダイヤルプランについて学習パターンを分析できるよう
に、学習パターンを追加できます。この作業の実行方法の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Dialed Number Analyzer Guide』を参照してください。

ダイジェスト認証

Cisco Unified Communications Managerは、ダイジェスト認証（TLSなし）を使用して、SAFフォ
ワーダへの認証を行います。 Cisco Unified Communications Managerが SAFフォワーダにメッセー
ジを送信するとき、Cisco Unified Communications Managerは SHA1チェックサムを計算し、それ
をメッセージのMESSAGE-INTEGRITYフィールドに組み込みます。

SAFセキュリティプロファイルを設定する必要があります。詳細については、SAFセキュリティ
プロファイルの設定項目, （97ページ）を参照してください。

QSIG
H.323の設定ウィンドウにある [QSIGバリアント(QSIGVariant)]および [ASN.1 ROSEOIDエンコー
ディング(ASN.1 ROSE OID Encoding)]の設定は、CCDアドバタイジングサービスによってアドバ
タイズされます。これらの設定は、着信トンネル化コールの QSIGメッセージのデコードに影響
します。コール制御ディスカバリでは、発信コールには影響しません。

リモートコール制御エンティティは、H.323トランク経由の発信コールに QSIGトンネルが必要
かどうかを判別します。 QSIGトンネルが必要であることをリモートコール制御エンティティが
アドバタイズした場合、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [H.323設定(H.323
Configuration)]ウィンドウで QSIGサポートが不要であることが指定されている場合でも、QSIG
メッセージは発信コールのメッセージ内でトンネル化されます。
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リアルタイム監視ツール

リアルタイム監視ツールは、コール制御ディスカバリ機能をサポートする perfmonカウンタを表
示します。これらの perfmonカウンタの詳細については、『CiscoUnifiedReal TimeMonitoringTool
Administration Guide』を参照してください。

リアルタイム監視ツールを使用すると、学習したパターンと SAFフォワーダに関するレポートを
表示できます。

学習パターンレポートには、学習パターン名、タイムスタンプ、パターンの到達可能性ステータ

ス、パターンのホストとなるリモートコール制御エンティティ、PSTNフェールオーバー設定、
宛先 IPアドレスとポートなどの情報が表示されます。RTMTを使用すると、さまざまな条件に基
づいて検索できます。たとえば、リモートコール制御エンティティの検索を指定すると、リモー

トコール制御エンティティのすべての学習パターンが表示されます。

SAFフォワーダレポートには、認証ステータス、SAFフォワーダの登録ステータスなどの情報が
表示されます。

これらのレポートの詳細については、『CiscoUnified CommunicationsManager Real-TimeMonitoring
Tool Administration Guide』を参照してください。

SAF ネットワークの問題
Cisco Unified Communications Managerが SAFフォワーダに接続できない場合、CCD要求サービス
または CCDアドバタイジングサービスが非アクティブ（つまり、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで [機能のアクティブ化(Activated Feature)]チェックボックスがオフ）でな
いかぎり、これらのサービスの設定を更新しないことをお勧めします。CiscoUnifiedCommunications
Managerが SAFネットワークに接続できないときにサービスを更新し、これらのサービスがアク
ティブな場合、問題が発生する可能性があります。たとえば、パターンが到達不能または到達可

能として正しく分類されない、重複したパターンまたは古いパターンが存在する、などです。

また、Cisco Unified Communications Managerが SAFフォワーダに接続できない場合は SAFフォ
ワーダの設定を更新しないことをお勧めします。

コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Managerのインストール後、必要な設定作業を実行すると、ネット
ワークでコール制御ディスカバリ機能をサポートできます。実行する必要がある設定作業につい

ては、コール制御ディスカバリの設定, （67ページ）を参照してください。

コール制御ディスカバリの設定

コール制御ディスカバリ機能を設定する前に、コール制御ディスカバリの設定,（67ページ）
を参照してください。

ヒント
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この項は、次の内容で構成されています。

•コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化, （87ページ）

•コール制御ディスカバリの機能パラメータ, （94ページ）

• SAFセキュリティプロファイルの設定項目, （97ページ）

• SAFフォワーダの設定, （99ページ）

•ホステッド DNグループの設定, （106ページ）

•ホステッド DNパターンの設定, （108ページ）

•アドバタイジングサービスの設定, （111ページ）

•コール制御ディスカバリのパーティションの設定, （113ページ）

•要求サービスの設定, （115ページ）

•ブロックされた学習パターンの設定, （118ページ）

•コール制御ディスカバリの設定レコード,（121ページ）（コール制御ディスカバリに関する
設定の検索の実行方法について説明します。検索/一覧表示のウィンドウでの処理方法につい
て説明します）

• SAFセキュリティプロファイルの設定項目, （97ページ）（コール制御ディスカバリのウィ
ンドウでの処理手順について説明します。この項では設定項目については説明しません）

• SAF対応トランクの設定, （125ページ）

•アドバタイジングサービスの設定, （111ページ）

•コール制御ディスカバリの設定レコードの削除, （126ページ）

コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項

コール制御ディスカバリ機能を設定する前に、次の考慮事項を確認してください。

• SAFフォワーダ, （89ページ）

•ホステッド DNパターンとグループ, （89ページ）

•アドバタイズサービスおよび要求サービス, （90ページ）

• SAF対応トランク, （92ページ）

この項では、設定に関する考慮事項をすべて説明するわけではありません。この項では、CCD
の設定項目を設定する前に確認する必要がある考慮事項の概要について説明します。この項

は、コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化, （87ページ）に記載されてい
る項と一緒に使用してください。

ヒント
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SAF フォワーダ
•冗長性のために、プライマリおよびバックアップのSAFフォワーダを設定することをお勧め
します。

• SAFフォワーダまたは SAFセキュリティプロファイルを設定する場合、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページの一部の設定は Cisco IOSルータで入力した設定と一
致している必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerは、クラスタ全体またはノード固有のいずれかの SAF
フォワーダ配置モデルをサポートします。 SAFフォワーダを設定する前に、SAFフォワー
ダ, （81ページ）を確認してください。これらの配置モデルについて説明されています。

• SAFフォワーダに設定できるのは IPv4だけです。

•各 SAFフォワーダには一意の IPアドレスが必要です。

• Cisco Unified CommunicationsManagerが SAFフォワーダに接続できない場合は SAFフォワー
ダの設定を更新しないことをお勧めします。

• SAFフォワーダのフィールドの説明については、SAFセキュリティプロファイルの設定項
目, （97ページ）およびSAFフォワーダの設定, （99ページ）を参照してください。

ホステッド DN パターンとグループ
• [PSTNフェールオーバー削除桁数(PSTNFailover StripDigits)]、[PSTNフェールオーバー付加番
号(PSTN Failover Prepend Digits)]、および [ホステッドDNをPSTNフェールオーバーとして使
用(UseHostedDNas PSTNFailover)]の設定は、[ホステッドDNグループの設定(HostedDNGroup
Configuration)]ウィンドウと [ホステッドDNパターンの設定(Hosted DN Pattern Configuration)]
ウィンドウの両方に表示されます。 [ホステッドDNパターンの設定(Hosted DN Pattern
Configuration)]ウィンドウでこれらの設定項目を設定しない場合、ホステッドDNグループの
設定がホステッド DNパターンに適用されます。

•各ホステッド DNグループは、DN範囲をアドバタイズする 1つの地理的ロケーションを対
象とします。

•ホステッドDNパターンの検索/一覧表示のウィンドウでは、コール制御ディスカバリ機能の
複数のホステッド DNパターンを同時に追加または更新できるように、.cvsファイルをダウ
ンロードできます。その後、同じウィンドウでパターンをアップロードできます（複数の

ホステッド DNパターンを BATで追加または更新することもできます）。

パターンをアップロードするときにパターンの置換を選択した場合は、すべてのホステッド

DNパターンが失われます。

.csvファイルに無効または不正なデータが存在する場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
はそのデータを無視します。

• CiscoUnified CommunicationsManagerを使用すると、1クラスタあたり最大 10,000のホステッ
ド DNパターンを設定できます。
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•各ホステッド DNパターンは一意である必要があります。各ホステッド DNパターンは、1
つのホステッド DNグループだけに存在できます。

• [ホステッドDNパターンの検索/一覧表示(Find and List Hosted DN Patterns)]ウィンドウでは、
ホステッド DNグループに属するホステッド DNパターンを識別できます。この作業の実行
方法については、ホステッド DNグループ内のホステッド DNパターンの識別, （126ペー
ジ）を参照してください。

•ホステッド DNグループおよびホステッド DNパターンのフィールドの説明については、ホ
ステッド DNグループの設定, （106ページ）およびホステッド DNパターンの設定, （108
ページ）を参照してください。

アドバタイズサービスおよび要求サービス

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、CCDアドバタイジングサービスと
CCD要求サービスに同じ名前を付けることはできません。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページでトランクの SAFを有効にし、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページで SAF対応トランクを CCDアドバタイジング
サービスと要求サービスに割り当てます。 SAF対応 SIPトランクは、UDPまたは TCPだけ
をサポートします。必要な場合は、CCDアドバタイジングサービスとCCD要求サービスに
対して同じ SAF対応トランクを使用できます。トランクの SAFの有効化については、SAF
対応トランクの設定, （125ページ）を参照してください。

• CCD要求サービスを 1つ設定できます。 CCDアドバタイジングサービスは必要な数だけ設
定できます。

• 1つの CCDアドバタイジングサービスに関連付けることができるホステッド DNグループ
は 1つだけです。

•コール制御ディスカバリ機能はルートパーティションに依存します。このパーティション
は、[CCDパーティション(CCD Partition)]ウィンドウ（[コールルーティング(Call Routing)] >
[コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [パーティション(Partition)]）で設定しま
す。このルートパーティションは、すべての学習パターンがルートパーティションの下の

番号分析に配置されるように、コール制御ディスカバリによって排他的に使用されます。こ

のパーティションを CCD要求サービスに割り当てます。

CCDパーティションは [コールルーティング(Call Routing)] > [コントロールのクラス(Class of
Control)] > [パーティション(Partition)]（Cisco Unified Communications Managerの管理ページ）
には表示されないことに注意してください。

CCDパーティションのフィールドの説明については、コール制御ディスカバリのパーティ
ションの設定, （113ページ）を参照してください。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
90

コール制御ディスカバリ

SAF フォワーダ



[CCD要求サービスの設定(CCDRequesting ServiceConfiguration)]ウィンドウで [学習パターンプ
レフィックス(Learned Pattern Prefix)]フィールドまたは [ルートパーティション(Route Partition)]
フィールドを更新すると、システムパフォーマンスに影響を及ぼす場合があります。これら

のフィールドが変更されると、番号分析マスタールーティングテーブルが自動的に更新され

るためです。システムパフォーマンスの問題を回避するために、これらのフィールドはオフ

ピーク時に更新することをお勧めします。

ヒント

• CCDアドバタイジングサービスと CCD要求サービスの設定を変更した後、[保存(Save)]を
クリックします。次のイベントを発生させる場合以外は、これらのウィンドウで [リセット
(Reset)]ボタンをクリックする必要はありません。

◦ CCDアドバタイジングサービスの場合：[CCDアドバタイジングサービスの設定(CCD
Advertising Service Configuration)]ウィンドウの [リセット(Reset)]ボタンにより、コール
制御ディスカバリアドバタイジングサービスは既存の発行要求を取り消し、すべての

関連情報を再度発行します。

◦ CCD要求サービスの場合：[CCD要求サービスの設定(CCDRequestingServiceConfiguration)]
ウィンドウの [リセット(Reset)]ボタンにより、要求サービスはローカルキャッシュか
ら学習パターンを削除し、SAFネットワークに再登録します。 [CCD要求サービスの設
定(CCDRequesting Service Configuration)]ウィンドウの [リセット(Reset)]ボタンをクリッ
クすると、Cisco Unified Communications Managerはパターンを再度学習できます。

ネットワークへの影響を最小限にするために、[CCDアドバタイジングの設定(CCD
Advertising Configuration)]ウィンドウまたは [CCD要求の設定(CCD Requesting
Configuration)]ウィンドウの [リセット(Reset)]ボタンはオフピーク時にクリックするこ
とをお勧めします。

[CCDアドバタイジングサービスの設定(CCD Advertising Service Configuration)]および
[CCD要求サービスの設定(CCDRequesting Service Configuration)]ウィンドウの [リセット
(Reset)]のクリックでは、トランクはリセットされません。トランクは [トランクの設
定(Trunk Configuration)]ウィンドウでリセットします。

• CCDアドバタイジングサービスを削除すると、割り当てられている各トランクを使用して
アドバタイズされるすべてのホステッド DNパターンの発行は解除されます。

• CCD要求サービスを削除すると、すべての学習パターンはローカルキャッシュおよび番号
分析から登録解除されます。

•リモートコール制御エンティティによってアドバタイズされる学習パターンへユーザに発信
コールさせる場合は、デバイスに割り当てるコーリングサーチスペースに、CCD要求サー
ビスに割り当てられているルートパーティションが含まれるようにします。

• Cisco Unified CommunicationsManagerが SAFフォワーダに接続できない場合、CCD要求サー
ビスまたは CCDアドバタイジングサービスが非アクティブ（つまり、Cisco Unified
CommunicationsManagerの管理ページで [機能のアクティブ化(Activated Feature)]チェックボッ
クスがオフ）でないかぎり、これらのサービスの設定を更新しないことをお勧めします。

Cisco Unified Communications Managerが SAFネットワークに接続できないときにサービスを
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更新し、これらのサービスがアクティブな場合、問題が発生する可能性があります。たとえ

ば、パターンが到達不能または到達可能として正しく分類されない、重複したパターンまた

は古いパターンが存在する、などです。

•コール制御エンティティが同じホステッド DNパターンをアドバタイズしないようにしてく
ださい。

コール制御エンティティが同じホステッド DNパターンをアドバタイズした場合、問題が発
生する可能性があります。たとえば、次の場合に、アドバタイズしているクラスタ間でコー

ルルーティングループが発生する可能性があります。これらのクラスタが、ローカルで設

定されている静的パーティションの前に学習パターンパーティションがあるコーリングサー

チスペースを使用して、学習パターンにコールした場合です。

• CCDアドバタイジングサービスおよび CCD要求サービスのフィールドの説明については、
アドバタイジングサービスの設定,（111ページ）および要求サービスの設定,（115ページ）
を参照してください。

SAF 対応トランク
• SAF対応 H.323トランクと SAF対応 SIPトランクを 1つずつ設定すると、1つのクラスタの
学習パターンへのすべての SIPおよび H.323コールにサービスを提供できます。

• SAF対応トランクをCCDアドバタイジングサービスまたはCCD要求サービスに割り当てる
前に、トランクに設定を適用してください。設定は [トランクの設定(Trunk Configuration)]
ウィンドウで適用します。

• CCD要求サービスを設定するときに SAF対応トランクを選択して割り当てない場合、CCD
要求サービスは作成されず、パターンは学習されません。

• SAF対応の H.323トランクと SIPトランクの両方を CCD要求サービスに割り当てる場合、
トランクに割り当てられるデバイスプールに同じ Cisco Unified Communications Managerグ
ループが存在するようにしてください。

• WAN経由のクラスタリング配置をサポートするには、SAF対応トランクのセットに関連付
ける異なる Cisco Unified Communications Managerグループを設定します。

•冗長性を確保し、コール処理トラフィックを削減するには、SAF対応トランクに割り当てる
デバイスプールの Cisco Unified Communications Managerグループ内のノードの数を 2つまで
にすることをお勧めします。

•トランクがルートグループに割り当てられているか、ルートパターンに関連付けられてい
る場合、トランクのSAFを有効にできません。同様に、トランクのSAFを有効にする場合、
トランクをルートグループに割り当てるか、ルートパターンに関連付けることはできませ

ん。

•トランクの SAFを有効にする前に、SIPトランクに非セキュアのセキュリティプロファイル
があることを確認します。認証された、または暗号化されたセキュリティプロファイルを

使用する SIPトランクの SAFは有効にできません。
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• CCDアドバタイジングサービスに割り当てられているSAF対応トランクをリセットすると、
CCDアドバタイジングサービスはホステッド DNパターンの発行を解除し、そのトランク
の別のサービス IDで再度発行します。

•異なるCisco Unified Communications Managerグループを使用する異なる SAF対応トランクが
設定されている場合、着信および発信 SAF関連コールトラフィックは異なるCisco Unified
Communications Managerノード間に配信されます。

• SAF対応トランクの Cisco Unified Communications Managerグループが変更された場合、CCD
アドバタイジングサービスは発行解除要求を SAFネットワークに送信します。また、この
Cisco Unified Communications Managerノードでトランクが実行されないため、CCD要求サー
ビスはローカルキャッシュおよび番号分析から学習パターンを削除します。 CCDアドバタ
イジングサービスおよび CCD要求サービスが新しいノードで開始された後、アドバタイジ
ングサービスは発行要求をSAFネットワークに送信し、要求サービスは登録要求をSAFネッ
トワークに送信します。

• SAF対応トランクのデバイスプールを変更した場合、CCDアドバタイジングサービスは発
行解除要求を SAFネットワークに送信します。また、この Cisco Unified Communications
Managerノードでトランクが実行されないため、CCD要求サービスはローカルキャッシュお
よび番号分析から学習パターンを削除します。 CCDアドバタイジングサービスおよび CCD
要求サービスが新しいノードで開始された後、アドバタイジングサービスは発行要求をSAF
ネットワークに送信し、要求サービスは登録要求を SAFネットワークに送信します。

• SAF対応トランクを Cisco Unified Communications Managerの管理ページから削除する場合、
[トランクの設定(TrunkConfiguration)]ウィンドウから削除する前に、トランクをCCDアドバ
タイジングサービスおよび CCD要求サービスから割り当て解除する必要があります。

• SAF対応トランクをリセットするか、トランクの Cisco Unified Communications Managerグ
ループを変更すると、CCDアドバタイジングサービスおよび CCD要求サービスに影響を及
ぼすことに注意してください。たとえば、トランクをリセットし、10秒経過した後 CCD要
求サービスがトランクにアクセスできない場合、すべての学習パターンは番号分析および

ローカルキャッシュからパージされ、要求サービスは停止します。

その他の考慮事項

• PSTNフェールオーバーを確保するために、ルートパターンを設定してゲートウェイに割り
当てます。

•クラスタが E.164をサポートしていない場合、ユーザが E.164番号をダイヤルできるように
トランスレーションパターンを設定する必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [ブロックされた学習パターンの検索/
一覧表示(Find and List Blocked Learned Pattern)]ウィンドウで、パージおよびブロックされた
学習パターンを表示できます。ブロックされたパターンを Cisco Unified Communications
Managerの管理ページから削除した場合、それらが SAFネットワークでまだ使用可能であれ
ば（および、クラスタの学習パターンの最大数に達していなければ）、Cisco Unified
Communications Managerはそれらのパターンを再学習できます。
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•学習パターンは RTMTで表示されます。

コール制御ディスカバリの機能パラメータ

コール制御ディスカバリ機能をサポートする機能パラメータにアクセスするには、[コールルー
ティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [機能設定(Feature
Configuration)]を選択します。次の表に、コール制御ディスカバリ機能の機能パラメータを示し
ます。詳細については、[機能設定(FeatureConfiguration)]ウィンドウで疑問符をクリックしてくだ
さい。

表 8：コール制御ディスカバリの機能パラメータ

説明機能パラメータ

このパラメータは、この Cisco Unified
Communications Managerクラスタが SAFネット
ワークから学習できるパターンの数を指定しま

す。許可される学習パターンの数が多いほど、

必要になるサーバのメモリおよび CPU処理能力
は大きくなります。CiscoUnified Communications
Managerがパラメータ設定で指定されているより
も多くのパターンを学習しようとすると、アラー

ム CCDLearnedPatternLimitReachedが発行されま
す。

CCD Maximum Number of Learned Patterns
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説明機能パラメータ

このパラメータは、学習パターンがアクティブ

（到達可能）な秒数を指定します。この時間の経

過後、Cisco Unified Communications Managerはパ
ターンを到達不能としてマークします。たとえ

ば、このパラメータを 20秒に設定します。20秒
後にCiscoUnified CommunicationsManagerが SAF
フォワーダと通信できない場合、SAFフォワーダ
への IP接続が復元されるまで、学習パターンへ
のすべてのコールはPSTNにフェールオーバーし
ます。 PSTNフェールオーバー中には、Cisco
Unified Communications Managerは新しいパター
ンを学習できません。このパラメータに対して

指定した時間が経過した後、Cisco Unified
CommunicationsManagerは学習パターンを到達不
能としてマークします。このパラメータは、CCD
PSTNFailoverDurationパラメータとともに使用し
ます。CCD PSTN Failover Durationパラメータに
よって、到達不能としてマークされたパターンに

PSTNフェールオーバーによって到達できます。

0～ 300の数字（秒）を入力できます。デフォル
トは 60秒です。

CCD Learned Pattern IP Reachable Duration
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説明機能パラメータ

このパラメータは、到達不能/非アクティブな学
習パターンへのコールがPSTNゲートウェイ経由
でルーティングされ、その後システムからパージ

される時間（分）を指定します。このパラメー

タの設定は、CCD Learned Pattern IP Reachable
Durationパラメータのタイマーの期限が切れるま
で有効になりません。 CCD Learned Pattern IP
ReachableDurationパラメータの期限切れは、SAF
フォワーダと Cisco Unified Communications
Managerの間で IP接続が失敗し、すべての学習
パターンが到達不能としてマークされることを意

味します。その後、CCD PSTN Failover Duration
パラメータの期限が切れると、すべての学習パ

ターンはシステムからパージされ、パージされた

パターンへのコールは拒否されます（発信者に

は、リオーダー音または「番号を使用できない」

というアナウンスが聞こえます）。

このパラメータを 0に設定すると、PSTNフェー
ルオーバーは行われません。つまり、CCDLearned
Pattern IP Reachable Durationパラメータで定義し
た秒数 SAFフォワーダに到達できない場合、
PSTN経由のフェールオーバーオプションは提供
されず、学習パターンへのコールは即時に失敗し

ます。このパラメータを 525600に設定すると、
PSTNフェールオーバーは期限切れにならず、学
習パターンが IP接続の問題によってパージされ
ることはありません。

0～525600の数字（分）を入力できます。デフォ
ルトは 2880です。

CCD PSTN Failover Duration

このパラメータは、Cisco Unified Communications
Managerが SAFネットワーク上の異なるリモー
トコール制御エンティティから重複するパター

ンを学習したときに、アラーム

DuplicateLearnedPatternを発行するかどうかを指
定します。デフォルトは [False]です。

Issue Alarm for Duplicate Learned Patterns
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説明機能パラメータ

リモートコール制御エンティティが未割り当て

の番号/未定義の番号の原因コードを示してコー
ルを拒否したとき、Cisco Unified Communications
Managerがリモートコール制御エンティティ
（Cisco Unified Communications Managerクラスタ
や Cisco Unified Communications Manager Express
など）へのコールルーティングを続行するかど

うかをこのパラメータで決定します。未割り当

ての番号は、現在のコール制御エンティティ内に

存在しないホステッド DNを表します。デフォ
ルトは [True]です。

パラメータが [True]に設定されている場合、Cisco
Unified Communications Managerがリモートコー
ル制御エンティティから原因コードを受信すると

すぐに、コールはリリースされます。パラメー

タが [False]に設定されている場合、CiscoUnified
CommunicationsManagerがコールを学習パターン
に送達し、リモートコール制御エンティティが

未割り当ての番号の原因値を送信すると、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerはこの学習パター
ンのリモートクラスタの別の到達可能な IPアド
レスを見つけようとします。到達可能なリモー

ト接続先を使用できる場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerは使用できる到達可能な
リモートクラスタの IPアドレスにコールを送達
しようとします。

CCD Stop Routing On Unallocated Unassigned
Number

SAF セキュリティプロファイルの設定項目
設定パス：[拡張機能(Advanced Features)] > [SAF] > [SAFセキュリティプロファイル(SAF Security
Profile)]

[SAFセキュリティプロファイルの設定(SAFSecurity Profile Configuration)]ウィンドウで、SAFフォ
ワーダと Cisco Unified Communications Managerの間でセキュアな接続が行われるように、SAFセ
キュリティプロファイルを設定します。 [SAFフォワーダの設定(SAFForwarderConfiguration)]ウィ
ンドウで SAFフォワーダを設定するときに、SAFフォワーダに適用する SAFセキュリティプロ
ファイルを選択する必要があります。

コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワークサービス
（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを

容易にします。コール制御ディスカバリ機能の詳細については、コール制御ディスカバリ, （67
ページ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
97

コール制御ディスカバリ

SAF セキュリティプロファイルの設定項目



Cisco Unified CommunicationsManagerは、ダイジェスト認証（SHA1）を使用して SAFフォワーダ
と通信します。

始める前に

このウィンドウで設定する情報の一部は、SAFフォワーダでも設定する必要があります。

SAFセキュリティプロファイルを設定する前に、コール制御ディスカバリの設定, （67ページ）
およびコール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化, （87ページ）を参照してくださ
い。

表 9：SAF セキュリティプロファイルの設定項目

説明フィールド

SAFセキュリティプロファイルの名前を入力し
ます。入力した名前は、[SAFセキュリティプ
ロファイルの検索/一覧表示(Find and List SAF
Security Profile)]ウィンドウ、および [SAFフォ
ワーダの設定(SAFForwarder Configuration)]ウィ
ンドウの [SAFセキュリティプロファイル(SAF
Security Profile)]ドロップダウンリストボック
スに表示されます。有効な入力値は、英数字、

ハイフン、ピリオド、アンダースコア、および

スペースです。

50文字まで設定できます。

[名前(Name)]

SAFセキュリティプロファイルの説明を入力し
ます。 \、“、< >、&、および %を除くすべて
の文字を入力できます。

128文字まで設定できます。

[説明(Description)]
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説明フィールド

Cisco Unified Communications Managerが SAF
フォワーダに接続するときに要求内に含める値

を入力します。

Cisco Unified Communications Manager
が SAFフォワーダに登録できるよう
に、ルータ（SAFフォワーダ）で入
力した同じユーザ名を入力します。

ユーザ名は大文字と小文字が区別され

るため、SAFフォワーダで入力した
とおりにユーザ名を入力します。

ヒント

入力する値は、Cisco Unified Communications
ManagerとSAFフォワーダ間のメッセージ整合
性チェックの共有秘密キーを表します。ユーザ

名は、MESSAGE-INTEGRITY属性を含むCisco
Unified CommunicationsManagerからの要求内に
含まれます。

[ユーザ名(User Name)]

Cisco Unified Communications Managerが SAF
フォワーダに接続するときに要求内に含める値

を入力します。

Cisco Unified Communications Manager
が SAFフォワーダに登録できるよう
に、ルータ（SAFフォワーダ）で入力
した同じパスワードを入力します。

パスワードは大文字と小文字が区別さ

れるため、SAFフォワーダで入力した
とおりにパスワードを入力します。

ヒント

[ユーザパスワード(User Password)]

SAF フォワーダの設定
設定パス：[拡張機能(Advanced Features)] > [SAF] > [SAFフォワーダ(SAF Forwarder)]

SAFフォワーダ（コール制御ディスカバリ/SAF用に設定したシスコルータ）は、コール制御ディ
スカバリ機能の Cisco Unified Communications Managerからの発行要求を処理します。また、SAF
フォワーダは、コール制御ディスカバリ機能のリモートコール制御エンティティからのアドバタ

イジング要求も処理します。コール制御ディスカバリについては、コール制御ディスカバリ, （
67ページ）を参照してください。

始める前に

SAFフォワーダを設定する前に、SAFセキュリティプロファイルを少なくとも 1つ設定してある
ことを確認してください。
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このウィンドウで設定する情報の一部は、SAFフォワーダでも設定する必要があります。

SAFフォワーダを設定する前に、コール制御ディスカバリの設定, （67ページ）およびコール制
御ディスカバリのインストールとアクティブ化, （87ページ）を参照してください。

表 10：SAF フォワーダの設定項目

説明フィールド

SAFフォワーダの名前を入力します。有効な入
力値は、英数字、ハイフン、ピリオド、および

アンダースコアです。 50文字まで入力できま
す。

このフィールドに入力した値は、データベース

で SAFフォワーダレコードを分類するために
使用されます。入力した値は、検索を実行する

ときに [SAFフォワーダの検索/一覧表示(Findand
List SAF Forwarders)]ウィンドウに表示されま
す。

[名前(Name)]

SAFフォワーダの説明を入力します。 \、“、<
>、&、および %を除くすべての文字を入力で
きます。 128文字まで入力できます。

[説明(Description)]
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説明フィールド

[クライアントラベル(Client Label)]
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説明フィールド

クライアントラベルを使用すると、SAFフォ
ワーダによるCisco Unified Communications
Managerノードの識別ができるようになります。
有効な入力値は、英数字、アンダースコア、お

よび@です。 50文字まで入力できます。

このSAFフォワーダと通信するために選択する
各 Cisco Unified Communications Managerノード
からSAFフォワーダに送信される登録メッセー
ジには、一意のクライアントラベルが含まれま

す。SAFフォワーダは、登録メッセージを受信
すると、SAFフォワーダ上にクライアントラベ
ルが設定されているかどうかを確認します。

クラスタ全体で単一のSAFフォワーダを設定し
た場合、クラスタ内のすべてのノードは同じ

SAFフォワーダ設定を使用して同じ SAFフォ
ワーダに登録します。クラスタ内のノードに対

して一意のクライアントラベルを作成するに

は、クライアントラベル値に@を追加します。
これにより、登録メッセージにはベース名とそ

れに続く@<ノード ID>が含まれます。たとえ
ば、1つの SAFフォワーダに接続する 2ノード
クラスタのクライアントラベルに abcde_ny@
を入力します。この場合、登録メッセージには

ノード 1の abcde_ny@1またはノード 2の
abcde_ny@2が含まれます。

クライアントラベル値に@を追加しない場合、
ルータでクライアントラベルのベース名パラ

メータを設定する必要はありませんが、ルータ

でクライアントラベルを設定する必要がありま

す。クライアントラベル値に@を追加する場
合、ルータでクライアントラベルのベース名パ

ラメータを設定する必要があります。

表示された [詳細設定(Advanced)]セク
ションの [選択済みのCisco Unified

ヒン

ト

CM(Selected Cisco Unified
Communications Managers)]ペインに複
数の Cisco Unified Communications
Managerノードが表示される場合は、
クライアントラベル値に@を追加し
ます。追加しないと、各ノードが同じ

クライアントラベルを使用して SAF
フォワーダに登録するためにエラーが
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説明フィールド

発生する場合があります。

この SAFフォワーダに適用する SAFセキュリ
ティプロファイルを選択します。セキュリティ

プロファイルのユーザ名およびパスワードは

SAFフォワーダに送信されるため、SAFフォ
ワーダによって受け入れられるユーザ名および

パスワードを含むセキュリティプロファイルを

選択します（SAFフォワーダは、同じユーザ名
およびパスワードを使用するように設定されて

いる必要があります）。

[SAFセキュリティプロファイル(SAF Security
Profile)]

SAFフォワーダの IPv4アドレスを入力します。[SAFフォワーダのアドレス(SAF Forwarder
Address)]

SAFフォワーダとの接続を確立するためにCisco
Unified CommunicationsManagerが使用するポー
ト番号を入力します。デフォルト設定は 5050
です。

入力するポートは、SAFフォワーダで設定する
ポート番号と一致している必要があります。

SAFフォワーダのポート範囲は 1024～ 65535
です。

[SAFフォワーダのポート(SAF Forwarder Port)]

[TCPキープアライブを有効化(Enable TCP Keep
Alive)]チェックボックスをオンにすると、SAF
フォワーダと Cisco Unified Communications
Managerの間の TCP接続が失敗した場合に、
Cisco Unified Communications Managerに必ず通
知されるようになります。このチェックボック

スがオフの場合、（SAFフォワーダで設定され
る）SAFフォワーダキープアライブタイマー
の期限が切れるまで、Cisco Unified
CommunicationsManagerにはTCP接続の失敗は
通知されません。

このチェックボックスはオンにしておくことを

お勧めします。

[TCPキープアライブを有効化(Enable TCP Keep
Alive)]

[詳細設定(Advanced)]の表示/非表示

接続失敗後に Cisco Unified Communications
ManagerがSAFフォワーダへの再接続を試行す
るまでの時間（秒）を入力します。 0～ 500の
値を入力します。デフォルト値は 20です。

[SAF再接続間隔(SAF Reconnect Interval)]
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説明フィールド

SAFフォワーダが Cisco Unified Communications
Managerに対して同時に維持できる未処理の
Notify要求数を入力します。デフォルト値は 7
です。 0～ 255の数字を入力できます。

このフィールドに0を入力するとSAFフォワー
ダはこの Cisco Unified Communications Manager
に通知を送信しませんが、CCDアドバタイジン
グサービスが設定されていてアクティブな場

合、Cisco Unified Communications Managerはホ
ステッドDNをSAFネットワークに発行できま
す。

[SAF通知ウィンドウサイズ(SAF Notifications
Window Size)]
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説明フィールド

この設定は、[選択済みのCisco Unified
CM(Selected Cisco Unified Communications
Managers)]ペインで動作します。

[使用可能なCisco Unified CM(Available Cisco
Unified CommunicationsManagers)]ペインのすべ
てのノードは、[SAFフォワーダの設定(SAF
Forwarder Configuration)]ウィンドウで設定する
SAFフォワーダに接続できます。

必要な場合は、設定されている他の SAFフォ
ワーダよりもこのSAFフォワーダを優先するよ
うに、特定のノードをこのSAFフォワーダに割
り当てることができます。ノードを SAFフォ
ワーダに割り当てるには、ノードを [選択済み
のCisco Unified CM(Selected Cisco Unified
Communications Managers)]ペインに移動しま
す。ノードを [使用可能なCisco Unified
CM(Available Cisco Unified Communications
Managers)]ペインに、またはペインから移動す
るには、ノードを強調表示して上矢印または下

矢印をクリックします。

ノードを2つのSAFフォワーダに割り当てた場
合、割り当てられたノードはペインに表示され

ません。ノードを割り当てることができるSAF
フォワーダは2つだけであるためです。たとえ
ば、3つの SAFフォワーダ forwarder1、
forwarder2、および forwarder3があります。
node_2を forwarder1および forwarder3に割り当
てます。この場合、node_2は forwarder2の [使
用可能なCiscoUnified CM(Available CiscoUnified
Communications Managers)]ペインに表示されま
せん。

[使用可能な Cisco Unified CM(Available Cisco
Unified Communications Managers)]
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説明フィールド

このペインは、クラスタオーバーWAN
（COW）設定に使用します。

このペインには、設定されている他のSAFフォ
ワーダよりもこの SAFフォワーダを優先する
ノードが表示されます。たとえば、forwarder1
のこのペインに node_1および node_2が表示さ
れている場合、他のSAFフォワーダが設定され
ていても、node_1および node_2は常に
forwarder1を最初に選択します。

ノードを [選択済みのCisco Unified CM(Selected
Cisco Unified Communications Managers)]ペイン
に、またはペインから移動するには、[使用可能
なCisco Unified CM(Available Cisco Unified
Communications Managers)]ペインの下にある上
矢印または下矢印をクリックします。ペインで

ノードを並べ替えるには、ノードを強調表示し

てペインの右にある上矢印または下矢印をク

リックします。

[選択済みのCisco Unified CM(Selected Cisco
Unified Communications Managers)]

ホステッド DN グループの設定
設定パス：[コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)]
> [ホステッドDNグループ(Hosted DN Group)]

ホステッド DNグループは、コール制御ディスカバリ機能でサポートされており、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページでグループ化したホステッド DNパターンの集合です。ホ
ステッド DNグループを Cisco Unified Communications Managerの管理ページで CCDアドバタイジ
ングサービスに割り当てると、CCDアドバタイジングサービスはホステッド DNグループに含
まれるすべてのホステッド DNパターンをアドバタイズします。 CCDアドバタイジングサービ
スごとに、割り当てることができるホステッド DNグループは 1つだけです。

コール制御ディスカバリ機能の詳細については、コール制御ディスカバリ, （67ページ）を参照
してください。

始める前に

ホステッド DNグループを設定する前に、コール制御ディスカバリの設定, （67ページ）および
コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化, （87ページ）を参照してください。
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表 11：ホステッド DN グループの設定項目

説明フィールド

ホステッドDNグループの名前を入力します。
有効な入力値は、英数字、ハイフン、ピリオ

ド、アンダースコア、およびスペースです。50
文字まで入力できます。

入力した値は、[ホステッドDNグループの検索/
一覧表示(Find and List Hosted DN Groups)]ウィ
ンドウ、[ホステッドDNグループの設定(Hosted
DNGroupConfiguration)]ウィンドウ、[ホステッ
ドDNパターンの設定(Hosted DN Pattern
Configuration)]ウィンドウ、および [CCDアドバ
タイジングサービスの設定(CCD Advertising
Service Configuration)]ウィンドウに表示されま
す。

[名前(Name)]

ホステッドDNグループの説明を入力します。
\、“、<>、&、および%を除くすべての文字を
入力できます。 128文字まで入力できます。

[説明(Description)]

コールが PSTNにフェールオーバーするときに
ホステッド DNから除去する桁数を入力しま
す。 0～ 16の値を入力できます。

[PSTNフェールオーバー削除桁数(PSTNFailover
Strip Digits)]

コールが PSTNにフェールオーバーするときに
電話番号の先頭に追加する国際エスケープ文字

+または数字（0～ 9）を入力します。 16文字
まで入力できます。

たとえば、アクセスコードや市外局番を入力し

ます。

[PSTNフェールオーバー付加番号(PSTNFailover
Prepend Digits)]
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説明フィールド

このチェックボックスをオンにした場合、[PSTN
フェールオーバー削除桁数(PSTN Failover Strip
Digits)]または [PSTNフェールオーバー付加番
号(PSTN Failover Prepend Digits)]に入力した設
定は Cisco Unified Communications Managerで無
視されます。

コールが PSTNにフェールオーバーするとき
に、ホステッドDNから桁数を除去またはホス
テッド DNに数字を付加する必要がない場合
は、[ホステッドDNをPSTNフェールオーバーと
して使用(UseHostedDNas PSTNFailover)]チェッ
クボックスをオンにします。このチェックボッ

クスをオンにした場合、[PSTNフェールオーバー
削除桁数(PSTN Failover Strip Digits)]または
[PSTNフェールオーバー付加番号(PSTNFailover
Prepend Digits)]フィールドは無効として表示さ
れます。

このチェックボックスをオンにした場合、発信

コールを行うエンティティは元のホステッド

DN範囲を PSTNフェールオーバーに使用しま
す。

[ホステッドDNをPSTNフェールオーバーとして
使用(Use HostedDN as PSTN Failover)]

ホステッド DN パターンの設定
設定パス：[コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)]
> [ホステッドDNパターン(Hosted DN Patterns)]

[ホステッドDNパターンの設定(Hosted DNPattern Configuration)]ウィンドウは、コール制御ディス
カバリ機能をサポートします。この機能により、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはSAFネッ
トワークを使用して、同じくSAFをアドバタイズする他のリモートコール制御エンティティから
電話番号パターンなどの情報を学習できます。

ホステッド DNパターンは、Cisco Unified Communications Managerに属する電話番号パターンで
す。CCDアドバタイジングサービスは、これらのパターンを SAFネットワークを使用する他の
リモートコール制御エンティティにアドバタイズします。これらのパターンをホステッドDNグ
ループに関連付けます。ホステッドDNグループによって、複数のパターンをCCDアドバタイジ
ングサービスに簡単に関連付けることができます。

ホステッド DNパターンの設定, （108ページ）に、[ホステッドDNパターンの設定(Hosted DN
PatternConfiguration)]ウィンドウに表示される設定項目を示します。これらの同じ設定が .csvファ
イルに表示されます。このファイルでホステッドDNパターンを追加または変更し、CiscoUnified
Communications Managerデータベースにアップロードできます。
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始める前に

ホステッド DNパターンを設定する前に、コール制御ディスカバリの設定, （67ページ）および
コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化, （87ページ）を参照してください。

コール制御ディスカバリの詳細については、コール制御ディスカバリ, （67ページ）を参照して
ください。

表 12：ホステッド DN パターンの設定項目

説明フィールド

ホステッドDNパターンの値を入力します。最
大で 50文字です。このフィールドに入力した
値は、CCDアドバタイジングサービスによっ
てリモートコール制御エンティティにアドバタ

イズされます。

入力できるのは、国際エスケープ文字+と、そ
れに続くパターンまたはダイヤル可能な数字

（0-9A-Da-d）、パターン（[6-9]）、ワイルド
カード文字（X）、または（^）であり、オプ
ションの %または !を末尾に付けることがで
きます。

[ホステッドパターン(Hosted Pattern)]

ホステッドDNパターンの説明を入力します。
\、“、<>、&、および%を除くすべての文字を
入力できます。 128文字まで入力できます。

[説明(Description)]

このホステッドDNパターンに関連付けるホス
テッドDNグループを選択します。次の両方の
条件を満たす場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerはホステッド DNグループの PSTN
フェールオーバー設定をホステッドDNパター
ンに適用します。

• [ホステッドDNパターン(Hosted DN
Patterns)]ウィンドウで、[PSTNフェール
オーバー削除桁数(PSTN Failover Strip
Digits)]または [PSTNフェールオーバー付
加番号(PSTNFailover PrependDigits)]フィー
ルドを設定していない（つまり、デフォル

トを使用している）。

• [ホステッドDNパターン(Hosted DN
Patterns)]ウィンドウで、[ホステッドDNを
PSTNフェールオーバーとして使用(Use
HostedDN as PSTN Failover)]チェックボッ
クスをオフにしている。

[ホステッドDNグループ(Hosted DN Group)]
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説明フィールド

IP接続が使用できず、コールが PSTNにフェー
ルオーバーするときに、電話番号の先頭から除

去する桁数を入力します。 0～ 16の値を入力
できます。

次のすべての条件を満たす場合、ホステッド

DNグループの設定が適用されます。

•このフィールドに0を入力した（または空
白のままにした）場合

• [PSTNフェールオーバー付加番号(PSTN
Failover Prepend Digits)]フィールドを空白
のままにした場合

• [ホステッドDNをPSTNフェールオーバー
として使用(UseHostedDNas PSTNFailover)]
チェックボックスがオフの場合

このフィールドに入力した値がホステッド DN
パターンよりも長い場合は、桁が付加される前

にパターンのすべての桁が除去されます。

[PSTNフェールオーバー削除桁数(PSTNFailover
Strip Digits)]

コールが PSTNにフェールオーバーするときに
電話番号の先頭に追加する国際エスケープ文字

+または数字を入力します。16文字まで入力で
きます。

次のすべての条件を満たす場合、ホステッド

DNグループの設定が適用されます。

•このフィールドに0を入力した（または空
白のままにした）場合

• [PSTNフェールオーバー削除桁数(PSTN
Failover StripDigits)]フィールドを空白のま
まにした場合

• [ホステッドDNをPSTNフェールオーバー
として使用(UseHostedDNas PSTNFailover)]
チェックボックスがオフの場合

[PSTNフェールオーバー付加番号(PSTNFailover
Prepend Digits)]
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説明フィールド

コールが PSTNにフェールオーバーするとき
に、ホステッドDNから桁数を除去またはホス
テッド DNに数字を付加する必要がない場合
は、[ホステッドDNをPSTNフェールオーバーと
して使用(UseHostedDNas PSTNFailover)]チェッ
クボックスをオンにします。このチェックボッ

クスをオンにした場合、[PSTNフェールオーバー
削除桁数(PSTN Failover Strip Digits)]または
[PSTNフェールオーバー付加番号(PSTNFailover
Prepend Digits)]フィールドは無効として表示さ
れます。

このチェックボックスをオンにした場合、発信

コールを行うエンティティは元のホステッド

DN範囲を PSTNフェールオーバーに使用しま
す。

ホステッドDNパターンの .csvファイルを変更
する場合は、TRUEまたは FALSEを入力しま
す。TRUEは、PSTNフェールオーバー中にホ
ステッドDNをそのまま使用することを示しま
す。FALSEは、PSTNフェールオーバー中に電
話番号から桁数を除去および番号を付加するこ

とを示します。

[ホステッドDNをPSTNフェールオーバーとして
使用(Use HostedDN as PSTN Failover)]

アドバタイジングサービスの設定

設定パス：[コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)]
> [アドバタイジングサービス(Advertising Service)]

コール制御ディスカバリアドバタイジングサービスはコール制御ディスカバリ機能をサポートし

ており、このサービスによってCiscoUnified CommunicationsManagerはクラスタのホステッドDN
および PSTNフェールオーバー設定を、SAFネットワークを使用するリモートコール制御エン
ティティにアドバタイズできます。アドバタイジングサービスの設定,（111ページ）では、CCD
アドバタイジングサービスの設定項目について説明します。

始める前に

CCDアドバタイジングサービスを設定する前に、コール制御ディスカバリの設定, （67ページ）
およびコール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化, （87ページ）を参照してくださ
い。
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表 13：CCD アドバタイジングサービスの設定項目

説明フィールド

CCDアドバタイジングサービスの名前を入力
します。有効な入力値は、英数字、ハイフン、

ピリオド、アンダースコア、およびスペースで

す。 50文字まで入力できます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ペー
ジではCCDアドバタイジングサービスとCCD
要求サービスに同じ名前を付けることはできな

いため、名前は一意にしてください。

[名前(Name)]

CCDアドバタイジングサービスの説明を入力
します。 \、“、< >、&、および %を除くすべ
ての文字を入力できます。 128文字まで入力で
きます。

[説明(Description)]

この CCDアドバタイジングサービスで使用す
る SIPトランクを選択します。 Cisco Unified
Communications Managerへの着信コールの場
合、コールは CCDアドバタイジングサービス
によってアドバタイズされた適切なトランクに

ルーティングされます。

トランクがドロップダウンリストボックスに

表示されない場合は、トランクを最初に設定し

たときに [トランクサービスタイプ(TrunkService
Type)]ドロップダウンリストボックスから
[コール制御ディスカバリ(CallControlDiscovery)]
を選択しませんでした。

[SAF SIPトランク(SAF SIP Trunk)]

CCDアドバタイジングサービスで使用する
H.323トランクを選択します。 Cisco Unified
Communications Managerへの着信コールの場
合、コールは CCDアドバタイジングサービス
によってアドバタイズされた適切なトランクに

ルーティングされます。

トランクがドロップダウンリストボックスに

表示されない場合は、H.323（非ゲートキーパー
制御）トランクの [トランクの設定(Trunk
Configuration)]ウィンドウで [SAFの有効化
(EnableSAF)]チェックボックスをオンにしたこ
とを確認してください。

[SAF H323トランク(SAF H323 Trunk)]
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説明フィールド

この CCDアドバタイジングサービスに関連付
けるホステッド DNグループを選択します。
CCDアドバタイジングサービスは、ホステッ
ド DNグループに含まれるホステッド DNパ
ターンをアドバタイズします。

ホステッド DNグループは 1つの CCDアドバ
タイジングサービスだけに割り当てることがで

きるため、このドロップダウンリストボック

スには未割り当てのホステッドDNグループだ
けが表示されます。

[ホステッドDNグループ(HostedDN Group)]

[機能のアクティブ化(Activated Feature)]チェッ
クボックスをオンにします。 [機能のアクティ
ブ化(Activated Feature)]チェックボックスをオ
ンにしない場合、CCDアドバタイジングサー
ビスは機能しません。

[機能のアクティブ化(Activated Feature)]

コール制御ディスカバリのパーティションの設定

設定パス：[コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)]
> [パーティション(Partition)]

CCD要求サービスはコール制御ディスカバリ機能をサポートしており、このサービスによって
Cisco Unified Communications Managerは SAFネットワークを使用するリモートコール制御エン
ティティからのホステッドDNアドバタイズメントを受信できます。また、CCD要求サービスに
よって、学習パターンが番号分析マスタールーティングテーブルに挿入されます。

[コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [パーティ
ション(Partition)]にあるパーティションだけが、コール制御ディスカバリ機能をサポートします。
つまり、すべての学習パターンは CCD要求サービスに割り当てた CCDパーティションに自動的
に属します。コール制御ディスカバリパーティションによって、学習パターンはコール制御ディ

スカバリのこのパーティションの番号分析に挿入されます。

CCDパーティションは [コールルーティング(CallRouting)]> [コントロールのクラス(Class ofControl)]
> [パーティション(Partition)]（Cisco Unified Communications Managerの管理ページ）には表示され
ないことに注意してください。

始める前に

CCDパーティションを設定する前に、コール制御ディスカバリの設定, （67ページ）およびコー
ル制御ディスカバリのインストールとアクティブ化, （87ページ）を参照してください。
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次の作業

パーティションを CCD要求サービスに割り当てます。

CCD要求サービスに割り当てるパーティションは、デバイスが学習パターンをコールするために
使用できるコーリングサーチスペースに属している必要があります。そのため、デバイスが使用

するコーリングサーチスペースにパーティションを割り当てます。パーティションが含まれた

コーリングサーチスペースをデバイスに割り当てないと、デバイスは学習パターンをコールでき

ません。

表 14：コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目

説明フィールド

CCD要求サービスに割り当てるパーティション
の名前を入力します。英数字、アンダースコア

（_）、ハイフン（-）、またはスペースを入力
できます。 50文字まで入力できます。

[名前(Name)]

パーティションの説明を入力します。 \、“、<
>、&、および %を除くすべての文字を入力で
きます。 128文字まで入力できます。

[説明(Description)]

ドロップダウンリストボックスから、このCCD
パーティションに関連付けるタイムスケジュー

ルを選択します。関連付けられたタイムスケ

ジュールは、パーティションがいつこのクラス

タの学習パターンへ発信コールできるかを指定

します。

デフォルト値は [なし(None)]です。この値は、
time-of-dayルーティングが有効ではなく、パー
ティションが常にアクティブであることを意味

します。

パーティションのタイムスケジュールとの関連

は、次のフィールドにある [タイムゾーン(Time
Zone)]値との組み合わせで、time-of-dayルー
ティング用のパーティションを設定します。指

定されたタイムスケジュールに対して、この

パーティションの学習パターンへの発信コール

がチェックされます。

[スケジュール(Time Schedule)]

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
114

コール制御ディスカバリ

コール制御ディスカバリのパーティションの設定



説明フィールド

次のいずれかのオプションを選択し、CCDパー
ティションをタイムゾーンに関連付けます。

• [発信側デバイス(OriginatingDevice)]：この
オプションを選択すると、発信側デバイス

のタイムゾーンに関連付けられたタイム

スケジュールに対してパーティションが

チェックされます。

• [特定のタイムゾーン(SpecificTimeZone)]：
このオプションを選択する場合は、ドロッ

プダウンリストボックスからタイムゾー

ンを選択します。このタイムゾーンの中

でパーティションが指定されたときに、関

連付けられたタイムスケジュールに対し

てパーティションがチェックされます。

いずれかのオプションを選択した場合、CCD学
習パターンへの発信コールが発生すると、Cisco
Unified CommunicationsManagerの現在時刻が指
定されたタイムゾーン設定に変換されます。

この指定された時刻は、[スケジュール(Time
Schedule)]フィールドの値と比較して検証され
ます。

[タイムゾーン(Time Zone)]

要求サービスの設定

設定パス：[コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)]
> [要求サービス(Requesting Service)]

CCD要求サービスはコール制御ディスカバリ機能をサポートしており、このサービスによって
Cisco Unified Communications Managerは SAFネットワークを使用するリモートコール制御エン
ティティからのアドバタイズメントを受信できます。また、CCD要求サービスによって、学習パ
ターンが番号分析に挿入されます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで設定できるコール制御ディスカバリ要求サー
ビスは 1つのみです。

始める前に

CCD要求サービスを設定する前に、コール制御ディスカバリの設定, （67ページ）およびコール
制御ディスカバリのインストールとアクティブ化, （87ページ）を参照してください。
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表 15：CCD 要求サービスの設定項目

説明フィールド

CCD要求サービスの名前を入力します。有効な入力値は、英数
字、ハイフン、ピリオド、アンダースコア、およびスペースで

す。 50文字まで入力できます。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページでは CCDア
ドバタイジングサービスと CCD要求サービスに同じ名前を付
けることはできないため、名前は一意にしてください。

[名前(Name)]

CCD要求サービスの説明を入力します。 \、“、<>、&、および
%を除くすべての文字を入力できます。 128文字まで入力でき
ます。

[説明(Description)]

ドロップダウンリストボックスから、学習パターンが属する

パーティションを選択します。 [ルートパーティション(Route
Partition)]フィールドだけが、コール制御ディスカバリ機能をサ
ポートします。つまり、すべての学習パターンは、選択したパー

ティションに自動的に属します。このルートパーティション

は、すべての学習パターンがルートパーティションの下の番号

分析に配置されるように、CCD要求サービスによって排他的に
使用されます。

ドロップダウンリストボックスから [なし(None)]以外のパー
ティションを選択する場合、選択するパーティションは、デバ

イスが学習パターンをコールするために使用できるコーリング

サーチスペースに属している必要があります。この場合、パー

ティションが含まれたコーリングサーチスペースをデバイスに

割り当てないと、デバイスは学習パターンをコールできません。

一意のパーティションを設定して CCD要求サービス
に割り当てることを強くお勧めします。 [ルートパー
ティション(Route Partition)]ドロップダウンリスト
ボックスから [なし(None)]を選択すると、すべてのデ
バイスが学習パターンをコールできます。

ヒント

[学習パターンプレフィックス(Learned Pattern Prefix)]
フィールドまたは [ルートパーティション(Route
Partition)]フィールドを更新すると、システムパフォー
マンスに影響を及ぼす場合があります。これらの

フィールドが変更されると、番号分析マスタールー

ティングテーブルが自動的に更新されるためです。

システムパフォーマンスの問題を回避するために、

これらのフィールドはオフピーク時に更新することを

お勧めします。

ヒント

[ルートパーティション(Route
Partition)]
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説明フィールド

CCD要求サービスが番号分析に登録する前に、学習パターンプ
レフィックスがホステッドDNパターンに適用されます。学習
パターンへの発信コールの場合、学習パターンプレフィックス

は除去されます。ホステッドDNパターンが番号分析に登録す
る前に、ホステッド DNパターンに適用するプレフィックスを
入力します。

学習パターンにコールするには、電話機ユーザはプレフィック

スとそれに続く学習パターンをダイヤルする必要があります。

数字、*、#、または+を入力できます。24文字まで入力できま
す。

[学習パターンプレフィックス(Learned Pattern Prefix)]
フィールドまたは [ルートパーティション(Route
Partition)]フィールドを更新すると、システムパフォー
マンスに影響を及ぼす場合があります。これらの

フィールドが変更されると、番号分析マスタールー

ティングテーブルが自動的に更新されるためです。

システムパフォーマンスの問題を回避するために、

これらのフィールドはオフピーク時に更新することを

お勧めします。

ヒント

[学習パターンプレフィックス
(Learned Pattern Prefix)]

PSTNフェールオーバーが行われるときに学習パターンに付加
される番号を入力します。数字、*、#、または +を入力できま
す。 24文字まで入力できます。

学習パターンへのコールがPSTNにフェールオーバーする場合、
その学習パターンのリモートコール制御エンティティによって

アドバタイズされる PSTNフェールオーバー設定が適用された
後で、PSTNプレフィックスが学習パターンに追加されます。

[PSTNプレフィックス(PSTN
Prefix)]

[使用可能なSAFトランク(Available SAF Trunks)]ペインには、
CCD要求サービスに割り当てられていない SAF対応トランク
のリストが表示されます。CCD要求サービスにトランクを割り
当てるには、サービスを強調表示し、下矢印をクリックしてト

ランクを [選択されたSAFトランク(Selected SAF Trunks)]ペイン
に移動します。

[使用可能なSAFトランク
(Available SAF Trunks)]
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説明フィールド

Cisco Unified Communications Managerは、発信コールを SAF対
応の SIPまたは H.323クラスタ間（非ゲートキーパー制御）ト
ランク経由で、SAFネットワークを使用するリモートコール制
御エンティティにルーティングします。つまり、CCD要求サー
ビスに割り当てる SAF対応トランクが、学習DNパターンへの
発信コールを管理します。

[選択されたSAFトランク(SelectedSAFTrunks)]ペインには、CCD
要求サービスに割り当てられているSAF対応トランクのリスト
が表示されます。必要な数の SAF対応トランクを割り当てる
ことができます。発信コールはラウンドロビン方式で管理され

ます。つまり、学習パターンが SIPプロトコルと H.323プロト
コルの両方をサポートする場合、発信コールはトランクタイプ

を交互に使用します。

CCD要求サービスからトランクを割り当て解除するには、サー
ビスを強調表示し、上矢印をクリックしてトランクを [使用可
能なSAFトランク(Available SAF Trunks)]ペインに移動します。
ペインでトランクを並べ替えるには、トランクを強調表示して

ペインの右にある上矢印および下矢印をクリックします。

[選択されたSAFトランク(Selected SAFTrunks)]ペイン
には、SAF対応トランクが少なくとも1つ存在してい
る必要があります。存在しない場合、ローカルクラ

スタに対してCCD要求サービスは開始されず、パター
ンは学習されません。

ヒント

[選択されたSAFトランク
(Selected SAF Trunks)]

[機能のアクティブ化(Activated Feature)]チェックボックスをオ
ンにします。 [機能のアクティブ化(Activated Feature)]チェック
ボックスをオンにしない場合、CCD要求サービスは機能しませ
ん。

[機能のアクティブ化(Activated
Feature)]

ブロックされた学習パターンの設定

設定パス：[コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)]
> [ブロックされた学習パターン(Blocked Learned Patterns)]

[ブロックされた学習パターンの設定(Blocked Learned Pattern Configuration)]ウィンドウは、学習パ
ターン（使用しなくなった学習パターンなど）をパージおよびブロックできるようにすることで、

コール制御ディスカバリ機能をサポートします。

必要な場合は、使用しなくなった学習パターンをパージでき、リモートコール制御エンティティ

によって学習パターンがアドバタイズされたときにCiscoUnifiedCommunicationsManagerがパター
ンを無視するように、学習パターンをブロックできます。たとえば、IPアドレス 111.11.11.11の
リモートコール制御エンティティ xyzからのプレフィックス 235の学習パターンをブロックする
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場合、[学習パターンのブロック(Block Learned Patterns)]ウィンドウで関連情報を入力することに
よって、このコール制御エンティティのパターンを明確にブロックできます。この例では、設定

を保存した後、CCD要求サービスはローカルキャッシュを検索し、IPアドレス 111.11.11.11のリ
モートコール制御エンティティ xyzからのプレフィックス 235の学習パターンをパージします。
この情報を伴う後続する通知はどれも、Cisco Unified Communications Managerによってブロック
され、無視されます。パターンのブロックおよびパージは完全一致に基づきます。たとえば、

235XXを設定すると235XXがブロックされます。そのパターンのサブセットはブロックされませ
ん。リモートコール制御エンティティおよびエンティティの IPアドレスを指定しない場合、Cisco
Unified CommunicationsManagerはパターンを使用するすべてのリモートコール制御エンティティ
のパターンをパージおよびブロックします。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [ブロックされた学習パターンの検索/一
覧表示(Find and List Blocked Learned Pattern)]ウィンドウで、パージおよびブロックされた学習
パターンを表示できます。これらのパージまたはブロックされた学習パターンは、RTMTに
は表示されません。ブロックされたパターンを Cisco Unified Communications Managerの管理
ページから削除した場合、それらが SAFネットワークでまだ使用可能であり、クラスタの学
習パターンの最大数に達していなければ、Cisco Unified Communications Managerはそれらのパ
ターンを再学習できます。パターンを Cisco Unified Communications Managerに再学習させる
には、Cisco Unified Communications Managerの管理ページからブロックされた学習パターンの
レコード全体を削除する必要があります。言い換えると、ブロックされた学習パターン設定の

一部のみを削除した場合（たとえば、レコードのリモートコール制御 IDやリモート IP設定の
みを削除した場合）、Cisco Unified Communications Managerは、パターンを再学習しません。

ヒント

Cisco Unified Communications Managerがパターンをブロックまたはパージするには、学習され
たパターンが、[ブロックされた学習パターン(Blocked Learned Patterns)]ウィンドウで設定した
すべてのデータに一致する必要があります。

ヒント

ブロックされた学習パターンの設定, （118ページ）に、[ブロックされた学習パターンの設定
(Blocked Learned Pattern Configuration)]ウィンドウに表示されるブロックされた学習パターンの設
定項目を示します。
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表 16：ブロックされた学習パターンの設定項目

説明フィールド

電話番号に付加されるプレフィックスに基づいてすべ

てのパターンを Cisco Unified Communications Manager
でブロックする場合は、このフィールドを設定しない

でください。代わりに、[学習パターンプレフィック
ス(Learned Pattern Prefix)]フィールドを設定します。

ヒント

特定のリモートコール制御エンティティからのすべ

ての学習パターンをブロックする場合は、このフィー

ルドを設定しないでください。代わりに、[リモート
コール制御ID(Remote Call Control Identity)]フィールド
または [リモートIP(Remote IP)]フィールドを設定しま
す。

ヒント

このフィールドでは、ブロックする学習パターンを正確に入力

します。 Cisco Unified Communications Managerは、完全一致に
基づいてパターンをブロックします。それで、Cisco Unified
Communications Managerにブロックさせる正確なパターンを入
力する必要があります。たとえば、235XXと入力すると、Cisco
Unified Communications Managerは 235XXパターンをブロック
します。

[学習パターン(Learned Pattern)]

[学習パターン(Learned Pattern)]フィールドを設定した
場合は、[学習パターンプレフィックス(LearnedPattern
Prefix)]フィールドを設定しないでください。

ヒント

パターンに付加されるプレフィックスに基づいて学習パターン

をブロックする場合、このフィールドにプレフィックスを入力

します。たとえば、+1を使用する学習パターンをブロックする
場合は、このフィールドに +1を入力します。

[リモートコール制御ID(Remote Call Control Identity)]フィールド
または [リモートIP(Remote IP)]フィールドを設定する場合、
Cisco Unified Communications Managerは設定したリモートコー
ル制御エンティティからの特定のプレフィックスを使用する学

習パターンをブロックします（プレフィックスを持つパターン

をアドバタイズするすべてのリモートコール制御エンティティ

からのものではありません）。リモートコール制御エンティ

ティまたはリモート IPアドレスを入力しない場合、プレフィッ
クスを使用するすべてのパターンがブロックされます。

[学習パターンプレフィックス
(Learned Pattern Prefix)]
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説明フィールド

ブロックするパターンをアドバタイズするリモートコール制御

エンティティの名前を入力します。たとえば、クラスタまたは

サイトの名前を入力できます。

このフィールドと [リモートIP(Remote IP)]フィールドを空白の
ままにすると、Cisco Unified Communications Managerはパター
ンをアドバタイズするすべてのリモートコール制御エンティ

ティの学習パターンをブロックします。

[リモートコール制御ID(Remote
Call Control Identity)]

学習パターンをブロックするリモートコール制御エンティティ

の IPアドレスを入力します。

すべてのリモートコール制御エンティティからの特定の学習パ

ターンをブロックする場合は、このフィールドを設定する必要

はありません。特定のリモートコール制御エンティティからの

特定の学習パターンをブロックする場合に、このフィールドを

設定します。

[リモートIP(Remote IP)]

コール制御ディスカバリの設定レコード

コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワークサービス
（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを

容易にします。 SAFネットワークサービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、
Cisco Unified Communications Managerは自身を他の重要な属性（Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイズできます。そ
のため、同じくSAFネットワークサーバを使用する他のコール制御エンティティは、アドバタイ
ズされた情報を使用してルーティングの動作を動的に設定し、適合させることができます。同様

に、SAFを使用するすべてのエンティティは、所有する電話番号パターンを他の重要な情報とと
もにアドバタイズします。したがって、他のリモートコール制御エンティティは、その情報を学

習してコールのルーティングの動作を適合させることができます。

コール制御ディスカバリの設定後、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの関連す
る検索/一覧表示のウィンドウで設定レコードを検索できます。検索/一覧表示のウィンドウでは、
特定の条件に基づいてレコードを検索できます。

ブラウザセッションでの作業中、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページは検索プ
リファレンスを保持します。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目に戻った場合で

も、検索を変更するかブラウザを閉じないかぎり、検索プリファレンスは Cisco Unified
Communications Managerの管理ページで保持されています。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、コール制御ディスカバリ機能の検索/一覧
表示のウィンドウのいずれかに移動するには、次のいずれかの手順を実行します。

a) [拡張機能(Advanced Features)] > [SAF] > [SAFセキュリティプロファイル(SAF Security Profile)]
を選択します。

b) [拡張機能(Advanced Features)] > [SAF] > [SAFフォワーダ(SAF Forwarder)]を選択します。
c) [コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [ホス
テッドDNグループ(Hosted DN Group)]を選択します。

d) [コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [ホス
テッドDNパターン(Hosted DN Patterns)]を選択します。

e) [コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [アド
バタイジングサービス(Advertising Service)]を選択します。

f) [コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [パー
ティション(Partition)]を選択します。

g) [コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [ブロッ
クされた学習パターン(Blocked Learned Pattern)]を選択します。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定できる CCD要求サービス
は 1つだけであるため、CCD要求サービスについては検索/一覧表示のウィンドウは
表示されません。 [コールルーティング(CallRouting)] > [コール制御ディスカバリ(Call
Control Discovery)] > [要求サービス(Requesting Service)]を選択すると、設定されてい
る場合はレコードが表示されます。

ヒント

ホステッド DNパターンの検索/一覧表示のウィンドウでは、コール制御ディスカバ
リ機能の複数のホステッドDNパターンを同時に追加または更新できるように、.cvs
ファイルをダウンロードできます。 .csvファイルをダウンロードするには、ウィン
ドウで [ダウンロード(Download)]をクリックします。ホステッド DNパターンの検
索/一覧表示のウィンドウで、変更した .csvファイルをアップロードするには、[ファ
イルのアップロード(Upload File)]をクリックします。アップロードするファイルを
参照し、既存のパターンを上書きする場合は [既存パターンの置換(Replace Existing
Patterns)]チェックボックスをオンにして、[ファイルのアップロード(Upload File)]を
クリックします。

ヒント

[ホステッドDNパターンの検索/一覧表示(Find and List Hosted DN Patterns)]ウィンド
ウでは、ホステッドDNグループに属するホステッドDNパターンを識別できます。
詳細については、ホステッド DNグループ内のホステッド DNパターンの識別, （
126ページ）を参照してください。

ヒント

検索/一覧表示ウィンドウが表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリー
のレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し、

コール制御ディスカバリの設定レコード, （121ページ）に進みます。
特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
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c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。
別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

[CCDアドバタイジングサービスの検索/一覧表示(Find andListCCDAdvertisingServices)]
ウィンドウで [機能のアクティブ化(Activated Feature)]検索パラメータを指定して検
索する場合、検索テキストを指定するかどうかを、trueまたは falseを表す tまたは
fを入力して指示します。検索テキストを指定するときに trueまたは falseと入力し
ないでください。

（注）

ステップ 3 [検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定されているすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

コール制御ディスカバリの設定

コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワークサービス
（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを

容易にします。 SAFネットワークサービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、
Cisco Unified Communications Managerは自身を他の重要な属性（Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイズできます。そ
のため、同じくSAFネットワークサーバを使用する他のコール制御エンティティは、アドバタイ
ズされた情報を使用してルーティングの動作を動的に設定し、適合させることができます。同様

に、SAFを使用するすべてのエンティティは、所有する電話番号パターンを他の重要な情報とと
もにアドバタイズします。したがって、他のリモートコール制御エンティティは、その情報を学

習してコールのルーティングの動作を適合させることができます。

この項では、Cisco Unified Communications Managerデータベースのコール制御ディスカバリの設
定を追加、コピー、または更新する方法について説明します。コール制御ディスカバリでは、SAF
セキュリティプロファイル、SAFフォワーダ、ホステッドDNグループおよびパターン、CCDア
ドバタイジングサービス、および CCD要求サービスを設定します。コール制御ディスカバリを
設定する前に、コール制御ディスカバリの設定, （67ページ）を参照してください。
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この項では、SAFのトランクを有効にする方法は説明しません。 SAFのトランクを有効にす
る方法の詳細については、ホステッド DNグループの設定, （106ページ）を参照してくださ
い。

ヒント

ホステッド DNグループに属するホステッド DNパターンを識別するには、ホステッド DNグ
ループ内のホステッド DNパターンの識別, （126ページ）を参照してください。

ヒント

この項では、[CCD機能設定(CCD Feature Configuration)]ウィンドウへのアクセス方法は扱いま
せん。このウィンドウにはコール制御ディスカバリの機能パラメータが表示されます。機能

パラメータの詳細については、コール制御ディスカバリの機能パラメータ, （94ページ）を
参照してください。

ヒント

手順

ステップ 1 次のいずれかの手順を実行します。

a) CCD要求サービスを設定している場合、[コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディ
スカバリ(Call Control Discovery)] > [要求サービス(Requesting Service)]を選択します。 [CCD要
求サービスの設定(CCDRequesting ServiceConfiguration)]ウィンドウが表示されます。コール制
御ディスカバリの設定, （123ページ）に移動します。

b) [拡張機能(Advanced Features)] > [SAF] > [SAFセキュリティプロファイル(SAF Security Profile)]
を選択します。

c) [拡張機能(Advanced Features)] > [SAF] > [SAFフォワーダ(SAF Forwarder)]を選択します。
d) [コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [ホス
テッドDNグループ(Hosted DN Group)]を選択します。

e) [コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [ホス
テッドDNパターン(Hosted DN Patterns)]を選択します。

f) [コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [アド
バタイジングサービス(Advertising Service)]を選択します。

g) [コールルーティング(Call Routing)] > [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)] > [ブロッ
クされた学習パターン(Blocked Learned Pattern)]を選択します。
[SAFセキュリティプロファイル(SAF Security Profile)]、[SAFフォワーダ(SAF Forwarder)]、[ホ
ステッドDNグループ(Hosted DN Group)]、[ホステッドDNパターン(Hosted DN Patterns)]、[パー
ティション(Partition)]、および [CCDアドバタイジングサービス(CCD Advertising Service)]ウィ
ンドウの、検索/一覧表示のウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索/一覧表示のウィンドウで、次のいずれかの作業を実行します。
a) コール制御ディスカバリに関連する既存のレコードをコピーするには、SAFセキュリティプ
ロファイルの設定項目, （97ページ）の説明に従ってレコードを検索し、コピーするレコード

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
124

コール制御ディスカバリ

コール制御ディスカバリの設定



の横にある [コピー(Copy)]ボタンをクリックし、コール制御ディスカバリの設定, （123ペー
ジ）に進みます。

b) コール制御ディスカバリに関連する新しいレコードを追加するには、[新規追加(Add New)]ボ
タンをクリックし、コール制御ディスカバリの設定, （123ページ）に進みます。

c) 既存のレコードを更新する場合は、適切なレコードを見つけ（SAFセキュリティプロファイ
ルの設定項目, （97ページ）を参照）、コール制御ディスカバリの設定, （123ページ）に進
みます。

d) ホステッドDNパターンの検索/一覧表示のウィンドウでは、コール制御ディスカバリ機能の複
数のパターンを同時に追加または更新できるように、.cvsファイルをダウンロードできます。
.csvファイルをダウンロードするには、ウィンドウで [ダウンロード(Download)]をクリックし
ます。

ステップ 3 適切なフィールドを設定します（次の項を参照）。

a) SAFセキュリティプロファイルの設定項目, （97ページ）
b) SAFフォワーダの設定, （99ページ）
c) ホステッド DNグループの設定, （106ページ）
d) ホステッド DNパターンの設定, （108ページ）
e) コール制御ディスカバリのパーティションの設定, （113ページ）
f) アドバタイジングサービスの設定, （111ページ）
g) 要求サービスの設定, （115ページ）
h) ブロックされた学習パターンの設定, （118ページ）

ステップ 4 ホステッド DNパターンの検索/一覧表示のウィンドウで、変更した .csvファイルをアップロード
するには、[ファイルのアップロード(Upload File)]をクリックします。アップロードするファイル
を参照し、既存のパターンを上書きする場合は [既存パターンの置換(Replace Existing Patterns)]
チェックボックスをオンにして、[ファイルのアップロード(Upload File)]をクリックします。

ステップ 5 設定情報をデータベースに保存するには、[保存(Save)]をクリックします。
[CCDアドバタイジングサービスの設定(CCD Advertising Service Configuration)]ウィンド
ウの [リセット(Reset)]ボタンにより、コール制御ディスカバリアドバタイジングサー
ビスは既存の発行要求を取り消し、すべての関連情報を再度発行します。[CCD要求サー
ビスの設定(CCDRequesting Service Configuration)]ウィンドウの [リセット(Reset)]ボタン
により、要求サービスはローカルキャッシュから学習パターンを削除し、SAFネット
ワークに再登録し、パターンを再度学習します。ネットワークに影響を及ぼさないよ

うにするために、[リセット(Reset)]ボタンはオフピーク時にクリックすることをお勧め
します。

ヒント

SAF 対応トランクの設定
SAFをサポートするようにSIPまたはH.323（非ゲートキーパー制御）トランクを設定できます。
SIPトランクの場合、[トランクサービスタイプ(Trunk Service Type)]ドロップダウンリストボッ
クスから [コール制御ディスカバリ(Call Control Discovery)]を選択します。このドロップダウンリ
ストボックスは、トランクタイプおよびトランクプロトコルを割り当てる場合と同じウィンド
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ウに表示されます。ドロップダウンリストボックスから選択した後でトランクサービスタイプ

を変更することはできません。

H.323（非ゲートキーパー制御）トランクの場合、（トランクタイプおよびトランクプロトコル
を選択した後で）トランクを設定するときに [トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンドウで
[SAFの有効化(Enable SAF)]チェックボックスをオンにします。有効にした後 H.323トランクで
SAFを無効にする場合は、[SAFの有効化(Enable SAF)]チェックボックスをオフにします。

トランク設定の考慮事項については、コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化,
（87ページ）を参照してください。

ホステッド DN グループ内のホステッド DN パターンの識別
[ホステッドDNパターンの検索/一覧表示(Find and List Hosted DN Patterns)]ウィンドウでは、ホス
テッド DNグループに属するホステッド DNパターンを識別できます。 [ホステッドDNパターン
の検索/一覧表示(Find and List Hosted DN Patterns)]ウィンドウで、次のいずれかの作業を実行でき
ます。

•すべてのホステッド DNパターンを検索できます。結果が表示されると、[ホステッドDNグ
ループ(Hosted DN Group)]にホステッド DNグループが表示されます（GUIでは、ホステッ
ド DNグループは結果ではグループ化されます）。

• [検索(Find)]ドロップダウンリストボックスから [ホステッドDNグループ(Hosted DNGroup)]
を選択し、検索条件にホステッド DNグループを入力することによって、特定のホステッド
DNグループを検索できます。

コール制御ディスカバリの設定レコードの削除

この項では、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定済みコール制御ディスカ
バリレコードを削除する方法を説明します。

はじめる前に

ブロックされたパターンをCiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページから削除した場合、
それらが SAFネットワークでまだ使用可能であれば（および、クラスタの学習パターンの最大数
に達していなければ）、Cisco Unified Communications Managerはそれらのパターンを再学習でき
ます。

CCDアドバタイジングサービスを削除すると、割り当てられている各トランクを使用してアドバ
タイズされるすべてのホステッド DNパターンの発行は解除されます。

CCD要求サービスを削除すると、すべての学習パターンはローカルキャッシュおよび番号分析か
ら登録解除されます。
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該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして [選択項目の削除(Delete Selected)]
をクリックすると、検索/一覧表示のウィンドウから複数のレコードを削除できます。 [すべて
選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、ウィン
ドウ内のすべてのレコードを削除できます。

（注）

手順

ステップ 1 検索/一覧表示のウィンドウからレコードを削除する場合は、次の作業を実行します。
a) 削除するレコードを検索します。
b) 削除するレコードをクリックします。
c) [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックします。
削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

d) [OK]をクリックします。
ウィンドウが更新され、レコードがデータベースから削除されます。

ステップ 2 設定ウィンドウからレコードを削除する場合は、次の作業を実行します。

a) 削除するレコードを検索します。
b) 設定ウィンドウにアクセスし、設定ウィンドウで [削除(Delete)]をクリックします。
削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

c) [OK]をクリックします。
ウィンドウが更新され、レコードがデータベースから削除されます。

関連トピック

コール制御ディスカバリの設定レコード, （121ページ）

ユーザへの情報提供
コール制御ディスカバリ機能は、電話機ユーザなどのエンドユーザには影響しません。

コール制御ディスカバリのトラブルシューティング
コール制御ディスカバリのトラブルシューティングの詳細については、『TroubleshootingGuide for
Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。
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第 5 章

コール表示の制限

この章では、コールまたは接続されている回線についてどのような情報を表示するかを、コール

を行っているユーザに応じて選択することができる、コール表示の制限機能について説明しま

す。Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページの特定の設定項目を使用すると、各コー
ルに関する情報を表示するか制限するかを選択できます。

たとえば、ホテル環境で、客室とフロントデスクとの間で行われたコールの情報は表示し、客

室間で行われたコールについては、いずれの電話機でもコール情報を表示しないとします。コー

ル表示の制限機能を使用すると、このような表示が可能になります。

• コール表示の制限の設定, 129 ページ

• コール表示の制限機能, 130 ページ

• コール表示の制限のシステム要件, 132 ページ

• コール表示の制限の例, 133 ページ

• インタラクション, 134 ページ

• コール表示の制限の設定, 135 ページ

• 接続先番号の表示制限に関するサービスパラメータの設定, 146 ページ

コール表示の制限の設定
コール表示の制限機能を使用すると、コールまたは接続されている回線についてどのような情報

を表示するかを、コールを行っているユーザに応じて選択することができます。 Cisco Unified
Communications Managerの管理ページの特定の設定項目を使用すると、各コールに関する情報を
表示するか制限するかを選択できます。

たとえば、ホテル環境で、客室とフロントデスクとの間で行われたコールの情報は表示し、客室

間で行われたコールについては、いずれの電話機でもコール情報を表示しないとします。コール

表示の制限機能を使用すると、このような表示が可能になります。

コール表示の制限を設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 客室、フロントデスク、クラブ、および PSTNにパーティションを設定します。
詳細については、パーティションに関連するトピックおよび『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 2 コールパークの電話番号を設定するか、またはコールパークの電話番号の範囲を定義します。

客室からのコールパーク取得用に、各コールパークの電話番号にトランスレーションパターン

を設定します。

詳細については、コールパークに関連するトピックおよび『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 3 コーリングサーチスペース内にパーティションを持つユーザだけがパーティションを使用できる

ようにコールパーク電話番号のパーティションを設定します。

詳細については、パーティションおよびコールパークに関連するトピック、ならびに『Cisco
Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 4 客室、フロントデスク、クラブ、PSTNのコーリングサーチスペースと、客室のパーク範囲（コー
ルパーク用）を設定します。

詳細については、コーリングサーチスペースに関連するトピックおよび『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 5 客室、フロントデスク、クラブの電話、および PSTNのゲートウェイを設定します。
詳細については、デバイスおよびゲートウェイに関連するトピック、ならびに『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 6 トランスレーションパターンとルートパターンを設定します。

詳細については、トランスレーションパターンに関連するトピックと、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』および『Cisco Unified Communications
Managerシステムガイド』を参照してください。

関連トピック

コール表示の制限, （129ページ）
コール表示の制限機能, （130ページ）
コールパーク, （144ページ）
コーリングサーチスペース, （139ページ）
デバイスとゲートウェイ, （140ページ）
パーティション, （138ページ）
トランスレーションパターン, （140ページ）

コール表示の制限機能
コール表示の制限機能は、Cisco Unified Communications Manager 5.0以降のバージョンを実行して
いるCiscoUnified CommunicationsManagerクラスタ内、またはCiscoUnified CommunicationsManager
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6.0以降のバージョンを実行しているCisco Unified Communications Managerサーバ内で動作しま
す。コール表示の制限機能を有効にするには、次のパラメータを設定する必要があります。

サービスパラメータ

• Always Display Original Dialed Number

トランスレーションパターンのパラメータ

• Name Display for Original Dialed Number When Translated

• Calling Line ID Presentation

• Connected Line ID Presentation

電話機の設定およびユーザデバイスプロファイルのパラメータ

• Ignore Presentation Indicators (internal calls only)

これらの設定を組み合わせることによって、各コールの情報表示を許可するか制限するか、およ

び接続先番号をどのように表示するかを決定できます。

コール表示の制限機能の概要

コール表示の制限を使用すると、コールまたは接続回線の情報を選択的に表示または制限できま

す。次のようなニーズがあると思われるホテル環境では、この機能が頻繁に必要になります。

•客室とフロントデスクとの間のコールについては、客室とフロントデスクの両方で互いの
コール情報を表示する必要がある。

•客室間のコールについては、互いにコール情報を表示しない。

•客室とホテルの他の内線（クラブハウスなど）との間のコールについては、客室だけにコー
ル情報が表示されるようにする。

•構内電話システム（PSTN）からフロントデスクまたは客室にかかってきた外部コールの場
合は、表示設定が制限されている発信者のコール情報は表示しないようにする。

•フロントデスクにかかってくるすべてのコールについては、内部コールのコール情報を表示
する。

•フロントデスクで客室からのコールをセキュリティに転送する場合、客室の電話機にはフロ
ントデスクのダイヤル番号だけが表示されるようにする。

コール表示の制限の有効化

コール表示の制限機能は、さまざまなトランスレーションパターンを通じたコールのルーティン

グを行ってから実際のデバイスに送達することを基盤にしています。ユーザが適切なトランス

レーションパターン番号をダイヤルすることによって表示が制限されます。
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トランスレーションパターンの設定

コール表示の制限を有効にするには、[発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]パラメー
タと [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]パラメータに適切なオプションを選択
して、表示制限のレベルが異なるトランスレーションパターンを設定します。

トランスレーションパターンに加えて、パーティションとコーリングサーチスペースも設定

する必要があります。これらの設定の詳細については、トランスレーションパターンの設定

に関連するトピックおよび『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガ
イド』を参照してください。

ヒント

電話機の設定およびユーザデバイスプロファイルの設定

次に [プレゼンテーションインジケータを無視（内線コールのみ）(Ignore Presentation Indicators
(internal calls only))]パラメータを有効にして、内部コールに関して受け取る表示制限を無視する
ように設定し、デバイスがリモートユーザのコール情報を表示するようにします。

エクステンションモビリティが有効になっている電話機にログインするユーザについては、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページの [デバイスプロファイルの設定(Device Profile
Configuration)]ウィンドウでも、この項目を設定します。

接続先番号の表示

コールがトランスレーションパターンまたはルートパターンを介してルーティングされた場合

や、不在転送または話中転送の宛先にルーティングされた場合、あるいはコール転送または CTI
アプリケーションによってリダイレクトされた場合は、接続先番号の表示が更新され、変更後の

番号またはリダイレクト先の番号が表示されます。

電話機で表示の更新をオフにして、ダイヤル番号だけが表示されるようにするには、Cisco
CallManagerサービスパラメータのAlways Display Original Dialed Numberを [True]に設定します。
このサービスパラメータが [True]に設定されている場合、コール期間中は、発信側の電話機にダ
イヤル番号だけが表示されるようになります。

元のダイヤル番号の名前と変換された番号のどちらを表示するのかは、CiscoCallManagerのName
Display for Original Dialed Number When Translatedサービスパラメータで指定できます。デフォル
トの設定では、変換前の元のダイヤル番号の名前が表示されます。 Always Display Original Dialed
Numberサービスパラメータが [False]に設定されている場合、このパラメータは適用されません。

関連トピック

電話機の設定, （137ページ）
トランスレーションパターンのパラメータ設定, （136ページ）
エクステンションモビリティ, （135ページ）

コール表示の制限のシステム要件
コール表示の制限をサポートしているソフトウェアコンポーネントは、次のとおりです。
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• Cisco Unified Communications Manager

コール表示の制限をサポートしているデバイスは、次のとおりです。

• Cisco Unified IP Phone 6900シリーズ（6901と 6911を除く）

• Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ

• Cisco Unified IP Phone 8900シリーズ

• Cisco Unified IP Phone 9900シリーズ

• H.323クライアント

• CTIポート

• Cisco IP Communicator

コール表示の制限の例
次のシナリオで、コール表示の制限の使用例を示します。

•フロントデスクから客室 1にコール：両方の電話機に互いのコール情報が表示される。

•フロントデスクから客室 1にコールし、さらにフロントデスクは客室 2にコールを転送：
最後に接続された客室 1と客室 2では、互いにコール情報が表示されない。

•外部（PSTN）からフロントデスクにコール：フロントデスクは外部発信者の表示設定を順
守する。

•外部（PSTN）から客室1にコール：客室1では外部発信者の表示設定を順守し、外部発信者
には客室 1のコール情報は表示されない。

•客室 1からフロントデスクにコール：両方の電話機に互いの情報が表示される。

•客室 1から客室 2にコール：いずれの電話機にも互いの情報は表示されない。

•客室 1からフロントデスクにコールし、フロントデスクはこのコールを客室 2に転送：最
後に接続された客室 1と客室 2では、互いにコール情報は表示されない。

•客室 1からフロントデスク 1にコールし、フロントデスク 1はこのコールをフロントデス
ク 2に転送：最後に接続された客室 1とフロントデスク 2では、互いにコール情報が表示さ
れる。

•客室 1から客室 2にコールし、客室 2はこのコールをフロントデスクに転送：客室 1とフロ
ントデスクでは、互いにコール情報が表示される。

•クラブハウスから客室 1にコール：クラブハウスではコール情報は表示されないが、客室
1ではコール情報が表示される。

•会議コールのすべての参加者：すべての電話機のコール情報表示は [会議]になる。

•客室 1からクラブハウスにコールし、クラブハウスのマネージャはすべてのコールを自分
の携帯電話に自動転送：客室 1ではクラブハウスの番号だけが表示される。
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インタラクション
この項では、コール表示の制限機能が Cisco Unified Communications Managerのアプリケーション
と通信する方法およびコール処理機能について説明します。

接続先番号の表示制限は、システムで発信されるすべてのコールに適用されます。この設定は、

[True]に設定されている場合、既存の Cisco Unified Communications Managerアプリケーション、
機能、およびコール処理と透過的に通信します。設定は、システムの内部または外部で終端する

コールすべてに適用されます。

コールパーク

コール表示の制限機能とコールパークを併用する場合は、コール表示の制限機能を維持するよう

に、各コールパーク番号について関連するトランスレーションパターンを設定する必要がありま

す。コールパーク番号の範囲に対応するように単一のトランスレーションパターンを設定するこ

とはできません。

次のシナリオを例として検討してください。

1 システム管理者は範囲が 77xのコールパークを作成し、P_ParkRangeという名前のパーティ
ションに配置しました（客室の電話では、P_ParkRangeパーティションが電話機のコーリング
サーチスペースに含まれていることによって客室の電話から可視になっていることを表示でき

ます（CSS_FromRoom））。

2 管理者は、各コールパークの電話番号に個別のトランスレーションパターンを設定し、表示

設定には [非許可(Restricted)]を指定しました（このシナリオでは、管理者は 770、771、772 ...
779のトランスレーションパターンを作成しています）。

コール表示の制限機能が正しく動作するためには、単一のトランスレーションパターンで番

号の範囲に対応する（77xや77[0-9]）のではなく、管理者は個別のトランスレーションパター
ンを設定する必要があります。

（注）

3 客室 1が客室 2にコールしました。

4 客室 2はコールに応答し、客室 1はコールをパークしました。

5 客室 1がコールを取ると、客室 2には客室 1のコール情報は表示されません。

コールパーク機能の使用方法の詳細については、コールパークとダイレクトコールパーク, （
147ページ）を参照してください。
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会議リスト

コール表示の制限を使用する場合は、会議の参加者リストの情報表示を制限します。会議リスト

の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』を参照してくださ
い。

会議とボイスメール

会議やボイスメールなどの機能とコール表示の制限を併用する場合は、電話機のコール情報表示

にステータスが反映されます。たとえば、会議機能を起動すると、[会議]というコール情報が表
示されます。 [メッセージ]ボタンを選択してボイスメールにアクセスすると、[ボイスメール]と
いうコール情報が表示されます。

エクステンションモビリティ

コール表示の制限とエクステンションモビリティを併用するには、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページの [電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウとCiscoUnifiedCommunications
Managerの管理ページの [デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウで
[プレゼンテーションインジケータを無視（内線コールのみ）(Ignore Presentation Indicators (internal
calls only))]パラメータを有効にする必要があります。

エクステンションモビリティでコール表示の制限を有効にすると、デバイスにログインしたユー

ザに関連付けられている回線プロファイルによってコール情報が表示または制限されます。つま

り、ユーザデバイスプロファイルに入力された（ユーザに関連付けられている）設定は、電話機

設定で入力された設定（エクステンションモビリティが有効になっている電話機のもの）に優先

します。

コール表示の制限の設定
コール表示の制限を使用するには、Cisco Unified Communications Managerを次のように設定する
必要があります。

•パーティションとコーリングサーチスペースを設定してからトランスレーションパターン
を追加する。

•異なるレベルの表示制限によるトランスレーションパターンを設定する。

• [電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウで、[表示制限を無視（内線コールのみ）(Ignore
Presentation Indicators (internal calls only))]チェックボックスをオンにして、内部コールのコー
ル情報が常に表示されるようにする。

•個々のコールパークの電話番号に、個別のトランスレーションパターンを関連付けて設定
することで、コールパーク機能と連携する。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
135

コール表示の制限

会議リスト



• Always Display Original Dial Numberサービスパラメータを [True]に設定することで、プライ
バシーを確保し、リダイレクトされたコールに対する接続先番号の更新をブロックする。

コール表示の制限を設定する前に、コール表示の制限を設定するためのタスクを確認してくだ

さい。

ヒント

関連トピック

コール表示の制限の設定, （129ページ）

トランスレーションパターンのパラメータ設定

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [トランスレーションパターンの設定(Translation
Pattern Configuration)]ウィンドウで、次のパラメータを設定します。

発信コールについては、着信側のトランスレーションパターン設定が、発信側のCiscoUnified
Communications Managerの設定よりも優先される場合があります。

ヒント

[発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]

Cisco Unified Communications Managerは補助的なサービスとして、[発呼者回線 IDの表示(Calling
Line IDPresentatiion)]を使用します。これは、コールごとに発信者の電話番号を許可、または制限
します。次のいずれかのオプションを選択することによって、このトランスレーションパターン

で発呼側の電話番号を着信側の電話機に表示するか制限するかを決定できます。

• [デフォルト(Default)]：このオプションは、[発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]
を変更しません。

• [許可(Allowed)]： Cisco Unified Communications Managerによって発信側の番号の表示が許可
されます。

• [非許可(Restricted)]：CiscoUnified CommunicationsManagerによって発信側の番号の表示がブ
ロックされます。

着信コールがトランスレーションパターンまたはルートパターンを経由し、[発呼者回線IDの
表示(Calling Line ID Presentation)]の設定が [許可(Allowed)]または [非許可(Restricted)]になって
いる場合、発呼者回線の表示はトランスレーションパターンまたはルートパターンの設定に

よって変更されます。

（注）

[接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]

Cisco Unified Communications Managerでは、コールごとに着信側の電話番号を表示または制限す
るための補足サービスとして、[接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]を使用しま
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す。次のいずれかのオプションを選択することによって、このトランスレーションパターンで着

信側の電話番号を発呼側の電話機に表示するか制限するかを決定できます。

• [デフォルト(Default)]：このオプションは、[接続側回線IDの表示(ConnectedLine IDPresentation)]
を変更しません。

• [許可(Allowed)]：このオプションは接続側の電話番号を表示します。

• [非許可(Restricted)]：Cisco Unified Communications Managerによって発信側の電話番号の表示
がブロックされます。

着信コールがトランスレーションパターンまたはルートパターンを経由し、[接続側回線IDの
表示(Connected Line ID Presentation)]フィールドの設定が [許可(Allowed)]または [非許可
(Restricted)]になっている場合、着信回線の表示インジケータはトランスレーションパターン
またはルートパターンの設定によって変更されます。

（注）

接続先番号の表示制限が有効の場合、接続先番号の表示は、変更後の番号またはリダイレクト

先コールでは更新されません。

（注）

例

•ある客室から別の客室にかけられたコールについては、コール情報が表示されないように [発
呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]と [接続側回線IDの表示(Connected Line ID
Presentation)]を [非許可(Restricted)]に設定します。

•フロントデスクから客室にかけられたコールについては、両方にコール情報が表示されるよ
うに [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]を [許可(Allowed)]に設定し、[接続側
回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]を [非許可(Restricted)]に設定します。

[発呼側トランスフォーメーション(Calling Party Transformations)]と [接続側トランスフォーメー
ション(Connected Party Transformations)]の詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerシステムガイド』のコール表示の制限の設定, （129ページ）の章を参照してくださ
い。

ヒント

電話機の設定

コール表示の制限機能の設定を完了するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ペー
ジの [電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウで [プレゼンテーションインジケータを無視（内
線コールのみ）(Ignore Presentation Indicators (internal calls only))]チェックボックスをオンにしま
す。
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エクステンションモビリティと併用する場合は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ペー
ジの [デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウでも、この項目を設定
する必要があります。

[プレゼンテーションインジケータを無視（内線コールのみ）(Ignore Presentation Indicators (internal
calls only))]フィールドの設定では、次のことに注意してください。

•通話相手が内部である場合、Cisco Unified Communications Managerは常にリモート側のコー
ル情報を表示します。

•通話相手が外部で表示が制限されている場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはリモー
ト側のコール情報を表示しません。

[発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [接続側回線IDの表示(Connected Line
ID Presentation)]では、Cisco Unified Communications Managerが内部発信者の表示設定を無視す
るように [プレゼンテーションインジケータを無視（内線コールのみ）(Ignore Presentation
Indicators (internal calls only))]パラメータを設定してください。外部からの着信コールについ
ては、[プレゼンテーションインジケータを無視（内線コールのみ）(IgnorePresentation Indicators
(internal calls only))]パラメータが設定されていても、受信した表示インジケータが維持されま
す。

（注）

•ホテルのフロントデスクで使用されている電話機では [プレゼンテーションインジケータを
無視（内線コールのみ）(Ignore Presentation Indicators (internal calls only))]チェックボックスが
オンになっているため、フロントデスクでは内部コールのコール情報を常に表示できます。

[電話の設定(Phone Configuration)]と [デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]
の詳細については、『Cisco Unified CommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』
を参照してください。

ヒント

コール表示の制限の設定チェックリストの例

この項ではコール表示の制限機能を有効にするための設定例について説明します。

パーティション

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [パーティションの設定(PartitionConfiguration)]
ウィンドウで、次のパーティションを設定します。

•実パーティション P_Roomの挿入

•実パーティション P_FrontDeskの挿入

•実パーティション P_Clubの挿入
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•実パーティション P_PSTNの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromRoomToRoomの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromRoomToFrontDeskの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromRoomToClubの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromRoomToPSTNの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromFrontDeskToRoomの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromFrontDeskToFrontDeskの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromFrontDeskToClubの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromFrontDeskToPSTNの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromPSTNの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromClubToRoomの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromClubToFrontDeskの挿入

•トランスレーションパーティション P_FrontDeskToParkNumberの挿入

•トランスレーションパーティション P_RoomToParkNumberの挿入

•トランスレーションパーティション P_ParkNumberRangeの挿入

コーリングサーチスペース

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コーリングサーチスペースの設定(Calling
Search Space Configuration)]ウィンドウで、次のコーリングサーチスペースを設定します。

•コーリングサーチスペース CSS_Roomの挿入 {P_Room}

•コーリングサーチスペース CSS_FrontDeskの挿入 {P_FrontDesk}

•コーリングサーチスペース CSS_Clubの挿入 {P_Club}

•コーリングサーチスペース CSS_PSTNの挿入 {P_PSTN}

•コーリングサーチスペース CSS_FromRoomの挿入

• { P_CallsFromRoomToFrontDesk, P_CallsFromRoomToRoom, P_CallsFromRoomToClub,
P_CallsFromRoomToPSTN, P_RoomToParkNumber, P_ParkNumberRange}

•コーリングサーチスペース CSS_FromFrontDeskの挿入

• { P_CallsFromFrontDeskToRoom, P_CallsFromFrontDeskToClub, P_CallsFromFrontDeskToPSTN,
P_CallsFromFrontDeskToFrontDesk }

•コーリングサーチスペース CSS_FromPSTNの挿入

• { P_CallsFromPSTN}

•コーリングサーチスペース CSS_FromClubの挿入
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• { P_CallsFromClubToRoom, P_CallsFromClubToFrontDesk}

•コーリングサーチスペース CSS_RoomParkRangeの挿入

• {P_ParkNumberRange }

デバイスとゲートウェイ

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンド
ウおよび Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [ゲートウェイの設定(Gateway
Configuration)]ウィンドウで、次の電話機とゲートウェイを設定します。

•電話機 A（Room-1）にパーティション P_Roomとデバイス/回線コーリングサーチスペース
CSS_FromRoomを設定

• { P_Phones, CSS_FromRoom} : 221/Room-1

•電話機 B（Room-2）にパーティション P_Roomとデバイス/回線コーリングサーチスペース
CSS_FromRoomを設定

• { P_Phones, CSS_FromRoom} : 222/Room-2

•電話機 C（Front Desk-1）にパーティション P_FrontDeskとデバイス/回線コーリングサーチ
スペース CSS_FromFrontDeskを設定し、[プレゼンテーションインジケータを無視(Ignore
Presentation Indicators)]チェックボックスをオンにする

• { P_FrontDesk, CSS_FromFrontDesk, IgnorePresentationIndicators set} : 100/Reception

•電話機 D（Front Desk-2）にパーティション P_FrontDeskとデバイス/回線コーリングサーチ
スペース CSS_FromFrontDeskを設定し、[プレゼンテーションインジケータを無視(Ignore
Presentation Indicators)]チェックボックスをオンにする

• { P_FrontDesk, CSS_FromFrontDesk, IgnorePresentationIndicators set} : 200/Reception

•電話機 E（Club）にパーティション P_Clubとコーリングサーチスペース CSS_FromClubを
設定

• { P_Club, CSS_FromClub) : 300/Club

• PSTNゲートウェイEにルートパターンP_PSTNとコーリングサーチスペースCSS_FromPSTN
を設定

• {CSS_FromPSTN}, RoutePattern {P_PSTN}

トランスレーションパターン

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [トランスレーションパターンの設定(Translation
Pattern Configuration)]ウィンドウで、次のトランスレーションパターンを設定します。

•トランスレーションパターン TP1を 1XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromRoomToFrontDesk

• CSS: CSS_FrontDesk
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• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]： [許可(Allowed)]

• {P_CallsFromRoomToFrontDesk, CSS_FrontDesk, Calling Line/Name - Restricted, Connected
Line/Name - Allowed}

•トランスレーションパターン TP2を 2XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromRoomToRoom

• CSS: CSS_Room

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [非許可(Restricted)]

• {P_CallsFromRoomToRoom, CSS_Room, Calling Line/Name - Restricted, Connected Line/Name -
Restricted}

•トランスレーションパターン TP3を 3XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromRoomToClub

• CSS: CSS_Club

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]： [許可(Allowed)]

• {P_CallsFromRoomToClub, CSS_Club, Calling Line/Name - Restricted, Connected Line/Name -
Allowed}

•トランスレーションパターン TP4を 9XXXXとし、着信側トランスフォーメーションマス
クを XXXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromRoomToPSTN

• CSS: CSS_PSTN

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [デフォルト(Default)]

• {P_CallsFromRoomToPSTN, CSS_PSTN, Calling Line/Name - Restricted, Connected Line/Name -
Default}

•ルートパターン RP5を 9.XXXXXXとして挿入し、数字は PreDotとして破棄

• (DDI : PreDot)
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• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromRoomToPSTN

• CSS: CSS_PSTN

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [デフォルト(Default)]

• {P_CallsFromRoomToPSTN, CSS_PSTN, Calling Line/Name - Restricted, Connected Line/Name -
Default}

•トランスレーションパターン TP6を 2XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromFrontDeskToRoom

• CSS: CSS_Room

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]: [許可(Allowed)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [非許可(Restricted)]

• {P_CallsFromFrontDeskToRoom, CSS_Room, Calling Line/Name - Allowed, Connected Line/Name
- Restricted}

•トランスレーションパターン TP7を 1XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromFrontDeskToFrontDesk

• CSS: CSS_FrontDesk

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]: [許可(Allowed)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]： [許可(Allowed)]

• {P_CallsFromFrontDeskToFrontDesk, CSS_FrontDesk, Calling Line/Name - Allowed, Connected
Line/Name - Allowed}

•トランスレーションパターン TP8を 3XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromFrontDeskToClub

• CSS: CSS_Club

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]: [許可(Allowed)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]： [許可(Allowed)]

• {P_CallsFromFrontDeskToClub, CSS_Club, Calling Line/Name - Allowed, Connected Line/Name -
Allowed}

•トランスレーションパターン TP9を 9XXXXとして挿入
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• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromFrontDeskToPSTN

• CSS: CSS_PSTN

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]: [許可(Allowed)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [デフォルト(Default)]

• {P_CallsFromFrontDeskToPSTN, CSS_PSTN, Calling Line/Name - Allowed, Connected Line/Name
- Default}

•ルートパターン RP10を 9.XXXXとして挿入し、数字は PreDotとして破棄

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromFrontDeskToPSTN

• CSS: CSS_PSTN

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [デフォルト(Default)]

• {P_CallsFromFrontDeskToPSTN, CSS_PSTN, Calling Line/Name - Restricted, Connected Line/Name
- Default}

•トランスレーションパターン TP11を 1XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]: P_CallsFromClubToFrontDesk

• CSS: CSS_FrontDesk

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]: [許可(Allowed)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]： [許可(Allowed)]

• {P_CallsFromClubToFrontDesk, CSS_FrontDesk, Calling Line/Name - Allowed, Connected Line/Name
- Allowed}

•トランスレーションパターン TP12を 2XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]: P_CallsFromClubToRoom

• CSS: CSS_Room

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]: [許可(Allowed)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [非許可(Restricted)]

• { P_CallsFromClubToRoom, CSS_Room, Calling Line/Name - Allowed, Connected Line/Name -
Restricted}

•トランスレーションパターン TP13を 1XXとして挿入
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• [パーティション(Partition)]: P_CallsFromPSTN

• CSS: CSS_FrontDesk

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]： [許可(Allowed)]

• { P_CallsFromPSTN,CSS_FrontDesk, Calling Line/Name - Restricted, Connected Line/Name -Allowed}

コールパーク

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コールパーク番号の設定(Call Park Number
Configuration)]ウィンドウで、コールパーク機能の次の項目を設定します。

•コールパーク電話番号 888Xを挿入

• [コールパーク番号/範囲(Call Park Number/Range)]: P_ParkNumberRange/888X

•次からのコールパーク取得に対してトランスレーションパターンを設定

•客室：TP（11～ 20）：8880～ 8889

• [パーティション(Partition)]：P_RoomToParkNumber

• [CSS]：CSS_RoomParkRange

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]：[非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]：[非許可(Restricted)]
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コールフローの例

次の図に、単純なコールフローの例を示します。また、このシナリオでどのようにコール表示の

制限機能が動作するかを説明します。

図 1：コールフローの例

1 客室 1が客室 2（電話番号 222）にコールします。

2 客室 1には CSS_FromRoomが設定されているため、客室 1は P_CallsFromRoomToRoomパー
ティション内の電話機だけにアクセスできます。

3 P_CallsFromRoomToRoomパーティションには 2XXが含まれていますが、電話番号 222（客室
2）は含まれていません。

4 コールは情報表示が制限されたトランスレーションパターン TP:2XXにルーティングされま
す。

5 トランスレーションパターン TP:2XXには、コーリングサーチスペース CSS_Roomが設定さ
れているため、パーティション P_Roomにアクセスできます。

6 コーリングサーチスペース CSS_Roomには、電話番号 222（客室 2）が含まれています。

7 コールは客室 2に接続されますが、トランスレーションパターンTP:2XXによって情報表示は
制限されます。
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接続先番号の表示制限に関するサービスパラメータの設

定
接続先番号の表示制限では、接続側の回線 ID表示がダイヤル番号だけに制限されます。このオ
プションを使用すると、お客様のプライバシー問題や、接続先番号の表示が電話機ユーザに不要

である場合に対処できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム(System)] > [サービスパラメータ
(Service Parameters)]を選択します。

ステップ 2 Cisco CallManagerサービスが実行されているサーバを選択し、次に Cisco CallManagerサービスを
選択します。

ステップ 3 この機能を有効にするには、Always Display Original Dialed Numberサービスパラメータを [True]
に設定します。

デフォルト設定は [False]です。

ステップ 4 （任意） Original Dialed Number When Translatedサービスパラメータの Name Displayを設定しま
す。

Original Dialed Number When TranslatedサービスパラメータのName Displayのデフォルト設定は、
トランスレーション前のオリジナルダイヤル番号のアラート名の表示です。このパラメータを変

更して、トランスレーション後のオリジナルダイヤル番号のアラート名を表示することができま

す。Always Display Original Numberサービスパラメータが [False]に設定されている場合、このパ
ラメータは適用されません。

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックします。
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第 6 章

コールパークとダイレクトコールパーク

この章では、保留機能であるコールパーク機能と、転送機能であるダイレクトコールパーク機

能について詳しく説明します。これらの2つの機能は、相互排他的に扱うことをお勧めします。
つまり、いずれか一方を有効にする（両方を有効にしない）ことをお勧めします。両方の機能

を有効にする場合は、それぞれに割り当てられる番号が重複することなく単独で使用されるよう

にしてください。
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コールパークの設定
コールパーク機能を使用すると、コールを保留にし、Cisco Unified Communications Managerシス
テム内の別の電話機（たとえば、別のオフィスや会議室の電話機）からそのコールに応答するこ

とができます。電話機でアクティブなコールを受けているときに、[パーク]ソフトキーまたはコー
ルパークボタンを押して、そのコールをコールパーク内線番号にパークすることができます。

システム内の別の電話機から誰かがそのコールパーク内線番号をダイヤルすると、そのパークさ

れているコールを取得できます。

コールパーク内線番号として、1つの電話番号またはある範囲の電話番号を定義できます。各
コールパーク内線番号でパークできるコールは 1つだけです。

手順

ステップ 1 コーリングサーチスペース内にパーティションを持つユーザだけがパーティションを使用できる

ようにコールパーク内線番号のパーティションを設定します。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のパー
ティションの設定項目およびメディアターミネーションポイントの設定に関連するトピックを参

照してください。

ステップ 2 各 Cisco Unified Communications Managerに対して固有のコールパーク番号を設定するか、コール
パーク内線番号の範囲を定義します。

ステップ 3 適切な Cisco Unified Communications Managerグループに、コールパークで使用されるすべての
サーバを追加します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の
Cisco Unified CMグループの設定に関連するトピックを参照してください。

サーバと Cisco Unified Communications Managerは、インストール時に設定されま
す。

（注）

ステップ 4 コールパークにアクセスできる各デバイスに [標準ユーザ]ソフトキーテンプレートを割り当てま
す。 [コールパーク]ソフトキーを使用しない電話機の場合、適用可能な電話ボタンテンプレート
のコピーにコールパークボタンを追加します。 [電話の設定(Phone Configuration)]でコールパー
クボタンが含まれている電話ボタンテンプレートを電話機に割り当てます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』のソ
フトキーテンプレート、電話ボタン、およびCisco Unified IP Phonesの設定に関連するトピックを
参照してください。

ステップ 5 [ユーザグループの設定(User Group Configuration)]ウィンドウで、Standard CTI Allow Call Park
Monitoringユーザグループにアプリケーションとエンドユーザを割り当てます。この要件は、
コールパーク監視機能を必要とするCTIアプリケーションに関連付けられたユーザだけに適用さ
れます。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のユー
ザグループへのユーザの追加に関連するトピックを参照してください。

ステップ 6 コールパーク機能が使用可能であることをユーザに通知します。
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ユーザが Cisco Unified IP Phoneでコールパーク機能にアクセスする方法については、電話機のマ
ニュアルを参照してください。

関連トピック

コールパーク機能, （150ページ）
コールパーク番号の設定, （160ページ）

ダイレクトコールパークの設定
ダイレクトコールパークは、ユーザが選択し、待機状態になっているダイレクトコールパーク

番号に対して、ユーザがコールを転送できる機能です。ダイレクトコールパーク番号は、Cisco
Unified CommunicationsManagerの [ダイレクトコールパークの設定(Directed Call Park Configuration)]
ウィンドウで設定します。設定したダイレクトコールパーク番号は、クラスタ全体で使用可能

です。ダイレクトコールパークのビジーランプフィールド（BLF）をサポートする電話機は、
指定したダイレクトコールパーク番号が、ビジーステータスかアイドルステータスかを監視す

るように設定できます。また、ユーザは BLFを使用してダイレクトコールパーク番号をスピー
ドダイヤルで発信することもできます。BLFをサポートしている電話機モデルのリストについて
は、ダイレクトコールパークのシステム要件, （168ページ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerが、各ダイレクトコールパーク番号でパークできるコール
は 1つだけです。パークされたコールを取得するには、ユーザは、設定された取得用プレフィッ
クスをダイヤルしてから、コールがパークされているダイレクトコールパーク番号をダイヤルす

る必要があります。取得用プレフィックスは、[ダイレクトコールパークの設定(Directed Call Park
Configuration)]ウィンドウで設定します。

ダイレクトコールパークを設定するには、次の手順を実行します。詳細については、ダイレク

トコールパーク機能, （167ページ）およびダイレクトコールパークの設定, （149ページ）を参
照してください。

手順

ステップ 1 コーリングサーチスペース内にパーティションを持つユーザだけがパーティションを使用できる

ようにダイレクトコールパーク番号のパーティションを設定します。パークされたコールを正

常に取得するには、ユーザがコールを取得するコーリングサーチスペースに、ダイレクトコー

ルパーク番号を含むパーティションが含まれている必要があります。

ステップ 2 固有のダイレクトコールパーク番号を定義するか、ダイレクトコールパーク番号の範囲を定義

します。範囲は、ワイルドカードを使用して指定する必要があります。たとえば、範囲 40XX
は、4000～ 4099の範囲を設定します。

4000-4040のように、ダッシュを使用して範囲を入力しないでくださ
い。

注意
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ダイレクトコールパーク BLFを使用して監視できるのは、個々のダイレクトコール
パーク番号だけです。番号の範囲を設定しても、BLFは、範囲または範囲内の任意の
番号のビジー/アイドルステータスの監視をサポートすることはできません。

（注）

ステップ 3 ダイレクトコールパークにアクセスできる各デバイスに Standard Userソフトキーテンプレート
を割り当てます。

ステップ 4 ダイレクトコールパーク BLFをサポートする電話機モデルについては、1つまたは複数の [コー
ルパークBLF]ボタンを含むように電話ボタンテンプレートを設定し、ダイレクトコールパーク
BLFの設定値を設定します。

ステップ 5 ダイレクトコールパーク機能が使用可能であることをユーザに通知します。

コールパーク機能
コールパーク機能を使用すると、コールを保留にし、Cisco Unified Communications Managerシス
テム内の別の電話機（たとえば、別のオフィスや会議室の電話機）からそのコールに応答するこ

とができます。電話機でアクティブなコールを受けているときに、[パーク]ソフトキーまたはコー
ルパークボタンを押して、そのコールをコールパーク内線番号にパークすることができます。

システム内の別の電話機から誰かがそのコールパーク内線番号をダイヤルすると、そのパークさ

れているコールを取得できます。

コールパーク内線番号として、1つの電話番号またはある範囲の電話番号を定義できます。各
コールパーク内線番号でパークできるコールは 1つだけです。

コールパーク機能は Cisco Unified Communications Managerクラスタ内で動作します。クラスタ内
の各 Cisco Unified Communications Managerにコールパーク内線番号が定義されている必要があり
ます。（クラスタ間でコールパークを使用する方法については、クラスタ間でのコールパーク

の使用, （151ページ）を参照してください）。コールパーク内線番号として、1つの電話番号ま
たはある範囲の電話番号を定義できます。電話番号または番号範囲は固有である必要がありま

す。

コールパーク内線番号として、1つの電話番号またはある範囲の電話番号を定義できます。電話
番号または番号範囲は Cisco Unified Communications Manager内で固有である必要があります。

有効なコールパーク内線番号は、整数とワイルドカード文字（X）から構成されます。コール
パーク内線番号には最大2桁のワイルドカード文字（XX）を設定できます（たとえば、80XX）。
XXを設定すると、最大 100個のコールパーク内線番号が提供されます。コールがパークされる
と、Cisco Unified Communications Managerは、次に使用可能なコールパーク内線番号を選択し、
電話機にその番号を表示します。

Cisco Unified Communications Managerが、各コールパーク内線番号でパークできるコールは 1つ
だけです。
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ユーザがクラスタ内のサーバ間でコールパークを使用する場合は、クラスタ内の各CiscoUnified
CommunicationsManagerサーバにコールパーク内線番号を設定してください。設定の詳細につ
いてはコールパーク番号の設定, （160ページ）を参照してください。

（注）

コールパーク機能の使用

次の図に、コールパークのプロセスを示します。

1 電話機 Aのユーザが電話機 Bにコールします。

2 電話機 Aのユーザが、プライバシーのため会議室で通話するとします。電話機 Aのユーザは
[パーク]ソフトキーまたはパークボタンを押します。

3 電話機Aが登録されているCisco Unified CommunicationsManagerサーバは、最初に使用できる
コールパーク電話番号 1234を送信します。この番号は、電話機 Aに表示されます。電話機
Aのユーザは、コールパーク電話番号を確認します（電話機 Cでその電話番号をダイヤルで
きます）。

4 電話機Aのユーザはオフィスを出て、使用できる会議室に行きます。その会議室の電話機は、
電話機 Cとして指定されています。ユーザは電話機 Cをオフフックにし、1234をダイヤルし
て、パークされたコールを取得します。

5 システムによって電話機 Cと電話機 Bの間にコールが確立されます。

図 2：コールパークのプロセス

クラスタ間でのコールパークの使用

ユーザは、割り当てられたルートパターン（たとえば、クラスタ間トランクのルートパターンと

しての 80XX）とコールパーク番号（たとえば 8022）をダイヤルして、パークされたコールを別
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の Cisco Unified Communications Managerクラスタから取得できます。また、コーリングサーチ
スペースとパーティションが正しく設定されていることを確認してください。

Cisco Business Edition 5000システムの場合は、クラスタが 1台の Cisco Unified Communications
Managerサーバを構成します。

（注）

次の例を参照してください。

パークされたコールを別のクラスタから取得する例

ネットワークに 2つのクラスタ（クラスタAとクラスタB）があります。クラスタAにはユーザ
A1とユーザ A2がいます。クラスタ Bにはユーザ B1とユーザ B2がいます。

クラスタ Aには、81xxの範囲のコールパーク番号が設定されています。クラスタ Bには、82xx
の範囲のコールパーク番号が、管理者によって設定されています。

クラスタ Aには、他のクラスタのパーク範囲へのルートパターンとして 82xxが設定されていま
す（クラスタ Bへのルート）。クラスタ Bには、他のクラスタのパーク範囲へのルートパター
ンとして 81xxが設定されています（クラスタ Aへのルート）。

ユーザA1が 8101にコールをパークすると、ルートパターン設定により、クラスタAとクラスタ
B内のすべてのユーザ（正しいパーティションが設定されている）が、パークされたコールを取
得できます。ユーザB1が 8202にコールをパークすると、ルートパターン設定により、クラスタ
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Aとクラスタ B内のすべてのユーザ（正しいパーティションが設定されている）が、パークされ
たコールを取得できます。次の図を参照してください。

図 3：クラスタ間トランクによる、パークされたコールの取得

クラスタ全体でのコールパーク
Cisco Unified CMではクラスタ全体の設定でコールパークを有効にできます。この機能は次の 3
つの機能で構成されます。

• Cisco Unified CMクラスタ内のすべてのノードのパーク番号が、単一のエンティティ（クラ
スタ内の最も下位のアクティブノード）から割り振られるようになりました。このため、

Cisco Unified CMは [コールパーク番号の設定(Call Park Number Configuration)] Webページの
フィールドを無視します。

•単一のエンティティは、CiscoUnifiedCMがどの番号に割り当てられているかにかかわらず、
設定されているすべてのパーク番号のプールからパーク番号を割り振ります。

• Cisco Unified CMは、パーク側のコーリングサーチスペース（CSS）のパーティションの順
序を厳密に実行することにより、パーク番号を割り振ります。この更新により、管理者が理

解しやすい、予測可能な振る舞いが生まれました。
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•パークされるコール数の制限は、もう 1クラスタ当たり 100コールではありません。利用可
能なパーク番号の数とシステムリソースにより、パークされるコール数が決まります。

クラスタ全体のコールパークおよびソフトキー

着信側がコールをパークするためにCallParkソフトキーを押すと、CiscoUnifiedCMはパーク番号
を割り振るために次のアクションを実行します。

•クラスタ内の最も下位のアクティブノードが設定済みのすべてのパーク番号のプールを管理
します。

• Cisco Unified CMは、各パーティションを順番に検索して、パーク側の CSSのパーティショ
ンリストに利用可能なパーク番号がないか確認します。 Cisco Unified CMが番号を見つける
と、システムはその番号を割り振り、これに使用不可のマークを付けます。 If Cisco Unified
CMがどのパーティションにも利用可能な番号を見つけられなかった場合、コールパークの
試行は失敗します。

クラスタ全体のコールパークの動作

クラスタ全体のコールパークの場合、単一のクラスタ上に複数のロケーションをホストする集中

型の Cisco Unified CM配置（小売店や銀行の支店など）では、各ロケーションのパーク番号をそ
れらのロケーション専用のパーティションに置きます。この配置により、ある店舗の側が、別の

店舗でパークされたコールを取得するのを防ぐことができます。また、この新しいコールパーク

の動作では、管理者が各着信トランクまたはゲートウェイの CSSにパーク番号を置く必要がなく
なるため、この機能を管理する難しさが軽減されます。

最終的に、この動作はパーク番号の検索時に CSSのパーティションの順番に従います。これは、
『SRND』で説明されている Cisco Unified CMの他の機能の検索動作と一致します。

クラスタ全体でのコールパークの有効化

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択します。

ステップ 2 [サーバ(Server)]に任意のノードを選択し、サービスに [Cisco CallManager（アクティブ）(Cisco
CallManager (Active))]を選択します

ステップ 3 [詳細設定(Advanced)]ボタンを選択します
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ウィンドウに詳細サービスパラメータが表示されます

ステップ 4 [ClusterwideParameters (Feature -General)]セクションで、EnableClusterwideCallParkNumber/Ranges
サービスパラメータを [True]に設定します。

ステップ 5 すべての Cisco Unified CMサービスを再起動します

コールパークのシステム要件
コールパークが動作するには、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager

次の IP Phone（SCCPおよび SIP）は、[標準ユーザ(Standard User)]と [標準機能(Standard Feature)]
ソフトキーテンプレートの [パーク]ソフトキーでのコールパークをサポートしています。

• Cisco Unified IP Phone 6900（6901と 6911を除く）

• Cisco Unified IP Phone 7900（7921、7925、7935、7936、7937を除く）

• Cisco Unified IP Phone 8900

• Cisco Unified IP Phone 9900

コールパークは、プログラム可能な回線キー機能を使用して、任意の回線（回線 1を除く）
またはボタンで設定できます。

（注）

次の IPPhone（SCCPおよびSIP）は、電話ボタンテンプレートのコールパークボタンによるコー
ルパークをサポートしています。

• Cisco Unified IP Phone 6900（6901と 6911を除く）

• Cisco Unified IP Phone 7900（7906、7911、7921、7925、7935、7936、7937を除く）

• Cisco Unified IP Phone 8900

• Cisco Unified IP Phone 9900

インタラクションおよび制限事項
この項では、コールパークのインタラクションおよび制限事項について説明します。
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インタラクション

この項では、コールパークが Cisco Unified Communications Managerのアプリケーションと通信す
る方法およびコール処理について説明します。

CTI アプリケーション
CTIアプリケーションは、コールパーク DNのアクティビティの監視などのコールパーク機能に
アクセスします。コールパーク DNを監視するには、アプリケーションまたは CTIアプリケー
ションに関連付けられたエンドユーザを [標準 CTIコールパーク許可監視(Standard CTI Allow Call
Park Monitoring)]ユーザグループに追加する必要があります。

保留音

保留音を使用すると、ユーザは、ストリーミングソースから提供される音楽を使用して、コール

を保留にすることができます。保留音では、次の 2つのタイプの保留を使用できます。

•ユーザ保留：ユーザが保留ボタンまたは [保留]ソフトキーを押すと、システムによってこの
タイプの保留が呼び出されます。

•ネットワーク保留：ユーザが転送、会議、またはコールパーク機能をアクティブにすると、
このタイプの保留が自動的に呼び出されます。

ルートプランレポート

[ルートプランレポート(Rout Plan Report)]には、Cisco Unified Communications Managerで設定され
ているパターンと電話番号が示されます。コールパークに電話番号を割り当てる前に、ルート

プランレポートを使用して、パターンと電話番号の重複を検索します。『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

コーリングサーチスペースとパーティション

デバイスのコーリングサーチスペースに基づいてユーザによるコールパークへのアクセスを制

限するには、コールパーク電話番号または範囲をパーティションに割り当てます。『CiscoUnified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

即時転送

コールパークは即時転送（[即転送]ソフトキー）をサポートしています。たとえば、ユーザAが
ユーザ Bにコールし、ユーザ Bがコールをパークしたとします。ユーザ Bはコールを取得し、
[即転送]ソフトキーを押してそのコールをボイスメールメールボックスに送信しました。ユーザ
Aに、ユーザ Bのボイスメールメールボックスのグリーティングが再生されます。
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割り込み

次に、コールパークでの割り込みと C割り込みの違いについて説明します。

コールパークでの割り込み

発信先の電話機（割り込み先の電話機）がコールを制御します。割り込みの発信側は発信先の電

話機に「ピギーバッキング」します。割り込み中でも、共通機能のほとんどが発信先の電話機に

属しているので、割り込みの発信側は機能を利用できません。発信先がコールをパークした場

合、割り込みの発信側はそのコール（割り込み）をリリースする必要があります。

コールパークでの C 割り込み

割り込みの発信先と発信側はピアとして動作します。 C割り込み機能は会議ブリッジを使用し、
それをミートミー会議のように動作させます。両方の電話機（割り込みの発信先と発信側）がそ

れぞれの機能を完全に利用できます。

ダイレクトコールパーク

ダイレクトコールパークとコールパーク用 [パーク]ソフトキーは同時に設定しないことをお勧
めしますが、両方を設定する可能性もあります。両方を設定する場合、コールパークとダイレク

トコールパークの番号が重複しないことを確認してください。

Q.SIG クラスタ間トランク
ユーザが QSIGクラスタ間トランクまたは QSIGゲートウェイトランクを越えてコールをパーク
すると、パークされた発信側（parkee）にパーク先番号メッセージが表示されません。電話機に
は、パーク前に接続された番号が表示されたままです。コールはパークされ、コールをパークし

たユーザはコールを取得できます。パークされた状態からコールが取得されると、コールは継続

しますが、パークされた発信側には新しく接続された番号が表示されません。

制限事項

コールパークには、次の制限事項があります。

• Cisco Unified Communications Managerが、各コールパーク内線番号でパークできるコールは
1つだけです。

•各コールパーク電話番号、パーティション、および範囲が Cisco Unified Communications
Manager内で固有であることを確認してください。

•複数ノードにわたる共有回線デバイスの場合、回線は、デバイスが最初に登録されたノード
に登録されます。たとえば、subscriber2からのデバイスが最初に登録され、回線が subscriber2
およびパブリッシャサーバで作成された場合、回線は subscriber2に属します。各ノードは、
コールパーク番号で設定する必要があります。
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•フェールオーバー/フォールバックを行うには、パブリッシャサーバと加入者ノードでコー
ルパーク番号を設定します。この設定を使用すると、プライマリノードがダウンした場合

でも、回線/デバイスの割り当てがセカンダリノードに変更され、セカンダリノードのコー
ルパーク番号が使用されます。

•デバイスを登録する各 Cisco Unified Communications Managerには、固有のコールパーク電話
番号と範囲が必要です。

• Cisco Unified Communications Managerの管理機能は、コールパークの設定に使用するコール
パーク番号または範囲を検証しません。無効な番号または範囲、および範囲が重複する可能

性を特定するには、Cisco Unified Communications Manager Dialed Number Analyzerツールを使
用します。

• [サーバの設定(Server Configuration)]ウィンドウ（[システム(System)] > [サーバ(Server)]）で削
除中のノードの Cisco Unified Communications Managerに対してコールパーク番号が設定され
ると、サーバの削除は失敗します。ノードを削除するには、事前に Cisco Unified
Communications Managerの管理ページでコールパーク番号を削除する必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerの管理機能は、Call Park Reversion Timerに入力された
値が Call Park Display Timerに入力された値より小さいかどうかをチェックしません。 Call
Park Reversion Timerに入力した値がCall Park Display Timerの値より小さい場合、コールパー
ク番号は電話機に表示されません。

設定の詳細については、コールパーク番号の設定, （160ページ）を参照してください。

コールパークのインストールとアクティブ化
システム機能のコールパークは、Cisco Unified Communications Managerソフトウェアに標準で備
わっています。この機能は、特にインストールする必要はありません。

コールパークの設定
この項の内容は次のとおりです。

コールパークを設定する前に、コールパークの設定に関する情報を参照してください。ヒント

関連トピック

コールパークの設定, （148ページ）
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コールパークのサービスパラメータの設定

CiscoUnified CommunicationsManagerには、コールパーク用に、Call Park Display TimerとCall Park
Reversion Timerという 2つのクラスタ全体のサービスパラメータが用意されています。各サービ
スパラメータではデフォルトが設定されているので、特別な設定は必要ありません。

• Call Park Display Timer：デフォルトは 10秒です。このパラメータは、コールをパークした
電話機にコールパーク番号を表示する時間の長さを指定します。このタイマーは、Cisco
CallManagerサービスとコールパークが設定されたクラスタ内の各サーバに対して設定しま
す。

• Call Park Reversion Timer：デフォルトは 60秒です。このパラメータは、コールのパーク状
態を継続する時間を指定します。このタイマーは、CiscoCallManagerサービスとコールパー
クが設定されたクラスタ内の各サーバに対して設定します。このタイマーが時間切れになる

と、パークされたコールは、コールをパークしたデバイスに戻ります。ハントグループメ

ンバがハントパイロット経由で着信したコールをパークした場合は、CallParkReversionTimer
が時間切れになったときにコールがハントパイロットに戻されます。

手順

ステップ 1 タイマーを設定するには、[システム(System)] > [サービスパラメータ(ServiceParameters)]を選択し
ます。

ステップ 2 Call Park Display Timerを更新します。

ステップ 3 [Clusterwide Parameters (Feature-General)]ペインの Call Park Reversion Timerフィールドを更新しま
す。

コールパーク番号の検索

ネットワーク上には複数のコールパーク番号が存在する場合があります。Cisco Unified
CommunicationsManagerでは、特定の条件に基づいて、特定のコールパーク番号を検索できます。
コールパーク番号を検索するには、次の手順を実行します。

ブラウザセッションでの作業中は、コールパーク番号の検索プリファレンスがCisco Unified
Communications Managerの管理ページに保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメ
ニュー項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、コールパーク番

号の検索プリファレンスはCisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで保持されてい
ます。

（注）
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手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [コールパーク(Call Park)]を選択します。
[コールパーク番号の検索/一覧表示(Find and List Call Park Numbers)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し、

ダイレクトコールパーク番号の検索, （172ページ）に進みます。
レコードをフィルタまたは検索する手順は、次のとおりです。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除す

るには、[–]ボタンをクリックして、最後に追加した条件を削除するか、[フィルタの
クリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加した検索条件をすべて削除します。

（注）

ステップ 3 [検索(Find)]をクリックします。
すべてのレコードまたは一致するレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(RowsperPage)]
ドロップダウンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更で

きます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

コールパーク番号の設定

この項では、1つのコールパーク内線番号またはコールパーク内線番号の範囲を追加、コピー、
および更新する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [コールパーク(Call Park)]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 新しいコールパーク番号を追加するには、[新規追加(Add New)]をクリックします。
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b) コールパーク番号をコピーするには、コールパーク番号または番号の範囲を検索して、[コ
ピー(Copy)]アイコンをクリックします。

c) コールパーク番号を更新するには、コールパーク番号または番号の範囲を検索します。
[コールパーク番号の設定(Call Park Number Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切なコールパーク設定値を入力するか更新します。

ステップ 4 新規コールパーク番号または変更されたコールパーク番号をデータベースに保存するには、[保
存(Save)]をクリックします。

関連トピック

コールパークの設定, （161ページ）
コールパーク番号の検索, （159ページ）

コールパークの設定

コールパーク機能を使用すると、コールを保留にし、Cisco Unified Communications Managerシス
テム内の別の電話機（たとえば、別のオフィスや会議室の電話機）からそのコールに応答するこ

とができます。電話機でアクティブなコールを受けているときに、[パーク]ソフトキーまたはコー
ルパークボタンを押して、そのコールをコールパーク内線番号にパークすることができます。

システム内の別の電話機から誰かがそのコールパーク内線番号をダイヤルすると、そのパークさ

れているコールを取得できます。

コールパーク内線番号として、1つの電話番号またはある範囲の電話番号を定義できます。各
コールパーク内線番号でパークできるコールは 1つだけです。

次の表に、コールパークの設定項目を示します。
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表 17：コールパークの設定項目

説明フィールド

コールパーク内線番号を入力します。数字列またはワイルドカー

ド文字X（システムでは 1つまたは 2つのXを使用できます）を入
力できます。たとえば、5555を入力すると 1つのコールパーク内
線番号 5555が定義され、55XXを入力すると 5500～ 5599のコール
パーク内線番号の範囲が定義されます。

1つのコールパーク範囲の定義で、最大100のコールパー
ク番号を作成できます。コールパーク番号は固有の番号

にしてください。

（注）

Cisco Unified Communications Managerサーバ間でコール
パーク番号が重複することがないようにしてください。

各 Cisco Unified Communications Managerサーバの番号範
囲は固有である必要があります。

（注）

コールパーク範囲は、コールの発信元のサーバが記載さ

れたリストから選択します。たとえば、電話機 A（ノー
ド Aに登録）が電話機 B（ノード Bに登録）にコール
し、電話機 Bのユーザが [パーク(Park)]を押した場合、
電話機 Bではノード Aに存在する CSSのコールパーク
範囲が必要になります。マルチノード環境では、電話お

よびゲートウェイがさまざまなノードと通信し、発信元の

サーバを問わずコールのパークが必要になる場合があるた

め、電話機にはすべてのサーバからのコールパーク範囲

が含まれている CSSが必要です。

（注）

[コールパーク番号/範囲
(Call Park Number/Range)]

このコールパーク番号に簡単な説明を付けます。説明には、任意

の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセ
ント記号（%）、アンパサンド（&）、または山カッコ（<>）は使
用できません。

説明

パーティションを使用してコールパーク番号へのアクセスを制限す

る場合は、ドロップダウンリストボックスから希望のパーティショ

ンを選択します。コールパーク番号へのアクセスを制限しない場

合は、パーティションに [<なし>(<None>)]を選択します。

多数のパーティションが設定されている場合のパーティションの検

索手順については、『Cisco Unified Communications Managerアドミ
ニストレーションガイド』のパーティションの検索に関するトピッ

クを参照してください。

コールパーク内線番号とパーティションの組み合わせが、

CiscoUnified CommunicationsManager内で固有であること
を確認してください。

（注）

パーティション
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスを使用して、コールパーク番号が

適用される Cisco Unified Communications Managerを選択します。

1つのコールパーク範囲の定義で、最大100のコールパー
ク番号を作成できます。コールパーク番号は固有の番号

にしてください。

（注）

Cisco Unified Communications Managerサーバ間でコール
パーク番号が重複することがないようにしてください。

各 Cisco Unified Communications Managerサーバの番号範
囲は固有である必要があります。

（注）

コールパーク範囲は、コールの発信元のサーバが記載さ

れたリストから選択します。たとえば、電話機 A（ノー
ド Aに登録）が電話機 B（ノード Bに登録）にコール
し、電話機Bのユーザが [パーク(Park)]を押した場合、電
話機BではノードAに存在するCSSのコールパーク範囲
が必要になります。さまざまなノードと通話する電話と

ゲートウェイからなるマルチノード環境では、発信元の

サーバを問わずコールのパークが必要になる場合があるた

め、電話機にはすべてのサーバからのコールパーク範囲

が含まれている CSSが必要です。

（注）

Cisco Unified
Communications Manager

コールパーク番号の削除

この項では、Cisco Unified Communications Managerデータベースからコールパーク番号を削除す
る方法について説明します。

手順

ステップ 1 コールパーク番号の検索,（159ページ）の手順を実行して、コールパーク番号またはコールパー
ク番号の範囲を検索します。

ステップ 2 削除するコールパーク番号またはコールパーク番号の範囲をクリックします。

ステップ 3 [削除(Delete)]をクリックします。
該当するコールパーク番号の横にあるチェックボックスをオンにして [選択項目の削除
(Delete Selected)]をクリックすることによって、[コールパーク番号の検索/一覧表示(Find
and List Call Park Numbers)]ウィンドウから複数のコールパーク番号を削除できます。
[すべて選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックす
ると、ウィンドウ内のすべてのコールパーク番号を削除できます。

（注）
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パークモニタリング（Cisco Unified IP Phone 8961、9951、
および 9971）

パークモニタリングがサポートされるのは、CiscoUnified IP Phone 8961、9951または 9971（SIP）
でコールをパークする場合だけです。パークモニタリングでは、パークされたコールのステータ

スを監視します。パークされたコールが取得されるまで、またはパークされた発信側によって終

了されるまで、パークモニタリングコールバブルはクリアされません。このようなパークされ

たコールは、パークを行った電話機で同じコールバブルを使用して取得できます。

コールパーク番号および設定項目の設定手順は、他の電話機モデルの場合と同じです。（注）

パークモニタリングのサービスパラメータの設定

Cisco Unified Communications Managerではパークモニタリング用に、クラスタ全体に対応する 3
種類のタイマーのサービスパラメータが提供されます。Park Monitoring Reversion Timer（パーク
モニタリング復帰タイマー）、Park Monitoring Periodic Reversion Timer（パークモニタリング定
期復帰タイマー）、および Park Monitoring Forward No Retrieve Timer（未取得時のパークモニタ
リング転送タイマー）です。各サービスパラメータではデフォルトが設定されているので、特別

な設定は必要ありません。これらのタイマーパラメータは、パークモニタリングにのみ適用さ

れます。Call Park Display Timerと Call Park Reversion Timerは、パークモニタリングには使用され
ません。このタイマーは、Cisco CallManagerサービスとコールパークが設定されたクラスタ内の
各サーバに対して設定します。

これらのパラメータについては、次の表を参照してください。
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表 18：パークモニタリングのサービスパラメータ

説明フィールド

デフォルト値は 60秒です。このパラメータは、ユーザがパークしたコー
ルを取得するようにユーザに求めるまで、Cisco Unified Communications
Managerが待機する秒数を決定します。このタイマーはユーザが電話の
[パーク]ソフトキーを押すと起動し、タイマーの期限が切れるとリマイン
ダが発行されます。

このサービスパラメータに指定した値は、[パークモニタリング(Park
Monitoring)]セクションの [電話番号の設定(DirectoryNumber Configuration)]
ウィンドウ（[コールルーティング(Call Routing)] > [電話番号(Directory
Number)]）で、回線ごとにオーバーライドできます。値0を指定すると、
Park Monitoring Periodic Reversion Timerサービスパラメータに指定した定
期復帰期間がただちに使用されます。たとえば、このパラメータが 0に
設定され、ParkMonitoring Periodic Reversion Timerが 15に設定されている
場合、パークされたコールに関するプロンプトがユーザにただちに表示さ

れ、その後 Park Monitoring Forward No Retrieve Timerが時間切れになるま
で 15秒ごとにプロンプトが表示されます。

Park Monitoring
Reversion Timer

デフォルト値は 30秒です。このパラメータは、Cisco Unified
CommunicationsManagerが、コールがパークされていることをユーザに再
通知するまでに待機する間隔（秒）を決定します。ユーザは、プロンプ

トが表示されている間にオフフックにするだけで、パークされたコールに

接続できます。CiscoUnified CommunicationsManagerは、コールのパーク
状態が続いている間は、Park Monitoring Forward No Retrieve Timerに指定
した時間まで、パークされたコールに関するプロンプトをユーザに表示し

続けます。パークされたコールに関する定期的なプロンプトを無効にす

るには、値 0を指定します。

Park Monitoring
Periodic Reversion
Timer

デフォルト値は 300秒です。このパラメータによって、パークアラート
通知が発生する秒数が決定されます。アラート通知後に、パークされた

コールが、パーク元の [電話番号の設定(Directory Number Configuration)]
ウィンドウで指定したパークモニタリング転送未取得時の接続先に転送

されます（CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで転送先を
指定していない場合、コールはコールをパークした回線に戻ります）。こ

のパラメータは、ParkMonitoring Reversion Timerの期限が切れると、開始
されます。 Park Monitoring Forward No Retrieve Timerの期限が切れると、
コールはパークから削除され、指定した宛先に転送されるか、パーク元の

回線に戻されます。

Park Monitoring
Forward No Retrieve
Timer
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タイマーを設定するには、[システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選
択し、[Clusterwide Parameters(Feature - General)]ペインの [ParkMonitoring Reversion Timer]フィー
ルド、[Park Monitoring Periodic Reversion Timer]フィールド、および [Park Monitoring Forward
No Retrieve Timer]フィールドを更新します。

（注）

[電話番号の設定(Directory Number Configuration)] ウィンドウでのパーク
モニタリングパラメータの設定

[電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウ（[コールルーティング(Call Routing)]
> [電話番号(Directory Number)]）には、[パークモニタリング(Park Monitoring)]と呼ばれる領域が
あります。この領域で、次の表に示す 3つのパラメータを設定できます。

表 19：[電話番号の設定(Directory Number Configuration)] ウィンドウでのパークモニタリングパラメータ

説明フィールド

パークされた発信側が外部のユーザである場合、コールは、パーク元の

[パークモニタリング転送非取得時の接続先(外部)(ParkMonitoringForward
No Retrieve Destination External)]フィールドで指定した宛先に転送されま
す。 [パークモニタリング転送非取得時の接続先(外部)(Park Monitoring
ForwardNoRetrieveDestinationExternal)]フィールドの値が空の場合、パー
クされた発信側はパーク元の回線にリダイレクトされます。

[パークモニタリング
転送非取得時の接続先

(外部)(Park Monitoring
Forward No Retrieve
Destination External)]

パークされた発信側が内部のユーザである場合、コールは、パーク元の

[パークモニタリング転送非取得時の接続先(内部)(ParkMonitoringForward
No Retrieve Destination Internal)]フィールドで指定した宛先に転送されま
す。 [パークモニタリング転送非取得時の接続先(内部)(Park Monitoring
ForwardNoRetrieveDestination Internal)]フィールドが空である場合、パー
クされた発信側はパーク元の回線に転送されます。

[パークモニタリング
転送非取得時の接続先

(内部)(Park Monitoring
Forward No Retrieve
Destination Internal)]

このパラメータは、ユーザがパークしたコールを取得するようにユーザ

に求めるまで、Cisco Unified Communications Managerが待機する秒数を
決定します。このタイマーはユーザが電話の [パーク]ソフトキーを押す
と起動し、タイマーの期限が切れるとリマインダが発行されます。

デフォルト：60秒

ゼロ以外の値を設定すると、その値によって、[サービスパラ
メータ(Service Parameters)]ウィンドウで設定したこのパラメー
タの値がオーバーライドされます。一方、ここに値として 0
を設定すると、[サービスパラメータ(Service Parameters)]ウィ
ンドウの値が使用されます。

（注）

Park Monitoring
Reversion Timer
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[ハントパイロットの設定(Hunt Pilot Configuration)] ウィンドウでのパー
クモニタリングパラメータの設定

ハントリスト経由でルーティングされたコールがパークされた場合、Park Monitoring Forward No
Retrieve Timerが期限切れになったときに、Hunt Pilot ParkMonitoring ForwardNoRetrieveDestination
パラメータ値が使用されます（この値がブランクの場合を除く）。この値は [ハントパイロット
の設定(Hunt Pilot Configuration)]ウィンドウ（[コールルーティング(Call Routing)] > [ルート/ハント
(Route/Hunt)] > [ハントパイロット(Hunt Pilot)]）で設定します。 Hunt Pilot Park Monitoring Forward
No Retrieve Destinationパラメータ値がブランクの場合、Park Monitoring Forward No Retrieve Timer
が期限切れになったときに、[電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウで設定
された宛先にコールが転送されます。

ダイレクトコールパーク機能
ダイレクトコールパークは、ユーザが選択し、待機状態になっているダイレクトコールパーク

番号に対して、ユーザがコールを転送できる機能です。ダイレクトコールパーク番号は、Cisco
Unified CommunicationsManagerの [ダイレクトコールパークの設定(Directed Call Park Configuration)]
ウィンドウで設定します。設定したダイレクトコールパーク番号は、クラスタ全体で使用可能

です。ダイレクトコールパークのビジーランプフィールド（BLF）をサポートする電話機は、
指定したダイレクトコールパーク番号が、ビジーステータスかアイドルステータスかを監視す

るように設定できます。また、ユーザは BLFを使用してダイレクトコールパーク番号をスピー
ドダイヤルで発信することもできます。BLFをサポートしている電話機モデルのリストについて
は、インタラクションおよび制限事項, （169ページ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerが、各ダイレクトコールパーク番号でパークできるコール
は 1つだけです。パークされたコールを取得するには、ユーザは、設定された取得用プレフィッ
クスをダイヤルしてから、コールがパークされているダイレクトコールパーク番号をダイヤルす

る必要があります。取得用プレフィックスは、[ダイレクトコールパークの設定(Directed Call Park
Configuration)]ウィンドウで設定します。

コール取得の例

次の例では、CiscoUnified IP Phone（SCCP）の場合のみの、ダイレクトコールパーク機能の使用
方法とパークされたコールの取得方法を示します。

1 ユーザ A1および A2がコールで接続されます。

2 コールをパークするには、A1は [転送]ソフトキー（または、使用可能であれば [転送]ボタ
ン）を押し、ダイレクトコールパーク番号（たとえば）80をダイヤルするか、ダイレクト
コールパーク番号 80の BLFボタン（電話機モデルが BLFボタンをサポートしている場合）
を押します。
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3 A1は、[転送]ソフトキー（または [転送]ボタン）をもう一度押すか、またはオンフックにし
て、ダイレクトコールパーク転送を完了します。この操作によって、A2はダイレクトコー
ルパーク番号 80にパークされます。

Transfer On-hook Enabledサービスパラメータが [True]に設定されている場合は、[転送]ソフト
キー（または [転送]ボタン）をもう一度押すのではなく、オンフックにするだけで転送を完了
できます。『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』を参照してください。

（注）

4 正しく設定されたパーティションとコーリングサーチスペースを備える任意の電話機から、

ユーザ B1は、ダイレクトコールパークプレフィックス（たとえば 21）をダイヤルしてから
ダイレクトコールパーク番号 80をダイヤルし、コールを取得します。 B1は A2に接続しま
す。

コールが取得されない例

次の例では、パークされたコールを取得せず、復帰番号へ戻す場合のダイレクトコールパーク機

能の使用方法を示します。この例ではCiscoUnified IP Phone（SCCP）の場合のみでのこの機能の
動作を説明します。

1 ユーザ A1および A2がコールで接続されます。

2 コールをパークするには、A1は [転送]ソフトキー（または、使用可能であれば [転送]ボタ
ン）を押し、ダイレクトコールパーク番号（たとえば）80をダイヤルするか、ダイレクト
コールパーク番号 80の BLFボタン（電話機モデルが BLFボタンをサポートしている場合）
を押します。

3 A1は、[転送]ソフトキー（または [転送]ボタン）をもう一度押すか、またはオンフックにし
て、ダイレクトコールパーク転送を完了します。この操作によって、A2はダイレクトコー
ルパーク番号 80にパークされます。

Transfer On-hook Enabledサービスパラメータが [True]に設定されている場合は、[転送]ソフト
キー（または [転送]ボタン）をもう一度押すのではなく、オンフックにするだけで転送を完了
できます。『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』を参照してください。

（注）

4 Call ParkReversion Timer（サービスパラメータ）が時間切れになる前に、コールが取得される
ことはありません。

5 A2は設定された復帰番号を復元します。

ダイレクトコールパークのシステム要件
ダイレクトコールパークが動作するには、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。
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• Cisco Unified Communications Manager

ユーザは、転送を実行できる電話機からダイレクトコールパークを使用して、コールをパークお

よび取得できます。 Cisco VG248 Analog Phone Gatewayもダイレクトコールパークをサポートし
ています。

次の IP Phone（SCCPおよび SIP）は、ダイレクトコールパーク BLFをサポートします。

• Cisco Unified IP Phone 6900シリーズ（6901と 6911を除く）

• Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ（7906、7911、7936、7937を除く）

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7925

• Cisco Unified IP Phone拡張モジュール（7914、7915、7916）

• Cisco Unified IP Color Key拡張モジュール

• Cisco Unified IP Phone 8900シリーズ

• Cisco Unified IP Phone 9900シリーズ

SCCPを実行する次の電話機は、ダイレクトコールパーク BLFをサポートしています。

• Cisco Unified IP Phone（7940、7960）

インタラクションおよび制限事項
この項では、ダイレクトコールパークのインタラクションおよび制限事項について説明します。

インタラクション

この項では、ダイレクトコールパークが Cisco Unified Communications Managerのアプリケーショ
ンと通信する方法およびコール処理機能について説明します。

保留音

保留音を使用すると、ユーザは、ストリーミングソースから提供される音楽を使用して、コール

を保留にすることができます。保留音では、次の 2つのタイプの保留を使用できます。

•ユーザ保留：ユーザが保留ボタンまたは [保留]ソフトキーを押すと、システムによってこの
タイプの保留が呼び出されます。

•ネットワーク保留：ユーザが転送、会議、またはコールパーク機能をアクティブにすると、
このタイプの保留が自動的に呼び出されます。ダイレクトコールパークは転送機能である

ため、この保留のタイプはダイレクトコールパークに適用されます。ただし、ダイレクト

コールパークではオーディオソースに対して Call Managerサービスパラメータの Default
Network Hold MOH Audio Sourceを使用します。
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ルートプランレポート

[ルートプランレポート(Rout Plan Report)]には、Cisco Unified Communications Managerで設定され
ているパターンと電話番号が示されます。ダイレクトコールパークに電話番号を割り当てる前

に、[ルートプランレポート(RoutPlanReport)]を使用して、パターンと電話番号の重複を検索しま
す。『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してくださ
い。

コーリングサーチスペースとパーティション

デバイスのコーリングサーチスペースに基づいてユーザによるダイレクトコールパークへのア

クセスを制限するには、ダイレクトコールパーク電話番号または範囲をパーティションに割り当

てます。『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してく
ださい。

関連トピック

コールパーク, （171ページ）

即時転送

ダイレクトコールパークは即時転送（[即転送]ソフトキー）をサポートしています。たとえば、
ユーザ Aがユーザ Bにコールし、ユーザ Bがコールをパークしたとします。ユーザ Bはコール
を取得し、[即転送]ソフトキーを押してそのコールをボイスメールメールボックスに送信しまし
た。ユーザ Aに、ユーザ Bのボイスメールメールボックスのグリーティングが再生されます。

割り込み

次に、ダイレクトコールパークでの割り込みと C割り込みの違いについて説明します。

ダイレクトコールパークでの割り込み

発信先の電話機（割り込み先の電話機）がコールを制御します。割り込みの発信側は発信先の電

話機に「ピギーバッキング」します。割り込み中でも、共通機能のほとんどが発信先の電話機に

属しているので、割り込みの発信側は機能を利用できません。ダイレクトコールパークを使用

して発信先がコールをパークした場合、割り込みの発信側はそのコール（割り込み）をリリース

する必要があります。

ダイレクトコールパークでの C 割り込み

割り込みの発信先と発信側はピアとして動作します。 C割り込み機能は会議ブリッジを使用し、
それをミートミー会議のように動作させます。両方の電話機（割り込みの発信先と発信側）がそ

れぞれの機能を完全に保持できます。
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コールパーク

ダイレクトコールパークとコールパーク用 [パーク]ソフトキーは同時に設定しないことをお勧
めしますが、両方を設定する可能性もあります。両方を設定する場合、コールパークとダイレク

トコールパークの番号が重複しないことを確認してください。

ダイレクトコールパーク機能を使用してパークされた発信者（parkee）は、パークされている間
は標準のコールパーク機能を使用できません。

制限事項

ダイレクトコールパークには、次の制限事項があります。

• Cisco Unified Communications Managerが、各ダイレクトコールパーク番号でパークできる
コールは 1つだけです。

•各ダイレクトコールパーク電話番号、パーティション、および範囲が Cisco Unified
Communications Manager内で固有であることを確認してください。 [パーク]ソフトキーもア
クティブになっている場合（推奨されていません）、コールパーク番号とダイレクトコー

ルパーク番号の間で重複がないことを確認してください。

•ダイレクトコールパーク機能を使用してパークされた発信者（parkee）は、パークされてい
る間は標準のコールパーク機能を使用できません。

•ダイレクトコールパークBLFは、ダイレクトコールパーク番号の範囲を監視できません。
ダイレクトコールパーク BLFを使用してユーザが監視できるのは、個々のダイレクトコー
ルパーク番号だけです。たとえば、ダイレクトコールパーク番号の範囲8Xを設定しても、
ダイレクトコールパークBLFを使用して80～89の範囲全体を監視することはできません。

•デバイスが（BLFボタンを使用して）監視するように設定されているダイレクトコールパー
ク番号は削除できません。ダイレクトコールパーク番号または範囲は使用中で削除できな

いことを示すメッセージが表示されます。番号を使用しているデバイスを判別するには、[ダ
イレクトコールパークの設定(Directed Call Park Configuration)]ウィンドウにある [依存関係レ
コード(Dependency Records)]リンクをクリックします。

•復帰番号が設定されていない場合、Call Park Reversion Timerが時間切れになった後、コール
は parker（パーク側）に戻されます。 SIPを実行する電話機用のダイレクトコールパーク
は、ビジーランプフィールド（BLF）とパークコードへのコール転送を組み合わせたもの
として設計されています。転送機能は、SCCPを実行する電話機の転送機能と同じです。SIP
を実行する電話機用のダイレクトコールパークには、次の制限事項があります。

◦ダイレクトコールパークは、SIPを実行する Cisco Unified IP Phone 7940および 7960の
[転送]ソフトキーを使用して呼び出されます。

◦ SIPを実行する Cisco Unified IP Phone 7940および 7960でブラインド転送のソフトキー
が使用された場合、ダイレクトコールパークはサポートされません。

◦ SIPを実行する Cisco Unified IP Phone 7940および 7960と、SIPを実行するサードパー
ティの電話機では、ダイレクトコールパーク BLFはサポートされません。
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関連トピック

ダイレクトコールパーク番号の設定, （173ページ）

ダイレクトコールパークのインストールとアクティブ化
システム機能のダイレクトコールパークは、Cisco Unified Communications Managerソフトウェア
に標準で備わっています。転送を実行できる電話機であれば、ダイレクトコールパークを使用

できます。この機能は、特にインストールする必要はありません。コールパークまたはダイレ

クトコールパークのいずれか一方を設定する（両方を設定しない）ことをお勧めします。両方

を設定する場合、ダイレクトコールパークとコールパークの番号が重複しないことを確認して

ください。

ダイレクトコールパークの設定
この項では、ダイレクトコールパークの設定について説明しています。

ダイレクトコールパークを設定する前に、ダイレクトコールパークの設定に関する情報を参

照してください。

ヒント

関連トピック

ダイレクトコールパークの設定, （149ページ）

ダイレクトコールパークのサービスパラメータの設定

Call Park Reversion Timerのクラスタ全体のサービスパラメータは、ダイレクトコールパークに
影響を与えます。このパラメータは、コールのパーク状態を継続する時間を指定します。デフォ

ルトは 60秒です。このタイマーが時間切れになると、パークされたコールは、[ダイレクトコー
ルパークの設定(DirectedCall ParkConfiguration)]ウィンドウの設定に応じて、コールをパークした
デバイスまたは別の指定された番号に戻されます。

ダイレクトコールパーク番号の検索

ネットワーク上には複数のダイレクトコールパーク番号が存在する場合があります。CiscoUnified
Communications Managerでは、特定の条件に基づいて、特定のダイレクトコールパーク番号を検
索できます。ダイレクトコールパーク番号を検索するには、次の手順を実行します。
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ブラウザセッションでの作業中は、ダイレクトコールパーク番号の検索プリファレンスが

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページに保持されます。他のメニュー項目に移動
してこのメニュー項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、ダイレ

クトコールパーク番号の検索プリファレンスは Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで保持されています。

（注）

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [ダイレクトコールパーク(Directed Call Park)]を選択します。
[ダイレクトコールパークの検索/一覧表示(Find and List Directed Call Parks)]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 2 レコードをフィルタまたは検索する手順は、次のとおりです。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除す

るには、[–]ボタンをクリックして、最後に追加した条件を削除するか、[フィルタの
クリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加した検索条件をすべて削除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
すべてのレコードまたは一致するレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(RowsperPage)]
ドロップダウンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更で

きます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

ダイレクトコールパーク番号の設定

この項では、1つのダイレクトコールパーク内線番号またはダイレクトコールパーク内線番号
の範囲を追加、コピー、および更新する方法について説明します。
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手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [ダイレクトコールパーク(Directed Call Park)]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 新しいダイレクトコールパーク番号を追加するには、[新規追加(Add New)]をクリックしま
す。

b) ダイレクトコールパーク番号をコピーするには、ダイレクトコールパーク番号または番号の
範囲を検索して、[コピー(Copy)]アイコンをクリックします。

c) ダイレクトコールパーク番号を更新するには、ダイレクトコールパーク番号または番号の範
囲を検索します。

[ダイレクトコールパーク番号の設定(Directed Call Park Number Configuration)]ウィンドウが表
示されます。

ステップ 3 適切なダイレクトコールパーク設定値を入力するか更新します。

ステップ 4 新規コールパーク番号または変更されたコールパーク番号をデータベースに保存するには、[保
存(Save)]をクリックします。

ダイレクトコールパーク番号を更新した場合、その番号でパークされたコールがCisco
Unified CommunicationsManagerによって戻されるのは、Call Park Reversion Timerが時間
切れになった後だけです。

（注）

ダイレクトコールパーク番号または範囲を変更するたびに、BLFを使用してそれらの
ダイレクトコールパーク番号を監視するように設定されているデバイスを再起動して、

表示を修正する必要があります。変更通知により、ダイレクトコールパーク番号の変

更が検出されると、影響を受けるデバイスは自動的に再起動します。 [ダイレクトコー
ルパークの設定(Directed Call Park Configuration)]ウィンドウの [複数のデバイスの再起動
(Restart Devices)]ボタンを使用することもできます。

（注）

関連トピック

ダイレクトコールパークの設定, （174ページ）
ダイレクトコールパーク番号の検索, （172ページ）

ダイレクトコールパークの設定

ダイレクトコールパークは、ユーザが選択し、待機状態になっているダイレクトコールパーク

番号に対して、ユーザがコールを転送できる機能です。ダイレクトコールパーク番号は、Cisco
Unified CommunicationsManagerの [ダイレクトコールパークの設定(Directed Call Park Configuration)]
ウィンドウで設定します。設定したダイレクトコールパーク番号は、クラスタ全体で使用可能

です。ダイレクトコールパークのビジーランプフィールド（BLF）をサポートする電話機は、
指定したダイレクトコールパーク番号が、ビジーステータスかアイドルステータスかを監視す

るように設定できます。また、ユーザは BLFを使用してダイレクトコールパーク番号をスピー
ドダイヤルで発信することもできます。
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Cisco Unified Communications Managerが、各ダイレクトコールパーク番号でパークできるコール
は 1つだけです。パークされたコールを取得するには、ユーザは、設定された取得用プレフィッ
クスをダイヤルしてから、コールがパークされているダイレクトコールパーク番号をダイヤルす

る必要があります。取得用プレフィックスは、[ダイレクトコールパークの設定(Directed Call Park
Configuration)]ウィンドウで設定します。

次の表は、ダイレクトコールパークを設定するためのチェックリストを示しています。

表 20：ダイレクトコールパークの設定項目

説明フィールド

ダイレクトコールパーク番号を入力します。数字列またはワイルド

カード文字 X（システムでは 1つまたは 2つの Xを使用できます）を
入力できます。たとえば、5555を入力すると 1つのコールパーク番号
5555が定義され、55XXを入力すると 5500～ 5599のダイレクトコー
ルパーク内線番号の範囲が定義されます。ダイレクトコールパーク番

号が固有の番号であり、コールパーク番号と重複しないことを確認し

てください。

番号

このダイレクトコールパーク番号または範囲に簡単な説明を付けます。

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符
（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、または山カッコ
（<>）は使用できません。

説明

パーティションを使用してダイレクトコールパーク番号へのアクセス

を制限する場合は、ドロップダウンリストボックスから希望のパーティ

ションを選択します。ダイレクトコールパーク番号へのアクセスを制

限しない場合は、パーティションをデフォルトの [<なし>(<None>)]の
ままにしておきます。

多数のパーティションが設定されている場合のパーティションの検索手

順については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニスト
レーションガイド』を参照してください。

ダイレクトコールパーク番号とパーティションの組み合わせ

が、CiscoUnified CommunicationsManager内で固有であること
を確認してください。

（注）

パーティション

パークされているコールが取得されない場合にそのコールを戻す番号を

入力するか、このフィールドを空白にしておきます。

復帰番号は、数字だけで構成されます。ワイルドカードは使

用できません。

（注）

[復帰番号(Reversion
Number)]

ドロップダウンリストボックスを使用してコーリングサーチスペース

を選択するか、コーリングサーチスペースをデフォルトの [<なし
>(<None>)]のままにしておきます。

[復帰コーリングサーチ
スペース(Reversion
Calling Search Space)]
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説明フィールド

この必須フィールドにはパークされたコールを取得するためのプレフィッ

クスを入力します。パークされたコールを取得する試行とダイレクト

パークを開始する試行を区別するための取得用プレフィックスが必要で

す。

[取得用プレフィックス
(Retrieval Prefix)]

ダイレクトコールパーク番号を変更するたびに、ダイレクトコールBLFを使用してそれらの
ダイレクトコールパーク番号を監視するように設定されているデバイスを再起動して、表示

を修正する必要があります。変更通知により、ダイレクトコールパーク番号の変更が検出さ

れると、影響を受けるデバイスは自動的に再起動します。 [ダイレクトコールパークの設定
(Directed Call Park Configuration)]ウィンドウの [複数のデバイスの再起動(Restart Devices)]ボタ
ンを使用することもできます。

（注）

関連トピック

インタラクションおよび制限事項, （169ページ）
ダイレクトコールパーク機能, （167ページ）
ダイレクトコールパークの設定, （174ページ）

BLF/ダイレクトコールパークボタンの設定
BLF/ダイレクトコールパークボタンを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで BLF/ダイレクトコールパークボタンを設定する
には、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』の説明に従って、
電話機を検索します。

ステップ 2 ユーザデバイスプロファイルに対して BLF/ダイレクトコールパークボタンを設定するには、
『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の説明に従って、ユー
ザデバイスプロファイルを検索します。

ステップ 3 設定ウィンドウが表示されたら、[割り当て情報(Association Information)]ペインの [新規BLFダイ
レクトコールパークの追加(Add a new BLF Directed Call Park)]のリンクをクリックします。

電話機またはデバイスプロファイルに適用した電話ボタンテンプレートが BLF/ダイレ
クトコールパークをサポートしていない場合、このリンクは [割り当て情報(Association
Information)]ペインに表示されません。

ヒント

ステップ 4 BLF/ダイレクトコールパークの設定項目, （177ページ）の説明に従って設定を行います。

ステップ 5 設定を完了したら、[保存(Save)]をクリックしてウィンドウを閉じます。
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[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの [割り当て情報(Association Information)]ペインに、
電話番号が表示されます。

BLF/ダイレクトコールパークの設定項目
次の表に、BLF/ダイレクトコールパークボタンを設定するときの設定項目を示します。

表 21：BLF/ダイレクトコールパークボタンの設定項目

説明フィールド

[電話番号(Directory Number)]ドロップダウンリストボックスには、
Cisco Unified Communications Managerデータベースに存在する電話番
号のリストが表示されます。

SCCPを実行する電話機または SIPを実行する電話機では、3で 6002
というように、ユーザがスピードダイヤルボタンを押した場合にシ

ステムがダイヤルする番号（および対応するパーティション（表示さ

れている場合））を選択します。特定のパーティションなしで表示さ

れる電話番号は、デフォルトパーティションに属します。

[電話番号(Directory
Number)]

BLF/ダイレクトコールパークボタンに表示するテキストを入力しま
す。

このフィールドは国際化をサポートしています。電話機が国際化をサ

ポートしていない場合、システムは [ラベルASCII(LabelASCII)]フィー
ルドに表示されるテキストを使用します。

[ラベル(Label)]

BLF/ダイレクトコールパークボタンに表示するテキストを入力しま
す。

ASCIIラベルは、[ラベル(Label)]フィールドに入力したテキストの非
国際化バージョンを表します。電話機が国際化をサポートしていない

場合、システムはこのフィールドに表示されるテキストを使用しま

す。

[ラベル(Label)]フィールドとは異なるテキストを [ラベル
ASCII(LabelASCII)]フィールドに入力した場合、CiscoUnified
CommunicationsManagerの管理ページは、テキストが異なっ
ていても両方のフィールドの設定を受け付けます。

ヒント

[ラベルASCII(Label
ASCII)]
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ダイレクトコールパークとその影響を受けるデバイスの同期

設定が変更されたダイレクトコールパーク情報とデバイスを同期するには、次の手順を実行しま

す。この手順は、できる限り干渉の程度が低い方法で未処理の設定項目を適用するものです（た

とえば、影響を受けるデバイスの一部は、リセットまたはリスタートが不要な場合があります）。

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [ダイレクトコールパーク(Directed Call Park)]を選択します。
[ダイレクトコールパークの検索/一覧表示(Find and List Directed Call Parks)]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索(Find)]をクリックします。
ウィンドウに、検索条件に一致したダイレクトコールパークのリストが表示されます。

ステップ 4 該当するデバイスと同期するダイレクトコールパークをクリックします。 [ダイレクトコールパー
クの設定(Directed Call Park Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 他の設定変更を行います。

ステップ 6 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用(Apply Config)]をクリックします。
[設定情報の適用(Apply Configuration Information)]ダイアログが表示されます。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ダイレクトコールパーク番号の削除

この項では、Cisco Unified Communications Managerデータベースからダイレクトコールパーク番
号を削除する方法について説明します。

手順

ステップ 1 ダイレクトコールパーク番号の検索, （172ページ）の手順を実行して、ダイレクトコールパー
ク番号またはコールパーク番号の範囲を検索します。

ステップ 2 削除するダイレクトコールパーク番号またはコールパーク番号の範囲をクリックします。

ステップ 3 [Delete]をクリックします。
ダイレクトコールパーク番号を削除すると、CiscoUnified CommunicationsManagerは、
その番号でパークされているコールをただちに戻します。これは、番号が削除される

と、その番号にパークされたコールはパーク状態を維持できなくなるか、通常の方法で

取得できなくなり、元に戻す必要があるためです。

（注）
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デバイスが（BLFボタンを使用して）監視するように設定されているダイレクトコー
ルパーク番号は削除できません。ダイレクトコールパーク番号は使用中で削除できな

いことを示すメッセージが表示されます。番号を使用しているデバイスを判別するに

は、[ダイレクトコールパークの設定(Directed Call Park Configuration)]ウィンドウにある
[依存関係レコード(Dependency Records)]リンクをクリックします。

（注）

処理されたダイレクトコールパーク（Cisco Unified IP
Phone（SIP））

処理されたダイレクトコールパークは、SIPをサポートするすべてのCiscoUnified IP Phone 7900、
8900、および 9900シリーズでサポートされます。処理されたダイレクトコールパークでは、エ
ンドユーザが 1つのボタンを押すだけで、コールをダイレクトパークできます。 BLFダイレク
トコールパークボタンを設定する必要があります。設定後は、アクティブコールのアイドル状

態の BLFダイレクトコールパーク機能ボタンをユーザが押すと、そのアクティブコールは、ダ
イレクトコールパーク機能ボタンに関連付けられているDparkスロットにただちにパークされま
す。

関連トピック

BLF/ダイレクトコールパークボタンの設定, （176ページ）
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第 7 章

コールピックアップ

この章では、自分の電話番号以外の番号に着信したコールに応答できる、コールピックアップ

機能について説明します。

• コールピックアップおよびグループコールピックアップの設定, 181 ページ

• 他グループコールピックアップの設定, 184 ページ

• ダイレクトコールピックアップの設定, 186 ページ

• BLFコールピックアップの設定, 188 ページ

• コールピックアップ機能, 192 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 207 ページ

• コールピックアップのインストールとアクティブ化, 209 ページ

• コールピックアップ機能の設定, 209 ページ

• 複数のコールピックアップグループの設定, 210 ページ

コールピックアップおよびグループコールピックアッ

プの設定
コールピックアップ機能を使用すると、ユーザは、本人が所属するグループ内の着信コールを受

けることができます。 Cisco Unified Communications Managerは、ユーザが Cisco Unified IP Phone
からこの機能をアクティブにしたときに、適切なコールピックアップグループ番号を自動的にダ

イヤルします。このタイプのコールピックアップには、[ピック]ソフトキーを使用します。

Cisco Unified IP Phone 6900は、コールピックアッププログラム可能な機能ボタンまたは [コー
ルピックアップ]ソフトキーを使用します。Cisco Unified IP Phone 8900および 9900は、コール
ピックアッププログラム可能な機能ボタンのみを使用します。

（注）
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グループコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは、別のグループ内の着信コールを受け

ることができます。ユーザは、Cisco Unified IP Phoneからこの機能をアクティブにするときに、
適切なコールピックアップグループ番号をダイヤルする必要があります。このタイプのコール

ピックアップには、[Gピック]ソフトキーを使用します。

Cisco Unified IP Phone 6900は、グループピックアッププログラム可能な機能ボタンまたは [グ
ループピックアップ]ソフトキーを使用します。Cisco Unified IP Phone 8900および 9900は、グ
ループピックアッププログラム可能な機能ボタンのみを使用します。

（注）

複数のコールがピックアップグループに着信している場合にグループコールピックアップ電話

機能を呼び出すと、ユーザは、呼び出し時間の最も長い着信コールに接続されます。

コールピックアップ機能とグループコールピックアップ機能の設定手順は同じです。グルー

プコールピックアップ番号は、回線または電話番号に適用されます。

（注）

コールピックアップ機能およびグループコールピックアップ機能を設定するには、次の手順を

実行します。

手順

ステップ 1 コールピックアップグループでパーティションを使用する場合は、パーティションを設定しま

す。

詳細については、アクセスを制限するためのパーティションによるコールピックアップの使用に

関連するトピック、および、パーティションの設定項目については『CiscoUnifiedCommunications
Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 2 コールピックアップグループを設定します。名前と番号は一意にしてください。

ステップ 3 作成したコールピックアップグループを、コールピックアップを有効にする電話機に関連付け

られた電話番号に割り当てます。

a) コールピックアップ機能を使用するには、コールピックアップグループに割り当てられた電
話番号だけを使用する必要があります。

b) コールピックアップ番号でパーティションを使用する場合は、コールピックアップグループ
に割り当てられた電話番号が、適切なパーティションを含むコーリングサーチスペースを持

つようにしてください。

ステップ 4 （任意） 通知をオーディオまたはビジュアル、あるいはその両方に設定します。

a) Call Pickup Group Audio Alert Settingサービスパラメータを設定します。
b) [コールピックアップグループの設定(Call Pickup Group Configuration)]ウィンドウで通知タイプ
（オーディオ、ビジュアル、両方）を設定します。

c) [コールピックアップグループの設定(Call Pickup Group Configuration)]ウィンドウで通知タイ
マーを設定します。
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d) [電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウで各電話機のオーディオアラート
設定項目を設定します。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のコー
ルピックアップ通知とコールピックアップグループの設定に関連するトピック、ならびに電話

番号の設定項目に関連するトピックを参照してください。

ステップ 5 必要に応じて、電話ボタンテンプレートにコールピックアップボタンまたはグループピックアッ

プボタンを追加します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の電
話ボタンテンプレートの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 6 ピックアップ（[ピック]）ソフトキーとグループピックアップ（[Gピック]）ソフトキーを使用す
る電話機に、[標準ユーザ(StandardUser)]または [標準機能(Standard Feature)]ソフトキーテンプレー
トを割り当てます。

詳細については、関連する各トピックを参照してください。

コールを受ける電話機をユーザが所属するグループ内の電話機に限定するには、ソフト

キーテンプレートのグループピックアップ（[Gピック]）ソフトキーまたは他ピック
アップ（[他グループ]）ソフトキーを [ソフトキーテンプレートの設定(Softkey Template
Configuration)]ウィンドウの [選択されていないソフトキー(Unselected Softkeys)]ボック
スに移動して無効にします。

（注）

『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の IP Phoneへのソフト
キーテンプレートの割り当てに関連するトピックを参照してください。

ステップ 7 コールピックアップグループに対して自動コール応答が必要な場合は、Auto Call Pickup Enabled
サービスパラメータの値に [True]を選択して有効にします。デフォルトは [False]です。
詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の自
動コールピックアップに関連するトピック、およびサービスパラメータの設定に関連するトピッ

クを参照してください。

ステップ 8 Auto Call Pickup Enabledサービスパラメータが [False]の場合は、Call Pickup No Answer Timerサー
ビスパラメータの値を入力します。コールピックアップ、グループコールピックアップ、また

は他グループコールピックアップを使用してコールがピックアップされたが、応答はなかった場

合、このパラメータはコールの復元に要する時間を制御します。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のサー
ビスパラメータの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 9 Pickup Locating Timerサービスパラメータの値を入力します。このパラメータは、コールピック
アップ、グループコールピックアップ、および他グループコールピックアップでのコール選択

の時間を制御します。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のサー
ビスパラメータの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 10 コールピックアップ機能およびグループコールピックアップ機能、またはどちらか一方が使用

可能であることをユーザに通知します。

ユーザが Cisco Unified IP Phoneでコールピックアップ機能およびグループコールピックアップ
機能にアクセスする方法については、電話機のマニュアルを参照してください。
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関連トピック

電話番号へのコールピックアップグループの割り当て, （219ページ）
自動コールピックアップ, （200ページ）
コールピックアップ, （181ページ）
コールピックアップ機能, （192ページ）
コールピックアップ通知, （204ページ）
コールピックアップグループの設定項目, （213ページ）
コールピックアップグループの設定, （212ページ）
パーティションとのコールピックアップ機能の連携, （204ページ）

他グループコールピックアップの設定
他グループコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは、本人が所属するグループに関連付

けられたグループ内の、着信コールを受けることができます。CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、ユーザが Cisco Unified IP Phoneからこの機能をアクティブにしたときに、関連付けられたグ
ループ内の着信コールを自動的に検索して、コール接続を確立します。このタイプのコールピッ

クアップには、[他グループ]ソフトキーを使用します。

Cisco Unified IP Phone 6900は、他グループピックアッププログラム可能な機能ボタンまたは
[他グループ]ソフトキーを使用します。Cisco Unified IP Phone 8900および 9900は、他グルー
プピックアッププログラム可能な機能ボタンのみを使用します。

（注）

関連付けられたグループが複数存在する場合、関連付けられたグループへのコールに応答する際

の優先順位は、関連付けられた最初のグループから最後のグループまでの順になります。たとえ

ば、グループ A、B、および Cがグループ Xに関連付けられており、コールに応答する際の優先
順位がグループ A、B、および Cの順になっているとします。グループ Aの着信コールよりも前
にグループCにコールが着信している可能性がありますが、グループXは最初にグループAの着
信コールを受けます。

通常、同じグループ内で複数の着信コールが発生した場合は、呼び出し音が最も長く鳴ってい

る（呼び出し時間が最も長い）コールが最初に応答されます。他グループコールピックアッ

プの場合、関連付けられたピックアップグループが複数設定されているときは、呼び出し時

間よりも優先順位が優先されます。

（注）
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手順

ステップ 1 すべてのピックアップグループから選択可能な、関連付けられたグループのリストを設定しま

す。リストには最大 10のグループを含めることができます。
詳細については、他グループコールピックアップのピックアップグループの定義に関連するト

ピックを参照してください。

ステップ 2 ユーザのグループに関連付けられたグループのメンバに関する [コーリングサーチスペース(Calling
Search Space)]パラメータと TODパラメータを設定します。
詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の以
下に関連するトピックを参照してください。

•コーリングサーチスペース

•タイムスケジュールの設定

•時間帯の設定

また、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』の Time-of-Dayルーティングに
関連するトピックも参照してください。

ステップ 3 他グループコールピックアップに対して自動コール応答が必要な場合は、AutoCall PickupEnabled
サービスパラメータの値に [True]を入力して有効にします。デフォルトは [False]です。
詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の自
動コールピックアップに関連するトピック、およびサービスパラメータの設定に関連するトピッ

クを参照してください。

ステップ 4 Auto Call Pickup Enabledサービスパラメータが [False]の場合は、Call Pickup No Answer Timerサー
ビスパラメータの値を入力します。コールが他グループコールピックアップによってピックアッ

プされたが応答されなかった場合、このパラメータはコールの復元に要する時間を制御します。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のサー
ビスパラメータの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 5 Pickup Locating Timerサービスパラメータの値を入力します。このパラメータは、コールピック
アップ、グループコールピックアップ、および他グループコールピックアップでのコール選択

の時間を制御します。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のサー
ビスパラメータの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 6 電話機に他グループコールピックアップ（[他グループ]）ソフトキーを設定するには、[標準ユー
ザ(Standard User)]または [標準機能(Standard Feature)]ソフトキーテンプレートを変更して、その
電話機に追加します。他グループコールピックアップ（[他グループ]）ソフトキーを含めるに
は、次の手順でテンプレートを変更します。

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定
(Device Settings)] > [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]を選択します。

b) 対象となるソフトキーテンプレートを選択します。
c) [ソフトキーレイアウトの設定(Softkey Layout Configuration)]リンクを選択します。
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d) [オンフック(On Hook)]または [オフフック(Off Hook)]のコール状態を選択します。
e) [選択されていないソフトキー(Unselected Softkeys)]ボックスで [他グループコールピックアッ
プ(他グループ)(Other Pickup(OPickUp))]を選択します。右矢印をクリックし、[他グループコー
ルピックアップ(他グループ)(Other Pickup (OPickup)]ソフトキーを [選択されたソフトキー
(Selected Softkeys)]ボックスに移動します。

コールを受ける電話機をユーザが所属するグループ内の電話機に限定するには、ソフト

キーテンプレートで [他グループコールピックアップ(他グループ)(Other Pickup
(OPickup))]ソフトキーを無効にします。

（注）

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』のソ
フトキーテンプレートの IP Phoneへの割り当てに関連するトピックを参照してください。

ステップ 7 必要に応じて、他グループピックアップボタンを電話ボタンテンプレートに追加します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の電
話ボタンテンプレートの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 8 他グループコールピックアップ機能が使用可能であることをユーザに通知します。

ユーザが Cisco Unified IP Phoneで他グループコールピックアップ機能にアクセスする方法につい
ては、電話機のマニュアルを参照してください。

関連トピック

自動コールピックアップ, （200ページ）
コールピックアップ, （181ページ）
コールピックアップ機能, （192ページ）
他グループコールピックアップのピックアップグループの定義, （218ページ）

ダイレクトコールピックアップの設定
ダイレクトコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは、[Gピック]ソフトキーまたは [グ
ループピックアップ]ソフトキーを押して、呼び出し中のデバイスの電話番号を入力することで、
DNで呼び出し中のコールを直接受けることができます。 Cisco Unified Communications Manager
は、関連付けられたグループメカニズムを使用して、ダイレクトコールピックアップ機能を呼

び出して着信コールを受けるユーザの特権を制御します。ユーザに関連付けられたグループに

よって、ユーザが所属するピックアップグループに関連付けられている 1つ以上のコールピック
アップグループが指定されます。

ユーザが呼び出し中のコールを直接 DNから受けるには、ユーザの関連付けられたグループに、
DNが所属するピックアップグループが含まれている必要があります。 2人のユーザが 2つの異
なるコールピックアップグループに所属しており、ユーザの関連付けられたグループに相手の

ユーザのコールピックアップグループが含まれていない場合、これらのユーザはダイレクトコー

ルピックアップ機能を呼び出して互いのコールを受けることができません。
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ユーザがダイレクトコールピックアップ機能を呼び出し、着信コールのピックアップ元のDNを
入力すると、ユーザは、DNが所属するコールピックアップグループの中で呼び出し時間の最も
長いコールであるかどうかに関係なく、指定した電話機への着信コールに接続されます。

複数のコールが特定のDNを呼び出し中で、ユーザがダイレクトコールピックアップ機能を呼び
出してそのDNからコールを受けると、ユーザは指定したDNで呼び出し時間が最も長い着信コー
ルに接続されます。

ダイレクトコールピックアップを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 すべてのピックアップグループから選択可能な、関連付けられたグループのリストを設定しま

す。リストには最大 10のグループを含めることができます。
詳細については、他グループコールピックアップのピックアップグループの定義に関連するト

ピックを参照してください。

ステップ 2 ユーザのグループに関連付けられたグループのメンバに関する [コーリングサーチスペース(Calling
Search Space)]パラメータと TODパラメータを設定します。
詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の以
下に関連するトピックを参照してください。

•コーリングサーチスペース

•タイムスケジュールの設定

•時間帯の設定

また、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』の Time-of-Dayルーティングに
関連するトピックも参照してください。

ステップ 3 ダイレクトコールピックアップに対して自動コール応答が必要な場合は、AutoCall PickupEnabled
サービスパラメータの値に [True]を入力して有効にします。デフォルトは [False]です。
詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の自
動コールピックアップに関連するトピック、およびサービスパラメータの設定に関連するトピッ

クを参照してください。

ステップ 4 Auto Call Pickup Enabledサービスパラメータが [False]の場合は、Call Pickup No Answer Timerサー
ビスパラメータの値を入力します。コールがダイレクトコールピックアップによってピックアッ

プされたが応答されなかった場合、このパラメータはコールの復元に要する時間を制御します。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のサー
ビスパラメータの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 5 Pickup Locating Timerサービスパラメータの値を入力します。このパラメータは、コールピック
アップ、グループコールピックアップ、および他グループコールピックアップでのコール選択

の時間を制御します。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のサー
ビスパラメータの設定に関連するトピックを参照してください。
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ステップ 6 電話機に [グループコールピックアップ（Gピック）(Group Call Pickup(GPickUp))]ソフトキーを
設定するには、[標準ユーザ(Standard User)]または [標準機能(Standard Feature)]ソフトキーテンプ
レートを変更して、その電話機に追加します。 [グループコールピックアップ（Gピック）(Group
Call Pickup(GPickUp))]ソフトキーを含めるには、次の手順でテンプレートを変更します。
a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]を選択します。
b) 対象となるソフトキーテンプレートを選択します。
c) [ソフトキーレイアウトの設定(Softkey Layout Configuration)]リンクを選択します。
d) [オンフック(On Hook)]または [オフフック(Off Hook)]のコール状態を選択します。
e) [選択されていないソフトキー(Unselected Softkeys)]ボックスで [グループコールピックアップ
（Gピック）(GroupCall Pickup(GPickUp))]を選択します。右矢印をクリックし、[グループコー
ルピックアップ（Gピック）(GroupCall Pickup(GPickUp))]ソフトキーを [選択されたソフトキー
(Selected Softkeys、位置順)]ボックスに移動します。

コールを受ける電話機をユーザが所属するグループ内の電話機に限定するには、ソフト

キーテンプレートで [グループコールピックアップ（Gピック）(Group Call
Pickup(GPickUp))]ソフトキーを無効にします。

（注）

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』のソ
フトキーテンプレートの IP Phoneへの割り当てに関連するトピックを参照してください。

ステップ 7 必要に応じて、グループピックアップボタンを電話ボタンテンプレートに追加します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の電
話ボタンテンプレートの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 8 ダイレクトコールピックアップ機能が使用可能であることをユーザに通知します。

ユーザが Cisco Unified IP Phoneでダイレクトコールピックアップ機能にアクセスする方法につい
ては、電話機のマニュアルを参照してください。

関連トピック

自動コールピックアップ, （200ページ）
コールピックアップ, （181ページ）
コールピックアップ機能, （192ページ）
他グループコールピックアップのピックアップグループの定義, （218ページ）

BLF コールピックアップの設定
Cisco Unified IP Phoneのビジーランプフィールド（BLF）ボタンを DNに関連付けることができ
ます。この操作により、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、コールがDNからのピックアッ
プの待機中である場合に、そのことを電話機のユーザに通知できます。 DNは BLF DNを表して
おり、BLF DNへのコールを受ける電話機が BLFコールピックアップの開始側となります。

次の規則が、BLF DNおよび BLFコールピックアップ開始側に適用されます。
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• BLFコールピックアップ開始側は、次に使用可能な回線または指定された回線として選択さ
れます。指定された回線を使用するには、BLFSDボタンを押す前に回線がオフフックになっ
ている必要があります。

• BLFコールピックアップの開始側がハントリストメンバへの着信コールを受けることがで
きるように、ハントリストメンバ DNを BLF DNとして設定できます。ハントリストメン
バへの着信コールは、ハントリストから発信されたコールの場合もあれば、ダイレクトコー

ルの場合もあります。どちらの場合も、動作は、コールピックアップのハントリストメン

バDN、BLFDN、およびハントパイロット番号がどのように設定されているかによって異な
ります。

•サービスパラメータ Auto Call Pickup Enabledが [False]に設定されているときにコールピッ
クアップを実行する場合、電話機がオフフックになっている必要があります。または、ユー

ザが [応答]キーを押してコールを受ける必要があります。

電話機の BLF SDボタンは、次のいずれかの状態になります。

•アイドル：BLF DNにコールが存在していないことを示します。

•話し中：BLF DNに 1つ以上のアクティブコールが存在するが、アラートは発生していない
ことを示します。

•アラート：点滅している場合は、BLF DNに 1つ以上の着信コールがあることを示します。

オプションで、ビジュアルアラートに加え警告音を設定することができます。（注）

BLF DNへの着信コールに対する対応は、次のとおりです。

1 BLF DNへの着信コールがあることを示すため、BLFコールピックアップの開始側電話機で
BLF SDボタンが点滅します。

2 自動コールピックアップが設定されている場合、ユーザはコールピックアップの開始側電話

機で BLF SDボタンを押すと、着信コールを受けることができます。自動コールピックアッ
プが設定されていない場合は、電話機がオフフックになっている必要があります。または、

ユーザが [応答]キーを押してコールを受ける必要があります。

BLFコールピックアップを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 BLF DNのコールピックアップグループを設定します。名前と番号は一意にしてください。
詳細については、コールピックアップグループの設定項目に関連するトピックを参照してくださ

い。

ステップ 2 別のコールピックアップグループを作成し、作成したコールピックアップグループに関連付け

ます。 1つのコールピックアップグループを複数の BLF DNコールピックアップグループに関
連付けることができます。
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コールピックアップグループに割り当てられた電話番号だけが、BLFコールピックアップ
機能を使用できます。

•

•コールピックアップ番号でパーティションを使用する場合は、コールピックアップグルー
プに割り当てられた電話番号が、適切なパーティションを含むコーリングサーチスペース

を持つようにしてください。

必ずしも別のコールピックアップグループを作成する必要があるわけではありません。

ピックアップグループは、それ自身をアソシエーショングループとして保持できます。

（注）

詳細については、コールピックアップグループの設定項目に関連するトピックを参照してくださ

い。

ステップ 3 スピードダイヤルBLFボタンを含むカスタマイズ電話ボタンテンプレートを作成し、BLFDNか
らコールを受けるために使用される電話デバイスにその電話ボタンテンプレートを関連付けま

す。 BLF DNからコールを受ける電話機がコールピックアップの開始側となります。
詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の
Cisco Unified IP Phoneおよび電話ボタンテンプレートの設定に関連するトピックを参照してくだ
さい。

ステップ 4 BLFコールピックアップの開始側用として作成した電話機に BLF SD番号を設定します。そのた
めには、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで [新規BLF SDを追加(Add a new BLF SD)]
リンクをクリックします。 [ビジーランプフィールドスピードダイヤルの設定(Busy Lamp Field
SpeedDial Configuration)]ウィンドウが表示されます。BLFSDボタンによって監視されるBLFDN
となる電話番号を選択します。 [コールピックアップ(Call Pickup)]チェックボックスで、BLF SD
ボタンに関連付けられたピックアップ機能を有効にします。

このチェックボックスをオンにすると、BLFコールピックアップと BLFスピードダイ
ヤルにBLFSDボタンを使用できます。このチェックボックスがオフになっている場合
は、BLFスピードダイヤルにだけ BLF SDボタンを使用できます。

（注）

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の
Cisco Unified IP Phoneの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 5 [電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウで、作成されたコールピックアップ
グループに対する BLFコールピックアップの開始側として使用される DNを追加します。

BLF DNのピックアップグループは、開始側のアソシエーショングループに所属して
いる必要があります。ステップ 2で作成されたピックアップグループには、一連のア
ソシエーショングループ内で、ステップ 1で作成されたピックアップグループが含ま
れている必要があります。

（注）

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の電
話番号の設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 6 [電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウで、作成したコールピックアップグ
ループに BLF DNを追加します。
詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の電
話番号の設定に関連するトピックを参照してください。
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ステップ 7 （任意） （オプション）[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウ
で、クラスタに関する BLFコールピックアップオーディオアラートをアクティブにするため、
次の Cisco CallManagerサービスパラメータを有効にします。

• [BLF Pickup Audio Alert Setting of Idle Station]

• [BLF Pickup Audio Alert Setting of Busy Station]

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のサー
ビスパラメータの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 8 （任意） BLFコールピックアップの開始側が BLF-SDを押すことによって発信者に接続できる
ようにするには、Cisco CallManagerサービスパラメータ Auto Call Pickup Enabledを [True]に設定
します。

このサービスパラメータを [False]に設定すると、コールピックアップの開始側は、BLF-SDボタ
ンを押すだけでなく、オフフックにしたり、応答ボタンを押してコールに応答したりする必要が

あります。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のサー
ビスパラメータの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 9 （任意） [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、BLFコールピックアップの開始側に
関する BLFコールピックアップオーディオアラートをアクティブにするため、次のフィールド
を有効にします。

• [BLFオーディオアラート設定(BLF Audible Alert Setting、電話がアイドルのとき)]

• [BLFオーディオアラート設定(BLF Audible Alert Setting、電話がビジーのとき)]

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の
Cisco Unified IP Phoneの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 10 （任意） [エンタープライズパラメータ設定(Enterprise Parameters Configuration)]ウィンドウで、
エンタープライズパラメータの Cisco Support Use 1を使用して、ハントパイロット番号のコール
ピックアップグループへの追加を許可または禁止します。フィールドに CSCsb42763と入力する
と、ハントパイロット番号のコールピックアップグループへの追加が許可されます。このよう

に入力しない場合は、ハントパイロット番号をコールピックアップグループに追加できません。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』のエ
ンタープライズパラメータの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 11 コールピックアップ機能が使用可能であることをユーザに通知します。

ユーザが Cisco Unified IP Phoneでコールピックアップ機能にアクセスする方法については、電話
機のマニュアルを参照してください。

関連トピック

コールピックアップ, （181ページ）
コールピックアップ機能, （192ページ）
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コールピックアップグループの設定, （212ページ）

コールピックアップ機能
Cisco Unified IP Phoneでは、コールピックアップ、グループコールピックアップ、他グループ
コールピックアップ、ダイレクトコールピックアップ、BLFコールピックアップ、および自動
コールピックアップといった各タイプのコールピックアップをサポートしています。

次の情報は、すべてのタイプのコールピックアップに適用されます。

•アイドルおよびオフフックのコール状態では、[ピック]、[Gピック]、および [他グループ]の
3つのソフトキーが使用可能になります。管理者は、ユーザがコールピックアップ機能を呼
び出せるよう、これらのソフトキーを標準ソフトキーテンプレートに追加する必要がありま

す。

•ユーザは、コールが着信していない電話機からコールを受けるためにコールピックアップ機
能を呼び出すと、「ピックアップできるコールがありません」というメッセージを受け取り

ます。ユーザがコールピックアップ機能を呼び出し、コールを受けるように設定されてい

ない DNから呼び出し中のコールを受けると、リオーダー音が聞こえます。

•コールピックアップは打診転送コールで動作します。次のシナリオは、1つの例を示してい
ます。ユーザ Aがユーザ Cにコールを発信し、ユーザ Cが応答します。ユーザ Cは [転送]
キーを押して、電話機 Dにダイヤルします。ユーザ Eは、電話機 Dの呼び出し音を聞き、
コールピックアップ機能を使用して、電話機 Dで呼び出し中のコールを受けます。ユーザ
Cが再び [転送]キーを押すと、ユーザ Aとユーザ Eが接続されます。また、コールピック
アップは、電話機 Dがコールを受けるか、またはユーザ Eがコールピックアップ機能を呼
び出す前に、ユーザ Cが [転送]キーを押した場合にも動作します。

•コールピックアップ機能は、アドホック会議コールで動作します。次のシナリオは、1つの
例を示しています。ユーザ Aがユーザ Cにコールを発信し、ユーザ Cが応答します。ユー
ザ Cは、[会議]キーを押し、電話機 Dに打診コールを発信します。ユーザ Eは、電話機 D
の呼び出し音を聞き、コールピックアップ機能を使用して、電話機Dで呼び出し中のコール
を受けます。その後、ユーザ Cが再び [会議]キーを押すと、ユーザ A、ユーザ C、および
ユーザ Eがアドホック会議に接続されます。また、コールピックアップ機能は、電話機 D
で呼び出し中のコールをユーザ Eが受ける前に、ユーザCが 2回目の [会議]キーを押した場
合にも動作します。

•サービスパラメータ Auto Call Pickup Enabledが [False]に設定されている状態で、DN Cで呼
び出し中のユーザ Aからのコールを受けるためにユーザ Eが正常にコールピックアップ機
能を呼び出したとします。ユーザ Eは、Call Pickup No Answer Timerに指定された期限が切
れる前にコールを受けませんでした。この場合、ユーザ Aからのコールは復元され、DN C
での呼び出しが続行されます。

•ユーザは、コールを受けるための空き回線がある場合にだけ、コールピックアップ機能を呼
び出すことができます。ユーザの回線が保留中のコールでビジーである場合は、「ピック

アップできる回線がありません」というメッセージがディスプレイに表示され、元のコール

は送信先番号の呼び出しを続行します。
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関連トピック

コールピックアップおよびグループコールピックアップの設定, （181ページ）
ダイレクトコールピックアップの設定, （186ページ）
他グループコールピックアップの設定, （184ページ）

コールピックアップ

コールピックアップ機能を使用すると、ユーザは、本人が所属するグループ内の着信コールを受

けることができます。 Cisco Unified Communications Managerは、ユーザが Cisco Unified IP Phone
からこの機能をアクティブにしたときに、適切なコールピックアップグループ番号を自動的にダ

イヤルします。このタイプのコールピックアップには、[ピック]ソフトキーまたはピック機能ボ
タンを使用します。

コールピックアップ機能は、自動コールピックアップが有効か無効かに関係なく動作します。

詳細については、自動コールピックアップ, （200ページ）を参照してください。

グループコールピックアップ

グループコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは、別のグループ内の着信コールを受け

ることができます。ユーザは、Cisco Unified IP Phoneからこの機能をアクティブにするときに、
適切なコールピックアップグループ番号をダイヤルする必要があります。このタイプのコール

ピックアップには、[Gピック]ソフトキーまたはグループピックアップ機能ボタンを使用します。

複数のコールがピックアップグループに着信している場合にグループコールピックアップ電話

機能を呼び出すと、ユーザは、呼び出し時間の最も長い着信コールに接続されます。

コールピックアップ機能とグループコールピックアップ機能の設定手順は同じです。グルー

プコールピックアップ番号は、回線または電話番号に適用されます。

（注）

グループコールピックアップ機能は、自動コールピックアップが有効か無効かに関係なく動作

します。詳細については、自動コールピックアップ, （200ページ）を参照してください。

他グループコールピックアップ

他グループコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは、本人が所属するグループに関連付

けられたグループ内の、着信コールを受けることができます。CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、ユーザが Cisco Unified IP Phoneからこの機能をアクティブにしたときに、関連付けられたグ
ループ内の着信コールを自動的に検索して、コール接続を確立します。このタイプのコールピッ

クアップには、[他グループ]ソフトキーまたは他グループ機能ボタンを使用します。

関連付けられたグループが複数存在する場合、関連付けられたグループへのコールに応答する際

の優先順位は、関連付けられた最初のグループから最後のグループまでの順になります。たとえ

ば、グループ A、B、および Cがグループ Xに関連付けられており、コールに応答する際の優先
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順位がグループ A、B、および Cの順になっているとします。グループ Aの着信コールよりも前
にグループCにコールが着信している可能性がありますが、グループXは最初にグループAの着
信コールを受けます。

通常、同じグループ内で複数の着信コールが発生した場合は、呼び出し音が最も長く鳴ってい

る（呼び出し時間が最も長い）コールが最初に応答されます。他グループコールピックアッ

プの場合、関連付けられたピックアップグループが複数設定されているときは、呼び出し時

間よりも優先順位が優先されます。

（注）

他グループコールピックアップ機能は、自動コールピックアップが有効か無効かに関係なく動

作します。詳細については、自動コールピックアップ, （200ページ）を参照してください。

ダイレクトコールピックアップ

ダイレクトコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは、[Gピック]ソフトキーまたはグルー
プピックアップ機能ボタンを押して、呼び出し中のデバイスの電話番号を入力することで、DN
で呼び出し中のコールを直接受けることができます。 Cisco Unified Communications Managerは、
関連付けられたグループメカニズムを使用して、ダイレクトコールピックアップ機能を呼び出

して着信コールを受けるユーザの特権を制御します。ユーザに関連付けられたグループによっ

て、ユーザが所属するピックアップグループに関連付けられている 1つ以上のコールピックアッ
プグループが指定されます。

ユーザが呼び出し中のコールを直接 DNから受けるには、ユーザの関連付けられたグループに、
DNが所属するピックアップグループが含まれている必要があります。 2人のユーザが 2つの異
なるコールピックアップグループに所属しており、ユーザの関連付けられたグループに相手の

ユーザのコールピックアップグループが含まれていない場合、これらのユーザはダイレクトコー

ルピックアップ機能を呼び出して互いのコールを受けることができません。

ユーザがダイレクトコールピックアップ機能を呼び出し、着信コールのピックアップ元のDNを
入力すると、ユーザは、DNが所属するコールピックアップグループの中で呼び出し時間の最も
長いコールであるかどうかに関係なく、指定した電話機への着信コールに接続されます。

複数のコールが特定のDNを呼び出し中で、ユーザがダイレクトコールピックアップ機能を呼び
出してそのDNからコールを受けると、ユーザは指定したDNで呼び出し時間が最も長い着信コー
ルに接続されます。

ダイレクトコールピックアップ機能は、自動コールピックアップが有効か無効かに関係なく動

作します。詳細については、自動コールピックアップ, （200ページ）を参照してください。

ダイレクトコールピックアップの例

次の例では、ダイレクトコールピックアップのさまざまなシナリオを示します。
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基本的なダイレクトコールピックアップ

このシナリオは、ダイレクトコールピックアップを示しています。以下の図に示すとおり、次

のように設定されます。

1 作成される 3つのピックアップグループは、グループ番号 111、222、および 333から構成さ
れます。

2 ピックアップグループ 222には、その他のピックアップグループとして 111および 333を指
定するアソシエーショングループが含まれます。

3 電話機 Cの DNは、ピックアップグループ 111内の 1000に指定されます。

4 電話機 Eの DNは、ピックアップグループ 222内の 2000に指定されます。

図 4：基本的なダイレクトコールピックアップの設定

5 ユーザ Aが電話機 Cにコールを発信し、電話機 Cで呼び出し音が鳴り始めます。

6 ユーザ Eが [Gピック]ソフトキーを押し、電話機 Cの DN、つまり 1000を入力します。

7 電話機 Aと電話機 Eが接続され、電話機 Cの呼び出しが停止します。

次の図は、ダイレクトコールピックアップが完了した後の電話機 Aと電話機 Eの接続状態を示
しています。

図 5：基本的なダイレクトコールピックアップの完了

ダイレクトコールピックアップ制御メカニズム：拒否の例 1

このシナリオは、ダイレクトコールピックアップの試行が拒否される場合の制御メカニズムを示

しています。以下の図に示すとおり、次のように設定されます。

1 作成される 3つのピックアップグループは、グループ番号 111、222、および 333から構成さ
れます。
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2 ピックアップグループ 222には、アソシエーショングループ 333が含まれます。

3 電話機 Cの DNは、ピックアップグループ 111内の 1000に指定されます。

4 電話機 Eの DNは、ピックアップグループ 222内の 2000に指定されます。

図 6：拒否が発生するダイレクトコールピックアップの設定 1

5 ユーザ Aが電話機 Cにコールを発信し、電話機 Cで呼び出し音が鳴り始めます。

6 ユーザ Eが [Gピック]ソフトキーを押し、電話機 Cの DN、つまり 1000を入力します。

7 電話機 Eに対して試みられたダイレクトコールピックアップは、電話機 Eのピックアップグ
ループ（222）のアソシエーションリストにグループ 111が含まれていないため、拒否されま
す。

次の図は、ダイレクトコールピックアップが失敗した後の電話機 Aと電話機 Eの接続状態を示
しています。

図 7：拒否されたダイレクトコールピックアップ、例 1

ダイレクトコールピックアップ制御メカニズム：拒否の例 2

このシナリオは、ダイレクトコールピックアップの試行が拒否される場合の制御メカニズムを示

しています。以下の図に示すとおり、次のように設定されます。

1 作成される 3つのピックアップグループは、グループ番号 111、222、および 333から構成さ
れます。

2 ピックアップグループ 222には、アソシエーショングループ 111および 333が含まれます。

3 電話機 Cの DNは、ピックアップグループ 111の PT_C/1000に指定されます。PT_Cは電話機
Cのパーティションを示しています。
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4 電話機 Eの DNは、ピックアップグループ 222の PT_E/2000に指定されます。PT_Eは電話機
Eのパーティションを示し、電話機 Eのコーリングサーチスペース（CSS）は PT_Eに指定さ
れます。

図 8：拒否が発生するダイレクトコールピックアップの設定 2

5 ユーザ Aが電話機 Cにコールを発信し、電話機 Cで呼び出し音が鳴り始めます。

6 ユーザ Eが [Gピック]ソフトキーを押し、電話機 Cの DN、つまり 1000を入力します。

7 電話機 Eに対して試みられたダイレクトコールピックアップは、電話機 Eの CSSに電話機 C
のパーティションが含まれていないため拒否されます。

次の図は、ダイレクトコールピックアップが失敗した後の電話機 Aと電話機 Eの接続状態を示
しています。

図 9：拒否されたダイレクトコールピックアップ、例 2

ダイレクトコールピックアップ制御メカニズム：複数のコール

このシナリオは、複数のコールがピックアップ可能な場合のダイレクトコールピックアップを示

しています。以下の図に示すとおり、次のように設定されます。

1 作成される 3つのピックアップグループは、グループ番号 111、222、および 333から構成さ
れます。

2 ピックアップグループ 222には、アソシエーショングループ 111および 333が含まれます。

3 電話機 Cの DNは 1000、電話機 Dの DNは 3000に指定され、どちらの電話機もピックアップ
グループ 111に属しています。
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4 電話機 Eの DNは、ピックアップグループ 222内の 2000に指定されます。

図 10：複数のコールがある場合のダイレクトコールピックアップの設定

5 ユーザ Aが電話機 Cにコールを発信し、ユーザ Bが電話機 Dにコールを発信します。電話機
Cと電話機 Dの呼び出し音が鳴り始めます。

6 ユーザ Eが [Gピック]ソフトキーを押し、電話機 Dの DN、つまり 3000を入力します。

7 電話機 Bと電話機 Eが接続され、電話機 Dの呼び出しが停止します。

次の図は、ダイレクトコールピックアップが完了した後の電話機 Bと電話機 Eの接続状態を示
しています。

図 11：複数のコールがあるダイレクトコールピックアップの完了

ビジーランプフィールドコールピックアップ

Cisco Unified IP Phoneのビジーランプフィールド（BLF）ボタンを DNに関連付けることができ
ます。この操作により、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、コールがDNからのピックアッ
プの待機中である場合に、そのことを電話機のユーザに通知できます。 DNは BLF DNを表して
おり、BLF DNへのコールを受ける電話機が BLFコールピックアップの開始側となります。

次の規則が、BLF DNおよび BLFコールピックアップ開始側に適用されます。

• BLFコールピックアップ開始側は、次に使用可能な回線または指定された回線として選択さ
れます。指定された回線を使用するには、BLFSDボタンを押す前に回線がオフフックになっ
ている必要があります。
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• BLFコールピックアップの開始側がハントリストメンバへの着信コールを受けることがで
きるように、ハントリストメンバ DNを BLF DNとして設定できます。ハントリストメン
バへの着信コールは、ハントリストから発信されたコールの場合もあれば、ダイレクトコー

ルの場合もあります。どちらの場合も、動作は、コールピックアップのハントリストメン

バDN、BLFDN、およびハントパイロット番号がどのように設定されているかによって異な
ります。

•サービスパラメータ Auto Call Pickup Enabledが [False]に設定されているときにコールピッ
クアップを実行する場合、電話機がオフフックになっている必要があります。または、ユー

ザが [応答]キーを押してコールを受ける必要があります。

電話機の BLF SDボタンは、次のいずれかの状態になります。

•アイドル：BLF DNにコールが存在していないことを示します。

•話し中：BLF DNに 1つ以上のアクティブコールが存在するが、アラートは発生していない
ことを示します。

•アラート：点滅している場合は、BLF DNに 1つ以上の着信コールがあることを示します。

オプションで、ビジュアルアラートに加え警告音を設定することができます。（注）

BLF DNへの着信コールに対する対応は、次のとおりです。

1 BLF DNへの着信コールがあることを示すため、BLFコールピックアップの開始側電話機で
BLF SDボタンが点滅します。

2 自動コールピックアップが設定されている場合、ユーザはコールピックアップの開始側電話

機で BLF SDボタンを押すと、着信コールを受けることができます。自動コールピックアッ
プが設定されていない場合は、電話機がオフフックになっている必要があります。または、

ユーザが [応答]キーを押してコールを受ける必要があります。

BLF コールピックアップの例
このシナリオは、BLFコールピックアップを示しています。次の構成要素が設定されます。

•グループ 111は、BLFDN（電話機B）、外部電話機（電話機A）、および他の電話機を含む
コールピックアップグループを表しています。

•グループ 222は、グループ 111に関連付けられたコールピックアップグループを表してい
ます。グループ 222には電話機 Cが含まれます。

•電話機 Aは、外部電話機を表しています。

•電話機 Bは、グループ 111内の BLF DN電話機を表しています。
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•電話機 Cは、BLF SDボタンが電話機 Bの BLF DNを監視するように設定されており、コー
ルピックアップが有効な、グループ 222内のユーザ電話機を表しています。これが、BLF
コールピックアップの開始側電話機となります。

電話機Aからのコールが電話機 Bに着信すると、電話機 Cの BLF SDボタンが点灯します。電話
機 Cのユーザがボタンを押し、電話機 Aの発信者に接続します。

ハントリストパイロット番号がグループ 111の一部として設定されている場合、電話機 Aから
ハントグループへコールが発信されると、電話機 Cの BLF SDボタンが点灯します。電話機 Cの
ユーザは、ボタンを押すと、電話機 Aの発信者に接続できます。

自動コールピックアップ

Auto Call Pickup Enabledサービスパラメータを有効にすると、コールピックアップ、グループ
コールピックアップ、他グループコールピックアップ、ダイレクトコールピックアップ、およ

び BLFコールピックアップを自動化できます。

このパラメータが有効になっている場合、ユーザが電話機の該当するソフトキーを押すと、Cisco
Unified CommunicationsManagerは、ユーザが所属するピックアップグループ、別のピックアップ
グループ、またはユーザが所属するグループに関連付けられたピックアップグループ内の着信

コールにユーザを自動的に接続します。このアクションに必要なキーストロークは 1回だけで
す。

自動コールピックアップは、ユーザを本人が所属するグループの着信コールに接続します。ユー

ザが電話機の [ピック]ソフトキーを押すと、Cisco Unified Communications Managerはグループ内
の着信コールを特定し、コール接続を行います。自動化が有効でない場合、ユーザはコール接続

の際に [ピック]ソフトキーと [応答]ソフトキーを押す必要があります。

自動グループコールピックアップは、ユーザを別のピックアップグループの着信コールに接続

します。ユーザは電話機の [Gピック]ソフトキーを押し、別のピックアップグループのグループ
番号をダイヤルします。ピックアップグループ番号を受信すると、Cisco Unified Communications
Managerはコール接続を行います。自動グループコールピックアップが有効でない場合、ユーザ
は [Gピック]ソフトキーを押して別のピックアップグループのグループ番号にダイヤルし、コー
ルに応答して接続を確立する必要があります。

自動他グループコールピックアップでは、ユーザを本人が所属するグループに関連付けられたグ

ループの着信コールに接続します。ユーザは電話機の [他グループ]ソフトキーを押します。Cisco
Unified Communications Managerは、[コールピックアップグループの設定(Call Pickup Group
Configuration)]ウィンドウに管理者が入力した順序で、関連付けられたグループ内の着信コールを
自動的に検索し、コールが見つかったらコール接続を行います。自動化が有効でない場合、ユー

ザはコール接続の際に [他グループ]ソフトキーと [応答]ソフトキーを押す必要があります。

自動ダイレクトコールピックアップでは、ユーザを本人が所属するグループに関連付けられたグ

ループの着信コールに接続します。ユーザは電話機の [Gピック]ソフトキーを押し、呼び出し中
の電話機の DNをダイヤルします。 DNを受信すると、Cisco Unified Communications Managerは
コール接続を行います。自動ダイレクトコールピックアップが有効でない場合、ユーザは [Gピッ
ク]ソフトキーを押して、呼び出し中の電話機のDNにダイヤルし、この時点で自分の電話機を呼
び出しているコールに応答して接続を確立します。
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CTIアプリケーションでは、コールに応答している通話者を監視できます。しかし、ピック
アップの要求者または応答されたコールの接続先を監視することはできません。したがって、

Cisco Unified CommunicationsManager Assistantは自動コールピックアップ（ワンタッチコール
ピックアップ）に対応していません。

（注）

自動コールピックアップは、限定された範囲で Cisco Unified Mobility機能と通信します。詳
細については、『Cisco Unified CommunicationsManager機能およびサービスガイド』のインタ
ラクション, （397ページ）を参照してください。

（注）

応答なし時のコールピックアップ

サービスパラメータAuto Call Pickup Enabledが [False]に設定されているときにコールピックアッ
プが発生した場合、その電話機で設定された自動転送は、いずれかのピックアップソフトキーが

押されると無視されます。コールピックアップの要求者がコールに応答しない場合、ピックアッ

プ応答なしタイマーが時間切れになった後に元のコールが復元されます。

話し中のコールピックアップ

サービスパラメータAuto Call Pickup Enabledが [False]に設定されているときにコールピックアッ
プが発生した場合、コールピックアップの要求者の電話機が通話中の間は、元のコールが復元さ

れます。

帯域幅不足時のコールピックアップ

サービスパラメータAuto Call Pickup Enabledが [False]に設定されているときにコールピックアッ
プが発生した場合、コール発信者と要求者の電話機の間に利用できる帯域幅がないと、元のコー

ルが復元されます。

ハントリストでのコールピックアップ機能の使用

コールピックアップグループをハントパイロット DNに割り当てることができます。この操作
を行うと、コールピックアップの動作に影響を与えます。ユーザは、回線グループメンバで呼

び出し音が鳴っているコールをピックアップできます。コールピックアップグループ通知が有

効になっている場合、回線グループメンバ内のコールのアラートは同じコールピックアップグ

ループに関連付けられている各デバイスに通知されます。

Allow Calls to be picked up from Line GroupMembersサービスパラメータがこの動作を制御します。
このサービスパラメータが [False]（デフォルト）に設定されているときに、回線グループメンバ
がコールピックアップグループに含まれている場合、その回線グループメンバ内のコールのア

ラートは、他のコールピックアップグループのメンバからピックアップできません。これは、
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このサービスパラメータが追加される以前の Cisco Unified Communications Managerリリースと同
じ動作です。

Allow Calls to be picked up from Line Group Membersサービスパラメータが [True]に設定されてい
る場合、ハントパイロットでのコールピックアップグループ設定はすべて無視されます。ハン

トリストでのコールのアラートは、ピックアップのためにハントパイロットのコールピックアッ

プグループに通知されることもなく、また、これらのコールがピックアップされることもありま

せん。 Allow Calls to be picked up from Line Group Membersサービスパラメータが [False]に設定さ
れている場合、回線グループメンバでのコールピックアップグループ設定は無視されます。

次の図に、この設定の使用例を示します。

図 12：ハントリストでのコールピックアップ機能の使用例 1

この図では、Allow Calls to be picked up from Line Group Membersサービスパラメータが [True]に
設定されている場合、電話機 3002または電話機 3003でのコールのアラートは、ハントパイロッ
ト（2000）がピックアップグループ 1に存在していてもピックアップできません。このサービス
パラメータが [False]に設定されている場合、3001、3002、3003、または 3004でのコールのアラー
トはピックアップグループ 1に関連付けられたメンバからピックアップできます。

Allow Calls to be picked up from Line Group Membersサービスパラメータが [True]に設定され、ハ
ントパイロットと回線グループメンバの両方がコールピックアップグループに含まれている場

合、回線グループメンバのコールピックアップグループにだけ、ピックアップ可能なコールが
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通知されます。また、回線グループメンバでのコールのアラートは、回線グループメンバと同

じコールピックアップグループに関連付けられた回線でピックアップできます。

図 13：ハントリストでのコールピックアップ機能の使用例 2

この図では、Allow Calls to be picked up from Line Group Membersサービスパラメータが [True]に
設定されている場合、電話機 3001または電話機 3002でのコールのアラートはピックアップグ
ループ 1に関連付けられたすべてのメンバ：3001、3002、および 4001に通知されます。サービ
スパラメータが [False]に設定されている場合、3001、3002、3003、または 3004でのコールのア
ラートは 3003、3004、および 4002に通知されます。

Allow Calls to be picked up from Line Group Membersサービスパラメータが [True]に設定されてい
る場合、回線グループメンバでのコールのアラートが通知され、そのコールをピックアップでき

ます。ただし、メンバ間でコールが移動するたびに、ピックアップ通知タイマーがリセットされ

ます。この結果、回線グループメンバ間でコールが移動すると、同じコールのピックアップ通知

が（対応するピックアップグループメンバに対して）複数発生します。この通知は、「新旧の」

アラート回線グループメンバが同じコールピックアップグループに属しているかどうかにかか

わらず発生します。コールピックアップ通知には、発信者と回線グループメンバの情報が含ま

れています。

Allow Calls to be picked up from Line Group Membersサービスパラメータが [True]に設定されてい
る場合、ある特定のコールピックアップグループでコールの呼び出し音が鳴っていた時間によっ

て、最長コール呼び出し音が決まります。コールが別のコールピックアップグループに属する

別の回線グループメンバに移動した場合、最長コール呼び出し音タイマーはリセットされます。

また、コールがどのコールピックアップグループにも属さない別の回線グループメンバに移動

した場合にも、最長コール呼び出し音タイマーはリセットされます。
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Allow Calls to be picked up from Line Group Membersが有効になっている場合、回線グループメン
バからピックアップされるコールでは、ブロードキャストコール分配アルゴリズムがサポートさ

れません。

パーティションとのコールピックアップ機能の連携

コールピックアップグループ番号にパーティションを割り当てると、コールピックアップグルー

プへのアクセスを制限できます。この設定を使用すると、コールピックアップグループ番号の

あるパーティションをコーリングサーチスペースに含んでいる電話機だけが、そのコールピッ

クアップグループに加入できます。パーティションとグループ番号の組み合わせは、システム全

体で一意になるようにしてください。

•コールピックアップグループ番号がパーティションに割り当てられていると、そのパーティ
ション内の番号をダイヤルできる電話機だけが、そのコールピックアップグループを使用

できます。

•パーティションがマルチテナント構成のテナントに相当する場合は、各テナントに該当する
パーティションに対してピックアップグループを割り当てる必要があります。

マルチテナント構成は、コールピックアップグループでパーティションを使用する例になりま

す。ピックアップグループをテナントごとに適切なパーティションに割り当てると、グループ番

号が他のテナントに表示されなくなります。

ダイレクトコールピックアップ機能では、ダイレクトコールピックアップ機能を要求するユー

ザのコーリングサーチスペースにコールのピックアップ元となるDNのパーティションが含まれ
ている必要があります。

コールピックアップ通知

コールピックアップ通知機能は、ピックアップグループの他のメンバがコールを受信したとき

に、Cisco Unified IP Phoneへオーディオ通知またはビジュアル通知、あるいはその両方での通知
を提供します。コールピックアップ通知は、システム、コールピックアップグループ、および

DN/電話機という 3つの設定タイプの設定ウィンドウで設定します。

• [サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]：[サービスパラメータ設定(Service
Parameter Configuration)]ウィンドウでは、電話機がアイドル状態またはビジー状態になった
場合に聞こえるオーディオ通知（ビープ音または呼び出し音）のタイプを設定します。この

設定は、システムのデフォルトになります。

• [コールピックアップグループの設定(Call Pickup Group Configuration)]：Cisco Unified
Communications Managerの管理ページの [コールピックアップグループの設定(Call Pickup
Group Configuration)]ウィンドウでは、各コールピックアップグループの通知タイプを設定
します。通知タイプの設定のほか、コールがそのグループに着信してからオーディオアラー

トおよびビジュアルアラートを送信するまでの遅延時間を秒単位で設定できます。この設

定により、そのピックアップグループにオーディオアラートおよびビジュアルアラート、
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またはそのいずれかが送信される前に、元の着信側がコールに応答することができます。

コールピックアップグループの設定項目, （213ページ）を参照してください。

◦通知のタイプをオーディオまたはビジュアル、あるいはその両方に設定するには、[コー
ルピックアップグループの設定(Call Pickup Group Configuration)]ウィンドウの [コール
ピックアップグループの通知設定(Call Pickup Group Notification Settings)]の設定項目を
使用します。通知は、デバイスのプライマリ回線だけに送信されます。

◦ [コールピックアップグループの設定(Call Pickup Group Configuration)]ウィンドウでビ
ジュアル通知を設定するには、[コールピックアップグループ通知のコール情報表示(Call
Information Display For Call Pickup Group Notification)]セクションの設定項目を使用しま
す。この設定により、管理者は、通知メッセージに発呼側および着信側、またはいずれ

かの詳細情報を加えることができます。発呼側/着信側の名前が設定されている場合に
は、それらの名前が表示されます。設定されていない場合は、番号が表示されます。

ビジュアル通知は、電話機のステータス行のメッセージを構成します。

• [電話番号の設定(Directory Number Configuration)]：このウィンドウは、各電話機のオーディ
オアラート設定項目を設定するためのフィールドを提供します。コールピックアップグ

ループオーディオアラートの設定を使用して、電話機のオーディオアラートのタイプを設

定します。この設定により、ユーザは電話機がアイドル状態になったとき、またはアクティ

ブなコールを受けているときに提供されるオーディオアラートのタイプを設定できます。

『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してくださ
い。

コールピックアップ通知は、ピックアップグループのメンバが着信コールを受信したときにだ

け、ピックアップグループの他のメンバに送信される点に注意してください。

コールピックアップのシステム要件

コールピックアップが動作するには、次のソフトウェアコンポーネントおよびハードウェアコ

ンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager

•次の表は、サポートされている Cisco Unified IP Phoneのリストです。
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表 22：コールピックアップをサポートしている Cisco Unified IP Phone

ボタンソフトキーコールピックアップ機

能

Cisco Unified IP Phoneモデル

XXコールピックアップ

グループピックアップ

他グループピックアッ

プ

ダイレクトコール

ピックアップ

Cisco Unified IP Phone 6900シリーズ
（6901を除く）

CiscoUnified IP Phone 6911は、ソフト
キーをサポートしません。システム

管理者が、コールピックアップ用の

機能番号を設定し、ユーザが機能キー

を押してコールピックアップ機能番

号をダイヤルします。

Xコールピックアップ

グループピックアップ

他グループピックアッ

プ

ダイレクトコール

ピックアップ

Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ

Xコールピックアップ

グループピックアップ

他グループピックアッ

プ

ダイレクトコール

ピックアップ

Cisco Unified IP Phone 8900シリーズ

Xコールピックアップ

グループピックアップ

他グループピックアッ

プ

ダイレクトコール

ピックアップ

Cisco Unified IP Phone 9900シリーズ

CiscoUnified IPPhoneとコールピックアップの詳細については、使用している電話機モデルのユー
ザガイドを参照してください。
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管理者は、ソフトキーテンプレートに [他グループピックアップ(OPickUp)(Other Pickup、他グ
ループ)]ソフトキーを追加する必要があります。プログラミング可能な回線キー機能を使用し
て、コールピックアップ、グループコールピックアップ、他グループコールピックアップ、

およびダイレクトコールピックアップを電話ボタンテンプレートに設定できます（『Cisco
Unified Communications Managerシステムガイド』を参照）。

（注）

インタラクションおよび制限事項
この項では、コールピックアップのインタラクションおよび制限事項について説明します。

インタラクション

この項では、コールピックアップが Cisco Unified Communications Managerのアプリケーションと
連携する方法およびコール処理機能について説明します。

ルートプランレポート

[ルートプランレポート(Route Plan Report)]には、Cisco Unified CommunicationsManagerで設定され
ているパターンと電話番号が示されます。コールピックアップグループに DNを割り当てる前
に、ルートプランレポートを使用して、パターンと DNの重複を検索します。『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

コーリングサーチスペースとパーティション

デバイスのコーリングサーチスペースに基づいてユーザによるコールピックアップへのアクセ

スを制限するには、コールピックアップグループ番号をパーティションに割り当てます。『Cisco
UnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』の中のコーリングサーチスペー
スの設定に関係した項目を参照してください。

時刻

ユーザは、本人が所属するグループに関連付けられたグループのコールに応答するには、関連付

けられたグループのメンバに関するコーリングサーチスペース、パーティション、および Time
of Day（TOD）パラメータを設定することにより、本人が所属するグループと同じ時間帯にアク
ティブになってコールを受け入れることができる必要があります。 TODは、タイムスタンプを
コーリングサーチスペースとパーティションに関連付けます。

たとえば、ABCというパーティションが午前 9時～午後 5時までアクティブになっているとしま
す。コーリングサーチスペース cssABCは、パーティション ABCを含んでいます。 pickABCと
いうピックアップグループには、電話機 1と電話機 2が含まれています。電話機 1と電話機 2

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
207

コールピックアップ

インタラクションおよび制限事項



は、同じコーリングサーチスペース cssABCに存在します。電話機 1の呼び出し音が午後 5時
30分に鳴り、電話機 2がコールへの応答を試行する場合、午後 5時以降はパーティションがアク
ティブになっていないため、この試行は失敗します。電話機 1の呼び出し音が午前 9時 30分に
鳴ると、電話機 2はそのコールに応答できます。

コールアカウンティング

コールピックアップ機能は、コールアカウンティングと連携します。

•自動コールピックアップによってコールピックアップが発生すると、システムは 2つの呼
詳細レコード（CDR）を生成します。一方の CDRはクリアされた元のコールに適用され、
もう一方の CDRは接続された要求コールに適用されます。

•自動でないコールピックアップによってコールピックアップが発生すると、システムは 1
つの呼詳細レコードを生成し、接続された要求コールにそれが適用されます。

• CDR検索では、指定された特定の期間およびその他の検索条件に一致する CDRがすべて返
されます。特定の CDRに関連付けられたコールのタイプがわかるよう、検索結果のコール
タイプフィールドには、コールがピックアップコールかどうかが表示されます。

依存関係レコード

特定のコールピックアップ番号が割り当てられているデバイスを検索する必要がある場合は、

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コールピックアップグループの設定(Call
Pickup Group Configuration)]ウィンドウにある [依存関係レコード(Dpendency Records)]リンクをク
リックします。 [依存関係レコード要約(Dependency Records Summary)]ウィンドウには、そのコー
ルピックアップ番号を使用しているデバイスに関する情報が表示されます。

ピックアップグループが他のピックアップグループに関連付けられている場合、そのピックアッ

プグループの依存関係レコードには、関連付け情報が表示されます。たとえば、ピックアップ

グループ Aがピックアップグループ Bおよびピックアップグループ Cに関連付けられている場
合、ピックアップグループ Aの依存関係レコードには、ピックアップグループ Bおよびピック
アップグループ Cに対するピックアップグループ Aの関連付けに関する情報が表示されます。

デバイスに関する詳細な情報を調べるには、デバイスをクリックします。[依存関係レコード詳細
(Dependency Records Detail)]ウィンドウが表示されます。依存関係レコードがシステムで使用で
きない場合は、[依存関係レコード要約(Dependency Records Summary)]ウィンドウにメッセージが
表示されます。

依存関係レコードの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレー
ションガイド』を参照してください。

制限事項

コールピックアップグループには、次の制限事項があります。
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•ある特定の電話機に割り当て済みの異なる回線を異なるコールピックアップグループに割
り当てることは可能ですが、ユーザの混乱を招く原因になるため、この設定はお勧めしませ

ん。

•回線またはDNに割り当てられているコールピックアップグループ番号を削除することはで
きません。コールピックアップグループ番号を使用している回線を調べるには、依存関係

レコードを使用します。コールピックアップグループ番号を削除するには、各回線または

各 DNに新しいコールピックアップグループ番号を割り当て直す必要があります。

•コールピックアップグループ番号を更新すると、そのコールピックアップグループに割り
当てられているすべての電話番号が Cisco Unified Communications Managerにより自動的に更
新されます。

• SIPを実行するCisco Unified IP Phone 7940および 7960では、コールピックアップ通知、オー
ディオアラート、およびビジュアルアラートはサポートされません。

•コールピックアップ通知、オーディオアラート、およびビジュアルアラートがサポートし
ているのは、ライセンスが発行されているサードパーティの SIPを実行する電話機だけで
す。

•ユーザは、ダイレクトコールピックアップ機能を使用して、回線グループに属するDNへの
コールを受けることはできません。

•デバイスがハントリストに所属し、ハントパイロット番号へ発信されたコールによって、
そのデバイスの呼び出し音が鳴っている場合、ユーザはダイレクトコールピックアップ機

能を使用してこのようなコールを受けることはできません。

コールピックアップのインストールとアクティブ化
システム機能のコールピックアップは、Cisco Unified Communications Managerソフトウェアに標
準で備わっています。この機能は、特にインストールする必要はありません。

コールピックアップ機能の設定
この項では、コールピックアップのサービスパラメータの設定について説明します。

コールピックアップを設定する前に、コールピックアップ、グループコールピックアップ、

他グループコールピックアップ、ダイレクトコールピックアップ、および BLFコールピッ
クアップの設定に関連するトピックを参照してください。

ヒント

関連トピック

BLFコールピックアップの設定, （188ページ）
コールピックアップおよびグループコールピックアップの設定, （181ページ）
ダイレクトコールピックアップの設定, （186ページ）
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他グループコールピックアップの設定, （184ページ）

コールピックアップのサービスパラメータの設定

Cisco Unified Communications Managerには、コールピックアップ機能向けに次のクラスタ全体の
サービスパラメータが用意されています。各サービスパラメータではデフォルトが設定されて

いるので、特別な設定は必要ありません。

• Auto Call Pickup Enabled：デフォルトは [False]です。このパラメータは、自動コールピック
アップ機能が有効かどうかを決定します。有効にするには、このフィールドを [True]に設定
します。

• Call PickupLocatingTimer：デフォルトは 1秒です。このサービスパラメータは、ピックアッ
プがピックアップグループのすべてのアラートコールを受信するまで待機する最大時間を

秒単位で指定します。

• Call Pickup No Answer Timer：デフォルトは 12秒です。この必須パラメータは、ピックアッ
プ要求を開始したユーザがコールを受けないことにした場合に、元のコールを復元するまで

に待機する最大時間を秒単位で指定します。

タイマーを設定するには、[システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選
択し、[詳細設定(Advanced)]アイコンを選択するか、[詳細設定(Advanced)]ボタンをクリック
して、[Clusterwide Parameters (Feature - Call Pickup)]ペインのフィールドを更新します。

（注）

• AllowCalls to be picked up fromLine GroupMembers：デフォルトは [False]です。このパラメー
タを [True]に設定すると、ハントパイロットでのコールピックアップグループ設定は無視
されます。ハントリストでのコールのアラートは、ピックアップのためにハントパイロッ

トのコールピックアップグループに通知されることもなく、また、これらのコールがピッ

クアップされることもありません。このパラメータを [False]に設定すると、回線グループ
メンバでのコールピックアップグループ設定は無視されます。このサービスパラメータが

与える影響の詳細については、ハントリストでのコールピックアップ機能の使用,（201ペー
ジ）を参照してください。

複数のコールピックアップグループの設定
この項では、複数のコールピックアップグループの設定、他グループコールピックアップのピッ

クアップグループの定義、コールピックアップグループの削除、およびコールピックアップグ

ループの電話番号への割り当てについて説明します。
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コールピックアップを設定する前に、以下を構成するための手順の概要を確認してください。ヒント

•コールピックアップおよびグループコールピックアップ

•他グループコールピックアップ

•ダイレクトコールピックアップ

• BLFコールピックアップ

関連トピック

BLFコールピックアップの設定, （188ページ）
コールピックアップおよびグループコールピックアップの設定, （181ページ）
ダイレクトコールピックアップの設定, （186ページ）
他グループコールピックアップの設定, （184ページ）

コールピックアップグループの検索

コールピックアップグループの検索/一覧表示のウィンドウでは、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで設定したコールピックアップグループを検索できます。

ネットワーク上には複数のピックアップグループが存在する場合があります。Cisco Unified
Communications Managerでは、特定の条件に基づいて、コールピックアップグループを検索でき
ます。コールピックアップグループを検索するには、次の手順を実行します。

ブラウザセッションでの作業中は、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページでコー
ルピックアップグループの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動し

てこのメニュー項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、コール

ピックアップグループの検索プリファレンスは Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで保持されています。

（注）

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [コールピックアップグループ(Call Pickup Group)]を選択し
ます。

[コールピックアップグループの検索/一覧表示(Find and List Call Pickup Groups)]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 レコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
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c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。
別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除す

るには、[–]ボタンをクリックして、最後に追加した条件を削除するか、[フィルタの
クリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加した検索条件をすべて削除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
すべてのレコードまたは一致するレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(RowsperPage)]
ドロップダウンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更で

きます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

コールピックアップグループの設定

ここでは、1つのコールピックアップグループを追加、コピー、および更新する方法について説
明します。

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [コールピックアップグループ(Call Pickup Group)]を選択し
ます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 新しいコールピックアップグループを追加するには、[新規追加(Add New)]をクリックしま
す。

b) コールピックアップグループをコピーするには、複数のコールピックアップグループの設定,
（210ページ）の手順を使用して、コールピックアップグループを検索します。 [コピー(Copy)]
アイコンをクリックします。

c) コールピックアップグループを更新するには、複数のコールピックアップグループの設定,
（210ページ）の手順を使用して、コールピックアップグループを検索します。
[コールピックアップグループの設定(Call Pickup Group Configuration)]ウィンドウが表示されま
す。
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ステップ 3 適切な設定値を入力するか更新します（コールピックアップグループの設定項目,（213ページ）
を参照）。

ステップ 4 新規コールピックアップグループまたは変更されたコールピックアップグループをデータベー

スに保存するには、[保存(Save)]をクリックします。

コールピックアップグループの設定項目

コールピックアップ機能を使用すると、ユーザは、本人が所属するグループ内の着信コールを受

けることができます。 Cisco Unified Communications Managerは、ユーザが Cisco Unified IP Phone
からこの機能をアクティブにしたときに、適切なコールピックアップグループ番号を自動的にダ

イヤルします。このタイプのコールピックアップには、[ピック]ソフトキーを使用します。

グループコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは、別のグループ内の着信コールを受け

ることができます。ユーザは、Cisco Unified IP Phoneからこの機能をアクティブにするときに、
適切なコールピックアップグループ番号をダイヤルする必要があります。このタイプのコール

ピックアップには、[Gピック]ソフトキーを使用します。

コールピックアップ機能とグループコールピックアップ機能の設定手順は同じです。グルー

プコールピックアップ番号は、回線または電話番号に適用されます。

（注）

次の表に、コールピックアップグループの設定項目を示します。

表 23：コールピックアップグループの設定項目

説明フィールド

[コールピックアップグループ情報(Call Pickup Group Information)]

最大で100文字の英数字を入力できます。たとえば、Operations
のように入力します。ピックアップグループ名は、ピックアッ

プグループ番号と関連付けられます。ピックアップグループ

はピックアップグループ名で選択できます。

[コールピックアップグループ
名(Call Pickup Group Name)]

追加するコールピックアップグループ用の一意の電話番号（整

数）を入力します。

24桁まで入力できます。使用できる文字は、数字（0～ 9）、
A～ D、プラス記号（+）、シャープ記号（#）、およびアスタ
リスク（*）です。数字を国際エスケープ文字（+）で始める場
合は、+の前にバックスラッシュ（\）を置く必要があります。

[コールピックアップグループ
番号(Call PickupGroupNumber)]

コールピックアップグループの説明を入力します（たとえば、

Operations Department Group Pickup）。
[説明(Description)]
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説明フィールド

パーティションを使用してコールピックアップグループへのア

クセスを制限する場合は、ドロップダウンリストボックスから

希望のパーティションを選択します。コールピックアップグ

ループへのアクセスを制限しない場合は、パーティションに [<
なし>(<None>)]を選択します。

MaxList Box Itemsエンタープライズパラメータを使用すると、
このドロップダウンリストボックスに表示されるパーティショ

ンの数を設定できます。Max List Box Itemsエンタープライズ
パラメータの指定よりも多くのパーティションが存在する場合

は、このドロップダウンリストボックスの横に [検索(Find)]ボ
タンが表示されます。 [検索(Find)]ボタンをクリックすると、
[パーティションの検索/一覧表示(Find and List Partitions)]ウィン
ドウが表示されます。詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』の
パーティションの検索に関連するトピックを参照してください。

リストボックスの最大項目を設定するには、[システ
ム(System)] > [エンタープライズパラメータ(Enterprise
Parameters)]の順に選択し、[CCMAdmin Parameters]を
選択します。

（注）

コールピックアップグループ番号とパーティション

の組み合わせが、CiscoUnifiedCommunicationsManager
内で固有であることを確認してください。

（注）

[パーティション(Partition)]

[コールピックアップグループの通知設定(Call Pickup Group Notification Settings)]

ドロップダウンリストボックスから、次のいずれかの通知タイ

プを選択します。

• [アラートなし(No Alert)]

• [オーディオアラート(Audio Alert)]

• [ビジュアルアラート(Visual Alert)]

• [オーディオおよびビジュアルアラート(Audio and Visual
Alert)]

[コールピックアップグループ
通知ポリシー(Call PickupGroup
Notification Policy)]

元の着信側にコールが最初に着信してから、それ以外のコール

ピックアップグループに通知を送信するまでの遅延時間を秒単

位（1～ 300の範囲の整数）で入力します。

[コールピックアップグループ
通知タイマー(Call PickupGroup
Notification Timer、秒)]

[コールピックアップグループ通知のコール情報表示(Call InformationDisplay For Call PickupGroup
Notification)]
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説明フィールド

コールピックアップグループへのビジュアル通知メッセージに

発呼側の IDを加えるには、このチェックボックスをオンにしま
す。 [コールピックアップグループ通知ポリシー(Call Pickup
Group Notification Policy)]が [ビジュアルアラート(Visual Alert)]
または [オーディオおよびビジュアルアラート(Audio and Visual
Alert)]に設定されている場合にだけ、この設定を使用できます。

[発呼側情報(Calling Party Information)]と [着信側情報(Called Party
Information)]の両方を表示する場合、最初の 11文字だけが各
ディスプレイに表示されます。どちらか一方だけを表示する場

合は、最初の 23文字が表示されます。ただし、表示名に関連
番号がない機能タグ（[Conference] -> [Alice]など）が含まれる
場合は、このような文字数の制限はありません。

アクティブな通知アラートが複数ある場合、最新のビ

ジュアルアラートによってその前のアラートが無効に

なります。ユーザがコールピックアップをアクティ

ブにすると、電話機に現在ビジュアルアラートが表示

されている場合でも、ピックアップ可能な最も古い

コールにユーザが接続されます。発信側または着信側

の情報を表示しないビジュアル通知を使用すること

で、この矛盾を回避することができます。この設定を

使用する場合、「コールがピックアップ可能」という

汎用メッセージが表示されます。自動コールピック

アップ（AutoCallPickupEnabledサービスパラメータ）
が無効の場合は発信者の IDを取得できます。詳細に
ついては、自動コールピックアップ, （200ページ）
を参照してください。

（注）

[発呼側情報(Calling Party
Information)]
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説明フィールド

コールピックアップグループへのビジュアル通知メッセージに

元の着信側の IDを加えるには、このチェックボックスをオンに
します。 [コールピックアップグループ通知ポリシー(CallPickup
Group Notification Policy)]が [ビジュアルアラート(Visual Alert)]
または [オーディオおよびビジュアルアラート(Audio and Visual
Alert)]に設定されている場合に、この設定を使用できます。

[発呼側情報(Calling Party Information)]と [着信側情報(Called Party
Information)]の両方を表示する場合、最初の 11文字だけが各
ディスプレイに表示されます。どちらか一方だけを表示する場

合は、最初の 23文字が表示されます。ただし、表示名に関連
番号がない機能タグ（[Conference] -> [Alice]など）が含まれる
場合は、このような文字数の制限はありません。

アクティブな通知アラートが複数ある場合、最新のビ

ジュアルアラートによってその前のアラートが無効に

なります。ただし、ユーザがコールピックアップを

アクティブにすると、電話機に現在ビジュアルアラー

トが表示されていない場合でも、ピックアップ可能な

最も古いコールにユーザが接続されます。発信側また

は着信側の情報を表示しないビジュアル通知を使用す

ることで、この矛盾を回避することができます。この

設定を使用する場合、「コールがピックアップ可能」

という汎用メッセージが表示されます。自動コール

ピックアップ（AutoCallPickupEnabledサービスパラ
メータ）が無効の場合は発信者の IDを取得できます。
詳細については、自動コールピックアップ,（200ペー
ジ）を参照してください。

（注）

[着信側情報(Called Party
Information)]

[関連付け先コールピックアップグループ情報(Associated Call Pickup Group Information)]：[番号/
パーティションでピックアップ番号を検索(Find Pickup Numbers by Numbers/Partition)]

この表の [コールピックアップグループ情報(Call Pickup Group
Information)]の [パーティション(Partition)]を参照してください。

[パーティション(Partition)]

検索するコールピックアップグループのDNまたはその一部を
入力し、[検索(Find)]をクリックします。

[コールピックアップグループ
番号が次を含む(Call Pickup
Group Numbers Contain)]
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説明フィールド

[現在の関連付け先コールピックアップグループ(CurrentAssociated
Call Pickup Groups)]領域にある関連付け先コールピックアップ
グループリストにメンバを追加するには、このリストからDN/
パーティションを選択し、[関連付け先コールピックアップグ
ループに追加(Add to Associated Pickup Groups)]をクリックしま
す。

設定されたグループが自動的に [現在の関連付け先コールピッ
クアップグループ(Current Associated Call Pickup Groups)]のリス
トに追加されます。これによって、[他グループ]ソフトキーを
使用して、ユーザがいるグループ内のコールを受けることがで

きるようになります。

[使用可能コールピックアップ
グループ(Available Call Pickup
Groups)]

[関連付け先コールピックアップグループ情報(AssociatedCall PickupGroup Information)]：[現在の
関連付け先コールピックアップグループ(Current Associated Call Pickup Groups)]

コールピックアップグループリスト項目の順序を変更するに

は、このボックスの右側の上矢印と下矢印を使用して、リスト

項目を移動します。リスト項目の順序を逆にするには、[選択
された番号の順番を逆にする(ReverseOrder of SelectedNumbers)]
をクリックします。このボックスから [削除されたコールピッ
クアップグループ(Removed Call Pickup Groups)]ボックスにコー
ルピックアップグループを移動するには、このボックスの下に

ある上矢印と下矢印を使用します。

[選択されたコールピックアッ
プグループ(Selected Call Pickup
Groups)]

このボックスから [選択されたコールピックアップグループ
(Selected Call Pickup Groups)]ボックスにコールピックアップグ
ループを移動するには、このボックスの上にある上矢印と下矢

印を使用します。

[削除されたコールピックアッ
プグループ(RemovedCall Pickup
Groups)]

関連トピック

コールピックアップ, （181ページ）
コールピックアップ機能, （192ページ）

コールピックアップグループの削除

ここでは、Cisco Unified Communications Managerデータベースからコールピックアップグループ
を削除する方法について説明します。
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はじめる前に

回線または電話番号に割り当てられているコールピックアップグループ番号を削除することはで

きません。このコールピックアップグループを使用している電話番号のリストを表示するには、

[依存関係レコード(Dependency Records)]リンクをクリックします。依存関係レコードがシステム
で使用できない場合は、[依存関係レコード要約(Dependency Records Summary)]ウィンドウにメッ
セージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』の自動コールピックアップ,（200ページ）の項を参照
してください。これらの電話番号のコールピックアップを再び有効にするには、各電話番号を新

しいコールピックアップグループに割り当て直す必要があります。詳細については、電話番号

へのコールピックアップグループの割り当て, （219ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 複数のコールピックアップグループの設定,（210ページ）の手順を使用して、コールピックアッ
プグループを検索します。

ステップ 2 削除するコールピックアップグループをクリックします。

ステップ 3 [削除(Delete)]をクリックします。
そのコールピックアップグループが [コールピックアップグループの検索/一覧表示(Find and List
Call Pickup Groups)]ウィンドウに表示されなくなります。

他グループコールピックアップのピックアップグループの定義

この項では、関連付けられたグループに対する着信コールに応答するために、ユーザのグループ

にコールピックアップグループを関連付ける方法について説明します。グループには、最大 10
のコールピックアップグループを関連付けることができます。関連付けられたグループのコー

ルに応答する優先順位は、関連付けられたグループリストで最初に関連付けられたグループから

最後に関連付けられたグループの順になります。 [コールピックアップグループの設定(Call Pickup
Group Configuration)]ウィンドウでこのリストを編成できます。
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手順

ステップ 1 複数のコールピックアップグループの設定, （210ページ）の手順を使用して、グループを検索
します。

ステップ 2 [コールピックアップグループの設定(Call Pickup Group Configuration)]ウィンドウで、[関連付け先
コールピックアップグループ情報(Associated Call Pickup Group Information)]領域までスクロールし
ます。

ステップ 3 コールピックアップグループの設定項目, （213ページ）の説明に従って、該当するフィールド
に情報を入力します。

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。

電話番号へのコールピックアップグループの割り当て

この項では、電話番号にコールピックアップグループを割り当てる方法について説明します。

コールピックアップグループに割り当てられた電話番号だけが、コールピックアップ、グルー

プコールピックアップ、BLFコールピックアップ、他グループコールピックアップ、およびダ
イレクトコールピックアップを使用できます。

はじめる前に

電話番号にコールピックアップグループを割り当てる前に、コールピックアップグループの設

定, （212ページ）の説明に従ってコールピックアップグループを作成する必要があります。

手順

ステップ 1 [デバイス(Device)] > [電話またはコールルーティング(Phone or Call Routing)] > [電話番号(Directory
Number)]を選択します。

ステップ 2 コールピックアップグループに割り当てる電話機または電話番号を検索するための適切な検索条

件を入力し、[検索(Find)]をクリックします。
検索条件に一致した電話機または電話番号のリストが表示されます。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
219

コールピックアップ

電話番号へのコールピックアップグループの割り当て



ステップ 3 コールピックアップグループに割り当てる電話機または電話番号を選択します。

ステップ 4 [電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウを使用している場合は、電話番号へ
のコールピックアップグループの割り当て, （219ページ）に進んでください。

ステップ 5 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの [割り当て情報(Association Information)]リストか
ら、コールピックアップグループを割り当てる電話番号を選択します。

ステップ 6 [コール転送とコールピックアップの設定(Call Forward and Call Pickup Settings)]領域に表示される
[コールピックアップグループ(Call PickupGroup)]ドロップダウンリストボックスから、割り当て
先のコールピックアップグループを選択します。

ステップ 7 [保存(Save)]をクリックして、変更内容をデータベースに保存します。

ハントパイロットへのコールピックアップグループの割り当て

この項では、ハントパイロットにコールピックアップグループを割り当てる方法について説明

します。コールピックアップグループに割り当てられたハントリストだけが、コールピック

アップ、グループコールピックアップ、BLFコールピックアップ、他グループコールピック
アップ、およびダイレクトコールピックアップを使用できます。

はじめる前に

ハントリストにコールピックアップグループを割り当てる前に、コールピックアップグループ

の設定,（212ページ）の説明に従ってコールピックアップグループを作成する必要があります。

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [ルート/ハント(Route/Hunt)] > [ハントパイロット(Hunt Pilot)]
を選択します。

ステップ 2 コールピックアップグループに割り当てるハントパイロットを検索するための適切な検索条件

を入力し、[検索(Find)]をクリックします。検索条件と一致するハントパイロットのリストが表
示されます。

ステップ 3 コールピックアップグループに割り当てるハントパイロットを選択します。

ステップ 4 [ハント転送の設定(Hunt Forward Settings)]領域に表示される [コールピックアップグループ(Call
Pickup Group)]ドロップダウンリストボックスから、割り当て先のコールピックアップグループ
を選択します。

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックして、変更内容をデータベースに保存します。

関連トピック

ハントリストでのコールピックアップ機能の使用, （201ページ）
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第 8 章

コールキューイング

• コールキューイングの設定, 221 ページ

• コールキューイングの考慮事項, 222 ページ

• コールキューイングの操作, 222 ページ

• コールキューイングのシステム要件, 225 ページ

• コールキューイングの連携動作と制限事項, 226 ページ

• コールキューイングのトラブルシューティング, 227 ページ

コールキューイングの設定
この手順では、コールキューイング機能を設定するために使用するタスクを一覧表示していま

す。コールキューイング機能については、「コールキューイングの導入」の項を参照してくだ

さい。

手順

ステップ 1 カスタムアナウンスを設定します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』のア
ナウンスの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 2 カスタムアナウンスを追加します。次の内容が含まれています。

• wavファイルアナウンスのアップロード

•カスタムアナウンスの表示および/または変更

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』のア
ナウンスの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 3 保留音（MoH）音源の設定
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詳細については、『Cisco Unified Communications Manager機能およびサービスガイド』の「保留
音」を参照してください。

ステップ 4 ハントパイロット番号に対するキュー機能の設定

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』の「ハ
ントパイロットの設定」を参照してください。

ステップ 5 無応答時にハントメンバを自動的にログアウトするため、回線グループの設定ページを設定しま

す。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』の「回
線グループの設定値」を参照してください。

コールキューイングの考慮事項
Unified CMではユーザに対し、ハントメンバが着信に応答できるようになるまで発信者を保留に
できる、コールキューイングをネイティブで提供しています。キューに入れられた発信者は、初

期グリーティングアナウンスに続いて保留音または保留トーンを受け取ります。発信者が一定期

間キューに留まる場合は、そのコールに応答がされるまで、または最大待機時間の期限が切れる

まで、設定された間隔で 2番目のアナウンスが再生されます。

コールキューイングの操作

Cisco Unified Communications Manager の管理に関する考慮事項

コールキューイング機能は、ハントパイロット番号に着信するコールを処理するための拡張機能

を提供します。着信コールがハントパイロットに到達すると、次の機能が提供されます。

•発信者は、次に進む前に最初のカスタマイズ可能なグリーティングアナウンスに接続されま
す。

• 1人以上の回線メンバがハントパイロットにログインしており、アイドル状態であったとき
で、かつ、キューに入っているコールがない場合は、そのコールは最も長い時間アイドル状

態であった回線メンバに送達されます。

•どの回線メンバもコールに応答しない場合、その発信者はキューに置かれません。 [応答中、
ログイン中、または登録済みのハントメンバが存在しない場合(When no hunt members answer,
are logged in, or registered)]の設定に応じて、コールは新しい接続先にルーティングされるか、
切断されます。

•すべてのメンバが話し中の場合に限り、コールがキューに置かれます。

•回線メンバがキュー有効コールに応答しないと、回線グループページで [無応答時にハント
メンバを自動的にログアウト(Automatically Logout Hunt Member on No Answer)]がオンの場合
に限り、その回線メンバはハントグループからログオフされます。
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•発信者はキューに置かれている間、保留音と反復される（カスタマイズ可能な）定期的なア
ナウンスが聞こえます。

•ある回線メンバがアイドル状態になると、複数のハントグループ間で最も待機時間の長い発
信者が、そのアイドル状態の回線メンバに送達されます。アイドル状態の回線メンバがその

コールに応答しない場合、発信者はキューの以前の場所に戻されます。

•キューに入れられたコールが最大待機時間を超えると、ハントパイロットの設定方法に応じ
て、別のパターンにルーティングされるか、切断されます。

•キューで許可される最大コール数に達すると、後続の発信者があった場合は、ハントパイ
ロットの設定方法に応じて別のパターンにルーティングされるか、切断されます。

•各回線メンバは、キュー有効ハントパイロット（つまり、自分たちが関連づけられているハ
ントパイロット）のキューのステータスを表示できます。キューステータスには次のタイ

プの情報が表示されます。

◦ハントパイロットのパターン

◦各ハントパイロットのキューに入っている発信者の数

◦最大待機時間

共有回線配置の場合、その共有回線でのすべてのデバイスの可用性が組み合わさって最終的なス

テータスが決まります。 1人以上のメンバの共有回線デバイスがオンフックと表示されたが、他
のすべてのデバイスがオフフックと示された場合、その回線メンバの最終ステータスはオンフッ

クのままです。

コールキューイングは既存のハントパイロットと連携して機能しますが、ハントメカニズムの

動作は、キューイングするハントパイロットもキューイングしないハントパイロットも違いがあ

りません。ただし、コールキューイングが有効になったハントパイロットには特定の機能が関

連付けられます。

1 キューイングを有効にしたハントパイロットのコールは、回線メンバにより 1度に 1つのコー
ルが受け取られます。キューイングを有効にした2つのハントパイロットのコールは（ビジー
トリガの設定状態にかかわらず）1人の回線メンバに提供されることはできません。これは、
回線メンバが自分のDNに直接かかってきたコールまたはキューイングしていないハントパイ
ロットからのコールのみを受信すると制限するものではありません。

2 ハントパイロットをルーティングされたコールに応答しない回線メンバは自動的にログアウト

します。回線メンバは、キューを有効にしたハントパイロットのコールを受信せず、RNA復
帰タイムアウトが発生するまでそのコールに応答しなかった場合、そのデバイスを自動的にロ

グアウトします。共有回線配置の場合、同じ共有回線で設定されたすべてのデバイスがログア

ウトします。この動作は、回線グループページの [無応答時にハントメンバを自動的にログア
ウト(Automatically Logout Hunt Member on No Answer)]で設定できます。この設定がオンになっ
ている場合に限り、回線メンバはログアウトされます。

発呼側はキューにいる間、発信者はそのハントパイロットのネットワークMOH設定に応じて、
MOH処理を受けます。初期アナウンスを最初に再生し、次にハントパイロットへのコールを提
供するオプションが利用できます。コールがどの回線メンバからも応答されない場合、発信者は

保留状態（キュー）に置かれ、MOHに加えてアナウンスが定期的に再生されます。2つめのオプ
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ションは、コールを最初にハントパイロット DNに提供し、コールが応答されない場合はその後
に発信者を保留状態（キュー）に置くというものです。ここでも、MOHに加えてアナウンスが
定期的に再生されます。回線メンバがキュー内の次の発信者への応答が可能になると、キューに

最も長い時間入っていたコールが回線メンバに提供されます。回線メンバがそのコールに応答し

ない場合、発信者はキューの同じ場所に戻されます。

代替番号の設定

コールキューイングの設定は、代替番号へのコールのルーティングを提供します。代替番号には

次の番号が可能です。

•キューイングを有効または無効にしたハントパイロット DN

•ボイスメール DN

•回線 DN

•共有 DN

代替番号が使用されるシナリオとして主なものが 3つあります。

1 キューが最大数に達した

2 最大待機時間に達した

3 ハントメンバが誰もログインしていない、または登録されていない

キューが最大数に達した

コールキューイングは 1ハントパイロットにつき、最大 100人の発信者をキューに入れることが
可能です（あるハントパイロットページのキューに許可される最大発信者数）。特定のハント

パイロットで新規発信者に対するこの制限に達すると、後続のコールは代替番号にルーティング

できます。この代替番号は、[ハントパイロットの設定(HuntPilotConfiguration)]ページで（「キュー
が最大数に達した場合の宛先」設定を使って）設定できます。

最大待機時間に達した

各発信者は、1ハントパイロットにつき最大 3600秒間キューにいることが可能です（キュー内の
最大待機時間）。この限度に達すると、その発信者は代替番号にルーティングされます。この代

替番号は、[ハントパイロットの設定(Hunt Pilot Configuration)]ページで（「キュー内の最大待機
時間」の設定を使って）設定できます。

ハントメンバが誰もログインしていない、または登録されていない

ハントパイロットのメンバの誰もコールの着信時に対応できないまたは登録されていない状況の

シナリオでは、ハントパイロットの設定により、コールがルーティングされることが可能な代替

番号のフィールドが（「ログイン中または登録済みのハントメンバが存在しない場合」の設定を

使って）提供されます。コールキューイングでは、ハントパイロットのメンバがDNDを非アク
ティブ化しており、かつ、ハントグループにログインしている場合に、そのハントパイロットは

対応可能であると見なされます。その他のすべての場合、回線メンバは対応不可である、または

ログオフしていると見なされます。

保留音

MOH機能が拡張され、発信者が最初に保留状態になったときにオプションの初期グリーティング
アナウンスが再生され、さらに、発信者が通常のMOHオーディオを聞いているときに定期的に
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反復アナウンスが再生されるようになりました。これらのアナウンスには、シスコが提供する

オーディオファイルのいずれか、または、システムにアップロードされたカスタムファイルを使

用できます。

リアルタイムモニタリング

多くの新しいサービスアビリティカウンタが、キューイング監視のために「Cisco Hunt Pilots」と
いうフォルダに追加されました。ハントパイロットDNに基づくこれらのカウンタには次のもの
があります。

• HuntPilot/QCallsAbandoned：キューに入れられたが、ハントメンバにより応答される前また
は正常にリダイレクトされる前に切断された、（最後のシステムの再起動以降の）コール数

• HuntPilot/CallsInQueue：現在キューにあるコール数

• HuntPilot/QCallsRingNoAnswer：回線グループメンバにルーティングされた後に応答されな
かった、（最後のシステムの再起動以降の）コール数

• HuntPilot/QLongestCallWaiting：キューで現在最大の待機時間となっているコールの時間（秒
単位）

• HuntPilot/MaxQDepthExceeded：キュー内で許可される最大発信者数に達した後でコールが代
替宛先にルーティングされた、（最後のシステムの再起動以降の）発生回数

• HuntPilot/MaxQWaitTimerExceeded：キュー内の最大待機時間に達した後でコールが代替宛先
にルーティングされた、（最後のシステムの再起動以降の）発生回数

• HuntPilot/LineGroupMembersAvailable：キューイングが有効なハントパイロットからのコール
を現在受信できる資格を持つ、アイドル状態（オンフック）の回線グループメンバの数

アナウンスの監視

Media Streaming Annunciatorの新しいパフォーマンスカウンタには、Real Time Monitoring Toolか
ら、[Performance] > [expand server name] > [Cisco Media Streaming App] > [ANNPlayFailed]を介して
到達できます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool Administration
Guide』を参照してください。

コールキューイングのシステム要件
コールキューイングには、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager 9.0以降

• Cisco IP Voice Media Streaming（IPVMS）アプリケーション。クラスタ内の少なくとも 1ノー
ド上でアクティブ化されている必要があります

•クラスタ内の少なくとも 1台のサーバ上で稼動している Cisco CallManagerサービス

• Cisco CallManagerサービスと同じサーバ上で稼動している Cisco RIS Data Collectorサービス
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• Cisco Unified Communications Manager Locale Installer（英語以外の電話ロケールまたは国独自
のトーンを使用する場合）

コールキューイングの連携動作と制限事項

[SIP Rel1XXオプション(SIP Rel1XX Options)]

コールが、キューイングを有効にしたハントパイロットに SIP ICTを介してルーティングされる
場合、その SIP ICTは、SIP Rel1XXオプションを [1xxにSDPが含まれている場合にPRACKを送信
(Send PRACK if 1XX contains SDP)]に設定した SIPプロファイルを使用します。この結果、コー
ルが回線メンバに送達される前に初期アナウンスが各コールに対して再生されます。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』の「SIP
プロファイルの設定」を参照してください。

H323 ゲートウェイおよびトランク

コールが、キューイングを有効にしたハントパイロットに H323ゲートウェイを介してルーティ
ングされる場合、コールが再度キューに置かれたとき、または代替番号にルーティングされたと

きに発信者に呼び出し音が聞こえるように、サービスパラメータ「Send H225 User InfoMessage」
を「Use ANN for Ring Back」に変更する必要があります。

キューイングが H225 ICTと使用される場合は、両方のクラスタがバージョン 9.0以上である
必要があります。

（注）

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の
「H323ゲートウェイの設定」を参照してください。

キューステータス PLK

キューステータス PLKは、SCCPおよび SIPプロトコルのどちらについても、次の LCDディス
プレイの電話機でのみサポートされます。

• 6921

• 6941

• 6945

• 6961

• 7911 G

• 7931 G

• 7942 G

• 7945 G

• 7962 G
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• 7965 G

• 7975 G

• 8961

• 8945

• 8941

• 9951

• 9971

HLOG PLK

HLOGソフトキーまたはPLKを使用して、ハントグループのログインまたはログアウトをサポー
トする電話機を設定する必要があります。電話機が HLOGソフトキーまたは PLKをサポートし
ていない場合、回線メンバは電話機からログインできません。

HLOGは EMCCと互換性がありません。そのため、コールキューイングは EMCCには配置し
てはなりません。

（注）

詳細については、『Cisco Unified CMシステムガイド』の「ハントグループからのログアウト」
を参照してください。

コールキューイングのトラブルシューティング
コールキューイングの問題を解決するには、CiscoUnified Serviceabilityのトレース設定およびReal
Time Monitoring Toolを使用します。『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』と『Cisco
Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してください。
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第 9 章

コールスロットリングおよび Code Yellow
状態

この章ではコールスロットリングについて説明します。この機能を使用すると、Cisco Unified
Communications Managerはさまざまな要因（負荷の高いコールアクティビティ、Cisco Unified
Communications Managerに対する CPU稼動率の低下、ルーティングループ、ディスク入出力の
制限、ディスクフラグメンテーションのようなイベントなど）でダイヤルトーンの遅延（ユー

ザがオフフックにしてからダイヤルトーンを受信するまでの間隔）が発生する可能性があると

判断した場合、新しいコールの試行を自動的にスロットル（拒否）することができます。

• コールスロットリング機能, 229 ページ

• コールスロットリングのトラブルシューティング, 231 ページ

コールスロットリング機能
コールスロットリングは、Cisco Unified Communications Managerが上記のような状態が存在する
と判断したときに自動的に実行され、そのような状態が緩和されたときにシステムは自動的にス

ロットリングを終了します。コールスロットリングの開始と終了に関連付けられたパラメータを

設定するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページ（[システム(System)] > [サービ
スパラメータ(Service Parameters)]）でいくつかのサービスパラメータを使用します。ただし、シ
スコのカスタマーサポートが推奨する場合を除き、これらのパラメータを変更することはお勧め

しません。サービスパラメータへのアクセスとその設定については、『CiscoUnifiedCommunications
Managerアドミニストレーションガイド』のサービスパラメータの設定に関連するトピックを参
照してください。

Cisco Unified Communications Managerは、コールスロットリングに関連するパラメータで指定さ
れている値を使用して、ダイヤルトーンの遅延の可能性を評価し、コールスロットリングが必要

でなくなった状態を判断します。ダイヤルトーンの過剰な遅延を回避するためにスロットリング

が必要になったときに、Cisco Unified Communications Managerは Code Yellow状態に入り、新しい
コールの試行がスロットル（拒否）されます。コールスロットリングは、System Throttle Sample
Sizeサービスパラメータを使用して無効にすることができますが、コールスロットリングを無効
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にすることはお勧めしません。次に、コールスロットリングに関連するいくつかのサービスパ

ラメータの定義を示します。

• Code Yellow Entry Latencyは、システム内のさまざまなデバイスから Cisco Unified
CommunicationsManagerに送信されるSDLメッセージに加え、さまざまアクティビティ（キー
プアライブ、変更通知、多様な内部メッセージングなど）に関してCiscoUnifiedCommunications
Managerで送受信される大量の内部メッセージを処理する際の最大許容遅延をミリ秒単位で
定義します。計算された平均予想遅延がこのサービスパラメータで指定されている値を超

える場合、Cisco Unified Communications Managerは Code Yellow状態に入ってコールスロッ
トリングを開始し、新しいコールの受け入れを停止します。

• Code Yellow Exit Latency Calculationは、Cisco Unified CommunicationsManagerがコールスロッ
トリングを開始したときに Code Yellow状態の終了基準（Code Yellow終了遅延）を指定する
ために、CodeYellowEntryLatencyの許容可能なパーセンテージを決定します。このパラメー
タに指定する値を基礎として、Code Yellow Entry Latencyパラメータの値（ミリ秒単位で指
定する遅延）を使用する数式が構成されます。パーセンテージを決定するには、「Code
Yellow Entry Latency値 × Code Yellow Exit Latency値」という数式を使用します。次の例を参
考にしてください。

Code Yellow Entry Latencyサービスパラメータ値：20ミリ秒

Code Yellow Exit Latencyサービスパラメータ値：40%

Code Yellow Exit Latency値 = 20 × 0.4 = 8ミリ秒。つまり、計算されたメッセージ遅延時間が
8ミリ秒以下に低下すると、Cisco Unified Communications Managerは Code Yellow状態を終了
します。

Code Yellow状態から脱するために、Cisco Unified Communications Managerは平均予想遅延が
Code Yellow終了遅延の値より小さいことを確認します。

• Code Yellow Durationは、Cisco Unified Communications Managerシステムが Code Yellow状態
（コールスロットリング）を保持する時間を分単位で指定します。この期間が満了しても、

システムが引き続き Code Yellow状態にある場合、Cisco Unified Communications Managerは
Code Red状態に入ります。これは Cisco Unified Communications Managerが長期間にわたって
CodeYellow状態にあり、回復できないことを示します。CiscoUnifiedCommunicationsManager
が Code Red状態になると、Communications Managerサービスが再起動し、メモリダンプも
生成されるため、障害の分析に役立つことがあります。

• System Throttle Sample Sizeは、Cisco Unified Communications Managerが SDLメッセージを処
理する平均予想遅延を計算するために使用する、サンプルのサイズを秒単位で示します。た

とえば、サンプルサイズ 10は、Cisco Unified CommunicationsManagerが、平均予想遅延を計
算して、それを CodeYellow Entry Latencyパラメータの値と比較する前に、10秒連続してゼ
ロ以外の遅延値を計算する必要があることを意味します。このパラメータを使用して、コー

ルスロットリングを無効にすることができます。

ダイヤルトーンの遅延が、コールスロットリング関連のサービスパラメータで設定されている

しきい値を超えると計算された場合、Cisco Unified Communications Managerは新しいコールの拒
否を開始します。コールスロットリングが行われているとき、新しいコールを試行するユーザは

リオーダー音を受信します。電話機モデルによっては、電話機のディスプレイにプロンプトが表

示される場合もあります。コールスロットリングにより、ユーザが新しいコールの発信を試行す
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る際の問題が効率的に回避されますが、オフフックにしてからダイヤルトーンを受信するまでの

遅延時間が過度に長くなると、ユーザの反応（たとえば、システム管理者への苦情、システムダ

ウンや電話機の故障についての問い合わせなど）を引き起こします。CiscoUnifiedCommunications
Managerは、そのような遅延が発生するタイミングを予測するため、複雑なアルゴリズムを使用
して常時システムを監視します。

ダイヤルトーンへの遅延がコールスロットリング関連のサービスパラメータのガイドラインの

範囲内である場合は、Cisco Unified Communications Managerは Code Yellow状態を終了してスロッ
トリングを中止します。新しいコールイベントは再び許可されるようになります。

コールスロットリングのトラブルシューティング
CCM/SDIおよび SDLトレースファイルは、コールスロットリングイベントを記録して、役立つ
情報を提供できます。また、多くの場合、デバッグ用のパフォーマンス監視データも必要になり

ます。CiscoCallManager SystemPerformanceオブジェクト（リアルタイム監視ツールで表示可能）
には、ThrottlingSampleActivityと呼ばれるカウンタが含まれています。このカウンタは、Cisco
Unified Communications Managerが遅延にゼロ以外の値を計算したかどうかを示し、システムのビ
ジー状態の程度を把握するのに役立ちます。このカウンタが頻繁にゼロ以外の値になる場合、シ

ステムの潜在的な過負荷状態を示している可能性があります。 Code Yellowイベントの可能性を
回避するには、システムの過負荷状態を発生させていると考えられる原因（負荷の高いコールア

クティビティ、Cisco Unified Communications Managerに対する CPU稼動率の低下、ルーティング
ループ、ディスク入出力の制限、ディスクフラグメンテーションのようなイベントなど）を検討

し、それらの可能性の調査を開始します。

一般に、コールスロットリングイベントが繰り返される場合は、Cisco Technical Assistance Center
（TAC）のサポートを受ける必要があります。TACでは、より厳密な検査を行うために、これら
のトレースファイルの提示を求めることがあります。
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第 10 章

発呼側の正規化

この章では、E.164標準に準拠した発呼側の正規化について説明します。発呼側を正規化すると、
一部の電話機のダイヤル機能が拡張され、地理的に異なる複数の場所にコールがルーティングさ

れる場合の折り返し機能が向上します。つまり、この機能により、着信側は、電話機のコール

ログディレクトリ内の電話番号を修正する必要なく、確実にコールを返すことができます。ま

た、発呼側の正規化により、電話番号をグローバル化またはローカライズできるため、適切な発

信側番号が電話機に表示されます。

発呼側の正規化を設定すると、コールが IPWANを経由して複数の場所にルーティングされる
場合のトールバイパスに関する問題が軽減されます。さらに正規化により、Cisco Unified
CommunicationsManagerはコールの発信元を識別し、電話機ユーザの発信側番号をグローバル
化またはローカライズできます。

ヒン

ト

• 発呼側正規化の設定, 233 ページ

• 発呼側の正規化機能, 237 ページ

• システム要件, 244 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 244 ページ

• インストールと発呼側正規化のアクティブ化, 250 ページ

• 発呼側正規化の設定, 250 ページ

• ユーザへの情報提供, 276 ページ

発呼側正規化の設定
E.164標準に準拠する発呼側正規化は、一部の電話機のダイヤル機能を拡張し、コールが地理上の
複数の場所にルーティングされる場合の折り返し機能を強化します。この機能を利用することで、

着信側は、電話機の通話履歴ディレクトリに記録されている電話番号を修正しなくても折り返し
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コールを発信できます。また、発呼側の正規化により、電話番号をグローバル化またはローカラ

イズできるため、適切な発信側番号が電話機に表示されます。

発呼側の正規化を設定すると、コールが IPWANを経由して複数の場所にルーティングされる
場合のトールバイパスに関する問題が軽減されます。さらに正規化により、Cisco Unified
CommunicationsManagerはコールの発信元を識別し、電話機ユーザの発信側番号をグローバル
化またはローカライズできます。

ヒント

はじめる前に

発信側番号のグローバル化とローカライズに進む前に、次の手順を実行します。

•この機能のインタラクションと制限事項を確認します。詳細については、発信側番号のグ
ローバル化、発信側番号のローカライズ、インタラクション、および制限に関連する各ト

ピックを参照してください。

•まだ実行していない場合は、[CiscoUnifiedサービスアビリティ]でCiscoCallManagerサービス
をアクティブにします。詳細については、『CiscoUnified Serviceability AdministrationGuide』
を参照してください。

手順

ステップ 1 発信側番号をグローバル化またはローカライズするには、次の手順を実行します。

a) 発信側番号をグローバル化するには、次の手順に進みます。
b) 発信側番号をローカライズするには、手順 9に進みます。

ステップ 2 必要な場合は、[発呼側番号タイプ(Calling Party Number Type)]を設定します。
詳細については、発信側番号のグローバル化と発呼側番号タイプの設定に関連するトピックを参

照してください。

ステップ 3 PSTN経由の国内、国際、加入者、および不明の各着信コールについて、それぞれのコールタイ
プに関連付けるプレフィックスを作成します。各デバイスタイプ（電話機、MGCPゲートウェ
イ、H.323ゲートウェイ/トランク、SIPトランクなど）のプレフィックスを作成します。
詳細については、発信側番号のグローバル化および発呼側正規化のサービスパラメータの設定に

関連するトピックを参照してください。

ステップ 4 サービスプロバイダーが発信側番号に先行桁（たとえば、ゼロ）を付加しており、ユーザが他の

桁（その先行桁が E.164番号の一部ではない場合に発信側番号を E.164形式に変更するなど）を
付加する前に、その先行桁を削除する場合は、Cisco Unified Communications Managerが着信発呼
側番号にプレフィックスを適用する前に先行桁を削除するように、デバイスプール、ゲートウェ

イ、トランクの着信発呼側番号の各設定を行うことができます。

詳細については、ローカライズした発信側番号へのトランクの発呼側トランスフォーメーション

コーリングサーチスペース（CSS）の適用、およびデバイスプール、ゲートウェイ、そしてトラ
ンクの着信発呼側番号設定に関連した各トピックを参照してください。
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ステップ 5 [コールルーティング(Call Routing)] > [コントロールのクラス(Class of Control)] > [コーリングサー
チスペース(Calling Search Space)]で、発呼側トランスフォーメーションパターン用のさまざまな
パーティションを作成します。

各種発呼側トランスフォーメーションパターンおよび各種番号タイプ用にそれぞれ別個のパー

ティションとコーリングサーチスペースを作成します。詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』のパーティションの設定項目に関連す
るトピックを参照してください。

ステップ 6 [コールルーティング(Call Routing)] > [コントロールのクラス(Class of Control)] > [コーリングサー
チスペース(Calling Search Space)]で、さまざまな発呼側番号タイプ用の着信発呼側番号コーリン
グサーチスペース（CSS）を作成します。CSSの [コーリングサーチスペースの設定(CallingSearch
Space Configuration)]ウィンドウで、発呼側トランスフォーメーションパターン用に作成したパー
ティションを [使用可能なパーティション(Available Partitions)]ペインに移動します。作成した各
CSSに対してこのタスクを実行します。
国内発呼側番号タイプ用のCCSを 1つ、国際発呼側番号タイプ用のCSSを 1つ、というように作
成できます。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーション
ガイド』の CSSの設定項目に関連するトピックを参照してください。

ステップ 7 [コールルーティング(Call Routing)] > [トランスフォーメーションパターン(Transformation Pattern)]
> [発呼側トランスフォーメーションパターン(Calling Party Transformation Pattern)]を選択し、発呼
側トランスフォーメーションパターンを作成します。[発呼側トランスフォーメーションパターン
の設定(Calling Party Transformation Pattern Configuration)]ウィンドウで、着信の発呼側トランス
フォーメーション CSSに関連付けられたパーティションを発呼側トランスフォーメーションパ
ターンに割り当てます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の発
呼側トランスフォーメーションパターンの設定項目に関連するトピックを参照してください。

ステップ 8 [ゲートウェイの設定(Gateway Configuration)]や SIPの [トランクの設定(Trunk Configuration)]など
のデバイス設定ウィンドウで、適切な着信の発呼側トランスフォーメーション CSSを選択しま
す。

デバイスの設定ウィンドウで着信発呼側番号 CSSを選択するには、着信発呼側番号の
設定ペインで発呼側番号タイプに対応する [コーリングサーチスペース(Calling Search
Space)]項目を設定します。

ヒント

詳細については、発信側番号をローカライズするための発呼側トランスフォーメーション CSSの
適用に関連するトピックを参照してください。

これで、発信側番号がグローバル化されました。

ステップ 9 [コールルーティング(Call Routing)] > [コントロールのクラス(Class of Control)] > [コーリングサー
チスペース(CallingSearchSpace)]で、発呼側トランスフォーメーションパターン用のパーティショ
ンを作成します。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のパー
ティションの設定項目に関連するトピックを参照してください。

ステップ 10 [コールルーティング(Call Routing)] > [コントロールのクラス(Class of Control)] > [コーリングサー
チスペース(Calling Search Space)]で発呼側トランスフォーメーション CSSを作成します。その発
呼側トランスフォーメーション CSSの [コーリングサーチスペースの設定(Calling Search Space
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Configuration)]ウィンドウで、発呼側トランスフォーメーションパターン用に作成したパーティ
ションを [使用可能なパーティション(Available Partitions)]ペインに移動します。
詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のCSS
の設定項目に関連するトピックを参照してください。

ステップ 11 [コールルーティング(Call Routing)] > [トランスフォーメーションパターン(Transformation Pattern)]
> [発呼側トランスフォーメーションパターン(Calling Party Transformation Pattern)]を選択し、発呼
側トランスフォーメーションパターンを作成します。[発呼側トランスフォーメーションパターン
の設定(Calling Party Transformation Pattern Configuration)]ウィンドウで、着信発呼側トランスフォー
メーションCSSに関連付けられたパーティションを発呼側トランスフォーメーションパターンに
割り当てます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の発
呼側トランスフォーメーションパターンの設定項目に関連するトピックを参照してください。

ステップ 12 デバイスの設定ウィンドウ、たとえば、[ゲートウェイの設定(Gateway Configuration)]、[電話の設
定(Phone Configuration)]、[トランクの設定(Trunk Configuration)]、[CTIルートポイントの設定(CTI
Route Point Configuration)]などのウィンドウで、発呼側トランスフォーメーション CSSを選択し
ます。

デバイスの設定ウィンドウで発呼側トランスフォーメーション CSSを選択するには、
[発呼側トランスフォーメーションCSS(Calling Party Transformation CSS)]を設定します
（[コーリングサーチスペース(Calling Search Space)]ではありません）。デバイスで、
そのデバイスが使用するデバイスプールに割り当てられた発呼側トランスフォーメー

ション CSSを使用するには、[デバイスプールの発呼側トランスフォーメーションCSS
を使用(Use the Device Pool Calling Party Transformation CSS)]チェックボックスをオンに
します。

ヒント

詳細については、発信側番号をローカライズするための発呼側トランスフォーメーション CSSの
適用に関連するトピックを参照してください。

これで、発信側番号がローカライズされました。

関連トピック

発呼側トランスフォーメーションコーリングサーチスペース（CSS）の適用, （274ページ）
発呼側の正規化, （233ページ）
発呼側の正規化機能, （237ページ）
発呼側番号タイプの設定, （252ページ）
発信側番号のグローバル化, （237ページ）
着信発呼者の番号の設定, （258ページ）
インタラクション, （244ページ）
発信側番号のローカライズ, （240ページ）
制限事項, （249ページ）
発呼側正規化のサービスパラメータの設定, （250ページ）
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発呼側の正規化機能
E.164標準に従って発呼側を正規化すると、一部の電話機のダイヤル機能が拡張され、地理的に異
なる複数の場所にコールがルーティングされる場合の折り返し機能が向上します。つまり、この

機能により、着信側は、電話機のコールログディレクトリ内の電話番号を修正する必要なく、確

実にコールを返すことができます。また、発呼側の正規化により、電話番号をグローバル化また

はローカライズできるため、適切な発信側番号が電話機に表示されます。

発呼側の正規化を設定すると、コールが IPWANを経由して複数の場所にルーティングされる
場合のトールバイパスに関する問題が軽減されます。さらに正規化により、Cisco Unified
CommunicationsManagerはコールの発信元を識別し、電話機ユーザの発信側番号をグローバル
化またはローカライズできます。

ヒント

発信側番号のグローバル化

この項では、発信側番号のグローバル化について説明します。

ここでは、発信側番号をグローバル化するために設定できる国際エスケープ文字+については
説明しません。国際エスケープ文字については、『Cisco Unified Communications Managerシス
テムガイド』を参照してください。

ヒント

発信側番号のグローバル化

地理的に異なる複数の場所にルーティングされたコールの発信側番号をグローバル化するために、

CiscoUnified CommunicationsManagerでは PSTNが提供する発呼側番号タイプに基づき、必要なア
クセスコードのプレフィックス、エスケープコード、国番号などを設定できます。 PSTNが提供
する発呼側番号タイプによって、着信コールが、国内コール、国際コール、加入者コール、また

は不明のコールのどれとして PSTNから到達したかがわかります。たとえば、コールがハンブル
グの発信者からハンブルグのエンタープライズゲートウェイに発信された場合、コールは発信側

番号 69XXXXXXXと番号タイプ「加入者」として Cisco Unified Communications Managerに到達し
ます。ただし、コールがフランクフルトの発信者からハンブルグのエンタープライズゲートウェ

イに発信された場合は、コールは発信側番号 69XXXXXXXと番号タイプ「国内」として Cisco
Unified Communications Managerに到達します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで [発呼側番号タイプ(Calling PartyNumber Type)]
とプレフィックスを設定すると、Cisco Unified Communications Managerが、必要なアクセスコー
ド、国際アクセスコードなどを発信側番号にプレフィックスとして付加することで、発信側番号

を PSTNローカライズバージョンからグローバルにダイヤル可能なバージョンへ再フォーマット
できます。着信側および発信側の両方で、トランスレーションパターン、発呼側トランスフォー

メーションパターン、ルートパターンなどのさまざまなパターンに対して発呼側番号タイプを設
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定することで、Cisco Unified Communications Managerは、着信コールと発信コールのさまざまな
段階で番号タイプを付加できます。 Cisco Unified Communications Managerが発信側番号をグロー
バル化した後、コールはその宛先に予想どおりにルーティングされます。

サービスプロバイダーが発信側番号に先行桁（たとえば、ゼロ）を付加している状況で、こ

れらの桁を除去してから他の桁を付加する必要がある場合（たとえば、先行桁がE.164番号に
含まれていないときに、発信側番号をE.164形式に変換する場合）、桁の除去に関するフィー
ルドを設定することによって、Cisco Unified Communications Managerで着信発呼側番号にプレ
フィックスが適用される前に確実に先行桁が除去されるように指定できます。詳細について

は、削除桁数の考慮事項, （257ページ）を参照してください。

ヒント

発信側番号のグローバル化およびローカライズの設定に応じて、電話機ユーザは、ローカライズ

された番号、アクセスコードとプレフィックスが付加されてグローバル化された番号、または国

際エスケープ文字 +が付加された発信側番号を確認できます。たとえば、ローカライズされた発
信側番号が電話スクリーンに表示され、グローバル化された番号が電話機のコールログディレク

トリに表示されます。また、グローバル化された発信側番号とローカライズされた発信側番号の

両方が [コールの詳細]に表示される場合もあります。

電話機ユーザが発信前に電話機のコールログディレクトリのエントリを編集する必要がないよう

にするには、コールを正しいゲートウェイにルーティングするため、グローバル発信側番号を、

対応するローカル番号にマッピングします。グローバル発信側番号を対応するローカル番号へマッ

ピングする,（242ページ）に説明されているとおり、コールを正しくルーティングするために、
ルートパターンと着信側トランスフォーメーションパターンを使用できます。

発信側番号グローバル化の設定ウィンドウ

次の表に、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの設定ウィンドウを示します。こ
れらの設定ウィンドウでは、プレフィックス、プレフィックスの適用前に発信側番号から除去す

る先行桁数、およびさまざまな発呼側番号タイプ（加入者、国内など）用の着信の発呼側トラン

スフォーメーション CSSを設定できます。

表 24：発信側番号のグローバル化設定ウィンドウ

考慮事項設定ウィンドウ

[デバイスプール(Device Pool)]で、デジタルゲートウェイまたはトラン
クをサポートするプレフィックスを設定できます。

また、サービスプロバイダーが発信側番号に桁を付加している場合は、

CiscoUnifiedCommunicationsManagerにプレフィックスの適用前に発信側
番号から除去させる先行桁数を設定できます。

このウィンドウでは、デバイスのタイプに応じて、さまざまな発呼側番

号タイプ（加入者、不明など）用に着信の発呼側トランスフォーメーショ

ン CSSを適用できます。この CSSを設定すると、デバイスで発呼側番
号タイプに基づいて発信側番号をグローバル化できるようになります。

[デバイスプール
(Device Pool)]
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考慮事項設定ウィンドウ

H.323、MGCP（T1-PRI/BRI）、およびMGCP（E1-PRI/BRI）のゲート
ウェイのプレフィックスを設定できます。

地理的に異なる複数の場所にゲートウェイがある場合は、[ゲートウェイ
の設定(GatewayConfiguration)]ウィンドウで各ゲートウェイのプレフィッ
クスを設定できます。たとえば、ゲートウェイがRTPにあり、着信コー
ルの発信者 IDが 555 1212である場合は、発信者 IDにプレフィックス
919を付加し、9195551212とします。ただし、コールを別のゲートウェ
イ（たとえば、ダラスにあるゲートウェイ）にルーティングする場合は、

ダラスのエリアコードが 214であるため、最終宛先に到達する前に、プ
レフィックスが 91919ではなく 91214と表示されるようにします。

着信コールの発呼側番号をグローバル化するには、着信コールを処理す

るゲートウェイのプレフィックスを設定する必要があります。また、

サービスプロバイダーが発信側番号に桁を付加している場合は、Cisco
Unified Communications Managerにプレフィックスの適用前に発信側番号
から除去させる先行桁数を設定できます。

このウィンドウでは、デバイスのタイプに応じて、さまざまな発呼側番

号タイプ（加入者、不明など）用に着信の発呼側トランスフォーメーショ

ン CSSを適用できます。この CSSを設定すると、デバイスで発呼側番
号タイプに基づいて発信側番号をグローバル化できるようになります。

必要に応じて、[デバイスプール(DevicePool)]で選択してデバイスに適用
した発呼側トランスフォーメーション CSSを適用できます。

[ゲートウェイ
(Gateway)]

すべてのトランクタイプのプレフィックスを設定できます。 SIPトラン
クは、[不明(Unknown)]タイプの発呼側番号の着信の発呼側設定（プレ
フィックス、削除桁数など）だけをサポートしています。

また、サービスプロバイダーが発信側番号に桁を付加している場合は、

CiscoUnifiedCommunicationsManagerにプレフィックスの適用前に発信側
番号から除去させる先行桁数を設定できます。

このウィンドウでは、デバイスのタイプに応じて、さまざまな発呼側番

号タイプ（加入者、不明など）用に着信の発呼側トランスフォーメーショ

ン CSSを適用できます。この CSSを設定すると、デバイスで発呼側番
号タイプに基づいて発信側番号をグローバル化できるようになります。

必要に応じて、[デバイスプール(DevicePool)]で選択してデバイスに適用
した発呼側トランスフォーメーション CSSを適用できます。

[トランク(Trunk)]
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考慮事項設定ウィンドウ

[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウで
は、プレフィックスサービスパラメータ Incoming Calling Party National
Number Prefix、Incoming Calling Party International Number Prefix、Incoming
Calling Party Subscriber Number Prefix、および Incoming Calling Party
Unknown Number Prefixがそれぞれ電話機、H.323、MGCP、および SIP
に対して表示されます（SIPの場合は「Unknown」のパラメータだけ）。

ネットワーク内に単一の H.323、MGCP（T1-PRI/BRI）、またはMGCP
（E1-PRI/BRI）のゲートウェイがある場合、その特定のゲートウェイタ
イプに対し、Cisco CallManagerサービスをサポートするプレフィックス
サービスパラメータを [サービスパラメータ設定(Service Parameter
Configuration)]ウィンドウで設定できます。特定のゲートウェイタイプ
（たとえばH.323）のプレフィックスサービスパラメータを設定すると、
Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定するすべての
H.323ゲートウェイがそのサービスパラメータを使用するので、注意し
てください（ただし、[ゲートウェイの設定(Gateway Configuration)]ウィ
ンドウで特定のゲートウェイに対してプレフィックスを設定する場合は

例外です）。

プレフィックスサービスパラメータでは、コロン（:）を設定して、Cisco
Unified Communications Managerにプレフィックスの適用前に発信側番号
から先行桁を除去させるように指定できます。詳細については、発呼側

正規化のサービスパラメータの設定, （250ページ）を参照してくださ
い。

[サービスパラメータ
(Service Parameter)]

発信側番号のローカライズ

発信側番号の最終表示のために、Cisco Unified Communications Managerでは、各発呼側番号タイ
プ（国内、国際、加入者、および不明）の発呼側トランスフォーメーションパターンを設定でき

るため、番号は、エンドユーザの予想どおりに電話機に表示されます。つまり、発呼側トランス

フォーメーションパターンを設定して、発信側番号の桁を除去したり追加したりできます。電話

機で認識可能な最短の番号を表示するために、発信側と着信側の場所に応じて、不要な国番号、

国際アクセスコードなどを除去できます。

発呼側トランスフォーメーションパターンを設定する目的は、ルーティングではなく、発信

側に対して状況依存の変更を提供することです。

ヒント

次の例で、グローバル化された発信側番号をローカライズするためにトランスフォーメーション

パターンを設定する方法を示します。
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発信側番号表示のローカライズ

発信側番号は、ローカライズする前にグローバル化できます。この例で、発信側番号をロー

カライズ前にグローバル化するには、管理者は、ハンブルグの着信ゲートウェイに、番号タイ

プが [加入者(Subscriber)]の場合はプレフィックス+4940を付加、番号タイプが [国内(National)]
の場合はプレフィックス +49を付加、番号タイプが [国際(International)]の場合はプレフィック
ス +を付加、といった情報を設定します。管理者はゲートウェイを設定した後、次の表に示
すトランスフォーメーションパターンを設定します。

発信側番号をローカライズする前に、その番号をグローバル化するために、Cisco Unified
CommunicationsManagerは発呼側トランスフォーメーションを適用する前に、発信側番号タイ
プに基づいてプレフィックスと削除する桁数の設定を適用します。

ヒント

たとえば、ハンブルグ内の二者間でコールが発生するとします。ハンブルグ内の PSTN経由の着
信コールは、+49 40 69XXXXXXXとしてグローバル化されますが、管理者は、それがハンブルグ
内の着信側のデスクトップ電話機に到達する前に、発信側番号をローカライズするための複数の

トランスフォーメーションパターンを設定しています。これらのトランスフォーメーションパ

ターンは、Closest Matchルーティングを使用して不要な数字を除去し、内部には次の表に示すよ
うな設定を保持しています。

表 25：発呼側トランスフォーメーションパターン（例）

発呼側トランスフォーメーショ

ンパターン 3
発呼側トランスフォーメーショ

ンパターン 2
発呼側トランスフォーメーショ

ンパターン 1

\+.!\+49.!\+4940.!（パターンの設定）

discard Predotdiscard Predotdiscard Predot（番号の削除命令
の設定）

prefix 000prefix 00prefix0（プレフィックス番号の
設定）

[国際(International)][国内(National)][加入者(Subscriber)]（発呼側番
号タイプの設定）

番号分析照合セマンティックスを使用することで、上記の表のパターンはすべて、提供されたダ

イヤルストリングと照合されます。ただし、トランスフォーメーションパターン 1は、ハンブル
グ内のコールに対するClosest-Matchを構成しており、コールがドイツおよびハンブルグからの場
合、ドイツの国番号 49とハンブルグの市番号 40を除去し、発信側番号にプレフィックス 0を付
加することを示しています。したがって、コールの双方がハンブルグ内の場合、+494069XXXXXXX
は 069XXXXXXXに変更されます。

発信者がフランクフルトから発信する場合は、トランスフォーメーションパターン 1は照合され
ず、トランスフォーメーションパターン 2と 3が照合されます。最適な一致を表示するため、ト

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
241

発呼側の正規化

発信側番号のローカライズ



ランスフォーメーションパターン 2は、システムが +とドイツの国番号 49を除去してから、プ
レフィックス 00を発信側番号に付加する必要があることを示しています。そのため、フランク
フルトからハンブルグへの長距離電話は、+494069XXXXXXXから 0069XXXXXXXに変更されま
す。

発信者が国外の場合は、トランスフォーメーションパターン 3が機能します。これは、Cisco
Unified Communications Managerが国際エスケープ文字 +を除去し、ドイツの国際コード 000をプ
レフィックスとして発信側番号に付加するからです。

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページ内の電話デバイスタイプ、CTIルートポイ
ント、ゲートウェイ、リモート接続先プロファイル、およびトランクはすべて、それぞれに発

信側番号をローカライズします。デバイスが確実に発信側番号をローカライズできるようにす

るには、発呼側トランスフォーメーション CSS（コーリングサーチスペース）を設定し、そ
れをデバイスに割り当てる必要があります。発呼側トランスフォーメーション CSSは、発呼
側トランスフォーメーション CSSが存在するパーティションに割り当てられた発呼側トラン
スフォーメーションパターンの属性を保持します。必要に応じて、デバイスプール内の発呼

側トランスフォーメーション CSSを選択できます。デバイスプールをデバイスに割り当てる
と、デバイスは、そのデバイスプール内の発呼側トランスフォーメーション CSSを使用しま
す。つまり、デバイスの設定ウィンドウで [デバイスプールの発呼側トランスフォーメーショ
ンCSSを使用(Use Device Pool Calling Party Transformation CSS)]チェックボックスをオンにした
場合と同じになります。

[発呼側トランスフォーメーションCSS(CallingPartyTransformationCSS)]の設定は、ゲートウェ
イ上の T1-CASポートと FXOポートには適用されません。

デバイスは、コールが発生する前に、番号分析を使用してトランスフォーメーションを適用す

る必要があります。 [発呼側トランスフォーメーションCSS(Calling Party Transformation CSS)]
を [なし(None)]に設定すると、トランスフォーメーションの照合と適用は行われません。発
呼側トランスフォーメーションパターンは、必ず、ルーティングに使用されない非ヌルパー

ティションに設定してください。

ヒント

グローバル発信側番号を対応するローカル番号へマッピングする

電話機ユーザが発信前に電話機のコールログディレクトリのエントリを編集する必要がないよう

にするには、コールを正しいゲートウェイにルーティングするため、グローバル発信側番号を対

応するローカル番号にマッピングします。次の表に説明されているように、コールを正しくルー

ティングするために、ルートパターンと着信側トランスフォーメーションパターンを使用できま

す。

グローバル発信側番号と対応するローカル番号のマッピング

ハンブルグにあるCiscoUnified IPPhone（電話機Q）は、ハンブルグまたはフランクフルトのPSTN
を経由して、ローカライズおよびグローバル化されたさまざまな発信側番号からコールを受けて

います。電話機 Qのユーザが電話機のコールログディレクトリのエントリを編集する必要なく
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コールを戻せるようにするには、電話機Q用の [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、
ルートパターンをコーリングサーチスペースに関連付けることができます。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [ルートパターンの設定(Route Patterns
Configuration)]ウィンドウ（[コールルーティング(Call Routing)] > [ルート/ハント(Route/Hunt)] >
[ルートパターン(Route Patterns)]）で、ルートパターンを設定します。

表 26：グローバル発信側番号と対応するローカル番号のマッピング（例）

番号の削除の設定ルートパターンの設定[ルートパターン
(Route Pattern)]

discard Predot\+4940.!

グローバル化された発信側番号を使用し

てコールを発信するローカルのハンブル

グの発信者に対して設定されます。

ルートパターン 1

discard Predot0.!

ローカライズされた発信側番号を使用し

てコールを発信するローカルのハンブル

グの発信者に対して設定されます。

ルートパターン 2

discard Predot0.0!

デバイスに関連付けられたハンブルグの

電話番号を持っていないドイツの発信者

に対して設定されます。これらの発信者

は、ローカライズされた発信側番号を使

用して、フランクフルトやドイツ内の他

の都市から発信します。

ルートパターン 3

discard Predot\+49.!

デバイスに関連付けられたハンブルグの

電話番号を持っていないドイツの発信者

に対して設定されます。これらの発信者

は、グローバル化された発信側番号を使

用して、フランクフルトやドイツ内の他

の都市から発信します。

ルートパターン 4

電話機 Qが、ハンブルグの発信側番号 69XXXXXXXから PSTN経由でコールを受け取ると、電
話機 Qの電話スクリーンには発信側番号 +49406XXXXXXXが表示されます。電話機 Qのユーザ
がグローバル化された発信側番号を使用してコールを戻す場合は、Cisco Unified Communications
Managerがパターン \+49.!を照合して、コールを正しいゲートウェイにルーティングし、該当す
る数字を送信します。電話機Qのユーザがグローバル化された発信側番号を使用してコールを戻
す場合は、Cisco Unified Communications Managerがパターン 0.!を照合して、コールを正しいゲー
トウェイにルーティングし、該当する数字を送信します。
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電話機 Qが、フランクフルトの発信側番号 XXXXXXXから PSTN経由でコールを受け取ると、
電話機 Qの電話スクリーンにはグローバル化された発信側番号 +4969XXXXXXXが表示され、
ローカライズされた発信側番号は 0069XXXXXXXとして表示されます。電話機 Qのユーザがグ
ローバル化された発信側番号を使用してコールを戻す場合は、CiscoUnifiedCommunicationsManager
がパターン \+49.!を照合して、コールを正しいゲートウェイにルーティングし、該当する数字を
送信します。電話機 Qのユーザがグローバル化された発信側番号を使用してコールを戻す場合
は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerがパターン 0.0!を照合して、コールを正しいゲートウェ
イにルーティングし、該当する数字を送信します。

システム要件
発呼側の正規化には、次のシステム要件があります。

• Cisco Unified Communications Manager 7.1

• Cisco Unified IP Phone 7906、7911、7931、7961、7962、7965、7970、7971、および 7975

インタラクションおよび制限事項
この項では、発呼側の正規化のインタラクションおよび制限について説明します。

インタラクション

この項では、発呼側の正規化が Cisco Unified Communications Managerの機能とどのように連携す
るかについて説明します。

転送されたコールの発信側番号のグローバル化およびローカライズ

転送機能はコール中の更新に依存しているため、シナリオによっては、転送されたコールが発信

側番号のグローバル化およびローカライズをサポートしていない場合があります（発呼側の正規

化は、コール中の更新ではなく、コールの各ホップにおけるコール設定中のグローバル化および

ローカライズをサポートします）。この項では、転送されたコールに対する発呼側の正規化の動

作の例を示します。

ゲートウェイを経由するオンネットの転送されたコールに対する発呼側の正規化

内線番号 12345、電話番号 972 500 2345の電話機 Aが、内線番号 54321、電話番号 972 500 4321
の電話機 Bにコールを発信します。コールが内線 54321に到達すると、発信側番号 12345が電話
機 Bに表示されます。電話機 Bは、コールをサンノゼのゲートウェイ経由でサンノゼの電話機 C
に転送します。転送の開始時に、電話機 Cは電話機 Bの発信側番号を 972 500 4321と表示しま
す。転送が完了すると、電話機 Cは電話機 Aの発信側番号を 12345と表示します。
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着信ゲートウェイを経由する転送されたコールに対する発呼側の正規化

ダラスの PSTNを経由して、発信者（電話機 D）が、内線番号 7891、電話番号 972 500 6789を使
用している電話機E（CiscoUnified IP Phone）にコールを発信します。ダラスの着信ゲートウェイ
では、電話機 Dの発信者情報が 500 1212/<加入者>と表示されます。電話機 Eは、電話機 Dのグ
ローバル化された発信側番号として +1 972 500 1212、ローカライズされた発信側番号として 500
1212を表示します。電話機 Eは、サンノゼのゲートウェイを経由するサンノゼにある電話機 C
への転送を開始します。転送の開始時に、電話機 Cは電話機 Eの発信側番号を 972 500 6789と表
示します。転送が完了すると、電話機 Cは電話機 Dの発信側番号を +1 972 500 1212と表示しま
す。

自動転送されたコールの発信側番号のグローバル化およびローカライズ

自動転送されたコールは、グローバル化およびローカライズされた発信側番号をサポートします。

コールのグローバル化およびローカライズは、コールの各ホップにおけるコール設定中に実行さ

れます。コールのホップとゲートウェイの設定に応じて、つまり、ゲートウェイ上の発呼側のト

ランスフォーメーションおよびプレフィックスの設定に応じて、グローバル化されたバージョン

またはローカライズされたバージョン（もしくは両方）が電話機に表示されます。次の例は、

PSTN経由の着信コールが地理的に異なる場所へどのように自動転送されるかを示しています。

たとえば、ダラスの PSTN経由で発信者が電話機 Fを使用して電話機 G（Cisco Unified IP Phone）
にコールを発信します。電話機Gでは、すべてのコールがサンノゼにある電話機H（CiscoUnified
IP Phone）に自動転送されます。ダラスの着信ゲートウェイでは、電話機 Fの発信者情報が 500
5555/<加入者>と表示されます。ダラスからサンノゼへの発信ゲートウェイでは、そこから発信
する際の発呼側トランスフォーメーション CSSの発信者情報は 972 500 5555/<国>になります。
サンノゼの着信ゲートウェイでは、発信側番号に、番号タイプ「国内」を示すプレフィックス+1
が付加され、サンノゼにある電話機Hでは、電話機Fのローカライズされた発信側番号が 972 500
5555として表示され、さらにグローバル化された発信側番号が +1 972 500 5555として表示されま
す。

一括管理ツール

発呼側の正規化と一括管理ツールとの関係については、『Cisco Unified Communications Manager
Bulk Administrationガイド』を参照してください。

呼詳細レコード

発呼側の正規化が呼詳細（CDR）に対して与える影響については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager Call Detail Records Administration Guide』を参照してください。

CUCM Assistant
発呼側の正規化機能を設定すると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantにより、ローカ
ライズおよびグローバル化されたコールが自動的にサポートされます。CiscoUnifiedCommunications
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ManagerAssistantは、ローカライズされた発信側番号をユーザインターフェイスに表示できます。
また、マネージャに対する着信コールの場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantは、
フィルタパターンに一致したときに、ローカライズされた発信側番号とグローバル化された発信

側番号を表示できます。 Cisco Unified Communications Manager Assistantの設定については、プロ
キシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant, （277ページ）または共
有回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant, （327ページ）を参照して
ください。

CUCM CDR Analysis and Reporting
発呼側の正規化が Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting（CAR）に対
して与える影響については、『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting
Administration Guide』を参照してください。

Cisco Unity および Cisco Unity Connection
CiscoUnityおよびCiscoUnityConnectionは、国際エスケープ文字（+）をサポートしていません。
これらのアプリケーションは+をサポートしていないため、CiscoUnityまたはCiscoUnityConnection
へのコールでは +を使用しないようにする必要があります。これにより、ボイスメール機能が予
想どおりに動作するようになります。

発信側番号をグローバル化するために、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの着
信プレフィックス設定で +を設定すると、H.323、MGCP、または SIPゲートウェイ（あるいは、
該当する場合はトランク）の着信発呼側番号に +がプレフィックスとして挿入されます。発呼側
トランスフォーメーションを設定すると、デバイスで発信側番号をローカライズして、グローバ

ル化されたバージョンとは異なる表示形式に変換できるようになります。たとえば、北米番号計

画からのコールは10桁の発信側番号2225551234として到達します。CiscoUnifiedCommunications
Managerは、発信側番号にプレフィックス +1を付加し、E.164形式の番号を +12225551234として
表示します。北米の電話機の場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは発呼側トランスフォー
メーションを使用して +12225551234を 10桁に変換してから番号を表示します。北米以外の電話
機の場合、Cisco Unified Communications Managerは単に +を除去し、プレフィックス 00を付加し
て 0012225551234のように変換することがあります。

Cisco Unityおよび Cisco Unity Connectionが予想どおりに動作するようにするには、これらのアプ
リケーションをデバイスとして扱い、発呼側トランスフォーメーションを設定して、これらのボ

イスメールアプリケーションに +が送信されないようにする必要があります。CiscoUnityまたは
Cisco Unity Connectionサーバで北米ベースのダイヤルプランを使用している場合は、ボイスメー
ルアプリケーションで発信側番号を受信する前に、その発信側番号をNANP形式にローカライズ
します。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページにはボイスメールポート用の発呼側
トランスフォーメーションオプションがないため、ボイスメールポートに関連付けられているデ

バイスプールで発呼側番号トランスフォーメーションを設定するようにしてください。発信側番

号をローカライズするには、ボイスメールアプリケーションが特定の機能（Live Replyなど）用
の番号に容易にリダイヤルできるよう、アクセスコードをプレフィックスとして付加することも

検討してください。たとえば、+12225551234を912225551234に変換したり、国際番号+4423453456
に国際エスケープコードを含めて 90114423453456のように変換したりできます。
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Cisco Unity Connection
Cisco Unity Connectionは、国際エスケープ文字（+）をサポートしていません。このアプリケー
ションは +をサポートしていないため、Cisco Unity Connectionへのコールでは +を使用しないよ
うにする必要があります。これにより、ボイスメール機能が予想どおりに動作するようになりま

す。

発信側番号をグローバル化するために、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの着
信プレフィックス設定で +を設定すると、H.323、MGCP、または SIPゲートウェイ（あるいは、
該当する場合はトランク）の着信発呼側番号に +がプレフィックスとして挿入されます。発呼側
トランスフォーメーションを設定すると、デバイスで発信側番号をローカライズして、グローバ

ル化されたバージョンとは異なる表示形式に変換できるようになります。たとえば、北米番号計

画からのコールは10桁の発信側番号2225551234として到達します。CiscoUnifiedCommunications
Managerは、発信側番号にプレフィックス +1を付加し、E.164形式の番号を +12225551234として
表示します。北米の電話機の場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは発呼側トランスフォー
メーションを使用して +12225551234を 10桁に変換してから番号を表示します。北米以外の電話
機の場合、Cisco Unified Communications Managerは単に +を除去し、プレフィックス 00を付加し
て 0012225551234のように変換することがあります。

Cisco Unity Connectionが予想どおりに動作するようにするには、このアプリケーションをデバイ
スとして扱い、発呼側トランスフォーメーションを設定して、このボイスメールアプリケーショ

ンに +が送信されないようにする必要があります。 Cisco Unity Connectionサーバで北米ベースの
ダイヤルプランを使用している場合は、Cisco Unity Connectionで発信側番号を受信する前に、そ
の発信側番号を NANP形式にローカライズします。 Cisco Unified Communications Managerの管理
ページにはボイスメールポート用の発呼側トランスフォーメーションオプションがないため、ボ

イスメールポートに関連付けられているデバイスプールで発呼側番号トランスフォーメーション

を設定するようにしてください。発信側番号をローカライズするには、ボイスメールアプリケー

ションが特定の機能（Live Replyなど）用の番号に容易にリダイヤルできるよう、アクセスコー
ドをプレフィックスとして付加することも検討してください。たとえば、+12225551234を
912225551234に変換したり、国際番号 +4423453456に国際エスケープコードを含めて
90114423453456のように変換したりできます。

Cisco Extension Mobility
Cisco Extension Mobilityは予想どおりに動作します。つまり、Cisco Extension Mobility電話機にロ
グインしている電話機ユーザは、電話スクリーンまたは電話機のコールログディレクトリで、グ

ローバル化またはローカライズされた発信側番号を確認できます。

デバイスモビリティ

次の例は、ユーザが電話機をホームロケーションから移動し、その移動が Cisco Unified
Communications Managerのデバイスモビリティ機能によってサポートされている場合に、発呼側
の正規化がどのように動作するかを示しています。

ダラスをホームロケーションとしている Cisco Unified IP Phone（電話機 N）をサンノゼに移動し
ます。ダラスの Cisco Unified IP Phoneはデバイスプール DP_Dallasを使用します。このデバイス
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プールは、発呼側トランスフォーメーションCSSとしてCallingTransform_Dallasを保持しており、
Calling Transform_Dallas CSSには DallasPhoneパーティションと CommonTransformパーティショ
ンが含まれています。サンノゼのローミングデバイスはデバイスプール DP_SanJoseを使用しま
す。このデバイスプールは、発呼側トランスフォーメーションCSSとしてCallingTransform_SJを
保持しており、CallingTransform_SJ CSSには SJPhoneパーティションと CommonTransformパー
ティションが含まれています。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページは、この設定
を以下の表に含めます。

表 27：デバイスモビリティを使用する場合の発信側番号のグローバル化およびローカライズ（例）

発呼側トランスフォーメーショ

ンパターン 3
発呼側トランスフォーメーショ

ンパターン 2
発呼側トランスフォーメーショ

ンパターン 1

•パターン：\+1972.!

•パーティション：
DallasPhone

•番号の削除命令：Predot

•プレフィックス：9

•発呼側番号タイプ：加入
者

•パターン：\+1.408!

•パーティション：SJPhone

•数字破棄命令：Predot

•プレフィックス：9

•発呼側番号タイプ：加入
者

•パターン：\+.@

•パーティション：
CommonTransform

•数字破棄命令：Predot

•発呼側番号タイプ：国内

電話機がダラスのホームロケーションにあるときに、サンノゼの 408 500 1212 <国内>から PSTN
経由でコールを受けます。ダラスの着信ゲートウェイでは、発信側番号がグローバル形式の + 1
408 500 1212に変換されます。現在ダラスにある電話機では、発信側番号は 1 408 500 1212とし
て表示されます。

電話機がダラスのホームロケーションにあるときに、ダラスの 7桁のダイヤルエリア内の 400
2323 <加入者>から PSTN経由でコールを受けます。ダラスの着信ゲートウェイでは、発信側番
号がグローバル形式の + 1 972 400 2323に変換されます。現在ダラスにある電話機では、発信側
番号は 9 400 2323として表示されます。

電話機がサンノゼでローミングしているときに、ダラスの 972 500 1212 <国内>から PSTN経由で
コールを受けます。サンノゼの着信ゲートウェイでは、発信側番号がグローバル形式の + 1 408
500 1212に変換されます。現在サンノゼにある電話機では、発信側番号は 1 972 500 1212として
表示されます。

電話機がサンノゼでローミングしているときに、サンノゼの 7桁のダイヤルエリア内の 500 1212
<加入者>からPSTN経由でコールを受けます。サンノゼの着信ゲートウェイでは、発信側番号が
グローバル形式の + 1 408 500 1212に変換されます。現在サンノゼにある電話機では、発信側番
号は 9 500 1212として表示されます。
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ローミング用デバイスプールの発呼側トランスフォーメーション CSSは、[電話の設定(Phone
Configuration)]ウィンドウで [デバイスプールの発呼側トランスフォーメーションCSSを使用
(Use Device Pool Calling Party Transformation CSS)]チェックボックスがオフの場合でも、同じ
DMG内でローミングする電話機のデバイスレベルの設定をオーバーライドします。

（注）

制限事項

発呼側の正規化を設定する前に、次の制限事項を確認してください。

•共有回線の場合に表示される発信側番号は、Cisco Unified Communications Manager内の一連
のコール制御イベントによって決まります。ローカライズされた正しくない発信側番号が共

有回線で表示されるのを回避するため、特に、共有回線が地理的に異なる場所にまたがる場

合は、同じ回線を共有する異なるデバイスに同じ発呼側トランスフォーメーションCSSを設
定する必要があります。

• SIPトランクおよびMGCPゲートウェイは、コールごとに国際エスケープ文字 +の送信をサ
ポートできます。H.323ゲートウェイは、+をサポートしていません。QSIGトランクは、+
の送信を試みません。+をサポートするゲートウェイ経由の発信コールの場合、CiscoUnified
CommunicationsManagerは、ダイヤルされた数字とともに+をゲートウェイに送信できます。
+をサポートしないゲートウェイ経由の発信コールの場合、Cisco Unified Communications
Managerがゲートウェイにコール情報を送信すると、国際エスケープ文字+が除去されます。

• SIPは、番号タイプをサポートしていないため、SIPトランク経由のコールは、発呼側番号タ
イプ [不明(Unknown)]の [着信番号(Incoming Number)]設定値だけをサポートします。

• QSIG設定は、通常、均一のダイヤルプランをサポートします。QSIGを使用している場合、
番号とプレフィックスのトランスフォーメーションにより機能のインタラクションに問題が

発生することがあります。

•発信側番号をローカライズする場合、デバイスは、番号分析を使用してトランスフォーメー
ションを適用する必要があります。 [発呼側トランスフォーメーションCSS(Calling Party
Transformation CSS)]を [なし(None)]に設定すると、トランスフォーメーションの照合と適用
は行われません。発呼側トランスフォーメーションパターンは、必ず、ルーティングに使

用されない非ヌルパーティションに設定してください。

• [発呼側トランスフォーメーションCSS(Calling Party Transformation CSS)]の設定は、ゲート
ウェイ上の T1-CASポートと FXOポートには適用されません。

• Cisco Unity Connectionは、国際エスケープ文字（+）をサポートしていません。このアプリ
ケーションは +をサポートしていないため、Cisco Unity Connectionへのコールでは +を使用
しないようにする必要があります。これにより、ボイスメール機能が予想どおりに動作する

ようになります。詳細については、CiscoUnity Connection, （247ページ）を参照してくださ
い。

• Cisco Unityおよび Cisco Unity Connectionでは、国際エスケープ文字（+）がサポートされて
いません。これらのアプリケーションは +をサポートしていないため、Cisco Unityまたは
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Cisco Unity Connectionへのコールでは +を使用しないようにする必要があります。これによ
り、ボイスメール機能が予想どおりに動作するようになります。詳細については、CiscoUnity
および Cisco Unity Connection, （246ページ）を参照してください。

インストールと発呼側正規化のアクティブ化
Cisco Unified Communications Managerをインストールした後、発呼側の正規化を設定できます。
発呼側の正規化のサービスパラメータはCisco CallManagerサービスをサポートしているため、発
呼側の正規化を設定する前に、CiscoUnified ServiceabilityでCiscoCallManagerサービスをアクティ
ブにする必要があります。

発呼側正規化の設定
この項では、発呼側正規化の設定について説明します。

発呼側正規化を設定する前に、発呼側の正規化を設定するためのタスクを確認してください。ヒント

関連トピック

発呼側正規化の設定, （233ページ）

発呼側正規化のサービスパラメータの設定

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページでサービスパラメータを検索するには、[シ
ステム(System)] > [サービスパラメータ(ServiceParameters)]を選択し、サーバとCiscoCallManager
サービスを選択します。パラメータが表示された後、[詳細設定(Advanced)]をクリックしま
す。サービスパラメータの詳細については、サービスパラメータ名のハイパーリンクをク

リックするか、ウィンドウの右上隅にある疑問符をクリックしてください。

ヒント

サービスプロバイダーが発信側番号に先行桁（たとえば、ゼロ）を付加している状況で、これら

の桁を除去してから他の桁を付加する必要がある場合（たとえば、先行桁が E.164番号に含まれ
ていないときに、発信側番号をE.164形式に変換する場合）、IncomingCallingPartyNationalNumber
Prefix、Incoming Calling Party International Number Prefix、Incoming Calling Party Unknown Number
Prefix、および Incoming Calling Party Subscriber Number Prefixの目的のサービスパラメータにコロ
ン（:）と除去する桁数を続けて入力することによって、Cisco Unified Communications Managerで
着信発呼側番号にプレフィックスが適用される前に確実に先行桁が除去されるように指定できま

す。コロン（:）の前に設定する値がプレフィックスを表します。コロン（:）の後に設定する値
では、Cisco Unified Communications Managerにプレフィックスの適用前に発信側番号から除去さ
せる桁数を指定します。
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たとえば、着信プレフィックスサービスパラメータに +:1を設定することにより、Cisco Unified
Communications Managerに発信側番号の 1桁目を除去し、その後で国際エスケープ文字 +を適用
するように指示できます。着信コールが 04423452345として到達した場合、Cisco Unified
Communications Managerは発信側番号の 1桁目（この場合、ゼロ）を除去してから、プレフィッ
クスとして国際エスケープ文字 +を付加します。したがって、発信側番号は +4423452345に変換
されます。

プレフィックスを付加せずに桁を除去するには、着信プレフィックスサービスパラメータにプレ

フィックスを設定せずにコロン（:）を設定します。コロン（:）の前にプレフィックスを入力し
なかった場合、Cisco Unified Communications Managerは、指定された先行桁数を除去し、発信側
番号にプレフィックスは適用しません。たとえば、:2を設定すると、CiscoUnifiedCommunications
Managerは 2桁目までを除去し、プレフィックスは適用しません。

Cisco Unified Communications Managerに特定桁数の先行桁を除去させようとしたときに、発信側
番号の全桁数が設定値以下の場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは全桁を除去しますが、
プレフィックスは適用します（プレフィックスを設定している場合）。たとえば、着信プレフィッ

クスフィールドに +1:6と入力したときに、発信側番号の全桁数が 6桁以下の場合、Cisco Unified
Communications Managerは全桁を除去し、プレフィックス +1を適用します。

発信側番号の全桁を超える桁数を Cisco Unified Communications Managerで除去するように設定し
た場合、Cisco Unified Communications Managerは発信側番号をクリアします（空白にします）。

着信プレフィックスサービスパラメータにコロン（:）を設定しなかった場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerは発信側番号から桁を除去しません。つまり、着信発呼者の番号の設定,
（258ページ）で説明されている着信フィールドを設定しない限り（これらのフィールドではデバ
イスレベルでの設定がサポートされています）、桁は除去されません。

プレフィックスを設定しているにもかかわらず、空の発信側番号が到達した場合、Cisco Unified
Communications Managerはプレフィックスを適用しません。

Cisco Unified Communications Managerが発信側番号から除去できる桁数は最大 24桁です。着信プ
レフィックスサービスパラメータに :26と入力すると、Cisco Unified Communications Managerの
管理ページはメッセージを表示し、その設定値を許可しません。

Cisco Unified Communications Managerで桁を除去し、発信側番号にプレフィックスを適用しよう
としたときにエラーが発生した場合、Cisco Unified Communications Managerは桁の操作もプレ
フィックスの適用も行いません。代わりに、Cisco Unified Communications Managerは、そのコー
ルで到達した発信側番号を使用します。

デバイスの設定ウィンドウに表示される着信フィールドを設定し、さらにサービスパラメー

タも設定した場合、Cisco Unified Communications Managerはデバイスの設定ウィンドウでの設
定値を使用します。

ヒント

クラスタ全体のパラメータ（デバイス：PRI および MGCP ゲートウェイ）
•着信発呼者の国内番号プレフィックス：MGCP

•着信発呼者の国際番号プレフィックス：MGCP
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•着信発呼者の加入者番号プレフィックス：MGCP

•着信発呼者の不明番号プレフィックス：MGCP

ネットワーク内に単一の H.323、MGCP（T1-PRI/BRI）、またはMGCP（E1-PRI/BRI）のゲー
トウェイがある場合、その特定のゲートウェイタイプに対し、Cisco CallManagerサービスを
サポートするプレフィックスサービスパラメータを [サービスパラメータ設定(ServiceParameter
Configuration)]ウィンドウで設定できます。特定のゲートウェイタイプ（たとえば H.323）の
プレフィックスサービスパラメータを設定すると、Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで設定するすべての H.323ゲートウェイがそのサービスパラメータを使用するの
で、注意してください（ただし、[ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]ウィンドウで特
定のゲートウェイに対してプレフィックスを設定する場合は例外です）。

ヒント

クラスタ全体のパラメータ（デバイス：H323）
•着信発呼者の国内番号プレフィックス：H.323

•着信発呼者の国際番号プレフィックス：H.323

•着信発呼者の加入者番号プレフィックス：H.323

•着信発呼者の不明番号プレフィックス：H.323

H.323の着信プレフィックスサービスパラメータが電話機の着信プレフィックスサービスパ
ラメータと同じプレフィックスを使用する場合、そのプレフィックスは発呼側で2回使用され
ます。最初は、着信コールがゲートウェイに到達したとき、2回目は、電話機でコールが終了
したときです。

ヒント

クラスタ全体のパラメータ（デバイス：SIP）

着信発呼者の不明番号プレフィックス：SIP

発呼側番号タイプの設定

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで [発呼側番号タイプ(Calling PartyNumber Type)]
とプレフィックスを設定すると、Cisco Unified Communications Managerが、必要なアクセスコー
ド、国際アクセスコードなどを発信側番号にプレフィックスとして付加することで、発信側番号

を PSTNローカライズバージョンからグローバルにダイヤル可能なバージョンへ再フォーマット
できます。着信側と発信側の両方でさまざまなパターンに対して発呼側番号タイプを設定するこ

とで、Cisco Unified Communications Managerは着信コールと発信コールのさまざまな段階で番号
タイプを付加できます。
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Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [発呼側トランスフォーメーションパターン
の設定(Calling Party Transformation Pattern Configuration)]、[ルートパターンの設定(Route Pattern
Configuration)]、[ハントパイロットの設定(Hunt Pilot Configuration)]、[トランスレーションパター
ンの設定(Translation Pattern Configuration)]、および [ルートリスト詳細の設定(Route List Detail
Configuration)]の各ウィンドウで [発呼側番号タイプ(Calling Party Number Type)]を設定します。

次の表で、Cisco Unified Communications Managerの管理ページに表示される [発呼側番号タイプ
(Calling Party Number Type)]について説明します。
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表 28：[発呼側番号タイプ(Calling Party Number Type)] の説明

説明設定

[発呼側番号タイプ
(Calling PartyNumber
Type)]
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説明設定

発信側電話番号の番号タイプの形式を選択します。

Cisco Unified Communications Managerは、発信側電話番号（DN）のタイプ
を設定します。ダイヤルプラン（たとえば、NANPやヨーロッパのダイヤ
ルプラン）について十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変更

しないようにお勧めします。 Cisco Unified Communications Managerはヨー
ロッパ国別のダイヤルパターンを認識しないため、ヨーロッパ圏ではデ

フォルトの変更が必要になる場合があります。この設定値は、発信側電話

番号が国別以外の番号計画タイプに符号化されることを期待するPBXへの
接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [Cisco CallManager]：Cisco Unified CommunicationsManagerが電話番号
のタイプを設定します。

• [不明(Unknown)]：ダイヤルプランが不明な場合に選択します。

• [国内(National)]：使用国のダイヤリングプランの地域内でダイヤルす
る場合に使用します。

• [国際(International)]：使用国のダイヤリングプラン以外の地域でダイ
ヤルする場合に使用します。

• [加入者(Subscriber)]：短縮加入者番号を使用して加入者にダイヤルす
る場合に使用します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの以下のウィンドウで、
発信側番号タイプを設定できます。

• [ハントリスト詳細の設定(Hunt List Detail Configuration)]：[コールルー
ティング(Call Routing)] > [ルート/ハント(RoutingRoute/HuntHunt)] > [ハ
ントリスト(Hunt List)]（ハントリストを追加します。[保存(Save)]を
クリックすると、[回線グループの追加(AddLineGroup)]ボタンが表示
されます。 [ハントリスト詳細の設定(Hunt List Detail Configuration)]
ウィンドウを表示するには、[回線グループの追加(AddLineGroup)]ボ
タンをクリックします。）

• [ルートパターンの設定(Route PatternConfiguration)]：[コールルーティ
ング(Call Routing)] > [ルート/ハント(Route/Hunt)] > [ルートパターン
(Route Pattern)]

• [ハントパイロットの設定(Hunt Pilot Configuration)]：[コールルーティ
ング(Call Routing)] > [ルート/ハント(Route/Hunt)] > [ハントパイロット
(Hunt Pilot)]

• [トランスレーションパターンの設定(TranslationPatternConfiguration)]：
[コールルーティング(Call Routing)] > [トランスレーションパターン
(Translation Pattern)]
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説明設定

[発呼側トランスフォーメーションパターンの設定(Calling Party
TransformationPatternConfiguration)]：[コールルーティング(CallRouting)]

•

> [トランスフォーメーションパターン(Transformation Pattern)] > [発呼
側トランスフォーメーションパターン(Calling Party Transformation
Pattern)]

[ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]および [トラン
クの設定(TrunkConfiguration)]ウィンドウでは、[発呼側IE番
号タイプが不明(Calling Party IE Number Type Unknown)]を設
定できます。この設定項目を設定し、デフォルトの [Cisco
CallManager]以外のオプションを選択した場合、特定のゲー
トウェイを経由する発信コールの [発呼側番号タイプ(Calling
Party Number Type)]の設定は、このフィールドの設定で上
書きされます。

ヒント

着信の発呼側設定

この項では、プレフィックスフィールド、削除桁数フィールド、および着信の発呼側番号の各設

定項目について説明します。

プレフィックスフィールドの考慮事項

着信発呼者の番号の設定,（258ページ）で説明されているプレフィックスフィールドを設定する
前に、次の事項を考慮してください。

• [デバイスプール設定(DevicePoolConfiguration)]、[ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]、
および [トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンドウで、着信の発呼側設定項目をすべて
同時に削除するには、[プレフィックス設定のクリア(ClearPrefixSettings)]をクリックします。
また、着信の発呼側設定項目すべてに同時にデフォルト値を入力するには、[デフォルトプレ
フィックス設定(Default Prefix Settings)]をクリックします。

• [ゲートウェイの設定(Gateway Configuration)]または [トランクの設定(Trunk Configuration)]
ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]フィールドに [デフォルト(Default)]と表示されている
場合、[ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]または [トランクの設定(TrunkConfiguration)]
ウィンドウの [削除桁数(Strip Digits)]フィールドは設定できません。この場合、Cisco Unified
Communications Managerは、デバイスに適用されるデバイスプールから [プレフィックス
(Prefix)]フィールドおよび [削除桁数(Strip Digits)]フィールドの設定を取得します。 [デバイ
スプール設定(Device Pool Configuration)]ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]フィールドに
[デフォルト(Default)]という文字が表示されている場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、サービスパラメータ設定を着信発呼者のプレフィックスに適用します。これはプレフィッ

クスと削除桁数の両方の機能をサポートします。
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• [デバイスプール設定(DevicePoolConfiguration)]、[ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]、
または [トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンドウで [削除桁数(Strip Digits)]フィール
ドを設定するには、[プレフィックス(Prefix)]フィールドを空白のままにするか、[プレフィッ
クス(Prefix)]フィールドに有効な設定値を入力する必要があります。これらのウィンドウで
[削除桁数(StripDigits)]フィールドを設定する場合は、[プレフィックス(Prefix)]フィールドに
Defaultと入力しないでください。

•プレフィックスがデバイスの着信発呼側番号に適用されると、Cisco Unified Communications
Managerは、コール自動転送、コールパーク、ボイスメール、CDRデータなどの補足サービ
スをはじめ、コールに関連するその後のすべてのアクションで、発呼側番号フィールドにプ

レフィックスを含めます。

•プレフィックスを設定しているにもかかわらず、空の発信側番号が到達した場合、Cisco
Unified Communications Managerはプレフィックスを適用しません。（たとえば、[ルートパ
ターンの設定(Route Pattern Configuration)]、[ゲートウェイの設定(Gateway Configuration)]、ま
たは [トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンドウの [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID
Presentation)]ドロップダウンリストボックスから [非許可(Restricted)]を選択した場合、それ
が原因で空の発信側番号が到達します）

• Cisco Unified Communications Managerで桁を除去し、発信側番号にプレフィックスを適用し
ようとしたときにエラーが発生した場合、Cisco Unified Communications Managerは桁の操作
もプレフィックスの適用も行いません。代わりに、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、
そのコールで到達した発信側番号を使用します。

•着信プレフィックスフィールドは、桁除去フィールドとともに設定します（サービスプロ
バイダーが発呼側番号に先行桁（たとえば、ゼロ）を付加している場合）。発呼側番号から

桁を除去する方法の詳細については、削除桁数の考慮事項,（257ページ）を参照してくださ
い。

削除桁数の考慮事項

サービスプロバイダーが発呼側番号に先行桁（たとえば、ゼロ）を付加している状況で、これら

の桁を除去してから他の桁を付加する必要がある場合（たとえば、先行桁が E.164番号に含まれ
ていないときに、発呼側番号をE.164形式に変換する場合）、着信発呼者の番号の設定,（258ペー
ジ）に示すフィールドを設定することによって、Cisco Unified Communications Managerで着信発
呼側番号にプレフィックスが適用される前に確実に先行桁が除去されるように指定できます。

Cisco Unified Communications Managerに発呼側番号から除去させる先行桁数を設定する前に、次
の事項を考慮してください。

•桁を除去するには、[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウで
Incoming Prefixサービスパラメータを設定するか、[デバイスプール設定(Device Pool
Configuration)]、[ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]、または [トランクの設定(Trunk
Configuration)]ウィンドウで [削除桁数(Strip Digits)]フィールドを設定します。この機能の
サービスパラメータを設定する方法については、発呼側正規化のサービスパラメータの設

定, （250ページ）を参照してください。
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• [ゲートウェイの設定(Gateway Configuration)]または [トランクの設定(Trunk Configuration)]
ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]フィールドに [デフォルト(Default)]と表示されている
場合、[ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]または [トランクの設定(TrunkConfiguration)]
ウィンドウの [削除桁数(Strip Digits)]フィールドは設定できません。この場合、Cisco Unified
Communications Managerは、デバイスに適用されるデバイスプールから [プレフィックス
(Prefix)]フィールドおよび [削除桁数(Strip Digits)]フィールドの設定を取得します。 [デバイ
スプール設定(Device Pool Configuration)]ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]フィールドに
[デフォルト(Default)]という文字が表示されている場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、サービスパラメータ設定を着信発呼者のプレフィックスに適用します。これはプレフィッ

クスと削除桁数の両方の機能をサポートします。

• [デバイスプール設定(DevicePoolConfiguration)]、[ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]、
または [トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンドウで [削除桁数(Strip Digits)]フィール
ドを設定するには、[プレフィックス(Prefix)]フィールドを空白のままにするか、[プレフィッ
クス(Prefix)]フィールドに有効な設定値を入力する必要があります。これらのウィンドウで
[削除桁数(StripDigits)]フィールドを設定する場合は、[プレフィックス(Prefix)]フィールドに
Defaultと入力しないでください。

• Cisco Unified Communications Managerが除去できる桁数は最大 24桁であることに注意してく
ださい。フィールドに 24より大きい値（たとえば、26）を入力しても、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページはその設定値を許可しません。

• Cisco Unified Communications Managerに特定桁数の先行桁を除去させようとしたときに、発
信側番号の全桁数が設定値以下の場合、Cisco Unified Communications Managerは全桁を除去
しますが、プレフィックスは適用します（プレフィックスを設定している場合）。

•発信側番号の全桁を超える桁数を Cisco Unified Communications Managerで除去するように設
定した場合、Cisco Unified Communications Managerは発信側番号をクリアします（空白にし
ます）。

• [削除桁数(Strip Digits)]フィールドの値を設定しなかった場合、Cisco Unified Communications
Managerは発信側番号から桁を除去しません。

• Cisco Unified Communications Managerで桁を除去し、発信側番号にプレフィックスを適用し
ようとしたときにエラーが発生した場合、Cisco Unified Communications Managerは桁の操作
もプレフィックスの適用も行いません。代わりに、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、
そのコールで到達した発信側番号を使用します。

着信発呼者の番号の設定

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの以下のウィンドウに、着信発呼者の番号の
設定が表示されます。

• [デバイスプール(Device Pool)]（[システム(System)] > [デバイスプール(Device Pool)]）：すべ
てのデジタルゲートウェイおよびトランクに設定が適用されます（そのデバイスのデバイス

プールを選択した場合）。

• [ゲートウェイ(Gateway)]（[デバイス(Device)] > [ゲートウェイ(Gateway)]）：H.323ゲートウェ
イの設定ウィンドウと、MGCP（T1-PRI/BRI）およびMGCP（E1-PRI/BRI）のポートウィン
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ドウ（[ゲートウェイの設定(Gateway Configuration)]ウィンドウ）に設定項目が表示されま
す。

• [トランク(Trunk)]（[デバイス(Device)] > [トランク(Trunk)]）：SIPトランクを除く、すべての
トランクの設定ウィンドウに設定項目が表示されます。

SIPの [トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンドウには [着信番号(Incoming Number)]設定
項目だけが表示され、これは [不明(Unknown)]発呼側番号タイプに使用されます。

ヒント

各設定ウィンドウでの設定手順については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニス
トレーションガイド』を参照してください。

次の表で、デバイスプール、ゲートウェイ、およびトランクの着信発呼者の番号の設定について

説明します。

表 29：デバイスプール、ゲートウェイ、およびトランクの着信発呼側の番号の設定

説明設定

すべての発呼側番号タイプのプレフィックスをすべて削除するには、[プレ
フィックス設定のクリア(Clear Prefix Settings)]をクリックします。

[プレフィックス
設定のクリア
(Clear Prefix
Settings)]

すべてのプレフィックスフィールドに対してデフォルト値を同時に入力する

には、[デフォルトプレフィックス設定(Default Prefix Settings)]をクリックしま
す。

[デフォルトプレ
フィックス設定
(Default Prefix
Settings)]

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
259

発呼側の正規化

着信の発呼側設定



説明設定

[国内番号
(National
Number)]
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[発呼側番号タイプ(Calling Party Number Type)]の値として [国内(National)]を使
用する発呼側番号をグローバル化するには、次のフィールドを設定します。

• [プレフィックス(Prefix)]：Cisco Unified CommunicationsManagerは、発呼
側番号タイプとして [国内(National)]を使用する発呼側番号に、このフィー
ルドに入力されたプレフィックスを適用します。 8文字まで入力でき、
数字、国際的なエスケープ文字（+）、アスタリスク（*）、またはシャー
プ記号（#）を含めることができます。プレフィックスを入力する代わり
に Defaultと入力できます。

[ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]または [トランクの
設定(TrunkConfiguration)]ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]

ヒン

ト

フィールドに [デフォルト(Default)]と表示されている場合、[ゲー
トウェイの設定(Gateway Configuration)]または [トランクの設定
(TrunkConfiguration)]ウィンドウの [削除桁数(Strip Digits)]フィー
ルドは設定できません。この場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、デバイスに適用されるデバイスプールから [プレ
フィックス(Prefix)]フィールドおよび [削除桁数(Strip Digits)]
フィールドの設定を取得します。 [デバイスプール設定(Device
Pool Configuration)]ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]フィー
ルドに [デフォルト(Default)]という文字が表示されている場合、
Cisco Unified Communications Managerは、サービスパラメータ
設定を着信発呼者のプレフィックスに適用します。これはプレ

フィックスと削除桁数の両方の機能をサポートします。
[デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]、[ゲートウェ
イの設定(GatewayConfiguration)]、または [トランクの設定(Trunk

ヒント

Configuration)]ウィンドウで [削除桁数(Strip Digits)]フィールド
を設定するには、[プレフィックス(Prefix)]フィールドを空白の
ままにするか、[プレフィックス(Prefix)]フィールドに有効な設
定値を入力する必要があります。これらのウィンドウで [削除
桁数(StripDigits)]フィールドを設定する場合は、[プレフィック
ス(Prefix)]フィールドに Defaultと入力しないでください。

• [削除桁数(StripDigits)]：CiscoUnifiedCommunicationsManagerにプレフィッ
クスの適用前に [国内(National)]タイプの発呼側番号から除去させる桁数
を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用(Use Device Pool CSS)]：この設定は、[ゲート
ウェイの設定(Gateway Configuration)]および [トランクの設定(Trunk
Configuration)]ウィンドウに表示され、[デバイスプール設定(Device Pool
Configuration)]ウィンドウには表示されません。デバイスに適用されて
いるデバイスプールで設定された [国内番号(National Number)]フィール
ドのコーリングサーチスペースを使用するには、このチェックボックス

をオンにします。

• [コーリングサーチスペース(Calling Search Space)]：この設定を使用する
と、デバイスで [国内(National)]発呼側番号タイプの発信者番号をグロー
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バル化できます。選択するコーリングサーチスペースに、このデバイス

に割り当てる発呼側トランスフォーメーションパターンが含まれている

ことを確認してください。
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[国際番号
(International
Number)]
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[発呼側番号タイプ(Calling Party Number Type)]の値として [国際(International)]
を使用する発呼側番号をグローバル化するには、次のフィールドを設定しま

す。

• [プレフィックス(Prefix)]：Cisco Unified CommunicationsManagerは、発呼
側番号タイプとして [国際(International)]を使用する発呼側番号に、この
フィールドに入力されたプレフィックスを適用します。 8文字まで入力
でき、数字、国際的なエスケープ文字（+）、アスタリスク（*）、また
はシャープ記号（#）を含めることができます。プレフィックスを入力す
る代わりに Defaultと入力できます。

[ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]または [トランクの
設定(TrunkConfiguration)]ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]

ヒン

ト

フィールドに [デフォルト(Default)]と表示されている場合、[ゲー
トウェイの設定(Gateway Configuration)]または [トランクの設定
(TrunkConfiguration)]ウィンドウの [削除桁数(Strip Digits)]フィー
ルドは設定できません。この場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、デバイスに適用されるデバイスプールから [プレ
フィックス(Prefix)]フィールドおよび [削除桁数(Strip Digits)]
フィールドの設定を取得します。 [デバイスプール設定(Device
Pool Configuration)]ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]フィー
ルドに [デフォルト(Default)]という文字が表示されている場合、
Cisco Unified Communications Managerは、サービスパラメータ
設定を着信発呼者のプレフィックスに適用します。これはプレ

フィックスと削除桁数の両方の機能をサポートします。
[デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]、[ゲートウェ
イの設定(GatewayConfiguration)]、または [トランクの設定(Trunk

ヒント

Configuration)]ウィンドウで [削除桁数(Strip Digits)]フィールド
を設定するには、[プレフィックス(Prefix)]フィールドを空白の
ままにするか、[プレフィックス(Prefix)]フィールドに有効な設
定値を入力する必要があります。これらのウィンドウで [削除
桁数(StripDigits)]フィールドを設定する場合は、[プレフィック
ス(Prefix)]フィールドに Defaultと入力しないでください。

• [削除桁数(StripDigits)]：CiscoUnifiedCommunicationsManagerにプレフィッ
クスの適用前に [国際(International)]タイプの発呼側番号から除去させる
桁数を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用(Use Device Pool CSS)]：この設定は、[ゲート
ウェイの設定(Gateway Configuration)]および [トランクの設定(Trunk
Configuration)]ウィンドウに表示され、[デバイスプール設定(Device Pool
Configuration)]ウィンドウには表示されません。デバイスに適用されて
いるデバイスプールで設定された [国際番号(InternationalNumber)]フィー
ルドのコーリングサーチスペースを使用するには、このチェックボック

スをオンにします。

• [コーリングサーチスペース(Calling Search Space)]：この設定を使用する
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と、デバイスで [国際(International)]発呼側番号タイプの発信者番号をグ
ローバル化できます。選択する発呼側トランスフォーメーション CSS
に、このデバイスに割り当てる発呼側トランスフォーメーションパター

ンが含まれていることを確認してください。

デバイスは、コールが発生する前に、番号分析を使用してトラ

ンスフォーメーションを適用する必要があります。 CSSを [な
し(None)]に設定すると、トランスフォーメーションの照合と
適用は行われません。発呼側トランスフォーメーションパター

ンは、必ず、ルーティングに使用されない非ヌルパーティショ

ンに設定してください。

ヒント
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[加入者番号
(Subscriber
Number)]
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[発呼側番号タイプ(Calling Party Number Type)]の値として [加入者(Subscriber)]
を使用する発呼側番号をグローバル化するには、次のフィールドを設定しま

す。

• [プレフィックス(Prefix)]：Cisco Unified CommunicationsManagerは、発呼
側番号タイプとして [加入者(Subscriber)]を使用する発呼側番号に、この
フィールドに入力されたプレフィックスを適用します。 8文字まで入力
でき、数字、国際的なエスケープ文字（+）、アスタリスク（*）、また
はシャープ記号（#）を含めることができます。プレフィックスを入力す
る代わりに Defaultと入力できます。

[ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]または [トランクの
設定(TrunkConfiguration)]ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]

ヒン

ト

フィールドに [デフォルト(Default)]と表示されている場合、[ゲー
トウェイの設定(Gateway Configuration)]または [トランクの設定
(TrunkConfiguration)]ウィンドウの [削除桁数(Strip Digits)]フィー
ルドは設定できません。この場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、デバイスに適用されるデバイスプールから [プレ
フィックス(Prefix)]フィールドおよび [削除桁数(Strip Digits)]
フィールドの設定を取得します。 [デバイスプール設定(Device
Pool Configuration)]ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]フィー
ルドに [デフォルト(Default)]という文字が表示されている場合、
Cisco Unified Communications Managerは、サービスパラメータ
設定を着信発呼者のプレフィックスに適用します。これはプレ

フィックスと削除桁数の両方の機能をサポートします。
[デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]、[ゲートウェ
イの設定(GatewayConfiguration)]、または [トランクの設定(Trunk

ヒント

Configuration)]ウィンドウで [削除桁数(Strip Digits)]フィールド
を設定するには、[プレフィックス(Prefix)]フィールドを空白の
ままにするか、[プレフィックス(Prefix)]フィールドに有効な設
定値を入力する必要があります。これらのウィンドウで [削除
桁数(StripDigits)]フィールドを設定する場合は、[プレフィック
ス(Prefix)]フィールドに Defaultと入力しないでください。

• [削除桁数(StripDigits)]：CiscoUnifiedCommunicationsManagerにプレフィッ
クスの適用前に [加入者(Subscriber)]タイプの発呼側番号から除去させる
桁数を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用(Use Device Pool CSS)]：デバイスに適用され
るデバイスプールで設定された [加入者番号(Subscriber Number)]フィー
ルドのコーリングサーチスペースを使用するには、このチェックボック

スをオンにします。

• [コーリングサーチスペース(Calling Search Space)]：この設定を使用する
と、デバイスで [加入者(Subsecriber)]発呼側番号タイプの発信者番号をグ
ローバル化できます。選択するCSSに、このデバイスに割り当てる発呼
側トランスフォーメーションパターンが含まれていることを確認してく
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ださい。

デバイスは、コールが発生する前に、番号分析を使用してトラ

ンスフォーメーションを適用する必要があります。 CSSを [な
し(None)]に設定すると、トランスフォーメーションの照合と
適用は行われません。発呼側トランスフォーメーションパター

ンは、必ず、ルーティングに使用されない非ヌルパーティショ

ンに設定してください。

ヒント
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[不明な番号
(Unknown
Number)]（SIP
の[トランクの設
定(Trunk
Configuration)]
ウィンドウには

表示されませ

ん）
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[発呼側番号タイプ(Calling Party Number Type)]に [不明(Unknown)]を使用する
発呼側番号をグローバル化するには、次の設定を行います。

• [プレフィックス(Prefix)]：Cisco Unified CommunicationsManagerは、発呼
側番号タイプとして [不明(Unknown)]を使用する発呼側番号に、この
フィールドに入力されたプレフィックスを適用します。 8文字まで入力
でき、数字、国際的なエスケープ文字（+）、アスタリスク（*）、また
はシャープ記号（#）を含めることができます。プレフィックスを入力す
る代わりに Defaultと入力できます。

[ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]または [トランクの
設定(TrunkConfiguration)]ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]

ヒン

ト

フィールドに [デフォルト(Default)]と表示されている場合、[ゲー
トウェイの設定(Gateway Configuration)]または [トランクの設定
(TrunkConfiguration)]ウィンドウの [削除桁数(Strip Digits)]フィー
ルドは設定できません。この場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、デバイスに適用されるデバイスプールから [プレ
フィックス(Prefix)]フィールドおよび [削除桁数(Strip Digits)]
フィールドの設定を取得します。 [デバイスプール設定(Device
Pool Configuration)]ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]フィー
ルドに [デフォルト(Default)]という文字が表示されている場合、
Cisco Unified Communications Managerは、サービスパラメータ
設定を着信発呼者のプレフィックスに適用します。これはプレ

フィックスと削除桁数の両方の機能をサポートします。
[デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]、[ゲートウェ
イの設定(GatewayConfiguration)]、または [トランクの設定(Trunk

ヒント

Configuration)]ウィンドウで [削除桁数(Strip Digits)]フィールド
を設定するには、[プレフィックス(Prefix)]フィールドを空白の
ままにするか、[プレフィックス(Prefix)]フィールドに有効な設
定値を入力する必要があります。これらのウィンドウで [削除
桁数(StripDigits)]フィールドを設定する場合は、[プレフィック
ス(Prefix)]フィールドに Defaultと入力しないでください。

• [削除桁数(StripDigits)]：CiscoUnifiedCommunicationsManagerにプレフィッ
クスの適用前に [不明(Unknown)]タイプの発呼側番号から除去させる桁
数を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用(Use Device Pool CSS)]：この設定は、[ゲート
ウェイの設定(Gateway Configuration)]および [トランクの設定(Trunk
Configuration)]ウィンドウに表示され、[デバイスプール設定(Device Pool
Configuration)]ウィンドウには表示されません。デバイスに適用されて
いるデバイスプールで設定された [不明な番号(UnknownNumber)]フィー
ルドのコーリングサーチスペースを使用するには、このチェックボック

スをオンにします。

• [コーリングサーチスペース(Calling Search Space)]：この設定を使用する
と、デバイスで [不明(Unknown)]発呼側番号タイプの発信者番号をグロー
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バル化できます。選択する発呼側トランスフォーメーションCSSに、こ
のデバイスに割り当てる発呼側トランスフォーメーションパターンが含

まれていることを確認してください。

デバイスは、コールが発生する前に、番号分析を使用してトラ

ンスフォーメーションを適用する必要があります。 CSSを [な
し(None)]に設定すると、トランスフォーメーションの照合と
適用は行われません。発呼側トランスフォーメーションパター

ンは、必ず、ルーティングに使用されない非ヌルパーティショ

ンに設定してください。

ヒント
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[着信番号
(Incoming
Number)]（SIP
の[トランクの設
定(Trunk
Configuration)]
ウィンドウにだ

け表示されま

す）
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SIPトランクは、発呼側番号タイプ [不明(Unknown)]だけをサポートしていま
す。 SIPトランクの場合だけ、発呼側番号タイプとして [不明(Unknown)]を使
用する発呼側番号をグローバル化するには、次の項目を設定します。

• [プレフィックス(Prefix)]：Cisco Unified CommunicationsManagerは、発呼
側番号タイプとして [不明(Unknown)]を使用する発呼側番号に、この
フィールドに入力されたプレフィックスを適用します。 8文字まで入力
でき、数字、国際的なエスケープ文字（+）、アスタリスク（*）、また
はシャープ記号（#）を含めることができます。プレフィックスを入力す
る代わりに Defaultと入力できます。

[ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]または [トランクの
設定(TrunkConfiguration)]ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]

ヒン

ト

フィールドに [デフォルト(Default)]と表示されている場合、[ゲー
トウェイの設定(Gateway Configuration)]または [トランクの設定
(TrunkConfiguration)]ウィンドウの [削除桁数(Strip Digits)]フィー
ルドは設定できません。この場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、デバイスに適用されるデバイスプールから [プレ
フィックス(Prefix)]フィールドおよび [削除桁数(Strip Digits)]
フィールドの設定を取得します。 [デバイスプール設定(Device
Pool Configuration)]ウィンドウの [プレフィックス(Prefix)]フィー
ルドに [デフォルト(Default)]という文字が表示されている場合、
Cisco Unified Communications Managerは、サービスパラメータ
設定を着信発呼者のプレフィックスに適用します。これはプレ

フィックスと削除桁数の両方の機能をサポートします。
[デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]、[ゲートウェ
イの設定(GatewayConfiguration)]、または [トランクの設定(Trunk

ヒント

Configuration)]ウィンドウで [削除桁数(Strip Digits)]フィールド
を設定するには、[プレフィックス(Prefix)]フィールドを空白の
ままにするか、[プレフィックス(Prefix)]フィールドに有効な設
定値を入力する必要があります。これらのウィンドウで [削除
桁数(StripDigits)]フィールドを設定する場合は、[プレフィック
ス(Prefix)]フィールドに Defaultと入力しないでください。

• [削除桁数(StripDigits)]：CiscoUnifiedCommunicationsManagerにプレフィッ
クスの適用前に [不明(Unknown)]タイプの発呼側番号から除去させる桁
数を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用(Use Device Pool CSS)]：この設定は、[ゲート
ウェイの設定(Gateway Configuration)]および [トランクの設定(Trunk
Configuration)]ウィンドウに表示され、[デバイスプール設定(Device Pool
Configuration)]ウィンドウには表示されません。デバイスに適用されて
いるデバイスプールで設定された [不明な番号(UnknownNumber)]フィー
ルドのコーリングサーチスペースを使用するには、このチェックボック

スをオンにします。

• [コーリングサーチスペース(Calling Search Space)]：この設定を使用する
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説明設定

と、デバイスで [不明(Unknown)]発呼側番号タイプの発信者番号をグロー
バル化できます。選択する発呼側トランスフォーメーションCSSに、こ
のデバイスに割り当てる発呼側トランスフォーメーションパターンが含

まれていることを確認してください。

デバイスは、コールが発生する前に、番号分析を使用してトラ

ンスフォーメーションを適用する必要があります。 CSSを [な
し(None)]に設定すると、トランスフォーメーションの照合と
適用は行われません。発呼側トランスフォーメーションパター

ンは、必ず、ルーティングに使用されない非ヌルパーティショ

ンに設定してください。

ヒント

発呼側トランスフォーメーションコーリングサーチスペース（CSS）
の適用

発呼側トランスフォーメーション CSSを設定する前に、たとえば、パーティションの設定、コー
リングサーチスペースの設定など、発信側番号をローカライズするために必要な手順を理解して

おく必要があります。詳細については、発呼側正規化の設定, （233ページ）を参照してくださ
い。

次の表では、発呼側トランスフォーメーション CSSの各種設定について説明し、設定値を割り当
てる Cisco Unified Communications Managerの管理ページの設定ウィンドウを示します。
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表 30：発信側番号をローカライズするための発呼側トランスフォーメーション CSS の設定

説明設定

この設定により、デバイスの発信側の番号をローカライズできるように

なります。選択する発呼側トランスフォーメーション CSSに、このデバ
イスに割り当てる発呼側トランスフォーメーションパターンが含まれて

いることを確認してください。

デバイスは、コールが発生する前に、番号分析を使用してトラ

ンスフォーメーションを適用する必要があります。 [発呼側ト
ランスフォーメーションCSS(Calling Party Transformation CSS)]
を [なし(None)]に設定すると、トランスフォーメーションの照
合と適用は行われません。発呼側トランスフォーメーション

パターンは、必ず、ルーティングに使用されない非ヌルパー

ティションに設定してください。

ヒント

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページ内の電話デバイスのタ
イプ、CTIルートポイント、ゲートウェイ、リモート接続先プロファイ
ル、およびトランクはすべて、それぞれに発信側番号をローカライズで

きます。したがって、CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページ
の次の設定ウィンドウで、この設定項目にアクセスできます。

• [デバイスプール(Device Pool)]（[システム(System)] > [デバイスプー
ル(Device Pool)]）

• [電話(Phone)]（[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]）

• [CTIルートポイント(CTIRoute Points)]（[デバイス(Device)] > [CTIルー
トポイント(CTI Route Point)]）

• [ゲートウェイ(Gateway)]（[デバイス(Device)] > [ゲートウェイ
(Gateway)]：ゲートウェイのタイプに応じて、ポートの設定ウィンド
ウまたはゲートウェイの設定ウィンドウに設定値が表示されます。

• [トランク(Trunk)]（[デバイス(Device)] > [トランク(Trunk)]）

• [リモート接続先プロファイル(RemoteDestination Profile)]（[デバイス
(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [リモート接続先プロ
ファイル(Remote Destination Profile)]）

[発呼側トランス
フォーメーション
CSS(Calling Party
Transformation CSS)]
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説明設定

デバイスに割り当てられているデバイスプールで設定された発呼側トラ

ンスフォーメーション CSSを使用するには、このチェックボックスをオ
ンにします。このチェックボックスをオフにすると、デバイスは、デバ

イスの設定ウィンドウで設定された発呼側トランスフォーメーションCSS
を使用します。

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページ内の電話デバイスのタ
イプ、CTIルートポイント、ゲートウェイ、リモート接続先プロファイ
ル、およびトランクはすべて、それぞれに発信側番号をローカライズで

きます。したがって、CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページ
の次の設定ウィンドウで、この設定項目にアクセスできます。

• [電話(Phone)]（[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]）

• [CTIルートポイント(CTIRoute Points)]（[デバイス(Device)] > [CTIルー
トポイント(CTI Route Point)]）

• [ゲートウェイ(Gateway)]（[デバイス(Device)] > [ゲートウェイ
(Gateway)]：ゲートウェイのタイプに応じて、ポートの設定ウィンド
ウまたはゲートウェイの設定ウィンドウに設定値が表示されます。

• [トランク(Trunk)]（[デバイス(Device)] > [トランク(Trunk)]）

• [リモート接続先プロファイル(RemoteDestination Profile)]（[デバイス
(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [リモート接続先プロ
ファイル(Remote Destination Profile)]）

[デバイスプールの発
呼側トランスフォー

メーションCSSを使用
(Use Device Pool
Calling Party
Transformation CSS)]

ユーザへの情報提供
設定によっては、電話機ユーザがコールを発信する前に電話機のコールログディレクトリのエン

トリを編集する必要がない場合もあります。また、設定によっては、電話機のコールログディ

レクトリに国際エスケープ文字 +が含まれることがあります。
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第 11 章

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified
Communications Manager Assistant

この章では、Cisco Unified Communications Manager Assistant機能について説明します。この機能
を使用すると、マネージャとそのアシスタントが効果的に協力して作業できます。Cisco Unified
Communications Manager Assistantは、プロキシ回線サポートと共有回線サポートの 2つの動作
モードをサポートしています。Cisco IPManagerAssistantサービスは、CiscoUnifiedCommunications
Managerサーバでプロキシ回線サポートと共有回線サポートの両方を同時にサポートしていま
す。共有回線サポートのあるCisco Unified CommunicationsManager Assistantについては、共有回
線サポートのあるCisco Unified CommunicationsManager Assistant, （327ページ）を参照してくだ
さい。

Cisco Unified Communications Manager Assistantは、最大 3500人のマネージャと 3500人のアシス
タントをサポートします。このユーザ数に対応するため、管理者は最大 3つの Cisco Unified
CommunicationsManager Assistantアプリケーションを 1つのCiscoUnified CommunicationsManager
クラスタに設定し、アプリケーションの各インスタンスにマネージャとアシスタントを割り当て

ます。

この機能は、コールルーティングサービス、マネージャおよびアシスタント用の電話機拡張機

能、および主にアシスタントが使用するアシスタントコンソールインターフェイスから構成さ

れています。

コールルーティングサービスは、マネージャ宛のコールを代行受信し、事前設定済みのコール

フィルタに基づいて、特定のアシスタント、マネージャ、またはその他の宛先にルーティングし

ます。コールルーティングは、マネージャが動的に変更できます。たとえば、電話機のソフト

キーを押すことによって、すべてのコールをアシスタント宛にルーティングしたり、コールのス

テータスを受信したりできます。

Cisco Unified Communications Manager Assistantのユーザは、マネージャとアシスタントで構成さ
れます。マネージャ宛のコールは、コールルーティングサービスによって代行受信され、適切

な宛先にルーティングされます。アシスタントユーザは、マネージャに代わってコールを処理

します。

• プロキシ回線サポートのあるCiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantの設定, 278 ペー
ジ
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• Cisco Unified Communications Manager Assistantの機能, 281 ページ

• プロキシ回線サポートのあるCisco Unified CommunicationsManager Assistantのシステム要件,
287 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 289 ページ

• Cisco Unified Communications Manager Assistantのインストールとアクティブ化, 294 ページ

• プロキシ回線サポートのあるCiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantの設定, 294 ペー
ジ

• Cisco Unified Communications Manager Assistantのマネージャおよびアシスタントへの情報の
提供, 323 ページ

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications
Manager Assistant の設定

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantは、アシスタントがマネージャに代わってコールを
処理できるプラグインであり、マネージャ宛のコールは代行受信され、適切な宛先にルーティン

グされます。CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantをプロキシ回線モードで設定すると、
マネージャとアシスタントは電話番号を共有しません。アシスタントは、マネージャ宛のコール

をプロキシ番号を使用して処理します。プロキシ番号はマネージャの電話番号ではなく、システ

ムで選択された、アシスタントがマネージャ宛のコールを処理するために使用する代替番号です。

プロキシ回線モードでは、マネージャとアシスタントは Cisco Unified Communications Manager
Assistantで使用可能なすべての機能にアクセスできます。これらの機能には、デフォルトのアシ
スタントの選択、アシスタントモニタ、コールフィルタリング、全コール転送があります。

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistantを設定するには、次
の手順を実行します。

手順

ステップ 1 まだ実行していない場合は、電話機とユーザを設定し、デバイスをユーザに関連付けます。

ステップ 2 Cisco Unified Serviceabilityの、[Service Activation]ウィンドウで、Cisco IP Manager Assistantサービ
スをアクティブにします。

ステップ 3 システム管理パラメータを設定します。

• 3つのパーティションを追加します。

• 2つのコーリングサーチスペースを追加します。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantの CTIルートポイントを追加します。ルート
ポイントは、サーバあたり 1つのみ追加できます。

• Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定します。
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これらのシステム管理パラメータを自動的に設定するには、[Cisco Unified
Communications Manager Assistant]設定ウィザードを使用します。

ヒント

•メッセージ受信インジケータ（MWI）のオンおよびオフ番号のコーリングサーチスペース
にマネージャ回線のパーティションを追加する（MWIが必要な場合）。

• Cisco Unified Communications Managerインターコム機能を使用している場合は、インターコ
ムパーティション、インターコムコーリングサーチスペース、インターコム電話番号情

報、インターコムトランスレーションパターンを追加します。

ステップ 4 多数のアシスタントおよびマネージャをサポートするために複数の Cisco Unified Communications
Manager Assistantプールが必要になる場合は、次に示す Cisco IP Manager Assistantのクラスタ全体
のサービスパラメータを設定します。

• Enable Multiple Active Mode

• Pool 2および Pool 3 Cisco IPMA Server IP Address

ステップ 5 アプリケーションユーザの CAPFプロファイルを設定します（オプション）。

ステップ 6 セキュリティ用の Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定します（オプション）。

ステップ 7 Serviceabilityの [Control Center - Feature Services]を使用して、Cisco IP Manager Assistantサービス
を停止し、もう一度起動します。

ステップ 8 電話機のパラメータを設定します。

• [アシスタントプライマリサービス(Assistant Primary Service)]を、Cisco Unified IP Phoneサー
ビスとして追加します。必要に応じて、Cisco Unified Communications Manager Assistantバッ
クアップサーバをポイントする [アシスタントセカンダリサービス(AssistantSecondaryService)]
を Cisco Unified IP Phoneサービスとして追加します。

• [有効(Enable)]チェックボックスをオンにして、サービスをアクティブ化します。

• Cisco Unified IP Phoneを設定します。

ステップ 9 マネージャおよびアシスタントの Cisco Unified IP Phoneパラメータを設定します。

•マネージャの電話機を設定します。

•アシスタントの電話機を設定します。

ステップ 10 マネージャの電話機について、次の設定を行います。

•ソフトキーテンプレートを割り当てます。

•サイレントを使用する場合は、マネージャの電話機で [サイレント(Do Not Disturb)]フィール
ドを設定します。

•プライマリ回線を追加します。

•プライマリ回線のボイスメールプロファイルを設定します。

•インターコム回線を追加します。
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• Cisco Unified IP Phone 7940および 7960については、インターコム発信先のスピードダイヤ
ルを追加します。

• Cisco Unified IP Phone 7942、7945、7962、7965、および 7975については、インターコム機能
を追加します。

• Cisco Unified IP Phoneサービスの Cisco Unified Communications Manager Assistantプライマリ
IP Phoneサービスに登録します。必要に応じて、Cisco Unified IP Phoneサービスの Cisco
Unified Communications Manager Assistantセカンダリ IP Phoneサービスに登録します。

•ユーザロケールを設定します。

•電話機をリセットします。
マネージャの電話設定の一部を自動設定するには、[マネージャの設定(Manager
Configuration)]ウィンドウで [自動設定(Automatic Configuration)]チェックボックス
をオンにします。

ヒント

ステップ 11 アシスタントの電話機について、次の設定を行います。

•ソフトキーテンプレートを割り当てます。

• Cisco Unified IP Phone拡張モジュールを追加します（オプション）。

•プライマリ回線を追加します。

•設定済みの各マネージャ用のプロキシ回線を追加します。マネージャのプライマリ回線のボ
イスメールプロファイルと同じボイスメールプロファイルを追加します。

•着信インターコム回線を追加します。

• Cisco Unified IP Phone 7940および 7960については、インターコム発信先のスピードダイヤ
ルを追加します。

• Cisco Unified IP Phone 7942、7945、7962、7965、および 7975については、インターコム機能
を追加します。

•ユーザロケールを設定します。

•電話機をリセットします。
アシスタントの電話設定の一部を自動設定するには、[アシスタントの設定(Assistant
Configuration)]ウィンドウで [自動設定(Automatic Configuration)]チェックボックス
をオンにします。

ヒント

ステップ 12 Cisco Unified Communications Manager Assistantアプリケーションを設定します。

•新しいマネージャを作成します。

•マネージャ用の回線を設定します。

•マネージャにアシスタントを割り当てます。

•アシスタント用の回線を設定します。

•インターコム回線を設定します（オプション）。
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ステップ 13 アシスタント用のダイヤルルールを設定します。

ステップ 14 Assistant Consoleアプリケーションをインストールします。

ステップ 15 マネージャとアシスタントのコンソールアプリケーションを設定します。

関連トピック

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant, （277ページ）
コーリングサーチスペースとパーティション, （299ページ）
Cisco Unified Communications Manager Assistant CTIルートポイント, （301ページ）
Cisco Unified Communications Manager Assistantの設定, （296ページ）
Cisco Unified Communications Manager Assistantのサービスパラメータの設定, （302ページ）
プロキシ着信インターコムとプライマリ回線の設定, （318ページ）
インターコム, （835ページ）
Cisco Unified Communications Manager Assistantのスケーラビリティのために複数サーバを設定
する, （306ページ）
Cisco Unified Communications Manager Assistantのサービスパラメータの設定, （302ページ）
セキュリティに関する考慮事項, （308ページ）
Cisco IP Manager Assistantサービスの開始, （308ページ）
Cisco Unified IP Phone Serviceの設定, （308ページ）
マネージャおよびアシスタントの電話機の設定, （309ページ）
サイレント, （549ページ）
Cisco Unified Communications Manager Assistant情報のマネージャからの削除, （317ページ）
プロキシ着信インターコムとプライマリ回線の設定, （318ページ）
ダイヤルルールの設定, （322ページ）
Assistant Consoleプラグインのインストール, （323ページ）

Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能
CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantは、アシスタントがマネージャに代わってコールを
処理できるプラグインであり、マネージャ宛のコールは代行受信され、適切な宛先にルーティン

グされます。CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantをプロキシ回線モードで設定すると、
マネージャとアシスタントは電話番号を共有しません。アシスタントは、マネージャ宛のコール

をプロキシ番号を使用して処理します。プロキシ番号はマネージャの電話番号ではなく、システ

ムで選択された、アシスタントがマネージャ宛のコールを処理するために使用する代替番号です。

プロキシ回線モードでは、マネージャとアシスタントは Cisco Unified Communications Manager
Assistantで使用可能なすべての機能にアクセスできます。これらの機能には、デフォルトのアシ
スタントの選択、アシスタントモニタ、コールフィルタリング、全コール転送があります。
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Cisco Unified Communications Manager Assistant の概要
Cisco Unified CommunicationsManager Assistantの機能アーキテクチャは、Cisco IPManager Assistant
サービス、Assistant Consoleインターフェイス、および Cisco Unified IP Phoneのインターフェイス
で構成されています。次の図を参照してください。

Cisco IP Manager Assistantサービスは、Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータで定義済み
の CTIルートポイントに到着したコールをルーティングします。 Cisco Unified Communications
Manager Assistantのサービスパラメータの設定, （302ページ）を参照してください。

図 14：Cisco Unified Communications Manager Assistantのアーキテクチャ

Cisco IP Manager Assistant サービス
Cisco IP Manager Assistantサービス（サーブレット）は、Cisco Tomcatがロードします。 Cisco
Tomcatは、Cisco Unified Communications Managerのインストール時にインストールされます。

Cisco IP Manager Assistantサービスは、すべての Cisco Unified Communications Managerサーバにイ
ンストールされます。インストール後、管理者は Serviceabilityでサービスをアクティブにし、
Cisco Unified Communications Manager Assistantが自動的に起動されるようにします。 Cisco IP
Manager Assistantサービスは、これがクラスタ全体のサービスパラメータ Cisco IPMA Server
（Primary）IP Addressで設定されている Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバの
1つかどうかを確認します。設定されている場合、Cisco IP Manager Assistantサービスはアクティ
ブなCisco IPManagerAssistantサービスになろうとします。現時点では、CiscoUnifiedCommunications
Managerがサポートできるアクティブな Cisco IP Manager Assistantサービスは 1つだけです。

Cisco IP Manager Assistantサービスは、次のタスクを実行します。

•マネージャの電話機で実行される HTTPサービスのホストとなる。

•マネージャが設定に使用するWebページのホストとなる。
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•マネージャ宛の着信コールにフィルタを適用するための、ルーティングロジックを保持す
る。次の図を参照してください。

•サードパーティコール制御用の Cisco CTIManagerを通じて、Cisco Unified Communications
Managerと通信する。 Cisco Unified Communications Manager Assistantが必要とする CTI接続
は 1つだけです。

•データベースのデータにアクセスする。

• Assistant Consoleアプリケーションをサポートする。

Cisco Unified Communications Managerは、Cisco IP Manager Assistantサービスの冗長化をサポート
しています。冗長化を実現するには、同じクラスタ内に 2番目の Cisco IP Manager Assistantサー
ビスを設定する必要があります。

図 15：プロキシ回線サポート用の Cisco Unified Communications Manager Assistantのルーティングロジック

Cisco Unified Communications Manager Assistantは、アクティブ/スタンバイサーバモデルを利用し
て冗長化を実装します。常にアクティブのままで、すべての Assistant Consoleアプリケーション
と電話機にサービスを提供する Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバは 1台だけ
です。もう一方のサーバはスタンバイモードになり、アクティブなサーバの障害を検出します。

障害を検出した場合は、バックアップサーバが機能を引き継ぎ、アクティブなサーバになりま

す。障害発生時にアクティブになっていた接続は、すべて新しいサーバ上に復元されるため、

ユーザに対するサービスは中断することなく続行されます。

アクティブなサーバに障害が発生した場合、AssistantConsoleアプリケーションは、バックアップ
サーバに自動的にフェールオーバーします。アプリケーションが障害を検出する間隔は、Cisco
IPMAAssistant Console Heartbeat Intervalサービスパラメータ（CiscoUnified CommunicationsManager
Assistantのサービスパラメータの設定,（302ページ）を参照）によって決まります。ハートビー
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ト間隔を小さくすると、フェールオーバーまでの時間が短くなります。次の図を参照してくださ

い。

図 16：Cisco Unified Communications Manager Assistantの冗長化

Cisco IP Manager Assistantサービスには、サービスに対する不正アクセスを防止するための組み込
みセキュリティが含まれています。アシスタントコンソールで収集されたユーザ IDとパスワー
ドは、ネットワークを通じて送信される前に暗号化されます。アシスタントを装う不正ユーザ

は、Assistant Consoleによってブロックされます。

アシスタントコンソールインターフェイス

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantは、次のマネージャ用およびアシスタント用アシス
タントコンソールインターフェイスをサポートしています。

• AssistantConsole（コール制御、ログイン、アシスタントの初期設定、マネージャ宛コールア
クティビティの監視、キーボードショートカットに使用される）

• ManagerConfiguration（すべてのコールの転送先、即時転送先、およびフィルタの設定に使用
される）

管理者は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [エンドユーザの設定(End User
Configuration)]を使用して、Cisco Unified Communications Manager Assistantをマネージャ用および
アシスタント用に設定します。CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantの管理インターフェ
イス, （287ページ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerにより、Cisco Unified Communications Manager Assistantのす
べてのマネージャ用機能が Cisco Unified IP Phoneを通じて利用できるようになります。ただし、
Manager Configurationは例外で、これはブラウザを使用して実行します。アシスタントは Cisco
Unified IP PhoneとAssistantConsoleアプリケーションを使用します。詳細については、マネージャ
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のインターフェイス,（285ページ）とアシスタントのインターフェイス,（286ページ）を参照し
てください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant機能の使用法の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Assistant User Guide』を参照してください。

Cisco Unified IP Phone のインターフェイス
マネージャおよびアシスタントは、ソフトキーと Cisco Unified IP Phoneのサービスボタンを使用
して、Cisco Unified Communications Manager Assistantの機能にアクセスします。 Cisco Unified
Communications Manager Assistantの電話機能の使用法の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Assistant User Guide』を参照してください。

マネージャのインターフェイス, （285ページ）およびアシスタントのインターフェイス, （286
ページ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のデータベースアクセ
スアーキテクチャ

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantのすべての設定情報は、データベースに格納されま
す。マネージャまたはアシスタントがログインすると、Cisco IPManagerAssistantサービスは、そ
のマネージャまたはアシスタントに関する全データをデータベースから取得し、メモリに保存し

ます。

マネージャのインターフェイス

マネージャの電話機からは、ManagerConfigurationを除くすべてのマネージャ用機能を利用できま
す。 Cisco Unified Communications Manager Assistantは、Cisco IP Manager Assistantサービスの開始
時に、自動的にマネージャをログインさせます。

マネージャは、選択済みのアシスタントを Cisco Unified IP Phoneの [サービス(Services)]ボタンを
使用して変更できます。

マネージャは、Cisco Unified IP Phoneのソフトキーを使用して、Cisco Unified Communications
Manager Assistantのアシスタントモニタ、代行受信、およびボイスメール転送の各機能にアクセ
スします。

マネージャは、Cisco Unified Communications Managerの機能（サイレント、即転送など）にも
アクセスできます。

（注）

アシスタントモニタ、サイレント、全コール転送、およびフィルタの各機能の状態は、Cisco
Unified IP Phoneのステータスウィンドウに表示されます。

フィルタリングを有効にして、フィルタモードを選択するには、Cisco Unified IP Phoneの [サービ
ス(Services)]ボタンを使用します。フィルタを設定するには、Manager Configurationを使用しま
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す。アシスタントコンソール上でManager Configurationにアクセスするには、Webブラウザを使
用します（マネージャの設定, （326ページ）を参照）。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide』を参照してくださ
い。

アシスタントのインターフェイス

アシスタントは、Assistant Consoleアプリケーションと Cisco Unified IP Phoneを使用して、Cisco
Unified Communications Manager Assistantの機能にアクセスします。アプリケーションである
AssistantConsoleは、応答、即時転送、転送、保留などのコール制御機能を提供します。アシスタ
ントは、AssistantConsoleを使用して、ログインとログオフ、アシスタントの初期設定、およびマ
ネージャの初期設定に使用する [マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウの表示を行
います。

AssistantConsoleはアシスタントの回線およびマネージャのプロキシ回線を表示します。プロキシ
回線には、アシスタントの Cisco Unified IP Phoneに表示される電話回線を指定します。アシスタ
ントはプロキシ回線を使用して、マネージャ宛のコールを管理します。プロキシ回線の設定につ

いては、プロキシ着信インターコムとプライマリ回線の設定, （318ページ）を参照してくださ
い。

アシスタントがAssistantConsoleからログインすると、プロキシ回線の [リダイレクト]ソフトキー
と [VM転送]ソフトキーがアクティブになります。詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager Assistant User Guide』を参照してください。

ソフトキー

Cisco Unified Communications Manager Assistant機能は、Cisco Unified IP Phoneの [リダイレクト
(Redirect)]、[VM転送(Transfer to Voice Mail)]、[サイレント(Do Not Disturb)]などのソフトキーをサ
ポートしています。ソフトキーは、コールの状態に基づいて表示されます。たとえば、[VM転送]
は、アクティブなコールが存在しない場合には表示されません。

Cisco Unified Communications Manager Assistantは、次のソフトキーテンプレートをサポートして
います。

• Standard Manager：プロキシモードのマネージャをサポートします。

• Standard Shared Mode Manager：共有モードのマネージャをサポートします。

• Standard Assistant：プロキシモードまたは共有モードでアシスタントをサポートします。

さらに、Standard Userテンプレートを使用すると、保留やダイヤルなどのコール処理ソフトキー
を利用できるようになります。管理者は、マネージャやアシスタントが使用するデバイスに対し

て、適切なソフトキーテンプレートを設定してください。
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デフォルトプロセスでは、デバイスに対してコール処理ソフトキーテンプレートが割り当て

られます。

（注）

管理者は、Cisco Unified Communications Managerに含まれている標準のソフトキーテンプレート
を使用するほかに、カスタムソフトキーテンプレートを作成することもできます。ソフトキー

テンプレートを Cisco Unified Communications Manager Assistantデバイスに関連付ける場合や、カ
スタムソフトキーテンプレートを作成する場合は、Cisco Unified Communications Managerの管理
ページの [ソフトキーテンプレートの設定(Softkey Template Configuration)]を使用します。『Cisco
Unified CommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のプロキシ着信インターコムと
プライマリ回線の設定, （318ページ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant の管理インターフェイ
ス

管理者は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [エンドユーザの設定(End User
Configuration)]ウィンドウを使用して、マネージャおよびアシスタントを設定します。また、マ
ネージャ用およびアシスタント用デバイスの選択、マネージャ用およびアシスタント用インター

コム回線の設定、およびアシスタントの電話機上でのマネージャ用プロキシ回線の割り当てを行

います。

マネージャおよびアシスタントの設定, （314ページ）を参照してください。

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications
Manager Assistant のシステム要件

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistantが動作するには、次
のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager

•サポートされるブラウザおよびプラットフォーム

◦ Cisco Unified Communications Manager Assistantの管理（Cisco Unified Communications
Managerの管理を使用）および Assistant Consoleは、Microsoft Internet Explorer（IE）7.0
以降、Firefox 3.x以降、およびSafari 4.x以降でサポートされます。（詳細については、
インタラクションおよび制限事項, （289ページ）を参照してください）。

◦ Windows XP、Windows Vista、Windows 7または Apple MAC OS Xを実行しているコン
ピュータでは、上記のいずれかのブラウザを開くことができます。

• Cisco Unified Communications Manager一括管理ツール（BAT）（複数のマネージャとアシス
タントを一括で追加する場合）
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Cisco Unified Communications Manager Assistantは Cisco Unified Communications Managerと同じサー
バに自動的にインストールされるため、追加のサーバは必要ありません。

どの Cisco Unified IP Phoneが Cisco Unified Communications Manager Assistantをサポートするかを
判断するには、 Cisco Unified Communications Manager Assistantのデバイスサポート状況の確認,
（288ページ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のデバイスサポート状
況の確認

Cisco Unified Communications Manager Assistantをサポートする IP Phoneの完全なリストを作成す
るには、Cisco Unified Reportingアプリケーションを使用します。そのためには、次の手順に従い
ます。

1 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reportingを開始します。

Webアプリケーションへのアクセスを許可されるまで、ユーザの認証にはCisco Tomcatサービ
スが使用されます。アプリケーションには次の方法でアクセスできます。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページのナビゲーションメニューで [Cisco
Unified Reporting]を選択し、[Go]をクリックします。

• Cisco Unified Real Time Monitoring Tool（RTMT）のメニューで [File] > [Cisco Unified
Reporting]を選択します。

• https://<サーバ名または IP アドレス>:8443/cucreports/と入力し、認証済みの
ユーザ名とパスワードを入力します。

2 ナビゲーションバーで、[System Reports]をクリックします。

3 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List]オプションを
クリックします。

4 [Generate a new report]リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートが
すでに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List]リンクをクリックします。

5 CiscoUnified CommunicationsManagerAssistantがサポートされているすべての IP Phoneのレポー
トを生成するには、各ドロップダウンリストボックスから次の設定を選択し、[Submit]をク
リックします。

[Product]：[All]

[Feature]：[IPMA]

[List Features]ペインに、Cisco Unified Communications Manager Assistant機能がサポートされて
いるすべてのデバイスのリストが表示されます。カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）
の隣にある上下の矢印キーをクリックして、リストをソートできます。

CiscoUnified Reportingアプリケーションの詳細については、『CiscoUnified Reporting Administration
Guide』を参照してください。
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インタラクションおよび制限事項
この項では、プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistantのイン
タラクションおよび制限事項について説明します。

インタラクション

この項では、プロキシ回線サポートのあるCiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantが、Cisco
Unified Communications Managerアプリケーションおよびコール処理と通信する方法について説明
します。

一括管理ツール

一括管理ツール（BAT）を使用すると、管理者は多数のユーザ（マネージャとアシスタント）を
一度に追加できます。ユーザを 1人ずつ追加する必要はありません。詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Bulk Administrationガイド』を参照してください。

Cisco Unified IP Phone用の Cisco Unified Communications Manager Assistant設定ウィザードで作成さ
れた BATテンプレートがサポートするのは、Cisco Unified Communications Managerインターコム
回線だけです。

発呼側の正規化

発呼側の正規化機能を設定すると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantにより、ローカ
ライズおよびグローバル化されたコールが自動的にサポートされます。CiscoUnifiedCommunications
ManagerAssistantは、ローカライズされた発信側番号をユーザインターフェイスに表示できます。
また、マネージャに対する着信コールの場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantは、
フィルタパターンに一致したときに、ローカライズされた発信側番号とグローバル化された発信

側番号を表示できます。発呼側の正規化の設定については、発呼側の正規化,（233ページ）を参
照してください。

エクステンションモビリティ

Cisco ExtensionMobility機能を使用するマネージャは、同時にCiscoUnifiedCommunicationsManager
Assistantも使用できます。マネージャがエクステンションモビリティを使用して Cisco Unified IP
Phoneにログインすると、その電話機でCisco Unified CommunicationsManager Assistantサービスが
自動的に有効になります。その後、マネージャは Cisco Unified Communications Manager Assistant
機能にアクセスできます。

Cisco Unified Communications Manager Assistantを使用して Cisco Extension Mobilityにアクセスする
には、管理者が Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [マネージャの設定(Manager
Configuration)]ウィンドウ（[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウからアクセ
ス）で、[エクステンションモビリティを使用(Mobile Manager)]チェックボックスをオンにしま
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す。プロキシ回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て,（315ページ）を参照
してください。デバイスプロファイル設定の詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。 Cisco Unified Communications
Managerのエクステンションモビリティについては、エクステンションモビリティ, （601ペー
ジ）を参照してください。

インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）
Cisco Unified Communications Manager Assistantでは IPv6がサポートされないため、[IPアドレッシ
ングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機は Cisco Unified Communications
Manager Assistantで使用できません。その電話機で Cisco Unified CommunicationsManager Assistant
を使用する場合は、その電話機の [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]を [IPv4のみ(IPv4
Only)]または [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]に設定します。 IPv6の詳細については、インターネット
プロトコルバージョン 6（IPv6）, （897ページ）を参照してください。

レポートツール

Cisco Unified CommunicationsManager Assistantは、統計情報をCDRAnalysis and Reporting（CAR）
ツールで提供し、設定に対する変更の要約を変更ログで提供します。ここでは、次のレポート

ツールについて説明します。

CDR Analysis and Reporting

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantは、マネージャとアシスタントのコール完了統計、
およびマネージャとアシスタントのインベントリレポートをサポートしています。コール完了統

計は、CDR Analysis and Reporting（CAR）ツールでサポートされます。インベントリレポート
は、CiscoUnified Serviceabilityでサポートされます。詳細については、『CiscoUnified Serviceability
Administration Guide』および『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting
Administration Guide』を参照してください。

IPMA_ChangeLog

管理者は、Manager Configurationまたは Assistant Configurationに対する変更の要約を確認できま
す。マネージャは、URLを参照してManager Configurationにアクセスすることで、デフォルト値
を変更できます。

アシスタントは Assistant Consoleからマネージャのデフォルト値を変更できます。

URLとManager Configurationについては、『Cisco Unified Communications Manager Assistant
User Guide』を参照してください。

（注）

設定値が変更されると、その情報は ipma_changeLogxxx.logというログファイルに送られます。
このログファイルは、Cisco IPManagerAssistantサービスを実行するサーバ上の次の場所にありま
す。
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file get activelog tomcat/logs/ipma/log4j

管理者は、Cisco Unifiedリアルタイム監視ツール（RTMT）にあるトレース収集ツールを使用し
て、サーバからこのファイルをダウンロードできます。詳細については、『Cisco Unified Real
Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してください。

このログファイルには、次のフィールドが含まれています。

• LineNumber：ログファイル内に変更情報がある回線。

• TimeStamp：設定値が変更された時刻。

• for Manager/Assistant：変更が、マネージャまたはアシスタントのどちらに対するものである
かを示す。

• for Userid：変更対象となったマネージャまたはアシスタントのユーザ ID。

• by Manager/Assistant：変更が、マネージャまたはアシスタントのどちらによって実施された
かを示す。

• by Userid：変更を実施したマネージャまたはアシスタントのユーザ ID。

• Parameter Name：変更された項目（転送先電話番号など）。

• Old Value：変更前の設定値。

• New Value：変更後の設定値。

ログファイル内の情報はカンマで区切られているため、管理者は、MicrosoftExcelなどのスプレッ
ドシートアプリケーションを使用してログファイルを開くことができます。ログファイルの内

容をMicrosoft Excelアプリケーションで保存するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Microsoft Excelアプリケーションを起動します。

ステップ 2 ConfigChange*.logファイルを開くには、[ファイル] > [開く]を選択します。

ステップ 3 [元のデータの形式]で [カンマやタブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデー
タ]のファイル形式を選択し、[次へ]をクリックします。

ステップ 4 [区切り文字]として [カンマ]を選択し、[次へ]をクリックします。

ステップ 5 上の操作が完了したら、[完了]をクリックします。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）
次に、プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager AssistantとMLPPとの
インタラクションについて説明します。
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• Cisco Unified Communications Manager Assistantは、コールの処理時にコールの優先順位を保
存します。たとえば、アシスタントがコールをマネージャに転送する際、Cisco Unified
Communications Manager Assistantはコールの優先順位を保存します。

•優先コールのフィルタリングは、他のすべてのコールと同じように行われます。コールの優
先順位は、コールがフィルタリングされるかどうかには影響を与えません。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantはコールの優先順位を認識しないので、Assistant
Consoleでコールの優先順位について追加のインジケータを送信することはありません。

Time-of-Day ルーティング
Time-of-Dayルーティングは、コールが行われた時刻に基づいてコールを別の場所にルーティング
します。たとえば、営業時間の間は、コールをマネージャのオフィスにルーティングし、営業時

間が終了したらボイスメールサービスに直接ルーティングします。

Time-of-Dayルーティングで使用されるタイムスケジュールとタイムゾーンは、パーティション
によって指定されます。 Cisco Unified Communications Manager Assistantパーティションおよび
Cisco Unified Communications Manager Assistantコーリングサーチスペースのパーティションは、
Time-of-Dayルーティングをサポートします。

Time-of-Dayルーティングの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステムガ
イド』を参照してください。

メッセージ受信インジケータ

メッセージ受信インジケータ（MWI）のオンおよびオフ番号には、コーリングサーチスペース
に、マネージャ回線のパーティションを含める必要があります。パーティションは、各コーリン

グサーチスペース内で、任意の優先順位に基づいて並べられます。メッセージ受信インジケー

タ設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイ
ド』を参照してください。

インターコム

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantは、次のインターコム機能をサポートしています。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantインターコム（Cisco Unified IP Phone 7940お
よび 7960で使用）。このインターコム機能は、電話番号の設定およびエンドユーザ（マ
ネージャおよびアシスタント）の設定ウィンドウを使用して設定されます。

• Cisco Unified Communications Managerインターコム（7940および 7960を除く Cisco Unified IP
Phone 7900で使用）。このインターコム機能は、インターコムパーティション、インター
コムコーリングサーチスペース、インターコム電話番号情報、インターコムトランスレー

ションパターン、電話番号、エンドユーザ（マネージャおよびアシスタント）の設定ウィ

ンドウを使用して設定されます。
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制限事項

Cisco Unified Communications Manager Assistantには、次の制限事項があります。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantは、Cisco Unified IP Phone 7940および 7960を
除く Cisco Unified IP Phone 7900シリーズで SIPをサポートしています。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantは、複数の Cisco IP Manager Assistantサーバ
（プール）を設定することで、最大 3500人のマネージャと 3500人のアシスタントをサポー
トします。複数のプールが有効になっている場合、マネージャとそのマネージャに設定され

ているすべてのアシスタントは同じプールに属します。

• 1人のマネージャには最大 10人のアシスタントを割り当てることができます。

• 1人のアシスタントは最大 33人のマネージャをサポートできます（各マネージャが Cisco
Unified Communications Manager Assistant制御の回線を持っている場合）。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantは、MCS 7845サーバを使用している場合、
Cisco Unified Communications Managerクラスタごとに最大 3500人のマネージャと 3500人の
アシスタントをサポートします。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantは、シングルサインオン環境ではサポートさ
れていません。

• Assistant Consoleは、ハントグループ/キューをサポートしていません。

• Assistant Consoleは、レコードおよびモニタリングをサポートしていません。

• AssistantConsoleは、オンフック転送（[転送]ソフトキーを押して受話器を置くことによって
転送を完了するコール転送機能）をサポートしていません。

• Assistant Consoleは、ワンタッチコールピックアップ機能をサポートしていません。

• Cisco Unified IP Phone 7940、7942、および 7945がサポートする回線ボタンまたはスピードダ
イヤルボタンは 2つだけです。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 8.5.(1)へのアップグレード時、着信インター
コム回線を使用する既存の Cisco Unified Communications Manager Assistantユーザは、自動的
に Cisco Unified Communications Managerインターコム機能にアップグレードされません。

•シスコでは、CiscoBusiness Edition 5000リリース 7.1(2)システムへのアップグレードをサポー
トしていません。

•システムは、Cisco Unified Communications Managerインターコム機能と通常の回線（Cisco
Unified Communications Manager Assistantインターコム回線として設定されていることもあ
る）の間のコールをサポートしていません。

• Cisco Unified IP Phone 7960および 7940は、Cisco Unified Communications Manager Assistantイ
ンターコム回線機能のみサポートしています。CiscoUnified IP Phone 7900（7940および 7960
を除く）は、Cisco Unified Communications Managerインターコム回線機能のみサポートして
います。
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• Microsoft Internet Explorer 7以降を実行するWindows XPコンピュータに Assistant Consoleア
プリケーションをインストールするには、事前にWindowsXPServicePack1とともにMicrosoft
Java Virtual Machine（JVM）をインストールしておく必要があります。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のインス
トールとアクティブ化

Cisco Unified Communications Manager Assistant（サーブレット）は、Cisco Tomcatによってロード
されます。Cisco Tomcatは、CiscoUnified CommunicationsManagerのインストール時にインストー
ルされ、起動されます。詳細については、Cisco Unified Communications Manager Assistantの概要,
（282ページ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistantをシステムで利用できるようにするには、インス
トール後に管理者が 3つの作業を実施します。

1 Cisco Unified Serviceabilityの [Tools]メニューの下にある [Service Activation]を使用して、Cisco
IPManagerAssistantサービスを有効にします。『CiscoUnified ServiceabilityAdministrationGuide』
を参照してください。

2 Cisco IPManagerAssistantサービス用の必要なサービスパラメータを設定します。CiscoUnified
CommunicationsManagerAssistantのサービスパラメータの設定, （302ページ）を参照してくだ
さい。

3 Serviceabilityの [Control Center - Feature Services]ウィンドウを使用して、Cisco IPManagerAssistant
サービスを停止し、もう一度起動します。 Cisco IP Manager Assistantサービスの開始, （308
ページ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant機能を英語以外の言語でマネージャまたはアシ
スタントの電話機とアシスタントコンソールに表示する必要がある場合は、Cisco Unified
CommunicationsManagerAssistantを設定する前に、ロケールインストーラがインストールされ
ていることを確認してください。ロケールインストーラについては、『Cisco Unified
Communications Operating System Administration Guide』を参照してください。

（注）

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications
Manager Assistant の設定

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantを正しく設定するには、設定チェックリストに示す
手順を確認して、システム、ユーザ、およびデバイスの設定要件を確認し、マネージャとアシス

タントを設定します。
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プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistantは、共有回線サ
ポートのあるCiscoUnified CommunicationsManager Assistantと同じCiscoUnified Communications
Managerサーバ内に共存します。

（注）

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistantを設定する前に、
プロキシ回線サポートのある CUCM Assistant設定タスクの要約を確認してください。

ヒント

関連トピック

プロキシ回線サポートのあるCiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantの設定, （278ペー
ジ）

共有回線サポートのある CUCM Assistantの設定, （342ページ）

プロキシ回線サポートのあるシステムの設定

Cisco IP Manager Assistantサービスは、プロキシ回線モードを使用しているマネージャ宛のコール
を代行受信します。このため、パーティション、コーリングサーチスペース、およびルートポ

イントを設定する必要があります。 Cisco Unified Communications Manager Assistantの設定の詳細
については、プロキシ回線サポートのあるシステムの設定,（295ページ）を参照してください。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant用のデバイスとユーザを設定する前に、次の設定作
業を実施する必要があります。

•コーリングサーチスペースとパーティション, （299ページ）

• Cisco Unified Communications Manager Assistant CTIルートポイント, （301ページ）

Cisco Unified Communications Manager Assistantには、パーティション、コーリングサーチスペー
ス、ルートポイント、および Cisco Unified Communications Manager Assistant Phoneサービスの管
理者による設定作業を支援するために、1回だけ使用できる設定ウィザードが用意されています。
また、Cisco Unified Communications Manager Assistant設定ウィザードは、[Clusterwide Parameters
(IPMA Device Configuration Defaults for Proxy Mode)]セクションの Cisco IP Manager Assistantサービ
スパラメータを作成します。 Cisco Unified Communications Manager Assistant設定ウィザードの詳
細については、Cisco Unified Communications Manager Assistantの設定, （296ページ）を参照して
ください。

ここでは、Cisco Unified Communications Manager Assistantの設定に関する具体的な情報が説明
されています。コーリングサーチスペース、パーティション、およびCTIルートポイントの
設定については、『Cisco Unified CommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』を
参照してください。

（注）
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Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定
CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantは、アシスタントがマネージャに代わってコールを
処理できるプラグインであり、マネージャ宛のコールは代行受信され、適切な宛先にルーティン

グされます。プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistantを設定
するには、次の手順を実行します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant設定ウィザードを使用すると、短時間で誤りなく設
定できます。管理者がこの設定ウィザードを正しく実行して完了すると、パーティション、コー

リングサーチスペース、およびルートポイントが自動的に作成されます。また、マネージャ電

話機用、アシスタント電話機用、およびその他すべてのユーザ電話機用のBATテンプレートも作
成されます。管理者は、この BATテンプレートを使用して、マネージャ、アシスタント、およ
びその他すべてのユーザを設定します。『CiscoUnifiedCommunicationsManager BulkAdministration
ガイド』を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistant設定ウィザードは、[サービスパラメータ設定
(Service Parameter Configuration)]ウィンドウの [Clusterwide Parameters (IPMADevice Configuration
Defaults for Proxy Mode)]セクションの Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータのみを作
成します。残りのサービスパラメータは手動で入力する必要があります。サービスパラメー

タの詳細については、Cisco Unified Communications Manager Assistantのサービスパラメータの
設定, （302ページ）を参照してください。

（注）

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant設定ウィザードでは、設定パラメータごとにウィン
ドウが表示されます。これらのウィンドウには、情報があらかじめ設定されています。設定情報

（パーティション名など）に他の値を使用する場合は、事前設定済みの情報を適切な情報に変更

できます。

Cisco Unified Communications Manager Assistant設定ウィザードを使用して、Cisco Unified
CommunicationsManagerAssistantのシステムパラメータを設定するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

設定サーバは、一括管理ツール（BAT）と同じサーバ（CiscoUnifiedCommunicationsManagerサー
バ）から実行する必要があります。

ウィザードは 1回だけ実行できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[アプリケーション(Application)] > [Cisco
Unified CM Assistant設定ウィザード(Cisco Unified CM Assistant Configuration Wizard)]を選択しま
す。

Cisco Unified Communications Manager Assistant設定ウィザードの [概要(Overview)]ウィンドウが表
示され、設定ウィザードでのプロセスに関する説明が表示されます。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
296

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant
プロキシ回線サポートのあるシステムの設定



Cisco Unified Communications Manager Assistant設定ウィザードを使用できるのは 1回だ
けです。ウィザード機能によって、設定ウィザードが実行された回数（0または 1）が
確認されます。設定ウィザードが 1回実行されていた場合は、要約ウィンドウが自動
的に表示されます。この要約ウィンドウには、前回実行された設定ウィザードの詳細

およびステータスが表示されます。設定作業が 1回も実行されていない場合は、設定
プロセスが続行されます。

（注）

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager Assistant設定ウィザードのプロセスを開始するには、[次へ
(Next)]ボタンをクリックします。
[マネージャ用パーティション(Partition for Managers)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [パーティション名(Partition Name)]フィールドに名前を入力し、説明を入力します。または、デ
フォルトのパーティション名と説明を使用します。

ステップ 4 [次へ(Next)]ボタンをクリックします。
[CTIルートポイント用パーティション(CTI Route Point Partition)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [CTIルートポイント名(CTIRoute PointName)]フィールドに名前を入力し、説明を入力します。ま
たは、デフォルトの CTIルートポイント名を使用します。

ステップ 6 [次へ(Next)]ボタンをクリックします。
[全ユーザ用パーティション(Partition for All Users)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [パーティション名(Partition Name)]フィールドに名前を入力し、説明を入力します。または、デ
フォルトのパーティション名と説明を使用します。

ステップ 8 [次へ(Next)]ボタンをクリックします。
[インターコムパーティション(Intercom Partition)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [名前(Name)]フィールドに名前を入力し、説明を入力します。または、デフォルトのインターコ
ムパーティション名を使用します。

ステップ 10 [次へ(Next)]ボタンをクリックします。
[アシスタントのコーリングサーチスペース(Assistant Calling Search Space)]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 11 [名前(Name)]フィールドに名前を入力し、説明を入力します。または、デフォルトのコーリング
サーチスペース名と説明を使用します。

[コーリングサーチスペースのルートパーティション(Route Partitions for this Calling Search Space)]
の下の [使用可能なパーティション(Available Partitions)]ボックスと [選択されたパーティション
(Selected Partitions)]ボックスに、アシスタントのコーリングサーチスペースのパーティションが
自動的に一覧表示されます。表示されるデフォルト値が不適切な場合、管理者は適切なパーティ

ションを [使用可能なパーティション(Available Partitions)]ボックスから選択できます。パーティ
ションを 2つのボックス間で移動するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 12 [次へ(Next)]ボタンをクリックします。
[全ユーザ用のコーリングサーチスペース(Everyone Calling Search Space)]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 13 [名前(Name)]フィールドに名前を入力し、説明を入力します。または、デフォルトのコーリング
サーチスペース名と説明を使用します。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
297

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant
プロキシ回線サポートのあるシステムの設定



[コーリングサーチスペースの追加のルートパーティション(AdditionalRoute Partitions for ThisCalling
Search Space)]の下の [使用可能なパーティション(Available Partitions)]ボックスと [選択されたパー
ティション(Selected Partitions)]ボックスに、全ユーザのコーリングサーチスペースのパーティ
ションが自動的に一覧表示されます。表示されるデフォルト値が不適切な場合、管理者は適切な

パーティションを [使用可能なパーティション(Available Partitions)]ボックスから選択できます。
パーティションを 2つのボックス間で移動するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 14 [次へ(Next)]ボタンをクリックします。
システムで設定されている既存のコーリングサーチスペースがある場合は、[既存のコーリング
サーチスペース(Existing Calling Search Spaces)]ウィンドウが表示されます。それ以外の場合、[既
存のコーリングサーチスペース(Existing Calling Search Spaces)]ウィンドウは表示されません（次
のステップへ進んでください）。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantでは、既存のコーリングサーチスペースに対して、
Generated_Route PointとGenerated_Everyoneというプレフィックスを持つパーティションを追加す
る必要があります。 [使用可能なコーリングサーチスペース(Available Calling Search Spaces)]ボッ
クスと [選択されたコーリングサーチスペース(Selected Calling Search Spaces)]ボックスに自動的に
表示されます。パーティションを 2つのボックス間で移動するには、上矢印と下矢印を使用しま
す。

管理者がパーティション名を変更した場合は、既存のコーリングサーチスペースに追

加されるプレフィックスも変更されます。

（注）

ステップ 15 [次へ(Next)]ボタンをクリックします。
[CTIルートポイント(CTI Route Point)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 16 [CTIルートポイント名(CTI Route Point Name)]フィールドに名前を入力します。または、デフォル
トの CTIルートポイント名を使用します。

ステップ 17 ドロップダウン選択リストボックスから、適切なデバイスプールを選択します。

ステップ 18 ルートポイントの電話番号を入力するか、またはデフォルトのルートポイントの電話番号を使用

します。

ステップ 19 ドロップダウン選択リストボックスから、適切な番号計画を選択します。

ステップ 20 [次へ(Next)]ボタンをクリックします。
[IP Phoneサービス(Phone Services)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 21 プライマリ IP Phoneサービスの名前を入力するか、デフォルトの IP Phoneサービス名を使用しま
す。

ステップ 22 ドロップダウンリストボックスからプライマリ Cisco Unified Communications Manager Assistant
サーバを選択するか、サーバ名または IPアドレスを入力します。

ステップ 23 セカンダリ IP Phoneサービスの名前を入力するか、デフォルトの IP Phoneサービス名を使用しま
す。このフィールドは Cisco Business Edition 5000システムには適用されません。

ステップ 24 ドロップダウンリストボックスからセカンダリ Cisco Unified Communications Manager Assistant
サーバを選択するか、サーバ名または IPアドレスを入力します。このフィールドはCiscoBusiness
Edition 5000システムには適用されません。

ステップ 25 [次へ(Next)]ボタンをクリックします。
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確認ウィンドウが表示されます。このページには、管理者が設定ウィザードで選択した情報がす

べて表示されます。この情報が誤っている場合、管理者は設定プロセスをキャンセルすること

も、[戻る(Back)]ボタンを押して前の設定ウィンドウに戻ることもできます。

ステップ 26 設定プロセスを実行するには、[完了(Finish)]ボタンをクリックします。設定プロセスをキャンセ
ルするには、[キャンセル(Cancel)]ボタンをクリックします。
設定プロセスが正常に完了すると、最終的なステータスを示すウィンドウが表示されます。ウィ

ンドウにはウィザードの各設定の成功または失敗が表示されます。

設定ウィザードで生成されたエラーは、トレースファイルに送られます。このファイルには、次

の CLIコマンドを使用してアクセスします。

file get activelog tomcat/logs/ccmadmin/log4j
設定ウィザードは、設定ウィンドウで収集したデータを使用して、パーティション、コーリング

サーチスペース、ルートポイント、および Cisco Unified Communications Manager Assistant Phone
サービスを自動的に作成します。設定ウィザードは、[サービスパラメータ設定(Service Parameter
Configuration)]ウィンドウの [Clusterwide Parameters (IPMA Device Configuration Defaults for Proxy
Mode)]セクションの Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを読み込みます。さらに、マ
ネージャ電話機用テンプレート、アシスタント電話機用テンプレート、およびBATで使用される
Everyone電話機用のテンプレートも作成して、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantで使
用する電話機を設定します。マネージャおよびアシスタントのデバイスの設定については、『Cisco
Unified Communications Manager Bulk Administrationガイド』を参照してください。

コーリングサーチスペースとパーティション

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantルートポイント（CTIルートポイント）は、マネー
ジャ宛のコールを代行受信し、ルーティング先を決定します。このため、マネージャ宛のコール

は、すべて最初にルートポイントを通過します。

このコールフローを達成するために、Cisco Unified Communications Manager Assistantではコーリ
ングサーチスペースを使用します。 Cisco IP Manager Assistantサービスでルーティングまたは対
応する必要のある回線からのコールには、ルートポイントパーティション（このパーティション

は CTI Route Pointパーティションと呼ばれます）がプライマリパーティションとして設定された
コーリングサーチスペースが必要です。セカンダリのパーティションは、Everyoneパーティショ
ンと呼ばれます。次の例を参照してください。

複数の回線を持ちプロキシ回線サポートを使用するマネージャの場合、それらの回線はルート

ポイントの範囲内に入っている必要があります（たとえば、ルートポイントが 1xxxであれ
ば、マネージャの回線は 1000～ 1999の範囲内に入っている必要があります）。

（注）
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例

Everyoneパーティション内のユーザが、Managerパーティション内のマネージャのプライマリ回
線に発信します。この発信コールのパーティションには、マネージャのプライマリ回線が含まれ

ていません。このため、マネージャの回線番号がコーリングサーチスペースから検索されます。

検索の順序は、コーリングサーチスペース内にあるパーティションの優先順位によって決まりま

す。ユーザの回線のコーリングサーチスペースは、CTI Route Pointパーティションと Everyone
パーティションで構成されています。このため、マネージャのプライマリ回線の検索は、CTIRoute
Pointパーティションから開始されます。 CTIルートポイントとマネージャのプライマリ回線番
号が一致したため、コールがルートポイントに送信されます。ルートポイントを監視している

Cisco IP Manager Assistantサービスがコールを取得し、マネージャの設定を使用してコールをルー
ティングします。

ルートポイントを経由する必要のあるコールが発生するすべての回線には、Cisco Unified
CommunicationsManager Assistantおよび Everyoneと呼ばれるコーリングサーチスペースが必要で
す。このコーリングサーチスペース設定を必要とする回線の例としては、マネージャのプライ

マリ回線とプライベート回線、アシスタントのプライマリ回線、およびその他すべてのユーザの

回線があります。

ルーティングロジックが適用されず、マネージャに直接送信されるコールが発生するすべての回

線には、Managerおよび Everyoneと呼ばれるコーリングサーチスペースが必要です。このコー
リングサーチスペース設定を必要とする回線の例としては、Cisco CTIルートポイント、および
アシスタントのプロキシ回線があります。

コーリングサーチスペースおよびパーティションの設定例については、次の図を参照してくださ

い。

図 17：プロキシ回線サポート用のCisco Unified Communications Manager Assistantのコーリングサーチスペー
スおよびパーティションの設定例

設定のヒント

• CTI Route Point、Manager、および Everyoneと呼ばれる 3つのパーティションを作成する。
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• CSS-M-Eと呼ばれるコーリングサーチスペースを作成する。このコーリングサーチスペー
スには、Managerパーティションと Everyoneパーティションを含めます。

• CSS-I-Eと呼ばれるコーリングサーチスペースを作成する。このコーリングサーチスペー
スには、CTI Route Pointパーティションと Everyoneパーティションを含めます。

• Managerと呼ばれるパーティション内に、マネージャのプライマリおよびプライベートの電
話番号（DN）を設定する。

• Everyoneと呼ばれるパーティション内に、すべてのアシスタントの回線とその他のユーザの
回線を設定する。

• CTIRoute Pointと呼ばれるパーティション内に、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant
ルートポイントを設定する。

•コーリングサーチスペース CSS-M-Eを持つMWIオン/オフ番号を設定する。

Cisco Unified Communications Manager Assistant CTI ルートポイント
Cisco Unified Communications Manager Assistant CTIルートポイントは、サーバあたり 1つだけで
す。CTIルートポイントの電話番号は、マネージャのプライマリおよびプライベートの電話番号
と一致している必要があります。一致していない場合は、Cisco IP Manager Assistantサービスが
コールを正しくルーティングしません。この条件を満たすには、ワイルドカードの使用をお勧め

します。

CTIルートポイントに電話番号の範囲を追加する場合は、発信者サーチスペースにManagerパー
ティションを含めないでください。Cisco Unified Communications Managerは、パーティションの
順序にかかわらず、常に最長一致を検索するからです。たとえば、マネージャ回線が1000でルー
トポイントに追加された電話番号範囲が 1xxxだとします。発信者サーチスペースにManager
パーティションが含まれている場合、CTIRoutePointパーティションが最上位にあっても、マネー
ジャの電話番号には最長一致が適用されます。その結果、コールは Cisco Unified Communications
Manager Assistantでルーティングされず、マネージャの内線に直接送信されます。ルートポイン
トに電話番号範囲を使用して Cisco Unified Communications Manager Assistantでコールをルーティ
ングするには、発信者サーチスペースにCTIRoutePointパーティションを含め、Managerパーティ
ションを含めないようにする必要があります。

設定のヒント

• Assistant_RPと呼ばれる CTIルートポイントを作成する。

•マネージャのプライマリおよびプライベートの電話番号と一致するようにルートポイントの
電話番号を設定する。たとえば、プライマリ電話番号が 1000-1999であるマネージャには、
ルートポイント電話番号を回線 1に 1xxxとして作成し、プライマリ電話番号が 2000-2999
であるマネージャ用には、ルートポイント電話番号を回線 2に 2xxxとして作成します。
コーリングサーチスペース CSS-M-Eを持つ CTI Route Pointパーティション内に、この電話
番号を設定します。

•宛先が内部/外部の無応答時転送（CFNA）をルートポイントの電話番号として設定し（たと
えば、ルートポイント電話番号 1xxxに CFNAを 1xxxとして）、コーリングサーチスペー
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スには CSS-M-Eを設定する。 Cisco IP Manager Assistantサービスが利用できない場合、無応
答時転送機能はコールをマネージャに転送します。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のサービスパラメータ
の設定

Cisco IPManager Assistantサービスのサービスパラメータには、汎用とクラスタ全体の 2つのカテ
ゴリがあります。クラスタ全体のパラメータは、すべての Cisco IP Manager Assistantサービス用
に 1回指定します。汎用パラメータは、インストールされている各Cisco IPManagerAssistantサー
ビスに対して指定します。 Cisco Business Edition 5000システムでは、クラスタ全体のパラメータ
と汎用パラメータが区別されません。管理者は、両方のタイプのパラメータを使用する必要があ

ります。

Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定するには、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページを使用してサービスパラメータにアクセスします（[システム(System)] >
[サービスパラメータ(Service Parameters)]）。 Cisco Unified Communications Manager Assistantアプ
リケーションが配置されているサーバを選択し、Cisco IP Manager Assistantサービスを選択しま
す。

Cisco IP Manager Assistantには、次に示す設定必須のサービスパラメータがあります。

•クラスタ全体のパラメータ

◦ Cisco IPMAServer（Primary）IP Address：デフォルト値はありません。この IPアドレス
は、管理者が手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大 2500人
のマネージャとアシスタントを割り当てることができます。 CPU使用率が高くなるの
を防ぐため、Cisco IP Manager Assistant CTIManager（Primary）IP Addressサービスパラ
メータを設定するときに、IPMAプロセスが実行されているローカル CTIManagerサー
バのアドレスを入力します。

◦ Cisco IPMA Server（Backup）IP Address：デフォルト値はありません。この IPアドレス
は、管理者が手動で入力する必要があります。シスコは、Cisco Business Edition 5000シ
ステムでこのフィールドをサポートしていません。

◦ Cisco IPMA Server Port：デフォルトは [Port 2912]です。

◦ Cisco IPMA Assistant Console Heartbeat Interval：デフォルトは 30秒です。この間隔タイ
マーは、アシスタントコンソールでフェールオーバーが発生するまでの時間を指定しま

す。

◦ Cisco IPMA Assistant Console Request Timeout：デフォルトは 30秒です。

◦ Cisco IPMA RNA Forward Calls：デフォルトは [False]です。パラメータを [True]に設定
した場合は、アシスタント電話機が応答しないときに、コールが他のアシスタント電話

機に転送されます。

◦ Cisco IPMARNA Timeout：デフォルトは 10秒です。 RNAタイムアウトは、コールが他
のアシスタント電話機に自動転送されるまでに、アシスタント電話機が無応答でいる時
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間を指定します。無応答時転送（CFNA）と RNAタイムアウトを両方とも設定する場
合は、最初にタイムアウトする値が優先されます。

◦ CTIManager Connection Security Flagには、次の 2つのオプションがあります。

[Nonsecure]：セキュリティモードは非セキュアです。

[Use Cluster Default]：Cisco IPManager Assistantサービスがクラスタのセキュリティモー
ドを取得します。クラスタのセキュリティモードが「混合」と検出された場合、Cisco
Unified Communications Manager Assistantは、Application CAPFプロファイルを使用して
CTI Managerへのセキュアな接続を確立します。セキュアな接続を行うには、「CTI
Manager Connection Security Flag」と「CAPF Profile Instance ID for Secure Connection to CTI
Manager」の両方のパラメータを設定します。

[Use Cluster Default]：Cisco IP Manager Assistantサービスが Cisco Unified Communications
Managerサーバのセキュリティモードを取得します。 Cisco Unified Communications
Managerサーバのセキュリティモードが「混合」と検出された場合、Cisco Unified
Communications Manager Assistantは、Application CAPFプロファイルを使用して CTI
Managerへのセキュアな接続を確立します。セキュアな接続を行うには、「CTIManager
Connection Security Flag」と「CAPFProfile Instance ID for Secure Connection to CTIManager」
の両方のパラメータを設定します。

•詳細なクラスタ全体のパラメータ

◦ Enable Multiple Active Mode：デフォルトは [False]です。 [True]に設定した場合、管理
者は複数のプールを使用して最大7000人のマネージャとアシスタントを設定できます。
シスコは、Cisco Business Edition 5000システムでこのフィールドをサポートしていませ
ん。

同じCisco IPMAサーバ IPアドレスが複数のプールに表示されないようにする
ため、プールごとに一意の IPアドレスを設定してください。

（注）

◦ Pool 2: Cisco IPMA Server（Primary）IP Address：デフォルト値はありません。この IP
アドレスは、管理者が手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大

2500人のマネージャとアシスタントを割り当てることができます。シスコは、Cisco
Business Edition 5000システムでこのフィールドをサポートしていません。

◦ Pool 2: Cisco IPMA Server（Backup）IP Address：デフォルト値はありません。この IPア
ドレスは、管理者が手動で入力する必要があります。シスコは、Cisco Business Edition
5000システムでこのフィールドをサポートしていません。

◦ Pool 3: Cisco IPMA Server（Primary）IP Address：デフォルト値はありません。この IP
アドレスは、管理者が手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大

2500人のマネージャとアシスタントを割り当てることができます。シスコは、Cisco
Business Edition 5000システムでこのフィールドをサポートしていません。
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◦ Pool 3: Cisco IPMA Server（Backup）IP Address：デフォルト値はありません。この IPア
ドレスは、管理者が手動で入力する必要があります。シスコは、Cisco Business Edition
5000システムでこのフィールドをサポートしていません。

• Cisco IPMAサービスパラメータ

◦ CTIManager（Primary）IPAddress：デフォルト値はありません。コール制御に使用する
プライマリ CTIManagerの IPアドレスを入力します。

◦ CTIManager（Backup）IP Address：デフォルト値はありません。この IPアドレスは、
管理者が手動で入力する必要があります。シスコは、Cisco Business Edition 5000システ
ムでこのフィールドをサポートしていません。

◦ Route Point Device Name for Proxy Mode：デフォルト値はありません。 Cisco Unified
Communications Manager Assistantルートポイントデバイス名を選択します。このデバ
イス名は、[デバイス(Device)] > [CTIルートポイント(CTI Route Point)]を使用して設定し
ます。

◦ CAPF Profile Instance Id for Secure Connection to CTIManager：この Cisco Unified
Communications Manager Assistantサーバが CTIManagerへのセキュアな接続を開くため
に使用する、アプリケーションユーザ IPMASecureSysUser用の Application CAPFプロ
ファイルのインスタンス IDを指定します。 CTIManager Connection Security Flagが有効
な場合は、このパラメータを設定する必要があります。

IPMASecureSysUserパスワードを変更する場合は、IPMASecureSysUserの設定
> CAPFプロファイル設定のウィンドウを選択して、IPMAサービスパラメー
タのウィンドウで選択したプロファイルに移動し、[証明書の操作(Certificate
Operation)]を [インストール/アップグレード(Install/Upgrade)]に変更し、認証
文字列を指定し、IPMAサービスを再起動します。

（注）

マネージャおよびアシスタントのCiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant自動設定を使用す
る場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantには、次に示す設定必須のクラスタ全体の
パラメータが含まれます。

•ソフトキーテンプレート

◦ Assistant Softkey Template：デフォルトでは、Standard Assistantソフトキーテンプレート
が指定されています。このパラメータはアシスタントの自動設定の間、アシスタントの

デバイスに割り当てられたソフトキーテンプレートを指定します。

◦ Manager Softkey Template for Proxy Mode -デフォルトでは、Standard Managerソフトキー
テンプレートが指定されています。このパラメータはマネージャの自動設定の間、マ

ネージャのデバイスに割り当てられたソフトキーテンプレートを指定します。

◦ Manager Softkey Template for SharedMode：デフォルトでは、Standard SharedModeManager
が指定されています。このサービスパラメータは、プロキシ回線サポートに適用され

ません。
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• IPMAデバイス設定のデフォルト

◦ Manager Partition：デフォルト値はありません。このパラメータは、Cisco Unified
Communications Manager Assistantがマネージャのデバイス上で処理するマネージャ回線
に対して自動設定が割り当てるパーティションを指定します。システムに存在するパー

ティションを入力します。 Cisco Unified Communications Manager Assistant設定ウィザー
ドを実行する場合、ウィザードはこの値を読み込みます。

◦ All User Partition：デフォルト値はありません。このパラメータは、マネージャのデバ
イス上のインターコム回線と同様に、自動設定がアシスタントのデバイス上のプロキシ

回線とインターコム回線に対して割り当てるパーティションを指定します。システムに

存在するパーティションを入力します。 Cisco Unified Communications Manager Assistant
設定ウィザードを実行する場合、ウィザードはこの値を読み込みます。

◦ IPMA Calling Search Space：デフォルト値はありません。このパラメータは、アシスタ
ントのデバイス上のアシスタントインターコム回線と同様に、Cisco Unified
Communications Manager Assistantが処理するマネージャ回線およびマネージャのデバイ
ス上のインターコム回線に対して自動設定が割り当てるコーリングサーチスペースを

指定します。システムに存在するコーリングサーチスペースを入力します。 Cisco
UnifiedCommunicationsManagerAssistant設定ウィザードを実行する場合、ウィザードは
この値を読み込みます。

◦ Manager Calling Search Space：デフォルト値はありません。このパラメータは、アシス
タントのデバイス上のプロキシ回線に対して自動設定が割り当てるコーリングサーチ

スペースを指定します。システムに存在するコーリングサーチスペースを入力します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant設定ウィザードを実行する場合、ウィザー
ドはこの値を読み込みます。

◦ Cisco IPMAPhoneService：デフォルト値はありません。このパラメータは、マネージャ
のデバイスに対して自動設定が割り当てる IPMA Phoneサービスを指定します。 Cisco
UnifiedCommunicationsManagerAssistant設定ウィザードを実行する場合、ウィザードは
この値を読み込みます。

◦ IPMASecondaryPhoneService：デフォルト値はありません。このパラメータは、プライ
マリサービスが利用できない場合にマネージャのデバイスに対して自動設定が割り当て

るセカンダリ IPMAPhoneサービスを指定します。シスコは、CiscoBusiness Edition 5000
システムでこのフィールドをサポートしていません。

• Proxy Directory Number Range

◦ Starting Directory Number：デフォルト値はありません。 Starting Directory Numberパラ
メータおよび Ending Directory Numberパラメータは、アシスタントの設定で利用可能な
プロキシの番号の範囲を提供します。 Starting Directory Numberパラメータに、その範
囲で最初の電話番号を指定します。アシスタントを設定すると、その範囲で2番目に利
用可能な番号が、[エンドユーザの設定(EndUserConfiguration)]ウィンドウのプロキシ回
線フィールドに表示されます。

◦ EndingDirectoryNumber：デフォルト値はありません。StartingDirectoryNumberパラメー
タおよび Ending Directory Numberパラメータは、アシスタントの設定で利用可能なプロ
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キシの番号の範囲を提供します。 Ending Directory Numberパラメータに、その範囲で最
後の電話番号を指定します。 [開始電話番号(Starting Directory Number)]フィールドに入
力した値よりも小さい値を [終了電話番号(Ending Directory Number)]フィールドに入力
した場合、[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウで [アシスタントの
設定(Assistant Configuration)]にアクセスしたとき、メッセージが表示されます。

• Proxy Directory Number Prefix

◦ Number of Characters to be Stripped fromManager Directory Number：デフォルトでは、0が
指定されています。このパラメータには、プロキシの電話番号（DN）を生成するプロ
セスで Cisco Unified Communications Managerがマネージャの電話番号から除去する文字
数を指定します。Prefix forManagerDirectoryNumberパラメータとともに、このパラメー
タを使用してプロキシの電話番号を生成できます。たとえば、マネージャの電話番号

2002から 2桁を削除して、30のプレフィックスを追加した場合（Prefix for Manager
Directory Numberサービスパラメータで指定）、Cisco Unified Communications Manager
は 3002のプロキシの電話番号を生成します。 0～ 24桁の文字を除去できます。

◦ Prefix for Manager DN：デフォルト値はありません。このパラメータには、プロキシの
電話番号を生成するプロセスで、Cisco Unified Communications Managerがマネージャの
電話番号に追加するプレフィックスを指定します。たとえば、マネージャの電話番号が

1001、削除される文字数が 0、プレフィックスが *の場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは *1001のプロキシの電話番号を生成します。最大プレフィックス長は 24で
す。

Cisco Unified Communications Manager Assistant のスケーラビリティの
ために複数サーバを設定する

Cisco Unified Communications Managerは、最大 3500人のマネージャと 3500人のアシスタント、
合計 7000ユーザをサポートします。 7000のユーザをサポートするには、管理者がサービスパラ
メータの有効化と設定を行うことにより、複数のアクティブなCisco IPManagerAssistantサーバを
設定する必要があります。管理者は、それぞれ最大 2500人のマネージャとアシスタントを管理
する、最大 3個のアクティブなCisco IPManagerAssistantサーバを設定できます。各サーバにバッ
クアップサーバを設置することもできます。詳細サービスパラメータの Enable Multiple Active
Mode、Pool 2: Cisco IPMA Server、および Pool3: Cisco IPMA Serverを使用して、Cisco IP Manager
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Assistantサーバを設定します。詳細については、Cisco Unified Communications Manager Assistant
のサービスパラメータの設定,（302ページ）を参照してください。次の図を参照してください。

図 18：スケーラビリティアーキテクチャ

1 IPMAサービスをアクティブ化します（Cisco Unified Communications Manager Assistantのイン
ストールとアクティブ化, （294ページ）を参照）。

2 複数アクティブモードを有効にします（Cisco Unified Communications Manager Assistantのサー
ビスパラメータの設定, （302ページ）を参照）。

3 複数プールの IPアドレスを入力します（Cisco Unified Communications Manager Assistantのサー
ビスパラメータの設定, （302ページ）を参照）。

4 [エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウで、マネージャ/アシスタントにプー
ルを追加します（プロキシ回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て,（315
ページ）を参照）。

移行に関する考慮事項

以前のリリースから Cisco Unified Communications Managerリリース 8.0(2)に移行する場合、すべ
てのマネージャとアシスタントは Pool 1（デフォルト）に移行されます。
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セキュリティに関する考慮事項

Cisco Unified Communications Manager Assistantは、CTIへのセキュアな接続（トランスポート層セ
キュリティ接続）をサポートしています。

管理者は、[ユーザ管理(UserManagement)]> [アプリケーションユーザCAPFプロファイル(Application
User CAPF Profile)]を選択して CAPFプロファイルを（各 Cisco Unified Communications Manager
Assistantノードに 1つずつ）設定する必要があります。 [アプリケーションユーザCAPFプロファ
イルの設定(Application User CAPF Profile Configuration)]ウィンドウで、[アプリケーションユーザ
(Application User)]ドロップダウンリストボックスから [IPMASecureSysUser]を選択します。

Cisco Unified Communications Manager Assistantのセキュリティの設定については、Cisco Unified
Communications Manager Assistantのサービスパラメータの設定, （302ページ）の CTIManager
Connection Security Flagおよび CAPF Profile Instance Id for Secure Connection to CTIManagerサービ
スパラメータの説明を参照してください。

『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイド』には、CTIアプリケーション用の
セキュリティ設定に関する詳細な手順の説明があります。

Cisco IP Manager Assistant サービスの開始
Cisco IP Manager Assistantサービスは、Cisco Tomcat上でアプリケーションとして動作します。
Cisco IP Manager Assistantサービスを開始または停止するには、Serviceabilityの [Control Center -
Feature Services]ウィンドウを使用します。

Cisco Unified IP Phone Service の設定
Cisco IP Manager Assistantサービスを新しい Cisco Unified IP Phoneサービスとして追加します。
Cisco IPManagerAssistantサービスの名前、説明、およびURLを設定します。名前と説明はマネー
ジャの Cisco Unified IP Phoneに表示されるので、そこで使用する言語と同じ言語を使用する必要
があります。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーション
ガイド』を参照してください。

次の形式で URLを指定します。

http://<server-ipaddress>:8080/ma/servlet/MAService?cmd=doPhoneService&Name=#DEVICENAME#

次の例を参考にしてください。

http://123.45.67.89:8080/ma/servlet/MAService?cmd=doPhoneService&Name=#DEVICENAME#

設定のヒント

Cisco Unified IP Phoneサービスに冗長性を持たせるには、IPアドレスではなくホスト名を使用す
るCiscoUnified IP Phoneサービスを作成します。DNSのホスト名は、CiscoUnified Communications
Manager Assistantプライマリおよびバックアップの IPアドレスに解決する必要があります。電話
機のソフトキー機能とフィルタリング機能は、電話機サービスと同様に、必要に応じて自動的に

フェールオーバーします。
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マネージャおよびアシスタントの電話機の設定

各マネージャおよびアシスタントにデバイスを設定する必要があります。開始する前に、電話機

のタイプに応じて次のタスクを実行します。

Cisco Unified IP Phone 7940、7942、7945、7960、7962、7965、および 7975（SCCP および SIP）

• Cisco Unified Communications Manager Assistantを使用する各マネージャおよびアシスタント
にCiscoUnified IP Phone 7900シリーズを追加する。電話機を追加するには、次のいずれかの
方法を実行します。

◦手動（[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]）

◦自動登録

◦ BAT

• Standard Assistantまたは Standard Managerソフトキーテンプレートを割り当てる。

Cisco Unified IP Phone 7940

Cisco Unified Communications Manager Assistantで Cisco Unified IP Phone 7940、7942、または 7945
を使用できますが、一部の制限事項が適用されます。

•次の項目を設定して、マネージャごとにCiscoUnified IP Phone 7940、7942、または 7945を追
加する。

◦プライマリ回線用とインターコム用の 2つの回線

◦共有回線サポートを持つマネージャ用のソフトキーテンプレート

•次の項目を設定して、アシスタントごとに Cisco Unified IP Phone 7940を追加する。

◦プライマリ回線用とインターコム用の 2つの回線

◦アシスタント用のソフトキーテンプレート

搭載されている機能が多いため、Cisco Unified IP Phone 7960、7962、7965、お
よび 7975をお勧めします。

（注）

CiscoUnified IP Phone 7940および 7960は、CiscoUnified CommunicationsManager
Assistantインターコム回線機能のみサポートしています。

（注）

これらのタスクの実行後、引き続き電話機の設定を行います。
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マネージャの電話機

この項では、マネージャの電話機を設定するための、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant
の要件およびヒントについて説明します。

マネージャの電話機の設定

次の設定値で、マネージャの Cisco Unified IP Phoneを設定します。

• Standard Managerソフトキーテンプレート

•プライマリ回線

•必要な場合は追加の回線

•プライマリ回線のボイスメッセージプロファイル

• Cisco Unified IP Phone 7940または 7960を除く Cisco Unified IP Phone 7900シリーズを使用す
る場合は、インターコム機能の設定

• Cisco Unified IP Phone 7940または 7960を使用する場合は、スピーカフォンオプションまた
はヘッドセットオプションを使用した自動応答をサポートするための着信インターコム回線

の設定

• Cisco Unified IP Phone 7940または 7960を使用する場合は、インターコム発信先のスピード
ダイヤルの設定

• Cisco Unified IP Phoneサービスおよびアシスタントプライマリ IP Phoneサービスに登録しま
す。必要に応じて、Cisco Unified IP Phoneサービスおよびアシスタントセカンダリ IP Phone
サービスに登録します。

•ユーザロケールの設定

マネージャを設定するとき [マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウの [自動設定
(Automatic Configuration)]チェックボックスをオンにしておくと、設定の一部を自動化できます。
[自動設定(Automatic Configuration)]は、マネージャデバイスまたはデバイスプロファイルの次の
項目を設定します。

•ソフトキーテンプレート

• Cisco Unified Communications Manager Assistant IP Phoneサービスへの登録

• Cisco Unified Communications Manager Assistantが制御する選択された回線およびインターコ
ム回線用のコーリングサーチスペースとパーティション（CiscoUnified IP Phone 7940および
7960だけに適用）

•インターコム回線用のスピーカフォンを使用した自動応答（Cisco Unified IP Phone 7940およ
び 7960だけに適用）

マネージャの電話機を自動設定する前に、[ClusterwideParameters (IPMADeviceConfigurationDefaults
for Proxy Mode)]セクションの Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定する必要があ
ります。このパラメータには、マネージャ回線で使用するパーティションやコーリングサーチ
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スペースなどの情報を指定します。パラメータを手動で入力するか、または Cisco Unified
Communications Manager Assistant設定ウィザードを使用してパラメータを読み込むことができま
す。パラメータの詳細については、Cisco Unified Communications Manager Assistantのサービスパ
ラメータの設定, （302ページ）を参照してください。CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant
設定ウィザードの詳細については、Cisco Unified Communications Manager Assistantの設定, （296
ページ）を参照してください。

適切なサービスパラメータを入力後、[マネージャの設定(ManagerConfiguration)]ウィンドウの [自
動設定(Automatic Configuration)]チェックボックスをオンにし、[保存(Save)]をクリックすると、
マネージャの電話機を自動設定できます。手順については、プロキシ回線モード用のマネージャ

の設定とアシスタントの割り当て, （315ページ）を参照してください。

マネージャの設定のヒント

•マネージャのプライマリ電話番号には不在転送を設定しないでください。不在転送が設定さ
れている場合、マネージャは、アシスタントのプロキシ電話番号にルーティングされるコー

ルを代行受信できないためです。

•プライマリ回線（Cisco Unified Communications Manager Assistantが制御する回線）を設定し
て、電話番号を割り当てます。自動設定を使用していない場合、これらの回線には、Manager
パーティションと CSS-I-Eコーリングサーチスペースを使用します。

•マネージャが Cisco Unified IP Phone 7940または 7960を使用している場合は、着信インター
コム回線を設定して、電話番号を割り当てます。自動設定を使用していない場合は、Everyone
パーティションと CSS-I-Eコーリングサーチスペースを使用します。

•マネージャが Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ（Cisco Unified IP Phone 7940および 7960
を除く）を使用しており、インターコムが必要な場合は、インターコム DNを追加して、適
切なインターコムパーティションとインターコムコーリングサーチスペースを選択しま

す。

Cisco Unified Communications Manager Assistantは、Cisco Unified IP Phone 7940、7942、および 7945
をサポートしています。詳細については、マネージャおよびアシスタントの電話機の設定,（309
ページ）を参照してください。

アシスタントの電話機

この項では、アシスタントの電話機を設定するための、Cisco Unified Communications Manager
Assistantの要件およびヒントについて説明します。

アシスタントの電話機の設定

次の設定値で、アシスタントの Cisco Unified IP Phoneを設定します。

• Standard Assistantソフトキーテンプレート

•デフォルトの拡張モジュール（オプション）

• Standard Assistant電話ボタンテンプレート（拡張モジュールを使用している場合）
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•プライマリ回線

•マネージャのボイスメールプロファイルと同じボイスメールプロファイルを持つ、設定済
みの各マネージャのプロキシ回線

•スピーカフォンオプションまたはヘッドセットオプションを使用した自動応答をサポート
するための、着信インターコム回線（Cisco Unified IP Phone 7940および 7960だけに適用）

•設定済み各マネージャの着信インターコム回線に対するスピードダイヤル（Cisco Unified IP
Phone 7940および 7960だけに適用）

•ユーザロケールの設定

• Cisco Unified IP Phoneサービスおよびアシスタントプライマリ IP Phoneサービスに登録しま
す。必要に応じて、Cisco Unified IP Phoneサービスおよびアシスタントセカンダリ IP Phone
サービスに登録します。

アシスタントを設定するとき [アシスタントの設定(Assistant Configuration)]ウィンドウの [自動設
定(Automatic Configuration)]チェックボックスをオンにしておくと、設定の一部を自動化できま
す。 [自動設定(Automatic Configuration)]は、アシスタントデバイスまたはデバイスプロファイル
の次の項目を設定します。

•ソフトキーテンプレート

•電話ボタンテンプレート

•既存のプロキシ回線およびインターコム回線用のコーリングサーチスペースおよびパーティ
ション

•インターコム回線用のスピーカフォンを使用した自動応答

•プロキシ回線の自動生成（選択されている場合）

アシスタントの電話機を自動設定する前に、[Clusterwide Parameters (IPMA Device Configuration
Defaults for Proxy Mode)]セクションの Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定する
必要があります。これらのパラメータには、アシスタントのプロキシ回線およびインターコム回

線で使用するパーティションやコーリングサーチスペースなどの情報を指定します。パラメー

タを手動で入力するか、または Cisco Unified Communications Manager Assistant設定ウィザードを
使用してパラメータを読み込むことができます。パラメータの詳細については、Cisco Unified
CommunicationsManager Assistantのサービスパラメータの設定, （302ページ）を参照してくださ
い。CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant設定ウィザードの詳細については、CiscoUnified
Communications Manager Assistantの設定, （296ページ）を参照してください。

適切なサービスパラメータを入力後、[アシスタントの設定(Assistant Configuration)]ウィンドウの
[自動設定(AutomaticConfiguration)]チェックボックスをオンにすると、アシスタントの電話機を自
動設定できます。手順については、プロキシ着信インターコムとプライマリ回線の設定, （318
ページ）を参照してください。

自動設定を使用すると、アシスタントの電話機で自動的にプロキシ回線を作成できます（コーリ

ングサーチスペースの情報とパーティション情報が必要です）。自動生成されたプロキシの番

号は Proxy Directory Number Rangeサービスパラメータおよび Proxy Directory Number Prefixサー
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ビスパラメータに入力した値から生成されます。詳細については、Cisco Unified Communications
Manager Assistantのサービスパラメータの設定, （302ページ）を参照してください。

アシスタントを設定するときに、[アシスタントの設定(AssistantConfiguration)]ウィンドウの [プロ
キシ回線(Proxy Line)]ドロップダウンリストに、自動生成された番号がアシスタントデバイスの
回線とともに表示されます。アシスタントの電話機の既存の回線の前に「Line」と表示されます。
システムがアシスタントの電話機にプロキシ回線を追加するまで、自動生成された各番号の前に

「Auto」と表示されます。システムは Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータの設定に基
づいて、プロキシ回線およびインターコム回線のコーリングサーチスペースおよびパーティショ

ンを設定します。手順については、プロキシ着信インターコムとプライマリ回線の設定, （318
ページ）を参照してください。

アシスタントの設定のヒント

•アシスタントがCiscoUnified IP Phone 7940または 7960を使用している場合は、着信インター
コム回線を設定して、電話番号を割り当てます。自動設定を使用していない場合は、Everyone
パーティションと CSS-I-Eコーリングサーチスペースを使用します。

•アシスタントが Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ（7940および 7960を除く）を使用して
おり、インターコムが必要な場合は、インターコム DNを追加して、適切なインターコム
パーティションとインターコムコーリングサーチスペースを選択します。

•プロキシ回線を設定して、アシスタントが担当するマネージャごとに電話番号を割り当てま
す。自動設定を使用していない場合は、EveryoneパーティションとCSS-M-Eコーリングサー
チスペースを使用します。

Cisco Unified Communications Manager Assistantは、Cisco Unified IP Phone 7940、7942、および 7945
をサポートしています。詳細については、マネージャおよびアシスタントの電話機の設定,（309
ページ）を参照してください。

マネージャでもアシスタントでもない電話機

マネージャおよびアシスタントのデバイスの設定に加えて、CiscoUnifiedCommunicationsManager
内のその他すべてのユーザも設定します。適切に設定することで、マネージャおよびアシスタン

トが、システム内のその他すべてのユーザとの間でコールを発着信できるようになります。

マネージャでもアシスタントでもないユーザの設定のヒント

•他のすべてのユーザに対しては、Everyoneパーティションを使用します。

•他のすべてのユーザに対しては、CSS-I-Eコーリングサーチスペースを使用します。

•自動登録を使用する場合、次のタスクを実行します。

◦ [デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]ウィンドウ（[システム(System)] > [デバ
イスプール(Device Pool)]）の [自動登録用コーリングサーチスペース(Calling Search Space
for Auto-registration)]フィールドで、CSS-I-Eを選択します。
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◦ [CiscoUnified CMの設定(CiscoUnified CMConfiguration)]ウィンドウ（[システム(System)]
> [Cisco Unified Communications Manager]）の [パーティション(Partition)]フィールドで
[Everyone]を選択します。

• BATを使用する場合、Cisco Unified Communications Manager Assistant設定ウィザードが作成
した Everyoneテンプレートを使用して、EveryoneパーティションおよびCSS-I-Eコーリング
サーチスペースで電話機を追加できます。

マネージャおよびアシスタントの設定

Cisco Unified Communications Managerの [エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウ
で、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant機能を使用するマネージャおよびアシスタント
の設定値を設定します。 Cisco Unified Communications Manager Assistantはプロキシ回線モードま
たは共有回線モードで設定できます。

[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウで、次の操作を実行します。

•マネージャおよびアシスタントのデバイスを選択する。

•必要に応じて、マネージャまたはアシスタントのデバイスを自動設定する。

• [エンドユーザの設定(EndUser Configuration)]ウィンドウの表示で使用する言語を選択する。

• [マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウまたは [アシスタントの設定(Assistant
Configuration)]ウィンドウを選択し、次のCisco Unified CommunicationsManager Assistantの設
定値を設定する。

◦プライマリ回線、およびインターコム機能用の着信インターコム回線を設定する。たと
えば、マネージャのインターコム回線として内線 3102を設定します。この回線は、ア
シスタントからのインターコムコールを受信します。たとえば、AssistantConsoleには、
アシスタント回線 1（1102）と回線 2（1103）が表示されています。アシスタントは、
これらの回線に応答します。

選択するインターコム回線は、Cisco Unified Communications Managerのイン
ターコム機能（Cisco Unified IP Phone 7942、7945、7962、7965、および 7975
だけに適用）、またはスピードダイヤル（Cisco Unified IP Phone 7940および
7960だけに適用）を使用して作成したものになります。

（注）

◦マネージャのアシスタント情報を設定する。

◦アシスタントの電話機に、マネージャごとにプロキシ回線を設定する。たとえば、アシ
スタントの回線 4と回線 5は、マネージャの回線 1102と回線 1103からのコールを受信
します。
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関連トピック

プロキシ回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て, （315ページ）
共有回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て, （351ページ）

プロキシ回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て

マネージャを設定し、マネージャにアシスタントを割り当てるには、次の手順を実行します。新

しいユーザの設定については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーション
ガイド』のエンドユーザの設定に関連するトピックを参照してください。

アシスタント情報を設定する前に、マネージャ情報を設定します。ヒント

手順

ステップ 1 マネージャを設定し、既存のユーザにアシスタントを割り当てるには、[ユーザ管理(User
Management)] > [エンドユーザ(End User)]を選択します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager Assistantのマネージャにするユーザを検索するには、[検索
(Find)]ボタンをクリックするか、[検索オプション(Search Options)]フィールドにユーザ名を入力
して [検索(Find)]ボタンをクリックします。

ステップ 3 選択されたマネージャのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。

[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を設定するには、[関連リンク
(Related Links)]ドロップダウンリストボックスから [マネージャの設定(Manager Configuration)]を
選択し、[移動(Go)]をクリックします。

ステップ 5 [マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウが開き、マネージャ情報、アシスタント情
報、および選択したユーザの制御回線情報が表示されます。

既存のアシスタント設定情報を表示するには、[割り当てられているアシスタント
(Associated Assistants)]リストにあるアシスタント名をクリックし、[詳細の表示(View
Details)]リンクをクリックします。アシスタントの設定情報が表示されます。マネー
ジャ設定情報に戻るには、[割り当てられているマネージャ(AssociatedManagers)]リスト
にあるマネージャ名をクリックし、[詳細の表示(View Details)]リンクをクリックしま
す。

ヒント

ステップ 6 [デバイス名/プロファイル(Device Name/Profile)]ドロップダウンリストボックスで、マネージャ
に関連付けるデバイス名またはデバイスプロファイルを選択します。エクステンションモビリ

ティでは、オプションでデバイスプロファイルを使用できます。

マネージャが在宅勤務をする場合は、[エクステンションモビリティを使用(Mobile
Manager)]チェックボックスをオンにし、必要に応じてデバイスプロファイルを選択し
ます。デバイスプロファイルを選択した場合、マネージャはCiscoUnifiedCommunications
Manager Assistantにアクセスする前に、エクステンションモビリティを使用して電話機
にログインする必要があります。

（注）
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ステップ 7 必要に応じて、[インターコム回線(IntercomLine)]ドロップダウンリストボックスで、マネージャ
のインターコムラインアピアランスを選択します。

選択されたインターコム回線は、Cisco Unified Communications Manager Assistantおよび
Cisco Unified Communications Managerのインターコム機能に適用されます。

（注）

ステップ 8 [アシスタントプール(Assistant Pool)]ドロップダウンリストボックスから、適切なプール番号（1
～ 3）を選択します。このフィールドはCiscoBusiness Edition 5000システムには適用されません。

ステップ 9 アシスタントをマネージャに割り当てるには、[使用可能なアシスタント(Available Assistants)]リ
ストからアシスタントを選択し、下矢印をクリックして、選択したアシスタントを [割り当てられ
ているアシスタント(Associated Assistants)]リストに移動します。

ステップ 10 [使用可能な回線(Available Lines)]選択ボックスで、Cisco Unified Communications Manager Assistant
により制御しようとする回線を選択し、下矢印をクリックして、選択した回線を [選択されている
回線(Selected Lines)]選択ボックスに表示します。 Cisco Unified Communications Manager Assistant
が制御する回線を 5回線まで設定します。
[選択されている回線(Selected Lines)]選択ボックスとCiscoUnified CommunicationsManager Assistant
コントロールから回線を削除する場合は、上矢印をクリックします。

ステップ 11 ソフトキーテンプレート、Cisco Unified Communications Manager Assistant IP Phoneサービスへの
登録、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantが制御する選択された回線およびインターコ
ム回線用のコーリングサーチスペースとパーティション、およびマネージャの電話機用のイン

ターコム回線用スピーカフォンを使用した自動応答を、Cisco IP Manager Assistantサービスパラ
メータに基づいて自動的に設定するには、[自動設定(AutomaticConfiguration)]チェックボックスを
オンにします。

インターコムの自動設定が適用されるのは、Cisco Unified IP Phone 7940および 7960で
Cisco Unified Communications Manager Assistantインターコム機能を使用している場合だ
けです。

（注）

ステップ 12 [保存(Save)]ボタンをクリックします。
更新した内容は、すぐに適用されます。

[自動設定(Automatic Configuration)]チェックボックスをオンにして、サービスパラメータが無効
な場合、メッセージが表示されます。

自動設定に成功すると、マネージャデバイスがリセットされます。デバイスプロファイルを設

定した場合、マネージャはログアウトしてからデバイスにログインして、設定を適用する必要が

あります。

関連トピック

エクステンションモビリティ, （289ページ）

IPMA サービスの再起動

以前、IPMAサービスでは、Unified CM Adminユーザインターフェイスまたはディレクトリで加
えられた変更は、サービスの再起動まで反映されませんでした。このことは、次の場合に該当し

ました。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
316

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant
マネージャおよびアシスタントの設定



•ユーザ名の変更

•ユーザロケールの変更

•ユーザ IDの変更

IPMAサービスが再起動するたびに、すべてのアシスタントがログアウトされました。

Cisco Unified Communications Managerが変更されたことによって、これらの場合に IPMAサービ
スを再起動する必要がなくなりました。

再起動が発生した場合でも、ユーザの認証状態および使用可能な状態が IPMAで維持されるよう
になりました。

Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報のマネージャからの削除
マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を削除するには、次の手順を実
行します。マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant以外の情報の削除につい
ては、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』のエンドユーザ
の設定に関連するトピックを参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を削除するマネージャを検索するには、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページで、[ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ
(End User)]を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンドウで [検索(Find)]ボタンをクリックするか、
[検索オプション(Search Options)]フィールドにユーザ名を入力して [検索(Find)]ボタンをクリック
します。

設定されているユーザのリストが表示されます。

ステップ 3 情報を削除するマネージャを選択します。

ステップ 4 [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [マネージャの設定(Manager
Configuration)]をクリックします。
[マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウが開き、マネージャの設定情報が表示され
ます。

ステップ 5 [削除(Delete)]ボタンをクリックします。
更新した内容は、すぐに適用されます。

Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定の更新
マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を更新するには、次の手順を実
行します。マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant以外の情報の更新につい
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ては、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してくだ
さい。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を更新するマネージャを検索するには、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページで、[ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ
(End User)]を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンドウで [検索(Find)]ボタンをクリックするか、
[検索オプション(Search Options)]フィールドにユーザ名を入力して [検索(Find)]ボタンをクリック
します。

設定されているユーザのリストが表示されます。

ステップ 3 情報を更新するマネージャを選択します。

ステップ 4 [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [マネージャの設定(Manager
Configuration)]をクリックします。
[マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウが開き、マネージャの設定情報が表示され
ます。

ステップ 5 デバイス名、制御回線、アシスタント、インターコムラインアピアランスなど、変更対象の情報

を更新します。

[自動設定(Automatic Configuration)]チェックボックスがオンの場合、Cisco IP Manager
Assistantサービスパラメータに基づき、ソフトキーテンプレート、およびCiscoUnified
Communications Manager Assistant IP Phoneサービスへの登録が自動的に設定されます。
さらに、Cisco Unified Communications Manager Assistantが制御する選択された回線およ
びインターコム回線用のコーリングサーチスペースとパーティション、およびマネー

ジャの電話機用のインターコム回線用スピーカフォンを使用した自動応答も自動的に設

定されます。

（注）

ステップ 6 [保存(Save)]ボタンをクリックします。
更新した内容は、すぐに適用されます。

名前、ユーザロケール、PINなど、Cisco Unified Communications Manager Assistant以外
のユーザ設定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco
UnifiedCommunicationsManagerAssistantからログアウトし、もう一度ログインするまで
変更内容は反映されません。

（注）

プロキシ着信インターコムとプライマリ回線の設定

次の項目を設定するには、[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウの [アシスタ
ントの設定(Assistant Configuration)]を使用します。

•アシスタントの電話機のデバイス名。
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•アシスタントが着信インターコムのコールの応答に使用するインターコム回線（オプショ
ン）。

•コールを発信するプライマリ回線（オプション）。

•マネージャ、マネージャ名、およびマネージャの回線に関連付けられている、アシスタント
の電話機のプロキシ回線。たとえば、アシスタントの電話回線 3を、マネージャMary Smith
の電話回線 2への応答に使用します。

プロキシ回線には、アシスタントの Cisco Unified IP Phoneに表示される電話回線を指定します。
CiscoUnified CommunicationsManager Assistantは、マネージャ（たとえば、manager1）宛のコール
を、プロキシ回線を使用して管理します。manager1がコールを受信できないために、コールをア
シスタントに送信することをコールルーティングソフトウェアが決定した場合、コールはアシス

タントの Cisco Unified IP Phone上に設定された、manager1用のプロキシ回線にルーティングされ
ます。

プロキシ回線として機能するアシスタントの電話機で回線を手動で設定したり、自動設定を使用

して電話番号の生成およびアシスタントの電話機に回線を追加したりできます。

共有回線モードでの Cisco Unified Communications Manager Assistantの共有回線とインターコム回
線の設定については、共有回線と着信インターコム回線の設定,（354ページ）を参照してくださ
い。

アシスタントのCiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant情報を表示する場合、[ProxyDirectory
Number Range]セクションおよび [Proxy Directory Number Prefix]セクションの Cisco IP Manager
Assistantサービスパラメータのエントリに基づいて電話番号が生成されます。サービスパラメー
タの詳細については、Cisco Unified Communications Manager Assistantのサービスパラメータの設
定, （302ページ）を参照してください。

アシスタントのプロキシと着信インターコムのラインアピアランスを設定するには、次の手順を

実行します。新しいユーザの設定については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニ
ストレーションガイド』のCisco Unified Communications Manager Assistantのサービスパラメータ
の設定, （302ページ）の項を参照してください。

アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を設定する前に、マネー
ジャの情報を設定し、マネージャにアシスタントを割り当てる必要があります。プロキシ回

線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て, （315ページ）を参照してくださ
い。

ヒント

はじめる前に

アシスタントの電話機でプロキシ回線を自動設定する場合、[Proxy Directory Number Range]セク
ションおよび [Proxy Directory Number Prefix]セクションのサービスパラメータを設定します。
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手順

ステップ 1 アシスタントを設定し、プロキシ回線と着信インターコム回線を割り当てるには、[ユーザ管理
(User Management)] > [エンドユーザ(End User)]を選択します。

ステップ 2 アシスタントにするユーザを検索するには、[検索(Find)]ボタンをクリックするか、[検索オプショ
ン(Search Options)]フィールドにユーザ名を入力して [検索(Find)]ボタンをクリックします。

ステップ 3 選択されたアシスタントのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。

[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を設定するには、[関連リンク
(Related Links)]ドロップダウンリストボックスから [アシスタントの設定(Assistant Configuration)]
を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
[アシスタントの設定(Assistant Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [デバイス名(DeviceName)]ドロップダウンリストボックスで、アシスタントに関連付けるデバイ
ス名を選択します。

ステップ 6 [インターコム回線(Intercom Line)]ドロップダウンリストボックスで、アシスタントの着信イン
ターコムラインアピアランスを選択します。

ステップ 7 [プライマリ回線(Primary Line)]ドロップダウンリストボックスで、アシスタントのプライマリラ
インアピアランスを選択します。

ステップ 8 [アシスタント回線へのマネージャの割り当て(Manager Association to Assistant Line )]領域にある選
択ボックスを使用して、マネージャの回線番号をアシスタントの回線番号に割り当て、関連付け

を行います。

[使用可能な回線(Available Lines)]選択ボックスで、アシスタントの回線を選択します。自動生成
されたプロキシ回線の前に「Auto」と表示されます。 Cisco Unified Communications Managerを使
用して、アシスタントの電話機で自動生成されたプロキシ回線を作成する場合、自動生成された

プロキシ回線を選択して、[自動設定(AutomaticConfiguration)]チェックボックスがオンになってい
ることを確認します。

[自動設定(Automatic Configuration)]チェックボックスがオンの場合、Cisco IP Manager
Assistantサービスパラメータの設定に基づき、既存のプロキシ回線およびインターコム
回線用のコーリングサーチスペースとパーティション、およびソフトキーテンプレー

トを、システムが自動的に設定します。また、システムはインターコム回線用のスピー

カフォンを使用した自動応答を設定します。

（注）

ステップ 9 [マネージャ名(Manager Names)]選択ボックスで、このプロキシ回線を適用するマネージャを選択
します。

ステップ 10 [マネージャの回線(ManagerLines)]選択ボックスで、このプロキシ回線を適用するマネージャの回
線を選択します。

ステップ 11 [保存(Save)]ボタンをクリックします。
更新した内容は、すぐに適用されます。自動設定を選択している場合、アシスタントデバイスは

自動的にリセットされます。
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Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報の削除
アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を削除するには、次の手順を
実行します。アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant以外の情報の削除に
ついては、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照して
ください。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant情報を削除するアシスタントを検索するには、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページで、[ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ
(End User)]を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンドウで [検索(Find)]ボタンをクリックするか、
[検索オプション(Search Options)]フィールドにユーザ名を入力して [検索(Find)]ボタンをクリック
します。

設定されているユーザのリストが表示されます。

ステップ 3 情報を削除するアシスタントを選択します。

ステップ 4 [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [アシスタントの設定(Assistant
Configuration)]をクリックします。
[アシスタントの設定(Assistant Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [削除(Delete)]ボタンをクリックします。
更新した内容は、すぐに適用されます。

名前、ユーザロケール、PINなど、Cisco Unified Communications Manager Assistant以外
のユーザ設定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco
UnifiedCommunicationsManagerAssistantからログアウトし、もう一度ログインするまで
変更内容は反映されません。

（注）

Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定の更新
アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を更新するには、次の手順を
実行します。アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant以外の情報の更新に
ついては、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照して
ください。
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手順

ステップ 1 情報を更新するアシスタントを検索するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ペー
ジで、[ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ(End User)]を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンドウで [検索(Find)]ボタンをクリックするか、
[検索オプション(Search Options)]フィールドにユーザ名を入力して [検索(Find)]ボタンをクリック
します。

設定されているユーザのリストが表示されます。

ステップ 3 情報を更新するアシスタントを選択します。

ステップ 4 [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [アシスタントの設定(Assistant
Configuration)]をクリックします。
[アシスタントの設定(Assistant Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 デバイス名、インターコム回線、マネージャ関連付け情報など、変更対象の情報を更新します。

[自動設定(Automatic Configuration)]チェックボックスがオンの場合、Cisco IP Manager
Assistantサービスパラメータに基づき、ソフトキーテンプレート、およびCiscoUnified
Communications Manager Assistant Phoneサービスへの登録が自動的に設定されます。さ
らに、Cisco Unified Communications Manager Assistantが制御する選択された回線および
インターコム回線用のコーリングサーチスペースとパーティション、およびマネージャ

の電話機用のインターコム回線用スピーカフォンを使用した自動応答も自動的に設定さ

れます。

（注）

ステップ 6 [保存(Save)]ボタンをクリックします。
更新した内容は、すぐに適用されます。

名前、ユーザロケール、PINなど、Cisco Unified Communications Manager Assistant以外
のユーザ設定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco
UnifiedCommunicationsManagerAssistantからログアウトし、もう一度ログインするまで
変更内容は反映されません。

（注）

ダイヤルルールの設定

管理者は、ダイヤルルールの設定を使用して、ダイヤルルールの優先順位を追加およびソートで

きます。 Cisco Unified Communications Manager AssistantアシスタントがAssistant Consoleのディレ
クトリ検索ウィンドウからダイヤルする電話番号に対して数字を自動的に除去したり追加したり

します。たとえば、7桁の電話番号の先頭に、外線発信用の数字 9を自動的に追加するというダ
イヤル規則を設定できます。

『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』には、ダイヤルルールに関する追加情
報が説明されています。
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Cisco Unified Communications Manager Assistant のマネー
ジャおよびアシスタントへの情報の提供

URLにアクセスして、Cisco Unified Communications Manager Assistantの Assistant Consoleアプリ
ケーションをインストールします。管理者は、AssistantConsoleプラグインのインストール, （323
ページ）に示す URLをアシスタントに通知します。

Assistant Consoleアプリケーションのインストールプログラムでは、Microsoft Internet Explorer
7、Internet Explorer 8、Firefox 3.x、および Safari 4.xをサポートしています。

（注）

Assistant Console プラグインのインストール
Assistant Consoleプラグインのインストールでは、Internet Explorer 7、Firefox 3.x、および Safari 4.x
をサポートしています。アプリケーションは、Windows 7、Windows XP、Windows Vista、または
Apple MAC OS Xを実行する PCにインストールできます。

CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 8.5(1)よりも前のリリースを使用して、Assistant
ConsoleをWindows 7オペレーティングシステムにインストールする場合、Windows 7をサポー
トする Cisco.comから新しいプラグインインストーラをダウンロードする必要があります。
以前のバージョンのCiscoUnifiedCommunicationsManagerで使用できるプラグインは、Windows
7をサポートしていません。

（注）

また、Assistant Consoleをアップグレードする場合、以前のバージョンをアンインストールし
てから新しいインストールを行う必要があります。新しいプラグインは、古いバージョンの

（以前のプラグインを使用する）Assistant Consoleを検出し、アップグレードを実行する前に
以前のバージョンをアンインストールするように指示するアラートメッセージを表示します。

（注）

以前の 5.xまたは 6.xバージョンの Assistant Consoleアプリケーションは、Cisco Unified
Communications Manager 7.1と連携します。ただし、7.1プラグインをインストールする場合は、
その前に、以前の 5.xまたは 6.xバージョンのAssistantConsoleアプリケーションをアンインストー
ルする必要があります。

以前のバージョンのAssistant Consoleアプリケーションは、Windows Vistaでは動作しません。 PC
がWindows Vistaを実行している場合は、プラグインをインストールしてください。

Cisco Unified CallManagerリリース 4.xから Cisco Unified Communications Manager 7.1へアップグ
レードしたら、その後に、AssistantConsoleプラグインをインストールする必要があります。プラ
グインをインストールする前に、4.xバージョンの Assistant Consoleアプリケーションをアンイン
ストールする必要があります。
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以前のバージョンのAssistantConsoleアプリケーション（6.0(1)、4.x、または 5.1(3)よりも前の 5.x
バージョン）をアンインストールする場合は、[スタート]> [プログラム]> [CiscoUnifiedCallManager
Assistant]から Assistant Consoleのアンインストールを選択します。

5.1(3)または 6.1(x)の Assistant Consoleアプリケーションをアンインストールするには、[コント
ロールパネル]に移動して削除します。

Assistant Consoleアプリケーションが動作するには、C:\Program Files\Cisco\Cisco Unified
Communications Managerに JRE1.4.2_05が存在している必要があります。

ヒント

Assistant Consoleアプリケーションをインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Assistant Consoleアプリケーションをインストールする PCから、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページを参照し、[アプリケーション(Application)] > [プラグイン(Plugins)]を選択し
ます。

ステップ 2 Cisco Unified CommunicationsManager Assistantプラグインの [ダウンロード(Download)]リンクをク
リックし、実行ファイルを適切な場所に保存します。

ステップ 3 実行ファイルを検索して実行します。

アプリケーションをWindows Vista PCにインストールする場合、セキュリティウィン
ドウが表示されることがあります。インストールを許可して続行します。

ヒント

インストールウィザードが表示されます。

ステップ 4 [Welcome]ウィンドウで、[Next]をクリックします。

ステップ 5 使用許諾契約に同意して、[Next]をクリックします。

ステップ 6 アプリケーションのインストール先となる場所を選択します。インストール先を選択した後、

[Next]をクリックします。
デフォルトでは、アプリケーションは C:\Program Files\Cisco\ Unified Communications
Manager Assistant Consoleにインストールされます。

ヒント

ステップ 7 アプリケーションをインストールするには、[Next]をクリックします。
インストールが開始します。

ステップ 8 インストールが完了したら、[完了(Finish)]をクリックします。
AssistantConsoleを起動するには、デスクトップアイコンをクリックするか、[スタート]
メニューの [プログラム]で、[Cisco Unified CommunicationsManager Assistant] > [Assistant
Console]を選択します。

ヒント
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アシスタントがコンソールにログインする前に、Cisco IP Manager Assistantサービスが
アクティブになっている Cisco Unified Communications Managerサーバのポート番号およ
び IPアドレス、またはホスト名をアシスタントに通知します。アシスタントは、コン
ソールへの初回ログイン時に、[Cisco Unified Communications Manager Assistant Serverの
ポート(Cisco Unified Communications Manager Assistant Server Port)]および [Cisco Unified
Communications Manager Assistant Serverのホスト名またはIPアドレス(Cisco Unified
Communications Manager Assistant Server Hostname or IP Address)]フィールドに情報を入
力する必要があります。

ヒント

アシスタントがコンソールにログインする前に、コンソールにログインするために必要

なユーザ名とパスワードをアシスタントに通知します。

ヒント

[CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantの設定(CiscoUnifiedCommunicationsManager
Assistant Settings)]ウィンドウの [詳細設定(Advanced)]タブで Assistant Consoleのトレー
スを有効にできます。

ヒント

Assistant Console ダイアログオプション
アシスタントコンソールには、次のオプションを含むダイアログが表示されます。

• [インストール先(Location to Install)]：Assistant Consoleソフトウェアのインストール先となる
ディレクトリのパス。デフォルトでは、次のパスが指定されます。

c:\Program Files\Cisco\Cisco Unified Communications Manager Assistant Console

• [デスクトップショートカットの作成(Create Desktop Shortcut)]：デフォルト値は [True]。この
パラメータは、アシスタントコンソールでショートカットを作成するかどうかを指定しま

す。

• [スタート]メニューのショートカットの作成(Create StartMenu Shortcut)]：デフォルト値は
[True]。このパラメータによって、[スタート]メニュー（[スタート] > [プログラム] > [Cisco
Unified Communications Manager Assistant] > [Assistant Console]）にショートカットを作成する
かどうかが決まります。

• [JREのインストール(Install JRE)]：デフォルト値は [True]。このパラメータによって、アシス
タントコンソールとともに JREをインストールするかどうかを指定します。このオプショ
ンをオフにする場合は、アシスタントコンソールで次の設定が完了している必要がありま

す。

◦アシスタントコンソールへの JRE 1.4.2_05（国際バージョン）のインストール

◦アシスタントコンソールでの環境変数 Assistant_JREの作成（この環境変数は JREへの
パス（たとえば、c:\Program Files\Jave\j2re1.4.2_05）を示します）
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マネージャの設定

マネージャは、次のURLを使用して、[マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウで機
能の個人用設定をカスタマイズできます。

https://<Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバ>:8443/ma/desktop/maLogin.jsp

変数の意味は、次のとおりです。

Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバには、Cisco IP Manager Assistantサービスが
動作しているサーバの IPアドレスを指定します。

管理者は、この URLをマネージャに通知する必要があります。
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第 12 章

共有回線サポートのある Cisco Unified
Communications Manager Assistant

この章では、Cisco Unified Communications Manager Assistant機能について説明します。この機能
を使用すると、マネージャとそのアシスタントが効果的に協力して作業できます。Cisco Unified
Communications Manager Assistantは、プロキシ回線サポートと共有回線サポートの 2つの動作
モードをサポートしています。 Cisco IP Manager Assistantサービスは、プロキシ回線サポートと
共有回線サポートの両方を同時にサポートしています。

その機能は、マネージャ用の電話機機能拡張、および、主にアシスタントが使用する Assistant
Consoleアプリケーションで構成されます。

Cisco Unified Communications Manager Assistantは、最大 3500人のマネージャと 3500人のアシス
タントをサポートします。このユーザ数に対応するため、管理者は最大 3つの Cisco Unified
CommunicationsManager Assistantアプリケーションを 1つのCiscoUnified CommunicationsManager
クラスタに設定し、アプリケーションの各インスタンスにマネージャとアシスタントを割り当て

ます。

Cisco Unified Communications Managerのユーザは、マネージャとアシスタントで構成されます。
アシスタントユーザは、マネージャに代わってコールを処理します。CiscoUnifiedCommunications
Manager Assistantは、マネージャ用の機能とアシスタント用の機能で構成されています。

• 共有回線サポートのある CUCM Assistantの設定, 328 ページ

• CUCM Assistant機能, 330 ページ

• 共有回線サポートのある CUCM Assistantのシステム要件, 335 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 337 ページ

• CUCM Assistantのインストールとアクティブ化, 341 ページ

• 共有回線サポートのある CUCM Assistantの設定, 342 ページ

• CUCM Assistantのマネージャおよびアシスタントへの情報提供, 358 ページ
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共有回線サポートのある CUCM Assistant の設定
CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantは、アシスタントがマネージャに代わってコールを
処理できるプラグインであり、マネージャ宛のコールは代行受信され、適切な宛先にルーティン

グされます。 Cisco Unified Communications Manager Assistantを共有回線モードで設定すると、マ
ネージャとアシスタントは電話番号（8001など）を共有します。アシスタントは、マネージャ宛
のコールを共有電話番号で処理します。マネージャが 8001でコールを受信すると、マネージャ
の電話機とアシスタントの電話機の両方の呼び出し音が鳴ります。

共有回線モードに適用されないCiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantの機能には、デフォ
ルトのアシスタントの選択、アシスタントモニタ、コールフィルタリング、全コール転送があり

ます。アシスタントは、AssistantConsoleアプリケーションでこれらの機能を表示したりアクセス
したりすることはできません。アシスタントの電話機には、全コール転送機能用のソフトキーは

ありません。マネージャの電話機には、アシスタントモニタ、代行受信、および全コール転送機

能用のソフトキーはありません。

共有回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistantを設定するには、次の手
順を実行します。

手順

ステップ 1 まだ実行していない場合は、電話機とユーザを設定し、デバイスをユーザに関連付けます。ま

た、まだ実行していない場合は、マネージャとアシスタントの間での共有回線アピアランスのた

め、マネージャのプライマリ回線とアシスタントのセカンダリ回線で同じ電話番号を設定します。

ステップ 2 Cisco Unified Serviceabilityの、[Service Activation]ウィンドウで、Cisco IP Manager Assistantサービ
スをアクティブにします。

ステップ 3 共有回線サポート用に Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定します。

ステップ 4 CiscoUnifiedCommunicationsManagerインターコム機能を使用している場合は、インターコムパー
ティション、インターコムコーリングサーチスペース、インターコム電話番号情報、インター

コムトランスレーションパターンを追加します。

ステップ 5 多数のアシスタントおよびマネージャをサポートするために複数の Cisco Unified Communications
Manager Assistantプールが必要になる場合は、次に示す Cisco IP Manager Assistantのクラスタ全体
のサービスパラメータを設定します。

• Enable Multiple Active Mode

• Pool 2および Pool 3 Cisco IPMA Server IP Address

ステップ 6 アプリケーションユーザの CAPFプロファイルを設定します（オプション）。

ステップ 7 セキュリティ用の Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定します（オプション）。

ステップ 8 Serviceabilityの [Control Center - Feature Services]を使用して、Cisco IP Manager Assistantサービス
を停止し、もう一度起動します。

ステップ 9 適切な Cisco Unified IP Phone電話ボタンテンプレートを追加します。

ステップ 10 マネージャおよびアシスタントの Cisco Unified IP Phoneパラメータを設定します。
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マネージャの電話機を設定します。•

•アシスタントの電話機を設定します。

ステップ 11 マネージャの電話機について、次の設定を行います。

•共有回線モード用のソフトキーテンプレートを割り当てる。

•サイレントを使用する場合は、マネージャの電話機で [サイレント(Do Not Disturb)]フィール
ドを設定します。

•プライマリ回線を追加します（同じ電話番号とパーティションをアシスタントのセカンダリ
回線の電話番号に使用します）。

•プライマリ回線のボイスメールプロファイルを設定します。

•着信インターコム回線を追加します（オプション）。

• Cisco Unified IP Phone 7940および 7960については、インターコム発信先のスピードダイヤ
ルを追加します。

• Cisco Unified IP Phone 7942、7945、7962、7965、および 7975については、インターコム機能
を追加します。

•ユーザロケールを設定します。

•電話機をリセットします。
マネージャの電話設定の一部を自動設定するには、マネージャを設定するときに

[マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウで [自動設定(Automatic
Configuration)]チェックボックスをオンにします。詳細については、マネージャの
電話機, （348ページ）を参照してください。

ヒント

ステップ 12 アシスタントの電話機について、次の設定を行います。

•ソフトキーテンプレートを割り当てます。

•拡張モジュールを追加します（オプション）。

•電話ボタンテンプレートを割り当てます。

•プライマリ回線を追加します。

•設定済みの各マネージャ用の共有回線を追加します（同じ電話番号とパーティションをアシ
スタントのセカンダリ回線とマネージャのプライマリ回線に使用します）。

•着信インターコム回線を追加します（オプション）。

• Cisco Unified IP Phone 7940および 7960については、インターコム発信先のスピードダイヤ
ルを追加します。

• Cisco Unified IP Phone 7942、7945、7962、7965、および 7975については、インターコム機能
を追加します。

•ユーザロケールを設定します。
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•電話機をリセットします。
アシスタントの電話設定の一部を自動設定するには、アシスタントを設定するとき

に [アシスタントの設定(Assistant Configuration)]ウィンドウで [自動設定(Automatic
Configuration)]チェックボックスをオンにします。詳細については、アシスタント
の電話機, （349ページ）を参照してください。

ヒント

ステップ 13 Cisco Unified Communications Manager Assistantを設定します。

•新しいマネージャを作成します。

•マネージャ用の共有回線を設定します。

•マネージャにアシスタントを割り当てます。

•アシスタント用の回線を設定します。

•インターコム回線を設定します（オプション）。

ステップ 14 アシスタント用のダイヤルルールを設定します。

ステップ 15 Assistant Consoleアプリケーションをインストールします。

ステップ 16 マネージャとアシスタントのコンソールアプリケーションを設定します。

関連トピック

共有回線サポートのある CUCM Assistantの設定, （328ページ）
CUCM Assistantのサービスパラメータの設定, （342ページ）
インターコム, （835ページ）
共有回線と着信インターコム回線の設定, （354ページ）
CUCM Assistantのスケーラビリティのために複数サーバを設定する, （345ページ）
セキュリティに関する考慮事項, （347ページ）
Cisco IP Manager Assistantサービスの開始, （347ページ）
マネージャおよびアシスタントの電話機の設定, （347ページ）
サイレント, （549ページ）
共有回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て, （351ページ）
Assistant Consoleプラグインのインストール, （358ページ）

CUCM Assistant 機能
CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantは、アシスタントがマネージャに代わってコールを
処理できるプラグインであり、マネージャ宛のコールは代行受信され、適切な宛先にルーティン

グされます。 Cisco Unified Communications Manager Assistantを共有回線モードで設定すると、マ
ネージャとアシスタントは電話番号（8001など）を共有します。アシスタントは、マネージャ宛
のコールを共有電話番号で処理します。マネージャが 8001でコールを受信すると、マネージャ
の電話機とアシスタントの電話機の両方の呼び出し音が鳴ります。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
330

共有回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant
CUCM Assistant 機能



共有回線モードに適用されないCiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantの機能には、デフォ
ルトのアシスタントの選択、アシスタントモニタ、コールフィルタリング、全コール転送があり

ます。アシスタントは、AssistantConsoleアプリケーションでこれらの機能を表示したりアクセス
したりすることはできません。アシスタントの電話機には、全コール転送機能用のソフトキーは

ありません。マネージャの電話機には、アシスタントモニタ、代行受信、および全コール転送機

能用のソフトキーはありません。

CUCM Assistant の概要
Cisco Unified CommunicationsManager Assistantの機能アーキテクチャは、Cisco IPManager Assistant
サービス、Assistant Consoleアプリケーション、および Cisco Unified IP Phoneのインターフェイス
で構成されています。次の図を参照してください。

図 19：Cisco Unified Communications Manager Assistantのアーキテクチャ

Cisco IP Manager Assistant サービス
Cisco IP Manager Assistantサービス（サーブレット）は、Cisco Tomcatがロードします。 Cisco
Tomcatは、Cisco Unified Communications Managerのインストール時にインストールされます。

Cisco IP Manager Assistantサービスは Cisco Unified Communications Managerサーバにインストール
されます。インストール後、管理者は Serviceabilityでサービスをアクティブにし、Cisco Unified
Communications Manager Assistantが自動的に起動されるようにします。 Cisco IP Manager Assistant
サービスは、これがクラスタ全体のサービスパラメータ Cisco IPMA Server（Primary）IP Address
で設定されている Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバの 1つかどうかを確認し
ます。設定されている場合、Cisco IP Manager Assistantサービスはアクティブな Cisco IP Manager
Assistantサービスになろうとします。現時点では、CiscoUnifiedCommunicationsManagerがサポー
トできるアクティブな Cisco IP Manager Assistantサービスは 1つだけです。

Cisco IP Manager Assistantサービスは、次のタスクを実行します。
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•マネージャの電話機で実行される HTTPサービスのホストとなる。

•マネージャが設定に使用するWebページのホストとなる。

•サードパーティコール制御用の Cisco CTIManagerを通じて、Cisco Unified Communications
Managerと通信する。 Cisco Unified Communications Manager Assistantが必要とする CTI接続
は 1つだけです。

•データベースのデータにアクセスする。

• Assistant Consoleアプリケーションをサポートする。

Cisco Unified Communications Managerは、Cisco IP Manager Assistantサービスの冗長化をサポート
しています。冗長化を実現するには、同じクラスタ内に 2番目の Cisco IP Manager Assistantサー
ビスを設定する必要があります。

Cisco Unified Communications Manager Assistantは、アクティブ/スタンバイサーバモデルを利用し
て冗長化を実装します。常にアクティブのままで、すべての Assistant Consoleアプリケーション
と電話機にサービスを提供する Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバは 1台だけ
です。もう一方のサーバはスタンバイモードになり、アクティブなサーバの障害を検出します。

障害を検出した場合は、バックアップサーバが機能を引き継ぎ、アクティブなサーバになりま

す。障害発生時にアクティブになっていた接続は、すべて新しいサーバ上に復元されるため、

ユーザに対するサービスは中断することなく続行されます。

アクティブなサーバに障害が発生した場合、AssistantConsoleアプリケーションは、バックアップ
サーバに自動的にフェールオーバーします。アプリケーションが障害を検出する間隔は、Cisco
IPMA Assistant Console Heartbeat Intervalサービスパラメータ（CUCM Assistantのサービスパラ
メータの設定,（342ページ）を参照）によって決まります。ハートビート間隔を小さくすると、
フェールオーバーまでの時間が短くなります。次の図を参照してください。

図 20：Cisco Unified Communications Manager Assistantの冗長化
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Cisco IP Manager Assistantサービスには、サービスに対する不正アクセスを防止するための組み込
みセキュリティが含まれています。アシスタントコンソールで収集されたユーザ IDとパスワー
ドは、ネットワークを通じて送信される前に暗号化されます。アシスタントを装う不正ユーザ

は、Assistant Consoleによってブロックされます。

アシスタントコンソールインターフェイス

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantは、次のマネージャ用およびアシスタント用アシス
タントコンソールインターフェイスをサポートしています。

• AssistantConsole（コール制御、ログイン、アシスタントの初期設定、マネージャ宛コールア
クティビティの監視、キーボードショートカットに使用される）

• Manager Configuration（即時転送先の設定に使用される）

管理者は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [エンドユーザの設定(End User
Configuration)]を使用して、Cisco Unified Communications Manager Assistantをマネージャ用および
アシスタント用に設定します。CUCMAssistantの管理インターフェイス,（335ページ）を参照し
てください。

Cisco Unified Communications Managerにより、Cisco Unified Communications Manager Assistantのマ
ネージャ用機能がCiscoUnified IPPhoneを通じて利用できるようになります。ManagerConfiguration
には、ブラウザを使用してアクセスします。アシスタントは Cisco Unified IP Phoneと Assistant
Consoleアプリケーションを使用します。詳細については、マネージャのインターフェイス, （
334ページ）とアシスタントのインターフェイス, （334ページ）を参照してください。

Assistant Console機能の使用法の詳細については、『CiscoUnified CommunicationsManager Assistant
User Guide』を参照してください。

Cisco Unified IP Phone のインターフェイス
アシスタントとマネージャはソフトキーを使用して、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant
の機能にアクセスします。 Cisco Unified Communications Manager Assistantの電話機能の使用法の
詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide』を参照してくださ
い。

マネージャのインターフェイス, （334ページ）およびアシスタントのインターフェイス, （334
ページ）を参照してください。

CUCM Assistant データベースアクセスアーキテクチャ
CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantのすべての設定情報は、データベースに格納されま
す。マネージャまたはアシスタントがログインすると、Cisco IPManagerAssistantサービスは、そ
のマネージャまたはアシスタントに関する全データをデータベースから取得し、メモリに保存し

ます。
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マネージャのインターフェイス

マネージャの電話機からは、ManagerConfigurationを除くマネージャ用機能を利用できます。Cisco
Unified Communications Manager Assistantは、Cisco IP Manager Assistantサービスの開始時に、自動
的にマネージャを Cisco IP Manager Assistantサービスにログインさせます。

マネージャは、Cisco Unified IP Phoneのソフトキーを使用して、Cisco Unified Communications
Manager Assistantのアシスタントモニタ、代行受信、およびボイスメール転送の各機能にアクセ
スします。

マネージャは、Cisco Unified Communications Managerの機能（サイレント、即転送など）にも
アクセスできます。

（注）

サイレントの状態は、Cisco Unified IP Phoneのステータスウィンドウに表示されます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Assistant User Guide』を参照してくださ
い。

アシスタントのインターフェイス

アシスタントは、Assistant Consoleアプリケーションと Cisco Unified IP Phoneを使用して、Cisco
Unified Communications Manager Assistantの機能にアクセスします。アプリケーションである
AssistantConsoleは、応答、即時転送、転送、保留などのコール制御機能を提供します。アシスタ
ントは、AssistantConsoleを使用して、ログインとログオフ、アシスタントの初期設定、およびマ
ネージャの初期設定に使用する [マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウの表示を行
います。

AssistantConsoleはアシスタントの回線およびマネージャの共有回線を表示します。アシスタント
は共有回線にアクセスして、マネージャ宛のコールを管理します。

インターコムと鳴り分けには、アシスタントの Cisco Unified IP Phoneでアクセスできます。アシ
スタントが Assistant Consoleからログインすると、共有回線の [リダイレクト]ソフトキーと [VM
転送]ソフトキーがアクティブになります。詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager Assistant User Guide』を参照してください。

ソフトキー

Cisco Unified Communications Manager Assistant機能は、Cisco Unified IP Phoneの [リダイレクト
(Redirect)]、[VM転送(Transfer to Voice Mail)]、[サイレント(Do Not Disturb)]などのソフトキーをサ
ポートしています。ソフトキーは、コールの状態に基づいて表示されます。たとえば、[VM転送]
は、アクティブなコールが存在しない場合には表示されません。

Cisco Unified Communications Manager Assistantは、次のソフトキーテンプレートをサポートして
います。
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• Standard Manager：プロキシモードのマネージャをサポートします。

• Standard Shared Mode Manager：共有モードのマネージャをサポートします。

• Standard Assistant：プロキシモードまたは共有モードでアシスタントをサポートします。

さらに、Standard Userテンプレートを使用すると、保留やダイヤルなどのコール処理ソフトキー
を利用できるようになります。管理者は、マネージャやアシスタントが使用するデバイスに対し

て、適切なソフトキーテンプレートを設定してください。

デフォルトプロセスでは、デバイスに対してコール処理ソフトキーテンプレートが割り当て

られます。

（注）

管理者は、Cisco Unified Communications Managerに含まれている標準のソフトキーテンプレート
を使用するほかに、カスタムソフトキーテンプレートを作成することもできます。ソフトキー

テンプレートを Cisco Unified Communications Manager Assistantデバイスに関連付ける場合や、カ
スタムソフトキーテンプレートを作成する場合は、Cisco Unified Communications Managerの管理
ページの [ソフトキーテンプレートの設定(Softkey Template Configuration)]を使用します。『Cisco
Unified CommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のアシスタントのインターフェ
イス, （334ページ）を参照してください。

CUCM Assistant の管理インターフェイス
管理者は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [エンドユーザの設定(End User
Configuration)]ウィンドウを使用して、マネージャおよびアシスタントを設定します。また、マ
ネージャ用およびアシスタント用のデバイスを選択し、オプションでマネージャ用およびアシス

タント用のインターコム回線を選択します。管理者は、アシスタントに対して設定されたマネー

ジャ用の共有回線を設定します。

マネージャおよびアシスタントの設定, （350ページ）を参照してください。

共有回線サポートのある CUCM Assistant のシステム要件
共有回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistantが動作するには、次のソ
フトウェアコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager

•サポートされるブラウザおよびプラットフォーム

◦ Cisco Unified Communications Manager Assistantの管理（Cisco Unified Communications
Managerの管理を使用）および Assistant Consoleは、Microsoft Internet Explorer（IE）5.5
以降、Firefox 3.x以降、およびSafari 4.x以降でサポートされます。（詳細については、
インタラクションおよび制限事項, （337ページ）を参照してください）。
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◦ Microsoft Windows 2000以降を実行しているコンピュータでは、上記のいずれかのブラ
ウザを開くことができます。

◦ Cisco Unified Communications Manager一括管理ツール（BAT）（複数のマネージャ
とアシスタントを一括で追加する場合）

Cisco Unified Communications Manager Assistantは Cisco Unified Communications Managerと同じサー
バに自動的にインストールされるため、追加のサーバは必要ありません。

どの Cisco Unified IP Phoneが Cisco Unified Communications Manager Assistantをサポートするかを
判断するには、CUCMAssistantのデバイスサポートの判別,（336ページ）を参照してください。

CUCM Assistant のデバイスサポートの判別
Cisco Unified Communications Manager Assistantをサポートする IP Phoneの完全なリストを作成す
るには、Cisco Unified Reportingアプリケーションを使用します。そのためには、次の手順に従い
ます。

1 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reportingを開始します。

Webアプリケーションへのアクセスを許可されるまで、ユーザの認証にはCisco Tomcatサービ
スが使用されます。アプリケーションには次の方法でアクセスできます。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページのナビゲーションメニューで [Cisco
Unified Reporting]を選択し、[Go]をクリックします。

• Cisco Unified Real Time Monitoring Tool（RTMT）のメニューで [File] > [Cisco Unified
Reporting]を選択します。

• https://<サーバ名または IP アドレス>:8443/cucreports/と入力し、認証済みの
ユーザ名とパスワードを入力します。

2 ナビゲーションバーで、[System Reports]をクリックします。

3 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List]オプションを
クリックします。

4 [Generate a new report]リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートが
すでに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List]リンクをクリックします。

5 CiscoUnified CommunicationsManagerAssistantがサポートされているすべての IP Phoneのレポー
トを生成するには、各ドロップダウンリストボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタ
ンをクリックします。

[Product]：[All]

[Feature]：[IPMA]

[List Features]ペインに、Cisco Unified Communications Manager Assistant機能がサポートされて
いるすべてのデバイスのリストが表示されます。カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）
の隣にある上下の矢印キーをクリックして、リストをソートできます。
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CiscoUnified Reportingアプリケーションの詳細については、『CiscoUnified Reporting Administration
Guide』を参照してください。

インタラクションおよび制限事項
この項では、共有回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistantのインタラ
クションおよび制限事項について説明します。

インタラクション

この項では、CiscoUnified CommunicationsManager AssistantがCiscoUnified CommunicationsManager
アプリケーションと通信する方法について説明します。

一括管理ツール

一括管理ツール（BAT）を使用すると、管理者は多数のユーザ（マネージャとアシスタント）を
一度に追加できます。ユーザを 1人ずつ追加する必要はありません。詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Bulk Administrationガイド』を参照してください。

Cisco Unified IP Phone用の Cisco Unified Communications Manager Assistant設定ウィザードで作成さ
れる BATテンプレートがサポートするのは、Cisco Unified Communications Managerインターコム
回線だけです。

発呼側の正規化

発呼側の正規化機能を設定すると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantにより、ローカ
ライズおよびグローバル化されたコールが自動的にサポートされます。CiscoUnifiedCommunications
ManagerAssistantは、ローカライズされた発信側番号をユーザインターフェイスに表示できます。
また、マネージャに対する着信コールの場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantは、
フィルタパターンに一致したときに、ローカライズされた発信側番号とグローバル化された発信

側番号を表示できます。発呼側の正規化の設定については、発呼側の正規化,（233ページ）を参
照してください。

エクステンションモビリティ

Cisco ExtensionMobility機能を使用するマネージャは、同時にCiscoUnifiedCommunicationsManager
Assistantも使用できます。マネージャがエクステンションモビリティを使用して Cisco Unified IP
Phoneにログインすると、その電話機で Cisco IP Manager Assistantサービスが自動的に有効になり
ます。その後、マネージャは Cisco Unified Communications Manager Assistant機能にアクセスでき
ます。

Cisco Unified Communications Manager Assistantを使用して Cisco Extension Mobilityにアクセスする
には、管理者が Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [マネージャの設定(Manager
Configuration)]ウィンドウ（[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウからアクセ
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ス）で、[エクステンションモビリティを使用(Mobile Manager)]チェックボックスをオンにしま
す。共有回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て,（351ページ）を参照して
ください。デバイスプロファイル設定の詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。 Cisco Extension Mobilityの詳細について
は、エクステンションモビリティ, （601ページ）を参照してください。

インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）
Cisco Unified Communications Manager Assistantでは IPv6がサポートされないため、[IPアドレッシ
ングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機は Cisco Unified Communications
Manager Assistantで使用できません。その電話機で Cisco Unified CommunicationsManager Assistant
を使用する場合は、その電話機の [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]を [IPv4のみ(IPv4
Only)]または [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]に設定します。 IPv6の詳細については、インターネット
プロトコルバージョン 6（IPv6）, （897ページ）を参照してください。

レポートツール

Cisco Unified CommunicationsManager Assistantは、統計情報をCDRAnalysis and Reporting（CAR）
ツールで提供し、設定に対する変更の要約を変更ログで提供します。この項では、次のレポート

ツールについて説明します。

CDR Analysis and Reporting

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantは、マネージャとアシスタントのコール完了統計、
およびマネージャとアシスタントのインベントリレポートをサポートしています。コール完了統

計は、CDR Analysis and Reporting（CAR）ツールでサポートされます。インベントリレポート
は、Cisco Unified Serviceabilityでサポートされます。詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerシステムガイド』、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』、
および『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting Administration Guide』を
参照してください。

Unified CM AssistantChangeLog*.txt

管理者は、Manager Configurationまたは Assistant Configurationに対する変更の要約を確認できま
す。マネージャは、URLを参照してManager Configurationにアクセスすることで、デフォルト値
を変更できます。

アシスタントは Assistant Consoleからマネージャのデフォルト値を変更できます。

URLとManager Configurationについては、『Cisco Unified Communications Manager Assistant
User Guide』を参照してください。

（注）

設定値が変更されると、その情報は ipma_changeLogxxx.logというログファイルに送られます。
このログファイルは、Cisco IP Manager Assistantサービスを実行するサーバ上にあります。ログ
ファイルを取得するには、次のコマンドを使用します。

file get activelog tomcat/logs/ipma/log4j/
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管理者は、Cisco Unifiedリアルタイム監視ツール（RTMT）にあるトレース情報ツールを使用し
て、サーバからこのファイルをダウンロードできます。詳細については、『Cisco Unified Real
Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してください。

このログファイルには、次のフィールドが含まれています。

• LineNumber：ログファイル内に変更情報がある回線。

• TimeStamp：設定値が変更された時刻。

• for Manager/Assistant：変更が、マネージャまたはアシスタントのどちらに対するものである
かを示す。

• for Userid：変更対象となったマネージャまたはアシスタントのユーザ ID。

• by Manager/Assistant：変更が、マネージャまたはアシスタントのどちらによって実施された
かを示す。

• by Userid：変更を実施したマネージャまたはアシスタントのユーザ ID。

• Parameter Name：変更された項目（転送先電話番号など）。

• Old Value：変更前の設定値。

• New Value：変更後の設定値。

ログファイル内の情報はカンマで区切られているため、管理者は、MicrosoftExcelなどのスプレッ
ドシートアプリケーションを使用してログファイルを開くことができます。ログファイルの内

容をMicrosoft Excelアプリケーションで保存するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Microsoft Excelアプリケーションを起動します。

ステップ 2 [ファイル] > [開く]を選択して Unified CM Assistant.txtファイルを開きます。

ステップ 3 [元のデータの形式]で [カンマやタブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデー
タ]のファイル形式を選択し、[次へ]をクリックします。

ステップ 4 [区切り文字]として [カンマ]を選択し、[次へ]をクリックします。

ステップ 5 上の操作が完了したら、[完了]をクリックします。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）
次に、共有回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager AssistantとMLPPとのイン
タラクションについて説明します。

•コールの優先順位は、Cisco Unified Communications Manager Assistantによるコールの処理時
に保存されます。たとえば、アシスタントがコールを転送する際、システムはコールの優先

順位を保存します。
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• CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantはコールの優先順位を認識しないので、Assistant
Consoleでコールの優先順位について追加のインジケータを送信することはありません。

インターコム

Cisco Unified CommunicationsManager Assistant次の 2つのタイプのインターコムをサポートしてい
ます。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantインターコム（Cisco Unified IP Phone 7940お
よび 7960で使用）。このインターコム機能は、電話番号の設定およびエンドユーザ（マ
ネージャおよびアシスタント）の設定ウィンドウを使用して設定されます。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerインターコム（CiscoUnified IP Phone 7942、7945、7962、
7965、7975で使用）。このインターコム機能は、インターコムパーティション、インター
コムコーリングサーチスペース、インターコム電話番号情報、インターコムトランスレー

ションパターン、電話番号、エンドユーザ（マネージャおよびアシスタント）の設定ウィ

ンドウを使用して設定されます。

制限事項

Cisco Unified Communications Manager Assistantには、次の制限事項があります。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantは、Cisco Unified IP Phone 7940および 7960を
除く Cisco Unified IP Phone 7900シリーズで SIPをサポートしています。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantは、複数の Cisco IP Manager Assistantサーバ
（プール）を設定することで、最大 3500人のマネージャと 3500人のアシスタントをサポー
トします。複数のプールが有効になっている場合、マネージャとそのマネージャに設定され

ているすべてのアシスタントは同じプールに属します。

• 1人のマネージャには最大 10人のアシスタントを割り当てることができます。

• 1人のアシスタントは最大 33人のマネージャをサポートできます（各マネージャが Cisco
Unified Communications Manager制御の回線を持っている場合）。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantは、MCS 7845サーバを使用している場合、
Cisco Unified Communications Managerクラスタごとに最大 3500人のマネージャと 3500人の
アシスタントをサポートします。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantは、シングルサインオン環境ではサポートさ
れていません。

• Assistant Consoleは、ハントグループ/キューをサポートしていません。

• Assistant Consoleは、レコードおよびモニタリングをサポートしていません。

• AssistantConsoleは、オンフック転送（[転送]ソフトキーを押して受話器を置くことによって
転送を完了するコール転送機能）をサポートしていません。
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• Assistant Consoleは、ワンタッチコールピックアップ機能をサポートしていません。

• Cisco Unified IP Phone 7940、7942、および 7945がサポートする回線ボタンまたはスピードダ
イヤルボタンは 2つだけです。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 8.0.(2)（以降）へのアップグレード時、着信
インターコム回線を使用する既存のCiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantユーザは、
自動的に Cisco Unified Communications Managerインターコム機能にアップグレードされませ
ん。

•シスコでは、CiscoBusiness Edition 5000リリース 7.1(2)システムへのアップグレードをサポー
トしていません。

•システムは、Cisco Unified Communications Managerインターコム機能と通常の回線（Cisco
Unified Communications Manager Assistantインターコム回線として設定されていることもあ
る）の間のコールをサポートしていません。

• Cisco Unified IP Phone 7960および 7940は、Cisco Unified Communications Manager Assistantイ
ンターコム回線機能のみサポートしています。CiscoUnified IP Phone 7900（7940および 7960
を除く）は、Cisco Unified Communications Managerインターコム回線機能のみサポートして
います。

• Microsoft Internet Explorer 7以降を実行するWindows XPコンピュータに Assistant Consoleア
プリケーションをインストールするには、事前にWindowsXPServicePack1とともにMicrosoft
Java Virtual Machine（JVM）をインストールしておく必要があります。

CUCM Assistant のインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Manager Assistant（サーブレット）は、Cisco Tomcatによってロード
されます。Cisco Tomcatは、CiscoUnified CommunicationsManagerのインストール時にインストー
ルされ、起動されます。詳細については、Cisco IP Manager Assistantサービス, （331ページ）を
参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistantをシステムで利用できるようにするには、インス
トール後に管理者が次の 3つの作業を実施します。

1 Cisco Unified Serviceabilityの [Tools]メニューの下にある [Service Activation]を使用して、Cisco
IPManagerAssistantサービスを有効にします。『CiscoUnified ServiceabilityAdministrationGuide』
を参照してください。

2 Cisco IP Manager Assistantサービス用の必要なサービスパラメータを設定します。 CUCM
Assistantのサービスパラメータの設定, （342ページ）を参照してください。

3 Serviceabilityの [Control Center - Feature Service]を使用して、Cisco IP Manager Assistantサービ
スを停止し、もう一度起動します。 Cisco IP Manager Assistantサービスの開始, （347ページ）
を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager Assistant機能を英語以外の言語でマネージャまたはアシ
スタントの電話機とアシスタントコンソールに表示する必要がある場合は、Cisco Unified
CommunicationsManagerAssistantを設定する前に、ロケールインストーラがインストールされ
ていることを確認してください。『CiscoUnifiedCommunicationsOperating SystemAdministration
Guide』を参照してください。

（注）

共有回線サポートのある CUCM Assistant の設定
CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantを正しく設定するには、設定チェックリストに示す
手順を確認して、ユーザとデバイスの設定要件を確認し、マネージャとアシスタントを設定しま

す。

共有回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistantは、プロキシ回線サ
ポートのあるCiscoUnified CommunicationsManager Assistantと同じCiscoUnified Communications
Managerシステム内に共存します。

（注）

共有回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistantを設定する前に、共有
回線サポートのある CUCM Assistant設定タスクの要約を確認してください。

ヒント

関連トピック

プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant, （277ページ）
共有回線サポートのある CUCM Assistantの設定, （328ページ）

CUCM Assistant のサービスパラメータの設定
Cisco IPManagerAssistantサービスのサービスパラメータには、汎用パラメータ、クラスタ全体の
パラメータ、およびマネージャとアシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant
自動設定を使用する場合に設定する必要のあるクラスタ全体のパラメータの 3つのカテゴリがあ
ります。クラスタ全体のパラメータは、すべての Cisco IP Manager Assistantサービス用に 1回指
定します。汎用パラメータは、インストールされている各 Cisco IP Manager Assistantサービスに
対して指定します。 Cisco Business Edition 5000システムでは、クラスタ全体のパラメータと汎用
パラメータが区別されません。管理者は、両方のタイプのパラメータを使用する必要がありま

す。

Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定するには、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページを使用してサービスパラメータにアクセスします（[システム(System)] >
[サービスパラメータ(Service Parameters)]）。 Cisco Unified Communications Manager Assistantアプ
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リケーションが配置されているサーバを選択し、Cisco IP Manager Assistantサービスを選択しま
す。

Cisco IP Manager Assistantには、次に示す設定必須のサービスパラメータがあります。

•すべてのサーバに適用されるクラスタ全体のパラメータ

◦ Cisco IPMAServer（Primary）IP Address：デフォルト値はありません。この IPアドレス
は、管理者が手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大 2500人
のマネージャとアシスタントを割り当てることができます。 CPU使用率が高くなるの
を防ぐため、Cisco IP Manager Assistant CTIManager（Primary）IP Addressサービスパラ
メータを設定するときに、IPMAプロセスが実行されているローカル CTIManagerサー
バのアドレスを入力します。

◦ Cisco IPMA Server（Backup）IP Address：デフォルト値はありません。この IPアドレス
は、管理者が手動で入力する必要があります。シスコは、Cisco Business Edition 5000シ
ステムでこのフィールドをサポートしていません。

◦ Cisco IPMA Server Port：デフォルトは [Port 2912]です。

◦ Cisco IPMA Assistant Console Heartbeat Interval：デフォルトは 30秒です。この間隔タイ
マーは、アシスタントコンソールでフェールオーバーが発生するまでの時間を指定しま

す。

◦ Cisco IPMA Assistant Console Request Timeout：デフォルトは 30秒です。

◦ Cisco IPMA RNA Forward Calls：デフォルトは [False]です。このサービスパラメータ
は、共有回線サポートに適用されません。

◦ Cisco IPMA RNA Timeout：デフォルトは 10秒です。このサービスパラメータは、共有
回線サポートに適用されません。

◦ CTIManager Connection Security Flagには、次の 2つのオプションがあります。

[Nonsecure]：セキュリティモードは非セキュアです。

[Use Cluster Default]：Cisco IPManager Assistantサービスがクラスタのセキュリティモー
ドを取得します。クラスタのセキュリティモードが「混合」と検出された場合、Cisco
Unified Communications Manager Assistantは、Application CAPFプロファイルを使用して
CTI Managerへのセキュアな接続を確立します。セキュアな接続を行うには、「CTI
Manager Connection Security Flag」と「CAPF Profile Instance ID for Secure Connection to CTI
Manager」の両方のパラメータを設定します。

[Use Cluster Default]：Cisco IP Manager Assistantサービスが Cisco Unified Communications
Managerサーバのセキュリティモードを取得します。 Cisco Unified Communications
Managerサーバのセキュリティモードが「混合」と検出された場合、Cisco Unified
Communications Manager Assistantは、Application CAPFプロファイルを使用して CTI
Managerへのセキュアな接続を確立します。セキュアな接続を行うには、「CTIManager
Connection Security Flag」と「CAPFProfile Instance ID for Secure Connection to CTIManager」
の両方のパラメータを設定します。

•詳細なクラスタ全体のパラメータ
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◦ Enable Multiple Active Mode：デフォルトは [False]です。このパラメータを [True]に設
定した場合、管理者は複数のプールを使用して最大 7000人のマネージャとアシスタン
トを設定できます。シスコは、Cisco Business Edition 5000システムでこのフィールドを
サポートしていません。

◦ Pool 2: Cisco IPMA Server（Primary）IP Address：デフォルト値はありません。この IP
アドレスは、管理者が手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大

2500人のマネージャとアシスタントを割り当てることができます。シスコは、Cisco
Business Edition 5000システムでこのフィールドをサポートしていません。

◦ Pool 2: Cisco IPMA Server（Backup）IP Address：デフォルト値はありません。この IPア
ドレスは、管理者が手動で入力する必要があります。シスコは、Cisco Business Edition
5000システムでこのフィールドをサポートしていません。

◦ Pool 3: Cisco IPMA Server（Primary）IP Address：デフォルト値はありません。この IP
アドレスは、管理者が手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大

2500人のマネージャとアシスタントを割り当てることができます。シスコは、Cisco
Business Edition 5000システムでこのフィールドをサポートしていません。

◦ Pool 3: Cisco IPMA Server（Backup）IP Address：デフォルト値はありません。この IPア
ドレスは、管理者が手動で入力する必要があります。シスコは、Cisco Business Edition
5000システムでこのフィールドをサポートしていません。

同じCisco IPMAサーバ IPアドレスが複数のプールに表示されないようにする
ため、プールごとに一意の IPアドレスを設定してください。

（注）

• Cisco IPMAサービスパラメータ

◦ CTIManager（Primary）IPAddress：デフォルト値はありません。コール制御に使用する
プライマリ CTIManagerの IPアドレスを入力します。

◦ CTIManager（Backup）IP Address：デフォルト値はありません。この IPアドレスは、
管理者が手動で入力する必要があります。シスコは、Cisco Business Edition 5000システ
ムでこのフィールドをサポートしていません。

◦ Route Point Device Name for Proxy Mode：共有回線サポートには適用されません。

◦ CAPF Profile Instance Id for Secure Connection to CTIManager：この Cisco Unified
Communications Manager Assistantサーバが CTIManagerへのセキュアな接続を開くため
に使用する、アプリケーションユーザ IPMASecureSysUser用の Application CAPFプロ
ファイルのインスタンス IDを指定します。 CTIManager Connection Security Flagが有効
な場合は、このパラメータを設定する必要があります。

マネージャおよびアシスタントのCiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant自動設定を使用す
る場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantには、次に示す設定必須のクラスタ全体の
パラメータが含まれます。
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•ソフトキーテンプレート用のクラスタ全体のパラメータ

◦ Assistant Softkey Template：デフォルトでは、Standard Assistantソフトキーテンプレート
が指定されています。このパラメータはアシスタントの自動設定の間、アシスタントの

デバイスに割り当てられたソフトキーテンプレートを指定します。

◦ Manager Softkey Template for Proxy Mode：このサービスパラメータは、共有回線サポー
トに適用されません。

◦ Manager Softkey Template for SharedMode：デフォルトでは、Standard SharedModeManager
が指定されています。このパラメータは、マネージャの自動設定時にマネージャのデバ

イスに割り当てられた共有モードのソフトキーテンプレートを指定するように設定しま

す。

• IPMA Device Configuration Defaults for Proxy Mode：これらのパラメータは共有回線サポート
のある Cisco Unified Communications Manager Assistantには適用されません。

• ProxyDirectoryNumber Range for ProxyMode：これらのパラメータは共有回線サポートのある
Cisco Unified Communications Manager Assistantには適用されません。

• Proxy Directory Number Prefix for ProxyMode：これらのパラメータは共有回線サポートのある
Cisco Unified Communications Manager Assistantには適用されません。

CUCM Assistant のスケーラビリティのために複数サーバを設定する
Cisco Unified Communications Managerは、最大 3500人のマネージャと 3500人のアシスタント、
合計 7000ユーザをサポートします。 7000のユーザをサポートするには、管理者がサービスパラ
メータの有効化と設定を行うことにより、複数のアクティブなCisco IPManagerAssistantサーバを
設定する必要があります。管理者は、それぞれ最大 2500人のマネージャとアシスタントのペア
を管理する、最大 3個のアクティブな Cisco IP Manager Assistantサーバを設定できます。各サー
バにバックアップサーバを設置することもできます。詳細サービスパラメータの EnableMultiple
Active Mode、Pool 2: Cisco IPMA Server、および Pool3: Cisco IPMA Serverを使用して、Cisco IP
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Manager Assistantサーバを設定します。詳細については、CUCM Assistantのサービスパラメータ
の設定, （342ページ）を参照してください。次の図を参照してください。

図 21：スケーラビリティアーキテクチャ

1 IPMAサービスをアクティブ化します（CUCMAssistantのインストールとアクティブ化, （341
ページ）を参照）。

2 複数アクティブモードを有効にします（CUCM Assistantのサービスパラメータの設定, （342
ページ）を参照）。

3 複数プールの IPアドレスを入力します（CUCMAssistantのサービスパラメータの設定, （342
ページ）を参照）。

4 [エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウで、マネージャ/アシスタントにプー
ルを追加します（共有回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て,（351ペー
ジ）を参照）。

移行に関する考慮事項

以前のリリースから Cisco Unified Communications Managerリリース 8.0(2)に移行する場合、すべ
てのマネージャとアシスタントは Pool 1（デフォルト）に移行されます。
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セキュリティに関する考慮事項

Cisco Unified Communications Manager Assistantは、CTIへのセキュアな接続（トランスポート層セ
キュリティ接続）をサポートしています。

管理者は、[ユーザ管理(UserManagement)]> [アプリケーションユーザCAPFプロファイル(Application
User CAPF Profile)]を選択して CAPFプロファイルを（各 Cisco Unified Communications Manager
Assistantノードに 1つずつ）設定する必要があります。 [アプリケーションユーザCAPFプロファ
イルの設定(Application User CAPF Profile Configuration)]ウィンドウで、[アプリケーションユーザ
(Application User)]ドロップダウンリストボックスから [IPMASecureSysUser]を選択します。

Cisco Unified Communications Manager Assistantのセキュリティの設定については、CUCMAssistant
のサービスパラメータの設定, （342ページ）の CTIManager Connection Security Flagおよび CAPF
Profile Instance Id for Secure Connection to CTIManagerサービスパラメータの説明を参照してくださ
い。

『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイド』には、CTIアプリケーション用の
セキュリティ設定に関する詳細な手順の説明があります。

Cisco IP Manager Assistant サービスの開始
Cisco IP Manager Assistantサービスは、Cisco Tomcat上でアプリケーションとして動作します。
Cisco IP Manager Assistantサービスを開始または停止するには、Serviceabilityの [Control Center -
Feature Services]ウィンドウを使用します。

マネージャおよびアシスタントの電話機の設定

各 Cisco Unified Communications Manager Assistantマネージャおよびアシスタントにデバイスを設
定し、関連付ける必要があります。開始する前に、電話機のタイプに応じて次のタスクを実行し

ます。

Cisco Unified IP Phone 7940、7942、7945、7960、7962、7965、および 7975（SCCP および SIP）

• Cisco Unified Communications Manager Assistantを使用する各マネージャおよびアシスタント
に Cisco Unified IP Phoneを追加する。電話機を追加するには、次のいずれかの方法を実行し
ます。

◦手動（[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]）

◦自動登録

◦ BAT

• Standard Assistantまたは Standard Shared Mode Managerソフトキーテンプレートを割り当て
る。
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Cisco Unified IP Phone 7940

Cisco Unified Communications Manager Assistantで Cisco Unified IP Phone 7940を使用できますが、
一部の制限事項が適用されます。

•次の項目を設定して、マネージャごとに Cisco Unified IP Phone 7940を追加する。

◦プライマリ回線用とインターコム用の 2つの回線

◦共有回線サポートを持つマネージャ用のソフトキーテンプレート

•次の項目を設定して、アシスタントごとに Cisco Unified IP Phone 7940を追加する。

◦プライマリ回線用とインターコム用の 2つの回線

◦アシスタント用のソフトキーテンプレート

搭載されている機能が多いため、Cisco Unified IP Phone 7960、7962、7965、お
よび 7975をお勧めします。

（注）

CiscoUnified IP Phone 7940および 7960は、CiscoUnified CommunicationsManager
Assistantインターコム回線機能のみサポートしています。

（注）

これらのタスクの実行後、電話機の設定に進みます。

マネージャの電話機

この項では、マネージャの電話機を設定するための、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant
の要件およびヒントについて説明します。

マネージャの電話機の設定

次の設定値で、マネージャの Cisco Unified IP Phoneを設定します。

• Standard Shared Mode Managerソフトキーテンプレート

•プライマリ回線

•共有回線サポート用の追加の回線（オプション）

•プライマリ回線のボイスメールプロファイル

• Cisco Unified IP Phone 7940または 7960を除く Cisco Unified IP Phone 7900シリーズを使用す
る場合は、インターコム機能の設定

• Cisco Unified IP Phone 7940または 7960を使用する場合は、スピーカフォンオプションまた
はヘッドセットオプションを使用した自動応答をサポートするための着信インターコム回線

の設定
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• Cisco Unified IP Phone 7940または 7960を使用する場合は、インターコム発信先のスピード
ダイヤルの設定

•ユーザロケール

マネージャを設定するとき [エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウの [自動設定
(Automatic Configuration)]チェックボックスをオンにしておくと、設定の一部を自動化できます。
手順については、共有回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て, （351ペー
ジ）を参照してください。

[自動設定(Automatic Configuration)]は、マネージャデバイスまたはデバイスプロファイルの次の
項目を設定します。

•ソフトキーテンプレート

•インターコム回線用のスピーカフォンを使用した自動応答（Cisco Unified IP Phone 7940およ
び 7960だけに適用）

Cisco Unified Communications Manager Assistantは、Cisco Unified IP Phone 7940をサポートしていま
す。詳細については、マネージャおよびアシスタントの電話機の設定,（347ページ）を参照して
ください。

アシスタントの電話機

この項では、アシスタントの電話機を設定するための要件およびヒントについて説明します。手

順については、共有回線と着信インターコム回線の設定, （354ページ）を参照してください。

アシスタントの電話機の設定

次の設定値で、アシスタントの Cisco Unified IP Phoneを設定します。

• Standard Assistantソフトキーテンプレート（[リダイレクト]ソフトキーと [VM転送]ソフト
キーが含まれている必要があります）

•デフォルトの 14ボタン拡張モジュール（オプション）

•プライマリ回線

•設定済みの各マネージャ用の共有回線（同じ電話番号とパーティションをマネージャのプラ
イマリ回線として使用します）

•スピーカフォンオプションまたはヘッドセットオプションを使用した自動応答をサポート
するための、着信インターコム回線（Cisco Unified IP Phone 7940および 7960だけに適用）

•設定済み各マネージャの着信インターコム回線に対するスピードダイヤル（Cisco Unified IP
Phone 7940および 7960だけに適用）

•ユーザロケール
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Cisco Unified Communications Manager Assistantは、Cisco Unified IP Phone 7940をサポートしていま
す。詳細については、マネージャおよびアシスタントの電話機の設定,（347ページ）を参照して
ください。

マネージャでもアシスタントでもない電話機

マネージャおよびアシスタントのデバイスの設定に加えて、CiscoUnifiedCommunicationsManager
内のその他すべてのユーザも設定します。適切に設定することで、マネージャおよびアシスタン

トが、システム内のその他すべてのユーザとの間でコールを発着信できるようになります。

マネージャおよびアシスタントの設定

Cisco Unified Communications Managerの [エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウ
で、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant機能を使用するマネージャおよびアシスタント
の設定値を設定します。このウィンドウでは、次の機能を実行します。

•マネージャおよびアシスタントのデバイスを選択する。

•必要に応じて、マネージャまたはアシスタントのデバイスを自動設定する。

• [マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウまたは [アシスタントの設定(Assistant
Configuration)]ウィンドウ（[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウからア
クセス）で、次の設定値を設定する。

◦プライマリ回線、およびインターコム機能用の着信インターコム回線を設定する。たと
えば、マネージャのインターコム回線の内線は 3102です。この回線は、アシスタント
からのインターコムコールを受信します。コンソールには、アシスタントの回線 1
（1102）と回線 2（1103）が表示されています。アシスタントは、これらの回線に応答
します。

選択するインターコム回線は、Cisco Unified Communications Managerのイン
ターコム機能（Cisco Unified IP Phone 7942、7945、7962、7965、および 7975
だけに適用）、またはスピードダイヤル（Cisco Unified IP Phone 7940および
7960だけに適用）を使用して作成したものになります。

（注）

◦マネージャのアシスタントを設定する。

マネージャおよびアシスタントの共有回線を設定すると（CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページの [電話番号の設定(DirectoryNumberConfiguration)]ウィンドウを使用）、アシス
タントの設定は適切に更新されます。

（注）

• [エンドユーザの設定(EndUser Configuration)]ウィンドウの表示で使用する言語を選択する。
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共有回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantマネージャを設定し、マネージャにアシスタントを
割り当てるには、次の手順を実行します。新しいユーザの設定およびそのユーザへのデバイスの

関連付けについては、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』
を参照してください。マネージャのプライマリ回線とアシスタントのセカンダリ回線で同じ電話

番号を設定する方法については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーショ
ンガイド』を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Assistantアシスタント情報を設定する前に、マネージャ
情報を設定します。

ヒント

手順

ステップ 1 マネージャを設定し、既存のユーザにアシスタントを割り当てるには、[ユーザ管理(User
Management)] > [エンドユーザ(End User)]を選択します。 [ユーザの検索/一覧表示(Find and List
Users)]ウィンドウで、[検索(Find)]ボタンをクリックします。このウィンドウには、Cisco Unified
Communications Managerで設定されているすべてのエンドユーザが表示されます。

ステップ 2 選択されたマネージャのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。

[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を設定するには、[関連リンク
(Related Links)]ドロップダウンリストボックスから [マネージャの設定(Manager Configuration)]を
選択し、[移動(Go)]をクリックします。

ステップ 4 [マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウが開き、マネージャ情報、アシスタント情
報、および制御回線情報が表示されます。

ステップ 5 ソフトキーテンプレート、およびマネージャの電話機用のインターコム回線用スピーカフォンを

使用した自動応答を、Cisco IPManagerAssistantサービスパラメータに基づいて自動的に設定する
には、[自動設定(Automatic Configuration)]チェックボックスをオンにします。

インターコムの自動設定が適用されるのは、Cisco Unified IP Phone 7940および 7960で
Cisco Unified Communications Manager Assistantインターコム機能が使用されている場合
だけです。

（注）

ステップ 6 [共有回線の使用(Uses Shared Lines)]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [デバイス名/プロファイル(Device Name/Profile)]ドロップダウンリストボックスで、マネージャ
に関連付けるデバイス名またはデバイスプロファイルを選択します（エクステンションモビリ

ティでは、デバイスプロファイルを利用できます）。CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant
での Cisco Extension Mobilityの使用については、エクステンションモビリティ, （337ページ）を
参照してください。
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マネージャが在宅勤務をする場合は、[エクステンションモビリティを使用(Mobile
Manager)]チェックボックスをオンにし、必要に応じてデバイスプロファイルを選択し
ます。デバイスプロファイルを選択した場合、マネージャはCiscoUnifiedCommunications
Manager Assistantにアクセスする前に、エクステンションモビリティを使用して電話機
にログインする必要があります。

（注）

ステップ 8 必要に応じて、[インターコム回線(IntercomLine)]ドロップダウンリストボックスで、マネージャ
のインターコムラインアピアランスを選択します。

選択されたインターコム回線は、Cisco Unified Communications Manager Assistantおよび
Cisco Unified Communications Managerのインターコム機能に適用されます。

（注）

ステップ 9 必要に応じて、[アシスタントプール(Assistant Pool)]ドロップダウンリストボックスから、適切
なプール番号（1～ 3）を選択します。このフィールドは Cisco Business Edition 5000システムに
は適用されません。

ステップ 10 アシスタントをマネージャに割り当てるには、[使用可能なアシスタント(Available Assistants)]リ
ストでアシスタントの名前を選択し、下矢印をクリックして、それを [割り当てられているアシス
タント(Associated Assistants)]リストボックスに移動します。

アシスタント名を強調表示し、[詳細の表示(ViewDetails)]リンクをクリックすると、[ア
シスタントの設定(Assistant Configuration)]ウィンドウに移動できます。

ヒント

ステップ 11 CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant制御回線を設定するには、[使用可能な回線(Available
Lines)]リストボックスで対象の回線を選択し、下矢印をクリックして、それを [選択されている
回線(Selected Lines)]リストボックスに移動します。

制御回線は常に共有回線の電話番号である必要がありま

す。

（注）

[選択されている回線(Selected Lines)]選択ボックスとCiscoUnified CommunicationsManager Assistant
コントロールから回線を削除する場合は、その回線を強調表示して、上矢印をクリックします。

ステップ 12 [保存(Save)]ボタンをクリックします。
[自動設定(Automatic Configuration)]チェックボックスをオンにして、サービスパラメータが無効
な場合、メッセージが表示されます。

自動設定に成功すると、マネージャデバイスがリセットされます。デバイスプロファイルを設

定した場合、マネージャはログアウトしてからデバイスにログインして、設定を適用する必要が

あります。

名前、ユーザロケール、PINなど、Cisco Unified Communications Manager Assistant以外
のユーザ設定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco
UnifiedCommunicationsManagerAssistantからログアウトし、もう一度ログインするまで
変更内容は反映されません。

（注）

マネージャの CUCM Assistant 情報の削除
マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を削除するには、次の手順を実
行します。マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant以外の情報の更新につい
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ては、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のエクステンショ
ンモビリティ, （337ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を削除するマネージャを検索するには、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページで、[ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ
(End User)]を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索/一覧表示(Find andListUsers)]ウィンドウで、[検索(Find)]ボタンをクリックします。
このウィンドウには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerで設定されているすべてのエンドユー
ザが表示されます。

ステップ 3 [ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンドウで、情報を削除するマネージャを選択し
ます。 [エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [マネージャの設定(Manager
Configuration)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
選択したユーザの [マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [削除(Delete)]ボタンをクリックします。
更新した内容は、すぐに適用されます。

マネージャの CUCM Assistant 設定の更新
マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を更新するには、次の手順を実
行します。マネージャの Cisco Unified Communications Manager Assistant以外の情報の更新につい
ては、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してくだ
さい。

手順

ステップ 1 情報を更新するマネージャを検索するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
で、[ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ(End User)]を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索/一覧表示(Find andListUsers)]ウィンドウで、[検索(Find)]ボタンをクリックします。
このウィンドウには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerで設定されているすべてのエンドユー
ザが表示されます。

ステップ 3 [ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンドウで、情報を更新するマネージャを選択し
ます。 [エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [マネージャの設定(Manager
Configuration)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
選択したユーザの [マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 5 デバイス名、制御回線、インターコムラインアピアランスなど、変更対象の情報を更新します。

ステップ 6 [保存(Save)]ボタンをクリックします。
更新した内容は、すぐに適用されます。

[自動設定(Automatic Configuration)]チェックボックスをオンにすると、ソフトキーテン
プレート、およびマネージャの電話機用のインターコム回線用スピーカフォンを使用し

た自動応答が、Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータに基づいて自動的に設定
されます。

（注）

名前、ユーザロケール、PINなど、Cisco Unified Communications Manager Assistant以外
のユーザ設定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco
UnifiedCommunicationsManagerAssistantからログアウトし、もう一度ログインするまで
変更内容は反映されません。

（注）

共有回線と着信インターコム回線の設定

次の項目を設定するには、[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウの [アシスタ
ントの設定(Assistant Configuration)]を使用します。

•アシスタントの電話機のデバイス名。

•アシスタントがマネージャ宛のコールの応答に使用するインターコム回線（オプション）。

•アシスタントの電話機を関連付けるマネージャの共有回線（マネージャとアシスタントが同
じ電話番号を共有している場合、これは自動的に実行されます）。

管理者は、1つ以上の回線を共有回線アピアランスで設定できます。CiscoUnifiedCommunications
Managerシステムは、ある電話番号が同じパーティション内の複数のデバイスに表示される場合、
その電話番号を共有回線と見なします。

共有回線アピアランスでは、たとえば、1つの電話番号がマネージャの電話機の回線 1とアシス
タントの電話機の回線 2に表示されるように共有回線を設定することができます。

アシスタントについてマネージャの共有回線アピアランスと着信インターコムラインアピアラン

スを設定するには、次の手順を実行します。新しいユーザの設定とデバイスの関連付けについて

は、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してくださ
い。

アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を設定する前に、マネー
ジャの情報を設定し、マネージャにアシスタントを割り当てる必要があります。共有回線モー

ド用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て, （351ページ）を参照してください。

ヒント
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant情報を設定するアシスタントを検索するには、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページで、[ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ
(End User)]を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索/一覧表示(Find andListUsers)]ウィンドウで、[検索(Find)]ボタンをクリックします。
このウィンドウには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerで設定されているすべてのエンドユー
ザが表示されます。

ステップ 3 選択されたアシスタントのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。

[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 アシスタントの情報を設定するには、[関連リンク(RelatedLinks)]ドロップダウンリストボックス
から [アシスタントの設定(Assistant Configuration)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
選択したユーザの [アシスタントの設定(Assistant Configuration)]ウィンドウが表示されます。

[自動設定(AutomaticConfiguration)]チェックボックスをオンにすると、システムはCisco
IP Manager Assistantサービスパラメータの設定に基づいて自動的にソフトキーテンプ
レートとインターコム回線を設定します。また、システムはインターコム回線用のス

ピーカフォンを使用した自動応答を設定します。

（注）

ステップ 5 [デバイス名(DeviceName)]ドロップダウンリストボックスで、アシスタントに関連付けるデバイ
ス名を選択します。

ステップ 6 [インターコム回線(Intercom Line)]ドロップダウンリストボックスで、アシスタントの着信イン
ターコムラインアピアランスを選択します。

ステップ 7 [プライマリ回線(Primary Line)]ドロップダウンリストボックスで、アシスタントのプライマリ回
線を選択します。

[割り当てられているマネージャ(Associated Managers)]選択リストボックスに、前に設定したマ
ネージャの名前が表示されます。

既存のマネージャ設定情報を表示するには、[割り当てられているマネージャ(Associated
Managers)]リストにあるマネージャ名を強調表示し、[詳細の表示(View Details)]リンク
をクリックします。 [マネージャの設定(ManagerConfiguration)]ウィンドウが表示されま
す。 [アシスタントの設定(Assistant Configuration)]ウィンドウに戻るには、[マネージャ
の設定(ManagerConfiguration)]ウィンドウでアシスタント名を強調表示し、[詳細の表示
(View Details)]リンクをクリックします。

ヒント

ステップ 8 マネージャの回線をアシスタントの回線に関連付けるには、[アシスタント回線へのマネージャの
割り当て(Manager Association to Assistant Line)]選択ボックスで次の手順を実行します。
a) [使用可能な回線(Available Lines)]ドロップダウンリストボックスで、マネージャの回線に関
連付けるアシスタントの回線を選択します。

b) [マネージャ名(Manager Names)]ドロップダウンリストボックスで、アシスタントを関連付け
る、設定済みのマネージャ名を選択します。

c) [マネージャの回線(Manager Lines)]ドロップダウンリストボックスで、アシスタントの回線に
関連付けるマネージャの回線を選択します。

ステップ 9 [保存(Save)]ボタンをクリックします。
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更新した内容は、すぐに適用されます。自動設定を選択している場合、アシスタントデバイスは

自動的にリセットされます。

CUCM Assistant 情報の削除
アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を削除するには、次の手順を
実行します。アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant以外の情報の削除に
ついては、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照して
ください。

手順

ステップ 1 情報を削除するアシスタントを検索するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ペー
ジで、[ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ(End User)]を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索/一覧表示(Find andListUsers)]ウィンドウで、[検索(Find)]ボタンをクリックします。
このウィンドウには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerで設定されているすべてのエンドユー
ザが表示されます。

ステップ 3 [ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンドウで、情報を削除するアシスタントを選択
します。 [エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [アシスタントの設定(Assistant
Configuration)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
選択したユーザの [アシスタントの設定(Assistant Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [削除(Delete)]ボタンをクリックします。
更新した内容は、すぐに適用されます。

名前、ユーザロケール、PINなど、Cisco Unified Communications Manager Assistant以外
のユーザ設定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco
UnifiedCommunicationsManagerAssistantからログアウトし、もう一度ログインするまで
変更内容は反映されません。

（注）

CUCM Assistant 設定の更新
アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant情報を更新するには、次の手順を
実行します。アシスタントの Cisco Unified Communications Manager Assistant以外の情報の更新に
ついては、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』のエンド
ユーザの設定に関連するトピックを参照してください。
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手順

ステップ 1 情報を更新するアシスタントを検索するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ペー
ジで、[ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ(End User)]を選択します。

ステップ 2 [ユーザの検索/一覧表示(Find andListUsers)]ウィンドウで、[検索(Find)]ボタンをクリックします。
このウィンドウには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerで設定されているすべてのエンドユー
ザが表示されます。

ステップ 3 [ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンドウで、情報を更新するアシスタントを選択
します。 [エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [アシスタントの設定(Assistant
Configuration)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
選択したユーザの [アシスタントの設定(Assistant Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 デバイス名、インターコム回線、マネージャ関連付け情報など、変更対象の情報を更新します。

ステップ 6 [保存(Save)]ボタンをクリックします。
更新した内容は、すぐに適用されます。

自動設定の実行中、システムは自動的に Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータ
の設定に基づいてソフトキーテンプレートおよびインターコム回線を設定し、インター

コム回線用のスピーカフォンの自動応答を設定します。自動設定を使用しない場合は、

[自動設定(Automatic Configuration)]チェックボックスをオフにします。

（注）

名前、ユーザロケール、PINなど、Cisco Unified Communications Manager Assistant以外
のユーザ設定が変更された場合、ユーザ（マネージャまたはアシスタント）が Cisco
UnifiedCommunicationsManagerAssistantからログアウトし、もう一度ログインするまで
変更内容は反映されません。

（注）

ダイヤルルールの設定

管理者は、ダイヤルルールの設定を使用して、ダイヤルルールの優先順位を追加およびソートで

きます。 Cisco Unified Communications Manager Assistantのダイヤルルールは、アシスタントがダ
イヤルする電話番号に対して数字を自動的に除去したり追加したりします。たとえば、7桁の電
話番号の先頭に、外線発信用の数字 9を自動的に追加するというダイヤル規則を設定できます。

『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』には、ダイヤルルールに関する追加情
報が説明されています。
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CUCM Assistant のマネージャおよびアシスタントへの情
報提供

URLにアクセスして、Cisco Unified Communications Manager Assistantの Assistant Consoleアプリ
ケーションをインストールします。管理者は、AssistantConsoleプラグインのインストール, （358
ページ）に示す URLをアシスタントに通知します。

Assistant Consoleアプリケーションのインストールプログラムでは、Microsoft Internet Explorer
7、Internet Explorer 8、Firefox 3.x、および Safari 4.xをサポートしています。

（注）

Assistant Console プラグインのインストール
Assistant Consoleアプリケーションのインストールでは、Internet Explorer 7、Microsoft Internet
Explorer 8、Firefox 3.x、および Safari 4.xをサポートしています。アプリケーションは、Windows
7、Windows XP、Windows Vista、または Apple MAC OS Xを実行する PCにインストールできま
す。

以前の 5.xまたは 6.xバージョンの Assistant Consoleアプリケーションは、Cisco Unified
Communications Manager 7.1と連携します。ただし、7.1プラグインをインストールする場合は、
その前に、以前の 5.xまたは 6.xバージョンのAssistantConsoleアプリケーションをアンインストー
ルする必要があります。

以前のバージョンのAssistant Consoleアプリケーションは、Windows Vistaでは動作しません。 PC
がWindows Vistaを実行している場合は、プラグインをインストールしてください。

Cisco Unified CallManagerリリース 4.xから Cisco Unified Communications Manager 7.1へアップグ
レードしたら、その後に、AssistantConsoleプラグインをインストールする必要があります。プラ
グインをインストールする前に、4.xバージョンの Assistant Consoleアプリケーションをアンイン
ストールする必要があります。

以前のバージョンのAssistantConsoleアプリケーション（6.0(1)、4.x、または 5.1(3)よりも前の 5.x
バージョン）をアンインストールする場合は、[スタート]> [プログラム]> [CiscoUnifiedCallManager
Assistant] > [Assistant Consoleのアンインストール]を選択します。

5.1(3)または 6.1(x)の Assistant Consoleアプリケーションをアンインストールするには、[コント
ロールパネル]に移動して削除します。

Assistant Consoleアプリケーションが動作するには、C:\Program Files\Cisco\Cisco Unified
Communications Managerに JRE1.4.2_05が存在している必要があります。

ヒント

Assistant Consoleアプリケーションをインストールするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Assistant Consoleアプリケーションをインストールする PCから、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページを参照し、[アプリケーション(Application)] > [プラグイン(Plugins)]を選択し
ます。

ステップ 2 Cisco Unified CommunicationsManager Assistantプラグインの [ダウンロード(Download)]リンクをク
リックし、実行ファイルを適切な場所に保存します。

ステップ 3 実行ファイルを検索して実行します。

アプリケーションをWindows Vista PCにインストールする場合、セキュリティウィン
ドウが表示されることがあります。インストールを許可して続行します。

ヒント

インストールウィザードが表示されます。

ステップ 4 [Welcome]ウィンドウで、[Next]をクリックします。

ステップ 5 使用許諾契約に同意して、[Next]をクリックします。

ステップ 6 アプリケーションのインストール先となる場所を選択します。インストール先を選択した後、

[Next]をクリックします。
デフォルトでは、アプリケーションは C:\Program Files\Cisco\ Unified Communications
Manager Assistant Consoleにインストールされます。

ヒント

ステップ 7 アプリケーションをインストールするには、[Next]をクリックします。
インストールが開始します。

ステップ 8 インストールが完了したら、[完了(Finish)]をクリックします。
AssistantConsoleを起動するには、デスクトップアイコンをクリックするか、[スタート]
メニューの [プログラム]で、[Cisco Unified CommunicationsManager Assistant] > [Assistant
Console]を選択します。

ヒント

アシスタントがコンソールにログインする前に、Cisco IP Manager Assistantサービスが
アクティブになっている Cisco Unified Communications Managerサーバのポート番号およ
び IPアドレス、またはホスト名をアシスタントに通知します。アシスタントは、コン
ソールへの初回ログイン時に、[Cisco Unified Communications Manager Assistant Serverの
ポート(Cisco Unified Communications Manager Assistant Server Port)]および [Cisco Unified
Communications Manager Assistant Serverのホスト名またはIPアドレス(Cisco Unified
Communications Manager Assistant Server Hostname or IP Address)]フィールドに情報を入
力する必要があります。

ヒント

アシスタントがコンソールにログインする前に、コンソールにログインするために必要

なユーザ名とパスワードをアシスタントに通知します。

ヒント

[CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantの設定(CiscoUnifiedCommunicationsManager
Assistant Settings)]ウィンドウの [詳細設定(Advanced)]タブで Assistant Consoleのトレー
スを有効にできます。

ヒント
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Assistant Console ダイアログオプション
アシスタントコンソールには、次のオプションを含むダイアログが表示されます。

• [インストール先(Location to Install)]：Assistant Consoleソフトウェアのインストール先となる
ディレクトリのパス。デフォルトでは、次のパスが指定されます。

c:\Program Files\Cisco\Unified Communications Manager Assistant Console

• [デスクトップショートカットの作成(Create Desktop Shortcut)]：デフォルト値は [True]。この
パラメータは、アシスタントコンソールでショートカットを作成するかどうかを指定しま

す。

• [スタート]メニューのショートカットの作成(Create StartMenu Shortcut)]：デフォルト値は
[True]。このパラメータによって、[スタート]メニュー（[スタート] > [プログラム] > [Cisco
Unified Communications Manager Assistant] > [Assistant Console]）にショートカットを作成する
かどうかが決まります。

• [JREのインストール(Install JRE)]：デフォルト値は [True]。このパラメータによって、Unified
CM Assistantアシスタントコンソールとともに JREをインストールするかどうかを指定しま
す。このオプションをオフにする場合は、アシスタントコンソールで次の設定が必要です。

◦アシスタントコンソールへの JRE 1.4.2_05（国際バージョン）のインストール

◦アシスタントコンソールでの環境変数 Assistant_JREの作成（この環境変数は JREへの
パス（たとえば、c:\Program Files\Jave\j2re1.4.2_05）を示します）

マネージャの設定

マネージャは、次のURLを使用して、[マネージャの設定(Manager Configuration)]ウィンドウで機
能の個人用設定をカスタマイズできます。

https://<Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバ>:8443/ma/desktop/maLogin.jsp

変数の意味は、次のとおりです。

Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバには、Cisco IP Manager Assistantサービスを
実行しているサーバの IPアドレスを指定します。

Manager Configurationでは、Microsoft Internet Explorer 6.0以降のみをサポートしています。（注）

管理者は、この URLをマネージャに通知する必要があります。
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第 13 章

Cisco Unified Communications Manager
Auto-Attendant

この章では Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantについて説明します。この自動
アテンダント機能により、発信者は電話受付係と話をせずに組織内の人物を検索できます。発

信者に対して再生されるプロンプトはカスタマイズできますが、このソフトウェアが発信者と対

話する方法はカスタマイズできません。

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantは、Cisco Unified Communications Manager 5
agent Cisco Unified Contact Center Express Bundleにある Cisco Unified Communications Managerと
セットで販売されています。

この章では、CiscoCustomerResponseSolutions（CRS）5.0上で動作するCiscoUnifiedCommunications
Manager Auto-Attendantについて説明します。詳細については、Cisco Customer Response Solutions
のマニュアルを参照してください。

Cisco Unified Communications Managerがサポートする Cisco CRSのバージョンについては、
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/systems/unified/iptmtrix.htmを
ご覧ください。

（注）

• CUCM Auto-Attendantの設定, 362 ページ

• CUCM Auto-Attendant機能, 363 ページ

• CUCM Auto-Attendantのシステム要件, 365 ページ

• CUCM Auto-Attendantのインストール, 365 ページ

• CUCM Auto-Attendantおよび Cisco CRSエンジンの設定, 365 ページ

• CUCM Auto-Attendantの管理, 365 ページ

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
361



CUCM Auto-Attendant の設定
Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantは、発信者が電話受付係と話をせずに組織内
の人物を検索できる、シンプルな自動アテンダントです。発信者に対して再生されるプロンプト

はカスタマイズできますが、このソフトウェアが発信者と対話する方法はカスタマイズできませ

ん。

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantは、Cisco Unified Communications Manager 5
agent Cisco Unified Contact Center Express BundleにあるCisco Unified CommunicationsManagerとセッ
トで販売されています。

次の手順を実行して、Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerをインストールし、設定します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerユーザを設定します。

ステップ 3 Cisco Customer Response Solutions（CRS）Engineを設定します。 Cisco Unified Communications
Manager Auto-Attendantを使用するには、Cisco CRSをインストールして設定しておく必要があり
ます。 Cisco CRS Engineは、ソフトウェア、およびソフトウェアからテレフォニーシステムへの
接続を制御します。

•必要に応じて、クラスタを設定する。

•サーバを設定する。

• Unified CMテレフォニーコール制御グループを追加する。

• Cisco Media Terminationサブシステムをプロビジョニングする。

•新規 Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantを追加する。

• Unified CMテレフォニートリガーを設定する。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantをカスタマイズして、Auto-Attendantのプロ
ンプトを自動アテンダントの使用状況に適したものにします。

• Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantのインスタンスを変更する。

• Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantのプロンプトを設定する。

◦ウェルカムプロンプトの録音

◦ウェルカムプロンプトの設定

◦音声名のアップロード
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関連トピック

CUCM Auto-Attendantの設定, （362ページ）

CUCM Auto-Attendant 機能
Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantは、Cisco Unified Communications Managerと
連携して、特定の電話内線宛のコールを受信します（次の図を参照）。発信者と対話して、発信

者が組織内の通話相手の内線番号を検索し、選択できるようにします。

この項では、Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantについて説明します。

図 22：Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantの使用

CUCM Auto-Attendant の概要
Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantは次の機能を提供します。

•コールに応答する。

•ユーザが設定可能なウェルカムプロンプトを再生する。

•発信者に対して、次の 3つのアクションのいずれかを実行するように求めるメインメニュー
プロンプトを再生する。

◦ 0を押してオペレータを呼び出す。

◦ 1を押して内線番号を入力する。

◦ 2を押して名前を入力する。

•発信者が名前入力を選択した（2を押した）場合は、発信者の入力した文字と、利用可能な
内線番号に対して設定されている名前を比較する。
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◦一致する名前が存在する場合は、一致したユーザに転送することを通知する。発信者
は、転送を停止するには 2秒以内にいずれかの DTMFキーを押します。発信者が転送
を停止しない場合、システムは明示的な確認処理を実行します。ユーザに対して、名前

を確認するように求め、コールをユーザのプライマリ内線に転送します。

◦一致する名前が複数存在する場合は、発信者に対して、正しい内線を選択するように求
める。

◦一致する名前が多すぎる場合は、発信者に対して、さらに文字を入力するように求め
る。

•発信者が宛先を指定し終わったら、コールを転送する。

◦回線がビジーになっている場合またはインサービスでない場合は、発信者に状況を通知
し、メインメニュープロンプトをもう一度再生する。

CUCM Auto-Attendant のコンポーネント
CiscoCustomerResponse Solutions（CRS）プラットフォームは、CiscoUnifiedCommunicationsManager
Auto-Attendantの実行に必要なコンポーネントを提供します。このプラットフォームは、IP対応
のマルチメディア（音声/データ/Web）カスタマーケアアプリケーション環境を提供します。

Cisco CRSは、Cisco CRSプラットフォーム上の製品である Cisco Unified Contact Center Express
と Cisco Unified IP IVRの名前で販売されています。

（注）

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantは、Cisco CRSプラットフォームの 3つの主
要コンポーネントを利用しています。

•ゲートウェイ：Unified Communicationsネットワークを公衆電話交換網（PSTN）およびその
他の構内電話システム（構内交換機（PBX）など）に接続します。ゲートウェイは、別途購
入する必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerサーバ：IP Phoneの実装、ゲートウェイの管理、電話
システムに対するフェールオーバーサービスと冗長化サービスの提供、および Voice over IP
トラフィックの Cisco CRSシステムへの送信に必要な機能を備えています。 Cisco Unified
Communications Managerは、別途購入する必要があります。

• Cisco CRSサーバ：Cisco Unified CommunicationsManager Auto-Attendantを実行するCisco CRS
エンジンを備えています。 Cisco CRSサーバと Cisco CRSエンジンは Cisco Unified
Communications Manager Auto-Attendantのパッケージに含まれています。

Cisco CRS Platformの詳細については、インストールガイドと設定ガイドを参照してください。
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CUCM Auto-Attendant のシステム要件
Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantが動作するには、次のソフトウェアコンポー
ネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco CRSリリース 5.0

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantは、Cisco Media Convergence Server（Cisco
MCS）プラットフォームまたはシスコ認定サーバ上で動作します。

次に示すシスコ製品のマニュアルを参照してください。

•『Installing Cisco Unified Communications Manager』

•『Installing Cisco Business Edition 5000』

• Cisco CRSの各インストレーション/コンフィグレーションガイド

CUCM Auto-Attendant のインストール
インストールの必要はありません。 Auto-Attendantは、標準で 5 Seat Bundleとセットで販売され
ています。詳細については、『Cisco Customer Response Solutions Administration Guide, Release
5.0(1)』および『Cisco Customer Response Solutions Installation Guide』を参照してください。

CUCM Auto-Attendant および Cisco CRS エンジンの設定
Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantを設定するには、CUCM Auto-Attendantの設
定, （362ページ）を参照してください。

CUCM Auto-Attendant の管理
Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendantを管理するには、Cisco CRS Administrationを
使用します。このインターフェイスを利用して次のタスクを実行する方法については、オンライ

ンヘルプを参照してください。次の表で、管理タスクを説明します。
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表 31：Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant の管理

コマンド（Cisco CRS Administration のメイン
ウィンドウ内）

目的操作

[システム(System)] > [コントロールセンタ
(Control Center)]を選択し、左側のメニューで
[Cisco CRS Engine]をクリックします。表示
されるリストで、「CRS Engine」を検索しま
す。 [ステータス(Status)]カラムが右向きの三
角形のボタンになっている場合、そのエンジ

ンは動作しています。

このカラムに四角形が表示されている場合、

エンジンは動作していません。エンジンを再

起動するには、「CRSEngine」の横のオプショ
ンボタンをクリックし、[リスタート(Restart)]
をクリックします。

動作しているエンジンを停止する場合は、

「CRS Engine」の横のオプションボタンをク
リックし、[停止(Stop)]をクリックします。

自動アテンダントを機能

させるには、このエンジ

ンを実行する必要があり

ます。エンジンを停止し

て再起動すると、問題の

解決やトラブルシュー

ティングに役立ちます。

Cisco CRSエンジンの
起動と停止

[システム(System)] > [システムパラメータ
(System Parameters)]を選択します。

問題を解決するために、

エンジンの設定を変更し

ます。

Cisco CRS Engineの設
定の変更

[システム(System)] > [トレース(Tracing)]を選
択し、次に [トレースファイルの設定(Trace
File Configuration)]をクリックします。詳細に
ついては、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

トラブルシューティング

情報を収集するためのト

レースファイルを設定し

ます。

トレースファイルの

設定

[システム(System)] > [コントロールセンタ
(Control Center)]を選択し、次にサーバ名をク
リックします。 [サーバのトレース(Server
Traces)]リンクをクリックします。作成した
トレースファイルを選択してください。

トレースファイルを表示

して、トレース結果を参

照します。

トレースファイルの

表示

[ツール(Tools)] > [リアルタイムレポート
(Real-Time Reporting)]を選択します。 Real
TimeReportingの使用方法については、オンラ
インヘルプを参照してください。

リアルタイムレポートモ

ニタをインストールする

と、実行されているシス

テムのパフォーマンスを

監視できます。

リアルタイムのパ

フォーマンス監視
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第 14 章

Cisco Unified Mobility

この章では、Cisco Unified CommunicationsManagerの豊富なコール制御機能をモバイルワーカー
の主要な作業場所であるデスク電話から彼らが選択した任意の場所またはデバイスに拡張する

Cisco Unified Mobilityに関する情報を提供します。

たとえば、Cisco UnifiedMobilityは、ユーザの携帯電話番号をユーザの業務用 IP電話の番号に関
連付けます。その後で、Cisco Unified Mobilityは着信コールを転送してユーザの携帯電話と業務
用電話を呼び出します。つまり、発信者の電話番号が 1つだけユーザの元に到着します。すべ
ての指定デバイスで応答されなかったコールは、（モバイルボイスメールボックスではなく）

ユーザの企業用ボイスメールボックスにリダイレクトされます。

管理者は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページのウィンドウを使用してエンド
ユーザ用の設定を構成することにより、以前は Cisco Unified MobilityManagerと呼ばれていた
Cisco Unified Mobilityを設定できます。エンドユーザは、Cisco Unified CMのユーザオプション
のウィンドウを使用して独自の個人用設定を構成できます。

Cisco Unified Mobilityは、この章で説明する複数の機能で構成されています。この章では、管理
者が従うべき設定手順の概要について説明します。

エンドユーザが Cisco Unified CMのユーザオプションのウィンドウを使用して電話機の Cisco
Unified Mobility設定を構成するための手順については、特定の Cisco Unified IP Phoneモデルに関
するユーザガイドを参照してください。

Cisco Unified Mobilityに関連する機能や Cisco Unified Mobility Advantageおよび Cisco Unified
Mobile Communicatorの追加設定を必要とする機能の説明および設定については、CiscoUnified
Mobility AdvantageとCisco UnifiedMobile Communicatorの統合, （449ページ）の章を参照して
ください。この章では、CiscoUnifiedMobilityAdvantageおよびCiscoUnifiedMobileCommunicator
の設定が説明されている他のマニュアルについても記載しています。

（注）

• Cisco Unified Mobilityの設定, 368 ページ

• Cisco Unified Mobility機能, 369 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 397 ページ
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• システム要件, 405 ページ

• VoLTE IMSモバイルデバイス向け HCS補足サービス, 405 ページ

• HCS非通知着信拒否 ISCトランク, 410 ページ

• Cisco Unified Mobility Managerからの移行, 411 ページ

• Cisco Unified Mobilityの設定, 412 ページ

Cisco Unified Mobility の設定
Cisco Unified Mobilityは、着信 IPコールを Cisco Unified Communications Managerから携帯電話な
どの最大 10台の指定されたクライアントデバイスにリダイレクトできるようにします。 Cisco
Unified Mobility機能の詳細については、Cisco Unified Mobility機能のリスト, （371ページ）を参
照してください。

Cisco Unified Mobilityを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unifiedサービスアビリティで Cisco Unified Mobile Voice Access Serviceをアクティブにしま
す。このサービスは、クラスタの最初のノード上でアクティブにする必要があります。

ステップ 2 ユーザアカウントを設定します。

[エンドユーザの設定(EndUserConfiguration)]ウィンドウで、[モビリティの有効化(Enable
Mobility)]チェックボックスおよび [モバイルボイスアクセスの有効化(EnableMobileVoice
Access)]チェックボックスがオンになっていることを確認してください。

（注）

[モビリティの有効化(Enable Mobility)]チェックボックスをオンにすると、User Connect
License（UCL）に対するトリガーが発生し、モバイルコネクト用のライセンシングが
提供されます。

（注）

ステップ 3 各アクセスリストをモバイルコネクトユーザに割り当て、リストを許可するか拒否するかを指

定することによって、モバイルコネクト用のアクセスリストを作成します。

ステップ 4 リモート接続先プロファイルを作成し、各ユーザをプロファイルに割り当てます。

ステップ 5 ユーザのデスクトップの電話番号（DN）を関連付けます。

ステップ 6 すでに定義したプロファイルを設定の一部として選択することで、リモート接続先を追加します。

ステップ 7 [サービスパラメータ設定(Service ParameterConfiguration)]ウィンドウで、次の作業を実行します。

• [Enable Mobile Voice Access]に対して [True]を選択し、モバイルボイスアクセス（MVA）番
号を入力します。この番号は、エンドユーザがモバイルボイスアクセスに到達するために

使用するダイヤルイン（DID）番号です。

モバイルボイスアクセスコールを発信するには、これらのサービスパラメータを設定

し、さらに [エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウで [モバイルボイス
アクセスの有効化(Enable Mobile Voice Access)]チェックボックスをオンにする必要があ
ります。

（注）
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• [Enable Enterprise Feature Access]に対して [True]を選択し、リモート接続先からの保留、再
開、転送、および会議機能を有効にします。

ステップ 8 モバイルボイスアクセス用の電話番号を設定します。

ステップ 9 代替策として、サービスパラメータおよびエンタープライズ機能アクセス（EFA）DID電話番号
を設定することにより、エンタープライズ機能アクセス 2段階ダイヤリング（別名：エンタープ
ライズ機能アクセス）を設定します。

エンタープライズ機能アクセスはモバイルボイスアクセスと同じ機能を提供しますが、

対話型音声応答（IVR）コンポーネントはサポートしていません。また、エンタープラ
イズ機能アクセスでは、H.323ゲートウェイの設定も VoiceXML（VXML）の設定も必
要ありません。

（注）

ステップ 10 デュアルモードフォンのハンドオフに対してモビリティを設定します。

ステップ 11 モバイルコネクトを使用する電話機ユーザ向けにモビリティソフトキーを設定します。

ステップ 12 ユーザ向けにTime-of-Dayアクセスを設定します。これを行うには、[リモート接続先の設定(Remote
Destination Configuration)]ウィンドウの [モバイルコネクトが有効になっている場合(When Mobile
Connect is Enabled)]ペインにある各フィールドを使用します。

関連トピック

Cisco Unified Mobilityの設定, （368ページ）
アクセスリストの設定と削除, （412ページ）
リモート接続先プロファイルの設定, （416ページ）
電話番号とリモート接続先プロファイルの関連付け, （422ページ）
リモート接続先の設定と削除, （422ページ）
モバイルボイスアクセスの電話番号の設定, （430ページ）
エンタープライズ機能アクセス 2段階ダイヤリングの設定, （438ページ）
ハンドオフモビリティ設定, （441ページ）
モビリティソフトキーの設定, （447ページ）

Cisco Unified Mobility 機能
ここでは、CiscoUnifiedMobility機能について説明します。管理者は、CiscoUnifiedCommunications
Managerの管理ページのウィンドウを使用して、エンドユーザ向けの Cisco Unified Mobilityの基
本設定を構成します。

用語

下の表は、Cisco Unified Mobilityに関連した用語の定義を示しています。
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表 32：定義

定義用語

リモート接続先への送信が許可またはブロックされている電話番号を指

定したリスト。

アクセスリスト

単一のユーザに関連付けられているさまざまな Unified Communications
クライアント間で音声、ビデオ、会議などのセッション/会話を転送す
ること。

セッションハンドオフ

ユーザがリモート接続先からコール中の機能（保留、復帰、転送、会

議、ダイレクトコールパーク）、2段階ダイヤリング、およびモバイ
ルコネクトのアクティブ化および非アクティブ化にアクセスできるよ

うにする機能。

この方法では、ユーザはキーパッド入力を要求されることはありません

が、必要なキーシーケンスを認識しておく必要があります。

エンタープライズ機能

アクセス

ユーザがデスク電話またはリモート接続先で着信コールに応答するこ

と、および接続を中断せずに進行中のコールをデスク電話またはリモー

ト接続先で取得することを可能にする機能。

モバイルコネクト

企業を介した 2段階ダイヤルコールを開始するため、およびモバイル
コネクト機能をアクティブまたは非アクティブにするために使用される

対話型音声応答（IVR）システム。

モバイルボイスアクセ

ス

モバイルコネクトの応答およびピックアップに使用できる電話機、お

よびモバイルボイスアクセスや 2段階ダイヤリング用のエンタープラ
イズ機能アクセスを利用できる電話機。リモート接続先には、次のい

ずれかのデバイスが含まれる場合があります。

•シングルモードの携帯電話

•スマートフォン

•デュアルモードフォン

•デスク電話とは別のクラスタにある企業の IP Phone

• PSTNにおける自宅の電話番号

リモート接続先

ユーザのリモート接続先すべてに適用されるパラメータの集合。リモート接続先プロ

ファイル

呼び出しスケジュールをアクセスリストに関連付け、コールが受信さ

れた時刻にそのコールがリモート接続先に送達されるかどうかを決定す

る機能。

Time-of-Dayアクセス
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定義用語

ユーザ入力が可能なポップアップ表示。トースト

セッションハンドオフのタイプ

ツータッチセッションハンドオフ：このタイプでは、Unified Communicationsクライアントのプ
ロキシミティ検出ロジックが使用されません。同じユーザに割り当てられたすべてのデバイスで

呼び出し音が鳴り、そのうち最初に受け入れたデバイスがコールを受信します。

Cisco Unified Mobility 機能のリスト
ここでは、管理者が Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページを使用して設定する Cisco
Unified Mobility機能のリストを提示します。

以下の機能は、元々は Cisco Unified MobilityManagerの一部でしたが、現在は Cisco Unified
Communications Managerに移動されています。

•モバイルコネクト：この機能を使用すると、ユーザは 1つの電話番号を使用して業務上の
コールを管理し、進行中のコールをデスク電話と携帯電話で取得できます。詳細について

は、モバイルコネクト, （374ページ）を参照してください。

•デスクトップコールピックアップ：ユーザはアクティブなコールの接続中に、接続を中断
せずにデスク電話と携帯電話を切り替えることができます。使用時のニーズに応じて、オ

フィスの有線電話の信頼性、または携帯電話の機動性を利用できます。詳細については、デ

スクトップコールピックアップ, （376ページ）を参照してください。

•携帯電話へのコールの送信：ユーザはモビリティソフトキーを使用して IPPhoneでこの機能
にアクセスします。この機能を使用すると、リモート接続先でのピックアップがトリガーさ

れ、ユーザはアクティブなモビリティコールをユーザのデスク電話から設定済みのリモート

接続先の電話機に移送できるようになります。詳細については、携帯電話へのコールの送

信, （377ページ）を参照してください。

•モバイルボイスアクセス：この機能を使用すると、モバイルコネクト機能が拡張され、対
話型音声応答（IVR）システムを使用して企業を介した2段階ダイヤルコールを開始したり、
モバイルコネクト機能をアクティブまたは非アクティブにしたりすることができます。詳

細については、モバイルボイスアクセス, （377ページ）を参照してください。

•アクセスリスト：ユーザは、指定されたリモート接続先で着信コールの呼び出し音が鳴るよ
うにする発信者のグループを制限できます（許可アクセスリスト）。一方、リモート接続先

で着信コールの呼び出し音が鳴らないようにする発信者のグループを制限することもできま

す（拒否アクセスリスト）。各リモート接続先は、ユーザのデスク電話からの転送を受け

入れるように設定可能な携帯電話またはその他の電話機です。

Cisco Unified Communications Managerは以下の Cisco Unified Mobility機能をサポートしています。
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• Dual Tone MultiFrequency（DTMF）でのコール中のエンタープライズ機能アクセスのサポー
ト：次のDTMF機能のコードをサービスパラメータとして設定できます。企業保留（デフォ
ルトは *81）、企業排他保留（デフォルトは *82）、復帰（デフォルトは *83）、転送（デ
フォルトは*84）、および会議（デフォルトは*85）。詳細については、コール中のエンター
プライズ機能アクセスのサポート, （378ページ）を参照してください。

*81は企業保留を指定します。企業保留が呼び出されると、ユーザはデスク
電話でコールを再開できます。 *82は企業排他保留を指定します。企業排他
保留が呼び出されると、デスク電話ではコールを再開できません。企業保留

になっているモビリティコールがこの状態で切断された場合、ユーザはデス

ク電話でコールを再開できます。一方、企業排他保留になっているモビリティ

コールがこの状態で切断された場合、ユーザはデスク電話でコールを再開で

きません。

（注）

• 2段階ダイヤリング：スマートフォンの 2段階ダイヤリングでエンタープライズ機能を利用
できます。 2段階ダイヤリングを使用すると、スマートフォンがビジネスモードの場合に、
スマートフォンのコールを Cisco Unified Communications Managerから発信できるようになり
ます。スマートフォンは、Cisco Unified Communications Managerのエンタープライズ機能ア
クセス番号をダイヤルしてから、接続先番号をダイヤルします。詳細については、2段階ダ
イヤリング, （378ページ）を参照してください。

•デュアルモードフォンのサポート：CiscoUnifiedMobilityはデュアルモードフォンをサポー
トしています。

•デュアルモードフォンでのコールの手動ハンドオフ：デュアルモードデバイスには、PSTN
から無線LAN（WLAN）に（またはその逆に）コールを手動で渡すオプションが用意されて
います。

• Time-of-Dayアクセス：モバイルコネクト機能が有効なときに、関連付けられた電話番号が
時刻アクセスベースの設定に基づいてコールされた場合、コールはリモート接続先に送達さ

れます。詳細については、Time-of-Dayアクセス, （379ページ）を参照してください。

• DTMFを介したダイレクトコールパーク：この機能を携帯電話ユーザが使用すると、パー
クされる側をパークコードに転送することによってコールをパークできるようになるため、

コールを後で取得できます。この機能は、標準の Cisco Unified Communications Managerダイ
レクトコールパーク機能と DTMF機能を組み合わせたものです。 DTMF機能を介したダイ
レクトコールパークのサポートでは、コール中のエンタープライズ転送機能を利用します。

詳細については、DTMFを介したダイレクトコールパーク, （381ページ）を参照してくだ
さい。

• SIP URIダイヤル：この機能は、Cisco UnifiedMobilityの新しいリモート接続先タイプとして
SIP URIをサポートします。詳細については、SIP URIダイヤル, （383ページ）を参照して
ください。

•インテリジェントセッション制御：この機能は、企業から携帯電話に直接発信されたコール
の動作を変更し、そのようなコールをユーザのデスク電話の番号にアンカーします（この機

能を実装する前は、企業ユーザが携帯電話に直接コールを発信した場合、そのコールは通常
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の発信PSTNコールのように扱われていました。つまり、コールは携帯電話にだけ送信され、
ユーザのデスク電話にアンカーされず、モバイルユーザはモビリティ機能を呼び出すことが

できませんでした）。このようなコールの間、ユーザは携帯電話からコール中機能やセッ

ションハンドオフなどのモビリティ機能を呼び出すことができます。詳細については、イ

ンテリジェントセッション制御, （384ページ）を参照してください。

•セッションハンドオフ：この機能は、Cisco Unified Personal Communicator（ソフトフォン
モードと CTI制御モードの PC上で動作する）、Cisco Unified Mobile Communicator（携帯電
話で動作する）、Cisco Unified IP Phoneシリーズ 9900電話機、SIPを実行している従来の電
話機などのさまざまな Unified Communicationsクライアント間で音声、ビデオ、および会議
のセッションや会話をやり取りできるようにすることによって、これまでの Cisco Unified
Communications Managerでの経験を活かせるようにします。

会話は、携帯電話からそれ以外のUnifiedCommunicationsクライアントに移動できます。ユー
ザが所有し、同じ回線を共有するすべてのデバイスで呼び出し音が鳴るか、またはトースト

が表示されます。このうち最初に受け入れたデバイスがコールに応答します。コールに対す

る応答があると、他のすべての共有回線デバイスがリモート使用中モードになります。詳細

については、セッションハンドオフ, （387ページ）を参照してください。

実際にセッションをハンドオフできる唯一のクライアントは、CiscoUnifiedMobileCommunicator
である（Cisco Unified Communications Managerにアンカーされた DTMFパスを持つ唯一のク
ライアントであるため）ことに注意してください。 Cisco Unified Personal Communicatorと
9900シリーズのCiscoUnified IP Phoneはどちらもセッションハンドオフを開始できません。
ただし、これらのデバイスでは、着信セッションハンドオフは処理できます。

Cisco Unified Mobility 機能の利点
CiscoUnifiedMobilityでは、企業の電話通信と携帯電話通信を柔軟に管理できます。これらの電話
通信におけるその他の機能と利点は次のとおりです。

•デスクトップ同時呼び出し：コールが着信すると、IP Phoneの内線番号と指定の携帯電話で
同時に呼び出し音が鳴ります。ユーザが一方の回線に応答すると、応答しなかった回線では

呼び出し音が自動的に停止します。ユーザは、コールが着信するたびに適切なデバイスを選

択できます。

•企業のボイスメールボックスの統合：企業のボイスメールボックスを、統合された 1つの
ボイスメールボックスとして、デスクトップデバイスや設定済みのリモートデバイスへの

コールなど、あらゆる業務に使用することができます。着信コールの発信者は、わかりやす

い方法で従業員に連絡できるようになり、ユーザは、時間をかけずに複数のボイスメールシ

ステムをチェックできるようになります。

•システムリモートアクセス：ローカルの IP構内交換機（PBX）内線電話と同じように、ユー
ザの携帯電話からコールを開始できます。ユーザが開始するコールでは、ローカルの音声

ゲートウェイおよびWANトランキングを利用できるようになり、企業では、従業員による
コールの開始を追跡できるようになります。

•発信者 ID：システムは、すべてのコールに対して発信者 IDを保存および表示します。ユー
ザは、IP Phoneの所定の機能を損なうことなく、モバイルコネクトを利用できます。
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•リモートオン/オフ制御：モバイルコネクト機能のオンとオフを切り替えることができます。
詳細については、モバイルコネクト, （374ページ）を参照してください。

•コールトレース：モバイルコネクトコールの詳細情報がログに記録されます。この情報は、
企業でトランク使用率を最適化する場合や、接続の問題をデバッグする場合に役立ちます。

•モバイルコネクトコールのセキュリティとプライバシー：アクティブなモバイルコネクト
コールの接続中、関連付けられたデスクトップ IP Phoneがセキュリティで保護されるように
なります。携帯電話の接続がアクティブになるとすぐに、デスクトップからはコールにアク

セスできなくなります。したがって、携帯電話に接続されたコールを不正な人物が傍受する

可能性はなくなります。

モバイルコネクト

モバイルコネクトを使用すると、ユーザはデスク電話または携帯電話で着信コールに応答するこ

と、および接続を中断せずに進行中のコールをデスク電話または携帯電話で取得できます。

符号分割多重接続（CDMA）電話やモバイル通信用グローバルシステム（GSM）電話を含む
携帯電話は、モバイルコネクトとモバイルボイスアクセスに使用できます。ただし、互換性

を確保するためにCisco Unified CommunicationsManagerでタイマー設定を変更することが必要
になる場合があります。リモート接続先の設定と削除, （422ページ）を参照してください。

（注）

モバイルコネクトを有効化および無効化する方法

モバイルコネクト機能の有効化および無効化には、次の方法を使用できます。このリストは、管

理者およびエンドユーザが使用できる方法を示しています。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページのウィンドウ。 [デバイス(Device)] > [電
話(Phone)]のメニューパスを指定し、[モバイルコネクトの有効化(Enable Mobile Connect)]
チェックボックスをオン（モバイルコネクトを有効）にするか、またはこのチェックボック

スをオフ（モバイルコネクトを無効）にして、Cisco Unified Mobile Communicatorのモビリ
ティ IDを設定します。

• Cisco Unified CMのユーザオプションのウィンドウ：URLは http://<Unified CM IPアドレス
>/ccmuserです。アプリケーション内で、[ユーザオプション(User Options)] > [モビリティ設
定(Mobility Settings)] > [リモート接続先(Remote Destination)] > [モバイルコネクトの有効化
(Enable Mobile Connect)]メニューパスを指定します。

•デスク電話で [モビリティ]ソフトキーを使用。設定には、次のメニューオプションを使用
します。

◦ [デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を使用し、[ソフトキーテンプレート(SoftkeyTemplate)]
フィールドでモビリティソフトキーテンプレートを指定します。

◦ [デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を使用し、リモート接続先プロファイルではデスク
電話のオーナーユーザ IDと同じモビリティユーザ IDを割り当てます。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
374

Cisco Unified Mobility
モバイルコネクト



•携帯電話でモバイルボイスアクセスを使用（IVRプロンプトを使用、2で有効化、3で無効
化）

•携帯電話でエンタープライズ機能アクセスを使用（PINエントリ後、2で有効化、3で無効
化）。並び順は、<PIN>#2#または <PIN>#3#とします。

• Cisco Unified Mobile Communicatorクライアント：モバイルユーザが自身のモバイルコネク
トステータスを変更できます。詳細については、携帯電話からのモバイルコネクトの有効

化/無効化, （1028ページ）を参照してください。

モバイルコネクトステータス

ユーザの 1つ以上の設定済みリモート接続先がモバイルコネクトに対して有効になっている場
合、ユーザのデスク電話にモバイルコネクトが有効になっていることが表示されます。

RDNIS/Diversion ヘッダー

モバイルコネクト用のRDNISおよびDiversionヘッダーはCiscoUnifiedMobilityの機能を拡張し、
モバイルデバイスへの分岐されたコールに RDNISまたは Diversionヘッダー情報を含めます。
サービスプロバイダーとお客様は Cisco Unified Mobilityモバイルコネクトコールを行うエンド
ユーザの正しい課金のために、RDNISを使用します。

モバイルコネクトコールの場合、サービスプロバイダーは、発信者 IDが企業のダイヤルイン
（DID）範囲に属していなくても、RDNIS/Diversionヘッダーを使用して企業からのコールの発信
を承認および許可します。

RDNIS/Diversion ヘッダーの使用例

ユーザが次のように設定しているとします。

デスク電話の番号は 89012345です。

企業電話番号は 4089012345です。

リモート接続先番号は 4088810001です。

ユーザは、デスク電話の番号（89012345）でコールを受信します。このコールは、リモート接続
先（4088810001）でも呼び出し音を鳴らします。

ユーザが企業電話番号（4089012345）で企業電話以外の番号（5101234567）からのコールを受信
すると、デスク電話（89012345）が鳴り、コールがリモート接続先（4088810001）にも送達され
ます。

RDNIS/Diversionヘッダー機能を実装する前は、次のようにフィールドに値が入力されていまし
た。

Calling Party Number（SIPの場合は Fromヘッダー）：5101234567

Called Party Number（SIPの場合は Toヘッダー）：4088810001

RDNIS/Diversionヘッダー機能が実装された後は、Calling Party Numberフィールドと Called Party
Numberフィールドには以前と同様に値が入力されますが、次の追加フィールドに指定の値が入力
されます。
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Redirect Party Number（SIPの場合は Diversionヘッダー）：4089012345

このため、RDNIS/Diversionヘッダーにはリモート接続先に関連付けられた企業電話番号が指定さ
れます。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページでの RDNIS/Diversion ヘッダーの設定

モバイルコネクトコールのRDNISおよびDiversionヘッダー機能を有効にするには、CiscoUnified
Communications Managerの管理ページで以下の設定を行います。

すべてのゲートウェイおよびトランクで、[番号IE配信のリダイレクト -アウトバウンド(Redirecting
Number IE Delivery - Outbound)]チェックボックスをオンにすることが指定されている必要があり
ます。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、以下のメニューパスを辿ればこのチェッ
クボックスが表示されます。

• H.323およびMGCPゲートウェイの場合、[デバイス(Device)] > [ゲートウェイ(Gateway)]の順
に選択し、設定が必要なゲートウェイを探します。 [コールルーティング情報 -アウトバウン
ドコール(Call Routing Information - Outbound Calls)]ペインで、[番号IE配信のリダイレクト -
アウトバウンド(Redirecting Number IE Delivery - Outbound)]チェックボックスがオンであるこ
とを確認します。T1/E1ゲートウェイの場合、PRIプロトコルタイプ情報のペインの [番号IE
配信のリダイレクト -アウトバウンド(Redirecting Number IE Delivery - Outbound)]チェック
ボックスをオンにします。

• SIPトランクの場合、[デバイス(Device)] > [トランク(Trunk)]の順に選択し、設定が必要なSIP
トランクを探します。 [アウトバウンドコール(OutboundCalls)]ペインで、[Diversionヘッダー
配信のリダイレクト -アウトバウンド(RedirectingDiversionHeaderDelivery - Outbound)]チェッ
クボックスがオンであることを確認します。

モバイルコネクトの使用例

Cisco Unified Communications Managerがこの機能でサポートしている使用例については、モバイ
ルコネクトの使用例, （389ページ）を参照してください。

デスクトップコールピックアップ

ユーザは、携帯電話のコールを切るか、またはコール中の保留機能を使用してモビリティコール

を保留にすることにより、進行中のモビリティコールに対してデスクトップコールピックアッ

プを実行できます。携帯電話でコールを切るか、またはコールを終了した後、10秒（デフォル
ト）以内であればデスク電話でコールを再開できます。リモート接続先が切断されると、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerは関連付けられたデスク電話を保留状態にします。ユーザは、[復
帰]ソフトキーを押すと、コールを再開できます。 [エンドユーザの設定(End User Configuration)]
ウィンドウの [デスクピックアップの最大待機時間(Maximum Wait Time for Desk Pickup)]の設定に
よって、リモート接続先で切断された後、コールを保留状態のままにする時間が決まります。デ

フォルトは 10000ミリ秒（10秒）です。

または、コール中の保留機能（*81）を使用して携帯電話のコールを企業保留にしてから、デスク
電話でコールを再開することでも、デスクトップコールピックアップを実行できます。 Cisco

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
376

Cisco Unified Mobility
デスクトップコールピックアップ



Unified CommunicationsManagerが *81を受信すると、CiscoUnified CommunicationsManagerによっ
て関連するデスク電話が保留状態にされるため、ユーザはコールを再開できます。この方法を使

用すると、[デスクピックアップの最大待機時間(Maximum Wait Time for Desk Pickup)]のタイマー
は保留状態に適用されず、ユーザがコールを再開するまでコールは無期限に保留状態のままにな

ることに注意してください。

携帯電話へのコールの送信

ユーザは、携帯電話へのコールの送信機能を使用することにより、進行中のモビリティコールで

リモート接続先ピックアップを実行できます。これを行うには、ユーザはデスク電話の [モビリ
ティ]ソフトキーを押して、[携帯電話へコールを送信]を選択します。これにより、そのユーザに
設定されているすべてのリモート接続先宛てにコールが生成されます。ユーザは目的のリモート

接続先でこのコールに応答して、コールを続行できます。

デスク電話が携帯電話へのコールの送信機能を呼び出し、リモート接続先にデュアルモードのス

マートフォンが指定されている場合、次のように動作します。

•デュアルモードのスマートフォンがWi-Fiに登録されている場合、コールはデバイスのWi-Fi
側に送信されます。

•デュアルモードのスマートフォンがWi-Fiに登録されていない場合、コールはデバイスの携
帯電話側に送信されます。

モバイルボイスアクセス

モバイルボイスアクセスを使用すると、モバイルコネクト機能が拡張され、ユーザはデスク電

話からダイヤルする場合と同じように、携帯電話などのリモート接続先からコールを発信できる

ようになります。リモート接続先とは、モバイルコネクトの応答およびピックアップに使用でき

るように指定された電話機です。ユーザは、リモート接続先からモバイルボイスアクセスにダ

イヤルします。 Cisco Unified Communications Managerでユーザに割り当てられた個人識別番号
（PIN）を入力するように要求されます。認証が完了すると、ユーザは企業のデスク電話からコー
ルを発信する場合と同じダイヤリング方法を使用して、コールを発信できるようになります。

次のいずれかの条件に該当する場合、モバイルボイスアクセスにコールすると、ユーザはPINの
ほかに発信元の電話番号も入力するように要求されます。

•ユーザの発信元の番号が、ユーザのリモート接続先のいずれとも一致しない。

•番号がユーザまたはユーザの通信事業者によってブロックされている（「不明な番号」と表
示される）。

•番号がCiscoUnifiedCommunicationsManagerデータベース内の番号と正確には一致しない（た
とえば、ユーザの番号は 510-666-9999だがデータベースでは 666-9999となっている、また
は番号は 408-999-6666だがデータベースでは 1-408-999-6666となっている）。

•モバイルボイスアクセスがヘアピンモードで設定されている（ヘアピンモードで設定され
ているモバイルボイスアクセスを使用している場合、システムをコールしているユーザが
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自動的に発信者側 IDで識別されることはありません。代わりに、ユーザは手動で、PIN番
号を入力する前にリモート接続先番号を入力する必要があります）。

要求された情報（携帯電話の番号や PINなど）をユーザが 3回連続で誤入力すると、モバイルボ
イスアクセスコールは切断される可能性があり、ユーザは一定期間ロックアウトされることにな

ります（ユーザの資格情報によって、許可されるログイン試行回数が制御されます）。

IVRが使用されている場合、モバイルボイスアクセスはCisco Unified CommunicationsManager
の管理ページの [モバイルボイスアクセス(Mobile Voice Access)]ウィンドウ（[メディアリソー
ス(Media Resources)] > [モバイルボイスアクセス(Mobile Voice Access)]）の [選択済みのロケー
ル(Selected Locales)]ペインに表示される最初のロケールを使用します。たとえば、[選択済み
のロケール(Selected Locales)]ペインに最初に [Japanese Japan]と表示されている場合、Cisco
Unified Mobilityユーザは、コール中に IVRが使用されているときには日本語を受信します。

（注）

Cisco Unified Communications Managerがこの機能でサポートしている使用例については、モバイ
ルボイスアクセスの使用例, （390ページ）を参照してください。

コール中のエンタープライズ機能アクセスのサポート

ユーザは、コール中の機能を呼び出すことにより、エンタープライズメディアリソースおよび機

能を利用できます。リモート接続先からオーディオパスにインバンドでリレーされた後、エン

タープライズゲートウェイから Cisco Unified Communications Managerにアウトオブバンドでリ
レーされる DTMFディジットによって、コール中の機能が呼び出されます。 Cisco Unified
Communications ManagerでDTMFディジットが受信されると、適切なコール中機能がDTMF番号
シーケンスに基づいて簡単に使用できるようになります。このような機能には、転送されたコー

ルまたは会議に追加されたコールのコールレッグの追加または削除や、保留中コールの保留音の

ようなメディアリソースおよび会議ブリッジの必要に応じた呼び出しが含まれます。

Cisco Unified Communications Manager内のサービスパラメータで設定された機能アクセスコード
によって、コール中機能の DTMFコードシーケンスが決まります。

2 段階ダイヤリング
ユーザは、企業のテレフォニーインフラストラクチャを利用することにより、リモート接続先の

電話機から企業を介してコールを発信できます。 2段階ダイヤリングには次の利点があります。

•企業を介してコールを発着信できます。これにより、課金および呼詳細レコードを集中管理
できます。この機能を使用すると、国際電話が携帯電話のプランではなく企業に課金される

ようになり、これによってコスト節約の可能性が得られます。ただし、この機能では、携帯

電話における通常の分単位のローカルおよび長距離料金は削減されません。

•携帯電話番号を遠端側またはダイヤル先の電話機から隠すことができます。 2段階ダイヤル
コールでは、携帯電話番号が着信側に送信されるのではなく、ユーザの企業電話番号が着信
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側に送信されます。この方法を使用すると、ユーザの携帯電話番号を効果的に隠し、折り返

しのコールを企業内に留められるようになります。

Time-of-Day アクセス
アクセスリストは、モバイルコネクト機能が有効になっているリモート接続先までコールを送達

すべきかどうかを決定します。 Time-of-Dayアクセス機能は時間ベースの制御を伴い、時間を別
の決定要素として追加します。この機能により、管理者およびユーザはコールを、受信された時

刻に基づいてリモート接続先に到達させるべきかどうかを決定できます。

リモート接続先へのコールに関しては、リモート接続先の Time-of-Dayアクセス設定を決定する
ため、Time-of-Dayアクセス機能により呼び出しスケジュールが追加され、その呼び出しスケジュー
ルがアクセスリストに関連付けられます。

プロビジョニングプロセスは、次のエンティティのプロビジョニングを伴います。

•アクセスリスト

•リモート接続先（呼び出しスケジュールを設定し、その呼び出しスケジュールをリモート接
続先のアクセスリストに関連付ける）

Time-of-Dayアクセス機能は、既存のアクセスリスト機能の拡張版として、Cisco Unified
Communications Managerのエンドユーザにアクセス可能である必要があります。そうすれば、
Cisco Unified Communications Managerの管理ページ（管理者用）と Cisco Unified CMのユーザオ
プション（エンドユーザ用）の両方を通してこの機能をプロビジョンできます。

CiscoUnified CommunicationsManagerをリリース 7.0(x)以降にアップグレードする場合の考慮事項
も含めて、Cisco Unified Mobilityを使用した Time-of-Dayアクセス機能の使用例が提供されていま
す。

関連トピック

Time-of-Dayアクセスの使用例, （390ページ）

Time-of-Day アクセスの設定
Cisco Unified Mobilityの Time-of-Dayアクセス機能を設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、Time-of-Dayアクセス機能を有効にするエ
ンドユーザを設定します。 [ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ(End User)]メニュー
オプションを使用します。

[エンドユーザの設定(EndUserConfiguration)]ウィンドウで、[モビリティの有効化(Enable
Mobility)]チェックボックスがオンになっていることを確認してください。

（注）
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[モビリティの有効化(EnableMobility)]チェックボックスをオンにすると、ライセンスに
対するトリガーが発生し、モバイルコネクト用にデバイスライセンスユニット（DLU）
が消費されます。

（注）

ステップ 2 特定のユーザに対しては、各リストをユーザに割り当てて、Time-of-Dayアクセス用に使用するア
クセスリストを設定します。許可された発信者とブロックされた発信者に対して、別個のアクセ

スリストを作成します。 [コールルーティング(Call Routing)] > [コントロールのクラス(Class of
Control)] > [アクセスリスト(Access List)]メニューオプションを使用します。

アクセスリストは、1人の所有者に属している必要があります。システムのアクセス
リストは存在しません。

（注）

ステップ 3 リモート接続先プロファイルを作成し、各ユーザをプロファイルに割り当てます。

ステップ 4 ユーザのリモート接続先を設定します。リモート接続先は、モバイルコネクトコールおよびデ

スク電話から移送されたコールを受信できる携帯電話（またはその他の電話機）です。リモート

接続先では、モバイルボイスアクセスを使用してコールを開始できます。 [デバイス(Device)] >
[リモート接続先(Remote Destination)]メニューオプションを使用します。

これと同じ設定は、デュアルモードフォン、およびTime-of-Dayアクセスをセットアッ
プするための Cisco Unified Mobile Communicatorモビリティ IDにも適用されます。

（注）

Time-of-Dayアクセスを正しく設定するには、[リモート接続先の設定(Remote Destination
Configuration)]ウィンドウの次の領域を設定する必要があります。

• [呼び出しスケジュール(Ring Schedule)]ペインを使用して、リモート接続先の呼び出しスケ
ジュールを設定します。

• [上記の呼び出しスケジュールの間にコールを受信する場合(When receiving a call during the
above ring schedule)]ペインを使用して、呼び出しスケジュールが適用されるアクセスリスト
を指定します。

リモート接続先の [モバイルコネクトの有効化(Enable Mobile Connect)]チェックボックスをオンに
すると、Cisco UnifiedMobilityは [モバイルコネクトが有効になっている場合(WhenMobile Connect
is Enabled)]ペイン内の設定をこのリモート接続先に対するコールに適用できるようになります。
[モバイルコネクトの有効化(Enable Mobile Connect)]チェックボックスがオフの場合、ここでの設
定がこのリモート接続先への着信コールに適用されなくなります。ただし、これらの設定は今後

の使用のためにそのまま残ります。

関連トピック

Time-of-Dayアクセスの設定, （379ページ）
アクセスリストの設定と削除, （412ページ）
リモート接続先プロファイルの設定, （416ページ）
リモート接続先の設定と削除, （422ページ）

Time-of-Day アクセスに関する追加情報
次の特記事項は、Time-of-Dayアクセスの設定に適用されます。
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•呼び出しスケジュールは、リモート接続先のタイムゾーンと関連付けられており、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerサーバのタイムゾーンとは関連付けられていません。リモー
ト接続先のタイムゾーンを指定するには、[リモート接続先の設定(Remote Destination
Configuration)]ウィンドウの [タイムゾーン(Time Zone)]フィールドを使用します。

•リモート接続先でTime-of-Dayアクセスが設定されていない場合は、すべてのコールがリモー
ト接続先に送達されます。デフォルトでは、呼び出しスケジュールの [すべての時間(All the
time)]オプションボタンおよび [この接続先を常に呼び出し(Always ring this destination)]オプ
ションボタンが選択されているため、すべてのコールがリモート接続先に送達されます。

•アクセスリストを必ずメンバで設定すること、およびメンバを含まない空のアクセスリス
トを作成しないことをお勧めします。空のアクセスリストが [発信者が次のアクセスリスト
に登録されている場合のみ、この接続先を呼び出す(Ring this destination only if caller is in)]ド
ロップダウンリストボックスで選択されている場合、すべてのコールがブロックされます

（許可されません）。空のアクセスリストが [発信者が次のアクセスリストに登録されてい
る場合は、この接続先を呼び出さない(Do not ring this destination if caller is in)]ドロップダウン
リストボックスで選択されている場合、指定された呼び出しスケジュール中にすべてのコー

ルが許可されます。いずれの場合も、空のアクセスリストの使用は、エンドユーザに対し

て無用な混乱を招く原因となることがあります。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerがこの機能でサポートしている使用例については、Time-of-Day
アクセスの使用例, （390ページ）を参照してください。

エンドユーザが Cisco Unified CMのユーザオプションのウィンドウを使用して Time-of-Dayアク
セス設定をカスタマイズするために構成可能な設定値の詳細については、該当する Cisco Unified
IP Phoneモデルのユーザガイドを参照してください。

DTMF を介したダイレクトコールパーク
ユーザは、DTMFディジットを使用して既存のコールをパークすることができます。携帯電話か
らダイレクトコールパークを使用してコールをパークし、一意のモビリティユーザのパークコー

ドを入力します。その後、ユーザはそのコードでコールを取得するか、他の誰かにそのコードで

のコール取得を依頼することができます。この機能は、別の部署やユーザにコールを受けてもら

う必要のある縦型組織で役立ちます。

企業の一員であるユーザが携帯電話でコールを受ける場合、そのユーザは、電話番号が非表示と

なる会議室内やデスク上の Cisco Unified IP Phoneでそのコールに応答することも考えられます。
このようなユーザは、コールをパークしてから、そのコードだけを使用してパークされたコール

を受けることができます。

携帯電話ユーザがアクティブなコールに対応している場合には、システム管理者が設定してユー

ザに割り当てたパークコードに、パークされる側を転送することにより、コールをパークできま

す。ダイヤリングのシーケンスはDTMF転送シーケンスに似ていますが、転送番号の代わりに事
前設定されたパークコードを使用するという点が異なります。
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DTMF を介したダイレクトコールパークの例 - コールのパーク

次の例では、*82は企業排他保留、*84は転送、PINは 12345、コールパークのコードは 3215を
示しています。次のアクションは携帯電話で実行します。

1 *82をダイヤルします（コールを企業内で排他保留状態にするため）。

2 必要な場合、携帯電話のモデルに応じて、携帯電話を保留にします。

3 エンタープライズ機能アクセス DIDに新規コールを発信します。

この同じ DIDがエンタープライズ機能アクセス 2段階ダイヤリング機能に使用されます。こ
の DIDを設定するには、[コールルーティング(Call Routing)] > [モビリティ(Mobility)] > [エン
タープライズ機能アクセス設定(Enterprise Feature Access Configuration)]メニューオプションを
使用します。

（注）

1 コールコネクト後に、<PIN>#*84#<Park Code>#*84#というフィールドと番号のシーケンスを
ダイヤルします。

2 たとえば、PINが12345でパークコードが3215の場合の番号シーケンスは12345#*84#3215#*84#
になります。

Cisco Unified Communications Managerがパークされた発信側を保留にします。

ユーザがエンタープライズ機能アクセス DIDをダイヤルしてこの機能を呼び出す場合、携帯
電話の発信者 IDを企業に送信する必要があります。また、この IDは設定済みのリモート接続
先と一致する必要があります。発信者 IDが存在しない場合、または一致する発信者 IDがない
場合、ユーザはこの機能を呼び出すことができません。

（注）

Cisco Unified Communications Managerがダイヤルされたパークコードの番号を受信すると、番号
分析エンジンが、ダイヤルされたパークコードの番号が有効かどうかを確認します。有効である

場合、ダイレクトコールパーク機能がパークコードを代行受信し、そのパークコードが利用可

能かどうかを確認します。ダイヤルされたパークコードが有効かつ利用可能である場合、パーク

側は呼び出し音を受信し、選択されたパークコードに関連付けられている Cisco Unified
Communications Manager汎用デバイスに対するセカンダリコールが終了します。この汎用デバイ
スは自動的に応答し、保留音（MOH）または保留トーンでパーク側を保留状態にします。最後の
*84は、パークされる側に対して、選択されたパークコードに関連付けられている Cisco Unified
Communications Manager汎用デバイスへの転送を実行します。転送が完了すると、パークされる
側はMOHまたは保留トーンを受信し、さらに選択されたパークコードでパークされてから、取
得までの待機状態に入ります。

ユーザが指定したパークコードを別ユーザがすでに使用している場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerのダイレクトコールパーク機能のロジックにより、その選択済みパークコードは拒否さ
れます。ユーザは別のパークコードを選択できるようになります。
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ユーザが指定したパークコードが有効でない場合、Cisco Unified Communications Managerはパー
ク側に対してリオーダー音を再生します。

ダイレクトコールパーク機能に関しては、パークコードとコード範囲がシステム全体で設定可

能であることに注意してください。システム内のすべての Cisco Unified Communications Manager
サーバでパークコードとコード範囲が共有されます。

DTMF を介したダイレクトコールパークの例 - パークされたコールの取得

ユーザがパークされたコールを取得しようとする場合は、ユーザは別の携帯電話をオフフックに

することができます。また、ユーザは 2段階ダイヤリングを使用して、ダイレクトコールパーク
の取得用プレフィックス（たとえば 22）、およびパークコードとコード範囲（たとえば 3215）
を含む番号ストリングをダイヤルする必要があります。次の一連のイベントが順に発生します。

1 携帯電話で、エンタープライズ機能の DIDをダイヤルします。

2 接続時に、パークされたコールを取得するための以下のフィールドと番号のシーケンスをダイ

ヤルします。

3 <PIN>#1#<取得用プレフィックス><パーク番号>#

4 この例では、パークされたコールを取得するためのフルシーケンスが12345#1#223215#になり
ます。

コールが時間どおりに取得されない場合、パークされたコールは、パーク側にデフォルトで関連

付けられている電話番号に戻ります。これは既存のコールパーク機能と同様です。

共有回線がパーク側の電話回線用に設定されている場合、その共有回線に関連付けられているす

べての電話機で呼び出し音が鳴ります。さらに、dPark機能により、管理者は [ダイレクトコール
パークの設定(Directed Call Park Configuration)]ウィンドウでコールパーク復帰番号を設定できま
す。したがって、コールパーク復帰番号が設定された場合は、未取得のコールはパーク側の番号

にではなく、この復帰番号に戻ります。

Cisco Unified Communications Managerがこの機能でサポートしている使用例については、DTMF
を介したダイレクトコールパークの使用例, （392ページ）を参照してください。

SIP URI ダイヤル
この機能は、CiscoUnifiedMobilityのリモート接続先の追加タイプとして、Session Initiation Protocol
（SIP）UniversalResource Identifier（URI）をサポートします。電話番号がコールされると、Cisco
Unified Communications Managerはそのコールを、To:ヘッダー内でこの SIP URIを使用する番号
分析によって選択された SIPトランクにまで送達します。

この機能は、全体的な SIP URIではなく、ドメイン名だけに基づいたルーティングだけを許可し
ます。

このタイプのリモート接続先が設定されている場合、その他のCiscoUnifiedMobility機能（2段階
ダイヤリング、CiscoUnifiedCommunicationsManagerへのコール時の電話番号へのトランスフォー
メーション、対話型音声応答（IVR）サポート、発信者 IDの一致、またはDTMF転送および会議
など）はサポートされません。
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SIP URI 管理の詳細

SIP URIダイヤル機能では、[リモート接続先の設定(Remote Destination Configuration)]ウィンドウ
の [接続先番号(Destination Number)]フィールドで URIを入力できるようにするため、ビジネス
ルールを緩和することが必要になります（Cisco Unified Communications Managerの管理ページの
メニューバーで、[デバイス(Device)] > [リモート接続先(Remote Destination)]メニューオプション
を選択します）。

この機能の追加要件により、設定されたURIドメインに一致する SIPルートパターンを、この機
能が動作するように設定する必要があることが示されます。SIPルートパターンを設定するには、
Cisco Unified Communications Managerの管理ページのメニューバーで、[コールルーティング(Call
Routing)] > [SIPルートパターン(SIP Route Pattern)]メニューオプションを選択します。

SIP URI の例

リモート接続先に対しては、SIPURIのuser@corporation.comが設定されます。また、corporation.com
を指定する SIPルートパターンは、正しく解決されるよう、SIP URIのリモート接続先に対して
も設定される必要があります。

インテリジェントセッション制御

この機能は、企業から携帯電話に直接発信されたコールの動作を変更し、そのようなコールをユー

ザの卓上電話機の番号にアンカーします（この機能を実装する前は、企業ユーザが携帯電話に直

接コールを発信した場合、そのコールは通常の発信 PSTNコールのように扱われていました。つ
まり、コールは携帯電話にだけ送信され、モバイルユーザはモビリティ機能を呼び出すことがで

きませんでした）。

企業からリモート接続先に発信されるコールは、次のように動作します。

•モバイルユーザは、DTMFを使用して保留、復帰、転送、会議などのコール中機能を呼び出
すことができます。

•モバイルユーザは、携帯電話からのコールを終了し、デスク電話からのコールをピックアッ
プできます。

•企業からリモート接続先に直接送信されるコールは、ユーザのデスク電話にアンカーされま
す。関連するリモート接続先プロファイルに設定されている [時刻アクセス(Time of Day
Access)]、[サイレント(Do Not Disturb)]、[呼び出し前の遅延タイマー(Delay Before Ringing
Timer)]の各設定値は無視されます。直接コールは即座にモバイルユーザに送信されます。

•リモート接続先への直接コールは、モバイルユーザからCiscoUnifiedCommunicationsManager
への着信コールと同じように動作します。モバイルユーザは、次のモビリティ機能にアク

セスできます。

◦コール中の機能（[保留]、[復帰]、[転送]、[会議]）

◦セッションハンドオフ

◦コールのアンカー
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機能設定

インテリジェントセッション制御機能の基本設定では、管理者は Reroute Remote Destination Calls
to Enterprise Numberサービスパラメータの値を [True]に設定する必要があります。

IPマルチメディアサブシステムの場合は、インテリジェントセッション制御コール処理を実
行する前に、[リモート接続先の設定(RemoteDestinationConfiguration)]ウィンドウで、または、
モバイルコネクトを有効にするために指定されたその他の手段のいずれかを使用して、モバ

イルコネクト機能が有効になっていることを確認します。

（注）

Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Numberサービスパラメータにアクセスするには、
Cisco Unified Communications Managerの管理ページで [システム(System)] > [サービスパラメータ
(Service Parameters)]を実行します。表示された [サービスパラメータ設定(Service Parameter
Configuration)]ウィンドウで、サーバおよびCiscoCallManagerサービスを指定します。 [Clusterwide
Parameters (Feature - Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number)]ペインに次のサービスパ
ラメータがあります。

• [Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number]：機能を有効にするには、このサービス
パラメータの値を [True]に指定します。このパラメータが有効になっていると、リモート接
続先に送信される発信コールはすべて、リモート接続先が関連付けられている企業電話番号

にアンカーされます。

• [Log Mobile Number in CDR for Rerouted RD Calls]：このサービスパラメータでは、リモート
接続先に発信されるコールがアンカーされるときに、携帯電話番号と企業電話番号のいずれ

を呼詳細レコード（CDR）に記録するかを指定します。 [False]に設定した場合、企業電話番
号が記録されます。 [True]に設定した場合、携帯電話番号が記録されます。

• [Ignore Call Forward All on Enterprise DN]：このサービスパラメータでは、リモート接続先に
発信されるコールがアンカーされるときに、企業電話番号に設定されている不在転送（CFA）
の設定を無視するかどうかを指定します。 [True]に設定した場合、CFAは無視されます。
[False]に設定した場合、CFAの設定は適用されます。

[Clusterwide Parameters (System -Mobility)]ペインにある次のサービスパラメータも、インテリジェ
ントセッション制御機能の動作に影響を与えます。

• [Matching Caller ID with Remote Destination]：このサービスパラメータが [Complete Match]に
設定されている場合、発信側番号の全桁が一致しないと、コールはリモート接続先に接続さ

れません。このサービスパラメータが [Partial Match]に設定されている場合、部分一致が許
可されており、Number of Digits for Caller ID Partial Matchサービスパラメータが適用されま
す。

• [Number of Digits for Caller ID Partial Match]：Matching Caller ID with Remote Destinationサービ
スパラメータが [Partial Match]に設定されている場合、このサービスパラメータに指定され
ている桁数が部分一致に適用されます。
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各サービスパラメータの詳細な定義については、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理
ページでその名前をクリックしてください。

（注）

Cisco Unified Mobilityを使用したインテリジェントセッション制御機能の使用例が提供されてい
ます。

インテリジェントセッション制御に関するその他のコール処理の詳細

ダイヤル番号に一致するリモート接続先プロファイルに複数の回線が設定されている場合、Cisco
Unified Communications Managerは最初に一致した回線を使用してコールをルーティングします。
携帯電話番号への直接コールは企業電話番号と照合されるため、企業電話番号の代行受信がサポー

トされている場合には、企業電話番号の代行受信を含め、すべての企業電話番号でのコールの代

行受信が実行されます。企業電話番号の代行受信転送は、Ignore Forward All on Enterprise DNサー
ビスパラメータに基づいて無視されます。このサービスパラメータが [True]に設定されている
場合、Cisco Unified Communications Managerは企業電話番号の代行受信転送を無視し、コールを
携帯電話に送信します。このサービスパラメータが [False]に設定されている場合、Cisco Unified
Communications Managerは企業電話番号で CFA設定を有効にします。また、コールを CFA転送
先に送信するように設定されている場合は、その設定に従って送信します。

携帯電話番号へのコールが、オーバーラップ送信が許可されているトランクまたはゲートウェイ

経由で送信される場合、この機能は携帯電話番号への直接コールをアンカーしません。この場

合、携帯電話番号へのコールはアンカーされません。

この機能に適用される追加の制限については、制限トピックを参照してください。

インテリジェントセッション制御機能のトラブルシューティング

インテリジェントセッション制御機能が想定どおりに機能しない場合には、次の点を確認してく

ださい。

• [サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウで Intelligent Session
Controlが [True]に設定されていることを確認します。

• IPマルチメディアサブシステムの場合は、インテリジェントセッション制御コール処理を
実行する前に、[リモート接続先の設定(RemoteDestinationConfiguration)]ウィンドウで、また
は、モバイルコネクトを有効にするために指定されたその他の手段のいずれかを使用して、

モバイルコネクト機能が有効になっていることを確認します。

•発信者 IDが、Matching Caller ID with Remote Destination設定に指定されたリモート接続先番
号に一致することを確認します（完全一致または部分一致）。

•番号がダイヤルされた後、次のようなトレース行がCiscoUnifiedCommunicationsManager SSI
ログに出力されることを確認します。

10/14/2008 15:09:26.507 CCM|Digit analysis: getDaRes - Remote Destination [9725782583]|*^*^*

• [リモート接続先の設定(Remote Destination Configuration)]ウィンドウ（[デバイス(Device)] >
[リモート接続先(RemoteDestination)]）で、企業電話番号の [回線の関連付け(LineAssociation)]
チェックボックスがオンになっていることを確認します。
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•ルートパターンパーティションが、[リモート接続先プロファイルの設定(Remote Destination
Profile Configuration)]ウィンドウ（[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] >
[リモート接続先プロファイル(Remote Destination Profile)]）で [再ルーティング用コーリング
サーチスペース(Rerouting Calling Search Space)]として設定されるコーリングサーチスペー
ス（CSS）の一部であることを確認します。

関連トピック

インタラクション, （397ページ）
制限事項, （400ページ）
インテリジェントセッション制御の使用例, （392ページ）

セッションハンドオフ

完全なセッションハンドオフ機能は、携帯電話、PC、およびデスク電話との間で単一のコール、
会議、およびセッションコラボレーションを移動できます。セッションハンドオフを使用する

と、ユーザは携帯電話からデスク電話に会話を移動できます。ツータッチセッションハンドオ

フでは、ハンドオフする発信側と受信する終端側の 2回のユーザ入力が使用されます。

デスク電話からのピックアップでセッションハンドオフ機能を利用する主な利点は、ハンドオフ

したコールに応答するまで元の会話を継続できることです。

セッションハンドオフ機能を設定する際には、特定のサービスパラメータの設定と、コールをハ

ンドオフするモバイルデバイスの設定を行います。

セッションハンドオフのサービスパラメータ

Cisco Unified Communications Managerの管理ページでサービスパラメータを設定するには、[シス
テム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]メニューオプションを選択します。 [サー
バ(Server)]ドロップダウンリストボックスで、サーバを選択します。 [サービス(Service)]ドロッ
プダウンリストボックスで、Cisco CallManagerサービスを選択します。

セッションハンドオフ機能を有効にするには、次のサービスパラメータを設定する必要がありま

す。

• [Session Handoff Alerting Timer]：このサービスパラメータは [Clusterwide Parameters (Device -
General)]ペインにあり、セッションハンドオフコールの呼び出し音の時間を指定します。
デフォルト値は 10秒で、有効な値の範囲は 1～ 999秒です。

• [Enterprise Feature Access Code for Session Handoff]：このサービスパラメータは [Clusterwide
Parameters (System - Mobility)]ペインにあり、セッションハンドオフをトリガーするための
DTMF機能コードを指定します。デフォルト値は *74です。

これらのサービスパラメータの詳細については、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ペー
ジの [サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウで目的のサービスパラ
メータの名前をクリックしてください。表示されたハイパーリンクをクリックすると、サービス

パラメータの詳細な定義を参照できます。
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セッションハンドオフ機能のモビリティデバイス設定

セッションハンドオフ機能を有効にするには、モビリティデバイスについて次の設定をします。

•回線レベルの電話番号とパーティションが一致するように、リモート接続先プロファイルの
電話番号およびデスク電話共有回線を設定します。

•リモート接続先プロファイルではデスク電話のオーナーユーザ IDと同じモビリティユーザ
IDを割り当てて、セッションハンドオフを許可します。

•基本的なCiscoUnifiedMobilityユーザ向けにセッションハンドオフ機能を設定するには、[リ
モート接続先の設定(RemoteDestinationConfiguration)]ウィンドウの [ユーザID(User ID)]フィー
ルドの設定値が、（デスクの）電話機の設定ウィンドウの [オーナーのユーザID(Owner User
ID)]フィールドの設定値と一致する必要があります。

• CiscoUnifiedMobileCommunicatorユーザ向けにセッションハンドオフ機能を設定するには、
Cisco Unified Mobile Communicatorの [デバイス設定(Device Configuration)]ウィンドウの [オー
ナーのユーザID(Owner User ID)]フィールドと [モビリティユーザID(Mobility User ID)]フィー
ルドの両方が、デスクの電話機の設定ウィンドウの [オーナーのユーザID(Owner User ID)]
フィールドに一致する必要があります。

セッションハンドオフが他の機能に与える影響

ユーザがコールをハンドオフすると、新しいコールがデスク電話に表示されます。デスク電話で

点滅が続く間は、ハンドオフされたコールに対して次の機能がトリガーされません。

•即時転送

•不在転送

• DND

•自動転送

ユーザがコールをハンドオフし、Session Handoff Alerting Timerサービスパラメータに指定されて
いる時間内にデスク電話から応答しなかった場合、デスク電話では既存の [リモートで使用中
(Remote In Use)]状態が失われます。

このため、デスク電話はセッションハンドオフの後に共有回線機能を失います。そのコールで

は、携帯電話で保留（*81を使用）してデスク電話から再開や、デスクピックアップなど、コー
ル中の機能は実行できません。ただし、コールを再度ハンドオフすれば、デスク電話から再開で

きます。

セッションハンドオフ機能に関するトラブルシューティング情報

携帯電話からコールがハンドオフされているのにデスク電話が点滅しない場合は、次の点を確認

してください。

•デスク電話の [オーナーのユーザID(OwnerUser ID)]が、[リモート接続先プロファイル(Remote
Destination Profile)]の [ユーザID(User ID)]に一致するかどうかを確認します。
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• [サービスパラメータ(Service Parameters)]では、Enable Enterprise Feature Accessが [True]に設
定されているかどうかを確認します。また、他の DTMF機能（保留 [*81]、復帰 [*83]）が機
能しているかどうかを確認します。

•セッションハンドオフDTMFコードの値（デフォルトは*74）およびSessionHandoffAlerting
Timerの値（デフォルトは 10秒）を確認します。

関連トピック

制限事項, （400ページ）
セッションハンドオフの使用例, （395ページ）

QoE を使用した次世代のモバイルクライアント
同じユーザ IDを共有し、特定のハントグループに関連付けられたデバイスがそのグループから
サインオフした場合は、関連するモバイルデバイスに SNRコールが送出されません。

Cisco Unified Communications Manager 9.0は、ハントグループのログアウト機能をモバイルデバ
イスに拡張しました。これにより、モバイルデバイスがデスク電話と同様に機能できるようにな

りました。モバイルクライアント経由で Hlogソフトキーを使用してハントグループをログアウ
トすると、ハントパイロット宛てのコールが受け取れなくなります。

Cisco Unified Communications Manager 9.0はデュアルモードスマートフォンの TLS/SRTPをサポー
トしています。TLSは IP電話向けと同じ携帯電話向けのセキュアで信頼できるデータ転送モード
を設定し、SRTPは音声の会話を暗号化します。

Cisco Unified Mobility 機能の使用例
Cisco Unified Communications Managerでサポートされている以下の Cisco Unified Mobility機能に関
する使用例が提供されています。

•モバイルコネクト

•モバイルボイスアクセス

• Time-of-Dayアクセス

• DTMFを介したダイレクトコールパーク

•インテリジェントセッション制御

•セッションハンドオフ

モバイルコネクトの使用例

モバイルコネクトは、次の使用例をサポートしています。
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•デスク電話または携帯電話で外部コールを受信する：外部の発信者がユーザのデスク電話の
内線番号をダイヤルします。デスク電話と携帯電話で、呼び出し音が同時に鳴ります。ユー

ザが一方の電話機で応答すると、もう一方の電話機の呼び出し音は停止します。ユーザは、

コールの接続中に、接続を中断せずにデスク電話と携帯電話を切り替えることができます。

切り替えは、着信コールと発信コールの両方でサポートされています。

•携帯電話からデスク電話に戻す：デスク電話でコールの発信または応答を開始した後で携帯
電話に切り替えた場合、コールをデスク電話に戻すことができます。

•コール中のエンタープライズ機能を使用する：ユーザはモバイルコネクトコールの接続中
に、保留/再開、排他保留、転送、ダイレクトコールパーク、および会議などのコール中機
能を実行できます。

モバイルボイスアクセスの使用例

モバイルボイスアクセスは、次の使用例をサポートしています。

•携帯電話などのリモート電話機からモビリティコールを発信する：ユーザはモバイルボイ
スアクセスを使用して、まるでデスク電話からダイヤルしているかのように携帯電話から

コールを発信できます。

•携帯電話でのコールの発信中に携帯電話からデスク電話に切り替える：ユーザがモバイルボ
イスアクセスを使用して携帯電話からコールを発信した場合は、必要に応じて、コール中に

接続を失うことなくデスク電話に切り替えたり、元に戻したりできます。

Time-of-Day アクセスの使用例
以下の使用例では、Time-of-Dayアクセス機能の追加よりも前に設定されたアクティブなアクセス
リストを使用した場合のTime-of-Dayアクセス機能の役割について詳しく説明します。また、Cisco
Unified Communications Managerのリリース 7.0(1)以降の機能に対して実施される新規プロビジョ
ニングについても取り上げます。

以前の Cisco Unified Communications Managerリリースからサポートされているアクティブなアク
セスリストの使用例

次の使用例では、CiscoUnified CommunicationsManagerの以前のリリースからリリース 7.0(x)以降
へのアクティブなアクセスリストの移行が発生する場合について、Cisco Unified Mobilityを使用
して、Time-of-Dayアクセス機能の役割について詳しく説明します。

•使用例 1：Cisco Unified CommunicationsManagerのリリース 7.0(x)よりも前に設定された許可
または拒否されたアクセスリストが存在しない。

移行後の結果：システムはすべてのコールを常時許可します。[リモート接続先の設定(Remote
Destination Configuration)]ウィンドウに、[モバイルコネクトが有効になっている場合(When
Mobile Connect is Enabled)]ペインが表示されます。 [呼び出しスケジュール(Ring Schedule)]
ペインでは、[すべての時間(All the time)]オプションボタンが選択されています。 [上記の呼
び出しスケジュールの間にコールを受信する場合(When Receiving a call during the above ring
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schedule)]ペインでは、[この接続先を常に呼び出し(Always ring this destination)]オプションボ
タンが選択されています。

•使用例 2：Cisco Unified CommunicationsManagerのリリース 7.0(x)よりも前に設定された許可
されたアクセスリストのみ。

移行後の結果：許可アクセスリストに属する発信者だけが、関連付けられたリモート接続先

に到達できます。 [リモート接続先の設定(Remote Destination Configuration)]ウィンドウに、
[モバイルコネクトが有効になっている場合(When Mobile Connect is Enabled)]ペインが表示さ
れます。 [呼び出しスケジュール(Ring Schedule)]ペインでは、[すべての時間(All the time)]オ
プションボタンが選択されています。 [上記の呼び出しスケジュールの間にコールを受信す
る場合(When Receiving a call during the above ring schedule)]ペインでは、[発信者が次に登録さ
れている場合のみ、この接続先を呼び出す(Ring this destination only if caller is in)]オプション
ボタンが選択されており、それに対応するドロップダウンリストボックスにアクセスリス

トが表示されます。

•使用例 3：Cisco Unified CommunicationsManagerのリリース 7.0(x)よりも前に設定された拒否
されたアクセスリストのみ。

移行後の結果：拒否アクセスリストに属する発信者は、関連付けられたリモート接続先には

到達できません。ただし、その他の発信者は全員、リモート接続先に常時コールできます。

[リモート接続先の設定(Remote Destination Configuration)]ウィンドウに、[モバイルコネクト
が有効になっている場合(WhenMobile Connect is Enabled)]ペインが表示されます。 [呼び出し
スケジュール(Ring Schedule)]ペインでは、[すべての時間(All the time)]オプションボタンが
選択されています。[上記の呼び出しスケジュールの間にコールを受信する場合(WhenReceiving
a call during the above ring schedule)]ペインでは、[発信者が次に登録されている場合、この接
続先を呼び出さない(Do not ring this destination if caller is in)]オプションボタンが選択されて
おり、それに対応するドロップダウンリストボックスにアクセスリストが表示されます。

最新の Cisco Unified Communications Managerリリースを使用した Time-of-Day アクセスの使用例

次の使用例は、Cisco Unified Communications Managerの最新リリースを使用した Cisco Unified
Mobilityの Time-of-Dayアクセス機能に関するものです。

•使用例 4：業務時間中のコールのみを許可する。

設定：月曜日から金曜日までの業務時間を指定する呼び出しスケジュールを設定し、[この接
続先を常に呼び出し(Always ring this destination)]オプションボタンを選択します。

結果：システムは業務時間中には発信者全員を許可しますが、業務時間外の場合、コールは

このリモート接続先に送達されません。

•使用例 5：業務時間中の特定の番号からのコール（たとえば同僚からのコール）のみを許可
する。

設定：月曜日から金曜日までの業務時間を指定する呼び出しスケジュールを設定して、[発信
者が次に登録されている場合のみ、この接続先を呼び出す(Ring this destination only if caller is
in)]オプションボタンを選択し、アクセスリストを指定します。
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結果：アクセスリストに属する発信者だけが、業務時間中にリモート接続先にコールできま

す。その他の発信者はすべて、業務時間中にはブロックされます。業務時間外には、このリ

モート接続先をコールが呼び出すことはありません。

•使用例 6：業務時間中に特定の番号（たとえば 1800個の番号）をブロックする。

設定：月曜日から金曜日までの業務時間を指定する呼び出しスケジュールを設定し、[発信者
が次のアクセスリストに登録されている場合は、この接続先を呼び出さない(Do not ring this
destination if caller is in)]オプションボタンを選択し、アクセスリストを指定します。

結果：アクセスリストに属する発信者だけが、業務時間中にリモート接続先へのコールをブ

ロックされます。その他の発信者はすべて、業務時間中にリモート接続先へコールを発信で

きます。業務時間外には、このリモート接続先をコールが呼び出すことはありません。

DTMF を介したダイレクトコールパークの使用例
Cisco Unified Mobilityの DTMF機能を介したダイレクトコールパークは、次の使用例をサポート
しています。

•携帯電話ユーザが、選択されたパークコードでのコールをパークする。

•携帯電話ユーザが、選択された使用不能パークコードでのコールをパークする。

•携帯電話ユーザが、選択された無効パークコードでのコールをパークする。

•携帯電話ユーザが、DTMF転送コードの入力後にパークコードの入力を行わない。

•パーク元がコールのパークを試みている間に、パークされた発信側が接続を切断する。

•パークされた発信側が、選択されたパークコードでパークされており、かつ取得までの待機
状態に入っている間に接続を切断する。

•ユーザが、ダイレクトコールパークの取得用番号、および使用中でないパークコードをダ
イヤルする。

•コールをパークするための番号ストリングの長さと、コールを取得するための番号ストリン
グの長さが同じになるよう、管理者がトランスレーションパターンを設定する。

•パークされたコールをユーザが再試行する。

•パークされたコールが戻る。

•パークコードの使用中に、パークコードまたはコード範囲、ダイレクトコールパークの
パークプレフィックス、ダイレクトコールパークの取得用プレフィックスのいずれかのエ

ンティティが修正または削除される。

•ネットワークの分割時に、ダイレクトコールパークが指定される。

インテリジェントセッション制御の使用例

インテリジェントセッション制御機能は、次の使用例をサポートします。
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• Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Numberサービスパラメータが [False]に設定され
ている。

• Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Numberサービスパラメータが [True]に設定され
ている。

• Ignore Call Forward All on Enterprise DNサービスパラメータが [False]に設定されている。

以降の項では、インテリジェントセッション制御機能の使用例をいくつか示し、その例で行われ

る設定について説明します。

使用例 1：Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number サービスパラメータが [False] に設
定されている

この使用例では、Cisco Unified Communications Managerからリモート接続先に直接コールが発信
される前に、次の設定が行われます。

1 Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Numberサービスパラメータが [False]に設定され
ます。

2 Number of Digits for Caller ID Partial Matchサービスパラメータに、部分一致用の 7桁が指定さ
れます。

3 電話機 Aの [DN]が 5137000に指定されます。

4 電話機 Bの [DN]が 5135282に指定され、[オーナーのユーザID(Owner User ID)]が gbuser1とな
ります。また、[リモート接続先(Remote Destination)]が 9725782583に指定されます。

5 PreDotとして DDIでルートパターン 9.XXXXXXXXXXが使用されます。

6 rcdn-gwゲートウェイを指すようにルートパターンが設定されます。

下の図に、Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Numberサービスパラメータが [False]に設
定されているときにリモート接続先に直接送信されるコールの設定を示します。

図 23：使用例 1：Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number サービスパラメータが [False] に設定さ
れている

次のアクションが行われると、この使用例に示した動作が開始されます。

•電話機 A（DNが 5137000）のユーザが、05782583をダイヤルして携帯電話にコールを発信
する。
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次のコール処理が実行されます。

1 トランスレーションパターンが一致し、着信番号が 99725782583に変換されます。

2 ルートパターン 9.XXXXXXXXXXが一致します。

3 ルートパターンによって先頭の（PreDot）9が削除されて、番号が 9725782583となります。

4 リモート接続先と企業電話番号のマッピングは行われません。

5 コールは、ゲートウェイ経由でモバイルユーザにだけ送達されます。このリモート接続先が関

連付けられている企業電話番号にはアンカーされません。

使用例 2：Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number サービスパラメータが [True] に設定
されている

この使用例では、Cisco Unified Communications Managerからリモート接続先に直接コールが発信
される前に、次の設定が行われます。

1 Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Numberサービスパラメータが [True]に設定されま
す。

2 Number of Digits for Caller ID Partial Matchサービスパラメータに、部分一致用の 7桁が指定さ
れます。

3 電話機 Aの [DN]が 5137000に指定されます。

4 電話機 Bの [DN]が 5135282に指定され、[オーナーのユーザID(Owner User ID)]が gbuser1とな
ります。また、[リモート接続先(Remote Destination)]が 9725782583に指定されます。

5 PreDotとして DDIでルートパターン 9.XXXXXXXXXXが使用されます。

6 PreDotとして DDIでトランスレーションパターン 0.XXXXXXXが使用され、プレフィックス
番号が 9972に指定されます。

7 rcdn-gwゲートウェイを指すようにルートパターンが設定されます。

次のアクションが行われると、この使用例に示した動作が開始されます。

•電話機 A（DNが 5137000）のユーザが、05782583をダイヤルして携帯電話にコールを発信
する。

次のコール処理が実行されます。

1 トランスレーションパターンが一致し、着信番号が 99725782583に変換されます。

2 ルートパターン 9.XXXXXXXXXXが一致します。

3 ルートパターンによって先頭の（PreDot）9が削除されて、番号が 9725782583となります。

4 リモート接続先と企業電話番号のマッピングが、電話機Bに対して設定されたリモート接続先
に一致します。

5 コールは、呼び出し先のユーザの企業電話番号にアンカーされ、ユーザリモート接続先に送達

されます。
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6 モバイルユーザがコールに応答すると、電話機Bは [リモートで使用中(Remote InUse)]（RIU）
状態になります。

使用例 3：Ignore Call Forward All on Enterprise DN サービスパラメータが [False] に設定されている

この使用例では、Cisco Unified Communications Managerからリモート接続先に直接コールが発信
される前に、次の設定が行われます。

1 Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Numberサービスパラメータが [True]に設定されま
す。

2 Ignore Call Forward All on Enterprise DNサービスパラメータが [False]に設定されます。

3 Number of Digits for Caller ID Partial Matchサービスパラメータに、部分一致用の 7桁が指定さ
れます。

4 電話機 Aの [DN]が 5137000に指定されます。

5 電話機 Bの [DN]が 5135282に指定され、[オーナーのユーザID(Owner User ID)]が gbuser1とな
ります。また、[リモート接続先(Remote Destination)]が 9725782583に指定されます。電話機
Bの不在転送設定として、電話機 C（DNが 5138000）への転送が指定されます。

6 PreDotとして DDIでルートパターン 9.XXXXXXXXXXが使用されます。

7 PreDotとして DDIでトランスレーションパターン 0.XXXXXXXが使用され、プレフィックス
番号が 9972に指定されます。

8 rcdn-gwゲートウェイを指すようにルートパターンが設定されます。

次のアクションが行われると、この使用例に示した動作が開始されます。

•電話機 A（DNが 5137000）のユーザが、05782583をダイヤルして携帯電話にコールを発信
する。

次のコール処理が実行されます。

1 トランスレーションパターンが一致し、着信番号が 99725782583に変換されます。

2 ルートパターン 9.XXXXXXXXXXが一致します。

3 トランスフォーメーション後、番号は 9725782583になります。

4 リモート接続先と企業電話番号のマッピングが、電話機Bに対して設定されたリモート接続先
に一致します。

5 コールは、ユーザの企業電話番号に転送され、携帯電話ではなく電話機 Bに移動します。

6 Ignore Call Forward All on Enterprise DNサービスパラメータが [False]に設定されているため、
コールは電話機 Bから電話機 Cに転送されます。

セッションハンドオフの使用例

セッションハンドオフ機能は、次の使用例をサポートします。
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• DTMFトーン（*74）を使用したセッションハンドオフ

• [移動]ソフトキーを使用したセッションハンドオフのイベント

• VoIPモードを使用したセッションハンドオフ

•セッションハンドオフの失敗またはユーザによるセッションハンドオフのキャンセル

DTMF トーン（*74）を使用したセッションハンドオフ

DTMFトーン（デフォルトは *74）を使用したセッションハンドオフの場合、次の一連のイベン
トが発生します。

1 ユーザAがユーザBのデスク電話に電話をかけます。シングルナンバーリーチ機能を使用し
て、ユーザ Bが携帯電話でそのコールに応答します。ユーザ Bのデスク電話は、[リモートで
使用中(Remote In Use)]状態になります。

2 ユーザ Bが *74（セッションハンドオフ DTMFコード）を押します。ユーザ Bのデスク電話
（SCCPまたは SIPを実行しているサポート対象の電話機）が点滅します。ユーザ Bはまだ携
帯電話でユーザ Aと話しています。

3 会話をデスク電話に移動するには、SessionHandoffAlertingTimerサービスパラメータ（デフォ
ルトは 10秒）の期限が切れる前に、ユーザ Bはデスク電話からコールに応答する必要があり
ます。このタイマーの期限が切れると、デスク電話の点滅が停止します。ユーザ Bは引き続
き携帯電話から会話を継続できます。

[移動] ソフトキーを使用したセッションハンドオフのイベント

[移動]ソフトキーを使用したセッションハンドオフのイベントの場合、次の一連のイベントが発
生します。

1 SIP REFERメッセージ内に埋め込まれている [移動]ソフトキーのイベントメッセージを使用
して、セッションハンドオフがトリガーされます。

2 Cisco Unified Communications Managerが REFERメッセージを受信すると、Cisco Unified
Communications Managerによってセッションハンドオフがトリガーされます。

セッションハンドオフを開始したコールがユーザモバイルデバイスで切断されても、Session
Handoff Alerting Timerの期限が切れる前にデスク電話でコールを再開してコールを継続できま
す。これらの使用例は、ユーザがエレベーターやデッドゾーン/スポットなど、モバイル接続
を維持できない領域に移動すると発生する場合があります。

（注）

SIP クライアントでの VoIP モードを使用したセッションハンドオフ

SIPクライアントの場合、携帯電話モードだけでなくVoIPモードでもセッションハンドオフがサ
ポートされています。このシナリオの場合、次の手順が行われます。
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1 リモート接続先で VoIP（Wi-Fi）モードで SIPクライアントを使用しているユーザが、スマー
トフォンで [移動]ソフトキーを使用して、セッションハンドオフを開始します。

2 CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、デスク電話の共有回線を点滅させ、デスク電話がコー
ルに応答するまでメディアを中断させません。

この機能は、ユーザがエクステンションモビリティにログオンした場合にも働くことに注意して

ください。

セッションハンドオフの失敗またはユーザによるセッションハンドオフのキャンセル

セッションハンドオフが失敗した場合、次の手順が行われます。

1 Cisco Unified Mobile Communicatorまたは VoIPクライアントが、オーナーユーザ IDが正しく
ないステーションへのセッションハンドオフを開始します。

2 セッションハンドオフが失敗します。「Cannot move conversation」という SIPメッセージがク
ライアントに送信されます。

ユーザがセッションハンドオフをキャンセルした場合、セッションハンドオフは停止します。

次の手順が行われます。

3 ユーザが Cisco Unified Mobile Communicatorまたは VoIPクライアントからセッションハンド
オフを実行します。

4 セッションハンドオフが完了する前に、ユーザがクライアントからセッションハンドオフを

キャンセルします。

5 CiscoUnified CommunicationsManagerがセッションハンドオフをキャンセルします。共有回線
デバイスの呼び出し音が停止します。

インタラクションおよび制限事項
インタラクションおよび制限事項で指摘されたものを除いて、ほとんどの標準的な Cisco Unified
Communications Manager機能が Cisco Unified Mobility機能と完全に互換性があります。

インタラクション

以下の項目は、Cisco Unified Mobilityと他の Cisco Unified Communications Managerコンポーネント
間のインタラクションに関するものです。

自動コールピックアップ

Cisco Unified Mobilityは、サービスパラメータの選択に基づいて自動コールピックアップと通信
します。 Auto Call Pickup Enabledサービスパラメータを [True]に設定すると、エンドユーザは
[ピック]ソフトキーを押すだけでコールを受けることができます。
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Auto Call Pickup Enabledサービスパラメータを [False]に設定した場合、エンドユーザは [ピッ
ク]、[Gピック]、または [他Grp]ソフトキーを押してから、[応答]ソフトキーを押す必要がありま
す。

自動コールピックアップの例

電話機 A、電話機 B（Cisco Unified Mobility加入者）、および電話機 Cは Engineeringグループに
属し、電話機 D、電話機 E、および電話機 Fは Accountingグループに属しています。

電話機 Dは、Engineeringグループの電話機 Aにコールします。電話機 Aの呼び出し音が鳴り、
このグループの電話機 Bおよび電話機 Cはピックアップに関する通知を受信します。

自動コールピックアップが有効である場合、Cisco Unified Mobility機能を後で使用するには、電
話機 Bの [ピック]ソフトキーを押します。

自動コールピックアップが有効でない場合、電話機 Bの [ピック]ソフトキーを押すと、電話機 B
に関連付けられているリモート接続先で呼び出し音が鳴ります。電話機Bの [応答]ソフトキーを
押すと、リモート接続先での呼び出し音は停止します。ユーザはその後、携帯電話ピックアップ

とデスクトップコールピックアップを実行できます。

自動代替ルーティング

このインタラクションが実装される前は、デスク電話が自動代替ルーティング（AAR）に対応す
るように設定され、そのデスク電話が携帯電話にリモート接続先として設定されていても、帯域

幅が足りない状況になった場合には、リモート接続先へのコールに対してAAR機能がトリガーさ
れませんでした。

Cisco Unified Mobilityは、現在、次のような自動代替ルーティング（AAR）をサポートしていま
す。

•位置情報サービスの帯域幅不足のために拒否が発生した場合、AARに対応するように設定さ
れているデバイスでは AARがトリガーされます。

•ただし、Resource Reservation Protocol（RSVP）に基づいて拒否が発生した場合、リモート接
続先へのコールに対して AARはトリガーされません。

外部コール制御

外部コール制御が設定されている場合は、外部コール制御, （701ページ）の章で説明したよう
に、Cisco Unified Communications Managerが以下の Cisco Unified Mobility機能に関する付加ルート
サーバからのルート決定に従います。

•モバイルコネクト

•モバイルボイスアクセス

•エンタープライズ機能アクセス

• Dial-via-Officeリバースコールバック

• Dial-via-Office転送
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モバイルボイスアクセスまたはエンタープライズ機能アクセスを呼び出すには、エンドユー

ザが、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定されている機能電話番号をダ
イヤルする必要があります。着信側番号は（この場合）機能 DNであるため、Cisco Unified
Communications Managerがコールを受信したときに、Cisco Unified Communications Managerは
外部コール制御を呼び出しません。コールがアンカーされた後、Cisco Unified Communications
Managerによりユーザ認証が要求され、ユーザは発信先の番号を入力します。 Cisco Unified
CommunicationsManagerが発信先にコールを送達しようとすると、外部コール制御が呼び出さ
れます。Cisco Unified Communications Managerは、コールルーティングクエリーを付加ルー
トサーバに送信して、コールの処理方法を決定します。

ヒント

Cisco Unified Communications Managerは以下の Cisco Unified Mobility機能に関するルーティング
クエリーを送信しません。

•セルピックアップ

•デスクピックアップ

•セッションハンドオフ

インテリジェントセッション制御およびセッションハンドオフ

企業電話番号にアンカーされるリモート接続先への直接コールの場合、モバイルユーザはセッ

ションハンドオフ機能を呼び出し、デスク電話にコールをハンドオフできます。

IPマルチメディアサブシステムの場合は、インテリジェントセッション制御コール処理を実
行する前に、[リモート接続先の設定(RemoteDestinationConfiguration)]ウィンドウで、または、
モバイルコネクトを有効にするために指定されたその他の手段のいずれかを使用して、モバ

イルコネクト機能が有効になっていることを確認します。

（注）

ライセンス

モバイルコネクトでは、ライセンスが使用されます。 [エンドユーザの設定(EndUserConfiguration)]
ウィンドウで [モビリティの有効化(Enable Mobility)]チェックボックスをオンにすると、モバイル
コネクト用のデバイスライセンスユニット（DLU）を消費するためのライセンスがトリガーされ
ます。消費されるライセンスの数は、Cisco Unified Mobilityのエンドユーザに明示的に付加デバ
イスを割り当てたかどうかによって異なります。ライセンスと Cisco Unified Mobilityの関係につ
いては、『Cisco Unified Communications Manager機能およびサービスガイド』を参照してくださ
い。

ローカルルートグループ

リモート接続先に対するシングルナンバーリーチコールでは、発呼側のデバイスプールによっ

て標準ローカルルートグループの選択が決まります。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
399

Cisco Unified Mobility
インタラクション



Cisco Unified Border Element でのモバイルコネクトおよび SIP トランク

Cisco Unified Mobilityは、Cisco Unified Border Element（CUBE）を使用した SIPトランク経由の
コール中機能を使用しないモバイルコネクト機能をサポートしています。

サポートされるコールの数

各リモート接続先は、最大 2つのアクティブなコールをサポートします。 Cisco Unified Mobility
では、リモート接続先ごとに Cisco Unified Communications Manager経由の最大 2つのアクティブ
コールがサポートされます。DTMFで転送や会議を行うためにエンタープライズ機能アクセス電
話番号（DID番号）を使用することは、1つのコールとしてカウントされます。 Cisco Unified
Mobilityユーザが、リモート接続先の2つのアクティブなコールを受けているとき、またはDTMF
でリモート接続先からのコールを転送して会議を行うときにコールを受信すると、受信されたコー

ルはリモート接続先ではなく、企業のボイスメールに到達します。これはつまり、無応答時転送

（CFNA）が設定されていたり、コールが共有回線で応答されなかったりする場合です。

制限事項

Cisco Unified Mobilityは、他の Cisco Unified Communications Managerコンポーネントと一緒に動作
するときに以下の制限事項を強制します。

コールのアンカー

コールのアンカーは、発信者 IDに基づいて実行され、登録されているシングルモードの電話機
またはデュアルモードフォンからのコールだけでサポートされます。

自動転送

エンドユーザがリモート接続先を設定した場合、未登録時の不在転送を設定する必要はありませ

ん。モバイルコネクトプロセスの一部として、適切な自動転送が処理されます。

SIP を実行している Cisco Unified IP Phone 7940 および 7960

SIPを実行している場合、Cisco Unified IP Phone 7940および 7960ではリモートで使用中の状態が
サポートされないため、デスクトップコールピックアップをサポートできません。

これらの電話機では、SIPを実行している Cisco Unified IP Phone 7940または 7960から携帯電話に
送達されたコールを携帯電話ユーザが切った場合、発呼側で（リモート接続先エンドユーザの [デ
スクピックアップの最大待機時間(Maximum Wait Time for Desk Pickup)]フィールドの設定に従っ
て）10秒間保留音が流れた後、コールが終了します。デスクトップコールピックアップ機能は、
これらの電話機モデルが SIPデバイスとして実行している場合にはサポートされないため、ユー
ザのデスク電話には [復帰]ソフトキーが表示されず、ユーザはデスク電話でコールをピックアッ
プできません。

Cisco Unified IP Phone 7940および 7960は、Cisco Unified Mobilityを使用可能なユーザに対して
SCCPを実行するように設定することをお勧めします。
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会議

モバイルボイスアクセスを使用する場合、ユーザは会議の管理者としてミートミー会議を開始す

ることはできませんが、ミートミー会議に参加することはできます。

既存の会議コールが、リモート接続先の共有回線 IPPhone、デュアルモードフォン、またはスマー
トフォンから開始されている場合、会議コールが携帯電話に送信された後や、デュアルモードハ

ンドオフアクションが発生した後では、既存の会議に新しい会議参加者を追加できません。新し

い会議参加者の追加を可能にするには、Advanced Ad Hoc Conference Enabledサービスパラメータ
を使用します。

携帯電話からの「+」文字のダイヤル

ユーザは携帯電話でDual-ToneMultifrequency（DTMF）を使用して「+」記号をダイヤルすると、
国際エスケープ文字を指定できます。

Cisco Unified Mobilityでは、携帯電話から電話番号に「+」文字を含む企業の IP Phoneへコールを
発信するために、IVR用の DTMFを使用して「+」をダイヤルすることはサポートされていませ
ん。

Cisco Unified Mobilityでは、携帯電話から電話番号に +文字を含む企業の IP Phoneにコールを発
信するために、2段階ダイヤリング用の DTMFを使用して +をダイヤルすることはサポートされ
ていません。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページでの国際エスケープ文字の設定方法について
は、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』を参照してください。

デスク電話での DND およびリモート接続先への直接コール

デスク電話は、[サイレント(Do Not Disturb)]（DND）が有効になっていると、[リモートで使用中
(Remote In Use)]状態にすることができません。次の場合、コールはアンカーされません。

• DNDは [コール拒否(Call Reject)]オプションで有効にします。

• DNDをアクティブ化するには、デスク電話の DNDソフトキーを押します。

ただし、DNDが呼出音オフのオプションとともに有効になっている場合、コールはアンカーされ
ます。

デュアルモードハンドオフおよび発信者 ID

デュアルモードハンドオフを使用するには、セルラーネットワークで発信者 IDが使用可能になっ
ている必要があります。

デュアルモードフォンおよびコールのアンカー

リモート接続先として設定されているデュアルモードフォン（Cisco Unified Mobility Advantage
と、SCCPまたはSIPを実行しているデュアルモードフォン）は、コールをアンカーできません。
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デュアルモードフォンおよびコンピュータ/テレフォニーインテグレーション（CTI）アプリケー
ション

デュアルモードフォンがWireless Fidelity（Wi-Fi）エンタープライズモードの場合、この電話機
を CTIアプリケーションで管理したり監視したりできません。

WLANで共有回線コールを受けているデュアルモードフォンの [リモートで使用中]インジケータ
は、デュアルモードフォンがWLANの範囲外に移動した場合は、表示されなくなります。

デュアルモードフォンおよびデスクトップコールピックアップ

デスクトップコールピックアップ機能は、次の携帯電話のモデルには適用されません。

• SIPを実行している Nokia 902iLおよび Nokia 906iLデュアルモードフォン

• Skinny Client Control Protocol（SCCP）を実行している Nokia S60デュアルモードフォン

これらの電話機モデルでは、携帯電話ユーザがコールを切ると、発呼側では（リモート接続先エ

ンドユーザの [デスクピックアップの最大待機時間(MaximumWait Time for Desk Pickup)]フィール
ドの設定に従って）10秒間保留音が流れた後、コールが終了します。デスクトップコールピッ
クアップ機能はこれらの電話機モデルではサポートされていないため、ユーザのデスク電話には

[復帰]ソフトキーが表示されず、ユーザはデスク電話でコールをピックアップできません。

SIP および登録期間を実行しているデュアルモードフォン

SIPを実行しているデュアルモードフォンの場合、Cisco Unified Communications Managerは SIP
Station KeepAlive Intervalサービスパラメータに指定されている値ではなく、電話機と関連付けら
れている SIPプロファイルの [レジスタのタイムアウト値(Timer Register Expires、秒)]フィールド
の値を使用して登録期間を決定します。

セルラーネットワークからのエンタープライズ機能

セルラーネットワークからエンタープライズ機能を使用するには、アウトオブバンドDTMFが必
要です。

クラスタ間DNを SIPトランク（クラスタ間トランクまたはゲートウェイ）での IP Phoneのリ
モート接続先として使用している場合は、IPPhoneを設定するときに [DTMF受信が必要(Require
DTMF Reception)]チェックボックスをオンにします。これにより、エンタープライズ機能ア
クセスミッドコール機能に重要なDTMFディジットをアウトオブバンドで受信できるように
なります。

（注）

DTMF を使用するモバイル通信用グローバルシステム（GSM）でのエンタープライズ機能

DTMFを使用するモバイル通信用グローバルシステム（GSM）でのエンタープライズ機能のアベ
イラビリティは、サードパーティ製スマートフォンでサポートされる機能によって異なります。
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強制承認コードとクライアント識別コード

強制承認コード（FAC）機能とクライアント識別コード（CMC）機能は、モバイルボイスアクセ
スおよびエンタープライズ機能アクセス 2段階ダイヤリングとは連動しません。

FACは、リモート接続先へのモバイルコネクト（シングルナンバーリーチ）コール用に呼び出
されません。

アウトオブバンド（OOB）または RFC 2833を使用して、モバイルデバイスの FAC/CMC用の
DTMFを設定する必要があります。

ゲートウェイとポート

モバイルボイスアクセスでは、H.323ゲートウェイと SIP VoIPゲートウェイの両方がサポートさ
れます。

モバイルコネクト機能は、T1 CAS、FXO、FXS、および BRIではサポートされません。

DTMF の保留が押されている場合はデスクトップコールピックアップの最大待機時間が適用され
ない

ユーザがリモート接続先（スマートフォンまたは他の電話機）から*81DTMFコードを押してコー
ルを保留にしている場合、ユーザのデスク電話には [復帰]ソフトキーが表示されます。ただし、
デスク電話にはデスクトップコールピックアップのタイマーは適用されません。 [復帰]ソフト
キーは、エンドユーザがコールをピックアップするように設定されているタイムアウト後もその

まま表示され、コールは終了しません。

代わりにユーザは、デスク電話をトリガーしてデスクトップコールピックアップにタイマーを適

用させているリモート電話機で、コールを切る必要があります（この設定を変更するには、[エン
ドユーザの設定(EndUserConfiguration)]ウィンドウの [デスクピックアップの最大待機時間(Maximum
Wait Time for Desk Pickup)]フィールドを使用します）。

モバイルコネクトサポートの制限事項

モバイルコネクト機能は、一次群速度インターフェイス（PRI）公衆電話交換網（PSTN）接続で
だけサポートされます。

SIPトランクの場合、モバイルコネクトは IOSゲートウェイまたはクラスタ間トランク経由でサ
ポートされます。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

モバイルコネクトは、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）とは連携しません。コールが
MLPPによってプリエンプション処理された場合、モバイルコネクト機能はそのコールに対して
無効になります。

複数ノードクラスタ環境

複数ノードクラスタ環境では、Cisco Unified Communications Managerのパブリッシャサーバが到
達不能の場合、エンドユーザがモバイルボイスアクセスまたは 2段階ダイヤリングを介して、
モバイルコネクトをオンまたはオフにするための変更を加えても、その変更は保存されません。
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オーバーラップ送信

インテリジェントセッション制御機能では、オーバーラップ送信パターンはサポートされませ

ん。

QSIG

モビリティは QSIGをサポートしません。

Q シグナリング（QSIG）パス置換

QSIG（Qシグナリング）パス置換はサポートされません。

リモート接続先プロファイル

リモート接続先プロファイルに関連付けられた電話番号を設定する場合、[電話番号の設定(Directory
Number Configuration)]ウィンドウの [表示(内線発信者ID)(Display (Internal Caller ID))]フィールド
には、ASCII文字だけを使用する必要があります。

リモート接続先

リモート接続先は、時分割多重（TDM）デバイスである必要があります。 Cisco Unified
Communications Managerシステム内では、IP電話をリモート接続先として設定できません。

リモート接続先が、PSTN番号または ICT上の番号を指定していることを確認してください。

リモート接続先は、Cisco Unified IP Phoneが保留にしたコールを再開できません。

サービスパラメータ

エンタープライズ機能アクセスのサービスパラメータは、標準の電話機またはスマートフォンに

適用されます。ただし、スマートフォンは、通常、ワンタッチキーを使用して適切なコードを送

信します。管理者は、モバイルコネクトで使用するすべてのスマートフォンに対して、エンター

プライズ機能アクセスのデフォルトコードまたはスマートフォンのマニュアルで指定されている

コードのどちらかを使用するように設定する必要があります。

セッションハンドオフ機能

セッションハンドオフ機能には、次の制限事項があります。

•セッションハンドオフは、携帯電話からデスク電話に対してだけ実行できます。デスク電
話から携帯電話にハンドオフされるセッションの場合、現在のリモート接続先ピックアップ

方式には携帯電話へのコールの送信機能を使用します。

•オーディオコールセッションハンドオフだけがサポートされます。

リモート接続先への SIP URI および直接コール

インテリジェントセッション制御機能は、直接 URIダイヤルをサポートしていません。このた
め、SIP URIに発信されたコールは企業電話番号にアンカーできません。
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ビデオコール

モバイルコネクトのサービスは、ビデオコールには提供されません。デスク電話で受信したビ

デオコールは、携帯電話では応答できません。

システム要件
モバイルコネクトとモバイルボイスアクセスには、次のソフトウェアコンポーネントが必要で

す。

• Cisco Unified Communications Manager 6.0以降

•パブリッシャ上でのみ実行される Cisco Unified Mobile Voice Accessサービス

• Cisco Unified Communications Managerロケールインストーラ（英語以外の電話ロケールまた
は国独自のトーンを使用する場合）

モバイルコネクトとモバイルボイスアクセスが使用可能な IP電話を確認するには、該当する
『Cisco Unified IP Phone Administration Guide』と『Cisco Unified IP Phone User Guide』を参照して
ください。

VoLTE IMS モバイルデバイス向け HCS 補足サービス
Cisco Unified Communications Manager 9.0は、補足サービスを呼び出す方法を標準でサポートして
います。次の補足サービスがサポートされています。

• Originating Identification Presentation（発信 IDの表示）

• Terminating Identification Presentation（終端 IDの表示）

• Originating Identification Restriction（発信 IDの制限）

• Terminating Identification Restriction（終端 IDの制限）

• Communication Diversion Unconditional（無条件の通信迂回）

• Communication Diversion on not Logged in（ログイン時以外の通信迂回）

• Communication Diversion on Busy（話中時の通信迂回）

• Communication Diversion on not Reachable（到達不能時の通信迂回）

• Communication Diversion on No Reply（無応答時の通信迂回）

• Barring of All Incoming Calls（全着信コールの制限）

• Barring of All Outgoing Calls（全発信コールの制限）

• Barring of All Incoming Calls When Roaming（ローミング時の全着信コールの制限）

• Barring of Outgoing International Calls（発信国際コールの制限）

• Communication Hold（通信保留）
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• Communication Retrieve（通信取得）

• 3rd Party Registration（第三者登録）

• Message Waiting Indication（メッセージ待機表示）

• Communication Waiting（通信待機）

• Ad-Hoc Multi Party Conference（アドホックマルチパーティ会議）

• Call Transfer（コール転送）

Originating Identification Presentation（発信 ID の表示）

発信側のサービス制御は、要求送信者のホーム S-CSCFで行われます。要求者の代わりに発信
S-CSCFがサービスを呼び出すことができます。

ISCトランクへの初期着信 INVITEのモードが「発信」に設定されている場合は、Cisco Unified
Communications Managerが発信 DNのアプリケーションサーバとして機能します。このシナリオ
では、CiscoUnifiedCommunicationsManagerがP-Asserted-Idのユーザ部分を使用して対応する IMS
クライアントを探します。このような IMSクライアントが見つからなかった場合は、CiscoUnified
Communications Managerが 403禁止エラーを使用してコールを拒否します。対応する IMSクライ
アントが見つかった場合は、IMSクライアントに対して設定されたエンタープライズ DNを通し
てコールがルーティングされます。

このコールに使用されるコーリングサーチスペースは、IMSクライアントの設定に応じて、回線
と IMSクライアントのサーチスペースの組み合わせにすることも、ISCトランクにすることもで
きます。

Cisco Unified Communications Managerはその DAを通して接続先を確認します。接続先がクラス
タ内でルーティングできない場合は、Cisco Unified Communications Managerがそのコールを拒否
します。 Cisco Unified Communications Managerは接続先に警告したり、終端機能を提供したりし
ません。接続先が転送可能と判断されると、コールは Cisco Unified Communications Manager内で
アンカーされてから、RouteListや正規の SIPトランクをバイパスして、すぐに、同じ ISCトラン
ク経由でルーティングされます。

未知の接続先で IMSネットワークのデフォルトネットワークへのルーティングが許可されて
いる場合は、Cisco Unified CommunicationsManagerのダイヤルプランで他の未知の接続先用と
して ISCトランク経由のデフォルトルートを設定できます。

ISCトランクからの発信コールでインテリジェントセッション制御を呼び出さないようにする
必要があります。モードが「発信」の場合は、発信者が IMSクライアントであっても、
CallControlがインテリジェントセッション制御を代行しません。

（注）

終端 ID の表示

終端側のサービス制御は、要求受信者のホーム S-CSCFで行われます。受信者の代わりに終端
S-CSCFがサービスを呼び出すことができます。
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ISCトランクへの初期着信 INVITEのモードが「終端」に設定されている場合は、Cisco Unified
Communications Managerが終端 DNのアプリケーションサーバとして機能します。このシナリオ
では、Cisco Unified Communications Managerが RequestURIのユーザ部分を使用して対応する IMS
クライアントを探します。 IMSクライアントが見つかった場合は、Cisco Unified Communications
Managerが発信者を内線発信者として扱います。これは、話中転送、外部接続先への転送、アド
ホック終端などの他の機能インタラクションに影響します。

発信側として機能している場合と違って、Cisco Unified Communications Managerは、発信者の
P-Asserted-Idと IMSクライアントが一致しない場合でもコールを拒否しません。代わりに、コー
ルは外部トランクコールとして処理されます。

終端 DN用のアプリケーションサーバとして機能している場合は、Cisco Unified Communications
Managerが宛先に警告して、すべての終端機能を提供します。

接続先に IMSクライアントが含まれている場合は、発信 INVITEが必然的に同じ ISCトランクを
通過しますが、別のノードに到達する可能性があります。

終端コールがインテリジェントセッション制御を呼び出します。これは、CallControlによる
代行受信によってトリガーされます。

（注）

自動転送

Cisco Unified Communications Manager 9.0は、設定を通した、または、CFAアクティベーション要
求が ISCトランク経由で受信された後の、IMSクライアントの自動転送処理をサポートしていま
す。サポートされている転送オプションは次のとおりです。

•不在転送

•ログインしていないときの転送

•話中転送

•到達不能時の転送

•無応答時転送

コール制限

Cisco Unified Communications Manager 9.0はコール制限機能を提供しています。この機能を使用す
れば、次の方法でコールをブロックできます。

•全着信コールの制限

•全発信コールの制限

•ローミング時の全着信コールの制限

•発信国際コールの制限

[電話の設定(Phone Configuration)]ページに、コール制限情報に関する新しいセクションが追加さ
れました。このセクションでは、[ローミング中の着信コールをブロック(Block IncomingCallwhile
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Roaming)]チェックボックスをオンにして、[ホームネットワークID(Home Network ID)]を定義で
きます。

[ホームネットワークID(Home Network ID)]は、[ローミング中の着信コールをブロック(Block
Incoming Call while Roaming)]機能を有効にするために定義する必要があります。

（注）

保留

Cisco Unified CommunicationsManagerは ISCインターフェイスに着信した Invite経由の保留機能呼
び出しをサポートしています。 Inviteを受信すると、Cisco Unified CommunicationsManagerはアク
ティブコールを保留にして、設定されている場合に、保留側に流すために必要な保留音リソース

を割り当てます。保留がトリガーされた IMSネットワークは、内部ユーザが開始した保留操作と
同じ処理を受信します。

取得

Cisco Unified Communications Managerは、現在、SendReceive SDPを使用した Inviteの形式での、
保留中のコールに対する、ISCインターフェイス経由の取得要求をサポートしています。このよ
うな要求を受信すると、Cisco Unified Communications Managerは、保留音リソースの削除および
割り当て解除やメディアの二者間再接続などのコール取得処理を適用します。

サードパーティ登録

Cisco Unified Communications Manager 9.0はサードパーティ登録機能を提供しています。

[サードパーティの登録が必要(Third-party Registration Required)]に関する新しいチェックボックス
が [プロトコル固有情報(Protocol Specific Information)]セクションに追加されました。

メッセージ待機表示

Cisco Unified Communications Manager 9.0は、SUBSCRIBEメソッドを介した IMSコアネットワー
ク内での IMSクライアントからの登録をサポートしています。 IMSコアから SUBSCRIBE要求を
受信すると、Cisco Unified Communications Managerは、クライアントプロビジョニングデータを
確認することにより、要求しているクライアントがメッセージ待機表示（MWI）を受け取る資格
があるかどうかを判断します。クライアントに資格がある場合は、Cisco Unified Communications
Managerが SUBSCRIBE処理の完了時点でキャッシュされたMWIデータをクライアントに配信
し、登録がまだ有効な状態でMWIステータスが変化した場合にMWI通知の配信を継続します。

コール待機

Cisco Unified Communications Manager 9.0を使用すれば、さまざまなコール待機オプションを選択
できます。モバイルユーザが電話中に新しい着信コールがあった場合は、次のような選択肢があ

ります。

•新しい着信コールを無視する。

ユーザがこのオプションを選択して、話中転送が設定されている場合は、自動転送処理が適

用されます。
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•着信コールを終了する。

ユーザがこのオプションを選択して、無応答時転送が設定されている場合は、自動転送処理

が適用されます。

•着信コールに応答する。

ユーザがこのオプションを選択した場合は、オリジナルのアクティブコールが保留にされて

から、新しいコールに応答できるようになります。

IMS クライアント起動アドホック会議要求

シングルユーザ会議が、指定された会議サービス要求URIを含む Inviteで開始されます。このよ
うなサービス要求 URIを受信すると、会議機能が会議 IDとして動的に番号を割り当て、それを
Cisco Unified Communications Managerの内部 DAサービスに登録します。また、会議リソースを
割り当て、会議サービス要求を発行したユーザ用の会議を作成します。動的に割り当てられた会

議 ID番号は、既存の会議を識別したり、新しい参加者を同じ会議に追加したりするために使用さ
れます。

シングルユーザ会議作成手順の正しい動作を保証するには、Unified CommunicationsManager内部
の新しいサービスパラメータを通して会議サービス要求 URIをプロビジョンする必要がありま
す。このサービスパラメータのプロビジョニングは IMSコアネットワーク内でのプロビジョニ
ングと一致する必要があります。たとえば、cucm-conference-factory@cucm1.company.comのよう
に設定できます。

新しい会議参加者は、それぞれ、すべてのコールに対して既存のダイアログを使用した 1つの
Referとして参加することになります。このRefer内のコール情報には、シングルユーザ会議の作
成中に会議機能が割り当てた会議 IDが含まれています。 Cisco Unified Communications Managerの
Refer/Replace機能がタスクを選択して、既存のシングルユーザ会議に参加者を追加します。Refer
機能はすべての会議参加者を追加するために同じメカニズムを適用します。

シングルユーザ会議の作成と会議参加者の追加/削除に関する新しい会議フローは、IMSコア
ネットワーク上で Cisco Unified Communications Managerがプロビジョンした IMSクライアン
トから要求が送信された場合にのみ使用できます。それ以外の場合は、要求が拒否されます。

（注）

転送

Cisco Unified Communications Managerは IMSコアネットワークからの転送要求を処理できます。
転送は、ISCインターフェイス内の SIP Refer/Replaceメソッドを通して行われます。

IMSクライアントから転送が開始される前にコールが保留にされます。（注）
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HCS 非通知着信拒否 ISC トランク
Cisco Unified Communications Manager 9.0を使用すれば、管理者は非通知発信者からの着信コール
を拒否できます。また、SIPトランクまたは回線レベルか DNレベルでのこのようなコールのブ
ロックを選択できます。クラスタ内の IP電話から、または、Calling Line ID Restriction（CLIR）
を使用したその他のプロトコル経由で発信されたコールもブロックされます。

Cisco Unified Communications Managerの非通知着信拒否機能には 3つの設定オプションがありま
す。 1つは [電話番号(Directory Number)]ページに、後の 2つは [SIPプロファイル(SIP Profile)]ペー
ジにあります。

電話番号の設定

特定の回線または DNの発信非通知コールをブロックするために、特定の DN用の [電話番号
(DirectoryNumber)]設定ページでこの機能を設定できます。DNの非通知コールをすべて拒否する
には、[電話番号(Directory Number)]ページで [非通知着信拒否(Reject Anonymous Calls)]チェック
ボックスをオンにします。

非通知着信拒否が有効になっており、1つ以上のシングルナンバーリーチ接続先が関連付けられ
ている企業電話番号（DN）の場合は、Cisco Unified Communications Managerがその企業 DNと関
連するすべてのリモート接続先への非通知発信者からのコールをブロックします。

非通知着信拒否が有効になっており、不在転送接続先が設定されている企業電話番号の場合は、

Cisco Unified Communications Managerが非通知コールを不在転送先に転送します。

非通知着信拒否が有効になっており、話中転送接続先が設定されている企業電話番号の場合は、

Cisco Unified Communications Managerが話中転送をトリガーすることなく非通知コールを拒否し
ます。

無応答時転送機能は非通知発信者に対してトリガーされません。

コール転送の場合：在席転送中に、転送エラーに CLIRが設定されており、ACRが設定された転
送先にコンサルトコールが発信された場合は、コンサルトコールが拒否されます。非通知発信

者から REFERを受け取った場合と同様に、参照先 DNに ACRが設定されている場合は、REFER
操作がブロックされます。いずれの場合も、発信者にCLIRが設定されており、着信側にACRが
設定されている場合は、コンサルトコールがブロックされます。

SIP トランクの設定

[SIPプロファイル(SIPProfile)]ページの設定を使用して、SIPトランクでの非通知発信者からのコー
ルをブロックするように Cisco Unified Communications Manager上での非通知着信拒否を設定しま
す。 [SIPプロファイル(SIP Profile)]ページで、[非通知着信コールを拒否(RejectAnonymous Incoming
Calls)]チェックボックスと [非通知発信コールを拒否(Reject Anonymous Outgoing Calls)]チェック
ボックスをオンにします。 [非通知着信コールを拒否(Reject Anonymous Incoming Calls)]チェック
ボックスがオンになっている場合は、この SIPプロファイルに関連付けられた SIPトランク上で
のすべての非通知着信コールが拒否されます。 [非通知発信コールを拒否(RejectAnonymousOutgoing
Calls)]チェックボックスがオンになっている場合は、このSIPプロファイルに関連付けられたSIP
トランク上でのすべての非通知発信コールが拒否されます。
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SIP内の非通知コールは RFC 5079に記載された基準に基づいて識別されます。 RFC 5079に基づ
いて、着信初期 INVITEが以下の基準を満たしている場合にコールが非通知として識別されます。

• display-name Anonymousを含む Fromヘッダーまたは PAI/PPIヘッダー

• Fromヘッダーホスト部分 = anonymous.invalid

•プライバシー：IDまたはプライバシー：ユーザまたはプライバシー：ヘッダー（PAI/PPIに
関連付けられた）

• Remote-Party-IDヘッダーに display-name Anonymousが含まれている

• Remote-Party-IDヘッダーに privacy=uri/full/nameが含まれている

Cisco Unified Communications Managerクラスタ内部から発信されたコールで、発信者の DNま
たはユーザ情報は提示されているが、発信者名が不明または表示が制限されている場合は、

コールが非通知コールとしてマークされます。

発信者のDNが提示されていない場合、または、表示が制限されている場合は、発信者の名前
が提示されているかどうかに関係なく、その発信者は非通知と見なされます。

（注）

非通知コールがCiscoUnified CommunicationsManagerによって拒否された場合は、SIPエラー応答
433 - Anonymity Disallowedが初期 INVITEに送信されます。 Cisco Unified Communications Manager
は、433応答の Q.850 Reasonヘッダーに cause = 21（コール拒否）も追加します。

Cisco Unified Mobility Manager からの移行
スタンドアロン Cisco Unified MobilityManagerデータを Cisco Unified Communications Managerに移
行するには、以下の手順を実行します。

1 必要に応じて、Cisco UnifiedMobilityManagerシステムをリリース 1.2(5)にアップグレードしま
す。『Release Notes for Cisco Unified MobilityManager Release 1.2(5)』を参照してください。

2 Cisco Unified MobilityManagerにログインし、設定データを CSV形式でエクスポートします。
手順については、『Release Notes for Cisco UnifiedMobilityManager Release 1.2(5)』を参照してく
ださい。

3 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページにログインし、[一括管理(BulkAdministration)]
の [インポート/エクスポート(Import/Export)]にあるウィンドウを使用して、Cisco Unified
MobilityManagerからエクスポートされた CSVデータファイルをインポートします。『Cisco
Unified Communications Manager Bulk Administrationガイド』を参照してください。
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Cisco Unified Mobility の設定
ここでは、Cisco Unified Communications Managerに標準装備されている Cisco Unified Mobility機能
をプロビジョンするために設定しなければならない各 Cisco Unified Communications Managerの管
理ページのメニューオプションに関する詳細な手順を示します。

エンドユーザは、Cisco Unified CMのユーザオプションのウィンドウを使用して、携帯電話に適
用される Cisco Unified Mobility設定値を構成または変更します。

管理者は、Cisco UnifiedMobilityの設定に着手する前に、Cisco Unified CommunicationsManager
に標準装備されている Cisco Unified Mobility機能を設定するために必要なすべての作業の概要
を確認しておく必要があります。

ヒント

関連トピック

Cisco Unified Mobilityの設定, （368ページ）

アクセスリストの設定と削除

アクセスリストを定義すると、発信者 IDに基づいて、リモート接続先に送信されるモバイルコ
ネクトコールの内線を明示的に許可またはブロックできます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）
を使用してレコードを検索、削除、設定、またはコピーする手順については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

アクセスリストの削除に関するヒント

リモート接続先が使用しているアクセスリストは削除できません。アクセスリストを使用して

いる項目を検索するには、[アクセスリストの設定(AccessListConfiguration)]ウィンドウの [関連リ
ンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスから [依存関係レコード(Dependency Records)]
を選択します。依存関係レコードがシステムで使用できない場合は、[依存関係レコード要約
(Dependency Records Summary)]ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳
細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照
してください。使用中のアクセスリストを削除しようとすると、Cisco Unified Communications
Managerによってメッセージが表示されます。現在使用しているアクセスリストを削除する前
に、次の作業のいずれかまたは両方を実行する必要があります。

•削除するアクセスリストを使用しているリモート接続先に、別のアクセスリストを割り当
てます。

•削除するアクセスリストを使用しているリモート接続先を削除します。

関連トピック

アクセスリストメンバの詳細の設定項目, （415ページ）
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リモート接続先の設定と削除, （422ページ）

アクセスリストの設定

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[コールルーティング(Call Routing)] > [コン
トロールのクラス(Class of Control)] > [アクセスリスト(Access List)]メニューパスを使用してアク
セスリストを設定します。

Cisco Unified Mobilityをサポートしているアクセスリストは、リモート接続先への送信が許可ま
たはブロックされている電話番号を指定したリストです。

アクセスリストを設定するときは、次の手順に従ってリストのメンバを設定します。

手順

ステップ 1 アクセスリストのメンバを設定する場合は、[メンバの追加(Add Member)]をクリックし、アクセ
スリストメンバの詳細の設定項目, （415ページ）で説明されているパラメータの値を入力しま
す。

ステップ 2 [保存(Save)]をクリックします。
[アクセスリストの設定(Access List Configuration)]ウィンドウが再度開き、[選択されたフィルタ
(Selected Filters)]領域に、新しい番号またはフィルタが表示されます。

ステップ 3 [アクセスリストの設定(Access List Configuration)]ウィンドウで、フィルタを追加し、必要に応じ
て既存のアクセスリストを変更します。

a) DNマスクを変更するには、ウィンドウ下部の [アクセスリストメンバ(Access ListMembers)]の
下にある電話番号のリンクをクリックし、変更値を入力してから、[保存(Save)]をクリックし
ます。

b) フィルタを削除するには、フィルタを選択し、[削除(Delete)]をクリックします。
c) フィルタを削除せずに非アクティブにするには、[選択されたフィルタ(Selected Filters)]ペイン
でフィルタを選択し、下向きの矢印をクリックして、フィルタを [削除されたフィルタ(Removed
Filters)]ペインに移動します。

d) フィルタをアクティブにするには、[削除されたフィルタ(RemovedFilters)]ペインでフィルタを
選択し、上向きの矢印をクリックして、フィルタを [選択されたフィルタ(Selected Filters)]領域
に移動します。

e) 既存のリストと同じメンバを含む新しいアクセスリストを作成するには、[コピー(Copy)]をク
リックします。

アクセスリストの設定項目

下の表は、[アクセスリストの設定(Access List Configuration)]ウィンドウで使用可能な設定値に関
する説明を示しています。
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表 33：アクセスリストの設定項目

説明フィールド

[アクセスリスト情報(Access List Information)]

このアクセスリストの一意の名前（1～ 50文字）を入力します。

引用符（"）、右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バックスラッシュ
（\）、アンパサンド（&）、およびパーセント記号（%）を除くすべての
文字を使用できます。

[名前(Name)]

このアクセスリストの説明（1～ 128文字）を入力します。

タブや引用符（"）など、出力されない文字を除くすべての文字を使用でき
ます。

[説明(Description)]

ドロップダウンリストボックスで、アクセスリストの適用先のエンドユー

ザを選択します。

[オーナー(Owner)]

メンバの電話番号からのコールがリモート接続先に送信されるようにする

には、このオプションボタンをクリックします。

[許可(Allowed)]

メンバの電話番号からのコールがリモート接続先に送信されるのをブロッ

クするには、このオプションボタンをクリックします。

[ブロック(Blocked)]

[アクセスリストメンバ情報(Access List Member Information)]

このペインには、アクセスリストの現在のメンバが表示されます。メンバ

は次のタイプで構成されます。

• [非通知(Private)]：このフィルタは、発信者 IDを表示しない非通知番
号からのコールに適用されます。

• [使用不可(Not Available)]：このフィルタは、発信者 IDを持たない番
号からのコールに適用されます。

• [電話番号(Directory Number)]：このフィルタは括弧で囲まれた電話番
号を指定します。たとえば、(12345)です。有効な値は、0～ 9まで
の数字と、ワイルドカード文字 X、!、および #です。

このペインの下側にある矢印を使用して、アクセスリストのメンバをこの

ペインに対して追加および削除します。

[メンバの追加(AddMember)]：[選択されたフィルタ(Selected Filters)]ペイン
に新しいメンバーを追加する場合に、このボタンをクリックします。 [アク
セスリストメンバの詳細(Access List Member Detail)]ウィンドウが開きま
す。

[選択されたフィル
タ(Selected Filters)]
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説明フィールド

このペインは、このアクセスリストに対して定義されているものの現在は

選択されていないフィルタを指定します。

このペインの上側にある矢印を使用して、アクセスリストのメンバをこの

ペインに対して追加および削除します。

[削除されたフィル
タ(Removed Filters)]

関連トピック

アクセスリストメンバの詳細の設定項目, （415ページ）

アクセスリストメンバの詳細の設定項目

アクセスリストの設定中に [アクセスリストの設定(Access List Configuration)]ウィンドウで [メン
バの追加(AddMember)]ボタンをクリックすると、[アクセスリストメンバの詳細(AccessListMember
Detail)]ウィンドウが表示されます。 [アクセスリストメンバの詳細(Access ListMemberDetail)]ウィ
ンドウでは、アクセスリストメンバに関する次の設定値を設定できます。

• [フィルタマスク(Filter Mask)]

• [DNマスク(DN Mask)]

新しいアクセスリストメンバの設定が完了すると、この新しいアクセスリストメンバが、対応

する [アクセスリストの設定(Access List Configuration)]ウィンドウの下部にある [アクセスリスト
メンバ(Access ListMembers)]ペインに表示されます。いずれかのアクセスリストメンバをクリッ
クして、そのアクセスリストメンバの設定を表示または変更できます。何も変更せずに [アクセ
スリストメンバの詳細(AccessListMemberDetail)]ウィンドウを終了するには、[関連リンク(Related
Links)]ドロップダウンリストボックスの [検索/一覧表示に戻る(Back to Find/List)]を選択して、
[移動(Go)]をクリックします。

下の表は、[アクセスリストメンバの詳細(Access ListMemberDetail)]ウィンドウで使用可能な設定
値に関する説明を示しています。

表 34：アクセスリストメンバの詳細の設定項目

説明フィールド

ドロップダウンリストボックスからオプションを選択します。 [電話番号
(Directory Number)]（電話番号の入力）、[使用不可(Not Available)]（発信者
IDを持たないコールの除外）、または [非通知(Private)]（発信者 IDを表示せ
ずに許可またはブロックする番号の指定）のいずれかを選択できます。

[フィルタマスク
(Filter Mask)]
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説明フィールド

[フィルタマスク(Filter Mask)]フィールドで [電話番号(Directory Number)]を
選択した場合は、[DNマスク(DNMask)]フィールドに電話番号またはフィル
タを入力します。フィルタを定義するときは、次のワイルドカードを使用で

きます。

• X（大文字または小文字）：任意の 1桁に相当します。

• !：任意の桁の数字に一致します。

• #：完全一致の 1桁として使用します。

例：

• 408!は、408で始まるすべての番号と一致します。

• 408555123Xは、4085551230～ 4085551239のすべての番号と一致しま
す。

先行文字 +で始まる発信側番号からの着信コールをフィルタリン
グするには、サポートされているワイルドカードを電話番号の前

に付加している場合を除いて、[DNマスク(DN Mask)]フィールド
に先行文字 +を含める必要があります。たとえば、エンドユーザ
が+14081239876をブロックする場合、そのユーザのアクセスリス
トの [DNマスク(DN Mask)]フィールドに +14081239876または
!14081239876を指定する必要があります。

（注）

[DNマスク(DN
Mask)]

リモート接続先プロファイルの設定

ここでは、リモート接続先プロファイルの設定に関する情報を提供します。

リモート接続先プロファイルの設定と削除

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [リモート接続先プロファイル(Remote Destination Profile)]メニューパスを使用してリ
モート接続先プロファイルを設定します。

Cisco Unified Mobilityをサポートしているリモート接続先プロファイルは、ユーザのすべてのリ
モート接続先に適用されるパラメータのセットです。

リモート接続先プロファイルには、ユーザのリモート接続先すべてに適用されるパラメータが含

まれています。モバイルコネクト用のユーザアカウントを設定（『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』を参照）したら、そのユーザのリモート接続先プロファ
イルを作成できます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）
を使用してレコードを検索、削除、設定、またはコピーする方法については、『Cisco Unified
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Communications Managerアドミニストレーションガイド』とそのサブセクションを参照してくだ
さい。GUIの使用方法とボタンおよびアイコンの機能の詳細が説明されています。

リモート接続先プロファイルの削除に関するヒント

リモート接続先と関連付けられているリモート接続先プロファイルを削除できます。リモート接

続先プロファイルと、関連付けられているリモート接続先の両方を削除しようとしていることを

示す警告メッセージが表示されます。

リモート接続先プロファイルを使用している項目を検索するには、[リモート接続先プロファイル
の設定(Remote Destination Profile Configuration)]ウィンドウの [関連リンク(Related Links)]ドロップ
ダウンリストボックスから [依存関係レコード(Dependency Records)]を選択します。依存関係レ
コードがシステムで使用できない場合は、[依存関係レコード要約(Dependency Records Summary)]
ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコードの詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

リモート接続先プロファイルの設定項目

下の表は、[リモート接続先プロファイル(RemoteDestinationProfile)]ウィンドウで使用可能な設定
値に関する説明を示しています。

表 35：リモート接続先プロファイルの設定項目

説明フィールド

[リモート接続先プロファイル情報(Remote Destination Profile Information)]

リモート接続先プロファイルの名前を入力します。

この名前には、最長 50文字を指定できます。有効な文字は、英
字、数字、ダッシュ、ドット（ピリオド）、スペース、およびアン

ダースコアです。

[名前(Name)]

リモート接続先プロファイルの説明を入力します。

このフィールドには、最長128文字を指定できます。引用符（"）、
右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バックスラッシュ（\）、ア
ンパサンド（&）、およびパーセント記号（%）を除くすべての文
字を使用できます。

[説明(Description)]

このプロファイルを割り当てるユーザを選択します。このユーザ

は、[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウで [モ
ビリティの有効化(Enable Mobility)]がオンになっているユーザの
IDと一致している必要があります。

[ユーザID(User ID)]
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説明フィールド

このプロファイルに適用するデバイスプールを選択します。デバ

イスプールは、リージョン、日時グループ、ソフトキーテンプレー

ト、およびMLPP情報などのデバイスに関する一連の共通特性を
定義します。

[デバイスプール(Device
Pool)]

モバイルボイスアクセスコールまたはエンタープライズ機能アク

セスコールのルーティングに使用するコーリングサーチスペース

（CSS）を選択します。

このコーリングサーチスペースの設定は、リモート接続

先からのコールをルーティングする場合にだけ適用され

ます。この設定は、モバイルボイスアクセスコールお

よびエンタープライズ機能アクセスコールのダイヤル番

号への発信コールレッグを示します。

（注）

[コーリングサーチスペース
(Calling Search Space)]

モバイルコネクトコールとモバイルボイスアクセスコールにお

いてユーザを保留にする場合のオーディオオプションを選択しま

す。

[ユーザ保留音源(User Hold
Audio Source)]

モバイルコネクトコールとモバイルボイスアクセスコールに対

するマルチキャストオーディオソースを提供する Internetwork
Operating System（IOS）ゲートウェイのオーディオソースを選択
します。

[ネットワーク保留MOH音源
(Network Hold MOH Audio
Source)]

リモート接続先プロファイルのプライバシーオプションを選択し

ます。

このフィールドで [デフォルト(Default)]値を選択した場合、設定は
Privacy Settingサービスパラメータの値に一致します。

Privacy Settingサービスパラメータの値を変更して保存
した場合は、サービスパラメータの変更を有効にするた

めに、[デフォルト(Default)]を指定したリモート接続先
プロファイルの [リモート接続先プロファイルの設定
(RemoteDestination Profile Configuration)]ウィンドウに戻っ
て、[保存(Save)]をクリックする必要があります。

（注）

Remote Destination Profile Privacyが [On]で、Enforce
Privacy Setting on Held Callsサービスパラメータが [True]
の場合は、携帯電話からデスク電話にコールを転送でき

ません。

（注）

設定の詳細については、割り込みとプライバシー, （1ページ）
を参照してください。

[プライバシ(Privacy)]
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説明フィールド

モバイルコネクトコールのルーティングに使用されるコーリング

サーチスペースを選択します。

[再ルーティング用コーリングサーチスペース(Rerouting
Calling Search Space)]に割り当てるパーティションには、
モバイルコールをルーティングするように設定された

ゲートウェイが割り当てられている必要があります。

Cisco Unified Communications Managerは、リモート接続
先番号と [再ルーティング用コーリングサーチスペース
(ReroutingCallingSearchSpace)]に基づいて、コールのルー
ティング方法を判別します。

（注）

[再ルーティング用コーリングサーチスペース(Rerouting
Calling Search Space)]はコールをリモート接続先またはモ
ビリティ IDにルーティングする場合にだけ適用されま
す。この設定は、コールがユーザの企業電話番号に着信

した場合の、リモート接続先またはモビリティ IDへの発
信コールレッグを示します。

（注）

デバイスが企業WLANと関連付けられ、Cisco Unified
Communications Managerに登録されている場合、モバイ
ルコネクトコールはデュアルモードの携帯電話の番号

と対応しているデュアルモードのモビリティ ID番号に
はルーティングされません。デバイスが企業の外部にあ

る場合にだけ、モバイルコネクトコールはデュアルモー

ドのモビリティ ID番号にルーティングされます。

（注）

[再ルーティング用コーリン
グサーチスペース(Rerouting
Calling Search Space)]
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説明フィールド

トランスフォーメーション用のコーリングサーチスペースを選択

します。この設定により、デバイスの発信側の番号をローカライ

ズできるようになります。選択する発呼側トランスフォーメーショ

ン CSSに、このデバイスに割り当てる発呼側トランスフォーメー
ションパターンが含まれていることを確認してください。

コーリングサーチスペース内のパーティションには、発

呼側トランスフォーメーションだけを含める必要があり

ます。

（注）

コーリングサーチスペースはヌルにしないでください。

ヌルパーティションにはトランスフォーメーションを適

用できません。

（注）

発呼側トランスフォーメーションCSSが存在するパーティ
ションにパターンが割り当てられるため、デバイスは発

呼側のトランスフォーメーションパターンの属性を使用

します。たとえば、[コールルーティング(Call Routing)] >
[コントロールのクラス(Class ofControl)] > [コーリングサー
チスペース(Calling Search Space)]の順に選択して発呼側ト
ランスフォーメーション CSSを設定する場合は、CSSを
パーティションに割り当てます。[コールルーティング
(Call Routing)] > [トランスフォーメーションパターン
(Transformation Pattern)] > [発呼側トランスフォーメーショ
ンパターン(Calling Party Transformation Pattern)]の順に選
択して発呼側トランスフォーメーション CSSを設定する
場合は、発呼側トランスフォーメーション CSSが割り当
てられたパーティションを選択します。

（注）

[発呼側トランスフォーメー
ションCSS(Calling Party
Transformation CSS)]

デバイスに割り当てられているデバイスプールで設定された発呼

側トランスフォーメーション CSSを使用するには、このチェック
ボックスをオンにします。このチェックボックスをオフにすると、

デバイスは、[リモート接続先プロファイルの設定(RemoteDestination
Profile Configuration)]ウィンドウで設定した発呼側トランスフォー
メーション CSSを使用します。

[デバイスプールの発呼側ト
ランスフォーメーションCSS
を使用(Use Device Pool
Calling Party Transformation
CSS)]
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説明フィールド

このドロップダウンリストボックスで、電話機のユーザインター

フェイスに関連するロケールを選択します。ユーザロケールは、

言語やフォントなど、ユーザをサポートする一連の詳細情報を示し

ます。

Cisco Unified CommunicationsManagerは、ローカリゼーションをサ
ポートする電話機モデルに対してだけ、このフィールドを使用可能

にします。

ユーザが英語以外の言語で（電話機に）情報を表示する

よう要求する場合は、ユーザロケールを設定する前に、

ロケールインストーラがインストールされていることを

確認してください。CiscoUnifiedCommunicationsManager
のロケールインストーラに関するマニュアルを参照して

ください。

（注）

[ユーザロケール(User
Locale)]

接続側の回線 ID表示を無視する場合は、チェックボックスをオン
にします。内線コールにはこの設定を使用します。

[プレゼンテーションインジ
ケータを無視(内線コールの
み)(Ignore Presentation
Indicators (Internal Calls
Only))]

[関連付けられたリモート接続先(Associated Remote Destinations)]

このリンクをクリックして [リモート接続先の設定(RemoteDestination
Configuration)]ウィンドウを開くと、このリモート接続先プロファ
イルに関連付けるための新しいリモート接続先を設定できます。

デフォルトでは、現在のリモート接続先プロファイルが、新しいリ

モート接続先の [リモート接続先プロファイル(Remote Destination
Profile)]フィールドに選択されています。詳細については、リモー
ト接続先の設定と削除, （422ページ）を参照してください。

[新規リモート接続先の追加
(Add a New Remote
Destination)]

リモート接続先がすでに存在し、このリモート接続先プロファイル

に関連付けられている場合、このカラムにその名前が表示されま

す。

[名前(Name)]

リモート接続先がすでに存在し、このリモート接続先プロファイル

に関連付けられている場合、このカラムにその接続先番号が表示さ

れます。

[接続先番号(Destination
Number)]

[サイレント(Do Not Disturb)]

電話機でサイレントを有効にするには、このチェックボックスをオ

ンにします。

[サイレント(DoNotDisturb)]
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説明フィールド

[コール拒否(Call Reject)]オプションは、着信コールに関する情報
がユーザに何も表示されないようにすることを指定します。

モバイルデバイス、デュアルモードフォン、および

SCCPを実行している電話機の場合は、[コール拒否(Call
Reject)]オプションだけを選択できます。モバイルデバ
イスまたはデュアルモードフォンでサイレント（DND）
の [コール拒否(Call Reject)]をアクティブにしている場
合、デバイスにはコール情報は何も表示されません。

（注）

[DNDオプション(DND
Option)]

電話番号とリモート接続先プロファイルの関連付け

リモート接続先プロファイルを作成した後に、ユーザのデスク電話（複数可）の DNレコードを
関連付ける必要があります。 [リモート接続先プロファイルの設定(Remote Destination Profile
Configuration)]ウィンドウで [新規DNを追加(Add aNewDN)]リンクをクリックして、『CiscoUnified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』内の電話番号設定手順に従います。

[電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウでリモート接続先プロファイルの
関連付けが解除されている場合は、[リモート接続先(Remote Destination)]ウィンドウで、DN
に対する [回線の関連付け(Line Association)]チェックボックスをオンにして、再度関連付ける
必要があります。

（注）

リモート接続先の設定と削除

リモート接続先プロファイルとアクセスリストを作成した後に、個々のリモート接続先を入力

し、プロファイルに割り当てることができます。各リモート接続先は、リモート接続先ピック

アップ（ユーザのデスク電話からの転送を受信する）を実行したり、回線がデスク電話と共有さ

れているためにシステムから送信される着信モバイルコネクトコールを受信したりするように設

定できる携帯電話またはその他の電話機です。

新しいリモート接続先を保存すると、[割り当て情報(Association Information)]ペインが開いて、リ
モート接続先プロファイルに関連付けられたデスク電話の電話番号が一覧表示されます。リンク

をクリックすると、関連付けられた [電話番号情報(Directory Number Information)]ウィンドウが開
きます。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイ
ド』で電話番号の設定項目に関するトピックを参照してください。

この項では、[リモート接続先の設定(Remote Destination Configuration)]ウィンドウを開いてリモー
ト接続先のレコードにアクセスする方法について説明します。また、リモート接続先プロファイ

ルの下部にある [新規リモート接続先の追加(Add a New Remote Destination)]リンクをクリックし
て、[リモート接続先プロファイルの設定(Remote Destination Profile Configuration)]ウィンドウで既
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存または新規のレコードを開く方法もあります。リモート接続先プロファイルを表示する手順に

ついては、リモート接続先プロファイルの設定, （416ページ）を参照してください。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）
を使用してレコードを検索、削除、設定、またはコピーする方法については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』とそのサブセクションを参照してくだ
さい。GUIの使用方法とボタンおよびアイコンの機能の詳細が説明されています。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [リモート接続先(Remote
Destination)]メニューパスを使用してリモート接続先を設定します。

リモート接続先は、モバイルコネクトの応答およびピックアップに使用できる電話機、およびモ

バイルボイスアクセスに到達するために使用されるロケーションです。リモート接続先には、

次のいずれかのデバイスが含まれる場合があります。

•シングルモードの携帯電話

•スマートフォン

•デュアルモードフォン

•デスク電話とは別のクラスタにある企業の IP Phone

• PSTNにおける自宅の電話番号

リモート接続先の設定に関するヒント

エンドユーザは、Cisco Unified CMのユーザオプションのウィンドウで独自のリモート接続先を
作成できます。この操作方法については、電話機モデルのユーザガイドを参照してください。

下の表内のタイマー設定はサービスプロバイダーによって異なる可能性があることに注意してく

ださい。デフォルトのタイマー設定を使用したときにコールを転送できない場合は、設定を調整

して、リモート接続先の電話機のサービスプロバイダーに適合させる必要があります。

このリモート接続先とともに使用するデスク電話の [回線の関連付け(Line Association)]チェック
ボックスをオンにします。この手順は、モバイルコネクトを動作させるのに必要です。

このステップを実行するには、リモート接続先と関連付けられているリモート接続先プロファ

イルですでに電話番号が設定されていることが必要です。

（注）

リモート接続先の削除に関するヒント

リモート接続先を使用している項目を検索するには、[リモート接続先の設定(Remote Destination
Configuration)]ウィンドウの [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスから [依
存関係レコード(Dependency Records)]を選択します。依存関係レコードがシステムで使用できな
い場合は、[依存関係レコード要約(Dependency Records Summary)]ウィンドウにメッセージが表示
されます。依存関係レコードの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミ
ニストレーションガイド』を参照してください。
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リモート接続先の設定項目

下の表は、[リモート接続先の設定(Remote Destination Configuration)]ウィンドウで使用可能な設定
値に関する説明を示しています。

表 36：リモート接続先の設定項目

説明フィールド

[リモート接続先情報(Remote Destination Information)]

[携帯ID情報(Mobile Identity Information)]

リモート接続先または携帯 IDを識別する名前を入力します。[名前(Name)]

接続先の電話番号を入力します。市外局番のほか、外線へのアクセスに

必要な追加の番号があればすべて含めます。フィールドの最大長は24文
字です。個々の文字には、0～ 9の数値、*、#、および +を使用できま
す。リモート接続先の発信者 IDを設定することをお勧めします。

管理者が、着信発呼側番号をグローバル化するように Cisco Unified
CommunicationsManagerのゲートウェイ、トランク、またはデバイスプー
ルの [着信の発呼側設定(Incoming Calling Party Settings)]を設定している場
合は、リモート接続先の [接続先番号(DestinationNumber)]をE.164形式で
設定します。

例：米国の市外局番 408と接続先番号 5552222を指定するリモート接続
先の場合、[接続先番号(Destination Number)]には +14085552222を設定し
ます。

さらに、グローバル化した接続先番号を使用している場合は、Matching
Caller ID with Remote Destinationサービスパラメータを [Complete Match]
に設定します。

接続先番号のルーティングに必要なトランスレーションパター

ンまたはルートパターンを追加してください。

（注）

このフィールドにディレクトリ URIを入力することもできます。この
フィールドにディレクトリ URIを入力した場合は、ドメインベースの
SIPルートパターンも設定しなければならないことに注意してください。

リモート接続先からコールを発信した場合は、接続先の電話機

のコール IDがディレクトリURIではなく、呼び出しているディ
レクトリ URIに関連付けられた電話番号になります。

（注）

[接続先番号
(Destination Number)]
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説明フィールド

モバイルデバイスユーザがリモート接続先（RD）から発信されたコール
にどのように応答するかを設定します。この機能は、RDコールが外部の
ボイスメールシステムに到達した場合に、エンタープライズモビリティ

用のシングルエンタープライズボイスメールボックスをユーザに提供し

ます。使用可能なオプションは次のとおりです。

• [システムデフォルトの使用(Use System Default)]

• [タイマー制御(Timer Control)]

• [ユーザ制御(User Control)]

[シングルナンバー
リーチボイスメール

ポリシー(Single
Number Reach
Voicemail Policy)]

コールに応答するまで携帯電話で呼び出し音を鳴らすようにCiscoUnified
CommunicationsManagerが要求する最小時間をミリ秒単位で入力します。
この設定では、携帯電話の電源が切れている場合や到達できない場所に

ある場合が考慮されており、そのような場合、ネットワークは即時に携

帯電話のボイスメールにコールを転送します。このタイマーが時間切れ

になる前に携帯電話で応答すると、Cisco Unified Communications Manager
はコールを企業に戻します。

範囲：0～ 10,000ミリ秒

デフォルト：1,500ミリ秒

[呼び出し開始タイ
マー(Answer Too Soon
Timer)]

CiscoUnified CommunicationsManagerが携帯電話での応答を許可する最大
時間をミリ秒単位で入力します。この値に達すると、Cisco Unified
CommunicationsManagerは携帯電話の呼び出し音を停止して、コールを企
業に戻します。

範囲：0と 10,000～ 300,000ミリ秒

デフォルト：19,000ミリ秒

この値が 0に設定された場合は、タイマーが起動しません。

[呼び出し終了タイ
マー(Answer Too Late
Timer)]

コールがリモート接続先に送達された時点から、携帯電話で呼び出し音

を鳴らすまでの時間を入力します。

範囲：0～ 30,000ミリ秒

デフォルト：4,000ミリ秒

ハントグループが使用されている場合、回線は短期間の間だけ

呼び出し音を鳴らします。ハントリストのタイマーが時間切

れになってコールが戻される前に、リモート接続先のコールが

確立されることを許可し、呼び出し音を鳴らして、応答するに

は、[呼び出し前の遅延タイマー(Delay Before Ringing Timer)]設
定を操作してゼロにすることが必要になる場合があります。

ヒント

[呼び出し前の遅延タ
イマー(Delay Before
Ringing Timer)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、このリモート接続先で使用するリ

モート接続先プロファイルを選択します。

[リモート接続先プロ
ファイル(Remote
Destination Profile)]

ドロップダウンリストボックスから、このリモート接続先で使用するモ

ビリティプロファイルを選択します。

モビリティプロファイルを設定するには、[コールルーティング(Call
Routing)] > [モビリティ(Mobility)] > [モビリティプロファイル(Mobility
Profile)]メニューオプションを使用します。詳細については、モビリティ
プロファイルの設定, （441ページ）を参照してください。

[モビリティプロファ
イル(Mobility Profile)]

このフィールドには、このモビリティ IDが関連付けられている Cisco
Unified Mobile Communicatorデバイスが表示されます。 [デバイスの設定
(Configure Device)]リンクをクリックすると、[電話の設定(Phone
Configuration)]ウィンドウが表示され、指定されたデバイスの設定を変更
できるようになります。

[Cisco Unified Mobile
Communicator]

このフィールドには、このモビリティ IDが関連付けられているデュアル
モードフォンが表示されます。フィールドにはデバイス名が表示されま

す。 [デバイスの設定(Configure Device)]リンクをクリックすると、[電話
の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウが表示され、指定されたデバイス
の設定を変更できるようになります。

[デュアルモードフォ
ン(Dual Mode Phone)]

デスク電話で応答したコールがリモート接続先の携帯電話に送信される

ようにする場合は、チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、（リモート接続先ピックアップ

の [モビリティ]ソフトキーを使用して）[携帯電話へコールを送信]が指
定されている場合は、このリモート接続先にコールが送達されます。

このチェックボックスは、SIPを実行しているデュアルモード
フォンにも、Nokia S60などの SCCPを実行しているデュアル
モードフォンにも適用されません。

（注）

[携帯電話(Mobile
Phone)]

このチェックボックスをオンにすると、コールの着信時にデスク電話と

リモート接続先で同時に呼び出し音を鳴らすことができます。

[モバイルコネクトの
有効化(Enable Mobile
Connect)]

[モバイルコネクトが有効になっている場合(When Mobile Connect Is Enabled)]

[呼び出しスケジュール(Ring Schedule)]
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説明フィールド

このリモート接続先の [モバイルコネクトの有効化(EnableMobileConnect)]
チェックボックスがオンになっている場合にこのオプションボタンをク

リックすると、このリモート接続先で呼び出し音を常時鳴らすことがで

きます。この設定は、後述の [上記の呼び出しスケジュールの間にコール
を受信する場合(When Receiving a call during the above ring schedule)]ペイン
での設定と連携して動作します。

[すべての時間(All the
time)]

このリモート接続先の [モバイルコネクトの有効化(EnableMobileConnect)]
チェックボックスがオンになっている場合にこのオプションボタンをク

リックすると、以降の行で指定されたスケジュールに従って、このリモー

ト接続先で呼び出し音を鳴らすことができます。この設定は、後述の [上
記の呼び出しスケジュールの間にコールを受信する場合(When Receiving
a call during the above ring schedule)]ペインでの設定と連携して動作しま
す。

[以下に指定(As
specified below)]

[モバイルコネクトの有効化(Enable Mobile Connect)]チェックボックスが
オンになっており、かつ [以下に指定(As specified below)]オプションボタ
ンが選択されている場合は、リモート接続先がコールを受信するように

する曜日のチェックボックスをそれぞれオンにします。この操作により、

それぞれの曜日の呼び出しスケジュールを指定できます。

（曜日）：特定の曜日（たとえば月曜日）の呼び出しスケジュールを指

定する場合に、その曜日のチェックボックスをオンにします。

[終日(All Day)]：後述の [上記の呼び出しスケジュールの間にコールを受
信する場合(When Receiving a call during the above ring schedule)]ペインでの
設定で指定した日に、リモート接続先で呼び出し音を終日鳴らすように

指定するには、曜日の横にあるこのチェックボックスをオンにします。

（ドロップダウンリストボックス） [to]（ドロップダウンリストボッ
クス）：特定の曜日に対して、その開始時刻と終了時刻を選択すること

によって呼び出しスケジュールを指定します。開始時刻を指定するには、

[to]の前にあるドロップダウンリストボックスの値を選択します。終了
時刻を指定するには、[to]の後ろにあるドロップダウンリストボックス
の値を選択します。特定の日に対しては、デフォルトの呼び出しスケ

ジュールによって [就業時間なし(NoOfficeHours)]が指定されます。各ド
ロップダウンリストボックスで指定する値は、リモート接続先またはモ

ビリティ IDの [タイムゾーン(Time Zone)]フィールドで指定するタイム
ゾーンに関連します。

（曜日）

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
427

Cisco Unified Mobility
リモート接続先の設定と削除



説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、このリモート接続先またはモビリ

ティ IDで使用するタイムゾーンを選択します。

Time-of-Dayアクセス機能は、このリモート接続先またはモビ
リティ IDに対して選択されたタイムゾーンを使用して、この
リモート接続先またはモビリティ IDへのコールを許可または
ブロックします。

（注）

[タイムゾーン(Time
Zone)]

[上記の呼び出しスケジュールの間にコールを受信する場合(When receiving a call during the above
ring schedule)]

このオプションボタンをクリックすると、指定した呼び出しスケジュー

ルに従って、着信コールがこのリモート接続先を常に呼び出すようにな

ります。この設定は、このリモート接続先の [モバイルコネクトの有効化
(EnableMobileConnect)]チェックボックスがオンになっている場合にだけ
適用されます。

[この接続先を常に呼
び出し(Always ring
this destination)]

このオプションボタンをクリックすると、ドロップダウンリストボック

スで指定されたアクセスリストに発信者が属している場合だけ、[呼び出
しスケジュール(Ring Schedule)]ペインで指定した呼び出しスケジュール
に従って、着信コールがこのリモート接続先を呼び出すようになります。

この設定は、このリモート接続先の [モバイルコネクトの有効化(Enable
Mobile Connect)]チェックボックスがオンになっている場合にだけ適用さ
れます。

ドロップダウンリストボックスから、この設定に適用されるアクセスリ

ストを選択します。アクセスリストの詳細を表示する場合は、[詳細の表
示(View Details)]リンクをクリックします（アクセスリストを変更する
には、[コールルーティング(Call Routing)] > [コントロールのクラス(Class
of Control)] > [アクセスリスト(Access List)]メニューオプションを使用す
る必要があります）。

メンバを含まないアクセスリストを選択することは、この接続先を呼び

出さないように選択することと同じです。

[発信者が次のアクセ
スリストに登録され

ている場合のみ、こ

の接続先を呼び出す
(Ring this destination
only if caller is in)]
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説明フィールド

このオプションボタンをクリックすると、ドロップダウンリストボック

スで指定されたアクセスリストに発信者が属している場合にだけ、[呼び
出しスケジュール(Ring Schedule)]ペインで指定した呼び出しスケジュー
ルに従って、着信コールがこのリモート接続先を呼び出すことを防止で

きます。この設定は、このリモート接続先の [モバイルコネクトの有効化
(EnableMobileConnect)]チェックボックスがオンになっている場合にだけ
適用されます。

ドロップダウンリストボックスから、この設定に適用されるアクセスリ

ストを選択します。アクセスリストの詳細を表示する場合は、[詳細の表
示(View Details)]リンクをクリックします（アクセスリストを変更する
には、[コールルーティング(Call Routing)] > [コントロールのクラス(Class
of Control)] > [アクセスリスト(Access List)]メニューオプションを使用す
る必要があります）。

メンバを含まないアクセスリストを選択することは、[この接続先を常に
呼び出し(Always ring this destination)]オプションボタンを選択することと
同じです。

[発信者が次のアクセ
スリストに登録され

ている場合は、この

接続先を呼び出さな

い(Do not ring this
destination if caller is
in)]

[割り当て情報(Association Information)]

ここには、このリモート接続先に関連付けることができる回線が表示さ

れます。

[回線(Line)]

特定の回線をこのリモート接続先に関連付ける場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。モバイルコネクトをこのリモート接続先に対して

動作させるには、[回線の関連付け(Line Association)]チェックボックスを
オンにする必要があります。

コールがその回線に割り当てられている電話番号に着信したと

きに、モバイルコネクトコールでこのリモート接続先を呼び

出すには、回線の [回線の関連付け(Line Association)]チェック
ボックスをオンにしておく必要があることに注意してくださ

い。

（注）

[回線の関連付け(Line
Association)]

スマートクライアントを使用しない SIP トランク経由の FMC
Cisco Unified Communications Manager 9.0を使用すれば、サービスプロバイダーは、モバイル上の
スマートクライアントを使用しないトランク経由のエンタープライズダイヤリング、SNR、シン
グルVM、コール移動、通話中などの基本PBX内線機能を提供できます。シングルナンバーリー
チ、デスク電話ピックアップ、携帯電話へのコールの送信、モバイルボイスアクセス、通話中

DTMFなどの基本的なモバイル機能がサポートされています。内線ダイヤリングは、ネットワー
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ク上に実装され、そのネットワークが Cisco Unified Communications Managerと統合されている場
合にサポートされます。これらの機能は任意のタイプのトランクで提供できます。

以前のバージョンの Cisco Unified Communications Managerでは、サービスプロバイダーが、クラ
イアントを使用しないエンタープライズダイヤリング/DVO機能を含むネットワークベースの
FMCを配信するためにリモート接続先機能を使用していました。このバージョンでは、キャリア
統合モバイルと呼ばれる新しいデバイスタイプを使用してトランクまたはゲートウェイ経由で

ネットワークベースの FMCを配信できます。

新しいデバイスタイプのキャリア統合モバイルを設定する場合は、[オーナーのユーザID(Owner
User ID)]値をモバイルユーザ IDに設定します。モバイルユーザ IDは設定ページに表示されま
せん。モビリティが有効になっているエンドユーザだけが、エンドユーザページの [オーナーの
ユーザID(Owner User ID)]ドロップダウンに表示されます。 FMCデバイスに関連付けることがで
きるのは 1回線（DN）のみです。ユーザはモバイル IDを FMCに関連付ける必要があります。
これは、デバイスの追加後に FMCデバイスの設定ページで実行できます。モバイル IDの番号に
コールを送達するためには、[モビリティ ID(Mobile Identity)]ページでモバイルコネクトを有効に
する必要があります。

Cisco Unified Communications Mangerは、携帯 DNがダイヤルされたときに共有回線が鳴動するよ
うに Ring All Shared Linesサービスパラメータで設定できます。

Ring All Shared Linesを実行するには、Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Number機能
を有効にする必要があります。 Reroute Remote Destination Calls to Enterprise Numberはデフォル
トで無効になっています。

IMS共有回線は Ring All Shared Linesパラメータの値にのみ基づいて鳴動します。以前のバー
ジョンのCiscoUnified CommunicationsManagerでは、IMS共有回線がReroute RemoteDestination
Calls to Enterprise Numberの値に基づいて鳴動していました。

（注）

以前のバージョンで使用していたリモート接続先機能をこの新しいデバイスタイプに移行するこ

ともできます。

モバイルボイスアクセスの電話番号の設定

[メディアリソース(Media Resources)]の下にある [モバイルボイスアクセス(Mobile Voice Access)]
ウィンドウを使用すると、モバイルボイスアクセス用にローカライズされたユーザプロンプト

セットを割り当てることができます。

この設定は、モバイルボイスアクセス機能を使用してコールを発信する場合に必要です。ゲー

トウェイによって必要な数字がユーザから収集されコールが発信された後、コールはこのウィン

ドウで設定されている DNに転送されます。この DNには Cisco Unified Communications Manager
に対する内部DNを指定できるため、エンドユーザがこのDNを認識している必要はありません。
管理者は、MVAサービスがゲートウェイからこのDNにコールを転送できるように、ダイヤルピ
アを設定する必要があります。また、この DNは、[Clusterwide Parameters (System - Mobility)]ペ
インの Inbound Calling Search Space for Remote Destinationサービスパラメータの設定に従って、
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ゲートウェイのインバウンドコーリングサーチスペース（CSS）またはリモート接続先プロファ
イルの CSSが DNに到達できるパーティションに格納されている必要があります。

モバイルボイスアクセス用にローカライズされたユーザプロンプトセットを割り当てるには、

次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[メディアリソース(Media Resources)] > [モバイルボイスアクセス(Mobile Voice
Access)]を選択します。

ステップ 2 パラメータの値を入力します（モバイルボイスアクセスの設定, （431ページ）を参照）。

ステップ 3 [保存(Save)]をクリックします。

モバイルボイスアクセスの設定

下の表は、[モバイルボイスアクセス(Mobile Voice Access)]ウィンドウで使用可能な設定値に関す
る説明を示しています。

表 37：モバイルボイスアクセスの設定項目

説明フィールド

[モバイルボイスアクセス情報(Mobile Voice Access Information)]

モバイルボイスアクセスコールをゲートウェイから受信するため

の内部 DNを入力します。

長さが 1～ 24桁の値を入力します。 0～ 9の数字を使用できます。

[モバイルボイスアクセス
電話番号(Mobile Voice
Access Directory Number)]

ドロップダウンリストボックスから、モバイルボイスアクセスの

パーティションを選択します。電話番号とパーティションを組み合

わせることにより、モバイルボイスアクセス電話番号は一意になり

ます。

[モバイルボイスアクセス
パーティション(Mobile
Voice Access Partition)]

[モバイルボイスアクセスローカリゼーション(Mobile Voice Access Localization)]
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説明フィールド

このペインには、設定済みのロケールが表示されます。詳細につい

ては、Cisco Unified Communications Managerロケールインストーラ
のマニュアルを参照してください。

下矢印キーを使用して、選択するロケールを [選択済みのロケール
(Selected Locales)]ペインに移動します。

Cisco Unified Mobilityは最大 9個のロケールをサポートし
ます。 Cisco Unified Communications Managerに 10個以上
のロケールがインストールされている場合、これらのロ

ケールは [使用可能なロケール(Available Locales)]ペインに
表示されますが、[選択済みのロケール(Selected Locales)]
ペインではロケールを9個までしか保存できません。Cisco
Unified Mobilityに対して 10個以上のロケールを設定しよ
うとすると、「Update failed. Check constraint
(informix.cc_ivruserlocale_orderindex) failed.」というメッセー
ジが表示されます。

（注）

[使用可能なロケール
(Available Locales)]

このペインの上側にある矢印を使用して、選択するロケールをこの

ペインに対して追加および削除します。

システムで 10個以上のロケールが利用可能であっても、
選択できるロケールは 9個までなので、注意してくださ
い。

（注）

このペインに示されているロケールを並べ替えるには、このペイン

の右側にある矢印キーを使用します。ロケール名をクリックしてロ

ケールを選択してから、矢印キーを使用して、選択したロケールの

順序を変更します。

IVRが使用されている場合、モバイルボイスアクセスは、
[モバイルボイスアクセス(Mobile Voice Access)]ウィンド
ウの [選択済みのロケール(Selected Locales)]ペインに表示
される最初のロケールを使用します。たとえば、[選択済
みのロケール(Selected Locales)]ペインに最初に [Japanese
Japan]と表示されている場合、Cisco Unified Mobilityユー
ザは、コール中に IVRが使用されているときには日本語
を受信します。

（注）

[選択済みのロケール
(Selected Locales)]

エンタープライズ機能アクセス用のゲートウェイの設定

H.323または SIPゲートウェイをエンタープライズ機能アクセス用に設定するには、H.323または
SIPゲートウェイを設定するオプションと H.323ゲートウェイをシステムリモート用に設定する
オプションの 2種類があります。
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H.323 または SIP ゲートウェイの設定
Cisco Unified CommunicationsManagerで設定したH.323または SIPゲートウェイがすでに存在する
場合は、それを使用してシステムリモートアクセスをサポートできます。H.323または SIPゲー
トウェイが設定されていない場合は、このゲートウェイを追加および設定する必要があります。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参
照してください。

モバイルコネクトコールを内線から発信した場合、内線だけが発信者 IDとして表示されま
す。H.323またはSIPゲートウェイを使用している場合、トランスレーションパターンを使用
してこの問題に対処できます。

（注）

ゲートウェイを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 PSTNからの PRIに対する T1/E1コントローラを設定します。
設定例：

• controller T1 1/0

• framing esf

• linecode b8zs

• pri-group timeslots 1-24

ステップ 2 PRI（T1/E1）に対するシリアルインターフェイスを設定します。
設定例：

• interface Serial 1/0:23

• ip address none

• logging event link-status none

• isdn switch-type primary 4ess

• isdn incoming-voice voice

• isdn bchan-number-order ascending

• no cdp enable

ステップ 3 CiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバ（パブリッシャ）からVXMLアプリケーションをロー
ドします。

IOS Version 12.3(13)以降の設定例：

• application service CCM
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• http://<Unified CM パブリッシャ IP アドレス
>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

IOS Version 12.3(12)以前の設定例：

• call application voice Unified CCM

• http://<Unified CM パブリッシャ IP アドレス
>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

VXMLはVersion 12.2(11)で追加されましたが、Version 12.3(8)、12.3(9)、12.3(14)T1、
および12.2(15)は、VXMLに関する問題を含んでいるため使用しないでください。

（注）

ステップ 4 モバイルコネクトアプリケーションをシステムリモートアクセスと関連付けるように、ダイヤ

ルピアを設定します。

IOS 12.3(13)以降の設定例：

• dial-peer voice 58888 pots

• service CCM（モバイルコネクト VXMLアプリケーション）

• incoming called-number 58888

IOS 12.3(12)以前の設定例：

• dial-peer voice 100 pots

• application CCM（モバイルコネクト VXMLアプリケーション）

• incoming called-number 58888（58888はモバイルボイスアクセス番号）

ステップ 5 モバイルボイスアクセスの電話番号の設定, （430ページ）で設定したモバイルボイスアクセス
DNにコールを転送するためのダイヤルピアを追加します。
プライマリ Cisco Unified Communications Managerの設定例：

• dial-peer voice 101 voip

• preference 1

• destination-pattern <モバイルボイスアクセス DN>

ここには、[メディアリソース(MediaResources)] > [モバイルボイスアクセス(Mobile
Voice Access)]メニューオプションで設定されているモバイルボイスアクセス DN
を指定します。コールを終端するように設定された一般的なダイヤルピアがすで

にあり、そのダイヤルピアがモバイルボイスアクセス DNと整合している場合、
このステップを実行する必要はありません。

（注）

• session target ipv4:10.1.30.3

• codec g711ulaw

• dtmf-relay h245-alphanumeric

• no vad
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セカンダリ Cisco Unified Communications Managerの設定例（必要な場合）：

• dial-peer voice 102 voip

• preference 2

• destination-pattern <モバイルボイスアクセス DN>

ここには、[メディアリソース(MediaResources)] > [モバイルボイスアクセス(Mobile
Voice Access)]メニューオプションで設定されているモバイルボイスアクセス DN
を指定します。コールを終端するように設定された一般的なダイヤルピアがすで

にあり、そのダイヤルピアがモバイルボイスアクセス DNと整合している場合、
このステップを実行する必要はありません。

（注）

• session target ipv4:10.1.30.4

• codec g711ulaw

• dtmf-relay h245-alphanumeric

• no vad

SIPゲートウェイ voipダイヤルピアの設定例

• dial-peer voice 80 voip

• destination-pattern <モバイルボイスアクセス DN>

• rtp payload-type nse 99

• session protocol sipv2

• session target ipv4:10.194.107.80

• incoming called-number .T

• dtmf-relay rtp-nte

• codec g711ulaw

システムリモートアクセス用の H.323 ゲートウェイの設定
H.323ゲートウェイはないが、システムリモートアクセスをサポートするためにH.323ゲートウェ
イを使用することが必要な場合、ゲートウェイを追加して設定する必要があります。詳細につい

ては、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してくだ
さい。

ゲートウェイを設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバ（パブリッシャ）からVXMLアプリケーションをロー
ドします。

IOS Version 12.3(13)以降の設定例：

• application service CCM

• http://<Unified CM パブリッシャ IP アドレス
>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

IOS Version 12.3(12)以前の設定例：

• call application voice Unified CCM

• http://<Unified CM パブリッシャ IP アドレス
>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

VXMLはVersion 12.2(11)で追加されましたが、Version 12.3(8)、12.3(9)、12.3(14)T1、
および12.2(15)は、VXMLに関する問題を含んでいるため使用しないでください。

（注）

ステップ 2 モバイルコネクトアプリケーションをシステムリモートアクセスと関連付けるように、ダイヤ

ルピアを設定します。

IOS 12.3(13)以降の設定例：

• dial-peer voice 1234567 voip

• service CCM

• incoming called-number 1234567

• codec g711u

• session target ipv4:<ip_address of call manager>

IOS 12.3(12)以前の設定例：

• dial-peer voice 1234567 voip

• application CCM

• incoming called-number 1234567

• codec g711u

• session target ipv4:<ip_address of call manager>

ステップ 3 モバイルボイスアクセスの電話番号の設定, （430ページ）で設定したモバイルボイスアクセス
DNにコールを転送するためのダイヤルピアを追加します。
プライマリ Cisco Communications Managerの設定例：

• dial-peer voice 101 voip

• preference 1
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• destination-pattern <モバイルボイスアクセス DN>

ここには、[メディアリソース(MediaResources)] > [モバイルボイスアクセス(Mobile
Voice Access)]メニューオプションで設定されているモバイルボイスアクセス DN
を指定します。コールを終端するように設定された一般的なダイヤルピアがすで

にあり、そのダイヤルピアがモバイルボイスアクセス DNと整合している場合、
このステップを実行する必要はありません。

（注）

• session target ipv4:10.1.30.3

• voice-class h323 1

• codec g711ulaw

• dtmf-relay h245-alphanumeric

• no vad

セカンダリ Cisco Communications Managerの設定例（必要な場合）：

• dial-peer voice 102 voip

• preference 2

• destination-pattern <モバイルボイスアクセス DN>

ここには、[メディアリソース(MediaResources)] > [モバイルボイスアクセス(Mobile
Voice Access)]メニューオプションで設定されているモバイルボイスアクセス DN
を指定します。コールを終端するように設定された一般的なダイヤルピアがすで

にあり、そのダイヤルピアがモバイルボイスアクセス DNと整合している場合、
このステップを実行する必要はありません。

（注）

• session target ipv4:10.1.30.4

• voice-class h323 1

• codec g711ulaw

• dtmf-relay h245-alphanumeric

• no vad

ステップ 4 ヘアピンを設定します。

• voice service voip

• allow-connections h323 to h323

ステップ 5 CiscoUnifiedCommunicationsManager上に、vxmlスクリプトがロードされているH.323ゲートウェ
イに着信MVA番号をリダイレクトするためのルートパターンを新規に作成します。その新規
ルートパターンの作成先のパーティションにゲートウェイ着信CSSがアクセスできるようにしま
す。
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エンタープライズ機能アクセス 2 段階ダイヤリングの設定
この手順は、エンタープライズ機能アクセス 2段階ダイヤリングを設定するために使用します。

発信者がエンタープライズ機能アクセスDIDにコールすると、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は発信側の番号と、[リモート接続先の設定(Remote Destination Configuration)]ウィンドウで設定さ
れた接続先番号とを照合します。外線への接続時に Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで番号 9が挿入されるというシナリオでは、管理者は [Clusterwide Parameters (System -
Mobility)]セクションで次のサービスパラメータを変更して、この番号の桁数を制御できます。

• Matching Caller ID with Remote Destination

• Number of Digits for Caller ID Partial Match

この設定には IVRは存在しないため、発信者に対してプロンプトが表示されることはありませ
ん。

ユーザが発信コールを実行し、モバイルボイスアクセスを使用する際の手順については、リモー

ト電話機モデルのユーザガイドを参照してください。エンタープライズ機能アクセスを使用する

場合は、各エントリの最後が #（シャープ）文字で終わっている必要があることに注意してくだ
さい。

モバイルボイスアクセス DNまたはエンタープライズ機能アクセス DNにコールを発信する
際、ゲートウェイデバイスは、モバイルボイスアクセス DNまたはエンタープライズ機能ア
クセスDNとして設定されている正確な桁数を提示する必要があります。トランスレーション
パターンまたは他の着信番号変更機能では、MVA番号または EFA番号に一致させるために、
数字を除去したり、ゲートウェイで提示される番号に数字を追加したりすることができませ

ん。CiscoUnifiedMobilityがゲートウェイレイヤでコールを代行受信するため、仕様によりこ
のように動作します。

（注）

モバイルボイスアクセス（MVA）とは異なり、エンタープライズ機能アクセス（EFA）は、
発信者 IDだけに基づいてユーザを識別します。システムがインバウンドの発信者 IDを受信
しなかった場合、またはリモート接続先と一致しない値を受信した場合、EFAコールは失敗し
ます。MVAでは、発信者 IDが一致しなかった場合、ユーザはユーザのリモート接続先番号
を入力するように要求されます。 EFAでは、IVRプロンプトが存在しないため、この機能は
提供されません。どちらの場合も、ユーザは識別された後、同じ PIN番号を使用することに
よって認証されます。

（注）

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択します。

ステップ 2 Cisco CallManagerサービスに対して、[Clusterwide Parameters (System -Mobility)]領域で次のサービ
スパラメータを設定します。
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a) Enable Enterprise Feature Accessサービスパラメータを [True]に設定します。
b) Matching Caller ID with Remote Destinationサービスパラメータを設定します。 [Complete Match]
または [Partial Match]のいずれかを選択します。 [Partial Match]を選択する場合は、Number of
Digits for Caller ID Partial Matchサービスパラメータの値を設定します。

c) Matching Caller ID with Remote Destinationサービスパラメータを [Partial Match]に設定する場合
は、Number of Digits for Caller ID Partial Matchサービスパラメータを設定します。

ステップ 3 サービスパラメータの設定を保存するには、[保存(Save)]をクリックします。

ステップ 4 [コールルーティング(Call Routing)] > [モビリティ(Mobility)] > [エンタープライズ機能アクセス設
定(Enterprise Feature Access Configuration)]を選択します。

ステップ 5 [モビリティエンタープライズ機能アクセス設定(Mobility Enterprise Feature Access Configuration)]
ウィンドウで、[アクセス番号情報(Access Number Information)]の [番号(Number)]フィールドに値
を指定して、エンタープライズ機能アクセスDIDを設定します（このフィールドには、転送およ
び会議のようなコール中の機能を呼び出すためにコールされるDIDと同じDIDを指定します）。

ステップ 6 [ルートパーティション(Route Partition)]の値を選択して、パーティションを指定します。

ステップ 7 モビリティエンタープライズ機能アクセスの設定項目を保存するには、[保存(Save)]をクリック
します。

ステップ 8 リモート宛先（携帯電話）への最初のコールレッグのためにゲートウェイで使用される発信VOIP
ダイヤルピアに DTMFリレー設定が含まれていることを確認します。これは、DTMFコードが
Cisco Unified Communications Managerに渡されるようにするためです。

ステップ 9 Enterprise Feature Access DIDへの第 2段階着信コールを受信するゲートウェイ上でダイヤルピア
を設定します。これによって、コールが Cisco Unified Communications Managerに転送されるよう
になります。 VOIPダイヤルピアに DTMFリレーを設定します。

コールを Cisco Unified Communications Managerに転送するための汎用ダイヤルピアがす
でに設定されており、EFA DNとの整合性がとれている場合は、この手順を実行する必
要はありません。このコールレッグ用の VOIPダイヤルピアにも、DTMFリレーコマ
ンドを設定します。

（注）

エンタープライズ機能アクセスを設定するために必要な手順のリストについては、『CiscoUnified
Communications Solution Reference Network Design (SRND) Based on Cisco Unified Communications
Manager』を参照してください。

モビリティエンタープライズ機能の設定

ここでは、モビリティエンタープライズ機能の設定に関する情報を提供します。

モビリティエンタープライズ機能の設定

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[コールルーティング(Call Routing)] > [モビ
リティ(Mobility)] > [エンタープライズ機能アクセス設定(Enterprise Feature Access Configuration)]メ
ニューパスを使用してモビリティエンタープライズ機能を設定します。
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[モビリティエンタープライズ機能設定(Mobility Enterprise Feature Configuration)]ウィンドウでは、
モビリティエンタープライズ機能アクセス（EFA）番号を設定できます。設定した番号は、1つ
以上のモビリティプロファイルに関連付けて使用できます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）
を使用してレコードを検索、削除、設定、またはコピーする方法については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』とそのサブセクションを参照してくだ
さい。GUIの使用方法とボタンおよびアイコンの機能の詳細が説明されています。

モビリティエンタープライズ機能の設定項目

下の表は、[モビリティエンタープライズ機能設定(Mobility Enterprise Feature Configuration)]ウィン
ドウで使用可能な設定値に関する説明を示しています。

表 38：モビリティエンタープライズ機能の設定項目

説明フィールド

[アクセス番号情報(Access Number Information)]

エンタープライズ機能アクセスに必要なDID番号を入力します。こ
の番号は、転送、会議、再開、およびスマートフォンからの 2段階
ダイヤリングをサポートします。

各 DID番号は一意である必要がありま
す。

（注）

[番号(Number)]

ドロップダウンリストボックスで、エンタープライズ機能アクセス

に必要な DIDのパーティションを選択します。
[ルートパーティション
(Route Partition)]

モビリティエンタープライズ機能アクセス番号の説明を入力しま

す。

[説明(Description)]

このエンタープライズ機能アクセス番号をこのシステムのデフォル

トにするには、このボックスをオンにします。

[デフォルトのエンタープ
ライズ機能アクセス番号
(Default Enterprise Feature
Access Number)]

ハンドオフモビリティ設定

ここでは、ハンドオフモビリティ設定に関する情報を提供します。
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ハンドオフモビリティ設定

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[コールルーティング(Call Routing)] > [モビ
リティ(Mobility)] > [ハンドオフ設定(Handoff Configuration)]メニューパスを使用してハンドオフ
モビリティ設定を構成します。

[ハンドオフモビリティ設定(Handoff Mobility Configuration)]ウィンドウでは、Wi-Fiネットワーク
とモバイル通信用グローバルシステム（GSM）または符号分割多重接続（CDMA）ネットワーク
間のデュアルモードフォンのハンドオフ番号やパーティションを設定できます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）
を使用してレコードを検索、削除、設定、またはコピーする方法については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』とそのサブセクションを参照してくだ
さい。GUIの使用方法とボタンおよびアイコンの機能の詳細が説明されています。

ハンドオフモビリティの設定項目

下の表は、[ハンドオフモビリティ設定(HandoffMobilityConfiguration)]ウィンドウで使用可能な設
定項目に関する説明を示しています。

表 39：ハンドオフモビリティの設定項目

説明フィールド

[ハンドオフ設定情報(Handoff Configuration Information)]

Wi-Fiネットワークと GSMまたは CDMAネットワーク間のハンド
オフのDID番号を入力します。ハンドオフ機能には、この番号が必
要です。

国際エスケープ文字 +で始まる番号の場合、+の前にバックスラッ
シュ（\）を置く必要があります。例：\+15551234.

[ハンドオフ番号(Handoff
Number)]

ドロップダウンリストボックスから、ハンドオフダイヤルイン

（DID）番号を割り当てるパーティションを選択します。
[ルートパーティション
(Route Partition)]

モビリティプロファイルの設定

ここでは、モビリティプロファイル設定に関する情報を提供します。
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モビリティプロファイルの設定

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[コールルーティング(Call Routing)] > [モビ
リティ(Mobility)] > [モビリティプロファイル(Mobility Profile)]メニューパスを使用してモビリティ
プロファイルを設定します。

モビリティプロファイルは、モバイルクライアントの Dial-via-Office転送または Dial-via-Office
リバースを設定できるプロファイルです。モビリティプロファイルを設定した後、そのプロファ

イルをリージョンまたはロケーションのユーザなど個々のユーザまたはユーザグループに割り当

てることができます。モビリティプロファイルに指定するのは DVO-Fまたは DVO-Rのいずれ
かですが、DVO-Fと DVO-Rの設定値はいずれも設定します。

モビリティプロファイルは、スタンドアロン Cisco Unified Mobile Communicatorモバイル IDまた
は Cisco Unified Mobile Communicator対応デュアルモードモバイル IDに関連付けることができま
す。標準のシングルモードのリモート接続先は、モビリティプロファイルに関連付けることが

できません。

モビリティプロファイルの設定を変更できるのは、管理者だけです。ユーザは、モビリティプロ

ファイルの設定を変更できません。

クライアントのモビリティプロファイルが存在せず、サーバがモビリティプロファイルを選

択するようになっている場合、デフォルトの DVOコールタイプは Dial-via-Officeリバース
（DVO-R）となります。

（注）

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）
を使用してレコードを検索、削除、設定、またはコピーする方法については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』とそのサブセクションを参照してくだ
さい。GUIの使用方法とボタンおよびアイコンの機能の詳細が説明されています。

モビリティプロファイルの設定に関するヒント

モビリティプロファイルの設定を開始する前に、次に挙げる設計上の問題について検討してくだ

さい。

クライアントがモビリティプロファイルに関連付けられ、DVO-Rコールが設定されている場合、
183 SIPメッセージの発信者 ID値は次の優先順位に従って取得されます。

1 モビリティプロファイルからの DVO-R発信者 ID（この値はモビリティプロファイルに設定
されています）

2 モビリティプロファイルからの EFA DN（この値はモビリティプロファイルに設定されてい
ます）

3 デフォルトの EFA DN
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DVO-Rコールを正常に処理するには、管理者は上記設定の少なくとも 1つに発信者 ID値を設
定する必要があります。

（注）

クライアントがモビリティプロファイルに関連付けられ、DVO-Fコールが設定されている場合、
183 SIPメッセージの DID値は次の優先順位に従って取得されます。

1 モビリティプロファイルからのDVO-Fサービスアクセス番号（この値はモビリティプロファ
イルに設定されています）

2 モビリティプロファイルからの DVO-F EFA DN（この値はモビリティプロファイルに設定さ
れています）

3 デフォルトのサービスアクセス番号（この値は [サービスパラメータ設定(Service Parameter
Configuration)]ウィンドウで設定します）

4 デフォルトの EFA DN

DVO-Fコールの場合、クライアントは特定の DIDで終了する Cisco Unified Communications
Managerに対して着信コールを発信する必要があります。 DVO-Fコールを正常に処理するに
は、管理者は上記設定の少なくとも 1つにこの DIDを設定する必要があります。

（注）

CiscoUnified CommunicationsManagerは、（クライアントから発信された）着信 PSTNコール（つ
まり、183 SIPメッセージで送信された DID番号）を次の優先順位で照合して、そのコールされ
た番号を DVO-Fとして識別します。

モビリティプロファイルがクライアントに関連付けられている場合

1 モビリティプロファイルからの DVO-F EFT DN（この値が設定されている場合）

2 モビリティプロファイルからの DVO-Fサービスアクセス番号（この値が設定されている場
合）

モビリティプロファイルがクライアントに関連付けられていない場合

3 デフォルトの EFA DN

4 デフォルトのサービスアクセス番号

また、モビリティプロファイルを設定するときは、次の要件についても検討してください。

•管理者は、着信側の照合が行われるように PSTNゲートウェイを設定する必要があります。

• EFADNとサービスアクセス番号は、常にペアで構成されます。どちらの値もモビリティプ
ロファイルから取得される場合はモビリティプロファイルで両者の値が一致している必要が

あり、どちらもデフォルト値が取得される場合は両者のデフォルト値が一致している必要が

あります。
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モビリティプロファイルの設定項目

下の表は、[モビリティプロファイル設定(Mobility Profile Configuration)]ウィンドウで使用可能な
設定項目に関する説明を示しています。

表 40：モビリティプロファイルの設定項目

説明フィールド

[モビリティプロファイル情報(Mobility Profile Information)]

このモビリティプロファイルの一意の名前を 50文字以内で入力し
ます。

有効な値は、大小の英字、数字（0～9）、ピリオド（.）、ダッシュ
（-）、アンダースコア（_）、およびスペース（）です。

[名前(Name)]

このモビリティプロファイルの説明を入力します。[説明(Description)]

ドロップダウンリストボックスから、モバイルクライアントのコー

ルオプションを選択します。

• [Dial via Officeリバース(Dial via Office Reverse)]：Dial-via-Office
リバースのコールを発信するには、モバイルクライアントのこ

のオプションを選択します。

• [Dial via Office転送(Dial via Office Forward)]：Dial-via-Office転
送のコールを発信するには、モバイルクライアントのこのオプ

ションを選択します。

管理者は、ユーザが発信する DVOコールに対して、クラ
イアントで DVO-Rまたは DVO-Fのいずれかが自動的に
選択されるようにしています。ユーザは、モバイルデバ

イスで DVOコールタイプを明示的に選択することによ
り、管理者の設定とは逆のタイプの DVOコールを発信で
きます。

（注）

[モバイルクライアントの
コールオプション(Mobile
Client Calling Option)]

Dial-via-Office転送設定
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説明フィールド

Dial-via-Office転送機能アクセスに必要な DID番号を入力します。
この番号は、転送、会議、再開、およびスマートフォンからの 2段
階ダイヤリングをサポートします。

この番号は、Cisco Unified Communications Managerからクライアン
トに送信される183SIPメッセージで返されます。クライアントは、
この値をダイヤルイン DIDとして使用します。

Cisco Unified Communications Managerは、DVO-Fコールを完了する
ときに、第 1優先としてこの値を検索します。この値が設定されて
いない場合、Cisco Unified Communications Managerは [エンタープラ
イズ機能アクセス番号/パーティション(Enterprise Feature Access
Number/Partition)]の値を使用します。

各 DID番号は一意である必要がありま
す。

（注）

[サービスアクセス番号
(Service Access Number)]

ドロップダウンリストボックスで、Dial-via-Office転送のコールを
完了するために必要なDIDの番号か、DIDの番号とパーティション
を選択します。

クライアントがサービスアクセス番号をダイヤルすると、ゲート

ウェイはこの値と Cisco Unified Communications Managerが送信する
削除済みの数字とを比較します。

番号にパーティションが設定されている場合、番号とパーティショ

ンの両方がドロップダウンリストボックスに表示されます。

Cisco Unified Communications Managerは、DVO-Fコールを完了する
ときに、第 2優先としてこの値を検索します。

[エンタープライズ機能ア
クセス番号/パーティショ
ン(Enterprise Feature Access
Number/Partition)]

[Dial-via-Officeリバースコールバック設定(Dial-via-Office Reverse Callback Configuration)]

Dial-via-Officeリバースコールバックを完了するためのコールバッ
ク発信者 IDを入力します。

クライアントが DVO-Rコールを発信すると、Cisco Unified
Communications Managerは 183 SIPメッセージでこの値を送信し、
この値はクライアントが受信するコールバックコールの発信者 ID
値になります。

この値は、DVO-Rのクライアント画面に表示されます。

[コールバック発信者
ID(Callback Caller ID)]

ハンドオフのトールバイパス最適化

最低コストルーティング（LCR）および着信番号識別サービス（DNIS）プール機能は、Cisco
Unified Communications Manager 8.5リリースの一部として導入されました。これらの機能は、エ
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リア、場所、および領域に基づいたコールルーティングを提供することで、オフィス経由のダイ

ヤル（DVO）コールのコストを軽減します。CiscoUnifiedCommunicationsManagerリリース 8.6.(1)
は、LCR-DNIS機能を使用してハンドオフを起動します。ハンドオフのトールバイパス最適化
は、[モビリティID(Mobile Identity)]に関連付けられている [モビリティプロファイル(Mobility
Profile)]で設定されている [エンタープライズ機能アクセス番号(Enterprise Feature Access Number)]
を使用します。この機能を使用すると、ハンドオフDIDを個別に設定する必要がなくなるので、
コストを節約できます。ユーザがレガシーハンドオフを起動する必要がある場合、クライアント

は、管理者が設定したハンドオフDID番号をダイヤルする必要があります。これは、ローミング
用にハンドオフ DID番号に配置される国際コールです。企業では、追加コストがかかります。

8.6.(1)よりも前のリリースの Cisco Unified Communications Managerに登録されている Cisco Mobile
クライアントは、レガシーハンドオフ起動を使用します。詳細については、セッションハンド

オフ, （387ページ）を参照してください。

オフィスを介したハンドオフダイヤルのトールバイパス最適化 - 転送（DVO-F）
セルラーとWiFi間のすべてのハンドオフコールで DVO-Fを有効にして、コスト節約の LCRポ
リシーを使用します。通話中機能は、ハンドオフ後にトリガーできます。

LCRを有効にしたハンドオフを DVO-Fで設定するには、次の手順を実行します。

1 [エンタープライズ機能アクセス番号(Enterprise Feature Access Number)]を設定します。詳細に
ついては、モビリティエンタープライズ機能の設定, （439ページ）を参照してください。

2 ハンドオフ DNを設定します。詳細については、ハンドオフモビリティ設定, （440ページ）
を参照してください。

3 [モバイルクライアントのコールオプション(Mobile Client Calling Option)]を [DVO-F]に設定し
て、[モビリティID(Mobile Identity)]に関連付けられている [モビリティプロファイル(Mobility
Profile)]を作成します。詳細については、モビリティプロファイルの設定, （441ページ）を
参照してください。

オフィスを介したハンドオフダイヤルのトールバイパス最適化 - リバース（DVO-R）
セルラーとWiFi間のすべてのハンドオフコールで DVO-Rを有効にして、コスト節約の LCRポ
リシーを使用します。通話中機能は、ハンドオフ後にトリガーできます。

LCRを有効にしたハンドオフを DVO-Rで設定するには、次の手順を実行します。

1 [エンタープライズ機能アクセス番号(Enterprise Feature Access Number)]を設定します。詳細に
ついては、モビリティエンタープライズ機能の設定, （439ページ）を参照してください。

2 [モバイルクライアントのコールオプション(Mobile Client Calling Option)]を [DVO-R]に設定し
て、[モビリティID(Mobile Identity)]に関連付けられている [モビリティプロファイル(Mobility
Profile)]を作成します。詳細については、モビリティプロファイルの設定, （441ページ）を
参照してください。
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モビリティの統合アプリケーションのダイヤルルール設定

Cisco Unified Communications Manager 8.5よりも前のバージョンでは、DVOコールの Cisco Unified
Communications Managerと別に、アプリケーションのダイヤルルールを VoIPコールのクライア
ント側でローカルに設定する必要がありました。 VoIPおよび DVOコールの両方の設定を簡素化
するため、CiscoUnified CommunicationsManager 8.6(1)では、アプリケーションのダイヤルルール
の設定を DVOおよび VoIPコールに設定できます。そのために、クライアント設定を個別に行う
必要はありません。これにより、モバイルユーザは、転送に関係なく、エンタープライズダイ

ヤルプランまたはサービスプロバイダーダイヤルプランの両方でコールを発信し、ダイヤルプ

ランを一貫した方法で管理できます。クライアントがVOIPまたはDVOモードのいずれかでコー
ルを発信する場合、同じルールが適用されます。モビリティは、DVOモードの場合と同様に、ク
ライアントが 10桁の番号を VoIPモードでダイヤルして、外部番号をコールできるようにアプリ
ケーションのダイヤルルールを使用します。

VoIPモードは、一括ダイヤルを使用する SIPベースのモバイルクライアントだけに適用でき
ます。オーバーラップダイヤルを使用する SCCPベースのモバイルクライアントには適用で
きません。

（注）

この機能は、既存のアプリケーションのダイヤルルール設定を使用します。モビリティはアプリ

ケーションとして扱われます。ダイヤルルールの詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Managerシステムガイド』を参照してください。アプリケーションダイヤルルールの設定方法
については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照し
てください。

アプリケーションのダイヤルルールは、すべてのアプリケーションにより共有されます。モビリ

ティに設定するアプリケーションのダイヤルルールは、他のアプリケーションで共有されるアプ

リケーションのダイヤルルールと競合しないようにします。

モビリティソフトキーの設定

モバイルコネクトを使用する電話機ユーザ向けにモビリティソフトキーを設定するには、次の手

順を実行します。
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手順

ステップ 1 [デバイス(Device)][デバイスの設定(Device Settings)] > [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]
を選択します。

ステップ 2 既存のテンプレートを一覧表示するには、[検索(Find)]をクリックします。

ステップ 3 新しいテンプレートを作成するには、[StandardUser]をクリックしてから [コピー(Copy)]をクリッ
クします。

ステップ 4 ソフトキーテンプレートの名前と説明を入力し、[保存(Save)]をクリックします。

ステップ 5 ウィンドウの右上にある [関連リンク(Related Link)]メニューの横の [移動(Go)]から [ソフトキーレ
イアウトの設定(Configure Softkey Layout)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。

ステップ 6 プルダウンリストボックスから [オンフック(On Hook)]を選択します。

ステップ 7 [選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順)]に [Mobility]を追加し、[保存(Save)]をクリッ
クします。

ステップ 8 プルダウンリストボックスから [接続時(Connected)]を選択します。

ステップ 9 [選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順)]に [Mobility]を追加し、[保存(Save)]をクリッ
クします。

ステップ 10 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウを開き、[ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]
と、作成したソフトキーテンプレートを関連付けます。『Cisco Unified Communications Manager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 11 [オーナーのユーザID(Owner User ID)]で、モバイルコネクト電話機ユーザを選択します。

ステップ 12 [保存(Save)]をクリックします。
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第 15 章

Cisco Unified Mobility Advantage と Cisco
Unified Mobile Communicator の統合

この章では、Cisco Unified Mobile Communicatorクライアントと Cisco Unified Mobility Advantage
サーバの組み合わせに関する情報を提供します。この章では、これらの機能と両方のサーバで

必要となる設定について説明します。

Cisco Unified CommunicationsManagerは以下の機能をCisco UnifiedMobile Communicatorユーザに
提供します。

• Dial-via-Officeリバースコールバック

• Dial-via-Office転送

•ユーザがモバイルデバイスからオフィスの通話履歴を確認できるようにするコールログ監
視

•モバイルコネクト、およびモバイルデバイスからモバイルコネクトを有効または無効にす
るための機能

•モバイルデバイスとデスクトップ電話機の間でアクティブなDial-via-Officeコールを転送す
るための機能

Cisco Unified Mobility Advantageサーバと Cisco Unified Mobile Communicatorクライアントの設定
方法については、以下の資料を参照してください。

•『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイド』の「Cisco Unified Mobility
Advantageサーバセキュリティプロファイルの設定」の章

•『Installing and Configuring Cisco Unified Mobility Advantage, Release 7.1』

• Cisco Unified Mobility Advantageリリース 7.1に関する設定ガイド

• Cisco Unified Mobile Communicatorに関するエンドユーザガイド

エンドユーザが Cisco Unified CMのユーザオプションのウィンドウを使用して電話機の Cisco
Unified Mobility設定を構成する手順については、特定の Cisco Unified IP Phoneに関するユーザ
ガイドを参照してください。
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CiscoUnifiedCommunicationsManager内部で設定し、CiscoUnifiedMobile CommunicatorとCisco
Unified Mobility Advantageのどちらの設定も必要としない Cisco Unified Mobility機能の設定方
法については、「Cisco Unified Mobility」の章を参照してください。

（注）

• Cisco Unified Mobilityと Cisco Unified Mobility Advantageの設定, 450 ページ

• Cisco Unified Mobilityと Cisco Unified Mobility Advantage, 451 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 467 ページ

• システム要件, 468 ページ

• Cisco Unified Mobilityと Cisco Unified Mobility Advantageの設定, 469 ページ

Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の
設定

Cisco Unified Communications Managerと通信するように Cisco Unified Mobility Advantageサーバを
設定します。設定情報については、次の資料を参照してください。

•『Installing and Configuring Cisco Unified Mobility Advantage, Release 7.1』

• Cisco Unified Mobility Advantageリリース 7.1に関する設定ガイド

Cisco Unified Mobility Advantageサーバの設定時に使用可能な Cisco Unified Mobility機能の詳細に
ついては、Cisco Unified Mobility Advantage対応の Cisco Unified Mobility機能のリスト, （452ペー
ジ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerに標準装備され、Cisco Unified Mobile Communicatorと Cisco
Unified Mobility Advantageのどちらの設定も必要としない Cisco Unified Mobility機能の詳細につい
ては、Cisco UnifiedMobility, （367ページ）の章のCisco UnifiedMobility機能のリスト, （371ペー
ジ）を参照してください。

Cisco Unified CommunicationsManagerと連動するように Cisco UnifiedMobile Communicatorと Cisco
Unified Mobility Advantageを設定するには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Mobility Advantageサーバで、Cisco Unified Communications Managerクラスタ内部の
最大 2つのノードを指すように Cisco Unified Communications Managerアダプタを設定します。

ステップ 2 Cisco Unified Mobility Advantage内部で、アダプタ上の SOAP対応アプリケーションのユーザ名と
パスワードを指定します。

ステップ 3 アダプタの設定ウィンドウにある [Communications Manager]設定項目を [8.x]に設定します。

ステップ 4 また、必要に応じて、アダプタにセキュリティコンテキストまたはプロファイルを設定して、

Cisco Unified Communications Managerへのセキュア接続を実現できます。

ステップ 5 CiscoUnifiedMobileCommunicatorクライアントのユーザをアクティブにして、CiscoUnifiedMobility
Advantageサーバにプロビジョンします。 Cisco Unified Mobility Advantageサーバ上のユーザ ID
は、Cisco Unified Communications Manager内部のユーザ IDおよびエンドユーザアカウントと一
致する必要があります。

ステップ 6 アクティベーション時に、ユーザまたは Cisco Unified Mobility Advantage管理者は、Cisco Unified
Mobile Communicatorのユーザの携帯電話を Cisco Unified Mobility Advantageサーバにプロビジョ
ンして、その番号を入力する必要があります。

ステップ 7 この番号は、Cisco Unified Communications Manager内で設定されているモビリティ ID電話番号と
正確に一致するように設定してください。

ステップ 8 Cisco Unified Mobility Advantageサーバで、[アダプタサービスの管理(Manage Adapter Services)]の
下の [企業PBX統合の有効化(Enable Corporate PBX Integration)]および [Dial via Officeの有効化(Enable
Dial via Office)]設定項目を [はい(Yes)]に設定します。

関連トピック

リモート接続先の設定項目, （424ページ）

Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage
管理者は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページのウィンドウを使用して、エンド
ユーザ向けの Cisco Unified Mobilityの基本設定を構成します。詳細については、Cisco Unified
Mobility, （367ページ）の章を参照してください。

Cisco Unified Mobile Communicatorと Cisco Unified Mobility Advantageサーバが連動してユーザの電
話機上で機能するためには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページでの特別な設定
が必要です。

用語

下の表は、Cisco Unified Mobilityと Cisco Unified Mobility Advantageの組み合わせと Cisco Unified
Mobile Communicatorに関連した用語の定義を示しています。
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表 41：定義

定義用語

CiscoUnifiedMobilityAdvantageは、従業員の携帯電話を社内リソースに
接続するために、エンタープライズファイアウォールの背後に配置さ

れるサーバソフトウェアです。 Cisco Unified Mobility Advantageは、従
業員のモバイルデバイス上で動作するCiscoUnifiedMobileCommunicator
クライアントと連動します。

Cisco Unified Mobility
Advantage

Cisco Unified Mobile Communicatorは、サポートされている携帯電話上
で動作するクライアントソフトウェアを特定します。 Cisco Unified
Mobile Communicatorは Cisco Unified Mobility Advantageサーバと連動し
てエンタープライズサービスへのアクセスを提供します。

Cisco Unified Mobile
Communicator

Cisco Unified Mobility Advantageプロキシサーバ経由で Cisco Unified
Communications Managerに接続する Cisco Unified Mobile Communicator
クライアント

Cisco Mobile 7.x

Cisco Unified Mobility Advantage 対応の Cisco Unified Mobility 機能のリス
ト

ここでは、Cisco Unified Mobility Advantageに対する必要な設定が完了した時点で携帯電話ユーザ
が使用可能になる Cisco Unified Mobility機能のリストを示します。この資料では、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページ内部の設定について説明します。

Cisco Unified Mobility Advantageの設定の詳細については、以下の資料を参照してください。

•『Installing and Configuring Cisco Unified Mobility Advantage, Release 7.1』

• Cisco Unified Mobility Advantageリリース 7.1に関する設定ガイド

以下のエンティティと機能には、Cisco Unified Communications Managerの管理ページでの Cisco
Unified Mobilityの設定だけでなく、Cisco Unified Mobility Advantageの設定も必要です。

• Cisco UnifiedMobile Communicator：Cisco UnifiedMobile Communicatorは、Cisco UnifiedMobile
Communicatorクライアントを実行している電話機を特定し、Mobility Multiplexing Protocol
（MMP）を使用してCiscoUnifiedMobilityAdvantageサーバとDチャネル経由で通信します。
Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [電話の設定(Phone Configuration)]ウィ
ンドウで Cisco Unified Mobile Communicatorを設定します。

• Dial-via-Officeリバースコールバック：Dial-via-Officeリバースコールバック機能は、Cisco
Unified Communications Managerが両方のコールを発信することを除いて、モバイルボイス
アクセス機能と同様です。電話機は、CiscoUnifiedMobileCommunicatorクライアントから、
Dチャネルを使用して Dial-via-Officeリバースコールバック機能を開始します。その後で、
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CiscoUnified CommunicationsManagerが、まず、モビリティ IDを呼び出します。モビリティ
IDが応答すると、Cisco Unified Communications Managerは接続先番号を呼び出します。

• Dial-via-Office転送：Dial-via-Office転送機能は、要求が IVRの代わりにDチャネルを経由す
ることを除いて、モバイルボイスアクセスと同様です。電話機は、Cisco Unified Mobile
Communicator（CUMC）クライアントから、Dチャネルを使用して Dial-via-Office転送機能
を開始します。その後で、Cisco Unified Communications Managerが Dチャネルを経由してエ
ンタープライズ機能アクセス（EFA）番号を返します。モビリティ ID（MI）からエンター
プライズ機能アクセス番号がコールされ、Cisco Unified Communications Managerから接続先
番号がコールされます。

•セッション再開：この機能により、DVO-Fコールが予期せず終了した場合に、最後にダイヤ
ルした相手にワンタッチで再接続できます。 DVO-Fコールを発信してネットワーク障害が
発生した場合に便利です。この機能を実装する前に、モバイルユーザが（電話機の通話履

歴から最後のダイヤル番号をコールするか、または電話機に折り返しのオプションがある場

合に折り返しを押して）[リダイヤル(Redial)]を押した場合、リダイヤル番号はDial-via-Office
転送機能アクセス番号（[サービスパラメータ(Service Parameter)]で設定）またはエンタープ
ライズ機能アクセス番号（[コールルーティング(Call Routing)] > [モビリティ(Mobility)] > [エ
ンタープライズ機能アクセス番号設定(Enterprise Feature Access Number Configuration)]で設
定）となります。 Cisco Unified Communications Managerはこのコールをエンタープライズ機
能アクセスコールとして扱っていたため、ユーザは最後にリダイヤルした相手に接続できま

せんでした。この機能の実装により、ユーザが [リダイヤル(Redial)]を押すと、CiscoUnified
Communications Managerはモバイルユーザを実際の発信先の電話番号に再接続します。

以下の機能は、元々は Cisco Unified Mobility Managerの一部でしたが、現在は Cisco Unified
Communications Managerに移動されています。

•モバイルコネクト

•デスクトップコールピックアップ

•モバイルボイスアクセス

•アクセスリスト

Cisco Unified Communications Managerは、以下の Cisco Unified Mobility機能もサポートしていま
す。

• DTMFでのコール中のエンタープライズ機能のサポート

• 2段階ダイヤリング

•デュアルモードフォンのサポート

•デュアルモードフォンでのコールの手動ハンドオフ

• Time-of-Dayアクセス

• DTMFを介したダイレクトコールパーク

• SIP URIダイヤル
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デスクトップ同時呼び出し、企業のボイスメールボックスの統合、システムリモートアクセス、

発信者 ID、リモートのオン/オフ制御、コールトレース、モバイルコネクトコールのセキュリ
ティとプライバシー、スマートフォンのサポートなど、CiscoUnifiedMobility機能の利点に関連し
たトピックを参照してください。

関連トピック

Cisco Unified Mobility機能の利点, （373ページ）
Cisco Unified Mobility, （367ページ）
Cisco Unified Mobile Communicator, （454ページ）
Dial-via-Office転送設定, （458ページ）
Dial-via-Officeリバース, （457ページ）
セッション再開, （464ページ）

Cisco Unified Mobile Communicator
Cisco Unified Mobile Communicatorは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [電話
の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウで設定可能なデバイスタイプを特定します。CiscoUnified
Mobile CommunicatorはMobilityMultiplexing Protocol（MMP）を使用して携帯電話のデータ接続経
由で Cisco Unified Mobility Advantageサーバと通信し、SIPを通してデバイスを Cisco Unified
Communications Managerに登録します。 Cisco Unified Mobile Communicatorは、ユーザがデスク
トップ電話機を使用している場合は 1つのデバイスライセンスユニット（DLU）を使用し、ユー
ザがデスクトップ電話機を使用していない場合は 3つの DLUを使用します。

Cisco Unified Mobile Communicator の設定
Cisco Unified Mobile Communicatorを Cisco Unified Mobility用に設定する場合に、以下の手順を実
行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、Cisco Unified Mobile Communicatorデバイ
スを設定します。

Cisco Unified Communications Manager内で Cisco Unified Mobile Communicatorデバイスを
設定する前に、ユーザのモビリティが有効になっていることを確認してください。

[デバイス(Device)] > [電話機(Phone)]メニューオプションを使用します。 [電話のタイプ
(Phone Type)]に対して、Cisco Unified Mobile Communicatorを選択します。

（注）

[エンドユーザの設定(EndUserConfiguration)]ウィンドウで、[モビリティの有効化(Enable
Mobility)]チェックボックスがオンになっていることを確認してください。

（注）

[モビリティの有効化(EnableMobility)]チェックボックスをオンにすると、ライセンスに
対するトリガーが発生し、モバイルコネクト用にデバイスライセンスユニット（DLU）
が消費されます。

（注）
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ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、Cisco Unified Mobility Advantageサーバの
セキュリティプロファイルを設定します。 [システム(System)]>[セキュリティプロファイル(Security
Profile)] > [CUMAサーバセキュリティプロファイル(CUMA Server Security Profile)]メニューオプ
ションを使用します。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、エンタープライズ機能アクセス電話番号
（DN）を設定します。 [コールルーティング(Call Routing)] > [モビリティ(Mobility)] > [エンタープ
ライズ機能アクセス設定(Enterprise Feature Access Configuration)]メニューオプションを使用しま
す。

この設定を行わないと、Dial-via-Office機能が働きませ
ん。

（注）

ステップ 4 Cisco Unified Mobility Advantageクライアントを Cisco Unified Communications Managerに登録でき
るようにします。

ステップ 5 CiscoUnifiedCMのユーザオプションのウィンドウで、次のようなCiscoUnifiedMobileCommunicator
のエンドユーザ設定値を構成します。

• [デバイス(Device)]：エンドユーザが独自のCiscoUnifiedMobile Communicatorを指定します。

• [リモート接続先(Remote Destination)]：エンドユーザがリモート接続先プロファイルとして
独自の Cisco Unified Mobile Communicatorを選択します。

関連トピック

Cisco Unified Mobilityの設定, （368ページ）
Cisco Unified Mobile Communicatorの設定の詳細, （455ページ）
モビリティエンタープライズ機能の設定, （439ページ）

Cisco Unified Mobile Communicator の設定の詳細
Cisco Unified Mobile Communicatorを設定する際に [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの
各フィールドを設定する場合、次の設定要件に留意してください。

•新しい Cisco Unified Mobile Communicatorを設定する場合は、[電話のタイプ(Phone Type)]ド
ロップダウンリストボックスで [Cisco Unified Mobile Communicator]電話タイプを選択しま
す。

• [デバイス名(Device Name)]：この名前が一意であることを確認してください。MACアドレ
スは必要ありません。

• [モビリティユーザID(Mobility User ID)]：このフィールドを設定する必要があります。選択
可能なユーザ IDは、[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウ（[ユーザ管理
(User Management)] > [エンドユーザ(End User)]）の [モビリティ情報(Mobility Information)]ペ
インで [モビリティの有効化(Enable Mobility)]チェックボックスがオンになっているエンド
ユーザのユーザ IDだけです。
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• [モビリティID(Mobility Identity)]：このフィールドでは、接続先番号としてCiscoUnifiedMobile
Communicator対応スマートフォン携帯電話番号を指定する必要があります。 [モビリティ
ID(Mobility Identity)]の設定特性は、[リモート接続先(Remote Destination)]の設定特性と同一
です。このフィールドにアクセスするには、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで
[新規モビリティIDの追加(AddNewMobility Identity)]リンクをクリックします。これにより、
[リモート接続先の設定(Remote Destination Configuration)]ウィンドウが開き、ここで携帯 ID
を追加できます。

• [再ルーティング用コーリングサーチスペース(Rerouting Calling Search Space)]：基本コールが
動作するようにするには、このフィールドを設定する必要があります。この設定は Cisco
UnifiedMobile Communicatorに適用されます。この設定を使用して、コールがモビリティ ID
（つまり、Cisco Unified Mobile Communicatorクライアント電話機）にルーティングされま
す。この設定は、Dial-via-Officeコールバックコールレッグをモビリティ IDにルーティン
グしたり、モバイルコネクト/SNRコールでコールレッグをモビリティ IDにルーティング
したりする際に使用されます。

• [コーリングサーチスペース(Calling Search Space)]：基本コールが動作するようにするには、
このフィールドを設定する必要があります。この設定を使用して、モビリティ IDからコー
ルがルーティングされます。この設定は、Dial-via-Officeコールでコールレッグをダイヤル
先（発信先）電話機にルーティングする際に使用されます。

• [DNDオプション(DND Option)]：Cisco Unified Mobile Communicatorはコール拒否 DNDオプ
ションしかサポートしていません。

電話番号が Cisco Unified Mobile Communicatorに割り当てられていることを確認してください。

さらに、Cisco Unified Mobile Communicatorに適用される以下の要件に注意してください。

• Cisco Unified Communications Managerと Cisco Unified Mobility Advantageサーバの統合 [エン
ドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウが欠如しているために、Cisco Unified
Mobile Communicatorクライアントは、Cisco Unified CommunicationsManager Administrationと
Cisco Unified Mobility Advantageサーバの両方で同じリモート接続先番号を設定する必要があ
ります。

• CiscoUnifiedMobile Communicatorクライアントユーザが固有のSIMカードを変更する場合、
このユーザはCiscoUnifiedMobilityAdvantageサーバの携帯電話番号を更新する必要がありま
す。その場合、古い携帯電話番号を削除し、新しい携帯電話番号を追加します。対応する設

定を Cisco Unified Communications Manager Administrationでも行う必要があります。

• CiscoUnifiedMobility Advantageサーバ管理コンソールでCiscoUnified CommunicationsManager
ノードが静的に作成されていることを確認してください。

• Cisco Unified Mobility Advantageサーバは、AXLのみを使用して Cisco Unified Communications
Managerデータベースを更新し、Cisco Unified Communications Managerデータベース変更通
知は受信しません。

主な考慮事項

Cisco Unified Mobile Communicatorデバイスに関する以下の考慮事項に留意してください。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
456

Cisco Unified Mobility Advantage と Cisco Unified Mobile Communicator の統合
Cisco Unified Mobile Communicator



• Cisco Unified Mobile Communicatorデバイスには、モビリティ IDに加えて、1つまたは複数
のリモート接続先を追加できます（リモート接続先プロファイルと同様）。

•自動の移行サポートは存在しません。デバイスを Cisco Unified Mobile Communicatorデバイ
スとして手動で再設定する必要があります。

• 2.5Gでは Dチャネルはボイスコールの接続後に利用不可になるため、サポートされるのは
最初のコールだけです。

• Cisco Unified Mobility Advantageサーバは、ユーザあたり 1つの Cisco Unified Mobile
Communicatorデバイスしかアクティブにできません（ユーザはCiscoUnifiedMobilityAdvantage
内部で複数の携帯電話を設定できますが、特定の時点でCiscoUnifiedMobilityAdvantageサー
バに接続できるのはそのうちの 1台だけです）。

• Cisco Unified Mobile Communicatorデバイスの設定では、再ルーティング CSSと CSSが重要
な考慮事項です。

Dial-via-Office リバース
Dial-via-Officeリバース（DVO-R）コールバック機能は、モバイルボイスアクセス機能に似てい
ますが、CiscoUnifiedCommunicationsManagerが両方のコールを発信するという点が異なります。
CiscoUnifiedMobile Communicatorクライアントから電話機に、Dチャネルを使用してCiscoUnified
Communications Managerに SIP INVITEメッセージを送信するように指示することにより、
Dial-via-Officeリバースコールバック機能が開始されます。 Cisco Unified Communications Manager
は、まず、モビリティ ID（Cisco Unified Mobile Communicatorクライアント）を呼び出します。
モビリティ IDが応答すると、Cisco Unified Communications Managerがダイヤル先（ターゲット）
の番号を呼び出します。

すべてのDial-via-Officeシナリオにおいて、CiscoUnified CommunicationsManagerからCiscoUnified
Mobile Communicatorクライアントの携帯電話/モビリティ IDへのコールバックレッグ、または別
の番号へのコールバックレッグにより、常にエンタープライズ機能アクセス DIDの発信者 IDが
指定されます。 Cisco Unified Communications Managerからターゲットへのコールレッグに対して
送信される発信者 ID、つまり、ダイヤル先の番号は、必ず、ユーザの会社のデスク電話番号を示
します（Cisco Unified Communications Manager内部で設定されたユーザのデスクトップ電話機と
Cisco Unified Mobile Communicatorクライアントデバイスタイプ間の共有回線に基づく）。

Dial-via-Office リバースコールバックの例

次の例では、Dial-via-Officeリバースコールバックのインスタンスで発生する一連のイベントを示
しています。

•ユーザは、電話機で Dial-via-Office機能を呼び出し、発信先の電話番号 2000にコールしま
す。

•電話機は、SDPパラメータ「c=PSTN E164 4085551234」で指定されたコールバック番号で、
INVITE 2000を送信します。

• Cisco Unified Communications Managerは、SDPパラメータのエンタープライズ機能アクセス
番号 DID（4085556666）で、183 Session In Progressを返信します。
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•また、Cisco Unified Communications Managerはモビリティ IDの 4085551234をコールバック
します。

•モビリティ IDがコールに応答すると、Cisco Unified Communications Managerは発信先の電話
番号 2000にコールをリダイレクトします。

使用例

Cisco Unified Communications Managerがこの機能でサポートしている使用例については、
Dial-via-Officeリバースの使用例, （465ページ）を参照してください。

Dial-via-Office リバースコールバック機能に関する制限

この機能に適用される制限のリストについては、制限事項,（467ページ）を参照してください。

Dial-via-Office 転送設定
Cisco Unified Mobile Communicatorアプリケーションである Cisco Mobileがモバイルデバイスにイ
ンストールされているユーザは、Dial-via-Office転送機能を利用できます。 Cisco Unified Mobile
Communicatorは、Cisco Unified Mobile Communicator-Cisco Unified Mobility Advantage間と Cisco
Unified Mobility Advantage-Cisco Unified Communications Manager間のDチャネル経由の SIPシグナ
リングを通して Dial-via-Office転送機能を呼び出し、最終ターゲットへのコールを発信します。
この機能によって、コールが企業に固定されるため、Cisco Unified Mobile Communicatorのモバイ
ルユーザに対してコスト削減ソリューションが提供されます。

Cisco Mobileクライアントを使用した Cisco Unified Mobile Communicatorだけが Dial-via-Office
転送機能を呼び出すことができます。

（注）

Cisco Unified Communications Managerは、Dチャネル経由で Dial-via-Office転送（DVO-F）サービ
スアクセス番号（設定されている場合）またはエンタープライズ機能アクセス（EFA）電話番号
（DN）を返します。携帯電話上で動作している Cisco Unified Mobile Communicatorクライアント
が、Cisco Unified Communications Managerから受信した番号を呼び出します。 DVO-Fコールを行
うモバイルデバイスの電話番号と、設定されているモビリティ ID（MI）とが照合されて、権限
があるユーザのコールだけが行われます。一致が見つかると、発信先にコール要求が送信されま

す。Matching Caller ID with Remote Destinationサービスパラメータの設定に応じて、完全一致ま
たは部分一致の両方がサポートされます。

Dial-via-Office転送機能に適用される制限については、制限事項,（467ページ）を参照してくださ
い。

Cisco Unified Communications Managerがこの機能でサポートしている使用例については、
Dial-via-Office転送の使用例, （465ページ）を参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager の管理ページでの Dial-via-Office 転送の設定

Dial-via-Office転送機能を有効にするには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで
以下の設定を実行する必要があります。

• [コールルーティング(Call Routing)] > [モビリティの設定(Mobility Configuration)]

[エンタープライズ機能アクセス番号(Enterprise Feature Access Number)]設定項目の値が着信
側番号と一致し、正しいパーティションに属している必要があります。

• [システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]

Dial-via-Office Service Access Numberに、代替番号を指定できます。

Dial-via-Office 転送設定のヒント

次に、Dial-via-Office転送機能を設定する場合の設定のヒントを示します。

• Cisco Unified Mobile Communicatorデバイスは有効なモビリティ ID（MI）を使用してプロビ
ジョンする必要があります。

• Cisco Unified Mobile Communicatorデバイスは Cisco Unified Communications Managerに登録す
る必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerが受け取った Cisco Unified Mobile Communicator発信者
IDとプロビジョンされたMIが完全に一致しなかった場合は、以下の設定を実行します。

◦ Matching Caller ID with Remote Destinationサービスパラメータを [Partial Match]に設定し
ます。

◦ Number of Digits for Caller ID Partial Matchサービスパラメータに、照合する桁数を指定
します。

•着信側番号が EFA DNまたは DVO-F Service Access Numberサービスパラメータに一致する
ように、入力ゲートウェイが正しく設定されていることを確認します。

•着信側番号が EFA DNに一致する場合は、Inbound Calling Search Space for Remote Destination
サービスパラメータが次のように適切に設定されていることを確認します。

◦ [トランクまたはゲートウェイ着信コーリングサーチスペース(Trunk or Gateway Inbound
Calling Search Space)]オプションが選択されている場合、EFA DNパーティションはト
ランクまたはゲートウェイのコーリングサーチスペースに属している必要があります。

◦ Remote Destination Profile + Line Calling Search Spaceオプションが選択されている場合
は、EFA DNのパーティションが Cisco Unified Mobile Communicatorデバイスとその企
業 DNのコーリングサーチスペースに属している必要があります。

Dial-via-Office Forward Service Access Number
Dial-via-Office Forward Service Access Numberサービスパラメータを設定すると、カスタマーは
Cisco Unified Mobile Communicatorユーザが DVO-Fをダイヤルするための専用番号を設定できま
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すが、Cisco Unified Communications Managerは異なる番号でコールを受信します（1-800サポート
の使用など）。 DVO-Fサービスアクセス番号には、フリーダイヤルの 1-800番号を指定できま
す。サービスプロバイダーは、この番号を企業へのローカル番号、または Cisco Mobileクライア
ントが DVO-Fコールを呼び出すための他の任意の代替番号にマッピングできます。

Dial-via-Office Forward Service Access Numberサービスパラメータには次の特徴があります。

•最大 24文字のダイヤル可能な文字です。

•パーティションは指定しません。

Dial-via-Office Service Access Numberサービスパラメータは、既存のエンタープライズ機能アクセ
ス（EFA）DNと次のように通信を行います。

• DVO-F機能を呼び出すには、EFA DNが設定されている必要があります。 DVO-Fサービス
アクセス番号が設定されているかどうかに関係なく、EFA DNが Cisco Unified Mobile
Communicatorデバイスからの着信コールを終端します。

• 183 Session In Progressメッセージの応答では、次のルールが当てはまります。

◦ Dial-via-Office Forward Service Access Numberサービスパラメータ番号が設定されている
場合は、Cisco Unified Communications Managerがこの代替番号を SDPで Cisco Unified
Mobility Advantageに送信します。

◦ EFADNのみが設定されている場合は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerがそのEFA
DNを Cisco Unified Mobility Advantageに送信します。

•着信 PSTNコールでは、次の照合が行われます。

◦着信側番号が EFA DNまたはDVO-Fサービスアクセス番号と照合されます。部分一致
または完全一致が行われます。部分/完全一致の照合では、CiscoUnifiedMobilityAdvantage
から Cisco Unified Communications Managerに転送された元の SIP INVITEメッセージ内
の発信側番号とこの発信側番号が照合されます。

◦実際には、この説明は正確ではありません。システムは、CUMCからの着信 DVO-F
コールレッグが（着信側番号の）EFA DNまたは DVO-Fサービスアクセス番号へのも
のであることを前提としています。ただし、その番号でコールが受信されると、着信側

番号は重要ではなくなります。部分一致または完全一致の照合では、発信側番号との照

合が行われますが、これは EFAまたは DVO-Fサービスアクセス番号との照合ではな
く、CUMAによってUnified CMに転送された元の SIP INVITEに指定された発信側番号
です。

◦一致が見つかった場合、音声コールが元の SIP INVITEと関連付けられ、コール待機タ
イマーが停止されます。次に、コールが、ユーザが最初にダイヤルした着信側番号また

は接続先番号と Cisco Unified Communications Managerが Cisco Unified Mobility Advantage
から受け取った SIP Inviteに含まれる着信側番号または接続先番号に送達されます。

◦一致が見つからなかった場合は、コール待機タイマーが時間切れになると、コールが切
断されて、503 Service Unavailableメッセージが送信されます。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
460

Cisco Unified Mobility Advantage と Cisco Unified Mobile Communicator の統合
Dial-via-Office 転送設定



EFA DN および DVO-F サービスアクセス番号のグローバル化サポート
エンタープライズ機能アクセス電話番号と Dial-via-Office転送サービスアクセス番号の両方にお
いて、次のダイヤル可能な文字がサポートされています。

• 0～ 9

• +（バックスラッシュ（\）を直前に付加する必要があります）。バックスラッシュはダイヤ
ル可能な文字ではないため、24文字の最大長制限には含まれません。

• *および #

• A～ D

上記の特殊文字は、任意の場所に指定できます。

Dial-via-Office 転送コールの特徴
次の例では、Dial-via-Office転送（DVO-F）のインスタンスで発生する一連のイベントを示してい
ます。

1 ユーザがCiscoUnifiedMobileCommunicatorアプリケーションを起動して接続先番号として 2000
を入力します。

2 Cisco UnifiedMobile Communicatorが 2000の接続先番号を含む SIP Inviteメッセージを送信しま
す。

3 Cisco Unified Communications Managerが Dチャネルを経由して 183 Session In Progressを返しま
す。 SDPパラメータには、Dial-via-Office転送サービスアクセス番号または EFA DNが指定さ
れています。

4 Cisco Unified Mobile Communicatorが SDPで指定されている番号を自動的にダイヤルします。

5 Cisco Unified Communications Managerは、発番号をモビリティ IDと比較し、着番号を EFA DN
または DVO-Fサービスアクセス番号と比較することにより、この音声コールを SIPデータ
チャネルに対応付けます。

6 その後、コールが通常どおり進行します。

次に、上記の例を使用して、Dial-via-Office転送コールの特性について説明します。

• INVITE SDPパラメータの a=setup:activeに基づいて、Cisco Unified Communications Manager
が、Cisco Mobileクライアントが DVO-Fコールの発信を要求していると判断します。

• Cisco Unified Communications Managerから Cisco Unified Mobility Advantageに 183 Session In
Progressメッセージが送信されると 30秒に設定されたコール待機タイマーが起動します。

•コール待機タイマーが切れる前にCiscoUnified CommunicationsManagerがCiscoUnifiedMobile
Communicatorから PSTNコールを受け取らなかった場合は、Cisco Unified Communications
Managerが 503 Service Unavailableというメッセージを送信して、DVO-F Inviteに関連付けら
れたリソースを消去します。
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• PSTNコールが着信すると、次の照合が試みられます。

◦ CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、発番号を既知のモビリティ IDと照合し、コー
ルが固定されるかどうかを判定します。 Cisco Unified Communications Managerは、
Matching Caller ID with Remote Destinationサービスパラメータに設定されたオプション
（Partial Matchまたは Complete Match）に基づいて、照合を行います。

◦ Cisco Unified Communications Managerはまた、着番号を EFA DNまたは DVO-Fサービ
スアクセス番号と照合して、そのコールが DVO-Fコールかどうかを判定しようとしま
す。

•コールが確立されると、ユーザはCiscoUnifiedMobilityの他の機能（保留、保留解除、転送、
デスクピックアップなど）を呼び出すことができます。

確認済み応答と DVO VM の検出
シングルナンバーリーチ（SNR）ボイスメールは、ユーザがリモート接続先（RD）からモバイ
ルデバイス上でコールに応答したかどうかを判断するためのCiscoUnifiedCommunicationsManager
に対するモビリティ拡張です。モバイルユーザに配信されたRDコールが外部のボイスメールシ
ステムに到達したかどうかを検出することにより、この機能は、エンタープライズモビリティ用

のシングルエンタープライズボイスメールボックスをユーザに提供します。

モバイルサービスプロバイダーのボイスメールがコールに応答できないようにするために、Unified
CMはモバイルサービスプロバイダーのボイスメールがコールに応答したかどうかを判断するタ
イマーを実装しています。このタイマーは、携帯電話の電源が切れていたり、携帯電話が到達不

可能な場所に置かれていたりする状況を回避するために必要です。モバイルボイスメールは即座

にネットワークに転送されます。

このシングルナンバーリーチボイスメール機能はダスティングコールに対してサポートされ

ていません。

（注）

RD/MI のデバイスレベル設定

RDとMIのそれぞれに、サポートされているデバイスのボイスメール選択ポリシーを設定するた
めのドロップダウンリストボックスが用意されています。許容値は [デフォルト(Default)]、[タイ
マー制御(Timer Control)]、および [ユーザ制御(User Control)]です。 RD/MIページの設定の方がシ
ステム規模の設定より優先されます。 [デフォルト(Default)]を選択した場合は、UnifiedCMがサー
ビスパラメータ経由でシステム設定をデフォルトに設定します。

タイマー制御

タイマー制御では、呼び出し開始タイマーを使用して、モバイルユーザとモバイルサービスプ

ロバイダーボイスメールのどちらがコールに応答したかが判断されます。呼び出し開始タイマー

以内にコールが応答された場合は、SNRボイスメールが、モバイルサービスプロバイダーボイ
スメールがコールに応答したと判断します。結果的に、この機能は、他の共有回線またはリモー
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ト接続先がコールに応答しなければ、このコールレッグをドロップして、コールをエンタープラ

イズボイスメールに再ルーティングします。

ユーザ制御

ユーザ制御が適用された場合は、Unified CMが、ボイスチャネルがコールに接続された後でも、
DTMFディジット形式の明示的な通知を想定します。

ボイスメール選択ユーザ制御遅延アナウンスタイマー（VoiceMail Selection User Control Delayed
Announcement Timer）によっては、Unified CMがアナウンスを挿入しない場合があります。ユー
ザ制御を適用すると、Unified CMが、コールを送達する前に PSTN側がコールに応答することを
保証します。

クライアントが登録されていない場合は、必ず、RDまたはMIのアナウンスが再生されます。

失敗シナリオでは、Unified CMが Dチャネル経由でコール失敗を示すエラーメッセージを送
信しようとします。 SendCallToMobileの場合は、Unified CMが、SendCallToMobileが有効に
なっているデスク電話に以下のエラーメッセージを出力します。

[ボイスメールが選択できなかったためにコールが失敗しました。再試行するか、システム管
理者に連絡してください。(Call fail due to Voicemail selection failure, please retry or contact system
administrator.)]

（注）

Cisco Unified Communications Managerの管理に関する考慮事項

以下の Unified CM内のパラメータを使用すれば、SNRボイスメールの動作を定義できます。

[ボイスメール選択ポリシー(Voice Mail Selection Policy)]

[ボイスメール選択ポリシー(Voice Mail Selection Policy)]ドロップダウンを使用すれば、[タイマー
制御(Timer Control)]または [ユーザ制御(User Control)]を選択できます。デフォルトの設定は [タ
イマー制御(Timer Control)]です。

[ボイスメール選択ユーザ制御遅延アナウンスタイマー(Voice Mail Selection User Control Delayed
Announcement Timer)]

Unified CMは RDコールに応答した RDユーザに再生するアナウンスを遅らせるためにこのタイ
マーを使用します。

Unified CMが DTMFまたはスマートフォンクライアントが生成した Dチャネルでユーザ応答通
知を受け取った場合は、アナウンスを再生せず、発信側と着信側を接続します。

Unified CMが割り当てられた時間内にユーザ応答通知を受け取らなかった場合は、ユーザにコー
ルを接続させるための DTMFディジットを入力するように促すアナウンスを再生します。

クライアントが Dチャネル経由で DTMFディジットまたは通知を送信できる場合は、ユーザの
コールに対する応答後に、システムが明示的な応答通知を送信することが保証されます。

デフォルトでは 1秒に設定されています。

[ボイスメール選択ユーザ制御確認済み応答表示タイマー(VoiceMail SelectionUserControl Confirmed
Answer Indication Timer)]
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Cisco Unified Mobilityは、受信した DTMFから、または Dチャネル経由のモバイルクライアント
からの応答通知を待つためにこのタイマーを使用します。タイマーが切れると、Cisco Unified
Mobilityがコールをドロップします。

デフォルト設定は 5秒です。

システムレベルの Unified CMサービスパラメータがシングルナンバーリーチボイスメール
を制御します。 RD/MIデバイスレベル設定もこの機能を制御しますが、デバイスレベル設定
の方がシステム設定より優先されます。 Unified CMは、デバイスレベル設定が [デフォルト
(Default)]に設定されている場合にシステム設定を使用します。

（注）

セッション再開

セッション再開機能を使用すると、ユーザは会議 IDおよびパスワードを再度入力することなく、
（信号損失後に）会議に折り返しのコールを発信できます。

モバイルコールの障害は、セルラーネットワークではよく発生します。 DVO-Fコールの場合、
携帯電話に格納されているダイヤル番号は、DVO-Fサービスアクセス番号となります。これは、
内部で設定されるDID番号です。ユーザが（電話機の通話履歴から最後のダイヤル番号をコール
するか、または電話機に折り返しのオプションがある場合に折り返しを押して）自身の携帯電話

で [リダイヤル(Redial)]を押すと、格納された番号はすでにダイヤルされたものであるため、Cisco
Unified Communications Managerは元の発信先に到達できません。

セッション再開機能の実装により、Cisco Unified Communications Managerは DVO-Fコールが最初
に発信されたときに、発信先 DNを格納します。ネットワーク障害後にユーザが [リダイヤル
(Redial)]を押した場合、Cisco Unified Communications Managerは DVO-Fサービスアクセス番号の
コールを受信し、Unified CMは格納していた発信先の電話番号にそのコールを置き換えます。こ
のようにして、リダイヤル要求が正常に処理されます。元のコールがリリースされたかどうかに

応じて、新しいコールが元の発信先に送達されるか、または元のコールが再接続されます。

セッション再開機能に適用される使用例については、セッション再開の使用例,（466ページ）を
参照してください。

セッション再開機能に適用される制限のリストについては、制限事項,（467ページ）を参照して
ください。

設定の詳細

次の設定の詳細が、セッション再開機能に適用されます。

•セッション再開機能は、Session Resumption Await Timerサービスパラメータの設定を使用し
ます。この設定は、[Clusterwide Parameters(System -Mobility)]ペインのCisco CallManagerサー
ビスの [サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウ（[システム
(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]）で設定します。SessionResumptionAwait
Timerサービスパラメータのデフォルト設定は 180秒（3分）ですが、0～ 300秒（5分）の
任意の値に設定できます。 Session Resumption Await Timerサービスパラメータを 0秒に設定
すると、タイマーおよびセッション再開機能が無効になります。
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•ネットワーク障害のために DVO-Fコールが中断した場合に Session Resumption Await Timer
が期限切れになると、この DVO-Fコールに関する元の発信先電話番号の記録が削除されま
す。タイマーの期限切れ後に発信されるリダイヤルコールは、エンタープライズ機能アク

セス（EFA）コールとして呼び出されます。セッション再開機能はトリガーされません。

•リダイヤルコールがビジー状態の発信先電話番号に送達された場合、ユーザはビジートー
ンを受信します。

Cisco Unified Mobility 機能の使用例
ここでは、Cisco Unified Mobility Advantageの必要な設定が完了している場合に、Cisco Unified
Communications Managerが Cisco Unified Mobility機能のためにサポートする Dial-via-Officeリバー
ス、Dial-via-Office転送、およびセッション再開の使用例について説明します。

Dial-via-Office リバースの使用例
Dial-via-Officeリバースコールバック機能は、次の使用例をサポートしています。

•モバイルユーザがリモート接続先に対してDial-via-Officeリバースコールバック機能を呼び
出し、成功した。

•モバイルユーザがリモート接続先以外に対してDial-via-Officeリバースコールバック機能を
呼び出し、成功した。

•モバイルユーザが Dial-via-Officeリバースコールバック機能を呼び出し、失敗した。

Dial-via-Office 転送の使用例
Dial-via-Office転送機能は、次の使用例をサポートしています。

1 企業で、EFA DNだけが設定されている。

DVO-F機能は、Cisco Unified Mobile Communicatorクライアントが自動的に正確な EFA DNを
ダイヤルし、Cisco Unified Communications Managerが発信側番号を正確に受信した場合にのみ
正常に動作します。

例

EFA DN = 1239876

DVO-F Service Access Numberサービスパラメータ = EMPTY

Cisco Unified Communications Managerは 183メッセージで 1239876を送信し、1239876に対す
る PSTNコールを受信します。

2 企業で、DVO-Fコール用に 1-800フリーダイヤル番号を提供している。

企業で、フリーダイヤル番号を設定しています。この番号は、サービスプロバイダーがコール

を受信する場合の実際の番号（発信先番号）にマッピングできます。
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発信先番号にマッピングする場合、管理者は、Dial-via-Office Forward Service Access Number
サービスパラメータを使用してフリーダイヤル番号（18008889999など）を設定し、EFA DN
として発信先番号（4081239876など）を設定する必要があります。

例

EFA DN = 1239876（サービスプロバイダーに応じて、ローカライズされた形式）

DVO-F Service Access Numberサービスパラメータ = 18008889999

Cisco Unified Communications Managerは、183 Session In Progressメッセージで 18008889999を
送信し、1239876にマッピングされた PSTNコールを受信します。

3 企業で、DVO-Fコール用にグローバル化された番号を提供している。

企業でグローバル化されたアクセス番号を設定すると、企業のCiscoUnifiedMobileCommunicator
ユーザは、現在の国における国際エスケープコードを把握していなくても、DVO-Fコールを
呼び出すことができます。

サービスプロバイダーがローカライズされた番号だけを提供している場合、管理者は、グロー

バル化された番号（\+14081239876など）をDVO-F Service Access Numberサービスパラメータ
として設定し、Cisco Unified Communications Managerが受信するローカライズされた番号
（1239876など）を EFA DNとして設定する必要があります。

例

EFA DN = 1239876（サービスプロバイダーに応じて、ローカライズされた形式）

DVO-F Service Access Numberサービスパラメータ = \+14081239876（+文字のエスケープとし
てバックスラッシュが必要）

Cisco Unified Communications Managerは、183 Session In Progressメッセージで +14081239876を
送信し、1239876にマッピングされた PSTNコールを受信します。

セッション再開の使用例

セッション再開機能は、次の使用例をサポートします。

セッション再開の使用例 1：発信先への新しいコール

新しいコールが発信先に発信される DVO-Fリダイヤルコールの場合、次の手順が行われます。

1 ユーザが DVO-Fコールを、たとえば、発信先電話番号 1000に発信します。

2 ユーザと発信先の通話中に、モバイルネットワークの障害が発生します。

3 Session Resumption Await Timerが開始されます。発信先にMOHが流れます。ユーザは共有デ
スク回線でコールを再開せず、まもなく Desk Pickup Timer（デフォルトは 30秒）が期限切れ
になります。発信先が電話を切ります。

4 Session Resumption Await Timerが期限切れになる前に、ユーザは DVO-Fサービス番号をコー
ルします。
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5 CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、発信先（1000）が最後の発信先であることを認識し、
その最後の発信先（この例では 1000）に新しいコールを発信します。ユーザと発信先が再接
続されます。

セッション再開の使用例 2：既存のコールへの再接続

既存のコールが発信先に再接続されるDVO-Fリダイヤルコールの場合、次の手順が行われます。

1 ユーザが DVO-Fコールを、たとえば、発信先電話番号 1000に発信します。

2 ユーザと発信先の通話中に、モバイルネットワークの障害が発生します。

3 Session Resumption Await Timerが開始されます。発信先にMOHが流れます。ユーザは共有デ
スク回線でコールを再開しません。

4 Desk Pickup Timer（デフォルトは 30秒）が期限切れになる前に、ユーザは DVO-Fサービス番
号をコールします。

5 CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、発信先（1000）が最後の発信先であることを認識し、
MOHを停止し、ユーザを待っていた発信先にユーザを再接続します。

DN 1000には新しいコールが送達されないことに注意してください。DN 1000への元のコールが
再接続されるときに、メディア切り替えのみが行われます。 DN 1000ユーザから見た場合、ネッ
トワーク障害が発生すると、DN 1000にはまずMOHが流れます。数秒後、Desk Pickup Timerが
期限切れになる前にモバイルユーザが [リダイヤル(Redial)]を押すと、元のコールは再接続され、
ユーザと発信先がコールを続行します。

インタラクションおよび制限事項
Cisco Unified Communications Managerの標準機能のほとんどに Cisco Unified Mobility機能との完全
な互換性がありますが、一部の例外が存在します。詳細については、この章内のインタラクショ

ンおよび制限事項に関連したトピックを参照してください。

加えて、Cisco Unified Mobility Advantageと Cisco Unified Mobile Communicatorの機能性が必要な機
能に適用される制限について、この項で説明します。

関連トピック

インタラクション, （397ページ）
制限事項, （400ページ）

制限事項

この項では、さまざまな制限を機能別に示します。この項は、次の内容で構成されています。
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Dial-via-Office の制限事項（DVO-R および DVO-F）

Dial-via-Office転送（DVO-F）機能には、Cisco Unified Communications Manager内の次のような制
限が適用されます。

•特定の Cisco Unified Mobile Communicatorデバイスから確立される未処理の DVO-Fコール
は、一度に 1つだけがサポートされます。

• DVO-Fは 1台の Cisco Unified Mobile Communicatorデバイスからの同時コールに対応できま
せん。

• DVO-Fは 1台の Cisco Unified Mobile Communicatorデバイスからの 2つの同時 DVO-Fコール
に対応できます。

• DVO-Fでは、SIP INVITEメッセージの発信者 IDを使用して、PSTNコールと SIPコールの
関連付けが行われます。

◦発呼側番号または着信側番号がモバイル音声ネットワーク（たとえば、GSM）経由で発
信できない場合、DVO-Fコールは失敗します。標準的なサービスプロバイダーのアナ
ウンスが再生されます。 Cisco Unified Communications Managerはコール待機タイマーが
切れた後に 503 Service Unavailableメッセージを送信します。

◦ Cisco Unified Communications Managerが発呼側番号を受信しなかった（つまり、Cisco
Unified Mobile Communicatorユーザが発信者 IDをブロックしている）場合は、DVO-F
コールが失敗します。リオーダー音が再生されます。 Cisco Unified Communications
Managerはコール待機タイマーが切れた後に 503 Service Unavailableメッセージを送信し
ます。

セッション再開に関する制限

セッション再開機能には、次の制限があります。

•セッション再開機能は、Dial-via-Office転送コールのみをサポートします。

システム要件
Cisco Unified Mobilityと Cisco Unified Mobility Advantageを組み合わせるには、以下のソフトウェ
アコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager 6.0以降

加えて、CiscoUnifiedMobility Advantageに追加のソフトウェアコンポーネントが必要です。詳細
については、次の資料を参照してください。

•『Installing and Configuring Cisco Unified Mobility Advantage, Release 7.1』

• Cisco Unified Mobility Advantageリリース 7.1に関する設定ガイド
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Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の
設定

管理者が Cisco Unified Communications Managerに標準装備されている Cisco Unified Mobility機能
を設定するために必要な手順のチェックリストの概要がCiscoUnifiedMobility, （367ページ）の章
のCisco Unified Mobilityの設定, （368ページ）に記載されています。

Cisco Unified Communications Managerに標準装備されている Cisco Unified Mobility機能をプロビ
ジョンするために設定しなければならない Cisco Unified Communications Managerの管理ページの
メニューオプションの詳細な手順がCisco Unified Mobility, （367ページ）の章のCisco Unified
Mobilityの設定, （412ページ）に記載されています。ここでは、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページに表示される以下の構成要素に関する設定について説明します。

•アクセスリスト

•リモート接続先プロファイル（Cisco Unified Mobility Advantageとの統合にこれらのリソース
は必要なく、使用することもありません）

•リモート接続先

•モバイルボイスアクセス用のメディアリソース（Cisco Unified Mobility Advantageとの統合
にこれらのリソースは必要なく、使用することもありません）

•モバイルボイスアクセス用のH.323およびSIPゲートウェイ（CiscoUnifiedMobilityAdvantage
との統合にこれらのリソースは必要なく、使用することもありません）

•エンタープライズ機能アクセス 2段階ダイヤリング（Cisco Unified Mobility Advantageとの統
合では、この機能の設定は不要です。ただし、エンタープライズ機能アクセスDIDの設定は
必要です。Cisco Unified Communications Managerでは、この DIDに示された発信者 IDを
Dial-via-Officeコールバックコールレッグ用に送信するためです）

•モビリティエンタープライズ機能の設定

•モビリティプロファイル

•ハンドオフモビリティ設定

•モビリティソフトキー

エンドユーザは、Cisco Unified CMのユーザオプションのウィンドウを使用して、携帯電話に適
用される Cisco Unified Mobility設定値を構成または変更します。

Cisco UnifiedMobility Advantageが必要なCisco UnifiedMobility機能を提供するようにCisco Unified
Mobility Advantageと Cisco Unified Communications Managerを設定するために必要な手順について
は以下の資料を参照してください。

•『Installing and Configuring Cisco Unified Mobility Advantage, Release 7.1』

• Cisco Unified Mobility Advantageリリース 7.1に関する設定ガイド
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Cisco UnifiedMobilityを設定する前に、Cisco UnifiedMobilityとCisco UnifiedMobility Advantage
の設定, （450ページ）を確認してください。

ヒント
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第 16 章

クライアント識別コードと強制承認コード

この章では、コールアクセスとコールアカウンティングの管理を可能にする強制承認コード

（FAC）とクライアント識別コード（CMC）に関する情報を提供します。CMCは、課金可能な
クライアントに対するコールアカウンティングと課金を支援し、強制承認コードは特定のユー

ザが発信できるコールのタイプを規定します。

クライアント識別コード機能を有効にすると、コールが特定のクライアントに関連していること

を示すコードをユーザが入力する必要があります。コールアカウンティングと課金の目的で、

顧客、学生などのユーザにクライアント識別コードを割り当てることができます。強制承認コー

ド機能を有効にすると、ユーザがコールを確立する前に有効な承認コードを入力する必要があり

ます。

CMC機能と FAC機能を使用するには、ルートパターンを変更し、ダイヤルプランドキュメン
トを更新して各ルートパターンに対する FACや CMCの有効化または無効化を反映させる必要
があります。

• クライアント識別コードと強制承認コードの設定, 472 ページ

• クライアント識別コード, 473 ページ

• 強制承認コード, 474 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 474 ページ

• システム要件, 477 ページ

• CMCおよび FACのインストール, 477 ページ

• クライアント識別コードの設定, 478 ページ

• 強制承認コードの設定, 480 ページ

• ユーザへの情報提供, 482 ページ
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クライアント識別コードと強制承認コードの設定
強制承認コード（FAC）とクライアント識別コード（CMC）を使用すると、コールへのアクセス
とアカウンティングを管理できます。 CMCは、課金可能なクライアントに対するコールアカウ
ンティングと課金を支援し、強制承認コードは特定のユーザが発信できるコールのタイプを規定

します。

クライアント識別コード機能を有効にすると、コールが特定のクライアントに関連していること

を示すコードをユーザが入力する必要があります。コールアカウンティングと課金の目的で、顧

客、学生などのユーザにクライアント識別コードを割り当てることができます。強制承認コード

機能を有効にすると、ユーザがコールを確立する前に有効な承認コードを入力する必要がありま

す。

クライアント識別コードと強制承認コードを設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 機能の制限を確認します。

ステップ 2 システムを設計し文書化します。たとえば、追跡するクライアントマターのリストを作成しま

す。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerの管理ページまたは一括管理ツール（BAT）を使用して、
コードを挿入します。

小規模または大規模なコードのバッチとして BATを使用することを検討します。BAT
内のカンマ区切り値（CSV）ファイルは、コード、対応する名前、対応するレベルなど
を計画するために役立ちます。

ヒント

ステップ 4 FACまたは CMCを有効にするには、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページでルート
パターンを追加または更新します。

ステップ 5 ダイヤルプランドキュメントを更新するか、BAT CSVファイルのプリントアウトをダイヤルプ
ランドキュメントとともに保管します。

ステップ 6 たとえば、コードなどの必要なすべての情報をユーザに提供し、機能の動作を説明します。

関連トピック

クライアント識別コードと強制承認コード, （471ページ）
インタラクションおよび制限事項, （474ページ）
クライアント識別コード, （473ページ）
強制承認コード, （474ページ）
クライアント識別コードの設定, （478ページ）
強制承認コードの設定, （480ページ）
クライアント識別コードの有効化, （479ページ）
強制承認コードの有効化, （481ページ）
ユーザへの情報提供, （482ページ）
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クライアント識別コード
クライアント識別コード機能を使用する場合、ユーザはクライアント識別コードを入力して、特

定のダイヤルされた番号に接続する必要があります。ルートパターンを使用して CMCを有効ま
たは無効にし、複数のクライアント識別コードを設定できます。 CMC対応のルートパターンを
使用してルーティングされる番号をダイヤルすると、ユーザはトーンによってクライアント識別

コードの入力を求められます。ユーザが有効なCMCを入力すると、コールが開始されます。ユー
ザが無効なコードを入力すると、リオーダーが発生します。 CMCは CDRに書き込みを行うた
め、CDR Analysis and Reporting（CAR）を使用して情報を収集できます。CARはクライアントの
アカウンティングと料金請求のレポートを生成します。

クライアント識別コード機能は、各クライアントのコールの長さを追跡する必要がある法律事務

所、会計事務所、コンサルティング会社、その他の企業や組織などで役立ちます。 CMCを実装
する前に、CMCを通して追跡するクライアントグループ、個人、集団などのすべてのリストを
入手しておく必要があります。コードを連続して割り当てるか、任意の順番で割り当てるか、ま

たは既存のクライアント番号を CMCに使用するかなど、特定のコード構造が必要であるかどう
かを決定します。追跡する各クライアント（またはグループ、個人など）には、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページの [CMCの設定(Client Matter Codes Configuration)]ウィンド
ウでクライアント識別コードを追加する必要があります。次に、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、新しいまたは既存のルートパターンに対して CMCを有効にする必要
があります。CMCを設定した後、CMC対応のルートパターンを指定するようにダイヤルプラン
のドキュメントを更新したことを確認します。

ほとんどのコールでユーザがCMCを入力するように設定する場合は、ダイヤルプランのほと
んどまたはすべてのルートパターンで、CMCを有効にすることを考慮してください。このよ
うな場合、ユーザはクライアントに関連していないコールに関しては、CMCとコードを 1つ
（555など）取得する必要があります。すべてのコールが自動的にユーザに対して CMCの入
力を求めるため、ユーザは、CMCを起動したり、特別な数字をダイヤルしたりする必要はあ
りません。たとえば、ユーザが電話番号をダイヤルして、システムからユーザにクライアン

トコードが要求されるとします。コールがクライアント識別に関係している場合は、ユーザ

が該当する CMCを入力します。コールがクライアントに関係していない場合は、ユーザが
555を入力します。

ヒント

ユーザの選択番号を CMCのみにする必要がある場合は、たとえば、8で始まる電話番号が入
力されたときにシステムからユーザにクライアントコードが要求される 8.@などのCMC専用
の新しいルートパターンを検討します。このような方法で CMCを実装すると、CMCを起動
する手段を提供しながら、既存のダイヤルプランをそのまま残すことができます。たとえば、

クライアントに関連するコールでは、ユーザは 8-214-555-1234をダイヤルして、CMCを起動
します。クライアントに関連しない一般的なコールでは、ユーザは通常どおり、214-555-1234
だけをダイヤルします。

ヒント
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強制承認コード
Cisco Unified Communications Managerの管理ページのルートパターンを使用して FACを有効にす
る場合は、意図したコールの受信者に接続するために、承認コードを入力する必要があります。

ユーザがFAC対応のルートパターンを使用してルーティングされる番号をダイヤルすると、シス
テムは承認コードの入力を求めるトーンを再生します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、さまざまなレベルの承認を設定できます。
ユーザ承認コードが、ダイヤルした番号へのルーティングに指定された承認のレベルに一致して

いないか、または超えている場合、ユーザにはリオーダー音が聞こえます。承認が受け入れられ

ると、コールが開始されます。承認の名前は呼詳細レコード（CDR）に書き込みを行うため、
CDR Analysis and Reporting（CAR）を使用して情報を編成できます。CARはアカウンティングと
料金請求のレポートを生成します。

FACは、単科大学や総合大学など、特定のクラスのコールへのアクセスを制限することで利点を
得られるさまざまな組織で使用できます。同様に、一意の承認コードを割り当てることによっ

て、どのユーザがコールを発信したかを判別できます。各ユーザに承認コードを指定し、適切な

チェックボックスをオンにして、関連するルートパターンのFACを有効にし、そのルートパター
ンを使用したコールに最小限の承認レベルを指定します。 Cisco Unified Communications Manager
の管理ページのルートパターンを更新した後、ダイヤルプランのドキュメントを更新して、FAC
対応のルートパターンを定義し、承認レベルを設定します。

FACを実装するには、承認レベルのリストと対応する説明を作成して、レベルを定義する必要が
あります。承認レベルは 0～ 255の範囲で指定する必要があります。シスコでは任意の承認レベ
ルを許容しているため、組織にとって意味のある番号を定義できます。レベルを定義する前に、

システムに対して設定できる例またはレベルを示した次の事項を検討してください。

•北米での州間の長距離電話に承認レベル 10を設定する。

•州内のコールは州間のコールよりもコストがかかることがあるため、北米での州内の長距離
電話に承認レベル 20を設定する。

•国際電話に承認レベル 30を設定する。

承認レベルを 10ずつ増加することで、より多くの承認コードを追加する必要がある場合に備
えたスケーラビリティのある構造を確立できます。

ヒント

インタラクションおよび制限事項
クライアント識別コード（CMC）および強制承認コード（FAC）は、個別または一緒に実装する
ことができます。たとえば、ユーザに対し、特定のクラスのコール（長距離電話など）をかける

ことを許可するとともに、特定のクライアントへのコールのクラスを割り当てるとします。前の

例で示したように CMCと FACを同時に実装した場合、ユーザは番号をダイヤルし、プロンプト
が示されたらユーザ固有の承認コードを入力して、次のプロンプトでクライアント識別コードを
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入力します。 CMCと FACのトーンはユーザには同じ音に聞こえるため、これらの機能では、最
初のトーンの後で承認コードを、2番目のトーンの後で CMCを入力するようユーザに指示しま
す。

Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Unified Communications Managerに対して実行され
た通常のプロセスを処理する冗長性を備えています。

CMC機能と FAC機能は、SCCPを実行するすべての Cisco Unified IP PhoneとMGCP制御による
アナログゲートウェイで動作します。

CMCおよび FACを実装する前に、次の制限事項を確認してください。

• CMCの数は、Cisco Unified Communications Managerの起動に要する時間の長さに直接影響す
るので、CMCの数を60,000までに制限してください。この数を超えるCMCを設定すると、
大幅な遅延が発生する場合があります。たとえば、400,000のCMCを持つシステムの場合は
起動に 1時間かかり、100万の CMCを持つシステムの場合は起動に 4時間かかります。

•電話番号をダイヤルした後、聴覚に障がいのあるユーザは、承認コードまたはクライアント
識別コードを入力する前に 1～ 2秒待つ必要があります。

• FACまたは CMC対応のルートパターンに自動転送されるコールは、コードを入力するユー
ザがいないため失敗します。この制限は、Cisco Unified Communications Managerの管理ペー
ジまたは Cisco Unified CMのユーザオプションのページで設定された自動転送に適用されま
す。自動転送を設定することはできますが、FACまたはCMC対応のルートパターンに転送
されたすべてのコールはリオーダーになります。ユーザが [不在]ソフトキーを押し、FAC
または CMCが有効になっているルートパターンの番号を入力すると、ユーザはリオーダー
を受信し、コールの自動転送は失敗します。

FACまたは CMCが有効なルートパターンにコールが自動転送されるような設定を防止する
ことはできません。コードが入力されないため、これらのルートパターンを使用して転送さ

れたコールは切断されます。コール処理割り込みを最小限にするには、自動転送を設定する

前に番号をテストします。これを行うには、転送先の番号をダイヤルします。コードを入力

するように求められても、その番号への自動転送は設定しないでください。この方法をユー

ザにアドバイスし、転送コールが目的の宛先に到達しないことによって発生する苦情の件数

を削減します。

•シスコは、FACまたは CMCをローカライズしていません。 CMC機能と FAC機能は、Cisco
Unified CommunicationsManagerがサポートしているどのロケールに対しても、同じデフォル
トトーンを使用しています。

• Cisco Unified Communications Managerではユーザに対してコードの入力を求めるタイミング
を判別できないため、CMC機能と FAC機能は、オーバーラップ送信をサポートしていませ
ん。 [ルートパターンの設定(Route Pattern Configuration)]ウィンドウの [強制承認コードが必
須(Require Forced Authorization Code)]または [クライアント識別コードが必須(Require Client
Matter Code)]チェックボックスをオンにすると、[オーバーラップ送信を許可(Allow Overlap
Sending)]チェックボックスは無効になります。 [オーバーラップ送信を許可(Allow Overlap
Sending)]チェックボックスをオンにすると、[強制承認コードが必須(RequireForcedAuthorization
Code)]および [クライアント識別コードが必須(Require Client Matter Code)]チェックボックス
は無効になります。
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• FACとCMCのトーンが再生されるのは、SCCPまたはSIPを実行するCiscoUnified IP Phone、
TAPI/JTAPIポート、およびMGCP FXSポートの上だけです。

•トランクで FACまたは CMCのトーンを再生する方法がないため、FACまたは CMCを必要
とするルートパターンが検出された場合、SIPトランク、H.323、またはMGCPゲートウェ
イから発信されるコールは失敗します。

• H.323アナログゲートウェイはトーンを再生できないため、FACまたは CMCをサポートし
ていません。

• FACと CMCをサポートする CTIデバイスには、制限事項があります。詳細については、
CTI、JTAPI、および TAPIアプリケーションでの FAC/CMCの使用方法, （477ページ）を参
照してください。

• Cisco WebDialerは FACと CMCをサポートしていません。

• Cisco IP Softphoneはトーンを再生できません。ただし、Cisco IP Softphoneユーザは、電話番
号をダイヤルした後、コードを入力する前に 1～ 2秒待つことで、CMCおよび FACを使用
できます。

• FACまたは CMCに #を追加しない場合、システムは T302タイマーを待ち、コールを延長
します。

•ダイヤルした番号が FACまたはCMC対応のルートパターンを使用してルーティングされる
場合、電話機の [リダイヤル]ソフトキーを押すときは、承認コードまたは CMCを入力する
必要があります。シスコは、以前のコールで入力されたコードを保存しません。

•スピードダイヤルボタンには、承認コードまたはCMCを設定できません。システムがコー
ドの入力を求めたら、コードを入力する必要があります。

Cisco 一括管理ツールの使用方法
一括管理ツール（BAT）を使用すれば、CMCと FACを挿入、更新、または削除できます。この
ようなタスクの実行方法については、このリリースの Cisco Unified Communications Managerと互
換性のある『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administrationガイド』を参照してくださ
い。

CDR Analysis and Reporting の使用方法
CDRAnalysis and Reporting（CAR）を使用すると、承認コード名、承認レベル、およびCMCの詳
細などのコール詳細を提供するレポートを実行できます。CARでのレポートの生成方法について
は、『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting Administration Guide』を参
照してください。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
476

クライアント識別コードと強制承認コード

Cisco 一括管理ツールの使用方法



CTI、JTAPI、および TAPI アプリケーションでの FAC/CMC の使用方法
ほとんどの場合、Cisco Unified Communications Managerは CTI、JTAPI、または TAPIアプリケー
ションに対して、ユーザがコール中にコードを入力する必要があることをアラートできます。

ユーザは、コールを発信したり、アドホック会議を作成したり、FACまたは CMC対応のルート
パターンを使用して打診転送を実行したりする場合、トーンの受信後にコードを入力する必要が

あります。ユーザは、FACまたは CMC対応のルートパターンを使用してコールを転送またはブ
ラインド転送する場合、トーンを受信しないため、アプリケーションがコードを Cisco Unified
Communications Managerに送信する必要があります。 Cisco Unified Communications Managerが適
切なコードを受信した場合は、コールが意図した相手に接続されます。CiscoUnifiedCommunications
Managerが適切なコードを受信しなかった場合は、Cisco Unified CommunicationsManagerが不明な
コードを示すエラーを送信します。

Cisco Unified Communications Managerは FACまたは CMCに対応したルートパターン経由の自動
転送をサポートしていません。詳細については、インタラクションおよび制限事項, （474ペー
ジ）を参照してください。

システム要件
CMCと FACの最小要件として、クラスタ内のすべてのサーバに Cisco Unified Communications
Manager Release 5.0以降がインストールされている必要があります。

CiscoBusiness Edition 5000システムのCMCと FACの最小要件として、CiscoUnifiedCommunications
Manager Release 6.0(1)以降を指定します。

SCCPおよび SIPを実行している Cisco Unified IP Phoneは、CMCと FACをサポートしています。
以下の Cisco Unified IP Phone（SCCP）が CMCと FACをサポートしています。

• Cisco Unified IP Phone 6900シリーズ

• Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ

CMC および FAC のインストール
CMC機能と FAC機能は、Cisco Unified CommunicationsManagerをインストールすると自動的にイ
ンストールされます。これらの機能を Cisco Unified Communications Managerネットワークで使用
できるようにするには、クライアント識別コードの設定,（478ページ）で説明されている作業を
実行する必要があります。
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クライアント識別コードの設定
ここでは、クライアント識別コードの設定と有効化に関する情報を提供します。使用する CMC
のリストを取得したら、これらのコードをデータベースに追加して、ルートパターンの CMC機
能を有効にします。

クライアント識別コードを設定する前に、クライアント識別コードと強制承認コードの設定タ

スクの概要を確認してください。

ヒント

関連トピック

クライアント識別コードと強制承認コードの設定, （472ページ）

CMC の設定
Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[コールルーティング(Call Routing)] > [クラ
イアント識別コード(ClientMatterCodes)]メニューパスを使用してクライアント識別コードを設定
します。

クライアント識別コード（CMC）を使用すると、コールへのアクセスとアカウンティングを管理
できます。 CMCは、ユーザに対してコールが特定のクライアントマターに関連していることを
示すコードを入力するように強制することで、課金可能なクライアントに対するコールアカウン

ティングと課金を支援します。コールアカウンティングと課金の目的で、顧客、学生などのユー

ザにクライアント識別コードを割り当てることができます。

クライアント識別コードの設定に関するヒント

CMCは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、または、Cisco一括管理ツール
（BAT）を通して入力します。BATを使用する場合、BATのカンマ区切り値（CSV）ファイルに
は、CMCとクライアント名のレコードが記載されています。 CMCの設定が完了したら、ダイヤ
ルプランドキュメントを更新するか、またはダイヤルプランドキュメントとともに BAT CSV
ファイルを印刷して保管します。

すべての CMCを追加したら、クライアント識別コードの有効化, （479ページ）を参照してくだ
さい。

GUI の使用方法

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）
を使用してレコードを検索、削除、設定、またはコピーする方法については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』のクライアント識別コードの有効化,
（479ページ）の項とそのサブセクションを参照してください。GUIの使用方法とボタンおよびア
イコンの機能の詳細が説明されています。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
478

クライアント識別コードと強制承認コード

クライアント識別コードの設定



設定項目の表

下の表は、クライアント識別コードを設定する場合の参考用として使用してください。クライア

ント識別コードと強制承認コードの詳細については、クライアント識別コードと強制承認コード,
（471ページ）を参照してください。

CMCの設定, （478ページ）では、クライアント識別コードの設定項目について説明します。こ
の表は、クライアント識別コードの設定, （478ページ）と併用してください。

表 42：CMC を追加する場合の設定項目

説明設定

ユーザがコールを発信するときに入力する 16桁以内の固有の
コードを入力します。このコードを使用したコールのCDRに、
CMCが表示されます。

[クライアント識別コード(Client
Matter Code)]

このオプションフィールドはクライアントコードをクライアン

トに関連付けます。説明には、任意の言語で最大 50文字を指
定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、アン
パサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、ま
たは角カッコ（[ ]および {}）は使用できません。

[説明(Description)]

クライアント識別コードの有効化

ルートパターンで CMCを有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[コールルーティング(Call Routing)] > [ルー
ト/ハント(Route/Hunt)] > [ルートパターン(Route Pattern)]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 既存のルートパターンを更新するには、『Cisco Unified Communications Managerアドミニスト
レーションガイド』に記載されているように、[ルートパターンの検索/一覧表示(Find and List
Route Patterns)]ウィンドウで検索条件を入力します。

b) 新しいルートパターンを追加するには、『Cisco Unified Communications Managerアドミニスト
レーションガイド』を参照してください。

ステップ 3 [ルートパターンの設定(Route Pattern Configuration)]ウィンドウで、[クライアント識別コードが必
須(Require Client Matter Code)]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 次のいずれかの手順を実行します。

a) ルートパターンを更新した場合は、[保存(Save)]をクリックします。
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b) 新しいルートパターンを追加した場合は、[保存(Save)]をクリックします。

ステップ 5 クライアント識別コードが必要なすべてのルートパターンに関して、既存のルートパターンを更

新するか、新しいルートパターンを追加します。

ステップ 6 ルートパターンの設定が完了したら、ユーザへの情報提供,（482ページ）を参照してください。

強制承認コードの設定
ここでは、強制承認コードの設定と有効化に関する情報を提供します。

強制承認コードを設定する前に、クライアント識別コードと強制承認コードの設定タスクの概

要を確認してください。

ヒント

FAC実装の設計が終わったら、Cisco Unified Communications Managerの管理ページと Cisco一括
管理ツール（BAT）のどちらかを使用して承認コードを入力します。承認コードの大きなバッチ
として BATを使用することを検討します。BAT内のカンマ区切り値（CSV）ファイルは、承認
コード、対応する名前、対応するレベルなどを計画するために役立ちます。

後で参照するために、ダイヤルプランドキュメントを更新するか、またはダイヤルプランド

キュメントとともに CSVファイルを印刷して保管します。
（注）

関連トピック

クライアント識別コードと強制承認コードの設定, （472ページ）

FAC の設定
CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[ルーティング(Routing)] > [強制承認コード
(Forced Authorization Codes)]メニューパスを使用して強制承認コードを設定します。

強制承認コード（FAC）を使用すると、特定のユーザが発信できるコールのタイプを規定するこ
とで、コールへのアクセスとアカウンティングを管理できます。強制承認コード機能を有効にす

ると、ユーザがコールを確立する前に有効な承認コードを入力する必要があります。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）
を使用してレコードを検索、削除、設定、またはコピーする方法については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』とそのサブセクションを参照してくだ
さい。GUIの使用方法とボタンおよびアイコンの機能の詳細が説明されています。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
480

クライアント識別コードと強制承認コード

強制承認コードの設定



すべての承認コードを追加したら、強制承認コードを有効にするためのトピックを参照してく

ださい。

ヒント

関連トピック

強制承認コードの有効化, （481ページ）
FACの設定項目, （481ページ）

FAC の設定項目
下の表は、FACの設定項目に関する説明を示しています。

表 43：FAC の設定項目

説明設定

50文字以内の固有の名前を入力します。この名前は、承認コー
ドと特定のユーザまたはユーザのグループを関連付けます。こ

のコードを使用するコールについては、この名前がCDRに表示
されます。

[承認コード名(Authorization
Code Name)]

16桁以内の固有の承認コードを入力します。ユーザは FAC対
応のルートパターンでコールを発信するときにこのコードを入

力します。

[強制承認コード(Forced
Authorization Code)]

0～ 255の範囲の 3桁の承認レベルを入力します。デフォルト
は 0です。承認コードに割り当てるレベルによって、ユーザが
FAC対応のルートパターンでコールをルーティングできるかど
うかが決まります。コールを正常にルーティングするには、

ユーザの承認レベルがそのコールのルートパターンに指定され

た承認レベル以上である必要があります。

[承認レベル(Authorization
Level)]

関連トピック

クライアント識別コードと強制承認コード, （471ページ）
強制承認コードの設定, （480ページ）

強制承認コードの有効化

ルートパターンで FACを有効にするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[コールルーティング(Call Routing)] > [ルー
ト/ハント(Route/Hunt)] > [ルートパターン(Route Pattern)]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 既存のルートパターンを更新するには、『Cisco Unified Communications Managerアドミニスト
レーションガイド』に記載されているように、[ルートパターンの検索/一覧表示(Find and List
Route Patterns)]ウィンドウで検索条件を入力します。

b) 新しいルートパターンを追加するには、『Cisco Unified Communications Managerアドミニスト
レーションガイド』を参照してください。

ステップ 3 [ルートパターンの設定(Route PatternConfiguration)]ウィンドウで、[強制承認コードが必須(Require
Forced Authorization Code)]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。
[強制承認コードが必須(Require Forced Authorization Code)]チェックボックスをオンにし
ない場合でも、指定した数値はデータベースに保存されているため、承認レベルを指定

できます。

ヒント

ステップ 5 承認コードが必要なすべてのルートパターンに対して繰り返します。

ステップ 6 ルートパターンの設定が完了したら、ユーザへの情報提供,（482ページ）を参照してください。

ユーザへの情報提供
機能の設定が完了したら、次の情報をユーザに通知します。

•インタラクションおよび制限事項,（474ページ）に説明されている制限事項についてユーザ
に通知します。

•たとえば承認コード、承認レベル、クライアント識別コードなど、これらの機能を使用する
ために必要なすべての情報をユーザに提供します。番号をダイヤルするとコードの入力を求

めるトーンが聞こえることを、ユーザに通知します。

• FACの場合、ユーザ承認コードを入力して発信されたコールは、ユーザまたはユーザの部署
に属すると見なされます。承認コードを覚えておくか、安全な場所に記録しておくようユー

ザに勧めます。

•ユーザが使用できるコールのタイプを通知します。たとえば、電話機の管理者に問題を知ら
せる前に、ユーザは電話を切り、ダイヤルした番号とコードをリトライする必要がありま

す。

•トーンが完了する前にコードを入力できることをユーザに通知します。
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•ユーザがコードを入力した後、コールをすぐにルーティングするには、電話機の #を押しま
す。押さない場合、コールはディジット間タイマー（T302）が満了した後に接続されます。
このタイマーは、デフォルトで 15秒です。

•ユーザが無効なコードを入力すると、電話機はリオーダー音を再生します。コードの入力を
間違えた場合は、電話を切り、もう一度コールを開始する必要があります。リオーダー音が

続く場合は、ユーザは電話またはシステムの管理者に、コードに問題がある可能性があるこ

とを知らせる必要があります。
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第 17 章

カスタム電話呼び出し音

この章では、独自の PCMファイルを作成して、Ringlist.xmlファイルを編集することによって、
自分のサイトで使用可能な電話呼び出し音のタイプをカスタマイズする方法について説明しま

す。

• カスタム電話呼び出し音の概要, 485 ページ

• 設定ファイルのカスタマイズと変更, 486 ページ

• Ringlist.xmlファイル形式の要件, 486 ページ

• カスタム呼び出し音タイプ用の PCMファイルの要件, 487 ページ

• カスタム電話呼び出し音の設定, 487 ページ

カスタム電話呼び出し音の概要
Cisco Unified IP Phoneには、Chirp1と Chirp2という 2つのデフォルト呼び出し音タイプが付属し
ており、これらはハードウェアに内蔵されています。CiscoUnifiedCommunicationsManagerには、
一連の追加の電話呼び出し音もデフォルトで付属しており、これらはパルス符号変調（PCM）ファ
イルとしてソフトウェアに実装されています。PCMファイルは、サイトで使用できる呼び出し音
リストオプションを記述した XMLファイル（Ringlist.xml）とともに、各 Cisco Unified
Communications Managerサーバの TFTPディレクトリに配置されています。

次の adminCLIコマンドの「file」を使用すると、システムからRinglist.xmlファイルのコピーを取
得できます。

• admin:file

◦ file list*

◦ file view*

◦ file search*

◦ file get*

◦ file dump*
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◦ file tail*

◦ file delete*

設定ファイルのカスタマイズと変更
TFTPディレクトリでは、設定ファイルの変更（xmlファイルの編集など）と、カスタマイズした
ファイル（カスタム呼び出し音、折り返し音、電話機の背景など）の追加を行うことができます。

TFTPディレクトリにあるファイルを変更したり、カスタマイズしたファイルを追加したりするに
は、Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理ページで [TFTPサーバファイ
ルのアップロード(TFTP Server File Upload)]ページを使用します。ファイルを Cisco Unified
Communications Managerサーバの TFTPフォルダにアップロードする方法については、『Cisco
Unified Communications Operating System Administration Guide』を参照してください。

Ringlist.xml ファイル形式の要件
Ringlist.xmlファイルは、電話呼び出し音タイプのリストが格納されている XMLオブジェクトを
定義します。呼び出し音タイプごとに、呼び出し音タイプに使用される PCMファイルへのポイ
ンタ、および Cisco Unified IP Phoneの [呼出音タイプ(Ring Type)]メニューに表示されるテキスト
を記述します。

CiscoIPPhoneRinglist XMLオブジェクトは、次の簡単なタグセットを使用して情報を記述してい
ます。

<CiscoIPPhoneRinglist> <Ring>
<DisplayName/>
<FileName/>

</Ring>
</CiscoIPPhoneRinglist>

定義名には次の特性があります。

• DisplayNameには、関連付けられた PCMファイルのカスタム呼び出し音の名前を定義しま
す。この名前は、Cisco Unified IP Phoneの [呼出音タイプ(Ring Type)]メニューに表示されま
す。

• FileNameは、DisplayNameと関連付ける、カスタム呼び出し音用の PCMファイルの名前を
指定します。

DisplayNameフィールドと FileNameフィールドの文字数は、それぞれ 25文字以下です。ヒント

次の例は、2種類の電話呼び出し音タイプを定義する Ringlist.xmlファイルを示しています。

<CiscoIPPhoneRinglist> <Ring>
<DisplayName>Analog Synth 1</DisplayName>
<FileName>Analog1.raw</FileName>
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</Ring>
<Ring>

<DisplayName>Analog Synth 2</DisplayName>
<FileName>Analog2.raw</FileName>

</Ring>
</CiscoIPPhoneRinglist>

電話呼び出し音のタイプごとに、DisplayNameと FileNameを組み込む必要があります。
Ringlist.xmlファイルでは、50種類までの呼び出し音タイプを指定できます。

ヒント

カスタム呼び出し音タイプ用の PCM ファイルの要件
呼び出し音の PCMファイルをCisco Unified IP Phoneで正常に再生するには、ファイルが次の要件
を満たしている必要があります。

• Raw PCM（ヘッダーなし）

•毎秒 8000サンプル

• 8ビット/サンプル

• mu-law圧縮

•最大呼び出し音サイズ = 16080サンプル

•最小呼び出し音サイズ = 240サンプル

•呼び出し音内のサンプル数が、240で割り切れる値である

•呼び出し音が、ゼロクロッシングで開始および終了する

•電話呼び出し音用の PCMファイルをカスタムで作成するには、前述のファイル形式の要件
をサポートする標準オーディオ編集パッケージを使用する

カスタム電話呼び出し音の設定
次の手順は、Cisco Unified IP Phone 7940、7960、および 7970でカスタム電話呼び出し音を作成す
る場合にだけ適用されます。
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手順

ステップ 1 カスタム呼び出し音ごとに PCMファイルを作成します（ファイルごとに 1つの呼び出し音）。
この PCMファイルは、カスタム呼び出し音タイプ用の PCMファイルの要件, （487ページ）にリ
ストされているファイル形式のガイドラインに準拠している必要があります。

ステップ 2 ASCIIエディタを使用して、Ringlist.xmlファイルを編集します。このファイルをフォーマットす
る方法、および Ringlist.xmlサンプルファイルについては、Ringlist.xmlファイル形式の要件, （
486ページ）を参照してください。

ステップ 3 変更内容を保存し、Ringlist.xmlファイルを閉じます。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Operating Systemを使用して Ringlist.xmlファイルをアップロードし
ます。『Cisco Unified Communications Operating System Administration Guide』を参照してくださ
い。

ステップ 5 新しい Ringlist.xmlファイルをキャッシュするには、Cisco Unifiedサービスアビリティを使用して
TFTPサービスを停止してから起動するか、「Enable Caching of Constant and Bin Files at Startup」
TFTPサービスパラメータ（拡張サービスパラメータに配置されている）を無効にしてから再度
有効にします。
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第 18 章

CTI リモートデバイスの設定

Unified CMの管理ページの [デバイス(Device)] > [電話(Phone)]メニューパスを使用して、CTIリ
モートデバイスを設定します。 CTIリモートデバイスの設定で、ユーザのすべての CTIリモー
トデバイスに適用するパラメータのセットを指定します。

CTIリモートデバイスタイプは、ユーザにとってはMobile Communicatorデバイスタイプと同
様のリモートデバイスです。 CTIリモートデバイスのリモート接続先を追加できます。 CTIリ
モートデバイスに関連付けられたリモート接続先では、そのリモートデバイスに接続する数を

指定します。 CTIリモートデバイスに設定できるリモート接続先の最大数は、[オーナーのユー
ザID(Owner User ID)]に設定されているリモート接続先の制限によって異なります。デフォルト
では、この値は 4に設定されています。

Cisco Unified Communications Manager の管理に関する考慮事項

変更はありません。

一括管理の考慮事項

変更はありません。

CDR/CAR の考慮事項

変更はありません。

IP 電話の考慮事項

変更はありません。

RTMT の考慮事項

変更はありません。

セキュリティに関する考慮事項

変更はありません。
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サービスアビリティの考慮事項

変更はありません。

追加情報

CTIリモートデバイス設定のヒント

最大 5つの電話番号を CTIリモートデバイスに追加できます。 CTIリモートデバイスを登録す
るには、そのデバイスに電話番号を追加します。電話番号を追加せずに CTIリモートデバイス
を登録することはできません。

GUIの使用方法

UnifiedCMの管理GUIを使用してレコードの検索、削除、設定、コピーを行う方法については、
（『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の）Unified CMの管
理アプリケーションに関するトピックを参照してください。GUIの使用方法と、ボタンおよびア
イコンの機能の詳細が示されています。

CTIリモートデバイスの設定項目

次の表に、[電話機の設定(Phone Configuration Settings)]ウィンドウで CTIリモートデバイスの設
定に使用可能な設定値を示します。

表 44：CTI リモートデバイスの設定項目

説明フィールド

[CTIリモートデバイス情報(CTI Remote Device Information)]

[デバイス情報(Device Information)]

CTIリモートデバイスの登録ステータスを指定
します。

[登録(Registration)]

デバイスがアクティブなのか非アクティブなの

かを指定します。

[デバイスステータス(Device Status)]

デバイスが信頼済みであるかどうか指定しま

す。

[デバイスの信頼(Device Trust)]

アクティブなリモート接続先を指定します。

CTIクライアントでは、一度に 1つのリモート
接続先を「アクティブ」として指定できます。

着信コールおよび Dial via Office（DVO）コー
ルは、アクティブなリモート接続先にルーティ

ングされます。

[アクティブなリモート接続先(Active Remote
Destination)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、割り当

てられている電話機のユーザのユーザ IDを選
択します。ユーザ IDは、このデバイスから発
信されるすべてのコールの呼詳細レコード

（CDR）に記録されます。

[オーナーのユーザID(Owner User ID)]

[オーナーのユーザID(Owner User ID)]に基づい
て自動的に設定される CTIリモートデバイス
の名前を指定します。

デバイス名の形式は、デフォルトでは

CTIRD<OwnerUserID>です。

デバイス名を編集することもできます。デバ

イス名には、最大 15文字を指定できます。有
効な文字は、英字、数字、ダッシュ、ドット

（ピリオド）、スペース、およびアンダースコ

アです。

[デバイス名(Device Name)]

CTIリモートデバイスの説明を入力します。

このフィールドには、最長128文字を指定でき
ます。引用符（"）、右山カッコ（>）、左山
カッコ（<）、バックスラッシュ（\）、アンパ
サンド（&）、およびパーセント記号（%）を
除くすべての文字を使用できます。

[説明(Description)]

CTIリモートデバイスの共通の特性を定義する
デバイスプールを選択します。

デバイスプールの設定方法については、「デ

バイスプールの設定」を参照してください。

[デバイスプール(Device Pool)]

ドロップダウンリストボックスを使用してコー

リングサーチスペースを選択するか、コーリ

ングサーチスペースをデフォルトの [<なし
>(<None>)]のままにしておきます。

[コーリングサーチスペース(Calling Search
Space)]

ドロップダウンリストボックスを使用して、

ユーザが保留操作を開始したときに保留音

（MOH）に使用する音源を選択します。

[ユーザ保留MOH音源(User Hold MOH Audio
Source)]

ドロップダウンリストボックスを使用して、

ネットワークが保留操作を開始したときにMOH
に使用する音源を選択します。

[ネットワーク保留MOH音源(NetworkHoldMOH
Audio Source)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスを使用して、

デバイスプール内の電話機とゲートウェイに

関連付けられるロケーションを選択します。

[ロケーション(Location)]

この設定により、デバイスの発信側の番号を

ローカライズできるようになります。選択す

る発呼側トランスフォーメーション CSSに、
このデバイスプールに割り当てる発呼側トラ

ンスフォーメーションパターンが含まれてい

ることを確認してください。

[発呼側トランスフォーメーションCSS(Calling
Party Transformation CSS)]

コールごとにコール表示制限を設定するには、

このチェックボックスをオンにします。この

チェックボックスをオンにすると、CiscoUnified
CMは内部コールとして受信されるすべての表
示制限を無視します。

[プレゼンテーションインジケータを無視(内線
コールのみ)(Ignore Presentation Indicators (Internal
Calls Only))]

[コールルーティング情報(Call Routing Information)]

[インバウンド/アウトバウンドコール情報(Inbound/Outbound Calls Information)]

この設定により、デバイスの発信側の番号を

ローカライズできるようになります。選択す

る発呼側トランスフォーメーション CSSに、
このデバイスに割り当てる発呼側トランス

フォーメーションパターンが含まれているこ

とを確認してください。

[発呼側トランスフォーメーションCSS(Calling
Party Transformation CSS)]

デバイスに割り当てられているデバイスプー

ルで設定された発呼側トランスフォーメーショ

ン CSSを使用するには、このチェックボック
スをオンにします。このチェックボックスを

オフにした場合、デバイスでは、[トランクの
設定(Trunk Configuration)]ウィンドウで設定し
た[発呼側トランスフォーメーションCSS(Calling
Party Transformation CSS)]が使用されます。

[デバイスプールの発呼側トランスフォーメー
ションCSSを使用(Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS)]

[プロトコル固有情報(Protocol Specific Information)]

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
492

CTI リモートデバイスの設定



説明フィールド

このフィールドには、プレゼンス機能を設定し

ます。

このアプリケーションユーザをプレゼンスで

使用しない場合は、プレゼンスグループをデ

フォルト設定（[なし(None)]）のままにします。

ドロップダウンリストボックスから、アプリ

ケーションユーザ用のプレゼンスグループを

選択します。選択したグループによって、ア

プリケーションユーザ（IPMASysUserなど）
が監視できる対象が指定されます。

[プレゼンスグループ(Presence Group)]

プレゼンス機能でサポートされている

SUBSCRIBEコーリングサーチスペースによっ
て、Cisco Unified Communications Managerがエ
ンドユーザからのプレゼンス要求をルーティ

ングする方法が決まります。この設定により、

エンドユーザのプレゼンス（SUBSCRIBE）要
求に対して、コール処理サーチスペースとは

別のコーリングサーチスペースを適用できま

す。

ドロップダウンリストボックスから、エンド

ユーザのプレゼンス要求に使用する

SUBSCRIBEコーリングサーチスペースを選
択します。 Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで設定するすべてのコー
リングサーチスペースが [SUBSCRIBEコーリ
ングサーチスペース(SUBSCRIBECalling Search
Space)]ドロップダウンリストボックスに表示
されます。

ドロップダウンリストからエンドユーザ用の

別のコーリングサーチスペースを選択しない

場合、SUBSCRIBEコーリングサーチスペー
スは、デフォルトで [なし(None)]に設定されま
す。

この用途専用の SUBSCRIBEコーリングサー
チスペースを設定するには、すべてのコーリ

ングサーチスペースと同じようにコーリング

サーチスペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース
(SUBSCRIBE Calling Search Space)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、再ルー

ティングに使用するコーリングサーチスペー

スを選択します。

参照側の再ルーティング用コーリングサーチ

スペースが、参照先へのルートの検索に使用さ

れます。再ルーティング用コーリングサーチ

スペースが原因で参照が失敗すると、参照プリ

ミティブは「405MethodNotAllowed」メッセー
ジによって要求を拒否します。

リダイレクション（3xx）プリミティブおよび
転送機能でも、リダイレクト先または転送先を

検索するときに、再ルーティング用コーリング

サーチスペースが使用されます。

[再ルーティング用コーリングサーチスペース
(Rerouting Calling Search Space)]

[サイレント情報(Do Not Disturb Information)]

リモートデバイスでサイレントを有効にする

には、このチェックボックスをオンにします。

[サイレント(Do Not Disturb)]

電話機で DNDを有効にすると、[コール拒否
(Call Reject)]オプションで、着信コールに関す
る情報がユーザに表示されないように指定され

ます。 [DND着信呼警告(DND Incoming Call
Alert)]パラメータをどのように設定したかに応
じて、電話機はビープ音を再生したり、コール

のフラッシュ通知を表示したりします。

[DNDオプション(DND Option)]

CTIリモートデバイスを設定したら、関連付けるリモート接続先を設定できます。 [デバイス
(Device)] > [電話(Phone)] > [CTIリモートデバイス(CTI Remote Device)] > [関連付けられたリモート
接続先(AssociatedRemoteDestinations)] > [新規リモート接続先の追加(Add aNewRemoteDestination)]
をクリックし、リモート接続先を CTIリモートデバイスに追加して関連付けます。

最大4つの一意のリモート接続先を設定して、CTIリモートデバイスに関連付けることができ
ます。

（注）

[CTIリモートデバイス(CTIRemoteDevice)]設定ウィンドウでリモート接続先を設定するときに、
次のパラメータが変更されます。

• [携帯電話(Mobile Phone)]：この機能はデフォルトで無効になっています。このフィールド
は編集できないため、管理インターフェイスには表示されません。
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• [モバイルコネクトの有効化(EnableMobileConnect)]：この機能は、デフォルトで有効になり
ます。このフィールドは編集できないため、管理インターフェイスには表示されません。

[デバイス(Device)] > [リモート接続先(Remote Destination)]ウィンドウから、リモート接続先を設
定することもできます。リモート接続先の設定の詳細については、リモート接続先の設定を参

照してください。

[CTIリモートデバイス(CTIRemoteDevice)]設定ウィンドウでリモート接続先を設定する際に、
この 2つのフィールドを編集することはできません。

（注）

電話機に割り当てられている電話番号は、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの [割り
当て情報(Association Information)]領域で確認できます。電話機を追加すると、[電話の設定(Phone
Configuration)]ウィンドウの左側に [割り当て情報(Association Information)]領域が表示されます。

表 45：割り当て情報の設定

説明フィールド

電話機を追加すると、[電話の設定(Phone
Configuration)]ウィンドウの左側に [割り当て情
報(Association Information)]領域が表示されま
す。

この電話機に対するボタンの関連付けを管理す

るには、このボタンをクリックします。ダイ

アログボックスが表示され、電話機に対する未

保存の変更はすべて失われる可能性があること

が警告されます。電話機に対する変更をすべ

て保存した場合は、[OK]をクリックして続行
します。この電話機用の [電話のボタンの並び
替え設定(Reorder Phone Button Configuration)]
ウィンドウが表示されます。

詳細な手順については、「電話ボタンテンプ

レートのボタン項目の変更」のトピックを参照

してください。

[ボタン項目を変更(Modify Button Items)]
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説明フィールド

電話機を追加すると、[電話の設定(Phone
Configuration)]ウィンドウの左側に [割り当て情
報(Association Information)]領域が表示されま
す。

これらのリンクをクリックして、電話に割り当

てられた電話番号を追加します。いずれかの

リンクをクリックすると、[電話番号の設定
(Directory Number Configuration)]ウィンドウが
表示されます。

詳細については、「電話番号の設定項目」の項

を参照してください。

[回線 [1] -新規DNを追加(Line [1] - Add a new
DN)]

[回線 [2] -新規DNを追加(Line [2] - Add a new
DN)]

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
496

CTI リモートデバイスの設定



第 19 章

Client Services Framework の設定

Cisco Unified Client Services Frameworkデバイスを設定するには、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]メニューパスを使用します。この
項では、[電話の設定(Phone Configuration Settings)]ウィンドウを使用して Cisco Unified Client
Services Frameworkデバイスを設定する方法について説明します。

Cisco Unified Communications Manager の管理に関する考慮事項

変更はありません。

一括管理の考慮事項

変更はありません。

CDR/CAR の考慮事項

変更はありません。

IP 電話の考慮事項

変更はありません。

RTMT の考慮事項

変更はありません。

セキュリティに関する考慮事項

変更はありません。

サービスアビリティの考慮事項

変更はありません。

追加情報

GUIの使用方法
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Cisco Unified Communications Managerの管理ページのグラフィカルユーザインターフェイス
（GUI）を使用してレコードを検索、削除、設定、またはコピーする方法については、『Cisco
UnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』でCiscoUnifiedCommunications
Managerの管理アプリケーションに関するトピックを参照してください。GUIの使用方法と、ボ
タンおよびアイコンの機能の詳細が示されています。

Client Services Frameworkの設定項目

次の表に、[電話の設定(Phone Configuration Settings)]ウィンドウで CTIリモートデバイスの設定
に使用可能な設定を示します。

表 46：Client Services Framework の設定項目

説明フィールド

[Cisco Unified Client Services Framework情報(Cisco Unified Client Services Framework
Information)]

Cisco Unified Client Services Frameworkに使用するプロト
コルを指定します。

[デバイスプロトコル(Device
Protocol)]

アクティブなリモート接続先を指定します。 CSFクライ
アントでは、一度に 1つのリモート接続先を「アクティ
ブ」として指定できます。着信コールおよびDialviaOffice
（DVO）コールは、アクティブなリモート接続先にルー
ティングされます。

[アクティブなリモート接続先(Active
Remote Destination)]

[デバイス情報(Device Information)]

デバイスがアクティブなのか非アクティブなのかを指定

します。

[デバイスステータス(Device Status)]

デバイスが信頼済みなのか信頼されていないかを指定し

ます。

[デバイスの信頼(Device Trust)]

Client Services Frameworkの名前を入力します。

この名前には、最長 50文字を指定できます。有効な文字
は、英字、数字、ダッシュ、ドット（ピリオド）、スペー

ス、およびアンダースコアです。

[デバイス名(Device Name)]

Client Services Frameworkの説明を入力します。

このフィールドには、最長 128文字を指定できます。引
用符（"）、右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バック
スラッシュ（\）、アンパサンド（&）、およびパーセン
ト記号（%）を除くすべての文字を使用できます。

[説明(Description)]
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説明フィールド

Client Services Frameworkの共通の特性を定義するデバイ
スプールを選択します。

デバイスプールの設定方法については、「デバイスプー

ルの設定」を参照してください。

[デバイスプール(Device Pool)]

ドロップダウンリストボックスを使用して、このトラン

クを割り当てる共通デバイス設定を選択します。共通デ

バイス設定には、特定のユーザに関連付けられた属性

（サービスまたは機能）が含まれています。共通デバイ

ス設定は、[共通デバイス設定(Common Device
Configuration)]ウィンドウで設定します。

[共通デバイス設定(Common Device
Configuration)]

ドロップダウンリストボックスを使用して、適切な電話

ボタンテンプレートを選択します。電話ボタンテンプ

レートは、電話機上のボタンの設定を決定し、各ボタン

に使用される機能（回線、スピードダイヤルなど）を指

定します。

[電話ボタンテンプレート(Phone
Button Template)]

ドロップダウンリストボックスを使用し、共通の電話プ

ロファイルを選択して、Cisco TFTPで必要になるデータ
を指定します。

[共通の電話プロファイル(Common
Phone Profile)]

モバイルボイスアクセスコールまたはエンタープライズ

機能アクセスコールのルーティングに使用するコーリン

グサーチスペース（CSS）を選択します。

このコーリングサーチスペースの設定は、リ

モート接続先からのコールをルーティングする

場合にだけ適用されます。この設定は、モバイ

ルボイスアクセスコールおよびエンタープラ

イズ機能アクセスコールのダイヤル番号への発

信コールレッグを示します。

（注）

[コーリングサーチスペース(Calling
Search Space)]

自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使
用するコーリングサーチスペースを選択します。 AAR
コーリングサーチスペースは、帯域幅不足によってコー

ルがブロックされないように、収集された（発信）番号

のルーティング方法を決定するために検索されるルート

パーティションの集合を指定します。

[AARコーリングサーチスペース
(AAR Calling Search Space)]
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説明フィールド

適切なメディアリソースグループリストを選択します。

メディアリソースグループリストは、優先順位順に並べ

られたメディアリソースグループから構成されます。ア

プリケーションは、メディアリソースグループリストで

定義された優先順位に従って、使用可能なメディアリソー

スの中から、必要なメディアリソース、たとえば、保留

音サーバを選択します。

[<なし>(<None>)]を選択すると、Cisco Unified
Communications Managerは、デバイスプールに定義され
ているメディアリソースグループを使用します。

[メディアリソースグループリスト
(Media Resource Group List)]

ドロップダウンリストボックスを使用して、ユーザが保

留操作を開始したときに保留音（MOH）に使用する音源
を選択します。

[ユーザ保留MOH音源(User Hold
MOH Audio Source)]

ドロップダウンリストボックスを使用して、ネットワー

クが保留操作を開始したときにMOHに使用する音源を選
択します。

[ネットワーク保留MOH音源(Network
Hold MOH Audio Source)]

ドロップダウンリストボックスを使用して、デバイス

プール内の電話機とゲートウェイに関連付けられるロケー

ションを選択します。

[ロケーション(Location)]

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループ
を選択します。 AARグループは、帯域幅不足のために
コールがブロックされないように、コールをルーティン

グするためのプレフィックス番号を提供します。AARグ
ループ設定を [なし(None)]にすると、ブロックされたコー
ルの再ルーティングは行われません。

[AARグループ(AAR Group)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、そのCTIルートポ
イントに関連したロケールを選択します。そのユーザロ

ケールは、言語とフォントを含んだ、ユーザをサポート

する一連の詳細情報を識別します。

Cisco Unified Communications Managerは、ローカリゼー
ションをサポートするCTIルートポイントに対してだけ、
このフィールドを使用可能にします。

ユーザロケールが指定されない場合、Cisco
Unified CommunicationsManagerはデバイスプー
ルに関連付けられているユーザロケールを使用

します。

（注）

英語以外の言語で情報を（電話機に）表示する

ことをユーザが要求している場合は、ユーザロ

ケールを設定する前に、ロケールインストーラ

がインストールされていることを確認します。

Cisco Unified Communications Managerのロケー
ルインストーラについては、『Cisco Unified
Communications Operating System Administration
Guide』を参照してください。

（注）

[ユーザロケール(User Locale)]

ドロップダウンリストボックスから、そのゲートウェイ

に関連したロケールを選択します。そのネットワークロ

ケールは、特定ロケーションのハードウェアをサポート

する一連の詳細情報を識別します。ネットワークロケー

ルには、特定の地域でデバイスが使用するトーンおよび

断続周期の定義が含まれています。

関連するデバイスによってサポートされている

インストール済みのネットワークロケールだけ

を選択してください。リストにはこの設定に使

用できるネットワークロケールがすべて示され

ていますが、そのすべてがインストールされて

いるわけではありません。ファームウェアでサ

ポートされていないネットワークロケールと関

連付けられると、デバイスは起動できません。

（注）

[ネットワークロケール(Network
Locale)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスに対

してデバイスモビリティ機能のオン/オフを切り替える
か、[デフォルト(Default)]を選択してデフォルトのデバイ
スモビリティモードを使用します。デフォルト設定で

は、このデバイスの Device Mobility Modeサービスパラ
メータを使用します。

[現在のデバイスモビリティ設定の表示(ViewCurrentDevice
Mobility Settings)]をクリックすると、次のデバイスモビ
リティパラメータの現在の値が表示されます。

• [Cisco Unified CMグループ(Cisco Unified
Communications Manager Group)]

• [ローミング用デバイスプール(Roaming Device Pool)]

• [ロケーション(Location)]

• [リージョン(Region)]

• [ネットワークロケール(Network Locale)]

• [AARグループ(AAR Group)]

• [AARコーリングサーチスペース(AAR Calling Search
Space)]

• [デバイスコーリングサーチスペース(Device Calling
Search Space)]

• [メディアリソースグループリスト(Media Resource
Group List)]

• [SRST]

設定の詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager機能およびサービスガイド』の「デバイスモビ
リティ」を参照してください。

[デバイスモビリティモード(Device
Mobility Mode)]

ドロップダウンリストボックスから、割り当てられてい

る電話機のユーザのユーザ IDを選択します。ユーザ ID
は、このデバイスから発信されるすべてのコールの呼詳

細レコード（CDR）に記録されます。

エクステンションモビリティを使用する場合、

このフィールドは設定しないでください。エク

ステンションモビリティは、デバイスオーナー

をサポートしません。

（注）

[オーナーのユーザID(Owner User
ID)]

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
502

Client Services Framework の設定



説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、このデュアルモー

ドフォンが割り当てられているユーザのユーザ IDを選択
します。

モビリティユーザ IDの設定は、デュアルモー
ドフォンのモバイルコネクトとモバイルボイ

スアクセスで使用されます。

（注）

オーナーのユーザ IDとモバイルユーザ IDは異
なることがあります。

（注）

[モビリティユーザID(Mobility User
ID)]

IP CommunicatorまたはCiscoUnified Personal Communicator
などのアプリケーションに関連付ける物理的な電話機を

選択します。プライマリ Phoneを選択した場合、アプリ
ケーションが使用するデバイスライセンスユニットは少

なくなり、（プライマリPhoneに対する）「付加」ライセ
ンスと見なされます。『Cisco Unified Communications
Manager機能およびサービスガイド』の「ライセンス」
を参照してください。

[プライマリPhone(Primary Phone)]
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説明フィールド

[信頼されたリレーポイントを使用
(Use Trusted Relay Point)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスで、Cisco Unified CMが
信頼されたリレーポイント（TRP）のデバイスをこのメ
ディアエンドポイントで挿入するかどうかについて、有

効化または無効化を指定します。次のいずれかの値を選

択します。

• [デフォルト(Default)]：この値を選択すると、デバイ
スでは、このデバイスに関連付けられた共通デバイ

ス設定の [信頼されたリレーポイントを使用(Use
Trusted Relay Point)]の設定値が使用されます。

• [オフ(Off)]：この値を選択すると、このデバイスに対
してTRPが使用不可になります。この設定値は、こ
のデバイスに関連付けられた共通デバイス設定の [信
頼されたリレーポイントを使用(Use Trusted Relay
Point)]の設定値よりも優先されます。

• [オン(On)]：この値を選択すると、このデバイスに対
してTRPが使用可能になります。この設定値は、こ
のデバイスに関連付けられた共通デバイス設定の [信
頼されたリレーポイントを使用(Use Trusted Relay
Point)]の設定値よりも優先されます。

信頼されたリレーポイント（TRP）デバイスには、Trusted
Relay Pointというラベルの付いたMTPまたはトランス
コーダデバイスが指定されます。

複数のリソースがエンドポイントに必要な場合（たとえ

ばトランスコーダやRSVPAgent）、Cisco Unified CMは関
連付けられたエンドポイントデバイスに最も近い TRPを
選択します。

エンドポイントに TRPとMTPの両方が必要な場合、TRP
は必須のMTPとして使用されます。コールの動作の詳細
については、『Cisco Unified Communications Managerシス
テムガイド』の「CiscoUnified CommunicationsManagerで
の TRPの挿入」を参照してください。

TRPと RSVPAgentの両方がエンドポイントに必要な場
合、Cisco Unified CMはまず、TRPとしても使用可能な
RSVPAgentを検索します。

TRPとトランスコーダの両方がエンドポイントに必要な
場合、Cisco Unified CMはまず、TRPとしても指定可能な
トランスコーダを検索します。

ネットワークバーチャライゼーションと信頼されたリレー

ポイントの詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
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説明フィールド

Managerシステムガイド』の「メディアリソースの管理」
の章の「信頼されたリレーポイント」の項およびそのサ

ブトピックを参照してください。

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションの

いずれかを選択します。

• [オフ(Off)]：電話機がアイドル状態になっているとき
にいずれかの回線でコールを受信すると、電話機の

ユーザは、コールを受信した回線からコールに応答

します。

• [オン(On)]：電話機がアイドル状態（オフフック）
になっているときにいずれかの回線でコールを受信

すると、このコールにはプライマリ回線が選択され

ます。他の回線のコールの呼び出し音は鳴り続けま

す。電話機のユーザは、他の回線を選択してこれら

のコールに応答する必要があります。

• [デフォルト(Default)]：Cisco Unified Communications
Managerは Cisco CallManagerサービスをサポートす
る Always Use Prime Lineサービスパラメータの設定
を使用します。

[常にプライム回線を使用する
(Always Use Prime Line)]

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションの

いずれかを選択します。

• [オン(On)]：電話機がアイドル状態の場合に電話機の
メッセージボタンを押すと、電話機のプライマリ回

線がボイスメッセージを受信するアクティブな回線

になります。

• [オフ(Off)]：電話機がアイドル状態の場合、電話機の
メッセージボタンを押すと、ボイスメッセージが設

定されている回線からボイスメッセージシステムに

自動的にダイヤルされます。 Cisco Unified CMは、
ボイスメッセージが設定されている最初の回線を常

に選択します。ボイスメッセージが設定されている

回線が存在しない場合に電話機のユーザがメッセー

ジボタンを押すと、プライマリ回線が使用されます。

• [デフォルト(Default)]：Cisco Unified CMは、Cisco
CallManagerサービスをサポートするAlwaysUsePrime
Line for Voice Messageサービスパラメータの設定を
使用します。

[ボイスメッセージには常にプライ
ム回線を使用する(Always Use Prime
Line for Voice Message)]
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説明フィールド

この設定により、デバイスの発信側の番号をローカライ

ズできるようになります。選択する発呼側トランスフォー

メーション CSSに、このデバイスに割り当てる発呼側ト
ランスフォーメーションパターンが含まれていることを

確認してください。

デバイスは、コールが発生する前に、番号分析

を使用してトランスフォーメーションを適用す

る必要があります。 [発呼側トランスフォーメー
ションCSS(Calling Party Transformation CSS)]を
[なし(None)]に設定すると、トランスフォーメー
ションの照合と適用は行われません。 [発呼側ト
ランスフォーメーションパターン(Calling Party
Transformation Pattern)]は、必ず、ルーティング
に使用されない非ヌルパーティションに設定し

てください。

ヒント

[発呼側トランスフォーメーション
CSS(Calling Party Transformation
CSS)]

ドロップダウンリストボックスで、位置情報を選択しま

す。

このデバイスが位置情報に関連付けられていないことを

示す、未指定の位置情報を選択できます。

[システム(System)] > [位置情報の設定(Geolocation
Configuration)]メニューオプションで設定された位置情報
を選択することもできます。

[位置情報(Geolocation)]

コールごとにコール表示制限を設定するには、このチェッ

クボックスをオンにします。このチェックボックスをオ

ンにすると、Cisco Unified CMは内部コールとして受信さ
れるすべての表示制限を無視します。

この設定は、トランスレーションパターンレベルで発呼

者回線 IDの表示と接続側回線 IDの表示の設定を組み合
わせて使用してください。また、これらの設定値では、

コール表示制限を設定して、各コールに対して発呼者の

回線または接続先の回線の表示情報を選択的に表示また

はブロックできます。

[プレゼンテーションインジケータ
を無視(内線コールのみ)(Ignore
Presentation Indicators (Internal Calls
Only))]

CTIからこのデバイスを制御および監視できるようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

関連付けられた電話番号が共有回線を指定している場合、

関連付けられたデバイスの少なくとも 1つが、CTIでサ
ポートされるデバイスタイプおよびプロトコルの組み合

わせを指定しているときは、チェックボックスをオンに

する必要があります。

[CTIからのデバイスの制御を許可
(Allow Control of Device from CTI)]
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説明フィールド

このチェックボックスは、デフォルトですべての電話機

に対してオンになり、電話機が現在ハントリスト（グルー

プ）にログインしていることを示します。電話機がハン

トリストに追加されたときに、管理者はこのチェックボッ

クスをオン（オフ）にすることにより、ユーザをログイ

ンまたはログアウトさせることができます。

ユーザは電話機のソフトキーを使用して、その電話機を

ハントリストにログインさせたり、ハントリストからロ

グアウトさせたりします。

[ハントグループにログイン(Logged
Into Hunt Group)]

リモートサイトへの SCCPパイプで接続時間が遅延して
いる場合は、[電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウ
の [リモートデバイス(Remote Device)]チェックボックス
をオンにします。このチェックボックスをオンにすると、

Cisco Unified CMでは、登録時に電話デバイスにバッファ
を割り当て、電話機にSCCPメッセージを組み込みます。

この機能はリソースを消費するので、SCCPを
実行する電話機でシグナリング遅延が発生する

場合にのみ、このチェックボックスをオンにし

てください。このオプションは、ほとんどの

ユーザには必要ありません。

ヒント

CiscoUnifiedCMは、ステーションバッファがいっぱいに
なったとき、メディア関連メッセージの受信直後、また

はBundleOutbound SCCPMessages Timerが時間切れになっ
たときに、組み込まれたメッセージを電話機に送信しま

す。

BundleOutbound SCCPMessages Timerに対してデフォルト
設定（100ミリ秒）以外の設定を指定するには、Cisco
CallManagerサービスの [サービスパラメータ設定(Service
Parameters Configuration)]ウィンドウで新しい値を設定し
ます。 100ミリ秒が推奨設定ですが、15～ 500ミリ秒を
入力することができます。

このオプションを使用するには、電話機がSCCPバージョ
ン 9をサポートしている必要があります。 Cisco Unified
IP Phone 7935/7936は、SCCPメッセージ最適化をサポー
トしていません。この機能を使用するには、更新後に電

話機のリセットが必要になる場合があります。

[リモートデバイス(Remote Device)]

[オフプレミスロケーションを要求
(Require off-premise location)]

[コールルーティング情報(Call Routing Information)]
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[インバウンド/アウトバウンドコール情報(Inbound/Outbound Calls Information)]

この設定により、デバイスの発信側の番号をローカライ

ズできるようになります。選択する発呼側トランスフォー

メーション CSSに、このデバイスに割り当てる発呼側ト
ランスフォーメーションパターンが含まれていることを

確認してください。

[発呼側トランスフォーメーション
CSS(Calling Party Transformation
CSS)]

デバイスに割り当てられているデバイスプールで設定さ

れた発呼側トランスフォーメーション CSSを使用するに
は、このチェックボックスをオンにします。このチェッ

クボックスをオフにした場合、デバイスでは、[トランク
の設定(Trunk Configuration)]ウィンドウで設定した [発呼
側トランスフォーメーションCSS(Calling Party
Transformation CSS)]が使用されます。

[デバイスプールの発呼側トランス
フォーメーションCSSを使用(Use
Device Pool Calling Party
Transformation CSS)]

[プロトコル固有情報(Protocol
Specific Information)]
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暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット

キャプチャリングは、高い CPU使用率およびコール処理
中断を引き起こす場合があります。ドロップダウンリス

トボックスから、次のオプションのいずれかを選択しま

す。

• [なし(None)]：このオプション（デフォルト設定）
は、パケットキャプチャリングが行われないことを

示します。パケットキャプチャリングが完了した

ら、この値に設定してください。

• [バッチ処理モード(Batch Processing Mode)]：Cisco
Unified CMが復号化されたメッセージまたは暗号化
されていないメッセージをファイルに書き込み、シ

ステムが各ファイルを暗号化します。システムは毎

日、新しい暗号キーを持つ新しいファイルを作成し

ます。 Cisco Unified CMは、ファイルを 7日間保存
し、また安全な場所でファイルを暗号化するキーも

保存します。CiscoUnifiedCMは、ファイルをPktCap
仮想ディレクトリに保存します。単一のファイルに

は、タイムスタンプ、送信元 IPアドレス、送信元
IPポート、宛先 IPアドレス、パケットプロトコル、
メッセージ長、およびメッセージが含まれます。TAC
デバッグツールは、HTTPS、管理者のユーザ名とパ
スワード、および指定日を使用して、キャプチャさ

れたパケットを含む単一の暗号化されたファイルを

要求します。さらにキー情報も要求し、暗号化され

たファイルを復号化します。

パケットキャプチャリングの詳細については、

『Troubleshooting Guide for Cisco Unified Communications
Manager』を参照してください。

[パケットキャプチャモード(Packet
Capture Mode)]
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暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット

キャプチャリングは、高い CPU使用率およびコール処理
中断を引き起こす場合があります。

このフィールドには、パケットキャプチャリングの 1つ
のセッションに割り当てる最大分数を指定します。デフォ

ルト設定は 0です。ただし、0～ 300分の範囲で指定でき
ます。

パケットキャプチャリングを開始するには、このフィー

ルドに 0以外の値を入力します。パケットキャプチャリ
ングの完了後、0が表示されます。

パケットキャプチャリングの詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Troubleshooting Guide』を
参照してください。

[パケットキャプチャ時間(Packet
Capture Duration)]

このフィールドには、プレゼンス機能を設定します。

このアプリケーションユーザをプレゼンスで使

用しない場合は、プレゼンスグループをデフォ

ルト設定（[なし(None)]）のままにします。

（注）

ドロップダウンリストボックスから、アプリケーション

ユーザ用のプレゼンスグループを選択します。選択した

グループによって、アプリケーションユーザ

（IPMASysUserなど）が監視できる対象が指定されます。

[プレゼンスグループ(Presence
Group)]

必要に応じて、適切なSIPダイヤルルールを選択します。
SIPダイヤルルールは、CiscoUnified IPPhone 7905、7912、
7940、7960のローカルダイヤルプランを提供するため、
ユーザは、コールが処理される前に、キーを押したり、

タイマーを待機したりする必要はありません。

SIPを実行している IP Phoneにダイヤルルールを適用し
ない場合は、[SIPダイヤルルール(SIPDialRules)]フィール
ドの設定を [<なし>(<None>)]のままにします。この場
合、コールを処理するには、ユーザが [ダイヤル]ソフト
キーを使用するか、タイマーが期限切れになるまで待つ

必要があります。

[SIPダイヤルルール(SIP Dial Rules)]

ドロップダウンリストボックスから、SIPコールにメディ
アターミネーションポイントが必要となる場合に使用す

るコーデックを選択します。

[MTP優先発信コーデック(MTP
Preferred Originating Codec)]
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デバイスに適用するセキュリティプロファイルを選択し

ます。

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで設定
されるすべての電話機にセキュリティプロファイルを適

用する必要があります。 Cisco Unified Communications
Managerをインストールすると、事前に定義された、非セ
キュアな自動登録用のプロファイルセットが提供されま

す。電話機のセキュリティ機能を使用可能にするには、

デバイスタイプとプロトコルに対応した新しいセキュリ

ティプロファイルを設定して電話機に適用する必要があ

ります。電話機がセキュリティをサポートしていない場

合は、非セキュアプロファイルを選択します。

プロファイルに含まれている設定値を確認するには、[シ
ステム(System)] > [セキュリティプロファイル(Security
Profile)] > [電話セキュリティプロファイル(Phone Security
Profile)]を選択します。

プロファイルに含まれているCertificateAuthority
Proxy Function（CAPF）設定は、[電話の設定
(Phone Configuration)]ウィンドウに表示される
CAPF設定に関連しています。製造元でインス
トールされる証明書（MIC）またはローカルで
有効な証明書（LSC）に関連する証明書操作の
CAPF設定値を指定する必要があります。 [電話
の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウで更新し
た CAPF設定値がセキュリティプロファイルの
CAPF設定値に与える影響の詳細については、
『CiscoUnified CommunicationsManagerセキュリ
ティガイド』を参照してください。

（注）

[デバイスセキュリティプロファイ
ル(Device Security Profile)]

ドロップダウンリストボックスから、再ルーティングに

使用するコーリングサーチスペースを選択します。

参照側の再ルーティング用コーリングサーチスペース

が、参照先へのルートの検索に使用されます。再ルーティ

ング用コーリングサーチスペースが原因で参照が失敗す

ると、参照プリミティブは「405MethodNotAllowed」メッ
セージによって要求を拒否します。

リダイレクション（3xx）プリミティブおよび転送機能で
も、リダイレクト先または転送先を検索するときに、再

ルーティング用コーリングサーチスペースが使用されま

す。

[再ルーティング用コーリングサー
チスペース(Rerouting Calling Search
Space)]
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プレゼンス機能でサポートされているSUBSCRIBEコーリ
ングサーチスペースによって、Cisco Unified
Communications Managerがエンドユーザからのプレゼン
ス要求をルーティングする方法が決まります。この設定

により、エンドユーザのプレゼンス（SUBSCRIBE）要求
に対して、コール処理サーチスペースとは別のコーリン

グサーチスペースを適用できます。

ドロップダウンリストボックスから、エンドユーザのプ

レゼンス要求に使用する SUBSCRIBEコーリングサーチ
スペースを選択します。 Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで設定するすべてのコーリングサー
チスペースが [SUBSCRIBEコーリングサーチスペース
(SUBSCRIBE Calling Search Space)]ドロップダウンリスト
ボックスに表示されます。

ドロップダウンリストからエンドユーザ用の別のコーリ

ングサーチスペースを選択しない場合、SUBSCRIBEコー
リングサーチスペースは、デフォルトで [なし(None)]に
設定されます。

この用途専用の SUBSCRIBEコーリングサーチスペース
を設定するには、すべてのコーリングサーチスペースと

同じようにコーリングサーチスペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリングサーチス
ペース(SUBSCRIBE Calling Search
Space)]

デフォルトのSIPプロファイルまたは以前に作成された特
定のプロファイルを選択します。SIPプロファイルには、
登録タイマーとキープアライブタイマー、メディアポー

ト、およびサイレントコントロールなど、電話機に関す

る特定の SIP情報が含まれています。

[SIPプロファイル(SIP Profile)]

ダイジェスト認証（SIPセキュリティ）で使用される設定
のために、電話機に関連付けるエンドユーザを選択しま

す。

選択したユーザのダイジェスト信用証明書を設定したこ

とを確認します（[エンドユーザの設定(End User
Configuration)]ウィンドウを参照）。

ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerセキュリティガイド』を参照し
てください。

[ダイジェストユーザ(Digest User)]
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このフィールドでは、H.323がサポートしない機能（たと
えば、保留や転送）を実装するために、メディアターミ

ネーションポイントを使用するかどうかを指定します。

機能を実装するためにMTPを使用する場合は、[メディア
ターミネーションポイントが必須(Media Termination Point
Required)]チェックボックスをオンにします。機能を実装
するときにMTPを使用しない場合は、[メディアターミ
ネーションポイントが必須(Media Termination Point
Required)]チェックボックスをオフにします。

このチェックボックスは、H.323クライアント、および
H.245 Empty Capabilities Setをサポートしていない H.323
デバイスだけに使用してください。または、メディアス

トリーミングを 1つのソースで終了させる場合に使用し
てください。

MTPを使用するためにこのチェックボックスをオンにし
て、このデバイスがビデオコールのエンドポイントになっ

ている場合、そのコールは必ずオーディオになります。

[メディアターミネーションポイン
トが必須(Media Termination Point
Required)]

このデバイス上の不在ポートを示すには、このチェック

ボックスをオンにします。

[不在ポート(Unattended Port)]

SIPおよび SCCPを実行している電話機の場合、この電話
機に DTMF受信が必要なときは、このチェックボックス
をオンにします。

Cisco UnifiedMobility機能の設定で、SIPトラン
ク（クラスタ間トランク（ICT）またはゲート
ウェイ）経由で IP電話のリモートの宛先として
クラスタ間 DNを使用する場合、エンタープラ
イズ機能アクセスミッドコール機能に重要な、

DTMFディジットをアウトオブバンドで受信で
きるように、このチェックボックスをオンにし

ます。

（注）

[DTMF受信が必要(Require DTMF
Reception)]

[CAPFの情報(Certification Authority Proxy Function (CAPF) Information)]
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ドロップダウンリストボックスから、次のオプションの

いずれかを選択します。

• [保留中の操作なし(No Pending Operation)]：認証操作
が行われない時間を表示します（デフォルト設定）。

• [インストール/アップグレード(Install/Upgrade)]：電
話機にローカルで有効な証明書を新しくインストー

ルするか、あるいは既存の証明書をアップグレード

します。

• [削除(Delete)]：電話機に存在するローカルで有効な
証明書を削除します。

• [トラブルシューティング(Troubleshoot)]：ローカルで
有効な証明書（LSC）または製造元でインストール
される証明書（MIC）を元に戻して、CAPFトレース
ファイルの認証証明書を表示できるようにします。

電話機に両方の種類の証明書が存在する場合、Cisco
Unified CMは証明書の種類ごとに 1つずつ、2つの
トレースファイルを作成します。

[トラブルシューティング(Troubleshoot)]オプションを選択
すると、電話機に存在する LSCまたはMICを確認できま
す。

CAPF操作の詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerセキュリティガイド』を参照し
てください。

[証明書の操作(Certificate Operation)]
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[認証モード(Authentication Mode)]
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このフィールドでは、CAPF証明書の処理中に電話機が使
用する認証方法を選択できます。

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションの

いずれかを選択します。

• [認証ストリング(By Authentication String)]：ユーザが
電話機で CAPF認証文字列を入力した場合に限り、
ローカルで有効な証明書をインストール、更新、削

除、またはトラブルシューティングします。

• [Nullストリング(By Null String)]：ユーザが介入する
ことなく、ローカルで有効な証明書をインストール、

アップグレード、削除、またはトラブルシューティ

ングします。

このオプションは、セキュリティを提供しません。

このオプションは、閉じた安全な環境だけで選択す

ることを強くお勧めします。

• [既存の証明書(LSCを優先)(By Existing Certificate
(precedence to LSC))]：製造元でインストールされる
証明書（MIC）またはローカルで有効な証明書
（LSC）が電話機に存在する場合、ローカルで有効
な証明書をインストール、アップグレード、削除、

またはトラブルシューティングします。 LSCが電話
機に存在する場合は、MICが電話機に存在するかど
うかにかかわらず、LSCを通じて認証が実行されま
す。MICおよびLSCが電話機に存在する場合、認証
はLSCを通じて実行されます。LSCが電話機に存在
せず、MICが存在する場合、認証はMICを通じて実
行されます。

このオプションを選択する前に、電話機に証明書が

存在することを確認してください。このオプション

を選択し、電話機に証明書が存在しない場合、処理

は失敗します。

MICとLSCが電話機に同時に存在する場合でも、電
話機は常に 1つの証明書だけを使用して CAPFに対
して認証します。何らかの原因により優先されるプ

ライマリ証明書の信頼性が低下した場合、または他

の証明書を通じて認証する場合は、認証モードを更

新する必要があります。

• [既存の証明書(MICを優先)(By Existing Certificate
(precedence toMIC))]：MICまたはLSCが電話機に存在
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する場合、ローカルで有効な証明書をインストール、

アップグレード、削除、またはトラブルシューティ

ングします。MICが電話機に存在する場合は、LSC
が電話機に存在するかどうかにかかわらず、MICを
通じて認証が実行されます。 LSCが電話機に存在
し、MICが存在しない場合、認証はLSCを通じて実
行されます。

このオプションを選択する前に、電話機に証明書が

存在することを確認してください。このオプション

を選択し、電話機に証明書が存在しない場合、処理

は失敗します。

[電話セキュリティプロファイル(Phone
Security Profile)]ウィンドウで設定される
CAPF設定値は、[電話の設定(Phone
Configuration)]ウィンドウで設定される
CAPFパラメータと相互に関係があります。

（注）

[認証モード(Authentication Mode)]ドロップダウンリスト
ボックスで [認証ストリング(ByAuthentication String)]オプ
ションを選択した場合に、このフィールドが適用されま

す。文字列を手動で入力するか、あるいは [文字列を生成
(Generate String)]ボタンをクリックして文字列を生成しま
す。文字列が 4～ 10桁であることを確認してください。

ローカルで有効な証明書をインストール、アップグレー

ド、削除、またはトラブルシューティングするには、電

話機のユーザまたは管理者が電話機に認証文字列を入力

する必要があります。

[認証文字列(Authentication String)]
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CAPFで使用されるこの設定では、ドロップダウンリス
トボックスから認証のキーサイズを選択します。デフォ

ルト設定は 1024です。その他のオプションには 512と
2048があります。

デフォルトの設定よりも大きいキーサイズを選択した場

合、キーの生成に必要なエントロピーを生成するために

長い時間がかかります。キー生成の優先順位を低く設定

すると、処理中に電話機を動作させることができます。

電話機のモデルによっては、キー生成が完了するまでに

30分以上かかることがあります。

[電話セキュリティプロファイル(Phone Security
Profile)]ウィンドウで設定される CAPF設定値
は、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンド
ウで設定される CAPFパラメータと相互に関係
があります。

（注）

[キーサイズ(Key Size、ビット)]

このフィールドは、[証明書の操作(Certificate Operation)]
の [インストール/アップグレード(Install/Upgrade)]、[削除
(Delete)]、および [トラブルシューティング(Troubleshoot)]
オプションをサポートし、操作を完了させる日付および

時刻を指定します。

表示される値はパブリッシャデータベースサーバ用で

す。

[操作の完了期限(OperationCompletes
By)]

このフィールドは、認証操作の進行状況を表示します。

たとえば、「<[操作タイプ(operation type)]> [待機中
(pending)]、[失敗(failed)]、または [成功(successful)]です。
ここで、操作タイプは [証明書の操作(CertificateOperation)]
の [インストール/アップグレード(Install/Upgrade)]、[削除
(Delete)]、または [トラブルシューティング(Troubleshoot)]
オプションを表します。このフィールドに表示される情

報は変更できません。

[証明書の操作ステータス(Certificate
Operation Status)]

[エクステンションモビリティの有効化(Enable Extension Mobility)]

この電話機でエクステンションモビリティをサポートす

る場合は、このチェックボックスをオンにします。

[エクステンションモビリティの有
効化(Enable Extension Mobility)]
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説明フィールド

このドロップダウンリストボックスでは、CiscoExtension
Mobilityを使用してデバイスにログインしているユーザが
いない場合に、デバイスが使用するデバイスプロファイ

ルを指定します。 [現在のデバイス設定を使用(UseCurrent
Device Settings)]またはリストされる特定の設定プロファ
イルのいずれかを選択できます。

特定の設定プロファイルを選択した場合、デバイスとロ

グインプロファイルの間のマッピングは、ユーザのログ

アウト後も保持されます。 [現在のデバイス設定を使用
(Use Current Device Settings)]を選択した場合、マッピング
は保持されません。

[ログアウトプロファイル(Log Out
Profile)]

このフィールドは、ユーザがログインするまでブランク

のままです。ユーザが Cisco Extension Mobilityを使用し
てデバイスにログインすると、ユーザのログイン時刻が

このフィールドに表示されます。

[ログイン時刻(Log in Time)]

このフィールドは、ユーザがログインするまでブランク

のままです。ユーザが Cisco Extension Mobilityを使用し
てデバイスにログインすると、システムがユーザをログ

アウトする予定時刻がこのフィールドに表示されます。

ログアウト時刻（Log Out Time）

[MLPP情報(MLPP Information)]

このデバイスに関連付けられたMLPPドメインのドロッ
プダウンリストボックスからMLPPドメインを選択しま
す。値を [なし(None)]のままにすると、このデバイスの
MLPPドメインは、このデバイスのデバイスプールに設
定された値から継承されます。デバイスプールにMLPP
ドメインの設定がない場合、このデバイスのMLPPドメ
インは、MLPP Domain Identifierエンタープライズパラ
メータに設定された値から継承されます。

[MLPPドメイン(MLPP Domain)]

[サイレント(Do Not Disturb)]

リモートデバイスでサイレントを有効にするには、この

チェックボックスをオンにします。

[サイレント(Do Not Disturb)]

電話機で DNDを有効にすると、Ringer Offパラメータで
呼び出し音はオフになりますが、着信コールの情報がデ

バイスに表示されるため、ユーザはコールを受信するこ

とが可能です。

[DNDオプション(DND Option)]
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説明フィールド

プロダクト固有の設定レイアウト情報

有効になっている場合、デバイスがビデオコールに参加

することを示します。

デフォルト：[有効(Enabled)]

[ビデオ機能(Video Capabilities)]
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第 20 章

デバイスモビリティ

この章では、Cisco Unified CommunicationsManagerで電話機がホームロケーションとローミング
ロケーションのどちらにあるのかを判断できるようにするデバイスモビリティに関する情報を

提供します。 Cisco Unified Communications Managerはデバイス IPサブネットを使用して電話機
の正確なロケーションを特定します。クラスタ内でデバイスモビリティを有効にすると、モバ

イルユーザはサイト間を移動して、サイト固有の設定を取得できます。次に、Cisco Unified
CommunicationsManagerでは、これらの動的に割り当てられた設定を使用して、コールルーティ
ング、コーデックの選択、メディアリソースの選択などを行います。

Cisco Unified Communications Managerでは、サイトまたは物理ロケーションはさまざまな設定
（ロケーション、リージョン、コーリングサーチスペース、メディアリソースなど）を使用し

て識別されます。特定のサイトに存在する Cisco Unified IP Phoneはこれらの設定を使用して静
的に構成され、Cisco Unified Communications Managerはこれらの設定値を適切なコール確立、
コールルーティング、メディアリソースの選択などに使用します。ただし、電話機がホームロ

ケーションからリモートロケーションに移動された場合、これらの電話機には静的に設定され

たホーム設定が保持されます。 Cisco Unified Communications Managerではリモートサイトにあ
る電話機に対してこれらのホーム設定が使用されるため、コールルーティング、コーデックの

選択、メディアリソースの選択などのコール処理機能で問題が生じる可能性があります。

• デバイスモビリティの設定, 524 ページ

• デバイスモビリティの機能, 525 ページ

• デバイスモビリティの概要, 526 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 532 ページ

• システム要件, 533 ページ

• デバイスモビリティのインストール, 535 ページ

• デバイスモビリティの設定, 535 ページ

• ローミング用デバイスプールパラメータの表示, 548 ページ
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デバイスモビリティの設定
CiscoUnifiedCommunicationsManagerでは、サイトまたは物理ロケーションはさまざまな設定（ロ
ケーション、リージョン、コーリングサーチスペース、メディアリソースなど）を使用して識

別されます。特定のサイトに存在する Cisco Unified IP Phoneはこれらの設定を使用して静的に構
成され、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはこれらの設定値を適切なコール確立、コールルー
ティング、メディアリソースの選択などに使用します。ただし、電話機がホームロケーション

からリモートロケーションに移動された場合、これらの電話機には静的に設定されたホーム設定

が保持されます。 Cisco Unified Communications Managerではリモートサイトにある電話機に対し
てこれらのホーム設定が使用されるため、コールルーティング、コーデックの選択、メディアリ

ソースの選択などのコール処理機能で問題が生じる可能性があります。

デバイスモビリティを設定して、Cisco Unified Communications Managerで電話機がホームロケー
ションとローミングロケーションのどちらにあるのかを判別できるようにすることができます。

Cisco Unified Communications Managerはデバイス IPサブネットを使用して電話機の正確なロケー
ションを特定します。デバイスモビリティを有効にすると、モバイルユーザはサイト間を移動

して、サイト固有の設定を取得できます。次に、Cisco Unified Communications Managerでは、こ
れらの動的に割り当てられた設定を使用して、コールルーティング、コーデックの選択、メディ

アリソースの選択などを行います。

デバイスモビリティの詳細については、デバイスモビリティの機能, （525ページ）およびデバ
イスモビリティ, （523ページ）を参照してください。

デバイスモビリティを設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 関連するデバイスモビリティのマニュアルを参照します。

ダイヤルプラン設計の考慮事項については、『Cisco Unified Communications Solution
Reference Network Design（SRND）』を参照してください。これには、デバイスモビリ
ティを使用する場合のサービスクラスの構築に関する情報が記載されています。

ヒント

ステップ 2 [サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]または [電話の設定(Phone Configuration)]
ウィンドウでデバイスモビリティモードを有効にします（[システム(System)] > [サービスパラ
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メータ(Service Parameters)]（Cisco CallManagerサービスを選択）または [デバイス(Device)] > [電話
機(Phone)]）。

ステップ 3 物理ロケーションを設定します（[システム(System)] > [物理ロケーション(Physical Location)]）。

ステップ 4 デバイスモビリティグループを設定します（[システム(System)] > [デバイスモビリティ(Device
Mobility)] > [デバイスモビリティグループ(Device Mobility Group)]）。

ステップ 5 [デバイスモビリティ情報の設定(Device Mobility Info Configuration)]ウィンドウで、サブネットを
設定し、サブネットに 1つ以上のデバイスプールを割り当てます（[システム(System)] > [デバイ
スモビリティ(Device Mobilit)]y > [デバイスモビリティ情報(Device Mobility Info)]）。

ステップ 6 [デバイスプール設定(DevicePoolConfiguration)]ウィンドウで、デバイスモビリティ設定用にデバ
イスプールをまだ更新していない場合は更新します（[システム(System)]> [デバイスプール(Device
Pool)]）。

ステップ 7 デバイスモビリティ用にダイヤルプラン（コーリングサーチスペースやAARグループの設定な
ど）をまだ更新していない場合は更新します（[コールルーティング(Call Routing)] > ...）。

関連トピック

デバイスモビリティ, （523ページ）
ローミング用デバイスプールパラメータの表示, （548ページ）
物理ロケーションの設定, （538ページ）
デバイスモビリティグループの設定, （542ページ）
物理ロケーションの設定項目, （539ページ）
デバイスモビリティグループの設定項目, （542ページ）
デバイスモビリティ情報の設定, （545ページ）
デバイスモビリティ情報の設定項目, （545ページ）
デバイスモビリティ用のデバイスプールの設定, （547ページ）

デバイスモビリティの機能
CiscoUnifiedCommunicationsManagerでは、サイトまたは物理ロケーションはさまざまな設定（ロ
ケーション、リージョン、コーリングサーチスペース、メディアリソースなど）を使用して識

別されます。特定のサイトに存在する Cisco Unified IP Phoneはこれらの設定を使用して静的に構
成され、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはこれらの設定値を適切なコール確立、コールルー
ティング、メディアリソースの選択などに使用します。ただし、電話機がホームロケーション

からリモートロケーションに移動された場合、これらの電話機には静的に設定されたホーム設定

が保持されます。 Cisco Unified Communications Managerではリモートサイトにある電話機に対し
てこれらのホーム設定が使用されるため、コールルーティング、コーデックの選択、メディアリ

ソースの選択などのコール処理機能で問題が生じる可能性があります。

デバイスモビリティを設定して、Cisco Unified Communications Managerで電話機がホームロケー
ションとローミングロケーションのどちらにあるのかを判別できるようにすることができます。

Cisco Unified Communications Managerはデバイス IPサブネットを使用して電話機の正確なロケー
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ションを特定します。クラスタ内でデバイスモビリティを有効にすると、モバイルユーザはサ

イト間を移動して、サイト固有の設定を取得できます。次に、CiscoUnifiedCommunicationsManager
では、これらの動的に割り当てられた設定を使用して、コールルーティング、コーデックの選

択、メディアリソースの選択などを行います。

ロケーション設定が動的に再設定されるため、電話機の新しいロケーションに適した音声品質と

リソース割り当てが確保されます。

•モバイルユーザが別のロケーションに移動した場合、コールアドミッション制御（CAC）
により、適切な帯域幅を割り当てて、ビデオと音声の品質を確保することができます。

•モバイルユーザがPSTNコールを発信する場合、電話機は、ホームゲートウェイの代わりに
ローカルゲートウェイにアクセスできます。

•モバイルユーザがホームロケーションにコールする場合、Cisco Unified Communications
Managerは、リージョンに適切なコーデックを割り当てることができます。

デバイスモビリティの概要
電話デバイスでモビリティモードが有効になっている場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、登録するデバイスの IPアドレスを使用して適切なロケーション設定を検索します。システム
は、IPサブネットのデバイスプールに設定されている物理ロケーションと、デバイスのデバイス
プールに設定されている物理ロケーションを比較し、電話機がそのホームロケーションの外部に

移動したかどうかを判別します。

たとえば、リチャードソンにある IPアドレス 10.81.17.9の電話機AがCiscoUnifiedCommunications
Managerに登録されているとします。この IPアドレスは、サブネット 10.81.16.0/16に対応付けら
れます。 Cisco Unified Communications Managerは、データベース内のデバイスプール設定でデバ
イスとサブネットを確認します。電話レコード内のデバイスプールの物理ロケーション設定は、

サブネットのデバイスプールの物理ロケーション設定と一致します。システムは、電話機がその

ホームロケーションにあるものと見なし、電話レコード内の設定を使用します。

電話機Aがボールダーに移動した場合、電話機はローカルのDHCPサーバをクエリーし、130.5.5.25
という IPアドレスを取得します。この IPアドレスは、サブネット 130.5.5.0/8に対応付けられま
す。 Cisco Unified Communications Managerは、電話レコード内のデバイスプールの物理ロケー
ションを、サブネット用に設定されているデバイスプールのロケーション設定と比較します。物

理ロケーションが一致しないため、システムは、デバイスが移動中であると判別します。 Cisco
Unified Communications Managerは、電話レコードの設定をサブネットの設定で上書きし、その設
定を新しい設定ファイルにダウンロードしてから、デバイスをリセットします。電話機は、ロー

ミング用デバイスプールの設定で再登録されます。

デバイスモビリティを使用するには、電話機に動的 IPアドレスが必要です。固定 IPアドレ
スを持つ電話機が移動した場合、Cisco Unified Communications Managerはそのホームロケー
ションの設定を使用します。

（注）
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Cisco Unified Communications Managerは、ローミングデバイスに関する次のデバイスプールパラ
メータを、サブネットのデバイスプールの設定で上書きします。

• [日時グループ(Date/Time Group)]

• [リージョン(Region)]

• [ロケーション(Location)]

• [ネットワークロケール(Network Locale)]

• [SRST参照先(SRST Reference)]

• [接続モニタ間隔(Connection Monitor Duration)]

• [物理ロケーション(Physical Location)]

• [デバイスモビリティグループ(Device Mobility Group)]

• [メディアリソースグループリスト(Media Resource Group List)]

ネットワークが米国以外の地理的ロケーションまで及んでいる場合、電話機ユーザが移動先に関

係なく各自の設定済みダイヤルプランを使用できるように、デバイスモビリティグループを設

定できます。デバイスが移動中であっても、同じデバイスモビリティグループに保持されてい

る場合は、Cisco Unified Communications Managerは次のデバイスプールパラメータも上書きしま
す。

• [AARグループ(AAR Group)]

• [AARコーリングサーチスペース(AAR Calling Search Space)]

• [デバイスコーリングサーチスペース(Device Calling Search Space)]

電話機がそのホームロケーションに戻った場合、システムは、ローミング用デバイスプールの関

連付けを解除し、ホームロケーションの設定をダウンロードして、デバイスをリセットします。

デバイスは、ホームロケーションの設定で登録されます。

Cisco Unified Communications Managerは、必ず、電話レコード内の CMグループ設定を使用し
ます。CMグループ設定はCisco Business Edition 5000システム内の単一のサーバに適用されま
す。デバイスは、ローミング中でも、必ず、そのホームロケーションの Cisco Unified
CommunicationsManagerサーバに登録されます。電話機が移動中の場合、変更されるのは、帯
域幅割り当て、メディアリソース割り当て、リージョン設定、および AARグループなどの
ネットワークロケーション設定だけです。

ヒント

デバイスモビリティの動作の概要

ここでは、Cisco Unified Communications Managerが、デバイスモビリティに関する電話機の登録
とパラメータの割り当てを管理する方法について説明します。

デバイスモビリティ機能は、初期化が完了すると、次のプロセスに従って動作します。
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1 モバイルとしてプロビジョニングされた IP Phone用の電話デバイスレコードが作成され、電
話機がデバイスプールに割り当てられます。電話機が Cisco Unified Communications Manager
に登録され、登録プロセスの一環として IPアドレスが割り当てられます。

2 Cisco Unified Communications Managerは、デバイスの IPアドレスを、[デバイスモビリティ情
報の設定(Device Mobility Info Configuration)]ウィンドウでデバイスモビリティ用に設定された
サブネットと比較します。 IPサブネットマスク内で一致するビット数が最大のものが、最適
な一致と見なされます（最長一致規則）。たとえば、IPアドレス 9.9.8.2は、サブネット
9.9.0.0/16ではなくサブネット 9.9.8.0/24と一致します。

3 電話レコード内のデバイスプールが、対応するサブネットのデバイスプールと一致する場合、

システムは、電話機がそのホームロケーションにあると見なします。その結果、電話機にはそ

のホームデバイスプールのパラメータが保持されます。

4 電話レコード内のデバイスプールが、対応するサブネットのデバイスプールと一致しない場

合、システムは、電話機が移動中であると見なします。下の表は、デバイスモビリティとシ

ステム応答に関する可能性のあるシナリオの説明を示しています。

表 47：デバイスモビリティのシナリオ

システムの応答シナリオ

システムは、電話機が移動中ではないと見なし、

ホームロケーションのデバイスプールの設定を

使用します。

電話機のデバイスプールの物理ロケーショ

ン設定が、対応するサブネットに関連付け

られたデバイスプールの物理ロケーション

設定と一致します。

電話機がサブネット間を移動した

可能性はありますが、物理ロケー

ションおよび関連付けられたサー

ビスは変更されていません。

（注）

システムは、デバイスが移動中であると見なし

ます。その結果、対応するサブネットのデバイ

スプールのパラメータでデバイスを再登録しま

す。

対応するサブネットには 1つのデバイス
プールが割り当てられています。サブネッ

トのデバイスプールが、ホームロケーショ

ンのデバイスプールと異なっており、物理

ロケーションも異なっています。

システムは、デバイスが移動中であると見なし

ます。新しいデバイスプールは、ラウンドロビ

ン規則に従って割り当てられます。サブネット

にローミングデバイスが登録されるたびに、使

用可能なデバイスプールセット内の次のデバイ

スプールが割り当てられます。

物理ロケーションが異なっており、対応す

るサブネットには複数のデバイスプールが

割り当てられています。
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システムの応答シナリオ

物理ロケーションは変更されていないため、電

話機はホームのデバイスプールに登録されたま

まになります。

ホームのデバイスプールに定義されている

物理ロケーションが、対応するサブネット

に関連付けられたデバイスプールには定義

されていません。

システムは、デバイスが定義済みの物理ロケー

ションに移動中であると見なし、対応するサブ

ネットのデバイスプールのパラメータでデバイ

スを登録します。

ホームのデバイスプールに定義されていな

い物理ロケーションが、対応するサブネッ

トに関連付けられたデバイスプールには定

義されています。

ローミングおよびデバイスプールの割り当てに

関する規則が、残りのサブネットを使用して適

用されます。

サブネットが更新または削除されました。

デバイスモビリティグループの動作の概要

デバイスモビリティグループを使用すると、デバイスが地理的エンティティ内の別のロケーショ

ンに移動したかどうかを判別できます。その結果、ユーザが各自のダイヤルプランを使用できる

ようになります。たとえば、米国用と英国用の別々のデバイスモビリティグループを設定した

とします。電話機が異なるモビリティグループに移動した場合（たとえば、米国から英国へ）、

Cisco Unified Communications Managerは、ローミングロケーションではなく電話レコードにある
コーリングサーチスペース、AARグループ、および AAR CSSを使用します。

デバイスが同じモビリティグループ内の別のロケーションに移動した場合は（たとえば、米国の

リチャードソンから米国のボールダーへ）、ローミング用デバイスプールの設定からCSS情報が
取得されます。このアプローチの場合、ユーザが PSTN宛先をダイヤルすると、ユーザはローカ
ルゲートウェイに到達します。

下の表は、システムがさまざまなシナリオで使用するデバイスプールパラメータに関する説明を

示しています。
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表 48：デバイスモビリティグループのシナリオ

使用されるパラメータシナリオ

[ローミング用デバイスプール(RoamingDevicePool)]：
はい

[ロケーション(Location)]：ローミング用デバイスプー
ルの設定

[リージョン(Region)]：ローミング用デバイスプール
の設定

[メディアリソースグループリスト(Media Resource
Group List)]：ローミング用デバイスプールの設定

[デバイスコーリングサーチスペース(Device Calling
Search Space)]：ローミング用デバイスプールの設定
（[デバイスモビリティコーリングサーチスペース
(Device Mobility Calling Search Space)]）

[AARグループ(AAR Group)]：ローミング用デバイス
プールの設定

[AARコーリングサーチスペース(AAR Calling Search
Space)]：ローミング用デバイスプールの設定

ローミングデバイスが、同じデバイスモ

ビリティグループ内の別のロケーション

に移動しました。

[ローミング用デバイスプール(RoamingDevicePool)]：
はい

[ロケーション(Location)]：ローミング用デバイスプー
ルの設定

[リージョン(Region)]：ローミング用デバイスプール
の設定

[メディアリソースグループリスト(Media Resource
Group List)]：ローミング用デバイスプールの設定

[デバイスコーリングサーチスペース(Device Calling
Search Space)]：ホームロケーションの設定

[AARグループ(AARGroup)]：ホームロケーションの
設定

[AARコーリングサーチスペース(AAR Calling Search
Space)]：ホームロケーションの設定

ローミングデバイスが、異なるデバイス

モビリティグループ内の別のロケーショ

ンに移動しました。
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使用されるパラメータシナリオ

デバイスは、移動中のため、ローミング用デバイス

プールの設定（[デバイスモビリティコーリングサー
チスペース(Device Mobility Calling Search Space)]、
[AARコーリングサーチスペース(AAR Calling Search
Space)]、および [AARグループ(AAR Group)]など）
を取得します。

デバイスが移動しましたが、デバイスモ

ビリティグループは、ホームのデバイス

プールにも、ローミング用デバイスプー

ルにも定義されていません。

ネットワークの考慮事項

デバイスモビリティ構造は、さまざまなネットワーク設定に対応できます。

効率のよいデバイスモビリティを設計するには、ネットワークをデバイスモビリティグループ

（オプション）、物理ロケーション、およびサブネットに分割します。階層におけるグループの

数とレベルは、組織の規模や複雑さによって異なります。

•デバイスモビリティグループは、ネットワークにおけるトップレベルの地理的エンティティ
を表します。デバイスモビリティグループの設定により、デバイスが同じ地理的エンティ

ティの内部を移動したかどうかが判別され、主に、ユーザが各自のダイヤルプランを保持で

きるようになります。デバイスモビリティグループでは、類似のダイヤルパターンを使用

するサイトの論理グループを定義します（たとえば、US_dmgおよび EUR_dmg）。たとえ
ば、ローミングデバイスがPSTNコールの場合にローカルゲートウェイにアクセスするよう
に設定する場合は、ホームロケーションのデバイスプールとローミングロケーションのデ

バイスプールに、同じデバイスモビリティグループを使用してください。

デバイスモビリティグループでは、国、地域、州や県、市、またはその他のエンティティ

を表すことができます。世界規模のネットワークを持つ企業であれば、個々の国を表すデバ

イスモビリティグループを選択し、国内または地域ネットワークを持つ企業であれば、州、

県、または市を表すデバイスモビリティグループを定義することができます。デバイスモ

ビリティグループを定義しなくても、デバイスモビリティ機能は使用できます。

•階層内の次のレベルに位置する物理ロケーションは、ロケーションベースのデバイスプール
パラメータ（日時やリージョンなど）に対応する地理的ロケーションを識別します。 Cisco
Unified Communications Managerは、地理的ロケーションを使用して、電話機に割り当てる
ネットワークリソースを判別します。ユーザがホームロケーションの外部に移動した場合、

システムは、電話機ユーザがローカルメディアリソースと、コールに適した帯域幅を使用

できるようにします。

たとえば、保留音（MOH）サーバが、企業内の特定のオフィスまたはキャンパスにサービス
を提供しているとします。デバイスが別のオフィスまたはキャンパスに移動し、CiscoUnified
Communications Managerに再登録した場合、デバイスへのサービス提供は、ローミングロ
ケーションにあるMOHサーバから行うのが最適です。

MOHなどのサービスの可用性に応じて物理ロケーションを定義すると、デバイスが別の物
理ロケーションに移動したときに、サービスを効率的かつ経済的に再割り当てできることが

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
531

デバイスモビリティ

ネットワークの考慮事項



保証されます。ネットワーク構造とサービスの割り当てに応じて、市、企業キャンパス、ま

たはビルディングごとに物理ロケーションを定義することができます。

ネットワーク設定では、各ネットワークをそれぞれ別の物理ロケーションに配置することを

お勧めします。この配置により、各ネットワークを対応する物理ロケーションにマップでき

ます。

•サブネットには、地理的ロケーション、同じビルディング、または同じ LANにあるすべて
のデバイスを含めることができます。また、サブネットには、デバイスモビリティグルー

プと物理ロケーションを含むデバイスプールを 1つまたは複数設定できます。

•ロケーションは、集中型コール処理システムのCACを識別します。ロケーションの設定は、
電話機またはデバイスプールに対して行います。詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerシステムガイド』を参照してください。

ダイヤルプラン設計の考慮事項については、『Cisco Unified Communications Solution Reference
Network Design（SRND）』を参照してください。これには、デバイスモビリティを使用する
場合のサービスクラスの構築に関する情報が記載されています。

ヒント

インタラクションおよび制限事項

発呼側の正規化

発呼側を正規化すると、一部の電話機のダイヤル機能が拡張され、コールが地理的に異なる複数

の場所にルーティングされる場合の折り返し機能が向上します。つまり、この機能により、着信

側は、電話機のコールログディレクトリ内の電話番号を修正する必要なく、確実にコールを返す

ことができます。また、発呼側の正規化により、電話番号をグローバル化またはローカライズで

きるため、適切な発信側番号が電話機に表示されます。デバイスモビリティと発呼側の正規化の

連携については、発呼側の正規化,（233ページ）の章のインタラクションおよび制限事項,（244
ページ）を参照してください。

IP アドレス

デバイスモビリティ機能は、Cisco Unified Communications Managerに登録するデバイスの IPv4ア
ドレスを利用します。

•デバイスモビリティを使用するには、電話機に動的 IPv4アドレスがなければなりません。

•デバイスへの IPアドレスの割り当てに NAT/PATが使用されている場合、登録時に提供され
る IPアドレスは、デバイスの実際の IPアドレスと異なることがあります。

IPv6 とデバイスモビリティ

デバイスモビリティでは IPv4アドレスだけがサポートされるため、[IPアドレッシングモード(IP
Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機はデバイスモビリティで使用できません。
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IPv6の詳細については、インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）, （897ページ）を参照
してください。

ローミング

デバイスが同一のデバイスモビリティグループ内をローミングしているとき、Cisco Unified
CommunicationsManagerではローカルゲートウェイへの到達にデバイスモビリティCSSを使用し
ます。ユーザが電話機で不在転送（CFA）を設定した場合、CFA CSSが「なし」に設定され、
CFACSSアクティベーションポリシーが [デバイス/回線CSSのアクティブ化を使用(WithActivating
Device/Line CSS)]に設定されているときは、次のようになります。

•デバイスがそのホームロケーションにある場合、デバイス CSSと回線 CSSは CFA CSSとし
て使用されます。

•デバイスが同じデバイスモビリティグループ内を移動中の場合、ローミング用デバイスプー
ルのデバイスモビリティ CSSと、回線 CSSは、CFA CSSとして使用されます。

•デバイスが異なるデバイスモビリティグループ内を移動中の場合、デバイスCSSと回線CSS
は CFA CSSとして使用されます。

不在転送に関する設定オプションの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerア
ドミニストレーションガイド』と『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』を参
照してください。

システム要件
デバイスモビリティには、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。

•クラスタ内の少なくとも 1台のサーバ上で実行されている Cisco CallManagerサービス

•サーバ上で実行されている Cisco CallManagerサービス

• CiscoCallManagerサービスと同じサーバ上で実行されているCiscoDatabase LayerMonitorサー
ビス

•クラスタ内の少なくとも 1台のサーバ上で実行されている Cisco TFTPサービス

•サーバ上で実行されている Cisco TFTPサービス

• Cisco Unified Communications Managerロケールインストーラ（英語以外の電話ロケールまた
は国独自のトーンを使用する場合）。

SCCPまたは SIPのいずれかを実行しており、かつ Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで設定できる電話機はすべて、デバイスモビリティをサポートします。たとえば、次の電

話機が該当します。

• Cisco Unified IP Phone 6900シリーズ（6901と 6911を除く）

• Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ

• Cisco Unified IP Phone 8900シリーズ
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• Cisco Unified IP Phone 9900シリーズ

•コンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）ポート

• Cisco IP Communicator

IP Phoneとデバイスモビリティ機能の詳細については、使用している電話機モデルのユーザガイ
ドを参照してください。

デバイスモビリティのデバイスサポート状況の確認

デバイスモビリティをサポートするデバイスの完全なリストを作成するには、CiscoUnifiedReporting
アプリケーションを使用します。そのためには、次の手順に従います。

1 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reportingを開始します。

Webアプリケーションへのアクセスを許可されるまで、ユーザの認証にはCisco Tomcatサービ
スが使用されます。アプリケーションには次の方法でアクセスできます。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページのナビゲーションメニューで [Cisco
Unified Reporting]を選択し、[Go]をクリックします。

• Cisco Unified Real Time Monitoring Tool（RTMT）のメニューで [File] > [Cisco Unified
Reporting]を選択します。

• https://<サーバ名または IP アドレス>:8443/cucreports/と入力し、認証済みの
ユーザ名とパスワードを入力します。

2 ナビゲーションバーで、[System Reports]をクリックします。

3 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List]オプションを
クリックします。

4 [Generate a new report]リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートが
すでに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List]リンクをクリックします。

5 デバイスモビリティをサポートするすべてのデバイスのレポートを生成するには、対応するド

ロップダウンリストボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタンをクリックします。

[Product]：[All]

[Feature]：[Mobility]

[List Features]ペインに、モビリティ機能をサポートするすべてのデバイスのリストが表示され
ます。カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーをクリックし
て、リストをソートできます。

CiscoUnified Reportingアプリケーションの詳細については、『CiscoUnified Reporting Administration
Guide』を参照してください。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
534

デバイスモビリティ

デバイスモビリティのデバイスサポート状況の確認



デバイスモビリティのインストール
デバイスモビリティは Cisco Unified Communications Managerをインストールすると自動的にイン
ストールされます。 Cisco Unified Communications Managerをインストールしたら、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページでデバイスモビリティの設定値を構成してその機能を有効
にする必要があります。

既存のデバイスプールは、Cisco Unified Communications Managerリリース 6.0以降へのアップ
グレードの一環として、新しいデバイスプールおよび共通プロファイル構造へ自動的に移行

します。

（注）

デバイスモビリティの設定
デバイスモビリティ機能を正しく設定するには、ネットワーク設計の考慮事項を確認し、設定タ

スクの概要のステップを確認します。次に、設定するための要件を実行し、CiscoCallManagerサー
ビスをアクティブにします（まだアクティブになっていない場合）。

ここでは、デバイスモビリティの設定と有効化に関する情報を提供します。これには、デバイス

モビリティ用のデバイスプール、物理ロケーションパラメータ、デバイスモビリティグループ、

およびその他のデバイスモビリティ情報パラメータの設定が含まれます。デバイスモビリティ

情報の削除手順も示します。

デバイスモビリティを設定する前に、デバイスモビリティの設定タスクの概要を確認してく

ださい。

ヒント

関連トピック

デバイスモビリティの設定, （524ページ）

デバイスモビリティの設定のヒント

Cisco Unified Communications Managerの管理ページでデバイスモビリティを設定する場合は、以
下の情報を考慮してください。

• [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで [デバイスモビリティモード(Device Mobility
Mode)]が [デフォルト(Default)]に設定されている場合、デバイスモビリティ機能がデバイス
に対して有効になるかどうかは、Device Mobility Modeサービスパラメータによって決まり
ます。

• Cisco Unified Communications Managerは、最長一致規則を使用して IPアドレスとサブネット
を照合します。つまり、IPサブネットマスク内で一致するビット数が最大のものが、最適な
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一致と見なされます。たとえば、IPアドレス 9.9.8.2は、サブネット 9.9.0.0/16ではなくサブ
ネット 9.9.8.0/24と一致します。

•デバイスの IPアドレスと一致するデバイスモビリティ情報エントリがない場合、デバイス
はホームロケーションのデバイスプール設定を使用します。

•電話デバイスへのデバイスプールの割り当ては [電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウ
で行い、サブネットへのデバイスプールの割り当ては [デバイスモビリティ情報の設定(Device
Mobility Info Configuration)]ウィンドウで行います。

•サブネットアドレスには、1つまたは複数のデバイスプールを割り当てることができます。
Cisco Unified Communications Managerは、ラウンドロビン方式で、同じサブネットのデバイ
スプールをローミングデバイスに割り当てます。たとえば、ローミングデバイス 1には、
リスト内の最初のデバイスプールが割り当てられ、ローミングデバイス 2には、リスト内
の 2番目のデバイスプールが割り当てられます。このプロセスを使用すると、本社の会議
にすべての支社の従業員が参加する場合など、多数の電話機が 1つの領域に移動することが
想定される場合にロードシェアリングを行うことができます。

•物理ロケーションは [デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]ウィンドウでは必須設
定になっていませんが、デバイスモビリティ機能を使用するには、デバイスプールの物理

ロケーションを定義する必要があります。物理ロケーションの設定は、必ず、ホームのデバ

イスプールとローミング用デバイスプールに対して行ってください。

•デバイスモビリティ構造の準備ができたら、デバイスモビリティをサポートする IP Phone
に対してデバイスモビリティをオンにすることができます。

デバイスモビリティの有効化

この項では、[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]または [電話の設定(Phone
Configuration)]ウィンドウでデバイスモビリティ機能を有効にする手順について説明します。

Cisco Business Edition 5000システムでは、クラスタ設定が単一のサーバに適用されます。たと
えば、Cisco Business Edition 5000システムでクラスタのデバイスモビリティを有効にすると、
1台のサーバ上でデバイスモビリティが有効になります。

（注）

デバイスモビリティ機能を有効にする場合は、次の事項を考慮してください。

•デバイスモビリティモードが有効または無効になっている場合は、その設定がデバイスモ
ビリティをサポートしているサーバのすべての電話機に適用されます。

•インストール時点では、Device Mobility Modeサービスパラメータの設定は、デフォルトで
オフになっています。つまり、デバイスモビリティは無効になっています。

• [電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウでデバイスモビリティモードを有効または無効
にした場合、電話機の [デバイスモビリティモード(DeviceMobility Mode)]設定がサービスパ
ラメータ設定よりも優先されます。
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•電話機の [デバイスモビリティモード(Device Mobility Mode)]設定が [デフォルト(Default)]に
なっている場合、Cisco Unified Communications Managerは、デバイスに対してサービスパラ
メータ設定を使用します。

手順

ステップ 1 Device Mobilityサービスパラメータを有効にするには、次の手順を実行します。
a) CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[システム(System)] > [サービスパラメー
タ(Service Parameters)]を選択します。

b) [サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスから、Cisco CallManagerサービスを実行して
いるサーバを選択します。

c) [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco CallManager]サービスを選択
します。 [サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウが表示されま
す。

d) Device Mobility Modeサービスパラメータを有効にするには、[On]を選択します。

ステップ 2 特定の電話機の [デバイスモビリティモード(Device Mobility Mode)]を設定するには、次の手順を
実行します。

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話機(Phone)]を
選択します。

b) [検索(Find)]をクリックしてデバイスプールリストを表示するか、アクティブなクエリーの検
索結果を使用します。

c) [電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウに表示される電話機のリストから、デ
バイスを選択します。 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウが表示されます。

d) [デバイスモビリティモード(DeviceMobilityMode)]ドロップダウンリストボックスで、デバイ
スモビリティを有効にする場合は [オン(On)]を選択し、デバイスモビリティを無効にする場
合は [オフ(Off)]を選択し、電話機でDevice Mobility Modeサービスパラメータの設定が使用さ
れるようにするには [デフォルト(Default)]を選択します。

物理ロケーションの検索

ネットワーク上には複数の物理ロケーションが存在する場合があります。Cisco Unified
CommunicationsManagerでは、特定の条件に基づいて、特定の物理ロケーションを検索できます。
物理ロケーションを検索するには、次の手順を実行します。
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ブラウザセッションで作業している間は、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページ
で物理ロケーションの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこ

のメニュー項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、物理ロケー

ションの検索プリファレンスはCisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで保持され
ます。

（注）

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [物理ロケーション(Physical Location)]を選択します。
[物理ロケーションの検索/一覧表示(Find and List Physical Locations)]ウィンドウが表示されます。
ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 レコードをフィルタまたは検索する手順は、次のとおりです。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

物理ロケーションの設定

デバイスプールの物理ロケーションを追加するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [システム(System)] > [物理ロケーション(Physical Location)]を選択します。
[物理ロケーションの検索/一覧表示(Find and List Physical Locations)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 既存の物理ロケーションをコピーするには、物理ロケーションの検索,（537ページ）の説明に
従って対象の物理ロケーションを検索し、コピーする物理ロケーションの横にある [コピー
(Copy)]ボタンをクリックし、物理ロケーションの設定, （538ページ）に進みます。

b) 新しい物理ロケーションを追加するには、[新規追加(Add New)]ボタンをクリックし、物理ロ
ケーションの設定, （538ページ）に進みます。

c) 既存の物理ロケーションを更新するには、物理ロケーションの検索, （537ページ）の説明に
従って対象の物理ロケーションを検索し、物理ロケーションの設定, （538ページ）に進みま
す。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（デバイスモビリティグループの設定項目,（542ページ）を参照）。

ステップ 4 物理ロケーション情報をデータベースに保存するには、[保存(Save)]をクリックします。

物理ロケーションの設定項目

デバイスモビリティ機能で使用される物理ロケーションは、ロケーションベースのデバイスプー

ルパラメータ（日時やリージョンなど）に対応する地理的ロケーションを識別します。 Cisco
Unified Communications Managerは、地理的ロケーションを使用して、電話機に割り当てるネット
ワークリソースを判別します。ユーザがホームロケーションの外部に移動した場合、システム

は、電話機ユーザがローカルメディアリソースと、コールに適した帯域幅を使用できるようにし

ます。

たとえば、保留音（MOH）サーバが、企業内の特定のオフィスまたはキャンパスにサービスを提
供しているとします。デバイスが別のオフィスまたはキャンパスに移動し、Cisco Unified
CommunicationsManagerに再登録した場合、デバイスへのサービス提供は、ローミングロケーショ
ンにあるMOHサーバから行うのが最適です。

MOHなどのサービスの可用性に応じて物理ロケーションを定義すると、デバイスが別の物理ロ
ケーションに移動したときに、サービスを効率的かつ経済的に再割り当てできることが保証され

ます。ネットワーク構造とサービスの割り当てに応じて、市、企業キャンパス、またはビルディ

ングごとに物理ロケーションを定義することができます。

ネットワーク設定では、各ネットワークをそれぞれ別の物理ロケーションに配置することをお勧

めします。この配置により、各ネットワークを対応する物理ロケーションにマップできます。

ネットワーク構造とサービスの割り当てに応じて、市、企業キャンパス、またはビルディングご

とに物理ロケーションを定義することができます。

下の表は、物理ロケーションの設定項目に関する説明を示しています。関連する手順について

は、デバイスモビリティ, （523ページ）を参照してください。
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表 49：物理ロケーションの設定項目

説明フィールド

[物理ロケーション情報(Physical Location Information)]

物理ロケーションを識別する名前を入力します。英数字のほか、スペー

ス、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダースコア文字（_）を
任意に組み合わせて最大 50文字の名前を入力できます。

[名前(Name)]

物理ロケーションの説明を入力します。説明には、任意の言語で最大

50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、または山カッコ（<>）は使用できません。

[説明(Description)]

物理ロケーションの削除

デバイスプールで使用中の物理ロケーションは削除できません。このような物理ロケーションを

削除する場合は、まず関連付けられているデバイスプールを依存関係レコードから検索し、関連

付けを解除してから物理ロケーションを削除します。

物理ロケーションを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 削除する物理ロケーションを検索するには、物理ロケーションの検索,（537ページ）の手順に従
います。

ステップ 2 削除する物理ロケーションの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内のすべて

の物理ロケーションを選択するには、一致レコードのタイトルバーにあるチェックボックスをオ

ンにします。

ステップ 3 [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックします。

ステップ 4 選択を確定するには、[OK]をクリックします。

デバイスモビリティグループの検索

ネットワーク上には複数のデバイスモビリティグループが存在する場合があります。CiscoUnified
Communications Managerでは、特定の条件に基づいて、特定のデバイスモビリティグループを検
索できます。デバイスモビリティグループを検索するには、次の手順を実行します。
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ブラウザセッションで作業している間は、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページ
でデバイスモビリティグループの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に

移動してこのメニュー項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、デ

バイスモビリティグループの検索プリファレンスは Cisco Unified Communications Managerの
管理ページで保持されます。

（注）

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [デバイスモビリティ(DeviceMobility)] > [デバイスモビリティグループ(Device
Mobility Group)]を選択します。
[デバイスモビリティグループの検索/一覧表示(Find and List Device Mobility Groups)]ウィンドウが
表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合も

あります。

ステップ 2 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。
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デバイスモビリティグループの設定

デバイスモビリティ機能をサポートするデバイスモビリティグループを設定するには、次の手

順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [デバイスモビリティ(DeviceMobility)] > [デバイスモビリティグループ(Device
Mobility Group)]を選択します。
[デバイスモビリティグループの検索/一覧表示(Find and List Device Mobility Groups)]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 既存のデバイスモビリティグループをコピーするには、デバイスモビリティグループの検索,
（540ページ）の説明に従って対象のデバイスモビリティグループを検索し、コピーするデバ
イスモビリティグループの横にある [コピー(Copy)]ボタンをクリックします。

b) 新しいデバイスモビリティグループを追加する場合は、[新規追加(Add New)]ボタンをクリッ
クします。

c) 既存のデバイスモビリティグループを更新するには、デバイスモビリティグループの検索,
（540ページ）の説明に従って対象のデバイスモビリティグループを検索します。

ステップ 3 適切なフィールドに値を入力します（デバイスモビリティグループの設定項目, （542ページ）
を参照）。

ステップ 4 デバイスモビリティグループ情報をデータベースに保存するには、[保存(Save)]をクリックしま
す。

デバイスモビリティグループの設定項目

デバイスモビリティグループは、デバイスモビリティ機能をサポートしています。デバイスモ

ビリティグループは、ネットワークにおける最上位レベルの地理的エンティティを表します。デ

バイスモビリティグループでは、ネットワークのサイズや範囲に応じて、国、地域、州や県、

市、またはその他のエンティティを表すことができます。たとえば、世界規模のネットワークを

持つ企業であれば、個々の国を表すデバイスモビリティグループを選択し、国内または地域ネッ

トワークを持つ企業であれば、州、県、または市を表すデバイスモビリティグループを定義する

ことができます。

デバイスモビリティグループでは、類似のダイヤルパターンを使用するサイトの論理グルー

プを定義します（たとえば、US_dmgおよび EUR_dmg）。
ヒント

下の表は、デバイスモビリティグループの設定項目に関する説明を示しています。関連する手

順については、デバイスモビリティ, （523ページ）を参照してください。
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表 50：デバイスモビリティグループの設定項目

説明フィールド

[デバイスモビリティグループ情報(Device Mobility Group Information)]

デバイスモビリティグループを識別する名前を入力します。[名前(Name)]

プロファイルの説明を入力します。説明には、任意の言語で最大 50文
字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、アン
パサンド（&）、または山カッコ（<>）は使用できません。

[説明(Description)]

デバイスモビリティグループの削除

デバイスプールで使用中のデバイスモビリティグループは削除できません。このようなデバイ

スモビリティグループを削除する場合は、まず関連付けられているデバイスプールを依存関係

レコードから検索し、関連付けを解除してからデバイスモビリティグループを削除する必要があ

ります。

手順

ステップ 1 削除するデバイスモビリティグループを検索するには、デバイスモビリティグループの検索,
（540ページ）の手順に従います。

ステップ 2 削除するデバイスモビリティグループの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンド

ウ内のすべてのデバイスモビリティグループを選択するには、一致レコードのタイトルバーにあ

るチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックします。

ステップ 4 選択を確定するには、[OK]をクリックします。

デバイスモビリティ情報の検索

ネットワーク上には複数のデバイスモビリティ情報レコードが存在する場合があります。Cisco
Unified CommunicationsManagerでは、特定の条件に基づいて、特定のデバイスモビリティ情報を
検索できます。デバイスモビリティ情報を検索するには、次の手順を実行します。
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ブラウザセッションで作業している間は、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページ
でデバイスモビリティ情報の検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動

してこのメニュー項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、デバイ

スモビリティ情報の検索プリファレンスは Cisco Unified Communications Managerの管理ペー
ジで保持されます。

（注）

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [デバイスモビリティ(Device Mobility)] > [デバイスモビリティ情報(Device
Mobility Info)]を選択します。
[デバイスモビリティ情報の検索/一覧表示(Find and List Device Mobility Infos)]ウィンドウが表示さ
れます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もありま

す。

ステップ 2 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であ

ることを確認して、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、指定した
すべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-]ボタン
をクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィルタのクリア
(Clear Filter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。
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デバイスモビリティ情報の設定

デバイスモビリティ情報を追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [デバイスモビリティ(Device Mobility)] > [デバイスモビリティ情報(Device
Mobility Info)]を選択します。
[デバイスモビリティ情報の検索/一覧表示(Find and List Device Mobility Infos)]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 既存のデバイスモビリティ情報をコピーするには、デバイスモビリティ情報の検索,（543ペー
ジ）の説明に従って対象のデバイスモビリティ情報を検索し、コピーするデバイスモビリティ

情報の横にある [コピー(Copy)]ボタンをクリックします。
b) 新しいデバイスモビリティ情報を追加する場合は、[新規追加(Add New)]ボタンをクリックし
ます。

c) 既存のデバイスモビリティ情報を更新するには、デバイスモビリティ情報の検索, （543ペー
ジ）の説明に従って対象のデバイスモビリティ情報を検索します。

ステップ 3 適切なフィールドに値を入力します（デバイスモビリティグループの設定項目, （542ページ）
を参照）。

ステップ 4 デバイスモビリティ情報をデータベースに保存するには、[保存(Save)]をクリックします。

デバイスモビリティ情報の設定項目

[デバイスモビリティ情報の設定(Device Mobility Info Configuration)]ウィンドウでは、デバイスモ
ビリティ用に使用するサブネットとデバイスプールを指定します。電話機が Cisco Unified
CommunicationsManagerに登録されると、デバイスの IPアドレスが、[デバイスモビリティ情報の
設定(DeviceMobility InfoConfiguration)]ウィンドウでデバイスモビリティ用に設定されたサブネッ
トと比較されます。 IPサブネットマスク内で一致するビット数が最大のものが、最適な一致と見
なされます（最長一致規則）。たとえば、IPアドレス 9.9.8.2は、サブネット 9.9.0.0/16ではなく
サブネット 9.9.8.0/24と一致します。

電話レコード内のデバイスプールが、対応するサブネットのデバイスプールと一致する場合、シ

ステムは、電話機がそのホームロケーションにあると見なします。その結果、電話機にはその

ホームデバイスプールのパラメータが保持されます。

電話レコード内のデバイスプールが、対応するサブネットのデバイスプールと一致しない場合、

システムは、電話機が移動中であると見なします。デバイスモビリティの動作の概要,（527ペー
ジ）に、デバイスモビリティの考えられるシナリオと、システムの応答を示します。
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下の表は、デバイスモビリティ情報の設定項目に関する説明を示しています。関連する手順につ

いては、デバイスモビリティ, （523ページ）を参照してください。

表 51：デバイスモビリティ情報の設定項目

説明フィールド

[デバイスモビリティ情報(Device Mobility Info Information)]

デバイスモビリティ情報レコードを識別する名前を入力します。[名前(Name)]

デバイスモビリティのサブネットをドット付き 10進数形式（たとえ
ば、xxx.xxx.xxx.xxx）で入力します。

[サブネット(Subnet)]

デバイスモビリティのサブネットマスクを入力します。この値は、

ビットマスクに基づいて、対象のサブネットに含まれる IPアドレスの
数値を表します。たとえば、24は、標準クラス Cのサブネットビット
マスクを表します。

この値は電話機のサブネットマスクと一致する必要はありません。

[サブネットマスク
（ビットサイズ）
*(Subnet Mask (bits
size)*)]

[このデバイスモビリティのデバイスプール情報(Device Pools for This Device Mobility Info)]

[使用可能なデバイスプール(Available Device Pools)]リストボックスで
デバイスプールを選択し、2つのリストボックスの間にある下矢印ボ
タンをクリックします。

リスト内の連続する複数のデバイスプールを追加するには、範囲の最

初のデバイスプールをクリックし、Shiftキーを押しながら範囲の最後
のデバイスプールをクリックします。 2つのリストボックスの間にあ
る下矢印ボタンをクリックして、デバイスプールを追加します。

リスト内の連続しない複数のデバイスプールを追加するには、Control
（Ctrl）キーを押しながらデバイスプールをクリックします。 2つのリ
ストボックスの間にある下矢印ボタンをクリックして、選択したデバ

イスプールを追加します。

[使用可能なデバイス
プール(Available Device
Pools)]

デバイスモビリティレコードから削除する任意のデバイスプールを選

択し、ダブルクリックするか、上矢印を使用して、デバイスプールを

[使用可能なデバイスプール(AvailableDevice Pools)]フィールドに戻しま
す。

[選択されたデバイス
プール(Selected Device
Pools)]
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デバイスモビリティ情報の削除

デバイスで使用中のデバイスモビリティ情報を削除すると、デバイスモビリティ,（523ページ）
の章の説明に従って、Cisco Unified Communications Managerで適切なデバイスモビリティ規則が
再適用されます。

デバイスモビリティ情報レコードを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 削除するデバイスモビリティ情報を検索するには、デバイスモビリティ情報の検索, （543ペー
ジ）の手順に従います。

ステップ 2 削除するデバイスモビリティレコードの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンド

ウ内のすべてのレコードを選択するには、一致レコードのタイトルバーにあるチェックボックス

をオンにします。

ステップ 3 [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックします。

ステップ 4 選択を確定するには、[OK]をクリックします。

デバイスモビリティ用のデバイスプールの設定

デバイスがデバイスモビリティグループ内を移動した場合、またはデバイスモビリティグルー

プ外に移動した場合、[デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]ウィンドウのローミング依
存設定がデバイスレベルの設定よりも優先されます。 [日時グループ(Date/TimeGroup)]、[リージョ
ン(Region)]、[メディアリソースグループリスト(Media Resource Group List)]、[ロケーション
(Location)]、[ネットワークロケール(NetworkLocale)]、[SRST参照先(SRSTReference)]、[物理ロケー
ション(Physical Location)]、[デバイスモビリティグループ(Device Mobility Group)]などの設定が該
当します。これらの設定は、コールアドミッション制御と音声コーデックの選択に使用されま

す。また、これらの設定によりメディアリソースグループリスト（MRGL）が更新されるため、
保留音、会議、トランスコーディングなどに適切なリモートメディアリソースが使用されるよう

になります。SurvivableRemote Site Telephony（SRST）ゲートウェイもローミング依存設定によっ
て更新されます。モバイルユーザは、移動中に別のSRSTゲートウェイに登録されます。移動中
の電話機が SRSTモードになっている場合、この登録処理はダイヤル動作に影響する可能性があ
ります。

[デバイスプール設定(DevicePoolConfiguration)]ウィンドウのデバイスモビリティ関連のパラメー
タがデバイスレベルの設定よりも優先されるのは、デバイスがデバイスモビリティグループ内を

移動中の場合だけです。コーリングサーチスペースによってダイヤル可能なパターンまたは到

達可能なデバイスが決定されるため、デバイスモビリティ関連の設定はダイヤルプランに影響し

ます。

デバイスプールパラメータの設定方法については、『Cisco Unified Communications Managerアド
ミニストレーションガイド』を参照してください。
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ローミング用デバイスプールパラメータの表示
ローミング用デバイスプールの設定を表示するには、電話機でデバイスモビリティモードが有

効になっている状態で、[電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウの [デバイスモビリティモー
ド(Device Mobility Mode)]フィールドの横にある [現在のデバイスモビリティ設定の表示(View
Current Device Mobility Settings)]をクリックします。デバイスが移動中でない場合は、ホームロ
ケーションの設定が表示されます。
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第 21 章

サイレント

この章では、次のようなオプションを備えたサイレント（DND）機能に関する情報を提供しま
す。

• [コール拒否(CallReject)]：このオプションは、着信コールの情報をユーザに提示しないこと
を指定します。 [DND着信呼警告(DND Incoming Call Alert)]パラメータをどのように設定し
たかに応じて、電話機はビープ音を再生したり、コールのフラッシュ通知を表示したりし

ます。

• [呼出音オフ(RingerOff)]：このオプションは、呼び出し音をオフにしますが、着信コール情
報がデバイスに表示されるため、ユーザはコールを受け付けることができます。

ユーザは、Cisco Unified IP Phoneまたは Cisco Unified CMのユーザオプションから直接 DNDを
設定できます。

• サイレントの設定, 549 ページ

• サイレント機能, 550 ページ

• サイレントのアーキテクチャ, 551 ページ

• サイレントのシステム要件, 552 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 553 ページ

• サイレントのインストールとアクティブ化, 556 ページ

• サイレントの設定, 557 ページ

• サイレントの使用方法, 562 ページ

• サイレントのトラブルシューティング, 566 ページ

サイレントの設定
サイレント（DND）機能は、次のオプションを提供します。
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• [コール拒否(Call Reject)]：このオプションは、着信コールの情報をユーザに提示しないこと
を指定します。 [DND着信呼警告(DND IncomingCallAlert)]パラメータをどのように設定した
かに応じて、電話機はビープ音を再生したり、コールのフラッシュ通知を表示したりしま

す。

• [呼出音オフ(Ringer Off)]：このオプションは、呼び出し音をオフにしますが、着信コール情
報がデバイスに表示されるため、ユーザはコールを受け付けることができます。

DNDが有効の場合、通常優先順位の新しい着信コールはすべて、デバイスの DND設定に従いま
す。 Cisco Emergency Responder（CER）コールやMulti-Level Precedence & Preemption（MLPP）を
使用したコールなど、高優先順位のコールが着信した場合は、デバイスで呼び出し音が鳴ります。

また、DNDを有効にすると、自動応答機能が無効になります。

手順

ステップ 1 DNDのサービスパラメータを設定します。

ステップ 2 DNDのソフトキーを設定します。

ステップ 3 DND機能ボタンを設定します。

ステップ 4 デバイスベースの DNDパラメータを設定します。

ステップ 5 電話プロファイルを設定します。

関連トピック

サイレントのサービスパラメータの設定, （557ページ）
DNDソフトキーの設定, （557ページ）
DNDに関するデバイスパラメータの設定, （558ページ）
共通の電話プロファイルへの DNDの追加, （560ページ）
サイレント機能, （550ページ）

サイレント機能
DNDが有効の場合、通常優先順位の新しい着信コールはすべて、デバイスの DND設定に従いま
す。 Cisco Emergency Responder（CER）コールやMulti-Level Precedence & Preemption（MLPP）を
使用したコールなど、高優先順位のコールが着信した場合は、デバイスで呼び出し音が鳴ります。

また、DNDを有効にすると、自動応答機能が無効になります。

ユーザは、次のいずれかの方法で、DNDの有効と無効を切り替えることができます。

•ソフトキー

•機能ボタン

• Cisco Unified CMのユーザオプションのウィンドウ
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Cisco Unified Communications Managerの管理ページでは、電話機ごとに DNDを有効または無効に
することもできます。

DNDを有効にした場合は、Cisco Unified IP Phoneにサイレントがアクティブになったことを示す
メッセージが表示されます。 DNDがアクティブである場合、一部の Cisco Unified IP Phoneに
DNDステータスアイコンが表示されます。 Cisco Unified IP Phoneと DND機能の詳細について
は、その IP Phoneのユーザガイドを参照してください。

呼警告の設定

DNDの [呼出音オフ(RingerOff)]または [コール拒否(Call Reject)]が有効の場合、着信呼警告がユー
ザにどのように表示されるかは、[DND着信呼警告(DND Incoming Call Alert)]の設定によって決ま
ります。次のリストに、利用可能なオプションを示します。

• [なし(None)]：このオプションは、[共通の電話プロファイル(Common Phone Profile)]ウィン
ドウの [DND着信呼警告(DND IncomingCallAlert)]設定をこのデバイスに使用することを指定
します。

• [無効(Disable)]：このオプションは、コールのビープと点滅通知の両方をディセーブルにしま
すが、DNDのオプションが [呼出音オフ(Ringer Off)]の場合、引き続き着信コール情報が表
示されます。DNDのオプションが [コール拒否(CallReject)]の場合、警告は何も表示されず、
デバイスには何の情報も送られません。

• [ビープ音のみ(Beep Only)]：着信コールの場合、このオプションによって、電話機でビープ
音のみが再生されます。

• [フラッシュのみ(Flash Only)]：着信コールの場合、このオプションによって、電話機で点滅
アラートのみが表示されます。

[DND着信呼警告(DND Incoming Call Alert)]は、デバイスごとに設定できます。また、グループご
とに設定する場合は、[共通の電話プロファイル(Common Phone Profile)]ウィンドウで設定するこ
ともできます。デバイスレベルで設定しない場合は、[共通の電話プロファイル(Common Phone
Profile)]の設定が使用されます。

サイレントのアーキテクチャ
ここでは、SIPデバイスと SCCPデバイスの両方に関する DNDアーキテクチャの概要を示しま
す。

SIP デバイスの DND ステータス通知
CiscoUnified CommunicationsManagerは、SIPデバイスまたはCiscoUnified CommunicationsManager
デバイスが開始するサイレントをサポートしています。DNDステータスの変更信号がSIPデバイ
スから Cisco Unified Communications Managerに送信されるときは、SIP PUBLISHメソッド
（RFC3909）が使用されます。DNDステータスの変更信号がCiscoUnifiedCommunicationsManager
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から SIPデバイスに送信されるときは、dndupdate Remote-cc REFER要求が使用されます。また、
Cisco Unified Communications Managerでは、デバイスのサイレントステータスを、デバイスのビ
ジーステータスおよびアイドルステータスと一緒に発行することもできます。

SCCP デバイスの DND ステータス通知
Cisco Skinny Client Control Protocol（SCCP）は、SCCPデバイスまたはCiscoUnified Communications
Managerデバイスが開始するサイレント要求をサポートしています。DNDステータスの変更信号
が SCCPデバイスから Cisco Unified CommunicationsManagerに送信されるときは、SCCPメッセー
ジが使用されます。

サイレントのシステム要件
ここでは、サイレントに関するソフトウェア要件とハードウェア要件を示します。

ソフトウェア要件

サイレント機能が動作するには、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 6.0(1)以降

ハードウェア要件

以下の Cisco Unified IP Phoneがサイレント機能をサポートしています。

• Cisco Unified IP Phone 6900シリーズ（6901と 6911を除く）

• Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ

• Cisco Unified IP Phone 8900シリーズ

• Cisco Unified IP Phone 9900シリーズ

SIPを実行している Cisco Unified IP Phone 7940および 7960は、サイレントに関する独自の下
位互換性を実装しています。この設定は、[SIPプロファイル(SIP Profile)]ウィンドウで行いま
す。

（注）

Cisco Unified IP PhoneとDND機能の詳細については、使用している電話機モデルのユーザマニュ
アルを参照してください。
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サイレントのデバイスサポート状況の確認

サイレントをサポートするデバイスの完全なリストを作成するには、Cisco Unified Reportingアプ
リケーションを使用します。そのためには、次の手順に従います。

CiscoUnified Reportingアプリケーションの詳細については、『CiscoUnified Reporting Administration
Guide』を参照してください。

手順

ステップ 1 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reportingを開始します。
Webアプリケーションへのアクセスを許可されるまで、ユーザの認証には Cisco Tomcatサービス
が使用されます。アプリケーションには次の方法でアクセスできます。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのナビゲーションメニューで [CiscoUnified
Reporting]を選択し、[Go]をクリックします。

• Cisco Unified Real TimeMonitoring Tool（RTMT）のメニューで [File] > [Cisco Unified Reporting]
を選択します。

• https://<サーバ名または IP アドレス>:8443/cucreports/と入力し、認証済みのユー
ザ名とパスワードを入力します。

ステップ 2 ナビゲーションバーで、[System Reports]をクリックします。

ステップ 3 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List]オプションをク
リックします。

ステップ 4 [Generate a new report]リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートがす
でに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List]リンクをクリックします。

ステップ 5 DNDをサポートするすべてのデバイスのレポートを生成するには、対応するドロップダウンリス
トボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタンをクリックします。
[Product]：[All]

[Feature]：[Do Not Disturb]

[List Features]ペインに、DNDがサポートされているすべてのデバイスのリストが表示されます。
カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーをクリックして、リスト
をソートできます。

インタラクションおよび制限事項
ここでは、サイレントのインタラクションおよび制限事項に関する情報を提供します。
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インタラクション

ここでは、サイレント機能と Cisco Unified Communications Managerアプリケーションおよびコー
ル処理機能がどのように相互作用するかについて説明します。

不在転送

Cisco Unified IP Phoneでは、サイレント（DND）機能がアクティブであることを示すメッセージ
の方が、新しいボイスメールメッセージが存在することを示すメッセージよりも優先されます。

これにより、ユーザは DNDがアクティブになったことを把握できます。ただし、不在転送機能
がアクティブであることを示すメッセージは DNDよりも優先されます。

パーク復帰

ローカルでパークされたコールについては、DND（両方のオプション）よりもパーク復帰が優先
されます。 DNDが有効になっている電話機 Aがコールをパークしている場合、電話機 Aに対す
るパーク復帰は通常どおりに処理され、電話機 Aで呼び出し音が鳴ります。

リモートでパークされたコールについては、パーク復帰よりも DNDが優先されます。

• DNDの [呼出音オフ(Ringer Off)]がアクティブになっている電話機 Aが電話機 A'と回線を共
有している場合、電話機 A'がコールをパークしているときは、電話機 Aでパーク復帰が行
われても、呼び出し音は鳴りません。この場合は、DND設定に従います。

•電話機 Aが DNDの [コール拒否(Call Reject)]をアクティブにしている場合、パーク復帰コー
ルは電話機 Aに表示されません。

ピックアップ

ローカルで開始されたピックアップ要求については、DND（両方のオプション）よりもピックアッ
プが優先されます。DNDが有効になっている電話機Aが何らかのピックアップを開始した場合、
ピックアップコールは通常どおりに表示され、電話機 Aで呼び出し音が鳴ります。

リモートで開始されたピックアップ要求については、ピックアップよりもDNDが優先されます。

• DNDの [呼出音オフ(Ringer Off)]がアクティブになっている電話機 Aが電話機 A'と回線を共
有している場合、電話機A'がピックアップを開始したときは、電話機Aに対するピックアッ
プコールによって呼び出し音が鳴ることはありません。この場合は、DND設定に従います。

•電話機AがDNDの [コール拒否(Call Reject)]モードにある場合、ピックアップコールは電話
機 Aに表示されません。
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保留復帰とインターコム

保留復帰とインターコムは、DND（両方のオプション）よりも優先されます。したがって、コー
ルは通常どおりに表示されます。

MLPP と CER
MLPP（SCCPを実行している電話機）および CERコールは、DND（両方のオプション）よりも
優先されます。MLPPコールとCERコールは通常どおりに表示され、電話機で呼び出し音が鳴り
ます。

折り返し

発信側に関しては、折り返しはDNDよりも優先されます。アクティブなデバイスがDNDモード
（両方のオプション）にある場合でも、折り返し通知（音声と表示の両方）はユーザに表示され

ます。

受信側に関しては、折り返しよりも DNDが優先されます。

•受信側が DNDの [呼出音オフ(Ringer Off)]モードにある場合、受信側がオフフックにしてか
らオンフックにした後に、折り返しを使用可能とする画面が送信されます。

•受信側が DNDの [コール拒否(Call Reject)]モードにあって使用可能である（オフフック後に
オンフックになっている）とき、アクティブなデバイスが同じクラスタにある場合、そのア

クティブなデバイスに対して「<DirectoryNumber>は使用可能になりましたが、DND-Rにあ
ります。」という新しい画面が送信されます。折り返し通知は、受信側が DNDの [コール
拒否(Call Reject)]を無効にした後でのみ送信されます。

ピックアップ通知

DNDのオプションが [呼出音オフ(RingerOff)]の場合、ビジュアル通知だけがデバイスに表示され
ます。

DNDのオプションが [コール拒否(Call Reject)]の場合、デバイスに通知は表示されません。

ハントリスト

ハントリスト内のデバイスがDNDの [呼出音オフ(RingerOff)]をアクティブにしている場合でも、
そのハントリストにコールが発信されると、そのコールはユーザに表示されます。ただし、[DND
着信呼警告(DND Incoming Call Alert)]を設定した場合は、この設定が適用されます。

ハントリスト内のデバイスが DNDの [コール拒否(Call Reject)]をアクティブにしている場合、そ
のハントリストに発信されたコールは次のメンバに送られ、このデバイスには送信されません。
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エクステンションモビリティ

エクステンションモビリティでは、デバイスプロファイルの設定には、[DND着信呼警告(DND
Incoming Call Alert)]と DNDステータスが含まれます。ユーザがログインし、DNDを有効にする
と、[DND着信呼警告(DND Incoming Call Alert)]と DNDステータスの設定が保存されます。これ
らの設定は、ユーザが再度ログインしたときに使用されます。

エクステンションモビリティにログインしているユーザが [DND着信呼警告(DNDIncomingCall
Alert)]と DNDステータスの設定を変更しても、実際のデバイス設定には影響しません。

（注）

制限事項

使用中の電話機またはデバイスのタイプに応じて、DNDの使用は一部制限されます。

• SCCPを実行している電話機モデルおよびデバイスのうち、次のものは DNDの [呼出音オフ
(Ringer Off)]オプションだけをサポートします。

◦ Cisco Unified IP Phone 7940

◦ Cisco Unified IP Phone 7960

◦ Cisco IP Communicator

SIPを実行する Cisco Unified IP Phone 7940および 7960は、サイレントに関す
る独自の下位互換性を実装しています。

（注）

•次の電話機モデルおよびデバイスは、DNDの [コール拒否(Call Reject)]オプションだけをサ
ポートします。

◦モバイルデバイス（デュアルモード）

◦リモート接続先プロファイル

◦ Cisco Unified Mobile Communicator

サイレントのインストールとアクティブ化
サイレントというシステム機能は、Cisco Unified Communications Managerソフトウェアに標準装
備されています。この機能は、特にインストールする必要はありません。
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サイレントの設定
この項では、サイレント機能の設定手順について説明します。

サイレント機能を設定する前に、DNDの設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

サイレントの設定, （549ページ）

サイレントのサービスパラメータの設定

Cisco Unified Communications Managerは、サイレントに関するシステム規模のサービスパラメー
タの 1つである BLF Status Depicts DNDを提供します。このパラメータは、BLF（Busy Lamp
Field）ステータスの計算において DNDステータスを考慮するかどうかを指定します。パラメー
タは [True]または [False]に設定できます。

• BLF Status Depicts DNDに [True]を指定し、DNDがデバイスでアクティブになった場合は、
デバイスの BLFステータスインジケータまたはラインアピアランスに DNDの状態が反映
されます。

• BLF Status Depicts DNDに [False]を指定し、DNDがデバイスでアクティブになった場合は、
デバイスの BLFステータスインジケータまたはラインアピアランスに実際のデバイス状態
が反映されます。

BLF Status Depicts DNDがクラスタに対して有効または無効になっている場合は、そのクラスタ設
定が DNDをサポートしているサーバのすべての電話機に適用されます。

このサービスパラメータを設定するには、[システム(System)] > [サービスパラメータ(Service
Parameters)]に移動し、設定するサーバの [CiscoCallManager]サービスを選択します。 [Clusterwide
Parameters (System - Presence)]ペインで、[BLFStatusDepictsDND]に目的の状態を指定します。

（注）

DND ソフトキーの設定
デフォルトのソフトキーテンプレートでは、DNDのソフトキーは使用可能になりません。 DND
のソフトキーを追加するには、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [ソフト
キーテンプレート(Softkey Template)]に移動し、[ソフトキーテンプレートの設定(Softkey Template
Configuration)]ウィンドウでソフトキーテンプレートにサイレントを追加し、テンプレートをデ
バイスに関連付けます。

DNDのソフトキーは次の状態で使用可能になります。
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•接続時

•接続時（会議打診）

•接続時（転送打診）

•オフフック

•オフフック（機能使用時）

•保留

•リモートで使用中

•オンフック

•着信中

•発信中

•先頭桁入力後

DND ボタンの設定
DNDボタンを設定するには、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [電話ボタン
テンプレート(Phone Button Template)]に移動し、[電話ボタンテンプレートの設定(Phone Button
Template Configuration)]ウィンドウで [Do Not Disturb]を追加します。

DND に関するデバイスパラメータの設定
特定の Cisco Unified IP Phone上で DNDを設定するには、[デバイス(Device)] > [電話機(Phone)]に
移動して設定する電話機を選択します。 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの [サイレ
ント(Do Not Disturb)]ペインで、以下の表に示されているパラメータを設定します。

表 52：DND のデバイスパラメータ

説明フィールド

電話機でサイレントを有効にするには、このチェックボック

スをオンにします。

[サイレント(Do Not Disturb)]
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説明フィールド

電話機でDNDを有効にした場合、このパラメータでは、DND
機能が着信コールをどのように処理するかを指定します。

• [コール拒否(Call Reject)]：このオプションは、着信コー
ルの情報をユーザに提示しないことを指定します。[DND
着信呼警告(DND Incoming Call Alert)]パラメータをどの
ように設定したかに応じて、電話機はビープ音を再生し

たり、コールのフラッシュ通知を表示したりします。

• [呼出音オフ(Ringer Off)]：このオプションは、呼び出し
音をオフにしますが、着信コール情報がデバイスに表示

されるため、ユーザはコールを受け付けることができま

す。

• [共通の電話プロファイル設定を使用(Use Common Phone
Profile Setting)]：このオプションは [共通の電話プロファ
イル(CommonPhone Profile)]ウィンドウの [DNDオプショ
ン(DND Option)]設定をこのデバイスに使用することを
指定します。

SCCPを実行している 7940/7960電話機の場合、選
択できるのは [呼出音オフ(Ringer Off)]オプション
だけです。モバイルデバイスとデュアルモード

フォンの場合、選択できるのは [コール拒否(Call
Reject)]オプションだけです。モバイルデバイスま
たはデュアルモードフォンでサイレント（DND）
の [コール拒否(Call Reject)]をアクティブにしてい
る場合、デバイスにはコール情報は何も表示されま

せん。

（注）

[DNDオプション(DND Option)]
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説明フィールド

DNDの [呼出音オフ(Ringer Off)]オプションまたは [コール拒
否(Call Reject)]オプションを有効にした場合、このパラメー
タは電話機でコールを表示する方法を指定します。

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選

択します。

• [なし(None)]：このオプションは、[共通の電話プロファ
イル(Common Phone Profile)]ウィンドウの [DND着信呼
警告(DND Incoming Call Alert)]設定をこのデバイスに使
用することを指定します。

• [無効(Disable)]：このオプションは、コールのビープと
点滅通知の両方をディセーブルにしますが、DNDのオ
プションが [呼出音オフ(RingerOff)]の場合、引き続き着
信コール情報が表示されます。 DNDのオプションが
[コール拒否(Call Reject)]の場合、警告は何も表示され
ず、デバイスには何の情報も送られません。

• [ビープ音のみ(Beep Only)]：着信コールの場合、このオ
プションによって、電話機でビープ音のみが再生されま

す。

• [フラッシュのみ(Flash Only)]：着信コールの場合、この
オプションによって、電話機で点滅アラートのみが表示

されます。

[DND着信呼警告(DND Incoming
Call Alert)]

共通の電話プロファイルへの DND の追加
DNDを共通の電話プロファイルに追加するには、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [共通の電話プロファイル(Common Phone Profile)]に移動し、変更する電話プロファイ
ルを選択します。 [共通の電話プロファイルの設定(Common Phone Profile Configuration)]ウィンド
ウで、下の表に示されている DNDのパラメータを設定します。
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表 53：共通の電話プロファイルにおける DND のパラメータ

説明フィールド

電話機で DNDを有効にした場合、このパラメータでは、
DND機能が着信コールをどのように処理するかを指定し
ます。

• [コール拒否(Call Reject)]：このオプションは、着信
コールの情報をユーザに提示しないことを指定しま

す。 [DND着信呼警告(DND Incoming Call Alert)]パラ
メータをどのように設定したかに応じて、電話機は

ビープ音を再生したり、コールのフラッシュ通知を表

示したりします。

• [呼出音オフ(RingerOff)]：このオプションは、呼び出
し音をオフにしますが、着信コール情報がデバイスに

表示されるため、ユーザはコールを受け付けることが

できます。

モバイルデバイスとデュアルモードフォンの場

合、選択できるのは [コール拒否(Call Reject)]オ
プションだけです。モバイルデバイスまたは

デュアルモードフォンでサイレント（DND）の
[コール拒否(Call Reject)]をアクティブにしてい
る場合、デバイスにはコール情報は何も表示さ

れません。

（注）

[DNDオプション(DND Option)]
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説明フィールド

DNDの [呼出音オフ(Ringer Off)]オプションまたは [コール
拒否(Call Reject)]オプションを有効にした場合、このパラ
メータは電話機でコールを表示する方法を指定します。

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを

選択します。

• [なし(None)]：このオプションは、[共通の電話プロ
ファイル(Common Phone Profile)]ウィンドウの [DND
着信呼警告(DND Incoming Call Alert)]設定をこのデバ
イスに使用することを指定します。

• [無効(Disable)]：このオプションは、コールのビープ
と点滅通知の両方をディセーブルにしますが、DND
のオプションが [呼出音オフ(Ringer Off)]の場合、引
き続き着信コール情報が表示されます。DNDのオプ
ションが [コール拒否(Call Reject)]の場合、警告は何
も表示されず、デバイスには何の情報も送られませ

ん。

• [ビープ音のみ(Beep Only)]：着信コールの場合、この
オプションによって、電話機でビープ音のみが再生さ

れます。

• [フラッシュのみ(FlashOnly)]：着信コールの場合、こ
のオプションによって、電話機で点滅アラートのみが

表示されます。

[DND着信呼警告(DND Incoming Call
Alert)]

サイレントの使用方法
この項では、サイレントの使用手順や、サイレントに関するさまざまなコールシナリオでの使用

例について説明します。

サイレント機能の使用方法

サイレントは、次のいずれかの方法でアクティブにすることができます。

•ソフトキー

•機能ボタン

• Cisco Unified CMのユーザオプション
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DNDをアクティブにすると、電話機のステータス行に「サイレントはアクティブです」と表示さ
れます。次に、DND回線ボタンアイコンが中空の円になり、ランプがオレンジ色に点灯します。

DNDをアクティブにしても、電話機で着信コールの通知を受信することができます。この動作
は、CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページにある [DND着信呼警告(DND IncomingCall
Alert)]で指定されたとおりに行われます。ただし、高優先順位のコール（CiscoEmergencyResponder
コールやMLPPコールなど）が着信した場合を除き、電話機で呼び出し音が鳴ることはありませ
ん。

また、電話機で呼び出し音が鳴っているときにDNDを有効にすると、呼び出し音は停止します。

サイレントの使用例

この項では、DNDの [呼出音オフ(RingerOff)]オプションおよび [コール拒否(Call Reject)]オプショ
ンの両方に関して、サイレント機能が有効になっている電話機でコールがどのように表示される

かについての例を示します。

DND の呼び出し音オフオプション
次の例では、DNDの [呼出音オフ(Ringer Off)]オプションを使用します。

非共有回線で DND の [呼出音オフ(Ringer Off)] が有効になっている場合の通常優先順位のコール

下の図は、非共有回線で DNDの [呼出音オフ(Ringer Off)]が有効になっている電話機に対して通
常優先順位のコールを発信する場合の DNDに関連する手順を示しています。

1 電話機BがDNDをアクティブにします。電話機Bに「サイレントはアクティブです」と表示
されます。

2 電話機 Aが電話機 Bにダイヤルします。

3 電話機 Bでビープ音が鳴り、電話機 Aが呼び出し音を受信します。

図 24：非共有回線で DND の [呼出音オフ(Ringer Off)] が有効になっている場合の通常優先順位のコール
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共有回線で DND の [呼出音オフ(Ringer Off)] が有効になっている場合の通常優先順位のコール

下の図は、共有回線で DNDの [呼出音オフ(Ringer Off)]が有効になっている電話機に対して通常
優先順位のコールを発信する場合の DNDに関連する手順を示しています。

1 電話機BがDNDをアクティブにします。電話機Bに「サイレントはアクティブです」と表示
されます。

2 電話機 Aが電話機 Bの共有回線にダイヤルします。

3 電話機 Bでビープ音が鳴ります。一方、回線を共有している電話機 B'では通常どおりに呼び
出し音が鳴ります。

4 電話機 Aが呼び出し音を受信します。

図 25：共有回線で DND の [呼出音オフ(Ringer Off)] が有効になっている場合の通常優先順位のコール

共有回線で DND の [呼出音オフ(Ringer Off)] が有効になっている場合の高優先順位のコール

下の図は、非共有回線で DNDの [呼出音オフ(Ringer Off)]が有効になっている電話機に対して高
優先順位のコールを発信する場合の DNDに関連する手順を示しています。

1 電話機BがDNDをアクティブにします。電話機Bに「サイレントはアクティブです」と表示
されます。

2 電話機 Aが電話機 Bの共有回線にダイヤルします。

3 電話機 Bでビープ音が鳴ります。一方、回線を共有している電話機 B'では通常どおりに呼び
出し音が鳴ります。

4 電話機 Aが呼び出し音を受信します。

5 電話機 Bが応答し、コールをパークします。
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6 パーク復帰が行われ、電話機 Bで通常どおりに呼び出し音が鳴ります。

図 26：共有回線で DND の [呼出音オフ(Ringer Off)] が有効になっている場合の高優先順位のコール

非共有回線で DND および無応答時転送が有効になっている場合の通常コール

次の手順は、DNDと無応答時転送（CFNA）の両方がアクティブになっている電話機に対して発
信するコールのコールフローを示しています。

1 電話機 Bが、電話機 Cにコールを転送するように無応答時転送を設定します。

2 電話機 Bが DNDをアクティブにします。

3 電話機 Aが電話機 Bにコールします。

4 電話機 Bでビープ音が鳴りますが、コールには応答しません。

5 コールが電話機 Cに転送され、電話機 Cで通常どおりに呼び出し音が鳴ります。

DND のコール拒否オプション
次の例では、DNDの [コール拒否(Call Reject)]オプションを使用します。

非共有回線で DND の [コール拒否(Call Reject)] が有効になっている場合の通常優先順位のコール

次の手順は、非共有回線で [コール拒否(Call Reject)]が有効になっている場合のコールのコールフ
ローを示しています。

1 電話機 Bは、DNDの [コール拒否(Call Reject)]をアクティブにし、[DND着信呼警告(DND
Incoming Call Alert)]を [ビープ音のみ(Beep Only)]に設定しています。

2 電話機 Aが電話機 Bにコールします。

3 Cisco Unified Communications Managerは、理由がユーザビジーのコールを拒否します。

4 電話機 Bはビープ音だけを受信します。
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共有回線で DND の [コール拒否(Call Reject)] が有効になっている場合の通常優先順位のコール

次の手順は、共有回線で [コール拒否(Call Reject)]が有効になっている場合のコールのコールフ
ローを示しています。

1 電話機 Bは、DNDの [コール拒否(Call Reject)]をアクティブにし、[DND着信呼警告(DND
Incoming Call Alert)]を [ビープ音のみ(Beep Only)]に設定しています。

2 電話機 Aが電話機 Bにコールします。

3 Cisco Unified Communications Managerは、理由がユーザビジーのコールを拒否します。

4 電話機 Bはビープ音だけを受信します。

5 DNDモードにない電話機 B'で通常どおりに呼び出し音が鳴ります。

共有回線で DND の [コール拒否(Call Reject)] が有効になっている場合の高優先順位のコール

次の手順は、共有回線で DNDの [コール拒否(Call Reject)]が有効になっている場合の高優先順位
コールのコールフローを示しています。

1 電話機 Aは、DNDの [コール拒否(Call Reject)]をアクティブにし、[DND着信呼警告(DND
Incoming Call Alert)]を [ビープ音のみ(Beep Only)]に設定しています。

2 電話機 Aが電話機 Bにコールします。

3 Cisco Unified Communications Managerが電話機 Bにコールを送達します。

4 電話機 Bがコールに応答します。

5 電話機 Aがコールをパークします。

6 DNDモードにない電話機 A'で通常どおりに呼び出し音が鳴ります。

7 パーク復帰が行われ、電話機 Aで通常どおりに呼び出し音が鳴ります。

サイレントのトラブルシューティング
ここでは、Cisco Unified IP Phone（SCCPと SIP）に関するトラブルシューティング情報を提供し
ます。

DND トラブルシューティング
DNDが期待どおりに動作しない場合は、次の例に示すように、SCCPステーションコードによっ
て管理される設定が、ユーザの考えと一致しているかどうかを確認します。

DNDの切り替えによる DNDステータスの確認

ソフトキーまたは機能ボタンを使用してDNDステータスを切り替えると、回線制御に送信される
LmFeatureIndメッセージに新しいステータスが表示されます（新しいステータスは、以前のス
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テータスとは反対のものになっています）。後で、以前のステータスに切り替えることもできま

す。

LmFeatureInd SDLトレースには、次の 3つのフィールドがあります。

• feature：値が 4の場合は DNDを示します。

• featureState：値が 0の場合はオンを示し、値が 1の場合はオフを示します。

• dndOption：値が 0の場合は不明、値が 1の場合は呼び出し音オフ、値が 2の場合はコール拒
否を示します。

電話機のリセットによるすべての DND設定の確認

電話機をリセットすると、すべての DND設定が詳細な SDIトレースに出力されます。次に例を
示します。

StationD: (xxxxxxx) DND settings from TSP: status=a, option=b,
ringSetting=d

変数の意味は、次のとおりです。

• aは 0（DNDオフ）または 1（DNDオン）

• bは 1（DNDの呼び出し音オフオプション。1は呼び出し音オフを示す）

• dは 1（呼び出し音オフ）、2（フラッシュのみ）、または 5（ビープ音のみ）

SIP を実行している電話機のトラブルシューティング
SIPを実行している電話機をトラブルシューティングするには、次の情報を使用します。

•デバッグ：sip-dnd、sip-messages、dnd-settings

•表示：config、dnd-settings

•スニファトレース

SCCP を実行している電話機のトラブルシューティング
SCCPを実行している電話機をトラブルシューティングするには、次の情報を使用します。

•デバッグ：jvm all info

•スニファトレース

DND エラーのトラブルシューティング
下の表は、DNDのトラブルシューティングに関する症状とアクションを示しています。
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表 54：DND のトラブルシューティングに関する症状とアクション

アクション症状

• Cisco Unified Communications Managerのバージョ
ンをチェックして、それが 6.0以降であることを
確認します。

•この電話機のボタンテンプレートに DNDの機能
キーが含まれていることを確認します。

•スニファトレースをキャプチャし、電話機が正し
いボタンテンプレートを取得することを確認しま

す。

•電話機がファームウェア 8.3(1)以降を実行してい
ることを確認します。

DNDの機能キーが表示されない

• Cisco Unified Communications Managerのバージョ
ンをチェックして、それが 6.0以降であることを
確認します。

•この電話機のソフトキーテンプレートに DNDが
含まれていることを確認します。

•スニファトレースをキャプチャし、電話機が正し
いソフトキーテンプレートを取得することを確認

します。

•電話機がファームウェア 8.3(1)以降を実行してい
ることを確認します。

DNDのソフトキーが表示されない

• Cisco Unified Communications Managerのバージョ
ンをチェックして、それが 6.0以降であることを
確認します。

•エンタープライズパラメータで BLF DNDが有効
に設定されていることを確認します。

•スニファトレースをキャプチャし、電話機が正し
い通知メッセージを取得することを確認します。

•電話機がファームウェア 8.3(1)以降を実行してい
ることを確認します。

BLFスピードダイヤルにDNDステータ
スが表示されない
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第 22 章

拡張ロケーションコールアドミッション制

御

次の項では、拡張ロケーションコールアドミッション制御機能に関する情報を提供します。

• 拡張ロケーションコールアドミッション制御の設定, 569 ページ

• 拡張ロケーションコールアドミッション制御機能, 570 ページ

• 拡張ロケーションコールアドミッション制御のアーキテクチャ, 573 ページ

• ロケーション帯域幅サービスパラメータ, 578 ページ

• シャドウシステムロケーション, 578 ページ

• 拡張ロケーションコールアドミッション制御をサポートしているデバイス , 579 ページ

• 拡張コールアドミッション制御の制限事項, 579 ページ

• ロケーション帯域幅マネージャのセキュリティ, 579 ページ

拡張ロケーションコールアドミッション制御の設定
拡張ロケーションコールアドミッション制御（CAC）機能は、ロケーション CACメカニズムを
複雑なネットワーク、多層、マルチホップトポロジに対応するように拡張したものです。この機

能は、クラスタ内部と複数のクラスタ間のロケーションCACをサポートし、エンドツーエンドの
帯域幅削減を可能にします。この CAC機能に対する拡張により、システムによる帯域幅管理の
柔軟性と弾力性が大幅に向上します。

拡張 CAC機能は、ロケーション帯域幅マネージャ（LBM）と呼ばれる新しいサービスを提供し
ています。この LBMサービスは、Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）サーバ上
のすべてのノードまたは特定のノードで動作するように設定できます。

拡張ロケーションコールアドミッション制御機能を設定するには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 LBMサービスをアクティブにします。
サーバが9.0以前のリリースからアップグレードされている場合は、CiscoCallmanagerサービスが
有効になっているすべてのサーバ上で LBMサービスがアクティブになります。新しいシステム
インストールの場合は、必要なノード上でLBMサービスを手動でアクティブにする必要がありま
す。

ステップ 2 LBMグループを作成します。
すべてのUnified CMサーバがLBMと通信する必要があります。LBMが同じノード上で動作して
いない場合は、LBMグループを設定して、それを Unified CMサーバに割り当てる必要がありま
す。

ステップ 3 ロケーションとリンクを使用してネットワークをモデル化します。

ステップ 4 システムのロケーションを追加します。

デフォルトで、新しいロケーションが作成されると、新しく追加されたロケーションからHub_None
（無制限のオーディオ帯域幅、384 kbpsのビデオ帯域幅、および 384 kbpsのイマーシブビデオ帯
域幅）へのリンクも追加されます。これはモデルと一致するように調整できます。また、必要に

応じて、Hub_Noneロケーションへのリンクを削除できます。

ステップ 5 デフォルトの無制限の帯域幅が必要ない場合は、ロケーション間帯域幅をロケーションに割り当

てます。

ステップ 6 1つのロケーションから別のロケーションまで（ロケーション間）のリンクを追加します。そし
て、帯域幅割り当てと重み付けをリンクに割り当てます。

クラスタ間拡張ロケーション CACを有効にする場合は、以下の手順を実行します。

ステップ 7 [LBMハブグループ(LBMHub Group)]ページで、ハブとして機能している LBMサーバがリモート
クラスタ内のLBMサーバを見つけて、それらのサーバとの外部通信を確立できるように設定しま
す。

LBMハブグループに割り当てられたすべての LBMサーバが、同じ LBMハブグループまたは重
複している LBMハブグループに割り当てられた他のすべてのサーバとの通信を確立します。

ステップ 8 クラスタ間のコールをシステムロケーションのシャドウにルーティングするために使用される

SIP ICTを割り当てます。

拡張ロケーションコールアドミッション制御機能
次の項では、拡張ロケーションコールアドミッション制御機能に関する情報を提供します。

拡張ロケーションコールアドミッション制御に関する用語

このマニュアルでは、拡張ロケーションコールアドミッション制御（CAC）の説明に次の用語が
使用されています。
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•リンク：ロケーションを相互接続し、ロケーション間で使用可能な帯域幅の定義に使用され
ます。

•重み付け：ロケーションのペア間の有効経路を形成するリンクの相対的優先順位。重み付け
は「コスト」を「有効経路」に割り当てるためにリンク上で使用されます。有効経路には他

の全経路の最小累積重み付けが設定されます。重み付けは任意の 2ロケーション間の経路が
複数存在する場合にのみ適用されます。

•ロケーション：ロケーションは LANを意味します。エンドポイントを包含したり、WAN
ネットワークモデリングのリンク間の通過ロケーションとして機能したりできます。

•帯域幅割り当て：トラフィックのタイプ（オーディオ、ビデオ、およびイマーシブビデオ
（テレプレゼンス））ごとにモデルに割り当てられる帯域幅の容量。

•経路：エンドロケーションのペアを接続している一連のリンクと中間ロケーション。エン
ドロケーションのペア間の有効経路が 1つだけ使用されます。

•ロケーション帯域幅マネージャ：1つ以上のクラスタ内の設定されたロケーションとリンク
データからネットワークモデルを組み立てて、ロケーションのペア間の有効経路を特定し、

コールタイプごとの帯域幅の使用可能性に基づいてロケーションのペア間のコールを承認す

るかどうかを決定し、承認されたコールごとの期間の帯域幅を削減（予約）するサービス。

•ロケーション帯域幅マネージャハブ：固定データと動的データのクラスタ間複製に直接参加
するように指定されている LBMサービス。 LBMハブグループに割り当てられた LBMは、
共通接続を通して他の LBMを検出して、完全にメッシュ化された複製ネットワークを形成
します。 LBMハブを備えたクラスタ内の他の LBMサービスは、クラスタ内の LBMハブを
通したクラスタ間複製に間接的に参加します。

•シャドウロケーション：この機能の適切なクラスタ間動作を可能にするためには、SIPクラ
スタ間トランクをシャドウロケーションに割り当てる必要があります。 SIPゲートウェイな
どの特定のロケーションを持つデバイスへの SIPトランクは一般ロケーションに割り当てる
ことができます。シャドウロケーションは、他のロケーションへのリンクも帯域幅割り当

てもない特殊なロケーションです。
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リリース 9.0 以前の帯域幅管理の制限

以前の Unified CMロケーションコールアドミッション制御（CAC）で効率的にサポートできる
のは、メインサイトに接続されたリモートサイトまたはMPLSベースの IPWANに接続されたす
べてのサイトなどの単純なハブアンドスポークロケーションモデルだけです。

図 27：ハブアンドスポークロケーションモデル

多くのお客様のネットワークがハブアンドスポークロケーションモデルに準拠していません。

そのため、お客様は、メディアが実際にネットワーク上で通過する経路をより適切にモデル化す

るロケーション CACメカニズムを実装する必要があります。

複数の Unified CMクラスタが同じ支店の電話機を管理するなど、複数の Unified CMクラスタが
同じ物理サイト内のデバイスを管理するさまざまな配置が存在します。電話機が同じサイト内で

相互にコールし合うが別々のクラスタによって管理されている場合は、帯域幅が不必要に削減（予

約）され、他のコールのブロックにつながる可能性があります。ビデオコールの方がオーディオ

コールよりも多くの帯域幅を消費するため、ビデオコールとイマーシブビデオコールをネット

ワークに追加すると、このような問題が顕著になります。

Session Manager Edition（SME）がクラスタ間の帯域幅を管理している場合は、ロケーション帯域
幅をSMEとリーフクラスタを接続しているトランクに割り当てることしかできないため、メディ
アが SMEを横断しない可能性があるという現象が反映されません。

帯域幅管理ソリューションに対する拡張

帯域幅管理ソリューションは、多層、マルチホップトポロジを含む複雑なネットワークモデルを

サポートするように拡張されています。このようなモデルでは、オーディオコールとビデオコー

ルが複数のネットワークリンクとロケーションを横断したり、各リンク間の帯域幅を削減したり

できます。拡張ネットワークモデルは次のように構成されています。

• 2つのロケーションが直接接続されている場合は、それらの間でリンクがモデル化されます。

• 2ロケーション間の実際のメディア経路をモデル化するためにリンクに重み付けが割り当て
られます。
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•オーディオ、ビデオ、およびイマーシブビデオの帯域幅容量が各リンクとロケーションに割
り当てられます。

•メディア経路に沿ったリンクとロケーションから帯域幅削減が実施されます。

下のグラフは単純なロケーション CACトポロジモデルを表しています。

図 28：単純なロケーション CAC モデル

拡張ロケーションコールアドミッション制御のアーキテ

クチャ
次の項では、拡張ロケーションコールアドミッション制御のアーキテクチャに関する情報を提供

します。

モデルベースのコールアドミッション制御

拡張ロケーションコールアドミッション制御（CAC）はモデルベースの CACメカニズムです。
管理者は、ネットワークのモデルを作成して、ネットワークインフラストラクチャによるメディ

アの処理方法を決定します。
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ネットワークのモデルがより正確で詳細であれば、ネットワーク内部の帯域幅の管理と輻輳の

回避がより効率的になります。ただし、モデルでは一時的なネットワークの障害状態を考慮

できません。

（注）

Unified CMインターフェイスを通して、管理者は、ネットワークモデルに基づいて拡張ロケー
ション CACメカニズムを設定します。

管理者がモデルを作成してそれをUnified CMデータベースに入力したら、ロケーション帯域幅マ
ネージャ（LBM）がすべての発信ロケーションと終端ロケーション間の有効経路を計算して、そ
の経路に沿った各リンクとロケーションから帯域幅を削減します。

2つのロケーション間でコールが承認されると、LBMがコール中にその経路に沿った各リンクと
ロケーションから帯域幅を削減（予約）します。この帯域幅削減は対称的（双方向）に行われま

す。たとえば、G.711オーディオコールの場合は、80 kbの帯域幅がコール経路内の各リンクと
ロケーションに割り当てられたオーディオ割り当てから削減されます。コールが終端されると、

LBMが帯域幅削減を復元します。

管理者は、ロケーション間の承認だけでなく、ロケーション間コールの承認も制限したい場合に、

帯域幅割り当てをロケーションだけでなく、リンクにも割り当てることができます。

デフォルトで、ロケーション間の帯域幅割り当ては無制限です。（注）

ロケーション帯域幅マネージャ

ロケーション帯域幅マネージャ（LBM）は、すべてのUnifiedCMサーバ上、または、クラスタ内
の一部のUnifiedCMサーバ上にインストールして実行できます。LBMは、機能サービスであり、
サービスアビリティ設定ページから起動/停止できます。

ロケーション帯域幅マネージャの主な機能を以下に示します。

•モデル形成と経路決定

•クラスタ内の他の LBMへの、または、クラスタ間でのモデルの複製

• Unified CMからの帯域幅要求の提供

•クラスタ内の他の LBMへの、または、クラスタ間での帯域幅削減の複製

•要求に関する設定済み情報と動的情報のサービスアビリティへの提供

•ロケーション RTMTカウンタの更新

LBMサービスが起動すると、ローカルデータベースから設定済みのロケーション情報が読み取ら
れます。これには、設定済みのロケーション、それらのロケーション内のオーディオ、ビデオ、

およびイマーシブビデオの容量、特定のロケーションから他のロケーションへのリンク、それら

のリンクに割り当てられた重み付け、およびそれらのリンク上でのオーディオ、ビデオ、および

イマーシブビデオの容量が含まれます。 LBMサービスがこれらの値を使用してローカルモデル
を作成します。クラスタ内の他のLBMは、データベース内の同じデータにアクセスできるため、
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起動時に同じローカルモデルを作成します。これで、LBMは残りのクラスタと同期化され、サー
ビスの提供準備が整います。

各 Cisco Callmanagerサービスは、LBMグループで指定されているように、クラスタ内の LBM
サービスと通信します。デフォルトで、各 Cisco Callmanagerサービスはクラスタ内のローカル
LBMと通信します。

各LBMサービスは、そのクラスタ内の他のLBMと通信するだけでなく、他のクラスタ内のLBM
サービスともLBMハブを通して通信できます。クラスタ内のLBMサービスは完全にメッシュ化
されています。

LBMサービスは、接続元と接続先間の可能性のある各経路に対応するリンクの重み付けを追加す
ることにより、接続元ロケーションから接続先ロケーションへの有効経路を計算します。最小累

積重み付けの経路が有効経路として指定されます。同じ重み付けの経路が複数存在する場合は、

LBMが使用すべき経路を選択します。接続元ロケーションと接続先ロケーションが同じすべての
コールが同じ経路を使用します。

下の図は、Hub_noneから Loc_14への有効経路を計算する例を示しています。

• Hub_noneから Loc_12を経由して Loc_14までの経路は重み付けの合計が 20の有効経路で
す。

• Hub_noneから Loc_14までの経路は重み付けが 20を超える 60のため、有効経路ではありま
せん。

図 29：ロケーション CAC 有効予約経路の決定

重要な考慮事項の一部を以下に示します。

• LBMグループ設定を使用すれば、管理者は、Unified CMから通信可能な LBMサービスを選
択できます。

•すべての Unified CMサーバ上で LBMサービスを実行する必要はありません。

•管理者は、帯域幅削減のネットワーク遅延を最小化するための考慮事項に基づいて LBMグ
ループを設定できます。

• LBMグループは、ネットワーク障害時の CACメカニズムの可用性を維持するために LBM
サービスの冗長性を提供できます。
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• Unified CMが通信する LBMサービスを検索する場合は次のように動作します。

◦属している LBMグループの関連付けを尊重します。

◦割り当てられた LBMグループが存在しない場合、または、空の LBMグループが割り
当てられている場合は、Unified CMがアクティブになっているローカル LBMを使用し
ます。

◦使用可能な LBMが存在しない場合は、Unified CMがサービスパラメータを使用して
コールの処理方法を決定します。

LBMサービスを選択的にアクティブにして、LBMグループを設定する場合は、次の点に留意し
てください。

•コール処理サイトごとに 1つ以上の LBMをアクティブにします。スタンドアロンサーバ上
での LBMのアクティブ化を検討します。

•分離データセンター配置の場合は、データセンターごとに 1つ以上の LBMをアクティブに
します。

•アクティブサーバに対する影響を軽減するために、アクティブサーバとスタンバイサーバ
が存在するスタンバイサーバ上での LBMのアクティブ化を検討します。

•使用可能なローカル LBMサービスに接続します。

•複数のサイトが存在するクラスタの場合は、データセンター内または最も近い地域サイト内
の LBMサービスを選択します。

クラスタ間ロケーションコールアドミッション制御

クラスタ間のモデルベースのロケーション CACを使用した場合は、Unified CMクラスタごとに
制御対象のローカルモデルが割り当てられます。システム間複製メカニズムを通して、リモート

システムから各モデルを抽出して内部メモリに保存することにより、企業ネットワーク内のシス

テムごとに、ローカルモデルが他のシステムに伝播され、企業ネットワーク全体のグローバルモ

デルが作成されます。クラスタ間ロケーション CACに参加している企業ネットワーク内の各シ
ステム内の LBMサービスがそのローカルメモリにグローバルモデルを保存します。

コールがクラスタを越えて発信された場合は、発信システムと終端システムがシグナリングプロ

トコル（SIPシグナリングプロトコルなど）を通して相互にロケーションとコール IDを交換し合
います。終端クラスタと発信クラスタは、グローバルロケーション CACモデルを使用してエン
ドツーエンドでローカルにロケーションCAC帯域幅を予約してから、企業ネットワーク内の他の
システムに帯域幅予約を複製します。

システム間帯域幅複製メッセージの量が膨大になる可能性があります。企業ネットワーク内

の複製がより効率的になるように注意深く LBMハブを選択します。
（注）

ローカルシステムごとにグローバルモデルから帯域幅を予約して削除を複製するため、競合状態

が発生する可能性があります。競合状態が発生した場合は、帯域幅が削減されるコールを上回る

コールが承認される可能性があります。
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ネットワークをモデル化する場合は、帯域幅が削減されるコールを上回るコールが承認される

可能性を許可する保守的な帯域幅容量を前提とします。

（注）

クラスタ間ロケーションコールアドミッションコール設定の考慮事項

ローカルクラスタとリモートクラスタ間のクラスタ間ロケーション CACを設定する場合の考慮
事項の一部を以下に示します。

•ローカル管理者は、ローカルロケーションに隣接するリモートロケーションと、ローカル
ロケーションとリモートロケーション間のリンクを設定する必要があります。

•ローカルクラスタがリモートクラスタからモデル複製を受信すると、両方のモデル内に出
現するロケーションとリンクを特定することにより、モデルを結合して、グローバルモデル

を形成します。

•グローバルネットワークモデルを正しく組み立てるには、すべてのクラスタ内のロケーショ
ンに一貫した名前を付けることが重要です。同じロケーションは同じ名前に、違うロケー

ションは違う名前にするという原則に従います。

共通のリンクまたはロケーションで帯域幅容量または重み付け割り当ての競

合が発生した場合は、ローカルクラスタが割り当てられた最小値を使用しま

す。

（注）

クラスタ間ロケーションコールアドミッション制御の複製

拡張ロケーション CAC LBM複製ネットワークは、モデルトポロジ、複数のクラスタ全体での帯
域幅削減、およびクラスタ内での帯域幅削減を複製するために使用されます。すべてのLBMサー
ビスがクラスタ内で完全に接続され、すべての LBMハブがクラスタ間で完全に接続されます。
LBMハブではない LBMサービスは、そのクラスタ内の LBMハブを通してのみクラスタ間複製
に参加します。

LBMハブグループは、LBMハブがリモートクラスタ内の他の LBMハブと通信するためのメカ
ニズムを提供します。このメカニズムにより、LBMハブは他のすべての LBMハブとの完全に
メッシュ化された複製ネットワークを構築します。

ロケーション帯域幅マネージャハブ

ロケーション帯域幅マネージャ（LBM）ハブの説明を以下に示します。

• LBMハブグループが割り当てられた LBMサービスがハブになります。

•クラスタに複数のLBMハブが含まれている場合は、IPアドレスが最も小さいLBMハブが他
のリモートクラスタへのメッセージの送信元として機能します。

• LBMハブは、割り当てられたクラスタ IDごとにリモート LBMハブへのリンクを整理しま
す。
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•メッセージの送信元として機能する LBMハブが、メッセージを送信する各クラスタの最初
の LBMハブを選択します。

•リモートクラスタからメッセージを受信する LBMハブが、受信したメッセージをクラスタ
内の他の LBMサービスに転送します。

ロケーション帯域幅サービスパラメータ

拡張ロケーションコールアドミッション制御用のサービスパラメータ

拡張ロケーション CAC用の新しい 3つのサービスパラメータを以下に示します。

• Unified CM to LBM Periodic Reservation Refresh Timer：このパラメータは、Cisco Unified
CommunicationsManagerがシスコロケーション帯域幅マネージャに対するアクティブな帯域
幅予約を更新する時間を分単位で指定します。

• Call Treatment When No LBM Available：このパラメータは、ロケーションベースのコール
アドミッション制御に利用可能なシスコロケーション帯域幅マネージャが存在しない場合

に、CiscoUnifiedCommunicationsManagerがコールを許可するか、拒否するかを指定します。

• Locations Media Resource Audio Bit Rate Policy：このパラメータは、トランスコーダなどの
メディアリソースがメディア経路に挿入された場合とより複雑なシナリオの場合に、オー

ディオ専用コールの相手のロケーション内およびロケーション間のオーディオ帯域幅プール

から削減するビットレート値を決定します。

シャドウシステムロケーション

シャドウロケーション

シャドウは、クラスタ間拡張ロケーション CAC用に作成された新しいシステムロケーションで
す。クラスタを越えてロケーション情報を転送するには、SIPICTをシステムロケーションのシャ
ドウに割り当てる必要があります。

システムロケーションのシャドウの特徴を以下に示します。

• SIP ICTに対してのみ有効なロケーションです。シャドウロケーションに誤って割り当てら
れた SIPトランク以外のデバイスは、Hub_Noneロケーションに割り当てられたかのように
扱われます。

•他のユーザが定義したロケーションに接続しているリンクは設定できないため、シャドウロ
ケーションと他のユーザが定義したロケーション間で帯域幅を削減することはできません。

•ロケーション間帯域幅の容量は 0のため、シャドウロケーション内の帯域幅を削減すること
はできません。
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ICTを含む SIPトランクは、接続先がクラスタ間拡張ロケーション CACに参加していない場
合に、固定ロケーションに割り当てられる可能性があります。

（注）

拡張ロケーションコールアドミッション制御をサポート

しているデバイス

デバイスサポート

Unified CMと LBMは、IP電話、ゲートウェイ、H.323トランク接続先、および SIPトランク接続
先を含む、あらゆるタイプのエンドデバイスの帯域幅を管理します。ただし、クラスタ間拡張ロ

ケーションCACには、システムロケーションのシャドウに割り当てられた SIP ICTが必要です。
他のタイプのデバイスは、一般（固定）ロケーションに割り当てられている場合にのみサポート

されます。

Unified CMと LBMはメディアリソースの帯域幅を管理しません。エンドデバイス間でのみコー
ルがモデル化され、帯域幅が予約されます。メディアリソースがコールの帯域幅要件を変更した

場合は、カスタマーが最小帯域幅と最大帯域幅のどちらを予約するかを決定するグローバルオプ

ション設定を変更できます。

拡張コールアドミッション制御の制限事項

制限事項

システムが作成したモデルは、常に、完全に同期化されているわけではありません。競合状態が

原因で過剰なコールが承認される場合があります。この可能性を許可する場合は、モデル内の保

守的な帯域幅割り当てを使用します。

ネットワーク障害が発生した場合は、Unified CMが計算した帯域幅予約経路にネットワーク状態
が正確に反映されない可能性があります。このシナリオを許可する申し分のない方法はモデル内

に存在しません。

ロケーション帯域幅マネージャのセキュリティ

ロケーション帯域幅マネージャのセキュリティモード

LBMでは LBMハブ間のクラスタ間通信を保護できます。また、下位互換性とアップグレードを
サポートするために、LBMにはクラスタ間 LBMハブの相互通信方法を設定するオプションがあ
ります。これらの要件を満たすために、エンタープライズサービスパラメータの LBM Security
Modeを次の値に設定できます。
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• Secure

• Insecure

• Mixed

デフォルト設定は Insecureです。 LBMセキュア通信を有効にするには、このエンタープライズ
サービスパラメータを [Secure]または [Mixed]に変更します。また、このサービスパラメータを
変更した場合は、そのクラスタ内のLBMハブを再起動して、新しいセキュリティ設定による接続
を確認する必要があります。

[Mixed]の設定は非セキュアですが、非常に柔軟性があり、Unified CMリリース 9.1以降のクラス
タと Unified CMリリース 9.0クラスタとの通信が可能です。後者は完全な非セキュアモードで動
作します。このモードは、すべてのクラスタを非セキュアモードからセキュアモードに、また

は、セキュアモードから非セキュアモードに変換する場合の中間手順です。この手順は次のよ

うになります。クラスタを非セキュアモードで使用する場合は、証明書の一括エクスポート/イン
ポートなどを使用してすべての証明書がすべてのノード上に存在するようにします。通信を切断

せずにパラメータを [Mixed]に変更します（LBMハブを再起動する場合を除く）。すべてのクラ
スタが [Mixed]に移行し、すべての LBMハブと他のすべてのハブとのセキュア通信が確立されて
いることが確認されたら、[Secure]モードに切り替えます。セキュアから非セキュアに移行する
場合も同様の中間混合状態が存在する手順に従うことができます。

エンタープライズサービスパラメータは、LBMハブがリモート LBMハブとの間でセキュアの
み、非セキュアのみ、またはその両方のどの接続を使用しているかをLBMが判断するときに使用
されます。

LBMには、セキュア接続用のポート（9005）と非セキュア接続用のポート（9004）が 1つずつあ
ります。非セキュアポートの 9004は Unified CMリリース 9.0から定義されたものです。セキュ
アポートの 9005は Unified CMリリース 9.1で追加されたものです。

クラスタ内の LBM間の通信は、非セキュア接続を通して維持されます。

LBMハブがリモート LBMハブからの接続を受け入れる場合：

•エンタープライズサービスパラメータが [Mixed]に設定されている場合は、このクラスタ内
のLBMハブがリモートLBMハブからのセキュア接続と非セキュア接続の両方を受け入れま
す。

•エンタープライズサービスパラメータが [Insecure]に設定されている場合は、LBMハブがリ
モート LBMハブからの非セキュア接続のみを受け入れます。

•エンタープライズサービスパラメータが [Secure]に設定されている場合は、LBMハブがリ
モート LBMハブからのセキュア接続のみを受け入れます。

LBMハブがリモート LBMハブへの接続を開こうとする場合：

•エンタープライズサービスパラメータが [Mixed]に設定されている場合は、このクラスタ内
のLBMハブがリモートLBMハブへのセキュア接続と非セキュア接続の両方を試します。こ
れは、ローカルセキュリティ証明書とリモートセキュリティ証明書の存在とアベイラビリ

ティにも基づいています。
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•エンタープライズサービスパラメータが Insecureに設定されている場合は、LBMハブがリ
モート LBMハブへの非セキュア接続のみを試します。

•エンタープライズサービスパラメータが Secureに設定されている場合は、LBMハブがリ
モート LBMハブへのセキュア接続のみを試します。セキュア接続は、ローカルセキュリ
ティ証明書とリモートセキュリティ証明書の存在とアベイラビリティに基づいています。

Unified CMリリース 9.0では、LBM間で発信非セキュア通信用と着信非セキュア通信用の 2つの
接続が使用できました。UnifiedCMリリース 9.1では、クラスタ間を接続しているLBMがセキュ
ア通信を行うための 2つの新しい接続が使用できます。そのため、クラスタ間を接続している
LBMハブの場合は、Mixed Modeサービスパラメータに関する最大 4つの接続が存在します。

接続プール内でセキュア接続が使用可能な場合、LBMはセキュア接続を選択して情報を送信しま
す。セキュア接続は使用できないが、非セキュア接続は使用できる場合、LBMは非セキュア接続
で情報を送信します。接続が競合状態で確立された場合は、最初は非セキュア接続しか使用でき

ない可能性があります。ただし、セキュア接続が使用可能であれば、LBMが自動的にセキュア接
続に切り替えます。このロジックはアプリケーションのライフタイムを通して発信接続と着信接

続に適用されます。これが、混合接続が本質的に非セキュアである理由の 1つです。

LBM Security Modeを [Mixed]または [Secure]に設定してセキュアな LBM機能を使用するため
には、各ノードの Tomcat証明書をそれぞれのノードに配置する必要があります。証明書の配
置の詳細については、『Cisco Unified Communications Operating System Administration Guide』を
参照してください。

（注）
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第 23 章

拡張機能と接続機能

この章では、拡張機能と接続機能について説明します。この章の構成は、次のとおりです。

• 拡張機能と接続機能, 583 ページ

• システム要件, 588 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 589 ページ

• プレゼンス情報, 590 ページ

• CallerID情報, 591 ページ

• パフォーマンスとスケーラビリティ, 591 ページ

• 拡張機能と接続機能の設定, 592 ページ

拡張機能と接続機能

拡張機能と接続機能の概要

個人用デバイスの環境設定の変化とモバイルワーカーおよびリモートワーカー数の増加により、

Bring Your Own Device（BYOD）の概念に基づいて Unified Communications（UC）機能を拡張する
柔軟性を備えたソリューションが求められています。拡張機能と接続機能は、このソリューショ

ンを実現します。

これらの機能により、あらゆるエンドポイントとの相互運用を行う UCコンピュータテレフォ
ニーインテグレーション（CTI）アプリケーションを、管理者は迅速に導入できます。拡張機能
と接続機能を使用すれば、あらゆるロケーションのあらゆるデバイスから UCアプリケーション
の利点を活用することができます。これらの機能では、新しいUCソリューションとレガシーシ
ステム間の相互運用も可能です。したがって、既存のシステムを廃止する際、徐々に新しい UC
ソリューションへ移行することができます。
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機能と利点

機能

Unified CMの拡張機能と接続機能には、次の UC機能が備わっています。

•着信エンタープライズコールの受信

•発信

•切断

•保留と応答

•リダイレクトと転送

•不在転送

•サイレント

• DTMFの再生（アウトオブバンド）

•打診転送、会議

•リモート接続先の追加、編集、削除

•アクティブまたは非アクティブなリモート接続先の設定

利点

Unified CMの拡張機能と接続機能には、ユーザにとって次のような利点があります。

•エンタープライズ全体でのコール制御の標準化

•アプリケーションの集中化

•統合ポイントおよびネットワークトポロジの簡略化

•ライセンスの集中化

•アカウンティングと課金に利用するコール詳細レコードの集中化

•アプリケーション展開の促進

•従来の PBXおよびデバイスに対する既存の投資の保護

• Cisco IPデバイスへの段階的な移行の有効化
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使用例

サードパーティ製 PBX を使用するお客様向けの Cisco Jabber

Cisco Jabber for Windowsを IM and Presence機能のデスクトップ標準として導入したいが、Cisco IP
デバイスの採用についてはまだ検討中であるというお客様の場合は、 Cisco IPデバイスへの段階
的な移行を計画するか、ハイブリッドデバイス環境を維持する必要があります。

モバイルワーカー向けの Cisco Jabber

• PCハードウェアまたは利用可能なネットワーク接続では VoIPをサポートしていないため、
Cisco Jabber for Windowsを使用して自宅またはホテルの電話でコールを発信/受信したいユー
ザの場合。 Jabberの便利なクリックツーコール機能を今すぐ目の前にあるデバイスで使用し
たいユーザの場合。

• Cisco Jabber for Windowsを使用して、Jabberの便利なクリックツーコール機能を今すぐ目の
前にあるデバイスで使用したいユーザの場合。

• CiscoUnified IP Phone、Jabber Softphone、またはその両方をすでに持っているが、自宅または
ホテルの電話でも Jabberを使用したいユーザの場合。

システムアーキテクチャ

次の図は、拡張機能と接続機能のシステムアーキテクチャを表したものです。

図 30：拡張機能と接続機能のシステムアーキテクチャ

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
585

拡張機能と接続機能

使用例



• CTIリモートデバイスがUnified CMに登録されます。たとえば、電話番号（DN）2000が内
線番号の場合、ユーザの外線番号は +1 408 200 2000または 2000として表されます。

•リモート接続先は、ユーザのクラスタ外デバイスを表します。

•クラスタ外デバイスが PBXまたは PSTNに登録されます。

• CTIアプリケーションはコールイベントを受信し、コール処理を実行できます。

•トランクによって Unified CMが PSTNまたは PBXに接続されます。サポートされるタイプ
には、PRI、BRI、SIP、および FXOが含まれます。

MGCPゲートウェイでリモート接続先を使用する場合、コールの応答後に表
示名、表示番号、およびゲートウェイで渡されるコール情報を更新すること

はできません。これはMGCPプロトコルの制限事項です。

（注）

コールフロー

この項では、拡張機能と接続機能のイベントフローを、システムの側から説明します。コール

フローを理解すると、機能に問題が発生した場合のトラブルシューティングに役立ちます。

1 Unified CMおよび Cisco Unified Communications Manager Session Management Edition（Unified
CM SME）は、エンタープライズ PSTNのトランキングとダイヤルプランを制御します。

2 管理者は、ユーザを Unified CMに追加し、新しい CTIリモートデバイスタイプに割り当てま
す。

3 各CTIリモートデバイスには、ユーザの勤務先の電話番号（DN）（2000など）やクラスタ外
デバイスを表すリモート接続先（PBX電話の場合は、+1408 555 5555など）が設定されていま
す。

4 管理者は、CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページのインターフェイス、管理XML
（AXL）インターフェイス、または一括管理ツール（BAT）を使用してリモート接続先を設定
し、エンドユーザは Jabberクライアントを使用してリモート接続先を設定することが可能で
す。

5 ユーザは Jabberにサインインして、[別のデバイスを使用(Use my other device)]を選択します。

6 ユーザは、新しいリモート接続先（ホームオフィスの +1 415 777 7777など）を追加するか、
以前に設定したリモート接続先の中から選択することができます。

7 Jabberクライアントは、選択されたリモート接続先を [アクティブ(Active)]としてマークしま
す。

8 勤務先の DN（+1 408 200 2000）への着信コールは、アクティブな接続先（+1 415 777 7777）
に自動的にルーティングされます。

9 発信コール要求は、Dial Via Officeリバースコールフローに従って、次のように処理されま
す。
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a ユーザがコールをクリックします。

b サーバコールがアクティブなリモート接続先に接続されます。

c ユーザがサーバ（DVO）コールに応答します。

d コールはただちに目的の番号にリダイレクトされます。

10 コールの接続中、Jabberクライアントを介して保留と再開、打診、会議、転送などのコール中
機能を使用できます。

11 ユーザが Jabberクライアントをシャットダウンするか、サインアウトすると、リモート接続先
は [非アクティブ(Inactive)]としてマークされます。

12 リモート接続先がアクティブでない場合、DNへのコールは（シングルナンバーリーチの）ス
ケジュールに基づいて、ボイスメールまたはすべてのリモート接続先にルーティングされま

す。

次の図に、PSTNからの着信コールの例を示します。

図 31：PSTN からの着信コール

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
587

拡張機能と接続機能

コールフロー



次の図に、PSTNへの発信コールの例を示します。

図 32：PSTN への発信コール

システム要件

ソフトウェアコンポーネント

このバージョンの拡張機能と接続機能が正常に動作するためには、次のソフトウェアコンポーネ

ントが必要です。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 9.1(1)

• Cisco Jabber for Windowsリリース 9.1(1)

•初期リリースでは、サードパーティ製 PBXの使用例をサポートしています。

•メンテナンスリリースには、モバイルワーカーの使用例に対するサポートが追加され
ています。

詳細および使用例については、『Cisco Jabber for Windows Install and Upgrade Guides』を参照して
ください。
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ライセンスの要件

拡張機能と接続機能は、次のライセンスの下で動作します。

• CUWL Standard

• CUWL Professional

• UCL-Enhanced

インタラクションおよび制限事項
ここでは、拡張機能と接続機能のインタラクションおよび制限事項について説明します。

インタラクション

ディレクトリ URI のダイヤル
ディレクトリURIはユーザの SIPアドレスで、user@hostという形式で表されます。userには電話
番号またはユーザ名を指定し、hostにはユーザの IPアドレス、ドメイン、またはホスト名を指定
します。複数の URIを 1つの DNに割り当てることができます。エンドユーザのディレクトリ
URIは、ユーザのプライマリ内線に自動的に割り当てられます。

ディレクトリ URIを CTIリモートデバイスの DN、リモート接続先、またはその両方として設定
できます。

制限事項

拡張機能と接続機能には、次の制限事項があります。

•各 CTIリモートデバイスには、最大 10個のリモート接続先を設定できます。

デフォルトで、1デバイスあたり最大 4個のリモート接続先を設定可能です。（注）

•リモート接続先番号には、クラスタ外デバイスの番号を指定する必要があります。

•リモート接続先にはクラスタ外 URIを指定できます。

•電話番号をリモート接続先番号として設定することはできません。

• Cisco Jabber for Windowsを使用して設定したリモート接続先は、ルーティング可能であるこ
とが設定済みのダイヤルプランによって保存前に確認されます。
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•リモート接続先番号は、CTIリモートデバイスの再ルーティング用コーリングサーチスペー
スを使用して検証されます。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページのインターフェイスとAXLインターフェ
イスを使用して設定されたリモート接続先は検証されません。

•アプリケーションダイヤルルールは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの
インターフェイスと Cisco Jabber for Windowsを使用して CTIリモートデバイスに設定され
た、すべてのリモート接続先に適用されます。

アプリケーションダイヤルルールで設定されたサポート対象の番号形式

（nn-nnn-nnnn、E.164、または両方など）を、エンドユーザに通知します。
（注）

•各リモート接続先番号はクラスタ内で固有である必要があります。

◦同じリモート接続先番号を 2人以上のユーザで使用することはできません。

◦同じリモート接続先番号を2つ以上の異なるデバイスタイプ（リモート接続先プロファ
イルと CTIリモートデバイスなど）の同じユーザで使用することはできません。

プレゼンス情報
次のような状況のユーザについて、「コールごと」のプレゼンスステータスが表示されます。

•発信コール

◦ユーザは、Cisco Jabber for Windowsから拡張および接続モードでコールを開始します。

◦ユーザは、Unified CMまたは Unified CM（Unified CM SME付き）を使用してルーティ
ングされるリモート接続先として設定されたデバイスからコールを開始します。

•着信コール

◦ユーザは、Unified CMまたは Unified CM（Unified CM SME付き）を使用してルーティ
ングされるリモート接続先として設定されたデバイスでコールに応答します。

◦ユーザは、シスコのシングルナンバーリーチを使用してリモート接続先として設定さ
れたデバイスにルーティングされるコールに応答します。

次のような状況のユーザについては、「コールごと」のプレゼンスステータスが表示されませ

ん。

•ユーザがリモート接続先として設定されたデバイスからコールを開始した場合、そのコール
は Unified CMまたは Unified CM（Unified CM SME付き）を使用してルーティングされませ
ん。
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•ユーザがリモート接続先として設定されたデバイスでコールに応答した場合、そのコールは
UnifiedCMまたはUnifiedCM（UnifiedCMSME付き）を使用してルーティングされません。

CallerID 情報
ここでは、拡張機能と接続機能の CallerIDの動作について説明します。

•着信 CallerID情報（名前および番号）は、Jabberクライアントに表示されます。

•通信事業者やトランク設定によっては、デバイスにもこの情報が表示されます。

•リモート接続先への発信DialViaOfficeコールでは、音声接続に名前とトランクDID（番号）
が表示されます。

•トランク DIDは、Unified CMのトランクパターン、ルートパターン、またはシスコゲート
ウェイで設定します。この設定は通信事業者が割り当てることもできます。トランク DID
が設定されていない場合、番号フィールドには何も表示されません。

•目的の接続先への発信コールの場合、UnifiedCMで設定されたCTIリモートデバイス表示名
と電話番号（DN）が表示されます。

•リモート接続先番号が着信側に表示されることはありません。

パフォーマンスとスケーラビリティ
この項では、拡張機能と接続機能のリソースに関連したパフォーマンスとスケーラビリティの情

報について詳しく説明します。

最繁時呼数

発信コールごとに、最繁時呼数（BHCA）に 1を加えます。 BHCAは、1日で最も忙しい時間帯
のコール試行数を表す数字です。

•リモート接続先への Dial via Officeコール 1回で 1コールです。

•アクティブなリモート接続先からの着信対象ユーザへのリダイレクト 1回で 1コールです。

トランク使用率

着信コールは、1つ以上の発信トランクを消費する可能性があります。

•アクティブなリモート接続先にルーティングされる内部コールは、外部トランクを 1つ使用
します。

•アクティブなリモート接続先にルーティングされる外部コールの受信では、外部トランクを
2つ使用します。つまり、着信レッグに 1トランク、発信レッグに 1トランクです。
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発信コールは、コールごとに 1つ以上の発信トランクを消費する可能性のある Dial via Officeフ
ローに従います。

•クラスタ電話番号へのコールは、アクティブなリモート接続先への Dial via Officeコール 1
回につき外部トランクを 1つ使用します。

•外部ユーザへのコール 1回は、アクティブなリモート接続先への Dial via Officeコール 1回
につき外部トランクを 1つ使用します。同様に、外部着信先ユーザへのリダイレクト 1回ご
とに、外部トランクを 1つ使用します。

CTI デバイスの重み付け値

各 CTIリモートデバイスの重み付け値は、標準的な Cisco Unified IP Phone（SIP）デバイスと同じ
です。

• Cisco Unified CommunicationsManagerリリース 9.1(1)を実行しているMCS-7845- I3/H3加入者
は、各電話機が CTIリモートデバイスであれば最大 10,000台の Cisco Unified IP Phoneをサ
ポートすることができます。

•各 CTIリモートデバイスには、5つの並行 CTIアプリケーションを使用する 5回線を設定で
きます。

製品クラスタのサイジングには、Cisco Unified Communications Sizing Toolを使用します。（注）

拡張機能と接続機能の設定
この項では、拡張機能と接続機能を備えた Cisco Unified Communications Managerユーザのプロビ
ジョニングを行う際に完了する必要がある手順について説明します。

拡張機能と接続機能を備えたCisco Jabber forWindowsユーザのプロビジョニング情報については、
『Cisco Jabber for Windows Environment Configuration Guide』を参照してください。

ユーザアカウントの設定

Unified CMの新規または既存のユーザに対し、モビリティを有効化してCTIリモートデバイスを
プロビジョニングする必要があります。ユーザのモビリティが有効でない場合、そのユーザを

CTIリモートデバイスの所有者として割り当てることはできません。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ(End User)]を選択します。
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[ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

•新規ユーザを設定する場合は、[新規追加(Add New)]を選択します。

•既存のユーザを選択する場合は、[ユーザを次の条件で検索(FindUserWhere)]フィールドで適
切なフィルタを指定し、[検索(Find)]を選択してユーザのリストを取得し、そのリストから
ユーザを選択します。

新規エンドユーザアカウントは、LDAP統合またはローカル設定を経由して追加でき
ます。

（注）

[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [モビリティ情報(Mobility Information)]セクションを探します。

ステップ 4 [モビリティの有効化(Enable Mobility)]を選択します。

ステップ 5 [保存(Save)]を選択します。

次の作業

ユーザ権限を追加します。

ユーザ権限の追加

エンドユーザが Unified CMでアクティブになった後で、アクセスコントロールグループ権限を
追加します。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ(End User)]を選択します。
[ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ユーザを次の条件で検索(FindUserwhere)]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索(Find)]
を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 3 ユーザをリストから選択します。

[エンドユーザの設定(End User Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [権限情報(Permissions Information)]セクションを探します。

ステップ 5 [アクセスコントロールグループに追加(Add to Access Control Group)]を選択します。
[アクセスコントロールグループの検索/一覧表示(Find and List Access Control Groups)]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 6 [検索(Find)]を選択します。
標準ユーザのアクセスコントロールグループリストが表示されます。

ステップ 7 次の権限の隣にあるチェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
593

拡張機能と接続機能

ユーザアカウントの設定



Standard CCM End Users•

• Standard CTI Enabled

• Standard CCMUSER Administration

ステップ 8 [選択項目の追加(Add Selected)]を選択します。
ウィンドウが閉じられ、アクセスコントロールグループがユーザアカウントに追加されます。

ステップ 9 [保存(Save)]を選択します。

次の作業

CTIリモートデバイスを作成します。

CTI リモートデバイスの作成
CTIリモートデバイスは、ユーザがCisco UCアプリケーションで使用できるクラスタ外電話機を
表す新しいデバイスタイプです。デバイスタイプは、1つ以上の回線（電話番号）と 1つ以上の
リモート接続先によって設定されます。

Unified CMには、公衆電話交換網（PSTN）の電話機や構内交換機（PBX）などのデバイスへの
コールを制御する拡張機能と接続機能があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理ページのインターフェイスを開きます。

ステップ 2 [デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選択します。
[電話の検索/一覧表示(Find and List Phone)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [新規追加(Add New)]を選択します。

ステップ 4 [電話のタイプ(PhoneType)]ドロップダウンリストから [CTIリモートデバイス(CTIRemoteDevice)]
を選択し、[次へ(Next)]を選択します。
[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [オーナーのユーザID(Owner User ID)]ドロップダウンリストから対象のユーザ IDを選択します。
[オーナーのユーザID(Owner User ID)]ドロップダウンリストには、モビリティの有効化
が利用可能なユーザのみが表示されます。

（注）

Unified CMは、[デバイス名(Device Name)]フィールドをユーザ IDと CTRID接頭辞が入力されま
す（「CTRIDusername」など）。

ステップ 6 必要に応じて、[デバイス名(Device Name)]フィールドのデフォルト値を編集します。

ステップ 7 [説明(Description)]フィールドにわかりやすい説明を入力します。
Cisco Jabber for Windowsにデバイスの説明が表示されます。 Cisco Jabber for Windows
ユーザに同じモデルの複数のデバイスが割り当てられている場合は、UnifiedCMの説明
によって、ユーザはデバイスを区別することができます。

ヒント
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ステップ 8 [プロトコル固有情報(Protocol Specific Information)]セクションの [再ルーティング用コーリングサー
チスペース(Rerouting Calling Search Space)]ドロップダウンリストで、適切なオプションを選択し
ていることを確認します。

[再ルーティング用コーリングサーチスペース(ReroutingCalling Search Space)]ドロップダウンリス
トでは、再ルーティングのコーリングサーチスペースを定義し、ユーザが CTIリモートデバイ
スからコールを送受信できることを確認します。

ステップ 9 必要に応じて、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウのその他の設定も指定します。
詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の
「CTIリモートデバイスの設定」を参照してください。

ステップ 10 [保存(Save)]を選択します。
電話番号を関連付け、リモート接続先を追加するには、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィン
ドウのフィールドから設定します。

次の作業

デバイスに電話番号を追加します。

デバイスへの電話番号の追加

電話番号（DN）は、CTIリモートデバイスの回線として設定された数字アドレスです。DNは通
常、ユーザの勤務先のプライマリ電話番号を表します（2000や +1 408 200 2000など）。

Unified CMで、デバイスに電話番号を追加する必要があります。ここでは、デバイスの作成後に
[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]メニューオプションを使用して電話番号を追加する手順につい
て説明します。このメニューオプションに表示されるのは、電話機モデルまたは CTIルートポ
イントに適用される設定のみです。電話番号の設定オプションについては、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

手順

ステップ 1 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの [割り当て情報(Association Information)]セクション
に移動します。

ステップ 2 [新規DNを追加(Add a new DN)]を選択します。
[電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [電話番号(Directory Number)]フィールドで、電話番号を指定します。

ステップ 4 その他に必要な設定があれば、それらをすべて指定します。

ステップ 5 次の手順に従って、エンドユーザに電話番号を関連付けます。

a) [回線に関連付けられているユーザ(Users Associated with Line)]セクションに移動します。
b) [エンドユーザの関連付け(Associate End Users)]を選択します。

[ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ダイアログボックスが表示されます。
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c) [ユーザを次の条件で検索(Find User Where)]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
(Find)]を選択してユーザのリストを取得します。

d) 対象のユーザをリストから選択します。
e) [選択項目の追加(Add Selected)]を選択します。
選択されたユーザがボイスメールプロファイルに追加されます。

ステップ 6 [保存(Save)]を選択します。

ステップ 7 [設定の適用(Apply Config)]を選択します。
[設定の適用(Apply Configuration)]ウィンドウが開きます。

ステップ 8 [設定の適用(Apply Configuration)]ウィンドウに表示されるプロンプトに従って、設定を適用しま
す。

次の作業

ユーザをデバイスに関連付けます。

デバイスへのユーザの関連付け

はじめる前に

エンドユーザアカウントを作成または変更し、モバイル用に有効にする必要があります。また、

CTIデバイスも作成する必要があります。

手順

ステップ 1 エンドユーザアカウントに移動します。

ステップ 2 [デバイス情報(Device Information)]セクションを探します。

ステップ 3 [デバイスの割り当て(Device Associations)]を選択します。

ステップ 4 CTIリモートデバイスを探して選択します。

ステップ 5 選択したデバイスがユーザの制御デバイスとして表示されることを確認します。

次の作業

リモート接続先を追加します。

リモート接続先の追加

リモート接続先は、ユーザが所有する別の電話機（ホームオフィス回線やその他のPBX電話機な
ど）を表す数字アドレスです。リモート接続先には、クラスタ外デバイスを指定できます。

リモート接続先の追加手順はオプションです。
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管理者は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページのインターフェイスで、Jabber
クライアントがアクティブとして設定するリモート接続先を特定できます。

（注）

Unified CMユーザは、Cisco Jabber for Windowsインターフェイスでリモート接続先を追加でき
ます。詳細については、『Cisco Jabber for Windows Environment Configuration Guide』を参照し
てください。

（注）

• Unified CMは、クライアントインターフェイスによってCisco Jabber for Windowsユーザ
が追加するリモート接続先をルーティングできるかどうか自動的に確認します。

• Unified CMは、Cisco Unified CMの管理ページのインターフェイスで追加するリモート接
続先をルーティングできるかどうか確認しません。

Unified CMは、 CTIリモートデバイスのすべてのリモート接続先番号にアプリケーションの
ダイヤルルールを自動的に適用します。アプリケーションのダイヤルルールの詳細について

は、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の「アプリケー
ションダイヤルルールの設定」を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選択
します。

[電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話を次の条件で検索(FindPhoneWhere)]フィールドに適切なフィルタを指定した後、[検索(Find)]
を選択して電話のリストを取得します。

ステップ 3 リストから CTIリモートデバイスを選択します。
[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連付けられたリモート接続先(Associated Remote Destinations)]セクションを探します。

ステップ 5 [新規リモート接続先の追加(Add a New Remote Destination)]を選択します。
[リモート接続先情報(Remote Destination Information)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 電話番号を [接続先番号(Destination Number)]フィールドに入力し、他の値も適切に設定します。
Cisco Jabberクライアントでリモート接続先を使用するには、接続先名を JabberRDに設定する必
要があります。

リモート接続先の設定については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーショ
ンガイド』の「リモート接続先の設定」を参照してください。
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ステップ 7 [保存(Save)]を選択します。

次の作業

次の手順を実行してリモート接続先を確認し、CTIリモートデバイスに設定を適用します。

1 手順を繰り返し、CTIリモートデバイスの [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウを開
きます。

2 [関連付けられたリモート接続先(Associated Remote Destinations)]セクションを探します。

3 リモート接続先が利用可能であることを確認します。

4 [設定の適用(Apply Config)]を選択します。

[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの [デバイス情報(Device Information)]セクション
には、[アクティブなリモート接続先(Activeリモート接続先)]フィールドが含まれています。

（注）

CCMIP プロファイルの作成
Unified CMからデバイス名と設定を取得するためには、Cisco Jabber for Windowsに Cisco Unified
Communications Manager IP Phone（CCMCIP）プロファイルが必要です。 CCMIPプロファイルの
詳細については、『Deployment Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications
Manager』を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM IM and Presenceの管理インターフェイス、または Cisco Unified Presenceの管理イ
ンターフェイスを開きます。

ステップ 2 [アプリケーション(Application)] > [Cisco Jabber] > [CCMCIPプロファイル(CCMCIP Profile)]を選択
します。
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Cisco Unified Presenceのバージョンによっては、パスは次のようになります。[アプリケーション
(Application)] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [CCMCIPプロファイル(CCMCIP Profile)]。

ステップ 3 [新規追加(Add New)]を選択します。

ステップ 4 プロファイルの名前を [名前(Name)]フィールドで指定します。

ステップ 5 プライマリ Unified CMインスタンスのホスト名または IPアドレスを [プライマリCCMCIPホスト
(Primary CCMCIP Host)]フィールドで指定します。

ステップ 6 バックアップ Unified CMインスタンスのホスト名または IPアドレスを [プライマリCCMCIPホス
ト(Primary CCMCIP Host)]フィールドで指定します。

ステップ 7 [サーバ証明書の検証(Server Certificate Verification)]はデフォルト値のままにします。

ステップ 8 [プロファイルにユーザを追加(Add Users to Profile)]を選択します。

ステップ 9 対象のユーザを CCMCIPゲートウェイプロファイルに追加します。

ステップ 10 [選択項目の追加(Add Selected)]を選択します。

ステップ 11 [保存(Save)]を選択します。
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第 24 章

エクステンションモビリティ

この章では Cisco Extension Mobilityについて説明します。この機能を使用すると、ユーザは別の
Cisco Unified IP Phoneから自分の Cisco Unified IP Phoneの設定（ラインアピアランス、サービ
ス、スピードダイヤルなど）に一時的にアクセスできます。エクステンションモビリティは

SCCPおよび SIPを実行する Cisco Unified IP Phoneをサポートします。

エクステンションモビリティ機能は、ほとんどの Cisco Unified IP Phoneに拡張されています。
CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [デフォルトのデバイスプロファイル(Default
Device Profile)]ウィンドウを使用することにより、Cisco Extension Mobilityをサポートするよう
に各 Cisco Unified IP Phoneを設定できます。この設定により、特定の Cisco Unified IP Phoneの
ユーザデバイスプロファイルを持たないユーザが、その電話機で Cisco Extension Mobilityを使
用できます。

Cisco Extension Mobilityがサポートされていることを確認するには、Cisco Unified IP Phoneの
マニュアルを参照してください。

（注）

• Cisco Extension Mobilityの設定, 602 ページ

• Cisco Extension Mobility機能, 604 ページ

• Cisco Extension Mobilityのシステム要件, 615 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 616 ページ

• Cisco Extension Mobilityのインストール, 619 ページ

• Cisco Extension Mobilityの設定, 619 ページ

• Cisco Extension Mobilityユーザへの情報提供, 640 ページ

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
601



Cisco Extension Mobility の設定
Cisco ExtensionMobilityを使用すると、ユーザは別のCiscoUnified IP Phoneから自分のCiscoUnified
IP Phoneの設定（ラインアピアランス、サービス、スピードダイヤルなど）に一時的にアクセス
できます。

エクステンションモビリティ機能は、ほとんどの Cisco Unified IP Phoneに拡張されています。
CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [デフォルトのデバイスプロファイル(Default
Device Profile)]ウィンドウを使用することにより、Cisco Extension Mobilityをサポートするように
各 Cisco Unified IP Phoneを設定できます。この設定により、特定の Cisco Unified IP Phoneのユー
ザデバイスプロファイルを持たないユーザが、その電話機で Cisco Extension Mobilityを使用でき
ます。

Cisco Extension Mobilityがサポートされていることを確認するには、Cisco Unified IP Phoneの
マニュアルを参照してください。

（注）

以下に示す手順に従って、Cisco Extension Mobilityを設定します。 Cisco Extension Mobilityの詳細
については、Cisco Extension Mobility機能, （604ページ）およびエクステンションモビリティ,
（601ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityを使用して、[Tools] > [Service Activation]を選択し、Cisco Extension
Mobilityサービスをアクティブ化します。

任意のノードでエクステンションモビリティサービスを無効にするには、まず [Service
Activation]でそのノードに対してこのサービスを無効にする必要があります。

（注）

Cisco Extension Mobilityサービスの有効化または無効化時に（いずれかのノードで）変
化があると、データベーステーブルでサービス URLの構築に必要な情報が更新されま
す。また、エクステンションモビリティサービスパラメータが変更されたときにも

データベーステーブルが更新されます。変更通知はEMAppサービスで処理されます。

（注）

ステップ 2 Cisco Extension Mobilityサービスを作成します。要約ステップは次のとおりです。

• [デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [電話サービス(Phone Services)]を選
択します。

•サービスの名前を入力します（「エクステンションモビリティサービス」、「EM」など）。

•次のURLを入力します。http://10.89.80.19:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#

URLを誤入力して電話機に誤ったサービスを登録した場合は、URLを訂正し、それを
保存して [登録の更新(Update Subscriptions)]を押します。または、URLを訂正し、誤っ
たサービスを登録した電話機を 1台ずつ再登録します。

（注）

• [サービスカテゴリ(Service Category)]および [サービスタイプ(Service Type)]の値を選択しま
す。
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[サービスカテゴリ(Service Category)]：[XMLサービス(XML Service)]を選択します。◦

◦ [サービスタイプ(Service Type)]では、[標準 IP Phoneサービス(Standard IP Phone Service)]
を選択します。

• [サービスベンダー(Service Vendor)]の値を入力します（Java MIDletサービスだけ）。

• [保存(Save)]をクリックします。

JavaMIDletサービスの場合、サービス名とサービスベンダーは、JavaApplicationDescriptor
（JAD）ファイルで定義された値と正確に一致している必要があります。

（注）

ステップ 3 管理パラメータを設定します。

ステップ 4 Cisco Extension Mobilityをサポートする電話機タイプごとに、デフォルトのデバイスプロファイ
ルを作成します。

ステップ 5 ユーザのユーザデバイスプロファイルを作成します。要約ステップは次のとおりです。

• [デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [デバイスプロファイル(Device Profile)]
を選択し、[新規追加(Add New)]をクリックします。

•デバイスタイプを入力します。

•デバイスプロファイル名を入力し、電話ボタンテンプレートを選択し、[保存(Save)]をク
リックします。

•電話番号（DN）と必要な情報を入力し、[保存(Save)]をクリックします。これをすべての電
話番号について繰り返します。

•このデバイスプロファイルに対してインターコム回線を有効にするには、このデバイスプ
ロファイルに対してインターコム電話番号（DN）を設定します。インターコム DNの設定
は、[インターコム電話番号の設定(Intercom Directory Number Configuration)]ウィンドウで行
います。このウィンドウにアクセスするには、[コールルーティング(Call Routing)][インター
コム(Intercom)][インターコム電話番号(Intercom Directory Number)]の順に選択します。イン
ターコム DNをアクティブにするには、[インターコム電話番号の設定(Intercom Directory
Number Settings)]ペインで [デフォルトのアクティブデバイス(Default Activated Device)]を設
定する必要があります。

•デバイスプロファイルをCisco ExtensionMobilityに登録するには、[デバイスプロファイルの
設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウで、（ウィンドウの右上隅にある） [関連リン
ク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスから、[サービスの登録/登録解除
(Subscribe/Unsubscribe Services)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。

同じエクステンションモビリティサービスの電話番号およびデバイスプロファイルを

登録してください。

（注）

ステップ 6 ユーザにユーザデバイスプロファイルを関連付けます。要約ステップは次のとおりです。

• [ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ(End User)]を選択し、[新規追加(Add New)]
をクリックして、ユーザ情報を入力します。
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•エクステンションモビリティの使用可能なプロファイルで、Cisco ExtensionMobilityの設定,
（602ページ）で作成したユーザデバイスプロファイルを選択し、下矢印をクリックします。
選択したサービスが [制御するプロファイル(Controlled Profiles)]ボックスに表示されます。

• [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 7 Cisco Unified IP Phoneとユーザデバイスプロファイルを設定し、Cisco Extension Mobilityに登録
します。要約ステップは次のとおりです。

•電話機と、そのユーザデバイスプロファイルを Cisco Extension Mobilityに登録します。

• [デバイス(Device)] > [電話機(Phone)]を選択し、[新規追加(Add New)]をクリックします。

• [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの [内線情報(Extension Information)]で [エクステ
ンションモビリティの有効化(Enable Extension Mobility)]をオンにします。

• [ログアウトプロファイル(Log Out Profile)]ドロップダウンリストボックスで [現在のデバイ
ス設定を使用(Use Current Device Settings)]または特定の設定済みプロファイルを選択し、[保
存(Save)]をクリックします。

• Cisco Extension Mobilityを Cisco Unified IP Phoneに登録するには、ウィンドウの右上隅にあ
る [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [サービスの登録/登録解除
(Subscribe/Unsubscribe Services)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。

ステップ 8 Cisco Extension Mobilityのエンドユーザが電話機のユーザ PINを変更できるようにするには、
Change Credential Cisco Unified IP Phoneサービスを設定し、ユーザ、ユーザデバイスプロファイ
ル、または Cisco Unified IP Phoneを Change Credential IP Phoneサービスに関連付けます。

Cisco Extension Mobility 機能
この項では、CiscoExtensionMobilityの設定とトラブルシューティングについて、および次の事項
について説明します。

• Cisco Extension Mobilityおよびエクステンションモビリティ等価機能

•デバイスプロファイル

•ログインおよびログアウトの動作とコールフロー

デバイスプロファイル

デバイスプロファイルは、特定のデバイスの属性を定義します。デバイスプロファイルには、

電話機のテンプレート、ユーザロケール、登録されているサービス、スピードダイヤルなどの情

報が含まれています。
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デバイスプロファイルは物理的な電話機には関連付けられていません。デバイスプロファイル

には、MACアドレスやディレクトリ URLなど明示的にデバイスに関係するプロパティを除く、
すべてのデバイスプロパティが含まれています。

デバイスプロファイルがデバイスにロードされると、そのデバイスはデバイスプロファイルの属

性を取得します。

ユーザデバイスプロファイル

システム管理者として、各ユーザのユーザデバイスプロファイルを設定します。ユーザは [Cisco
Unified CMのユーザオプション(Cisco Unified CM User Options)]ウィンドウを使用して、このプロ
ファイルにアクセスしたり、サービスの追加などの変更を行うことができます。 Cisco Unified
Communications Managerの管理ページでは、ユーザのデバイスプロファイルを追加、変更、およ
び削除できます。

CiscoExtensionMobility用に設定された電話機にユーザがログインする際、その電話機用に設定さ
れたユーザデバイスプロファイルがユーザにある場合は、そのユーザデバイスプロファイルに

よってデバイスの既存の設定が置換されます。

ユーザがログアウトすると、ユーザデバイスプロファイルはログアウトプロファイルに置き換

えられます。

デフォルトのデバイスプロファイル

Cisco Extension Mobilityをサポートする Cisco Unified IP Phoneごとに、デフォルトのデバイスプ
ロファイルを設定できます。ユーザがユーザデバイスプロファイルのない電話機にログインし

た場合、電話機は必ずデフォルトのデバイスプロファイルを使用します。

デフォルトのデバイスプロファイルには、デバイスタイプ（電話機）、ユーザロケール、電話

ボタンテンプレート、ソフトキーテンプレート、およびMLPP情報（Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）Information）が含まれています。

[デフォルトのデバイスプロファイル設定(Default Device Profile Configuration)]ウィンドウ（[デバ
イス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [デフォルトのデバイスプロファイル(Default
Device Profile)]）を使用して、デフォルトのデバイスプロファイルを作成します。電話機にはデ
フォルトのデバイスプロファイルがまったくないか、1つあります。デフォルトのデバイスプロ
ファイルの最大数が、CiscoExtensionMobilityをサポートする電話機の数を超えることはできませ
ん。

Cisco Extension Mobility の概要
Cisco Extension Mobility（XMLベースの認証機能）は、Cisco Extension Mobilityアプリケーション
およびCiscoExtensionMobilityサービスで構成されています。エクステンションモビリティ（EM）
を有効にするには、Cisco Unified Serviceabilityから Cisco Extension Mobilityサービスをアクティブ
にする必要があります。

Cisco Extension Mobilityサービスは、Cisco Tomcat Web Service上でアプリケーションとして動作
します。
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各サービスは、[Cisco Unifiedサービスアビリティ(Cisco Unified Serviceability)] > [Service Activation]
で有効/無効にすることができます。詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration
Guide』を参照してください。

Cisco Extension Mobilityは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定された
電話機間でのみ動作します。

（注）

Cisco Extension Mobility Cross Clusterは、異なる複数の Cisco Unified Communications Managerク
ラスタ内にある電話機で動作します。 Cisco Extension Mobility Cross Cluster機能の詳細につい
ては、クラスタ間のエクステンションモビリティ, （641ページ）の章を参照してください。

（注）

Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して、Cisco Extension Mobilityサービス
を（CiscoUnified Serviceabilityの管理ページで）開始し、[サービスパラメータ(Service Parameters)]
ウィンドウ（[システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]）を使用して、各機能
がシステムでどのように動作するかを定義し、[デフォルトのデバイスプロファイル(DefaultDevice
Profile)]ウィンドウ（[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [デフォルトのデバ
イスプロファイル(Default Device Profile)]）を使用して、この機能をサポートする電話機を定義し
ます。

システム管理者として、各ユーザのユーザデバイスプロファイルを設定します。ユーザは [Cisco
Unified CMのユーザオプション(Cisco Unified CM User Options)]ウィンドウを使用して、このプロ
ファイルにアクセスしたり、CiscoExtensionMobilityのようなサービスの追加などの変更を行うこ
とができます。

ユーザは、CiscoUnified IP Phoneのサービスボタンまたはアプリケーションボタンを押してCisco
Extension Mobilityにアクセスし、Cisco Unified Communications Managerユーザ IDおよび個人識別
番号（PIN）のフォームにログイン情報を入力します。ユーザに複数のユーザデバイスプロファ
イルがある場合は、Cisco Extension Mobilityで使用するデバイスプロファイルの選択を求めるプ
ロンプトが電話機に表示されます。

ユーザの電話機が Change Credential IP Phoneサービスに登録されている場合、そのユーザは、
Change Credential IP Phoneサービスを使用して、ユーザの PINを変更できます。
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ユーザがログインすると、Cisco Extension Mobilityアプリケーションはユーザ認証用の
XML-over-HTTP要求を受け取り、Cisco Unified Communications Manager Directoryに対して情報を
確認します。（次の図を参照してください）

図 33：Cisco Extension Mobility

認証の際、ログインプロファイルがログインデバイスと一致すると（つまり、Cisco Unified IP
Phone 7975用に設定されたユーザデバイスプロファイルを持つユーザが Cisco Unified IP Phone
7975にログインすると）、Cisco Extension Mobilityは次のように動作します。

•電話機は、個別のユーザデバイスプロファイル情報を使用して自動的に再設定されます。

ユーザにユーザデバイスプロファイルが 1つある場合は、システムはこのプロファイルを
使用します。ユーザデバイスプロファイルが複数ある場合、ユーザは使用するユーザデバ

イスプロファイルをリストから選択できます。

•ユーザは、デバイスプロファイルで設定したサービスをすべて使用できます。

同じユーザが、設定済みのユーザデバイスプロファイルのない Cisco Unified IP Phoneにログイン
した場合は、認証時にログインプロファイルがログインデバイスと一致しません。このシナリ

オでは、その電話機モデルのデフォルトのデバイスプロファイルが電話機にロードされ、Cisco
Extension Mobilityが次のように動作します。

•システムは、デバイスに依存しない設定（つまり、ユーザ保留音源、ユーザロケール、ユー
ザ ID、スピードダイヤル、「このデバイスの回線設定」の設定を除く電話番号設定）をす
べて、ユーザデバイスプロファイルからログインデバイスへコピーします。

•システムは、電話テンプレートとソフトキーテンプレートの設定にその電話機のデフォルト
のデバイスプロファイルを使用し、電話機がアドオンモジュールをサポートできる場合に

はアドオンモジュールにもデフォルトを使用します。

•ログインデバイスが電話ボタンテンプレートの機能セーフをサポートしており、ログイン
プロファイルで設定されている電話テンプレートがボタンの数と一致する場合、システムは

ログインプロファイルの電話テンプレートを使用します。一致しない場合、システムは電

話機のデフォルトのデバイスプロファイルを使用して電話テンプレートを設定します。

•電話機が Cisco Unified IP Phoneサービスをサポートし、サービスが設定されている場合は、
ユーザデバイスプロファイルからサービスがコピーされます。
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ユーザデバイスプロファイルにCiscoUnified IP Phoneサービスが設定されていない場合、シ
ステムはログイン時にアクセスされるログインデバイス用の、デフォルトのデバイスプロ

ファイルで設定されている Cisco Unified IP Phoneサービスを使用します。加入者サービス用
のパラメータが存在する場合、システムはパラメータをデフォルトのデバイスプロファイル

からコピーするので、パラメータが正しい情報を反映していないことがあります。

たとえば、Cisco Unified IP Phone 7975用に設定されたユーザデバイスプロファイルを持つユーザ
が Cisco Unified IP Phone 7906にログインし、デフォルトのデバイスプロファイルが電話機にロー
ドされる場合、次のようなシナリオが発生します。

•ユーザは、ユーザの保留音源、ユーザロケール、ユーザ ID、スピードダイヤル、電話番号
設定にアクセスできます。ユーザは電話回線設定にはアクセスできません。システムは、

Cisco Unified IP Phone 7906用に設定されたデフォルトのデバイスプロファイルから電話回線
設定を行っています。

•ユーザは、Cisco Unified IP Phone 7906の電話テンプレートとソフトキーテンプレートにアク
セスできます。

• Cisco Unified IP Phone 7906はアドオンモジュールをサポートしていないため、ユーザはアド
オンモジュールにアクセスできません。

• Cisco Unified IP Phoneサービスが Cisco Unified IP Phone 7906用に設定されている場合、ユー
ザはサービスにアクセスできますが、加入者サービスのパラメータは [CiscoUnifiedCMのユー
ザオプション(Cisco Unified CMUser Options)]ウィンドウでユーザが選択したパラメータでは
なく、デフォルトのデバイスプロファイルを反映します。

ユーザは、[サービス]ボタンを押して、[ログアウト]を選択すると、Cisco Extension Mobilityから
ログアウトします。ユーザが自分でログアウトしない場合は、サービスパラメータを設定してお

くと、システムが自動的にユーザをログアウトします。あるいは、電話機の次のユーザが前のユー

ザをログアウトさせることもできます。ログアウト後、Cisco Unified Communications Managerは
ログアウトプロファイルを電話機に送信し、電話機を再起動します。

セキュアエクステンションモビリティ

エクステンションモビリティHTTPSサポート機能により、Cisco Unified IP Phoneサービスと他の
アプリケーション間で通信が行われる場合、通信は、HTTPSプロトコルを使用して、通信が安全
であることを確認します。ユーザは、認証情報を提供して、Cisco Unified CMアプリケーション
にログインする必要があります。これらのクレデンシャルは、通信プロトコルが HTTPSに変更
された後で暗号化されます。

訪問先のエクステンションモビリティ（EM）アプリケーションが、ローカルデータベースでユー
ザの識別の検出に失敗した場合、次のイベントが発生します。

1 Cisco Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）は、要求をローカル EMサービスに送信して、
そのユーザのホームクラスタ（ユーザの識別を所有するクラスタ、およびEMログインを処理
できるクラスタ）を判別します。
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2 訪問先 EMサービスは、HTTPSを介して、ユーザ識別メッセージを、ローカルデータベース
に追加されるすべてのリモートクラスタに送信します。

3 訪問先EMサービスは、ホームクラスタから受信した応答を解析して、そのユーザに関連付け
られているデバイスプロファイルのリストを取得します。

訪問先 EMサービスとホーム EMサービス間のすべての詳細な通信は、HTTPSを介して行わ
れます。

同様に、訪問先ログアウト要求も、ホーム EMサービスから HTTPSを介して訪問先 EMサー
ビスに送信されます。

エクステンションモビリティHTTPSサポート機能は、次の IPPhone（SIP）でサポートされます。

• Cisco Unified IP Phone 8961

• Cisco Unified IP Phone 9951

• Cisco Unified IP Phone 9971

EMCCを設定する前に、Cisco Unified IP Phonesで Cisco Extension Mobilityを設定します。（注）

ログインおよびログアウトの動作

この項では、ユーザの視点からログインおよびログアウトの動作について説明します。ユーザか

らの質問への回答や問題の対処に、この情報を活用してください。

•作業日の始めに電話機にログインするよう、ユーザに指示することをお勧めします。これを
実行すると、ユーザデバイスプロファイルをユーザの電話機に確実にロードできます。

•ユーザが [Cisco Unified CMのユーザオプション(Cisco Unified CM User Options)]ウィンドウで
プロファイルを変更した場合は、ユーザが次にログインするときに変更が適用されます。

•すでにユーザがログインしている場合は変更が適用されません。

•ログインユーザまたはプロファイルに関連付けられたユーザロケールがロケールまたはデ
バイスと異なる場合、正常にログインした後、電話機は再起動後にリセットされます。これ

は、電話機の設定ファイルが再構築されるためです。プロファイルとデバイス間でアドオン

モジュールが一致しない場合も同じ動作をすることがあります。

• Cisco Extension Mobilityは、1分間あたり最大 250回のログインまたはログアウト操作（1時
間あたり 15,000回の操作）をサポートします。これらの操作は、並行して発生することは
なく逐次的です（デバイスの中には、1時間あたりにより多くのログインまたはログアウト
操作をサポートするものもあります）。

•制限時間を設定すると、Cisco Extension Mobilityが一定時間を過ぎたユーザを自動的にログ
アウトできるようになります。 Enforce Maximum Login Timeで [True]を選択し、ログインの
最長時間を指定して最長ログイン時間を設定します。
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サービスパラメータの設定, （622ページ）を参照してください。

•サービスパラメータを設定して複数のログインを許可できます。複数のログインを許可し
ないように設定した場合、Cisco Extension Mobilityは 1回につき 1人のユーザのログインだ
けをサポートします。最初のデバイスでユーザがログアウトするまで、その他のデバイスへ

の後続のログインはできません。

• AutoLogoutが無効で、ユーザが電話機からのログアウトを忘れた場合は、システム管理者が
そのユーザをログアウトできます。次のユーザがログインするときに、そのユーザをログア

ウトさせることもできます。

•ログアウトプロファイルによっては、Cisco Extension Mobility機能が設定されている Cisco
Unified IP Phoneからログアウトしたユーザは、ログインしない限りその電話機からのボイス
メールシステムを確認できない場合があります。メッセージボタンまたはタッチトーン

キーパッドのいずれかのキーを押した後にビジー音が聞こえる場合は、電話機を使用する前

にログインする必要があります。

•ユーザはオフフックの電話機にログインできます。ただし、CiscoUnified IPPhoneはオンフッ
クになるまでユーザの設定を受け入れません。ログイン後にオンフックになると、電話機に

「リセット中...」メッセージが表示され、ユーザの電話設定をその電話機で使用できるよう
になります。

•ユーザの Cisco Extension Mobilityプロファイルには、呼び出し音タイプ、コントラストの設
定、および音量の設定は保持されません。これらの設定は Cisco Unified IP Phoneで直接行い
ます。

• Ciscoエクステンションモビリティユーザがデバイスからログアウトすると、その Cisco
Extension Mobilityユーザに対してアクティブになっているすべての折り返しサービスは自動
的に無効となります。

ログインのコールフロー

この項では、Cisco Extension Mobilityのログインのイベントフローを、システムの側から説明し
ます。コールフローを理解すると、機能に問題が発生した場合のトラブルシューティングに役立

ちます。

1 ユーザは Cisco Unified IP Phoneのサービスボタンまたはアプリケーションボタンを押して、
ログインを要求します。この操作によって、Cisco ExtensionMobilityアプリケーションのURL
が呼び出されます。

2 アプリケーションによってサービスの URLが決定されます。

3 Cisco Extension Mobilityアプリケーションは、フォーマットした XML/HTTPクエリーを Cisco
Extension Mobilityサービスに送信し、その電話機の状態を判断します。

4 アプリケーションがユーザにユーザ IDおよび PINの入力を求めます。ユーザがユーザ IDお
よび PINを入力し、[サブミット]ソフトキーを押します。

5 電話機が HTTP要求を実行し、アプリケーションがユーザ IDおよび PINの認証を試みます。
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6 ユーザ IDおよび PINが認証されない場合は、電話機に「認証エラー」と表示されます。

ユーザ IDおよび PINが認証された場合は、アプリケーションが Cisco Unified Communications
Managerデータベースをクエリーして、ユーザに関連付けられているデバイスプロファイルの
リストを取得します。

7 ディレクトリが応答し、ユーザデバイスプロファイルのリストが表示されます。リストに複

数のエントリがある場合、電話機にはユーザが選択できるデバイスプロファイルが表示されま

す。

8 ユーザがこのリストからエントリを選択すると（またはリストにエントリが1つだけの場合）、
アプリケーションはサービス用に XMLを生成します。

9 アプリケーションは、生成されたXMLログイン要求をHTTP経由でサービスURLへ送信しま
す。（アプリケーションはステップ 2でサービス URLを決定します）

10 サービスが、要求に対して定義済みのXML形式で、ユーザデバイスプロファイルのロードの
再開（成功を示します）または失敗メッセージで応答します。

11 アプリケーションが正しい通知をデバイスに返します。電話機がユーザデバイスプロファイ
ルで再起動します。

12 Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [電話の設定(Phone Configuration)]ウィン
ドウ（[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]）には、該当するエンドユーザプロファイルおよび
デバイスプロファイルの設定ウィンドウへのリンクとともに、[現在のエンドユーザプロファ
イル(Current End User Profile)]と [現在のデバイスプロファイル(Current Device Profile)]が表示さ
れます。

[電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウでは、ユーザが電話機にログインしたときに、デ
バイスの回線番号は変わりません。ログインしているユーザがいないときも、電話機に割り

当てられた回線番号が引き続き表示されます。

（注）

ログアウトのコールフロー

この項では、Cisco Extension Mobilityのログアウトのイベントフローを、システムの側から説明
します。コールフローを理解すると、Cisco Extension Mobility機能に問題が発生した場合のトラ
ブルシューティングに役立ちます。

1 ユーザは Cisco Unified IP Phoneのサービスボタンまたはアプリケーションボタンを押して、
ログアウトを要求します。この操作によって、Cisco Extension Mobilityアプリケーションの
URLが呼び出されます。

2 アプリケーションによってサービスの URLが決定されます。
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Cisco Extension Mobilityは、最初のインスタンスだけ Cisco Unified Communications Manager
Directory内の URLを検索します。URLは、静的変数として保存されます。

（注）

3 CiscoExtensionMobilityアプリケーションはXMLを生成し、サービスに現在のデバイスの状態
をクエリーします。

4 サービスがアプリケーションに現在のデバイスの状態を返します（たとえば、「<ユーザ ID>
がログインしました」）。

5 アプリケーションは、ユーザにログアウトの確認をします。

6 ユーザが [Yes]ソフトキーを押してログアウトを確定すると、アプリケーションはログアウト
操作として XMLを生成します。

7 アプリケーションは、生成されたXMLログイン要求をHTTP経由でサービスURLへ送信しま
す（アプリケーションはステップ 2でサービス URLを決定します）。

8 操作が正常に終了すると、電話機が再起動し、適切なデバイスプロファイルがロードされま

す。障害が発生すると、メッセージが電話機に送信されます。

9 アプリケーションは受け取った XMLを解析し、XML応答メッセージを作成します。

10 適合する通知としてXMLがデバイスに返され、電話機が再起動し、元のユーザプロファイル
またはログアウトプロファイルがロードされます。

11 Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [電話の設定(Phone Configuration)]ウィン
ドウ（[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]）には、[現在のエンドユーザプロファイル(Current
End User Profile)]と [現在のデバイスプロファイル(Current Device Profile)]が表示されなくなり
ます。

[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウでは、ユーザが電話機からログアウトしたとき
に、デバイスの回線番号は変わりません。ログインしているユーザがいないときも、電話機

に割り当てられた回線番号が引き続き表示されます。

（注）

エクステンションモビリティ等価機能

Cisco Extension Mobility（EM）等価機能により、電話ボタンテンプレートの電話機モデル依存が
解消されます。次の要因により、さまざまな電話機間のモデル等価機能が決まります。

•電話機モデルがサポートする各種機能

•電話機モデルがサポートするボタンの数

EM等価機能では、Cisco Unified IP Phoneに関する次の機能をサポートしています。
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•電話ボタンテンプレートの機能セーフ：電話機には、電話機モデルがサポートする回線ボタ
ン数と同じ数のボタンを持つ、任意の電話ボタンテンプレートを使用できます。

•電話ボタンテンプレートのサイズセーフ：この機能を使用すると、ユーザは、システムに
設定されている任意の電話ボタンテンプレートを使用できます。

Cisco Unified CommunicationsManagerは、既存のエクステンションモビリティ（EM）等価メカニ
ズムを拡張し、次の電話機タイプで動作するようにします。

•電話ボタンテンプレートの機能セーフ：SCCPプロトコルとSIPプロトコルの場合、機能セー
フ機能をサポートしているCiscoUnified IP Phoneモデルは、7931、7941、7941G-GE、7942、
7945、7961G-GE、7962、7965、7975です。 SIPプロトコルだけの場合、機能セーフ機能を
サポートしている Cisco Unified IP Phoneモデルは、8961、9951、9971です。

電話ボタンテンプレートの機能セーフ機能は、Cisco Unified IP Phone 7960ま
たは 7940よりも新しいモデルで設定された EMプロファイルの使用をサポー
トしていません。

（注）

•電話ボタンテンプレートのサイズセーフ：SCCPプロトコルと SIPプロトコルの場合、サイ
ズセーフ機能をサポートしているCiscoUnified IPPhoneモデルは、7906、7911、7931、7941、
7941G-GE、7942、7945、7961、7961G-GE、7962、7965、7975です。

拡張機能は、等価であるすべての電話機モデルで動作し、機能を有効にするための管理作業は必

要ありません。

サポートされる電話機モデルのリストは、バージョンおよびデバイスパックごとに異なりま

す。現在のインストールでこれらの機能がサポートされている電話機モデルの全リストを取

得するには、Cisco Unified Reportingにログインします。 Cisco Unified Reportingで、[Unified
CM Phone Feature List]システムレポートを選択します。このシステムレポートを生成すると
き、[製品(Product)]ドロップダウンリストボックスで [すべて(All)]を指定します。 [機能
(Feature)]ドロップダウンリストボックスで、[電話テンプレートの機能セーフ(Feature Safe on
Phone Template)]または [電話テンプレートのサイズセーフ(Size Safe on Phone Template)]を選択
します。

（注）

機能セーフの設定

1 [ユーザデバイスプロファイルの設定(User Device Profile Configuration)]ウィンドウ（[デバイス
(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [デバイスプロファイル(Device Profile)]）を使用
して、7975のユーザデバイスプロファイルを作成します。 7965ユーザデバイスプロファイ
ルに User Profile Testという名前を付けます。7965電話ボタンテンプレートを使用し、次の行
を含むように、このプロファイルを設定します。

• DN：1050、1051、および 1052
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•スピードダイヤル：5051、5052、5053、5054、および 5055

2 [ユーザの設定(User Configuration)]ウィンドウ（[ユーザ管理(User Management)] > [エンドユー
ザ(EndUser)]）を使用して、ユーザを作成します。ユーザに ciscoという名前を付け、このユー
ザに User Profile Testユーザデバイスプロファイルを関連付けます。

3 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウ（[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]）を使用し
て、Cisco Unified IP Phone 7965および Cisco Unified IP Phone 7975にエクステンションモビリ
ティを設定します。 Standard電話ボタンテンプレートを使用するように各電話機を設定しま
す。

4 ユーザが User Profile Testユーザデバイスプロファイルで Cisco Unified IP Phone 7965にログイ
ンすると、すべての回線（DN）とスピードダイヤルが電話スクリーンに表示されます。

5 CiscoUnified IP Phone 7975は電話ボタンテンプレートの機能セーフをサポートしているので、
ユーザが User Profile Testユーザデバイスプロファイルで電話機にログインすると、すべての
回線（DN）とスピードダイヤルが電話画面に表示されます。

サイズセーフ設定

電話ボタンテンプレートのサイズセーフが電話機モデルでサポートされている場合、任意の電話

ボタンテンプレートをその電話機モデルに関連付けることができます。電話機に表示される実際

の電話ボタンレイアウトは、定義されている電話ボタンテンプレートと同じ順序となります。

電話機モデルのボタンが電話ボタンテンプレートよりも多い場合は、定義済みのすべてのボタン

が表示されます。電話機モデルのボタンが定義済みの電話ボタンテンプレートよりも少ない場合

は、その電話機で使用可能なボタンだけが表示されます。

たとえば、Cisco Unified IP Phone 7961の電話ボタンテンプレートでは次のボタンが定義されてい
ます。

•回線 1

•回線 2

• SD1

• SD2

•回線 3

•回線 4

この電話ボタンテンプレートが Cisco Unified IP Phone 7942に割り当てられた場合、実際の電話ボ
タンレイアウトは次のようになります。

•回線 1

•回線 2

テンプレートの残りの部分は、ボタンが使用できないため表示されません。
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この電話ボタンテンプレートが Cisco Unified IP Phone 7975に割り当てられた場合、実際の電話ボ
タンレイアウトは次のようになります。

•回線 1

•回線 2

• SD1

• SD2

•回線 3

•回線 4

• Undefined

• Undefined

このように、電話機モデルが電話ボタンテンプレートのサイズセーフ機能をサポートしている場

合は、ログインプロファイルモデルに関係なく、ログインプロファイルで定義されているのと

同じ順序で電話ボタンテンプレートレイアウトがユーザに表示されます。

Cisco Extension Mobility のシステム要件

ソフトウェアコンポーネント

このバージョンの Cisco Extension Mobilityが動作するには、次のソフトウェアコンポーネントが
必要です。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 8.0以降

Cisco Extension Mobilityは、Cisco Unified Communications Managerと同じサーバに、自動的に
インストールされます。追加のサーバは不要です。CiscoExtensionMobilityは、Communications
Managerクラスタ内の任意のサーバにインストールできます。

（注）

• Netscape 7.1、Internet Explorer 6、または Internet Explorer 7（Cisco Unified Communications
Managerの管理ページ用）

• TFTPサーバに到達可能であること。オプションで、TFTPと Cisco Unified Communications
Managerを同じサーバにインストールできます。

エクステンションモビリティ機能は、ほとんどの Cisco Unified IP Phoneに拡張されています。
Cisco Extension Mobilityがサポートされていることを確認するには、Cisco Unified IP Phoneのマ
ニュアルを参照してください。
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不在転送のコーリングサーチスペースに関する下位互換性

不在転送のコーリングサーチスペース（CSS）の機能拡張により、Cisco Extension Mobilityを使
用しているお客様は、現行の機能を維持したまま、上位リリースの Cisco Unified Communications
Managerにアップグレードできます。

この機能拡張は、CFA CSS Activation Policyサービスパラメータでサポートされています。この
パラメータは、[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウ（[システム
(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]）の [Clusterwide Parameters (Feature - Forward)]
セクションに表示され、次の 2つのオプションがあります。

• [With Configured CSS]（デフォルト）

• [With Activating Device/Line CSS]

不在転送の設定オプションの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニ
ストレーションガイド』および『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』の電話
番号の設定に関連するトピックを参照してください。

インタラクションおよび制限事項
この項では、Cisco Extension Mobilityが他の Cisco Unified Communications Managerサービスと相互
に通信する方法、および Cisco Extension Mobilityに適用される制限事項について説明します。

インタラクション

この項では、Cisco Extension Mobilityが複数のサーバ上で実行されているときの応答と、Cisco
Unified Communications Managerアプリケーション機能（一括管理ツール、CUCM Assistant、コー
ル表示、インターコム、IPv6など）と通信する方法について説明します。

同じサーバ上で動作する CUCM サービス
Cisco Extension Mobilityは、同じ Cisco Unified Communications Managerサーバで、Cisco Unified
Communications Manager Assistantおよび CDR Analysis and Reporting（CAR）とともに実行できま
す。

一括管理ツール

一括管理ツール（BAT）を使用すると、一度に複数の Cisco Extension Mobilityのユーザデバイス
プロファイルを追加および削除できます。詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
Bulk Administrationガイド』を参照してください。
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CUCM Assistant
Cisco Extension Mobilityを使用するマネージャは、同時に Cisco Unified Communications Manager
Assistantも使用できます。マネージャは Cisco ExtensionMobilityを使用して Cisco Unified IP Phone
にログインし、[Cisco IPManager Assistant]サービスを選択します。Cisco IPManager Assistantサー
ビスが起動すると、マネージャはアシスタントおよびすべてのCiscoUnifiedCommunicationsManager
Assistant機能（コールフィルタリングやサイレントなど）にアクセスできます。 Cisco Unified
Communications Manager Assistantの詳細については、プロキシ回線サポートのある Cisco Unified
Communications Manager Assistant, （277ページ）の章を参照してください。

コール表示の制限

Cisco Extension Mobilityでコール表示の制限を有効にした場合、Cisco Extension Mobilityは通常ど
おりに機能します。つまり、ユーザがデバイスにログインしているとき、コール情報の表示また

は制限は、そのユーザに関連付けられたユーザデバイスプロファイルに依存します。ユーザが

ログアウトすると、コール情報の表示または制限は、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンド
ウ（[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]）でその電話機のタイプに対して定義された設定によって
決まります。

CiscoExtensionMobilityでコール表示の制限を使用するには、[デバイスプロファイルの設定(Device
ProfileConfiguration)]ウィンドウ（ユーザのデバイスプロファイルの作成, （632ページ）を参照）
および [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウ（Cisco Extension Mobilityへの Cisco Unified
IP Phoneの登録, （636ページ）を参照）の両方で [プレゼンテーションインジケータを無視(内線
コールのみ)(Ignore Presentation Indicators (internal calls only))]を有効にします。

コール表示の制限機能の詳細については、コール表示の制限,（129ページ）の章を参照してくだ
さい。

インターコム

Cisco Extension Mobilityは、インターコム機能をサポートしています。このサポートのために、
Cisco Extension Mobilityでは、インターコム回線用に設定されたデフォルトデバイスが使用され
ます。インターコム回線はデフォルトデバイスにだけ表示されます。

インターコム回線をデバイスプロファイルに割り当てることができます。デフォルトデバイス

以外のデバイスにログインした場合、インターコム回線は表示されません。

Cisco Extension Mobilityのインターコムを検討する場合は、次の追加事項も考慮してください。

•デバイスに割り当てられたインターコム回線がすでに存在する場合、Cisco Unified
Communications Managerをリリース 6.0(1)からリリース 6.1(1)以降に移行すると、そのイン
ターコム回線にはインターコムデフォルトデバイスが自動的に指定されます。

• Cisco Unified Communications Managerがインターコム回線をデバイスに割り当てる場合、デ
フォルトデバイスの値が空になっているときは、現在のデバイスがデフォルトデバイスと

して選択されます。
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•インターコムDNの割り当てをプログラムによってAXLから行う場合は、別途、CiscoUnified
Communications Managerの管理ページを使用してデフォルトデバイスを設定することによ
り、インターコム DNを更新する必要があります。

•インターコム回線用のインターコムデフォルトデバイスとして設定されたデバイスを削除
する場合、削除が完了した後は、インターコムデフォルトデバイスをその削除済みデバイ

スに設定できなくなります。

インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）
Cisco Extension Mobilityでは IPv4がサポートされるため、[IPアドレッシングモード(IP Addressing
Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機は Cisco Extension Mobilityで使用できません。その電話
機でCiscoExtensionMobilityを使用する場合は、その電話機の [IPアドレッシングモード(IPAddressing
Mode)]を [IPv4のみ(IPv4 Only)]または [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]に設定します。 IPv6の詳細に
ついては、インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）, （897ページ）を参照してくださ
い。

制限事項

Cisco Extension Mobilityには、次の制限事項があります。

• Cisco Extension Mobilityは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定された
電話機間でのみ動作します。

•ユーザがログインしたときに表示される文字は、電話機の現在のロケールによって異なりま
す。たとえば、電話機で現在 Englishロケールが使用されている場合（電話機のログアウト
プロファイルに基づく）、ユーザ IDには英字だけを入力できます。

• Cisco ExtensionMobilityがログインユーザ IDとしてサポートする特殊文字は、電話機から入
力できる記号に限られます。サポート対象の文字は、.（ピリオド）、@、~、*、&、%、
#、+、$、\、ユーロ記号、シャープ記号です。

•ログインユーザまたはプロファイルに関連付けられたユーザロケールがロケールまたはデ
バイスと異なる場合、正常にログインした後、電話機は再起動後にリセットされます。これ

は、電話機の設定ファイルが再構築されるためです。プロファイルとデバイス間で一致しな

いアドオンモジュールは同じ動作をする場合があります。

• Cisco Extension Mobilityにログインするには、物理的な Cisco Unified IP Phoneが必要です。
Cisco Extension Mobilityで設定されているオフィスの電話機のユーザは、自分の電話機にリ
モートでログインできません。

• CiscoExtensionMobilityユーザがデバイスからログアウトすると、そのCiscoExtensionMobility
ユーザに対してアクティブになっているすべての折り返しサービスは自動的に無効となりま

す。

• Cisco Unified CallManagerリリース 4.xから Cisco Unified CommunicationsManagerリリース 6.0
以降への移行が終了した後、ユーザが初めてログインするまで、前回のログインユーザ ID
は電話機に表示されません。サービスパラメータ Remember the Last User Logged Inが [True]
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に設定されていると、ユーザが電話機にログインするたびに Cisco Extension Mobilityは前回
のログインユーザ IDを表示します。この表示は、ハードディスク上のファイルに基づいて
なされます。リリース 4.xからリリース 6.0以降への移行では、このファイルはデータベー
スに移行されないので、前回のログインユーザのユーザ IDは表示されません。

• Cisco Extension Mobilityが停止または再起動された場合、ログイン済みのユーザは、ログア
ウト間隔が満了しても自動ログアウトされません。この場合、電話機では自動ログアウトが

1日に 1度だけ行われます。このようなユーザについては、電話機または Cisco Unified
Communications Managerの管理ページから手動でログアウトできます。

• Standard Extension Mobility（EM）Authentication Proxy Rightsは、Cisco Extension Mobilityと対
話するアプリケーションで使用するための標準の権限と標準のユーザグループの両方を指定

します。プロキシによる認証では、プロキシによるエンドユーザ認証はサポートされませ

ん。 Standard EM Authentication Proxy Rightsユーザグループにエンドユーザを追加できます
が、このエンドユーザはプロキシで認証されません。

• Cisco Extension Mobilityは、ログインしたユーザすべての情報のキャッシュを 2分間保持し
ます。キャッシュ内に表示されているユーザに関する要求がエクステンションモビリティ

に到達すると、そのユーザはキャッシュ内の情報を使用して検証されます。つまり、2分以
内に、ユーザがパスワードを変更し、ログアウトして、再度ログインすると、新旧両方のパ

スワードが認識されます。

Cisco Extension Mobility のインストール
Cisco Unified Communications Managerをインストールするとき、各サーバに Cisco Unified
Communications ManagerのLocale Installerもインストールする必要があります。 Locale Installerを
インストールすると、ユーザウィンドウおよび電話機のディスプレイで、最新の翻訳されたテキ

ストを利用できます。詳細については、『Cisco Unified Communications Operating System
Administration Guide』を参照してください。

次に、Cisco Extension Mobilityの設定, （619ページ）の手順を実行します。

Cisco Extension Mobility の設定
この項では、CiscoExtensionMobilityの設定について、その注意事項、事例、および手順を説明し
ます。

Cisco Extension Mobilityを設定する前に、Cisco Extension Mobility設定タスクの要約を確認して
ください。

ヒント

関連トピック

Cisco Extension Mobilityの設定, （602ページ）
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設定時の注意事項

CiscoExtensionMobilityを配置する際に起こる不具合を避けるために、必ず設定のガイドラインに
従ってください。

• Cisco Extension Mobilityをサポートする Cisco Unified IP Phoneのタイプごとに、デフォルト
のデバイスプロファイルを設定します。

•すべての電話機で Cisco Extension Mobilityを有効化する場合は、これらの電話機をユーザが
制御できないようにします。

◦このシナリオでは、ユーザが [Cisco Unified CMのユーザオプション(Cisco Unified CM
UserOptions)]ウィンドウにアクセスしてサービスを変更する場合、設定対象のデバイス
を選択するドロップダウンリストボックスからデバイスプロファイルを選択する必要

があります。ユーザは、個人の電話機の制御も設定の変更もできません。

◦管理者は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して電話機のサー
ビスを変更できます。変更後、メインウィンドウ（ポップアップメニューではありま

せん）で更新する場合は、電話機をリセットして変更内容を有効にする必要がありま

す。この操作を行うと、新しいスナップショットが確実にログアウトプロファイルと

して保存されます。

•特定のユーザがデバイス（たとえば、オフィスの電話機）を制御する場合、他のユーザがそ
のデバイスにログインできないようにします。

ユーザが割り当てられている電話機に、他のユーザによるアクセスを許可すると、CiscoExtension
Mobility機能が正常に動作しない場合があります。

注意

• Cisco Extension Mobilityの冗長化の詳細については、『Cisco Unified Communications Solution
Reference Network Design（SRND）』を参照してください。

設定の例 1
代表的な Cisco Extension Mobilityのシナリオは、次のとおりです。

•従業員はすべて Cisco Extension Mobilityのユーザである。

•すべてのユーザにユーザデバイスプロファイルがある。

•ユーザは個人の電話機を制御できず、電話機の設定も変更できない。

•ユーザは電話機を使用する前にログインする必要がある。

•ユーザは、ロビーの電話機、会議室の電話機、および個室の電話機など共用を目的とする共
通デバイスにアクセスできる。
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•ユーザが [Cisco Unified CMのユーザオプション(Cisco Unified CM User Options)]ウィンドウに
アクセスしてサービスまたはスピードダイヤルを変更する場合、デバイスプロファイルは、

設定対象のデバイスを選択するドロップダウンメニューでだけ選択できる。この方法によ

り、どの Cisco Unified IP Phoneにログインしても、ユーザがサービスに対して行った変更が
適用されます。

設定の例 2
別の代表的な Cisco Extension Mobilityのシナリオは、次のとおりです。

•各ユーザには割り当てられた電話機がある。

•各ユーザには、どのデバイスにログインしても適用されるデバイスプロファイルがある。

•各ユーザは、ロビーの電話機、会議室の電話機、および個室の電話機など共用に設定されて
いる共通デバイスにアクセスできる。

•このシナリオでは、他の人に割り当てられている電話機を使用できない。

Cisco Extension Mobility サービスの追加
CiscoExtensionMobilityサービスを新しいCiscoUnified IP Phoneサービスとして追加します。Cisco
Extension Mobilityサービスの名前、説明、および URLを設定します。

デバイスをCiscoExtensionMobilityサービスに登録するときに、[登録の更新(UpdateSubscriptions)]
を 2回以上クリックすると、エラーが発生します。多数の電話機を更新した場合、変更内容
がすべてのデバイスに適用されるまでに多少時間がかかることがあります。[登録の更新(Update
Subscriptions)]ボタンは 1回だけクリックし、この適用が完了するまで待機する必要がありま
す。

ヒント

Cisco Extension Mobilityサービスを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [IP Phoneサービス(Phone Services)]を選択します。

ステップ 2 [新規追加(Add New)]をクリックします。

ステップ 3 [サービス名(Service Name)]フィールドに、サービスの名前を入力します。
この名前は、ユーザがサービスボタンを押したときに電話機に表示されます。「エクステンショ

ンモビリティ」や「EM」のようにわかりやすい名前を入力します。 Java MIDletサービスの場
合、サービス名は、Java Application Descriptor（JAD）ファイルで定義された名前と正確に一致し
ている必要があります。
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ステップ 4 電話機がUnicodeを表示できない場合は、[ASCIIサービス名(ASCII Service Name)]フィールドで、
表示するサービスの名前を入力します。

ステップ 5 次の例に示すように、[サービスURL(Service URL)]フィールドに入力します。
http://<IPアドレス>:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#

エクステンションモビリティサーバの IPアドレスは、Cisco Extension Mobilityアプリケーション
がアクティブ化され、実行されている Cisco Unified Communications Managerの IPアドレスです。

次の例を参考にしてください。

http://123.45.67.89:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#

Cisco Unified IP Phoneサービスに冗長性を持たせるには、IPアドレスではなくホスト名
を使用する Cisco Unified IP Phoneサービスを作成します。電話機のソフトキー機能と
フィルタリング機能は、電話機サービスと同様に、必要に応じて自動的にフェールオー

バーします。

ヒント

ステップ 6 [サービスカテゴリ(Service Category)]フィールドで、サービスがXMLまたは JavaMIDletのどちら
に基づくかを選択します。

ステップ 7 [サービスタイプ(Service Type)]フィールドで、サービスボタン、ディレクトリボタン、または
メッセージボタンのどれにサービスをプロビジョニングするかを選択します。

ステップ 8 Java MIDletサービスの場合のみ、[サービスベンダー(Service Vendor)]フィールドで、JADファイ
ルで定義されたベンダーと正確に一致するサービスベンダーを入力します。 XMLサービスの場
合、このフィールドは空白のままにしておいてかまいません。

[サービスバージョン(ServiceVersion)]値の入力は必須ではありません。 JavaMIDletサー
ビス用の値を入力する場合、値は、JADファイルで定義されたバージョンと正確に一致
している必要があります。

（注）

ステップ 9 [保存(Save)]をクリックします。

サービスパラメータの設定

サービスパラメータを設定して、Cisco Extension Mobilityサービスがどのように機能するのかを
定義します。

サービスパラメータを設定する前に、Cisco Extension Mobilityサービスがアクティブになってい
ることを確認してください。 Cisco Unified Serviceabilityの使用法については、『Cisco Unified
Serviceability Administration Guide』を参照してください。

Cisco Extension Mobilityのサービスパラメータを設定するには、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、[システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択
し、CiscoExtensionMobilityサービスを実行しているサーバを選択してから [CiscoExtensionMobility]
を選択します。すべてのサービスパラメータを表示するには、[詳細設定(Advanced)]をクリック
します。サービスパラメータを設定した後、[-] をクリックします。

次の表に Cisco Extension Mobilityサービスパラメータを示します。
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名前に「intra-cluster」を含むサービスパラメータが、Cisco Extension Mobility機能に適用され
ます。名前に「inter-cluster」を含むサービスパラメータは、Cisco Extension Mobility Cross
Cluster機能にのみ提供されます。

（注）

表 55：Cisco Extension Mobilityサービスのサービスパラメータ

説明設定

ローカルログインの最長時間を指定するには、[True]を選択します。
この時間を超えると、システムは自動的にデバイスをログアウトし

ます。 [False]（デフォルト設定）を選択すると、ログインの最長時
間が存在しないことになります。

自動ログアウトを設定するには、Enforce Intra-cluster Maximum Login
Timeサービスパラメータで [True]を選択し、さらに Intra-cluster
MaximumLoginTimeサービスパラメータでシステム最長ログイン時
間を指定する必要があります。こうすると、Cisco Unified
Communications Managerは、すべてのログインに対して自動ログア
ウトサービスを使用します。

Enforce Intra-cluster
Maximum Login Time

このパラメータでは、8:00（8時間）や :30（30分）など、ユーザが
デバイスにローカルでログインできる最長時間を指定します。

Enforce Intra-cluster Maximum Login Timeパラメータが [False]に設定
されている場合、このパラメータは無視されます。

有効な値は、0:01から 168:00までの HHH:MM形式の値です。HHH
は時間数を表し、MMは分数を表します。

Intra-clusterMaximumLogin
Time

このフィールドは、クラスタ間のエクステンションモビリティ

（EMCC）設定だけに適用されます。

このパラメータでは、8:00（8時間）や :30（30分）など、ユーザが
デバイスにリモートでログインできる最長時間を指定します。EMCC
では、Enforce Intra-cluster Maximum Login Timeサービスパラメータ
の値に関係なく、この値に基づいて、自動ログアウトを常に実行し

ます。

有効な値は、0:00から 168:00までの HHH:MM形式の値です。HHH
は時間数を表し、MMは分数を表します。（0:00は、無期限のログ
インを示します。つまり、最長ログイン時間の制限がなく、ログイ

ンしたままになります。）

Inter-clusterMaximumLogin
Time
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説明設定

[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]
ウィンドウで、[詳細設定(Advanced)]をクリックすると、
このサービスパラメータを表示できます。

ヒント

同時に実行できるログインまたはログアウト操作の最大回数を指定

します。この回数設定は、Cisco Extension Mobilityサービスによる
システムリソースの過剰な消費を防ぐものです。デフォルト値の 5
は、ほとんどのシナリオを適切に処理します。

Maximum Concurrent
Requests

次のいずれかのオプションを選択します。

1 [Multiple Logins Allowed]：1人のユーザが同時に複数のデバイス
にログインできます。

2 [Multiple Logins Not Allowed]：1人のユーザが一度ログインに成
功すると、2台目以降のログインに失敗します。

3 [Auto Logout]：1人のユーザが 2台目のデバイスにログインする
と、Cisco Unified Communications Managerは最初にユーザがログ
インしたデバイスから自動的にユーザをログアウトします。

EMCCでは、複数のログインが常に許可されます。

Intra-cluster Multiple Login
Behavior

ユーザ IDに英数字を使用できるようにするには、[True]を選択しま
す。 [False]を選択すると、ユーザ IDに使用できる文字は数字だけ
になります。

Alphanumeric User IDパラメータはシステム全体に適用さ
れます。英数字のユーザ IDと数字のユーザ IDを混合し
て持つことができます。システムは、英数字のキーパッド

を使用して入力できるユーザ IDだけをサポートします。
大文字と小文字が区別されるユーザ IDフィールドでは、
小文字を使用してください。

（注）

Alphanumeric User ID
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説明設定

デフォルト値の [False]を選択します。

通常のホテルのシナリオでは、複数のユーザがあらゆるオフィスで

あらゆる電話を一時的に使用する可能性があるので、このパラメー

タを [False]に設定する必要があります。

[True]に設定すると、エクステンションモビリティアプリケーショ
ンは、電話機にログインした最後のユーザのユーザ IDを記憶しま
す。この設定は、個々人が日常的に自分の電話機を使用し、他の人

がその電話機を使用しない場合に使用してください。

たとえば、CiscoExtensionMobilityは、電話機から使用可能なタイプ
のコールを有効にする場合に使用できます。ログインしていない個

人とオフィスの電話を使用している個人がかけられるのは内線コー

ルまたは緊急コールだけになります。ただし、CiscoExtensionMobility
を使用してログインすると、ユーザはローカル通話、長距離通話、

国際通話をかけることができます。このシナリオでは、このユーザ

だけが電話機に定期的にログインします。この場合、ログインした

最後のユーザ IDを記憶するように Cisco Extension Mobilityを設定す
るのが妥当なので、フィールドを [True]に設定します。このフィー
ルドを [True]に設定すると、最後に正常にログインしたユーザのユー
ザ IDが Cisco Extension Mobilityで記憶され、その後のすべてのログ
インでそのユーザ IDが自動的に入力されます。

Remember the Last User
Logged In

Cisco Extension Mobilityへの手動によるログイン/ログアウトプロセ
スで、コールログをクリアするように指定するには、[True]を選択
します。

ユーザが Cisco Extension Mobilityサービスを IP Phoneで使用してい
る場合は、すべてのコール（発信、受信、エラー）がコールログに

記録され、IPPhoneに表示されます。同じ電話機を使用する他のユー
ザに前回のユーザのコールログを表示しないようにしてユーザのプ

ライバシーを確保するには、Clear Call Logサービスパラメータを
[True]に設定します。この設定により、正常にログイン/ログアウト
したユーザのコールログが確実にクリアされます。

クラスタ間のエクステンションモビリティ（EMCC）の場合、ユー
ザが電話機にログインまたは電話機からログアウトすると、コール

ログは常にクリアされます。

コールログがクリアされるのは、手動によるCiscoExtension
Mobilityのログイン/ログアウト時だけです。自動ログアウ
ト、または手動ログアウト以外の何らかの処理によって

CiscoExtensionMobilityからのログアウトが行われた場合、
コールのログは消去されません。

（注）

Clear Call Logs on
Intra-cluster EM
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説明設定

[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]
ウィンドウで、[詳細設定(Advanced)]をクリックすると、
このサービスパラメータを表示できます。

ヒント

このパラメータは、ログインまたはログアウトの要求元の IPアドレ
スを検証するかどうかを指定します。

パラメータを [True]に指定すると、Cisco ExtensionMobilityのログイ
ンまたはログアウトの要求元の IPアドレスが検証され、それが信頼
できる IPアドレスであることが確認されます。

ログインまたはログアウトするデバイスの検証は、最初に、キャッ

シュに対して実行されます。

要求元の IPアドレスがキャッシュ内で見つからない場合、その IP
アドレスは、Trusted List of IPsサービスパラメータで指定済みの信
頼された IPアドレスおよびホスト名のリストに対して照合されま
す。

要求元の IPアドレスが Trusted List of IPsサービスパラメータで指定
済みのリストに存在しない場合は、Cisco Unified CallManagerに登録
されたデバイスのリストに対して照合されます。

要求元の IPアドレスが、キャッシュ、信頼された IPアドレスのリ
スト、または登録済みデバイスの中で見つかった場合に、デバイス

はログインまたはログアウトの実行が許可されます。

IPアドレスが見つからない場合、ログインまたはログアウトの試行
はブロックされます。パラメータを [False]に指定すると、Cisco
Extension Mobilityへのログインまたはログアウト要求は検証されま
せん。

IPアドレスを検証すると、デバイスに対するログインまたはログア
ウトに要する時間が長くなることがあります。ただし、特に、リモー

トデバイス用の個別の信頼されたプロキシサーバからのログインと

組み合わせて使用している場合には、許可されていないログインま

たはログアウト試行を防御するためのセキュリティがさらに強化さ

れます。

PSIRT（Validate IP Address）が [True]に設定されている
場合、自動ログアウトは PSIRT検証パスを介しません。
EMのログは、電話機が PSIRT情報なしでサインアウトし
たことを示します。このシナリオは、ユーザが手動でサイ

ンアウトする代わりに自動的にサインアウトする理由を説

明しています。

（注）

Validate IP Address
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説明設定

[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]
ウィンドウで、[詳細設定(Advanced)]をクリックすると、
このサービスパラメータを表示できます。

ヒント

このパラメータは、テキストボックスとして表示されます（最長

1024文字）。テキストボックスに、信頼される IPアドレスまたは
ホスト名のストリングをセミコロンで区切って入力できます。 IPア
ドレス範囲と正規表現はサポートされていません。

Trusted List of IPs

[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]
ウィンドウで、[詳細設定(Advanced)]をクリックすると、
このサービスパラメータを表示できます。

ヒント

パラメータを [True]に指定すると、Webプロキシを使用した Cisco
Extension Mobilityへのログインおよびログアウト操作が許可されま
す。

パラメータを [False]に指定すると、プロキシの背後からの Cisco
Extension Mobilityへのログインおよびログアウト要求は拒否されま
す。

選択した設定は、Validate IP Addressパラメータが [True]に指定され
ている場合にのみ有効です。

Allow Proxy

[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]
ウィンドウで、[詳細設定(Advanced)]をクリックすると、
このサービスパラメータを表示できます。

ヒント

このフィールドは、クラスタ間のエクステンションモビリティ設定

だけに適用されます。

このパラメータによって、クラスタ間のエクステンションモビリ

ティ（EMCC）へのログイン/ログアウトにWebプロキシの使用を許
可するかどうかが決定されます。このパラメータを有効にするに

は、サービスパラメータ Validate IP Addressを [True]に設定する必
要があります。有効な値は、[True]（サービスパラメータ Trusted
List of IPで識別されるWebプロキシ使用した EMCCログインまた
はログアウトを許可）または [False]（Webプロキシ使用した EMCC
ログインまたはログアウト操作を許可しない）です。

EMCC Allow Proxy

[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]
ウィンドウで、[詳細設定(Advanced)]をクリックすると、
このサービスパラメータを表示できます。

ヒント

このフィールドでは、CiscoExtensionMobilityによって保持されるデ
バイスキャッシュのサイズを設定します。このフィールドの最小値

は 1000で、最大値は 20000です。デフォルトは 10000です。

入力した値は、Validate IP Addressパラメータが [True]に指定されて
いる場合にのみ有効です。

Extension Mobility Cache
Size
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Cisco Extension Mobility サービスのパラメータ
次の表に、Cisco Extension Mobilityサービスパラメータの比較と、各サービスパラメータがエク
ステンションモビリティ機能またはクラスタ間のエクステンションモビリティ機能の設定に使用

された場合の動作を示します。

表 56：Cisco Extension Mobilityサービスパラメータの動作の比較

クラスタ間のエクステンションモ

ビリティ機能での動作

エクステンションモビリティ機能

での動作

サービスパラメータ名

適用されません。 EMCCは、クラ
スタ間最大ログイン時間に基づい

て自動ログアウトを常に実行しま

す。

サポートされています（[True]また
は [False]）。

Enforce Intra-cluster
Maximum Login Time

適用されません。最大ログイン時間が適用される場

合は、値が使用されます。

Intra-cluster Maximum
Login Time

このサービスパラメータでは、ゼ

ロに設定できることを除き、

Intra-cluster Maximum Login Timeと
同じ範囲を共有します。

適用されません。Inter-cluster Maximum
Login Time

サポートされています。このサー

ビスパラメータによって、EMロ
グイン要求と EMCCログイン要求
が結合されます。このサービスパ

ラメータは、ホームクラスタだけ

に適用されます。

サポートされています。このサー

ビスパラメータによって、EMロ
グイン要求と EMCCログイン要求
が結合されます。

Maximum Concurrent
Requests

複数の EMCCログインを常に許可
します（Multiple LoginAllowed）。

サポートされています。値は次の

いずれかになります。

• [Multiple Logins Allowed]

• [Multiple Logins Not Allowed]

• [Auto Logout]

Intra-cluster Multiple
Login Behavior

サポートされています。訪問先ク

ラスタの値が使用されます。

サポートされています。Alphanumeric User ID

サポートされています。サポートされています。Remember the Last User
Logged In
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クラスタ間のエクステンションモ

ビリティ機能での動作

エクステンションモビリティ機能

での動作

サービスパラメータ名

電話機がログイン後にフルサイク

ルリセットを実行すると、常にク

リアされます。

サポートされています。値は次の

いずれかになります。

• [True] =通話履歴をクリアしま
す。

• [False] =ログインおよびログ
アウト後に通話履歴をクリア

しません。

Clear Call Logs on
Intra-Cluster EM

サポートされています。ログイン

時に、訪問先クラスタ（vEMApp）
の IPアドレスを確認します。ログ
アウト時に、ホームクラスタ

（hEMApp）の IPアドレスを確認
します。

サポートされています。ログイン

およびログアウト時にデバイスの

IPアドレスを確認します。

Validate IP Address

サポートされています。Validate IP
Addressパラメータと連携して機能
します。ログインまたはログアウ

トに応じて、ホームクラスタまた

は訪問先クラスタのパラメータが

適用されます。

サポートされています。Trusted List of IPs

適用されません。サポートされています。Allow Proxy

サポートされています。適用されません。EMCC Allow Proxy

サポートされています。ホームク

ラスタの最大キャッシュサイズ値

が使用されます。

サポートされています。値は次の

いずれかになります。

• [Multiple Logins Allowed]

• [Multiple Logins Not Allowed]

• [Auto Logout]

ExtensionMobility Cache
Size

デフォルトデバイスプロファイルの作成

Cisco Extension Mobilityをサポートする Cisco Unified IP Phoneごとに、デフォルトのデバイスプ
ロファイルを設定します。ユーザがユーザデバイスプロファイルを持たない電話機タイプにロ

グインした場合、電話機は必ずデフォルトのデバイスプロファイルを使用します。
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デフォルトのデバイスプロファイルの機能の詳細については、Cisco ExtensionMobilityの概要, （
605ページ）を参照してください。

電話機タイプのデフォルトのデバイスプロファイルを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページから、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定
(Device Settings)] > [デフォルトのデバイスプロファイル(Default Device Profile)]を選択します。
[デフォルトのデバイスプロファイル設定(Default Device Profile Configuration)]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 [デバイスプロファイルタイプ(DeviceProfileType)]ドロップダウンリストボックスから、プロファ
イルを作成するデバイス（Cisco 7970など）を選択します。

ステップ 3 [次へ(Next)]をクリックします。

ステップ 4 必要に応じて、[デバイスプロトコル(Device Protocol)]ドロップダウンリストボックスからプロト
コルを選択します。

ステップ 5 [次へ(Next)]をクリックします。

ステップ 6 [ユーザ保留音源(User Hold Audio Source)]フィールドで、ドロップダウンリストボックスから、
ユーザが保留動作を開始した場合に再生する音源を選択します。

オーディオソースを選択しない場合、Cisco Unified Communications Managerはデバイスプールで
定義されたオーディオソースを使用するか、デバイスプールでオーディオソース IDが定義され
ていない場合はシステムデフォルトを使用します。

オーディオソースの定義は、[保留音オーディオソースの設定(MusicOnHoldAudioSource
Configuration)]ウィンドウで行います。このウィンドウを開くには、[メディアリソース
(Media Resources)] > [保留音オーディオソース(Music On Hold Audio Source)]を選択しま
す。

ヒント

ステップ 7 [ユーザロケール(User Locale)]ドロップダウンリストボックスで、電話機のユーザインターフェ
イスに関連するロケールを選択します。

ユーザロケールは、言語やフォントなど、ユーザをサポートする一連の詳細情報を示します。

Cisco Unified Communications Managerは、ローカリゼーションをサポートする電話機タイプに対
してだけ、このフィールドを使用可能にします。

ユーザロケールが指定されない場合、Cisco Unified Communications Managerはデバイス
プールに関連付けられているユーザロケールを使用します。

（注）

ユーザが英語以外の言語で（電話機に）情報を表示するよう要求する場合は、ユーザ

ロケールを設定する前に、ロケールインストーラがインストールされていることを確

認してください。『CiscoUnifiedCommunicationsOperating SystemAdministrationGuide』
を参照してください。

（注）

ステップ 8 [電話ボタンテンプレート(Phone Button Template)]フィールドで、適切な電話ボタンテンプレート
を選択します。電話ボタンテンプレートは、Cisco Unified IP Phone上の電話ボタンの設定を決定
します。

ステップ 9 [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]フィールドで、適切なソフトキーテンプレートを選
択します。ソフトキーテンプレートは、Cisco Unified IP Phoneのソフトキーの設定を決定しま
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す。 [共通デバイス設定(Common Device Configuration)]で設定されているソフトキープロファイ
ルを使用する場合は、[なし(None)]を選択します。

ステップ 10 プライバシーの確保が必要な電話機それぞれに対して、[プライバシ(Privacy)]ドロップダウンリ
ストボックスから [オン(On)]を選択します。設定の詳細については、割り込みとプライバシー,
（1ページ）を参照してください。

ステップ 11 [ワンボタン割込み(Single Button Barge)]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプション
を選択します。

a) [オフ(Off)]：このデバイスで、ユーザはワンボタン割り込み/C割り込み機能を使用できなくな
ります。

b) [割込み(Barge)]：このオプションを選択すると、ユーザは電話機のワンボタン割り込み用共有
回線ボタンを押し、割り込み機能を使用してコールに割り込むことができます。

c) [C割込(cBarge)]：このオプションを選択すると、ユーザは電話機のワンボタンC割り込み用共
有回線ボタンを押し、C割り込み機能を使用してコールに割り込むことができます。

d) [デフォルト(Default)]：このデバイスは、サービスパラメータからワンボタン割り込み/C割り
込みの設定を取得します。

設定の詳細については、割り込みとプライバシー, （1ページ）を参照してください。

ステップ 12 [回線をまたいで参加(Join Across Lines)]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプション
を選択します。

a) [オフ(Off)]：このデバイスで、回線をまたいで参加の機能を使用できなくなります。
b) [オン(On)]：このデバイスで、複数の回線をまたいでコールに参加できるようになります。
c) [デフォルト(Default)]：このデバイスは、サービスパラメータから、回線をまたいで参加の機
能の設定を取得します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』の割り込みとプラ
イバシー, （1ページ）を参照してください。

ステップ 13 コール表示の制限を設定し、内部コールに関して受け取る表示制限を無視するには、[プレゼン
テーションインジケータを無視(Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ)]チェックボックス
をオンにします。

この設定は、トランスレーションパターンレベルでの発呼者の回線 ID表示および接続
側の回線 ID表示の設定と組み合わせて使用します。また、これらの設定値では、コー
ル表示制限を設定して、各コールに対して発呼者の回線または接続先の回線の表示情報

を選択的に表示またはブロックできます。コール表示の制限機能の詳細については、

コール表示の制限, （129ページ）の章を参照してください。

（注）

ステップ 14 [MLPP情報(Multilevel Precedence and Preemption (MLPP) Information)]を設定するには、次の手順を
実行します。

詳細については、Multilevel Precedence and Preemption, （1109ページ）を参照してくださ
い。

（注）

a) [MLPPドメイン(MLPP Domain)]で、ドロップダウンリストボックスから、このデバイスプロ
ファイルに関連付けられているMLPPドメインを選択します。

b) [MLPP通知(MLPP Indication)]設定が使用可能な場合は、デバイスがMLPP優先コールをかけた
ときにこの機能を使用するかどうかを指定します。
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ドロップダウンリストボックスで、次のオプションから、このデフォルトのデバイスプロファ

イルを使用するデバイスに割り当てる設定を選択します。

• [デフォルト(Default)]：このデバイスは、デバイスプールから [MLPP通知(MLPP Indication)]
の設定値を引き継ぎます。

• [オフ(Off)]：デバイスはMLPP優先コールの表示を送信しません。

• [オン(On)]：デバイスはMLPP優先コールの表示を送信します。

デフォルトのデバイスプロファイルを設定する場合は、[MLPP通知(MLPPIndication)]
が [オフ(Off)]で [MLPPプリエンプション(MLPP Preemption)]が [強制(Forceful)]、と
いう組み合わせにしないでください。

（注）

c) [MLPPプリエンプション(MLPP Preemption)]設定が使用可能な場合は、進行中のコールを差し
替えることのできるデバイスがMLPP優先コールをかけたときに、この機能を使用するかどう
かを指定します。

ドロップダウンリストボックスで、次のオプションから、このデフォルトのデバイスプロファ

イルを使用するデバイスに割り当てる設定を選択します。

• [デフォルト(Default)]：このデバイスは、デバイスプールから [MLPPプリエンプション
(MLPP Preemption)]の設定値を引き継ぎます。

• [無効(Disabled)]：デバイスはMLPP優先コールを行うときに進行中のコールをプリエンプ
ション処理しません。

• [強制(Forceful)]：デバイスはMLPP優先コールを行うときに進行中のコールをプリエンプ
ション処理します。

デフォルトのデバイスプロファイルを設定する場合は、[MLPP通知(MLPPIndication)]
が [オフ(Off)]で [MLPPプリエンプション(MLPP Preemption)]が [強制(Forceful)]、と
いう組み合わせにしないでください。

（注）

ステップ 15 [保存(Save)]をクリックします。

ユーザのデバイスプロファイルの作成

ユーザデバイスプロファイルには、名前、説明、電話機のテンプレート、アドオンモジュール、

電話番号、登録サービス、およびスピードダイヤルの情報といった属性が含まれています。

Cisco Extension Mobilityの新規ユーザ用にデフォルトのデバイスプロファイルを追加するには、
次の手順を実行します。
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[デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウで BLFスピードダイヤ
ルボタンを設定すると、そのデバイスにログイン後、Cisco Extension Mobilityをサポートする
デバイスに、BLFスピードダイヤルボタンの状態をリアルタイムに表示できます。つまり、
そのデバイスプロファイルに適用されるプレゼンスグループにより、プレゼンスエンティ

ティの状態を見ることができます。詳細については、BLFプレゼンス, （23ページ）の章を
参照してください。

（注）

はじめる前に

手順を進める前に、デバイスプロファイル名と電話ボタンテンプレート（複数）が設定されてい

ることを確認してください。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [デバイスプロファイル(Device Profile)]を選択します。
[デバイスプロファイルの検索/一覧表示(Find andList Device Profiles)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加(Add New)]をクリックします。
[デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウが表示されます。

[デバイスプロファイルタイプ(Device Profile Type)]ドロップダウンリストボックスからデバイス
タイプを選択し、[次へ(Next)]をクリックします。

必要に応じて、[デバイスプロトコル(Device Protocol)]フィールドでプロトコルを選択します。

[次へ(Next)]をクリックします。

ステップ 3 [デバイスプロファイル名(Device Profile Name)]フィールドに、任意のデバイスプロファイル名を
入力します。プロファイル名には、「エクステンションモビリティ」など、特定のユーザデバ

イスプロファイルを表すテキストを自由に設定できます。

ステップ 4 [ユーザロケール(User Locale)]ドロップダウンリストボックスで、電話機のユーザインターフェ
イスに関連するロケールを選択します。

ユーザロケールは、言語やフォントなど、ユーザをサポートする一連の詳細情報を示します。

Cisco Unified Communications Managerは、ローカリゼーションをサポートする電話機モデルに対
してだけ、このフィールドを使用可能にします。

ユーザロケールが指定されない場合、Cisco Unified Communications Managerはデバイス
プールに関連付けられているユーザロケールを使用します。

（注）

ユーザが英語以外の言語で（電話機に）情報を表示するよう要求する場合は、ユーザ

ロケールを設定する前に、ロケールインストーラがインストールされていることを確

認してください。『CiscoUnifiedCommunicationsOperating SystemAdministrationGuide』
を参照してください。

（注）
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ステップ 5 [電話ボタンテンプレート(Phone Button Template)]フィールドで、適切な電話ボタンテンプレート
を選択します。電話ボタンテンプレートは、Cisco Unified IP Phone上の電話ボタンの設定を決定
します。

ステップ 6 [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]ドロップダウンリストボックスで、ソフトキーテン
プレートを選択します。 [共通デバイス設定(CommonDevice Configuration)]で設定されているソフ
トキーテンプレートを使用する場合は、[なし(None)]を選択します。

ステップ 7 プライバシーの確保が必要な電話機それぞれに対して、[プライバシ(Privacy)]ドロップダウンリ
ストボックスから [オン(On)]を選択します。設定の詳細については、割り込みとプライバシー,
（1ページ）を参照してください。

ステップ 8 コール表示の制限機能を有効にするには、[プレゼンテーションインジケータを無視(Ignore
Presentation Indicators、内線コールのみ)]チェックボックスをオンにします。

コール表示の制限機能を有効にするには、[デバイスプロファイルの設定(Device Profile
Configuration)]ウィンドウと [電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウ（CiscoExtension
MobilityへのCiscoUnified IP Phoneの登録, （636ページ）を参照）の両方で、[プレゼン
テーションインジケータを無視(Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ)]チェッ
クボックスをオンにします。

（注）

ステップ 9 電話機タイプが Cisco Unified IP Phone拡張モジュールをサポートしている場合、Cisco Unified
Communications Managerは拡張モジュールフィールドを表示します。 [モジュール1(Module1)]ド
ロップダウンリストボックスおよび [モジュール2(Module2)]ドロップダウンリストボックスで、
適切な拡張モジュールを選択します。

Cisco IP Phoneモデル 8961、9951、9971の場合は、この手順をスキップします。これらの電話モ
デルには、拡張モジュールフィールドが表示されません。これらの電話が使用する拡張モジュー

ルに関わりなく、電話ボタンテンプレートの回線が物理デバイスに適用されます。

電話ボタンテンプレートフィールドの横にある [表示(View)]ボタンリストのリンクを
選択することにより、電話ボタンリストをいつでも表示できます。その特定の拡張モ

ジュール用の電話ボタンが、別のポップアップウィンドウに表示されます。

ヒント

ステップ 10 [MLPP情報(Multilevel Precedence and Preemption (MLPP) Information)]を設定するには、次の手順を
実行します。

詳細については、Multilevel Precedence and Preemption, （1109ページ）を参照してください。

a) [MLPPドメイン(MLPP Domain)]ドロップダウンリストボックスから、このデバイスプロファ
イルに関連するMLPPドメインを表す 16進値を選択します。

b) [MLPP通知(MLPP Indication)]設定が使用可能な場合は、デバイスがMLPP優先コールをかけた
ときにこの機能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストボックスで、次のオプションから、このデフォルトのデバイスプロファ

イルを使用するデバイスに割り当てる設定を選択します。

• [デフォルト(Default)]：このデバイスは、デバイスプールから [MLPP通知(MLPP Indication)]
の設定値を引き継ぎます。

• [オフ(Off)]：デバイスはMLPP優先コールの表示を送信しません。

• [オン(On)]：デバイスはMLPP優先コールの表示を送信します。
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デフォルトのデバイスプロファイルを設定する場合は、[MLPP通知(MLPPIndication)]
が [オフ(Off)]で [MLPPプリエンプション(MLPP Preemption)]が [強制(Forceful)]、と
いう組み合わせにしないでください。

（注）

c) [MLPPプリエンプション(MLPP Preemption)]設定が使用可能な場合は、進行中のコールを差し
替えることのできるデバイスがMLPP優先コールをかけたときに、この機能を使用するかどう
かを指定します。

ドロップダウンリストボックスで、次のオプションから、このデフォルトのデバイスプロファ

イルを使用するデバイスに割り当てる設定を選択します。

• [デフォルト(Default)]：このデバイスは、デバイスプールから [MLPPプリエンプション
(MLPP Preemption)]の設定値を引き継ぎます。

• [無効(Disabled)]：デバイスはMLPP優先コールを行うときに進行中のコールをプリエンプ
ション処理しません。

• [強制(Forceful)]：デバイスはMLPP優先コールを行うときに進行中のコールをプリエンプ
ション処理します。

デフォルトのデバイスプロファイルを設定する場合は、[MLPP通知(MLPPIndication)]
が [オフ(Off)]で [MLPPプリエンプション(MLPP Preemption)]が [強制(Forceful)]、と
いう組み合わせにしないでください。

（注）

ステップ 11 [ログインユーザID(Login User Id)]ドロップダウンリストボックスからユーザ IDを選択します。
[保存(Save)]をクリックします。

ページが更新されます。

ステップ 12 [割り当て情報(Association Info)]セクションで [新規DNを追加(Add a new DN)]リンクをクリックし
ます。

ステップ 13 [電話番号(Directory Number)]フィールドに電話番号を入力し、[保存(Save)]をクリックします。
フィールドの説明については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーション
ガイド』のMultilevel Precedence and Preemption, （1109ページ）を参照してください。

ステップ 14 「回線または電話番号設定の変更を有効にするにはリスタートが必要です。(Changes to Line or
Directory Number settings require restart.)」というプロンプトが表示されます。
[リセット(Reset)]をクリックし、プロンプトの指示に従います。

ステップ 15 エクステンションモビリティサービスをデバイスプロファイルに登録するには、ウィンドウの

右上隅にある [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [サービスの登録/登
録解除(Subscribe/Unsubscribe Services)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
[登録済みのCisco IP Phoneサービス(Subscribed Cisco IP Phone Services for)]ウィンドウが、別のウィ
ンドウで表示されます。

ステップ 16 [サービスの選択(Select a Service)]ドロップダウンリストボックスから、Extension Mobilityサービ
スを選択します。

ステップ 17 [次へ(Next)]をクリックします。

ステップ 18 [登録(Subscribe)]をクリックします。
新しいサービスが [登録済みサービス(Subscribed Services)]に表示されます。
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ステップ 19 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 20 サービスを登録解除するには、[登録解除(Unsubscribe)]、[保存(Save)]の順にクリックします。
デバイスプロファイル設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニ
ストレーションガイド』のMultilevel Precedence and Preemption, （1109ページ）の章を参照してく
ださい。

ユーザへのユーザデバイスプロファイルの関連付け

物理的なデバイスに関連付けるときと同じ方法で、ユーザデバイスプロファイルをユーザに関連

付けます。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガ
イド』のMultilevel Precedence and Preemption, （1109ページ）の項を参照してください。

一括管理ツール（BAT）を使用すると、一度に複数の Cisco Extension Mobilityのユーザデバイ
スプロファイルを追加および削除できます。詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager Bulk Administrationガイド』を参照してください。

ヒント

ユーザデバイスプロファイルを、Cisco Extension Mobilityのユーザに関連付けるには、次の手順
を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[ユーザ管理(User Management)] > [エンド
ユーザ(End User)]を選択します。

ステップ 2 [新規追加(Add New)]をクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガ
イド』のMultilevel Precedence and Preemption, （1109ページ）を参照）。

ステップ 4 変更を保存し、ユーザを追加するには、[保存(Save)]をクリックします。
既存のエンドユーザを選択するには、[検索(Find)]をクリックし、ユーザデバイスプロ
ファイルを関連付けるエンドユーザを選択します。『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

（注）

Cisco Extension Mobility への Cisco Unified IP Phone の登録

はじめる前に

電話機を Cisco Extension Mobilityに登録する前に、Cisco Unified Communications Managerで Cisco
Unified IPPhoneを設定する必要があります。電話機を設定するには、『CiscoUnifiedCommunications
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Managerアドミニストレーションガイド』の、Cisco Unified IP Phoneの設定に関連するトピック
を参照してください。

デバイスプロファイルについては、デバイスプロファイル,（604ページ）を参照してください。

Cisco Extension Mobilityサービスに登録するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選択
します。

ステップ 2 [新規追加(Add New)]をクリックします。
設定されている電話機は、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーショ
ンガイド』の説明に従って、検索および更新することもできます。

（注）

[新規電話を追加(Add a New Phone)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [電話のタイプ(Phone Type)]ドロップダウンリストボックスから、エクステンションモビリティ
を登録する電話機のタイプを選択し、[次へ(Next)]をクリックします。

ステップ 4 [デバイスプロトコルの選択(Select the device protocol)]ドロップダウンリストボックスから電話機
のプロトコルを選択し、[次へ(Next)]をクリックします。

ステップ 5 [内線情報(Extension Information)]で、[エクステンションモビリティの有効化(Enable Extension
Mobility)]チェックボックスをオンにします。

すべてのフィールドについては、『Cisco Unified Communications Managerアドミニスト
レーションガイド』のスピードダイヤルボタンまたは短縮ダイヤルの設定に関連する

トピックを参照してください。

（注）

ステップ 6 [ログアウトプロファイル(Log Out Profile)]ドロップダウンリストボックスから、その電話機でエ
クステンションモビリティユーザがログインしていないときに使用するプロファイルを選択しま

す。 [現在のデバイス設定を使用(Use Current Device Settings)]またはリストされる特定の設定プロ
ファイルのいずれかを選択できます。

特定の設定済みプロファイルを選択した場合、ログインデバイスとログインプロファ

イルの間のマッピングは、ユーザがログアウトした後も保持されます。 [現在のデバイ
ス設定を使用(Use Current Device Settings)]を選択した場合、マッピングは保持されませ
ん。

（注）

その他のフィールド（[ログイン時刻(Log in Time)]、[ログアウト時刻(Log out Time)]）には、デバ
イスのログインステータスに関する現在のデバイス情報が表示されます。

ステップ 7 CiscoUnified CommunicationsManagerの [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、Call Party
Restrictions機能を有効にするには、[プレゼンテーションインジケータを無視(Ignore Presentation
Indicators、内線コールのみ)]チェックボックスをオンにします。

コール表示の制限機能を有効にするには、[電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウ
と [デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウ（ユーザのデ
バイスプロファイルの作成, （632ページ）を参照）の両方で、[プレゼンテーションイ
ンジケータを無視(Ignore Presentation Indicators、内線コールのみ)]チェックボックスを
オンにします。この機能の詳細については、コール表示の制限, （129ページ）の章を
参照してください。

（注）
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ステップ 8 [保存(Save)]をクリックします。
ここで、エクステンションモビリティ IP Phoneサービスを、ユーザのデバイスプロファイルの作
成, （632ページ）で作成したデバイスプロファイルと IP Phoneターゲットデバイスの両方に登
録する必要があります。

ステップ 9 エクステンションモビリティを IP Phoneに登録するには、ウィンドウの右上隅にある [関連リン
ク(RelatedLinks)]ドロップダウンリストボックスで [サービスの登録/登録解除(Subscribe/Unsubscribe
Services)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
[登録済みのCisco IP Phoneサービス(Subscribed Cisco IP Phone Services for)]ウィンドウが、別のウィ
ンドウで表示されます。

ステップ 10 [サービスの選択(Select a Service)]ドロップダウンリストボックスから、Extension Mobilityサービ
スを選択します。

ステップ 11 [次へ(Next)]をクリックします。

ステップ 12 [登録(Subscribe)]をクリックします。
新しいサービスが [登録済みサービス(Subscribed Services)]に表示されます。

ステップ 13 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 14 サービスを登録解除するには、[登録解除(Unsubscribe)]、[保存(Save)]の順にクリックします。
デバイスプロファイルにサービスを登録または登録解除する方法については、ユーザ

のデバイスプロファイルの作成, （632ページ）を参照してください。
（注）

Cisco Extension Mobilityが設定できました。

Change Credential IP Phone サービスの設定
Change Credential IP Phoneサービスを設定し、この電話サービスをユーザ、ユーザデバイスプロ
ファイル、または Cisco Unified IP Phoneに関連付けることで、Cisco Extension Mobilityのユーザ
は、ユーザがログインしている Cisco Unified IP Phoneでユーザ PINを変更できます。

エンドユーザは、ChangeCredential IP Phoneサービスを使用して、Cisco ExtensionMobilityとCisco
Extension Mobility Cross Clusterの両方のユーザ PINを Cisco Unified IP Phoneで変更できます。

はじめる前に

電話機を Cisco Extension Mobilityに登録する前に、Cisco Unified Communications Managerで Cisco
Unified IP Phoneを設定する必要があります。電話機の設定については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

デバイスプロファイルについては、デバイスプロファイル,（604ページ）を参照してください。

Change Credential IP Phoneサービスを追加するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [IP Phoneサービス(Phone Services)]を選択します。

ステップ 2 [新規追加(Add New)]をクリックします。
[IP Phoneサービスの設定(IP Phone Services Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [サービス名(Service Name)]フィールドで、「Change Credential」と入力します。
すべてのフィールドについては、『Cisco Unified Communications Managerアドミニスト
レーションガイド』のデバイスプロファイル,（604ページ）の項を参照してください。

（注）

ステップ 4 [サービスURL(Service URL)]フィールドで、次の値を入力します。サーバには、Change Credential
IP Phoneサービスが実行されているサーバを指定します。
http://server:8080/changecredential/ChangeCredentialServlet?device=#DEVICENAME#

ステップ 5 [セキュアサービスURL(Secure-Service URL)]フィールドで、次の値を入力します。サーバには、
Change Credential IP Phoneサービスが実行されているサーバを指定します。
https://server:8443/changecredential/ChangeCredentialServlet?device=#DEVICENAME#

ステップ 6 [IP Phoneサービスの設定(IP Phone Services Configuration)]ウィンドウで、残りのフィールドを設定
し、[保存(Save)]をクリックします。
ここで、Change Credential IP Phoneサービスを、IP Phone発信先デバイスと、ユーザのデバイス
プロファイルの作成, （632ページ）で作成したユーザデバイスプロファイルの両方に登録する
必要があります。

ステップ 7 Cisco Unified IP Phoneを Change Credential IP Phoneサービスに登録するには、電話機の [電話の設
定(Phone Configuration)]ウィンドウ（[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]）を表示します。

ステップ 8 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの右上隅にある [関連リンク(Related Links)]ドロップ
ダウンリストボックスで、[サービスの登録/登録解除(Subscribe/Unsubscribe Services)]を選択し、
[移動(Go)]をクリックします。
[登録済みのCisco IP Phoneサービス(Subscribed Cisco IP Phone Services for)]ウィンドウが、別のウィ
ンドウで表示されます。

ステップ 9 [サービスの選択(Select a Service)]ドロップダウンリストボックスから、Change Credential IP Phone
サービスを選択します。

ステップ 10 [次へ(Next)]をクリックします。

ステップ 11 [登録(Subscribe)]をクリックします。

ステップ 12 Change Credential IP Phoneサービスが、[登録済みサービス(Subscribed Services)]に表示されます。

ステップ 13 [保存(Save)]をクリックします。
ユーザデバイスプロファイルにサービスを登録または登録解除する方法については、

ユーザのデバイスプロファイルの作成, （632ページ）を参照してください。
（注）

エンドユーザにサービスを登録または登録解除する方法については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

（注）
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Cisco Extension Mobility ユーザへの情報提供
Cisco Extension Mobilityのシステムを設定した後、電話機のユーザに次の情報を提供します。

• Cisco ExtensionMobility機能が有効または無効になったことの通知と、CiscoExtensionMobility
をサポートする電話機タイプ。 Cisco Extension Mobility機能に付けた名前（たとえば、「エ
クステンションモビリティ」）を含みます。さらに、エクステンションモビリティサービ

スを有効または無効にしたことに関する、変更の通知も提供します。

•ユーザのパスワード、ユーザ ID、および PIN。

•ユーザパスワードと PINの変更に使用するユーザの [Cisco Unified CMのユーザオプション
(Cisco Unified CM User Options)]ウィンドウの URL。

ユーザパスワードと PINに使用できるのは、IP Phoneでサポートされている
文字だけであることに注意してください。サポートされているのは、数字 0
～ 9と対応する文字、アスタリスク（*）、およびナンバー記号つまりシャー
プ記号（#）です。

（注）

• Cisco Extension Mobilityの概要およびログイン、ログアウト、機能のトラブルシューティン
グの手順が記載されている電話機のユーザガイド。電話機のユーザガイドには、[Cisco
Unified CMのユーザオプション(Cisco Unified CM User Options)]ウィンドウの使用方法に関す
る情報が含まれています。

•サービスパラメータの設定,（622ページ）で定義した、ログインおよびログアウト動作の機
能説明。

ユーザが電話機からログインし、電話機に「PIN変更」メッセージが表示された場合、エンド
ユーザは、エンドユーザのPINを変更する必要があります。ユーザが電話機からログインし、
電話機に「パスワード変更」メッセージが表示された場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
管理者は、CCMSysUserパスワードを変更する必要があります。

（注）
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第 25 章

クラスタ間のエクステンションモビリティ

この章では、CiscoExtensionMobilityCrossCluster機能について説明します。この機能を使用する
と、ある Cisco Unified Communications Managerクラスタ（ホームクラスタ）のエンタープライ
ズユーザが、外出先で別の Cisco Unified Communications Managerクラスタ（訪問先クラスタ）
の Cisco Unified IP Phoneに、ホームオフィスで IP Phoneを使用しているかのようにログインで
きます。

ユーザが単一のクラスタ内に留まる場合、ユーザにエクステンションモビリティ機能を提供

するには Cisco Extension Mobility機能を設定するだけで十分です。 Cisco Extension Mobility機
能の説明および設定の詳細については、エクステンションモビリティ, （601ページ）の章を
参照してください。

（注）

• EMCCの設定, 641 ページ

• EMCC機能, 650 ページ

• EMCCのシステム要件, 675 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 676 ページ

• インストールと EMCCのアクティブ化, 681 ページ

• EMCCの設定, 681 ページ

• ユーザへの情報提供, 691 ページ

• EMCCのトラブルシューティング, 691 ページ

EMCC の設定
ネットワークでCisco ExtensionMobility Cross Clusterを設定するには、次の手順に従います。次の
手順を実行する際には、クラスタ間のエクステンションモビリティ,（641ページ）も参照してく
ださい。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityで、[Tools] > [Service Activation]を選択します。

ステップ 2 サーバを選択し、各サービス名の横にあるチェックボックスをオンにし、次の CMサービスをア
クティブにします。

• Cisco CallManager

• Cisco TFTP

• Cisco Extension Mobility

• Cisco Bulk Provisioning Service（パブリッシャ上だけでアクティブ化可能）

ステップ 3 [保存(Save)]をクリックし、ポップアップウィンドウの [OK]をクリックしてサービスがアクティ
ブになるのを待機します。

ステップ 4 エクステンションモビリティ IP Phoneサービスを作成します。
a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定

(Device Settings)] > [IP Phoneサービス(Phone Services)]を選択します。
b) [新規追加(Add New)]をクリックし、[IP Phoneサービスの設定(IP Phone Services Configuration)]
ウィンドウのフィールドに次のように入力します。

• [サービス名(Service Name)]：Extension Mobility

• [ASCIIサービス名(ASCII Service Name)]：Extension Mobility

• [サービスの説明(Service Description)]：Extension Mobility

• [サービスURL(Service URL)]：
http://10.89.80.19:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&EMCC=#EMCC#

セキュアサービス URLが不要な場合を除いて、[サービスURL(Service URL)]と [セ
キュアサービスURL(Secure-Service URL)]の各フィールドの IPアドレスを変更して
ください。その場合、後続の https:// URLを省略できます。

[セキュアサービスURL(Secure-Service URL)]：
https://10.89.80.19:8443/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&EMCC=#EMCC#

[有効(Enable)]チェックボックスをオンにします。

（注）

エクステンションモビリティ IP Phoneサービスを初めて設定するときに [エンター
プライズ登録(EnterpriseSubscription)]チェックボックスをオンにすると、この IPPhone
サービスはエンタープライズ登録サービスとして設定されます。この場合、企業内

の電話機とデバイスのプロファイルはすべてこの IPPhoneサービスに自動登録され、
個別に登録を行う必要はありません。

（注）

c) [保存(Save)]をクリックして、エクステンションモビリティ IP Phoneサービスを保存します。

ステップ 5 エクステンションモビリティが必要なユーザ用のデバイスプロファイルを追加します。デバイ

スプロファイルは、ユーザが（エクステンションモビリティ、およびクラスタ間のエクステン
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ションモビリティに）ログインするとき、実際のデバイスとの対応付けに使用されます。次の手

順を実行します。

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定
(Device Settings)] > [デバイスプロファイル(Device Profile)]を選択します。

b) 特定のプロトコルを使用する特定のデバイスタイプ用に新しいデバイスプロファイルを追加
し、そのプロファイルにわかりやすい名前を付けます。

例：7975 SCCPデバイスプロファイル
c) 新しいデバイスプロファイルで、[クラスタ間エクステンションモビリティのCSS(Extension

Mobility Cross Cluster CSS)]フィールドを設定します。
このコーリングサーチスペース（CSS）は、ユーザが外出先で別の（訪問先の）クラスタの
IPPhoneを使用するとき、実際のデバイス設定に適用されます。このフィールドは、ローカル
IP Phoneの [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウにある [コーリングサーチスペース
(Calling Search Space)]フィールドの設定と同じように設定します。

d) 新しいデバイスプロファイルに電話番号（DN）を追加します。
例：4001

e) [電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウの [関連リンク(Related Links)]ド
ロップダウンリストボックスで [デバイスの設定(Configure Device)(<新しいデバイスプロファ
イル名>)]オプションを選択し、[移動(Go)]をクリックします。
[デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウに戻ります。

f) [デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウの [関連リンク(Related
Links)]ドロップダウンリストボックスで [サービスの登録/登録解除(Subscribe/Unsubscribe
Services)]オプションを選択し、[移動(Go)]をクリックします。

g) 表示されるポップアップウィンドウで、[サービスの選択(Select a Service)]ドロップダウンリ
ストボックスからエクステンションモビリティサービスを選択します。

h) [次へ(Next)]をクリックしてから [登録(Subscribe)]をクリックします。
i) [保存(Save)]をクリックして、ポップアップウィンドウを閉じます。
j) [デバイスプロファイルの設定(Device ProfileConfiguration)]ウィンドウで、[保存(Save)]をクリッ
クします。

ステップ 6 Cisco Extension Mobility Cross Clusterのユーザを追加します。
a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[ユーザ管理(User Management)] > [エン
ドユーザ(End User)]を選択します。

b) [新規追加(Add New)]をクリックして、新しいエンドユーザを追加します。
c) 表示される [エンドユーザの設定(EndUserConfiguration)]ウィンドウで、少なくとも次のフィー
ルドを設定します。

• [ユーザID(User ID)]

• [パスワード(Password)]

• [PIN]

• [姓(Last Name)]

• [名(First Name)]
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d) [エクステンションモビリティ(Extension Mobility)]ペインで、[クラスタ間のエクステンション
モビリティの有効化(Enable ExtensionMobilityCrossCluster)]チェックボックスをオンにします。

e) [エクステンションモビリティ(ExtensionMobility)]ペインの [使用可能なプロファイル(Available
Profiles)]リストペインから、設定したデバイスプロファイルを選択します。

f) 下矢印を使用して、[制御するプロファイル(Controlled Profiles)]リストペインにデバイスプロ
ファイルを移動します。

g) [保存(Save)]をクリックして、エンドユーザの設定を保存します。

ステップ 7 デバイスでエクステンションモビリティを有効にします。

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選
択します。

b) ユーザがエクステンションモビリティまたはクラスタ間のエクステンションモビリティを実
行できる電話機を検索します。

c) このデバイスの [内線情報(Extension Information)]ペインで [エクステンションモビリティの有
効化(Enable Extension Mobility)]チェックボックスをオンにします。

d) [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリ
ストボックスで [サービスの登録/登録解除(Subscribe/Unsubscribe Services)]オプションを選択
し、[移動(Go)]をクリックします。

e) 表示されるポップアップウィンドウで、[サービスの選択(Select a Service)]ドロップダウンリ
ストボックスからエクステンションモビリティサービスを選択します。

f) [次へ(Next)]をクリックしてから [登録(Subscribe)]をクリックします。
g) [保存(Save)]をクリックして、ポップアップウィンドウを閉じます。
h) [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、[保存(Save)]をクリックします。ポップアッ
プウィンドウが表示された場合は、そのウィンドウで [OK]をクリックします。

この手順によって、ユーザがクラスタ内エクステンションモビリティログインを実行

するのに必要な設定が完了します。

（注）

[電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウには [セキュアサービスURL(Secure Services
URL)]があります。この URLをブランクにすると、URL Servicesエンタープライズパ
ラメータが使用されます。

（注）

ステップ 8 証明書の一括管理を設定します。

a) Cisco Unified Communications Operating Systemの管理ページで、[セキュリティ(Security)] > [証
明書の一括管理(Bulk Certificate Management)]を選択します。

b) 表示される [証明書の一括管理(Bulk Certificate Management)]ウィンドウで、フィールドを次の
ように設定します。

• [IPアドレス(IP Address)]：SFTPサーバの IPアドレスを指定します。
これは、すべての参加クラスタによって共有される必要のある、集中型のセキュ

ア FTPサーバです。
（注）

• [ポート(Port)]：22（SSHのデフォルトポート）。

• [ユーザID(User ID)]：書き込みアクセス権を持つユーザのユーザ ID。

• [パスワード(Password)]：書き込みアクセス権を持つユーザのパスワード。

• [ディレクトリ(Directory)]：書き込みアクセス権を持つユーザのディレクトリ（例：/tmp）。
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c) [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 9 証明書の一括エクスポートを設定します。

a) Cisco Unified Communications Operating Systemの管理ページで、[セキュリティ(Security)] > [証
明書の一括管理(Bulk Certificate Management)]を選択します。

b) エクスポートアイコンをクリックします。
c) 表示される [証明書の一括エクスポート(BulkCertificateExport)]ウィンドウで、次のフィールド
を設定します：[証明書タイプ(Certificate Type)]：[すべて(All)]

d) [エクスポート(Export)]をクリックしてから [閉じる(Close)]をクリックします。

この手順によって、クラスタ内のすべてのノードの証明書が格納された PKCS12ファイルが作成
されます。

すべての参加クラスタは、同じSFTPサーバまたはSFTPディレクトリに証明書をエクスポートす
る必要があります。

Tomcat、TFTP、または Capfの証明書がクラスタのいずれかのノードで再生成されるたびに、そ
のクラスタで証明書をエクスポートする必要があります。

ステップ 10 証明書を統合します。

a) Cisco Unified Communications Operating Systemの管理ページで、[セキュリティ(Security)] > [証
明書の一括管理(Bulk Certificate Management)] > [統合(Consolidate)] > [証明書の一括統合(Bulk
Certificate Consolidate)]を選択します。
すべての参加クラスタが証明書のエクスポートを完了したら、証明書を統合します。このオプ

ションは、2つ以上のクラスタが証明書を SFTPサーバにエクスポートした場合にのみ使用可
能です。

b) 表示されるウィンドウで、次のフィールドを設定します：[証明書タイプ(CertificateType)]：[す
べて(All)]

c) [統合(Consolidate)]をクリックします。
この手順によって、SFTPサーバにあるすべてのPKCS12ファイルが統合され、1つのファイル
が作成されます。

統合を実行する必要があるのは、参加クラスタのうちの 1つだけです。

証明書を統合した後に新しい証明書をエクスポートした場合は、統合を再度実行して、新しく

エクスポートされた証明書を取り込む必要があります。

ステップ 11 証明書をインポートします。

a) Cisco Unified Communications Operating Systemの管理ページで、[セキュリティ(Security)] > [証
明書の一括管理(Bulk Certificate Management)] > [インポート(Import)] > [証明書の一括インポー
ト(Bulk Certificate Import)]を選択します。

b) 表示されるウィンドウで、次のフィールドを設定します：[証明書タイプ(CertificateType)]：[す
べて(All)]

c) [インポート(Import)]をクリックします。

各クラスタの証明書をすべてインポートした後、クラスタごとにCiscoCallManagerサー
ビスおよびCiscoTomcatサービスを再起動して、各クラスタのノード単位でサービスを
アクティブにする必要があります。

（注）
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これらの証明書は、アップグレード後も保持されます。ユーザが証明書を再インポー

トまたは再統合する必要はありません。

（注）

この手順によって、統合されたPKCS12ファイルがSFTPサーバからローカルクラスタにインポー
トされます。

いずれかの参加クラスタがエクスポートを行った場合は、すべてのクラスタで再インポートを行

う必要があります。

インポートは、中央の管理者が証明書を統合した後に実行します。

ステップ 12 ビデオコール用の EMCCを有効にするには、[共通の電話プロファイル(Common Phone Profile)]
（[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [共通の電話プロファイル(CommonPhone
Profile)]）を設定するか、または、[エンタープライズ電話の設定(Enterprise Phone Configuration)]
（[システム(System)] > [エンタープライズ電話の設定(Enterprise Phone Configuration)]）を行ってビ
デオコールを有効にします。

いずれかのウィンドウで、[ビデオ機能(Video Capabilities)]ドロップダウンリストボックスを [有
効(Enabled)]に設定します（この設定は、クラスタごとにデフォルトで有効になっている場合が
あります）。

ステップ 13 EMCCデバイスの追加：EMCCテンプレートを追加します。
a) CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[一括管理(BulkAdministration)] > [EMCC]

> [EMCCテンプレート(EMCC Template)]を選択します。
b) [新規追加(Add New)]をクリックします。
c) [EMCCテンプレートの設定(EMCCTemplateConfiguration)]ウィンドウで、フィールドを次のよ
うに設定します。

• [テンプレート名(Template Name)]：EMCCデバイステンプレート

• [デバイスプール(Device Pool)]：[デフォルト(Default)]

• [SIPプロファイル(SIP Profile)]：[標準SIPプロファイル(Standard SIP Profile)]

• [共通デバイス設定(CommonDeviceConfiguration)]：[デフォルトの共通デバイス設定(Default
Common Device Configuration)]

d) [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 14 EMCCデバイスの追加：デフォルトの EMCCテンプレートを設定します。
a) CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[一括管理(BulkAdministration)] > [EMCC]

> [EMCCの挿入/更新(Insert/Update EMCC)]を選択します。
b) [EMCCデバイスの更新(Update EMCC Devices)]をクリックします。
c) [デフォルトのEMCCテンプレート(Default EMCC Template)]ドロップダウンリストボックス
で、設定した EMCCデバイステンプレートを選択します。

d) [今すぐ実行(Run Immediately)]をクリックします。
e) [送信(Submit)]をクリックします。
f) ジョブが正常に実行されたかどうかを確認します。
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[一括管理(Bulk Administration)] > [ジョブスケジューラ(Job Scheduler)]を選択し、必要なジョブ
のジョブ IDを検索します。ジョブが正常に実行されたことを確認します。

ステップ 15 EMCCデバイスの追加：EMCCデバイスを挿入します。
a) CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[一括管理(BulkAdministration)] > [EMCC]

> [EMCCの挿入/更新(Insert/Update EMCC)]を選択します。
b) [EMCCデバイスの挿入(Insert EMCC Devices)]をクリックします。
c) [追加するEMCCデバイスの数(Number of EMCC Devices to be added)]フィールドの値を（5など
に）変更します。

d) [今すぐ実行(Run Immediately)]をクリックして [送信(Submit)]をクリックします。
e) このウィンドウを更新し、追加したデバイスの数（5など）が [データベース内にすでにある

EMCCデバイスの数(Number of EMCC Devices already in database)]に表示されることを確認しま
す。

f) または、[一括管理(Bulk Administration)] > [ジョブスケジューラ(Job Scheduler)]を選択し、ジョ
ブが正常に完了したかどうかを確認します。

追加する EMCC基本デバイスの最大数

次の計算式を使用して、クラスタ内でサポートされるデバイスの合計数を EMCCに追加します。

電話機 +（2 × EMCCデバイス）<= MaxPhones

Cisco Unified Communications ManagerシステムではMaxPhones値を 60,000に指定します。

Cisco Business Edition 5000システムではMaxPhones値を 700に指定します。

EMCCログインは、ホームクラスタで使用されるライセンスの数には影響しません。

ステップ 16 エンタープライズパラメータを設定して、位置情報フィルタを追加します。

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム(System)] > [エンタープライ
ズパラメータ(Enterprise Parameters)]を選択します。

b) クラスタ IDエンタープライズパラメータに、参加クラスタごとに一意のクラスタ IDを設定
します。

c) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム(System)] > [位置情報フィル
タ(Geolocation Filter)]を選択します。

d) [新規追加(Add New)]をクリックします。
e) 新しい位置情報フィルタを作成します。
名前の例：EMCC位置情報フィルタ

[国(Country)]、[都道府県(State)]、[市(City)]などの一致基準を指定します。

ステップ 17 EMCC機能のパラメータを設定します。
a) CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[拡張機能(Advanced Features)] > [EMCC]

> [EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]を選択します。
b) 表示される [EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]ウィンドウで、次の機能パラメータ
を設定します。

• [EMCCログインデバイス用のデフォルトのTFTPサーバ(Default TFTPServer for EMCCLogin
Device)]
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• [EMCC位置情報フィルタ(EMCC Geolocation Filter)]

• [リモートクラスタ更新用のEMCCサービスのデフォルトサーバ(Default Server for Remote
Cluster Update)]

関連付けられているドロップダウンリストボックスからこれらの機能パラメータを選

択するには、事前にこれらの機能パラメータが設定されている必要があります。

（注）

他の EMCC機能のパラメータは、デフォルト値を保持するか、または必要に応じて変
更できます。

（注）

ステップ 18 EMCC用に 1つまたは 2つのクラスタ間 SIPトランクを設定します。
PSTNアクセスサービスとRSVPエージェントサービスの両方に 1つのトランクを設定
したり、サービスごとに 1つずつトランクを設定したりできます。必要な EMCC SIP
トランクは 2つまでです。

（注）

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [トランク(Trunk)]
を選択します。

b) [新規追加(Add New)]をクリックします。
c) 次の設定を指定します。

• [トランクタイプ(Trunk Type)]：[SIPトランク(SIP Trunk)]

• [トランクサービスタイプ(Trunk Service Type)]：[クラスタ間のエクステンションモビリ
ティ(Extension Mobility Cross Clusters)]

d) [次へ(Next)]をクリックします。
e) 表示される [トランクの設定(TrunkConfiguration)]ウィンドウの [デバイス情報(Device Information)]
ペインで、次の設定を指定します。次に、値の例を示します。

• [名前(Name)]：EMCC-ICT-SIP-Trunk-1

• [デバイスプール(Device Pool)]：[デフォルト(Default)]

[SIP情報(SIP Information)]ペインで、次の設定例を指定します。

• [SIPトランクセキュリティプロファイル(SIP Trunk Security Profile)]：[非セキュアSIPトラ
ンクプロファイル(Non Secure SIP Trunk Profile)]

• [SIPプロファイル(SIP Profile)]：[標準SIPプロファイル(Standard SIP Profile)]

[位置情報の設定(Geolocation Configuration)]ペインで、次の設定を指定します。

• [位置情報の送信(Send Geolocation Information)]：このチェックボックスをオンにします。

EMCCトランクでは、SendGeolocationを True、MTPRequiredを False、および
UnattendedPortを Falseに指定する必要があります。

（注）

f) [保存(Save)]をクリックし、EMCC用のクラスタ間 SIPトランクを保存します。

ステップ 19 EMCCクラスタ間サービスプロファイルを設定します。
a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[拡張機能(Advance Features)] > [EMCC]

> [EMCCクラスタ間サービスプロファイル(EMCC Intercluster Service Profile)]を選択します。
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b) [EMCC]ペインで [アクティブ(Active)]チェックボックスをオンにします。
c) [PSTNアクセス(PSTN Access)]ペインで [アクティブ(Active)]チェックボックスをオンにしま
す。

d) [PSTNアクセスSIPトランク(PSTN Access SIP Trunk)]ドロップダウンリストボックスで、設定
した SIPトランクを選択します。

e) [RSVPエージェント(RSVP Agent)]ペインで [アクティブ(Active)]チェックボックスをオンにし
ます。

f) [RSVPエージェントSIPトランク(RSVP Agent SIP Trunk)]ドロップダウンリストボックスで、
設定した別の SIPトランクを選択します。

トランクを 1つだけ設定した場合は、[PSTNアクセスSIPトランク(PSTN Access SIP
Trunk)]用のトランクと同じトランクを [RSVPエージェントSIPトランク(RSVP Agent
SIP Trunk)]用に選択できます。

（注）

g) [確認(Validate)]をクリックして、設定を検証します。
h) ポップアップウィンドウに失敗のメッセージが表示されなければ、[保存(Save)]をクリックし
ます。

ステップ 20 EMCCリモートクラスタサービスを設定します。
a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[拡張機能(Advance Features)] > [EMCC]

> [EMCCリモートクラスタ(EMCC Remote Cluster)]を選択します。
b) [検索(Find)]をクリックして、既知のリモートクラスタのリストを表示します。
c) 設定するリモートクラスタが表示されたら、そのリモートクラスタをクリックし、設定値を
確認します。

d) 設定するリモートクラスタが表示されない場合は、[新規追加(Add New)]をクリックして次の
設定を行います。

• [クラスタID(Cluster ID)]：このクラスタ IDが、他のクラスタのクラスタ IDのエンタープ
ライズパラメータ値に一致することを確認します。

• [完全修飾名(Fully Qualified Name)]：リモートクラスタの IPアドレスまたはリモートクラ
スタ上の任意のノードとして解決可能なドメイン名を使用します。

EMCCが有効になっている間、TFTPチェックボックスは常にオフになってい
る必要があります。

（注）

ステップ 21 サービスパラメータを設定します。

a) CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[システム(System)] > [サービスパラメー
タ(Service Parameters)]を選択します。

b) [サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスで、サーバを選択します。
c) [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスで、[Cisco ExtensionMobility]サービスを選
択します。

d) ウィンドウの上部にある [詳細設定(Advanced)]ボタンをクリックします。
e) 必要に応じて、[Clusterwide Parameters (Parameters that apply to all servers)]ペインで次のサービ
スパラメータを設定します。

• Inter-cluster Maximum Login Time
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• EMCC Allow Proxy：この値を [True]に設定します。

EMCCでは、コールログが常にクリアされま
す。

（注）

EMCCでは、複数のログインが常に許可されま
す。

（注）

SRSTを動作させるために、EMCCに特別な設定をする必要はありません。

システムに SRST設定が必要となる場合は、通常どおり設定してください。

関連トピック

クラスタ間のエクステンションモビリティ, （641ページ）
EMCCコールルーティング, （664ページ）
EMCCの設定, （641ページ）
EMCC機能の設定項目, （681ページ）
EMCCクラスタ間サービスプロファイルの設定項目, （687ページ）
リモートクラスタの設定, （688ページ）
サービスパラメータの設定, （622ページ）
Cisco Extension Mobilityサービスのパラメータ, （628ページ）

EMCC 機能
この項では、EMCCの機能と設定、サポートされている電話機、ログインの説明と要約、コール
処理、および電話機のセキュリティについて解説します。

EMCC と Cisco Extension Mobility
Cisco Extension Mobility機能が初めて提供されたのは、Cisco CallManagerのリリース 3.1からで
す。 Cisco Extension Mobilityは、継続してクラスタ内のユーザおよびデバイスだけに適用されま
す。ただし、ユーザは、ログインする場所に関係なく次のようなシームレスなエクスペリエンス

を必要としています。

•ユーザに対して、同じ機能セットおよびサービスセット（すべての回線、スピードダイヤ
ル、メッセージボタン、MWI、および機能）

•管理者に対して、セキュリティ、CAC、ローカルゲートウェイアクセス、ローカルメディ
アリソース、およびサービスアビリティ

EMCC の課題

クラスタ内 Cisco Extension Mobilityには、次の特徴があります。
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•ローカルデータベースでデバイス情報を使用できる。

•ローカルデータベースでユーザ情報を使用できる。

•ローカルデータベースでグローバル情報を使用できる。

クラスタ間 Cisco Extension Mobilityには、次の特徴があります。

•デバイス情報がクラスタデータベースに格納される。

•ユーザ情報がデバイス情報とは別のクラスタデータベースに格納される。

•ルーティング設定およびサービスパラメータなどのグローバル情報が両方のクラスタのデー
タベースに格納される。

Cisco Extension Mobilityには、ユーザ情報を管理するクラスタにデバイス情報を移動するか、逆
に、デバイス情報を管理するクラスタにユーザ情報を移動する必要があるという課題があります。

EMCC ソリューション
クラスタ間のエクステンションモビリティの問題を解決するソリューションは相互登録です。相

互登録には、次の特徴があります。

•ホームクラスタのユーザは訪問先クラスタの電話機にログインする。

•ログイン手順によって、ホームクラスタのデータベースにデバイス情報が伝送される。

•ホームクラスタのデータベースは、ユーザデバイスプロファイルを使用して一時デバイス
を作成する。

•ホームクラスタの TFTPサーバは、電話機の設定ファイルを作成する。

•ログイン後、訪問先クラスタは電話機をホームクラスタの TFTPサーバに転送する。

•電話機は、ホームクラスタ（HC）の TFTPサーバから TFTP設定をダウンロードした後、
ホームクラスタの Cisco Unified Communications Managerに相互登録する。

クラスタは、ログインユーザから見てホームまたは訪問先と呼びます。（注）

Cisco Extension Mobility Cross Clusterのインタラクション

CiscoExtensionMobilityCrossCluster機能と他の機能とのインタラクション一覧については、EMCC
のインタラクション, （676ページ）を参照してください。

EMCC の範囲

Cisco Extension Mobility Cross Clusterは、次の機能をサポートしています。

• Cisco Extension Mobilityログインおよびログアウト
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◦ユーザ認証はクラスタ間で行われる。

•セキュリティ

◦クラスタ間のセキュリティはデフォルトで提供される。

◦セキュアな電話機のセキュリティプロファイルを持つ Cisco Unified IP Phonesと、非セ
キュアなセキュリティプロファイルを持つ Cisco Unified IP Phoneをサポート。

•訪問先電話機に適した PSTNアクセス

◦ E911はPSTN（つまり、ローカルゲートウェイ）の適切な場所にルーティングされる。

◦市内通話は PSTNの適切な場所にルーティングされる。

◦ローカルルートグループに着信するコールは、訪問先クラスタ内のローカルゲートウェ
イにルーティングされる。

•訪問先電話機に適したメディアリソースの表示（次の例を参照）

◦ RSVPエージェント、TRP、保留音（MOH）、MTP、トランスコーダ、会議ブリッジ

•コールアドミッション制御（CAC）

◦ホームクラスタは、訪問先クラスタのロケーションとリージョンの情報を持たない。

◦ Cisco Unified Communications Managerのロケーションとリージョンは、クラスタ境界を
越えては適用できない。

•訪問先クラスタの RSVPエージェントを使用する RSVPエージェントベースの CAC

•ホームクラスタで実質的にサポートできるコール機能およびサービス

◦制限事項の例：インターコムの設定にはスタティックなデバイスの設定を指定するた
め、Cisco Extension Mobility Cross Clusterではインターコム機能がサポートされない。

• EMCCログインデバイスの最大オーディオビットレートは、デフォルトで 8 kbps（G.729）
に設定

EMCC ログイン
ここでは、EMCCログインについて説明します。
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EMCC ログインの用語
次の図に、Cisco Extension Mobility Cross Clusterにおける訪問先クラスタとホームクラスタを示し
ます。

図 34：訪問先クラスタとホームクラスタ

訪問先クラスタ

訪問先クラスタには、次の特徴があります。

•電話機は地理的に訪問先に存在する。

•電話機の設定は、訪問先の Cisco Unified Communications Managerデータベースに格納されて
いる。

•電話機が必要とするリソース（ゲートウェイおよび RSVPエージェントなど）は、訪問先に
存在する。

•通常、訪問先電話機は（EMCCログインの前に）この地理的ロケーションを管理する訪問先
の Cisco Unified Communications Managerクラスタに登録する。

• CCMCIPは Cisco CallManager Cisco IP Phoneサービスを示す。

ホームクラスタ

ホームクラスタには、次の特徴があります。

•エンドユーザの設定はホームクラスタに存在する。

•ユーザデバイスプロファイル（回線、スピードダイヤル、機能、およびその他の多数のユー
ザ特性）は、ホームクラスタに存在する。

•ユーザのダイヤリング傾向は、ホームコンテキスト内で有効。
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•ユーザロケールはホームクラスタに存在する。

相互登録のプロセスでは、デバイスデータをホームクラスタにインポートし、ホームクラスタ

内のエンドユーザのエクステンションモビリティ（EM）プロファイルと組み合わせてデバイス
レコードを作成します。次に電話機を転送し、ホームクラスタの Cisco Unified Communications
Managerに直接登録します。

EMCC ログインの進行
次の図に、エクステンションモビリティでホームクラスタを検索するときの Cisco Extension
Mobility Cross Clusterログインを示します。

図 35：EMCC ログイン：エクステンションモビリティによるホームクラスタの検索

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
654

クラスタ間のエクステンションモビリティ

EMCC ログイン



次の図に、エクステンションモビリティで認証、ホームクラスタへの情報提供、およびホーム

クラスタの準備を行う場合の Cisco Extension Mobility Cross Clusterログインを示します。

図 36：EMCC ログイン：エクステンションモビリティ認証、ホームへの情報提供、ホームの準備
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次の図に、エクステンションモビリティで訪問先クラスタを変更し、登録を開始する場合のCisco
Extension Mobility Cross Clusterログインを示します。

図 37：EMCC ログイン：エクステンションモビリティで訪問先クラスタを変更、登録の開始

Mini-configとは、ログイン後に電話機をホームクラスタにリダイレクトするために訪問先クラス
タで作成された簡単な設定ファイルのことです。
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次の図に、エクステンションモビリティログインサービスが処理を完了して電話機が登録され

る場合の Cisco Extension Mobility Cross Clusterログインを示します。

図 38：EMCC ログイン：エクステンションモビリティログインサービスの処理完了と電話機の登録

EMCC をサポートする電話機の判別
Cisco Extension Mobility Cross Clusterをサポートする電話機のリストは、バージョンおよびデバイ
スパックごとに異なります。

特定のリリースおよびデバイスパック用に、Cisco Extension Mobility Cross Clusterをサポートする
デバイスの全リストを作成するには、Cisco Unified Reportingアプリケーションを使用します。そ
のためには、次の手順に従います。

1 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reportingを開始します。

Webアプリケーションへのアクセスを許可されるまで、ユーザの認証にはCisco Tomcatサービ
スが使用されます。アプリケーションには次の方法でアクセスできます。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページのナビゲーションメニューで [Cisco
Unified Reporting]を選択し、[Go]をクリックします。

• Cisco Unified Real Time Monitoring Tool（RTMT）のメニューで [File] > [Cisco Unified
Reporting]を選択します。

• https://<サーバ名または IP アドレス>:8443/cucreports/と入力し、認証済みの
ユーザ名とパスワードを入力します。
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2 ナビゲーションバーで、[System Reports]をクリックします。

3 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List]オプションを
クリックします。

4 [Generate a new report]リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートが
すでに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List]リンクをクリックします。

5 Cisco ExtensionMobility Cross Clusterをサポートするすべてのデバイスのレポートを生成するに
は、対応するドロップダウンリストボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタンをクリッ
クします。

[Product]：[All]

[Feature]：[Extension Mobility Cross Cluste]

[List Features]ペインに、Cisco Extension Mobility Cross Cluster機能がサポートされているすべ
てのデバイスのリストが表示されます。カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）の隣に
ある上下の矢印キーをクリックして、リストをソートできます。

CiscoUnified Reportingアプリケーションの詳細については、『CiscoUnified Reporting Administration
Guide』を参照してください。

EMCC の設定
Cisco Unified Communications Managerの管理ページおよび他の Cisco Unified Communicationコン
ポーネント（Cisco Unifiedサービスアビリティや Cisco Unified Communications Operating Systemな
ど）で Cisco ExtensionMobility Cross Clusterを設定するための手順の概要については、EMCCの設
定に関連するトピックを参照してください。

関連トピック

EMCCの設定, （681ページ）

EMCC のアクティブログインとリモートログインの概要
ユーザのホームクラスタでは、管理者はリモートデバイスからログイン済みのクラスタユーザ

のリストを確認できます。

このことを行うには、管理者が次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を実行
します。

[電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [関連リンク(RelatedLinks)]ドロップダウンリストボックスで [リモートログインデバイス(Remotely
Logged In Device)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
658

クラスタ間のエクステンションモビリティ

EMCC の設定



リモートログインデバイスのレポートの詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 3 管理者は、任意のクラスタで Cisco Extension Mobilityまたは Cisco Extension Mobility Cross Cluster
にログイン済みのクラスタデバイスのリストを確認できます。このことを行うには、管理者が次

の手順を実行します。

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を実
行します。

[電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウが表示されます。
b) [関連リンク(RelatedLinks)]ドロップダウンリストボックスで [現在ログイン中のデバイスのレ
ポート(Actively Logged In Device Report)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
現在ログイン中のデバイスのレポートの詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

EMCC コール処理
この項では EMCCコール処理と、コール処理問題に関するヘルプの入手方法について説明しま
す。

EMCC コール処理の概要
次の図に、EMCCコール処理の概要を示します。

図 39：EMCC コール処理
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EMCC コール処理の特徴
EMCCコール処理には、次の特徴があります。

•ホームクラスタでのコール制御

◦訪問先電話機はホームクラスタに登録する。

• RSVPエージェントは訪問先クラスタから割り当てられるが、制御はホームクラスタから間
接的に行われる。

◦訪問先電話機はホームクラスタに登録する。

◦ RSVPベースの CAC用のホームクラスタポリシーに従う。

•ホームクラスタおよび訪問先クラスタによるコーデック選択

◦メディアはホームクラスタおよび訪問先クラスタで処理を行う。

◦コーデックは両クラスタの EMCCリージョン設定に基づいて選択される。

•緊急コールのルーティングは訪問先電話機および訪問先クラスタに依存する。

◦ホームクラスタでは、ホームクラスタと訪問先クラスタ両方の緊急事態パターンがサ
ポートされる。

◦ EMCC SIPクラスタ間トランク経由でローカルルートグループを使用し、訪問先クラ
スタに緊急コールをルーティングする。

◦訪問先クラスタで設定された訪問先電話機のローカルルートグループを使用する。

•訪問先クラスタでのデバイスに依存する PSTNアクセス

◦訪問先電話機と同じ場所に設置されているローカルゲートウェイにSIPトランクからの
コールをルーティングする。

EMCC コール処理の要件
Cisco Extension Mobility Cross Clusterは、次のコール処理要件を満たしています。

•緊急コールのルーティング

◦ユーザは、ホームクラスタの緊急事態パターンまたは訪問先クラスタの緊急事態パター
ンにダイヤルできる（たとえば、英国の 999または米国の 911）。

◦どのクラスタの緊急事態パターンにダイヤルしたかにかかわりなく、訪問先クラスタの
ローカルゲートウェイにコールをルーティングする必要がある。

• RSVPエージェントベースの CAC
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◦訪問先クラスタの RSVPエージェントは、訪問先クラスタ内にある訪問先電話機のメ
ディアリソースグループリストMRGL）に基づいて割り当てる必要がある。

電話機をホームクラスタに登録したにもかかわらず、訪問先クラスタで電話機のロケーショ

ンを移動すると、訪問先クラスタ内のローカルゲートウェイまたはメディアリソースグルー

プリスト（MRGL）に正しく割り当てられない場合があります。

（注）

緊急コールの EMCC コール処理
次の図に、緊急コールに対する Cisco Extension Mobility Cross Clusterのコール処理を示します。

図 40：緊急コールの EMCC コール処理

ローミング用デバイスプールの検索

ローミング用デバイスプールの検索には、次の特徴があります。

• EMCC電話機は、ホームクラスタのローミング用デバイスプールからローミングに影響す
る属性を検索する。

•ホームクラスタでは、リモートクラスタごとにローミング用デバイスプールを1つ設定し、
そのクラスタを特徴付ける個別の位置情報を使用する。次に例を示します。

◦ DPforUKCluster（country=UK）

◦ DPforSJCluster（country=US、A1=CA、A3=SJ）
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•訪問先クラスタでエクステンションモビリティを有効にした電話機では、訪問先クラスタで
位置情報を設定する。

•ログイン処理によって、電話機の位置情報が訪問先クラスタからホームクラスタに送信され
る。

•ホームクラスタに設定された EMCC位置情報フィルタによって、電話機の位置情報がフィ
ルタリングされる。

•ホームクラスタでは、フィルタ処理された電話機の位置情報を使用して、電話機のローミン
グ用デバイスプールに最適なデバイスプールが検索され、電話機がホームクラスタに登録

される。

ローミング用デバイスプールのマッチング

次の図に、ホームクラスタ内の位置情報を使用したローミング用デバイスプールのマッチングを

示します。

図 41：ホームクラスタ内の位置情報を使用したローミング用デバイスプールのマッチング

EMCC コール処理の設定
訪問先クラスタでは、エクステンションモビリティを有効にした電話機の位置情報を設定しま

す。この設定は、[電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウ（[デバイス(Device)]> [電話(Phone)]）
の [位置情報(Geolocation)]フィールド、または [デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]
ウィンドウ（[システム(System)] > [デバイスプール(Device Pool)]）の [位置情報の設定(Geolocation
Configuration)]ペインにある [位置情報(Geolocation)]フィールドで行います。

訪問先クラスタ内のエクステンションモビリティ対応電話機には、次のエンティティの設定も必

要です。
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•関連する [デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]ウィンドウ（[システム(System)] >
[デバイスプール(Device Pool)]）のローカルルートグループ

• RSVPポリシーが有効な場合は、電話機のメディアリソースグループリスト内の RSVPデ
バイス（トランスコーダまたはMTP）

ホームクラスタでは、EMCC位置情報フィルタを設定します。 [拡張機能(Advanced Features)] >
[EMCC] > [EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]メニューオプションを使用して、EMCC
位置情報フィルタを設定します。

1リモートクラスタにつき 1つのデバイスプールが、ログイン電話機のローミング用デバイス
プールとして機能します。

例

デバイスプールに英国クラスタ用 EMCCデバイスプールを指定します。

このデバイスプールの位置情報に英国の位置情報を指定します。

このデバイスプールの「英国の位置情報」位置情報を使用すると、英国の電話機はこのデバイス

プールに一致して、電話機がログインしたときにこのプールをローミング用デバイスプールとし

て選択できます。

EMCC 電話機一覧
ホームクラスタ管理者は、このクラスタに現在登録されている、すべてのリモートデバイスを一

覧表示できます。このことを行うには、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を実行します。 [関連
リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [リモートログインデバイス(Remotely
Logged In Device)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。

[リモートログインデバイスのレポート(Remotely Logged-In Device Report)]には、次の情報が表示
されます。

• [デバイス名(Device Name)]

• [ログインプロファイル(Logged In Profile)]

• [ユーザID(User ID)]

• [リモートクラスタID(Remote Cluster ID)]

• [ローミング用デバイスプール(Roaming Device Pool)]

• [デバイスセキュリティモード(Device Security Mode)]

EMCC コール処理
ホームクラスタ内のログイン EMCC電話機は、次の属性およびプリファレンスを取得します。

• EMCC基本デバイスからの共通属性（一括管理）

•ローミング用デバイスプールからのローミングに影響する属性
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◦リモートクラスタごとに 1つのローミング用デバイスプール

◦訪問先クラスタが同じ EMCC電話機は同じローミング用 DPを選択

◦国に固有の緊急ダイヤリングプランが可能（たとえば、英国の場合は 999）

•ユーザデバイスプロファイル（回線およびスピードダイヤル）からのユーザプリファレン
ス

• EMCC機能設定からの機能固有の属性

◦すべてのクラスタのすべての EMCC電話機のコーデックプリファレンス

◦ EMCC電話機の RSVPポリシー

EMCC コールルーティング
コールルーティングは、ホームクラスタで電話機用に作成されるコーリングサーチスペース

（CSS）に基づいて実行されます。

ホームクラスタは、次の優先順位で CSSを連結します。

1 付加 CSS（新規）

•ローミング用デバイスプールで設定され、国に固有の緊急ダイヤリングプランをサポー
トする（たとえば、英国の電話機はリモートで米国クラスタに登録されます。ユーザは、

米国クラスタが通常は認識しない 9.999（英国の緊急番号）にダイヤルします）。ホーム
クラスタが米国、訪問先クラスタが英国です。

•ホームクラスタと訪問先クラスタが同じ緊急事態パターンを共有している場合は、付加
CSS設定がスキップされる場合がある。

2 回線 CSS

3 デバイス CSS

•デバイスに固有。[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウまたはスタティックデバ
イスプールで設定します。

•ホームクラスタ内で電話機の通常のダイヤリングを実現する。

•訪問先電話機はホームクラスタに電話デバイスが設定されていない。

•ホームクラスタは、ユーザログインデバイスプロファイルから EMCC CSS（新規）を
取得し、この CSSをスタティックデバイス CSSとして使用する。

付加コーリングサーチスペースの機能

付加 CSSを設定するには、[システム(System)] > [デバイスプール(Device Pool)]の順に選択し、[デ
バイスプールの設定(Device Pool Settings)]ペインで [付加CSS(Adjunct CSS)]フィールドを設定しま
す。
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この例では、次の設定が適用されます。

• [付加CSS(Adjunct CSS)]は Adjunct CSS for UK Clusterです。

•（[コーリングサーチスペースのルートパーティション(Route Partitions for this Calling Search
Space)]の）[選択されたパーティション(Selected Partitions)]は EMCC Emergency Partition for
UKです。

デバイスプールで設定する付加 CSSを使用すると、ログイン後に米国のクラスタに登録され、
ローミング用デバイスプールにバインドされる英国の電話機から、英国の緊急ダイヤリングが可

能になります。米国のクラスタがホームクラスタです。

コーリングサーチスペースには、メンバパーティションを1つだけ指定します（EMCCEmergency
Partition for UK）。

訪問先クラスタの緊急事態パターンの設定

ホームクラスタで訪問先クラスタの緊急事態パターンを設定します。

例

9.999/{EMCC emergency partition for UK}のルートを設定します。このルートにはメンバが 1つだ
け（標準 LRG）含まれています。

（米国の）ホームクラスタに登録されている（英国の）訪問先電話機が9.999にダイヤルすると、
電話機のローミング用デバイスプールの付加 CSSにより、このパターンはルートパターン
9.999/{EMCC emergency partition for UK}に一致します。このため、ホームクラスタ（米国のクラ
スタ）は、コールをデバイスローカルルートグループにルーティングします。

EMCC のローカルルートグループ
ホームクラスタ内のEMCC訪問先電話機のローカルルートグループには、次の特徴があります。

•デバイスのローカルルートグループは、デバイスローカルPSTNへのゲートウェイを含む。

•標準 LRGに終端するコールは、発信側デバイス LRG（つまり、ローカル PSTNに接続する
ゲートウェイ）に転送される。

•通常の電話機およびそのローカルルートグループは、同じクラスタに登録する。

• EMCC訪問先電話機およびそのローカルルートグループは、別々のクラスタに登録する。

◦ホームクラスタには訪問先電話機の設定済みローカルルートグループがない。

◦ホームクラスタは訪問先電話機のローカル PSTNゲートウェイに直接アクセスできな
い。

◦ホームクラスタにある EMCC訪問先電話機の標準 LRGに終端するコールは、PSTNア
クセス SIPトランク（EMCCの設定）経由で訪問先クラスタに転送される。
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◦訪問先クラスタは、訪問先電話機に設定されたローカルルートグループを検索する（エ
クステンションモビリティが有効になっている電話機は、訪問先クラスタでローカル

ルートグループを設定する必要があることに注意してください）。

◦訪問先クラスタは、通常の電話機と同様にローカルルートグループ内のゲートウェイ
にコールをルーティングする。

EMCC SIP トランクを使用したローカルルートグループ
次の図に、EMCC SIPトランクを使用するローカルルートグループルーティングを示します。

図 42：EMCC SIP トランクを使用したローカルルートグループルーティング

デバイスプロファイル内の EMCC コーリングサーチスペース
[デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウ（[デバイス(Device)] > [デ
バイスの設定(Device Settings)] > [デバイスプロファイル(Device Profile)]）で定義した [クラスタ間
エクステンションモビリティのCSS(ExtensionMobility Cross Cluster CSS)]フィールドは、ユーザが
EMCCログイン時にこのデバイスプロファイルを選択するときに、リモート電話機のデバイス
CSSとして使用されます。

EMCC 電話機のリージョン設定
EMCC電話機のリージョン設定には、次の特徴があります。

• EMCCログイン電話機はホームクラスタにリージョンが設定されていない。
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•いかなるクラスタについても、すべてのFeaturesEMCCEMCCログイン電話機に、通常のリー
ジョン設定に優先する共通のリージョン設定（[拡張機能(Advanced Features)] > [EMCC] >
[EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]）が割り当てられる。

•リージョンの EMCC機能のパラメータは、すべてのクラスタに同じ値を設定する必要があ
る。リージョンの EMCC機能のパラメータに異なる値を設定すると、リモートクラスタの
更新操作によって該当するクラスタの RSVPエージェントが無効となる。

•リージョンの EMCC機能のパラメータには、次の値が適用される。

◦ [EMCCRegionMax Audio Bit Rate]（この機能パラメータに関係する推奨回避策設定の詳
細については、EMCCソリューション, （651ページ）を参照してください）

◦ [EMCC Region Max Video Call Bit Rate (Includes Audio)]

◦ [EMCC Region Link Loss Type]

EMCC 電話機の RSVP 設定
EMCC電話機の RSVP設定には、次の特徴があります。

•ホームクラスタのEMCC電話機のRSVPポリシーは、通常の電話機と同じ設定手順に従う。

◦共通のロケーション（Remote-cluster-locationなど）またはクラスタ固有のロケーション
（UK-locationなど）を設定する。

◦ロケーションに無制限のオーディオおよびビデオ帯域幅を設定して、ロケーションベー
スの CACを無効にする。

◦ロケーションペアに RSVPポリシー（予約なし、オプション、必須）を設定する。

•訪問先クラスタでは、訪問先電話機のメディアリソースグループリスト（MRGL）にRSVP
デバイスを追加する。

• RSVPエージェントを割り当てるとき、ホームクラスタのCiscoUnifiedCommunicationsManager
はその RSVPエージェントが EMCC電話機用であることを認識し、RSVP SIPトランク上で
訪問先クラスタに要求をリダイレクトする。

•その他のすべてのメディアリソースを割り当てるとき、ホームクラスタの Cisco Unified
Communications Managerはホームクラスタに設定されたメディアリソースグループリスト
に基づいてメディアリソースを割り当てる。
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RSVP エージェントベースの CAC
次の図に、RSVPエージェントベースのコールアドミッション制御（CAC）基本コール用のCisco
Extension Mobility Cross Clusterを示します。

図 43：RSVP エージェントベースの CAC 基本コール用 EMCC

ホーム電話機による RSVP エージェント CAC の保留/再開
次の図に、ホーム電話機による RSVPエージェントベースの保留/再開のための Cisco Extension
Mobility Cross Clusterを示します。

図 44：ホーム電話機による RSVP エージェントベース CAC の保留/再開のための EMCC
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訪問先電話機による RSVP エージェント CAC の保留/再開
次の図に、訪問先電話機による RSVPエージェントベースの保留/再開のための Cisco Extension
Mobility Cross Clusterを示します。

図 45：訪問先電話機による RSVP エージェントベース CAC の保留/再開のための EMCC

EMCC コール処理の問題
この項では、EMCCで発生する可能性のある、コール処理に共通の問題について説明します。

•通常のコールを発信できない。

◦ EMCC電話機が正しいローミング用デバイスプールにバインドされていない（[デバイ
ス(Device)] > [電話(Phone)]の次に [リモートログインデバイス(Remotely Logged InDevice)]
を選択）。

◦ログインデバイスプロファイルに EMCC CSSを設定していない（[デバイス(Device)] >
[デバイスの設定(Device Setting)] > [デバイスプロファイル(Device Profile)]）。

◦ RSVP予約を設定すると失敗する（たとえば、訪問先クラスタにある訪問先電話機のメ
ディアリソースグループリストに RSVPデバイスがない、など）。

◦ EMCCログイン電話機でG.729コーデックがサポートされておらず、訪問先クラスタ内
の電話機にトランスコーダが設定されていない。

•緊急コールを発信できない。

◦ EMCC電話機が正しいローミング用デバイスプールにバインドされていない（[デバイ
ス(Device)] > [電話(Phone)]の次に [リモートログインデバイス(Remotely Logged InDevice)]
を選択）。
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◦ EMCC電話機のローミング用デバイスプールで付加 CSSが欠落している。

◦付加 CSSに基づいてホームクラスタのルーティング設定を確認する。

◦訪問先クラスタにある電話機のスタティックデバイスプールでローカルルートグルー
プ設定が欠落している。

•メディアが存在しない、または片方向メディアが存在する。

◦すべてのクラスタで [FeaturesEMCCEMCCリージョン(EMCC Region)]設定ウィンドウに
同じ値が設定されているどうかを確認する（[拡張機能(Advanced Features)] > [EMCC] >
[EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]）。

◦ホームクラスタの RSVPポリシーを確認する（ホームクラスタの RSVPポリシーだけ
が重要）。

EMCC コール処理問題に関するヘルプ
コール処理問題のヘルプを入手するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ホームクラスタおよび訪問先クラスタの両方から、詳細なトレースを収集します。

ステップ 2 コールシナリオの詳細は次のとおりです。

a) EMCCデバイスと、EMCCデバイス以外のデバイスおよびそのクラスタを識別します。たと
えば、EMCC電話機が正しいローミング用デバイスプールにバインドされていないとします。
[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]メニューオプションを使用した後、[関連リンク(RelatedLinks
)]ドロップダウンリストボックスで [リモートログインデバイス(Remotely Logged In Device)]
を選択します。

EMCC が設定されている場合の電話機の動作
この項では、WANネットワーク障害時などのEMCC環境での電話機の動作について説明します。

WAN ネットワーク障害
次の図に、設定ファイルを使用できない場合のWANネットワーク障害を示します。
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電話機は訪問先クラスタに登録されます。

図 46：WAN ネットワーク障害：設定ファイルを使用できない

EMCCログインモードでは、ホームクラスタへの接続障害を検出した電話機は、そのホームク
ラスタへの接続を再確立しようとします。WAN障害などの障害によって再確立が何度か失敗し
た後、電話機は訪問先クラスタにログアウト要求を自動的に発行し、ログアウト時に訪問先クラ

スタに再登録します。

EMCC 障害：登録拒否
次の図に、登録拒否が発生した場合の EMCC障害を示します。
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電話機は訪問先クラスタに登録されます。

図 47：EMCC 障害：登録拒否

EMCC 障害：ホーム CUCM が使用不能/局間障害
次の図に、ホーム Cisco Unified Communications Managerが使用不能となって局間障害が発生した
場合の EMCC障害を示します。
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電話機は SRSTにフェールオーバーします。

図 48：EMCC 障害：ホーム Cisco Unified Communications Managerが使用不能/局間障害

EMCC 障害：ホーム CUCM が使用不能/クラスタ間障害
次の図に、ホーム Cisco Unified Communications Managerが使用不能となってクラスタ間障害が発
生した場合の EMCC障害を示します。
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電話機は訪問先クラスタに登録されます。

図 49：EMCC 障害：ホーム Cisco Unified Communications Managerが使用不能/クラスタ間障害

EMCC 障害：ホーム CUCM が使用不能/クラスタ間障害（訪問先 SRST が存在しない）
次の図に、ホーム Cisco Unified Communications Managerが使用不能となってクラスタ間障害が発
生し、訪問先 SRSTが適用されない場合の EMCC障害を示します。
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電話機は訪問先クラスタに登録されます。

図 50：EMCC 障害：設定ファイルが使用不能、クラスタ間障害が発生、訪問先 SRST が適用されない

EMCC が設定されている場合の電話機のセキュリティ
EMCC環境での電話機のセキュリティ問題の詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerセキュリティガイド』を参照してください。

EMCC のシステム要件
Cisco Unified Communications Managerのシステム要件は、次のとおりです。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 8.0(1)以降

• Cisco Extension Mobilityサービス

• Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステム

• Cisco Bulk Provisioning Service

• Cisco Extension Mobility Cross Clusterの設定をサポートし、この設定を使用する他のコール制
御エンティティ。たとえば、他の Cisco Unified Communications Managerクラスタ、EMCCク
ラスタ間サービスプロファイル、および EMCCリモートクラスタサービス。
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インタラクションおよび制限事項
この項では、Cisco Extension Mobility Cross Clusterのインタラクションおよび制限事項について説
明します。

EMCC のインタラクション
この項では、Cisco Extension Mobility Cross Clusterと他のCisco Unified Communications Managerの
管理コンポーネントのインタラクションを示します。

Cisco Extension Mobility Cross Clusterの相互登録ソリューションを利用すると、ユーザ機能は予想
したとおりにクラスタ間で動作します。次のリストに、クラスタ間で動作するユーザ機能の一部

を示します。

•共有回線

•ハントリスト

•転送/会議/保留

•自動転送

• Cisco Unified Mobility

•割り込み/C割り込み

•即時転送

•アプリケーション

•スピードダイヤル

•サービス

•アドレス帳

•デバイスラベル

•ラインアピアランス管理

• MWI

•ボイスメール

•サイレント

•モニタリングと録音

•折り返しで話し中/応答なし

• Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）
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異なるクラスタバージョンの EMCC およびセキュリティモード
この項では、異なるバージョンのCisco ExtensionMobility Cross Clusterとセキュリティモードとの
インタラクションを示します。

電話機設定ファイルは、ホームクラスタと訪問先クラスタのバージョンが9.xであり、かつ、
両方の TFTP暗号化設定フラグが有効になっている場合にのみ暗号化できます。

（注）

EMCCログイン時に、訪問先クラスタとホームクラスタの両方のバージョンが 9.xである場合、
電話機は次の表に示すようにさまざまなモードで動作します。

表 57：訪問先クラスタとホームクラスタがどちらもバージョン 9.x である場合にサポートされるセキュリティ
モード

EMCCステータ
ス

訪問先電話機の

モード

訪問先クラスタ

のモード

訪問先クラスタ

のバージョン

ホームクラスタ

のモード

ホーム

クラス

タの

バー

ジョン

セキュア EMCCセキュア混合9.x混合9.x

非セキュア
EMCC

非セキュア混合9.x混合9.x

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア9.x混合9.x

ログイン失敗セキュア混合9.x非セキュア9.x

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア9.x非セキュア9.x

EMCCログイン時に、訪問先クラスタのバージョンが 8.xで、ホームクラスタのバージョンが 9.x
である場合、電話機は次の表に示すようにさまざまなモードで動作します。
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表 58：訪問先クラスタがバージョン 8.x で、ホームクラスタがバージョン 9.x の場合にサポートされるセキュ
リティモード

EMCCステータ
ス

訪問先電話機の

モード

訪問先クラスタ

のモード

訪問先クラスタ

のバージョン

ホームクラスタ

のモード

ホーム

クラス

タの

バー

ジョン

非サポートセキュア混合8.x混合9.x

非セキュア
EMCC

非セキュア混合8.x混合9.x

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア8.x混合9.x

非サポートセキュア混合8.x非セキュア9.x

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア8.x非セキュア9.x

EMCCログイン時に、訪問先クラスタのバージョンが 9.xで、ホームクラスタのバージョンが 8.x
である場合、電話機は次の表に示すようにさまざまなモードで動作します。

表 59：訪問先クラスタがバージョン 9.x で、ホームクラスタがバージョン 8.x の場合にサポートされるセキュ
リティモード

EMCCステータ
ス

訪問先電話機の

モード

訪問先クラスタ

のモード

訪問先クラスタ

のバージョン

ホームクラスタ

のモード

ホーム

クラス

タの

バー

ジョン

ログイン失敗セキュア混合9.x混合8.x

非セキュア
EMCC

非セキュア混合9.x混合8.x

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア9.x混合8.x

ログイン失敗セキュア混合9.x非セキュア8.x
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非セキュア
EMCC

セキュア非セキュア9.x非セキュア8.x

EMCC の制限事項
この項では、他のCiscoUnified CommunicationsManagerの管理コンポーネントでのCisco Extension
Mobility Cross Clusterの制限事項を示します。

EMCC ログアウトの制限事項
エンドユーザがEMCCを使用してログインしているときにホームクラスタの管理者がエンドユー
ザの EMCC機能を無効にしても、このエンドユーザは自動的にはログアウトされません（この
シナリオでは、管理者がこのエンドユーザの [エンドユーザの設定(EndUserConfiguration)]ウィン
ドウで [クラスタ間のエクステンションモビリティの有効化(Enable ExtensionMobilityCrossCluster)]
チェックボックスをオフにします）。その代わり、このエンドユーザが後でEMCCを実行しよう
としても動作しません。現在の EMCCセッションは、エンドユーザがログアウトするまで継続
します。

EMCC はインターコム機能をサポートしない
インターコムの設定にはスタティックなデバイスの設定を指定するため、Cisco Extension Mobility
Cross Clusterではインターコム機能がサポートされません。

EMCC はロケーションベースの CAC をサポートしない
ロケーション CACはサポートされていません。

RSVPベースの CACはサポートされています。

ローカルルートグループを使用する場合の EMCC の制限事項および設定要件
ローカルルートグループを使用して EMCCコールをルーティングする場合、EMCCの制限事項
および設定要件の詳細については、次の項を参照してください。

• EMCCコール処理の設定, （662ページ）

•訪問先クラスタの緊急事態パターンの設定, （665ページ）

• EMCCのローカルルートグループ, （665ページ）

• EMCC SIPトランクを使用したローカルルートグループ, （666ページ）
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EMCC の重複ユーザ ID の制限事項
動作が予測できないため、（同じ PINまたは異なる PINのいずれの場合も）重複ユーザ IDはサ
ポートされていません。

EMCC デバイスの複数のクラスタ内でのプロビジョニングは不可
自動登録は無効にしておくことをお勧めします（不用意なプロビジョニングを避けるため）。

クラスタ間の EMCC およびセキュリティモード
すべてのクラスタでは、次のいずれかから同じセキュリティモードを指定する必要があります。

•クラスタは、非セキュアなクラスタまたは混合モードのクラスタを指定できます。

• Cisco ExtensionMobility Cross Clusterが有効になっている電話機は、セキュアモードまたは非
セキュアモードを指定できます。

訪問先電話機のログイン制限

参加クラスタ内の Cisco Extension Mobilityサービスは、定期的なリモートクラスタの更新を実行
します。 [EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]機能のパラメータ Remote Cluster Update
Intervalによって、更新間隔を制御します。デフォルト値には 30分が指定されています。

クラスタ Aの Cisco Extension Mobilityサービスがこの更新についてリモートクラスタ（クラスタ
Bなど）から応答を受け取らない場合、クラスタ Aの [リモートクラスタ(Remote Cluster)]ウィン
ドウには、クラスタ Bの [リモートがアクティブ(Remote Activated)]サービスが [False]に設定され
ていると表示されます。

この場合、訪問先クラスタではホームクラスタからの応答を一切受け取らず、ホームクラスタの

[リモートがアクティブ(Remote Activated)]値を [False]に設定します。

この間隔の間は、訪問先電話機がEMCCを使用してログインできない場合があります。訪問先電
話機は、「ログインできません（23）」というメッセージを受信します。

この時点で、訪問先電話機から EMCCにログインしようとすると、エラー「ログインできません
（23）」が発生してログインに失敗します。このエラーは電話機に表示されます。これは、ホー
ムクラスタの Cisco Unified Communications Managerがサービス停止からサービス中に変化したこ
とを、訪問先クラスタが検出していないために発生します。

リモートクラスタのステータス変更の検出は、EMCC機能パラメータRemoteClusterUpdate Interval
の値に基づいて、訪問先の Cisco Extension Mobilityサービスが最後にクエリー/更新を実行した時
点を基に行われます。

また、[リモートクラスタサービスの設定(Remote Cluster Service Configuration)]ウィンドウ（[拡張
機能(Advanced Features)] > [EMCC] > [EMCCリモートクラスタ(EMCC Remote Cluster)]）の [リモー
トクラスタを今すぐ更新(Update Remote Cluster Now)]ボタンをクリックすると、[リモートがアク
ティブ(RemoteActivated)]値を [True]に変更できます。このとき、EMCCログインも有効になりま
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す。これ以外の場合、次の定期更新サイクルの後、訪問先電話機によるEMCCログインは通常に
戻ります。

EMCC とプロダクト固有の設定

インストールと EMCC のアクティブ化
Cisco Unified Communications Managerのインストール後、必要な設定作業を実行すると、ネット
ワークでCisco ExtensionMobility Cross Cluster機能をサポートできます。実行する必要がある設定
作業については、EMCCの設定, （641ページ）を参照してください。

EMCC の設定
この項では EMCCの設定について説明します。

EMCC 機能の設定項目
次の表に、[EMCC機能設定(EMCCFeatureConfiguration)]ウィンドウ（[拡張機能(AdvancedFeatures)]
> [EMCC] > [EMCC機能設定(EMCC Feature Configuration)]）で設定する EMCC機能のパラメータ
の詳細を示します。

表 60：EMCC 機能のパラメータの設定項目

説明EMCC パラメータ

リモートクラスタから EMCCにログインするデバイス
が使用するデフォルトTFTPサーバのコンピュータ名ま
たは IPアドレスを選択します。

[Default TFTP Server for EMCC Login
Device]

リモートクラスタから EMCCにログインするデバイス
が使用するバックアップTFTPサーバのコンピュータ名
または IPアドレスを選択します。

[Backup TFTP Server for EMCC Login
Device]
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説明EMCC パラメータ

有効期限が切れた EMCCデバイスのシステムをチェッ
クする間隔を分数で指定します。

有効期限が切れた EMCCデバイスとは、リモートクラ
スタからEMCCにログインしたデバイスのうち、WAN
障害または接続の問題が発生したために訪問先クラス

タからログアウトし、接続が回復したときに訪問先ク

ラスタに再度ログインしたデバイスを指します。

このメンテナンスジョブの実行中、Cisco Extension
MobilityサービスはCiscoUnifiedCommunicationsManager
データベースをチェックして、有効期限が切れたEMCC
デバイスがあるかどうかを調べ、そのようなデバイス

があれば自動的にログアウトされます。

デフォルト値は 1440分です。有効な値の範囲は 10～
1440分です。

[Default Interval for Expired EMCCDevice
Maintenance]

新しいリモートクラスタを追加したときに、そのクラ

スタ上のすべてのサービスを自動的に有効にするかど

うかを選択します。

有効な値は [True]（リモートクラスタ上のすべてのサー
ビスを自動的に有効化）または [False]（Cisco Unified
Communications Managerの管理ページの [リモートクラ
スタの設定(Remote Cluster Configuration)]ウィンドウ経
由でリモートクラスタ上のサービスを手動で有効化）

です。サービスを手動で有効にすれば、リモートサー

ビスが有効になる前に EMCC機能をすべて設定する余
裕ができます。

デフォルト値は [False]です。

[Enable All Remote Cluster Services When
Adding A New Remote Cluster]
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説明EMCC パラメータ

EMCCコールを処理するPSTNアクセスSIPトランクが
使用するコーリングサーチスペース（CSS）を選択し
ます。

PSTNアクセス SIPトランクには、Cisco Unified
CommunicationsManagerの管理ページの [クラスタ間サー
ビスプロファイル(Intercluster Service Profile)]ウィンド
ウでPSTNアクセス用に設定したSIPトランクを指定し
ます。このトランク経由のコールは、コールを開始す

る EMCCログイン電話機と同じ場所に設置されたロー
カルPSTN向けで、このPSTNだけにルーティングされ
ます。

有効な値は次のとおりです。

• [Use Trunk CSS]（PSTNコールはローカルルート
グループを使用します。このグループは、緊急サー

ビスコールを正しくルーティングするために有効

です）

• [Use phone's original device CSS]（PSTNコールはリ
モート電話機に設定されたコーリングサーチス

ペースを使用してルーティングされます。つまり、

電話機が EMCCにログインしていないときに使用
される CSSです）

デフォルト値は [Use Trunk CSS]です。

[CSS for PSTN Access SIP Trunk]

Cisco Extension Mobility Cross Cluster機能で使用するよ
うに設定した位置情報フィルタを選択します。このド

ロップダウンリストボックスで値を選択するには、あ

らかじめ EMCC位置情報フィルタを設定しておく必要
があります。

別のクラスタからエクステンションモビリティ経由で

ログインした電話機に関係付けられた位置情報と、選

択した EMCC位置情報フィルタに基づいて、Cisco
Unified Communications Managerは電話機をローミング
用デバイスプールに格納します。

Cisco Unified CommunicationsManagerでは、EMCC位置
情報フィルタを適用した後、電話機の位置情報に最も

よく一致するデバイスプールを評価して、使用するロー

ミング用デバイスプールを決定します。

[EMCC Geolocation Filter]
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説明EMCC パラメータ

このパラメータは、相手側に関連付けられたリージョ

ンとは無関係に、すべてのEMCCコールの最大オーディ
オビットレートを指定します。

デフォルト値は 8 kbps（G.729）です。

使用する [EMCC Region Max Audio Bit Rate]
を、クラスタの通信先となる他のクラスタに

通知してください。すべての参加 EMCCク
ラスタには、同じ [EMCC Region Max Audio
Bit Rate]を指定する必要があります。

（注）

[EMCC Region Max Audio Bit Rate]

このパラメータは、相手側に関連付けられたリージョ

ンのビデオコールの最大ビットレートとは無関係に、

すべてのEMCCビデオコールの最大ビットレートを指
定します。

デフォルト値は 384です。有効な値の範囲は 0～ 8128
です。

使用する [EMCC Region Max Video Call Bit
Rate]を、クラスタの通信先となる他のクラス
タに通知してください。すべての参加EMCC
クラスタには、同じ [EMCCRegionMaxVideo
Call Bit Rate]を指定する必要があります。

（注）

[EMCC Region Max Video Call Bit Rate
(Includes Audio)]

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
684

クラスタ間のエクステンションモビリティ

EMCC 機能の設定項目



説明EMCC パラメータ

このパラメータは、任意のリモートクラスタの任意の

EMCC電話機とデバイス間のリンク損失タイプを指定
します。

使用する [EMCC Region Link Loss Type]を、
クラスタの通信先となる他のクラスタに通知

してください。 EMCCコールで双方向オー
ディオを有効にするには、すべての参加

EMCCクラスタが同じ [EMCCRegionLinkLoss
Type]を使用する必要があります。

（注）

Cisco Unified CommunicationsManagerは、選択されたオ
プションに基づいて、設定された [EMCC Region Max
AudioBitRate]を考慮しつつEMCCコールに最適なオー
ディオコーデックの使用を試みます。

有効な値は次のとおりです。

• [Lossy]（多少のパケット損失が発生する可能性の
あるリンク。DSLなど）

• [LowLoss]（パケット損失があまり発生しないリン
ク。T1など）

このパラメータを [Lossy]に設定すると、Cisco Unified
CommunicationsManagerでは多少のパケット損失が発生
するという前提のオーディオ品質に基づいて、[EMCC
RegionMaxAudio Bit Rate]によって設定された制限内で
最適なコーデックを選択します。

このパラメータを [Low Loss]に設定すると、Cisco
Unified Communications Managerではパケット損失がほ
とんど発生しない、またはまったく発生しないという

前提のオーディオ品質に基づいて、[EMCC Region Max
Audio Bit Rate]によって設定された制限内で最適なコー
デックを選択します。

[Low Loss]と [Lossy]オプションのオーディオコーデッ
クプリファレンス順序の違いは、リンク損失タイプを

[Low Loss]に設定したときに G.722が Internet Speech
Audio Codec（iSAC）より優先されるかどうかだけで
す。一方、リンク損失タイプを [Lossy]に設定すると、
iSACが G.722より優先されます。

デフォルト値は [Low Loss]です。

[EMCC Region Link Loss Type]
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説明EMCC パラメータ

EMCC RSVP SIPトランク上の 2つのクラスタ間で、
キープアライブメッセージまたは確認応答の送受信を

Cisco Unified CommunicationsManagerが待機する秒数を
指定します。

EMCC RSVP SIPトランクには、トランクサービスタイ
プとして Cisco Extension Mobility Cross Clusterが設定さ
れ、[クラスタ間サービスプロファイル(InterclusterService
Profile)]ウィンドウで RSVPエージェントの SIPトラン
クとして選択されている SIPトランクを指定します。
キープアライブメッセージまたは確認応答を受信しな

いうちにこれら 2つの間隔が経過すると、Cisco Unified
Communications Managerはリモートクラスタで使用す
る RSVPリソースを解放します。

デフォルト値は 15秒です。有効な値の範囲は 1～ 600
秒です。

[RSVP SIP Trunk KeepAlive Timer]

Cisco Extension Mobilityサービスがアクティブになって
いるこのローカルクラスタの、プライマリCiscoUnified
Communications Managerサーバのデフォルトサーバ名
または IPアドレスを選択します。リモートクラスタは
このサーバにアクセスして、このローカルクラスタに

ついての情報を取得します。

[Default Server for Remote Cluster Update]

Cisco Extension Mobilityサービスがアクティブになって
いるこのローカルクラスタの、セカンダリCiscoUnified
Communications Managerサーバのデフォルトサーバ名
または IPアドレスを選択します。リモートクラスタ
は、プライマリサーバがダウンしているときにこのサー

バにアクセスして、このローカルクラスタについての

情報を取得します。

[Backup Server for Remote Cluster Update]

ローカルCiscoUnified CommunicationsManagerノード上
の Cisco Extension Mobilityサービスがリモート EMCC
クラスタの情報を収集する間隔（分単位）を指定しま

す。収集される情報には、リモートクラスタの Cisco
Unified Communications Managerバージョンおよびサー
ビス情報などの詳細が含まれます。

デフォルト値は30です。有効な値の範囲は15～10,080
分です。

[Remote Cluster Update Interval]
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EMCC クラスタ間サービスプロファイルの設定項目
EMCCクラスタ間サービスプロファイルは、[クラスタ間サービスプロファイルの設定(Intercluster
Service Profile Configuration)]ウィンドウで設定します。Cisco Unified CommunicationsManagerの管
理ページで、[拡張機能(Advanced Features)] > [EMCC] > [EMCCクラスタ間サービスプロファイル
(EMCC Intercluster Service Profile)]メニューオプションを使用してこのウィンドウを表示します。

表 61：EMCC クラスタ間サービスプロファイルの設定項目

説明フィールド

[EMCC]

Cisco ExtensionMobility Cross Cluster機能を有効
にするには、このチェックボックスをオンにし

ます。

[アクティブ(Active)]

[PSTNアクセス(PSTN Access)]

PSTNアクセスを有効にするには、このチェッ
クボックスをオンにします。

[アクティブ(Active)]

ドロップダウンリストボックスから、PSTNア
クセスに使用する SIPトランクを選択します。

最初にSIPトランクを指定（[デバイス(Device)]
> [トランク(Trunk)]）してから、そのトランク
を PSTNアクセス用に設定する必要がありま
す。

[SIPトランク(SIP Trunk)]

[RSVPエージェント(RSVP Agent)]

RSVPエージェントを有効にするには、この
チェックボックスをオンにします。

[アクティブ(Active)]

ドロップダウンリストボックスから、RSVP
エージェントに使用する SIPトランクを選択し
ます。

最初にSIPトランクを指定（[デバイス(Device)]
> [トランク(Trunk)]）する必要があります。

[SIPトランク(SIP Trunk)]

[EMCCセットアップ検証レポート(EMCC Setup Validation Report)]
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説明フィールド

[保存(Save)]をクリックすると、このペインに
[EMCCセットアップ検証レポート(EMCC Setup
Validation Report)]が表示されます。

[確認(Validate)]をクリックすると、ポップアッ
プウィンドウに[EMCCセットアップ検証レポー
ト(EMCC Setup Validation Report)]が表示されま
す。ポップアップウィンドウを閉じるには、

[閉じる(Close)]をクリックします。

レポートの [設定(Configuration(s))]カラムに、
検証対象の次のエンティティが表示されます。

• [EMCC PSTNアクセスサービス(EMCC
PSTN Access Service)]

• [EMCCログインデバイス用のデフォルト
のTFTPサーバ(Default TFTP Server for
EMCC Login Device)]

• [EMCC位置情報フィルタ(EMCCGeolocation
Filter)]

• [リモートクラスタ用のEMCCサービスの
デフォルトサーバ(EMCC Service Default
Server for Remote Cluster)]

• [EMCCデバイス(EMCC Devices)]

• [クラスタID(ClusterId)]

[設定(Configuration(s))]

このカラムには、EMCCクラスタ間サービスプ
ロファイルの、検証中の各設定のステータスが

表示されます。各エンティティの有効な値は

[成功(Success)]および [失敗(Failure)]です。

[ステータス(Status)]

失敗した設定ごとにエラーメッセージが表示さ

れ、正しい設定を行うために実行する必要のあ

る設定が示されます。

エラーメッセージ

リモートクラスタの設定

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[拡張機能(Advanced Features)] > [クラスタ
ビュー(Cluster View)]メニューパスを使用してリモートクラスタを設定します。
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リモートクラスタの検索に関するヒント

検索操作を実行すると、すでに追加されているリモートクラスタだけが検索されます。検索操作

を実行しても、自動的に企業に所属しているクラスタは検索されません。

GUI の使用方法

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）
を使用してレコードを検索、削除、設定、またはコピーする方法については、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』とそのサブセクションを参照してくだ
さい。GUIの使用方法とボタンおよびアイコンの機能の詳細が説明されています。

設定項目の表

次の表に、[リモートクラスタの設定(RemoteClusterConfiguration)]ウィンドウ（[拡張機能(Advanced
Features)] > [クラスタビュー(Cluster View)]）で設定するリモートクラスタの設定項目の詳細を示
します。

表 62：リモートクラスタの設定項目

説明フィールド

[リモートクラスタ情報(Remote Cluster Information)]

リモートクラスタのクラスタ IDを入力します。

有効な値は、英数字、ピリオド（.）、ハイフン（-）です。

[クラスタID(Cluster Id)]

リモートクラスタの説明を入力します。

このフィールドには、最大 128文字を入力できます。引用符
（"）、右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バックスラッシュ
（\）、ダッシュ（-）、アンパサンド（&）、およびパーセント
記号（%）を除くすべての文字を使用できます。

[説明(Description)]

リモートクラスタの完全修飾名を入力します。

このフィールドには最大50文字を入力でき、使用できる文字は
英数字（a～ z、A～ Z、0～ 9）、ピリオド（.）、ダッシュ
（-）、アスタリスク（*）、およびスペース（）です。

[完全修飾名(Fully Qualified
Name)]

[リモートクラスタサービスの情報(Remote Cluster Service Information)]
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説明フィールド

EMCCサービスの場合、このサービスの設定の詳細が次のカラ
ムヘッダーに表示されます。

• [有効(Enabled)]：EMCCサービスが有効な場合は、この
チェックボックスがオンになります。

• [サービス(Service)]：このエントリはEMCCサービスです。

• [リモートがアクティブ(Remote Activated)]：有効な値は
[True]または [False]です。

• [アドレス1(Address 1)]：このカラムには、このサービスの
最初のアドレスが表示されます。

• [アドレス2(Address 2)]：このカラムには、このサービスの
2番目のアドレスが表示されます。

• [アドレス3(Address 3)]：このカラムには、このサービスの
3番目のアドレスが表示されます。

[EMCC]

PSTNアクセスの場合、このサービスの設定の詳細が次のカラ
ムヘッダーに表示されます。

• [有効(Enabled)]：PSTNアクセスが有効な場合は、この
チェックボックスがオンになります。

• [サービス(Service)]：このエントリはPSTNアクセスです。

• [リモートがアクティブ(Remote Activated)]：有効な値は
[True]または [False]です。

• [アドレス1(Address 1)]：このカラムには、このサービスの
最初のアドレスが表示されます。

• [アドレス2(Address 2)]：このカラムには、このサービスの
2番目のアドレスが表示されます。

• [アドレス3(Address 3)]：このカラムには、このサービスの
3番目のアドレスが表示されます。

[PSTNアクセス(PSTN Access)]
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説明フィールド

RSVPエージェントの場合、このサービスの設定の詳細が次の
カラムヘッダーに表示されます。

• [有効(Enabled)]：RSVPエージェントが有効な場合は、こ
のチェックボックスがオンになります。

• [サービス(Service)]：このエントリはRSVPエージェントで
す。

• [リモートがアクティブ(Remote Activated)]：有効な値は
[True]または [False]です。

• [アドレス1(Address 1)]：このカラムには、このサービスの
最初のアドレスが表示されます。

• [アドレス2(Address 2)]：このカラムには、このサービスの
2番目のアドレスが表示されます。

• [アドレス3(Address 3)]：このカラムには、このサービスの
3番目のアドレスが表示されます。

[RSVPエージェント(RSVP
Agent)]

すべてのサービス（EMCC、PSTNアクセス、およびRSVPエー
ジェント）を有効にするには、このボタンをクリックします。

[すべてのサービスを有効化
(Enabled All Services)]

すべてのサービス（EMCC、PSTNアクセス、およびRSVPエー
ジェント）を無効にするには、このボタンをクリックします。

[すべてのサービスを無効化
(Disabled All Services)]

リモートクラスタをすぐに更新するには、このボタンをクリッ

クします。

[リモートクラスタを今すぐ更
新(Update Remote Cluster Now)]

ユーザへの情報提供
エンドユーザは、クラスタ間のエクステンションモビリティ機能へのログインとログアウトを、

エクステンションモビリティ機能から実行する場合と同じように実行します。また、どのクラス

タを使用しているかはエンドユーザに表示されません。

EMCC のトラブルシューティング
この項では、EMAppおよび EMServiceのエラーコードについて説明します。

Cisco Extension Mobility Cross Clusterのトラブルシューティングについては、『Cisco Unified
Communications Manager Troubleshooting Guide』を参照してください。
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EMApp のエラーコード
次の表に、Cisco Extension Mobilityアプリケーション（EMApp）に適用されるエラーコードを示
します。

表 63：Cisco Extension Mobilityアプリケーション（EMApp）のエラーコード

説明簡単な説明電話機の表示エラー

コード

ユーザが EMCCユーザの場合、
[クラスタ間サービスプロファイ
ル(Inter-cluster Service Profile)]ペー
ジで「EMCC」がアクティブにさ
れていないと、このエラーが発生

する可能性があります。

認証エラー再度ログインしてくださ

い（201）
201

ユーザがブランクのユーザ IDま
たは PINを入力しました。

UserIDまたは PINが空白
です。

再度ログインしてくださ

い（202）
202

指定されたPINを使用するユーザ
を IMSが認証できなかった場合
に、このエラーが EMAppから電
話機に送信されます。

ディレクトリサーバエ

ラー

ログインできません

（204）
204

キャッシュまたはデータベースか

らユーザプロファイル情報を取

得できなかった場合に発生しま

す。

ユーザプロファイルなしログインできません

（205）

ログアウトできません

（205）

205

要求 URIにデバイスまたは名前
タグが欠落している場合に発生し

ます。これは実際のデバイスで

発生する可能性はなく、サード

パーティアプリケーションから

要求が送信された場合にだけ発生

する可能性があります。

空のデバイス名ログインできません

（207）

ログアウトできません

（207）

207
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説明簡単な説明電話機の表示エラー

コード

訪問先 EMAppが、どの訪問先
EMServiceにも接続できません
（サービスがダウンしているか、

またはアクティブではありませ

ん）。

訪問先の EMServiceが、ホーム
EMServiceに接続できません
（WANがダウンしているか、ま
たは証明書が信頼されていませ

ん）。

EMService接続エラーログインできません

（208）

ログアウトできません

（208）

208

EMAppの初期化中に何らかのエ
ラー（データベース接続障害な

ど）が発生しました。起動時に

データベースへの接続に失敗する

と、このエラーが発生する場合が

あります。これは致命的なエラー

です。

初期化に失敗：管理者に

連絡

ログインできません

（210）

ログアウトできません

（210）

210

訪問先クラスタの [クラスタ間
サービスプロファイル(Intercluster
Service Profile)]ウィンドウで
PSTNがアクティブにされていな
い場合に発生します。

EMCCが非アクティブログインできません

（211）

ログアウトできません

（211）

211

間違ったクラスタ IDがリモート
クラスタに送信され、リモート

クラスタの更新（キープアライ

ブ）に失敗した場合に発生しま

す。

クラスタ IDが無効ログインできません

（212）
212

デバイス（電話機ロード）に

EMCC機能がない場合に発生しま
す（たとえば、従来の電話機、ま

たは古い電話機ロードを使用する

TNP電話機の場合）。

デバイスがEMCCを未サ
ポート

ログインできません

（213）

ログアウトできません

（213）

213
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EMService のエラーコード
次の表に、Cisco Extension Mobilityサービス（EMService）に適用されるエラーコードを示しま
す。

表 64：Cisco Extension Mobilityサービス（EMService）のエラーコード

説明簡単な説明電話機の表示エラー

コード

まったく予期しない何らかのシナリ

オによってEMServiceに障害が発生
しました。このエラーは致命的で

す。

不明なエラーログインできません

（0）

ログアウトできませ

ん（0）

0

EMServiceがEMApp/EMServiceから
の XML要求を解析できませんでし
た。このことは、サードパーティ

アプリケーションが間違ったクエ

リー/ログインXML（EMAPI）を送
信すると発生します。また、ホーム

CUCMのバージョンと訪問先CUCM
の（EMCCの）バージョンに不一致
があると発生する可能性がありま

す。

解析時のエラーログインできません

（1）

ログアウトできませ

ん（1）

1

ユーザが誤った PINを入力したた
め、EMCCユーザクレデンシャルを
認証できませんでした。

EMCC認証エラーログインできません

（2）
2

無効なアプリケーションユーザ。

これは EM APIを使用しているとき
に、よく発生する可能性がありま

す。

無効なアプリケーション

ユーザ

ログインできません

（3）

ログアウトできませ

ん（3）

3

何らかの不明な理由（データベース

クエリー中のエラーまたはキャッ

シュから情報を取得中のエラー）に

より、ログイン/ログアウト要求を検
証できない場合にEMサービスはこ
のエラーを送信します。

ポリシー検証エラーログインできません

（4）

ログアウトできませ

ん（4）

4
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説明簡単な説明電話機の表示エラー

コード

[電話の設定(Phone Configuration)]
ページの [エクステンションモビリ
ティの有効化(Enable Extension
Mobility)]がオフになっているデバ
イスのEM/EMCCログインが要求さ
れました。

デバイスのログインが無

効

ログインできません

（5）

ログアウトできませ

ん（5）

5

EMサービスから要求されたクエ
リーまたはストアドプロシージャ

（ログイン/ログアウトまたはデバイ
ス/ユーザクエリー）の実行中にデー
タベースが例外をスローすると、EM
サービスは必ずこのエラーコードを

EMアプリケーションに送信しま
す。

データベースエラーログインできません

（6）

ログアウトできませ

ん（6）

6

有効なクエリーがEMServiceに送信
されませんでした（有効なクエリー

は DeviceUserQueryおよび
UserDeviceQueryです）。通常、正
しくない XMLを入力して EM API
を使用すると、このエラーが発生し

ます。

不明なクエリータイプログインできません

（8）

ログアウトできませ

ん（8）

8

このエラーが表示されるのは、次の

2つの場合です。

1 IMSが特定のユーザを認証しよ
うとして例外をスローする場合

2 キャッシュまたはデータベース

から特定ユーザについての情報

を取得できない場合

ディレクトリのユーザ情

報エラー

ログインできません

（9）

ログアウトできませ

ん（9）

9

ユーザが他のユーザに代わってログ

イン/クエリーを実行しようとしまし
た（デフォルトでは、管理者権限が

あるのはCCMSysUserだけです）。

ユーザにアプリケーショ

ンのプロキシ権限がない

ログインできません

（10）

ログアウトできませ

ん（10）

10
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説明簡単な説明電話機の表示エラー

コード

電話レコードのエントリがデバイス

テーブルにありません。

デバイスが存在しないログインできません

（11）

ログアウトできませ

ん（11）

11

デバイスプロファイルがリモート

ユーザ（EMCCログイン）に関連付
けられていません。

デバイスのプロファイル

が見つからない

電話レコードのエン

トリがデバイステー

ブルにありません

12

特定の電話機に別のユーザがすでに

ログイン済みです。

別のユーザがログイン中ログインできません

（18）
18

ログインしていないユーザをログア

ウトさせようとしました。通常、

サードパーティアプリケーション

（EM API）からログアウト要求を
送信すると、このエラーが発生する

可能性があります。

ユーザがログインしてい

ない

ログアウトできませ

ん（19）
19

[電話の設定(Phone Configuration)]
ページの [エクステンションモビリ
ティの有効化(Enable Extension
Mobility)]がオフになっています。

ホテリングフラグエラーログインできません

（20）

ログアウトできませ

ん（20）

20

ローカルキャッシュまたはデータ

ベースから現在のユーザステータス

を取得できませんでした

（PolicyValidatorが現在のログイン
ユーザまたはログイン時間を確認し

ようとした場合）。

ホテリングステータスエ

ラー

ログインできません

（21）

ログアウトできませ

ん（21）

21

デバイスでEMが有効でないときに
要求が EM API経由で送信された場
合、または電話機のサービスボタン

が押された場合に発生します。

デバイスのログインが無

効

ログインできません

（22）
22

指定されたユーザ IDが（いずれの
リモートクラスタでも）見つからな

い場合に発生します。

ユーザが存在しないログインできません

（23）

ログアウトできませ

ん（23）

23
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説明簡単な説明電話機の表示エラー

コード

現在、ユーザは別の電話にログイン

しています。

ユーザが別の場所にログ

イン中

ログインできません

（25）
25

現在、EMServiceは「Maximum
Concurrent Requests」サービスパラ
メータのしきい値レベルに達してい

ます。

話し中につき、かけ直しログインできません

（26）

ログアウトできませ

ん（26）

26

「Validate IPAddress」サービスパラ
メータが [True]に設定されていると
きに、信頼されていない IPアドレ
スのマシンからユーザがログイン/ロ
グアウトしようとしました（たとえ

ば、Trusted List of Ipsサービスパラ
メータにリストされていないマシン

のサードパーティアプリケーショ

ン/EM API）。

信頼されていない IPエ
ラー

ログインできません

（28）

ログアウトできませ

ん（28）

28

RISDCキャッシュが作成および初期
化されていません。また、EMService
が RISDCに接続できません。

RISがダウン：管理者に
連絡

ログインできません

（29）

ログアウトできませ

ん（29）

29

ログイン/ログアウトがプロキシを通
過しましたが（HTTPヘッダーに
「Via」が設定されています）、
「Allow Proxy」サービスパラメー
タが [False]に設定されています。

プロキシが許可されてい

ない

ログインできません

（30）

ログアウトできませ

ん（30）

30

ホームクラスタの [エンドユーザ
(End User)]ウィンドウで [クラスタ
間のエクステンションモビリティの

有効化(EnableExtensionMobilityCross
Cluster)]チェックボックスがオンに
なっていない場合に発生します。

ユーザのEMCCが非アク
ティブ

ログインできません

（31）

ログアウトできませ

ん（31）

31

デバイスモデルに EMCC機能がな
い場合に発生します（従来の電話機

など）。

デバイスがEMCCを未サ
ポート

ログインできません

（32）

ログアウトできませ

ん（32）

32
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説明簡単な説明電話機の表示エラー

コード

すべての EMCCダミーデバイスが
他のEMCCログインで使用中の場合
に発生します。

空きEMCCダミーデバイ
スがない

ログインできません

（33）

ログアウトできませ

ん（33）

33

この訪問先クラスタのエントリが

ホームクラスタにない場合に発生し

ます。

訪問先クラスタ情報が

ホームクラスタに未登録

ログインできません

（35）

ログアウトできませ

ん（35）

35

管理者がリモートクラスタを1つも
追加していない場合に発生します。

リモートクラスタがないログインできません

（36）

ログアウトできませ

ん（36）

36

ホームクラスタと訪問先クラスタに

同じデバイス名が存在する場合に発

生します。

デバイス名の重複ログインできません

（37）

ログアウトできませ

ん（37）

37

ホームクラスタで EMCCログイン
を許可しない場合に発生します

（ホームクラスタで [クラスタ間の
エクステンションモビリティの有効

化(Enable Extension Mobility Cross
Cluster)]チェックボックスがオンで
はありません）。

EMCCが許可されていな
い

ログインできません

（38）

ログアウトできませ

ん（38）

38

リモートクラスタ IDが有効でない
場合に発生します（リモートクラス

タの更新時に発生）。

無効なクラスタ IDログインできません

（42）

ログアウトできませ

ん（42）

42
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説明簡単な説明電話機の表示エラー

コード

EMCCデバイスに関連付けられたデ
バイスセキュリティプロファイル

では [デバイスセキュリティモード
(Device Security Mode)]が [非セキュ
ア(Non Secure)]でなければなりませ
ん。

このエラーコードはCisco
Unified Communications
Managerリリース 9.x以降
には適用されません。

（注）

デバイスセキュリティ

モードエラー

ログインできません

（43）
43

EMCCログイン時に訪問先クラスタ
のバージョンが 9.xで混合モードで
あり、電話機がセキュアモードで、

ホームクラスタのバージョンが 8.x
である場合に発生します。

リモートクラスタのバー

ジョンがサポートされて

いません

ログインに失敗しま

した（45）
45

EMCCログイン時に訪問先クラスタ
のセキュリティモードが混合モード

で、電話機がセキュアモードで、

ホームクラスタが非セキュアモー

ドである場合に発生します。

リモートクラスタのセ

キュリティモードがサ

ポートされていません

ログインに失敗しま

した（46）
46
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第 26 章

外部コール制御

この章では、外部コール制御機能に関する情報を提供します。この機能により、付加ルートサー

バは 8.0(2) Cisco Unified Routing Rules Interfaceを使用して Cisco Unified Communications Manager
のコールルーティングを決定できます。外部コール制御の設定に際して、Cisco Unified
CommunicationsManagerは、発呼側および着信側の情報が入ったルート要求を補助ルートサーバ
に発行します。補助ルートサーバは、要求を受信し、適切なビジネスロジックを適用した後、

Cisco Unified Communications Managerに対し、コールのルーティングとコールに適用すべきその
他の取り扱い方法を指示するルート応答を返します。

付加ルートサーバは、コールの許可/転送/拒否、発信側および着信側の情報の変更、発信者に対
する音声案内、付加ボイスメールサーバと IVRサーバが発信側/着信側の情報を適切に解釈でき
るようにするためのコール履歴のリセット、コールが転送または拒否された理由を示す理由コー

ドの記録を Cisco Unified Communications Managerに指示できます。次の例は、外部コール制御
がどのように機能するかを示しています。

•最高品質のボイスルーティング：付加ルートサーバは、音声ゲートウェイ経由でコール参
加者全員に高音質のコールが送信されるように、ネットワークリンクの可用性、帯域幅使

用、遅延、ジッタ、およびMOSスコアを監視します。

•最小コストルーティング：コールがコスト効率の最も高いリンクを経由してルーティング
されるように、付加ルートサーバはローカルアクセスおよびトランスポートエリア（LATA）
および LATA間の料金プラン、トランキングコスト、バースト使用コストなどのキャリア
との契約情報を使用して設定されます。

•倫理的境界：付加ルートサーバには、通信の可否を決定する企業ポリシー（ユーザ1がユー
ザ 2にコールを発信できるかなど）が構成されています。 Cisco Unified Communications
Managerがルート要求を発行すると、ルートサーバは、コールを許可、拒否、または別の
パーティにリダイレクトするかを指示する応答を送信します。

Cisco Unified Routing Rules Interfaceの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
XML Developers Guide for Release 8.0(2)』を参照してください。

• 外部コール制御の設定, 702 ページ

• 外部コール制御機能, 705 ページ
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• 外部コール制御のシステム要件, 712 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 712 ページ

• 外部コール制御のインストールとアクティブ化, 715 ページ

• 外部コール制御の設定項目, 715 ページ

• ユーザへの情報提供, 728 ページ

• 外部コール制御のトラブルシューティング, 729 ページ

外部コール制御の設定
Cisco Unified CommunicationsManagerリリース 8.0(2)以降では、外部コール制御（ECC）機能がサ
ポートされています。この機能により、付加ルートサーバは 8.0(2) Cisco Unified Routing Rules
Interfaceを使用してCiscoUnifiedCommunicationsManagerのコールルーティングを決定できます。
外部コール制御の設定に際して、Cisco Unified Communications Managerは、発呼側および着信側
の情報が入ったルート要求を補助ルートサーバに発行します。補助ルートサーバは、要求を受

信し、適切なビジネスロジックを適用した後、CiscoUnifiedCommunicationsManagerに対し、コー
ルのルーティングとコールに適用すべきその他の取り扱い方法を指示するルート応答を返します。

付加ルートサーバは、コールの許可/転送/拒否、発信側および着信側の情報の変更、発信者に対
する音声案内、付加ボイスメールサーバと IVRサーバが発信側/着信側の情報を適切に解釈でき
るようにするためのコール履歴のリセット、コールが転送または拒否された理由を示す理由コー

ドの記録を Cisco Unified Communications Managerに指示できます。次の例は、外部コール制御が
どのように機能するかを示しています。

•最高品質のボイスルーティング：付加ルートサーバは、音声ゲートウェイ経由でコール参
加者全員に高音質のコールが送信されるように、ネットワークリンクの可用性、帯域幅使

用、遅延、ジッタ、およびMOSスコアを監視します。

•最小コストルーティング：コールがコスト効率の最も高いリンクを経由してルーティングさ
れるように、付加ルートサーバはローカルアクセスおよびトランスポートエリア（LATA）
およびLATA間の料金プラン、トランキングコスト、バースト使用コストなどのキャリアと
の契約情報を使用して設定されます。

•倫理的境界：付加ルートサーバには、通信の可否を決定する企業ポリシー（ユーザ 1がユー
ザ2にコールを発信できるかなど）が構成されています。CiscoUnifiedCommunicationsManager
がルート要求を発行すると、ルートサーバは、コールを許可、拒否、または別のパーティに

リダイレクトするかを指示する応答を送信します。

使用中のネットワーク内に外部コール制御を設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 ルートサーバが Cisco Unified Communications Managerにコールの処理方法を指示できるように、
Cisco Unified Routing Rules Interfaceを設定します。

ステップ 2 ルートサーバが Cisco Unified Communications Managerに Divertオブリゲーションを送信したとき
に Cisco Unified Communications Managerで使用されるコーリングサーチスペースを設定します
（[コールルーティング(Call Routing)] > [コントロールのクラス(Class of Control)] > [コーリングサー
チスペース(Calling Search Space)]）。プロファイルの設定時に、このコーリングサーチスペース
を外部コール制御プロファイルに割り当てます。

ステップ 3 外部コール制御プロファイルを設定します（[コールルーティング(Call Routing)] > [外部コール制
御プロファイル(External Call Control Profile)]）。

ステップ 4 外部コール制御で使用するトランスレーションパターンに、外部コール制御プロファイルを割り

当てます（[コールルーティング(Call Routing)] > [トランスレーションパターン(Translation
Pattern)]）。

ステップ 5 ルートサーバで httpsが使用されている場合は、ルートサーバの証明書を Cisco Unified
Communications Managerサーバの信頼ストアにインポートします（Cisco Unified Communications
オペレーティングシステムで、[セキュリティ(Security)] > [証明書の管理(Certificate Management)]
を選択します）。ルートサーバにルーティングクエリーを送信可能なクラスタ内のノードごとに

このタスクを実行する必要があります。

ステップ 6 ルートサーバで httpsが使用されている場合は、Cisco Unified Communications Manager自己署名証
明書をルートサーバにエクスポートします（CiscoUnified Communicationsオペレーティングシス
テムで、[セキュリティ(Security)] > [証明書の管理(Certificate Management)]を選択します）。ルー
トサーバにルーティングクエリーを送信可能なクラスタ内のノードごとにこのタスクを実行する

必要があります。

ステップ 7 ルートサーバのルーティングルールで、監察者によるコールの監視や録音が必要であることが指

定されている場合は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで監察者機能を設定し
ます。

•電話機での録音を有効にする場合は、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで [ビル
トインブリッジ(Built In Bridge)]を [オン(On)]に設定します。

•録音プロファイルを作成します。 [デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [録
音プロファイル(Recording Profile)]を選択して、監察対象の会議を録音する電話機に対して
コール録音プロファイルを作成します。

•録音プロファイルをラインアピアランスに適用します。

•レコーダをポイントする SIPトランクを追加し、その SIPトランクをポイントするルートパ
ターンを作成します。

• Play Recording Notification Tone to Observed Targetおよび Play Recording Notification Tone to
Observed Connected Targetサービスパラメータを設定します。

•監察者が使用する電話機に Standard Chaperone Phoneソフトキーテンプレートを割り当てま
す。
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•監察者の電話機に共有回線や複数の電話番号または回線が設定されていないことを確認しま
す。監察者の電話機には、電話番号を 1つだけ設定します（[コールルーティング(Call
Routing)] > [電話番号(Directory Number)]、または電話機がすでに設定されている場合は [デバ
イス(Device)] > [電話(Phone)]）。

•監察者の電話機の電話番号について、[録音オプション(Recording Option)]ドロップダウンリ
ストボックスから [デバイスから呼び出されたコール録音を有効(Device InvokedCallRecording
Enabled)]を選択します（[コールルーティング(Call Routing)] > [電話番号(DirectoryNumber)]、
または電話機がすでに設定されている場合は [デバイス(Device)] > [電話(Phone)]）。

•監察者の電話機の電話番号について、[コール最大数(Maximum Number of Calls)]設定に 2を
入力し、[ビジートリガー(Busy Trigger)]設定に 1を入力します（[コールルーティング(Call
Routing)] > [電話番号(Directory Number)]、または電話機がすでに設定されている場合は [デバ
イス(Device)] > [電話(Phone)]）。

• [録音]ソフトキーをサポートしているCiscoUnified IP Phoneの場合、接続状態の電話機に [会
議]、[録音]、および [終了]のソフトキーだけが表示されるように Standard Chaperone Phone
ソフトキーテンプレートが設定されていることを確認します。

•プログラム可能な回線キー（PLK）の録音をサポートしている Cisco Unified IP Phoneの場合
は、[電話ボタンテンプレートの設定(Phone Button Template Configuration)]ウィンドウで PLK
を設定します。

•使用中のクラスタ内に複数の監察者がいる場合、監察者ハントリストに割り当てる予定の監
察者回線グループに監察者DNを追加します。ハントリストに含まれる回線グループに監察
者を追加すると、対応可能な監察者によって確実にコールが監視されるようになります。

ステップ 8 ルーティングルールで一部のコールに対してアナウンスの再生が必要となっているときに、シス

コ提供のアナウンスを使用しない場合は、[アナウンス(Announcements)]ウィンドウでシスコ提供
のアナウンスをカスタムアナウンスで上書きします（[メディアリソース(Media Resources)] > [ア
ナウンス(Announcement)]）。シスコ提供のアナウンスを使用しない場合は、カスタムアナウンス
を使用できるようにアナンシエータを設定します（[メディアリソース(Media Resources)] > [アナ
ンシエータ(Annunciator)]）。

関連トピック

インタラクションおよび制限事項, （712ページ）
外部コール制御プロファイルの設定項目, （718ページ）
外部コール制御プロファイルの設定レコードの検索, （723ページ）
外部コール制御プロファイルの設定, （725ページ）
外部コール制御プロファイルのトランスレーションパターンへの割り当て, （726ページ）
外部コール制御プロファイルの設定項目, （718ページ）
エクスポート用の CUCM自己署名証明書の生成, （728ページ）
ルーティングルールの監察者サポート, （710ページ）
ルーティングルールのアナウンスサポート, （711ページ）
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外部コール制御機能
Cisco Unified CommunicationsManagerリリース 8.0(2)以降では、外部コール制御（ECC）機能がサ
ポートされています。この機能により、付加ルートサーバは 8.0(2) Cisco Unified Routing Rules
Interfaceを使用してCiscoUnifiedCommunicationsManagerのコールルーティングを決定できます。
外部コール制御の設定に際して、Cisco Unified Communications Managerは、発呼側および着信側
の情報が入ったルート要求を補助ルートサーバに発行します。補助ルートサーバは、要求を受

信し、適切なビジネスロジックを適用した後、CiscoUnifiedCommunicationsManagerに対し、コー
ルのルーティングとコールに適用すべきその他の取り扱い方法を指示するルート応答を返します。

コールの処理方法は、付加ルートサーバのルーティングルールまたはビジネスロジックに

よって決まることに注意してください。Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページ内
の設定とルーティングルールが矛盾する場合は、ルーティングルールがコールに使用されま

す。

ヒント

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、設定済みの外部コール制御プロファイル
をトランスレーションパターンに割り当てることにより、トランスレーションパターンに対して

外部コール制御を有効にします。次の例は、ネットワーク内で外部コール制御がどのように機能

するかを示しています。

1 Cisco Unified Communications Managerが着信コールを受信して、Cisco Unified Communications
Manager内の番号分析エンジンが最もマッチするトランスレーションパターンを選択します。

2 設定済みの外部コール制御プロファイルをトランスレーションパターンに割り当てた場合、

Cisco Unified Communications Managerはコールをデバイスに送達しません。 Cisco Unified
Communications Managerはコールルーティングクエリーを、eXtensible Access Control Markup
Language（XACML）を使用して、httpまたは httpsの POSTメソッドでルートサーバに送信し
ます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、発信側番号、変換された発信側番号、着信側番号（ダ
イヤルされた番号）、変換された着信側番号、トリガーポイント情報（トランスレーション

パターン用のストリング）などをクエリーに含めます。

3 コールのルーティング方法は、ルートサーバのルーティングルールおよびビジネスロジック

によって決まります。ルートサーバは、コールルーティングディレクティブを Cisco Unified
Communications Managerに送信し、Cisco Unified Communications Managerはそのディレクティ
ブに従ってコールを処理します。ルートサーバは、CiscoUnified CommunicationsManagerに応
答するときに、ルート決定とオブリゲーションで構成されるXACMLディレクティブを送信し
ます。ルート決定には、決定のための次の値が含まれることがあります。

• Permit：コールが許可されます。

• Deny：コールが拒否されます。

• Indeterminate：コールルーティングルールが決定されません（通常は設定の問題に関連
しています）。
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• Not applicable：どのコールルーティングルールも要求とマッチしません。

Cisco Unified Communications Manager専用にカスタマイズされた指示を含むオブリゲー
ションが、コール指示XML（CIXML）で符号化されます。このオブリゲーションはルー
ト決定と整合している必要があります。整合していない場合は、Cisco Unified
Communications Managerがルート決定に従います。また、オブリゲーションには、理由
コードやコール処理時にCiscoUnified CommunicationsManagerが実行する必要のある追加
作業を示すパラメータが含まれることがあります。外部コール制御機能, （705ページ）
では、オブリゲーションとその関連パラメータについて説明します。

表 65：外部コール制御用のオブリゲーション

オブリゲーションのパラメータ説明オブリ

ゲーショ

ン

Rejectオブリゲーションには、
次のパラメータを指定できま

す。

• Announce：Cisco Unified
Communications Managerは
[id]で識別される指定のア
ナウンスを発信者側で再生

し、コールが拒否されたこ

とを示します。

• Reason：コールが拒否され
た理由を示すストリング。

理由ストリングは、通知お

よび記録目的で使用されま

す。ルート違反が発生した

ことが理由に示されている

場合、イベントに対して
CallAttemptBlockedByPolicy
というアラームが発行され

ます。

付加ルートサーバは、Permit決定または Deny決定
について、Rejectオブリゲーションを発行すること
があります。

Cisco Unified Communications Managerがコールを拒
否し、発信者は速いビジートーンを受信します。

ルート決定が Denyであり、オブリゲーションが何
も送信されない場合、Cisco Unified Communications
Managerは Rejectオブリゲーションが発行された場
合と同様の方法でコールを処理します。

Reject
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オブリゲーションのパラメータ説明オブリ

ゲーショ

ン

Continueオブリゲーションには
次のパラメータがあります。こ

れらはオプションです。

• Greeting：Cisco Unified
Communications Managerは
発信者を相手に接続する前

に [id]で識別される特定の
アナウンスを再生します。

• Modify：付加ルートサーバ
は、トランスレーションパ

ターンに設定されている発

信側および着信側の変換を

上書きします。 Cisco
Unified Communications
Managerは、発信者番号お
よび着信番号をディレク

ティブ内で指定された番号

へ変換します。ディレク

ティブ内に番号が指定され

ていない場合、ルートパ

ターンまたはトランスレー

ションパターンの設定が適

用されます。

Continueオブリゲーションを使用するには、ルート
決定が Permitである必要があります。決定が Deny
の場合、このオブリゲーションは無視されます。

Cisco Unified Communications Managerはコールを現
在の接続先にルーティングします。つまり、Cisco
Unified CommunicationsManagerが意図されたとおり
に番号を処理してコールをルーティングします。

Continueオブリゲーション内の変更された発信側番
号または着信側番号は、トランスレーションパター

ンの変換の結果を上書きします。これにより、コー

ルの宛先が変更されることもあります。

付加ルートサーバが Permit決定を発行し、オブリ
ゲーションが何も送信されない場合、Cisco Unified
Communications Managerは Continueオブリゲーショ
ンが発行された場合と同様の方法でコールを処理し

ます。

Continue
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オブリゲーションのパラメータ説明オブリ

ゲーショ

ン

Divertオブリゲーションには、
次のパラメータを指定できま

す。

• Destination（必須パラメー
タ）：Cisco Unified
Communications Manager
は、指定された番号または

元の着信側のボイスメール

ボックスにコールを転送し

ます。

• Reason：監察者がコールの
監視や録音を行う必要があ

ることを示します。

• Modify：コールの現在の
ホップについて、付加ルー

トサーバは更新済みの発信

側番号または着信側番号を

含めます。ディレクティブ

内に番号が指定されていな

い場合、ルートパターンま

たはトランスレーションパ

ターンの設定が適用されま

す。電話機には更新済みの

番号が表示されることがあ

り、変更された値は CDR
に書き込まれることに注意

してください。

• Reset Call History：Cisco
Unified Communications
Managerはコールをリダイ
レクトし、最後のコール

ホップまたは過去のすべて

のコールホップがコール履

歴から削除されます。

Divertオブリゲーションを使用するには、ルート決
定が Permitである必要があります。

CiscoUnified CommunicationsManagerは、Destination
パラメータ（Divertオブリゲーションの必須パラメー
タ）で指定された別の接続先にコールをリダイレク

トします。

付加ルートサーバによりコールが転送されると、複

数の転送ホップまたは 1つの転送ループが発生する
ことがあります。ホップの数を制御する場合、また

は転送ホップを回避する場合は、外部コール制御の

サービスパラメータ, （715ページ）の説明に従っ
て、Maximum External Call Control Diversion Hops to
Pattern or DNまたは External Call Control Diversion
MaximumHopCountサービスパラメータを設定しま
す。

Divert
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付加ルートサーバへの CUCM 接続
CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、付加ルートサーバへの持続的な接続を保持することで、
コールの設定における遅延を低減しています。 Cisco Unified Communications Managerクラスタ内
の各ノードは、パラレルまたは同時クエリーのために、付加ルートサーバへの複数の接続を高い

コールレートで確立することがあります。 Cisco Unified Communications Managerサーバは、パラ
レルまたは同時クエリーのために、付加ルートサーバへの複数の接続を高いコールレートで確立

することがあります。 Cisco Unified Communications Managerは、持続的な接続のためのスレッド
プールを管理します。このスレッドプールは、次のサービスパラメータの設定によって決定され

ます。

• External Call Control Initial Connection Count To PDP：このパラメータは、Cisco Unified
CommunicationsManagerがコールルーティング要求を処理するために付加ルートサーバに対
して確立する最小接続数を指定します。

• External Call Control Maximum Connection Count To PDP：このパラメータは、Cisco Unified
CommunicationsManagerがコールルーティング要求を処理するために付加ルートサーバに対
して確立する最大接続数を指定します。

これらのパラメータおよびその他の外部コール制御サービスパラメータの詳細については、外部

コール制御のサービスパラメータ, （715ページ）を参照してください。

外部コール制御プロファイル

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、設定済みの外部コール制御プロファイル
をトランスレーションパターンに割り当てることにより、外部コール制御を有効にします。トラ

ンスレーションパターンは、外部コール制御のトリガーポイントです。つまり、トランスレー

ションパターンに外部コール制御プロファイルが割り当てられている場合、コールの着信側番号

がトランスレーションパターンに一致すると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは即時にコー
ルルーティングクエリーを付加ルートサーバに送信します。付加ルートサーバは、コールの処

理方法を Cisco Unified Communications Managerに指示します。

外部コール制御プロファイルには、プライマリ付加ルートサーバと冗長付加ルートサーバのURI
（GUIではWebサービスと呼ばれる）、コールの即時転送で使用されるコーリングサーチスペー
ス、Cisco Unified Communications Managerが付加ルートサーバからの応答を待機する時間などが
指定されています。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定する外部コール制御プロファイルで、
CiscoUnifiedCommunicationsManagerにルート決定とオブリゲーションを提供する付加ルートサー
バのURIを指定する必要があります。この場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ペー
ジでプライマリWebサービスと呼ばれる URIを 1つ設定するか、または付加ルートサーバへの
アクティブリンクとスタンバイリンクを作成するためにプライマリ URIとセカンダリ URIを設
定できます。プライマリURIとセカンダリURIを設定した場合、ルートサーバはコールルーティ
ングクエリーのロードバランスをラウンドロビン方式で行うことができます。 URIには httpま
たは httpsを使用できます。 httpsを指定した場合、Cisco Unified CommunicationsManagerでは、付
加ルートサーバへの TLS接続を介して、証明書による相互認証が行われます。
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httpsを使用した場合、Cisco Unified Communications Managerでは、証明書のサブジェクト名が
付加ルートサーバのホスト名と一致しているかどうかが確認されます。また、Cisco Unified
Communications Managerにより、証明書の署名が信頼された CAによって発行されたものかど
うか、または署名が信頼ストアにインポートされた自己署名の証明書と一致しているかどうか

が確認されます。

ヒント

https接続を確立するには、各付加ルートサーバから Cisco Unified Communications Managerの
各ノード上の信頼ストアに証明書をインポートする必要があります。同様に、Cisco Unified
CommunicationsManagerの各ノードから自己署名証明書をエクスポートし、各付加ルートサー
バ上の信頼ストアにインポートする必要があります。これらの作業の詳細については、外部

コール制御プロファイルの設定項目, （718ページ）およびエクスポート用の CUCM自己署名
証明書の生成, （728ページ）を参照してください。

ヒント

付加ルートサーバにより即時転送ルーティングディレクティブが発行されたために Cisco Unified
Communications Managerがコールをリダイレクトする必要がある場合は、[ディバージョン再ルー
ティング用コーリングサーチスペース(Diversion Rerouting Calling Search Space)]の設定が使用され
ます。

外部コール制御プロファイル内に、Cisco Unified Communications Managerが付加ルートサーバか
らの応答を待機する時間を設定できます。タイマーが時間切れになると、外部コール制御プロ

ファイルの [障害時のコール処理(Call Treatment on Failure)]設定で指定した方法に基づいて、Cisco
Unified Communications Managerによりコールが許可またはブロックされます。

ルーティングルールの監察者サポート

付加ルートサーバのルーティングルールで、コールに監察者を設定する必要があると指定されて

いる場合、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで監察者サポートを設定する必要
があります。この場合、付加ルートサーバは Cisco Unified Communications Managerに次のルー
ティングディレクティブを送信します。

• Permit決定

•理由として監察者が指定された Divertオブリゲーション

監察者とは、コールに対する企業ポリシーの通知、コールの監視、およびコールの録音を必要に

応じて実行できる、指定された電話機ユーザです。 Cisco Unified Communications Managerには、
付加ルートサーバの指示に従って監察者機能をサポートするための次の機能が用意されていま

す。

• Cisco Unified Communications Managerは着信コールを、1人の監察者や、監察者のハントグ
ループやハントリストにリダイレクトできます。

• Cisco Unified Communications Managerは、監察者に対してコールの録音を許可できます。
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監察者が発信者に接続した場合、または監察対象の会議が確立された場合、（電話機モデルに応

じて）電話機の [録音]ソフトキーまたはPLKがアクティブになり、監察者がコール録音を呼び出
すことができるようになります。コール録音は現在のコールに対してだけ行われます。現在の

コールが終了すると、コール録音は停止します。監察者が [録音]ソフトキーまたは PLKを押す
と、電話機に録音のステータスを示すメッセージが表示されることがあります。

監察者サポートを設定するためにCisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで実行が
必要な設定作業のリストについては、外部コール制御の設定, （702ページ）を参照してくだ
さい。

ヒント

コールに参加するユーザが監察者の不在時に会話できないという、監察者の制限があります。監

察者には、次のような制限があります。

•監察者は、電話機を使用して会議コールを保留にすることができません。

•監察者は、会議の開始後に電話機を使用して会議にユーザを追加できません。これは、監察
者がユーザを追加するには、コールを保留にする必要があるためです。

監察者が会議を作成すると（つまり、電話機で [会議]ソフトキーが使用されている場合）、
その [会議]ソフトキーが無効になります。

会議の他のユーザは会議にユーザを追加できる可能性があることに注意してください。他の

ユーザが会議に参加者を追加できるかどうかは、Cisco CallManagerサービスがサポートされ
ているAdvancedAdHocConference Enabledサービスパラメータの設定によって決まります。
このサービスパラメータが Trueに設定されている場合は、他のユーザが会議に参加者を追
加できます。

•監察者は、電話機を使用して会議コールを別のユーザに転送できません。

•監察者が会議から退出すると、会議全体が終了します。

•監察者が、会議への参加が必要なユーザに打診コールを行う前に録音を開始した場合、監察
者が打診コールを行う間、Cisco Unified Communications Managerでは録音が中断されます。
会議が確立されると、録音が再開されます。

ルーティングルールのアナウンスサポート

付加ルートサーバのルーティングルールで、Cisco Unified Communications Managerがコールに対
してアナウンスを再生する必要があると指定されていることがあります。たとえば、コールが拒

否されることを示すアナウンスや、発信者を着信側に接続する前にグリーティングを発行するア

ナウンスなどです。 Cisco Unified Communications Managerをインストールすると、シスコ提供の
アナウンスおよびトーンがインストールされます。これらのアナウンスおよびトーンは、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページの [アナウンスの検索/一覧表示(Find and Lists
Announcements)]ウィンドウに表示され、外部コール制御に使用できます（[メディアリソース
(Media Resources)] > [アナウンス(Announcements)]）。このウィンドウに表示されるすべてのアナ
ウンスで外部コール制御がサポートされますが、Cisco Unified Communications Managerでどのア
ナウンスが再生されるかは、付加ルートサーバが発行したオブリゲーションによって決まりま
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す。たとえば、付加ルートサーバからのオブリゲーションに、CiscoUnifiedCommunicationsManager
がコールを拒否してCustom_05006アナウンスを再生するように指定されている場合は、そのアナ
ウンスが再生されます。

シスコ提供のアナウンスではなくカスタムアナウンスを使用する場合は、[アナウンス設定
(Announcement Configuration)]ウィンドウでカスタムアナウンスをアップロードできます。

ヒント

関連トピック

外部コール制御の設定, （702ページ）

外部コール制御のシステム要件
外部コール制御のシステム要件は、次のとおりです。

• Cisco Unified Communications Manager 8.0(2)以降

• Cisco Unified Routing Rules XML Interface（コールのルート決定とオブリゲーションを提供）

インタラクションおよび制限事項

アナンシエータ

ルーティングルールでコールに対するアナウンスの再生が必要となっている場合、[アナウンス
(Announcements)]ウィンドウで標準のアナウンスをアップロードします。シスコ提供のアナウン
スを使用しない場合は標準のアナウンスをカスタマイズします（[メディアリソース(Media
Resources)] > [アナウンス(Announcement)]）。

カスタムアナウンスをアップロードした場合、そのアナウンスを使用できるようにアナンシエー

タを設定します（[メディアリソース(Media Resources)] > [アナンシエータ(Annunciator)]）。

Cisco Unified Communications Managerコールの高品質ルーティング

必要に応じて、付加ルートサーバで、音質が重要な場合にどのゲートウェイをコールに使用する

かを決定するルーティングルールを設定できます。たとえば、ゲートウェイAで高音質を実現で
きる場合、コールにはゲートウェイ Aが使用されます。付加ルートサーバは、音声ゲートウェ
イ経由でコール参加者全員に高音質のコールが送信されるように、ネットワークリンクの可用

性、帯域幅使用、遅延、ジッタ、およびMOSスコアを監視します。

呼詳細レコード

外部コール制御機能が呼詳細レコードに表示されることがあります。たとえば、付加ルートサー

バがコールを許可したか、それとも拒否したかが呼詳細レコードに示されることがあります。ま

た、Cisco Unified Communications Managerが付加ルートサーバからの決定を受信していない場合
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に、Cisco Unified Communications Managerがコールをブロックしたか許可したかが呼詳細レコー
ドに示されることもあります。呼詳細レコードと外部コール制御の詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Call Detail Records Administration Guide』を参照してください。

自動転送

外部コール制御がトランスレーションパターンレベルでコールを代行受信するのに対し、自動転

送は電話番号レベルでコールを代行受信します。外部コール制御の方が優先されます。つまり、

自動転送が呼び出された場合、トランスレーションパターンに外部コール制御プロファイルが割

り当てられていると、Cisco Unified Communications Managerは付加ルートサーバにルーティング
クエリーを送信します。自動転送がトリガーされるのは、付加ルートサーバが Continueオブリ
ゲーションを含む Permit決定を Cisco Unified Communications Managerに送信した場合だけです。

外部コール制御をサポートする call diversion hop countサービスパラメータと、自動転送をサポー
トする call forward call hop countサービスパラメータは独立している、つまり個別に機能すること
に注意してください。

コールピックアップ

電話機ユーザがコールピックアップ機能を使用してコールを受けようとしていることが Cisco
Unified Communications Managerで認識されると、外部コール制御は呼び出されません。つまり、
Cisco Unified Communications Managerは、そのコール部分に対してはルーティングクエリーを付
加ルートサーバに送信しません。

監察者

監察者とは、コールに対する企業ポリシーの通知、コールの監視、およびコールの録音を必要に

応じて実行できる、指定された電話機ユーザです。コールに参加するユーザが監察者の不在時に

会話できないという、監察者の制限があります。監察者の制限については、ルーティングルール

の監察者サポート, （710ページ）を参照してください。

Cisco Unified Mobility

次の Cisco Unified Mobility機能に対しては、Cisco Unified Communications Managerは付加ルート
サーバからのルート決定を優先します。

•モバイルコネクト

•モバイルボイスアクセス

•エンタープライズ機能アクセス

• Dial-via-Officeリバースコールバック

• Dial-via-Office転送
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モバイルボイスアクセスまたはエンタープライズ機能アクセスを呼び出すには、エンドユー

ザが、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定されている機能電話番号をダ
イヤルする必要があります。着信側番号は（この場合）機能 DNであるため、Cisco Unified
Communications Managerがコールを受信したときに、Cisco Unified Communications Managerは
外部コール制御を呼び出しません。コールがアンカーされた後、Cisco Unified Communications
Managerによりユーザ認証が要求され、ユーザは発信先の番号を入力します。 Cisco Unified
CommunicationsManagerが発信先にコールを送達しようとすると、外部コール制御が呼び出さ
れます。Cisco Unified Communications Managerは、コールルーティングクエリーを付加ルー
トサーバに送信して、コールの処理方法を決定します。

ヒント

Cisco Unified Communications Managerは以下の Cisco Unified Mobility機能に関するルーティング
クエリーを送信しません。

•セルピックアップ

•デスクピックアップ

•セッションハンドオフ

Cisco Unified サービスアビリティ

外部コール制御のアラーム定義がCisco CallManagerアラームカタログの下のCisco Unifiedサービ
スアビリティに表示されます。アラーム定義の詳細については、『Troubleshooting Guide for Cisco
Unified Communications Manager』を参照してください。

会議

電話機ユーザが会議を作成すると、プライマリコールと打診コールに対して外部コール制御が呼

び出されることがあります。

電話番号

ネット上ダイヤリングで 4桁または 5桁がサポートされている場合、電話番号を 4桁または 5桁
の内線（エンタープライズ拡張）として設定する際に、2つのトランスレーションパターンを設
定する必要があります。 1つ目のトランスレーションパターンは発信側番号と着信側番号のグ
ローバル化をサポートし、2つ目のトランスレーションパターンは発信側番号と着信側番号のロー
カライズをサポートします。発信側番号および着信側番号のグローバル化に使用するトランス

レーションパターンに外部コール制御プロファイルを割り当てます。

サイレント

デフォルトでは、ユーザのDND設定は、付加ルートサーバのユーザルールで、付加ルートサー
バがContinueオブリゲーションを送信することが指定されている場合に有効になります。たとえ
ば、付加ルートサーバが Continueオブリゲーションを送信した場合、ユーザの DND-Rが有効に
なっていると、Cisco Unified Communications Managerはコールを拒否します。
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緊急コール処理（911 や 9.11 など）

緊急コール（911や 9.911など）に対しては、ルートサーバに接続してコール処理方法の指示
を受けなくてもコールが適切な接続先（Cisco Emergency Responderやゲートウェイなど）に
ルーティングされるように、明示的な緊急コールのパターンセットを設定しておくことを強

く推奨します。

注意

リアルタイム監視ツール

外部コール制御では、RTMTの外部コール制御オブジェクトおよび Cisco CallManagerオブジェク
トにパフォーマンスモニタリングカウンタが表示されます。これらのカウンタの詳細について

は、『Troubleshooting Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

転送

電話機ユーザがコールを転送すると、プライマリコールと打診コールの両方に対して外部コール

制御が呼び出されることがあります。ただし、Cisco Unified Communications Managerは、転送側
と転送先との間に付加ルートサーバからのルーティングルールを実施できません。

外部コール制御のインストールとアクティブ化
CiscoUnifiedCommunicationsManagerをインストールした後、必要な設定作業を実行すると、ネッ
トワークで外部コール制御をサポートできるようになります。実行する必要がある設定作業につ

いては、外部コール制御の設定, （702ページ）を参照してください。

外部コール制御の設定項目
ここでは、外部コール制御の設定に関する情報を提供します。

外部コール制御を設定する前に、外部コール制御の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

外部コール制御の設定, （702ページ）

外部コール制御のサービスパラメータ

外部コール制御機能をサポートするサービスパラメータにアクセスするには、[システム(System)]
> [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択します。サーバを選択し、Cisco CallManager
サービスを選択します。次に、[Clusterwide Parameters (Feature - External Call Control)]ペインを検
索します。外部コール制御のサービスパラメータ, （715ページ）では、外部コール制御機能の
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サービスパラメータについて説明します。詳細については、[サービスパラメータ(Service
Parameters)]ウィンドウで疑問符をクリックしてください。

表 66：外部コール制御のサービスパラメータ

説明サービスパラメータ

このパラメータは、付加ルートサーバが1つの
コールに対してDivertオブリゲーションを発行
できる最大回数を指定します。デフォルト値は

12です。最小値は 1、最大値は 500です。

External Call Control DiversionMaximumHopCount

このパラメータは、付加ルートサーバが電話番

号、ルートパターン、トランスレーションパ

ターン、またはハントパイロットに対してコー

ルのDivertオブリゲーションを発行できる最大
回数を指定します。

デフォルト値は 12、最小値は 1、最大値は 60
です。

Maximum External Call Control Diversion Hops to
Pattern or DN

このパラメータは、CiscoUnifiedCommunications
Managerが付加ルートサーバからのコールルー
ティングディレクティブを待機する最大時間

（ミリ秒）を指定します。この時間が経過する

と、外部コール制御プロファイル内の [障害時
のコール処理(Call Treatment on Failures)]設定の
値に従って、コールが許可またはブロックされ

ます。

デフォルト値は 2000、最小値は 1000、最大値
は 5000です。

External Call Control Routing Request Timer
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説明サービスパラメータ

このパラメータは、CiscoUnifiedCommunications
ManagerがXACMLコールルーティング要求で
付加ルートサーバに送信する完全修飾ロールお

よびリソースを指定します。入力した値は付加

ルートサーバ上の設定と照合され、これにより

Cisco Unified Communications Managerクエリー
は常に付加ルートサーバ上の適切なルーティン

グルールをポイントします。

デフォルト値は

CISCO:UC:UCMPolicy:VoiceOrVideoCallです。
CISCO:UC:UCMPolicyは付加ルートサーバ上の
ロールを表し、VoiceOrVideoCallは付加ルート
サーバ上のリソースを表します。

英数字（A～ Z、a～ z、0～ 9）またはコロン
（:）を含む、最大 100文字を入力できます。
コロンは、英数字と英数字の間にだけ使用でき

ます。

External Call Control Fully Qualified Role And
Resource

このパラメータは、CiscoUnifiedCommunications
Managerがコールルーティング要求を処理する
ために付加ルートサーバに対して確立する初期

接続数を指定します。このパラメータの値は必

ず、External Call Control Maximum Connection
Count To PDPの値以下にしてください。この
値が External Call Control Maximum Connection
Count To PDPの値以上の場合、External Call
Control Maximum Connection Count To PDPの値
は無視されます。この設定は、各外部コール制

御プロファイル内で設定されている各URIに適
用されます。

デフォルト値は 2、最小値は 2、最大値は 20で
す。

External Call Control Initial Connection Count To
PDP
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説明サービスパラメータ

このパラメータは、CiscoUnifiedCommunications
Managerがコールルーティング要求を処理する
ために付加ルートサーバに対して確立する最大

接続数を指定します。このパラメータの値は必

ず、External Call Control Initial Connection Count
To PDPの値以上にしてください。この値が
External Call Control Initial Connection Count To
PDPの値より小さい場合、値は無視されます。
この設定は、各外部コール制御プロファイル内

で設定されている各 URIに適用されます。

デフォルト値は 4、最小値は 2、最大値は 20で
す。

External Call Control Maximum Connection Count
To PDP

外部コール制御プロファイルの設定項目

Cisco Unified Communication Managerリリース 8.0(2)以降では、外部コール制御（ECC）機能がサ
ポートされています。この機能により、付加ルートサーバは 8.0(2) Cisco Unified Routing Rules
Interfaceを使用してCiscoUnifiedCommunicationsManagerのコールルーティングを決定できます。
外部コール制御の設定に際して、Cisco Unified Communications Managerは、発呼側および着信側
の情報が入ったルート要求を補助ルートサーバに発行します。補助ルートサーバは、要求を受

信し、適切なビジネスロジックを適用した後、CiscoUnifiedCommunicationsManagerに対し、コー
ルのルーティングとコールに適用すべきその他の取り扱い方法を指示するルート応答を返します。

付加ルートサーバは、コールの許可/転送/拒否、発信側および着信側の情報の変更、発信者に対
する音声案内、付加ボイスメールサーバと IVRサーバが発信側/着信側の情報を適切に解釈でき
るようにするためのコール履歴のリセット、コールが転送または拒否された理由を示す理由コー

ドの記録を Cisco Unified Communications Managerに指示できます。

外部コール制御プロファイルには、付加ルートサーバの URI、コールの即時転送に使用される
コーリングサーチスペース、Cisco Unified Communications Managerが付加ルートサーバからの応
答を待機する時間を示すタイマーなどが指定されています。

下の表では、[外部コール制御プロファイル(External Call Control Profile)]ウィンドウ（[コールルー
ティング(Call Routing)] > [外部コール制御プロファイル(External Call Control Profile)]）に表示され
る設定について説明します。

始める前に

外部コール制御プロファイルを設定する前に、付加ルートサーバが Cisco Unified Communications
Managerに Divertオブリゲーションを送信した場合に Cisco Unified Communications Managerで使
用されるコーリングサーチスペースを設定します（[コールルーティング(Call Routing)] > [コント
ロールのクラス(Class of Control)] > [コーリングサーチスペース(Calling Search Space)]）。
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外部コール制御プロファイルを設定する前に、外部コール制御の設定,（702ページ）を参照して
ください。

次の作業

外部コール制御プロファイルを設定した後は、プロファイルをトランスレーションパターンに割

り当てます（[コールルーティング(Call Routing)] > [トランスレーションパターン(Translation
Pattern)]）。

表 67：外部コール制御プロファイルの設定項目

説明フィールド

外部コール制御プロファイルの名前を入力しま

す。有効な入力値は、英数字、ハイフン、ピリ

オド、アンダースコア、およびスペースです。

入力した名前は、[外部コール制御プロファイル
の検索/一覧表示(Find andList External Call Control
Profile)]ウィンドウと、[トランスレーションパ
ターンの設定(Translation Pattern Configuration)]
ウィンドウの [外部コール制御プロファイル
(External Call Control Profile)]ドロップダウンリ
ストボックスに表示されます。

[名前(Name)]
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説明フィールド

プライマリ付加ルートサーバの URIを入力し
ます。これは、Cisco Unified Communications
Managerがコールの処理方法を決定するために
ルーティングクエリーを送信する付加ルート

サーバです。

このフィールドには、httpまたは httpsを入力で
きます。 httpsを入力した場合は、付加ルート
サーバから自己署名証明書をインポートする必

要があります。また、Cisco Unified
Communications Manager自己署名証明書を付加
ルートサーバにエクスポートする必要がありま

す。

次の式を使用して、URIを入力します。

https://<プライマリルートサーバのホスト名ま
たは IPv4アドレス>:<プライマリルートサーバ
上に設定されているポート>/ルートサーバ設定
からのパス

たとえば、
https://primaryrouteserver:8443/pdp/AuthenticationEndPoint
のように入力します。

httpsを使用する場合、このフィールドには必
ず、証明書に含まれているホスト名を入力して

ください（証明書内の通常名（CN）など）。

[プライマリWebサービス(Primary Web Service)]
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説明フィールド

冗長付加ルートサーバの URIを入力します。
これは、Cisco Unified Communications Manager
がコールの処理方法を決定するためにルーティ

ングクエリーを送信する冗長付加ルートサー

バです。セカンダリWebサービスはオプショ
ンです。[ロードバランシングの有効化(Enable
LoadBalancing)]チェックボックスをオンにした
場合は、プライマリルートサーバとセカンダ

リルートサーバ間の負荷バランシングを行う

ためにセカンダリWebサービスが使用されま
す。また、セカンダリWebサービスを設定す
ることで、アクティブ/スタンバイリンクが使
用可能になるため、冗長性も確保されます。

このフィールドには、httpまたは httpsを入力で
きます。 httpsを入力した場合は、付加ルート
サーバから自己署名証明書をインポートする必

要があります。また、Cisco Unified
Communications Manager自己署名証明書を付加
ルートサーバにエクスポートする必要がありま

す。 httpsを使用する場合、このフィールドに
は必ず、証明書に含まれているホスト名を入力

してください

次の式を使用して、URIを入力します。

https://<セカンダリルートサーバのホスト名ま
たは IPv4アドレス>:<セカンダリルートサーバ
上に設定されているポート>/ルートサーバ設定
からのパス

たとえば、
https://secondaryrouteserver:8443/pdp/AuthenticationEndPoint
のように入力します。

httpsを使用する場合、このフィールドには必
ず、証明書に含まれているホスト名を入力して

ください（証明書内の通常名（CN）など）。

[セカンダリWebサービス(SecondaryWebService)]

プライマリ付加ルートサーバと冗長付加ルート

サーバとの間で負荷バランシングを行う場合

は、このチェックボックスをオンにします。オ

ンにした場合、負荷バランシングがラウンドロ

ビン方式で行われます。

[ロードバランシングの有効化(Enable Load
Balancing)]
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説明フィールド

このパラメータは、CiscoUnifiedCommunications
Managerが付加ルートサーバからのコールルー
ティングディレクティブを待機する最大時間

（ミリ秒）を指定します。この時間が経過する

と、外部コール制御プロファイル内の [障害時
のコール処理(Call Treatment on Failures)]設定の
値に従って、コールが許可またはブロックされ

ます。

デフォルト値は 2000、最小値は 1000、最大値
は 5000です。

このフィールドをブランクにしておくと、Cisco
Unified Communications Managerでは、Cisco
CallManagerサービスをサポートする External
Call Control Routing Request Timerサービスパラ
メータの設定が使用されます。

[ルーティング要求タイマー(Routing Request
Timer)]

ドロップダウンリストボックスから、付加ルー

トサーバが Cisco Unified Communications
Managerに Divertオブリゲーションを送信した
場合に Cisco Unified Communications Managerで
使用されるコーリングサーチスペースを選択

します。

[ディバージョン再ルーティング用コーリング
サーチスペース(DiversionReroutingCalling Search
Space)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、次の状

況のときにCiscoUnifiedCommunicationsManager
がコールを許可するかブロックするかを選択し

ます。

•付加ルートサーバが Cisco Unified
CommunicationsManagerにコールルーティ
ングディレクティブを送信しない場合

• Cisco Unified Communications Managerから
付加ルートサーバに接続できない場合

• Cisco Unified Communications Managerが
ルーティングディレクティブ（またはルー

ティングディレクティブの補足要素）を

解析できない場合

• Cisco Unified Communications Managerが付
加ルートサーバから 4xxまたは 5xxメッ
セージを受信した場合

[コールの許可(Allow Calls)]を選択すると、付
加ルートサーバが Continueオブリゲーション
を含む Permit決定を発行した場合と同様に、
コールが現在の接続先にルーティングされま

す。

[コールのブロック(BlockCalls)]を選択すると、
Cisco Unified Communications Managerでは、付
加ルートサーバがRejectオブリゲーションを含
む Deny決定を発行した場合と同様に、コール
がクリアされます。

障害が発生した場合は通知がログに記録されま

す。

[障害時のコール処理(Call Treatment on Failure)]

外部コール制御プロファイルの設定レコードの検索

Cisco Unified Communication Managerでは、外部コール制御（ECC）機能がサポートされていま
す。この機能により、付加ルートサーバは 8.0(2) Cisco Unified Routing Rules Interfaceを使用して
Cisco Unified Communications Managerのコールルーティングを決定できます。外部コール制御の
設定に際して、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、発呼側および着信側の情報が入ったルー
ト要求を補助ルートサーバに発行します。補助ルートサーバは、要求を受信し、適切なビジネ
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スロジックを適用した後、Cisco Unified Communications Managerに対し、コールのルーティング
とコールに適用すべきその他の取り扱い方法を指示するルート応答を返します。

付加ルートサーバは、コールの許可/転送/拒否、発信側および着信側の情報の変更、発信者に対
する音声案内、付加ボイスメールサーバと IVRサーバが発信側/着信側の情報を適切に解釈でき
るようにするためのコール履歴のリセット、コールが転送または拒否された理由を示す理由コー

ドの記録を Cisco Unified Communications Managerに指示できます。

コールの処理方法は付加ルートサーバのルーティングルールおよびビジネスロジックによっ

て決まることに注意してください。Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページ内の設
定とルーティングルールが矛盾する場合は、ルーティングルールがコールに使用されます。

ヒント

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで外部コール制御プロファイルを検索するに
は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[コールルーティング(Call Routing)] > [外部
コール制御プロファイル(External Call Control Profile)]を選択します。

ステップ 2 検索/一覧表示ウィンドウが表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレ
コードが表示される場合もあります。

ステップ 3 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

ステップ 4 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定されているすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 5 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。
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外部コール制御プロファイルの設定

外部コール制御は、ルールベースのルーティング機能であり、CiscoUnifiedCommunicationsManager
がコールのルーティング前にコールルーティングクエリーを付加ルートサーバに送信すること

を必要とします。コールの処理方法は、付加ルートサーバで設定されているルーティングルー

ルによって決まります。付加ルートサーバは、Cisco Unified Routing Rules XML Interfaceを使用し
て Cisco Unified Communications Managerと通信します。付加ルートサーバは Cisco Unified
Communications Managerからクエリーを受信した後、コールの処理方法を Cisco Unified
Communications Managerに指示します。

コールの処理方法は付加ルートサーバのルーティングルールおよびビジネスロジックによっ

て決まることに注意してください。Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページ内の設
定とルーティングルールが矛盾する場合は、ルーティングルールがコールに使用されます。

ヒント

外部コール制御プロファイルには、付加ルートサーバの URI、コールの即時転送に使用される
コーリングサーチスペース、Cisco Unified Communications Managerが付加ルートサーバからの応
答を待機する時間を示すタイマーなどが指定されています。

はじめる前に

外部コール制御プロファイルを設定する前に、付加ルートサーバが Cisco Unified Communications
Managerに Divertオブリゲーションを送信した場合に Cisco Unified Communications Managerで使
用されるコーリングサーチスペースを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[コールルーティング(Call Routing)] > [外部
コール制御プロファイル(External Call Control Profile)]を選択します。

ステップ 2 検索/一覧表示のウィンドウで、次のいずれかの作業を実行します。
a) 外部コール制御プロファイルに関連する既存のレコードをコピーするには、外部コール制御プ
ロファイルの設定レコードの検索,（723ページ）の説明に従ってレコードを検索し、コピーす
るレコードの横にある [コピー(Copy)]ボタンをクリックします。

b) 新しい外部コール制御プロファイルを追加するには、[新規追加(Add New)]ボタンをクリック
します。

c) 既存の外部コール制御プロファイルを更新するには、外部コール制御プロファイルの設定レ
コードの検索, （723ページ）の説明に従って適切なレコードを検索します。

ステップ 3 外部コール制御プロファイルの設定項目,（718ページ）の説明に従って、適切なフィールドを設
定します。

ステップ 4 設定情報をデータベースに保存するには、[保存(Save)]をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
725

外部コール制御

外部コール制御プロファイルの設定



次の作業

次の作業

外部コール制御プロファイルをトランスレーションパターンに割り当てます。

外部コール制御プロファイルのトランスレーションパターンへの割り

当て

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、外部コール制御プロファイルをトランス
レーションパターンに割り当てる手順を以下に示します。

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [トランスレーションパターン(Translation Pattern)]を選択し
ます。

ステップ 2 [トランスレーションパターンの設定(TranslationPatternConfiguration)]ウィンドウの [外部コール制
御プロファイル(External Call Control Profile)]ドロップダウンリストボックスから、パターンに割
り当てる外部コール制御プロファイルを選択します。

外部コール制御プロファイルの設定レコードの削除

ここでは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定済みの外部コール制御プロ
ファイルを削除する方法について説明します。

該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして [選択項目の削除(Delete Selected)]
をクリックすると、検索/一覧表示のウィンドウから複数のレコードを削除できます。 [すべて
選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、ウィン
ドウ内のすべてのレコードを削除できます。

（注）

はじめる前に

外部コール制御プロファイルを削除する前に、そのプロファイルを参照しているトランスレーショ

ンパターンから割り当てを解除する必要があります。トランスレーションパターンに割り当て

られているプロファイルを削除しようとすると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ペー
ジにエラーメッセージが表示されます。
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手順

ステップ 1 検索/一覧表示のウィンドウからレコードを削除する場合は、次の作業を実行します。
a) 外部コール制御プロファイルの設定レコードの検索,（723ページ）の手順を使用して、削除す
るレコードを検索します。

b) 削除するレコードをクリックします。
c) [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックします。
削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

d) [OK]をクリックします。
ウィンドウが更新され、レコードがデータベースから削除されます。

ステップ 2 設定ウィンドウからレコードを削除する場合は、次の作業を実行します。

a) 外部コール制御プロファイルの設定レコードの検索,（723ページ）の手順を使用して、削除す
るレコードを検索します。

b) 設定ウィンドウにアクセスし、設定ウィンドウで [削除(Delete)]をクリックします。
削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

c) [OK]をクリックします。
ウィンドウが更新され、レコードがデータベースから削除されます。

付加ルートサーバ証明書のインポート

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで外部コール制御プロファイルのプライマリ
WebサービスまたはセカンダリWebサービスに httpsを指定した場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerでは、証明書を使用して付加ルートサーバへの TLS接続を介する相互認証が行われま
す。

付加ルートサーバの自己署名証明書を Cisco Unified Communications Manager信頼ストアにイン
ポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで、[セキュリティ(Security)] > [証明書の
管理(Certificate Management)]を選択します。

ステップ 2 [証明書の一覧(CertificateList)]ウィンドウで、[証明書のアップロード(UploadCertificate)]をクリッ
クします。

ステップ 3 [証明書のアップロード(UploadCertificate)]ポップアップウィンドウが表示されたら、[証明書の名
前(CertificateName)]ドロップダウンリストボックスから [CallManagerの信頼性(CallManager-trust)]
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を選択し、付加ルートサーバの証明書を参照します。[ファイルのアップロード(UploadFile)]フィー
ルドに証明書が表示されたら、[ファイルのアップロード(Upload File)]ボタンをクリックします。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerが冗長付加ルートサーバと接続可能な場合は、この手順を
再度実行します。

エクスポート用の CUCM 自己署名証明書の生成
プライマリルートサーバと冗長ルートサーバが常に httpsを介して Cisco Unified Communications
Managerに対して認証されるように、Cisco Unified CommunicationsManagerにディレクティブを送
信する各付加ルートサーバにインポートできる自己署名証明書を生成する必要があります。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで外部コール制御プロファイル内に指定した
ように、付加ルートサーバで httpが使用される場合は、この手順を実行する必要はありません。

付加ルートサーバにエクスポートできる Cisco Unified Communications Manager自己署名証明書を
生成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで、[セキュリティ(Security)] > [証明書の
管理(Certificate Management)]を選択します。

ステップ 2 [証明書の一覧(Certificate List)]ウィンドウで、[新規作成(Generate New)]をクリックします。

ステップ 3 [証明書の名前(CertificateName)]ドロップダウンリストボックスから、[CallManager(CallManager)]
を選択し、[新規作成(Generate New)]をクリックします。

ステップ 4 [証明書の検索/一覧表示(Find and List Certificates)]ウィンドウから、作成した CallManager.pem証
明書をクリックします。

ステップ 5 証明書ファイルデータが表示されたら、[ダウンロード(Download)]をクリックして、付加ルート
サーバへの証明書のエクスポートに使用できる場所に証明書をダウンロードします。

ステップ 6 ディレクティブを送信する各付加ルートサーバに証明書をエクスポートします。

ステップ 7 プライマリ付加ルートサーバおよび冗長付加ルートサーバに接続可能な Cisco Unified
Communications Managerクラスタ内のノードごとに、この作業を実行します。

ユーザへの情報提供
監察者には制約と制限があるため、ユーザを監察者として指定した場合、そのことをユーザに通

知してください。
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外部コール制御のトラブルシューティング
外部コール制御のトラブルシューティングの詳細については、『Troubleshooting Guide for Cisco
Unified Communications Manager』を参照してください。
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第 27 章

External Call Transfer Restrictions

この章では、External Call Transfer Restrictions機能に関する情報を提供します。この機能を使用
すると、ゲートウェイ、トランク、およびルートパターンをオンネット（内部）デバイスまた

はオフネット（外部）デバイスとしてシステムレベルで設定できます。デバイスをオフネット

として設定することで、管理者は外部コールの転送を外部デバイスに制限し、通話料金に関する

不正行為を防止できます。

• External Call Transfer Restrictionsの設定, 731 ページ

• External Call Transfer Restrictions機能, 732 ページ

• External Call Transfer Restrictionsのシステム要件, 735 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 735 ページ

• External Call Transfer Restrictionsのインストールとアクティブ化, 736 ページ

• External Call Transfer Restrictionsの設定, 737 ページ

External Call Transfer Restrictions の設定
External Call Transfer Restrictions機能を使用すると、ゲートウェイ、トランク、およびルートパ
ターンを、オンネット（内部）デバイスまたはオフネット（外部）デバイスとしてシステムレベ

ルで設定できます。デバイスをオフネットとして設定することで、管理者は外部コールの転送を

外部デバイスに制限し、通話料金に関する不正行為を防止できます。

External Call Transfer Restrictionsを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 外部コールが外部デバイスに転送されることをブロックするには、次の手順を実行します。

a) クラスタ全体のサービスパラメータ Block OffNet to OffNet Transferを [True]に設定します。
b) 着信コールについて、個々のゲートウェイまたはトランクを [オフネット(OffNet)]に設定しま
す。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
731



c) 発信コールについて、ルートパターンの [コールの分類(Call Classification)]フィールドを [オフ
ネット(OffNet)]に設定します。 [デバイスの上書きを許可(AllowDeviceOverride)]チェックボッ
クスは、要件に従ってオンまたはオフにします（たとえば、チェックボックスがオンの場合、

関連付けられているゲートウェイまたはトランクの設定が優先されます。オフの場合は、ルー

トパターンのコール分類値によってコールが分類されます）。

ステップ 2 すべてのゲートウェイまたはトランクをオフネット（外部）またはオンネット（内部）に設定す

るには、次の手順を実行します。

a) Cisco Unified Communications Managerのクラスタ全体のサービスパラメータ Call Classification
を、[OffNet]（すべてのゲートウェイとトランクが外部の場合）または [OnNet]（すべてのゲー
トウェイとトランクが内部の場合）に設定します。

b) [コールの分類(Call Classification)]フィールドで、個々のゲートウェイまたはトランクを [シス
テムデフォルトの使用(Use System Default)]に設定します。

ステップ 3 [ルートパターンの設定(Route PatternConfiguration)]ウィンドウで、[コールの分類(CallClassification)]
フィールドを [オフネット(OffNet)]に設定します。 [デバイスの上書きを許可(AllowDeviceOverride)]
チェックボックスは、要件およびゲートウェイまたはトランクの設定に従ってオンまたはオフに

します。

関連トピック

Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータの設定, （738ページ）
ゲートウェイ設定の使用による転送機能の設定, （738ページ）
トランク設定の使用による転送機能の設定, （739ページ）
Call Classificationサービスパラメータを使用した転送機能の設定, （737ページ）
ゲートウェイ設定の使用による転送機能の設定, （738ページ）

External Call Transfer Restrictions 機能
External Call Transfer Restrictionsは、外部のユーザ間のコール転送をブロックします。サービス
パラメータを設定し、ゲートウェイ、トランク、およびルートパターンをオフネット（外部）デ

バイスとして設定することで、外部コールの転送をブロックします。この機能を使用すると、オ

ンネットまたはオフネットのアラートトーンがコールの着信側デバイスで聞こえます（オンネッ

トまたはオフネットのどちらであるかは、デバイスの設定によって決まります）。この章では、

次の用語を使用します。

•オンネットデバイス：オンネットとして設定されるデバイス。ネットワークの内部にあると
見なされます。

•オフネットデバイス：オフネットとして設定されるデバイス。ルーティングされる場合は、
ネットワークの外部にあると見なされます。

•ネットワークロケーション：デバイスがある場所。ネットワークに対してオンネットまたは
オフネットであると見なされます。
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•発信側デバイス：転送されるデバイス。システムはこのデバイスをオンネットまたはオフ
ネットと見なします。

•着信側デバイス：転送されたコールを受信するデバイス。システムはこのデバイスをオン
ネットまたはオフネットと見なします。

•着信コール：オンネットまたはオフネットとして分類する際に、ゲートウェイとトランクの
コール分類設定だけが使用されるコール。ルートパターンのコール分類設定は、適用され

ません。

•発信コール：トランク、ゲートウェイ、およびルートパターンのコール分類設定が適用され
るコール。ルートパターンの [デバイスの上書きを許可(AllowDeviceOverride)]設定により、
ルートパターンのコール分類設定の代わりに、トランクまたはゲートウェイのコール分類設

定のいずれかが使用されます。

ゲートウェイとトランク

ゲートウェイおよびトランクをオンネット（内部）またはオフネット（外部）として設定するに

は、[ゲートウェイの設定(Gateway Configuration)]または [トランクの設定(Trunk Configuration)]を
使用するか、あるいはクラスタ全体のサービスパラメータを設定します。この機能をクラスタ全

体のサービスパラメータ Block OffNet to OffNet Transferとともに使用した場合、コールがゲート
ウェイ経由で転送されるか、トランク経由で転送されるかは設定によって決定されます。

次のデバイスは、Cisco Unified Communications Managerの内部または外部として設定できます。

• H.323ゲートウェイ

• MGCP FXOトランク

• MGCP T1/E1トランク

•クラスタ間トランク

• SIPトランク

ルートパターン

コールをオンネットまたはオフネットとして分類するには、[ルートパターンの設定(Route Pattern
Configuration)]ウィンドウの [コールの分類(Call Classification)]フィールドを、それぞれ [オンネッ
ト(OnNet)]または [オフネット(OffNet)]に設定します。 [ルートパターンの設定(Route Pattern
Configuration)]ウィンドウの [デバイスの上書きを許可(Allow Device Override)]チェックボックス
をオンにすると、ルートパターン設定を上書きして、トランクまたはゲートウェイ設定を使用で

きます。

詳細については、External Call Transfer Restrictionsの設定, （737ページ）を参照してください。

例

次の例では、発信者が転送を利用して長距離電話の支払いを避ける方法について説明します。下

の図に示すように、ニューヨークの ABCカンパニーのユーザ Aがニュージーランドの友人ユー
ザBに電話をかけます。コールが接続されたら、ユーザAはコールを英国に住んでいる別の友人
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であるユーザ Cに転送します。転送が完了すると、ユーザ Bとユーザ Cが接続され、ユーザ A
は切断されます。この結果、ABCカンパニーは、ニュージーランドと英国間のコールの請求書を
受け取ります。

図 51：外部のユーザへの外部コールの転送

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
734

External Call Transfer Restrictions
External Call Transfer Restrictions 機能



下の図では、ゲートウェイやトランクがどのように設定されているかにかかわらず、ルートパ

ターンが [オフネット(OffNet)]として設定され、サービスパラメータBlockOffNet toOffNet Transfer
が [True]に設定されているため、外部のコールは外部のユーザに転送できません。

図 52：外部のユーザへの外部コールの転送をブロック

External Call Transfer Restrictions のシステム要件
External Call Transfer Restrictionsを使用するには、次のソフトウェアコンポーネントが動作してい
る必要があります。

• Cisco Unified Communications Manager 5.0以降

インタラクションおよび制限事項
ここでは、External Call Transfer Restrictionsに関するインタラクションおよび制限事項について説
明します。

インタラクション

この項では、External Call Transfer Restrictions機能と Cisco Unified Communications Managerアプリ
ケーションおよびコール処理とのインタラクションを説明します。
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Drop Conference

Drop Conference機能は、会議に参加しているユーザがオフネットまたはオンネットのどちらに設
定されているかをチェックすることで、既存のアドホック会議を終了する必要があるかどうかを

判別します。この機能は、サービスパラメータDropAdHocConferenceを使用し、[WhenNoOnNet
Parties Remain in the Conference]オプションを選択することによって設定します。ユーザが使用し
ているデバイスまたはルートパターンをチェックすることで、各ユーザのオンネットステータス

を判別します。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』内の
アドホック会議に関連するトピックを参照してください。

一括管理

一括管理は、ゲートウェイテンプレートにゲートウェイ設定（オフネットまたはオンネット）を

挿入します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administrationガイ
ド』を参照してください。

Dialed Number Analyzer（DNA）

DNAをゲートウェイの番号分析を実行するために使用すると、ゲートウェイとルートパターンに
設定するためのCallClassificationが表示されます。詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager Dialed Number Analyzer Guide』を参照してください。

制限事項

External Call Transfer Restrictionsには、次の制限事項があります。

• Cisco Catalyst 6000 24 Portなどの FXSゲートウェイでは、[ゲートウェイの設定(Gateway
Configuration)]ウィンドウに [コールの分類(Call Classification)]フィールドがないため、常に
オンネットであると見なされます。

•システムは、[コールの分類(Call Classification)]フィールドがない Cisco VG-248 Gatewayをサ
ポートしていません。

• Cisco Unified Communications Managerは、オフネット（外部）として設定できないすべての
Cisco Unified IP Phoneおよび FXSポートをオンネット（内部）と見なします。

External Call Transfer Restrictions のインストールとアク
ティブ化

External Call Transfer Restrictionsをアクティブにするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータを [True]に設定します。

ステップ 2 [ルートパターンの設定(Route PatternConfiguration)]ウィンドウで、[コールの分類(CallClassification)]
フィールドを [オフネット(OffNet)]に設定します。 [デバイスの上書きを許可(AllowDeviceOverride)]
チェックボックスはオフのままにしておくため、デバイスはルートパターンの [コールの分類(Call
Classification)]設定を使用します。

ステップ 3 オフネットとして識別するトランクとゲートウェイを設定します。

次の作業

詳細については、External Call Transfer Restrictionsのサービスパラメータの設定, （737ページ）を
参照してください。

External Call Transfer Restrictions の設定
この項の内容は次のとおりです。

• External Call Transfer Restrictionsのサービスパラメータの設定, （737ページ）

•ゲートウェイ設定の使用による転送機能の設定, （738ページ）

•トランク設定の使用による転送機能の設定, （739ページ）

•ルートパターン設定の使用による転送機能の設定, （740ページ）

External Call Transfer Restrictionsを設定する前に、External Call Transfer Restrictionsの設定, （
731ページ）を参照してください。

ヒント

External Call Transfer Restrictions のサービスパラメータの設定
ここでは、External Call Transfer Restrictionsのサービスパラメータの設定に関する情報を提供しま
す。 External Call Transfer Restrictions機能には、Call Classificationおよび Block OffNet to OffNet
Transferという 2つのサービスパラメータを設定できます。

Call Classification サービスパラメータを使用した転送機能の設定
Cisco Unified Communications Managerクラスタ内のすべてのゲートウェイまたはトランクをオフ
ネット（外部）またはオンネット（内部）に設定するには、次の 2つの手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerのクラスタ全体のサービスパラメータ Call Classificationを
使用して、[OffNet]または [OnNet]のいずれかを選択します（デフォルトは [OffNet]）。

ステップ 2 [ゲートウェイの設定(GatewayConfiguration)]ウィンドウおよび [トランクの設定(TrunkConfiguration)]
ウィンドウの [コールの分類(Call Classification)]フィールドで、それぞれのゲートウェイとトラン
クに [システムデフォルトの使用(Use SystemDefault)]を設定します（これはCall Classificationサー
ビスパラメータの設定を読み出し、ゲートウェイとトランクにその設定を使用します）。

Block OffNet to OffNet Transfer サービスパラメータの設定
Cisco Unified CommunicationsManagerのクラスタ全体のサービスパラメータBlock OffNet to OffNet
Transferを使用すると、管理者はユーザが外部コールを他の外部番号へ転送することを防止できま
す。このパラメータには [True]または [False]を指定します。パラメータを [True]に設定すると、
外部コールを他の外部デバイスに転送できなくなります。デフォルト値は [いいえ(False)]です。
Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータの変更には、[サービスパラメータ設定(Service
Parameter Configuration)]ウィンドウを使用します。

サービスパラメータ Block OffNet to OffNet Transferが [True]に設定されている場合に、ユーザが
オフネットのゲートウェイまたはトランクのコールを転送しようとすると、ユーザの電話機には、

コールを転送できないことを示すメッセージが表示されます。

ゲートウェイ設定の使用による転送機能の設定

[オフネット(OffNet)]、[オンネット(OnNet)]、または [システムデフォルトの使用(UseSystemDefault)]
としてゲートウェイを設定するには、次の手順を実行します。システムは、このように設定され

たゲートウェイを通じてネットワークに着信するコールを、それぞれオフネットまたはオンネッ

トと見なします。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [ゲートウェイ(Gateway)]
を選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示(Find and List Gateways)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 設定済みのゲートウェイを一覧表示するには、[検索(Find)]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されたゲートウェイが表示されます。
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ステップ 3 [オフネット(OffNet)]または [オンネット(OnNet)]として設定するゲートウェイを選択します。

ステップ 4 [コールの分類(Call Classification)]フィールドで、設定を選択します。

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックします。

トランク設定の使用による転送機能の設定

[オフネット(OffNet)]、[オンネット(OnNet)]、または [システムデフォルトの使用(UseSystemDefault)]
としてトランクを設定するには、次の手順を実行します。システムは、このように設定されたト

ランクを通じてネットワークに着信するコールを、それぞれオフネットまたはオンネットと見な

します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [トランク(Trunk)]を
選択します。

[トランクの検索/一覧表示(Find and List Trunks)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 設定済みのトランクを一覧表示するには、[検索(Find)]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerで設定されたトランクが表示されます。

ステップ 3 [オフネット(OffNet)]または [オンネット(OnNet)]として設定するトランクを選択します。

ステップ 4 [コールの分類(Call Classification)]フィールドで、設定を選択します。

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックします。

表 68：コール分類の設定項目

説明設定名

この設定は、ゲートウェイを外部ゲートウェイとして識別しま

す。 [オフネット(OffNet)]に設定されたゲートウェイからコール
が着信すると、システムは宛先デバイスに外部の呼び出し音を

送信します。

[オフネット(OffNet)]

この設定は、ゲートウェイを内部ゲートウェイとして識別しま

す。 [オンネット(OnNet)]に設定されたゲートウェイからコール
が着信すると、システムは宛先デバイスに内部の呼び出し音を

送信します。

[オンネット(OnNet)]

この設定では、CiscoUnified CommunicationsManagerクラスタ全
体のサービスパラメータである Call Classificationが使用されま
す。

[システムデフォルトの使用
(Use System Default)]
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ルートパターン設定の使用による転送機能の設定

[ルートパターンの設定(Route PatternConfiguration)]ウィンドウには、次のフィールドがあります。

• [コールの分類(Call Classification)]：このルートパターンを使用するコールをオフネットまた
はオンネットに分類するには、このドロップダウンリストボックスを使用します。

• [外部ダイヤルトーンの提供(Provide Outside Dial Tone)]：[コールの分類(Call Classification)]が
[オフネット(OffNet)]に設定されると、このチェックボックスがオンになります。

• [デバイスの上書きを許可(Allow Device Override)]：このチェックボックスがオンの場合、シ
ステムは [ルートパターンの設定(Route PatternConfiguration)]ウィンドウの [コールの分類(Call
Classification)]設定の代わりに、ルートパターンに関連付けられたトランクまたはゲートウェ
イの [コールの分類(Call Classification)]設定を使用します。
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第 28 章

位置情報およびロケーション伝達

この章では、次の概念に関する情報を提供します。

•位置情報

•位置情報フィルタ

•ロケーション伝達

ロケーションと位置情報を混同しないでください。ロケーション（[システム(System)] > [ロ
ケーション(Location)]メニューオプションを使用して設定）では、集中型コール処理システム
でコールアドミッション制御（CAC）を行うために使用されるエンティティを定義できます。
位置情報（[システム(System)] > [位置情報の設定(Geolocation Configuration)]メニューオプショ
ンを使用して設定）では、論理パーティションなどの機能用に Cisco Unified Communications
Managerデバイスを関連付けるために使用する地理的ロケーションを指定できます。

ヒン

ト

• 位置情報の設定, 742 ページ

• 位置情報フィルタの設定, 743 ページ

• ロケーション伝達の設定, 743 ページ

• 位置情報機能, 745 ページ

• 位置情報のインタラクション, 749 ページ

• 位置情報の設定, 749 ページ

• 位置情報フィルタ機能, 755 ページ

• 位置情報フィルタの設定, 756 ページ

• ロケーション伝達機能, 761 ページ

• ロケーション伝達の設定, 765 ページ
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位置情報の設定
地理的ロケーション情報、つまり位置情報は、世界における物理的位置を表し、人、イベント、

またはデバイスの過去、現在、または将来の場所に相当します。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用すれば、すべてのデバイスの位置情報
を指定できます。

位置情報は、Request forComments（RFC）4119標準に基づいています。位置情報では、country、
A1、A2、A3、A4、A5、A6、PRD、POD、STS、HNO、HNS、LMK、LOC、FLR、NAM、および
PCの各フィールドを表す Civicロケーション形式が使用されます。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、位置情報を手動で設定します。

ロケーションと位置情報を混同しないでください。ロケーション（[システム(System)] > [ロ
ケーション(Location)]メニューオプションを使用して設定）では、集中型コール処理システム
でコールアドミッション制御（CAC）を行うために使用されるエンティティを定義できます。
位置情報（[システム(System)] > [位置情報の設定(Geolocation Configuration)]メニューオプショ
ンを使用して設定）では、論理パーティションなどの機能用に Cisco Unified Communications
Managerデバイスを関連付けるために使用する地理的ロケーションを指定できます。

ヒント

位置情報を設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 新しい [位置情報の設定(Geolocation Configuration)]ウィンドウで一連の位置情報を定義します。

ステップ 2 デバイスプール、デバイス、トランク、ゲートウェイ、またはMGCPポートに位置情報を割り当
てます。

ステップ 3 DefaultGeolocationエンタープライズパラメータで指定されたデフォルト位置情報に位置情報を割
り当てます。

ステップ 4 位置情報を必要とする機能に関与していないデバイスについては、位置情報を未指定として定義

するか、未定義のままにします。

このような関連付けがない状態は、個々のデバイスレベル、デバイスプールレベル、

またはエンタープライズパラメータレベルで定義できます。

（注）

関連トピック

位置情報の設定, （749ページ）
論理パーティション用のエンタープライズパラメータ, （968ページ）
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位置情報フィルタの設定
Cisco Unified Communications Managerの管理者は、位置情報フィルタを使用する機能に関与する
すべてのデバイスに対して位置情報フィルタを定義します。位置情報フィルタを使用すると、17
の位置情報フィールドから特定のフィールドを選択して、選択したフィールドから識別子を作成

できます。位置情報フィルタは手動で設定します。

次に、Cisco Unified Communications Managerの管理者は位置情報フィルタをデバイスに割り当て
ます。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [システム(System)] > [位置情報フィルタ
(Geolocation Filter)]メニューオプションを使用して位置情報フィルタを設定します。

位置情報フィルタを設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 新しい [位置情報フィルタの設定(Geo Location Filter Configuration)]ウィンドウで一連のフィルタ規
則を定義します。

ステップ 2 デバイスプール、トランク、クラスタ間トランク、ゲートウェイ、またはMGCPポートに位置情
報フィルタを割り当てます。

ステップ 3 論理パーティション機能については、Logical Partitioning Default Filterエンタープライズパラメー
タで指定されたデフォルトフィルタに位置情報フィルタを割り当てます。

関連トピック

位置情報フィルタの設定, （756ページ）
論理パーティション用のエンタープライズパラメータ, （968ページ）

ロケーション伝達の設定
ロケーション伝達には、次の動作を可能にするための設定が必要です。

•クラスタ間での位置情報の伝達

◦コールの確立時、およびコール中の参加とリダイレクト時に、クラスタ間で位置情報を
伝達できるようにする。
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エンタープライズパラメータと論理パーティションの設定からは、ロケーション伝達は制御

されません。トランクを介して通信するデバイスが位置情報と関連している場合に、クラス

タ間で位置情報が伝達されるようにトランク（SIPまたは ICT）を設定するには、[位置情報の
送信(Send Geolocation Information)]チェックボックスをオンにします。

（注）

現在のリリースの論理パーティション機能では、Cisco Unified Communications Managerは設定
された位置情報を回線デバイス（SIPまたは SCCPを実行している電話機）に送信しません。

（注）

複数クラスタ論理パーティション環境でロケーション伝達を設定するには、以下の手順を実行し

ます。

手順

ステップ 1 新しい [位置情報の設定(Geolocation Configuration)]ウィンドウで一連の位置情報を定義します。

ステップ 2 ロケーション伝達に関与する必要があるデバイスに対して、デバイスプール、デバイス、SIPト
ランク、クラスタ間トランク、ゲートウェイ、またはMGCPポートに位置情報を割り当てます。

ステップ 3 DefaultGeolocationエンタープライズパラメータで指定されたデフォルト位置情報に位置情報を割
り当てます。

この割り当てにより、クラスタのデフォルト位置情報を指定できます。位置情報がデバイスレベ

ルまたはデバイスプールレベルで関連付けられていないデバイスについては、DefaultGeolocation
エンタープライズパラメータで指定された値が適用されます。

ステップ 4 デバイスに関する位置情報をクラスタ間で伝達する必要がある場合は、必ずロケーション伝達を

設定します。そのためには、次のように、クラスタ間で位置情報を伝達する必要があるデバイス

のクラスタ間トランク（ICT）またはSIPトランクで [位置情報の送信(SendGeolocation Information)]
チェックボックスをオンにします。

•ローカルクラスタのクラスタ間トランク（ICT）またはSIPトランクで [位置情報の送信(Send
Geolocation Information)]チェックボックスをオンにします。

•リモートクラスタの ICTまたはSIPトランクで [位置情報の送信(SendGeolocation Information)]
チェックボックスをオンにします。

関連トピック

位置情報の設定, （749ページ）
論理パーティション用のエンタープライズパラメータ, （968ページ）
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位置情報機能
地理的ロケーション情報、つまり位置情報は、世界における物理的位置を表し、人、イベント、

またはデバイスの過去、現在、または将来の場所に相当します。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用すれば、すべてのデバイスの位置情報
を指定できます。

位置情報は、Request forComments（RFC）4119標準に基づいています。位置情報では、country、
A1、A2、A3、A4、A5、A6、PRD、POD、STS、HNO、HNS、LMK、LOC、FLR、NAM、および
PCの各フィールドを表す Civicロケーション形式が使用されます。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、位置情報を手動で設定します。

ロケーションと位置情報を混同しないでください。ロケーション（[システム(System)] > [ロ
ケーション(Location)]メニューオプションを使用して設定）では、集中型コール処理システム
でコールアドミッション制御（CAC）を行うために使用されるエンティティを定義できます。
位置情報（[システム(System)] > [位置情報の設定(Geolocation Configuration)]メニューオプショ
ンを使用して設定）では、論理パーティションなどの機能用に Cisco Unified Communications
Managerデバイスを関連付けるために使用する地理的ロケーションを指定できます。

ヒント

位置情報の概要

位置情報の設定では、次の要素のプロビジョニングが必要になります。

•位置情報識別子の設定

◦一連の位置情報（都市住所）を定義できます。

◦これらの位置情報は、VoIP電話機、VoIPゲートウェイ、IPトランク、デバイスプー
ル、およびエンタープライズパラメータに割り当てることができます。

◦位置情報から一部のフィールドを選択する位置情報フィルタを定義して、VoIPゲート
ウェイ、IPトランク、デバイスプール、およびエンタープライズパラメータに関連付
けることができます。

位置情報の特徴

Cisco Unified Communications Managerの管理者は以下の項目を定義する必要があります。

•位置情報を必要とする機能に関与するすべてのデバイスに対する位置情報。位置情報は、
Request for Comments（RFC）4119標準に基づいています。位置情報では、country、A1、
A2、A3、A4、A5、A6、PRD、POD、STS、HNO、HNS、LMK、LOC、FLR、NAM、および
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PCの各フィールドを表すCivicロケーション形式が使用されます。位置情報は手動で設定し
ます。

次に、Cisco Unified Communications Managerの管理者はデバイスに位置情報を割り当てます。

Cisco Unified Communications Managerシステム内の次のエンティティに位置情報と位置情報フィ
ルタの値を割り当てることができます。

•デバイスプール

• CTIルートポイント

•電話機（オプション）

• CTIポート

電話機の場合、電話機に位置情報フィルタを関連付けるためのドロップダウ

ンリストボックスは指定しません。

（注）

• SIPトランク

•クラスタ間トランク（ICT）

• H.323ゲートウェイ

• T1、E1、PRI、FXOタイプのMGCPポート

メディアターミネーションポイント（MTP）、会議ブリッジ（CFB）、アナンシエータ、保留音
（MOH）サーバなどのメディアデバイスに位置情報を関連付ける必要はありません。

Cisco Unified Communications Managerのデバイス層には、コール処理で使用される位置情報の値
が内部的に関連付けられます。次に、一連の処理を示します。

1 デバイスがデバイスレベルまたはデバイスプールレベルでの設定用にGeolocationPkidおよび
GeolocationFilterPkidを読み取ります。

2 デバイスは、コールシグナリング時に CC（たとえば、CcRegisterPartyA）および
PolicyAndRSVPRegisterReqメッセージでこの Pkidと deviceTypeの情報を伝達します。

3 この情報を受信したクラスタ間トランク（ICT）または SIPトランクのデバイス層は、その情
報を使用してロケーション伝達を行います。

4 Cisco Unified Communications Managerから電話機に位置情報は伝達されません。

位置情報のソース

位置情報の値は次のロジックによって決定されます。

1 デバイスウィンドウから位置情報の値が読み取られます。値がデバイスページに設定されて

いない場合、移動中の電話デバイスについては、ローミング設定からデバイスプール（DP）
が読み取られます。移動中でない電話デバイスについては、デバイス設定からDPが読み取ら
れます。
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2 トランク、ICT、またはMGCPポートデバイスについては、デバイス設定からDPが読み取ら
れます。

3 選択された DPの DP設定ウィンドウから位置情報の値が読み取られます。

4 DPに位置情報の値が設定されていない場合、空白値が使用されます。

5 使用可能な位置情報の値が空白の場合、コール処理では、Default Geolocationエンタープライ
ズパラメータで指定された設定値が使用されます。

位置情報の標準レコードは未指定です。位置情報をデバイスに関連付ける必要がない場合は、こ

の値を使用します。そのようなシナリオでは、位置情報に基づく機能は実行されません。また、

位置情報が指定されていないデバイスは、クラスタ間コールにおけるクラスタ間での位置情報の

伝達に関与しません。

なお、Default Geolocationエンタープライズパラメータは、[エンタープライズパラメータ設定
(Enterprise Parameters Configuration)]ウィンドウのドロップダウンリストボックスから設定できま
す。

共有回線およびルートリストでの位置情報の使用方法

着信側がグループデバイスの場合、グループ内のデバイスごとに別個の位置情報を適用できま

す。早期在席シナリオの場合、デバイスが応答を受け取るまで、実際に接続されているデバイス

はわかりません。そのため、デバイスが応答するまで、位置情報は集約されます。

•コール制御および機能の層は、デバイスが応答するまで、一時位置情報（「MixedDevice」）
を受信します。

•デバイスが応答すると、そのデバイスの実際の位置情報が使用可能になり、コール制御およ
び関連するすべての機能に伝達されます。

位置情報の例

下の表は、位置情報の例を示しています。

表 69：位置情報の例

位置情報データ位置情報の名前

（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、A4=
A4、A5=12、A6=Langford Road、PRD=12、
LOC=BLD1、NAM=unified comm、PC=560001）

IN-KA-BLR-BLD1

（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、A4=
A4、A6=Outer Ring Road、LOC=BLD2、
NAM=unified comm、PC=560002）

IN-KA-BLR-BLD2
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位置情報データ位置情報の名前

（country=IN、A1=MH、A3=Mumbai、A4=A4、
LOC=bld1、NAM=unified comm、PC=220001）

IN-MH-MUM-BLD1

（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、
NAM=ICTToSJ）

IN-KA-BLR-ICTtoSJ

位置情報識別子

位置情報識別子は、位置情報、位置情報フィルタ、および Cisco Unified Communications Manager
デバイスのデバイスタイプで構成されます。

位置情報および位置情報フィルタの詳細については、次の各項を参照してください。

•位置情報機能, （745ページ）

•位置情報フィルタ機能, （755ページ）

位置情報フィルタを使用すると、17の位置情報フィールドから特定のフィールドを選択できま
す。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [システム(System)] > [位置情報フィル
タ(Geolocation Filter)]メニューオプションを使用して位置情報フィルタを手動で設定します。特
定の Cisco Unified Communications Manager機能に位置情報フィルタを関連付ける場合、特定の機
能用に設定されたデバイスの設定ウィンドウにあるドロップダウンリストボックスを使用しま

す。

デバイスの Cisco Unified Communications Managerデバイスタイプには、以下の値のいずれかを指
定します。

• [ボーダー(Border)]：PSTNトランク、クラスタ間トランク（ICT）、ゲートウェイ、および
MGCPポートにアクセスするように指定するには、この値を使用します。

• [内部(Interior)]：VoIP電話機または内部エンドポイントの場合にこの値を使用します。

[ボーダー(Border)]および [内部(Interior)]デバイスタイプに関連付けるCiscoUnifiedCommunications
Managerデバイスの詳細なリストについては、論理パーティション,（959ページ）の章の論理パー
ティションの機能, （961ページ）を参照してください。

次に、位置情報識別子の例を示します。

{geolocPkid=9dc76052-3a37-78c2-639a-1c02e8f5d3a2, filterPkid=d5bdda76-6a86-56c5-b5fd-6dff82b37493,
geolocVal=, devType=8}

それぞれの説明は、次のとおりです。

geolocValフィールドは、Cisco Unified Communications Managerデータベースが位置情報レコード
を参照せず、別のソース（たとえば、リモートクラスタからのロケーション伝達PIDF-LOXML）
からの位置情報データが適用される場合に使用されます。
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このようなケースでは、Cisco Unified Communications Managerが位置情報フィールドの名前/値の
ペアを生成します。

例：“country=US:A1=Texas:A3=Richardson:LOC=Building 6”（値は、geolocValフィールドを介して
伝達されます）

このような場合、geolocPkidはヌルのまま維持され、コール制御または機能は位置情報識別子
を使用して geolocValフィールドにアクセスします。

（注）

次に、位置情報識別子の論理表現を示します。

“Border:country=US:A1=Texas:A3=Richardson:LOC=Building 6”

この位置情報識別子は、位置情報識別子のメンバフィールドから作成されます。（注）

位置情報のインタラクション
位置情報には、次のインタラクションがあります。

•ロケーション伝達

ロケーション伝達の詳細については、ロケーション伝達機能, （761ページ）を参照してくださ
い。

位置情報の設定
Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [システム(System)] > [位置情報の設定
(Geolocation Configuration)]メニューオプションを使用して位置情報を設定します。

ロケーションと位置情報を混同しないでください。ロケーション（[システム(System)] > [ロ
ケーション(Location)]メニューオプションを使用して設定）では、集中型コール処理システム
でコールアドミッション制御（CAC）を行うために使用されるエンティティを定義できます。
位置情報（[システム(System)] > [位置情報の設定(Geolocation Configuration)]メニューオプショ
ンを使用して設定）では、論理パーティションなどの機能用に Cisco Unified Communications
Managerデバイスを関連付けるために使用する地理的ロケーションを指定できます。

ヒント

位置情報を設定する前に、位置情報の設定タスクの概要と位置情報フィルタの設定に関連する

トピックを参照してください。

ヒント
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関連トピック

位置情報の設定, （742ページ）
位置情報フィルタの設定, （743ページ）

位置情報の検索

ネットワーク上には複数の位置情報が存在する場合があります。Cisco Unified Communications
Managerでは、特定の条件に基づいて、位置情報を検索できます。 Cisco Unified Communications
Managerデータベースで特定の位置情報を検索するには、以下の手順を実行します。

ブラウザセッションでの作業中、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページは位置情
報の検索プリファレンスを保持します。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目に戻っ

た場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、位置情報の検索プリファレンスは

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで保持されます。

（注）

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [位置情報の設定(Geolocation Configuration)]を選択します。
[位置情報の検索/一覧表示(Find and List Geo Locations)]ウィンドウが表示されます。ウィンドウに
は、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスで別の値を選択すると、表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。
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ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

位置情報の設定

位置情報を追加または更新するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [位置情報の設定(Geolocation Configuration)]を選択します。
[位置情報の検索/一覧表示(Find and List Geo Locations)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 新しい位置情報を追加するには、[新規追加(Add New)]をクリックします。
[位置情報の設定(Geolocation Configuration)]ウィンドウが表示されます。

b) 位置情報を更新するには、位置情報の検索,（750ページ）の説明に従って特定の位置情報を検
索します。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（位置情報の設定, （752ページ）を参照）。

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。
位置情報を追加した場合、ウィンドウの下部にあるリストボックスに新しい位置情報が表示され

るようになります。

位置情報の削除

既存の位置情報を削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [位置情報の設定(Geolocation Configuration)]を選択します。
[位置情報の検索/一覧表示(Find and List Geo Locations)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の位置情報を検索するには、検索条件を入力して、[検索(Find)]をクリックします。
検索条件に一致した位置情報のリストが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。
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a) 削除する位置情報の横にあるチェックボックスをオンにし、[選択項目の削除(Delete Selected)]
をクリックします。

b) [すべて選択(SelectAll)]をクリックしてから [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックして、
ウィンドウ内のすべての位置情報を削除します。

c) 削除する位置情報の名前をリストから選択し、[削除(Delete)]をクリックします。
確認のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
指定した位置情報が削除されます。

位置情報の設定

地理的ロケーション情報、つまり位置情報は、世界における物理的位置を表し、人、イベント、

またはデバイスの過去、現在、または将来の場所に相当します。 Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで、位置情報を手動で設定します。 Cisco Unified Communications Manager
の管理ページを使用すれば、すべてのデバイスの位置情報を指定できます。

ロケーションと位置情報を混同しないでください。ロケーション（[システム(System)] > [ロ
ケーション(Location)]メニューオプションを使用して設定）では、集中型コール処理システム
でコールアドミッション制御（CAC）を行うために使用されるエンティティを定義できます。
位置情報（[システム(System)] > [位置情報の設定(Geolocation Configuration)]メニューオプショ
ンを使用して設定）では、論理パーティションなどの機能用に Cisco Unified Communications
Managerデバイスを関連付けるために使用する地理的ロケーションを指定できます。

ヒント

下の表に、位置情報の設定に使用する設定項目を示します。

表 70：位置情報の設定項目

説明フィールド

[位置情報の設定(Geolocation Configuration)]

対象の位置情報の一意の名前を入力します。

名前には、最大 50文字の ASCII文字を使用できます。引用符
（"）、右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バックスラッシュ
（\）、アンパサンド（&）、およびパーセント記号（%）を除く
すべての文字を使用できます。

[名前(Name)]

対象の位置情報の説明を入力します。

このフィールドには、最大 50文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

[説明(Description)]
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説明フィールド

対象の位置情報を設定する国に対応する 2文字の省略形を入力
します。 ISO 3166コードを使用します。

国は 2文字の ASCII文字で表す必要があります。デフォルト値
は空白です。

例：

US（米国の場合）、IN（インドの場合）

[2文字の省略形を使用した国
(Country using the two-letter
abbreviation)]

対象の位置情報の国内地域（都道府県など）を入力します。

このフィールドには、最大 50文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

Texas、Karnataka、Maharashtra

[都道府県(A1)(State, Region, or
Province (A1))]

対象の位置情報の郡を入力します。

このフィールドには、最大 50文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

Tarrant、Harris、Plaquemines

[郡(A2)(County or Parish (A2))]

対象の位置情報の市を入力します。

このフィールドには、最大 50文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

Bangalore、New Delhi、Mumbai、Dallas、Tokyo、Sydney

[市(A3)(City or Township (A3))]

対象の位置情報の区や町を入力します。

このフィールドには、最大 50文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

Manhattan、Brooklyn、Westminster、Hollywood

[区(A4)(Borough or City District
(A4))]

対象の位置情報の地域または区画を入力します。

このフィールドには、最大 50文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

Midtown、Soho、Southbank

[地域(A5)(Neighborhood (A5))]
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説明フィールド

対象の位置情報の町名番地を入力します。

このフィールドには、最大 50文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

Main、Commerce、Champs-Elysees、Broadway

[町名番地(A6)(Street (A6))]

対象の位置情報の、町名番地に付与される方角を入力します。

このフィールドには、最大 10文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

N、S、E、W（43 N Wabash Avenueのような場合）

[NやWなど、町名番地に付与
される方角(Leading Street
Direction, such as N or W、
PRD)]

対象の位置情報の、後に続く町名番地のサフィックスを入力し

ます。

このフィールドには、最大 10文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

SW、NE、NW、SE（245 E 45th St NWのような場合）

[SWなど、後に続く町名番地
のサフィックス(Trailing Street
Suffix, such as SW、POD)]

対象の位置情報の住所のサフィックスを入力します。

このフィールドには、最大 50文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

Avenue、Boulevard、Platz、rue

[通りや広場など、住所のサ
フィックス(Address Suffix, such
as Avenue, Platz、STS)]

対象の位置情報の住居番号を入力します。

このフィールドには、最大 10文字の数値を入力できます。デ
フォルト値は空白です。

例：

2666、14、12345

[住居番号(Numeric house
number、HNO)]

対象の位置情報の住居番号のサフィックスを入力します。

このフィールドには、最大 20文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

A、1/2、bis

[A、1/2などの住居番号のサ
フィックス(House Number
Suffix, such as A, 1/2、HNS)]
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説明フィールド

対象の位置情報の目印を入力します。

このフィールドには、最大 50文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

Central Library

[目印(Landmark、LMK)]

対象の位置情報の追加ロケーション情報（部屋番号など）を入

力します。

このフィールドには、最大 50文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

Room 222、Suite 555

[部屋番号などの追加ロケー
ション情報(Additional Location
Information, such as Room
Number、LOC)]

対象の位置情報の階数を入力します。

このフィールドには、最大 10文字の ASCII文字を入力できま
す。デフォルト値は空白です。

例：

23、2nd

[階数(FLR)(Floor (FLR))]

対象の位置情報の会社名、居住者名、またはオフィス賃借人を

入力します。

このフィールドには、最大 50文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

Cisco Systems、Joe’s Barbershop

[会社名または居住者名
(NAM)(Name of Business or
Resident (NAM))]

対象の位置情報の郵便番号を入力します。

このフィールドには、最大 20文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。デフォルト値は空白です。

例：

75042-0401、SW1V 1RP

[郵便番号(PC)(Zip or Postal
Code (PC))]

位置情報フィルタ機能
Cisco Unified Communications Managerの管理者は以下の項目を定義します。
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•位置情報フィルタを使用する機能に関与するすべてのデバイスに対する位置情報フィルタ。
フィルタを使用すると、17の位置情報フィールドから特定のフィールドを選択して、選択し
たフィールドから識別子を作成できます。位置情報フィルタは手動で設定します。

次に、Cisco Unified Communications Managerの管理者は位置情報フィルタをデバイスに割り当て
ます。

位置情報フィルタの値は次のロジックによって決定されます。

1 移動中の電話デバイスについては、ローミング設定の DPから位置情報フィルタの値が読み取
られます。移動中でない電話デバイスについては、デバイス設定のDPから位置情報フィルタ
の値が読み取られます。

2 トランク、クラスタ間トランク、またはMGCPポートデバイスについては、デバイスウィン
ドウから位置情報フィルタの値が読み取られます。値が設定されていない場合は、DPから読
み取られます。

3 DPに位置情報フィルタの値が設定されていない場合、空白値が使用されます。

4 使用可能なフィルタが空白の場合、コール処理では、Default Geolocation Filterエンタープライ
ズパラメータで指定された値が使用されます。

位置情報フィルタの例

下の表に、位置情報フィルタの例を示します。

表 71：位置情報フィルタの例

位置情報フィルタデータ位置情報の名前

（UseCountry、UseA1、UseA3、UseLOC）India-Filter1

（UseCountry、UseA1、UseA3、UseLOC、
UseNAM）

India-GW-Filter2

（UseCountry、UseA1、UseA3、UseNAM）India-ICT-Trunk-Filter3

位置情報フィルタの設定

位置情報フィルタを設定する前に、位置情報フィルタの設定, （743ページ）を参照してくだ
さい。

ヒント

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [システム(System)] > [位置情報フィルタ
(Geolocation Filter)]メニューオプションを使用して位置情報フィルタを設定します。
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位置情報フィルタの検索

ネットワーク上には複数の位置情報フィルタが存在する場合があります。Cisco Unified
CommunicationsManagerでは、特定の条件に基づいて、位置情報フィルタを検索できます。Cisco
Unified Communications Managerデータベースで特定の位置情報フィルタを検索するには、以下の
手順を実行します。

ブラウザセッションでの作業中、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページは位置情
報フィルタの検索プリファレンスを保持します。他のメニュー項目に移動してこのメニュー

項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、位置情報フィルタの検索

プリファレンスは Cisco Unified Communications Managerの管理ページで保持されます。

（注）

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [位置情報フィルタ(Geolocation Filter)]を選択します。
[位置情報フィルタの検索/一覧表示(Find and List GeoLocation Filters)]ウィンドウが表示されます。
ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスで別の値を選択すると、表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。
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位置情報フィルタの設定

位置情報フィルタを追加または更新するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [位置情報フィルタ(Geolocation Filter)]を選択します。
[位置情報フィルタの検索/一覧表示(Find and List GeoLocation Filters)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 新しい位置情報フィルタを追加するには、[新規追加(Add New)]をクリックします。
[位置情報フィルタの設定(Geo Location Filter Configuration)]ウィンドウが表示されます。

b) 位置情報フィルタを更新するには、位置情報フィルタの検索,（757ページ）の説明に従って特
定の位置情報フィルタを検索します。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（位置情報フィルタの設定, （759ページ）を参照）。

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。
位置情報フィルタを追加した場合、ウィンドウの下部にあるリストボックスに新しい位置情報

フィルタが表示されるようになります。

位置情報フィルタの削除

既存の位置情報フィルタを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [位置情報フィルタ(Geolocation Filter)]を選択します。
[位置情報フィルタの検索/一覧表示(Find and List GeoLocation Filters)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の位置情報フィルタを検索するには、検索条件を入力して、[検索(Find)]をクリックします。
検索条件に一致した位置情報フィルタのリストが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

a) 削除する位置情報フィルタの横にあるチェックボックスをオンにし、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックします。

b) [すべて選択(SelectAll)]をクリックしてから [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックして、
ウィンドウ内のすべての位置情報フィルタを削除します。

c) 削除する位置情報フィルタの名前をリストから選択し、[削除(Delete)]をクリックします。
確認のダイアログボックスが表示されます。
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ステップ 4 [OK]をクリックします。
指定した位置情報フィルタが削除されます。

位置情報フィルタの設定

Cisco Unified Communications Managerの管理者は以下の項目を定義します。

•位置情報フィルタを使用する機能に関与するすべてのデバイスに対する位置情報フィルタ。
フィルタを使用すると、17の位置情報フィールドから特定のフィールドを選択して、選択し
たフィールドから識別子を作成できます。位置情報フィルタは手動で設定します。

次に、Cisco Unified Communications Managerの管理者は位置情報フィルタをデバイスに割り当て
ます。

下の表に、位置情報フィルタの設定に使用する設定項目を示します。

表 72：位置情報フィルタの設定項目

説明フィールド

[位置情報フィルタの設定(Geo Location Filter Configuration)]

この位置情報フィルタの一意の名前を入力します。デフォルト

では、名前はブランクにできません。

このフィールドには、最大 50文字の ASCII文字を入力できま
す。引用符（"）、右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バック
スラッシュ（\）、アンパサンド（&）、およびパーセント記号
（%）を除くすべての文字を使用できます。

[名前(Name)]

対象の位置情報フィルタの説明を入力します。

このフィールドには、最大 50文字の ASCII文字または Unicode
文字を入力できます。

デフォルト値は空白です。

[説明(Description)]

指定した位置情報の [国(Country)]フィールドを使用して対象の
位置情報フィルタを作成するには、このボックスをオンにしま

す。

[2文字の省略形を使用した国
(Country using the two-letter
abbreviation)]

指定した位置情報の [都道府県(A1)(State, Region, or Province (A1))]
フィールドを使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、

このボックスをオンにします。

[都道府県(A1)(State, Region, or
Province (A1))]
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説明フィールド

指定した位置情報の [郡(A2)(County or Parish (A2))]フィールドを
使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボック

スをオンにします。

[郡(A2)(County or Parish (A2))]

指定した位置情報の [市(A3)(City or Township (A3))]フィールドを
使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボック

スをオンにします。

[市(A3)(City or Township (A3))]

指定した位置情報の [区(A4)(Borough or City District (A4))]フィー
ルドを使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、この

ボックスをオンにします。

[区(A4)(Borough or City District
(A4))]

指定した位置情報の [地域(A5)(Neighborhood (A5))]フィールドを
使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボック

スをオンにします。

[地域(A5)(Neighborhood (A5))]

指定した位置情報の [町名番地(A6)(Street (A6))]フィールドを使
用して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボックス

をオンにします。

[町名番地(A6)(Street (A6))]

指定した位置情報の [NやWなど、町名番地に付与される方角
(Leading Street Direction, such as N or W、PRD)]フィールドを使用
して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボックスを

オンにします。

[NやWなど、町名番地に付与
される方角(Leading Street
Direction, such as N or W、
PRD)]

指定した位置情報の [SWなど、後に続く町名番地のサフィック
ス(Trailing Street Suffix, such as SW、POD)]フィールドを使用し
て対象の位置情報フィルタを作成するには、このボックスをオ

ンにします。

[SWなど、後に続く町名番地
のサフィックス(Trailing Street
Suffix, such as SW、POD)]

指定した位置情報の [通りや広場など、住所のサフィックス
(Address Suffix, such as Avenue, Platz、STS)]フィールドを使用し
て対象の位置情報フィルタを作成するには、このボックスをオ

ンにします。

[通りや広場など、住所のサ
フィックス(Address Suffix, such
as Avenue, Platz、STS)]

指定した位置情報の [住居番号(Numeric house number、HNO)]
フィールドを使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、

このボックスをオンにします。

[住居番号(Numeric house
number、HNO)]

指定した位置情報の[A、1/2などの住居番号のサフィックス(House
Number Suffix, such as A, 1/2、HNS)]フィールドを使用して対象
の位置情報フィルタを作成するには、このボックスをオンにし

ます。

[A、1/2などの住居番号のサ
フィックス(House Number
Suffix, such as A, 1/2、HNS)]
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説明フィールド

指定した位置情報の [目印(Landmark、LMK)]フィールドを使用
して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボックスを

オンにします。

[目印(Landmark、LMK)]

指定した位置情報の [部屋番号などの追加ロケーション情報
(Additional Location Information, such as Room Number、LOC)]
フィールドを使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、

このボックスをオンにします。

[部屋番号などの追加ロケー
ション情報(Additional Location
Information, such as Room
Number、LOC)]

指定した位置情報の [階数(FLR)(Floor (FLR))]フィールドを使用
して対象の位置情報フィルタを作成するには、このボックスを

オンにします。

[階数(FLR)(Floor (FLR))]

指定した位置情報の [会社名または居住者名(NAM)(Name of
Business or Resident (NAM))]フィールドを使用して対象の位置情
報フィルタを作成するには、このボックスをオンにします。

[会社名または居住者名
(NAM)(Name of Business or
Resident (NAM))]

指定した位置情報の [郵便番号(PC)(Zip or Postal Code (PC))]フィー
ルドを使用して対象の位置情報フィルタを作成するには、この

ボックスをオンにします。

[郵便番号(PC)(Zip or Postal
Code (PC))]

ロケーション伝達機能
ロケーション伝達には、次の動作を可能にするための設定が必要です。

•クラスタ間での位置情報の伝達

◦コールの確立時、およびコール中の参加とリダイレクト時に、クラスタ間で位置情報を
伝達できるようにする。

エンタープライズパラメータと論理パーティションの設定からは、ロケーション伝達は制御

されません。トランクを介して通信するデバイスが位置情報と関連している場合に、クラス

タ間で位置情報が伝達されるようにトランク（SIPまたは ICT）を設定するには、[位置情報の
送信(Send Geolocation Information)]チェックボックスをオンにします。

（注）

現在のリリースの論理パーティション機能では、Cisco Unified Communications Managerは設定
された位置情報を回線デバイス（SIPまたは SCCPを実行している電話機）に送信しません。

（注）
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SIP トランクおよびクラスタ間トランクの間での位置情報の伝達
位置情報の伝達には、次の特徴があります。

•位置情報は、クラスタ間で送信されます。

•位置情報は、コールの確立時、およびコール中の参加とリダイレクト時に送信されます。

SIPトランクでは、RFC 4119で定義されているとおり、Presence Information Data Format Location
Object（PIDF-LO）のロケーション伝達がサポートされています。PIDF-LOは、プレゼンスドキュ
メント内のロケーション情報のカプセル化を規定するものです。

•ロケーション伝達では、ロケーション伝達に関する draft-ietf-sip-location-conveyance-10で規定
されているように、一部の SIP拡張がサポートされています。

•デバイスタイプの指定を伝達する場合、SIP拡張に関する draft-ietf-simple-prescaps-ext-08に
規定されているように、User Agent Capability Presence Statusを使用します。

•ロケーション伝達では、SIP拡張に関する draft-ietf-geopriv-pdif-lo-profile-11に規定されてい
るように、<device>要素内の PIDF-LOがサポートされています。

• INVITEおよび UPDATE要求では PIDF-LO XMLが伝送されます。

•位置情報フィールドでは、ASCII文字と Unicode文字がサポートされています。

また、クラスタ間トランクでも、PIDF-LOXMLを使用するロケーション伝達がサポートされてい
ます。ただし、この場合、一部の XML要素が除外されます。

•対象となる要素は、Setup、Alert、Progress、Connect、および Notify要求です。

•位置情報フィールドでは、ASCII文字がサポートされています。

SIPトランクまたはクラスタ間トランクでは、コール制御メッセージで送信される位置情報とデバ
イスタイプを使用して PIDF-LO XMLが作成されます。

SIP トランクでの位置情報関連のエラー処理
ロケーション伝達用に位置情報を伝送する着信要求は、次のように準拠性がチェックされます。

1 位置情報ヘッダーには PIDF-LOの包含が指定されているが、メッセージ本文では PIDF-LOが
伝送されない。

2 位置情報ヘッダーに含まれる CIDヘッダーが表す URIと同じ URIを使用する、対応する
Content-IDヘッダーが存在しない。

3 位置情報ヘッダーに CIDヘッダー以外の URIが含まれている（たとえば、LbyRを表す SIPま
たは SIPS URI）。

非準拠 SIP要求を受信した SIPトランクは、「424（不正なロケーション情報）」応答で応答しま
す。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
762

位置情報およびロケーション伝達

SIP トランクおよびクラスタ間トランクの間での位置情報の伝達



次のような場合、位置情報の処理は無視されます。 SIPトランクは、情報提供を目的として、次
の発信 SIP応答（たとえば、180または 200）で Geolocation-Errorヘッダーを送信します。

• PIDF-LOに「geopriv」、「location-info」、「civicAddress」、「usage-rules」などの必須要素
が欠落している場合。

• usage-rulesで示された retention-expiry時間がすでに経過している場合（GMTでの現在時刻と
比較）。このような場合、処理は無視されます。

受信された位置情報は無視されるので、SIPトランクではローカルに設定された位置情報が引き続
き使用されます。

クラスタ間トランクでの位置情報関連のエラー処理

クラスタ間トランクで受信された位置情報の処理中にエラーが発生した場合、そのトランクにロー

カルに設定された位置情報が使用されます。

受信された位置情報の処理

PIDF-LOXMLを受信したクラスタは、受信した位置情報を解析し、その情報をコロン区切りの名
前/値ペアとして、CcNotifyInd信号の GeolocationInfoデータ構造を使用して伝達します。

例：“Country=US:A1=NC:A3=RTP:LOC=BLD9”

受信された PIDF-LOの位置情報の内容は、トランクにローカルに設定された位置情報（トランク
間のデバイス用に使用されるもの）よりも優先されます。

例：{geolocPkid=, filterPkid=d5bdda76-6a86-56c5-b5fd-6dff82b37493,
geolocVal=”Country=US:A1=NC:A3=RTP:LOC=BLD9”, devType=4}

コール中に位置情報が変更された場合の機能インタラクション

発信位置情報の変更

補足サービス（SS）機能のインタラクション（転送、会議、パーク取得など）が発生すると、着
信側が変更されます。

このようなシナリオでは、SIPトランクまたはクラスタ間トランクデバイスがコール制御から有
効な位置情報を受信し、その情報が送信済みの位置情報と異なる場合、更新された位置情報が

UPDATE（SIPトランク）または Notify（クラスタ間トランク）メッセージで伝達されます。

着信位置情報の変更

リモートクラスタでSS機能のインタラクションが発生した場合、更新された位置情報がUPDATE
または Notifyメッセージとして SIPトランクまたはクラスタ間トランクを介して受信されます。

このような更新が受信されると、SIPトランクまたはクラスタ間トランクは PIDF-LOを解析し、
その PIDF-LOをコール制御および LPSessionプロセスに伝達します。
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PIDF-LO の例

次に、SIPトランク間で送信される PIDF-LOの例を示します。ロケーション伝達に関連する項目
は太字で表記されています。

UPDATE sip:4400@10.10.10.2:5060;transport=tcp SIP/2.0Date: Sat, 12 Jul
2008 13:28:42 GMT
Call-Info: <urn:x-cisco-remotecc:callinfo>; security= NotAuthenticated
Geolocation: <cid:4900@10.10.10.1>;inserted-by=”10.10.10.1”
Content-ID: 4900@10.10.10.1
From:
<sip:4900@10.10.10.1>;tag=4d1edcb1-f546-4ee7-966c-2973fbc56475-31638661
P-Asserted-Identity: <sip:4900@10.10.10.1>
Content-Length: 1070
User-Agent: Cisco-CUCM7.1
To: <sip:4400@10.10.10.2>;tag=e1258ce2-8620-4005-9aa1-72d99cd54050-31642615
Contact: <sip:4900@10.10.10.1:5060;transport=tcp>
Content-Type: application/pidf+xml
Call-ID: bbb3f900-8781b563-b-47f54c0a@10.10.10.2
Via: SIP/2.0/TCP 10.10.10.1:5060;branch=z9hG4bK179f431e3
CSeq: 101 UPDATE
Max-Forwards: 70
<?xml version=”1.0” encoding=”UTF-8”?>
<presence xmlns=”urn:ietf:params:xml:ns:pidf”
xmlns:gp=”urn:ietf:params:xml:ns:pidf:geopriv10”
xmlns:cl=” urn:ietf:params:xml:ns:pidf:geopriv10:civicLoc”
xmlns:dm=”urn:ietf:params:xml:ns:pidf:data-model”
xmlns:caps=”urn:ietf:params:xml:ns:pidf:caps”
xmlns:cisco=”http://www.cisco.com”
entity=”pres:geotarget@example.com”>
<dm:device id=”sg89ae”>
<caps:devcaps>
<cisco:gateway>false</cisco:gateway>
</caps:devcaps>
<gp:geopriv>
<gp:location-info>
<cl:civicAddress>
<cl:country>IN</cl:country>
<cl:A1>KA</cl:A1>
<cl:A2>a2</cl:A2>
<cl:A3>BLR</cl:A3>
<cl:A4>a4</cl:A4>
<cl:A5>a5</cl:A5>
<cl:A6>a6</cl:A6>
<cl:PRD>prd</cl:PRD>
<cl:POD>pod</cl:POD>
<cl:STS>sts</cl:STS>
<cl:HNO>123</cl:HNO>
<cl:HNS>hns</cl:HNS>
<cl:LMK>lmk</cl:LMK>
<cl:LOC>BLDG1</cl:LOC>
<cl:FLR>flr</cl:FLR>
<cl:NAM>nam</cl:NAM>
<cl:PC>pc</cl:PC>
</cl:civicAddress>
</gp:location-info>
<gp:usage-rules>
<gp:retransmission-allowed>yes</gp:retransmission-allowed>
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<gp:retention-expiry>2008-09-03T17:58:19Z</gp:retention-expiry>
</gp:usage-rules>
</gp:geopriv>
<timestamp>2008-09-02T17:58:19Z</timestamp>
</dm:device>
</presence>

ロケーション伝達の設定
デバイスに関する位置情報をクラスタ間で伝達する必要がある場合は、必ずロケーション伝達を

設定します。

デバイスに位置情報を関連付ける方法については、位置情報の設定,（742ページ）を参照してく
ださい。

ロケーション伝達を設定する前に、ロケーション伝達の設定, （743ページ）を参照してくだ
さい。

ヒント
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第 29 章

保留復帰

この章では、保留中のコールが設定された時間制限を超えたときに電話機ユーザに警告する保留

復帰機能に関する情報を提供します。

• 保留復帰の設定, 767 ページ

• Cisco保留復帰機能, 768 ページ

• Cisco保留復帰の概要, 769 ページ

• システム要件, 774 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 775 ページ

• Cisco保留復帰のインストールとアクティブ化, 778 ページ

• Cisco保留復帰の設定, 778 ページ

• ユーザに対する Cisco保留復帰の情報の提供, 783 ページ

• Cisco保留復帰のトラブルシューティング, 783 ページ

保留復帰の設定
保留復帰機能は、保留中のコールが設定済みの時間制限を超えたときに、電話機ユーザにアラー

トを通知します。保留中のコールが時間制限を超えた場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、電話機で呼び出し音やビープ音などのアラートを生成して、コールを処理するようユーザに

通知します。保留時間が時間制限を超えると、保留中のコールは復帰コールとなります。

保留復帰機能を設定するには、以下の手順を実行します。この手順では、電話機に DNを設定し
たこと、または自動登録を使用していることを前提としています。
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手順

ステップ 1 保留復帰のメッセージを英語以外の言語で表示する場合、または国に固有のトーンがユーザに聞

こえるようにする場合は、ロケールインストーラをインストールしていることを確認してくださ

い。

ステップ 2 （オプション）新規または既存のデバイスプールの [デバイスプール設定(DevicePoolConfiguration)]
ウィンドウで、[復帰コールのフォーカス優先度(Reverted Call Focus Priority)]を設定します。

ステップ 3 Cisco CallManagerサービスの [サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンド
ウで、保留復帰タイマーを設定します。

ステップ 4 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、Cisco Unified IP Phoneに正しいデバイスプール
が設定されていることを確認します。設定されていなければ、正しいデバイスプールを設定しま

す。

ステップ 5 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、Cisco Unified IP Phoneに正しいユーザロケール
が設定されていることを確認します。

ステップ 6 Cisco CallManagerサービスが Cisco Unifiedサービスアビリティでアクティブになっていることを
確認します。

関連トピック

コールのフォーカス優先度の設定, （780ページ）
Cisco保留復帰に関する設定のヒント, （779ページ）
保留復帰タイマーの設定, （781ページ）

Cisco 保留復帰機能
保留復帰機能は、保留中のコールが設定済みの時間制限を超えたときに、電話機ユーザにアラー

トを通知します。保留中のコールが時間制限を超えた場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、電話機で呼び出し音やビープ音などのアラートを生成して、コールを処理するようユーザに

通知します。保留時間が時間制限を超えると、保留中のコールは復帰コールとなります。

この章では、復帰コールという表記は、保留復帰機能によって呼び出された復帰コールだけを

指します。それ以外の復帰コールタイプ（パークの復帰コールなど）は指しません。

（注）

管理者は、同じ Cisco Unified Communications Managerサーバ上の電話機に関連付けられたすべて
の DNに対して、保留復帰を設定できます。回線に関連付けられた電話デバイスは、この機能を
サポートしている必要があります。サポートしていない場合、保留復帰はアクティブになりませ

ん。複数の電話デバイスが回線を共有している場合、この機能を使用できるのは、保留復帰をサ

ポートしているデバイスだけです。
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Cisco保留復帰は、エンドユーザが保留にしたコールだけに適用されます。システムまたは
ネットワークが（会議中や転送中などに）保留にしたコールに対して、この機能をアクティブ

にすることはできません。

（注）

電話機で復帰コールに対して生成されるアラートのタイプは、電話デバイスの機能によって異な

ります。 Cisco Unified Communications Managerは、保留復帰機能がアクティブになったときに、
電話機の機能とインストール済みのファームウェアリリースに応じて、次のアラートを生成しま

す。

•電話機で呼び出し音またはビープ音を 1回鳴らす。

•ユーザの電話機のステータス行に、復帰コールに対する「保留復帰」という簡潔なメッセー
ジを表示する。

•他のアラート動作と同様に、受話器の回線ボタンの横にある LEDを連続的に点滅させる。

•復帰コールに対する「震える」受話器アイコンを表示する。

電話機の機能の詳細については、保留復帰とこのバージョンのCiscoUnifiedCommunicationsManager
をサポートしている Cisco Unified IP Phoneモデルに適合する Cisco Unified IP Phoneアドミニスト
レーションガイドを参照してください。

Cisco 保留復帰の概要
保留復帰を有効にするには、システムまたは特定の電話回線のタイマーを設定します。

•保留復帰がシステムに対して有効になっている場合、サイトのユーザが保留にしたコールが
設定済みの時間制限を超えると、保留復帰機能が呼び出されます。ただし、この機能がその

回線に対して無効になっている場合や、電話機が保留復帰機能をサポートしていない場合を

除きます。

•保留復帰が回線に対して有効で、システムに対して無効である場合、保留復帰機能を呼び出
せるのは、その回線で受信されたコールだけです。

•保留復帰が回線とシステムの両方に対して有効になっている場合は、回線のタイマー設定
が、システムのタイマー設定よりも優先されます。

保留復帰のアラート動作

下の表は、保留復帰が回線またはシステムに対して呼び出された場合のさまざまなコールシナリ

オに対応する保留復帰のアラート動作の要約を示しています。この動作は、電話機ユーザが保留

にした着信コールおよび発信コールに適用されます。

保留復帰の呼び出し音には、Cisco Unified Communications Managerの管理ページでそのユーザ用
に定義した呼び出し音の設定が使用されます。ただし、点滅は 1回の点滅に変換され、呼び出し
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音は 1回の呼び出し音に変換されます。呼び出し音を無効に設定すると、電話機では、呼び出し
音、点滅、ビープ音のいずれも動作しなくなります。

別のアクティブコールを受けている場合、ユーザは、復帰コールに対する 1回のコール待機トー
ンも受信します。

表 73：保留復帰のアラート動作

アラート動作シナリオ

着信コールに応答するまで、保留にした電話機には

保留復帰アラートは送信されません（ただし、保留

復帰アイコンは表示されます）。

保留復帰がアクティブになる前に着信コー

ルのアラートを受信した

着信コールに応答するまで、保留にした電話機には

追加のアラートは送信されません。

保留復帰がアクティブになった後で着信コー

ルのアラートを受信した

保留中のコールを開始したデバイスだけがアラート

を受信します。共有回線の他のインスタンスはア

ラートを受信しません。

共有回線

すべての復帰コールのアラートを受信します。回

線ごとに異なるアラート間隔を設定できます。

着信コールがない状況で、同じ電話デバイ

スまたは同じ電話回線で複数の復帰コール

を受信した

どちら側も保留復帰アラートを受信できます。相互に保留にしている

保留にした側が別の側に再度関連付けられるまで、

保留復帰アラートは遅延されます。

保留にした側が片通話になっている（たと

えば、別の機能よってコールの分割または

リダイレクションが行われる）

SCCP電話機は 5秒間の最小保留復帰通知間隔（HRNI）をサポートしているのに対して、SIP
電話機は 10秒間の最小値をサポートしています。最小 HRNIが 5秒間に設定された SCCP電
話機が SIP電話機によるコールを処理している場合は、保留復帰通知鳴動が 10秒遅れる可能
性があります。

（注）

コールのフォーカス動作

復帰コールを取得するには、復帰コールにフォーカスが合っている（つまり、復帰コールが電話

機上で強調表示されている）必要があります。
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コールのフォーカス優先度では、オフフックなどのユーザアクションに対してどのコールタイプ

（着信コールまたは復帰コール）を優先するかが指定されます。 Cisco Unified Communications
Managerのインストール時点では、着信コールが優先されます。

優先されるコールタイプは設定変更できます。たとえば、着信コールに高い優先度が設定されて

いる場合、保留中のコールが復帰状態になり、電話機がオフフックになると、Cisco Unified
Communications Managerは、着信コールが存在する場合を除いて、復帰コールを再開します。

ユーザが同じ回線または同じ電話機で複数のコールを保留にした場合、複数のコールが復帰状態

になると、最も古いコールにフォーカスが保持され、Cisco Unified Communications Managerが最
も古い復帰コールを最初に再開します。ただし、着信コールが存在する場合（着信コールが優先

されるとき）や、ユーザが別の復帰コールを再開するように選択した場合を除きます。ユーザ

は、別の復帰コールを取得するように選択するには、コールを強調表示し、[選択]ソフトキーを
押します。

リモートで使用中のコールと復帰コールがユーザの電話デバイスに存在する場合、Cisco Unified
Communications Managerは、電話機がオフフックになるとすぐに復帰コールを取得します。

この機能に関するコールのフォーカス設定の詳細については、コールのフォーカス優先度, （779
ページ）を参照してください。

復帰コールの取得

復帰コールにフォーカスが合っている場合、ユーザは次の方法で復帰コールを取得できます。

•受話器を取り上げる。

•電話機のスピーカボタンを押す。

•ヘッドセットボタンを押す。

•復帰コールに関連付けられた回線を選択する。

• [復帰]ソフトキーを押す。

これらのアクションでは、受話器がアイドル状態にあること、およびスピーカがまだオンになっ

ていないことを前提としています。

詳細については、保留復帰とこのバージョンのCisco Unified CommunicationsManagerをサポー
トしている Cisco Unified IP Phoneモデルに適合する Cisco Unified IP Phoneユーザガイドを参照
してください。

（注）

タイマーの無効化

保留復帰機能の保留復帰アラートタイマーは、次の状況になると停止します。

•ユーザが保留中のコールを取得した。
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•ユーザが同じコールに対して別の機能を呼び出した。

•保留中のコールがリリースされた。

コールが再開されないまま、クラスタ全体のMaximum Hold Duration Timerシステム設定が期限切
れになった場合、Cisco Unified Communications Managerは、通知アラートを停止し、コールをク
リアします。MaximumHoldDuration Timerが 0に設定されている場合、クラスタ全体のMaximum
Call Duration Timer設定が期限切れになり、Cisco Unified Communications Managerがコールをクリ
アするまで、コールは保留状態になります。

Cisco Unified Communications Managerアプリケーションおよびコール処理機能に対する保留復帰
の動作の詳細については、インタラクション, （776ページ）の項を参照してください。

例

次の例は、Cisco Unified Communications Managerにおける保留復帰の動作を示しています。

これらの例では、保留復帰をアクティブにするタイミングを定義する保留復帰時間タイマーは 30
に設定されています。また、通知アラートの送信タイミングを定義する保留復帰間隔タイマーは

20に設定されています。

例：保留復帰機能が無効になっている場合

ユーザ Aが、ユーザ Aと同じシステム上のユーザ Bにコールします。ユーザ Bがコールに応答
し、コールを保留にします。保留中のコール用にMOHが設定されていれば、ユーザ Aには音楽
が聞こえます。

該当の DNに対して保留復帰が有効になっていないため、ユーザ Bは、コールが保留状態である
ことを示すアラートを受信しません。クラスタ全体のMaximumHold Duration Timerシステム設定
が期限切れになると、Cisco Unified Communications Managerがコールをクリアします。

例：復帰コールと新しい発信コール

ユーザ Aが、ユーザ Aと同じ Cisco Unified Communications Managerシステム上のユーザ Bにコー
ルします。ユーザ Bがコールに応答し、コールを保留にします。保留中のコール用にMOHが設
定されていれば、ユーザ Aには音楽が聞こえます。

Cisco Unified Communications Managerは保留中のコールが復帰状態になった段階でユーザ Bに通
知します。その 30秒後、Cisco Unified Communications Managerは、「保留復帰」というメッセー
ジを電話機に送信し、保留にした DNで電話機の呼び出し音を 1回鳴らします（またはビープ音
を 1回鳴らすか、1回点滅させます）。電話機によっては追加のアラートメカニズムがサポート
されている場合があります。

保留中のコールが復帰状態になっているときに、ユーザ Bが、コールを発信するために電話機を
オフフックにします。 Cisco Unified Communications Managerが保留中のコールを再開します。
ユーザ Bは、新しいコールを発信できません。
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例：共有回線

ユーザ Aとユーザ Bが同じシステム上に存在します。ユーザ Aがユーザ Bの電話機の共有回線
にコールします。ユーザ Bがコールを保留にします。保留中のコール用にMOHが設定されてい
れば、ユーザ Aには音楽が聞こえます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは保留復帰がコールに対してアクティブになった段階でユー
ザ Bに通知します。その 30秒後、Cisco Unified Communications Managerは、「保留復帰」という
メッセージを電話機に送信し、保留にした DNで電話機の呼び出し音を 1回鳴らします（または
ビープ音を 1回鳴らすか、1回点滅させます）。電話機によっては追加のアラートメカニズムが
サポートされている場合があります。共有回線上の他のユーザは、復帰コールのアラートを受信

しません。

ユーザ Bが復帰コールを取得するまで、Cisco Unified Communications Managerは、20秒ごとに定
期的な通知アラートを、保留にした DNの電話機に送信します。つまり、Cisco Unified
Communications Managerは、設定された間隔で、「保留復帰」というメッセージを電話機に送信
し、保留にしたDNで電話機の呼び出し音を 1回鳴らします（またはビープ音を 1回鳴らすか、1
回点滅させます）。電話機によっては追加のアラートメカニズムがサポートされている場合があ

ります。共有回線上の他のユーザは、通知アラートを受信しません。

ユーザBは、電話機でその他のコールを受信していません。復帰コールにフォーカスが合ってい
る状態で、ユーザ Bが電話機をオフフックにします。ユーザ Bが復帰コールを受信します。

保留にされた側が共有回線の場合、他のラインアピアランスには、リモートで使用中のコー

ルに関する通常のインジケータが表示されます。保留にした側が共有回線の場合、ユーザが

コールを保留にすると、リモートで使用中のインジケータは、他のラインアピアランスに表

示されなくなります。ユーザがコールに再接続すると、リモートで使用中のインジケータは、

他のラインアピアランスに再表示されます。共有回線上の別のユーザが復帰コールを取得し

た場合、保留にした側の電話機には、リモートで使用中のインジケータが表示され、保留復帰

アラートは表示されなくなります。保留にした側がコールをドロップした場合（たとえば、

アプリケーションによってコールがリリースされた場合）、保留復帰タイマーは無効になりま

す。

（注）

例：同じ回線で複数の復帰コールを受信する場合

ユーザAとユーザ Cが、同じDNのユーザ Bにコールします。ユーザ Bは保留復帰を有効にして
います。また、コール Aは復帰コールです。

ユーザ Bがユーザ Cからのコールに応答し、コールを保留にします。保留中のコール用にMOH
が設定されていれば、ユーザ Cには音楽が聞こえます。

Cisco Unified Communications Managerはコール Cが復帰状態になった段階でユーザ Bに通知しま
す。その 30秒後、Cisco Unified Communications Managerは、「保留復帰」というメッセージを電
話機に送信し、保留にした DNで電話機の呼び出し音を 1回鳴らします（またはビープ音を 1回
鳴らすか、1回点滅させます）。電話機によっては追加のアラートメカニズムがサポートされて
いる場合があります。ユーザ Bは、20秒ごとに両方のコールに対する通知アラートを受信しま
す。
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コール Aにフォーカスが合っている状態で、ユーザ Bがユーザ Aからのコールを取得します。

例：別々の回線上に複数の復帰コールが存在するときにコールが着信する場合

ユーザ Aがユーザ Bの回線 B1にコールします。ユーザ Bは B1と B2の両方に保留復帰を設定し
ています。ユーザ Bがユーザ Aを保留にします。保留中のコール用にMOHが設定されていれ
ば、ユーザ Aには音楽が聞こえます。

ユーザ Cがユーザ Bの回線 B2にコールします。ユーザ Bがユーザ Cを保留にします。保留中
のコール用にMOHが設定されていれば、ユーザ Cには音楽が聞こえます。

保留中のコールは両方とも、設定済みの時間制限である30秒を超えると、復帰状態になります。
ユーザ Bが、保留中のコールの両方に対する保留復帰アラートを受信します。

別のコールが回線 B3に着信します。着信コールには、フォーカス優先度が設定されています。
ユーザ Bが電話機をオフフックにして、着信コールに応答します。ユーザ Bが B3コールを終了
します。

ユーザ Bが電話機をオフフックにして、B1コールを再開します。ユーザ Bは引き続き、20秒ご
とにコール B2に対する通知アラートを受信します。ユーザ Bが [復帰]ソフトキーを押します。
コール B1が保留になり、コール B2が接続されます。

Cisco Unified Communications Managerは、コール B1に対して保留復帰機能をアクティブにするた
めのタイマーを再起動します。

システム要件
保留復帰には、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager 6.0以降

•クラスタ内の少なくとも 1台のサーバ上で稼動している Cisco CallManagerサービス

サーバ上で稼動している Cisco CallManagerサービス

•クラスタ内の少なくとも 1台のサーバ上で稼動している Cisco CTIManagerサービス

サーバ上で稼動している Cisco CTIManagerサービス

• Cisco CallManagerサービスと同じサーバ上で稼動している Cisco Database Layer Monitorサー
ビス

• Cisco CallManagerサービスと同じサーバ上で稼動している Cisco RIS Data Collectorサービス

•クラスタ内の少なくとも 1台のサーバ上で稼動している Cisco Tftpサービス

サーバ上で稼動している Cisco Tftpサービス

•英語以外の電話ロケール、または国に固有のトーンを使用する場合は、Cisco Unified
Communications Manager Locale Installer（ロケールインストーラについては、『Cisco Unified
Communications Operating System Administration Guide』を参照してください）
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保留復帰のデバイスサポート状況の確認

保留復帰をサポートするデバイスの完全なリストを作成するには、Cisco Unified Reportingアプリ
ケーションを使用します。そのためには、次の手順に従います。

CiscoUnified Reportingアプリケーションの詳細については、『CiscoUnified Reporting Administration
Guide』を参照してください。

手順

ステップ 1 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reportingを開始します。Webアプリケーションへ
のアクセスを許可されるまで、ユーザの認証には Cisco Tomcatサービスが使用されます。アプリ
ケーションには次の方法でアクセスできます。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのナビゲーションメニューで [CiscoUnified
Reporting]を選択し、[Go]をクリックします。

• CiscoUnifiedリアルタイム監視ツール（RTMT）のメニューで [ファイル(File)] > [CiscoUnified
Reporting]を選択します。

• https://<サーバ名または IPアドレス>:8443/cucreports/と入力し、認証済みのユーザ名とパス
ワードを入力します。

ステップ 2 ナビゲーションバーで、[System Reports]をクリックします。

ステップ 3 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List]オプションをク
リックします。

ステップ 4 [Generate a new report]リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートがす
でに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List]リンクをクリックします。

ステップ 5 保留復帰をサポートするすべてのデバイスのレポートを生成するには、対応するドロップダウン

リストボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタンをクリックします。
[Product]：[All]

[Feature]：[Hold Reversion]

[ListFeatures]ペインに、保留復帰機能をサポートするすべてのデバイスのリストが表示されます。
カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーをクリックして、リスト
をソートできます。

インタラクションおよび制限事項
ここでは、保留復帰のインタラクションおよび制限事項について説明します。
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インタラクション

ここでは、保留復帰が Cisco Unified Communications Managerのアプリケーションおよびコール処
理との間でどのようにインタラクションを行うかについて説明します。

保留音

Cisco Unified CommunicationsManagerは、通常の保留中のコールに対してMOHが設定されている
場合に、復帰コールに対するMOHをサポートします。

コールパーク

保留復帰が呼び出された場合、保留にされた側が [パーク]ソフトキーを押しても、保留にした側
は、保留復帰アラートを受信し、コールを取得することができます。保留にした側がコールを取

得する場合、MOHが設定されていれば、保留にした側にはMOHが聞こえます。

保留時間が設定済みの時間制限を超える前に、保留にされた側がコールをパークした場合、Cisco
Unified Communications Managerは、コールが取得またはリダイレクトされるまで、すべての保留
復帰アラートを送信しません。

MLPP
Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）コールが保留になった後で復帰した場合は、MLPP
コールからプリエンプションステータスが失われます。そのため、復帰コールは通常のコールと

して処理されます。コールの復帰後、Cisco Unified Communications Managerは、ユーザに対して
呼び出し音を 1回鳴らします。 Cisco Unified Communications Managerは、プリエンプションの呼
び出し音を再生しません。優先順位の高いコールが復帰コールになった場合、Cisco Unified
Communications Managerは優先トーンを再生しません。

CTI アプリケーション
CTIアプリケーションが保留復帰機能にアクセスできるのは、この機能が回線またはシステムに
対して有効になっている場合です。シスコが提供するCiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistant
やAttendantConsoleなどのアプリケーションは、保留復帰機能を呼び出すときにCTIインターフェ
イスを使用します。

保留復帰が呼び出されると、CTIポートは、CiscoUnified IP Phoneで再生される可聴音の代わりに
イベント通知を受信します。 CTIポートとルートポイントがイベント通知を受信するのは 1回だ
けです。一方、Cisco Unified IP Phoneは定期的にアラートを受信します。

保留復帰に関する CTIの要件とインタラクションについては、次の APIのマニュアルを参照して
ください。

• Cisco Unified Communications Manager JTAPI開発者ガイド

• Cisco Unified Communications Manager TAPI開発者ガイド

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
776

保留復帰

インタラクション



SCCP 電話機と SIP 電話機の保留復帰通知間隔
SCCP電話機は 5秒間の最小保留復帰通知間隔（HRNI）をサポートしているのに対して、SIP電
話機は 10秒間の最小値をサポートしています。最小HRNIが 5秒間に設定された SCCP電話機が
SIP電話機によるコールを処理している場合は、保留復帰通知鳴動が 10秒遅れる可能性がありま
す。

制限事項

保留復帰機能には、次の制限事項があります。

• CiscoExtensionMobility機能とCiscoWebDialer機能は保留復帰機能をサポートしていません。

•この機能は、ATA 186、DPA-7610、および DPA-7630などの SCCPアナログ電話機タイプを
サポートしていません。

•サーバ上で SCCPを実行するオンネット電話デバイスのうち、保留復帰機能を呼び出せるも
のはごく一部に限られています。

•保留復帰機能をシステムに対して有効にする場合は、電話機が保留復帰機能をサポートして
いる必要があります。サポートしていない場合、この機能はアクティブになりません。

•共有回線の各デバイスに、異なる保留復帰タイマーを設定することはできません。

•保留復帰の呼び出し音には、Cisco Unified Communications Managerの管理ページでそのユー
ザ用に定義した呼び出し音の設定（無効、点滅のみ、1回の呼び出し音、呼び出し音、また
はビープ音のみ）が使用されます。ただし、点滅は 1回の点滅に変換され、呼び出し音は 1
回の呼び出し音に変換されます。

•回線ごとの復帰コールの最大数は、システムのコール最大数の設定と同じです。

•保留復帰に関する電話機の制限については、保留復帰およびこのバージョンの Cisco Unified
Communications Managerをサポートしている Cisco Unified IP Phoneモデルに適合する Cisco
Unified IP Phoneのアドミニストレーションガイドを参照してください。

•この機能をCTIアプリケーションに対して有効にするには、そのCTIアプリケーションがこ
の機能およびこの Cisco Unified Communications Managerリリースと連携するものとして認定
されていることを確認してください。認定されていない場合、保留復帰機能が既存のCTIア
プリケーションに与える影響が原因で、CTIアプリケーションに障害が発生することがあり
ます。この機能は、デフォルトで無効になっています。CTIの要件については、次のAPIの
マニュアルを参照してください。

◦ Cisco Unified Communications Manager JTAPI開発者ガイド

◦ Cisco Unified Communications Manager TAPI開発者ガイド
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Cisco 保留復帰のインストールとアクティブ化
保留復帰は、Cisco Unified Communications Managerのインストール時に自動的にインストールさ
れます。 Cisco Unified Communications Managerをインストールした後に、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページで保留復帰機能を設定し、機能を有効にする必要がありま
す。

保留復帰はCisco CallManagerサービスに依存するため、Cisco UnifiedサービスアビリティでCisco
CallManagerサービスを必ずアクティブにしてください。

Cisco 保留復帰の設定
ここでは、保留復帰の設定に関する情報を提供します。

保留復帰を設定する前に、保留復帰の設定チェックリストを確認してください。ヒント

関連トピック

保留復帰の設定, （767ページ）

サービスパラメータウィンドウの保留復帰タイマー

Cisco Unified Communications Managerにある次のタイマーは、保留復帰のアラート動作を指定し
ます。

• Hold Reversion Durationタイマーは、保留にした側の電話機に対して復帰コールアラートが
発行されるまでの待機時間を指定します。

• HoldReversionNotification Intervalタイマーは、保留にした側の電話機に対して定期的なアラー
トが発行される頻度を指定します。

たとえば、時間タイマーを 20に設定し、間隔タイマーを 30に設定すると、Cisco Unified
CommunicationsManagerは 20秒後に最初のアラートを発行した後、30秒ごとに通知アラートを発
行します。 Hold Reversion Durationタイマーがタイムアウトすると（20秒後）、保留復帰機能が
アクティブになります。

保留復帰タイマーの設定手順については、保留復帰タイマーの設定,（781ページ）を参照してく
ださい。

インストール時点では、Hold Reversion Durationタイマーの値は 0に設定されています。つまり、
機能は無効になっています。保留復帰時間の回線設定は空白のままになっています。
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コールのフォーカス優先度

コールのフォーカス優先度では、電話機で復帰コールと着信コールのアラートが通知された場合

に、どちらのコールタイプにフォーカスを合わせるか、つまり、オフフックなどのユーザアク

ションに対してどちらのコールタイプを優先するかが指定されます。CiscoUnifiedCommunications
Managerのインストール時点では、着信コールが優先されます。

管理者は、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、デバイスプールの [復帰コール
のフォーカス優先度(Reverted Call Focus Priority)]を設定してから、そのデバイスプールを電話デ
バイスに割り当てます。電話機に関連付けられたデバイスプールのフォーカス優先度は、電話デ

バイスの同じ回線上または異なる回線上の復帰コールおよび着信コールに適用されます。

コールのフォーカス優先度の設定手順については、コールのフォーカス優先度の設定,（780ペー
ジ）を参照してください。

Cisco 保留復帰に関する設定のヒント
Cisco Unified Communications Managerの管理ページで保留復帰機能を設定する場合は、以下の情
報に留意してください。

• Cisco CallManagerサービスを更新する場合は、システムに対して Hold Reversion Durationタ
イマーと Hold Reversion Notification Intervalタイマーを設定する必要があります。

•インストール時点では、Hold ReversionDurationタイマーは 0に設定されています。つまり、
機能は無効になっています。

•保留復帰機能をサポートしない電話機に関連付けられた DNに対してこの機能を設定するこ
とはできません。

• Maximum Hold Duration Timerシステム設定は 0より大きな値に設定してください。このよう
にしないと、Maximum Call Duration Timerが期限切れになるまで復帰コールが保留のままに
なる場合があります。

• Maximum Hold Duration Timerを Hold Reversion Durationタイマーよりも小さな値に設定する
と、保留復帰機能はアクティブになりません。

• [電話番号の設定(DirectoryNumberConfiguration)]ウィンドウで [保留復帰の呼び出し時間(Hold
Reversion Ring Duration、秒)]タイマーの設定または [保留復帰の通知間隔(Hold Reversion
Notification Interval、秒)]タイマーの設定を空白のままにした場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、システムの保留復帰タイマーの設定を使用します。 [電話番号の設定(Directory
Number Configuration)]ウィンドウでどちらかのタイマーの値を変更した場合、Cisco Unified
Communications Managerは、回線のタイマー設定を使用します。

•システムまたは回線のHoldReversionDurationタイマーを0より大きな値に設定しても、Hold
Reversion Notification Intervalタイマーを設定しない場合、コールが復帰状態になったときに
Cisco Unified Communications Managerが送信するアラートは 1つだけになります。クラスタ
または回線のHoldReversionNotification Intervalタイマーを設定しても、HoldReversionDuration
タイマーを 0より大きな値に設定しなければ、保留復帰機能はアクティブになりません。
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• [電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウに表示される保留復帰タイマー
の設定は、保留復帰機能をサポートする Cisco Unified IP Phoneのものに限られます。保留復
帰をサポートする Cisco Unified IP Phoneが、保留復帰をサポートしない電話デバイスと回線
を共有している場合、表示される保留復帰の設定は、サポートするデバイス上の回線のもの

に限られます。

•共有回線デバイスで保留復帰機能を無効にすると、その回線を共有するその他すべてのデバ
イスで機能が無効になります。

•電話機に設定されている呼び出し音の設定を無効にした場合、電話機では、保留復帰機能に
対して呼び出し音、点滅、ビープ音のいずれも動作しません。

• Hold Reversion Durationタイマーを変更した場合は、デバイスをリセットする必要がありま
す。また、復帰コールの優先度のフィールドを変更した場合は、デバイスプール内のデバイ

スをリセットする必要があります。

•保留復帰機能を有効にした後で完全に無効にするには、クラスタ全体の設定を無効にするだ
けでなく、すべての回線で Hold Reversion Durationタイマーを無効にします。

コールのフォーカス優先度の設定

保留復帰機能に関するコールのフォーカス優先度を設定するには、次の手順を実行します。この

設定は、Defaultデバイスプールまたはリスト内の別のデバイスプールで行います。または、保
留復帰機能のユーザ用に新しいデバイスプールを作成することもできます。

[未選択(Not Selected)]に設定すると、インストール時点のデフォルトデバイスプールに対す
る復帰コールのフォーカス優先度が適用されます。インストール時点では、着信コールが優

先されます。この設定は、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページでは選択できま
せん。

（注）

新しいデバイスプールを設定する場合は、『Cisco Unified Communications Managerアドミニスト
レーションガイド』で詳細を確認してください。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[システム(System)] > [デバイスプール(Device
Pool)]を選択します。
[デバイスプールの検索/一覧表示(Find and List Device Pools)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索(Find)]をクリックしてデバイスプールリストを表示するか、アクティブなクエリーの検索
結果を使用します。 [デバイスプールの検索/一覧表示(Find and List Device Pools)]ウィンドウでデ
バイスプールを選択します。

ステップ 3 [復帰コールのフォーカス優先度(Reverted Call Focus Priority)]フィールドで、次のどちらかの設定
を選択します。
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a) 着信コールに最高の優先度を割り当てるには、[デフォルト(Default)]を選択します。
b) 復帰コールに最高の優先度を割り当てるには、[最高(Highest)]を選択します。

ステップ 4 [保存(Save)]ボタンをクリックします。

ステップ 5 変更を反映するには、デバイスプール内のデバイスをすべてリセットします。

コールのフォーカス優先度は、SIPを実行している電話機に TFTP設定ファイルを介し
て送信されます。

（注）

保留復帰タイマーの設定

保留復帰機能を有効にし、保留復帰タイマーを設定するには、次の手順を実行します。この手順

では、電話機に DNを設定したこと、または電話機が自動登録を使用していることを前提として
います。

保留復帰タイマーを設定する場合は、次の事項を考慮してください。

•保留復帰をサーバクラスタに対して有効にするには、[サービスパラメータ設定(ServiceParameter
Configuration)]ウィンドウで Hold Reversion Durationタイマーを 0より大きな値に変更しま
す。

•通知アラートにデフォルトのシステム設定を使用しない場合は、[サービスパラメータ設定
(Service Parameter Configuration)]ウィンドウで Hold Reversion Notification Intervalタイマーを
設定します。デフォルト値は 30秒に設定されています。

•システム設定が有効のときに回線の保留復帰を無効にするには、[電話番号の設定(Directory
NumberConfiguration)]ウィンドウで、[保留復帰の呼び出し時間(HoldReversionRingDuration、
秒)]タイマーの値として 0を入力します。このフィールドを空白のままにした場合、Cisco
Unified Communications Managerは、タイマー設定を使用します。

•システム設定が無効のときに回線の保留復帰を有効にするには、[電話番号の設定(Directory
NumberConfiguration)]ウィンドウで、[保留復帰の呼び出し時間(HoldReversionRingDuration、
秒)]タイマーを 0より大きな値に設定します。通知アラートを有効にするには、同じウィン
ドウで [保留復帰の通知間隔(Hold Reversion Notification Interval、秒)]タイマーを 0より大き
な値に設定するか、または空白のままにしてデフォルト設定を使用します。

•保留復帰が有効なときに、保留復帰タイマーの設定をデフォルト設定と異なるものにするに
は、[電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウで、保留復帰タイマーに対
して異なる値を入力します。

手順

ステップ 1 回線またはデフォルトの保留復帰タイマーを検索します。

a) 保留復帰を有効にしてタイマーを設定するには、Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで [システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択します。
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[サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスから、Cisco CallManagerサービスを実行
しているサーバを選択します。

•

• [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco CallManager]サービスを
選択します。

[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウが表示されます。次のス
テップに進みます。

b) 保留復帰を有効または無効にして回線の保留復帰タイマーを設定するには、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページで [デバイス(Device)] > [電話機(Phone)]を選択します。
[検索(Find)]をクリックしてデバイスプールリストを表示するか、アクティブなクエリーの検
索結果を使用します。

• [電話の検索/一覧表示(Find andList Phones)]ウィンドウに表示される電話機のリストから、
デバイスを選択します。 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウが表示されます。

• [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、左側のリストから [電話番号(Directory
Number)]を選択します。

[電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウが表示されます。次のステップに
進みます。

ステップ 2 保留復帰タイマーを設定します。

a) Hold Reversion Durationパラメータ（または [保留復帰の呼び出し時間(Hold Reversion Ring
Duration、秒)]フィールド）に、保留復帰機能を有効にするには0より大きな値を入力します。
保留復帰機能を無効にするには、0を入力します。入力可能な値は 0～ 1,200秒（両端の値を
含む）です。このタイマーは、保留中のコールが復帰状態になるとユーザに通知します。

b) 通知アラートに既存の設定を使用しない場合は、Hold Reversion Notification Intervalパラメータ
（または [保留復帰の通知間隔(Hold Reversion Notification Interval、秒)]フィールド）に 0～
1,200秒（両端の値を含む）の値を入力します。 Cisco Unified Communications Managerは、こ
のタイマーを使用して、保留にした側の電話機に対する復帰コールの定期的な通知アラートを

スケジュールします。 0を入力した場合、通知アラートは送信されません。

ステップ 3 [保存(Save)]ボタンをクリックします。

ステップ 4 [電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウの変更を反映するには、すべてのデ
バイスをリセットします。

ステップ 5 追加のタイマーを設定するには、この手順を繰り返します。

次の作業

その他の手順

[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、Cisco Unified IP Phoneに正しいデバイスプール
が設定されていることを確認します。設定されていなければ、正しいデバイスプールを設定しま

す。
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ユーザに対する Cisco 保留復帰の情報の提供
Cisco Unified IP Phoneのユーザガイドには、保留復帰機能を使用するための手順が記載されてい
ます。一部の Cisco Unified IP Phoneには ?ボタンがあり、クリックすると詳細なヘルプ情報が表
示されます。

Cisco 保留復帰のトラブルシューティング
Cisco Unifiedサービスアビリティの Trace Configurationおよびリアルタイム監視ツールを使用し
て、保留復帰に関する不具合をトラブルシューティングします。『Cisco Unified Serviceability
Administration Guide』を参照してください。

SCCP電話機は 5秒間の最小保留復帰通知間隔（HRNI）をサポートしているのに対して、SIP
電話機は 10秒間の最小値をサポートしています。最小 HRNIが 5秒間に設定された SCCP電
話機が SIP電話機によるコールを処理している場合は、保留復帰通知鳴動が 10秒遅れる可能
性があります。

（注）
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第 30 章

ホットライン

この章では、Private Line Automatic Ringdown（PLAR）機能を拡張した機能ホットライン機能に
関する情報を提供します。この機能を使用すれば、ユーザが電話機をオフフックにした（また

は、[発信]ソフトキーまたは回線キーを押した）ときに電話機で事前に設定された番号がすぐに
ダイヤルされるように電話機を設定できます。ホットライン機能を使用する場合、コールを受

信するホットラインデバイスでは、別のホットラインデバイスからのコールだけを受信し、ホッ

トライン以外の発信者を拒否するという追加的な制限が発生します。

通常、ホットライン電話機の機能セットは制限されています。ホットライン電話機の機能を制

限するには、電話機にソフトキーテンプレートを適用します。ホットライン電話機は、コール

の発信専用、コールの終端専用、またはコールの発信と終端用に設定できます。

ホットラインでは、ホットライン電話機が別のホットライン電話機からのコールを受信できるよ

うに、ルートクラスシグナリングを使用します。また、ホットラインでは、発信者 IDに基づ
く、設定可能なコールのスクリーニングを使用できます。これにより、受信側ホットライン電話

機では、コールをスクリーニングし、スクリーニングリスト内の発信者だけが接続を許可され

るようにできます。

• ホットラインの設定, 785 ページ

• CUCMのホットライン機能, 787 ページ

• ホットラインのシステム要件, 790 ページ

• ホットラインのインストールとアクティブ化, 791 ページ

• ホットラインの設定, 791 ページ

• ホットラインのトラブルシューティング, 799 ページ

ホットラインの設定
ホットライン機能は、Private Line Automatic Ringdown（PLAR）機能の拡張機能です。この機能を
使用すると、ユーザが電話機をオフフックにすると（または、[発信]ソフトキーまたは回線キー
を押すと）電話機が事前に設定された番号をすぐにダイヤルするように、電話機を設定できます。
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ホットライン機能を使用する場合、コールを受信するホットラインデバイスでは、別のホットラ

インデバイスからのコールだけを受信し、ホットライン以外の発信者を拒否するという追加的な

制限が発生します。

通常、ホットライン電話機の機能セットは制限されています。ホットライン電話機の機能を制限

するには、電話機にソフトキーテンプレートを適用します。ホットライン電話機は、コールの発

信専用、コールの終端専用、またはコールの発信と終端用に設定できます。

ホットラインでは、ホットライン電話機が別のホットライン電話機からのコールを受信できるよ

うに、ルートクラスシグナリングを使用します。また、ホットラインでは、発信者 IDに基づ
く、設定可能なコールのスクリーニングを使用できます。これにより、受信側ホットライン電話

機では、コールをスクリーニングし、スクリーニングリスト内の発信者だけが接続を許可される

ようにできます。

ネットワークでホットラインを設定するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ホットラインのサービスパラメータを設定します。

ステップ 2 オフフックになると電話機が事前定義された番号にダイヤルする PLARを設定します。

ステップ 3 [電話機の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで [ホットラインデバイス(Hot line Device)]チェッ
クボックスをオンにします。

ステップ 4 T1 CAS着信コールにルートクラスを割り当て、対応するプレフィックス番号を除去するための
トランスレーションパターンまたはルートパターンを設定します。

ステップ 5 電話機のコールと受信の設定項目を設定します。このことは、ホットライン電話機をコールの発

信専用またはコールの終端専用に制限する場合にだけ必要となります。

ステップ 6 不要な機能をブロックするソフトキーテンプレートを作成し、電話機に適用します。

ステップ 7 [ルートクラスシグナリングを使う(RouteClass SignalingEnabled)]チェックボックスをオンにして、
ホットラインをサポートするように SIPトランクを設定します。

ステップ 8 [ルートクラスシグナリングを使う(RouteClass SignalingEnabled)]チェックボックスをオンにして、
ホットラインをサポートするようにMGCP PRIゲートウェイを設定します。

ステップ 9 [ルートクラスシグナリングを使う(RouteClass SignalingEnabled)]チェックボックスをオンにして、
ホットラインをサポートするようにMGCPT1/CASゲートウェイを設定し、必要に応じて [ボイス
ルートクラスの符号化(Encode Voice Route Class)]パラメータを設定します。

ステップ 10 発信者 IDに基づいたコールのスクリーニングを設定します。

関連トピック

ホットラインのサービスパラメータの設定, （792ページ）
CUCMの管理でのホットラインの設定項目へのアクセス, （795ページ）
電話機のコールと受信の設定項目の設定, （787ページ）
コールのスクリーニングの設定, （788ページ）
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CUCM のホットライン機能
ホットライン機能は、Private Line Automatic Ringdown（PLAR）機能の拡張機能です。この機能を
使用すると、ユーザが電話機をオフフックにすると（または、[発信]ソフトキーまたは回線キー
を押すと）電話機が事前に設定された番号をすぐにダイヤルするように、電話機を設定できます。

電話機のユーザは、PLAR用に設定された電話機から別の番号をダイヤルできません。ホットラ
インを使用する場合、PLARを使用する電話機に関して、次の追加的な制限と管理者コントロー
ルが発生します。

•コールを受信するホットラインデバイス（ホットラインを使用するように設定されたデバイ
ス）は、別のホットラインデバイスからのコールだけを受信し、ホットライン以外の発信者

を拒否します。

•ホットライン電話機は、コール専用、受信専用、またはコールと受信の両方用に設定できま
す。

•ホットライン電話機で使用可能な機能を制限するには、電話機にソフトキーテンプレートを
適用します。

•アナログホットライン電話機は、着信フックフラッシュ信号を無視します。

ルートクラスシグナリング

ルートクラスは、コールのトラフィッククラスを識別する DSNコードです。ルートクラスに
よって、ダウンストリームデバイスに特殊なルーティング要件または終端要件が通知されます。

ホットライン電話機では、1台のホットライン電話機からの同じルートクラスでのコールだけを
受信できます。

コールのルートクラスを設定するには、ルートパターンまたはトランスレーションパターンを

設定します。

設定可能なコールのスクリーニング

設定可能なコールのスクリーニングを使用すると、受信側ホットライン電話機で発信者 ID情報に
基づいてコールをスクリーニングし、スクリーニングリスト内の発信者だけが接続を許可される

ようにできます。

コールのスクリーニングの設定項目は、トランスレーションパターンを使用して設定します。

電話機のコールと受信の設定項目の設定

ホットライン電話機は、コール専用、受信専用、またはコールと受信の両方用に設定できます。

この設定は、次の例の説明に従い、コーリングサーチスペース（CSS）およびパーティションを
使用して行います。
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手順

ステップ 1 NoRouteCSSという名前の CSS、および EmptyPartitionと IsolatedPartitionという名前の 2つのパー
ティションを作成します。

ステップ 2 EmptyPartitionパーティションはいずれの回線にも割り当てません。

ステップ 3 EmptyPartitionパーティションだけを選択するように NoRouteCSS CSSを設定します。

ステップ 4 CSSのいずれのウィンドウでも IsolatedPartitionパーティションを選択しません。

ステップ 5 受信専用の場合は、電話機に NoRouteCSS CSSを割り当てます。

ステップ 6 コール専用の場合は、電話機に IsolatedPartitionパーティションを割り当てます。

コールのスクリーニングの設定

ここでは、発信者のスクリーニングを実装する 2つの方法について説明します。CCSとパーティ
ションを使用する方法と、発呼側番号ルーティングを使用する方法です。スクリーニングリスト

内の発信者だけが接続を許可されるように、コールを終端側ホットライン電話機にスクリーニン

グできます。通常、この機能は、終端側ホットラインで、同じクラス内のすべての発信者（ペア

非保護）よりも少ない、複数の発信者（ペア保護）からのコールを受信できるようにする場合に

使用します。

コーリングサーチスペースおよびパーティションを使用したコールのスクリーニン

グの設定

すべてのスイッチ間（回線間）ホットラインコールについて、コールのスクリーニングを設定す

るには、次の例の説明に従って、コーリングサーチスペース（CSS）およびパーティションの設
定を管理します。

手順

ステップ 1 終端側の回線をパーティションに割り当てて回線を保護します。

ステップ 2 スクリーニングリストを作成します。このとき、終端側のホットラインへの接続を許可する発信

側のホットライン電話機の CSSにだけ、終端側のパーティションを含めます。

発呼側番号ルーティングを使用したコールのスクリーニングの設定

トランクは複数の着信/発信電話機に関連付けられるため、コーリングサーチスペースおよびパー
ティションを使用したコールのスクリーニングの設定, （788ページ）で説明されている、CSSお
よびパーティションによるコールのスクリーニング方法を使用して DNごとのスクリーンを作成

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
788

ホットライン

コールのスクリーニングの設定



できません。 Cisco Unified Communications Managerでは、発呼側番号を使用してルーティング決
定を行うことができます。

また、このコールのスクリーニング方法は回線にも使用できますが、次のような、トランクを使

用する接続パスにおいて特に役立ちます。

電話機 - PBX -ゲートウェイ - Cisco Unified Communications Manager -ゲートウェイ - PBX -電話機

PBXでスクリーニングを行うことができない場合は、この方法を使用すると、Cisco Unified
Communications Managerにより PBXのスクリーニングを行うことができます。

下の図と続く説明はこの方法を示しています。

図 53：発呼側番号ルーティングを使用したコールのスクリーニング

• InboundDevice_Cはコールが着信したトランクまたは回線の着信 CSSです。

• InboundDevice_Pは InboundDevice_Cのメンバとなっているパーティションです。

• XP(BobsDN)は InboundDevice_Pのメンバとなっているトランスレーションパターンであり、
これにより Bobの DNへのすべてのコールが Bobのスクリーニング機能に転送されます。
[トランスレーションパターン(Translation Pattern)]ウィンドウで [発呼側番号によるネクスト
ホップのルート(Route Next Hop By Calling Party)]チェックボックスがオンになっています。
ネクストホップの CSSは BobsScreener_Cに設定されています。

着信 PLAR回線の場合、このパターンは空白に一致し、空白の着信側を Bobの DNに変換し
ます。

• XP(*)は、接続先にスクリーニングが関連付けられていないすべての着信コールを表す、ワ
イルドカードのトランスレーションパターンです。
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• BobsScreener_Cおよび BobsScreener_Pはそれぞれ、Bobの発呼側番号のスクリーニングパ
ターンを保持する CSSとパーティションです。

• XP(AlicesDN)は BobsScreener_Pに属しているトランスレーションパターンであり、接続を
許可する必要がある発呼側（Alice）を表しています。これらのパターンでは、CSSに
OutboundDevice_Cが設定されている必要があります。

• OutboundDevice_C、OutboundDevice_P、および DN(cdpnXxxx)または RP(cdpnXxxx)はすべ
て、回線およびトランク経由で発信されるように設定された通常のダイヤルプランです。

DNとルートパターンの両方ではなく、いずれか一方がパーティションの一部となります。

スクリーニングリストを作成するには、許可に使用するパターンごとに 1つのトランスレーショ
ンパターンを作成します。

ホットラインのシステム要件
Cisco Unified Communications Managerには、次のホットラインのシステム要件があります。

• Cisco Unified Communications Manager 8.0(1)以降（クラスタ内の各サーバについて）

• MGCPゲートウェイの POTS電話機（FXS）

• SCCPゲートウェイの POTS電話機（FXS）

Cisco Feature Navigatorを使用すると、特定のソフトウェアリリース、機能セット、およびプ
ラットフォームをサポートするCisco IOSおよびCatalyst OSソフトウェアイメージを判別でき
ます。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、http://www.cisco.com/go/cfnに移
動します。

Cisco Feature Navigatorへのアクセスには、Cisco.comのアカウントは必要ありません。

ヒント

ホットラインのデバイスサポート状況の確認

ホットラインをサポートするデバイスの完全なリストを作成するには、Cisco Unified Reportingア
プリケーションを使用します。そのためには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reportingを開始します。Webアプリケーションへ
のアクセスを許可されるまで、ユーザの認証には Cisco Tomcatサービスが使用されます。アプリ
ケーションには次の方法でアクセスできます。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのナビゲーションメニューで [CiscoUnified
Reporting]を選択し、[Go]をクリックします。
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• Cisco Unified Real TimeMonitoring Tool（RTMT）のメニューで [File] > [Cisco Unified Reporting]
を選択します。

• https://<サーバ名または IP アドレス>:8443/cucreports/と入力し、認証済みのユー
ザ名とパスワードを入力します。

ステップ 2 ナビゲーションバーで、[System Reports]をクリックします。

ステップ 3 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List]オプションをク
リックします。

ステップ 4 [Generate a new report]リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートがす
でに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List]リンクをクリックします。

ステップ 5 ホットラインをサポートするすべてのデバイスのレポートを生成するには、対応するドロップダ

ウンリストボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタンをクリックします。
[Product]：[All]

[Feature]：[Hotline]

[List Features]ペインに、ホットライン機能をサポートするすべてのデバイスのリストが表示され
ます。カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーをクリックして、
リストをソートできます。

次の作業

CiscoUnified Reportingアプリケーションの詳細については、『CiscoUnified Reporting Administration
Guide』を参照してください。

ホットラインのインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Managerのインストール後、必要な設定作業を実行すると、ネット
ワークでホットラインをサポートできます。実行する必要がある設定作業については、ホットラ

インの設定, （785ページ）を参照してください。

ホットラインの設定
ここでは、ホットラインの設定に関する情報を提供します。

ホットラインを設定する前に、この機能の設定チェックリストを確認してください。ヒント

関連トピック

ホットラインの設定, （785ページ）
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ホットラインのサービスパラメータの設定

下の表は、ホットラインに設定可能なサービスパラメータの説明を示しています。 Cisco Unified
CommunicationsManagerの管理ページでサービスパラメータを設定するには、[システム(System)]
> [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択します。

これらのサービスパラメータのすべてが Cisco Unified Communications Managerサービスに対応し
ています。

エンタープライズパラメータを設定する手順については、『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。サービスパラメータを設定
する手順については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイ
ド』を参照してください。

ヒント

表 74：ホットラインのエンタープライズパラメータとサービスパラメータ

説明パラメータ

このパラメータは、Cisco Unified Communications Managerが、ルートクラ
スシグナリング対応のトランクでルートクラスシグナリングを処理（着

信）および送信（発信）するかどうかを指定します。ルートクラストラ

ンクシグナリングは、ルートクラスを使用する IPスイッチとTDMスイッ
チ間のインターワーキングを可能にします。ルートクラストランクシグ

ナリングを有効にする場合は [True]、無効にする場合は [False]に設定しま
す。

このフィールドは必須です。デフォルトは [True]です。

Route Class Trunk
Signaling Enabled
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説明パラメータ

このパラメータは、SIP Route Class Naming Authorityサービスパラメータ
で指定されているドメイン名のオーナーによって定義された、SIPシグナ
リングにおける衛星回避ルートクラスを表すラベルを指定します。 Cisco
Unified Communications Managerでは、このパラメータの値と SIP Route
Class Naming Authorityパラメータの値を組み合わせ、SIP衛星回避ルート
クラス値を表す完全なシグナリング構文を作成します。このラベルは、衛

星回避ルートクラスに基づいてルーティング決定を行う TDMネットワー
クとのインターワーキング時に役立ちます。このパラメータは、ベンダー

固有または配置固有の要件に基づいて変更できます。遠端のスイッチが、

このパラメータで設定したのと同じ値を受信することが前提となっている

ことを確認します。サービスパラメータ SIP Route Class Naming Authority
の詳細については、このパラメータのヘルプテキストを参照してくださ

い。

このパラメータに指定する値には、次の規則が適用されます。

•最大 64文字。

•指定できるのは英数字（A～Z、a～ z、0～ 9）またはダッシュ（-）
だけです。

•ダッシュを指定できるのは英数字の間だけです。

このフィールドは必須かつ非表示です。デフォルトは [nosat]です。

ホットライン機能では、このパラメータを使用しません。ホットライン機

能がサポートしているのは他のルートクラス機能です。

SIP Satellite
Avoidance Route
Class Label
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説明パラメータ

このパラメータは、SIP Route Class Naming Authorityサービスパラメータ
で指定されているドメイン名のオーナーによって定義された、SIPシグナ
リングにおけるホットラインボイスルートクラスを表すラベルを指定し

ます。 Cisco Unified Communications Managerでは、このパラメータの値と
SIP Route Class Naming Authorityパラメータの値を組み合わせ、SIPホット
ラインボイスルートクラス値を表す完全なシグナリング構文を作成しま

す。このラベルは、ホットラインボイスルートクラスに基づいてルー

ティング決定を行う TDMネットワークとのインターワーキング時に役立
ちます。このパラメータは、ベンダー固有または配置固有の要件に基づい

て変更できます。遠端のスイッチが、このパラメータで設定したのと同じ

値を受信することが前提となっていることを確認します。サービスパラ

メータ SIP Route Class Naming Authorityの詳細については、このパラメー
タのヘルプテキストを参照してください。

このパラメータに指定する値には、次の規則が適用されます。

•最大 64文字。

•指定できるのは英数字（A～Z、a～ z、0～ 9）またはダッシュ（-）
だけです。

•ダッシュを指定できるのは英数字の間だけです。

このフィールドは必須です。デフォルトは [hotline]です。

SIP Hotline Voice
Route Class Label
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説明パラメータ

このパラメータは、SIP Route Class Naming Authorityサービスパラメータ
で指定されているドメイン名のオーナーによって定義された、SIPシグナ
リングにおけるホットラインデータルートクラスを表すラベルを指定し

ます。 Cisco Unified Communications Managerでは、このパラメータの値と
SIP Route Class Naming Authorityパラメータの値を組み合わせ、SIPホット
ラインデータルートクラス値を表す完全なシグナリング構文を作成しま

す。このラベルは、ホットラインデータルートクラスに基づいてルー

ティング決定を行う TDMネットワークとのインターワーキング時に役立
ちます。このパラメータは、ベンダー固有または配置固有の要件に基づい

て変更できます。遠端のスイッチが、このパラメータで設定したのと同じ

値を受信することが前提となっていることを確認します。サービスパラ

メータ SIP Route Class Naming Authorityの詳細については、このパラメー
タのヘルプテキストを参照してください。

•このパラメータに指定する値には、次の規則が適用されます。

•最大 64文字。

•指定できるのは英数字（A～Z、a～ z、0～ 9）またはダッシュ（-）
だけです。

•ダッシュを指定できるのは英数字の間だけです。

このフィールドは必須です。デフォルトは [hotline-ccdata]です。

SIP Hotline Data
Route Class Label

CUCM の管理でのホットラインの設定項目へのアクセス
次の表に、Cisco Unified Communications Managerの管理ページでのホットラインの設定を示しま
す。ただし、ホットラインのサービスパラメータの設定,（792ページ）で説明されているホット
ラインのサービスパラメータは除きます。追加情報については、『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』でトランクの設定に関連するトピックを参照してくだ
さい。

説明設定項目

[デバイス(Device)] > [電話機(Phone)]
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説明設定項目

このデバイスをホットラインデバイスにするには、このチェックボック

スをオンにします。コールを受信するホットラインデバイスは、別の

ホットラインデバイスからのコールだけを受信し、ホットライン以外の

発信者を拒否します。この機能は、オフフックになると自動的に 1つの
電話番号をダイヤルするように電話機を設定するPLARの拡張機能です。
ホットラインでは、PLARを使用するデバイスに適用できる制限事項が
追加されます。

また、ホットラインを実装するには、補足サービスソフトキーのないソ

フトキーテンプレートを作成し、ホットラインデバイスに適用する必要

があります。

[ホットラインデバイ
ス(Hotline Device)]

[デバイス(Device)] > [トランク(Trunk)]

ドロップダウンリストで、ポートのルートクラスシグナリングを有効

または無効にします。次のいずれかの値を選択します。

• Default：この値を選択すると、デバイスには Route Class Signaling
サービスパラメータの設定が使用されます。

• Off：ルートクラスシグナリングを有効にする場合にこの値を選択
します。この設定は、Route Class Signalingサービスパラメータよ
りも優先されます。

• On：ルートクラスシグナリングを無効にする場合にこの値を選択
します。この設定は、Route Class Signalingサービスパラメータよ
りも優先されます。

ルートクラスシグナリングによって、受信側デバイスに特殊なルーティ

ング要件または終端要件が通知されます。ポートでホットライン機能を

サポートできるようにするには、この設定を有効にする必要があります。

このパラメータは SIPトランクで使用可能です。

[ルートクラスシグナ
リングを使う(Route
Class Signaling
Enabled)]

[デバイス(Device)] > [ゲートウェイ(Gateway)]
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説明設定項目

ドロップダウンリストで、ポートのルートクラスシグナリングを有効

または無効にします。次のいずれかの値を選択します。

• Default：この値を選択すると、デバイスには Route Class Signaling
サービスパラメータの設定が使用されます。

• Off：ルートクラスシグナリングを有効にする場合にこの値を選択
します。この設定は、Route Class Signalingサービスパラメータよ
りも優先されます。

• On：ルートクラスシグナリングを無効にする場合にこの値を選択
します。この設定は、Route Class Signalingサービスパラメータよ
りも優先されます。

ルートクラスシグナリングによって、受信側デバイスに特殊なルーティ

ング要件または終端要件が通知されます。ポートでホットライン機能を

サポートできるようにするには、この設定を有効にする必要があります。

このパラメータはMGCP PRIおよび T1/CASゲートウェイポートで使用
可能です。

[ルートクラスシグナ
リングを使う(Route
Class Signaling
Enabled)]

ボイスコールのボイスルートクラスを符号化するには、このチェック

ボックスをオンにします。ボイスはデフォルトのルートクラスであるた

め、通常は明示的な符号化は必要ありません。無効（デフォルト設定）

の場合、ポートではボイスルートクラスが明示的に符号化されません。

ボイスルートクラス（明示的に符号化されているかどうかに関係なく）

は、ダウンストリームデバイスでコールをボイスとして識別するために

使用できます。

このパラメータはMGCP T1/CASゲートウェイポートで使用可能です。

[ボイスルートクラス
の符号化(EncodeVoice
Route Class)]

[コールルーティング(Call Routing)] > [ルート/ハント(Route/Hunt)] > [ルートパターン(Route Pattern)]
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説明設定項目

ドロップダウンリストボックスから、このルートパターンのルートク

ラス設定を選択します。

• [デフォルト(Default)]

• [ボイス(Voice)]

• [データ(Data)]

• [衛星回避(Satellite Avoidance)]

• [ホットラインボイス(Hotline voice)]

• [ホットラインデータ(Hotline data)]

ルートクラスは、コールのトラフィッククラスを識別する DSNコード
です。ルートクラスによって、ダウンストリームデバイスに特殊なルー

ティング要件または終端要件が通知されます。 [デフォルト(Default)]設
定では、着信コールの既存のルートクラスが使用されます。

デフォルト以外のルートクラス設定を使用するのは、着信 T1 CASルー
トクラス桁数を Cisco Unified Communications Managerルートクラス値に
変換（および桁数を除去）する場合だけにしてください。パターン設定

を使用する他の着信コールに、デフォルト以外のルートクラス設定を割

り当てる必要はありません。

[ルートクラス(Route
Class)]

[コールルーティング(Call Routing)] > [トランスレーションパターン(Translation Pattern)]
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説明設定項目

ドロップダウンリストボックスから、このトランスレーションパター

ンのルートクラス設定を選択します。

• [デフォルト(Default)]

• [ボイス(Voice)]

• [データ(Data)]

• [衛星回避(Satellite Avoidance)]

• [ホットラインボイス(Hotline voice)]

• [ホットラインデータ(Hotline data)]

ルートクラスは、コールのトラフィッククラスを識別する DSNコード
です。ルートクラスによって、ダウンストリームデバイスに特殊なルー

ティング要件または終端要件が通知されます。 [デフォルト(Default)]設
定では、着信コールの既存のルートクラスが使用されます。

デフォルト以外のルートクラス設定を使用して、着信 T1 CASルートク
ラス桁数を Cisco Unified Communications Managerルートクラス値に変換
（および桁数を除去）できます。パターン設定を使用する他の着信コー

ルに、デフォルト以外のルートクラス設定を割り当てる必要はありませ

ん。

ルートパターンが G.Clearをサポートする SIPトランクを指している場
合は、データまたはホットラインをルートクラスとして指定します。

[ルートクラス(Route
Class)]

発呼側番号に基づいてルーティングを有効にするには、このチェックボッ

クスをオンにします。これは、発信者 ID情報に基づいたコールのスク
リーニングがクラスタ間で機能するために必要となります。

[発呼側番号によるネ
クストホップのルー

ト(Route Next Hop By
Calling Party Number)]

[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(DeviceSettings)] > [ソフトキーテンプレート(SoftkeyTemplate)]

ホットライン電話機から補足サービスソフトキーを削除するソフトキー

テンプレートを設定します。

ホットラインのトラブルシューティング
ホットラインのトラブルシューティング情報については、『TroubleshootingGuide for CiscoUnified
Communications Manager』を参照してください。
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第 31 章

IM and Presence

Cisco Unified CMで IM and Presenceサービスを有効にすると、ユーザはインスタントメッセージ
およびプレゼンスの機能を利用できるようになります。管理者はこの機能を通して次の作業を

実行できます。

• Cisco Unified CommunicationsManagerから単一のチェックボックスを通して、エンドユーザ
のために IM and Presenceを簡単に有効にする

•ボイスメール、メールストア、会議、CTIなどのUnified Communications（UC）サービスを
設定する

• UCサービスのサービスプロファイルを設定する

•指定した UCサービスのあるサービスプロファイルにユーザを割り当てる

•ユーザのラインアピアランスを選択し、プレゼンスを有効にする

• [エンドユーザ(End User)]セットアップウィンドウから電話番号とデバイスを関連付ける

この章は、次の内容で構成されています。

• IM and Presenceのインストールの考慮事項, 801 ページ

• エンドユーザのためのIM and Presence, 804 ページ

• プレゼンスのためのディレクトリ UCサービス, 805 ページ

• IM and Presenceのその他の機能, 806 ページ

IM and Presence のインストールの考慮事項
配置に IM and Presenceサービスを追加するには、Cisco Unified CMクラスタをインストールする
ときに 1つ以上の IM and Presenceサーバをインストールおよび設定する必要があります。

IMandPresenceサーバをインストールする方法については、『InstallingCiscoUnifiedCommunications
Manager, Release 9.0(1)』の「IM and Presence installation」セクションを参照してください。
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アップグレード

このセクションには、Unified CMと IM and Presenceを正しくアップグレードする手順を示しま
す。サーバのセットアップに応じて、標準アップグレードまたは更新アップグレードを実行でき

ます。

ソフトウェアバージョンの制限

Cisco Unified Communications Manager (Unified CM)のバージョンと IM and Presenceサービスソフ
トウェアのバージョンは、それぞれのメジャーリリース番号とマイナーリリース番号が同じにな

る必要があります。メジャーリリース番号とマイナーリリース番号は次のように定義されます。

9.x.y

ここで、9 =メジャーリリース番号、x =マイナーリリース番号、y =メンテナンスリリース番
号。

たとえば、IM and Presenceリリース 9.0.2.10000-4は、Unified CMリリース 9.0.12.30000-2とは互
換性がありますが、Unified CMリリース 9.1.1.10000-3とは互換性がありません。同様に、Unified
CMリリース 8.6.2.10000-6は IM and Presenceリリース 9.0.1.10000-9と互換性がありません。

アップグレードするIM and Presenceノードの以降のソフトウェアバージョンは、アップグレード
した最初の IM and Presenceノードのバージョン番号の先頭 5桁とすべて同じになる必要がありま
す。

アップグレードしたリリースの Unified CMがアクティブまたは非アクティブなパーティショ
ンにすでにインストールされていないかぎり、IM and Presenceをアップグレードすることはで
きません。 IM and Presenceをアップグレードする前に、まず Unified CMを対応するバージョ
ンにアップグレードする必要があります。

（注）

プラットフォーム管理Webサービス（PAWS）管理を使用して IM and Presenceをアップグレー
ドする際、Unified CMのアクティブバーティションで実行されているソフトウェアバージョ
ンに互換性がない場合は、IM and Presenceの現在のリリースへのアップグレードとリブートは
行わないでください。実行した場合、アップグレードは予想どおりに失敗しますが、失敗が

通知されるのはアップグレードプロセスの最終部分になってからです。また、システムがリ

ブートする間、システムダウンタイムを経験することになります。

アップグレードの失敗が遅延して通知される現象は、PAWS Managementでアップグレードす
る場合にのみ生じます。 Cisco Unified IM and Presenceオペレーティングシステムの管理また
はCLIを通してアップグレードを行う場合、アップグレードの失敗の通知は、アップグレード
の最初に表示されます。

注意
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アップグレードの順序

Unified CMと IM and Presenceをアップグレードする順序は非常に重要です。（注）

標準アップグレードの順序

次のアップグレードパスは、標準アップグレードです。

• Unified CM Release 8.6.xから Unified CM Release 9.0(1)

• Cisco Unified Presence Release 8.6(4)から IM and Presence Service Release 9.0(1)

標準アップグレードの場合、アップグレードは次の順序で行う必要があります。

1 Unified CMパブリッシャノードのアップグレード。

2 IM and Presenceパブリッシャノードと Unified CMサブスクライバノードのアップグレード。

3 IM and Presenceサブスクライバノードのアップグレード。

4 Unified CMパブリッシャノードのバージョンの切り替え。

5 IM and Presenceパブリッシャノードと Unified CMサブスクライバノードのバージョンの切り
替え。

6 IM and Presenceサブスクライバノードのバージョンの切り替え。

更新アップグレードの順序

次のアップグレードパスは、更新アップグレードです。

• Unified CM Release 8.5以前から Unified CM Release 9.0(1)

• Cisco Unified Presence Release 8.6(3)以前から IM and Presence Service Release 9.0(1)

更新アップグレードの場合、アップグレードは次の順序で行う必要があります。

1 Unified CMパブリッシャノードのアップグレード。

2 Unified CMパブリッシャノードのバージョンの切り替え。

3 IM and Presenceパブリッシャノードと Unified CMサブスクライバノードのアップグレード。

4 IM and Presenceパブリッシャノードと Unified CMサブスクライバノードのバージョンの切り
替え。

5 IM and Presenceサブスクライバノードのアップグレード。

6 IM and Presenceサブスクライバノードのバージョンの切り替え。
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Unified CMの更新アップグレードについては、『UpgradeGuide for CiscoUnified Communications
Manager, Release 9.0(1)』のトピック「Software upgrade process overview」を参照してください。

（注）

エンドユーザのためのIM and Presence
Cisco Unified Communications Managerの管理で IM and Presenceを設定すると、エンドユーザのた
めのプレゼンス機能が有効になります。これには、プレゼンスライセンス、UCサービスのプロ
ビジョニング、およびエンドユーザに割り当てられたサービスプロファイルが含まれます。

サーバを設定した後、次のタスクを実行する必要があります。

1 Cisco Unified CMのエンドユーザのために IM and Presenceサービスを有効にする。

•既存のユーザの場合、[エンドユーザの設定(enduser configuration)]ウィンドウから：[ユー
ザ管理(User Management)] > [エンドユーザ(End User)]

•一括管理ツール（BAT）から：

◦既存のエンドユーザの場合は [一括管理(BulkAdministration)] > [ユーザ(Users)] > [ユー
ザの更新(Update Users)]

◦ BATを通して挿入された新規ユーザの場合は [一括管理(Bulk Administration)] > [ユー
ザ(Users)] > [ユーザテンプレート(User Template)]、その後、[一括管理(Bulk
Administration)] > [ユーザ(Users)] > [ユーザの挿入(Insert Users)]

•一括管理ツールで複数のユーザを管理する場合：[一括管理(BulkAdministration)] > [ユーザ
(Users)] > [ユーザテンプレート(User Template)]

•機能グループテンプレート：[ユーザ管理(User Management)] > [ユーザ/電話の追加
(User/Phone Add)] > [機能グループテンプレート(Feature Group Templates)]

IMandPresenceの設定済み機能グループテンプレートは [ユーザ/電話のクイッ
ク追加(Quick User/Phone Add)]ウィンドウを通してユーザに割り当てます：
[ユーザ管理(User Management)] > [ユーザ/電話の追加(User/Phone Add)] > [ユー
ザ/電話のクイック追加(Quick User/Phone Add)]

（注）

2 IM and Presenceのために UCサービスを作成し、その UCサービスを、作成したシステム全体
のデフォルトサービスプロファイルまたはエンドユーザに個別に関連付けた他のサービスプ

ロファイルに含める。

IM and Presenceのためにエンドユーザを設定する方法の詳細については、『Cisco Unified
CommunicationsManagerアドミニストレーションガイド、リリース 9.0(1)』にある「UCサービス
およびサービスプロファイル」セクションを参照してください。
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プレゼンスのためのディレクトリ UC サービス
CiscoUnifiedCMでは、ディレクトリUCサービスおよびサービスプロファイルを設定できます。
この機能は、IM and Presence対応のクライアントで、ディレクトリ検索プレゼンスおよび連絡先
追加機能のために使用します。

3つのディレクトリオプションがあります。

ユーザデータサービス（UDS）

ユーザデータサービスは、Cisco Unified CMバックエンドストレージに保存されたユーザ
情報へのアクセスを提供するサービスです。このディレクトリオプションは、[ユーザ管理
(User Management)] > [ユーザ設定(User Settings)] > [サービスプロファイル(Service Profile)]メ
ニューパスからアクセスできます。

拡張ディレクトリ UCサービス

拡張ディレクトリはディレクトリUCサービスの製品タイプの 1つであり、クライアントが
デスクトップデバイスからデフォルトでディレクトリ設定とマッピングを特定できる場合

に使用します。

デフォルトを変更する必要がある場合は、お客様の TFTPファイルを
Cisco Unified CMにロードする必要があります。詳細については、
『Cisco Jabber for Windows』のドキュメントを参照してください。

（注）

基本ディレクトリ UCサービス

基本ディレクトリはディレクトリUCサービスの製品タイプの 1つであり、サーバ上でここ
にLightwayDirectoryAccess Protocol（LDAP）のすべての属性マッピング設定を指定すると、
クライアントはこれをダウンロードして使用できるようになります。

これらのマッピングは、IMandPresenceの管理GUIの [アプリケーショ
ン(Application)] > [レガシークライアント(Legacy Clients)] > [設定
(Settings)]で指定されます。

（注）

シスコクライアントはさまざまなディレクトリUCサービスをサポートしているため、3つの
ディレクトリサービスをすべて単一のサービスプロファイルに設定することをお勧めします。

ヒント
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Cisco Jabber for Windowsクライアントは、UDSまたは他の LDAPディレクトリ（拡張ディレ
クトリなど）を使用できます。拡張ディレクトリがデフォルトに設定されており、ほとんど

の場合でディレクトリ統合の最善のオプションとなります。詳細については、Cisco Jabber for
Windowsのマニュアルを参照してください。

（注）

マルチクラスタの配置で各クラスタのデータベースにユーザの完全なエンタープライズリス

トがない場合、UDSは現在推奨されていません。
（注）

IM and Presence のその他の機能
IM and PresenceをUnified CMと併用できるようにインストールし、エンドユーザに対して IM and
Presenceの設定を行うと、IM and Presence対応クライアントのエンドユーザは次の作業を行えま
す。サインイン、プレゼンス確認用の連絡先リストの作成、ディレクトリ検索を介したユーザの

プレゼンスの取得、およびMicrosoft Outlookを介した統合プレゼンスの取得（クライアントサ
ポートに依存）。

IM and Presenceの他の機能を設定するには、次のアクションを行います。

表 75：IM and Presence のその他の機能

情報の入手先アクション

このタスクは、[エンドユーザ(End User)]設定
ウィンドウの [デバイスの設定(Device Settings)]
から行えます。『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド、リ
リース 9.0(1)』の「エンドユーザの設定」を参
照

すべてのデバイスに関するネットワークベース

の電話のプレゼンスをユーザに報告できるよう

にするため、それぞれのラインアピアランスを

ユーザに関連付ける必要がある。

『Deployment Guide for IM and Presence Service
on Cisco Unified CommunicationsManager, Release
9.0(1)』の「CiscoUnifiedCommunicationsManager
configuration for integration with IM and Presence」
を参照

IM and Presenceのパブリッシュトランクを設定
する必要がある。

『Deployment Guide for IM and Presence Service
on Cisco Unified CommunicationsManager, Release
9.0(1)』の「CiscoUnifiedCommunicationsManager
configuration for integration with IM and Presence」
を参照

電話プレゼンスの利用性を高めるには、IM and
Presenceサーバで Cisco Unified CMプレゼンス
ゲートウェイも設定する必要がある。
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IM and Presenceサービスの他の機能の詳細については、『Deployment Guide for IM and Presence
Service on Cisco Unified Communications Manager, Release 9.0(1)』を参照してください。
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第 32 章

即時転送

この章では、コールをボイスメールシステムに即時に転送できる即時転送（iDivert）機能につい
て取り上げます。コールが転送されると、その回線で新規コールを送受信できるようになりま

す。

• 即時転送の設定, 809 ページ

• 即時転送の機能, 810 ページ

• 即時転送のシステム要件, 811 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 817 ページ

• 即時転送のインストールとアクティブ化, 820 ページ

• 即時転送の設定, 820 ページ

即時転送の設定
即時転送（iDivert）機能を使用すると、ボイスメールシステムへコールを即時に転送できます。
コールが転送されると、その回線で新規コールを送受信できるようになります。

即時転送を設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 クラスタ全体のサービスパラメータCall Park Display Timerのデフォルト値が適切でない場合は、
それを変更します。

ステップ 2 クラスタ全体のサービスパラメータ Use Legacy Immediate Divertのデフォルト値が適切でない場
合は、それを変更します。

ステップ 3 クラスタ全体のサービスパラメータ Allow QSIG During iDivertのデフォルト値が適切でない場合
は、それを変更します。

ステップ 4 iDivert User Response Timerサービスパラメータのデフォルト値が適切でない場合は、それを変更
します。

ステップ 5 [電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウで、即時転送にアクセスする各ユー
ザにボイスメールプロファイルを関連付けます。

この手順は、ボイスメールプロファイルとパイロットが設定されていることを想定し

ています。

（注）

ステップ 6 Standard Userまたは Standard Featureソフトキーテンプレートに Immediate Divert (iDivert)ソフト
キーを割り当てます。オンフック、接続時、保留、および着信中状態でソフトキーを割り当てま

す。 Cisco Unified IP Phone 8900および 9900シリーズでは、Divertソフトキーがデフォルトで割り
当てられています。

管理者は、Cisco Unified IP Phone 6921、6941、および 6961の iDivertソフトキーを割り
当てます。一方、ユーザは電話機の画面で Divertを参照します。

（注）

ステップ 7 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、即時転送を利用する各デバイスに、Immediate
Divert (iDivert)ソフトキーを追加した Standard Userまたは Standard Featureソフトキーテンプレー
トを割り当てます。

多数のユーザが [即転送]ソフトキーを使用できるようにするには、ソフトキーテンプ
レートに Immediate Divert (iDivert)ソフトキーを設定し、デバイスプールにそのソフト
キーテンプレートを割り当て、即時転送を必要とするすべてのユーザにそのデバイス

プールを割り当てます。

ヒント

ステップ 8 即時転送機能が使用可能であることをユーザに通知します。

関連トピック

即時転送用のサービスパラメータの設定, （820ページ）

即時転送の機能
即時転送（[即転送]ソフトキー）機能を使用すると、ボイスメールシステムへコールを即時に転
送できます。コールが転送されると、その回線で新規コールを送受信できるようになります。

即時転送機能はCTIアプリケーションでは使用できませんが、即時転送と同じ機能を実行するCTI
転送操作が存在します。アプリケーション開発者は、CTI転送操作を使用して、即時転送を実行
できます。
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即時転送機能にアクセスするには、[即転送]ソフトキーを使用します。このソフトキーを設定す
るには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [ソフトキーテンプレートの設定
(SoftkeyTemplateConfiguration)]ウィンドウを使用します。ソフトキーテンプレートはCiscoUnified
Communications Managerシステムにある電話機に割り当てられます。

Cisco Unified Communications Managerの補足サービスである即時転送は、システム内で一般的に
使用できます。即時転送を行う [即転送]ソフトキーは、ユーザがログインしなくても電話機で使
用できます。

提供、保留、あるいはアクティブ状態の着信コールを転送できます。アクティブまたは保留状態

の発信コールを転送できます。転送される側には、コールの転送先のボイスメールシステムのグ

リーティングが再生されます。

従来の即時転送では、即時転送機能を呼び出した側のボイスメールボックスにコールを転送でき

ます。拡張された即時転送では、即時転送機能を呼び出した側のボイスメールボックスまたは元

の着信側のボイスメールボックスにコールを転送できます。

拡張された即時転送モードが着信コールについてアクティブになっている場合、コールを受けた

ユーザは、即時転送を呼び出して、自分のボイスメールボックスまたは元の着信側のボイスメー

ルボックスにコールを転送できます。機能を呼び出したユーザが [即転送]ソフトキーを押すと、
呼び出し側ユーザの電話画面に元の着信側と呼び出し側ユーザの両方が表示されます。ユーザが

この 2つの名前のいずれかを選択すると、コールは選択された側のボイスメールボックスに転送
されます。

着信コールを転送するためにユーザが即時転送機能を呼び出したときに、元の着信側を選択す

ることが可能なのは、クラスタ全体のサービスパラメータUseLegacy ImmediateDivertが [False]
に設定されている場合だけです。即時転送用のサービスパラメータの設定, （820ページ）を
参照してください。

（注）

即時転送のシステム要件
即時転送が機能するには、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager 6.0以降

•次の表は、Divertソフトキーまたは iDivertソフトキーを使用する電話機を示しています。

表 76：iDivert ソフトキーまたは Divert ソフトキーを使用する Cisco Unified IP Phone

ソフトキーテンプレート

での設定内容

iDivert ソフト
キー

Divert ソフト
キー

Cisco Unified IP Phoneモデル

即時転送XCisco Unified IP Phone 6900シリーズ
（6901と 6911を除く）

即時転送XCisco Unified IP Phone 7900シリーズ
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ソフトキーテンプレート

での設定内容

iDivert ソフト
キー

Divert ソフト
キー

Cisco Unified IP Phoneモデル

デフォルトで設定XCisco Unified IP Phone 8900シリーズ

デフォルトで設定XCisco Unified IP Phone 9900シリーズ

Cisco Unified IP Phoneおよび即時転送機能の詳細については、使用している電話機モデルのユー
ザマニュアルを参照してください。

次のボイスメールシステムは即時転送をサポートしています。

• Unityなどの Skinnyプロトコルを使用するボイスメールシステム

• Octelなどの SMDIを使用するボイスメールシステム

即時転送のコール処理要件

ここでは、即時転送のコール処理要件について説明します。

ソフトキー要件

Immediate Divert (iDivert)ソフトキーはソフトキーテンプレートで自動的に設定されないので、
Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [ソフトキーテンプレートの設定(Softkey
Template Configuration)]ウィンドウを使用して、使用可能な任意のソフトキーテンプレートで
Immediate Divert (iDivert)ソフトキーを設定します。 Immediate Divert (iDivert)ソフトキーは、次の
コール状態で設定できます。

•接続時

•保留

•着信中

ソフトキーテンプレートの着信中状態は、電話機のコール状態の提供状態です。（注）

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページの [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウ
を使用して、Immediate Divert (iDivert)ソフトキーを含むソフトキーテンプレートを電話機に割り
当てます。

ソフトキーテンプレートの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアド
ミニストレーションガイド』を参照してください。電話機にソフトキーテンプレートを割り当

てる方法については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』
を参照してください。
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着信コールの要件

次のリストに、即時転送がサポートするコール転送チェーン内の着信側のタイプを示します。

•ユーザ Aがユーザ Bに電話をかけます。

•ユーザ Bがユーザ Cに転送します。

•ユーザ Cがユーザ Dに転送します。

ユーザ Bは元々の着信側です。ユーザ Cは最後の転送側です。ユーザ Dは最後の着信側です。

即時転送は、次の着信コール状態をサポートします。

•提供

•保留

•アクティブ

クラスタ全体のサービスパラメータUse Legacy ImmediateDivertが [True]に設定されている場合、
着信側が [即転送]ソフトキーを押すと、即時転送によって、この着信側に関連付けられているボ
イスメールメールボックスに着信コールが転送されます。着信側のボイスメールメールボック

スは、着信側の電話番号に割り当てられているボイスメールプロファイルによって管理できま

す。

クラスタ全体のサービスパラメータ Use Legacy Immediate Divertが [False]に設定されている場合
に、着信側が [即転送]ソフトキーを押すと、即時転送によって、着信側は宛先のボイスメールボッ
クスを選択できます。転送済みのコールがある場合は、着信側の画面に表示されます（インタラ

クション, （817ページ）を参照）。着信側は、元の着信側のボイスメールメールボックスまた
は着信側に関連付けられているボイスメールメールボックスにコールを転送するか、[即転送]メ
ニューにある転送をキャンセルできます。元の着信側または着信側のボイスメールメールボック

スは、関連付けられた電話番号に割り当てられているボイスメールプロファイルによって管理で

きます。

ボイスメールの詳細については、『CiscoUnified CommunicationsManager IntegrationGuide for Cisco
Unity Connection』、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』、
および『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』を参照してください。

発信コールの要件

即時転送は、次の発信コール状態をサポートします。

•保留

•アクティブ

発呼側が [即転送]ソフトキーを押すと、即時転送によって、この発呼側に関連付けられているボ
イスメールメールボックスに発信コールが転送されます。発呼側のボイスメールメールボック

スは、発呼側の電話番号に割り当てられているボイスメールプロファイルを使用して管理できま

す。
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ボイスメールの詳細については、『CiscoUnified CommunicationsManager IntegrationGuide for Cisco
Unity Connection』、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』、
および『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』を参照してください。

即時転送の電話機表示メッセージ

即時転送によって IP Phoneに次のメッセージが表示され、即時転送アクションのステータスが示
されます。

•「キーがアクティブではありません」：[即転送]を押したユーザのボイスメールプロファイ
ルにボイスメールパイロットがありません。

•「一時エラー発生」：ボイスメールシステムが機能していないか、ネットワークの問題が存
在します。

•「話し中」：このメッセージはボイスメールシステムが話し中であることを示します。

即時転送の使用

次のシナリオでは、即時転送機能の使用例を示します。

Use Legacy Immediate Divert サービスパラメータが [True] に設定されている場合の即
時転送シナリオ

シナリオ 1：着信側が [即転送] ソフトキーを押した場合

1 ユーザ Aがマネージャ Aに電話をかけます。

2 マネージャ Aが [即転送]ソフトキーを押します（提供状態）。

3 即時転送によって、マネージャ Aのボイスメールメールボックスにコールが転送されます。

4 ユーザ Aにマネージャ Aのボイスメールメールボックスグリーティングが再生されます。

シナリオ 2：元の着信側のボイスメールプロファイルにボイスメールパイロットがない場合

1 ユーザ Aがユーザ Bに電話をかけます。

2 コールがアシスタント Bの個人回線に転送されます。

3 アシスタント Bが [即転送]ソフトキーを押します（提供状態）。

4 即時転送によって、アシスタントBのボイスメールメールボックスにコールが転送されます。
ユーザ Bではボイスメールパイロット番号が設定されていませんが、アシスタント Bでは設
定されています。

5 ユーザ Aにアシスタント Bのボイスメールメールボックスグリーティングが再生されます。
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シナリオ 3：マネージャ A がマネージャ B へコールを転送する場合

1 ユーザ Aがマネージャ Aに電話をかけます。

2 マネージャ Aの回線はマネージャ Bへ転送されます。

3 マネージャ Bが [即転送]ソフトキーを押します（提供状態）。

4 即時転送によって、マネージャ Bのボイスメールメールボックスにコールが転送されます。

5 ユーザ Aにマネージャ Bのボイスメールメールボックスグリーティングが再生されます。

シナリオ 4：ボイスメールプロファイルで定義されたボイスメールポートが通話中の場合

1 ユーザ Aがユーザ Bに電話をかけます。

2 ユーザ Bが [即転送]ソフトキーを押します（提供状態）。

3 ボイスメールポートが通話中なので、即時転送によってボイスメールメールボックスへコー

ルを転送することができません。

4 ユーザ Bの IP Phoneに「話中」というメッセージが表示されます。

5 元のコールは提供状態のままです。

シナリオ 5：発呼側がハントパイロット番号を使用するコールセンターに電話をかける場合

1 ユーザ Aがハントリスト Aに電話をかけます。

2 ハントリスト Aのメンバがグレー表示の [即転送]ソフトキーを押します（提供状態）。

3 ハントリストAにはボイスメールプロファイルがないので、即時転送でボイスメールメール
ボックスへコールを転送することはできません。

4 ハントリスト Aのメンバの IP Phoneに「キーがアクティブではありません」というメッセー
ジが表示されます。

シナリオ 6：発呼側 B が、異なる Cisco Unified Communications Managerクラスタのユーザ C にコー
ルを転送する場合

1 ユーザ Aがユーザ Bに電話をかけます。

2 ユーザ Bが、異なる Cisco Unified Communications Managerクラスタのユーザ Cにコールを転
送します。

3 ユーザ Cが着信コールに応答します。

4 ユーザ Cが [即転送]ソフトキーを押します。

5 ユーザ Aにユーザ Cのボイスメールメールボックスグリーティングが再生されます。
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Use Legacy Immediate Divert サービスパラメータが [False] に設定されている場合の即
時転送シナリオ

シナリオ 7：発呼側 A がユーザ B に電話をかけ、ユーザ B がコールをユーザ C に転送する場合

1 ユーザ Aがユーザ Bに電話をかけます。

2 ユーザ Bの電話機からユーザ Cにコールが転送されます。

3 ユーザ Cに着信コールが表示され、[即転送]ソフトキーを押します。

4 ユーザ Cが [即転送]ソフトキーを押します。

5 ユーザ Cの電話機に、転送先として、ユーザ Bのボイスメールメールボックスまたはユーザ
Cのボイスメールメールボックスを選択するための画面が表示されます。

6 ユーザ Cがユーザ Bのボイスメールメールボックスを選択します。

7 ユーザ Aにユーザ Bのボイスメールメールボックスグリーティングが再生されます。

シナリオ 8：発呼側がハントパイロット番号を使用するコールセンターに電話をかける場合

1 ユーザ Aがハントリスト Aに電話をかけます。

2 ハントリスト Aのメンバが [即転送]ソフトキーを押します（提供状態）。

3 即時転送によって、即時転送機能を呼び出したハントリスト Aのメンバのボイスメールメー
ルボックスにコールが転送されます。

4 ユーザAにハントリストAのメンバのボイスメールメールボックスグリーティングが再生さ
れます。

シナリオ 9：クラスタ全体のサービスパラメータ Auto Call Pickup Enabled が [False] に設定されて
いて、ユーザがコールピックアップグループに属している場合

1 ユーザ B、ユーザ C、ユーザ Dが同じコールピックアップグループに属しています。

2 ユーザ Aがユーザ Bに電話をかけます。

3 ユーザ Bの IP Phoneの呼び出し音が鳴りますが、ユーザ Bはコールに応答しません。

4 ユーザ Cがコールピックアップを使用してコールに応答します。

5 ユーザ Cが、アラート、接続中、または保留中のいずれかの状態で [即転送]ソフトキーを押
すと、ユーザ Cの IP Phoneに選択肢が表示されます。ユーザ Cは、即時転送で元の着信側の
ボイスメールメールボックス（ユーザB）にコールを転送する、または即時転送で最後の着信
側のボイスメールメールボックス（ユーザC）にコールを転送する、という 2つのオプション
のいずれかを選択できます。
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クラスタ全体のサービスパラメータUse Legacy Immediate Divertが [False]に設定され、クラス
タ全体のサービスパラメータ Auto Call Pickup Enabledが [True]に設定されている場合、コー
ルピックアップグループのユーザがコールピックアップを使用してコールに応答すると、[即
転送]ソフトキーを押しても、IP Phoneには選択肢が何も表示されません。

（注）

インタラクションおよび制限事項
ここでは、即時転送のインタラクションおよび制限事項について説明します。

インタラクション

ここでは、即時転送が Cisco Unified Communications Managerのアプリケーションおよびコール処
理機能との間でどのようにインタラクションを行うかについて説明します。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）
即時転送とMLPPの間では、次の通信が行われます。

•即時転送は、コールのタイプ（たとえば、優先コール）に関係なく、ボイスメールメール
ボックスへコールを転送します。

• Alternate PartyDiversion（コールの優先順位）がアクティブになっている場合は、無応答時転
送（CFNA）が非アクティブになります。

自動転送

[電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウで無応答時転送を設定しない場合、
自動転送はクラスタ全体の CFNAタイマーサービスパラメータ Forward No Answer Timerを使用
します。ユーザが自動転送と同時に [即転送]ソフトキーを押すと、コールはボイスメールメール
ボックスではなく、割り当てられた自動転送先電話番号に転送されます（タイマーが短すぎたた

め）。この問題を解決するには、CFNAタイマーサービスパラメータを十分な時間に設定します
（たとえば、60秒）。 iDivert画面が即時転送の呼び出し側に表示されている場合、CFNAタイ
マーの期限が切れると、コールは次のユーザに転送されます。

呼詳細レコード（CDR）
即時転送は、CDRの「Onbehalf of」フィールドに即時転送コード番号（たとえば、joinOnbehalfOf
および lastRedirectRediectOnBehalfOf）を使用します。
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会議

会議参加者が [即転送]ソフトキーを押すと、残りの会議参加者が即時転送の発信者のボイスメー
ルメールボックスグリーティングを受信します。会議のタイプには、アドホック、ミートミー、

割り込み、C割り込み、および参加があります。

ハントリスト

即時転送は、回線グループのメンバである DNに対して次のように機能します。

• [即転送]ソフトキーが有効であることを確認します。

•クラスタ全体のサービスパラメータ Use Legacy Immediate Divertが [True]に設定されている
場合、ハントリストパイロット（ハンティングアルゴリズムの一部として）から電話機に

直接着信するコールにおいて、[即転送]ソフトキーはグレー表示になります。[False]に設定
されている場合は、グレー表示になりません。

•クラスタ全体のサービスパラメータ Use Legacy Immediate Divertが [True]または [False]に設
定されている場合、ハントリストパイロット（ハンティングアルゴリズムの一部として）

から電話機に直接着信しないコールにおいて、[即転送]ソフトキーはグレー表示になりませ
ん（これには、ハントリストパイロットにコールが発信された場合、ハントリストが期限

切れになった場合、および DNへのディスポジション転送後にコールが発信され、この DN
自体がハントグループのメンバであった場合が含まれます。これは、ハントリストパイ

ロットを通じてハントグループのメンバに間接的にコールされるケースを表します）。

制限事項

即時転送には、次の制限事項があります。

•即時転送は、クラスタ全体のサービスパラメータのUseLegacy ImmediateDivertおよびAllow
QSIG During iDivertの設定値に応じて、QSIGデバイス（QSIG対応 H-323デバイス、MGCP
PRI QSIG T1ゲートウェイ、およびMGCP PRI QSIG E1ゲートウェイ）をサポートします。
詳細については、即時転送用のサービスパラメータの設定,（820ページ）を参照してくださ
い。QSIGトランク経由で即時転送が許可されている場合は、次のガイドラインに従います。
ボイスメールシステムとQSIGを統合している場合は、ボイスメールパイロットまたはボイ
スメールマスクのいずれかまたは両方を含むボイスメールプロファイルでは、[システムの
デフォルトボイスメールプロファイルに設定(Make this the default Voice Mail Profile for the
System)]チェックボックスをオフのままにします。デフォルトの [ボイスメールプロファイ
ル(Voice Mail Profile)]は、常に [ボイスメールなし(No Voice Mail)]に設定してください。

•不在転送（CFA）と話中転送（CFB）がアクティブになっている場合、システムは即時転送
をサポートしません（CFAと CFBは即時転送よりも優先されます）。

•ローカル/SCCP接続を介してボイスメールシステムに到達すると、即時転送はボイスメール
ポートが話し中の状態にあることを検出できます（コールは、話し中のボイスメールシス

テムには転送できませんが、元のコールは維持されます。即時転送が呼び出された電話機の
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画面に「話中」と表示され、コールが転送されなかったことが通知されます）。ボイスメー

ルシステムに QSIGトランクまたは SIPトランク経由で到達する場合、即時転送は検出でき
ますがコールは維持されません。クラスタ全体のサービスパラメータ Allow QSIG During
iDivertが [True]に設定されているか、クラスタ全体のサービスパラメータUseLegacy Immediate
Divertが [False]に設定されている場合、即時転送は、QSIGトランクや SIPトランク経由で
到達可能なボイスメールシステムへのアクセスをサポートします。クラスタ全体のサービ

スパラメータAllow QSIG During iDivertが [False]に設定されており、クラスタ全体のサービ
スパラメータ Use Legacy Immediate Divertが [True]に設定されている場合、即時転送は、
QSIGトランクや SIPトランクを経由したボイスメールシステムへのアクセスをサポートし
ません。即時転送は通話中のボイスメールポートへコールを転送できませんが、ボイスメー

ルポートをルートまたはハントリストのメンバにすることによって、ポートが通話中とい

うシナリオを減らすことができます。

•クラスタ全体のサービスパラメータ Use Legacy Immediate Divertが [True]に設定されている
場合、ハントリストのメンバは、コールが直接転送であれば、即時転送を呼び出すことがで

きます。回線グループのメンバとして到達した場合は即時転送を呼び出せません。 IP Phone
にメッセージ「キーがアクティブではありません」が表示されます。

• CiscoUnified CommunicationsManagerがダウンした場合、CiscoUnified CommunicationsManager
がダウンする前に転送先とボイスメールシステムとの間にメディアパスが設定されていな

い限り、ユーザはボイスメールを残せません。

•システムは、迷惑呼 ID機能と即時転送機能を同時にサポートしません。

• CTIアプリケーションでは即時転送を使用できません（アプリケーションは VM転送を使用
します）。

• IP Phoneで即時転送テキスト表示のタイマーを制御するには、Call Park Display Timerサービ
スパラメータを使用します。このサービスパラメータが変更されると、即時転送のテキス

ト表示タイマーも変更されます。

• MLPPの使用の制限事項については、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）, （817
ページ）を参照してください。

• [即転送]ソフトキーが押された場合、無応答時転送のタイムアウトとの関係で競合条件が発
生します。たとえば、マネージャが無応答時転送のタイムアウトの直後に [即転送]ソフト
キーを押すと、自動転送によって、事前設定された電話番号へコールが転送されます。ただ

し、マネージャが無応答時転送のタイムアウトの前に [即転送]ソフトキーを押した場合は、
即時転送によってマネージャのボイスメールボックスへコールが転送されます。

•発信側と着信側は、両方が同時に [即転送]ソフトキーを押すことによって、それぞれのボイ
スメールメールボックスへコールを転送できます。発呼側のボイスメールメールボックス

には、着信側の発信グリーティングの一部が含まれます。同様に、着信側のボイスメール

メールボックスには、発呼側の発信グリーティングの一部が含まれます。

•会議の参加者が [即転送]ソフトキーを押すと、残りのすべての参加者が、[即転送]を押した
参加者の発信グリーティングを受信します。会議のタイプには、ミートミー、アドホック、

C割り込み、および参加があります。
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•コールでの最後のアクションが自動ピックアップ、コールの転送、コールパーク、コール
パーク復帰、会議、ミートミー会議の場合、または任意のアプリケーションで分割または結

合の操作を実行した場合、拡張された即時転送機能では、着信側の電話画面にボイスメール

メールボックスの選択肢が表示されません。その代わり、拡張された即時転送は、着信側に

関連付けられているボイスメールメールボックスにコールを即時転送します。

• QSIGトランク経由で即時転送が許可されている場合は、次のガイドラインに従います。ボ
イスメールシステムとQSIGを統合している場合は、ボイスメールパイロットまたはボイス
メールマスクのいずれかまたは両方を含むボイスメールプロファイルでは、[システムのデ
フォルトボイスメールプロファイルに設定(Make this the default VoiceMail Profile for the System)]
チェックボックスをオフのままにします。デフォルトの [ボイスメールプロファイル(Voice
Mail Profile)]は、常に [ボイスメールなし(No Voice Mail)]に設定してください。

即時転送のインストールとアクティブ化
即時転送はシステム機能であり、Cisco Unified Communications Managerソフトウェアに標準で装
備されています。即時転送は、特にインストールする必要はありません。

即時転送の設定
ここでは、即時転送の設定について説明します。

即時転送を設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

即時転送の設定, （809ページ）

即時転送用のサービスパラメータの設定

即時転送機能の動作は、各サービスパラメータの設定によって異なります。即時転送機能に影響

を与えるサービスパラメータについて、次に説明します。

クラスタ全体のサービスパラメータ Call Park Display Timer

即時転送は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerのクラスタ全体のサービスパラメータCall Park
Display Timerを使用します。このサービスパラメータのデフォルトは 10秒です。 IP Phoneで即
時転送テキスト表示のタイマーを制御するには、Call Park Display Timerサービスパラメータを使
用します。このサービスパラメータが変更されると、即時転送のテキスト表示タイマーも変更さ

れます。このタイマーは、Cisco CallManagerサービスおよび即時転送が設定されたサーバまたは
クラスタ内の各サーバに設定します。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
820

即時転送

即時転送のインストールとアクティブ化



テキスト表示については、即時転送の電話機表示メッセージ, （814ページ）を参照してくださ
い。

クラスタ全体のサービスパラメータ Use Legacy Immediate Divert

即時転送では、クラスタ全体のサービスパラメータ Use Legacy Immediate Divertが [False]に設定
されている場合にのみ、元の着信側のボイスメールボックスまたは即時転送機能を呼び出したユー

ザのボイスメールボックスのいずれかに着信コールを転送できます。 Use Legacy Immediate Divert
サービスパラメータが [True]に設定されている場合、即時転送機能を呼び出したユーザは、着信
コールを自身のボイスメールボックスにのみ転送できます。

クラスタ全体のサービスパラメータUse Legacy Immediate Divertを [False]に設定すると、QSIG経
由で到達するボイスメールシステムにアクセスできます。

クラスタ全体のサービスパラメータ Allow QSIG During iDivert

クラスタ全体のサービスパラメータ Allow QSIG During iDivertが [True]に設定されている場合、
即時転送は QSIG、SIP、および QSIG対応 H.323デバイス経由で到達可能なボイスメールシステ
ムにコールを転送します。

Immediate Divert User Response Timer サービスパラメータ

Immediate Divert User Response Timerサービスパラメータの値によって、コールの転送先を選択す
るために [即転送]ソフトキーの呼び出し側が使用できる時間が決まります。呼び出し側が宛先を
選択しない場合、コールは接続状態のままになります。
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第 33 章

クラスタ間検索サービス

複数のクラスタでクラスタ間検索サービス（ILS）を設定すると、ILSは、ILSネットワーク内の
リモートクラスタの現在のステータスを反映するよう、Cisco Unified CommunicationsManagerを
更新します。

ILSクラスタのディスカバリサービスにより、Cisco Unified Communications Managerは、管理者
が手動で各クラスタの接続を設定しなくても、リモートクラスタについて把握できます。

ILS URIレプリケーション機能により、ILSは、ILSネットワーク内の他のクラスタとディレク
トリ URIカタログを交換できます。 URIレプリケーションは、クラスタ間 URIダイヤリングを
サポートしています。

ILSはクラスタ全体で実行されます。 ILSを 1つのクラスタノードで設定すると、ILSはその設
定をクラスタ内の他のノードにも適用します。

• ILSネットワークの設定, 823 ページ

• ILSネットワークコンポーネント, 825 ページ

• ILSクラスタディスカバリ, 826 ページ

• ILSでのディレクトリ URIレプリケーション, 827 ページ

• [ILS設定(ILS Configuration)]ウィンドウ, 828 ページ

• ILSトラブルシューティングのヒント, 833 ページ

ILS ネットワークの設定
ILSネットワークの設定に必要な手順は、次のとおりです。
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手順

ステップ 1 ネットワークを研究し、ILSトポロジを設計します。

ステップ 2 ネットワーク内の各クラスタに固有のクラスタ IDを割り当てます。

ステップ 3 クラスタ間で TLS認証を使用する際に、信頼された認証局の署名がある証明書を使用していない
場合は、ILSトポロジの各クラスタ間で Tomcat証明書を交換する必要があります。 Cisco Unified
オペレーティングシステムの管理から、証明書の一括管理の機能を使って次が行えます。

a) ネットワーク内の各クラスタから、中央のロケーションに証明書をエクスポートする。
b) エクスポートした証明書を、ILSネットワーク内の 1つのサーバから統合する。
c) ネットワーク内の各クラスタから、ローカルクラスタに証明書をインポートする。

ステップ 4 リモートクラスタ間でパスワード認証を使用する場合は、ILSネットワーク内のクラスタ間で行
われるすべての通信にパスワードを割り当てます。

ステップ 5 次の手順に従って、ILSネットワーク内の最初のハブクラスタの ILSをアクティブ化します。
a) Cisco Unified CMの管理ページで、[拡張機能(Advanced Features)] > [ILS設定(ILS Configuration)]
を選択します。

b) [権限(Role)]を [ハブクラスタ(Hub Cluster)]に変更して、[保存(Save)]をクリックします。
c) [ILS設定登録(ILSConfigurationRegistration)]ポップアップウィンドウで、[登録サーバ(Registration

Server)]テキストボックスは空のままにして、[OK]をクリックします。

ステップ 6 ILSネットワークの残りのハブクラスタおよびスポーククラスタで ILSをアクティブ化します。
登録サーバについてプロンプトが表示されたら、ILSネットワーク内の既存のハブクラスタにあっ
て、ILSがローカルサーバでアクティブ化されている任意のノードの IPアドレスを入力します。

ステップ 7 [ILS設定(ILS Configuration)]ウィンドウの [ILSクラスタとディレクトリURIインポート済みカタロ
グ(ILS Clusters and Directory URI Imported Catalogs)]ビューでネットワークを表示して、ILSネット
ワークが設定されていることを確認します。ネットワークが完全に表示されれば、ILSネットワー
クはクラスタディスカバリ用に設定されています。

残りのステップは、クラスタ間URIダイヤリングをサポートするよう ILSを設定する場
合にのみ実行します。

（注）

ステップ 8 ILSでクラスタ間 URIダイヤリングをサポートするには、[クラスタ間ディレクトリURI設定
(Intercluster Directory URI Configuration)]ウィンドウの [ディレクトリURIカタログとリモートクラ
スタの交換(Exchange Directory URI Catalogs with Remote Clusters)]チェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 9 [クラスタ間ディレクトリURI設定(Intercluster Directory URI Configuration)]ウィンドウで、ローカ
ルクラスタのルート文字列を入力します。

ステップ 10 発信トランクへのリモートクラスタ用のルート文字列と合致する SIPルートパターンを設定しま
す。

ステップ 11 ILSを実行していないコール制御システム（Cisco VCSなど）に ILSネットワークを接続する場
合、他のシステムからディレクトリ URIカタログを Cisco Unified Communications Managerにイン
ポートします。
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ILS ネットワークコンポーネント
CiscoUnifiedCMの管理では、クラスタのペアに ILSを設定した後、それらのクラスタを統合して
ILSネットワークを形成できます。 ILSでは、追加のクラスタをネットワークに統合する場合に、
各クラスタ間の接続を設定する必要がありません。

ILSネットワークは次のコンポーネントで構成されます。

•ハブクラスタ

•スポーククラスタ

•ディレクトリ URIインポート済みカタログ

ILSネットワークの各クラスタは、ハブクラスタまたはスポーククラスタのいずれかに設定する
必要があります。それぞれの ILSネットワークには少なくとも 1つのハブクラスタが必要です。

ILSネットワークの現在の構造とステータスは、Cisco Unified CMの管理ページにある [ILS設定
(ILS Configuration)]ウィンドウの [ILSクラスタとディレクトリURIインポート済みカタログ(ILS
Clusters and Directory URI Imported Catalogs)]ビューで表示できます。

ハブクラスタ

それぞれの ILSネットワークには少なくとも 1つのハブクラスタが必要です。ハブクラスタは
ILSネットワークのバックボーンを形成します。ハブクラスタは ILSネットワーク内の他のハブ
クラスタとの間で ILSの更新を交換し、次いでスポーククラスタとの間でその情報のやり取りを
中継します。

ILSは、自動メッシュ機能を使って ILSネットワーク内のすべてのハブクラスタとフルメッシュ
接続を作成します。新しいハブクラスタが既存の ILSネットワーク内の別のハブクラスタに登
録されると、ILSは ILSネットワーク内のすべての既存のハブクラスタと新しいハブクラスタと
の間にフルメッシュ接続を自動的に作成します。

ハブクラスタは、他の複数のハブクラスタと接続できますし、ネットワーク内の単独のハブク

ラスタとして設定することもできます。加えて、ハブクラスタは複数のスポーククラスタと接

続できますし、スポーククラスタなしで設定することもできます。

スポーククラスタ

ILSネットワーク内のスポーククラスタは ILS更新を ILSネットワークの他の部分とやり取りす
るために、接続されているハブクラスタに依存して、これを中継してもらいます。ハブクラス

タは複数のスポークを持つことができますが、スポーククラスタは 1つのハブクラスタしか持つ
ことができません。スポーククラスタはローカルハブクラスタのみと接続し、他のハブクラス

タまたは他のスポーククラスタとは直接接続しません。

ディレクトリ URI インポート済みカタログ

サードパーティコール制御システムを ILSネットワークに接続することはできません。ただし、
サードパーティシステムに URIダイヤリングの互換性を提供するために、ILSネットワークの任
意のハブクラスタに CSVファイルからサードパーティディレクトリ URIカタログを手動でイン
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ポートできます。 ILSはディレクトリ URIインポート済みカタログを維持し、そのカタログを
ネットワーク内の他のクラスタに複製します。そのため、ILSネットワーク内のどのサーバから
も、いずれかのサードパーティディレクトリ URIにダイヤルできます。ディレクトリ URIイン
ポート済みカタログは、[ILS設定(ILS Configuration)]ウィンドウの [ILSクラスタとディレクトリ
URIインポート済みカタログ(ILS Clusters and Directory URI Imported Catalogs)]ビューで、それ自身
のアイテムとして表示されます。

サードパーティディレクトリ URIカタログは、ハブクラスタにのみインポートできます。サー
ドパーティディレクトリ URIカタログは、スポーククラスタにはインポートできません。

同期更新

ILSはクラスタの同期更新にプルベースモデルを採用しており、ILSクラスタがリモートクラス
タに更新要求を送信すると、リモートクラスタはそれに応答して、要求された情報を返します。

更新要求の間隔は、Cisco Unified CMの管理ページにある [ILS設定(ILS Configuration)]ウィンドウ
で設定された同期間隔によって決まります。

同期間隔はまた、個別の ILSクラスタ内で、さまざまなクラスタノードが ILS設定を同期するま
での時間を決定します。

ILSネットワークトポロジの設定に関する詳細については、『CiscoUnifiedCommunications System
SRND』を参照してください。

ILS クラスタディスカバリ
クラスタディスカバリは ILSが提供する基本サービスです。 ILSクラスタディスカバリでは、管
理者がクラスタ間の接続を手動で設定しなくても、Cisco Unified Communications Managerクラス
タがリモートクラスタについて動的に把握できます。

たとえば、4つの Cisco Unified Communications Managerクラスタがある既存の ILSネットワーク
に別のクラスタを追加する場合は、新しいクラスタで ILSを設定した後、そのクラスタを既存の
ILSネットワークの任意のハブクラスタに登録できます。 ILSは、既存のネットワークにあるす
べてのクラスタについて、新しいクラスタに自動的に通知します。

ILSネットワークの各クラスタは更新メッセージをやり取りします。これはピア情報ベクターと
呼ばれ、ネットワーク内の各クラスタのステータスをリモートクラスタに知らせることを目的と

しています。更新メッセージには、ネットワーク内の既知のクラスタに関する次の情報が含まれ

ます。

•クラスタ ID

•クラスタの説明とバージョン

•ホストの完全修飾ドメイン名

• ILSがアクティブ化されているクラスタノードの IPアドレスとホスト名

Cisco Unified CMの管理ページで [拡張機能(Advanced Features)] > [クラスタビュー(Cluster View)]
を選択すると表示できるリモートクラスタのリストは、ILSクラスタディスカバリ機能によって
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自動的に入力されます。このウィンドウから、クラスタ間のエクステンションモビリティ、TFTP、
RSVPエージェントといったサービスをリモートクラスタ用に設定できます。

URIレプリケーションもネットワークで有効な場合、ILSはディレクトリ URIのリストを含む別
個のメッセージを送信します。

ILS でのディレクトリ URI レプリケーション
Cisco Unified Communications Managerは、クラスタ間検索サービス（ILS）を使ってクラスタ間
URIダイヤリングをサポートします。 ILSを使うと、リモートCiscoUnifiedCommunicationsManager
クラスタの大きなネットワークを作成できます。 ILSにはオプションのディレクトリ URIレプリ
ケーション機能もあり、ILSネットワークのクラスタが ILSネットワークの他のクラスタにディ
レクトリ URIを複製することを可能にします。

ディレクトリ URIレプリケーションはクラスタごとに設定されます。なお、1つのクラスタで機
能を無効のままにすると、ネットワークの他のクラスタにも影響が及ぶ可能性があります。たと

えば、ディレクトリ URIレプリケーションが ILSネットワーク全体で設定されているのに 1つの
ハブクラスタで無効のままにすると、そのハブに接続されているスポーククラスタは ILSネット
ワークの他の部分とディレクトリ URIを交換できません。

クラスタでURIレプリケーションを有効にするには、[クラスタ間ディレクトリURI設定(Intercluster
Directory URI Configuration)]に表示される [ディレクトリURIとリモートクラスタの交換(Exchange
Directory URIs with Remote Clusters)]チェックボックスをオンにします。このチェックボックスを
オンにすると、各クラスタは ILSネットワークの他のクラスタに以下のものを送信します。

•ローカルクラスタに知られているすべてのディレクトリ URI。

•ディレクトリ URIの各セットのローカルルート文字列。

ディレクトリ URI カタログタイプ

個別のクラスタ内で、ディレクトリ URIは次のように分類できます。

•ローカルディレクトリURI：ローカルシステムで設定され、ローカルUnifiedCMデータベー
スに保存されているディレクトリ URI。

•リモートディレクトリURI：別のクラスタで設定された後、このクラスタに複製されたディ
レクトリ URI。

•インポート済みディレクトリURIカタログ：このクラスタに手動でインポートされたサード
パーティのディレクトリ URI。

•リモートインポート済みディレクトリURIカタログ：ILSネットワーク内の別のクラスタに
手動でインポートされた後、ILSでこのクラスタに複製されたサードパーティのディレクト
リ URI。

ローカルディレクトリ URIはローカル Unified CMデータベースに保存されます。その他のすべ
てのディレクトリ URIは ILSが維持する CSVファイルに保存されます。ディレクトリ URIレプ
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リケーションを有効にすると、ILSはあらゆるタイプのディレクトリ URIを ILSネットワーク内
の他のクラスタと交換します。

ルート文字列

クラスタ間 URIダイヤリングを実装するには、ILSネットワーク内の各クラスタを、発信トラン
クへのルート文字列と一致するルート文字列および SIPルートパターンを使用して設定する必要
があります。

多くの場合、ディレクトリURIのホスト部分は、Unified CMがそのディレクトリURIに関連付け
られた電話機があるクラスタを特定できるほど詳細ではありません。ルート文字列は、Unified
CMがコールをルーティングするために使用できる追加情報を提供します。 URIレプリケーショ
ンを有効にすると、Unified CMはディレクトリURIと、そのディレクトリURIが保存されている
ローカルクラスタのルート文字列を交換します。

ルート文字列は任意で作成できます。たとえば、San Joseと Parisのクラスタに属している場合、
それぞれのクラスタのルート文字列としてSanJose.USA.NorthAmericaおよびParis.France.Europeを
割り当てることができます。

さまざまなクラスタにルート文字列を割り当てた後、ILSネットワーク内のネクストホップクラ
スタのルート文字列と一致する SIPルートパターンを設定する必要があります。たとえば、San
Joseクラスタでは、ルート文字列が Paris.France.Europeであるコールを発信 SIPトランクにルー
ティングする SIPルートパターンを設定できます。

San Joseクラスタが Parisクラスタからのディレクトリ URI宛てのコールを受けた場合、Unified
CMは ILSが維持するディレクトリ URIのリストを確認し、ディレクトリ URIとそのローカル
ルート文字列である Paris.France.Europeを取得します。 Paris.France.Europeへのコールをルーティ
ングする SIPルートパターンが設定されている場合、Unified CMはそのルートパターンの発信ト
ランクにコールを送ります。

ルート文字列の設定の詳細については、『Cisco Unified Communications System SRND』を参照し
てください。

[ILS設定(ILS Configuration)] ウィンドウ
Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページでは、[拡張機能(Advanced Features)] > [ILS設定
(ILS Configuration)]メニューパスを使用して、Cisco Unified CommunicationsManagerクラスタでク
ラスタ間検索サービス（ILS）を設定します。

ILSは個々のクラスタノードでアクティブ化されて実行されますが、設定項目はクラスタ全体に
適用されます。 1つのクラスタノードで ILSが設定された後、それらの設定は他のクラスタノー
ドにも適用されます。 ILS設定が他のクラスタノードに適用されるまでの時間は、入力した同期
値によって決まります。

次の表に、[ILS設定(ILS Configuration)]フィールドの設定を示します。
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表 77：ILS の設定項目

説明フィールド

ドロップダウンリストボックスで、該当するクラスタの ILS権限を次のオ
プションから選択します。

• [スタンドアロンクラスタ(Stand Alone Cluster)]：スタンドアロンクラ
スタは ILSネットワークに参加できません。これがデフォルトのオプ
ションです。

• [ハブクラスタ(HubCluster)]：ハブクラスタは ILSネットワーク内でハ
ブの役割を果たします。ハブクラスタは、複数のハブクラスタおよ

びスポーククラスタに接続できます。ハブクラスタは他のハブクラ

スタと ILS更新を交換し、その情報をスポーククラスタに伝達しま
す。

設定しているクラスタがハブクラスタで、そのハブクラスタをリモー

トハブクラスタに接続する場合、[保存(Save)]をクリックした後に表
示される [ILSクラスタ登録(ILS Cluster Registration)]ポップアップウィ
ンドウで、リモートハブクラスタの登録サーバを入力します。

このハブクラスタを別のハブクラスタに接続する場合は、[別のハブ
に登録(Register to another hub)]ボタンをクリックして、接続先のハブ
クラスタにあるサーバの IPアドレスまたはホスト名を入力します。
このボタンは、ローカルクラスタがスタンドアロンクラスタまたはス

ポーククラスタとして有効な場合は表示されません。

• [スポーククラスタ(SpokeCluster)]：スポーククラスタは単一のハブク
ラスタに登録されます。スポーククラスタは、リモートクラスタと

の通信でハブに依存します。スポーククラスタを選択した場合、[保
存(Save)]ボタンをクリックした後に表示されるテキストボックスで、
登録サーバを入力する必要があります。

[権限(Role)]

ILS更新がないか、ローカルクラスタがリモートクラスタを確認する間隔
を分単位で入力します。デフォルト値は 10分です。

[クラスタ同期間隔
(Synchronize Clusters
Every)]

[ILS認証(ILS Authentication)]

このオプションボタンをクリックすると、リモートクラスタ間の通信を暗

号化するために TLSを使用するよう ILSを設定できます。このオプション
ボタンをオンにして、信頼された認証局による署名のない証明書を使用し

ている場合は、ネットワークのクラスタ間でTomcat証明書を交換する必要
があります。

[TLS証明書の使用
(Use TLS
Certificates)]
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説明フィールド

このオプションボタンをクリックすると、リモートクラスタ間の通信で

TCP認証を使用するよう ILSを設定できます。このオプションボタンをオ
ンにした場合、パスワードを入力する必要があります。ネットワーク内の

すべてのクラスタに同じパスワードを設定する必要があります。

[パスワードの使用
(Use Password)]

[パスワードの使用(Use Password)]をオンにした場合は、ここでパスワード
を確認します。

[パスワードの確認
(Confirm Password)]

（+）記号をクリックして、[サーバアクティベーション(Server Activation)]
セクションを開きます。このセクションでは、クラスタ内の個々のサーバ

で ILSをアクティブまたは非アクティブにできます。矢印をクリックする
と、[アクティブ(Activated)]および [非アクティブ(Deactivated)]リストボッ
クス間でサーバを移動できます。変更を行った後、[保存(Save)]をクリッ
クして、サーバで ILSをアクティブまたは非アクティブにします。

• [アクティブ(Activated)]：このリストボックスには、ローカルクラス
タ内にある、現在 ILSサービスがアクティブなすべてのサーバが表示
されます。

• [非アクティブ(Deactivated)]：このリストボックスには、ローカルク
ラスタ内にある、ILSサービスが非アクティブなすべてのサーバが表
示されます。

サーバを [アクティブ(Activated)]リストボックスに移動した後、
[保存(Save)]をクリックするまで ILSサービスはサーバでアクティ
ブになりません。サーバで ILSをアクティブにしてから、ILS
サービスがサーバで実際にアクティブになるまでに数分かかる場

合があります。

（注）

[サーバアクティ
ベーション(Server
Activation)]
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説明フィールド

[登録サーバ(RegistrationServer)]テキストボックスは、[権限(Role)]をスポー
ククラスタまたはハブクラスタに変更して [保存(Save)]をクリックした後
に表示される [ILSクラスタ登録(ILS Cluster Registration)]ポップアップウィ
ンドウに表示されます。

登録サーバを入力するには、接続先のハブクラスタ内にある任意のサーバ

の IPアドレスまたは完全修飾ドメイン名を入力します。次の場合に登録
サーバを入力する必要があります。

•スポーククラスタを設定する場合、接続先のハブクラスタの登録サー
バを入力する必要があります。

•ハブクラスタを設定する場合、このハブクラスタを ILSネットワーク
の別のハブクラスタに接続する場合にのみ登録サーバを入力する必要

があります。それ以外の場合はこのフィールドを空のままにします。

ILSがローカルおよびリモートクラスタの両方で実行されている場合、ILS
は登録サーバを使ってリモートクラスタとの関係を確立します。 ILSが接
続を確立すると、登録サーバは使用されなくなります。

[登録サーバ
(Registration Server)]

このチェックボックスは、[権限(Role)]をスポーククラスタまたはハブク
ラスタに変更して [保存(Save)]をクリックした後に表示される [ILSクラス
タ登録(ILS Cluster Registration)]ポップアップウィンドウに表示されます。
クラスタ内のすべてのノードで ILSを自動的にアクティブ化するには、こ
のチェックボックスをオンにします。

[クラスタのすべて
のノードでクラス

タ間検索サービス

をアクティブ化
(Activate the
intercluster lookup
service on all nodes
in the cluster)]

[ILSクラスタおよびインポート済みディレクトリURIカタログ(ILSClustersandImportedDirectory
URI Catalogs)]
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説明フィールド

このセクションでは、現在の ILSネットワークのスナップショットが表示
されます。これには、すべてのハブクラスタ、スポーククラスタ、および

インポート済みディレクトリURIカタログが含まれます。スポーククラス
タは、関連するハブクラスタの下に表示されます。現在ログインしている

クラスタは、ローカルクラスタとして示されます。

大規模ネットワークの場合、[検索(Find)]ボタンを使って、特定の検索条件
を満たすクラスタのみを表示するよう絞り込めます。

テーブルには、次のカラムがあります。

• [クラスタID/名前(Cluster ID/Name)]：このカラムには、リモートクラ
スタのクラスタ IDが表示されます。もう一方のクラスタが、手動で
Cisco Unified CMにインポートされた非 ILSシステムからのものであ
る場合、フィールドにはインポートされたカタログ名が表示され、[権
限(Role)]カラムにはディレクトリURIインポート済みカタログとして
カタログがリストされます。

• [最終接続時刻(Last Contact Time)]：このカラムには、ローカルクラス
タがこのクラスタと直接接続した最終時刻が表示されます。

スポーククラスタは、自分のローカルハブクラスタとのみ

直接接続します。スポーククラスタは、リモートハブクラ

スタや他のスポークとは接続しません。

（注）

• [権限(Role)]：このカラムには、リモートクラスタがハブクラスタか、
スポーククラスタか、またはインポート済みディレクトリURIカタロ
グかが表示されます。自分が現在ログインしているクラスタは、ロー

カルクラスタとして示されます。

• [クラスタURIルート文字列(Cluster URI Route String)]：このカラムに
は、リモートクラスタまたはインポート済みディレクトリURIカタロ
グの SIPルート文字列が表示されます。

• [最後に受信したURIデータ(LastURIDataReceived)]：このカラムには、
ローカルクラスタがこのクラスタまたはインポート済みカタログから

更新済み URIカタログを受け取った最終時刻が表示されます。

• [URIデータの同期ステータス(URIData Synchronization Status)]：このカ
ラムには、クラスタまたはインポート済みディレクトリURIカタログ
の URIレプリケーションステータスが表示されます。

• [操作(Action)]：このクラスタを ILSネットワークから削除するには、
[切断(Disconnect)]をクリックします。

ハブクラスタをネットワークから切断すると、Cisco Unified
Communications Managerはそのハブクラスタのスポーククラス
タも切断します。

（注）

[ILSクラスタおよび
インポート済み

ディレクトリURIカ
タログ(ILS Clusters
and Imported
Directory URI
Catalogs)]
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ILS トラブルシューティングのヒント

ローカルクラスタが ILS ネットワークに接続できない

ローカルクラスタ内の接続問題をトラブルシューティングするには、utils ils find xnode CLIコマ
ンドを使用して、クラスタ内のどのサーバが xnodeかを特定します。このノードは、リモートク
ラスタの ILS更新を伝達する役割を担います。どのクラスタノードが xnodeかを特定した後、
RTMTを開き、該当するクラスタノードでアラームや診断トレースを実行します。

また、クラスタ間の認証の設定が不適切な場合にも接続問題が生じる可能性があります。次の方

法で認証を確認します。

• TLSを使用している場合、ネットワーク内のすべてのクラスタがTLSを使っていること、ま
た通信する必要のあるすべてのサーバで Tomcat認証が交換されていることを確認します。

• TCPパスワード認証を使用している場合、すべての ILSクラスタが TCPパスワード認証を
使っていること、またネットワーク全体で同じTCPパスワードが割り当てられていることを
確認します。

ディレクトリ URI が ILS ネットワーク全体で複製されない

このエラーはさまざまな理由で発生します。次を確認してください。

•ネットワーク内のすべてのクラスタがディレクトリURIカタログを交換するように設定され
ていることを確認します。ハブクラスタがディレクトリ URIカタログを交換するよう設定
されていない場合、そのハブのいずれのスポーククラスタもディレクトリURIカタログを交
換することができません。

•パスに関連するすべてのクラスタで設定した同期間隔（「ILS設定(ILS Configuration)」ペー
ジで設定）に基づいて、エンドツーエンドの複製に十分な時間を与えます。 ILSネットワー
ク内のすべてのクラスタは、ネットワークの他のクラスタから 3ホップ以内に位置します。

• utils ils show peer info CLIコマンドを使用して、リモートクラスタのUSN値を見ながらレプ
リケーションの進捗状況を監視します。

• URIレプリケーションの速度を上げるには、ILS Sync Throttleサービスパラメータを変更し
ます。設定が低いとシステムのパフォーマンスに影響する可能性があります。

• ILSネットワークのすべてのクラスタに固有のクラスタ IDがあること、またクラスタ IDと
してスタンドアロンクラスタが設定されていないことを確認します。クラスタ IDは、Cisco
Unified CMの管理ページの [システム(System)] > [エンタープライズパラメータ(Enterprise
Parameters)]で確認できます。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
833

クラスタ間検索サービス

ILS トラブルシューティングのヒント



ディレクトリ URI レプリケーションが設定されているが、Unified CM はリモート ILS クラスタの
ディレクトリ URI にコールできない

この状態が生じる理由として、ネットワーク内のすべてのクラスタで ILSおよび URIレプリケー
ションが有効にされているものの、リモートクラスタ用のルート文字列へルーティングする SIP
ルートパターンを設定していないことが挙げられます。次の操作を行います。

• [ILS設定(ILSConfiguration)]ウィンドウの [ILSクラスタとディレクトリURIカタログ(ILSClusters
and Directory URI Catalogs)]ビューで、リモートクラスタのルート文字列を確認します。

• [SIPルートパターンの設定(SIP Route Pattern Configuration)]ウィンドウで、リモートクラスタ
用のルート文字列にマッピングするルートパターンがあることを確認します。

• utils ils find route CLIコマンドを使って重複ルート文字列がないか確認します。
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第 34 章

インターコム

この章では、インターコムに関する情報を提供します。インターコムは、従来の回線とスピード

ダイヤルの機能を組み合わせたタイプの電話回線です。インターコム回線を使用すると、ユー

ザは別のユーザのインターコム回線にコールできます。その結果、着信側のインターコム回線が

自動応答し、片通話のウィスパー状態になります。次に、受信者はウィスパー状態のコールを

認識し、双方向のインターコムコールを開始することができます。

• インターコムの設定, 835 ページ

• インターコムの機能, 837 ページ

• システム要件, 838 ページ

• コール状態と回線状態, 839 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 840 ページ

• インターコムのインストールとアクティブ化, 843 ページ

• インターコムの設定, 843 ページ

• インターコムの操作, 881 ページ

インターコムの設定
インターコムは、従来の回線とスピードダイヤルの機能を組み合わせたタイプの電話回線です。

インターコム回線を使用すると、ユーザは別のユーザのインターコム回線にコールできます。そ

の結果、着信側のインターコム回線が自動応答し、片通話のウィスパー状態になります。次に、

受信者はウィスパー状態のコールを認識し、双方向のインターコムコールを開始することができ

ます。

ユーザは、インターコム回線を使用して、インターコムパーティション内の他のインターコム回

線にダイヤルすることができます。また、管理者が、インターコムパーティションの外部のイン

ターコム回線を発信先とするように、回線を事前設定することもできます。
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ユーザがインターコム回線を使用してダイヤルできるのは、他のインターコム回線に対しての

みです。

（注）

インターコムを使用すると、ユーザは、事前に定義された発信先にコールを発信できます。着信

側は、ミュートが有効になった状態のスピーカフォンモードで、コールに自動応答します。この

結果、発信側と着信側の間に片方向の音声パスが確立します。そのため、発信側は、着信側がビ

ジー状態であるかアイドル状態であるかに関係なく、短いメッセージを送信できます。

インターコムコールが自動応答されたときに着信側の音声が発信側に送信されないことを保証す

るために、Cisco Unified Communications Managerはウィスパーインターコムを実装しています。
ウィスパーインターコムでは、発信側から着信側への片通話だけが確立します。着信側では、発

信側と会話するには、特定のキーを手動で押す必要があります。

自動応答トーンによって、ウィスパー状態になったことが送信者と受信者の両方に示されま

す。

（注）

次の手順を実行して、Cisco Unified Communications Managerのインターコム機能を Cisco Unified
Communications Managerで設定します。

手順

ステップ 1 インターコムパーティションを作成します。

インターコムパーティションを作成すると、管理ユーザインターフェイスにより、対

応する同じ名前のインターコム用コーリングサーチスペースが自動的に生成され、最

初にこのインターコムパーティションが含められます。

（注）

ステップ 2 インターコム用コーリングサーチスペースを作成します。

このステップは、インターコムパーティションの作成時に自動的に生成されるインター

コム用コーリングサーチスペースとは別のものを作成する場合に実行してください。

（注）

ステップ 3 インターコムトランスレーションパターン（任意）を作成します。

ステップ 4 インターコム電話番号を作成します。

ステップ 5 インターコム電話番号を電話機に割り当てます。

関連トピック

インターコムパーティションの設定, （844ページ）
インターコムコーリングサーチスペースの設定, （851ページ）
インターコムトランスレーションパターンの設定, （857ページ）
インターコム電話番号の設定, （868ページ）
インターコム回線とスピードダイヤルの設定, （880ページ）
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インターコムの機能
インターコムは、従来の回線とスピードダイヤルの機能を組み合わせたタイプの電話回線です。

インターコム回線を使用すると、ユーザは別のユーザのインターコム回線にコールできます。そ

の結果、着信側のインターコム回線が自動応答し、片通話のウィスパー状態になります。次に、

受信者はウィスパー状態のコールを認識し、双方向のインターコムコールを開始することができ

ます。

ユーザは、インターコム回線を使用して、インターコムパーティション内の他のインターコム回

線にダイヤルすることができます。また、管理者が、インターコムパーティションの外部のイン

ターコム回線を発信先とするように、回線を事前設定することもできます。

ユーザがインターコム回線を使用してダイヤルできるのは、他のインターコム回線に対しての

みです。

（注）

インターコムを使用すると、ユーザは、事前に定義された発信先にコールを発信できます。着信

側は、ミュートが有効になった状態のスピーカフォンモードで、コールに自動応答します。この

結果、発信側と着信側の間に片方向の音声パスが確立します。そのため、発信側は、着信側がビ

ジー状態であるかアイドル状態であるかに関係なく、短いメッセージを送信できます。

インターコムコールが自動応答されたときに着信側の音声が発信側に送信されないことを保証す

るために、Cisco Unified Communications Managerはウィスパーインターコムを実装しています。
ウィスパーインターコムでは、発信側から着信側への片通話だけが確立します。着信側では、発

信側と会話するには、特定のキーを手動で押す必要があります。

自動応答トーンによって、ウィスパー状態になったことが送信者と受信者の両方に示されま

す。

（注）

インターコム電話番号とデフォルトデバイス

インターコム回線ごとにデフォルトデバイスが必要です。インターコム機能では、インターコム

回線をアクティブとして表示するには、[インターコム電話番号の設定(Intercom Directory Number
Configuration)]ウィンドウの [デフォルトのアクティブデバイス(default activated device)]フィール
ドを設定する必要があります。インターコム回線は、指定されたデフォルトデバイスにのみ表示

されます。

管理者がインターコム回線をデバイスに割り当てた場合、そのデバイスは、そのインターコム回

線用のデフォルトデバイスとして設定されます（未設定だった場合）。管理者は、インターコム

回線用のデフォルトデバイスを変更できます。管理者がデフォルトデバイスを別のデバイスに

変更した場合、元のデバイスにインターコム回線が割り当てられたままであっても、そのインター

コム回線は元のデバイスから削除されます。

インターコム回線をデバイスプロファイルに割り当てることができます。インターコム回線が使

用可能になるのは、ユーザがデバイスプロファイルを使用して、そのインターコム回線のデフォ
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ルトデバイスにログインした場合に限られます。ユーザが別のデフォルトデバイスにログイン

した場合、インターコム回線は表示されません。

設定の詳細については、インターコム電話番号の設定, （868ページ）を参照してください。

設定済みのインターコム回線を電話機に割り当てても、その回線が電話機に表示されない場合

は、そのインターコム回線用の [デフォルトのアクティブデバイス(default activated device)]の
値をそのデバイスに設定したことを確認します。その設定が正しい場合は、設定後に電話機

をリセットしたことを確認します。

（注）

インターコム電話番号とCisco Extension Mobility

インターコム電話番号（回線）は、各インターコム回線の 1つのデバイスに制限されていること
に注意してください。 Cisco Extension Mobilityは広く使用されているため、モバイルユーザには
インターコム機能が必要ですが、この機能を使用できるデバイスは 1つに制限する必要がありま
す。 1つの標準デバイスまたはエクステンションモビリティプロファイルに複数のインターコム
回線を割り当てることは可能ですが、システムでは、1つの標準デバイスまたはエクステンショ
ンモビリティプロファイルに関連付けるインターコム回線は 1つに制限する必要があります。

エクステンションモビリティプロファイルは複数の電話機で同時に使用できるため、[デフォル
トのアクティブデバイス(default activated device)]フィールドを使用して、このインターコム回線
を表示できるデバイスを指定する必要があります。エクステンションモビリティ用に使用されな

いインターコム回線についても、[デフォルトのアクティブデバイス(default activateddevice)]フィー
ルドを設定する必要があります。

Cisco Unified Communications Managerのリリース 6.0(1)からリリース 6.1(1)以降にアップグレード
する方法の詳細については、エクステンションモビリティ, （601ページ）の章のインターコム,
（617ページ）の項を参照してください。

システム要件
インターコム機能のシステム要件は次のとおりです。

• Cisco Unified Communications Manager Release 6.0以降

• Microsoft Internet Explorer（IE）7、Internet Explorer 8、Firefox 3.x、または Safari 4.x

• Cisco Unified IP Phoneファームウェアリリース 8.3(1)以降

Cisco Unified IP Phone のインターコムサポート状況の確認
インターコム機能をサポートするデバイスのリストは、バージョンおよびデバイスパックによっ

て異なります。
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Cisco Unified Reportingアプリケーションを使用して、インターコム機能をサポートしている、特
定のリリースおよびデバイスパックのデバイスの全リストを生成します。そのためには、次の手

順に従います。

手順

ステップ 1 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reportingを開始します。Webアプリケーションへ
のアクセスを許可されるまで、ユーザの認証には Cisco Tomcatサービスが使用されます。アプリ
ケーションには次の方法でアクセスできます。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのナビゲーションメニューで [CiscoUnified
Reporting]を選択し、[Go]をクリックします。

• Cisco Unified Real TimeMonitoring Tool（RTMT）のメニューで [File] > [Cisco Unified Reporting]
を選択します。

• https://<サーバ名または IP アドレス>:8443/cucreports/と入力し、認証済みのユー
ザ名とパスワードを入力します。

ステップ 2 ナビゲーションバーで、[System Reports]をクリックします。

ステップ 3 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List]オプションをク
リックします。

ステップ 4 [Generate a new report]リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートがす
でに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List]リンクをクリックします。

ステップ 5 インターコムがサポートされているすべてのデバイスのレポートを生成するには、各ドロップダ

ウンリストボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタンをクリックします。
[Product]：[All]

[Feature]：[Intercom]

[List Features]ペインに、インターコム機能がサポートされているすべてのデバイスのリストが表
示されます。カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーをクリック
して、リストをソートできます。

CiscoUnified Reportingアプリケーションの詳細については、『CiscoUnified Reporting Administration
Guide』を参照してください。

コール状態と回線状態
インターコムでは、インターコム回線の新しいコール状態としてウィスパーが導入されています。

また、アイドル、接続時、オフフック、および先頭桁入力後という既存の回線状態も使用されま

す。

複数のインターコムコールが同時に発生することはないため、インターコムのコール状態は回線

状態に直接対応付けられ、コールのソート規則もそのまま維持されます。
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次の表に、インターコムのコール状態と回線状態の一覧を示します。

表 78：インターコムのコール状態と回線状態

接続時先頭桁入力後オフフックウィスパーアイドル

接続時は、イ

ンターコム機

能の接続され

た状態を表し

ます。

この状態は、

発信先が事前

設定されてい

ない状況で、

インターコム

の発信先をダ

イヤルする場

合にのみ表示

されます。

この状態は、発

信先が事前設定

されていない状

況で、インター

コムの発信先を

ダイヤルする場

合にのみ表示さ

れます。

ウィスパー状態で

は、受信者は発信

者の音声を受信し

ますが、発信者は

受信者の音声を受

信しません。受

信者に接続されて

いる他のアクティ

ブコールの発信

者は、インターコ

ムの発信者の音声

を受信しません。

インターコム

がアイドル状

態です。

説明

機能キー：緑

色に点灯

機能キー：オ

レンジ色に点

灯

機能キー：オレ

ンジ色に点灯

機能キー：オレン

ジ色に点灯

LEDは点灯し
ない

LEDの動作

接続時ウィスパーウィスパーウィスパーアイドルアイコン

接続時（機能

なし）

デフォルトの
Unified CM
Digits After

Firstテンプ
レート、

接続時

（機能なし）

インターコム

オフフック

接続時（機能な

し）

デフォルトの
Cisco Unified
Communications
Managerのテ
ンプレート

ソフトキー

テンプレー

ト

ダイヤルトー

ンは発生しま

せん。

「内部」ダイヤ

ルトーンが聞

こえます。

ウィスパー状態に

なる前に自動応答

トーンが聞こえま

す。

その他

インタラクションおよび制限事項
この項では、インターコムに関連するインタラクションおよび制限事項について説明します。
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インタラクション

ここでは、インターコムが Cisco Unified Communications Managerのアプリケーションおよびコー
ル処理機能との間でどのようにインタラクションを行うかについて説明します。

一括管理ツール

Cisco Unified Communications Managerの管理者は、一括管理ツール（BAT）を使用すると、多数
のインターコムユーザを一度に追加できます。ユーザを 1人ずつ追加する必要はありません。詳
細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administrationガイド』を参照してく
ださい。

割り込み

インターコムの発信先が割り込みの発信先と同じ場合でも、Cisco Unified IP Phoneはウィスパー
インターコムをサポートできます。

発信先がインターコムボタンを押してインターコム発信側と会話する場合、最初のコールは保留

になっているため、割り込みの発信側はリリースされます。

サイレント（DND）
インターコムコールは、発信先の電話機の DNDよりも優先されます。

コールの保存

コールが保存された場合、電話機が Cisco Unified Communications Managerに再登録できるように
なるには、エンドユーザが電話を切る必要があります。インターコムコールがウィスパーモー

ドの場合、このコールは片方向メディアであるため、受信側にはユーザが存在しない可能性があ

ります。したがって、保存されるのは、トークバックモードのインターコムコールのみとなりま

す（ウィスパーインターコムは保存されません）。

Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（SRST）
Cisco Unified IP Phoneは SRSTに登録されている場合、インターコム回線を登録しません。した
がって、電話機が SRSTに登録されている場合、インターコム機能は使用できません。

CUCM Assistant
『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の「Cisco Unified
Communications Manager Assistant設定ウィザード」の章を参照してください。
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CTI
CTI/JTAPI/TSPを使用すると、インターコム回線の事前設定された発信先電話番号を設定または
変更できます。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページから発信先電話番号を更新ま
たは再設定した場合は、通知を受信します。

CTI/JTAPI/TSPには下位互換性があることに注意してください。ただし、インターコム回線がア
プリケーションによって制御されるように設定されている場合を除きます。インターコム回線が

アプリケーションユーザのリストに設定されている場合は、リストから除外し、互換性をテスト

する必要があります。

Cisco Extension Mobility
インターコム機能は、Cisco Extension Mobilityと通信します。ユーザが Cisco Extension Mobilityを
使用して、インターコム機能をサポートする電話機にログインする場合、ログインに使用するデ

バイスプロファイルでインターコム回線がプロビジョニングされているときは、インターコム回

線が表示されます。その電話機は、そのインターコム回線用のデフォルトデバイスである必要が

あります。

設定の詳細については、エクステンションモビリティ,（601ページ）およびインターコム電話番
号の設定, （868ページ）を参照してください。

インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）
インターコムは、[IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv4のみ(IPv4 Only)]または
[IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]の電話機をサポートできます。インターコムコール中に、トークバッ
クモードにより、発信側がインターコムを開始するときに使用されるメディアストリームと同じ

IPバージョンのメディアストリームが確立されます。 IPv6の詳細については、インターネット
プロトコルバージョン 6（IPv6）, （897ページ）を参照してください。

制限事項

インターコム機能には、次の制限事項があります。

•インターコムコールは、カバレッジパスには従いません。

•保留：インターコムコールは保留にできません

•自動転送：インターコムコールは自動転送できません。

•コール転送：インターコムコールは転送できません。

•即時転送：インターコムコールは即時転送できません。

•コールピックアップ/ダイレクトコールピックアップ：コールピックアップグループには、
インターコムコールは含まれません。

• DND：インターコムは、サイレント（DND）よりも優先されます。
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•帯域幅が不足していると、インターコムコールは失敗します。

• 2つのインターコムコールが発信先に送信された場合、最初のコールは到達しますが、2つ
目のコールはビジートーンにより失敗します。

•割り込みおよび C割り込み：インターコムは、割り込みおよび C割り込みとは連携しませ
ん。

•会議：インターコムコールでは、会議はできません。

•アクティブコールが監視または録音されている場合、インターコムコールを受信または発
信することはできません。

•インターコムでは、ビデオはサポートされません。

インターコムのインストールとアクティブ化
インターコムは Cisco Unified Communications Managerリリース 6.0以降に標準で搭載されている
ため、自動的にインストールされ、アクティブになります。

インターコムの設定
インターコム機能を使用するには、発信側と着信側の両方の電話機で、専用のインターコム回線

ボタンが必要になります。この回線には、インターコムコードである独自の電話番号（DN）と、
パーティション（インターコムグループ）が割り当てられます。このインターコム回線のコーリ

ングサーチスペースは、この電話機からインターコムの発信先へのアクセスを制限するために使

用されます。

インターコム機能が無許可の電話機によって不用意に使用されないことを保証するために、イ

ンターコム機能を除く他の管理ウィンドウからは、ユーザがインターコムパーティションと

インターコムコーリングサーチスペースにアクセスできないようになっています。

（注）

インターコム回線を複数のデバイスで共有することはできません。インターコム回線には、

自動転送、ピックアップ、およびボイスメールプロファイルなど、他の機能関連の設定を行

わないでください。

（注）

電話機には複数のインターコムボタンを割り当てることができます。ヒント

インターコムを設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント
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関連トピック

インターコムの設定, （835ページ）

インターコムパーティションの設定

この項では、インターコムパーティションを検索、追加、更新、または削除するための情報を提

供します。インターコムパーティションには、電話番号（DN）およびルートパターンが登録さ
れているルートパターンのリストが含まれています。パーティションは、編成、ロケーション、

およびコールタイプに基づいて、ルートプランを複数の論理サブセットに分割することにより、

コールルーティングを容易にするものです。パーティションの詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerシステムガイド』を参照してください。

インターコムパーティションの追加

新しいインターコムパーティションを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページのウィンドウで、[コールルーティング(Call
Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコムルートパーティション(IntercomRoute Partition)]
をクリックします。

[インターコムパーティションの検索/一覧表示(Find and List Intercom Partitions)]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 [新規追加(Add New)]ボタンをクリックします。
[新規インターコムパーティションの追加(Add new IntercomPartition)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [インターコムパーティション情報(Intercom Partition Information)]セクションの下の [名前(Name)]
ボックスに、追加するインターコムパーティションの名前と説明を入力します。

複数のパーティションを入力するには、各パーティションエントリに対して 1行を使
用します。最大 75のパーティションを入力できます。入力できる文字数は、それぞれ
の名前と説明を合計して 1475文字までです。パーティション名は 50文字までです。
各行のパーティション名と説明はカンマ（,）で区切ってください。説明を入力しなかっ
た場合、Cisco Unified Communications Managerは、パーティション名を説明として使用
します。

（注）

[インターコムパーティションの検索/一覧表示(Find and List Intercom Partitions)]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 4 インターコムパーティションの検索, （845ページ）に進みます。
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インターコムパーティションの検索

インターコムパーティションの検索/一覧表示のウィンドウを使用すると、インターコムパーティ
ションを検索できます。インターコムパーティションは、電話番号（DN）およびルートパター
ンが登録されているルートパターンのリストです。パーティションは、編成、ロケーション、お

よびコールタイプに基づいて、ルートプランを複数の論理サブセットに分割することにより、

コールルーティングを容易にするものです。

ネットワーク内にはいくつかのインターコムパーティションが存在することがあるので、Cisco
Unified CommunicationsManagerでは、固有の条件を指定して、固有のインターコムパーティショ
ンを特定することができます。インターコムパーティションを特定する手順は、次のとおりで

す。

ブラウザセッションでの作業中、Cisco Unified Communications Managerの管理ページはイン
ターコムパーティションの検索プリファレンスを保持します。他のメニュー項目に移動して

このメニュー項目に戻った場合でも、検索を変更しないかぎり、インターコムパーティショ

ンの検索プリファレンスはCisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで保持されてい
ます。

（注）

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコムルートパーティショ
ン(Intercom Route Partition)]の順に選択します。
[インターコム電話番号の検索/一覧表示(Find and List Intercom Directory Numbers)]ウィンドウが表
示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあ

ります。

ステップ 2 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更できます。
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適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

関連トピック

インターコムコーリングサーチスペースの設定, （851ページ）

インターコムパーティションの設定

インターコムパーティションを設定する手順は、次のとおりです。

新しいインターコムパーティションを追加する場合、Cisco Unified CommunicationsManagerに
より、新しいパーティションだけが含まれた新しいインターコムコーリングサーチスペース

が自動的に追加されます。新しいインターコムコーリングサーチスペースは後で変更できま

す。

（注）

インターコムパーティションおよびインターコムコーリングサーチスペースと、標準回線の

パーティションおよびコーリングサーチスペースを混在させることはできません。

（注）

手順

ステップ 1 メニューバーで [コールルーティング(Call Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコムルー
トパーティション(Intercom Route Partition)]の順に選択します。
[インターコムパーティションの検索/一覧表示(Find and List Intercom Partitions)]ウィンドウが表示
されます。

インターコムパーティションの検索,（845ページ）の手順に従って、設定するパーティションを
検索します。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（インターコムパーティションの設定, （847ページ）を参照）。

ステップ 3 [保存(Save)]をクリックします。
[インターコムパーティションの設定(IntercomPartitionConfiguration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 適切な設定値を入力します（インターコムパーティションの設定, （847ページ）を参照）。
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インターコムパーティションを更新している場合は、[リセット(Reset)]をクリックするか、イン
ターコムパーティションと影響を受けるデバイスの同期化, （850ページ）で説明されている [設
定の適用(Apply Config)]ボタンを使用します。

関連トピック

インターコムコーリングサーチスペースの設定, （851ページ）

インターコムパーティションの設定

インターコムパーティションには、電話番号（DN）およびルートパターンが登録されているルー
トパターンのリストが含まれています。パーティションは、編成、ロケーション、およびコール

タイプに基づいて、ルートプランを複数の論理サブセットに分割することにより、コールルー

ティングを容易にするものです。パーティションの詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Managerシステムガイド』を参照してください。

次の表に、新しいインターコムパーティションを追加する場合のインターコムパーティションの

設定項目を示します。

表 79：新しいインターコムパーティションの追加での設定項目

説明フィールド

[インターコムパーティション情報(Intercom Partition Information)]
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説明フィールド

名前ボックスに名前を入力します。各インターコムパーティショ

ン名が、そのルートプランに固有の名前であることを確認してくだ

さい。インターコムパーティション名には、a～ z、A～ Z、0～
9のほか、スペース、ハイフン（-）、およびアンダースコア文字
（_）を使用できます。

インターコムパーティション名の長さによって、インター

コムコーリングサーチスペースに追加できるインターコ

ムパーティションの最大数が制限されます。次の表に、

インターコムパーティション名が固定長である場合にイ

ンターコムコーリングサーチスペースに追加できるイン

ターコムパーティションの最大数の例を示します。

（注）

インターコムパーティション名の後にカンマ（,）を入力してから、
そのパーティション名と同じ行に説明を入力します。説明には、任

意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、山
カッコ（<>）、角カッコ（[ ]）、アンパサンド（&）、およびパー
セント記号（%）は使用できません。

説明を入力しない場合は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerが、
自動的にこのフィールドにインターコムパーティション名を入力し

ます。

各インターコムパーティションおよび説明には新しい行を使用して

ください。

[名前(Name)]、[説明
(Description)]

インターコムパーティションには、内容を表す簡潔な名前を使用してください。通常、

CompanynameLocationCalltypeの形式が、内容を簡潔に表し、インターコムパーティションを
すばやくかつ簡単に識別できる方式です。たとえば、「CiscoDallasMetroPT」は、Dallasの
Ciscoオフィスからの、LATA（Local Access and Transport Area）間の無料コール用のパーティ
ションを特定できます。

ワンポイントアドバイス

必要に応じて、[インターコムパーティション情報(IntercomPartition Information)]の [名前(Name)]
テキストボックスにインターコムパーティション名および説明を入力することにより、複数

のインターコムパーティションを同時に入力できます。必ず、各インターコムパーティショ

ンエントリに対して 1行を使用し、パーティション名と説明はカンマで区切ってください。

ヒント

次の表に、パーティション名が固定長である場合にインターコムコーリングサーチスペースに

追加できるインターコムパーティションの最大数の例を示します。この最大数の計算方法の詳細

については、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』を参照してください。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
848

インターコム

インターコムパーティションの設定



表 80：コーリングサーチスペースのパーティション制限

パーティションの最大数パーティション名の長さ

1702文字

1283文字

1024文字

865文字

次の表では、既存のインターコムパーティションの設定に必要な情報について説明します。

表 81：インターコムパーティションの設定項目

説明フィールド

[インターコムパーティション情報(Intercom Partition Information)]

選択したインターコムパーティションの名前がこのボックスに表示

されます。

[名前(Name)]

選択したインターコムパーティションの説明を入力してある場合

は、ここに表示されます。インターコムパーティションを追加す

るときに説明を入力しなかった場合は、ここで追加できます。

[説明(Description)]

このドロップダウンリストには、[コールルーティング(CallRouting)]
> [コントロールのクラス(Class of Control)] > [スケジュール(Time
Schedule)]で追加できるスケジュールが読み込まれます。スケジュー
ルを設定する方法については、『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

[スケジュール(Time
Schedule)]

•タイムゾーンを発信側デバイスと同じにするには、[発信側デ
バイス(Originating Device)]の横にあるオプションボタンをオ
ンにします。

•特定のタイムゾーンを設定するには、[特定のタイムゾーン
(Specific Time Zone)]オプションボタンをオンにして、ドロッ
プダウンリストから正しいタイムゾーンを選択します。

[タイムゾーン(Time Zone)]

関連トピック

インターコムコーリングサーチスペースの設定, （851ページ）
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インターコムパーティションと影響を受けるデバイスの同期化

設定が変更されたインターコムパーティションとデバイスを同期化するには、次の手順を実行し

ます。この手順は、できる限り干渉の程度が低い方法で未処理の設定項目を適用するものです

（たとえば、影響を受けるデバイスの一部は、リセットまたはリスタートが不要な場合がありま

す）。

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコムルートパーティショ
ン(Intercom Route Partition)]の順に選択します。
[インターコムパーティションの検索/一覧表示(Find and List Intercom Partitions)]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索(Find)]をクリックします。
検索条件に一致したインターコムパーティションのリストがウィンドウに表示されます。

ステップ 4 適切なデバイスを同期化する対象のインターコムパーティションをクリックします。 [インター
コムパーティションの設定(Intercom Partition Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 他の設定変更を行います。

ステップ 6 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用(Apply Config)]をクリックします。
[設定情報の適用(Apply Configuration Information)]ダイアログが表示されます。

インターコムパーティションに関連付けられているデバイスがリセットされると、影

響を受けるゲートウェイ上のコールがすべて欠落します。

（注）

ステップ 8 [OK]をクリックします。

関連トピック

インターコムコーリングサーチスペースの設定, （851ページ）

インターコムパーティションの削除

インターコムパーティションを削除する手順は、次のとおりです。

はじめる前に

インターコムパーティションがコーリングサーチスペースなどの項目またはルートパターンに

割り当てられている場合は、そのインターコムパーティションを削除できません。インターコム

パーティションを使用しているコーリングサーチスペースなどの項目を検索するには、[インター
コムパーティションの設定(IntercomPartitionConfiguration)]ウィンドウの [関連リンク(RelatedLinks)]
ドロップダウンリストボックスから [依存関係レコード(Dependency Records)]を選択し、[移動
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(Go)]をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用できない場合は、[依存関係レコー
ド要約(Dependency Records Summary)]ウィンドウにメッセージが表示されます。依存関係レコー
ドの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』
を参照してください。使用中のパーティションを削除しようとすると、CiscoUnifiedCommunications
Managerからメッセージが表示されます。現在使用されているパーティションを削除する場合は、
事前に、次の処理のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

•削除するインターコムパーティションを使用しているインターコムコーリングサーチス
ペースやデバイスなどの項目すべてに、別のインターコムパーティションを割り当てます。

•削除するインターコムパーティションを使用しているインターコムコーリングサーチス
ペースやデバイスなどの項目を削除します。

手順

ステップ 1 メニューバーで [コールルーティング(Call Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコムルー
トパーティション(Intercom Route Partition)]の順に選択します。

ステップ 2 削除するインターコムパーティションを検索します。

ステップ 3 削除するインターコムパーティションのチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックします。

[すべて選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックす
ると、リスト内のすべてのインターコムパーティションを削除できます。

ヒント

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 インターコムパーティションを削除するには、[OK]をクリックします。削除操作を取り消すに
は、[キャンセル(Cancel)]をクリックします。

インターコムパーティションを削除するときは、削除するインターコムパーティション

が正しいことを慎重に確認してください。削除したインターコムパーティションを元に

戻すことはできません。誤って削除した場合、削除したインターコムパーティションを

作成し直す必要があります。

注意

インターコムパーティションの削除は、削除するパーティションを見つけて表示し、

[削除(Delete)]をクリックすることによっても実行できます。
ヒント

関連トピック

インターコムコーリングサーチスペースの設定, （851ページ）
インターコムパーティションの検索, （845ページ）

インターコムコーリングサーチスペースの設定

この項では、コーリングサーチスペースを検索、追加、更新、コピー、または削除するための情

報を提供します。インターコムコーリングサーチスペースは、通常はデバイスに割り当てられ

ているインターコムルートパーティションの順序リストで構成されます。インターコムコーリ
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ングサーチスペースによって、発信側デバイスがコールを完了しようとするときに検索するパー

ティションが決まります。

コーリングサーチスペースおよびパーティションの詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Managerシステムガイド』を参照してください。

インターコムコーリングサーチスペースの検索

インターコムコーリングサーチスペースの検索/一覧表示のウィンドウを使用すると、インター
コムコーリングサーチスペースを検索できます。インターコムコーリングサーチスペースは、

通常はデバイスに割り当てられるインターコムルートパーティションの順序付きリストです。

インターコムコーリングサーチスペースにより、発信側デバイスがコールを完了しようとする

ときに検索するインターコムパーティションが決まります。

ネットワークには複数のインターコムコーリングサーチスペースが存在する場合があります。

Cisco Unified Communications Managerでは、特定の条件に基づいて、特定のインターコムコーリ
ングサーチスペースを検索できます。インターコムコーリングサーチスペースを特定する手順

は、次のとおりです。

ブラウザセッションでの作業中、Cisco Unified Communications Managerの管理ページはイン
ターコムコーリングサーチスペースの検索プリファレンスを保持します。他のメニュー項目

に移動してこのメニュー項目に戻った場合でも、検索を変更しないかぎり、インターコムコー

リングサーチスペースの検索プリファレンスは Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで保持されています。

（注）

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコムコーリングサーチ
スペース(Intercom Calling Search Space)]の順に選択します。
[インターコムコーリングサーチスペースの検索/一覧表示(Find and List Intercom Calling Search
Spaces)]ウィンドウが表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコー
ドが表示される場合もあります。

ステップ 2 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）
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ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

次の作業

追加情報

インターコムトランスレーションパターンの設定, （857ページ）を参照してください。

インターコムコーリングサーチスペースの設定

インターコムコーリングサーチスペースをコピー、追加、および更新する手順は、次のとおり

です。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[コールルーティング(Call Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコム
コーリングサーチスペース(Intercom Calling Search Space)]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

a) 既存のインターコムコーリングサーチスペースをコピーするには、対象となるインターコム
コーリングサーチスペースを見つけます（インターコムコーリングサーチスペースの検索,
（852ページ）を参照）。コピーするインターコムコーリングサーチスペースの横にある [コ
ピー(Copy)]ボタンをクリックします。ウィンドウに、コピーしたインターコムコーリング
サーチスペースが表示されます。インターコムコーリングサーチスペースの名前を変更しま

す。

b) インターコムコーリングサーチスペースを追加するには、[新規追加(Add New)]ボタンをク
リックします。

他のインターコムコーリングサーチスペースを追加するには、[新規追加(AddNew)]
をクリックして、この手順を繰り返します。

（注）
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c) 既存のインターコムコーリングサーチスペースを更新するには、対象となるインターコム
コーリングサーチスペースを見つけます（インターコムコーリングサーチスペースの検索,
（852ページ）を参照）。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（インターコムコーリングサーチスペースの設定, （854ページ）を
参照）。

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。

関連トピック

インターコムトランスレーションパターンの設定, （857ページ）

インターコムコーリングサーチスペースの設定

インターコムコーリングサーチスペースは、通常はデバイスに割り当てられているインターコ

ムルートパーティションの順序リストで構成されます。インターコムコーリングサーチスペー

スによって、発信側デバイスがコールを完了しようとするときに検索するパーティションが決ま

ります。

コーリングサーチスペースおよびパーティションの詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Managerシステムガイド』を参照してください。

次の表に、インターコムコーリングサーチスペースの設定項目を示します。

表 82：インターコムコーリングサーチスペースの設定項目

説明フィールド

[インターコムコーリングサーチスペース情報(Intercom Calling Search Space Information)]

名前を [名前(Name)]フィールドに入力します。この名前には、最
長 50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド
（.）、ハイフン（-）、およびアンダースコア（_）を任意に組み合
わせて使用することが可能です。各コーリングサーチスペース名

が、システムに固有の名前であることを確認してください。

インターコムコーリングサーチスペースには、内容を表

す簡潔な名前を使用してください。通常、

CompanynameLocationCalltypeの形式が、内容を的確に表
し、コーリングサーチスペースをすばやくかつ簡単に識

別できる方式です。たとえば、「CiscoDallasMetroCS」
は、Dallasの Ciscoオフィスからの、LATA（Local Access
and Transport Area）間の無料コール用のコーリングサー
チスペースとして特定できます。

（注）

[名前(Name)]

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
854

インターコム

インターコムコーリングサーチスペースの設定



説明フィールド

[説明(Description)]フィールドに説明を入力します。この説明には、
任意の言語で最大 50文字を指定することができ、スペース、ピリ
オド（.）、ハイフン（-）、およびアンダースコア（_）を任意に組
み合わせて使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、および山カッコ（<>）は使用できま
せん。

[説明(Description)]

[このコーリングサーチスペースのインターコムルートパーティション(Intercom Route Partitions
for this Calling Search Space)]

[使用可能なインターコムパーティション(Available IntercomPartitions)]
リストボックスでインターコムパーティションを選択し、そのパー

ティションを [選択されたインターコムパーティション(Selected
Intercom Partitions)]リストボックスに追加します。これには、この
2つのリストボックス間にある矢印ボタンをクリックします。

ある範囲のインターコムパーティションを一度に追加するには、そ

の範囲内の最初のインターコムパーティションをクリックし、Shift
キーを押した状態でその範囲内の最後のインターコムパーティショ

ンをクリックします。2つのリストボックス間にある矢印ボタンを
クリックして、その範囲のパーティションを追加します。

連続していない複数のインターコムパーティションを追加するに

は、Control（Ctrl）キーを押した状態で複数のインターコムパーティ
ションをクリックしていきます。2つのリストボックス間にある矢
印ボタンをクリックして、選択したインターコムパーティションを

追加します。

インターコムパーティション名の長さによって、インター

コムコーリングサーチスペースに追加できるインターコ

ムパーティションの最大数が制限されます。インターコ

ムパーティションの設定, （847ページ）に、インターコ
ムパーティション名が固定長である場合にインターコム

コーリングサーチスペースに追加できるパーティション

の最大数の例を示します。

（注）

[使用可能なインターコム
パーティション(Available
Intercom Partitions)]

インターコムパーティションの優先順位を変更するには、[選択さ
れたインターコムパーティション(Selected Intercom Partitions)]リス
トボックス内のインターコムパーティション名を選択します。そ

のリストボックスの右側にある矢印をクリックして、リスト内でそ

のインターコムパーティションを上下に移動させてください。

[選択されたインターコム
パーティション(Selected
Intercom Partitions)]

次の図表に、インターコムパーティション名が固定長である場合にコーリングサーチスペース

に追加できるインターコムパーティションの最大数の例を示します。この最大数の計算方法の詳

細については、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』を参照してください。
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表 83：コーリングサーチスペースのパーティション制限

パーティションの最大数パーティション名の長さ

1702文字

1283文字

1024文字

865文字

. . .. . .

4610文字

3215文字

関連トピック

インターコムトランスレーションパターンの設定, （857ページ）

インターコムコーリングサーチスペースの削除

インターコムコーリングサーチスペースを削除する手順は、次のとおりです。

はじめる前に

デバイス、回線（DN）、トランスレーションパターンなどの項目が使用しているインターコム
コーリングサーチスペースは、削除できません。インターコムコーリングサーチスペースを使

用しているデバイス、回線、トランスレーションパターンなどの項目を検索するには、[インター
コムコーリングサーチスペースの設定(Intercom Calling Search Space Configuration)]ウィンドウの
[関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [依存関係レコード(Dependency
Records)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用できない
場合は、[依存関係レコード要約(Dependency Records Summary)]ウィンドウにメッセージが表示さ
れます。依存関係レコードの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニ
ストレーションガイド』を参照してください。使用中のインターコムコーリングサーチスペー

スを削除しようとすると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerからメッセージが表示されます。
現在使用中のインターコムコーリングサーチスペースを削除する前に、次の処理のどちらか一

方または両方を実行しておく必要があります。

•削除するインターコムコーリングサーチスペースを使用しているデバイス、回線、または
トランスレーションパターンすべてに、別のインターコムコーリングサーチスペースを割

り当てます。インターコム電話番号の設定,（868ページ）およびインターコムトランスレー
ションパターンの設定, （857ページ）を参照してください。
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•削除するインターコムコーリングサーチスペースを使用しているデバイス、回線、または
トランスレーションパターンを削除します。インターコムトランスレーションパターンの

設定,（857ページ）およびインターコムトランスレーションパターンの削除,（868ページ）
を参照してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[コールルーティング(Call Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコム
コーリングサーチスペース(Intercom Calling Search Space)]を選択します。

ステップ 2 削除するインターコムコーリングサーチスペースを検索します。インターコムコーリングサー

チスペースの検索, （852ページ）を参照してください。

ステップ 3 削除するインターコムコーリングサーチスペースのチェックボックスをオンにして、[選択項目
の削除(Delete Selected)]をクリックします。
この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 インターコムコーリングサーチスペースを削除するには、[OK]をクリックします。削除を取り
消すには、[キャンセル(Cancel)]をクリックします。

インターコムコーリングサーチスペースを削除するときは、削除するインターコムコー

リングサーチスペースが正しいことを慎重に確認してください。削除したインターコム

コーリングサーチスペースを元に戻すことはできません。不用意に削除すると、削除し

たインターコムコーリングサーチスペースを作成し直す必要があります。

注意

インターコムコーリングサーチスペースの削除は、削除するインターコムコーリング

サーチスペースを見つけて表示し、[削除(Delete)]をクリックすることによっても実行
できます。

ヒント

関連トピック

インターコムトランスレーションパターンの設定, （857ページ）

インターコムトランスレーションパターンの設定

この項では、インターコムトランスレーションパターンを追加、更新、コピー、または削除する

ための情報を提供します。 Cisco Unified Communications Managerはインターコムトランスレー
ションパターンを使用して、ダイヤルされた番号を操作した後でコールをルーティングします。

場合によってシステムは、ダイヤルされた番号を使用しないことがあります。また、公衆電話交

換網（PSTN）が、ダイヤルされた番号を認識できない場合もあります。

インターコムトランスレーションパターンの検索

インターコムトランスレーションパターンの検索/一覧表示のウィンドウを使用すると、インター
コムトランスレーションパターンを検索できます。Cisco Unified Communications Managerは、イ
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ンターコムトランスレーションパターンを使用してダイヤル番号を操作してから、コールをルー

ティングします。

ネットワーク内にはいくつかのインターコムトランスレーションパターンが存在することがある

ので、Cisco Unified Communications Managerでは、固有の条件を指定して、特定のインターコム
トランスレーションパターンを見つけることができます。インターコムトランスレーションパ

ターンを特定する手順は、次のとおりです。

ブラウザセッションでの作業中、Cisco Unified Communications Managerの管理ページはイン
ターコムトランスレーションパターンの検索プリファレンスを保持します。他のメニュー項

目に移動してこのメニュー項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じないかぎ

り、インターコムトランスレーションパターンの検索プリファレンスは Cisco Unified
Communications Managerの管理ページで保持されています。

（注）

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコムトランスレーショ
ンパターン(Intercom Translation Pattern)]の順に選択します。
[インターコム電話番号の検索/一覧表示(Find and List Intercom Directory Numbers)]ウィンドウが表
示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあ

ります。

ステップ 2 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）
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選択した項目がウィンドウに表示されます。

関連トピック

インターコム電話番号の設定, （868ページ）

インターコムトランスレーションパターンの設定

インターコムトランスレーションパターンを設定する手順は、次のとおりです。

はじめる前に

インターコムトランスレーションパターンを設定する前に、CiscoUnifiedCommunicationsManager
の次のインターコム項目を設定してください。

•インターコムパーティション

•インターコムルートフィルタ

•インターコムコーリングサーチスペース

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコムトランスレーショ
ンパターン(Intercom Translation Pattern)]の順に選択します。
[インターコムトランスレーションパターンの検索/一覧表示(Find andList IntercomTranslationPatterns)]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

a) 既存のインターコムトランスレーションパターンをコピーするには、対象となるインターコ
ムトランスレーションパターンを検索し（インターコムトランスレーションパターンの検索,
（857ページ）を参照）、コピーするインターコムトランスレーションパターンの横にある
[コピー(Copy)]ボタンをクリックします。

b) 新しいインターコムトランスレーションパターンを追加するには、[新規追加(Add New)]ボタ
ンをクリックします。

ステップ 3 表示される [インターコムトランスレーションパターンの設定(Intercom Translation Pattern
Configuration)]ウィンドウで、適切な設定値を入力します（インターコムコーリングサーチス
ペースの設定, （854ページ）を参照）。

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。
選択したパーティション、ルートフィルタ、および番号計画の組み合わせを使用する

インターコムトランスレーションパターンが固有のものであることを確認してくださ

い。重複エントリを示すエラーが表示された場合は、ルートパターンおよびハントパ

イロット、トランスレーションパターン、電話番号、コールパーク番号、コールピッ

クアップ番号、またはミートミー番号の設定ウィンドウをチェックしてください。

（注）
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[インターコムトランスレーションパターンの設定(Intercom Translation Pattern Configuration)]ウィ
ンドウに、新しく設定したインターコムトランスレーションパターンが表示されます。

関連トピック

インターコム電話番号の設定, （868ページ）

インターコムトランスレーションパターンの設定項目

Cisco Unified Communications Managerはインターコムトランスレーションパターンを使用して、
ダイヤルされた番号を操作した後でコールをルーティングします。場合によってシステムは、ダ

イヤルされた番号を使用しないことがあります。また、公衆電話交換網（PSTN）が、ダイヤルさ
れた番号を認識できない場合もあります。

次の表では、[インターコムトランスレーションパターンの設定(Intercom Translation Pattern
Configuration)]ウィンドウ内の使用可能なフィールドについて説明します。

表 84：トランスレーションパターンの設定項目

説明フィールド

[パターン定義(Pattern Definition)]

[インターコムトランスレーションパターン(Intercom Translation
Pattern)]フィールドに、番号とワイルドカード（スペースを使用し
ない）を含む、インターコムトランスレーションパターンを入力し

ます。たとえば、NANPでは、通常のローカルアクセスの場合は
9.@を、通常のプライベートネットワーク番号計画の場合は 8XXX
を入力します。大文字のA、B、C、D、および \+を指定できます。
\+は、国際的なエスケープ文字 +を表します。このフィールドをブ
ランクのままにする場合は、[パーティション(Partition)]ドロップダ
ウンリストボックスからパーティションを選択する必要がありま

す。

選択したインターコムパーティション、ルートフィルタ、

および番号計画の組み合わせを使用するインターコムトラ

ンスレーションパターンが固有のものであることを確認し

てください。

（注）

重複エントリを示すメッセージが表示された場合は、ルートパター

ンおよびハントパイロット、トランスレーションパターン、電話番

号、コールパーク番号、コールピックアップ番号、またはミート

ミー番号を確認してください。重複エントリを示すメッセージが表

示された場合のもう 1つの方法として、ルートプランレポートも確
認してください。

[インターコムトランス
レーションパターン
(Intercom Translation
Pattern)]

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
860

インターコム

インターコムトランスレーションパターンの設定



説明フィールド

インターコムパーティションを選択します。インターコムパーティ

ションを割り当てない場合は、パーティションを選択しません。こ

の場合は、[インターコムトランスレーションパターン(Intercom
Translation Pattern)]フィールドに値を入力する必要があります。

Max List Box Itemsエンタープライズパラメータを使用して、このド
ロップダウンリストボックスで表示するインターコムパーティショ

ンの数を設定することができます。Max List Box Itemsエンタープラ
イズパラメータで指定した数よりも多くのインターコムパーティ

ションが存在する場合、ドロップダウンリストボックスの横に [検
索(Find)]ボタンが表示されます。 [検索(Find)]ボタンをクリックす
ると、[パーティションの検索/一覧表示(Find and List Partitions)]ウィ
ンドウが表示されます。インターコムパーティション名を検索し、

選択します（インターコムパーティションの検索,（845ページ）を
参照）。

リストボックスの最大項目を設定するには、[システム
(System)] > [エンタープライズパラメータ(Enterprise
Parameters)]の順に選択し、[CCMAdmin Parameters]を選択
します。

（注）

インターコムトランスレーションパターン、ルートフィ

ルタ、およびインターコムパーティションの組み合わせ

が、Cisco Unified Communications Managerクラスタ内で固
有であることを確認してください。

（注）

[パーティション(Partition)]

インターコムトランスレーションパターンの説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符
（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、または山カッ
コ（<>）は使用できません。

[説明(Description)]

番号計画を選択します。

インターコムトランスレーションパターンにワイルドカード@が
含まれている場合は、番号計画を選択できます。番号計画を選択す

ると（オプション）、所定の番号パターンが制限されます。

[番号計画(NumberingPlan)]
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説明フィールド

オプションのルートフィルタを選択すると、所定の番号パターンが

制限されます。詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerシステムガイド』と『CiscoUnified CommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』で、ルートパターンとハントパ

イロット内のワイルドカードと特殊文字に関連するトピックを参照

してください。

表示されるルートフィルタは、[番号計画(Numbering Plan)]ドロップ
ダウンリストボックスで選択する番号計画によって異なります。

250より多くのルートフィルタが存在する場合、ドロップダウンリ
ストボックスの横に [検索(Find)]ボタンが表示されます。 [検索(Find)]
ボタンをクリックして、[ルートフィルタの選択(Select Route Filters)]
ウィンドウを表示します。 [名前に次を含む項目を表示(List items
where Name contains)]フィールドにルートフィルタ名の一部を入力
します。表示されたルートフィルタのリストで、指定したいルート

フィルタの横にあるチェックボックスをオンにし、[選択項目の追加
(Add Selected)]をクリックします。

リストボックスの最大項目を設定するには、[システム
(System)] > [エンタープライズパラメータ(Enterprise
Parameters)]の順に選択し、[CCMAdmin Parameters]を選択
します。

（注）

[ルートフィルタ(Route
Filter)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスで、このインターコムトランスレー

ションパターンに対するMLPP優先度の設定を次の中から選択しま
す。

• [エクゼクティブオーバーライド(ExecutiveOverride)]：MLPPコー
ルに、1番高い優先度を設定します。

• [フラッシュオーバーライド(Flash Override)]：MLPPコールに、
2番目に高い優先度を設定します

• [フラッシュ(Flash)]：MLPPコールに、3番目に高い優先度を設
定します。

• [即時(Immediate)]：MLPPコールに、4番目に高い優先度を設定
します。

• [プライオリティ(Priority)]：MLPPコールに、5番目に高い優先
度を設定します。

• [標準(Routine)]：MLPPコールに、1番低い優先度を設定しま
す。

• [デフォルト(Default)]：着信の優先レベルは上書きされず、その
まま渡されます。

詳細については、Multilevel Precedence and Preemption, （
1109ページ）の章の優先順位,（1113ページ）の項を参照し
てください。

（注）

[MLPP優先度(MLPP
Precedence)]

必要に応じて、ドロップダウンリストボックスから、追加するイン

ターコムトランスレーションパターン用のインターコムコーリン

グサーチスペースを選択します。

Max List Box Itemsエンタープライズパラメータを使用して、このド
ロップダウンリストボックスで表示するインターコムコーリング

サーチスペースの数を設定できます。Max List Box Itemsエンター
プライズパラメータで指定した数よりも多くのインターコムコーリ

ングサーチスペースが存在する場合、ドロップダウンリストボッ

クスの横に [検索(Find)]ボタンが表示されます。 [検索(Find)]ボタン
をクリックして、[コーリングサーチスペースの検索/一覧表示(Find
and List Calling Search Spaces)]ウィンドウを表示します。インターコ
ムコーリングサーチスペース名を検索し、選択します（インター

コムコーリングサーチスペースの検索, （852ページ）を参照）。

[コーリングサーチスペー
ス(Calling Search Space)]
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説明フィールド

[ルートオプション(Route Option)]の指定内容が、このインターコム
トランスレーションパターンをコールのルーティング（9.@や
8[2-9]XXなど）、またはコールのブロックに使用するかどうかを示
します。 [このパターンをルーティング(Route this pattern)]または [こ
のパターンをブロック(Block this pattern)]オプションボタンを選択し
てください。

[このパターンをブロック(Block this pattern)]オプションボタンを選
択した場合、このインターコムトランスレーションパターンをコー

ルのブロックに使用する理由を選択する必要があります。ドロップ

ダウンリストボックスから値を選択します。

• [エラーなし(No Error)]

• [未割り当ての番号(Unallocated Number)]

• [コールの拒否(Call Rejected)]

• [番号の変更(Number Changed)]

• [番号形式が無効(Invalid Number Format)]

• [優先レベルの超過(Precedence Level Exceeded)]

[ルートオプション(Route
Option)]

外部ダイヤルトーンは、CiscoUnified CommunicationsManagerがロー
カルネットワーク外にコールをルーティングすることを示します。

ネットワーク外にあると思われる各インターコムトランスレーショ

ンパターンに対してこのチェックボックスをオンにします。

[外部ダイヤルトーンの提
供(Provide Outside Dial
Tone)]

ダイヤルプランに重複したパターンが含まれる場合、Cisco Unified
Communications Managerは桁間タイマーが時間切れになるまでコー
ルをルーティングしません（検索結果を基準にして数字列をダイヤ

ルできる場合を含む）。 Cisco Unified Communications Managerがす
ぐにコールをルーティングする必要がある場合は、このチェックボッ

クスをオンにして、桁間タイミングを中断します。

デフォルトでは、[緊急優先(Urgent Priority)]チェックボックスはオン
になっています。重複したパターン、または !を持つ可変長パター
ンがダイヤルプランに含まれる場合を除き、チェックボックスはオ

フにしないことをお勧めします。

[緊急優先(Urgent Priority)]

[発呼側トランスフォーメーション(Calling Party Transformations)]

発信コールで完全な外線電話番号を CLID（発呼者回線 ID）に使用
する場合は、このチェックボックスをオンにします。

[発呼側の外線電話番号マ
スクを使用(Use Calling
Party's External Phone
Number Mask)]
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説明フィールド

トランスフォーメーションマスク値を入力します。有効な入力値

は、0～9の数字、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャー
プ（#）、国際的なエスケープ文字 +、およびブランクです。この
フィールドがブランクのときに、上記のフィールド（[発呼側の外線
電話番号マスクを使用(Use Calling Party's External Phone Number
Mask)]）がオフの場合、発呼側トランスフォーメーションは行われ
ません。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

[発呼側トランスフォー
メーションマスク(Calling
Party Transform Mask)]

プレフィックス番号を入力します。有効な入力値は、0～9の数字、
ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、国際的
なエスケープ文字 +です。

付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ

スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

（注）

[プレフィックス番号
(Prefix Digits、発信コー
ル)]

CiscoUnified CommunicationsManagerは補助的なサービスとして、発
呼者回線 IDの表示（CLIP/CLIR）を使用します。これは、コールご
とに発信者の電話番号を許可、または制限します。

このインターコムトランスレーションパターンに対して、Cisco
Unified Communications Managerが発呼側電話番号を着信側の番号表
示画面で表示するかどうかを選択します。

発呼者回線 IDの表示を変更しない場合は、[デフォルト(Default)]を
選択します。 Cisco Unified Communications Managerで発信側の電話
番号が表示されるようにする場合は、[許可(Allowed)]を選択します。
CiscoUnified CommunicationsManagerが発信側の電話番号を表示しな
いようにする場合は、[非許可(Restricted)]を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerシステムガイド』を参照してください。

コール表示の制限を設定するには、このパラメータおよび

[接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]パラ
メータを [プレゼンテーションインジケータを無視(Ignore
Presentation Indicators、内線コールのみ)]デバイスレベルパ
ラメータと組み合わせて使用します。同時に、これらの設

定値では、各コールに対して発呼者回線または接続側回線

の表示情報を表示するか、制限するかを選択できます。 [プ
レゼンテーションインジケータを無視(Ignore Presentation
Indicators、内線コールのみ)]フィールドの詳細については、
『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレー
ションガイド』を参照してください。コール表示の制限機

能の詳細については、このガイドのコール表示の制限, （
129ページ）の章を参照してください。

（注）

[発呼者回線IDの表示
(Calling Line ID
Presentation)]
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説明フィールド

CiscoUnified CommunicationsManagerは補助的なサービスとして、発
呼者名の表示（CNIP/CNIR）を使用します。これは、コールごとに
発信者の名前を許可、または制限します。

このインターコムトランスレーションパターンに対して、Cisco
Unified Communications Managerが発呼側の名前を着信側の表示画面
で表示するかどうかを選択します。

発呼者名の表示を変更しない場合は、[デフォルト(Default)]を選択し
ます。 Cisco Unified Communications Managerで発呼者名の情報を表
示させる場合は、[許可(Allowed)]を選択します。 Cisco Unified
Communications Managerが発呼者名の情報を表示しないようにする
場合は、[非許可(Restricted)]を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerシステムガイド』を参照してください。

[発呼者名の表示(Calling
Name Presentation)]

[接続側トランスフォーメーション(Connected Party Transformations)]

CiscoUnified CommunicationsManagerは補助的なサービスとして、接
続側回線 IDの表示（COLP/COLR）を使用します。これは、コール
ごとに着信側の電話番号を許可、または制限します。

このインターコムトランスレーションパターンに対して、Cisco
Unified Communications Managerが接続側電話番号を発呼側の番号表
示画面に表示するかどうかを選択します。

接続側回線 IDの表示を変更しない場合は、[デフォルト(Default)]を
選択します。接続側の電話番号を表示する場合は、[許可(Allowed)]
を選択します。 Cisco Unified Communications Managerが接続側の電
話番号を表示しないようにする場合は、[非許可(Restricted)]を選択し
ます。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerシステムガイド』を参照してください。

[接続側回線IDの表示
(Connected Line ID
Presentation)]

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
866

インターコム

インターコムトランスレーションパターンの設定



説明フィールド

CiscoUnified CommunicationsManagerは補助的なサービスとして、接
続先名の表示（CONP/CONR）を使用します。これは、コールごとに
着信側の名前を許可、または制限します。

このインターコムトランスレーションパターンに対して、Cisco
Unified Communications Managerが接続側の名前を発呼側の画面表示
に表示するかどうかを選択します。

接続先名の表示を変更しない場合は、[デフォルト(Default)]を選択し
ます。接続側の名前を表示する場合は、[許可(Allowed)]を選択しま
す。 Cisco Unified Communications Managerが接続側の名前を表示し
ないようにする場合は、[非許可(Restricted)]を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerシステムガイド』を参照してください。

[接続先名の表示(Connected
Name Presentation)]

着信側トランスフォーメーション

このインターコムトランスレーションパターンに関連付ける番号削

除の命令を選択します。詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerシステムガイド』を参照してください。

表示される番号削除の命令は、[番号計画(Numbering Plan)]
ドロップダウンリストボックスで選択する番号計画によっ

て異なります。

（注）

[番号の削除(Discard
Digits)]

トランスフォーメーションマスク値を入力します。有効な入力値

は、0～9の数字、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャー
プ（#）、国際的なエスケープ文字 +、およびブランクです。この
フィールドがブランクである場合、トランスフォーメーションは行

われません。ダイヤルされた番号が、ダイヤルされたとおりに送信

されます。

[着信側トランスフォー
メーションマスク(Called
Party Transform Mask)]

プレフィックス番号を入力します。有効な入力値は、0～9の数字、
ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、国際的
なエスケープ文字 +、およびブランクです。

付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ

スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

（注）

[プレフィックス番号
(Prefix Digits、発信コー
ル)]

関連トピック

インターコム電話番号の設定, （868ページ）
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インターコムトランスレーションパターンの削除

インターコムトランスレーションパターンを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコムトランスレーショ
ンパターン(Intercom Translation Pattern)]の順に選択します。

ステップ 2 削除するインターコムトランスレーションパターンを検索します。インターコムトランスレー

ションパターンの検索, （857ページ）を参照してください。

ステップ 3 削除するインターコムトランスレーションパターンのチェックボックスをオンにして、[選択項
目の削除(Delete Selected)]をクリックします。
この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 インターコムトランスレーションパターンを削除するには、[OK]をクリックします。削除操作
を取り消すには、[キャンセル(Cancel)]をクリックします。

インターコムトランスレーションパターンを削除するときは、削除するインターコムト

ランスレーションパターンが正しいことを慎重に確認してください。削除したインター

コムトランスレーションパターンを元に戻すことはできません。誤って削除した場合、

削除したインターコムトランスレーションパターンを作成し直す必要があります。

注意

インターコムトランスレーションパターンの削除は、削除するインターコムトランス

レーションパターンを検索して表示し、[削除(Delete)]をクリックすることによっても
実行できます。

ヒント

関連トピック

インターコム電話番号の設定, （868ページ）

インターコム電話番号の設定

次の項では、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページでのインターコム電話番号（DN）
に関する作業と設定について説明しています。

関連トピック

インターコム, （835ページ）

インターコム電話番号の設定の概要

Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して、特定の電話機に割り当てるイン
ターコム電話番号（DN）の設定および変更を行います。ここでは、インターコム電話番号の追
加、削除、および更新について説明します。
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インターコム電話番号には、パーティションが必要であることに注意してください。（注）

インターコム電話番号をアクティブにする場合は、インターコム電話番号の設定項目, （871
ページ）で示されているように、[インターコム電話番号の設定(Intercom Directory Number
Configuration)]ウィンドウの [デフォルトのアクティブデバイス(Default ActivatedDevice)]フィー
ルドでインターコム電話番号を設定する必要があります。また、上記の参照先で規定されて

いるように、Cisco Extension Mobilityで使用するインターコム電話番号を設定できます。

（注）

関連トピック

インターコム, （835ページ）

インターコム電話番号の検索

インターコム電話番号の検索/一覧表示のウィンドウを使用すると、インターコム電話番号を検索
できます。インターコム電話番号はインターコム機能用に使用される電話番号であり、特定の電

話機に割り当てられます。インターコム電話番号（DN）を検索する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコム電話番号(Intercom
Directory Number)]の順に選択します。
[インターコム電話番号の検索/一覧表示(Find and List Intercom Directory Numbers)]ウィンドウが表
示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあ

ります。

ステップ 2 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更できます。
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適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

関連トピック

インターコム, （835ページ）

インターコム電話番号の設定

インターコム電話番号（DN）を追加または更新する手順は、次のとおりです。電話番号を追加す
ると同時に、自動転送、コールピックアップ、およびMLPPの各電話機能を設定できます。

インターコム電話番号にパターン（たとえば 352XXなど）を割り当てることができます。イ
ンターコム電話番号にパターンを割り当てる場合は、ユーザが混乱しないように、インターコ

ム電話番号設定フィールド（[回線のテキストラベル(Line Text Label)]、[表示(Display、内線発
信者ID)]、および [外線電話番号マスク(External Phone Number Mask)]）にテキストや数字を追
加します。これらのフィールドが特定のインターコム電話番号について表示されるのは、イ

ンターコム電話番号を追加し、さらに、そのインターコム電話番号を電話機に関連付けた場合

のみです。

ヒント

たとえば、[回線のテキストラベル(Line Text Label)]と [表示(Display、内線発信者ID)]にはユー
ザの名前を追加し、[外線電話番号マスク(External Phone Number Mask)]には外部の回線番号を
追加します。このようにすれば、発信情報が表示されるときに、「352XX」ではなく「John
Chan」と表示されます。

ヒント

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコム電話番号(Intercom
Directory Number)]の順に選択します。
[インターコム電話番号の検索/一覧表示(Find and List Intercom Directory Numbers)]ウィンドウが表
示されます。

ステップ 2 特定のインターコム電話番号を見つけるには、検索条件を入力し、[検索(Find)]をクリックしま
す。
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検索条件に一致するインターコム電話番号のリストが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの作業を行います。

a) 電話番号を追加するには、[新規追加(Add New)]ボタンをクリックし、新しい電話番号を追加
します。 [インターコム電話番号の設定(Intercom Directory Number Configuration)]ウィンドウが
表示されます。

[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウには、電話番号を追加するための代替
方法が表示されます。 [デバイス(Device)] > [電話(Phone)]メニューオプションを使用
し、新しい電話機を作成するか、または既存の電話機を検索します。新しい電話機

を作成するか、または既存の電話機を表示したら、[電話の設定(PhoneConfiguration)]
ウィンドウの左側の [割り当て情報(Association Information)]領域で、[回線 [1] -新規
DNを追加(Line [1] - Add a new DN)]リンクまたは [回線 [2] -新規DNを追加(Line [2] -
Add a new DN)]リンクをクリックします。 [電話番号の設定(Directory Number
Configuration)]ウィンドウが表示されます。

（注）

b) インターコム電話番号を更新するには、更新するインターコム電話番号をクリックします。
[インターコム電話番号の設定(Intercom Directory Number Configuration)]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 4 該当する設定値を更新します（インターコム電話番号の設定項目, （871ページ）を参照）。

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックします。
次に進むかどうかを決める前に、インターコム電話番号と影響を受けるデバイスの同期

化, （880ページ）を参照してください。
（注）

ステップ 6 [電話のリセット(Reset Phone)]をクリックします。詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

2回線で足りない場合は、電話機タイプに対応する電話ボタンテンプレートを変更する
ことによって、回線を増やすことができます。ただし、2回線までしかサポートしてい
ない電話機タイプ（Cisco Unified IP Phone 7906など）もあります。

ヒント

デバイスは、速やかに再起動してください。この再起動プロセス中に、ゲートウェイ

上のコールがシステムによって終了される場合があります。

（注）

関連トピック

インターコム, （835ページ）

インターコム電話番号の設定項目

インターコムでは、インターコム電話番号を設定する必要があります。
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インターコム電話番号にパターン（たとえば 352XXなど）を割り当てることができます。イ
ンターコム電話番号にパターンを割り当てる場合は、ユーザが混乱しないように、インターコ

ム電話番号設定フィールド（[回線のテキストラベル(Line Text Label)]、[表示(Display、内線発
信者ID)]、および [外線電話番号マスク(External Phone Number Mask)]）にテキストや数字を追
加します。これらのフィールドが特定のインターコム電話番号について表示されるのは、イ

ンターコム電話番号を追加し、さらに、そのインターコム電話番号を電話機に関連付けた場合

のみです。

ヒント

たとえば、[回線のテキストラベル(Line Text Label)]と [表示(Display、内線発信者ID)]にはユー
ザの名前を追加し、[外線電話番号マスク(External Phone Number Mask)]には外部の回線番号を
追加します。このようにすれば、発信情報が表示されるときに、「352XX」ではなく「John
Chan」と表示されます。

ヒント

インターコム電話番号には、パーティションが必要であることに注意してください。（注）

インターコム電話番号をアクティブにする場合は、次の表で示されているように、[インター
コム電話番号の設定(Intercom Directory Number Configuration)]ウィンドウの [デフォルトのアク
ティブデバイス(Default Activated Device)]フィールドでインターコム電話番号を設定する必要
があります。また、上記の参照先で規定されているように、Cisco Extension Mobilityで使用す
るインターコム電話番号を設定できます。

（注）

次の表に、[インターコム電話番号の設定(IntercomDirectoryNumber Configuration)]ウィンドウで使
用可能なフィールドを示します。

表 85：インターコム電話番号の設定項目

説明フィールド

[インターコム電話番号情報(Intercom Directory Number Information)]

ダイヤル可能な電話番号を入力します。値は、（.）と（@）を除
いた特殊文字、数字、およびルートパターンワイルドカードを含

めることができます。

入力するインターコム電話番号が、複数のインターコムパーティ

ションに表示される場合があります。

国際的なエスケープ文字+を使用する場合は、インターコム電話番
号の先頭に \+を入力します。このフィールドの場合、\+はワイル
ドカードではありません。\+はダイヤルされた番号のことです。

[インターコム電話番号
(IntercomDirectory Number)]
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説明フィールド

このインターコム電話番号が属するインターコムパーティションを

選択します。 [インターコム電話番号(Intercom Directory Number)]
フィールドに入力するインターコム電話番号が、選択したインター

コムパーティション内で固有のものであることを確認してくださ

い。

Max List Box Itemsエンタープライズパラメータを使用して、この
ドロップダウンリストボックスで表示するインターコムパーティ

ションの数を設定することができます。MaxListBox Itemsエンター
プライズパラメータで指定した数よりも多くのインターコムパー

ティションが存在する場合、ドロップダウンリストボックスの横

に [検索(Find)]ボタンが表示されます。 [検索(Find)]ボタンをクリッ
クして、[パーティションの検索/一覧表示(Find and List Partitions)]
ウィンドウを表示します。パーティションの検索条件のフィールド

で、検索条件を選択し、インターコムパーティション名の一部を入

力します。表示されたインターコムパーティションのリストで、

指定したいインターコムパーティションの横にあるチェックボック

スをオンにし、[選択項目の追加(Add Selected)]をクリックします。

リストボックスの最大項目を設定するには、[システム
(System)] > [エンタープライズパラメータ(Enterprise
Parameters)]の順に選択し、[CCMAdmin Parameters]を選
択します。

（注）

[ルートパーティション
(Route Partition)]

インターコム電話番号とインターコムルートパーティションの説

明を入力します。説明には、任意の言語で最大 50文字を指定でき
ますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド
（&）、または山カッコ（<>）は使用できません。

[説明(Description)]
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説明フィールド

発信者の電話機で表示する名前を入力します。

この設定は QSIGプロトコルの識別サービスをサポートしていて、
共有電話番号および非共有電話番号に適用されます。共有回線アピ

アランスを持つ電話番号に警告名を設定すると、着側 PINXで電話
機の呼び出し音が鳴ったときに、システムが次の作業を実行しま

す。

•電話番号に割り当てられた発信者の名前を転送します。

•トランスレーションパターン（制限がある場合）に設定され
たConnectedNameRestrictions（CONR）を適用します。ルート
パターン設定に応じて、発信PINXがCONRを変更する場合が
あります。

アラート名を設定しないと、発信側電話機に「名前を利用できませ

ん」という意味のメッセージが表示される場合があります。 [表示
(Display、内線発信者ID)]フィールドに名前を入力しない場合、[呼
び出し表示(AlertingName)]フィールド内の情報が [表示(Display、内
線発信者ID)]フィールドに表示されます。

Always Display Original Dialed Numberサービスパラメータを [True]
に設定した場合、発信者の電話機にアラート名は表示されず、最初

にダイヤルされた番号だけが表示されます。

[呼び出し表示(Alerting
Name)]

このフィールドには、[呼び出し表示(Alerting Name)]フィールドと
同じ情報が表示されますが、入力をASCII文字に制限する必要があ
ります。 Unicode（国際化）文字をサポートしないデバイスでは、
[ASCII呼び出し表示(ASCII Alerting Name)]フィールドの内容が表示
されます。

[ASCII呼び出し表示(ASCII
Alerting Name)]

このチェックボックスをオンにすると、CTIから、このインターコ
ム電話番号が関連付けられたデバイスの回線を制御および監視でき

ます。

[CTIからのデバイスの制御
を許可(Allow Control of
Device from CTI)]
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説明フィールド

このインターコム電話番号をデバイスに関連付けると、このイン

ターコム電話番号が関連付けられたデバイスがこのペインに表示さ

れます。

1つのインターコム電話番号を複数のデバイスに関連付け
ることはできません。

（注）

このインターコム電話番号が関連付けられたデバイスを編集するに

は、[デバイスの関連付け(Associated Devices)]ペインでデバイス名
を選択し、[デバイスの編集(EditDevice)]ボタンをクリックします。
選択したデバイスの [電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウま
たは [デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィ
ンドウが表示されます。電話機またはデバイスプロファイルの設

定の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアド
ミニストレーションガイド』を参照してください。

このインターコム電話番号に対して定義されたラインアピアランス

を編集するには、[デバイスの関連付け(Associated Devices)]ペイン
でデバイス名を選択し、[ラインアピアランスの編集(Edit Line
Appearance)]ボタンをクリックします。 [電話番号の設定(Directory
Number Configuration)]ウィンドウまたは [デバイスプロファイルの
設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウが更新され、選択した
デバイスについて、この電話番号のラインアピアランスが表示され

ます。

[デバイスの関連付け解除(Dissociate Devices)]ペインのデバイスリ
ストからこのインターコム電話番号にデバイスを関連付けるには、

[デバイスの関連付け解除(DissociateDevices)]ペインでデバイスを選
択し、[デバイスの関連付け(Associated Devices)]ペインに追加しま
す。追加するには、この 2つのペイン間にある上矢印をクリックし
ます。

[デバイスの関連付け
(Associated Devices)]

インターコム電話番号とデバイスの関連付けを解除する場合、この

インターコム電話番号の関連付けを解除するデバイスがこのペイン

に表示されます。

[デバイスの関連付け(Associated Devices)]ペインでデバイスを選択
し、[デバイスの関連付け解除(DissociateDevices)]ペインに追加しま
す。追加するには、この 2つのペイン間にある下矢印をクリックし
ます。

[デバイスの関連付け解除
(Dissociate Devices)]

[インターコム電話番号の設定(Intercom Directory Number Settings)]
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説明フィールド

[コーリングサーチスペース
(Calling Search Space)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、適切なインターコムコーリ

ングサーチスペースを選択します。インターコムコーリングサー

チスペースは、このインターコム電話番号からコールされる番号を

見つけるために検索されるインターコムパーティションの集合から

構成されます。選択された値は、このインターコム電話番号を使用

しているデバイスすべてに適用されます。

このフィールドに変更を加えると、[コールピックアップグループ
(Call Pickup Group)]フィールドにリストされている番号が更新され
ます。

電話番号について、不在転送、話中転送、無応答時転送、カバレッ

ジなし時転送、およびCTI障害時転送を行うようにコーリングサー
チスペースを設定できます。選択した値は、この電話番号を使用

するすべてのデバイスに適用されます。

不在転送が正しく動作するには、プライマリ不在転送コーリング

サーチスペース、セカンダリ不在転送コーリングサーチスペース

のいずれかまたは両方を設定する必要があります。システムではこ

れらの連結フィールド（プライマリ CFA CSSとセカンダリ CFA
CSS）を使用して、CFAの宛先を検証し、CFA宛先へのコールの転
送を行います。

システムがパーティションとコーリングサーチスペース

を使用している場合、他の転送コーリングサーチスペー

（注）

スも設定するように推奨されます。自動転送の宛先にコー

ルが転送またはリダイレクトされるときに、設定された自

動転送コーリングサーチスペースがコールの転送に使用

されます。自動転送のコーリングサーチスペースが [な
し(None)]の場合、システムがパーティションとコーリン
グサーチスペースが使用していると、転送操作が失敗す

ることがあります。たとえば、話中転送の宛先を設定し

た場合、話中転送のコーリングサーチスペースも設定す

る必要があります。話中転送のコーリングサーチスペー

スが設定されていない場合、話中転送の転送先がパーティ

ション内にあると、自動転送動作が失敗することがありま

す。

電話機の [不在]ソフトキーを使用してコールを転送するときは、回
線 CSSとデバイス CSSの自動的な組み合わせが使用されるように
はなりません。設定されたプライマリ CFA CSSとセカンダリ CFA
CSSのみが使用されるようになります。これらの両方のフィールド
が [なし(None)]の場合、組み合わせ結果は 2つのヌルパーティショ
ンになり、これが操作の失敗の要因になります。

ユーザの電話機でのコールの転送を制限する場合は、[不在転送コー
リングサーチスペース(Forward All Calling Search Space)]フィールド
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説明フィールド

で制限するコーリングサーチスペースを選択する必要があります。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステム
ガイド』を参照してください。

このフィールドには、BLFプレゼンスグループ機能を設定します。

ドロップダウンリストボックスから、このインターコム電話番号

の BLFプレゼンスグループを選択します。選択されたグループで
は、このインターコム電話番号を監視できるデバイス、エンドユー

ザ、およびアプリケーションユーザが指定されます。

[BLFプレゼンスグループ(BLF Presence Group)]のデフォルト値は、
インストール時に設定された標準のプレゼンスグループです。Cisco
Unified Communications Managerの管理ページで設定される BLFプ
レゼンスグループは、ドロップダウンリストボックスにも表示さ

れます。

プレゼンス認証は、BLFプレゼンスグループと連携して、グループ
間のプレゼンス要求を許可またはブロックします。

[BLFプレゼンスグループ
(BLF Presence Group)]

次のいずれかを選択し、このインターコム電話番号の自動応答機能

をアクティブにします。

• [Auto Answer with Headset]

• [Auto Answer with Speakerphone]

[Auto Answer with Headset]または [Auto Answer with
Speakerphone]を選択する場合、ヘッドセットまたはスピー
カフォンが使用不可になっていないことを確認してくだ

さい。

（注）

共有回線を持つデバイスに自動応答を設定しないでくだ

さい。

（注）

CTIPortデバイスのインターコム回線では、自動応答ス
ピーカフォンおよび自動応答ヘッドセットは、自動応答

がオンであるという意味になります。CTIPortデバイスに
は、スピーカフォンおよびヘッドセットのオプションは

適用されません。回線が自動応答に対応していることを

示すだけです。アプリケーションが CTIPortデバイスの
メディアを終了させる必要があります。また、どちらの

種類の出力デバイスでもメディアを終了させることがで

きます。

（注）

自動応答
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、このインターコム電話番号

に対応するデフォルトのアクティブデバイスを選択します。選択

したデバイスは、このインターコム電話番号がデフォルトでアク

ティブになる電話機を示します。ドロップダウンリストには、イ

ンターコムをサポートしているデバイスのみが表示されます。

インターコム電話番号がインターコム回線としてアクティ

ブになるデフォルトのアクティブデバイスを指定する必

要があります。

（注）

CiscoExtensionMobility用に設定されたデバイスプロファ
イル内にインターコム電話番号が指定されている場合、

そのインターコム電話番号がインターコム回線として表

示されるのは、ユーザがそのデバイスプロファイルを使

用して、指定されたデフォルトのアクティブデバイスに

ログインしたときだけです。ただし、そのデバイスがイ

ンターコム機能をサポートしていることが条件となりま

す。

（注）

[デフォルトのアクティブデ
バイス(Default Activated
Device)]

[コーリングサーチスペース(Calling Search Space)]

Max List Box Itemsエンタープライズパラメータを使用して、このドロップダウンリストボック
スで表示するインターコムコーリングサーチスペースの数を設定できます。Max List Box Items
エンタープライズパラメータで指定した数よりも多くのインターコムコーリングサーチスペー

スが存在する場合、ドロップダウンリストボックスの横に [検索(Find)]ボタンが表示されます。
[検索(Find)]ボタンをクリックして、[コーリングサーチスペースの検索/一覧表示(Find and List
Calling Search Spaces)]ウィンドウを表示します。コーリングサーチスペースの検索条件のフィー
ルドで、検索条件を選択し、インターコムコーリングサーチスペース名の一部を入力します。

表示されたインターコムコーリングサーチスペースのリストで、指定したいインターコムコー

リングサーチスペースの横にあるチェックボックスをオンにし、[選択項目の追加(Add Selected)]
をクリックします。

リストボックスの最大項目を設定するには、[システム(System)] > [エンタープライズパラメー
タ(Enterprise Parameters)]の順に選択し、[CCMAdmin Parameters]を選択します。

（注）

関連トピック

BLFプレゼンス, （23ページ）
インターコム, （835ページ）
インターコム電話番号の設定項目, （871ページ）
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インターコム電話番号と影響を受けるデバイスの同期化

設定が変更されたインターコム電話番号とデバイスを同期化するには、次の手順を実行します。

できる限り干渉の程度が低い方法で未処理の設定項目を適用するものです（たとえば、影響を受

けるデバイスの一部は、リセットまたはリスタートが不要な場合があります）。

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [インターコム(Intercom)] > [インターコム電話番号(Intercom
Directory Number)]の順に選択します。
[インターコム電話番号の検索/一覧表示(Find and List Intercom Directory Numbers)]ウィンドウが表
示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索(Find)]をクリックします。
検索条件に一致したインターコム電話番号のリストがウィンドウに表示されます。

ステップ 4 適切なデバイスを同期化する対象のインターコム電話番号をクリックします。 [インターコム電話
番号の設定(Intercom Directory Number Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 他の設定変更を行います。

ステップ 6 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用(Apply Config)]をクリックします。
[設定情報の適用(Apply Configuration Information)]ダイアログが表示されます。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

インターコム回線とスピードダイヤルの設定

インターコム回線を設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 まだ実行していない場合は、インターコムパーティションを作成します。

ステップ 2 まだ実行していない場合は、インターコム電話番号を作成します。

ステップ 3 [デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [電話ボタンテンプレート(Phone Button
Template)]をクリックして、インターコム回線を既存の電話ボタンテンプレートに追加するか、
新しいテンプレートを作成します

インターコム回線はプライマリ回線として設定できないことに注意してくださ

い。

（注）
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ステップ 4 [デバイス(Device)][電話(Phone)]を選択して、インターコム電話番号をインターコム回線に割り当
てます。

ステップ 5 必要に応じて、インターコム電話番号を設定し、インターコムスピードダイヤルを設定します。

迅速なアクセスのために、事前に定義された宛先（スピードダイヤル）を持つインター

コム回線を設定できます。

（注）

関連トピック

インターコムパーティションの設定, （844ページ）
インターコム電話番号の設定, （868ページ）

インターコムの操作
この項では、インターコムの使用方法について説明します。

ケーススタディ

ここでは、インターコムをアイドル状態の電話機とビジー状態の電話機に対して開始した場合の

動作について説明します。

アイドル状態の電話機へのインターコム

アリスがボブにインターコムコールを発信すると、ボブは、最初にインターコムトーンを受信

し、次にアリスの音声を受信します。ただし、アリスにはボブの音声は聞こえません。

ボブのヘッドセットがオンになっている場合、アリスの音声の聞き取りには、ヘッドセットが使

用されます。オフになっている場合は、スピーカが使用されます。

ビジー状態の電話機へのインターコム

ボブとキャロルが会話しているときに、アリスがボブにインターコムコールを発信します。アリ

スの音声がキャロルの音声と混合されて、ボブに再生されます。ただし、アリスにはボブの音声

は聞こえません。一方、キャロルには引き続きボブの音声が聞こえます。

ほとんどの場合、キャロルにはボブの音声だけが聞こえ、アリスの音声は聞こえません。ただし、

ボブがスピーカフォンを使用してキャロルと会話している場合は、アリスの音声とボブの音声と

が混合されて、キャロルに送信されます。

ビジー状態の電話機とは、ボブの電話機にアクティブコールが存在すること、または未接続の発

信コールが存在することを意味します。

インターコムの終端側において、発信側と会話することなくインターコムコールを終了するに

は、Iヘルプボタンを押してからインターコムボタンを押すことで、インターコム用のソフトキー
セットにフォーカスを移動する必要があります。次に、[終了]ソフトキーを押して、コールを終
了します。
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図によるインターコムの説明

この項では、さまざまなシナリオにおけるインターコムの動作について説明します。

シナリオ 1
アンナの電話機が、アイドル状態のときに、事前設定されたインターコムの発信先であるジェラ

ルドからインターコムコールを受信します。

図 54：[アイドル(Idle)]

•ジェラルドがアンナにインターコムコールを発信する時点で、アンナの電話機はアイドル状
態になっています。

◦回線キーとインターコムキーは消灯しています。
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図 55：ウィスパー

•インターコム回線がアクティブになり、ジェラルドからのコールが表示されます。

◦インターコムキーがオレンジ色に点灯します。

•両側の電話機が自動応答アラートトーンを受信します。

•アンナにはジェラルドの音声が聞こえますが、ジェラルドには、アンナがインターコムコー
ルに応答するまでアンナの音声は聞こえません。
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ミュートキーを押しても、インターコムコールには応答できません。代わりに、ステータス

行に「そのキーはアクティブではありません」と表示されます。

（注）

図 56：接続時

•アンナが、インターコム回線キーを押してインターコムコールに応答します。

◦インターコムキーが緑色に点灯します。

コールタイマーはリセットされず、ウィスパー状態から続行されます。（注）
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シナリオ 2
アンナが、自分の電話機がアイドル状態のときに、事前設定されたインターコムの発信先である

ジェラルドの電話機にインターコムコールを発信します。

図 57：ウィスパー
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図 58：接続時

•ジェラルドが、インターコム回線キーを押してインターコムコールに応答します。

◦インターコムキーが緑色に点灯します。

コールタイマーはリセットされません。（注）
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シナリオ 3
アンナが、接続中または保留中のコールが存在するときに、事前設定されたインターコムの発信

先であるジェラルドからインターコムコールを受信します。

図 59：ウィスパー

•アンナが電話で会話しているときに、事前設定されたインターコム回線インジケータがオレ
ンジ色に点滅し、ジェラルドがインターコム回線でアンナにコールを発信していることが示

されます。

◦回線キーが緑色に点灯します。

◦インターコムキーがオレンジ色に点灯します。

自動回線選択が無効（デフォルト）の場合は、現在のコールにフォーカスが保持されます。（注）

•アンナが使用している電話機で、自動応答アラートトーンが再生され、次にジェラルドの音
声が聞こえます。
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•アンナにはジェラルドの音声が聞こえますが、ジェラルドには、アンナがインターコムコー
ルに応答するまでアンナの音声は聞こえません。

•アンナに接続されている現在の発信者（電話番号は9873）には、アンナの音声が聞こえます
が、ジェラルドの音声は聞こえません。

図 60：接続時

•アンナが、インターコム回線キーを押してインターコムコールに応答します。

◦回線キーが緑色に点滅します。

•インターコムコールにフォーカスが移動し、以前のコールは保留になります。

◦インターコム回線キーが緑色に点灯します。

コールタイマーは、ウィスパー状態と現在の接続時状態の累積コール時間を表します。（注）
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シナリオ 4
アンナが、ウィスパー状態または接続時状態のインターコムコールが存在するときに、プライマ

リ回線で新しいコールを受信します。

図 61：接続時

•アンナがインターコム回線でジェラルドと会話しているときに、アンナの内線番号である
9824へのコールが表示されます。インターコムコールにはフォーカスが保持されます。

◦回線キーがオレンジ色に点滅します。
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◦インターコムキーが緑色に点灯します。

図 62：[アイドル(Idle)]

•アンナが、9824の回線キーを押してインターコムコールに応答します。

◦回線キーが緑色に点灯します。

•着信コールにフォーカスが移動し、コールが接続されます。

•システムがインターコムコールをクリアします。

◦インターコムキーが消灯します。
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シナリオ 5
アンナが、アイドル状態のときに、ジェラルドにインターコムコールを発信します。インターコ

ム回線には、発信先が事前設定されていません。

図 63：[アイドル(Idle)]

•回線キーはすべて消灯しています。
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図 64：ダイヤルアウト

•アンナが回線キーを押します。その結果、ダイヤルアウト状態になります。

◦インターコムキーがオレンジ色に点灯します。

•電話機が「内部」ダイヤルトーンを受信します。
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この時点で、アンナがインターコム番号以外の番号をダイヤルした場合、電話機は速いビジー

トーンを受信します。

（注）

図 65：先頭桁入力後

•アンナがダイヤルを開始します。その結果、先頭桁入力後状態になります。

◦インターコムキーがオレンジ色に点灯します。
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図 66：ウィスパー

•アンナがインターコム番号をダイヤルすると、ウィスパー状態になります。

◦インターコムキーがオレンジ色に点灯します。

•電話機で自動応答アラートが再生されます。

•ジェラルドにはアンナの音声が聞こえますが、アンナには、ジェラルドがインターコムコー
ルに応答するまでジェラルドの音声は聞こえません。
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図 67：接続時

•ジェラルドが、インターコム回線キーを押してインターコムコールに応答します。

◦アンナの電話機で、インターコムキーが緑色に点灯します。

•コールタイマーはリセットされず、ウィスパー状態から続行されます。
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第 35 章

インターネットプロトコルバージョン 6
（IPv6）

この章では、インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）に関する情報を示します。IPv6
はインターネットプロトコル（IP）の最新バージョンです。パケットを使用してデータ、音声、
およびビデオトラフィックをデジタルネットワークを通じて交換します。IPv6では、ネットワー
クアドレスビット数が IPv4での 32ビットから 128ビットに増やされています。 Cisco Unified
CommunicationsManagerネットワークでの IPv6サポートにより、ネットワークはデュアルスタッ
ク環境で透過的に動作し、ネットワークに接続されるデバイスに対して追加の IPアドレス空間
および自動設定機能が提供されます。

この情報を参照する際は、『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified
CommunicationsManager』も参照してください。このマニュアルには、CiscoUnifiedCommunications
ネットワークに IPv6を配置するための設計ガイドラインが記載されています。

ご使用の IP Phoneまたは Cisco Unity Connectionの IPv6サポートについては、ご使用の電話機
モデルに適合した『Cisco Unified IP Phone Administration Guide』か、Cisco Unity Connectionの
資料を参照してください。

（注）

• IPv6の設定, 898 ページ

• Cisco Unified CMの IPv6機能, 900 ページ

• IPv6のシステム要件, 913 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 914 ページ

• IPv6のインストールとアクティブ化, 919 ページ

• IPv6の設定, 919 ページ

• ユーザへの情報提供, 934 ページ

• IPv6のトラブルシューティング, 934 ページ
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IPv6 の設定
インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）は、パケットを使用してデータ、音声、および
ビデオトラフィックをデジタルネットワークを通じて交換するインターネットプロトコル（IP）
の最新バージョンです。IPv6では、ネットワークアドレスビット数が IPv4での 32ビットから
128ビットに増やされています。 Cisco Unified Communications Managerネットワークでの IPv6サ
ポートにより、ネットワークはデュアルスタック環境で透過的に動作し、ネットワークに接続さ

れるデバイスに対して追加の IPアドレス空間および自動設定機能が提供されます。

この情報を参照する際は、『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified
CommunicationsManager』も参照してください。このマニュアルには、CiscoUnifiedCommunications
ネットワークに IPv6を配置するための設計ガイドラインが記載されています。

ネットワークで IPv6を設定するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

IPv6を設定する前に、IPv6関連の文書をすべて確認します。

•『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with CiscoUnified CommunicationsManager』

•『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』

•『Implementing VoIP for IPv6』

• IPv6に関するこの章

手順

ステップ 1 互換性のあるネットワークハードウェアおよび Cisco IOSソフトウェアが設置、インストール、
および設定されていることを確認します。たとえば、ゲートウェイおよび IPv6用のCisco IOSMTP
を設定します。

ステップ 2 ローカル IPv6対応 DNSおよび DHCPサーバをプロビジョニングします。
Cisco Unified Communications Manager Release 7.0(x)から Release 8.5(1)にアップグレードす
る前に、IPv6用の DNSサーバをプロビジョニングできます。ただし、Release 8.5(1)を
アップグレードしてから、IPv6の Cisco Unified Communications Manager DNSレコードを
設定してください。Release 8.5(1)にアップグレードする前にCiscoUnifiedCommunications
Managerの DNSレコードを IPv6用に設定すると、アップグレードが失敗し、リブート後
システムが機能しなくなる原因となります。

注意

Cisco Unified Communications Managerサーバでは静的な非リンクローカル IPv6アドレ
スを使用することをお勧めします。 Cisco Unified Communications Managerサーバが
DHCPv6サーバから、またはステートレスなアドレス自動設定によって IPv6アドレス
を取得する場合、Cisco Unified CommunicationsManagerサーバが非リンクローカル IPv6
アドレスを DHCPv6サーバから 1つだけ取得するようにします。

ヒント

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager 8.0をインストールします（またはこのリリースにアップグ
レードします）。
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後続のノード（サブスクライバ）をクラスタにインストールする前に、IPv4サーバ情報を Cisco
Unified Communications Managerの管理ページの [サーバの設定(Server Configuration)]ウィンドウに
追加します。

Cisco Unified Communications Manager Release 7.0(x)から Release 8.5(1)にアップグレードす
る前に、IPv6用の DNSサーバをプロビジョニングできます。ただし、Release 8.5(1)を
アップグレードしてから、IPv6の Cisco Unified Communications Manager DNSレコードを
設定してください。Release 8.5(1)にアップグレードする前にCiscoUnifiedCommunications
Managerの DNSレコードを IPv6用に設定すると、アップグレードが失敗し、リブート後
システムが機能しなくなる原因となります。

注意

ステップ 4 IPv6を Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで有効にし、Cisco Unified
Communications Managerサーバが IPv6アドレスを取得するようにします。 Cisco Unified
CommunicationsManagerサーバでは静的な非リンクローカル IPv6アドレスを使用することをお勧
めします。

クラスタ内の各サーバに対して、これらの作業を実行します。これらの作業の実行に

は、サーバのリブートが必要です。

ヒント

ステップ 5 CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページの [エンタープライズパラメータ設定(Enterprise
Parameters Configuration)]ウィンドウで、Enable IPv6エンタープライズパラメータに対して [True]
を選択します。

このエンタープライズパラメータを更新した後、Cisco Unifiedサービスアビリティで
Cisco CallManager、CTIManager、およびCertificate Authority Proxy Functionサービスを再
起動します。

ヒント

ステップ 6 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定しているサーバに対して、[システム
(System)] > [サーバ(Server)]を選択し、非リンクローカル IPv6アドレスまたは IPv6アドレスに解
決できるホスト名を [IPv6名(IPv6 Name)]フィールドに入力します。

クラスタ内の各サーバに対して、この作業を実行しま

す。

ヒント

適切なCiscoUnifiedCommunicationsManager名およびアドレス情報を使用してDNSサー
バを更新します。

ヒント

Cisco Unified Communications Manager Release 7.0(x)から Release 8.5(1)にアップグレードす
る前に、IPv6用のDNSサーバをプロビジョニングできます。ただし、Release 8.5(1)への
アップグレードが終了するまでは、IPv6用のCiscoUnifiedCommunicationsManagerのDNS
レコードを設定しないでください。Release 8.5(1)にアップグレードする前にCiscoUnified
Communications Managerの DNSレコードを IPv6用に設定すると、アップグレードが失敗
し、リブート後システムが機能しなくなる原因となります。

注意

ステップ 7 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、電話機関連および Session Initiation Protocol
（SIP）トランク関連の IPv6設定項目を設定します。
たとえば、[共通の電話プロファイルの設定(Common Phone Profile Configuration)]ウィンドウで [IP
アドレッシングモード(IPAddressingMode)]および [電話の自動設定を許可(AllowAuto-Configuration
for Phones)]設定項目を設定します。次に、共通のデバイスプロファイルの設定を電話機および
SIPトランクに適用します。

ステップ 8 Cisco Unifiedサービスアビリティで、Cisco CallManager、CTIManager、および Cisco Certificate
Authority Proxyサービスを再起動します。
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関連トピック

メディアターミネーションポイント, （909ページ）
インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）, （897ページ）
Cisco Unified CM, （900ページ）
[イーサネットIPv6(Ethernet IPv6)]ウィンドウでの IPv6 CLIコマンドの実行および IPv6の設定,
（920ページ）
IPv6のサービスパラメータとエンタープライズパラメータの設定, （924ページ）
Unified CMの管理ページの IPv6および IPv4設定項目へのアクセス, （926ページ）

Cisco Unified CM の IPv6 機能
この項では、Cisco Unified CMの IPv6に関する情報を示します。

CTI アプリケーション
CTIは IP情報を JTAPIおよび TAPIインターフェイスで提供します。これらのインターフェイス
は IPv4および IPv6アドレスをサポートできます。 IPv6をサポートするには、IPv6をサポートす
る JTAPI/TAPIクライアントインターフェイスバージョンをアプリケーションで使用する必要が
あります。CTIアプリケーションおよびCTIポートおよびルートポイントについては、次の情報
を考慮します。

• CTIアプリケーションは、IPv4または IPv6アドレスを使用して CTIManagerに接続します。
Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで Enable IPv6エンタープライズパラメー
タを [True]に設定した場合、CTI Managerは IPv6アドレスを使用するアプリケーションから
の CTI接続をサポートできます。

• CTIアプリケーションは、IPv6またはIPv4アドレスを使用する CTIポートおよびルートポ
イントを登録できます。 CTIポートおよびルートポイントのメディアイベントを処理する
CTIアプリケーションは、デバイスの設定に応じて、デバイスを IPv4または IPv6アドレス
に登録できます。

• CTIアプリケーションは、IPv6機能を持つ CTIサポート対象デバイスを監視および制御でき
ます。

•コールが IPv6を使用する場合、CallingPartyAddressおよびメディア IPアドレスを含む IPv6
情報が CTIアプリケーションに渡されます。

Cisco Unified CM
この項では、Cisco Unified Communications Managerによる IPv4、IPv6、または IPv4と IPv6を使用
するデバイスのサポート方法について説明します。また、デュアルスタックモードでの Cisco
Unified Communications Managerの実行方法、Cisco Unified Communications Managerによる IPv4お
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よび IPv6デバイスのコールの処理方法、および Cisco Unified Communications Managerによる IPv4
および IPv6コールの帯域幅の予約および割り当て方法について説明します。

このマニュアルでは、デュアルスタック（またはデュアルスタックモード）という用語を使

用します。これは、デバイスまたはサーバが IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を使用する
ことを想定します。

ヒント

Cisco Unified Communications Managerサーバ

Cisco Unified Communications Managerは、IPv6だけを使用するデバイスと通信してサポートでき
ますが、Cisco Unified Communications Managerサーバを IPv6専用として設定することはできませ
ん。Cisco Unified CommunicationsManagerは、IPv4だけ（または IPv4と IPv6の両方）をサポート
するデバイスおよび機能と通信してサポートする必要があるためです。CiscoUnifiedCommunications
Managerが IPv6を使用するデバイス（IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を提供できるデュア
ルスタックデバイスを含む）をサポートするには、デュアルスタックモードで実行されるように

Cisco Unified Communications Managerを設定する必要があります。つまり、Cisco Unified
Communications Managerサーバに IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方が設定され、IPv4だけ、
IPv6だけ、または IPv4と IPv6の両方を使用するデバイスと通信してサポートできるようにする
必要があります。

クラスタ内 Cisco Unified Communications Managerノード間通信は IPv4を使用します。ヒント

Cisco Unified Communications Managerサーバをデュアルスタックモードで実行する前に、次の作
業を実行する必要があります。

コール処理

デュアルスタックモードで実行されることにより、Cisco Unified Communications Managerは次の
状況でコールを設定できます。

•すべてのデバイスが IPv4だけをサポートする場合。

•すべてのデバイスが IPv6だけをサポートする場合。

•すべてのデバイスがデュアルスタックモードで実行される場合。この場合、Cisco Unified
Communications Managerは、シグナリングイベントに対して [シグナリング用のIPアドレッ
シングモード設定(IP Addressing Mode Preference for Signaling)]設定項目の設定を使用し、メ
ディアイベントに対して IP Addressing Mode Preference for Mediaエンタープライズパラメー
タを使用します。

• 1つのデバイスが IPv4をサポートし、別のデバイスが IPv6をサポートする場合。この場合、
Cisco Unified Communications Managerは IPv4を IPv6に変換できるMTPをコールに挿入しよ
うとします。
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デバイスが複数の IPv6アドレスをサポートできる場合でも、Cisco Unified Communications
Managerが処理する IPv6アドレスは 1つだけです。また、デバイスが IPv4および IPv6アド
レスをサポートする場合、Cisco Unified Communications Managerは両方のアドレスを同時に処
理できます。

ヒント

コールアドミッション制御（CAC）

IPv6を使用すると IPv4よりも 20バイト大きいデータがヘッダーに必要であるため、IPv6コール
では同じコーデックおよびメディアペイロードタイプを使用する同様の IPv4コールよりも多く
の帯域幅が必要になります。たとえば、IPv4を使用する G.711コールは 80 kb/sの帯域幅を使用
します。一方、IPv6を使用する G.711コールは 88 kb/sの帯域幅を使用します。

IPv6を使用するコールのロケーションベースの帯域幅を予約および調整するために、CiscoUnified
Communications Managerは Cisco Unified Communications Managerでサポートされるすべてのコー
デックの IPv6コールに必要な帯域幅を計算できます。コールの設定中に帯域予約のためにデバイ
スがCisco Unified CommunicationsManagerに接続した後、Cisco Unified CommunicationsManagerは
IPバージョンを識別します。コールが IPv6を使用する場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は IPv6用の帯域幅を予約し、コールが IPv4を使用する場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は IPv4用の帯域幅を予約します。コールに使用される IPバージョンをCiscoUnifiedCommunications
Managerが識別できない場合、たとえば、コールが SIPトランクで終端する場合やデバイスが両
方の IPバージョンをサポートする場合は、Cisco Unified Communications Managerは最初に IPv6を
サポートする帯域幅を予約し、メディアネゴシエーションの後で帯域幅を調整します。

Cisco Unified Communications Managerは一度に 1つのコールレッグの帯域幅を予約します。そ
のため、MTPがコールに挿入され、ロケーションベースのCACが必要な場合、MTPがデバイ
スの 1つと同じ場所に配置されるようにします。その結果、ロケーションベースの CACは、
MTPの反対側に基づいてWANを介して帯域幅を予約します。たとえば、IPv4から IPv6デバ
イスへコールが発生した場合、IPv4側でMTPの挿入が発生し、Cisco Unified Communications
Managerは IPv6に基づいてWANを介して帯域幅を予約します。一方、IPv6を使用するデバ
イスでMTPが挿入された場合、Cisco Unified CommunicationsManagerは IPv4に基づいてWAN
を介して帯域幅を予約します。

ヒント

必要な場合は、Call Counting CAC Enabled、Audio Bandwidth for Call Counting CAC、および Video
Bandwidth Unit for Call Counting CACサービスパラメータを Cisco Unified Communications Manager
の管理ページで設定できます。コール中に Cisco Unified Communications Managerで帯域幅を予約
および調整するのではなく、コールは固定値の帯域幅を使用します。これらのサービスパラメー

タを設定すると、Cisco Unified Communications Managerによってコールの帯域幅がオーバーサブ
スクライブまたはアンダーサブスクライブされる可能性があることに注意してください。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerサーバで、Cisco Unified Communicationsオペレーティング
システムの IPv6を有効にします。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerサーバがその IPv6アドレスを取得する方法を決定し、Cisco
Unified Communications Managerサーバがその IPv6アドレスを取得するようにします。
Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムでは、DHCPv6サーバから非リンクロー
カルアドレスを要求するか、Cisco Unified Communications Managerサーバ用の静的な非リンク
ローカル IPv6アドレスを設定するか、またはステートレスなアドレス自動設定によって非リンク
ローカル IPv6アドレスを取得できます（サーバ用の静的な非リンクローカル IPv6アドレスをお
勧めします）。

Cisco Unified Communications Managerサーバが非リンクローカル IPv6アドレスを 1つだけ取得す
るようにします。サーバが複数の IPv6アドレスを取得した場合、Cisco Unified Communications
Managerは予想どおりに動作しない場合があります。

Cisco Unified Communications Managerサーバがステートレスなアドレス自動設定によって IPv6ア
ドレスを取得し、さらにサーバに対して設定された静的な IPv6アドレスもある場合、CiscoUnified
Communications Managerはステートレスなアドレス自動設定によって取得された IPv6アドレスを
無視し、静的なアドレスを使用します。

ステップ 3 CiscoUnifiedCommunicationsManagerに対して、Enable IPv6エンタープライズパラメータを [True]
に設定します。これにより、Cisco Unified Communications Managerはデュアルスタックモードで
実行されます。

Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで IPv6を有効にし、Enable IPv6
エンタープライズパラメータを [True]に設定する必要があります。これらの作業の両方
を実行しない場合、CiscoCallManagerサービスは IPv4で実行され、[IPアドレッシングモー
ド(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]に設定された電話機は Cisco Unified
Communications Managerに登録できません。

注意

これらの作業をサーバで実行した後、サーバを再起動して変更を有効にする必要がありま

す。

注意

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [サーバの設定(Server Configuration)]ウィン
ドウで、[ホスト名/IPアドレス(Host Name/IP Address)]および [IPv6名(IPv6 Name)]フィールドを設
定します。これにより、Cisco Unified Communications Managerはデュアルスタックモードで実行
されます。CiscoUnifiedCommunicationsManagerでは、[ホスト名/IPアドレス(HostName/IPAddress)]
フィールドは必須と見なされます。つまり、ネットワーク内のデバイスが IPv6だけをサポートす
る場合でも、このフィールドを設定する必要があります。ネットワーク内のデバイスが IPv6だ
け、または IPv4と IPv6をサポートする場合、[ホスト名/IPアドレス(Host Name/IPAddress)]フィー
ルドに加えて [IPv6名(IPv6 Name)]フィールドを設定する必要があります。Cisco Unified
Communications Managerの非リンクローカル IPv6アドレスを [IPv6名(IPv6 Name)]フィールドに
入力する必要があります。

電話機は、TFTP設定ファイルに含まれているこれらのフィールドを使用して Cisco Unified
Communications Managerサーバの IPアドレスを取得し、その結果、電話機の登録が行われます。
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関連トピック

Cisco Unified CM, （900ページ）
Cisco Unified IP Phone, （904ページ）
メディアターミネーションポイント, （909ページ）
SIPトランク, （910ページ）
インタラクションおよび制限事項, （914ページ）
IPv6のサービスパラメータとエンタープライズパラメータの設定, （924ページ）

Cisco Unified IP Phone
この項では、電話機と Cisco Unified Communications Manager間の IPv4および IPv6コールの使用
例について説明します。電話機が IPアドレスやその他のネットワーク設定項目を取得する方法に
ついては説明しません。

電話機での IPv6の使用の詳細については、ご使用の電話機モデルおよびこのリリースのCisco
Unified Communications Managerをサポートする『Cisco Unified IP Phone Administration Guide』
を参照してください。電話機の管理ガイドには、電話機に表示される IPv6設定項目の説明が
記載されています。

ヒント

次の使用例を参照してください。これらの使用例では、Cisco Unified Communications Managerが
適切なポートで受信でき、IPアドレスバージョンを変換するためにMTPが使用可能であり、デ
バイスが適切なアドレスバージョンを持っていることを前提としています。

電話機は、起動時に常にデュアルスタックモードで起動します。つまり、IPv4と IPv6の両方
をサポートできます。電話機が TFTPサーバの設定ファイルを処理した後、[共通デバイス設
定(CommonDeviceConfiguration)]ウィンドウから [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]
が電話機に設定されます。 [IPアドレッシングモード(IP AddressingMode)]に基づいて、電話機
は DHCPまたは DHCPv6を無効にでき、その [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]
をサポートしないアドレスを解放できます。たとえば、[IPアドレッシングモード(IPAddressing
Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の場合、電話機は IPv4アドレスを解放します。

ヒント

電話機に複数の一意のローカルアドレスまたは複数のグローバルアドレスがある場合、電話

機に割り当てられる最初のアドレスによって、シグナリングイベントおよびメディアイベン

トについてCiscoUnifiedCommunicationsManagerに送信されるアドレスが指定されます。デュ
アルスタックモードで実行されている電話機が特定のアドレスタイプを失うと、電話機は

Cisco Unified CommunicationsManagerから登録解除され、残りのアドレスタイプを使用して登
録します。

ヒント
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メディアネゴシエーションでは、Cisco Unified CommunicationsManagerはコールに使用する IP
アドレスを動的に決定します。つまり、Cisco Unified Communications Managerは、デバイスが
[IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]を共有するかどうかを識別します。たとえば、
1つのデバイスの [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]
であり、他のデバイスの [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]が [IPv4のみ(IPv4Only)]
の場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはメディアネゴシエーションに IPv4を使用し、
IPアドレスバージョンを変換するためのMTPを必要としません。コールのデバイスが 1つの
IPアドレスバージョンだけをサポートし、バージョンに互換性がない場合、Cisco Unified
Communications Managerはデバイスの IPアドレスバージョンを使用し、IPv4を IPv6に変換で
きるMTPをコールに挿入しようとします。コールのすべてのデバイスが両方の IPアドレス
バージョンをサポートする場合、Cisco Unified Communications Managerは IP Addressing Mode
Preference for Mediaエンタープライズパラメータの設定をメディアネゴシエーションに使用
します。

ヒント

電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)] が [IPv4のみ(IPv4 Only)]

電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv4のみ(IPv4 Only)]の場合、電話機
は IPv4アドレスを使用して Cisco Unified CommunicationsManagerに接続します。シグナリングお
よびメディアネゴシエーションは、IPv4アドレスを使用して行われます。電話機で IPv4アドレ
スを使用できない場合、ユーザはコールできません。

電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ(IPv6 Only)]

電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]で、Enable IPv6
エンタープライズパラメータを [True]に設定した場合、電話機はグローバルスコープまたは一意
のローカルスコープ IPv6アドレスを使用して Cisco Unified Communications Managerに接続しま
す。シグナリングおよびメディアネゴシエーションは、この IPv6アドレスを使用して行われま
す。電話機で IPv6アドレスを使用できない場合、ユーザはコールできません。同様に、電話機
に対して IPv6アドレスが設定されていない場合、電話機は Cisco Unified Communications Manager
に登録できません。

[IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機では、Cisco
Unified Communications Managerによってすべての機能はサポートされません。サポートされ
ない機能のリストについては、インタラクションおよび制限事項, （914ページ）を参照して
ください。

ヒント

SIPを実行する電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]として [IPv6のみ(IPv6
Only)]を設定した場合、Cisco TFTPサービスによって [IPアドレッシングモード(IP Addressing
Mode)]設定は上書きされ、設定ファイルで [IPv4のみ(IPv4 Only)]が使用されます。

ヒント
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電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)] が [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]

電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]で、Enable
IPv6エンタープライズパラメータを [True]に設定した場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、コールを接続する前に、電話機の IPアドレスサポートおよび [シグナリング用のIPアドレッ
シングモード設定(IP Addressing Mode Preference for Signaling)]設定項目の設定を考慮します。

電話機で使用できる IPアドレスバージョンが1つだけの場合、電話機はシグナリングネゴシエー
ション用に Cisco Unified Communications Managerに接続するために使用できるアドレスを使用し
ます。電話機で両方の IPアドレスタイプを使用できる場合、電話機はシグナリングネゴシエー
ションに対して [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定(IP Addressing Mode Preference for
Signaling)]設定項目の設定を使用します。

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理で電話機を設定すると、その電話機の IPアドレス
が [電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウに表示されるようになります。 IPv4
アドレスだけ、または IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方が設定されている電話機の場合、
ウィンドウには IPv4アドレスが表示されます。 IPv6アドレスだけが設定されている電話機の
場合、[電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウの [IPアドレス(IP Address)]列に
は IPアドレスが 0.0.0.0と表示されます。電話機の IPv6アドレスを確認するには、[電話の検
索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウの [デバイス名(Device Name)]リンクをクリック
します。これにより、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウが表示されます。 [IPv6の
み(IPv6 Only)]デバイスの場合、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウでは IPv6アドレ
スの上方に [IPアドレス(IP Address)]の値として IPv4アドレスが 0.0.0.0と表示されます。

ヒント

特定の電話機の [電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウでは、その電話機が使用する IPv4
アドレスおよび IPv6アドレスが表示されます（該当する場合）。 IPv4アドレスおよび IPv6ア
ドレスの両方が設定されているデュアルスタックモードの電話機では、[電話の設定(Phone
Configuration)]ウィンドウで、電話機のWebサーバの IPv4 URLをポイントする IPv4アドレス
または IPv6アドレスをクリックできます。 IPv6アドレスだけを使用する電話では、電話機の
Webサーバが IPv4だけをサポートするので、IPv6アドレスをクリックできません。

ヒント

DHCPv6
DHCPv6は、IPv6をサポートする DHCPのバージョンです。DHCPv6では、電話機をネットワー
クに接続した後で、IPv6アドレスおよびその他のネットワーク設定項目を電話機に割り当てるこ
とができます。また、DHCPv6では、IPv6アドレスを Cisco Unified Communications Managerサー
バに割り当てることができます。これは、静的な IPアドレスをサーバに割り当てない場合です
（サーバには静的な IPアドレスを割り当てることをお勧めします）。

Cisco Unified Communications Manager 7.1は DHCPv6サーバ機能を提供しないため、DHCPv6を使
用して IPv6ネットワーク設定項目を電話機またはサーバに割り当てる場合は、ネットワーク内に
DHCPv6サーバを設定する必要があります。電話機がその IPアドレスをステートレスなアドレス
自動設定ではなく DHCPv6で受信できるようにする場合は、[電話の自動設定を許可(Allow
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Auto-Configuration for Phones)]設定項目を [オフ(Off)]に設定します。この設定については、Unified
CMの管理ページの IPv6および IPv4設定項目へのアクセス,（926ページ）を参照してください。

Cisco Network Registrar（CNR）6.2は DNSおよび DHCPサポートを IPv4と IPv6に提供するた
め、DNSおよび DHCPサポート用に Cisco Network Registrarを使用することを検討してくださ
い。この製品の詳細については、『Cisco Network Registrar User's Guide, 6.2』を参照してくだ
さい。

（注）

必要な場合は、Cisco IOSルータまたはスイッチを DHCPv6サーバとして設定できます。たと
えば、12.2(46)SE（以降）を実行するCiscoCatalyst 3560シリーズスイッチまたはCiscoCatalyst
3750シリーズスイッチをDHCPv6サーバとして設定できます。このルータまたはスイッチを
設定する前に、ルータまたはスイッチが IPv6および DHCPv6サポートに必要なシスコのベン
ダー固有 DHCPv6情報オプションをサポートするかどうかを確認します。

（注）

最上位のスコープルールの場合、一意のローカルアドレスだけを電話機に割り当てるように

DHCPv6サーバを設定することを考慮します。グローバルユニキャストアドレスを使用する
必要がある場合、『Cisco Unified CommunicationsManagerセキュリティガイド』で説明されて
いるように、トランスポート層セキュリティ（TLS）接続および SRTPを設定します。

（注）

DHCPの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』および
『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified CommunicationsManager』
を参照してください。

ヒント

DNS
IPv6では、DNSv6によって AAAAレコードが処理されます。このレコードは、IPv6アドレスを
マッピングできます。 IPv4では、DNSによって Aレコードが処理されます。このレコードは、
IPv4アドレスをマッピングできます。 IPv4および IPv6では、次のフィールドは DNSに依存しま
す。これは、フィールドのホスト名を設定する場合です。

• [ホスト名/IPアドレス(Host Name/IP Address)]（[サーバの設定(Server Configuration)]ウィンド
ウ）：IPv4アドレスまたはホスト名を入力できます。

• [IPv6名(IPv6 Name)]（[サーバの設定(Server Configuration)]ウィンドウ）：IPv6アドレスまた
はホスト名を入力できます。

• [接続先アドレス(Destination Address)]（SIPの [トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンド
ウ）：有効なV4ドット付き IPアドレス、完全修飾ドメイン名（FQDN）、または [接続先ア
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ドレスはSRV(Destination Address is an SRV)]フィールドがオンの場合は DNS SRVレコードを
入力できます。

• [接続先アドレスIPv6(Destination Address IPv6)]（SIPの [トランクの設定(Trunk Configuration)]
ウィンドウ）：このフィールドで許可される値は、有効な IPv6アドレス（グローバルユニ
キャストアドレス、一意のローカルアドレス、またはホスト名）、完全修飾ドメイン名

（FQDN）、または [接続先アドレスはSRV(Destination Address is an SRV)]フィールドがオン
の場合は DNS SRVレコードです。

Cisco Unified Communications Manager Release 7.0(x)から Release 8.5(1)にアップグレードする前
に、IPv6用の DNSサーバをプロビジョニングできます。ただし、Release 8.5(1)をアップグ
レードしてから、IPv6の Cisco Unified Communications Manager DNSレコードを設定してくだ
さい。 Release 8.5(1)にアップグレードする前に Cisco Unified Communications Managerの DNS
レコードを IPv6用に設定すると、アップグレードが失敗し、リブート後システムが機能しな
くなる原因となります。

注意

AAAAレコードまたはAレコードが正しくマッピングされていないと、コールは失敗します。注意

Cisco Network Registrar（CNR）6.2は DNSおよび DHCPサポートを IPv4と IPv6に提供するた
め、DNSおよび DHCPサポート用に CNRを使用することを考慮してください。この製品の
詳細については、『Cisco Network Registrar User's Guide, 6.2』を参照してください。

（注）

ゲートウェイ

Media Gateway Control Protocol（MGCP）および H.323ゲートウェイは、IPv6をサポートしていま
せん。これらのゲートウェイに接続している IPv6デバイスと通信するために、Cisco Unified
Communications Managerはコール中に IPv4を IPv6に変換できるMTPを挿入します。

Cisco ATA 186および 188 Analog Telephone Adaptorは、IPv6をサポートしていません。

アナログ電話ゲートウェイは、IPv4だけ、IPv6だけ、または IPv4と IPv6（デュアルスタックモー
ド）で動作できます。

Cisco IOS SIPゲートウェイは、IPv6だけ、IPv4だけ、または IPv4と IPv6をデュアルスタック
モードで同時にサポートできます。 Cisco Unified Communications Managerがこれらのゲートウェ
イと通信するには、事前に Cisco Unified Communications Managerの管理ページの SIPの [トランク
の設定(Trunk Configuration)]ウィンドウで設定する必要があります。ゲートウェイに関する Cisco
UnifiedCommunicationsManagerの考慮事項については、SIPトランク, （910ページ）およびメディ
アターミネーションポイント, （909ページ）を参照してください。CiscoUnifiedCommunications
Managerの管理ページでのゲートウェイの設定に加えて、『Implementing VoIP for IPv6』で説明さ
れているように、ゲートウェイを設定する必要があります。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
908

インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）
ゲートウェイ



メディアターミネーションポイント

この項では、Cisco Unified Communications Managerによる IPv4から IPv6への変換を必要とす
るコールへのMTPの挿入方法について説明します。MTPが IP変換をサポートできるように
Cisco IOS MTPを設定する方法については、『Implementing VoIP for IPv6』を参照してくださ
い。

（注）

Cisco IOS MTPは複数の IPv6アドレスをサポートできますが、MTPはシグナリングイベント
およびメディアイベントについて、グローバルアドレスまたは一意のローカルアドレスを

Cisco Unified Communications Managerに送信します。

（注）

Cisco IOS MTPは、IPv4ネットワークと IPv6ネットワーク間のメディア相互運用をサポートしま
す。 IPv4から IPv6へのメディア変換用の Cisco IOS MTPは、デュアルスタックモードだけで動
作します。CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、MTP（[メディアリソース(Media
Resources)] > [メディアターミネーションポイント(Media Termination Point)]）およびトランスコー
ダ（[メディアリソース(Media Resources)] > [トランスコーダ(Transcoder)]）の [Cisco IOS Enhanced
Media Termination Point]オプションだけが、変換機能をサポートします。つまり、Cisco IP Voice
Media Streaming ApplicationのソフトウェアMTPコンポーネントは、IPv4から IPv6への変換をサ
ポートしません。

Cisco Unified Communications ManagerがMTPを割り当てる場合、MTPが同時に複数の機能に
使用される場合があります。MTPは複数の機能に使用できるため、CiscoUnifiedCommunications
ManagerはMTP割り当てに優先順位を付け、IPv6および IPv4がサポートされてから、MTPに
依存する他の機能がサポートされるようにします。

ヒント

次の状況で、Cisco Unified Communications Managerは IPv4を IPv6（またはその逆）へ変換できる
MTPを挿入します。

•コールのデバイスが同じ IPアドレスバージョンをサポートしていない。

• SIPトランクについて、[メディアターミネーションポイントが必須(Media Termination Point
Required)]チェックボックスをオンにするか、または [信頼されたリレーポイントを使用(Use
Trusted Relay Point)]を [オン(On)]として設定し、CiscoUnified CommunicationsManagerが IPv6
アドレスを使用するデバイスと通信している。 SIPトランクについて [メディアターミネー
ションポイントが必須(Media Termination Point Required)]チェックボックスをオンにするか、
IPv4から IPv6への変換以外の理由でMTPをコールに挿入する必要がある場合、次の考慮事
項があります。

◦コールの両方の側がMTPを使用しないで IPv4をネゴシエートできる場合、CiscoUnified
Communications ManagerはMTPをコールに挿入しません。
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◦ SIPトランクについて [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6
Only)]または [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]の場合、Cisco Unified Communications Manager
は IPv4を IPv6（またはその逆）へ変換できるMTPをコールに割り当てます。 IPアド
レスバージョンを変換できるMTPをコールに対して使用できない場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerはデュアルスタックモードで設定されている SIPトランクに対
して IPv4をサポートするMTPを割り当てます。[IPv6のみ(IPv6 Only)]として設定され
ている SIPトランクの場合、Cisco Unified Communications Managerは Session Description
Protocol（SDP）セッション記述のない INVITEメッセージを送信します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerがMTPと通信するとき、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は IPv4または IPv6アドレスを要求します。 Cisco Unified Communications Managerが IPv4アドレ
スを要求する場合、MTPは IPv4をサポートする RTPポートを開きます。 Cisco Unified
Communications Managerが IPv6をサポートする場合、MTPは IPv6をサポートする RTPポートを
開きます。

IPv4を IPv6に変換できるMTPの要求が失敗した場合、コールに対して IPv6が要求されるために
コールが失敗する場合があります。 IPアドレスバージョンを変換できるMTPがコールに挿入さ
れると、IPv6デバイスとMTPの間に挿入される中間メディアデバイスは IPv6要求を処理する必
要があります。 Cisco Unified Communications Managerで 2つのMTPを使用でき、各MTPが実行
できる機能が 1つだけの場合、Cisco Unified Communications Managerは両方のMTPをコールに挿
入しようとします。最初のMTPは IPv4から IPv6への変換用、2番目のMTPはMTPを必要とす
る他の機能のサポート用です。コールにトランスコーダおよび IPv6対応MTPが必要であり、使
用可能なトランスコーダが IPv6をサポートしない場合、Cisco Unified Communications Managerは
IPv6対応MTPを IPv6をサポートするコールのレッグで、トランスコーダを IPv4をサポートする
コールのレッグで挿入しようとします。この状況では、MTPとトランスコーダ間で IPアドレス機
能が一致しない場合、コールは失敗します。

SIPトランク（およびMTP）が使用される具体的なコールシナリオについては、『Deploying
IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified Communications Manager』を参照して
ください。

（注）

SIP トランク
適切に設定すると、SIPトランクは IPv4のみ、IPv6のみ、またはデュアルスタックモード（IPv4
と IPv6）をサポートするデバイスと通信できます。 Cisco Unified Communications Managerや他の
コンポーネントと同様に、SIPトランクは Enable IPv6エンタープライズパラメータの設定を使用
して、IPv6を使用するデバイスをサポートするかどうかを決定します。

SIP トランクの IPv4 または IPv6 シグナリング

次の要因によって、SIPトランクのシグナリングイベントに対して IPv4を使用するか IPv6を使
用するかが決まります。

•コールの方向
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• SIPトランクの [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]（[共通デバイス設定(Common
Device Configuration)]ウィンドウで設定してトランクに適用）

• SIPトランクの [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定(IP AddressingMode Preference
for Signaling)]設定（[共通デバイス設定(Common Device Configuration)]ウィンドウ（または
[エンタープライズパラメータ設定(Enterprise Parameters Configuration)]ウィンドウ）で設定し
てトランクに適用）

• SIPトランクの設定済み接続先アドレス

1つの接続先アドレス、つまり IPv4をサポートする [接続先アドレス(Destination Address)]ま
たは IPv6をサポートする [接続先アドレスIPv6(Destination Address IPv6)]だけを設定する場
合、SIPトランクに対して設定する [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が接続先
アドレスに対して設定した IPアドレスタイプと一致するようにしてください。設定が一致
しない場合、トランクを介したコールは確立されません。

[接続先アドレス(Destination Address)]と [接続先アドレスIPv6(Destination Address IPv6)]の両
方を設定する場合は、トランクがデュアルスタックモードになるように、[IPアドレッシング
モード(IP Addressing Mode)]を [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]として設定してください。デュア
ルスタックトランクの場合、SIPトランクに適用した [シグナリング用のIPアドレッシング
モード設定(IP Addressing Mode Preference for Signaling)]設定によって、SIPトランクを介した
発信コールのシグナリングイベントに対して IPv4が使用されるか IPv6が使用されるかが決
まります。

SIP トランクの IPv4 または IPv6 メディア

次の要因によって、SIPトランクのメディアイベントに対して IPv4を使用するか IPv6を使用す
るかが決まります。

•コールの方向

•コールが早期オファーコールか遅延オファーコールか

• SDPオファー内の IPアドレス設定

• SIPトランクの [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]（[共通デバイス設定(Common
Device Configuration)]ウィンドウで設定してトランクに適用）

• IP Addressing Mode Preference for Mediaエンタープライズパラメータの設定（[エンタープラ
イズパラメータ設定(Enterprise Parameters Configuration)]ウィンドウで設定）

デュアルスタックデバイスのメディアネゴシエーションでは、Cisco Unified Communications
Managerはコールに対して使用する IPアドレスを動的に決定します。つまり、コールのデバ
イスでサポートされる IPバージョンが 1つだけの場合、その IPバージョンが使用され、IP
バージョンを変換できるMTPがコールに挿入されます。コールのすべてのデバイスが両方
の IPバージョンをサポートする場合、IP Addressing Mode Preference for Mediaエンタープラ
イズパラメータの設定が使用されます。

• [ANATを有効化(Enable ANAT)]チェックボックスの設定（および、INVITEで ANATが必要
またはサポートされているか）

•電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]
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SIPトランク（およびMTP）が使用される具体的なコールシナリオについては、『Deploying
IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified Communications Manager』を参照して
ください。

（注）

TFTP サーバ
TFTPサーバは、IPv4を使用してCisco Unified CommunicationsManagerのほとんどのコンポーネン
ト（データベースなど）と通信します。ただし、適切に設定すると、TFTPサーバは IPv4、IPv6、
または両方のタイプのアドレスを使用するデバイスと通信できます。

デュアルスタックモードで実行すると、TFTPサーバは IPv4ネットワークと IPv6ネットワークの
両方からのファイル要求に応答できます。 IPv4ネットワークからの要求の場合、TFTPサーバは
IPv4スタックを使用して応答します。IPv6ネットワークからの要求の場合、TFTPサーバは IPv6
スタックを使用して応答します。これは、Enable IPv6エンタープライズパラメータを [True]に設
定した場合です。

IPv6サポートは、デバイスからの TFTP要求およびローカル TFTPサーバが代替ファイルサーバ
として設定されているクラスタ外 TFTPサーバからの HTTP要求に適用されます。

IPv6ネットワークで、DHCPv6サーバは、シスコのベンダー固有 DHCPv6情報オプションを
DHCPv6応答メッセージで使用して、TFTP IPv6アドレスをデバイスに渡します。 TFTPサー
バが IPv4を使用して要求を処理しているときに、デバイスが IPv6アドレスを取得して要求を
TFTPサーバに送信した場合、TFTPサーバは IPv6スタックで要求を受信していないため、そ
の要求を受信しません。この場合、デバイスは Cisco Unified Communications Managerに登録
できません。

ヒント

シスコのベンダー固有DHCPv6情報オプションの詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Managerシステムガイド』および『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco
Unified Communications Manager』を参照してください。

ヒント

TFTPサーバは、Enable IPv6エンタープライズパラメータの設定を使用して電話機との通信方法
を決定します。 Enable IPv6エンタープライズパラメータを [False]に設定した場合、TFTPサーバ
は IPv4を使用して電話機と通信します。パラメータを [True]に設定した場合、TFTPサーバは電
話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]に応じて IPv4または IPv6を使用します。
Enable IPv6エンタープライズパラメータの設定が変更されると、TFTPサーバは新しい設定に関
する変更通知を受け取り、その IPv6機能を有効または無効にします。Cisco TFTPサービスを再起
動する必要はありません。

TFTPサーバが電話機に提供する設定ファイルには、次の設定項目の設定が含まれています。

• [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]、[シグナリング用のIPアドレッシングモード
設定(IP Addressing Mode Preference for Signaling)]、および [電話の自動設定を許可(Allow
Auto-Configuration for Phones)]
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• Cisco Unified Communications Managerサーバの [ホスト名/IPアドレス(Host Name/IP Address)]
（IPv4設定）

• Cisco Unified Communications Managerサーバの [IPv6名(IPv6 Name)]（Enable IPv6エンタープ
ライズパラメータを [True]に設定する場合だけ）

• CAPFサーバの IPv6アドレス（Enable IPv6エンタープライズパラメータを [True]に設定し、
Cisco Certificate Authority Proxy Functionサービスを有効にする場合だけ）

SIPを実行する電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]として [IPv6のみ(IPv6
Only)]を設定する場合、Cisco Unified Communications Managerの Cisco TFTPサービスによって
[IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]設定は上書きされ、設定ファイルで [IPv4のみ
(IPv4 Only)]が使用されます。

ヒント

IPv6アドレスを使用する電話機にTFTPサーバが設定ファイルを提供するには、事前にEnable IPv6
エンタープライズパラメータを [True]に設定する必要があります。このパラメータを [False]に
設定した場合、デバイスの [IPアドレッシングモード(IP AddressingMode)]を [IPv6のみ(IPv6 Only)]
に設定した場合でも、TFTPサーバは設定ファイルの IPv4アドレスを使用します。

TFTPサーバは IPv4および IPv6アドレスを Cisco Unified Communicationsオペレーティングシス
テムから取得し、それらのアドレスで電話機からのファイル要求を受信します。

[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウで、代替シスコファイル
サーバ（別のクラスタにあるTFTPサーバ）を設定することもできます。これらのパラメータは、
IPv4または IPv6アドレス、または IPアドレスに解決されるホスト名をサポートし、プライマリ
ファイルサーバと代替ファイルサーバ間で通信するために TFTPが使用する IPスタックを決定
します。代替ファイルサーバでデュアルスタックモードがサポートされ、これらのパラメータ

フィールドで同じサーバに対して IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を設定する場合は、両方
の IPアドレスをフィールドごとに 1つずつ追加する必要があります。TFTPサーバでは、設定し
た順序で各アドレスが試行されます。

IPv6 のシステム要件
Cisco Unified Communications Managerには、次の IPv6のシステム要件があります。

•クラスタ内の各サーバの Cisco Unified Communications Manager 7.1以降。

• SCCPを実行する次のCiscoUnified IP Phoneによる IPv6のサポート：7906G、7911G、7931G、
7942G、7945G、7962G、7965G、および 7975G。

• IPv6アドレスを発行できるDHCPv6サーバおよびホスト名を IPv6アドレスに解決できるDNS
サーバ。Cisco Network Registrar（CNR）6.2の使用を検討してください。

必要な場合は、Cisco IOSルータまたはスイッチを DHCPv6サーバとして設定できます。た
とえば、12.2(46)SE（以降）を実行する Cisco Catalyst 3560シリーズスイッチまたは Cisco
Catalyst 3750シリーズスイッチをDHCPv6サーバとして設定できます。このルータまたはス
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イッチを設定する前に、ルータまたはスイッチが IPv6および DHCPv6サポートに必要なシ
スコのベンダー固有 DHCPv6情報オプションをサポートするかどうかを確認します。

• Cisco Unified Communications Manager 8.5(1)と互換性があり、ゲートウェイおよび Cisco IOS
MTPにインストールおよび設定されている Cisco IOSリリース。

Cisco Feature Navigatorを使用すると、特定のソフトウェアリリース、機能セット、およびプ
ラットフォームをサポートするCisco IOSおよびCatalyst OSソフトウェアイメージを判別でき
ます。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、http://www.cisco.com/go/cfnに移
動します。

Cisco Feature Navigatorへのアクセスには、Cisco.comのアカウントは必要ありません。

ヒント

インタラクションおよび制限事項
一部のCiscoUnifiedCommunicationsManager機能は、[IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]
が [IPv6のみ(IPv6 Only)]のデバイスでは動作しません。デバイスに対して [IPv6のみ(IPv6 Only)]
を設定する前に、IPv6での Cisco Unified Communications Manager機能のインタラクションおよび
制限事項を記載した次のセクションを確認してください。

Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで IPv6を有効にし、Enable IPv6エン
タープライズパラメータを [True]に設定する必要があります。これらの作業の両方を実行し
ない場合、CiscoCallManagerサービスは IPv4で実行され、[IPアドレッシングモード(IPAddressing
Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]に設定された電話機は Cisco Unified Communications Managerに
登録できません。これらの作業を実行した後、サーバを再起動してください。 IPv6について
作業を実行する順序については、IPv6の設定, （898ページ）を参照してください。

注意

Cisco Unified Communications Manager Release 7.0(x)から Release 8.5(1)へのアップグレードを実
行する前に、IPv6用の DNSサーバをプロビジョニングできます。ただし、Release 8.5(1)を
アップグレードしてから、IPv6の Cisco Unified Communications Manager DNSレコードを設定
してください。 Release 8.5(1)にアップグレードする前に Cisco Unified Communications Manager
のDNSレコードを IPv6用に設定すると、アップグレードが失敗し、リブート後システムが機
能しなくなる原因となります。

注意

アナンシエータ

アナンシエータは IPv4をサポートします。[IPアドレッシングモード(IP AddressingMode)]が [IPv6
のみ(IPv6Only)]のデバイスにアナンシエータが接続すると、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は IPv4を IPv6へ変換できるMTPを挿入します。 IPアドレスバージョンを変換できるMTPを使
用できない場合、電話機でアナウンスは再生されません。
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一括管理ツール

BulkAdministrationTool（BAT）による IPv6のサポートについては、『CiscoUnifiedCommunications
Manager Bulk Administrationガイド』を参照してください。

呼詳細レコード

コールに IPv6が使用される場合、呼詳細レコード（CDR）に IPv6アドレスを表示できます。CDR
の詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager Call Detail RecordsAdministrationGuide』
を参照してください。

Cisco Certificate Authority Proxy Function

IPv6でのCiscoCertificateAuthority Proxy Functionの機能については、『CiscoUnified Communications
Managerセキュリティガイド』を参照してください。

Cisco Extension Mobility

Cisco Extension Mobilityでは IPv4がサポートされるため、[IPアドレッシングモード(IP Addressing
Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機は Cisco Extension Mobilityで使用できません。その電話
機でCiscoExtensionMobilityを使用する場合は、その電話機の [IPアドレッシングモード(IPAddressing
Mode)]を [IPv4のみ(IPv4 Only)]または [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]に設定します。

Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting

Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reportingについては、『Cisco Unified
Communications Manager CDR Analysis and Reporting Administration Guide』を参照してください。

Cisco Unified Communications Operating System

IPv6の設定, （898ページ）および [イーサネットIPv6(Ethernet IPv6)]ウィンドウでの IPv6 CLIコ
マンドの実行および IPv6の設定, （920ページ）を参照してください。

Cisco Unified サービスアビリティ

ネットワークでの設定に応じて、IPv4アドレスを報告するアラームが IPv6アドレスも報告する場
合があります。 Cisco Unifiedサービスアビリティでのアラームの設定方法およびアラーム定義の
表示方法については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

CISCO-CCM-MIBには IPv6アドレスや設定などのためのカラムおよびストレージが含まれていま
すが、SNMPは IPv4をサポートします。

Cisco Unity Connectionおよび Cisco Unity

CiscoUnity ConnectionおよびCiscoUnityは、IPv4を使用してCiscoUnified CommunicationsManager
と通信します。

Cisco Unified Communications Manager Assistant

Cisco Unified Communications Manager Assistantでは IPv6がサポートされないため、[IPアドレッシ
ングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機は Cisco Unified Communications
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Manager Assistantで使用できません。その電話機で Cisco Unified CommunicationsManager Assistant
を使用する場合は、その電話機の [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]を [IPv4のみ(IPv4
Only)]または [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]に設定します。

リアルタイム監視ツール

リアルタイム監視ツール（RTMT）では、IPv6アドレスを使用する CTIアプリケーション、CTI
デバイス、および CTI回線を監視できます。 CTIアプリケーション、CTIデバイス、または CTI
回線を検索するときは、IPv6アドレスを入力し、属性ウィンドウで [AppIpv6Addr]チェックボッ
クスをオンにします。

また、IPv6アドレスを使用する電話機または SIPトランクでデバイス検索を実行できます。
[CallManager] > [Device Search] > [Open Device Search] > [Phones]（または [SIP Trunks]を選択すると
きは、IPv6アドレスを指定し、属性ウィンドウで [Ipv6Address]チェックボックスをオンにしま
す。

ネットワークでの設定に応じて、ログファイルには IPv4アドレスおよび IPv6アドレスが表示さ
れます。

RTMTでは、IP6オブジェクトに対してパフォーマンスモニタリングカウンタが表示されます。

Cisco WebDialer

Cisco WebDialerは IPv4をサポートします。したがって、CTI Managerに接続するために、Cisco
WebDialerは IPv4アドレスを使用します。 Cisco WebDialerは、[IPアドレッシングモード(IP
Addressing Mode)]が [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]のデバイスで動作します。

会議

Cisco Unified Communications Managerは、会議ブリッジが IPv6を使用する場合でも、会議に IPv4
を使用します。会議中、Cisco Unified Communications Managerは、[IPアドレッシングモード(IP
Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]のデバイスごとに IPv4を IPv6に変換できるMTPを 1
つ挿入します。したがって、IPv6を使用する各電話機は会議に参加できます。

MTPデバイスでセキュリティをサポートするには、MTPを passthruモードで設定する必要があり
ます。これは、コール中にMTPがパケットを変換しないことを意味します。MTPをpassthruモー
ドで設定すると、MTPは暗号化されたパケットを 1つのコールレッグで受信し、同じパケットを
別のコールレッグで送信します。セキュアな会議ブリッジと [IPアドレッシングモード(IPAddressing
Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の暗号化されたデバイスによるセキュアな会議のために、会議の
一部のデバイスが IPv4をサポートする場合、Cisco Unified CommunicationsManagerは IPv4を IPv6
（またはその逆）に変換するMTPを会議に挿入します。MTPをpassthruモードで設定した場合、
暗号化された IPv6電話機は SRTPを介して会議ブリッジと通信します。MTPを passthruモードで
設定しない場合、メディアは RTPにダウングレードされます。

デバイスモビリティ

デバイスモビリティでは IPv4アドレスだけがサポートされるため、[IPアドレッシングモード(IP
Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機はデバイスモビリティで使用できません。
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Differentiated Services Control Point（DSCP）

Differentiated Services Control Point（DSCP）の値は、IPv6と IPv4で同じです。

ディザスタリカバリシステム

ディザスタリカバリシステムについては、『Disaster Recovery System Administration Guide』を参
照してください。

H.323 デバイス

H.323クライアント、ゲートウェイ、および H.225クラスタ間トランクは IPv6をサポートしませ
ん。これらのゲートウェイに接続している [IPv6のみ]デバイスと通信するために、Cisco Unified
Communications Managerはコール中に IPv4を IPv6に変換できるMTPを挿入します。

インターコム

インターコムは、[IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv4のみ(IPv4 Only)]または
[IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]の電話機をサポートできます。インターコムコール中に、トークバッ
クモードにより、発信側がインターコムを開始したときに使用されるメディアストリームと同じ

IPバージョンのメディアストリームが確立されます。

モバイルコネクトおよびモバイルボイスアクセス

モバイルコネクトやモバイルボイスアクセスなどのCiscoUnifiedCommunicationsManagerのCisco
Unified Mobility機能は、IPv4をサポートします。コールで、携帯電話が IPv4を使用し、別の電
話機が IPv6を使用している場合、Cisco Unified Communications Managerは IPv4を IPv6に変換で
きるMTPをコールに挿入します。

モニタリングと録音

モニタリングと録音では、電話機はお客様からエージェントへのコールの IPv4メディアストリー
ムを処理でき、一方で録音とモニタリングの IPv6メディアストリームを処理します（またはその
逆）。

保留音

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスは IPv4をサポートしています。 Cisco Unified
CommunicationsManagerはマルチキャスト保留音の IPv6をサポートしないため、[IPアドレッシン
グモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]のデバイスはマルチキャスト保留音をサ
ポートできません。この場合、Cisco Unified Communications Managerは電話の保留時に音ではな
くトーンを再生します。ユニキャスト保留音を使用する [IPv6のみ]デバイスの場合、CiscoUnified
Communications Managerは IPv4を IPv6（またはその逆）へ変換できるMTPをメディアストリー
ムに挿入します。

NTP サーバ

互換性、精度、およびネットワークジッタに関する潜在的な問題を回避するには、プライマリ

ノードに指定した外部 NTPサーバが NTP v4（バージョン 4）である必要があります。
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QRT

[IPアドレッシングモード(IP AddressingMode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機のユーザは、電話
機の [品質]ソフトキーを押して音声などの問題を報告できません。また、QRTレポートには、
[IPアドレッシングモード(IP AddressingMode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機のストリーミング
統計情報は含まれていません。

RSVP

コールアドミッション制御メカニズムとして RSVPをネットワークに配置する場合、IPv6は配置
しないでください。 RSVP機能は IPv6をサポートしません。 RSVPコールは IPv4をサポートし
ます。 RSVPがコールに必要であり、コール内のデバイスが IPv6アドレス用に設定されているか
IPv6アドレスを使用する場合、Cisco Unified Communications Managerはコールを拒否し、発信側
はビジートーンを受信します。

SDL

SDL TCP接続は IPv6をサポートしますが、SDLリンクは IPv4をサポートします。 Cisco Unified
Communications Managerの管理ページの [サーバの設定(Server Configuration)]ウィンドウでホスト
名を設定した場合、SDLは IPv4が使用されることを指定するDNSAレコードをクエリーします。
IPアドレスを指定した場合、IPv4アドレスが SDL層に渡されます。

セキュリティ（TLS および SRTP）

IPv6での TLSおよび SRTPの機能については、『Cisco Unified Communications Managerセキュリ
ティガイド』を参照してください。

SIP 電話機および TFTP

SIPを実行する電話機は IPv6アドレスをサポートしません。 SIPを実行する電話機の [IPアドレッ
シングモード(IP Addressing Mode)]として [IPv6のみ(IPv6 Only)]を設定する場合、Cisco TFTPサー
ビスによって [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]設定は上書きされ、設定ファイルで
[IPv4のみ(IPv4 Only)]が使用されます。

T.38 ファクス

T.38ファクスコールが IPv4を使用するか IPv6を使用するかは、Cisco Unified Communications
Managerの設定およびコール内のデバイスの機能によって決まります。コール内のデバイスの 1
つが IPv6を使用し、他のデバイスが IPv4と IPv6を使用できる場合、コールは Cisco Unified
CommunicationsManagerの管理ページのシグナリングおよびメディアのエンタープライズパラメー
タの設定に関係なく、IPv6を使用します。

Cisco Unified Communications Managerは、次のタイプの T.38ファクスコールをサポートします。

• IPv6を使用する SIPから SIPへのコール

• IPv4を使用する SIPから SIPへのコール

• IPv4を使用する SIPから非 SIPへのコール
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• SIPデバイスが IPv6を使用し、非 SIPデバイスが IPv4を使用する SIPから非 SIPへのコール
（IPアドレスバージョンを変換できるMTPを使用）

T.38ファクスコールの途中で、Cisco Unified Communications Managerは IPバージョンタイ
プを変換するMTPを挿入しません。MTPはコール内にすでに存在している必要があります。

転送

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの転送コンポーネントは、デバイスの [IPアドレッシングモー
ド(IP Addressing Mode)]および IPアドレスを使用して転送の処理方法を決定します。コールを転
送するときに IP機能が一致しない場合、Cisco Unified Communications Managerは転送できるよう
に IPバージョンを変換できるMTPを割り当てます。

電話機の Web ブラウザ

Cisco Unified IP Phoneでは、Webブラウザの HTTPインターフェイスは IPv4アドレスをサポート
するため、電話機から IPv6アドレスを使用するサーバへのWebアクセスはできません。

ビデオ

Cisco Unified Communications Manager Release 9.0はビデオ IPv6コールをサポートしていません。

• Cisco Unified Video Advantageは IPv6をサポートしていないため、ビデオは常に IPv4を使用
します。

•コールの音声およびビデオ部分は、常に同じ IPタイプを使用する必要があります。Cisco
Unified Video Advantageに関連付けられた IPv6またはデュアルスタックの電話機の場合、ビ
デオは無効になります。

IPv6 のインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Manager 7.1のインストール後、必要な設定作業を実行すると、ネッ
トワークで IPv6をサポートできます。実行する必要がある設定作業については、IPv6の設定, （
898ページ）を参照してください。

IPv6は、Cisco UnifiedサービスアビリティのCisco CallManagerサービス、CTIManagerサービス、
およびCertificateAuthority Proxy Functionサービスに影響を与えます。CiscoUnified Communications
Managerの管理ページで実行する設定作業に応じて、IPv6の設定後にこれらのサービスを再起動
する必要がある場合があります。

IPv6 の設定
この項では、IPv6を設定するための情報を示します。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
919

インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）
IPv6 のインストールとアクティブ化



IPv6を設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

IPv6の設定, （898ページ）

[イーサネットIPv6(Ethernet IPv6)] ウィンドウでの IPv6 CLI コマンドの実
行および IPv6 の設定

Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで IPv6を有効にし、Cisco Unified
Communications Managerサーバが IPv6アドレスを取得するようにするには、次の作業のいずれか
を実行する必要があります。

•コマンドラインインターフェイスで IPv6 CLIコマンドを実行する。

• Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの [イーサネットIPv6(Ethernet IPv6)]
ウィンドウで IPv6を有効にし、IPv6アドレスを設定する。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで Enable IPv6エンタープライズパラメー
タを [True]に設定する前に、次の手順を実行します。 Cisco Unified Communicationsオペレー
ティングシステムで IPv6を有効にする前にエンタープライズパラメータを [True]に設定する
と、Cisco CallManagerサービスが IPv4で実行され、[IPアドレッシングモード(IP Addressing
Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機は Cisco Unified Communications Managerに登録できま
せん。

注意

次の表に、イーサネット IPv6設定項目およびグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）オプ
ションをサポートする等価の CLIコマンドの説明を示します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで、[設定(Settings)] > [IP(IP)] > [イーサ
ネットIPv6(Ethernet IPv6)]を選択します。
[イーサネットIPv6の設定(Ethernet IPv6 Configuration)]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 イーサネットの設定項目を変更するには、適切なフィールドに値を入力します。 [イーサネット
IPv6の設定(Ethernet IPv6Configuration)]ウィンドウのフィールドの説明については、次の表を参照
してください。

ステップ 3 [リブートを使用した更新(Update with Reboot)]チェックボックスをオンにします。このウィンド
ウの IPv6設定項目を有効にするには、サーバをリブートする必要があります。

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。 [保存(Save)]をクリックすると、サーバはすぐにリブートしま
す。

ステップ 5 クラスタ内の各サーバに対して、この手順を実行します。

表 86：IPv6 の CLI コマンドおよびイーサネット IPv6 の設定項目

説明等価の CLI コマンド[イーサネット
IPv6(Ethernet IPv6)] ウィ
ンドウでの設定項目

これらの設定により、Cisco Unified
Communicationsオペレーティングシ
ステムで IPv6は有効になります。

IPv6を機能させるには、[イー
サネットIPv6(Ethernet IPv6)]
チェックボックスをオンにす

るか、等価の CLIコマンドを
発行する必要があります。こ

の作業は、Enable IPv6エン
タープライズパラメータを

[True]に設定する前に実行す
る必要があります。

注意

set network ipv6 service enable[IPv6を有効化(Enable
IPv6)]チェックボックス
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説明等価の CLI コマンド[イーサネット
IPv6(Ethernet IPv6)] ウィ
ンドウでの設定項目

ステートレスなアドレス自動設定を使

用して Cisco Unified Communications
Managerサーバの非リンクローカル
IPv6アドレスを取得する場合、[ルー
タアドバタイズメント(Router
Advertisement)]オプションボタンをク
リックします。

Cisco Unified Communications Manager
サーバの静的な非リンクローカルIPv6
アドレスを設定しない場合、または

DHCPv6サーバから非リンクローカ
ル IPv6アドレスをサーバに発行しな
い場合に、このオプションボタンを

クリックします。

Cisco Unified Communications Manager
サーバが非リンクローカル IPv6アド
レスを 1つだけ取得するようにしま
す。サーバに複数の IPv6アドレスが
ある場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerは予想どおり
に動作しない場合があります。

Cisco Unified Communications Manager
サーバがステートレスなアドレス自動

設定によってIPv6アドレスを取得し、
さらにサーバに対して設定された静的

な IPv6アドレスもある場合、Cisco
Unified Communications Managerはス
テートレスなアドレス自動設定によっ

て取得されたIPv6アドレスを無視し、
静的なアドレスを使用します。

N/A[ルータアドバタイズメ
ント(Router
Advertisement)]オプショ
ンボタン
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説明等価の CLI コマンド[イーサネット
IPv6(Ethernet IPv6)] ウィ
ンドウでの設定項目

DHCPv6サーバから非リンクローカ
ル IPv6アドレスを Cisco Unified
CommunicationsManagerサーバに発行
する場合、[DHCP(DHCP)]オプション
ボタンをクリックするか、等価のCLI
コマンドを発行します。

Cisco Unified Communications Manager
サーバが非リンクローカル IPv6アド
レスを 1つだけ取得するようにしま
す。サーバに複数の IPv6アドレスが
ある場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerは予想どおり
に動作しない場合があります。

set network ipv6 dhcp enable[DHCP(DHCP)]オプショ
ンボタン

これらのイーサネット IPv6設定項目
および等価のCLIコマンドを使用する
と、Cisco Unified Communications
Managerサーバの静的な IPv6アドレ
スを設定できます。

静的な非リンクローカル IPv6アドレ
スの設定は、Cisco Unified
CommunicationsManagerサーバが IPv6
アドレスを DHCPv6サーバから、ま
たはステートレスなアドレス自動設定

によって取得しないことを想定してい

ます。

set network ipv6 static_address
<addr> <mask>

[手動入力(ManualEntry)]
オプションボタン、

[IPv6アドレス(IPv6
Address)]、[サブネット
マスク(Subnet Mask)]

これらの設定を使用すると、Cisco
Unified Communications Managerサー
バの IPv6アドレスを表示できます。

show network ipv6 settings[IPv6アドレス(IPv6
Address)]

Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムでイーサネット IPv6設定項目
を設定するのではなく、表で説明したCLIコマンドを実行する場合、変更を有効にする
にはサーバをリブートする必要があります。 CLIコマンドの実行方法および他の IPv6
CLIコマンドについては、『Command Line Interface Reference Guide for Cisco Unifed
Communications Solutions』を参照してください。

ヒント

CLIを介して IPv6を有効にした場合、[サーバ(Server)] > [サーバの設定(Server
Configuration)]から [IPv6名(IPv6 Name)]フィールドを入力する必要があります。

（注）
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IPv6 のサービスパラメータとエンタープライズパラメータの設定
次の表に、IPv6に関して設定できるエンタープライズパラメータとサービスパラメータの説明を
示します。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページでエンタープライズパラメータを
設定するには、[システム(System)] > [エンタープライズパラメータ(Enterprise Parameters)]を選択
します。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページでサービスパラメータを設定するに
は、[システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択します。

エンタープライズパラメータを設定する手順については、『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。サービスパラメータを設定
する手順については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイ
ド』を参照してください。

ヒント

表 87：IPv6 のエンタープライズパラメータとサービスパラメータ

説明パラメータ

このエンタープライズパラメータでは、Cisco Unified Communications
Managerが IPv6を使用してコールをネゴシエートできるかどうか、および
電話機が IPv6アドレスをアドバタイズできるかどうかが指定されます。
このパラメータを [True]に設定する前に、クラスタ内のすべてのサーバの
Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで IPv6を有効に
しておきます。

このパラメータを [True]に設定すると、Cisco CallManagerサービスはデュ
アルスタックモードで実行されます。これは、IPv6をサポートするデバ
イスと通信するために必要です。

デフォルト値は [False]であり、Cisco Unified Communications Managerは
IPv6を使用してコールをネゴシエートできず、電話機は IPv6アドレスを
アドバタイズできません。

このエンタープライズパラメータを更新した後、CiscoUnifiedサービスア
ビリティで Cisco CallManager、CTIManager、および Certificate Authority
Proxy Functionサービスを再起動します。

Enable IPv6

デュアルスタックデバイスだけに適用されるこのエンタープライズパラ

メータでは、コールの各デバイスから IPv4アドレスと IPv6アドレスの両
方が使用可能な場合にCisco Unified CommunicationsManagerがメディアイ
ベントに使用するアドレッシングモードが指定されます。デフォルト値

は [Prefer IPv4]です。

IP Addressing Mode
Preference for Media
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説明パラメータ

デュアルスタックデバイスだけに適用されるこのエンタープライズパラ

メータでは、シグナリングイベントに対してデュアルスタック電話機が

Cisco Unified Communications Managerに接続する方法、およびシグナリン
グイベントに対してデュアルスタック SIPトランクがピアデバイスに接
続する方法が指定されます。

デフォルト値は [Prefer IPv4]です。

IP Addressing Mode
Preference for
Signaling

このパラメータでは、電話機がステートレスな自動設定によってアドレス

を取得できるかどうかが指定されます。有効な値は、[On]（電話機はルー
タの設定に応じてルータアドバタイズメントによって指定されたアドレス

（ステートレスまたはステートフル）を取得）または [Off]（電話機は常に
DHCPv6を使用して IPv6アドレスを取得）です。

Allow
Auto-Configuration for
Phones

CiscoCallManagerサービスをサポートするこのサービスパラメータでは、
Cisco Unified Communications Managerがロケーションベースのコールアド
ミッション制御（CAC）機能の一部としてコールカウントを使用するかど
うかが指定されます。コールカウントでは、コーデックまたはメディア

ペイロードや各コールに使用されるインターネットプロトコルバージョ

ン（IPv6または IPv4）に関係なく、コールごとの帯域幅の予約および調整
に固定値の帯域幅が使用されます。コールの実際の帯域幅に関係なくコー

ルごとに固定値の帯域幅が予約されるため、コールカウントによって帯域

幅がオーバーサブスクライブまたはアンダーサブスクライブされる可能性

があります。ネットワークでコールカウント機能が必要でないかぎり、

このパラメータはデフォルト値の [False]（無効）に設定しておくことをお
勧めします。 CACのコールカウントを有効にするには、このパラメータ
で [True]を選択します。CACのコールカウントを無効にするには、[False]
を選択します。

このサービスパラメータは IPv4および IPv6コールに適用されます。

Call Counting CAC
Enabled

CiscoCallManagerサービスをサポートするこのサービスパラメータでは、
Call Counting CAC Enabledパラメータを [True]に設定した後、音声コール
について使用可能な帯域幅から差し引かれる帯域幅の量が指定されます。

音声コールごとに、コールで実際に使用される帯域幅に関係なく、この

フィールドに入力した帯域幅の量が差し引かれます。

このサービスパラメータは IPv4および IPv6コールに適用されます。

Audio Bandwidth For
Call Counting CAC
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説明パラメータ

CiscoCallManagerサービスをサポートするこのサービスパラメータでは、
Call Counting CAC Enabledパラメータを [True]に設定した後、ビデオコー
ルについて使用可能な帯域幅から差し引かれる帯域幅の単位が指定されま

す。ビデオコールごとに、実際の帯域幅使用を反映するのに必要な単位

数が、使用可能な帯域幅から差し引かれます。たとえば、このパラメータ

で帯域幅単位として 512 kb/sを指定し、ビデオコールが 384 kb/sを使用す
る場合、1単位（512 kb/s）が使用可能な帯域幅から差し引かれます。同
様に、このパラメータで 512 kb/sを指定し、ビデオコールが 768 kb/sをネ
ゴシエートした場合、2単位の帯域幅（1064 kb/s）が使用可能な帯域幅か
ら差し引かれます。

このサービスパラメータは IPv4および IPv6コールに適用されます。

Video Bandwidth For
Call Counting CAC

Cisco TFTPサービスをサポートするこれらのサービスパラメータを使用
すると、代替シスコファイルサーバ（別のクラスタにあるTFTPサーバ）
を設定できます。これらのパラメータは、IPv4または IPv6アドレス、ま
たは IPアドレスに解決されるホスト名をサポートし、プライマリファイ
ルサーバと代替ファイルサーバ間で通信するために TFTPが使用する IP
スタックを決定します。代替ファイルサーバでデュアルスタックモード

がサポートされ、これらのパラメータフィールドで同じサーバに対して

IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を設定する場合は、両方の IPアドレ
スをフィールドごとに 1つずつ追加する必要があります。TFTPサーバで
は、設定した順序で各アドレスが試行されます。

Alternate Cisco File
Server

Unified CM の管理ページの IPv6 および IPv4 設定項目へのアクセス
次の表に、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの IPv6および IPv4設定項目を示し
ます。ただし、IPv6のサービスパラメータとエンタープライズパラメータの設定,（924ページ）
で説明されている IPv6サービスパラメータおよびエンタープライズパラメータは除きます。次
の表の一部の IPv6設定項目については、IPv4の等価の設定項目が Cisco Unified Communications
Managerの管理ページに表示されます。たとえば、SIPの [トランクの設定(Trunk Configuration)]
ウィンドウでは、ネットワークでの IPサポートに応じて、[接続先アドレスIPv6(DestinationAddress
IPv6)]または [接続先アドレス(Destination Address)]あるいは両方の設定項目を設定できます。

説明設定項目

[システム(System)] > [サーバ(Server)]
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説明設定項目

このフィールドは IPv4をサポートします。 IPv4アドレスにマッピング
できる DNSがネットワークで使用されている場合、Cisco Unified
Communications Managerサーバのホスト名を入力できます。使用されて
いない場合、サーバの完全な IPv4アドレスを入力する必要があります。

ネットワークで IPv6（または IPv4と IPv6）がサポートされて
いる場合、[ホスト名/IPアドレス(Host Name/IP Address)]フィー
ルドに加えて [IPv6名(IPv6 Name)]フィールドを設定します。

ヒント

[ホスト名/IPアドレス
(Host Name/IP
Address)]

このフィールドは IPv6をサポートします。 IPv6アドレスにマッピング
できる DNSがネットワークで使用されている場合、Cisco Unified
Communications Managerサーバのホスト名を入力できます。使用されて
いない場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバの非リンクロー
カル IPアドレスを入力します。

SCCPを実行する電話機は、TFTP設定ファイルに含まれているこのフィー
ルドを使用して Cisco Unified Communications Managerサーバの IPv6アド
レスを取得し、その結果、電話機の登録が行われます。

Cisco Unified Communications Manager Release 7.0(x)から Release
8.5(1)にアップグレードする前に、IPv6用の DNSサーバをプ
ロビジョニングできます。ただし、Release 8.5(1)をアップグ
レードしてから、IPv6の Cisco Unified Communications Manager
DNSレコードを設定してください。 Release 8.5(1)にアップグ
レードする前に Cisco Unified Communications Managerの DNS
レコードを IPv6用に設定すると、アップグレードが失敗し、
リブート後システムが機能しなくなる原因となります。

ヒント

[IPv6名(IPv6 Name)]フィールドの設定に加えて、[ホスト名/IP
アドレス(Host Name/IP Address)]フィールドも設定する必要が
あります。そうすることで、Cisco Unified Communications
Managerは IPv4（または IPv4と IPv6）を使用する機能および
デバイスをサポートできます。

ヒント

[IPv6名(IPv6 Name)]

[コールルーティング(Call Routing)] > [SIPルートパターン(SIP Route Pattern)]

ドメイン、サブドメイン、IPv4アドレス、または IPサブネットワーク
アドレスを入力します。

IPサブネットワークアドレスについては、クラスレスドメイ
ン間ルーティング（CIDR）表記で、X.X.X.X/Yと入力します。
Yは、ネットワークアドレスとなるアドレスのビット数を示す
ネットワークプレフィックスです。

ヒント

SIPトランクが IPv6または IPv4と IPv6の両方（デュアルス
タックモード）をサポートする場合、[IPv4パターン(IPv4
Pattern)]に加えて [IPv6パターン(IPv6 Pattern)]を設定します。

ヒント

[IPv4パターン(IPv4
Pattern)]
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説明設定項目

CiscoUnifiedCommunicationsManagerはSIPルートパターンを使用して、
内部コールと外部コールの両方をルーティングまたはブロックします。

このフィールドの IPv6アドレスは、内部コールと外部コールを IPv6を
サポートする SIPトランクにルーティングするための基礎となります。

SIPトランクが IPv4と IPv6の両方をサポートする場合、[IPv6
パターン(IPv6 Pattern)]に加えて [IPv4パターン(IPv4 Pattern)]を
設定します。

ヒント

[IPv6パターン(IPv6
Pattern)]

[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [共通デバイス設定(Common Device
Configuration)]
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説明設定項目

デバイス（SIPトランクまたは SCCPを使用する電話機）が Cisco Unified
Communications Managerに接続するために使用する IPアドレスのバー
ジョンを選択します。ドロップダウンリストボックスから、次のオプ

ションのいずれかを選択します。

• [IPv4のみ(IPv4 Only)]：メディアイベントとシグナリングイベント
の両方について、デバイスは IPv4アドレスを使用して Cisco Unified
CommunicationsManagerに接続します。デバイスで IPv4アドレスを
使用できない場合、コールは失敗します。

このオプションを選択した場合、電話機は IPv6アドレスを解放しま
す。このオプションを選択した場合、SIPトランクは IPv4アドレス
を使用してピアデバイスに接続します。

• [IPv6のみ(IPv6 Only)]：メディアイベントとシグナリングイベント
の両方について、デバイスは IPv6アドレスを使用して Cisco Unified
CommunicationsManagerに接続します。デバイスで IPv6アドレスを
使用できない場合、コールは失敗します。

このオプションを選択した場合、電話機は IPv4アドレスを解放しま
す。このオプションを選択した場合、SIPトランクは IPv6アドレス
を使用してピアデバイスに接続します。

SIPを実行する電話機は IPv6をサポートしないため、これらの電話
機についてはこのオプションを選択しないでください。 SIPを実行
する電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]として
[IPv6のみ(IPv6 Only)]を設定した場合、Cisco TFTPサービスによっ
て [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]設定は上書きされ、
設定ファイルで [IPv4のみ(IPv4 Only)]が使用されます。

• [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]（デフォルト）：IPv4アドレスと IPv6ア
ドレスの両方を持つことができるデュアルスタックデバイスに対し

て、このオプションを選択します。メディアイベントとシグナリン

グイベントの両方について、デュアルスタックデバイスは IPv4ア
ドレスまたは IPv6アドレスを使用してCisco Unified Communications
Managerに接続します。
デバイスで（両方のタイプの IPアドレスではなく）IPv4または IPv6
だけが使用可能な場合、デバイスは使用可能な IPアドレスを使用し
てコールをネゴシエートします。デバイスがメディアイベントとシ

グナリングイベントの両方について両方の IPアドレスタイプを持
つ場合、Cisco Unified Communications Managerは、シグナリングイ
ベントに対して [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定(IP
Addressing Mode Preference for Signaling)]設定項目の設定を使用し、
メディアイベントに対して IP Addressing Mode Preference for Media
エンタープライズパラメータを使用します。

[IPアドレッシング
モード(IP Addressing
Mode)]
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説明設定項目

IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方をサポートするデュアルスタック電
話機の場合、シグナリングイベント中に電話機が Cisco Unified
Communications Managerへの接続を確立するために使用する IPアドレス
のバージョンを選択します。デュアルスタック SIPトランクの場合、シ
グナリングイベントに対して SIPトランクがピアデバイスに接続するた
めに使用する IPアドレスのバージョンを選択します。

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを選択

します。

• [IPv4]：デュアルスタックデバイスは、シグナリングイベント中に
IPv4アドレスで接続を確立します。

• [IPv6]：デュアルスタックデバイスは、シグナリングイベント中に
IPv6アドレスで接続を確立します。

• [システムデフォルトの使用(Use SystemDefault)]：エンタープライズ
パラメータ IP Addressing Mode Preference for Signalingの設定が適用
されます。

[シグナリング用のIP
アドレッシングモー

ド設定(IP Addressing
Mode Preference for
Signaling)]

このドロップダウンリストボックスは、SCCPを実行するデュアルスタッ
ク Cisco Unified IP Phoneの IPv6をサポートします。ドロップダウンリ
ストボックスから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [オン(On)]：ルータでステートレスなアドレス自動設定によってM
ビットがどのように設定されるかに応じて、電話機はルータアドバ

タイズメント（RA）でアドバタイズされる IPv6ネットワーク IDを
使用して IPv6アドレスを自動設定できます。
Cisco Unified Communications Managerに登録するには、電話機に
TFTPサーバアドレスも必要です。 TFTPサーバアドレスは、電話
機のインターフェイスを介して手動で設定するか、DHCPv6サーバ
から取得できます。

他の情報を取得するために DHCPv6サーバを使用する必
要があることを電話機に指示するには、ルータでステート

レスなアドレス自動設定によって Oビットが設定される
ようにします。

ヒント

• [オフ(Off)]：電話機は、IPv6アドレスおよび TFTPサーバアドレス
を DHCPv6サーバから取得します。

• [デフォルト(Default)]：Allow Auto-Configuration for Phonesエンター
プライズパラメータの設定を使用するには、このオプションを選択

します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerはこの設定を使用しませんが、電話
機が取得する TFTPファイルにこの情報が含まれています。

[電話の自動設定を許
可(Allow
Auto-Configuration for
Phones)]
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説明設定項目

[デバイス(Device)] > [SIPトランク(SIP Trunk)]

IPv4をサポートする [接続先アドレス(Destination Address)]は、このトラ
ンクが通信するリモート SIPピアを表します。このフィールドで許可さ
れる値は、有効な V4ドット付き IPアドレス、完全修飾ドメイン名
（FQDN）、または [接続先アドレスはSRV(Destination Address is an SRV)]
フィールドがオンの場合は DNS SRVレコードだけです。

SIPトランクは、設定された [接続先アドレス(DestinationAddress)]および
このトランクに関連付けられた [SIPトランクセキュリティプロファイル
(SIP Trunk Security Profile)]で指定された着信ポートだけから着信要求を
受け入れます。

リモートエンドが Cisco Unified Communications Managerクラスタである
場合は、このフィールドでDNSSRVを選択することを推奨します。DNS
SRVレコードには、クラスタ内のすべての Cisco Unified Communications
Managerが含まれている必要があります。

IPv6または IPv6と IPv4（デュアルスタックモード）をサポー
トできる SIPトランクの場合、[接続先アドレス(Destination
Address)]フィールドに加えて [接続先アドレスIPv6(Destination
Address IPv6)]フィールドを設定します。

ヒント

[接続先アドレス
(Destination Address)]
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説明設定項目

[接続先アドレスIPv6(DestinationAddress IPv6)]は、このトランクが通信す
るリモート SIPピアを表します。次の値のいずれかをフィールドに入力
します。

•有効な IPv6アドレス（グローバルユニキャストアドレス、一意の
ローカルアドレス、またはホスト名）

•完全修飾ドメイン名（FQDN）

• DNS SRVレコード（ただし、[接続先アドレスはSRV(Destination
Address is an SRV)]チェックボックスをオンにした場合だけ）

SIPトランクは、設定された [接続先アドレスIPv6(DestinationAddress IPv6)]
およびこのトランクに関連付けられた [SIPトランクセキュリティプロファ
イル(SIP Trunk Security Profile)]で指定された着信ポートだけから着信要
求を受け入れます。

リモートエンドが Cisco Unified Communications Managerクラスタである
場合、このフィールドにDNSSRVレコードを入力することを検討してく
ださい。 DNS SRVレコードには、クラスタ内のすべての Cisco Unified
Communications Managerが含まれている必要があります。

デュアルスタックモードで実行される SIPトランクまたは [IP
アドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6
Only)]をサポートする SIPトランクの場合、このフィールドを
設定します。SIPトランクがデュアルスタックモードで実行さ
れる場合、[接続先アドレス(Destination Address)]フィールドも
設定する必要があります。

ヒント

[接続先アドレス
IPv6(Destination
Address IPv6)]

[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [SIPプロファイル(SIP Profile)]
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説明設定項目

このオプションを選択すると、デュアルスタック SIPトランクで IPv4と
IPv6の両方のメディアを提供できるようになります。

[ANATを有効化(EnableANAT)]チェックボックスと [メディアターミネー
ションポイントが必須(Media Termination Point Required)]チェックボック
スの両方をオンにすると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはデュア
ルスタックMTPを挿入し、2つのM回線（IPv4用と IPv6用）を持つオ
ファーを送信します。デュアルスタックのMTPを割り当てられない場
合、Cisco Unified Communications Managerは SDPなしで INVITEを送信
します。

[ANATを有効化(Enable ANAT)]チェックボックスがオンで、[メディア
ターミネーションポイントが必須(MediaTerminationPointRequired)]チェッ
クボックスがオフの場合、Cisco Unified Communications Managerは SDP
なしで INVITEを送信します。

[ANATを有効化(EnableANAT)]チェックボックスと [メディアターミネー
ションポイントが必須(Media Termination Point Required)]チェックボック
スの両方がオフの場合（または、MTPを割り当てることができない場
合）、Cisco Unified Communications Managerは SDPのない INVITEを送
信します。

[ANATを有効化(Enable ANAT)]チェックボックスをオフにするが、[メ
ディアターミネーションポイントが必須(MediaTerminationPointRequired)]
チェックボックスをオンにする場合は、次の情報を考慮してください。

ここでは、MTPを割り当てることができると想定しています。

• [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]が [IPv4のみ(IPv4Only)]
の SIPトランクの場合、CiscoUnified CommunicationsManagerは SDP
で IPv4アドレスを送信します。

• [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]が [IPv6のみ(IPv6Only)]
の SIPトランクの場合、CiscoUnified CommunicationsManagerは SDP
で IPv6アドレスを送信します。

•デュアルスタックSIPトランクの場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、IP Addressing Mode Preference for Mediaエンタープライ
ズパラメータの設定に基づいて SDPで送信する IPアドレスのタイ
プを決定します。

[ANATを有効化
(Enable ANAT)]

関連トピック

[イーサネットIPv6(Ethernet IPv6)]ウィンドウでの IPv6 CLIコマンドの実行および IPv6の設定,
（920ページ）
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ユーザへの情報提供
IPv6のメニューオプションが電話機に表示されますが、電話機の（エンド）ユーザに対する特別
な考慮事項はありません。ただし、ネットワークで IPアドレスサポートを適切に設定しないと、
電話機でコールを発信または応答しようとするときにユーザがビジートーンや沈黙時間などを受

信する場合があります。

電話機での IPv6の使用の詳細については、ご使用の電話機モデルおよびこのバージョンの
Cisco Unified Communications Managerをサポートする『Cisco Unified IP Phone Administration
Guide』を参照してください。

ヒント

IPv6 のトラブルシューティング
IPv6のトラブルシューティングについては、『CiscoUnifiedCommunicationsManager Troubleshooting
Guide』を参照してください。
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第 36 章

ライセンス

Cisco Unified Communications Managerのライセンスは、Enterprise License Managerによって管理
されます。ライセンスは、ライセンスの使用状況情報を Unified Communications Managerから収
集し、ライセンスがコンプライアンスまたは非コンプライアンスを示すレポートを返すEnterprise
LicenseManagerにインストールされます。UnifiedCommunicationsManagerは、システム上のユー
ザおよびデバイスの合計数に基づいて、ライセンスの使用状況を計算します。

• Unified Communications Managerのライセンス, 935 ページ

• ライセンスの使用状況レポート, 936 ページ

• ライセンスコンプライアンス, 938 ページ

• ライセンスのトラブルシューティング, 938 ページ

Unified Communications Manager のライセンス
UnifiedCommunicationsManagerのすべてのライセンスは、Enterprise LicenseManagerで集中的に処
理されます。 Unified Commucications Managerは、Enterprise License Managerと通信してライセン
ス要件を提示します。ユーザ、電話機、その他のサービスがUnifiedCommunicationsManagerでプ
ロビジョニングされるとライセンス要件が追加され、Unified CommunicationsManagerは対応する
ライセンス要件を Enterprise License Managerに送信します。 Enterprise License Managerは、Unified
Communications Managerのライセンス要件を使用可能なインストール済みのライセンスと比較し
て、ライセンスのコンプライアンスまたは非コンプライアンスを示すレポートを返します。Unified
Communications Managerライセンスのタイプは、Cisco Unified Workspaceライセンス（UWL）ま
たは Cisco User Connectライセンス（UCL）として使用可能です。

UWLを使用すると、経済的で簡単にパッケージングされた広範囲のシスコのコラボレーション
アプリケーションやサービスにアクセスすることができます。これには、ソフトウェアクライア

ント、アプリケーションサーバ、ユーザごとのライセンスが含まれています。必要性と選択する

デバイスに応じて、Cisco Unified Workspaceライセンスの Professional Editionと Standard Editionを
使用できます。
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一方、UCLは各 Cisco Unified Communications製品のユーザベースライセンスで、ソフトウェア
クライアント、アプリケーションサーバソフトウェアライセンス、基本的なUnifiedCommunications
アプリケーションが含まれています。必要性と選択するデバイスに応じて、UCLの Essential、
Basic、Enhanced、Enhanced Plusのいずれかを使用できます。

Unified Communications Managerライセンスのタイプは、次のとおりです。

Essential User Connectライセンス：基本ボイスを提供するデバイスまたはア
ナログデバイス（電話機またはファクス）1台をサポート（例：アナログ
電話機、ATA 186、ATA 187、Cisco 3905、Cisco 6901）。

Essential

Basic User Connectライセンス：すべての Essentialデバイスを含む 1台のデ
バイスと、基本的な（ボイスおよびビデオ）コール制御機能をサポート

（例：Cisco 6911、Cisco 6921）。

Basic

Enhanced User Connectライセンス：すべての Basicデバイスを含む 1台のデ
バイスと、デスクトップおよび携帯クライアントを含む拡張（ボイスおよび

ビデオ）コール制御機能をサポート（例：Cisco 3911、Cisco 3951、Cisco
6941、Cisco 6945、Cisco 6961、Cisco 79xx、Cisco 89xx、Cisco 99xx、Cisco
E20、Cisco TelePresence EX60、Cisco TelePresence EX90、サードパーティ
SIP）。

Enhanced

Enhanced Plus User Connectライセンス：すべての Enhancedデバイスを含む
最大 2台デバイスをサポート。

Enhanced Plus

Unifeied CMの CUWL Standard Unified Workspace Licensing（UWL）ライセ
ンス：デスクトップおよび携帯を含む拡張（ボイスおよびビデオ）コール制

御機能と、ユーザごとに最大 10台のデバイスをサポート。

CUWL Standard

Unified CMのCUWLProfessional UnifiedWorkspace Licensing（UWL）ライセ
ンス：CUWL Standardの機能と専門的なコラボレーションワークスペース
アプリケーション機能を含む。

CUWL Professional

TelePresence Roomライセンス：イマーシブおよびマルチパーパスの Cisco
TelePresence Systemエンドポイントに基づくルームをサポート（例：Cisco
TelePresence Systemシリーズ 3200、3000、1300、Cisco TelePresence MXシ
リーズ、Cisco TelePresence TXシリーズ、Cisco TelePresence System Profileシ
リーズ）。

TelePresence Room

詳細については、『Enterprise License Manager User Guide』を参照してください。

ライセンスの使用状況レポート
ライセンスの使用状況レポートには、EnterpriseLicenseManagerに報告されるものと同じシステム
ライセンスの使用状況のサマリーと詳細情報が表示されます。

使用状況の詳細には、ライセンスのタイプ、ユーザ、および未割り当てのデバイスが含まれます。

使用状況の情報は毎日 1回更新されますが、[使用状況の詳細の更新(Update Usage Details)]をク
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リックして手動で更新することもできます。 [使用状況の詳細の更新(Update Usage Details)]をク
リックするとリソースが集中的に使用されるため、システムのサイズによっては処理が完了する

までに数分かかることがあります。 Unified Communicationsのライセンス情報を確認するリンク
は、[すべてのライセンスタイプの説明とデバイスの分類の表示(View all license type descriptions and
device classifications)]にあります。

アラームまたはライセンスアラート（ライセンスの非コンプライアンス状態）が発生すると、ス

テータスメッセージが表示されます。ステータスメッセージの詳細については、「アラーム、

アラート、およびライセンスステータス通知」を参照してください。ライセンスのコンプライア

ンスおよび非コンプライアンスの詳細については、「ライセンスコンプライアンス」を参照して

ください。

[ライセンス要件(タイプ別)(License Requirements by Type)]テーブルには、現在のシステムライセ
ンス要件が表示されます。これには、現在のライセンスの使用状況（必要なライセンス数）がラ

イセンスのタイプ別に示され、ライセンスが必要なユーザ数および未割り当てのデバイス数がラ

イセンスのタイプ別にまとめられます。ライセンスタイプ別レポートのリンクは、ユーザ（数）

または未割り当てのデバイス（数）ごとに表示され、ドリルダウンリンクが含まれています。

ユーザレポートの場合は、[ユーザID(User ID)]リンクをクリックすると、ユーザ IDごとにユー
ザ設定の詳細が表示されます。 [詳細の表示(ViewDetails)]リンクをクリックすると、ユーザ IDご
とにライセンス要件が表示されます。未割り当てのデバイスレポートの場合は、必要なデバイス

のタイプとライセンスのタイプが未割り当てのデバイスごとに表示されます。

ユーザおよび未割り当てのデバイス別にまとめられたライセンスの使用状況レポートも使用でき

ます。 [ユーザ(Users)]行には、システムに設定されたユーザの合計数が表示され、ユーザの [使
用状況レポートの表示(View Usage Report)]では、システムに設定されたすべてのユーザと対応す
る各ライセンス要件のレポートが表示されます。また、未割り当てのデバイスの [使用状況レポー
トの表示(View Usage Report)]では、未割り当てのデバイス（ユーザに関連付けられていないデバ
イス）の合計数が表示されます。

Cisco Unified Communicationsの管理ページでユーザ IDをデバイスに割り当てると、そのデバ
イスはライセンスの使用状況レポートの [未割り当てのデバイス(UnassignedDevices)]から [ユー
ザ(Users)]に移動します。ただし、エンドユーザの制御するデバイスのリストにデバイスを追
加しても、そのデバイスに関する「ライセンスの使用状況レポート」の出力結果は変わりませ

ん。ユーザへのデバイスの割り当ての詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

（注）

[Enterprise License Manager]セクションには、Unified Communications Managerが Enterprise License
Managerの管理対象であるかどうかが表示されます。 UCMがEnterprise License Manager製品のイ
ンベントリに追加されている場合は、Enterprise License Managerサーバのログインページへのリ
ンクが表示されます。 24時間ごとに少なくとも 1回以上、Unified Communications Managerを
Enterprise License Managerに接続する必要があります。このライセンス要件に含まれる Unified
Communications Managerおよび Enterprise License Managerの接続と通信は、同期と呼ばれます。
Enterprise License Managerのステータスには、Unified Communications Managerと Enterprise License
Managerの間で同期が正常に完了した最終日時のタイムスタンプが表示されます。
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ライセンスコンプライアンス
最初にインストールすると Unified Communications Managerは、Enterprise License Managerと正常
に同期してライセンスが Enterprise License Managerにインストールされるまでの 60日間の猶予期
間、デモンストレーションモードで完全に動作します。 Enterprise License Managerが登録され、
ライセンスが登録されてUnifiedCommunicationsManagerとの同期が行われると、Enterprise License
Managerは Unified Communications Manager製品インスタンスと毎日通信します。 Unified
CommunicationsManagerは、すべてのライセンス要件をタイプ別にEnterprise LicenseManagerへレ
ポートします。EnterpriseLicenseManagerは、接続しているすべてのUnifiedCommunicationsManager
製品インスタンスのライセンス要件をまとめて、それらの要件全体を使用可能なインストール済

みライセンス全体と比較します（同一製品タイプのすべての製品インスタンスごとに、ライセン

ス要件とインストール済みライセンスのタイプがまとめられます）。Enterprise License Manager
は、対象の製品インスタンスに次のいずれかのステータスレポートを返します。

•コンプライアンス

•非コンプライアンス

非コンプライアンスが発生するのは、次のいずれかの場合です。

•ライセンス数が不足している

• Enterprise License Managerと正常に同期していない

Unified Communications Manamerで非コンプライアンスの状態のライセンスは、60日間の猶予期
間の後に適用されます。猶予期間を過ぎるとUnifiedCommunicationsManagerは非コンプライアン
スに設定され、次のようなサービスの低下が発生します。

•デバイスとユーザのプロビジョニングはできません。ライセンスに影響するユーザの設定
（たとえば、[IM and Presenceの有効化(Enable IM and Presence)]や [モビリティの有効化(Enable
Mobility)]のチェックボックス）の変更はできません。

•デバイスとユーザのデプロビジョニングはできません。ライセンスに関連する設定の変更
（たとえば、IM and Presenceやモビリティを無効化すること）は可能です。

ライセンスの操作の詳細については、『Enterprise License Manager User Guide』を参照してくださ
い。

ライセンスのトラブルシューティング
UnifiedCommunicationsManagerライセンスは、Enterprise LicenseManagerによって管理されます。
EnterpriseLicenseManagerはライセンスの履行を制御し、サポート対象製品の間でライセンスの割
り当てや調整をサポートします。また、Enterprise License Managerは使用状況と権利状況に関す
るエンタープライズレベルのレポートを提供し、その中にはステータスメッセージも含まれてい

ます。アラームは Unified Communications Managerによって生成されます。
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アラーム

Unified Communications Managerは、ライセンスに関する次のアラームを生成します。

推奨処置説明アラーム

Enterprise License Managerを製
品に接続します。

Enterprise License Managerが接
続されていません（警告アラー

ム）

CiscoElmNotConnected

追加のライセンスをアップロー

ドします。 Enterprise License
Managerが製品に接続されてい
ることを確認します。

ライセンスの猶予期間が終了し

ました（警告アラーム）

CiscoNoProvisionTimeout

システム時刻が変更された原因

を特定します。

システム時刻が変更されました

（情報アラーム）

CiscoSystemTimeChange

追加のライセンスをアップロー

ドします。 Enterprise License
Managerが製品に接続されてい
ることを確認します。

猶予期間の終了が近付いてお

り、プロビジョニングができな

くなります（情報アラーム）

CiscoGraceTimeLeft

追加のライセンスをアップロー

ドします。 Enterprise License
Managerが製品に接続されてい
ることを確認します。

システムが超過しており、これ

はシステムのライセンスリソー

ス制限が超過したことを意味し

ます（警告アラーム）

CiscoSystemInOverage

Enterprise License Managerの証
明書を確認します。これは

Man-in-the-Middle（中間者）攻
撃の可能性があります。

Cisco Unified Communications
Managerと Enterprise License
Managerの間で証明書が不一致
です（エラーアラーム）

CiscoSystemSecurityMismatch

Unified Communications Managerに必要なライセンスがない場合には、アラートが生成されます。
アラートについては、『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してく
ださい。

Enterprise License Manager のステータスメッセージ

次に、ライセンスの使用状況レポートの画面に表示されるすべてのステータスメッセージのリス

トを示します。
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説明アラームメッセージ状態デバイス

新規インストール：スターター

ライセンス。

システムは 60日間で期限が切れ
るデモライセンスで稼動していま

す。ユーザおよびデバイスのプロ

ビジョニングを引き続き実行でき

るように、このシステムを

Enterprise License Managerに追加
して、使用に必要なライセンスを

期限切れになる前にインストール

します。

デモモードUnified
Communications
Manager

ライセンスリソースの制限を超

過し、システムがライセンス不

足の状態で稼動しています。

システムはライセンス数が不足し

た状態で稼動しています。ユーザ

およびデバイスのプロビジョニン

グ機能を復元するためには、

Enterprise License Managerで追加
ライセンスを設定します。

ライセンス超過Unified
Communications
Manager

Unified Communications Manager
から Enterprise License Manager
への接続が失われているか、同

期が正常に行われていません。

システムが 10日間、Enterprise
LicenseManagerと正常に同期して
いません。 50日間以内に正常に
同期しないと、ユーザとデバイス

のプロビジョニングを実行できな

くなります。

Enterprise
License Manager
未接続

Unified
Communications
Manager

次に、Enterprise License Managerの画面に表示されるすべてのステータスメッセージのリストを
示します。

説明アラームメッセージ状態デバイス

新規インストール：製品ライセ

ンスがインストールされていま

せん。

Enterprise License Managerはデモ
モードで稼動しています。使用中

の製品の機能を失わないために

は、製品インスタンスのライセン

ス要件に必要なライセンスをイン

ストールします。

デモモードEnterprise
License
Manager

ダッシュボード内の Enterprise
License Managerにメッセージが
表示され、ライセンスの使用状

況が表示されます。

ライセンス不足ライセンス超過Enterprise
License
Manager
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説明アラームメッセージ状態デバイス

デバイスと同期していません。

ダッシュボードにメッセージ

（同期ステータスと最終の日

付）が表示され、インベントリ

が表示されます。

•インスタンスに到達できませ
ん

•ログインに失敗しました

•証明書が一致しません

•登録が競合しています

•サーバタイプが無効です

•製品タイプが一致しません

•製品インスタンスが重複して
います

Enterprise
License Manager
未接続

Enterprise
License
Manager
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第 37 章

ローカルルートグループ

この章では、ローカルルートグループに関する情報を提供します。

• ローカルルートグループの設定, 943 ページ

• ローカルルートグループの機能, 945 ページ

• ローカルルートグループのシステム要件, 954 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 955 ページ

• ローカルルートグループのインストールとアクティブ化, 957 ページ

• ローカルルートグループの設定, 957 ページ

ローカルルートグループの設定
ローカルルートグループ機能は、多数のロケーションを使用する集中型の Cisco Unified
Communications Manager構成でのプロビジョニングに関して、複雑さやメンテナンスの労力を軽
減するのに役立ちます。ローカルルートグループ機能の根本的な進歩によって、ゲートウェイ

へのアクセスに使用されるルートパターンから PSTNゲートウェイのロケーションを切り離せる
ようになりました。

ローカルルートグループ機能には、Cisco Unified Communications Managerの実装にプロビジョニ
ングされるべきルートリストおよびルートパターンの数を削減する機能があります（この実装で

は、N個のサイトそれぞれが、その他のN-1個のリモートサイトのローカルゲートウェイにアク
セスできる必要があります）。このようなシナリオの 1つの例として、テールエンドホップオ
フ（TEHO）があります。

ローカルルートグループ機能を設定する手順は、次のとおりです。
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手順

ステップ 1 この機能のインタラクションと制限事項を確認します。

ステップ 2 まだ実行していない場合は、[CiscoUnifiedサービスアビリティ]でCisco CallManagerサービスをア
クティブにします。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コールルーティング(Call Routing)] > [ルー
ト/ハント(Route/Hunt)] > [ルートリスト(Route List)]メニューオプションを使用して、標準のロー
カルルートグループが含まれているローカルルートリストをルートリストのメンバとして設定

します。

ステップ 4 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [システム(System)] > [デバイスプール(Device
Pool)]メニューオプションを使用して、Cisco Unified Communications Manager実装におけるデバ
イスプールに対してローカルルートグループを設定します。設定する各デバイスプールに対し

て、そのデバイスプールのローカルルートグループとして使用するルートグループを指定しま

す。また、ユーザは各デバイスプールに対して、そのデバイスプールのデバイスの着信側トラ

ンスフォーメーション CSSを設定できます。

ステップ 5 ダイヤルプランがグローバル化されておらず、またローカルルートグループが着信側のトラン

スフォーメーションパターンを使用する必要がある場合には、CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページの [デバイス(Device)] > [ゲートウェイ(Gateway)]および [デバイス(Device)] > [トラン
ク(Trunk)]メニューオプションを使用して、各ロケーションのゲートウェイおよびトランクを設
定します。

ローカルルートグループ機能を設定する各デバイスに対しては、次のフィールドを設定します。

• [着信側トランスフォーメーションCSS(Called Party Transformation CSS)]：CSSを選択して、
デバイスの着信側番号のローカライズを許可します。

• [デバイスプールの着信側トランスフォーメーションCSSを使用(Use Device Pool Called Party
Transformation CSS)]：デバイスが属するデバイスプールによって指定されている着信側トラ
ンスフォーメーション CSSを使用するには、このチェックボックスをオンにします。この
チェックボックスがオフになっている場合は、デバイスに対して指定されている着信側トラ

ンスフォーメーション CSSが使用されます。

ステップ 6 Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コールルーティング(Call Routing)] > [トラ
ンスフォーメーションパターン(TransformationPattern)] > [着信側トランスフォーメーションパター
ン(Called Party Transformation Pattern)]メニュー項目を使用して、コールがゲートウェイを介して
ルーティングされる前に、番号に関する着信側トランスフォーメーションパターンを設定しま

す。

ステップ 7 標準ローカルルートグループを使用するように設定されたルートリストを使用するため、Cisco
Unified CommunicationsManagerの管理ページで [コールルーティング(Call Routing)] > [ルート/ハン
ト(Route/Hunt)] > [ルートパターン(Route Pattern)]メニュー項目を使用して、ルートパターンを設
定します。

ステップ 8 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで [コールルーティング(Call Routing)] > [ルー
トプランレポート(Route Plan Report)]メニューオプションを使用して、実装に関するルートプラ
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ンレポートを生成および表示します。実行したプロビジョニングがローカルルートグループの

設定に対して正しいかどうかを確認するには、このルートプランレポートをチェックします。

関連トピック

ローカルルートグループ, （943ページ）
ローカルルートグループの機能, （945ページ）
インタラクション, （955ページ）
制限事項, （957ページ）

ローカルルートグループの機能
ローカルルートグループ機能は、多数のロケーションを使用する集中型の Cisco Unified
Communications Manager構成でのプロビジョニングに関して、複雑さやメンテナンスの労力を軽
減するのに役立ちます。ローカルルートグループ機能の根本的な進歩によって、ゲートウェイ

へのアクセスに使用されるルートパターンから PSTNゲートウェイのロケーションを切り離せる
ようになりました。

Cisco Unified Communications Managerでは、発信側デバイスのローカルルートグループ用デバイ
スプールの設定にそれぞれ基づいてプロビジョニングされたルートグループにバインドできる、

特別なローカルルートグループを導入しています。そのため、電話機など、別個のロケールに

ある複数のデバイスで、同一のルートリストおよびルートパターンを使用できます。ただし、

Cisco Unified Communications Managerは、それ自体のローカルエンドに対して正しいゲートウェ
イを選択します。

このマニュアルでは、管理者が Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コール
ルーティング(Call Routing)] > [ルート/ハント(Route/Hunt)] > [ルートグループ(Route Group)]メ
ニューオプションを使用して設定するルートグループを指して、プロビジョニングされたルー

トグループという用語を使用します。

（注）

ローカルルートグループ機能には、Cisco Unified Communications Managerの実装にプロビジョニ
ングされるべきルートリストおよびルートパターンの数を削減する機能があります（この実装で

は、N個のサイトそれぞれが、その他のN-1個のリモートサイトのローカルゲートウェイにアク
セスできる必要があります）。このようなシナリオの 1つの例として、テールエンドホップオ
フ（TEHO）があります。

単純なローカルルーティングの場合、プロビジョニングは N個のルートパターンおよびルート
リストから、1個のルートパターンおよびルートリストへと削減されます。テールエンドホッ
プオフ（TEHO）の場合は、ローカルルートグループによって、N2個のルートパターンおよび
ルートリストの代わりに、N個のルートパターンおよびルートリストの設定が可能になります。
現在では、より大規模な実装のために Nの値が 1000をはるかに上回る値に達しているため、結
果として、スケーラビリティのための非常に大きな削減につながります。
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以前は、Cisco Unified Communications Managerはゲートウェイを、複数のパターンの割り当て先
デバイスとして扱っていました。ゲートウェイと、Cisco Unified Communications Managerがゲー
トウェイを関連付けるパターンとの間には、厳密で柔軟性にやや欠けるバインドが存在していま

した。コールが発信されると、Cisco Unified Communications Managerは状態を、「発信者 Xがあ
る番号をダイヤルした。その数字はパターン Yに一致する。パターン Yはルートリスト、ルー
トグループ、およびゲートウェイ A、Bおよび Cに直接関連付けられている」と見なしました。

ローカルルートグループ

管理者は、新しいルートグループをルートリストに追加すると、選択対象であるすべての使用可

能なルートグループを [ルートリストの設定(RouteListConfiguration)]ウィンドウで確認できます。
このリストには、[標準ローカルルートグループ(Standard Local Route Group)]と名付けられた特別
なルートグループが、リストの最初のメンバとして含まれています。このローカルルートグルー

プは、仮想ローカルルートグループを示します。

ローカルルートグループは、プロビジョニングされたルートグループには静的にバインドされ

ません。ローカルルートグループは [ルートグループの検索/一覧表示(Find and List Route Groups)]
ウィンドウには表示されないため、削除や変更を行うことはできません。ただし、ローカルルー

トグループを任意のルートリストに追加することは可能です。この追加が行われると、ローカル

ルートグループはプロビジョニングされたルートグループのプレースホルダとして機能します。

プロビジョニングされたルートグループはその後、コールの設定時にローカルルートグループ

に動的にバインドされます。

ローカルルートグループをルートリストに追加すると、後でそのローカルルートグループをリ

ストから削除したり、またはプロビジョニングされた任意のルートグループと同様に、リスト内

における検索順序の場所を変更したりできるようになります。

プロビジョニングされたルートグループのローカルルートグループ

へのバインド

プロビジョニングされたルートグループのローカルルートグループへのバインドをコール設定

時まで保留すると、プロビジョニングされた目的のルートグループが、コールを発信しているデ

バイスに対してローカルなグループになります。このため、ロケーションXにあるデバイスはロ
ケーション XのPSTNのゲートウェイを含むプロビジョニングされたルートグループを使用し、
ロケーション Yにあるデバイスはロケーション Yの PSTNのゲートウェイに関する別のプロビ
ジョニングされたグループを使用します。

システムの各デバイスがそのローカルルートグループを認識するためにプロビジョニングされて

いるということを、確認する必要があります。何千ものデバイスが存在する可能性があるので、

各デバイスの設定ウィンドウでこの情報を特定せずにすむよう、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページを使用して、デバイスのデバイスプール内で情報を特定できます。これは、
デバイスプールが共通のサイト特有の情報を指定するためです。

[デバイスプール設定(Device PoolConfiguration)]ウィンドウの [ローカルルートグループ(LocalRoute
Group)]フィールドには、使用可能なすべての（プロビジョニングされた）ルートグループを一
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覧表示するドロップダウンリストボックスがあります。このリストには、特別な標準ローカル

ルートグループの名前は表示されません（デバイスプールでは、プロビジョニングされたルート

グループだけが設定されるためです）。ただし、このリストには、最初の（デフォルトの）選択

肢を示す<NONE>という特別な名前が表示されます。バインドを必要としない場合は、<NONE>
を選択します。

デフォルトの値である <NONE>がデバイスプールに対して選択されている場合、ローカルルー
トグループである標準ローカルルートグループを含むルートリストを使用するコールは常に、

標準ローカルルートグループがリストに存在しないかのようにルーティングされます。

このメカニズムに基づき、特別な標準ローカルルートグループを含むルートリスト上のデバイ

スから発信されるコールは、次のように動作します。

1 ルートリストのアルゴリズムによって、未使用のトランクが見つかるまで、含まれているルー

トグループのリストが指定の順序で検索されます（以前および現在の実装に違いはありませ

ん）。

2 検索によって特別な標準ローカルルートグループが検出されると、このルートグループは自

動的に、発信側デバイスに対してプロビジョニングされているローカルルートグループの名

前に置換されます。ただし、検索結果が次のいずれかである場合は例外です。

•プロビジョニングされたルートグループが <NONE>を示している場合、標準ローカル
ルートグループは完全にスキップされます。

•標準ローカルルートグループがこのようにスキップされることによって検索が終了する
と（つまり、標準ローカルルートグループがルートリスト内の最後または唯一のルート

グループとなった場合）、ルーティングは中断し、ユーザはリオーダー音（または同等の

通知）を受信します。

ローカルルートグループのマッピング

ローカルルートグループのマッピングによって、Cisco Unified Communications Managerはゲート
ウェイをサービスのように扱うことができます。お客様はこのソリューションによって、ルート

プランをプロビジョニングおよびメンテナンスするための労力を省けるという利点が得られます。

例

この例では、次の図に示すように、5つの管理対象サイトを持つ集中型コールモデルを想定して
います。以降の項では、このコールモデルを使用して、ローカルルートグループ機能に関する

次の 2種類の現象を示します。

•各サイトがオフネットコールをローカルゲートウェイにルーティングする必要がある、単
純なローカルルーティングのケース
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•より複雑なテールエンドホップオフ（TEHO）のケース

図 68：集中型モデルでのローカルオフネットアクセスの管理

ローカルルートグループ機能を使用する Cisco Unified Communications Managerの構成では、目的
の接続先に必ず到達するよう、着信側トランスフォーメーションによってコールされた番号を正

規化する必要があります。

単純なローカルルーティング

単純なローカルルーティングは、各サイトがそのローカルゲートウェイにオフネットコールを

ルーティングすることが必要なケースに対応します。ルートパターンおよびルートリストのプ

ロビジョニングについては、N個のルートパターンおよびルートリストを設定する手間を、1個
のルートパターンおよびルートリストだけの設定に減らすことができます。

このケースではさらに、ある特定のサイトをホームとしている電話機すべてが、そのサイトに固

有の単一のコーリングサーチスペース（CSS）に属していると仮定します。たとえば、ボール
ダーサイトにある電話機は、CSS-Bldrコーリングサーチスペースに属しています。その他のサ
イトも同様にそれぞれ CSSに属しています。次の図は、ローカルルートグループ機能を使用し
ない状態で、このシステムで発生し得るプロビジョニングを示しています。つまり、9をダイヤ
ルし、続けて 7桁、10桁、または 11桁のパターンをダイヤルしてオフネットコールを発信する
場合には、電話機はサイトに関係なく、常にそのローカルゲートウェイを優先します。さらに多

くのサイトが追加されると、それぞれのカラムは新しいエントリ（行）を含める必要があります。
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N個のサイトが存在する場合は、N個のルートリスト、ルートパターン、パーティション、およ
びコーリングサーチスペースが必要となります。

図 69：ローカルルートグループを使用しないローカルオフネットアクセスのプロビジョニング
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同じ実装でローカルルートグループ機能を使用すると、サイトの数に関係なく、単一のルート

リスト、パーティション、ルートパターン、およびCSSを設定できるようになります。次の図を
参照してください。

図 70：ローカルルートグループを使用するローカルオフネットアクセスのプロビジョニング

この場合、次の設定が適用されます。

•すべての電話機が、単一の CSS-Systemコーリングサーチスペース、および単一の P-System
パーティションに属する。

•所定のサイトのすべての電話機が、そのサイトに固有である 1つのデバイスプールに属す
る。

•各デバイスプールの [ローカルルートグループ(Local Route Group)]フィールドが、そのサイ
トの特定のルートグループを識別する。この例では、ボールダーはRG-Bldr、リチャードソ
ンは RG-Rchとなる。

このため、このケースでのルートリスト、ルートパターン、パーティション、およびコーリング

サーチスペースは、それぞれ N個から 1個に減少します。ゲートウェイ、ルートグループ、お
よびデバイスプールの数は、N個のサイトに対して N個のままです。

すべてのサイトから 9.@パターンにアクセスするため、新しいパーティション P_System、および
新しいコーリングサーチスペース CSS_Systemが追加されます。コーリングサーチスペース
CSS_Boulderは、他のサイトの CSSと同様に、P_Boulderおよび P_Systemも含めることができま
す。
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テールエンドホップオフ

テールエンドホップオフ（TEHO）とは、VoIPネットワークを越えて長距離電話をルーティン
グし、それらのコールをリモートのゲートウェイで市内電話として公衆電話交換網（PSTN）にド
ロップすることを指します。 TEHOを使用する場合、N2個のエンティティを設定する代わりに
N個のエンティティを設定するだけでよく、設定上の複雑さを軽減できます。TEHOに関しては、
次の状態を前提としています。

•各サイトには、他の N-1個の各サイトに対する個別のルートパターン、およびルートリス
トが存在する。

•所定のサイト Sに関して、別の（リモート）サイトに対するN-1個の各ルートリストは、そ
の別サイトにとってローカルな 1つまたは複数のゲートウェイのルートグループを第 1優先
として持ち、次に、Sにとってローカルなルートグループを第 2優先として持つ。したがっ
て、十分なトランキングリソースが使用可能で、第 1優先となり得る場合、長距離電話はリ
モートサイトでゲートウェイを使用してオフネットとなるため、通話料金の課金対象になり

ません。十分なトランキングリソースが使用可能でない場合、コールはデフォルトのローカ

ルゲートウェイに戻り、通話料金の課金対象となります。

この場合もやはり、Cisco Unified Communications Managerは、すべてのサイトに対して同じルー
ティングポリシーを持ちます。第 2優先項目として、サイトのローカル PSTNでコールをルー
ティングすると（システムがリモートの PSTNでコールを市内電話としてドロップしなかった場
合）、お客様はサイトごとにすべてのルーティング情報に関する別個のインスタンスをプロビジョ

ニングするように強制されます。次の図を参照してください（この図では、一部のサイトの構成

を示しています）。各サイトには、他のN-1個の各サイトに対するルートパターンおよびルート
リストの固有のセット、およびリモートのアクセスコードがカバーしていないその他すべての
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コールに関する汎用のローカルルートリストがあります。この要件は、一般的なケースに関す

る N×(N-1)+N個、つまり N2個のルートリストおよびルートパターンを必要とします。

図 71：ローカルルートグループを使用しない TEHO のプロビジョニング

ローカルルートグループ機能を使用する場合、リモートサイトに必要な N×(N-1)個のルートパ
ターンおよびルートリストはN個に減少し、N個のローカルルートパターンおよびローカルルー
トリストは 1個に減少します。全体的には次の図のように、ルートリストおよびルートパター
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ンの合計数は N2から N+1に減少し、コーリングサーチスペースおよびパーティションは N個
から 1個に減少します。

図 72：ローカルルートグループを使用する TEHO のプロビジョニング

前の図では、重要なエレメントが、各ルートリストの 2番目の選択肢として標準ローカルルート
グループを使用していることに注目してください。発信側デバイスのデバイスプールの設定に

よって、特定のコール中に使用される、実際のプロビジョニングされたルートグループが動的に

決定されます。

着信側トランスフォーメーション

エンタープライズ番号とルートグループおよびゲートウェイとの間で疎結合が発生している最中

には、ルートグループおよびゲートウェイと PSTNが予想するパターンとの間に極度の密結合が
発生します。選択されたゲートウェイが7桁のダイヤリングロケーションに存在する場合、PSTN
は 7桁を予想します。選択されたゲートウェイが 10桁のロケーションに存在する場合は、PSTN
は 10桁を予想して市内番号にアクセスします。

例 1

コールがダラスから発信された場合、その着信番号は 9.5551212を示します。ダラスのローカル
ゲートウェイがビジーまたはアクセス不能である場合は、サンノゼのゲートウェイが選択される

ことを想定して、9.5551212を、サンノゼのゲートウェイがダイヤルアウトする 1 214 555 1212に
変換する必要があります。

ローカルルートグループのケースに関する同じ例では、コールがダラスから発信されます。着

信番号は 9.5551212を示しているため、システムは次のアクションを実行します。
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1 発信者がダイヤルしたとおりの番号を使用して、PreDotを破棄し、プレフィックス +1 214を
挿入します。

2 コールの番号を、グローバルに一意であるE.164ストリング（+12145551212）に変換します。

サンノゼのゲートウェイが選択された場合、システムはグローバルストリングである +1 214 555
1212を12145551212に変換します。ダラスのゲートウェイが選択された場合、システムはグロー
バルストリングを 214 555 1212に変換します。

この例の説明については、次の図を参照してください。

図 73：コールされた番号の変換

例 2

コールが RTPから発信された場合、その着信番号は 5551212を示します。 RTPのローカルゲー
トウェイがビジーまたはアクセス不能である場合は、サンノゼのゲートウェイが選択されること

を想定して、5551212を、サンノゼのゲートウェイがダイヤルアウトする 1 919 555 1212に変換す
る必要があります。

ローカルルートグループのケースに関する同じ例では、コールが RTPから発信されます。着信
番号は 9.5551212を示しているため、システムは次のアクションを実行します。

1 ダイヤルしたとおりの番号を使用して、PreDotを破棄し、プレフィックス 91919を挿入しま
す。

2 着信番号を、グローバルなダイヤリングストリング（9 1 919 555 1212）に変換します。

サンノゼのゲートウェイが選択された場合、システムはグローバルストリングである 91 919 555
1212を 1 919 555 1212に変換します。RTPゲートウェイが選択された場合、システムはグローバ
ルストリングを 555 1212に変換します。

ローカルルートグループのシステム要件
ローカルルートグループ機能には、次のシステム要件があります。
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• Cisco Unified Communications Manager 7.0(1)以降

インタラクションおよび制限事項
この項では、ローカルルートグループのインタラクションと制限事項について説明します。

インタラクション

この項では、ローカルルートグループ機能が Cisco Unified Communications Managerの他の機能お
よびアプリケーションとどのように通信するかについて説明します。

デバイスサポート

コールを発信することが可能な Cisco Unified Communications Managerのデバイスタイプはすべ
て、ローカルルートグループ機能をサポートします。これには次のデバイスが含まれます。

• Skinnyデバイス

• H.323デバイス

• SIPデバイス

• MGCPデバイス（すべての PRIバリアント、BRI、およびMGCP電話機を含む）

• CTIデバイス

自動転送

自動転送されたコールに関しては、Cisco Unified Communications Managerは、プロビジョニング
されているローカルルートグループを検索するために、転送先に関連付けられたデバイスプー

ルの設定においてプロビジョニングされているローカルルートグループを使用します。したがっ

て、電話機Aが（ローカルの）電話機Bにコールし、電話機Bがそのコールを（リモートの）電
話機 Cに転送する場合、電話機 Bではなく、電話機 Aのデバイスプールのローカルルートグ
ループ値が使用されます。

補足サービス

多くの補足サービスは、コールを発信できます。このように発信されたコールでは、ローカル

ルートグループはスキップされます。

コールを発信できるのは、次の機能です。

•折り返し

• MWI
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•モビリティ（フォローミー）

•パス置換

標準ローカルルートグループがスキップされることによって検索が終了すると（つまり、標準

ローカルルートグループがルートリスト内の最後または唯一のルートグループとなった場合）、

ルーティングは中断します。

コールを転送できるのは、次の機能です。

•割り込み

•折り返し

•コールパーク

•会議

•ダイレクトコールパーク

•自動転送

•即時転送

•ミートミー会議

•コールピックアップ

自動転送, （955ページ）で説明したとおり、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、プロビジョ
ニングされているローカルルートグループを検索するために、転送先に関連付けられたデバイス

プールの設定においてプロビジョニングされているローカルルートグループを使用します。

ルートプランレポート

ルートプランレポートには、ルートリスト、関連するルートグループ、およびトランクやゲー

トウェイなどのルートに関する詳細が示されます。特別な標準ローカルルートグループも示され

ます。次はその一例です。

ローカルルートグループを使用しないルートパターンに対するルートプランレポートの表示例

BoulderRouteList

|__ BoulderRG

__BoulderGW1

|__BoulderGW2

ローカルルートグループを使用するルートプランレポートの表示例

SystemRouteList

|__標準ローカルルートグループ
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Cisco Unified Mobility
リモート接続先に対するシングルナンバーリーチコールでは、発呼側のデバイスプールによっ

て標準ローカルルートグループの選択が決まります。

制限事項

ローカルルートグループを設定する前に、この項で該当する制限事項について確認してくださ

い。

混合されたルートリスト

SIPルートグループ、およびQ.SIGルートグループを、同時に 1つのルートリストに挿入するこ
とはできません。ローカルルートグループ機能を使用する場合、混合されたルートリストの規

則はプロビジョニング中には実施されません。これは、コールの設定中に、標準ローカルルート

グループと、プロビジョニングされたルートグループとの間にバインドが動的に発生するためで

す。このため、一部の Q.SIG関連機能が利用できなくなる場合があります。標準ローカルルー
トグループから Q.SIGルートグループへのバインドは避けてください。

ローカルルートグループのインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Managerリリース 7.0(1)以降をインストールすると、ローカルルー
トグループを設定できるようになります。

ローカルルートグループの設定
この項には、ローカルルートグループの設定に関する情報が含まれています。

ローカルルートグループを設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

ローカルルートグループの設定, （943ページ）

ローカルルートグループのサービスパラメータの設定

ローカルルートグループ機能は、追加のサービスパラメータの設定を必要としません。
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第 38 章

論理パーティション

この章では、テレフォニーシステムで許可または拒否の設定に基づいてコールおよび機能を制

御できる論理パーティション機能に関する情報を提供します。一般的なテレフォニーシステム

では、Voice over Internet Protocol（VoIP）および公衆電話交換網（PSTN）へのアクセスを提供し
て、設定によりアクセスを制御できます。

• 論理パーティションの設定, 959 ページ

• 論理パーティションの機能, 961 ページ

• 論理パーティションアーキテクチャの概要, 965 ページ

• 論理パーティション用のエンタープライズパラメータ, 968 ページ

• 論理パーティションのシステム要件, 981 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 981 ページ

• 論理パーティショニング設定, 1001 ページ

• アップグレード後の論理パーティションの設定, 1009 ページ

• 論理パーティションのトラブルシューティング, 1010 ページ

論理パーティションの設定
論理パーティションを使用すると、Cisco Unified Communications Managerシステムを次のように
設定できます。異なる位置情報間でコールが発生したときにVoIPリソースと PSTNリソースを混
在させることができるよう 1回線、複数回線、アナログの各電話機を設定して、コールの制限を
回避できます。電話機には、位置情報（[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウ）と、位置
情報フィルタ（[デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]ウィンドウ）だけを設定できま
す。

論理パーティションを設定するには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Enable Logical Partitioningエンタープライズパラメータの値を [True]に設定して、論理パーティ
ションを有効にします。

ステップ 2 新しい [位置情報の設定(Geolocation Configuration)]ウィンドウで一連の位置情報を定義します。

ステップ 3 デバイスプール、デバイス、トランク、ゲートウェイ、またはMGCPポートに位置情報を割り当
てます。

ステップ 4 DefaultGeolocationエンタープライズパラメータで指定されたデフォルト位置情報に位置情報を割
り当てます。

ステップ 5 論理パーティションのデフォルトポリシーを定義します。関連する位置情報ポリシーレコードの

[論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィンドウで、ポリ
シーの許可/拒否が明示的に設定されていない場合は、このポリシーに従って、有効な位置情報お
よび位置情報フィルタに関連付けられているデバイス間で PSTNコールを許可するか、拒否する
かが決定されます。 [エンタープライズパラメータ設定(Enterprise Parameters Configuration)]ウィン
ドウを使用して、Logical Partitioning Default Policyエンタープライズパラメータの値を設定しま
す。

ステップ 6 論理パーティションポリシーチェックに参加していないデバイスについては、位置情報を未指定

として定義するか、または未定義のままにしておきます。

位置情報または位置情報フィルタに関連付けられていないデバイスは、論理パーティ

ションポリシーチェックに参加しません。この関連付けないという設定は、個々のデ

バイスレベル、デバイスプールレベル、またはエンタープライズパラメータレベル

で定義できます。

（注）

ステップ 7 新しい [位置情報フィルタの設定(Geo Location Filter Configuration)]ウィンドウで一連のフィルタ規
則を定義します。

ステップ 8 デバイスプール、トランク、クラスタ間トランク、ゲートウェイ、またはMGCPポートに位置情
報フィルタを割り当てます。

ステップ 9 Logical Partitioning Default Filterエンタープライズパラメータに指定されているデフォルトのフィ
ルタに位置情報フィルタを割り当てます。

ステップ 10 新しい [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィンドウで
一連の論理パーティションポリシーレコードを定義します。

ステップ 11 位置情報ポリシーレコードデバイスタイプペア間で一連のポリシーを定義します。

{{Geolocation Policy1, devType1}, {Geolocation Policy2, devType2},
policyValue}

ステップ 12 異なるクラスタのデバイスを論理パーティションポリシーチェックに参加させるには、次のよう

にロケーション伝達をオンにします。

•ローカルクラスタのクラスタ間トランク（ICT）またはSIPトランクで [位置情報の送信(Send
Geolocation Information)]チェックボックスをオンにします。

•リモートクラスタの ICTまたはSIPトランクで [位置情報の送信(SendGeolocation Information)]
チェックボックスをオンにします。
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関連トピック

論理パーティション, （959ページ）
論理パーティション用のエンタープライズパラメータ, （968ページ）
位置情報の設定, （749ページ）
位置情報フィルタの設定, （756ページ）
論理パーティションポリシーの設定, （1001ページ）
ロケーション伝達の設定, （743ページ）

論理パーティションの機能
論理パーティションでは、Cisco Unified Communications Managerで提供するコール制御機能を指
定します。これにより、VoIPエンティティの次のペア間の通信を制御できます。

1 VoIP電話機と VoIPゲートウェイ

2 VoIPゲートウェイと別の VoIPゲートウェイ

3 クラスタ間トランクと VoIP電話機

4 クラスタ間トランクと VoIPゲートウェイ

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの設定に関するオプションがあるため、このような各種VoIP
デバイスが相互に通信できるようにしたり、デバイスを 1つのデバイスまたは 1つのデバイスグ
ループに制限したりできます。エンドポイントには、論理パーティションポリシーロジックは

存在しません。

基本コールの確立時だけでなく、コール中機能の動作時にも、このような通信を制御するには、

論理パーティションが必要になります。

Cisco Unified Communications Manager基本ルーティングポリシーは、コーリングサーチスペース
およびパーティションで構成されています。禁止されている基本コールが確立されないようにす

るにはこのポリシーだけで十分ですが、禁止されているコールがコール中機能によって確立され

ないようにするには十分とは言えません。 Cisco Unified Communications Managerでは、このよう
なコール中機能は、参加やリダイレクトに影響を与えるために内部で使用されることが多いこと

から、一般に参加機能やリダイレクト機能と呼ばれます。

論理パーティションは、このようなコール中シナリオを処理するようにCiscoUnifiedCommunications
Managerを拡張します。論理パーティションの設定は補足機能とは独立しています。補足機能の
場合は、補足機能に参加またはリダイレクトされるデバイスに基づいてポリシーチェックが実行

されます。

論理パーティションポリシーチェックは、コール処理中、番号分析/コーリングサーチスペー
ス/パーティションロジックより後に実行されます。

（注）
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論理パーティションソリューションは、次の要素で構成されています。

•識別子：デバイスごとに一意の識別子を関連付けるためのフレームワーク。

•ポリシー：管理者は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerシステムの 2つのデバイス（VoIP
電話機およびゲートウェイ）間の相互接続を決定する規則またはポリシーを定義できます。

設定したポリシーは、デバイスペア間で双方向に機能します。

•ポリシーチェック：コール処理だけでなく、転送、ピックアップ、アドホック会議などの機
能が、定義されたポリシーをチェックし、その内容に従って参加者間のコールまたは機能を

許可します。

識別子

識別子は、Cisco Unified Communications Manager論理パーティションソリューション内のデバイ
ス（要素）ごとにデバイスタイプを表します。デバイスタイプにより、すべての要素が内部と

ボーダーの 2つのタイプに分類されます。次の表に、各デバイスタイプに関連付けられている
Cisco Unified Communications Managerデバイスを示します。

表 88：デバイスタイプおよび関連付けられている Cisco Unified Communications Managerデバイス

Cisco Unified Communications Managerデバイスデバイスタイプ

ゲートウェイ（たとえば、H.323ゲートウェイ）

クラスタ間トランク（ICT）。ゲートキーパーによる制御とゲート
キーパー以外による制御の両方

H.225トランク

SIPトランク

MGCPポート（E1、T1、PRI、BRI、FXO）

ボーダー

電話機（SCCP、SIP、サードパーティ）

CTIルートポイント

VG224アナログ電話機

MGCPポート（FXS）

Cisco Unityボイスメール（SCCP）

内部

MGCP PRI Q.SIGデバイスの場合、[位置情報(Geolocation Info)]での内部 Cisco Unified
Communications Managerデバイスタイプは「QsigDevice」です。これは [内部(Interior)]にマッ
ピングされます。 [内部(Interior)]はオンネットデバイスに使用されます。

（注）
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Q.SIG ICTトランク、Q.SIG H225トランク、および Q.SIG H323ゲートウェイの場合、[位置情
報(Geolocation Info)]での内部 Cisco Unified Communications Managerデバイスタイプは
「AccessDevice」です。これは [ボーダー(Border)]にマッピングされます。 [ボーダー(Border)]
はオフネットデバイスに使用されます。

（注）

Cisco Unified Communications Manager要素の分類は編集できません。ボーダーおよび内部だけ
を指定できます。特定のデバイスを分類するには、前述の表に示すスキームに従って分類する

必要があります。たとえば、SIPトランクはボーダー要素にだけ分類できます。

（注）

詳細については、位置情報識別子,（748ページ）を参照してください。位置情報識別子の例につ
いては、位置情報の例, （747ページ）を参照してください。

許可ポリシーおよび拒否ポリシー

VoIPネットワークトポロジのシステム要件に基づいて、論理パーティションに次のデフォルト
システムポリシーを提供するように Cisco Unified Communications Managerを設定できます。

•拒否：（前に挙げた）タイプ 1～ 4の VoIPデバイス参加者間でコールまたは機能がブロッ
クされます。

VoIP通信を許可するには、論理パーティション設定によって許可ポリシーを設定します。

•許可：（前に挙げた）タイプ 1～ 4の VoIPデバイス参加者間でコールまたは機能が許可さ
れます。

VoIP通信を拒否するには、論理パーティション設定によって拒否ポリシーを設定します。

インド通信規制の適用

Telecom Regulatory Authority of India（TRAI）の規制では、エンタープライズデータネットワーク
および公衆電話交換網（PSTN）経由の音声トラフィックを厳密に区別し、トールバイパス目的で
この 2つのネットワーク間のコールを混在させてはならないと規定されています。

次に、制限される（つまり、許可されない）基本シナリオを示します。

• PSTNゲートウェイをパススルーするコールが、WANを使用して、地理的に異なる場所にあ
る VoIP電話機または VoIP PSTNゲートウェイに直接接続されます。

◦インドに PSTNゲートウェイが存在する場合でも、このシナリオは厳しく制限されま
す。 PSTNはインド以外の国、VoIP電話機はインドにあって、接続した結果インドの
通信サービスプロバイダーの収益が低下する場合、この接続は制限の対象となります。

次に、許可される基本シナリオを示します。

•地理的に異なる場所にある 2つの VoIP電話機を直接結ぶコール
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•地理的に同じ場所にある VoIP電話機から PSTNゲートウェイへのコール

PSTNゲートウェイをパススルーするコールが、IPテレフォニーを使用して、異なるサイトまた
は地理的場所（位置情報）にある VoIP電話機または VoIP PSTNゲートウェイに直接接続しない
ようにする必要があります。

配置要件

TRAI規制を順守し、トールバイパスを回避しつつ、推奨される設定ガイドラインに従って、1回
線電話機がVoIP（非公開ユーザグループ [CUG]）または PSTNネットワークの外部に達すること
ができるようにする必要があります。

トールバイパスを回避するには、論理パーティションを有効にします。（注）

利用可能な Cisco Unified Communications Managerのサポート

Cisco Unified Communications Managerでは、論理パーティション機能の実装に先立って、次のサ
ポートが提供されます。

•複数の電話機が、同じ回線を使用して、VoIPネットワークまたは PSTNネットワークに達す
ることができます。

•既存のコーリングサーチスペース（CSS）およびパーティションのメカニズムにより、基本
コール専用にネットワークをパーティション化できます。

1 回線の制限

論理パーティション機能の設定なしで（または設定前に）1回線を使用するときには、次の制限
があります。

•コール中の参加：転送などの補足機能の呼び出し時に、WAN上の VoIPネットワークに接続
するコールとPSTNネットワークに確立される別のコールがともに参加することがあります。

•リダイレクト：自動転送などの補足機能の呼び出し時に、WAN上の VoIPネットワークを流
れるコールが PSTNネットワークにリダイレクトされることがあります。

論理パーティション機能が有効になっていないと、制限の対象となるシナリオを呼び出さないよ

うに補足機能を設定することができません。

論理パーティションを使用する前の既存の配置

インドなどの国では、電話機の分割回線を使用して、VoIP（CUG）ネットワークと PSTNネット
ワークを分けています。この実装はこれまで、低コストのアナログ電話機と 1回線の VoIP電話
機を使用できないようになっていました。

2回線の電話機を使用する配置の場合、回線をまたいで参加（JAL）や回線をまたいで直接転送
（DTAL）などの補足機能を呼び出すと、TRAI規制で制限されるシナリオとなることがありま
す。このような配置を TRAI規制に準拠させるには、論理パーティション機能が必要です。
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これまでの経緯

従来、インドの規制では、VoIPシステムを PSTN相互接続システムとは物理的に分けるよう規定
されていました。ユーザは、局間電話コール専用にVoIPシステムで電話を使用していましたが、
PSTNと相互に通信する必要があるコールは PSTNシステムを使用して確立する必要がありまし
た。 2008年時点の TRAI規制では、単一のシステムで両タイプのコールをサポートすることが許
可されています。ただし、禁止されているコールは完了しないようにシステムを設定できる場合

だけです。 Cisco Unified Communications Managerシステムでは、論理パーティションという用語
はこの機能を指します。

リリース 7.1（x）よりも前の Cisco Unified Communications Managerを使用してインドでエンター
プライズ VoIPを実装する場合は、VoIP接続と PSTN接続のいずれにも同じ Cisco Unified IP Phone
を使用します。 Cisco Unified Communications Managerでは、参加者が VoIPドメインまたは PSTN
ドメインに存在する 1回線から補足機能を呼び出すときには、VoIPトラフィックと PSTNトラ
フィックの混在を制御するための特定の設定はサポートされていません。規制に準拠するため

に、これまでインドに VoIPを実装する場合は、PSTNコールおよび VoIPコールに VoIP電話機の
分割回線を使用していました。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerでは、各回線の設定にパーティションおよびコーリングサー
チスペース（CSS）という概念を導入しています。このため、VoIPドメインと PSTNドメインの
制御が別々になっており、1回線の電話機では転送などの機能を実行できません。このような機
能を呼び出すと、PSTNネットワークで VoIPの参加が可能になるためです。

この制限があるため、インドではシスコシステムズの装置を使用してエンタープライズVoIPを配
置しても、少なくとも 2回線を備えた電話機を使用するという制限が引き続き存在し、ほとんど
のカスタマーにとっては経済的なソリューションとなりません。また、この制限のため、仕様に

より 1回線となっている低コストのアナログ電話機を使用するソリューションも、VG224/VG248
ゲートウェイを使用するソリューションも実現できません。

これらの制限に対処するために、Cisco Unified Communications Managerソリューションでは管理
者ポリシーによってCiscoUnified IPPhoneで1回線の論理パーティションを設定できるようになっ
ています。ただし、参加者の属性タグまたは位置情報に基づいて、コール参加またはコールの転

送を制御する必要があることに注意してください。

論理パーティションアーキテクチャの概要
論理パーティションソリューションには、次の要素のプロビジョニングが必要です。

•位置情報識別子の設定

◦管理者は、位置情報セット（住所）を定義できます。

◦管理者は、これらの位置情報を VoIP電話機、VoIPゲートウェイ、IPトランク、デバイ
スプール、およびエンタープライズパラメータに割り当てることができます。

◦管理者は、位置情報からフィールドのサブセットを選択し、VoIPゲートウェイ、IPト
ランク、デバイスプール、およびエンタープライズパラメータに関連付けるフィルタ

を定義できます。
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◦ポリシーの設定

◦管理者は、位置情報ポリシーレコードを定義し、接続を許可するか拒否するかを示すポ
リシーを位置情報ポリシーレコードのマトリクスに含めることができます。設定した

ポリシーは、デバイスペア間で双方向に機能します。

◦クラスタ間での位置情報の伝達

◦コールの確立時だけでなく、コール中の参加およびリダイレクト時にも、クラスタ間で
位置情報を伝達できます。

論理パーティションでの位置情報および位置情報フィルタの使用

Cisco Unified Communications Manager管理者は、以下の項目を定義する必要があります。

•論理パーティションを使用するデバイスごとの位置情報。詳細については、位置情報の特
徴, （745ページ）を参照してください。

•論理パーティションを使用するデバイスごとの位置情報フィルタ。詳細については、位置情
報フィルタ機能, （755ページ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager管理者は、次に位置情報および位置情報フィルタをデバイ
スに割り当てます。

Cisco Unified Communications Managerクラスタまたはシステムの以下のエンティティに、位置情
報および位置情報フィルタを割り当てることができます。

•デバイスプール

• CTIルートポイント

•電話機（オプション）

• CTIポート

電話機の場合、電話機に位置情報フィルタを関連付けるためのドロップダウ

ンリストボックスは指定しません。

（注）

• SIPトランク

•クラスタ間トランク（ICT）

• H.323ゲートウェイ

• T1、E1、PRI、FXOタイプのMGCPポート
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メディアターミネーションポイント（MTP）、会議ブリッジ（CFB）、アナンシエータ、保留音
（MOH）サーバなどのメディアデバイスは、位置情報および位置情報フィルタに関連付ける必要
はありません。

Cisco Unified Communications Managerのデバイス層には、コール処理で使用される位置情報の値
が内部的に関連付けられます。次に、一連の処理を示します。

1 デバイスがデバイスレベルまたはデバイスプールレベルでの設定用にGeolocationPkidおよび
GeolocationFilterPkidを読み取ります。

2 デバイスは、コールシグナリング時に CC（たとえば、CcRegisterPartyA）および
PolicyAndRSVPRegisterReqメッセージでこの Pkidと deviceTypeの情報を伝達します。

3 コール処理およびコール機能層が、この情報を使用して、論理パーティションポリシーをチェッ

クします。

位置情報の標準レコードは未指定です。位置情報をデバイスに関連付ける必要がない場合は、こ

の値を使用します。デバイスの場合、位置情報を未指定にするか、または位置情報フィルタに [な
し(None)]を指定すると、識別子が作成されず、そのデバイスは論理パーティションポリシー
チェックに参加しません。

[エンタープライズパラメータ設定(Enterprise Parameters Configuration)]ウィンドウのドロップダウ
ンリストボックスから、DefaultGeolocationエンタープライズパラメータおよびLogical Partitioning
Default Filterエンタープライズパラメータを設定できることに留意してください。

位置情報および位置情報フィルタの例

位置情報の例については、位置情報およびロケーション伝達,（741ページ）の章の位置情報の例,
（747ページ）を参照してください。

位置情報フィルタの例については、位置情報およびロケーション伝達,（741ページ）の章の位置
情報フィルタ機能, （755ページ）を参照してください。

共有回線およびルートリストでの論理パーティション位置情報の使用

着信側がグループデバイスの場合、グループ内のデバイスごとに別個の位置情報を適用できま

す。早期在席シナリオの場合、実際に接続されるデバイスはデバイスが応答するまでわかりませ

ん。そのため、デバイスが応答するまで、位置情報は集約されます。

•コール制御および機能の層は、デバイスが応答するまで、一時位置情報（「MixedDevice」）
を受信します。

•デバイスが応答し、デバイスの実際の位置情報が使用可能になるまで、機能層またはLPSession
プロセスの論理パーティションポリシーチェックは無視されます。

•この動作は、応答時まで論理パーティションポリシーチェックを遅らせることによって、
早期在席転送機能および早期在席会議機能に影響を及ぼします。
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論理パーティションでの位置情報識別子の使用

位置情報識別子は、位置情報、位置情報フィルタ、および Cisco Unified Communications Manager
デバイスのデバイスタイプで構成されます。

詳細については、位置情報およびロケーション伝達,（741ページ）の位置情報識別子,（748ペー
ジ）を参照してください。

論理パーティション用のエンタープライズパラメータ
論理パーティションの設定には、次のエンタープライズパラメータを使用できます。

• Enable Logical Partitioning：このパラメータは、論理パーティション機能を有効にするかどう
かを決定します。論理パーティションポリシーは、コールだけでなく、転送、自動転送や、

ミートミーをはじめとする会議などの補足機能を制限するために使用します。有効な値は、

[True]（論理パーティションを有効にする）または [False]（論理パーティションを有効にし
ない）です。このパラメータを [False]に設定すると、コールは論理パーティションポリシー
に照らして検証されません。これは必須フィールドです。デフォルト値は [いいえ(False)]で
す。

• Default Geolocation：このパラメータは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
で位置情報が指定されていないすべてのデバイスとデバイスプールのデフォルトの位置情報

設定を決定します。有効な値には、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [位
置情報の設定(Geolocation Configuration)]ウィンドウで設定されたすべての位置情報の名前が
含まれます。デフォルトの位置情報は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
の [デバイス設定(Device Configuration)]ウィンドウまたは [デバイスプール設定(Device Pool
Configuration)]ウィンドウで、デバイスごとおよびデバイスプールごとに上書きできます。
これは必須フィールドです。デフォルトの値は未指定です。

• Logical Partitioning Default Policy：このパラメータは、位置情報間でコールを許可または拒否
するためのデフォルトのポリシーを決定します。位置情報間のコールの継続を許可する前

に、Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Unified Communications Managerの管理
ページの [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィ
ンドウの設定に基づいて、指定された位置情報間でコールが許可されていることを確認しま

す。 [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィンド
ウで [システムデフォルトの使用(Use System Default)]が指定されている場合、このパラメー
タの値によってコールの許可または拒否が決定されます。有効な値は、[許可(Allow)]（コー
ルの続行を許可）または [拒否(Deny)]（コールの続行を拒否）です。これは必須フィールド
です。デフォルト値は [拒否(Deny)]に設定されています。

• Logical Partitioning Default Filter：このパラメータは、論理パーティション機能における位置
情報のデフォルトのフィルタを指定します。フィルタを位置情報に適用すると、[位置情報
の設定(Geolocation Configuration)]ウィンドウで、その位置情報に属するデバイスおよびデバ
イスプールに適用されるフィールドの数を削減できます。このパラメータのフィルタを選

択するには、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページの [位置情報フィルタの設定
(Geo Location Filter Configuration)]ウィンドウにすでにフィルタが設定されていることを確認
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する必要があります。有効な値には、[なし(None)]（位置情報フィールドを含めない）や、
Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [位置情報フィルタの設定(Geo Location
Filter Configuration)]ウィンドウに設定されているすべてのフィルタの名前などがあります。
デフォルト値は [なし(None)]です。

論理パーティションポリシー

次のエンティティ間に必須の相互接続動作には、論理パーティションポリシーを設定します。

• PSTNゲートウェイと VoIP電話機

• PSTNゲートウェイと PSTNゲートウェイ

•クラスタ間トランク（ICT）と VoIP電話機

• ICTと VoIPゲートウェイ

System Default Policyエンタープライズパラメータ（デフォルト値 = DENY）は、設定済みのポリ
シーが見つからない場合のデフォルトのポリシーです。

許可ポリシーと拒否ポリシーを設定します。設定の詳細については、論理パーティションの機能,
（961ページ）を参照してください。

[論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィンドウ（Cisco
Unified Communications Managerの管理ページの [コールルーティング(Call Routing)] > [論理パー
ティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]メニューオプション）で、管
理者は位置情報に設定されているフィールドのサブセットから位置情報ポリシーレコードを作成

する必要があります。CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページを使用して論理パーティ
ションポリシーレコードを作成する方法の詳細については、論理パーティションポリシーの設

定, （1001ページ）を参照してください。

論理パーティションポリシーは、位置情報ポリシーレコードとデバイスタイプのペア間に設定

します。

論理パーティションポリシーの例

({geolocpolicy1, devType1}, {geolocpolicy2, devType2}, Allow)

次の表に、位置情報、デバイスタイプ、およびポリシータイプ間の論理パーティションポリシー

の構造を示します。

まず、次の位置情報ポリシーレコードがあるとします。

レコードデータ位置情報ポリシー

（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1）BLRBLD1GeolocPolicy

（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD2）BLRBLD2GeolocPolicy

（country=IN、A1=MH、A3=Mumbai、LOC=BLD1）MUMBLD1GeolocPolicy
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レコードデータ位置情報ポリシー

（）：全フィールド空白blankGeolocPolicy

これらのレコードから、次のサンプルの論理パーティションポリシーを設定できます。システム

デフォルトポリシーは DENYです。

ターゲットソース

ポリシーGeolocationPolicy2DevType2GeolocationPolicy1DevType1

許可BLRBLD1GeolocPolicyInteriorBLRBLD1GeolocPolicyBorder

許可BLRBLD1GeolocPolicyBorderBLRBLD1GeolocPolicyBorder

許可BLRBLD2GeolocPolicyInteriorBLRBLD2GeolocPolicyBorder

許可BLRBLD2GeolocPolicyBorderBLRBLD2GeolocPolicyBorder

許可MUMBLD1GeolocPolicyInteriorMUMBLD1GeolocPolicyBorder

許可MUMBLD1GeolocPolicyBorderMUMBLD1GeolocPolicyBorder

最初の論理パーティションポリシーは次のようになっています。

許可BLRBLD1GeolocPolicyInteriorBLRBLD1GeolocPolicyBorder

BLRBLD1GeolocPolicyに一致するゲートウェイと BLRBLD1GeolocPolicyに一致する VoIP電話機
の間のすべてのトラフィックを許可しています。

さらに詳細なポリシーが必要である場合は、位置情報 NAMフィールドを使用すると、建物内の
デバイスの名前を指定できます。

例

•バンガロールの BLD1にある固定電話機とゲートウェイ 1の間

Interior:（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1、NAM=deskphone）

Border:（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1、NAM=gateway1）=許可

•バンガロールの BLD1にある Cisco IP Softphoneと ICT1の間

Interior:（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1、NAM=softphone）

Border:（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1、NAM=ICT1）=許可
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位置情報フィールドが上記のポリシーに一致するデバイスは、ポリシーに従って互いに通信でき

ます。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して論理パーティションポリシーを設
定する方法の詳細については、論理パーティションポリシーの設定,（1001ページ）を参照してく
ださい。

LPPolicyManager およびポリシーツリー
LPPolicyManagerは、データベースとのインターフェイスとなって、コール処理のポリシーを論理
パーティションポリシーツリー形式で保持する単一プロセスです。 Cisco Unified Communications
Managerサービスの起動中、LPPolicyManagerはデータベーステーブルからポリシーを読み取り、
論理パーティションポリシーツリーを構築します。

データベースでポリシーの追加/削除/更新を行うと、LPPolicyManagerに変更内容が通知され、そ
の変更が論理パーティションポリシーツリーに反映されます。

コール処理は、LPPolicyManagerとのインターフェイスとなって、デバイスの位置情報ポリシー
レコードに対応する論理パーティションポリシーを読み取ります。

LPPolicyManagerは、次の検索タイプのユーティリティ機能を備えています。

•デバイスペアの位置情報

•既存のデバイスと新規参加者の位置情報

•既存のデバイスの位置情報と新規参加者のリスト

ポリシーツリーの例

ここでは、ポリシーツリーの例を示します。

次の図に、論理パーティションポリシーのポリシーツリーの例を示します。バンガロールにある

ゲートウェイ（BLD1、BLD2）とバンガロールにある VoIP電話機（BLD1、BLD2）の位置情報
ポリシーレコード間に存在するインドのポリシーです。

通常、特定のソース位置情報ポリシーレコードと特定のターゲット位置情報ポリシーレコー

ド間にポリシーペアが 1つだけ設定されます。
（注）

ポリシーツリーは、ペア化されたポリシーがツリーのソース部分とターゲット部分となるように

構築されます。

たとえば、データがソース = Border:IN:KA:Bangalore:BLD1およびターゲット =
Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1で、許可ポリシーが設定されたポリシーレコードが、次のノード
に関連付けられています。

•ソース部分の Border、IN、KA、Bangalore、BLD1

•ターゲット部分の Interior、IN、KA、Bangalore、BLD1
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この例の場合、許可ポリシーがターゲット部分のリーフノードに設定されます。

この図は、ツリーのターゲット部分ではレベルごとにポリシーが設定可能であることを示してい

ます。つまり、各ノード（Interior、IN、KA、Bangalore、およびBLD1）にポリシーを設定できま
す。

図 74：インドに適用される論理パーティションポリシーのポリシーツリーの例

ポリシーツリー内を検索するための論理パーティションポリシー検索アルゴリズム、およびこの

例のポリシーツリーでポリシーが見つかった場合の置換をすべて記載したリストについては、論

理パーティションポリシー検索アルゴリズム, （973ページ）を参照してください。

ポリシーツリーの構築

ポリシーツリーの構築は、決められたアルゴリズムに従います。ポリシーツリーにはソース部

分とターゲット部分が含まれています。

1 [GLP_X Border GLP_Y Interior]ポリシーが追加されます。構築には GLP_X Borderのソース部
分と GLP_Y Interiorのターゲット部分が必要です。

2 [GLP_Y Interior GLP_X Border]ポリシーが追加されます。構築には GLP_X Borderのソース部
分と GLP_Y Interiorのターゲット部分が必要です。

したがって、Border-to-Interiorポリシーは、Border部分が必ずツリーのソース部分から始まり
ます。リーフノードにポリシーが追加されます。

3 [GLP_X Border GLP_Y Border]ポリシーが追加されます。
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最初に、ソース部分の GLP_Xを追加するか、またはソース部分の GLP_Yを追加するかどうかが
決定されます。

既存のポリシーが（他の GLPポリシーにより）GLP_Xまたは GLP_Yのいずれのトークンにも一
致しない場合、ツリーの構築には GLP_X Borderのソース部分と GLP_Y Borderのターゲット部分
が必要です。

既存のポリシーがソース部分の一部のトークンに一致する場合、ソース部分はそのGLPから取得
されます。

例 1：GLP_Y Border GLP_X Interiorは常に設定されます。

GLP_Yはソース部分ですでに使用されているので、[GLP_X Border GLP_Y Border]ポリシーを追
加するために GLP_Yがソース部分に追加されます。

例 2：2つのポリシー [GLP_X Border GLP_Y Interior]と [GLP_Y Border GLP_X Interior]が存在する
場合は、Borderで始まる 2つのソースブランチが存在します。

GLP_Bは（GLP_Yと比較して）GLP_Xと重複するトークンが多いこと、およびGLP_AはBorder
ブランチとは一致しないことを前提としています。

[GLP_A Border GLP_B Border]ポリシーを追加するため、GLP_AまたはGLP_Bが既存のソースブ
ランチに一致するかどうかについて、ポリシーが検索されます。

GLP_Bが GLP_Xのトークンに一致すると、ツリーの一部が GLP_Xと共有されます。

Border:IN:KA:BLR:BLD1と Border:IN:MH:MUM:BLD1が存在することを前提としています。

Border:IN:MH:Pune:BLD1をBorder:IN:KA:BLR:BLD2ポリシーに追加する場合は、Border:IN:KA:BLR
のソース部分が使用されます。このとき、ソースツリーのリーフには BLD2が追加され、
Border:IN:MH:Pune:BLD1のターゲット部分が追加されます。

したがって、Border-to-Borderポリシーの場合、ポリシーツリーは既存のソースブランチおよび
ターゲットブランチに最も一致するように構築されます。できるだけ多くのノードを共有するよ

うに考慮してください。

論理パーティションポリシー検索アルゴリズム

ここでは、論理パーティションポリシー検索アルゴリズムについて説明します。

論理パーティションポリシー検索アルゴリズムは、次のように機能します。

•コール制御時または機能のインタラクション時にポリシーが検索されます。

•実行時にツリー走査を使用して設定済みのポリシーを検索する場合には、設定済みのポリ
シーツリーが使用されます。

•ソース（A）デバイスおよびターゲット（B）デバイスの位置情報（つまり、位置情報、位置
情報フィルタ、およびデバイスタイプ）を使用して、デバイスペア間でポリシーが検索さ

れます。
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基本操作

位置情報および位置情報フィルタ情報から名前/値のペア（つまり、pairList1および pairList2）を
構築します。

例：pairList =”Country=IN:A1=KA:A3=Bangalore:LOC=BLD1”

検索の入力は {pairList1, devType1}および {pairList2, devType2}です。

ポリシーの検索では、次の手順が実行されます。

1 devType1=Borderおよび devType2=Interiorの場合は、{devTypeA=devType1, pairListA= pairList1}
および {devTypeB=devType2, pairListB= pairList2}を設定します。

2 devType1=Interiorおよび devType2=Borderの場合は、{devTypeA=devType2, pairListA= pairList2}
および {devTypeB=devType1, pairListB= pairList1}を設定します。

3 ポリシーツリーのノードを検索して、完全一致ペアを照合します。 {devTypeA, pairListA}の値
を使用し、ツリーのソースブランチを探します。

4 {devTypeB, pairListB}の値を使用し、ツリーの（ペア化された）ターゲットブランチを探しま
す。

5 ツリーで完全一致が見つかり、ポリシーが設定されている場合は、リーフノードに設定されて

いるポリシーデータを使用し、ポリシー値を返します。

6 完全一致が見つからない場合は、pairListB入力からカラムを 1つ除去して一致を検索します
（つまり、ポリシーツリーの（ペア化された）ターゲットブランチで1つ上のレベルに進み、
対応するノードにポリシーデータが設定されているかどうかを確認します）。

7 一致が見つかった場合、ポリシー値を返します。見つからない場合、引き続きポリシーツリー

のペア化されたブランチを上に進み、ポリシーデータが設定されているかどうかを確認しま

す。

8 ポリシーが見つからない場合、pairListAに対応するソースブランチで 1つ上のレベル（ノー
ド）に進みます。

9 ポリシーが見つかるか、ルートノードに到達するまで、これらの手順を繰り返します。

10 devType1=Borderおよび devType2=Borderの場合は、走査を行って完全一致を検索します。
{devTypeA=devType1, pairListA= pairList1}および {devTypeB=devType2, pairListB= pairList2}を
使用します。見つからない場合は、走査を行って {devTypeA=devType2, pairListA= pairList2}お
よび {devTypeB=devType1, pairListB= pairList1}を使用します。

ツリーレイアウトには、管理者がポリシーを追加した方法に基づいて任意の順序を指定でき

ます。したがって、両方の組み合わせを使用してツリーを検索する必要があります。

（注）

ポリシーが次のデータで検索されるとします。

(devTypeA = “Border”, pairListA = “Country=IN:A1=KA:A3=Bangalore:LOC=BLD1”, devTypeB =
“Interior”, pairListB = “Country=IN:A1=KA:A3=Bangalore:LOC=BLD1”)
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次の表に、考えられるポリシーの置換をすべて示します。どの値も照合されます。検索アルゴリ

ズムは、表に指定されている順に、設定済みのポリシーを探します。

最初に一致したエントリに対応する設定済みポリシーが使用されます。

表 89：ポリシー設定のさまざまなポリシーおよびポリシーの検索順序の例

ポリシーGeolocationValueBGeolocationValueA

許可/拒否Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1Border:IN:KA:Bangalore:BLD1

許可/拒否Interior:IN:KA:BangaloreBorder:IN:KA:Bangalore:BLD1

許可/拒否Interior:IN:KABorder:IN:KA:Bangalore:BLD1

許可/拒否Interior:INBorder:IN:KA:Bangalore:BLD1

許可/拒否InteriorBorder:IN:KA:Bangalore:BLD1

許可/拒否Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1Border:IN:KA:Bangalore

許可/拒否Interior:IN:KA:BangaloreBorder:IN:KA:Bangalore

許可/拒否Interior:IN:KABorder:IN:KA:Bangalore

許可/拒否Interior:INBorder:IN:KA:Bangalore

許可/拒否InteriorBorder:IN:KA:Bangalore

許可/拒否Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1Border:IN:KA

許可/拒否Interior:IN:KA:BangaloreBorder:IN:KA

許可/拒否Interior:IN:KABorder:IN:KA

許可/拒否Interior:INBorder:IN:KA

許可/拒否InteriorBorder:IN:KA

許可/拒否Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1Border:IN

許可/拒否Interior:IN:KA:BangaloreBorder:IN

許可/拒否Interior:IN:KABorder:IN

許可/拒否Interior:INBorder:IN

許可/拒否InteriorBorder:IN
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ポリシーGeolocationValueBGeolocationValueA

許可/拒否Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1Border

許可/拒否Interior:IN:KA:BangaloreBorder

許可/拒否Interior:IN:KABorder

許可/拒否Interior:INBorder

許可/拒否InteriorBorder

位置情報識別子のペアを指定したものの、設定済みのポリシーが見つからない場合は、論理パー

ティションデフォルトシステムポリシーが使用されます。

ポリシーチェック

次の場合にポリシーチェックが行われます。

•コールが PSTNゲートウェイと VoIP電話機を接続する場合。

•コールが、PSTNゲートウェイとVoIP電話機を接続する補足サービス（転送や会議など）を
呼び出す場合。

•ポリシーに基づいて、制限されているすべてのコールおよび接続が拒否される場合。

ポリシー拒否の処理

論理パーティションポリシーに従ってコールが拒否されると、次の処理が発生します。

• Cisco Unified Communications Managerが送信するリオーダー音とともに基本コールがクリア
されます。

◦ Q.850準拠のデバイス（SCCP、H323、MGCP）が、原因コード=63 “Service or option not
available.”を使用してクリアされます。

◦ SIPステータスコード = 503 “Service unavailable.”を使用して、SIP回線または SIPトラ
ンクがクリアされます。

•機能が、個々の機能に基づいて処理されます。

◦コールのクリアが伴う場合、原因コード = 63または SIPステータスコード = 503が使
用されます。

◦機能ベースのメッセージが、VoIP電話機に送信されて状況表示行に表示されます。
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◦機能を呼び出すアナログ電話機の場合、転送の結果、両方のコールがクリアされます。
会議は、セカンダリコールをクリアして、アナログ電話機のリオーダー音を再生しま

す。

LPSession インフラストラクチャおよびポリシーチェック
LPSessionは、集中型ポリシーチェックインフラストラクチャを提供するように Cisco Unified
Communications Manager Resource Reservation Protocol（RSVP）インフラストラクチャを拡張する
インフラストラクチャです。

RSVPインフラストラクチャの拡張は、ペア化された同じような論理パーティションポリシー
チェック動作を土台としています。論理パーティションが RSVPのポリシーチェックに影響
を及ぼすことはありません。その逆も同じです。

（注）

次の操作では、ポリシーチェックに LPSessionインフラストラクチャを使用しています。

•基本コール

•リダイレクト（たとえば、自動転送、リダイレクト機能、およびパーク復帰）

•分割/参加プリミティブ

よく使用される次の機能では、分割/参加または転送の前に、機能層で論理パーティションポリ
シーチェックが実行されます。

•転送

•アドホック会議

•ミートミー会議

•ピックアップ

•コールパークとダイレクトコールパーク

それ以外の既存の分割/参加機能および類似機能は、分割/参加プリミティブレベルのポリシー
チェックを LPSessionインフラストラクチャに依存しています（たとえば、Cisco Unified Mobility
の場合はMKI）。

論理パーティション処理

ここでは、基本コールの論理パーティション処理について説明します。

動作

発信側デバイスおよび着信側デバイスの位置情報ポリシーレコード間で、論理パーティションポ

リシーがチェックされます。
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設定

発信側デバイスおよび着信側デバイスのいずれにも、位置情報および位置情報フィルタが関連付

けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

• VoIP電話機と PSTNゲートウェイ、PSTNゲートウェイと別の PSTNゲートウェイ、ICTと
PSTNゲートウェイ、または ICTと別の ICT間での基本コールの間。

•番号分析の事後処理の間（コールをルーティングするために設定済みのコーリングサーチ
スペースおよびパーティションが使用される）。

• Cisco Unified CommunicationsManagerが、着信側および発信側のCiscoUnified Communications
Managerデバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポ
リシーチェックを実行する場合。

•設定済みの論理パーティションポリシーが発信 Cisco Unified Communications Managerデバイ
ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•発信側と着信側の両方のデバイスが、VoIP電話機（DevType = Interior）である場合。

•位置情報と位置情報フィルタがどのデバイスにも関連付けられていない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

•コールが、リオーダー音とともに拒否されます。

•コールは、電話、ゲートウェイ、およびクラスタ間トランクに延長されません。

• Number of Basic Call Failuresパフォーマンスモニタリング（perfmon）カウンタが増分されま
す。

論理パーティションと位置情報伝達とのインタラクション

論理パーティションが複数クラスタ環境に適用される場合は、ロケーション伝達を設定します。

ロケーション伝達設定は単一クラスタ環境の論理パーティション設定と同じ設定を必要とします

が、デバイスがリモートクラスタに属する場合には追加の設定が必要です。

ロケーション伝達を必要としないシステムの論理パーティションを設定する方法の詳細について

は、論理パーティションの設定, （959ページ）を参照してください。
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参加者がクラスタをまたぐ論理パーティションシナリオをサポートするには、SIPトランクおよ
びクラスタ間トランクから次のサポートが必要です。

•クラスタ間で位置情報およびデバイスタイプ情報が送信される。

•コール確立時にも、コール中の参加とリダイレクト時にも、この情報が送信される。

•トランクに位置情報フィルタが設定される。

◦この設定では、位置情報識別子の作成が許可されます。これらの位置情報識別子に基づ
いて、論理パーティションポリシーチェック用にポリシーレコードを設定できます。

SIPトランクまたはクラスタ間トランクの設定で [位置情報の送信(Send Geolocation Information)]
チェックボックスがオンになっている場合には、位置情報がクラスタ間で送信されます。

•デバイスの位置情報が設定されている場合、SIPトランクまたはクラスタ間トランクのイン
タラクションでは、位置情報がトランクをまたいでコールシグナリングで送信されます。

ロケーション伝達は、どの論理パーティション設定にも依存しません。（注）

詳細については、SIPトランクおよびクラスタ間トランクの間での位置情報の伝達,（762ページ）
を参照してください。

ロケーション伝達の設定,（743ページ）に、ロケーション伝達の設定に関する詳細なチェックリ
ストを示します。

取得した位置情報の論理パーティション処理

受信側クラスタが論理パーティションに対して有効になっている場合、受信側クラスタは取得し

たPIDF-LO位置情報を使用して、CiscoUnifiedCommunicationsManagerのデバイスの論理パーティ
ションポリシーをチェックします。

詳細については、受信された位置情報の処理, （763ページ）を参照してください。

また、ポリシーチェックに位置情報を使用する機能のリストについては、インタラクション, （
981ページ）を参照してください。

論理パーティション機能とコール中位置情報変更とのインタラクション

論理パーティションが有効になっている場合、次の手順が実行されます。

• SIPトランクまたはクラスタ間トランクが、論理パーティションポリシーをチェックし、設
定済みポリシーに基づいてアクションを実行します。

•会議やミートミーなどの機能層が、トランクデバイスの最新の位置情報に基づいて、論理
パーティションポリシーを再チェックします。
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コール中位置情報の変更を伴う機能のインタラクションについては、コール中に位置情報が変更

された場合の機能インタラクション, （763ページ）を参照してください。

また、ポリシーチェックに位置情報を使用する機能のリストについては、インタラクション, （
981ページ）を参照してください。

ダイナミック SIP トランク
Cisco Intercompany Media Engine（IME）、Service Advisement Framework（SAF）、Cisco Extension
Mobility Cross Cluster（EMCC）などのダイナミック SIPトランクの場合、ターゲットクラスタは
指定された宛先によって異なります。これらのトランク上で設定できるデバイスレベルの位置情

報および位置情報フィルタには、宛先に応じて設定を変更する柔軟性がない場合があります。こ

のようなSIPトランクは、これらのトランクからのトラフィックが許可または拒否されるように、
適切に設定する必要があります。ロケーション伝達機能を使用することをお勧めします。この機

能を使用すると、実際の位置情報をクラスタ間に適用でき、正確な論理パーティションポリシー

のチェックに役立ちます。

SIP トランクまたはクラスタ間トランクの設定要件
論理パーティションが有効になっているクラスタは、一般に次のように動作します。

1 VoIP電話機と SIPトランク（またはクラスタ間トランク [ICT]）間のトラフィックが許可され
ます。

2 SIPトランク（または ICT）と PSTNゲートウェイ間のトラフィックがブロックされます。

3 SIPトランク（または ICT）と SIPトランク（または ICT）間の VoIP専用トラフィックが許可
されます。

これらの動作を実現するには、論理パーティションポリシーを設定する必要があります。

非ロケーション伝達クラスタとのインタラクション

動作 1および 3を実現するには、その動作ごとにポリシーを 1つ設定する必要があります。デ
フォルトポリシーが DENYである場合は、動作 2のポリシーは必要ありません。

動作 1および 3については、ロケーション伝達が存在しないため、論理パーティションクラスタ
はトラフィックが VoIP専用であるのか、リモートクラスタのゲートウェイから発信されている
のかを特定できません。つまり、一般に SIPトランク（または ICT）からVoIP電話機または他の
SIPトランク（または ICT）に発信されるすべてのトラフィックを許可する必要があります。

ロケーション伝達クラスタとのインタラクション

動作1の場合、SIPトランク（または ICT）をコールするVoIP電話機には、そのトランクでのコー
ルの延長を許可するポリシーが必要です。これは、リモートクラスタからロケーション伝達情報

を受信する前に発生します。
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SIPトランク（または ICT）からの着信 VoIPコールの場合、発信側 VoIP電話機のポリシーは必
要ありません。 SIPトランク（または ICT）からのトラフィックを他の ICTまたは PSTNゲート
ウェイに許可する必要がある場合は、対応するポリシーが必要です。

例

バンガロールから RCDNクラスタを指す SIPトランクは次のように設定します。

位置情報 = “IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN”

位置情報フィルタ = “UseCountry、UseA1、UseA3、UseNam”

この設定では、SIPトランクの位置情報識別子を次のように指定します。

{“IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN”, devType=Border}

論理パーティションポリシーを次のように設定します。

“Border:IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN” to Interior =許可

結果：バンガロールクラスタのすべての VoIP電話機が Richardsonと通信できます。

“Border:IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN” to “Border:IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN” =許可結果：ICT
が通信できます。

これらのポリシーは、動作 1および 3の要件を満たしています。

ロケーション伝達シナリオの場合、クラスタをまたぐデバイスの位置情報設定およびデバイスタ

イプに基づいて、ポリシーを設定します。

論理パーティションのシステム要件
論理パーティションには、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager 7.1以降

•クラスタ内の少なくとも 1台のサーバ上で稼動している Cisco CallManagerサービス

• Cisco Unified Communications Manager Locale Installer（英語以外の電話ロケールまたは国独自
のトーンを使用する場合）

• Microsoft Internet Explorer 7、Microsoft Internet Explorer 8、Firefox 3.x、Safari 4.xのいずれか

インタラクションおよび制限事項
この項では、論理パーティションのインタラクションおよび制限事項について説明します。

インタラクション

この項では、論理パーティションおよび補足機能と、次に挙げるコール処理エンティティとのイ

ンタラクションについて説明します。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
981

論理パーティション

論理パーティションのシステム要件



Logical Partitioning Default Policyエンタープライズパラメータを設定し、[コールルーティング
(Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]
メニューオプションを使用して、対応する論理パーティションポリシーを設定します。

（注）

論理パーティションは、次の Cisco Unified Communications Managerコンポーネントとも対話しま
す。

•一括管理ツール：一括管理ツール（BAT）による論理パーティションのサポートの詳細につ
いては、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administrationガイド』を参照してくだ
さい。

•呼詳細レコード：論理パーティションで障害が発生した場合、既存のコール終了原因コード
および新しいシスコ固有のコール終了原因コードが使用されます。CDRの詳細については、
『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records Administration Guide』を参照して
ください。

•リアルタイム監視ツール：リアルタイム監視ツールには、Cisco Call Restrictionオブジェクト
用に一連のパフォーマンスモニタリング（perfmon）カウンタがあり、論理パーティション
で障害が発生した場合に増分されます。リアルタイム監視ツールは、[コールアクティビティ
(Call Activity)]ウィンドウの [論理パーティション障害の合計(Logical Partitioning Failures Total)]
も追跡します。リアルタイム監視ツールの詳細については、『CiscoUnifiedRealTimeMonitoring
Tool Administration Guide』を参照してください。

• Cisco Unified Reporting：Cisco Unified Reportingは、論理パーティションポリシーの情報を提
供するレポートを生成します。 Cisco Unified Reportingが生成するレポートの詳細について
は、『Cisco Unified Reporting Administration Guide』を参照してください。

自動転送

ここでは、論理パーティションと自動転送機能とのインタラクションについて説明します。

動作

コールの発信側デバイスおよびコールの自動転送先デバイスの位置情報識別子間で、論理パーティ

ションポリシーチェックが実行されます。

設定

発信側デバイスおよび転送元デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられま

す。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

•コールを別のデバイスに転送するデバイスの着信コールを受信すると、自動転送機能が呼び
出される場合。
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•デバイスの 1つに、PSTN参加者が指定されている場合。

• Cisco Unified CommunicationsManagerが、着信側および転送先のCiscoUnified Communications
Managerデバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポ
リシーチェックを実行する場合。

•設定済みの論理パーティションポリシーが転送先の Cisco Unified Communications Managerデ
バイスに戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

•この処理は、不在転送（CFwdAll）、無応答時転送（CFNA）、話中転送（CFB）など、あら
ゆる種類の自動転送に適用される。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•発信側と転送元の両方のデバイスが VoIP電話機（DevType = Interior）である場合。

•位置情報と位置情報フィルタがどのデバイスにも関連付けられていない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

•発信側のデバイスが Cisco Unified Communications Managerからリオーダー音を受信します。

◦原因コード = 63 “Service or option not available.”を使用して、Q.850準拠のデバイス
（SCCP、H323、またはMGCPデバイスが実行されている電話機）がクリアされます。

◦ SIPステータスコード = 503 “Service unavailable.”を使用して、SIP回線または SIPトラ
ンクがクリアされます。

コール転送

ここでは、論理パーティションとコール転送機能とのインタラクションについて説明します。

動作

転送元として機能するデバイスの位置情報識別子と、転送先として機能するデバイスの位置情報

識別子との間で、論理パーティションポリシーチェックが実行されます。

設定

転送元デバイスおよび転送先デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられま

す。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。
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•電話機が [転送]ソフトキーを使用してコールを転送するとき、[転送]キーをもう一度押すと
転送機能が呼び出されて処理される場合。

•同様に、転送機能の呼び出しを伴う他のメカニズム（たとえば、直接転送、オンフック転
送、フックフラッシュ転送、CTIアプリケーション開始転送）が含まれている場合。

•転送元および転送先、またはそのいずれかが PSTN参加者である場合。

• Cisco Unified CommunicationsManagerが、転送元および転送先のCiscoUnified Communications
Managerデバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポ
リシーチェックを実行する場合。

•この処理は通常、参加に先立ってプライマリコールおよびセカンダリコールを分割する前
に実行される。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•転送元と転送元の両方のデバイスが VoIP電話機（DevType = Interior）である場合。

•位置情報と位置情報フィルタがどのデバイスにも関連付けられていない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

•「外線転送を制限中」というメッセージを VoIP電話機に送信します。

•通常の転送：SCCPが実行されている電話機の場合、プライマリコールが保留状態となり、
打診コールがアクティブなままとなります。 SIPが実行されている電話機の場合、プライマ
リコールと打診コールの両方が保留状態となり、障害後に手動で再開する必要があります。

•オンフック、フックフラッシュ、およびアナログ電話機開始転送：CiscoUnifiedCommunications
Managerからのリオーダー音とともに、原因コード = 63 “Service or option not available.”を使
用して、プライマリコールとセカンダリコールの両方がクリアされます。

• Number of Transfer Failures perfmonカウンタが増分されます。

Block OffNet to OffNet Transfer サービスパラメータとのインタラクション

Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータを使用すると、転送元と転送先の両方がオフ
ネットコールの場合に、転送機能で転送操作をブロックできます。

このサービスパラメータの詳細については、このガイドのExternal Call Transfer Restrictions, （731
ページ）の章のBlock OffNet to OffNet Transferサービスパラメータの設定, （738ページ）を参照
してください。

論理パーティションに対して無効になっている Cisco Unified Communications Managerクラスタま
たはシステムは、このサービスパラメータによって指定される所定の動作が保持されます。
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論理パーティションが有効なクラスタまたはシステム

論理パーティションが有効なCiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタまたはシステムでは、
次のようなポリシーを設定して、補足機能の位置情報ポリシー GLPolicyXを使用する複数の音声
ゲートウェイ（PSTN）参加者を許可するようにシステムを設定できます。

GLPolicyX Border GLPolicyX Border Allow

Cisco Unified Communications Managerでそのようなポリシーが設定されたら、GeolocationPolicy、
GLPolicyX Borderを使用する参加者間で、すべての機能（転送、Ad Hoc会議など）を使用できる
ことに注意してください。たとえば、GLPolicyX Borderを使用する側からのコールを GLPolicyX
Borderを使用する相手側に自動転送できます。

Cisco Unified Communications Managerの配置では、そのような参加者に対し、転送機能を除くそ
のすべての補足機能が必要であることを前提とします。このような場合は、論理パーティション

ポリシーが許可されている場合でも、Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータによっ
て、オフネットデバイス間の転送をブロックできます。

このサービスパラメータはオフネット間の転送のブロックだけを制御し、その他の補足機能には

影響しません。したがって、音声ゲートウェイ間の転送に関係するシナリオについては、次の詳

細で詳しく説明します。

詳細

1 ボーダー間論理パーティションポリシーに拒否を指定

この位置情報ポリシーを使用する通話者間の転送操作の場合は、Cisco Unified Communications
Managerによって転送が拒否されます。転送元に [外線転送を制限中(External TransferRestricted)]
というメッセージが表示されます。

Cisco Unified Communications Managerの Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータの
設定（Trueまたは False）は転送処理に影響しません。

論理パーティションの拒否ポリシーが優先され、Cisco Unified Communications Managerは厳密
にこのポリシーに従います。

2 ボーダー間論理パーティションポリシーに許可を指定

この位置情報ポリシーを使用した当事者間転送処理の場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は許可ポリシーを確認し、Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータの設定も確認し
ます。したがって、このサービスパラメータは、オフネット参加者間の転送に影響を及ぼし

ます。

3 BlockOffNet toOffNet TransferサービスパラメータをTrueに指定：CiscoUnifiedCommunications
Managerは両方の通話者（転送元と転送先）がオフネットかどうかをチェックします。その場
合、そのようなコールの転送は拒否され、転送元に [外線転送を制限中(External Transfer
Restricted)]メッセージが表示されます。
サービスパラメータによって転送がブロックされるため、Serviceabilityの Logical Partitioning
Transfer Failures perfmonカウンタは増分されません。

4 Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータを Falseに指定：転送が成功します。
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デバイスのオフネット/オンネット動作

発信コールの場合は、[ルートパターンの設定(Route Pattern Configuration)]ウィンドウの [コールの
分類(Call Classification)]設定によって、オフネットまたはオンネットの値が決定されます。 [ルー
トパターンの設定(Route Pattern Configuration)]ウィンドウの [コールの分類(Call Classification)]の
値は、デバイスレベルの設定または Call Classificationサービスパラメータの対応する値よりも優
先されます。

着信コールの場合は、デバイスレベルの設定または対応する Call Classificationサービスパラメー
タ値によって、オフネットまたはオンネットの値が決定されます。

アドホック会議、参加、回線をまたいで参加（JAL）
ここでは、論理パーティションと、アドホック会議、参加、および JAL機能とのインタラクショ
ンについて説明します。

動作

確立中の会議：アドホック会議に招待されるデバイスの位置情報識別子間で、論理パーティショ

ンポリシーがチェックされます。

確立済みの会議：会議にすでに参加しているデバイスと、会議に招待されるデバイスの位置情報

識別子間で、論理パーティションポリシーがチェックされます。

設定

参加デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

会議ブリッジには、位置情報も位置情報フィルタも関連付ける必要がありません。参加者だけに

関連付けます。ポリシーチェックは参加者に対して実行されます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

•電話機が、[会議]ソフトキーを使用して、アドホック会議または CTIアプリケーション開始
アドホック会議を確立または延長する場合。

• [会議]キーをもう一度押すと、会議機能が呼び出されて処理される場合。

• Cisco Unified Communications Managerが参加者位置識別子情報を使用して、ポリシーチェッ
クを実行する場合。

•確立済みの会議で、コール中の更新のために変更された参加者位置識別子情報に基づいて、
再度ポリシーチェックが実行される場合。たとえば、応答へのアラート、保留/リモート再
開、転送、コールパーク取得、リダイレクトなど、コール状態の変更時に、ポリシーチェッ

クが実行されます。

• PSTNが参加している場合。
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処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•すべての参加者が VoIP電話機（DevType = Interior）である場合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないと、そのデバイスに対
してポリシーチェックが実行されない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のように会議の拒否を処理します。

•確立中の会議の場合、CFBは割り当てられません。

• SCCPが実行されている電話機または SIPが実行されている電話機の場合、プライマリコー
ルレッグが保留になり、打診コールがアクティブなままとなります。プライマリコール

レッグを再開する必要がある場合、再開は手動で行う必要があります。

•「会議は使用できません」というメッセージが、会議を開始した VoIP電話機に送信されま
す。

•アナログ電話機が会議を開始すると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerからのリオーダー
音とともに、原因コード = 63 “Service or option not available.”を使用して、セカンダリコール
がクリアされます。

• Number of Adhoc Conference Failures perfmonカウンタが増分されます。

ミートミー会議

ここでは、論理パーティションとミートミー会議機能とのインタラクションについて説明します。

動作

ミートミー会議にすでに参加しているデバイスと、その会議に参加しようとしているデバイスの

位置情報識別子間で、論理パーティションポリシーがチェックされます。

設定

参加デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

会議ブリッジには、位置情報も位置情報フィルタも関連付ける必要がないことに注意してくださ

い。参加者だけに関連付けます。ポリシーチェックは参加者に対して実行されます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

• PSTNの参加には要件がある場合。
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•会議参加時のポリシーチェックがサポートされる場合。参加者がミートミー番号をダイヤ
ルしてミートミー会議に参加するとき、その新規参加者にミートミー会議への参加を許可す

る前に、参加者位置情報を使用してポリシーチェックが実行されます。

•確立済みのミートミー会議で、コール中の更新（保留/再開、転送、割り込み、C割り込み、
コールパーク取得など）時に、参加者の更新済みポリシーを使用してポリシーチェックが

実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•すべての参加者がVoIP電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が発生しない場合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないと、そのデバイスに対
してポリシーチェックが実行されない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

•「ミートミーは使用できません」というメッセージが VoIP電話機に送信されます。

•既存の会議は影響を受けません。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerからのリオーダー音とともにコールがクリアされます。

◦原因コード = 63 “Service or option not available.”を使用して、Q.850準拠のデバイス
（SCCP、H323、またはMGCPデバイスが実行されている電話機）がクリアされます。

◦ SIPステータスコード = 503 “Service unavailable.”を使用して、SIP回線または SIPトラ
ンクがクリアされます。

• Number of Meet-Me Conference Failures perfmonカウンタが増分されます。

コールピックアップ

ここでは、論理パーティションとコールピックアップ機能とのインタラクションについて説明し

ます。

動作

発信側デバイスの位置情報識別子と、コールをピックアップするデバイスの位置情報識別子との

間で、論理パーティションポリシーがチェックされます。

設定

ピックアップを試みる発信側デバイスおよび着信側デバイスのいずれにも、位置情報および位置

情報フィルタが関連付けられます。
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処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

• PSTNデバイスが VoIP電話機（A）をコールし、別の VoIP電話機（B）にその電話機に対す
るピックアップグループ関係がある場合（いずれの電話機も、同じピックアップグループ

に属しているなど）。

•電話機 Bが [ピック]、[他グループ]、[グループピックアップ]、[BLFピックアップ]のいず
れかのボタンを押してピックアップを試みると、ピックアップ機能が呼び出される場合。

• Cisco Unified Communications Managerが発信側デバイスの位置識別子情報とコールをピック
アップするデバイスの位置識別子情報を使用して、ポリシーチェックを実行する場合。

•アラートコールが 1つだけ発生すると、対応する論理パーティションポリシーが最後のポ
リシーとして処理される場合。

•複数のアラートコールが発生すると、アラートコールごとに論理パーティションポリシー
がチェックされる場合。チェックは最も長いアラートコールから始まり、論理パーティショ

ンポリシーが許可されてコールがピックアップされるまで続きます。最後に処理されたア

ラートコールに論理パーティション拒否ポリシーがあり、これ以上アラートコールが発生

しない場合は、拒否処理アクションが実行されます。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•発信者が VoIP電話機（DevType = Interior）で構成されているときに、処理が発生しない場
合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、ポリシーチェッ
クが実行されない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにピックアップの拒否を処理します。

•「ピックアップは使用できません」というメッセージが、ピックアップを試みた VoIP電話
機に送信されます。

•アラートコールは影響を受けません。

•アラートコールが複数存在する場合（許可ポリシーと拒否ポリシーが混在する場合）、拒否
ポリシーがあるコールが最初のピックアップに失敗すると、Cisco Unified Communications
Managerは次のアラートコールをピックアップして処理を続行します。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、ピックアップしようとしている電話機にリオーダー
音を送信します。

◦原因コード=63 “Service or option not available.”を使用して、Q.850準拠のデバイス（SCCP
が実行されている電話機）がクリアされます。
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◦ SIPステータスコード = 503 “Service unavailable.”を使用して、SIP電話機がクリアされ
ます。

• Number of Pickup Failures perfmonカウンタが増分されます。

コールパークとダイレクトコールパーク

ここでは、論理パーティションと、コールパーク機能およびダイレクトコールパーク機能との

インタラクションについて説明します。

動作

コールを取得する側のデバイスの位置情報識別子と、パークされる側の位置情報識別子との間で、

論理パーティションポリシーがチェックされます。

設定

取得の場合：パークされる側およびパーク取得を試みる側のデバイスには、位置情報および位置

情報フィルタが関連付けられます。

復帰の場合：パークされる側および復帰が発生する側のデバイスには、位置情報および位置情報

フィルタが関連付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

•パークされたコールが存在し、デバイスがパーク取得を試みると、パーク取得機能が呼び出
される場合。

•パークされたコールが存在し、復帰タイマーの期限が切れると、パーク復帰機能が呼び出さ
れる場合。

•参加者の 1つが PSTNである必要がある場合。

•パーク取得では、Cisco Unified Communications Managerがパークされる側のデバイスの位置
識別子情報と、パーク取得を実行する側のデバイスの位置識別子情報を使用して、ポリシー

チェックを実行する場合。

•パーク復帰では、Cisco Unified Communications Managerがパークされる側のデバイスの位置
識別子情報と、コールがリダイレクトされる側のデバイスの位置識別子情報を使用して、ポ

リシーチェックを実行する場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•参加しているデバイスがVoIP電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が発生しない
場合。
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•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、ポリシーチェッ
クが実行されない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のように取得/復帰の拒否を処理します。

•取得の場合、「パークされているコールを取得できません」というメッセージが VoIP電話
機に送信されます。

• Cisco Unified Communications Managerは、取得を試みている電話機にリオーダー音を送信し
ます。

◦原因コード = 63 “Service or option not available.”を使用して、Q.850準拠のデバイス
（SCCP、H323、またはMGCPデバイスが実行されている電話機）がクリアされます。

◦ SIPステータスコード = 503 “Service unavailable.”を使用して、SIPが実行されている電
話機または SIPトランクがクリアされます。

•復帰の場合、リオーダー音とともに、パークされたコールがクリアされます。

• Number of Park Retrieval Failures perfmonカウンタが増分されます（コールパークとダイレク
トコールパークのいずれの取得も拒否される場合）。

Cisco Extension Mobility
ここでは、論理パーティションと Cisco Extension Mobility機能とのインタラクションについて説
明します。

動作

ユーザは、同じ Cisco Unified Communications Managerクラスタ内で Cisco Extension Mobilityを使
用して、VoIP電話機にログインします。電話機からの着信コールまたは発信コールに対して、論
理パーティションポリシーがチェックされます。

設定

Cisco Extension Mobilityにログインする VoIP電話機および PSTNアクセスデバイスのいずれに
も、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

•ユーザが、Cisco Extension Mobilityを使用してデバイスプロファイルとは異なる位置情報の
デバイスにログインし、ユーザホームサイトのゲートウェイを使用してPSTNコールを発信
するか、または着信 PSTNコールを取得する場合。
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• Cisco Unified Communications Managerが、Cisco Extension Mobilityにログインしたデバイスと
PSTNゲートウェイデバイスの位置識別子情報を使用してポリシーチェックを実行する場
合。

•設定済みの論理パーティションポリシーが発信 Cisco Unified Communications Managerデバイ
ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•位置情報または位置情報フィルタが、Cisco Extension Mobilityにログインする VoIP電話機に
も、発呼側と着信側のデバイスにも関連付けられない場合。

• Cisco Extension Mobilityにログインする VoIP電話機がコールするか、または VoIP電話機
（DevType = Interior）からのコールを取得する場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

• Cisco Extension Mobilityにログインしている VoIP電話機が、論理パーティション単位で拒否
する必要がある PSTNコールを発信した場合、そのコールはリオーダー音とともに拒否され
ます。

• Cisco Extension Mobilityにログインしている VoIP電話機が、論理パーティション単位で拒否
する必要がある PSTNコールを取得した場合、そのコールはリオーダー音とともに拒否され
ます。

Cisco Unified Mobility
ここでは、論理パーティションと Cisco Unified Mobility機能とのインタラクションについて説明
します。これらのインタラクションは、モバイルコネクトまたはモバイルボイスアクセスを必

要とするコールに適用されます。

動作

論理パーティションは、次のように Cisco Unified Mobilityと対話します。

•シングルナンバーリーチ（SNR）コール：発信側デバイスと、そのモバイルデバイスに接
続する PSTNゲートウェイとの間で、SNRコールに対して論理パーティションポリシーが
チェックされます。

•セルピックアップ：固定電話からのセルピックアップ操作は、リモート宛先のモバイルデ
バイスを接続している PSTNゲートウェイに、接続済みのコールを参加させようとします。
コールに参加する前に、参加するデバイスの位置情報識別子を使用して、論理パーティショ

ンポリシーがチェックされます。

•モバイルボイスアクセス：着信ゲートウェイの位置情報識別子と着信側デバイスの位置情
報識別子との間で、論理パーティションポリシーがチェックされます。
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設定

参加するデバイスおよび PSTNアクセスゲートウェイには、位置情報および位置情報フィルタが
関連付けられる必要があります。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

•シングルナンバーリーチ（SNR）コール

Cisco Unified Mobilityがエンタープライズ拡張用に設定され、VoIP電話機または別の PSTN
ゲートウェイから SNRに対するコールが取得される場合。

CiscoUnified CommunicationsManagerが、発信側および着信側のCiscoUnified Communications
Managerデバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポ
リシーチェックを実行する場合。

設定済みの論理パーティションポリシーが着信 Cisco Unified Communications Managerデバイ
ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

•セルピックアップ

Cisco Unified Mobilityがエンタープライズ拡張用に設定され、VoIP電話機（SNR）と別の
VoIP電話機または PSTNゲートウェイ（接続される側）との間でコールがアクティブである
場合。

VoIP電話機（SNR）が、モバイルへのセルピックアップを実行して、携帯電話への到達に
使用される PSTNゲートウェイに、接続される側を参加させようとしている場合。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerが、PSTNゲートウェイおよび接続される側に関連付け
られている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポリシーチェックを実行する

場合。

設定済みの論理パーティションポリシーによって、セルピックアップの操作が成功するか

失敗するかが決定される場合。

•モバイルボイスアクセス

Cisco Unified Mobilityがエンタープライズ拡張用に設定され、携帯電話が PSTNゲートウェ
イからエンタープライズ VoIP電話機にコールする場合。

Cisco Unified Communications Managerが、発信側 PSTNゲートウェイおよび着信側 VoIP電話
機に関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポリシーチェッ

クを実行する場合。

設定済みの論理パーティションポリシーが着信 Cisco Unified Communications Managerデバイ
ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•位置情報または位置情報フィルタが、参加するデバイスに関連付けられていない場合。
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•デュアルモードフォンが使用されるときには、論理パーティションがサポートされない場
合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

• SNRおよびモバイルボイスアクセスの場合、リオーダー音とともにコールがクリアまたは
拒否されます。

•セルピックアップの場合、接続される側とVoIP電話機（SNR）間の元のコールが復元され、
「携帯電話へコールを送信できません」というメッセージが VoIP電話機に表示されます。

共有回線

ここでは、論理パーティションと共有回線機能とのインタラクションについて説明します。

動作

共有回線へのコールまたは共有回線からのコールでは、論理パーティションチェックに基本コー

ルと同じ処理が使用されます。

Cisco Unified CommunicationsManager上の共有回線デバイスは、リモートで使用中（RIU）情報を
表示するために、論理パーティションポリシーチェックを実行します。接続される側の位置情

報識別子と、RIU情報を表示する共有回線デバイスとの間で、ポリシーがチェックされます。

設定

共有回線デバイスおよび PSTNアクセスデバイス（VoIPゲートウェイ）には、位置情報および位
置情報フィルタが関連付けられます。

処理される状況

基本コールで次の状況が発生した場合、論理パーティションの処理が行われます。

•異なる位置情報をまたぐ VoIP電話機の共有回線が存在し、いずれかの VoIP電話機がローカ
ル PSTNゲートウェイを介して PSTNコールを発信または取得する場合。

•共有回線からPSTNゲートウェイへのコールを完了するために、CiscoUnifiedCommunications
Managerが発信側共有回線電話機および着信側 PSTNゲートウェイに関連付けられている位
置識別子情報を使用して、論理パーティションポリシーチェックを実行する場合。

• PSTNゲートウェイから共有回線へのコールを完了するために、CiscoUnifiedCommunications
Managerが発信側 PSTNゲートウェイおよび各着信側共有回線電話機に関連付けられている
位置識別子情報を使用して、論理パーティションポリシーチェックを実行する場合。

•設定済みの論理パーティションポリシーが着信 Cisco Unified Communications Managerデバイ
ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。
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•リモートで使用中（RIU）情報を表示するかどうかを決定するために、Cisco Unified
Communications Managerが共有回線に関連付けられている各デバイスの位置識別子情報と、
接続される側（発信側または着信側）の位置識別子情報を使用して、論理パーティションポ

リシーチェックを実行する場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•発信側と着信側の両方のデバイスがVoIP電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が
発生しない場合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、処理が発生し
ない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

• Cisco Unified Communications Managerは、発信側デバイスで許可されていない位置情報にあ
る着信側共有回線デバイスへのコールをドロップします（またはコールを延長しません）。

•リモートで使用中状態の共有回線デバイスには、コールインスタンス情報が表示されませ
ん。

割り込み、C 割り込み、およびリモート再開
ここでは、論理パーティションと、割り込み、C割り込み、およびリモート再開機能とのインタ
ラクションについて説明します。

動作

共有回線での割り込み、C割り込み、またはリモート再開操作は、リモートで使用中（RIU）状態
でコールインスタンス情報が入手できるかどうかに依存します。

共有回線インタラクションに適用される同じ論理パーティションポリシーチェックによって、

RIU情報が入手できるかどうかが決定されます。

論理パーティション拒否の場合、制限されている共有回線ではRIUコールインスタンスが取り消
されます。

設定

共有回線デバイスおよび PSTNアクセスデバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連
付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。
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•異なる位置情報をまたぐ VoIP電話機の共有回線が存在し、いずれかの VoIP電話機がローカ
ル PSTNゲートウェイを介して PSTNコールを発信または取得する場合。

•リモートで使用中（RIU）情報の表示が共有回線コールシナリオの場合と同じように処理さ
れる場合。

•アクティブコールが共有回線デバイスによって保留されている間、リモートの [解除]ボタン
が使用できない場合。

• [割り込み]ボタンおよび [C割込]ボタンが使用できないため、これらのシナリオが実行でき
ない場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•発信側と着信側の両方のデバイスが VoIP電話機（DevType = Interior）であるときに、論理
パーティションポリシーチェックが無視される場合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、処理が発生し
ない場合。

•会議やミートミーなどのアクティブな機能のために、接続される側が会議ブリッジとなり、
会議に参加するすべてのデバイスに許可される位置情報がアクティブな共有回線デバイスに

関連付けられるときに、リモートで使用中の共有回線デバイスにコールインスタンス情報が

表示される場合。この場合、リモートで使用中の電話機では、許可されない参加者が会議に

参加している場合も含め、常に C割り込み/割り込み機能を実行できます。 C割り込み/割り
込みの参加者の場合、論理パーティションポリシーチェックが存在せず、論理パーティショ

ン拒否シナリオを防止できません。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

•コールインスタンス情報は表示されません。

ルートリストおよびハントパイロット

ここでは、論理パーティションと、ルートリストおよびハントパイロットとのインタラクション

について説明します。

動作

ルートリストの場合、デバイスから、ルートリストおよびルートグループに属しているゲート

ウェイまたはMGCPポートへのコールが、参加する発呼側デバイスおよび着信側デバイスの位置
情報識別子に基づいて、論理パーティションポリシーに照らしてチェックされます。

ハントパイロットの場合、PSTNデバイスから、ハントリストまたはハントグループに属してい
る回線デバイスへのコールが、参加する発呼側デバイスおよび着信側デバイスの位置情報識別子

に基づいて、論理パーティションポリシーに照らしてチェックされます。
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設定

発呼側デバイスおよび着信側デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられま

す。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

• VoIP電話機または PSTNゲートウェイからルートリストを経由して PSTNゲートウェイに
至る基本コールが実行される場合。

• PSTNゲートウェイからハントリストを経由して一連の VoIP電話機に至る基本コールが実
行される場合。

• Cisco Unified CommunicationsManagerが、着信側および発信側のCiscoUnified Communications
Managerデバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポ
リシーチェックを実行する場合。

•設定済みの論理パーティションポリシーが発信 Cisco Unified Communications Managerデバイ
ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•発呼側と着信側の両方のデバイスがVoIP電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が
発生しない場合。

•すべてのデバイスに位置情報と位置情報フィルタの両方を関連付ける必要がある場合。デバ
イスに位置情報も位置情報フィルタも関連付けられていない場合、処理は発生しません。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

• Cisco Unified Communications Managerからのリオーダー音とともにコールがクリアまたは拒
否されます。

CTI 処理
ここでは、論理パーティションと、参加またはリダイレクトを実行するすべての機能との CTIイ
ンタラクションについて説明します。

動作

PSTNゲートウェイへのコール、参加、またはリダイレクトを伴うすべての操作に対して、論理
パーティションポリシーがチェックされ、次の状況で論理パーティションに障害が発生した場合

は CTIエラーが生成されます。

•基本コール
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•転送

•会議

•パーク取得および類似した機能

設定

参加するデバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

•デバイスの 1つに、PSTN参加者が指定されている場合。

•操作のコンテキストで論理パーティションポリシーがチェックされる場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、処理が発生し
ない場合。

•参加しているすべてのデバイスがVoIP電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が発
生しない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のように操作ベースの CTI原因コードを生成して、コールの拒否を処
理します。

•基本コール：CTICCMSIP503SERVICENOTAVAILABL

•リダイレクト：CTIERR_REDIRECT_CALL_PARTITIONING_POLICY

•参加、転送、会議、およびその他： CTIERR_FEATURE_NOT_AVAILABLE

制限事項

論理パーティションには、次の制限事項があります。

• UPDATEでの SIPトランクユーザエージェントサーバ（UAS）ロケーション伝達

UASは、UPDATE要求を使用して、着信側の位置情報をユーザエージェントクライアント
（UAC）に通知します。これは通常、180 Ringingの後に発生します。

この位置情報を受信する論理パーティション対応クラスタで実行される論理パーティション

ポリシーチェックでは、ポリシーが拒否されると、コールがキャンセルされることがありま

す。使いやすいエンドユーザエクスペリエンスが実現されない可能性があります。
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•会議チェーンで会議をまたぐ参加者に対して論理パーティションチェックがサポートされな
い

たとえば、ミートミーおよびアドホックの会議チェーンには、論理パーティション拒否の参

加者が参加できます。

• QSIGクラスタ間トランク（ICT）に関する制限

Q.SIGプロトコルが設定された ICTでは、発信側デバイスまたは着信側デバイスの位置情報
を通知できないことに注意してください。Q.SIGトンネル化プロトコルが選択されたときに
は、[位置情報の送信(Send Geolocation Information)]の ICT設定が無効になります。

•共有回線アクティブコール情報

論理パーティションが制限されるシナリオでは、ある機能によって共有回線コールが許可カ

テゴリに移動される場合でも、共有回線はコール期間中にアクティブコール情報をドロップ

します。

• C割り込み/割り込み

割り込み/C割り込みは発生しません。接続される側の論理パーティション拒否ポリシーに基
づいて、共有回線ではこれらの機能を試行できないようにしているためです（コールインス

タンスはドロップされます）。

ただし、会議やミートミーなどのアクティブな機能のために、接続される側が会議ブリッジ

となり、会議に参加するすべてのデバイスに許可される位置情報がアクティブな共有回線デ

バイスに関連付けられるときは、リモートで使用中の共有回線デバイスにコールインスタン

ス情報が表示されます。この場合、リモートで使用中の電話機では、許可されない参加者が

会議に参加している場合も含め、常に C割り込み/割り込み機能を実行できます。 C割り込
み/割り込みの参加者の場合、論理パーティションポリシーチェックが存在せず、論理パー
ティション拒否シナリオを防止できません。

• Cisco Unified Communications Managerは、位置情報を H.323ゲートウェイまたはMGCPゲー
トウェイに通知しない

SIPトランクのチェックボックスに基づいて、SIPゲートウェイへの通知を無効にすることが
できます。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、H.225ゲートキーパー制御のトランク経由で位置情
報を通知しない

シナリオ：Cisco Unified Communications Manager 1は論理パーティションが有効のままです
が、CiscoUnifiedCommunicationsManager 2は論理パーティションが無効なままとなります。

CCM1の電話機 Aが、（ICTトランクまたは SIPトランクを使用して）CCM2の電話機 Bを
コールします。

電話機 Bが会議を要請し、PSTNを会議に招待します。

制限：会議が確立されます。

電話機Bがオンフックになると、電話機AとCiscoUnified CommunicationsManager 2の PSTN
間のコールがリオーダー音とともにクリアされます。
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•モビリティセルピックアップ：携帯電話でコールに応答すると、論理パーティション拒否
処理が実行されます。

コールが携帯電話に発信される前に、論理パーティションポリシーチェックは発生しませ

ん（基本 SNRコールの場合には発生します）。現在の仕様により、論理パーティションポ
リシーがチェックされるのは、携帯電話がコールに応答すると実行される SsJoinReq処理の
後だけです。

• Cisco Extension Mobilityは、異なる位置情報の電話機にログインします。

ローカルルートグループの設定時に、発信 PSTNコールが発生することがあります。

着信 PSTNコールは電話機に対して発信されませんが、リオーダー音を受信します。

•論理パーティションポリシーでは、BLFSDまたはBLFピックアッププレゼンス通知はチェッ
クされません。

現在、通知用には論理パーティションインフラストラクチャが追加されません。

自動転送で障害が発生しても、RTMT Number of Forwarding Failures perfmonカウンタは増分
されません。その代わり、Number of Basic Call Failures perfmonカウンタが増分されます。

• IOS H.323ゲートウェイおよび SIPゲートウェイでは、コールの接続がリリースされても、
補足機能実行時の論理パーティションポリシーにより、リオーダー音が発生しません。

例

IOS SIPゲートウェイまたは H.323ゲートウェイの背後にあるリモート接続先（RD）の電話
機が、VoIP電話機 Aをコールします。

認証の完了後、RD電話機が電話機 Cにコールを発信しますが、論理パーティション制限ポ
リシーにより、コールが拒否されます。

原因コード = 63 "Service or option not available."でRD電話機へのコールがクリアされますが、
その RD電話機へのリオーダー音は再生されません。

この原因コードは、すべての論理パーティション障害に共通のコードです。

この動作は、CONNECT状態後はリオーダー音を再生しないという IOSゲー
トウェイ側の仕様制限により発生します。 CONNECT状態後に再生される唯
一の音は、17（話し中）または 44（使用可能な回線なし）です。

同じような制限が、フックフラッシュやオンフック転送などの補足機能に適

用されます。

（注）

•論理パーティションで障害が発生した場合にコールをボイスメールに自動転送するための設
定は存在しません。

•論理パーティション拒否で障害が発生しても、アナウンスは発生しません。

• Cisco Unified Communications Managerでは、Cisco Unified MeetingPlaceまたは Cisco Unified
MeetingPlaceExpressが関与するコールに対する論理パーティション機能はサポートされませ
ん。
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論理パーティショニング設定
この項では、論理パーティションの設定方法について説明します。

論理パーティションを設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

論理パーティションの設定, （959ページ）

位置情報の設定

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [システム(System)] > [位置情報の設定
(Geolocation Configuration)]メニューオプションを使用して位置情報を設定します。

位置情報の設定の詳細については、位置情報の設定, （749ページ）を参照してください。

位置情報フィルタの設定

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [システム(System)] > [位置情報フィルタ
(Geolocation Filter)]メニューオプションを使用して位置情報フィルタを設定します。

位置情報フィルタの設定の詳細については、位置情報フィルタの設定,（756ページ）を参照して
ください。

論理パーティションポリシーの設定

この項では、論理パーティションポリシーの設定について説明します。論理パーティションポ

リシーを設定するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コールルーティン
グ(Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]メ
ニューオプションを使用します。

論理パーティションポリシーの検索

ネットワークに複数の論理パーティションポリシーが存在することがあるため、Cisco Unified
Communications Managerでは指定した条件に基づいて論理パーティションポリシーを検索できま
す。 Cisco Unified Communications Managerデータベースで特定の論理パーティションポリシーを
検索するには、次の手順に従います。
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ブラウザセッションでの作業中は、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで論理
パーティションポリシーの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動し

てこのメニュー項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、論理パー

ティションポリシーの検索プリファレンスはCiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ペー
ジで保持されています。

（注）

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy
Configuration)]を選択します。
[ポリシーの検索/一覧表示(Find and List Policies)]ウィンドウが表示されます。ウィンドウには、
アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスで別の値を選択すると、表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

論理パーティションポリシーの設定

論理パーティションポリシーを追加または更新するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy
Configuration)]を選択します。
[ポリシーの検索/一覧表示(Find and List Policies)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 新しい論理パーティションポリシーを追加するには、[新規追加(AddNew)]をクリックします。
[論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィンドウが表示
されます。

b) 論理パーティションポリシーを更新するには、論理パーティションポリシーの検索,（1001ペー
ジ）の説明に従って特定の論理パーティションポリシーを検索します。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（論理パーティションポリシーの設定, （1004ページ）を参照）。

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。
論理パーティションポリシーを追加した場合は、ウィンドウの一番下にあるリストボックスに新

しい論理パーティションポリシーが含まれています。

論理パーティションポリシーレコードの削除

既存の論理パーティションポリシーレコードを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy
Configuration)]を選択します。
[ポリシーの検索/一覧表示(Find and List Policies)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の論理パーティションポリシーを検索するには、検索条件を入力し、[検索(Find)]をクリック
します。

検索条件に一致した位置情報フィルタ論理パーティションポリシーが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

a) 削除する論理パーティションポリシーの横のチェックボックスをオンにし、[選択項目の削除
(Delete Selected)]をクリックします。

b) [すべて選択(SelectAll)]をクリックし、[選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックして、ウィ
ンドウ内のすべての論理パーティションポリシーを削除します。

c) 削除する論理パーティションポリシー名をリストから選択し、[削除(Delete)]をクリックしま
す。

確認のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
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このレコードに指定した論理パーティションポリシーおよびすべてのペアポリシーが削除されま

す。

論理パーティションポリシーペア設定の削除

この場合、論理パーティションポリシーレコードを選択し、そのレコードの設定ウィンドウを表

示します。

ポリシーは現在ペアで設定されています。例を示します。

GLP-1 Border GLP-2 Interior Allow

GLP-1 Border GLP-3 Interior Allow

2つ目のポリシーを削除する必要がある場合は、2つ目のポリシーを選択し、[デフォルトポリシー
の使用(Use Default Policy)]設定を選択します。

保存すると、ポリシーの対応するペアがポリシーのマトリクスから削除されます。

GLP-1レコードには変更が加えられないことに注意してください。

論理パーティションポリシーペア設定の更新

この場合、論理パーティションポリシーレコードを選択し、そのレコードの設定ウィンドウを表

示します。

ポリシーは現在ペアで設定されています。例を示します。

GLP-1 Border GLP-2 Interior Allow

GLP-1 Border GLP-3 Interior Allow

2つ目のポリシーを更新する必要がある場合は、2つ目のポリシーを選択し、[ポリシー(Policy)]設
定で [許可(Allow)]または [拒否(Deny)]を指定します。

保存すると、ポリシーの対応するペアがポリシーのマトリクスから更新されます。

論理パーティションポリシーの設定

次のエンティティ間に必須の相互接続動作には、論理パーティションポリシーを設定します。

• PSTNゲートウェイと VoIP電話機

• PSTNゲートウェイと PSTNゲートウェイ

•クラスタ間トランク（ICT）と VoIP電話機

• ICTと VoIPゲートウェイ

System Default Policyエンタープライズパラメータ（デフォルト値 = DENY）は、設定済みのポリ
シーが見つからない場合のデフォルトのポリシーです。
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[論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィンドウ（Cisco
Unified Communications Managerの管理ページの [コールルーティング(Call Routing)] > [論理パー
ティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]メニューオプション）で、管
理者は位置情報に設定されているフィールドのサブセットから位置情報ポリシーレコードを作成

する必要があります。

論理パーティションポリシーは、位置情報ポリシーレコードとデバイスタイプのペア間に設定

します。

許可ポリシーと拒否ポリシーを設定します。設定の詳細については、論理パーティションの機能,
（961ページ）を参照してください。

例を含め論理パーティションポリシーの詳細については、論理パーティションポリシー, （969
ページ）を参照してください。

次の表に、論理パーティションポリシーの設定に使用する設定項目を示します。

表 90：論理パーティションポリシーの設定項目

説明フィールド

[論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]

この論理パーティションポリシーの一意の名前を入力します（1
～ 50文字）。

引用符（"）、右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バックス
ラッシュ（\）、アンパサンド（&）、およびパーセント記号
（%）を除くすべての文字を使用できます。

[名前(Name)]

この論理パーティションポリシーの説明を入力します。[説明(Description)]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの国を選択します。この論理パーティションポリシー

にこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]にし
ておくことができます。

[国(Country)]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの A1値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[A1]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの A2値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[A2]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの A3値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[A3]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの A4値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[A4]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの A5値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[A5]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの A6値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[A6]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの PRD値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[PRD]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの POD値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[POD]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの STS値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[STS]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの HNO値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[HNO]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの HNS値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[HNS]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの LMK値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[LMK]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの LOC値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[LOC]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーのFLR値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[FLR]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの NAM値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[NAM]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの PC値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[PC]

[設定済みポリシー(Configured Policies)]

この論理パーティションポリシーと別の（または同じ）論理パー

ティションポリシーとの関係を設定すると、その設定した関係

用に新しい行が 1つ、このペインに表示されます。このカラム
には、この関係に現在設定されている論理パーティションポリ

シーのデバイスタイプが表示されます。

このペインには、[デフォルトポリシーの使用(Use
DefaultPolicy)]を指定しない関係だけが表示されます。

（注）

[デバイスタイプ(Device Type)]

この論理パーティションポリシーと別の（または同じ）論理パー

ティションポリシーとの関係を設定すると、その設定した関係

用に新しい行が 1つ、このペインに表示されます。このカラム
には、この関係の他の位置情報ポリシーが表示されます。

このペインには、[デフォルトポリシーの使用(Use
DefaultPolicy)]を指定しない関係だけが表示されます。

（注）

[位置情報ポリシー(Geolocation
Policy)]
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説明フィールド

この論理パーティションポリシーと別の（または同じ）論理パー

ティションポリシーとの関係を設定すると、その設定した関係

用に新しい行が 1つ、このペインに表示されます。このカラム
には、この関係に設定されている他の論理パーティションポリ

シーのデバイスタイプが表示されます。

このペインには、[デフォルトポリシーの使用(Use
DefaultPolicy)]を指定しない関係だけが表示されます。

（注）

[他のデバイスタイプ(Other
Device Type)]

この論理パーティションポリシーと別の（または同じ）論理パー

ティションポリシーとの関係を設定すると、その設定した関係

用に新しい行が 1つ、このペインに表示されます。このカラム
には、この関係に設定されている論理パーティションポリシー

値が表示されます。

このペインには、[デフォルトポリシーの使用(Use
DefaultPolicy)]を指定しない関係だけが表示されます。

（注）

[ポリシー(Policy)]

[他の位置情報ポリシーへの関係を設定(Configure Relationship to other Geo Location Policies)]

この論理パーティションポリシーと他の位置情報ポリシーとの

関係を設定するには、ドロップダウンリストボックスから、次

のいずれかの値を選択します。

• [ボーダー(Border)]：デバイスがPSTNトランク、ゲートウェ
イ、およびMGCPポートである場合には、このデバイスタ
イプを選択します。

• [内部(Interior)]：デバイスが VoIP電話機または内部のエン
ドポイントである場合には、このデバイスタイプを選択し

ます。

各デバイスタイプ（ボーダーまたは内部）に関連付け

ることができる Cisco Unified Communications Manager
デバイスのリストについては、論理パーティションの

機能, （961ページ）を参照してください。

（注）

[デバイスタイプ(Device Type)]

この論理パーティションポリシーとその位置情報ポリシーとの

関係を設定するには、このペインで別の位置情報ポリシーの名

前を選択します。

[位置情報ポリシー(Geolocation
Policy)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、[位置情報ポリシー
(Geolocation Policy)]カラムで選択した他の位置情報ポリシーの
デバイスタイプを選択します。次のいずれかの値を選択しま

す。

• [ボーダー(Border)]：デバイスがPSTNトランク、ゲートウェ
イ、およびMGCPポートである場合には、このデバイスタ
イプを選択します。

• [内部(Interior)]：デバイスが VoIP電話機または内部のエン
ドポイントである場合には、このデバイスタイプを選択し

ます。

各デバイスタイプ（ボーダーまたは内部）に関連付け

ることができる Cisco Unified Communications Manager
デバイスのリストについては、論理パーティションの

機能, （961ページ）を参照してください。

（注）

[他のデバイスタイプ(Other
Device Type)]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーと [位置情報ポリシー(Geolocation Policy)]カラムで選択
した位置情報ポリシーとの間に適用するポリシーを選択します。

次のいずれかの値を選択します。

• [デフォルトポリシーの使用(Use Default Policy)]：Logical
Partitioning Default Policyエンタープライズパラメータに指
定されているデフォルトのポリシーを適用するには、この

値を選択します。

• [許可(Allow)]：この論理パーティションポリシーと他の位
置情報ポリシーとの間に許可ポリシーを指定するには、こ

の値を選択します。

• [拒否(Deny)]：この論理パーティションポリシーと他の位
置情報ポリシーとの間に拒否ポリシーを指定するには、こ

の値を選択します。

[ポリシー(Policy)]

アップグレード後の論理パーティションの設定
リリース 7.1(2)よりも前のリリースから Cisco Unified Communications Managerをアップグレード
するときは、論理パーティション設定に関連付けられているエンティティに次の値が割り当てら

れます。

• Enable Logical Partitioningエンタープライズパラメータは [False]となります。
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• Logical Partitioning Default Policyエンタープライズパラメータは [拒否(Deny)]となります。

•位置情報

◦位置情報テーブルには、設定済みの位置情報レコードが存在しません。

◦ Default Geolocationエンタープライズパラメータは未指定です。

◦デバイスプールでは、位置情報の値が [なし(None)]となります。

◦デバイスでは、位置情報の値が [デフォルト(Default)]となります。

•位置情報フィルタ

◦位置情報フィルタテーブルには、設定済みの位置情報フィルタレコードが存在しませ
ん。

◦ Logical Partitioning Default Filterエンタープライズパラメータは [なし(None)]となりま
す。

◦デバイスプールでは、位置情報フィルタの値が [なし(None)]となります。

◦デバイスでは、位置情報フィルタの値が [なし(None)]となります。

•論理パーティションポリシー

◦設定済みの位置情報ポリシーレコードおよびポリシーが、位置情報ポリシーテーブル
および位置情報ポリシーマトリクステーブルに存在しません。

論理パーティションのトラブルシューティング
論理パーティションのトラブルシューティングの詳細については、『TroubleshootingGuide forCisco
Unified Communications Manager』を参照してください。
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第 39 章

迷惑呼 ID

この章では、迷惑呼 ID機能に関する情報について説明します。

• 迷惑呼 IDの設定, 1011 ページ

• 迷惑呼 IDの機能, 1012 ページ

• 迷惑呼 IDのシステム要件, 1013 ページ

• 迷惑呼 IDのデバイスサポート状況の確認, 1014 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 1015 ページ

• 迷惑呼 IDのインストール, 1016 ページ

• 迷惑呼 IDの設定, 1017 ページ

• 迷惑呼 IDのトラブルシューティング, 1022 ページ

迷惑呼 ID の設定
迷惑呼 ID（MCID）機能を使用すると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerにネットワーク内の
着信コールの発信元を特定し登録するように要求することによって、悪意のあるコールを報告で

きます。

インターネットワークサービスである迷惑呼 ID（MCID）を使用すると、ユーザは、悪意のある
コールを受信したときに、一連のイベントを開始できます。悪意のあるコールを受け取ったユー

ザは、そのコールへの接続中にソフトキーまたは機能ボタンを使用することにより、MCID機能
を呼び出すことができます。MCIDサービスはすぐに、そのコールに悪意のあるコールのフラグ
を設定し、Cisco Unified Communications Manager管理者にアラームで通知します。MCIDサービ
スはMCID通知で呼詳細レコード（CDR）にフラグを設定し、悪意のあるコールが進行中だとい
う通知をオフネット PSTNに送信します。

迷惑呼 IDを設定する手順は、次のとおりです。迷惑呼 IDの詳細については、迷惑呼 IDの機能,
（1012ページ）および迷惑呼 ID, （1011ページ）を参照してください。
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手順

ステップ 1 CDRサービスパラメータを設定します。

ステップ 2 アラームを設定します。

ステップ 3 ユーザがソフトキーを使用してMCIDにアクセスする場合は、ソフトキーテンプレートに Toggle
Malicious Call Trace（MCID）ソフトキーを設定します。

Cisco Unified IP Phone 8900シリーズおよび 9900シリーズは、機能ボタンのみがある
MCIDをサポートします。

（注）

ステップ 4 MCIDソフトキーテンプレートを IP Phoneに割り当てます。

ステップ 5 ユーザが機能ボタンを使用してMCIDにアクセスする場合は、電話ボタンテンプレートに迷惑呼
ID機能を設定します。

ステップ 6 MCID電話ボタンテンプレートを IP Phoneに割り当てます。

ステップ 7 迷惑呼 ID機能が使用可能であることをユーザに通知します。

関連トピック

迷惑呼 IDのサービスパラメータの設定, （1017ページ）
迷惑呼 IDのアラームの設定, （1017ページ）
迷惑呼 ID用のソフトキーテンプレートの追加, （1018ページ）
ユーザへの迷惑呼 ID機能の提供, （1019ページ）
迷惑呼 ID用の電話ボタンテンプレートの追加, （1020ページ）

迷惑呼 ID の機能
迷惑呼 ID（MCID）補足サービスを使用すると、Cisco Unified Communications Managerにネット
ワーク内の着信コールの発信元を特定し登録するように要求することによって、悪意のあるコー

ルを報告できます。

インターネットワークサービスである迷惑呼 ID（MCID）を使用すると、ユーザは、悪意のある
コールを受信したときに、一連のイベントを開始できます。悪意のあるコールを受け取ったユー

ザは、そのコールへの接続中にソフトキーまたは機能コードを使用することにより、MCID機能
を呼び出すことができます。MCIDサービスはすぐに、そのコールに悪意のあるコールのフラグ
を設定し、Cisco Unified Communications Manager管理者にアラームで通知します。MCIDサービ
スはMCID通知で呼詳細レコード（CDR）にフラグを設定し、悪意のあるコールが進行中だとい
う通知をオフネット PSTNに送信します。

システムは PSTNへの PRI接続を使用する際に、ISDN PRIサービスであるMCIDサービスをサ
ポートします。MCIDサービスには次の 2つのコンポーネントが含まれています。

• MCID-O：ユーザの要求に応じて機能を呼び出し、接続されたネットワークへ呼び出し要求
を送信する発信側コンポーネント。
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• MCID-T：接続されたネットワークから呼び出し要求を受信し、サービスを実行できるかど
うかを示す成功メッセージまたは失敗メッセージで応答する着信側コンポーネント。

Cisco Unified CommunicationsManagerは、発信側コンポーネントだけをサポー
トしています。

（注）

CUCM での迷惑呼 ID 機能の使用
MCID機能は、いたずら電話や脅迫電話を追跡する便利な方法を提供します。ユーザがこの種の
コールを受信した場合、Cisco Unified Communications Managerシステム管理者は、そのユーザの
電話機に [迷惑呼]ソフトキーを追加する新規ソフトキーテンプレートを割り当てることができま
す。 SCCPゲートウェイに接続されている POTS電話機の場合、ユーザはフックフラッシュを使
用し、機能コード *39を入力してMCID機能を呼び出すことができます。

MCID機能を使用すると、次のアクションが実行されます。

1 ユーザが脅迫電話を受け取り、[迷惑呼]を押します（あるいは、機能コード *39を入力しま
す）。

2 Cisco Unified Communications Managerは、MCID通知の受信応答として、デバイスでトーンを
再生できる場合はユーザに確認トーンを送信し、電話機にディスプレイがある場合はテキスト

メッセージを表示します。

3 CiscoUnified CommunicationsManagerは、そのコールのCDRを更新し、そのコールを悪意のあ
るコールとして登録するという指示を反映させます。

4 Cisco Unified Communications Managerは、アラーム、およびイベント情報を持つローカルの
syslogエントリを生成します。

5 Cisco Unified Communications Managerは、ファシリティメッセージを使用して、接続された
ネットワークへMCID呼び出しを送信します。ファシリティの情報要素（IE）は、MCID呼び
出しをエンコードします。

6 この通知の受信後、PSTNまたはその他の接続されたネットワークが、当局へのコール情報の
提供などのアクションを実行します。

迷惑呼 ID のシステム要件
迷惑呼 IDサービスが機能するには、Cisco Unified Communications Manager 5.0以降が必要です。

次のゲートウェイおよび接続がMCIDサービスをサポートしています。

• T1（NI2）および E1（ETSI）接続用にMGCP PRIバックホールインターフェイスを使用す
る PRIゲートウェイ

• H.323トランクとゲートウェイ
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Cisco ATA 186アナログ電話ポートは、機能コード（*39）の使用によるMCIDをサポートしてい
ます。

どの IP PhoneがMCID機能をサポートするかを判断するには、迷惑呼 IDのデバイスサポート状
況の確認, （1014ページ）を参照してください。

迷惑呼 ID のデバイスサポート状況の確認
MCIDをサポートする IP Phoneの完全なリストを作成するには、CiscoUnifiedReportingアプリケー
ションを使用します。そのためには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reportingを開始します。Webアプリケーションへ
のアクセスを許可されるまで、ユーザの認証には Cisco Tomcatサービスが使用されます。アプリ
ケーションには次の方法でアクセスできます。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのナビゲーションメニューで [CiscoUnified
Reporting]を選択し、[Go]をクリックします。

• Cisco Unified Real TimeMonitoring Tool（RTMT）のメニューで [File] > [Cisco Unified Reporting]
を選択します。

• https://<サーバ名または IP アドレス>:8443/cucreports/と入力し、認証済みのユー
ザ名とパスワードを入力します。

ステップ 2 ナビゲーションバーで、[System Reports]をクリックします。

ステップ 3 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List]オプションをク
リックします。

ステップ 4 [Generate a new report]リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートがす
でに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List]リンクをクリックします。

ステップ 5 MCIDがサポートされているすべての IP Phoneのレポートを生成するには、各ドロップダウンリ
ストボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタンをクリックします。
[Product]：[All]

[Feature]：[Malicious Call Identification]

[List Features]ペインに、MCID機能をサポートするすべてのデバイスのリストが表示されます。
カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーをクリックして、リスト
をソートできます。

CiscoUnified Reportingアプリケーションの詳細については、『CiscoUnified Reporting Administration
Guide』を参照してください。
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インタラクションおよび制限事項
この項では、迷惑呼 IDのインタラクションと制限事項について説明します。

インタラクション

ここでは、迷惑呼 IDが Cisco Unified Communications Managerのアプリケーションおよびコール処
理機能との間でどのようにインタラクションを行うかについて説明します。

電話会議

会議に接続されている場合、ユーザはMCID機能を使用して、コールに悪意のあるコールのフラ
グを設定できます。 Cisco Unified Communications Managerは、MCID指示をユーザに送信し、ア
ラームを生成して、CDRを更新します。ただし、Cisco Unified Communications Managerは、会議
に含まれている可能性のある接続されたネットワークへはMCID呼び出しメッセージを送信しま
せん。

エクステンションモビリティ

エクステンションモビリティのユーザは、ユーザデバイスプロファイルの一部としてMCIDソ
フトキーを持ち、電話機にログインしているときにこの機能を使用することができます。

呼詳細レコード

CDRを使用して悪意のあるコールを追跡するには、CiscoCallManagerサービスパラメータでCDR
EnabledFlagを [True]に設定する必要があります。コール中にMCID機能を使用すると、そのコー
ルの CDRの Commentフィールドに「CallFlag=MALICIOUS」と記されます。

アラーム

MCID機能のアラームを [Local Syslogs]に記録するには、Cisco Unified Serviceabilityでアラームを
設定する必要があります。 [Local Syslogs]の下で、「Informational」アラームイベントレベルの
アラームを有効にします。

コール中にMCID機能を使用すると、SDLトレースと Cisco Unified Communications Managerト
レースがアラームに記録されます。 Alarm Event Logは、Cisco Unified Serviceabilityを使用して表
示できます。トレースは次の情報を提供します。

•日付と時刻

•イベントのタイプ：情報

•情報：迷惑呼 ID機能が Cisco Unified Communications Managerで呼び出されました
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•着信側の番号

•着信側デバイス名

•着信側の表示名

•発呼側番号

•発信側デバイス名

•発信側の表示名

•アプリケーション ID

•クラスタ ID：Cisco Business Edition 5000システムがサポートするのは 1つのノードだけです

•ノード ID：Cisco Business Edition 5000システムがサポートするのは 1つのノードだけです

アラームとトレースの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照
してください。

制限事項

迷惑呼 IDには、次の制限事項があります。

• Cisco Unified Communications Managerは、迷惑呼 IDの発信機能（MCID-O）だけをサポート
します。 Cisco Unified Communications Managerは、迷惑呼 IDの着信機能（MCID-T）をサ
ポートしていません。 Cisco Unified Communications Managerが迷惑呼 IDのネットワークか
ら通知を受信した場合、Cisco Unified Communications Managerはその通知を無視します。

• Cisco Unified Communications ManagerはMCID-T機能をサポートしていないため、MCIDが
クラスタ間トランクにまたがって機能できません。

• Cisco MGCP FXSゲートウェイはMCIDをサポートしていません。フックフラッシュを受け
入れてMGCPで機能コードを収集するメカニズムは存在しません。

• MCIDは QSIG標準ではないので、QSIGトランクでは機能しません。

• Cisco VG248 Analog Phone GatewayはMCIDをサポートしていません。

• Skinny Client Control Protocol（SCCP）IP Phoneは、ソフトキーを使用してMCID機能を呼び
出します。

• MCIDは SIPトランクをサポートしません。

設定の詳細については、迷惑呼 IDの設定, （1017ページ）を参照してください。

迷惑呼 ID のインストール
迷惑呼 IDはシステム機能であり、Cisco Unified Communications Managerソフトウェアに標準で装
備されています。MCIDは、特にインストールまたはアクティブ化する必要はありません。
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迷惑呼 ID の設定
この項では、迷惑呼 IDを設定するための情報を示します。

迷惑呼 IDを設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

迷惑呼 IDの設定, （1011ページ）

迷惑呼 ID のサービスパラメータの設定
Cisco Unified Communications ManagerでMCIDインジケータを使用して CDRのフラグを設定でき
るようにするには、CDRフラグを使用可能にする必要があります。CDRを有効にするには、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページで次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム(System)] > [サービスパラメータ
(Service Parameters)]を選択します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerのサーバ名を選択します。

ステップ 3 [サービス(Service)]フィールドで、[Cisco CallManager]を選択します。 [サービスパラメータ設定
(Service Parameter Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 CDRがまだ有効になっていない場合は、[System]領域で [CDR Enabled Flag]フィールドを [True]
に設定します。

ステップ 5 その変更を加える必要がある場合は、[保存(Save)]をクリックします。

迷惑呼 ID のアラームの設定
MCIDアラーム情報が [Local Syslogs]に表示されるようにするには、アラームイベントレベルを
有効にする必要があります。MCIDのアラームをアクティブにするには、Cisco Unifiedサービス
アビリティで次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 それには、[ナビゲーション(Navigation)]ドロップダウンリストボックスから [CiscoUnifiedサービ
スアビリティ(Cisco Unified Serviceability)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。 Cisco Unified
サービスアビリティが表示されます。

ステップ 2 [アラーム(Alarm)] > [設定(Configuration)]を選択します。 [アラーム設定(Alarm Configuration)]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 3 サーバのリストから、Cisco Unified Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 4 [Configured Services]リストボックスで、[Cisco CallManager]を選択します。 [Alarm Configuration]
ウィンドウが更新され、設定フィールドが反映されます。

ステップ 5 [Local Syslogs]の下で、[Alarm Event Level]ドロップダウンリストから [Informational]を選択しま
す。

ステップ 6 [Local Syslogs]の下で、[Enable Alarm]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 クラスタ内のすべてのノードに対してアラームを有効にするには、[Apply to All Nodes]チェック
ボックスをオンにします。 Cisco Business Edition 5000システムがサポートするのは 1つのノード
だけです

ステップ 8 情報アラームをオンにするには、[Update]をクリックします。

迷惑呼 ID 用のソフトキーテンプレートの追加
[迷惑呼]ソフトキーをテンプレートに追加するには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理
ページで、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]を選択します。 [ソフトキーテンプレート
の検索/一覧表示(Find and List Softkey Templates)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加(Add New)]ボタンをクリックします。 [ソフトキーテンプレートの設定(Softkey Template
Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ベースとするソフトキーテンプレート(Create a softkey template based on)]フィールドで、[標準ユー
ザ(Standard User)]を選択します。

ステップ 4 [コピー(Copy)]をクリックします。 [ソフトキーテンプレートの設定(SoftkeyTemplateConfiguration)]
ウィンドウが更新され、新しいフィールドが表示されます。

ステップ 5 ソフトキーテンプレート名のフィールドに、これがMCIDソフトキーテンプレートであることを
示す名前を入力します。

ステップ 6 [説明(Description)]フィールドに、これがMCIDソフトキーテンプレートであることを示す説明を
入力します。

ステップ 7 [保存(Save)]をクリックします。 [ソフトキーテンプレートの設定(Softkey Template Configuration)]
ウィンドウが更新され、追加の設定フィールドが反映されます。

ステップ 8 [ソフトキーレイアウトの設定(Configure SoftkeyLayout)]関連リンクボックスの横にある [移動(Go)]
ボタンをクリックします。 [ソフトキーレイアウト設定(Softkey Layout Configuration)]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 9 [コールステートの選択(Select a call state to configure)]フィールドで、[接続時(Connected)]を選択し
ます。 [選択されていないソフトキー(Unselected Softkeys)]のリストが変更され、このコール状態
で使用できるソフトキーが表示されます。

ステップ 10 [選択されていないソフトキー(Unselected Softkeys)]リストで、[Toggle Malicious Call Trace (MCID)]
を選択します。

ステップ 11 [選択されたソフトキー (Selected Softkeys、位置順)]リストにソフトキーを移動するには、右矢印
をクリックします。

ステップ 12 ソフトキーテンプレートの設定を確定するには、[保存(Save)]をクリックします。

ユーザへの迷惑呼 ID 機能の提供
ユーザに迷惑呼 ID機能を提供するには、ユーザの IP PhoneにMCIDソフトキーテンプレートを
割り当てます。

ソフトキーを使用できる電話機を持っていないユーザに対しては、機能コード情報を与え、機

能を呼び出す方法を説明します。

（注）
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手順

ステップ 1 [デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選択します。 [電話の検索/一覧表示(Find andList Phones)]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 2 電話機設定を検索するには、適切な電話機検索情報を入力し、[検索(Find)]をクリックします。

ステップ 3 更新する電話機を選択します。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]フィールドに移動し、ドロップダウンリストから、
作成したMCIDソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックして、変更内容をデータベースに保存します。

ステップ 6 変更を電話機でアクティブにするため、[リセット(Reset)]をクリックします。

ステップ 7 迷惑呼 ID機能が使用可能であることをユーザに通知します。

ユーザからの迷惑呼 ID 機能の削除
ユーザから迷惑呼 ID機能を削除するには、ユーザの IP Phoneに別のソフトキーテンプレートを
割り当てます。

手順

ステップ 1 [デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選択します。 [電話の検索/一覧表示(Find andList Phones)]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 2 電話機設定を検索するには、適切な電話機検索情報を入力し、[検索(Find)]をクリックします。

ステップ 3 更新する電話機を選択します。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]フィールドに移動し、ドロップダウンリストから、
MCIDのないソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックして、変更内容をデータベースに保存します。

ステップ 6 変更を電話機でアクティブにするため、[リセット(Reset)]をクリックします。

ステップ 7 迷惑呼 ID機能を使用できなくなったことをユーザに通知します。

迷惑呼 ID 用の電話ボタンテンプレートの追加
[迷惑呼]ボタンを電話ボタンテンプレートに追加するには、CiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページで、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [電話ボタンテンプレート(Phone Button Template)]を選択します。 [電話ボタンテンプ
レートの検索/一覧表示(Find and List Phone Button Templates)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加(Add New)]ボタンをクリックします。 [電話ボタンテンプレートの設定(Phone Button
Template Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [電話ボタンテンプレート(Phone Button Template)]ドロップダウンリストで、IP Phoneの電話ボタ
ンテンプレートを選択します。

ステップ 4 [コピー(Copy)]をクリックします。 [電話ボタンテンプレートの設定(Phone Button Template
Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [ボタンテンプレート名(Button Template Name)]フィールドに、これがMCID電話ボタンテンプ
レートであることを示す名前を入力します。

ステップ 6 [保存(Save)]をクリックします。 [電話ボタンテンプレートの設定(Phone Button Template
Configuration)]ウィンドウが新しいフィールドで再表示されます。

ステップ 7 MCID機能を割り当てる回線ボタン（たとえば、ボタン 3）を選択します。

ステップ 8 選択した回線ボタンのドロップダウンリストボックスから、[迷惑呼 ID(MaliciousCall Identification)]
を選択します。

ステップ 9 [保存(Save)]をクリックします。 [電話ボタンテンプレートの設定(Phone Button Template
Configuration)]ウィンドウが更新されます。

ユーザへの迷惑呼 ID 機能の提供
ユーザに迷惑呼 ID機能を提供するには、ユーザの IP PhoneにMCID電話ボタンテンプレートを
割り当てます。

手順

ステップ 1 [デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選択します。 [電話の検索/一覧表示(Find andList Phones)]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 2 電話機設定を検索するには、適切な電話機検索情報を入力し、[検索(Find)]をクリックします。

ステップ 3 更新する電話機を選択します。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート(Phone Button Template)]フィールドに移動し、ドロップダウンリストか
ら、作成したMCID電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックして、変更内容をデータベースに保存します。

ステップ 6 変更を電話機でアクティブにするため、[リセット(Reset)]をクリックします。

ステップ 7 迷惑呼 ID機能が使用可能であることをユーザに通知します。
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迷惑呼 ID のトラブルシューティング
迷惑呼 ID機能の追跡とトラブルシューティングを支援するために、Cisco Unified Communications
Manager SDLトレースおよびアラームを使用できます。

これらのトレースとアラームの使用の詳細については、『CiscoUnified ServiceabilityAdministration
Guide』を参照してください。
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第 40 章

Mobile VoiP Client

この章では、Cisco Unified Communications Managerに直接接続された Cisco Mobile VoiP Clientの
機能に関する情報を提供します。この章では、その機能とそのために必要になる設定について

説明します。

Cisco Unified CommunicationsManagerのリリース 8.5(1)から、CiscoMobile VoiP Clientが直接Cisco
Unified Communications Managerに登録されるため、Cisco Unified Mobility Advantageサーバに登
録する必要がなくなりました。

「Cisco Mobile」という名前は、Cisco Unified Mobility Advantageサーバが必要な一部のモビリ
ティクライアントでも使用されていました。このようなクライアントは、この章で説明する

クライアントとは関係ありません。このようなクライアントの詳細については、Cisco Unified
Mobility AdvantageとCisco UnifiedMobile Communicatorの統合, （449ページ）の章を参照して
ください。

（注）

Cisco Mobileは、モバイルデバイスで動作するクライアントファミリに付与される名前です。
CiscoMobileクライアントの種類によって提供される機能が異なります。機能には、次のような
ものがあります。

•プロキシサーバを使用しない Cisco Unified Communications Managerからモバイルクライア
ントへの直接接続

•通話料金削減に向けた Dial-via-Office（DVO）最適化設定

•携帯電話からのモバイルコネクトの有効化/無効化

• Dial-via-Officeリバースコールバック

• Dial-via-Office転送

•モバイルデバイスとデスクトップ電話機の間でアクティブなDial-via-Officeコールを転送す
るための機能

Cisco Unified Mobilityと Cisco Mobile VoiP Clientの設定の詳細については、次の資料を参照して
ください。
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• Cisco Mobile VoiP Clientに関するエンドユーザガイド

•エンドユーザが [CIsco Unified CMのユーザオプション(Cisco Unified CM User Options)]ウィ
ンドウを使用して電話機のCiscoUnifiedMobility設定を構成する手順が記載された、特定の
Cisco Unified IP Phoneに関するエンドユーザガイド

• Cisco Mobile VoiP Clientに関する設定, 1024 ページ

• Cisco Mobile VoiP Client, 1024 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 1028 ページ

• システム要件, 1029 ページ

• Cisco Mobile VoiP Clientの設定, 1029 ページ

Cisco Mobile VoiP Client に関する設定
Cisco Mobile VoiP Clientの詳細な設定方法については、Cisco Mobilityのインストールガイドを参
照してください。

Cisco Unified Mobility Advantageサーバの設定時に使用可能な Cisco Unified Mobility機能の詳細に
ついては、Cisco Mobile VoiP Client機能の一覧, （1025ページ）を参照してください。

Cisco Mobile VoiP Client
この項では、Cisco Mobile VoiP Clientに関する情報を提供します。

Cisco Mobile VoiP Clientが提供している機能には、Cisco Unified Communications Managerの管理
ページでの特殊な設定が必要なことに注意してください。

用語

下の表は、Cisco Unified Mobilityと Cisco Mobile VoiP Clientに関連した用語の定義を示していま
す。

表 91：定義

定義用語

このような直接接続デュアルモードクライアントは、携帯電話に加え

（コスト削減のため）Voice-over-Wi-Fiもサポートします。これらのク
ライアントは、プロキシサーバを使用せずに、Cisco Unified
Communications Managerに直接接続されます。

Cisco Mobile 8.x
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Cisco Mobile VoiP Client 機能の一覧
ここでは、Cisco Mobile VoiP Clientの設定が完了している場合に、携帯電話ユーザに提供される
Cisco Unified Mobility機能のリストを示します。この資料では、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページ内部の設定について説明します。

以下のエンティティと機能には、Cisco Unified Communications Managerの管理ページでの Cisco
Unified Mobilityの設定が必要です。

•プロキシサーバを使用しないCisco Unified CommunicationsManagerからモバイルクライアン
トへの直接接続：この機能はCiscoMobile VoiP ClientがCisco Unified CommunicationsManager
に直接接続することで、配置からCiscoUnifiedMobilityAdvantageを排除するためのサーバ側
サポートを提供します。 Cisco Unified Communications Managerが Cisco Mobile VoiP Clientと
の直接接続をサポートするように調整します。

•通話料金削減に向けた DVO最適化設定：この機能は、どのモバイル発信コール（DVO-Rま
たはDVO-F）が企業にとってコストが最小になるかを決定する事前設定済みのポリシーをサ
ポートします。この決定は、一般にロケーションに基づいて行われます。管理者は、ユーザ

ロケーションおよびそれ以外の使用可能な情報に基づいて、プロファイルを割り当てます。

最小限コストのルーティングは、Cisco Unified Communications Managerとネゴシエーション
して、DVO-Rと DVO-Fのいずれが最小限コストを生成するかを判断し、コールの発信にコ
ストのかからない方法を選択します。

•携帯電話からのモバイルコネクトの有効化/無効化：この機能により、CiscoMobileVoiPClient
はモバイルコネクトステータスを動的に変更して、Cisco Unified Communications Managerと
クライアントとの間でモバイルコネクトステータスを同期させることができます。この機

能は、エンドユーザに柔軟性をもたらします。エンドユーザは、ユーザのモバイルコネク

トステータスを GUI Webサイトからだけでなく自身の携帯電話からも変更できます。

以下の機能は、元々は Cisco Unified MobilityManagerの一部でしたが、現在は Cisco Unified
Communications Managerに移動されています。

•モバイルコネクト

•デスクトップコールピックアップ

•アクセスリスト

Cisco Unified Communications Managerは、以下の Cisco Unified Mobility機能もサポートしていま
す。

• DTMFでのコール中のエンタープライズ機能のサポート

•デュアルモードフォンのサポート

•デュアルモードフォンでのコールの手動ハンドオフ

• Time-of-Dayアクセス

• DTMFを介したダイレクトコールパーク
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• SIP URIダイヤル

デスクトップ同時呼び出し、企業のボイスメールボックスの統合、システムリモートアクセス、

発信者 ID、リモートのオン/オフ制御、コールトレース、モバイルコネクトコールのセキュリ
ティとプライバシー、スマートフォンのサポートなど、CiscoUnifiedMobility機能の利点に関連し
たトピックを参照してください。

関連トピック

Cisco Unified Mobility機能の利点, （373ページ）
Cisco Unified Mobility, （367ページ）
CUCMからモバイルクライアントへの直接接続, （1026ページ）
DVO最適化設定, （1027ページ）
携帯電話からのモバイルコネクトの有効化/無効化, （1028ページ）
モバイルコネクト, （374ページ）

CUCM からモバイルクライアントへの直接接続
Cisco Mobile VoiP Clientと Cisco Unified Communications Manager間の登録は、独立した TCPポー
ト経由で行われます（Cisco Unified Mobility Advantageサーバで使用されていた共有またはプール
された接続は使用されません）。Cisco Mobile VoiP Clientと Cisco Unified Communications Manager
間のキープアライブメッセージは Cisco Unified Communications Managerと Cisco Unified Mobility
Advantage間で渡されていたものと同じです。 Cisco Unified Communications Managerへの Cisco
MobileVoiPClientの登録に新たなアラームは導入されず、登録はSIPチャネル経由で行われます。

図 75：Cisco Unified Communications Managerへの Cisco Mobile VoiP Client の登録
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クライアントが iPhone上で動作しており、Cisco Mobile VoiP Clientが SIPダイアログを完了でき
ない場合は、Cisco Unified CommunicationsManagerが PSTNコールを保持します（SIPステータス
がタイムアウトした場合でも、PSTNコールは終了しません）。たとえば、Cisco Unified
CommunicationsManagerが 200OKメッセージを送信した後でACKメッセージを受信しない場合、
PSTNコールは保持されます。

Cisco Unified Communications Managerからモバイルクライアントへの直接接続に関する制限事項

この機能には、次の制限があります。

• Cisco Unified Communications Managerと Cisco Mobile VoiP Client間の SIPダイアログが完了
していない場合は、新しいコール中の機能の呼び出しにダイアログが使用できません。ただ

し、DTMFインターフェイス経由でコール中の機能を呼び出すことができます。

DVO 最適化設定
この機能は、どのモバイル発信コール（DVO-Rまたは DVO-F）が企業にとってコストが最小に
なるかを決定する事前設定済みのポリシーをサポートします。この決定は、一般にロケーション

に基づいて行われます。モバイルユーザにとっては、モバイルコールを発信するときに最小限

コストを見つけることができるため便利です。DNISプールではダイヤルイン（DID）番号のリス
トを参照できるようになっているため、ローミング時にはモバイルコール用に国際番号以外の番

号を選択できます。最小限コストのルーティングは、Cisco Unified Communications Managerとネ
ゴシエーションして、DVO-Rと DVO-Fのいずれが最小限コストを生成するかを判断し、コール
の発信にコストのかからない方法を選択します。

最小限コストのルーティングおよび DNIS プールが望ましい理由

次に挙げる理由から、この機能をお勧めします。

•管理者が、最小限コストのコールルーティングに適したDVOコールタイプ（DVO-Fまたは
DVO-R）を決めることができます。リージョンやサービスプロバイダーによっては、DVO-F
の方がモバイルユーザにとって経済的である場合もあれば、DVO-Rの方が経済的である場
合もあります。たとえば、携帯電話ユーザの着信コールが無料であるリージョンでは、携帯

電話ユーザに DVO-Rコールを設定すると、最小限コストのコールルーティングを実現でき
ます。

•スケーラビリティ：特定のリージョンにいる複数のユーザが、リージョン、サービスプロバ
イダー、ロケーションなどで構成されている 1つのモビリティプロファイルを使用できま
す。ここでいう「ユーザ」とは、実際のエンドユーザのクライアントのことです。管理者

は、各エンドユーザのモビリティプロファイルを作成する必要がありません。

•すべての DVO-Fに対応するクラスタ内部の単一 DID：このような DVO-Fコールの場合は、
クライアントが特定のDIDを使用して Cisco Unified Communications Managerにコールを発信
します。

•複数サイトクラスタ：複数サイトクラスタの場合、クラスタA（英国など）のクライアント
は、DVO-Fコールにクラスタ B（サンノゼなど）の DIDを使用します。これにはコストが
かかります。
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• DVO-R：トランクでローカル DIDから発信されたコールが許可されます。クライアントが
DVO-Rコールを発信したとき、発信者 IDが特定の範囲内にない場合には、クライアントの
トランクが発信コールを許可しないことがあります。たとえば、英国のクライアントが

DVO-Rを呼び出した場合、サンノゼのクラスタにあるトランクからのコールバックコール
は 408を表示します。このコールが英国に到達したとき、サービスプロバイダーのトラン
クが 408を認識しないことがあり、そうなるとコールは許可されません。このため、発信者
IDには、ローカルに識別可能な値を指定する必要があります。

通話料金削減に向けた DVO 最適化設定の特性

この機能では、管理者がCisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで [コールルーティン
グ(Call Routing)] > [モビリティ(Mobility)] > [モビリティプロファイル(Mobility Profile)]メニューパ
スを使用して設定するモビリティプロファイルを使用します。モビリティプロファイルの詳細

については、モビリティプロファイルの設定, （441ページ）を参照してください。

通話料金削減に向けた DVO最適化設定機能は、DVO-Rコールが使用する代替コールバックメカ
ニズムを変更しません。クライアントが引き続き代替コールバックを制御します。

通話料金削減に向けた DVO 最適化設定に関する制限

通話料金削減に向けた DVO最適化設定機能には、次の制限があります。

•アプリケーションダイヤルルールの後に、最小限コストのルーティング（LCR）ルールが適
用されます。LCRについては、着信側トランスフォーメーションおよび自動転送シナリオが
考慮されません。

携帯電話からのモバイルコネクトの有効化/無効化
Cisco Unified Communications Managerのリリース 8.5(1)より前は、Cisco Unified Communications
Managerが Cisco Unified Mobility Advantageを経由して AXLメッセージで Cisco Unified Mobile
Communicatorクライアントにモバイルコネクトステータスの更新を送信していました。現在は、
Cisco Mobile VoiP Clientと Cisco Unified Communications Manager間の直接 SIPメッセージにより、
クライアントが自身のモバイルコネクトステータスを変更できます。

Cisco Unified Communications Managerのリリース 8.5(1)以降では、Cisco Mobile VoiP Clientがその
モバイルコネクトステータスを直接更新できます。

インタラクションおよび制限事項
Cisco Unified Communications Managerの標準機能のほとんどに Cisco Unified Mobility機能との完全
な互換性があることに注意してください。例外の詳細については、Cisco Unified Mobilityに関す
る章を参照してください。

関連トピック

Cisco Unified Mobility, （367ページ）
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インタラクション, （397ページ）
制限事項, （400ページ）

システム要件
システム要件の詳細については、Cisco Mobileのリリースノートを参照してください。

Cisco Mobile VoiP Client の設定
Cisco Mobile VoiP Clientの設定の詳細については、Cisco Mobile VoiP Clientの設定ガイドを参照し
てください。
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第 41 章

モニタリングと録音

この章では、サイレントコールモニタリングとコール録音に関する情報を提供します。

コールセンターでは、コールセンターのエージェントが提供するカスタマーサービスの品質を

保証できる必要があります。法的責任から自社を保護するために、コールセンターでは、エー

ジェントとお客様との会話をアーカイブできる必要があります。

サイレントコールモニタリング機能を使用すると、スーパーバイザは、エージェントとお客様

との会話を傍受することができます。エージェントにもお客様にも、スーパーバイザの音声は聞

こえません。

コール録音機能を使用すると、システム管理者や許可を受けた担当者は、エージェントとお客様

との会話をアーカイブできます。

Cisco Unified Communications Managerは、1つのクラスタ内でだけ、サイレントコールモニタリ
ング機能とコール録音機能をサポートしています。 Cisco Business Edition 5000は、サイレント
コールモニタリング機能とコール録音機能をサポートしています。

サイレントコールモニタリングは、3つのコールモニタリングモードの 1つです（その他の
モードはウィスパーコールモニタリングとアクティブコールモニタリングです）。ウィスパー

モニタリングモードでは、スーパーバイザはお客様に存在を気づかれずにエージェントとお客

様の会話を聞き、エージェントに話をすることができます。アクティブモニタリングモードで

は、スーパーバイザがエージェントとお客様との間の会話に完全に参加することができます。

サイレントモニタリング機能とコール録音機能は、Cisco Unified CommunicationsManagerの一般
的な機能です。シスコでは、モニタリングと録音が可能なアプリケーションを利用できるすべ

ての配置またはインストール環境からこれらの機能を使用できるようにしています。このマニュ

アルの説明では、コールモニタリングとコール録音のセッションに関与する当事者を指すとき

に、スーパーバイザ、エージェント、およびお客様などの用語を使用します。

• モニタリングと録音のセットアップ, 1032 ページ

• モニタリングと録音機能, 1032 ページ

• モニタリングと録音のシステム要件, 1093 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 1094 ページ

• モニタリングと録音の設定, 1098 ページ
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モニタリングと録音のセットアップ
コールセンターでは、コールセンターのエージェントが提供するカスタマーサービスの品質を

保証できる必要があります。法的責任から自社を保護するために、コールセンターでは、エー

ジェントとお客様との会話をアーカイブできる必要があります。

サイレントコールモニタリング機能を使用すると、スーパーバイザは、エージェントとお客様と

の会話を傍受することができます。エージェントにもお客様にも、スーパーバイザの音声は聞こ

えません。コール録音機能を使用すると、システム管理者や許可を受けた担当者は、エージェン

トとお客様との会話をアーカイブできます。

モニタリングおよび録音をセットアップする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 モニタリングまたは録音を可能にするために IP Phoneの BIBをオンにします。

ステップ 2 モニタリングまたは録音アプリケーションのユーザを追加します。

ステップ 3 モニタリングと録音が可能なグループにユーザを追加します。

ステップ 4 オプション。モニタリングまたは録音のトーンを設定します。

ステップ 5 モニタリング用コーリングサーチスペースの DNを設定します。

ステップ 6 ラインアピアランスに対する録音を有効化します。

ステップ 7 オプション。 [録音]ソフトキーまたはプログラム可能な回線キーをデバイステンプレートに追加
します。

ステップ 8 録音プロファイルを作成します。

ステップ 9 オプション。録音用の SIPプロファイルを作成します。

ステップ 10 レコーダをポイントする SIPトランクを作成します。

ステップ 11 レコーダ用のルートパターンを作成します。

ステップ 12 レコーダの冗長性を設定します。

モニタリングと録音機能
この項では、コールモニタリングとコール録音について説明します。

コールモニタリングとコール録音に関する用語

このマニュアルでは、コールモニタリングとコール録音について説明する際に、次の用語を使用

しています。

•エージェント：監視または録音されているコールの通話者。
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•コール録音：Cisco Unified Communications Managerの機能で、録音デバイスで他の通話者の
会話を録音することを可能にします。

•お客様：エージェントまたはスーパーバイザ以外のコール参加者。

•ローカルストリーム：エージェントからお客様へのメディアストリーム。

•レコーダ：メディアキャプチャサーバ。

•録音アプリケーション：コール録音を実行、またはメディアをキャプチャするアプリケー
ション。

•リモートストリーム：お客様からエージェントへのメディアストリーム。

•スーパーバイザ：コールをサイレントで監視（モニタリング）する人物。

•スーパーバイザデスクトップアプリケーション：サイレントモニタリングが可能なアプリ
ケーションのことで、モニタリングセッションを呼び出すときに使用されます。

•サイレントモニタリング：コールモニタリングのモードの1つ。CiscoUnifiedCommunications
Managerのサイレントモニタリング機能を使用すると、監視する側（スーパーバイザ）は、
近端側（エージェント）と遠端側（お客様）との会話を聞くことができます。近端側にも遠

端側にも、監視する側の音声は聞こえません。

コール録音の概要

コール録音は、録音サーバがエージェントの会話をアーカイブできるようにする Cisco Unified
Communications Managerの機能です。コール録音には次の種類が存在します。

•自動録音：エージェントのコールがすべて自動的に録音されます。

•選択的な録音：選択したエージェントのコールのみが録音されます。

次の図はコール録音を示します。

図 76：コール録音の概要
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モニタリングと録音のアーキテクチャ

コールモニタリングとコール録音は、コールセンターの重要な機能です。従来のコールセンター

と環境が異なる場合は、企業が直面する法律上または品質上の要件を満たすために、コールモニ

タリングとコール録音を使用することがあります。

コールモニタリングとコール録音は、さまざまなアーキテクチャによって実現できます。 Cisco
Unified Communications Managerでは、IP Phoneベースのアーキテクチャを使用して、コールモニ
タリングとコール録音を実現しています。 IP Phoneベースのアーキテクチャには、次の機能があ
ります。

• IP Phoneベースのコールモニタリング：エージェントの電話機が、エージェントの音声とお
客様の音声を混合して、スーパーバイザの電話機に送信します。

• IP Phoneベースのコール録音：エージェントの電話機が、2つのストリームをレコーダに送
信します。1つはエージェントの音声で構成される録音ストリーム、もう 1つはお客様の音
声で構成される録音ストリームです。

リリース 8.5(1)における SIPヘッダー拡張の詳細については、コール録音用の SIPヘッダー拡張,
（1045ページ）を参照してください。

次の図に、モニタリングと録音に関する IP Phoneベースのアーキテクチャを示します。この図で
は、青色の線がエージェントの音声ストリームを示し、赤色の線がお客様の音声ストリームを示

しています。緑色の線は、お客様の音声とエージェントの音声が混合されたストリームを示し、

このストリームはスーパーバイザに送信されます。

図 77：モニタリングと録音に関する IP Phone ベースのアーキテクチャ

次の図に、エージェントの IP Phoneからのストリーミングを示します。この図では、青色の線が
エージェントの音声ストリームを示し、赤色の線がお客様の音声ストリームを示しています。緑
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色の線は、お客様の音声とエージェントの音声が混合されたストリームを示し、このストリーム

はスーパーバイザに送信されます。

図 78：IP Phone ベースのモニタリングと録音を使用したエージェントの IP Phone からのストリーミング

コールモニタリング機能とコール録音機能を使用する場合は、次の領域で特定の要件を満たす必

要があります。

• CTI/JTAPI/TSP

•コール処理

• Cisco Unified Communications Managerの管理

• Cisco Unified Communications Managerデータベース

• IP Phoneのファームウェア

コールモニタリングとコール録音のデバイスサポート状況の確認

レコーダ

レコーダは、Cisco Unified Communications Manager SIPトランクとのインターフェイスを備
えており、録音コールを受信できる必要があります。どのサードパーティの録音アプリケー

ションとバージョンがコール録音機能をサポートするかを確認するには、録音ベンダーに問

い合わせてください。

コールモニタリングの概要

サイレントコールモニタリングを使用すると、スーパーバイザは、品質管理や業績評価のために

エージェントコールを傍受することができます。デフォルトでは、エージェントはモニタリング

セッションに気づきません。 IP Phoneベースのサイレントコールモニタリングでは、モニタリン
グストリームは、混合されたお客様の音声とエージェントの音声で構成されます。モニタリング
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セッションをトリガーできるのはアプリケーションだけです。次の図に、一般的なモニタリング

セッションにおけるフローを示します。

図 79：サイレントコールモニタリングセッションのフロー

アプリケーションは、Cisco Unified Communications Managerの JTAPIまたは TAPIインターフェイ
スからモニタリングを呼び出すことができます。モニタリングには、次の特性があります。

•モニタリングはコールベースであるため、モニタリングターゲットに指定できるのは、エー
ジェントのラインアピアランスに示される特定のコールです。

•アプリケーションからのモニタリング開始要求により、スーパーバイザの電話機が自動的に
オフフックになり、エージェントにモニタリングコールを発信します。

•エージェントの電話機は、モニタリングコールを自動的に受け入れます。モニタリングコー
ルは、エージェントには表示されません。

次の要件が適用されます。

•アプリケーションユーザは、Standard CTI Allow Call Monitoringユーザグループのメンバで
ある必要があります。

•エージェントのデバイスは、アプリケーションユーザの CTIコントロールリストに含まれ
ている必要があります。

サイレントモニタリングセッションの呼び出し

スーパーバイザは、サイレントモニタリングセッションを開始するには、エージェントがコール

に応答した後でデスクトップアプリケーションを使用します。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
1036

モニタリングと録音

コールモニタリングの概要



次の図に、サイレントモニタリングセッションを示します。

図 80：サイレントモニタリングセッション

スーパーバイザがモニタリングセッションを開始する場合は、次の手順が行われます。

1 お客様がコールセンターにコールします。コールがエージェントにルーティングされます。

2 エージェントがコールに応答します。エージェントの IPPhoneとお客様の間に、双方向メディ
アストリームが設定されます。

3 スーパーバイザが、デスクトップアプリケーションでエージェントを選択し、[モニタリング
(Monitoring)]をクリックします。

4 スーパーバイザの電話機が、自動的にオフフックになります。

5 スーパーバイザの電話機が、エージェントにモニタリングコールを発信します。

6 エージェントの電話機のビルトインブリッジ（BIB）が、モニタリングコールを自動的に受け
入れます。エージェントの電話機が、エージェントの音声とお客様の音声に対するメディアの

混合を開始し、混合された音声をスーパーバイザの電話機に送信します。

ただし、モニタリングコールの開始後は、登録先に関係なくモニタリングコールを転送できま

す。

スーパーバイザは、コールの開始後はいつでもモニタリングコールを終了できます。その場合

は、アプリケーションから終了するか、または単純に電話を切ります。

スーパーバイザは、モニタリングコールを保留にし（MOHは挿入されません）、同一または別
のデバイスからモニタリングコールを再開することができます。
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スーパーバイザがモニタリングコールを転送する場合

次の図に、スーパーバイザによるモニタリングコールの転送を示します。

図 81：スーパーバイザがモニタリングコールを転送する場合

モニタリングコールの処理中に、スーパーバイザがモニタリングコールを転送する場合は、次の

手順が行われます。

1 スーパーバイザ 1が [転送]ソフトキーを押し、スーパーバイザ 2の電話番号をダイヤルしま
す。

2 スーパーバイザ 2がコールに応答します。

3 スーパーバイザ 1が、[転送]ソフトキーを再度押して、転送を実行します。

4 モニタリングコールがスーパーバイザ 2に転送されます。スーパーバイザ 2が、混合された
エージェントの音声とお客様の音声の受信を開始します。

エージェントはモニタリングコールを制御できない

エージェントは、モニタリングコールを直接制御できません。ただし、エージェントがプライマ

リコールに対してアクションを実行すると、対応するアクションがモニタリングコールに対して

実行されます。

エージェントがお客様を保留にすると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerもモニタリングコー
ルを保留にします（ただし、MOHは挿入されません）。エージェントがお客様との電話を切る
と、モニタリングコールも終了します。
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次の図に、スーパーバイザがエージェントを監視しているときにエージェントがお客様を保留に

する場合のシナリオを示します。

図 82：エージェントはモニタリングコールを制御できない

エージェントが監視されているときに、エージェントがお客様を保留にする場合は、次の手順が

行われます。

1 エージェントがお客様を保留にします。MOHが挿入され、お客様に再生されます。

2 Cisco Unified Communications Managerが、スーパーバイザを自動的に保留にします。MOHは
スーパーバイザには挿入されません。

複数のモニタリングセッション

次の図に、複数のモニタリングセッションにおけるコールフローを示します。

図 83：複数のモニタリングセッション
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複数のモニタリングセッションでは、次の手順が行われます。

1 エージェントがお客様 1と通話中で、スーパーバイザがお客様 1とのエージェントコールを監
視しているときに、お客様 2がエージェントにコールします。

2 エージェントがお客様 1を保留にします。MOHがお客様 1に挿入されます。

3 Cisco Unified Communications Managerが、スーパーバイザを保留にします。MOHはスーパー
バイザには挿入されません。

4 エージェントがお客様 2のコールに応答します。

5 スーパーバイザが、お客様 2とのエージェントコールに対する 2つ目のモニタリング要求を開
始します。

6 スーパーバイザの電話機が、最初のモニタリングコールを自動的に保留にします。

7 スーパーバイザの電話機がオフフックになり、エージェントに2つ目のモニタリングコールを
発信します。

8 エージェントの IP Phone（エージェントの IP PhoneのBIB）が、モニタリングコールを自動的
に受け入れます。混合されたエージェントの音声とお客様2の音声が、スーパーバイザの電話
機に送信されます。

エージェントコールの割り込みまたはモニタリング

エージェントコールが監視されている場合、共有回線からの割り込みコールは失敗します。

エージェントコールが割り込まれた場合、モニタリング要求はNo resourceエラーにより拒否され
ます。

会議中のエージェントのモニタリング

コールセンターのエージェントは、お客様との会話に別の通話相手を参加させることが必要にな

る場合があります。

次の図に、エージェント 1がアドホック会議を開始し、お客様との会話にエージェント 2を参加
させるケースを示します。エージェント 1のスーパーバイザは、お客様との最初のコールを監視
しています。
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設定の処理中に、モニタリングコールのメディアが一時的に切断されます。会議が実行される

と、スーパーバイザには会議の参加者すべての音声が聞こえます。

図 84：会議中のエージェントのモニタリング

エージェントがスーパーバイザと会議を行う場合

スーパーバイザがエージェントを監視しているときに、そのエージェントがスーパーバイザとの

会議を作成する場合があります。

スーパーバイザは、会議に参加する前に、モニタリングコールを保留にする必要があります。

次の図は、スーパーバイザがモニタリングコールを保留にして会議に参加した場合の最終的な接

続を示しています。スーパーバイザが会議に参加している間、モニタリングセッションは保留状
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態になります。スーパーバイザは、会議から退席した後は、モニタリングセッションを再開でき

ます。

図 85：エージェントがスーパーバイザと会議を行う場合

スーパーバイザが別のスーパーバイザと会議を行う場合

スーパーバイザは、モニタリングセッションについて、別のスーパーバイザと会議を行うことが

できます。

スーパーバイザは、お互いの音声を聞いて会話することができます。また、両方のスーパーバイ

ザには、エージェントとお客様との会話が聞こえます。
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次の図に、このシナリオを示します。

図 86：スーパーバイザが別のスーパーバイザと会議を行う場合

この例では、スーパーバイザ 1が、エージェントへのコールのモニタリングを開始し、モニタリ
ングコールについてスーパーバイザ 2と会議を行います。お客様とエージェントは、引き続きお
互いの音声を聞くことができますが、スーパーバイザが監視していることには気づきません。

スーパーバイザ1とスーパーバイザ2の両方には、エージェントとお客様との会話が聞こえます。
2人のスーパーバイザには、お互いの音声が聞こえます。

ウィスパーコーチング

ウィスパーコーチングは、サイレントコールモニタリングを拡張し、スーパーバイザがモニタ

リングセッション中にエージェントと通話できるようにする機能です。この機能を使用すると、

アプリケーションでモニタリング対象コールの現在のモニタリングモードをサイレントモニタリ

ングからウィスパーコーチングに変更したり、その逆に変更したりできます。サイレントモニ

タリングの場合、ウィスパーコーチング機能を使用するには CTI/JTAPI/TSPアプリケーションが
必要です。

Cisco Unified Communications Managerの管理アプリケーションでウィスパーコーチングを有効に
するには、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選択し、設定する Cisco Unified IP Phoneを指定し
ます。 [デバイス情報(Device Information)]ペインまでスクロールし、[ビルトインブリッジ(Built In
Bridge)]を [オン(On)]または [デフォルト(Default)]に設定します。 [ビルトインブリッジ(Built In
Bridge)]を [デフォルト(Default)]に設定した場合は、Cisco Unified Communications Managerの管理
アプリケーションで [システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameter)]を選択し、適
切なサーバとサービスを選択します。 [Clusterwide Parameters (Device - Phone)]ペインまでスクロー
ルし、Built-in Bridge Enableを [On]に設定します。
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コール録音の概要

IP Phoneベースのコール録音では、録音ストリームがエージェントの IP Phoneからレコーダに送
信されます。この場合、エージェントの音声とお客様の音声は別々に送信されます。

管理者は、Cisco Unified Communications Managerでレコーダを SIPトランクデバイスとして設定
します。

この項の内容は次のとおりです。

•コール録音に該当する一般的なトピック。

•エージェントのデバイスで自動コール録音が設定されている使用例における詳細なコールフ
ローと詳細な説明。

•エージェントのデバイスで選択的コール録音が設定されている使用例における詳細なコール
フローと説明。

•追加のコール録音の使用例。

コール録音セッションのフロー

次の図に、IP Phoneベースのコール録音セッションのフローを示します。

図 87：IP Phone ベースのコール録音

コール録音のモード

コール録音には次のモードが存在します。
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•自動コール録音：自動コール録音では、エージェントコールが接続されると、録音セッショ
ンが自動的に確立されます。

•選択的コール録音：選択的コール録音では、デバイス、CTI対応のアプリケーション、また
はその両方に割り当てられたソフトキーまたはプログラム可能な回線キーを使用して、録音

を開始することができます。

すべてのコール録音モードにおいて、コール録音が行われるには、あらかじめエージェント

コールがアクティブになっている必要があります。

（注）

管理者は、エージェントのラインアピアランスに対して録音オプションと録音プロファイルを設

定します。デフォルトでは、録音オプションは [コール録音を無効(Call RecordingDisabled)]です。

録音オプションが [自動コール録音を有効(Automatic Call Recording Enabled)]または [選択的コール
録音を有効(Selective Call Recording Enabled)]のいずれかに設定されている場合、ラインアピアラ
ンスを録音プロファイルに関連付けることができます。録音プロファイルには、RecordingCalling
Search Spaceパラメータと Recording Destination Addressパラメータを指定します。

自動コール録音を有効にすると、ソフトキー、プログラム可能な回線キー、または CTI対応アプ
リケーションを使用した録音の開始と停止の要求は拒否されます。

コール録音用の SIP ヘッダー拡張
Cisco Unified Communications Managerのリリース 8.5(1)では、SIPヘッダーが拡張されています。
SIPヘッダーは、コール録音のコール時にレコーダに送信されるSIPメッセージで使用されます。
これらの拡張により、次の変更が行われています。

• Cisco Unified Communications Managerは、エージェント（近端側）とお客様（遠端側）の両
方のコール情報を、SIPメッセージを使用してレコーダに送信します。メッセージは SIPト
ランクを通過します（この拡張が導入されるまでは、近端側の情報のみが SIPメッセージを
使用して送信されていました。遠端側の情報を取得するには、Cisco Unified Communications
Managerへの CTI接続が必要でした）。

•この拡張により、スケーラビリティが向上しています。CiscoUnifiedCommunicationsManager
への CTI接続がなくても、レコーダでは遠端側のコール情報を Cisco Unified Communications
Managerから取得できるようになりました。

•この拡張では、Open Recording Architecture（ORA）の Cisco MediaSenseレコーダを使用した
自動録音がサポートされます。これにより、シスコ製品のみを使用した完全なコール録音ソ

リューションを利用できるようになりました。 Cisco MediaSenseレコーダは、基本的かつ強
力な録音機能を備え、CTIに依存せずに遠端側の情報を取得します。

Fromヘッダーには、近端側のコール情報が格納されます。近端側のコール情報には、近端側の
refciまたはコール ID、近端側のデバイス名、および近端側の電話番号またはアドレスが含まれま
す。
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SIPヘッダー拡張により、遠端側のコール情報が INVITEメッセージの Fromヘッダーに追加され
ました。遠端側のコール情報には、遠端側の farendRefCIまたはコール ID、遠端側のデバイス名、
および遠端側の電話番号が含まれます。

これまでは、Cisco Unified Communications Managerは SIP INVITEメッセージのみをレコーダに送
信していました。現在では、遠端側のコール情報が機能のインタラクションにより変更される

と、Cisco Unified Communications Managerは SIP UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

Fromヘッダーには、エージェントが会議コール中であることを示す isfocusインジケータも含ま
れます。

以前の INVITEメッセージと新しい INVITEおよび UPDATEメッセージの例を次に示します。

SIP INVITE メッセージの以前の From ヘッダー
From: <sip:3005@10.89.81.56;x-nearend;x-refci=25471846;x-nearenddevice=SEP001B535CDC62 >;

SIP INVITE メッセージと SIP UPDATE メッセージの新しい From ヘッダー
From: <sip:3005@10.89.81.56;x-nearend;x-refci=25471846;x-nearenddevice=SEP001B535CDC62
;x-farendrefci=25471847;x-farenddevice=CFB_2;x-farendaddr=b097865452;isfocus>;

新しいFromヘッダーで、太字のテキストはSIPヘッダー拡張により追加された新しい情報を示し
ています。

SIP トランクデバイスとしてのレコーダ
SIPトランクは、レコーダを直接ポイントします。多くのレコーダ（Witnessや Niceのレコーダ
など）は、プロキシ、ロガーまたはストレージ、およびデータベースで構成されています。

レコーダは、SIPを介して Cisco Unified Communications Managerからの録音コールを受け入れま
す。

レコーダには電話番号が割り当てられます。また、SIPトランクに対してルートパターンが設定
されます。

自動コール録音

自動コール録音では、エージェントコールがアクティブになると、エージェントの電話機のビル

トインブリッジ（BIB）に 2つのサーバコールが発信されます。エージェントの電話機が自動的
に応答します。次に、2つのサーバコールがレコーダにリダイレクトされます。
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次の図に、自動コール録音を示します。

図 88：自動コール録音

この自動コール録音セッションの例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•お客様のコールは、DN 1000のデバイス Aから発信されます。

•エージェントは、DN 2000のデバイス Bでコールを受信します。

自動コール録音セッションでは、次の手順が行われます。

1 お客様であるユーザ A（遠端側、DN 1000）がコールセンターにコールします。

2 エージェントであるユーザ B（DN 2000）にコールがルーティングされます。エージェントが
コールに応答します。エージェントの IP Phoneが、お客様とのメディアストリームの交換を
開始します。

3 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、エージェントの IP Phoneの
ビルトインブリッジ（BIB）に発信します。

4 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、エー
ジェントの IP Phoneの BIBに発信します。

5 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの

IP Phoneが、レコーダに対するエージェントの音声ストリームの送信を開始します。

6 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するお客様の音声ストリームの送信を開始します。

以前のリリースでは、INVITEメッセージには近端側の情報のみが含まれていましたが、お客様の
情報は不明でした。お客様の情報を取得するには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerへのCTI
接続が必要でした。

2つの INVITEメッセージがそれぞれ 2つの異なる音声ストリームに含まれ、それらのメッセージ
に格納されている近端側と遠端側のコール情報が同じであることに注意してください。 2つの
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Fromヘッダーの違いは、最初の x-パラメータのみです。最初の x-パラメータは、コールが近端
側の音声ストリームのコールであるか遠端側の音声ストリームのコールであるかを示します。

x-nearendは、近端側の音声ストリームを示します。 x-farendは、遠端側の音声ストリームを示し
ます。

ここで説明する INVITEメッセージ（もう 1つの INVITEメッセージが送信されます）には、エー
ジェント録音コールが含まれています。

手順 5と手順 6の INVITEメッセージのヘッダー情報に注目してください。 SIPヘッダー拡張に
より、太字のテキストの情報が INVITEメッセージのヘッダーに追加されています。

手順 5 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=deviceA;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1

手順 6 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-farend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=deviceA;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag2

両方のメッセージヘッダーに次の情報が含まれています。

x-farendrefciは、遠端側（お客様）のコールレッグの発信者 IDを示します。

x-farenddeviceは、遠端側のデバイス名を示します。

x-farendaddrは、遠端側の DNを示します。
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ローカルクラスタの遠端側による保留/再開

自動コール録音のこの使用例では、ローカルクラスタに属している遠端側がコールを保留にし、

別のデバイスからコールを再開します。次の図に、この使用例を示します。

図 89：ローカルクラスタ内の遠端側による、コールの保留および別のデバイスからの再開

この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•お客様のコールは、DN 1000のデバイス Aから発信されます。

•エージェントは、DN 2000のデバイス Bでコールを受信します。

•コールを保留にした後、お客様が DN 1000のデバイス A’からコールを再開します。

ローカルクラスタ内のお客様（遠端側）がコールを保留にして別のデバイスからコールを再開す

る自動コール録音セッションでは、次の手順が行われます。

1 ユーザ A（遠端側 =ローカルクラスタ内のお客様）がユーザ B（近端側 =エージェント）に
コールします。

2 ユーザ Bがコールに応答します。

3 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、エージェントの IP Phoneの
ビルトインブリッジ（BIB）に発信します。
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4 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、エー
ジェントの IP Phoneの BIBに発信します。

5 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの

IP Phoneが、レコーダに対するエージェントの音声ストリームの送信を開始します。

6 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するお客様の音声ストリームの送信を開始します。

7 ユーザ A（遠端側 =ローカルクラスタ内のお客様）がコールを保留にします。

8 ユーザ A（遠端側 =ローカルクラスタ内のお客様）が、保留中のコールをデバイス A’（同じ
DNを持つ別のデバイス）から再開します。コールが再開され、ユーザ Bは新しい遠端側 A’
に接続されました。また、遠端側のコール情報が変更されました。

9 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エージェン
トの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信します。

10 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エージェントの
IP Phoneが、レコーダにお客様の音声ストリームを送信します。

この使用例では、コール処理に次の特徴があります。

•遠端側がコールを保留にするときにMOHを挿入しても、遠端側は変更されません。

•回線を共有している別のデバイスがコールを再開すると、SIP UPDATEメッセージは、新し
い遠端側デバイス名でレコーダに送信されます。

ここで説明するUPDATEメッセージには、エージェント（近端側）の録音コールが含まれていま
す。お客様（遠端側）の録音コールに対する他のUPDATEには、同じ x-farend情報が含まれてい
ます。

手順 5の INVITEメッセージと手順 9の UPDATEメッセージのヘッダー情報に注目してくださ
い。 SIPヘッダー拡張により、太字のテキストの情報がメッセージのヘッダーに追加されていま
す。

手順 5 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=deviceA;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1

手順 9 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=deviceA’;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1
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遠端側による、ローカルクラスタ内の別の遠端側へのコール転送

自動コール録音のこの使用例では、ローカルクラスタ内の遠端側が、同じローカルクラスタ内の

別の遠端側にコールを転送します。次の図に、この使用例を示します。

図 90：ローカルクラスタ内の遠端側による、ローカルクラスタ内の別の遠端側へのコール転送

この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•お客様のコールは、ローカルクラスタ内の DN 1000のデバイス Aから発信されます。

•エージェントは、DN 2000のデバイス Bでコールを受信します。

•お客様は、同じローカルクラスタ内の DN 1100のデバイス Cにコールを転送します。

ローカルクラスタ内のお客様（遠端側）がエージェントにコールを発信してからローカルクラス

タ内の別の遠端側にコールを転送する自動コール録音セッションでは、次の手順が行われます。

1 ユーザ A（遠端側 =ローカルクラスタ内のお客様）がユーザ B（近端側 =エージェント）に
コールします。

2 ユーザ Bがコールに応答します。

3 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、エージェントの IP Phoneの
ビルトインブリッジ（BIB）に発信します。

4 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、エー
ジェントの IP Phoneの BIBに発信します。

5 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの

IP Phoneが、レコーダに対するエージェントの音声ストリームの送信を開始します。

6 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するお客様の音声ストリームの送信を開始します。
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7 ユーザ A（遠端側 =ローカルクラスタ内のお客様）が、ローカルクラスタ内の別のユーザ C
（DN 1100）に対するコールの打診転送を開始します。

8 ユーザ Cが転送されたコールに応答します。

9 ユーザ Aが転送を実行します。

10 ユーザ Bが新しい遠端側のユーザ Cに接続されたため、Cisco Unified Communications Manager
は 2つの UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

11 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エージェン
トの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信します。

12 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エージェントの
IP Phoneが、レコーダにお客様の音声ストリームを送信します。

この使用例では、コール処理に次の特徴があります。

• [転送]キーが最初に押された後、遠端側の情報は変更されないため、Cisco Unified
Communications Managerはレコーダを更新しません。

• [転送]キーが 2回目に押された後、Cisco Unified Communications Managerは、更新された遠
端側情報を含む SIP UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

この使用例では、コール処理に次の特徴があります。

1 遠端側がコールを保留にするときにMOHを挿入しても、遠端側は変更されません。

2 回線を共有している別のデバイスがコールを再開すると、SIP UPDATEメッセージは、新しい
遠端側デバイス名でレコーダに送信されます。

手順 5の INVITEメッセージと手順 10の UPDATEメッセージのヘッダー情報に注目してくださ
い。 SIPヘッダー拡張により、太字のテキストの情報がメッセージのヘッダーに追加されていま
す。

手順 5 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=deviceA;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1

手順 10 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci4;x-farenddevice=deviceC;x-farendaddr=1100>;tag=fromtag1

手順 5の INVITEメッセージのヘッダーと手順 10の UPDATEメッセージのヘッダーを比較する
と、遠端側の値（farendrefci、farenddevice、および farendaddr）が転送によりすべて変更されてい
るのがわかります。
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近端側による、ローカルクラスタ内の別の近端側へのコール転送

自動コール録音のこの使用例では、近端側が、ローカルクラスタ内の別の近端側にコールを転送

します。次の図に、この使用例を示します。

図 91：近端側による、ローカルクラスタ内の別の近端側へのコール転送

この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•お客様のコールは、DN 1000のデバイス Aから発信されます。

•エージェントは、DN 2000のデバイス Bでコールを受信します。

•エージェントは、DN 2001のデバイス Dにコールを転送します。

コールのエージェントが同じローカルクラスタ内の別ユーザにコールを転送する自動コール録音

セッションでは、次の手順が行われます。

1 ユーザ A（遠端側 =ローカルクラスタ内のお客様）がユーザ B（近端側 =エージェント）に
コールします。

2 ユーザ B（近端側 =ローカルクラスタ内のエージェント）がコールに応答します。

3 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、エージェントの IP Phoneの
ビルトインブリッジ（BIB）に発信します。

4 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、エー
ジェントの IP Phoneの BIBに発信します。

5 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの

IP Phoneが、レコーダに対するエージェントの音声ストリームの送信を開始します。
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6 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するお客様の音声ストリームの送信を開始します。

7 ユーザ Bが打診転送を開始します。この操作によって、暗黙的にコールが保留になります。

8 Cisco Unified Communications Managerが、SIPトランクを介して BYEメッセージをレコーダに
送信することで、エージェントの音声の録音を終了します。

9 Cisco Unified Communications Managerが、SIPトランクを介して BYEメッセージをレコーダに
送信することで、お客様の音声の録音を終了します。

10 ユーザ Bがユーザ D（別の遠端側 =ローカルクラスタ内のエージェント）にコールします。

11 ユーザ Dがユーザ Bからのコールに応答します。

12 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア
ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、エージェントの音声に対する録音コールを、ユーザBの IP Phoneのビルトインブ
リッジ（BIB）に発信します。

13 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、ユー
ザ Bの IP Phoneの BIBに発信します。

14 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザB（エージェント）の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エー
ジェントの IP Phoneが、レコーダに対するエージェントの音声ストリームの送信を開始しま
す。

15 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザA（お客様）の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェン
トの IP Phoneが、レコーダに対するお客様の音声ストリームの送信を開始します。

16 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア
ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、エージェントの音声に対する録音コールを、ユーザDの IP Phoneのビルトインブ
リッジ（BIB）に発信します。

17 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、ユー
ザ Dの IP Phoneの BIBに発信します。

18 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザD（エージェント）の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エー
ジェントの IP Phoneが、レコーダに対するエージェントの音声ストリームの送信を開始しま
す。

19 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザA（お客様）の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェン
トの IP Phoneが、レコーダに対するお客様の音声ストリームの送信を開始します。

20 ユーザ Bが転送を実行します。
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21 Cisco Unified Communications Managerが、SIPトランクを介して BYEメッセージをレコーダに
送信することで、ユーザ B（エージェント）の音声（打診コール）の録音を終了します。

22 Cisco Unified Communications Managerが、SIPトランクを介して BYEメッセージをレコーダに
送信することで、ユーザ A（お客様）の音声の録音を終了します。

23 ユーザ Dが新しい遠端側のユーザ Aに接続されたため、Cisco Unified Communications Manager
は 2つの UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

24 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザD（エージェント）の音声に対する録音コールUPDATEメッセージを受信し、応答します。
エージェントの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信します。

25 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザ A（お客様）の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エー
ジェントの IP Phoneが、レコーダにお客様の音声ストリームを送信します。

この使用例では、コール処理に次の特徴があります。

•近端側Bが転送を押すと、コールは暗黙的に保留になり、ユーザAとの録音セッションが終
了します。

•ユーザ Bがユーザ Dにダイヤルし、ユーザ Dが応答すると、ユーザ Dに対する新しい録音
セッションが開始されます。

•ユーザ Bが転送を実行すると、ユーザ Dとユーザ Aが接続され、レコーダは新しい遠端側
Aに関する情報を含む更新を受信します。

通常は、エージェントが録音コールを保留にするたびに、現在の録音セッションが終了します。

また、エージェントが転送や保留などの補足サービスを呼び出すたびに、コールは暗黙的に保留

になります。遠端側の情報が変更されると、CiscoUnified CommunicationsManagerは SIPUPDATE
メッセージをレコーダに送信します。

手順 5、手順 14、手順 18の INVITEメッセージおよび手順 23の UPDATEメッセージのヘッダー
情報に注目してください。 SIPヘッダー拡張により、太字のテキストの情報がメッセージのヘッ
ダーに追加されています。

手順 5 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=deviceA;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1

手順 14 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci3;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci4;x-farenddevice=deviceD;x-farendaddr=2001>;tag=fromtag2

手順 18 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2001@ucm1;x-nearend;x-refci=ci4;x-nearenddevice=deviceD;
x-farendrefci=ci3;x-farenddevice=deviceB;x-farendaddr=2000>;tag=fromtag2
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手順 23 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2001@ucm1;x-nearend;x-refci=ci4;x-nearenddevice=deviceD;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=deviceA;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag2

遠端側による、CFNA が有効になっているユーザへのコール転送

自動コール録音のこの使用例では、遠端側が、無応答時転送（CFNA）が有効になっているユーザ
にコールをブラインド転送します。次の図に、この使用例を示します。

図 92：遠端側による、CFNA が有効になっているユーザへのコール転送

この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•お客様のコールは、DN 1000のデバイス Aから発信されます。

•エージェントは、DN 2000のデバイス Bでコールを受信します。

•お客様は、DN 1100のデバイス Cにコールをブラインド転送します。

•デバイス Cは応答しませんが、CFNAが有効になっているため、DN 1200のデバイス Dに
コールが転送されます。

コールの遠端側（お客様）が同じローカルクラスタ内の別の遠端側にコールを転送し、その遠端

側で CFNAが有効になっているため、コールがローカルクラスタ内の 3番目の遠端側に転送され
る自動コール録音セッションでは、次の手順が行われます。

1 ユーザ A（遠端側 =ローカルクラスタ内のお客様）がユーザ B（近端側 =エージェント）に
コールします。

2 ユーザ B（近端側 =ローカルクラスタ内のエージェント）がコールに応答します。

3 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、ユーザ B（エージェント）
の IP Phoneのビルトインブリッジ（BIB）に発信します。

4 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、ユー
ザ B（エージェント）の IP Phoneの BIBに発信します。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
1056

モニタリングと録音

コール録音の概要



5 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの

IP Phoneが、レコーダに対するエージェントの音声ストリームの送信を開始します。

6 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するお客様の音声ストリームの送信を開始します。

7 ユーザ Aが、[転送]を押して DN 1100のデバイス Cにダイヤルし、もう一度 [転送]を押しま
す（ブラインド転送を実行します）。

8 Cisco Unified Communications Managerは、デバイス Cの DN 1100の呼び出し音を鳴らします
が、この DNとデバイスには CFNAが設定されています。呼び出しがタイムアウトし、Cisco
Unified Communications Managerはコールを DN 1200のデバイス Dに転送します。

9 デバイス Dで DN 1200の遠端側 Dがコールに応答します。

10 ユーザ Bが新しい遠端側のユーザ Dに接続されたため、Cisco Unified Communications Manager
は 2つの UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

11 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザB（エージェント）の音声に対する録音コールUPDATEメッセージを受信し、応答します。
エージェントの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信します。

12 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザ D（お客様）の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エー
ジェントの IP Phoneが、レコーダにお客様の音声ストリームを送信します。

この使用例では、コール処理に次の特徴があります。

•ローカルクラスタの転送では、Cisco Unified Communications Managerがレコーダを更新する
のは、新しい遠端側が応答する場合だけです。

•ユーザDが応答すると、更新された遠端側の情報を含む SIP UPDATEメッセージがレコーダ
に送信されます。

手順 5と手順 10の INVITEメッセージのヘッダー情報に注目してください。 SIPヘッダー拡張に
より、太字のテキストの情報が INVITEメッセージと UPDATEメッセージのヘッダーに追加され
ています。

手順 5 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=deviceA;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1

手順 10 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci5;x-farenddevice=deviceD;x-farendaddr=1200>;tag=fromtag1
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ローカルクラスタ内の遠端側による会議の作成

自動コール録音のこの使用例では、ローカルクラスタ内の遠端側が会議を作成します。次の図

に、この使用例を示します。

図 93：ローカルクラスタ内の遠端側による会議の作成

この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•遠端側のお客様のコールは、DN 1000のデバイス Aから発信されます。

•近端側のエージェントは、DN 2000のデバイス Bでコールを受信します。

•ユーザ Aは、DN 1100のデバイス Cと会議を行うことによって会議を作成します。

ローカルクラスタ内の遠端側（お客様）が他の遠端側をコールに参加させることによって会議を

作成する自動コール録音セッションでは、次の手順が行われます。

1 ユーザ A（遠端側 =ローカルクラスタ内のお客様）がユーザ B（近端側 =エージェント）に
コールします。

2 ユーザ B（近端側 =ローカルクラスタ内のエージェント）がコールに応答します。

3 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、ユーザ B（エージェント）
の IP Phoneのビルトインブリッジ（BIB）に発信します。
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4 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、ユー
ザ B（エージェント）の IP Phoneの BIBに発信します。

5 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの

IP Phoneが、レコーダに対するユーザ B（エージェント）の音声ストリームの送信を開始しま
す。

6 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するユーザ A（お客様）の音声ストリームの送信を開始します。

7 ユーザ Aが、会議を押し、DN 1100をダイヤルして会議を開始します。

8 ユーザ C（DN 1100のデバイス C）がコールに応答します。

9 ユーザ Aが、もう一度会議を押して会議を実行します。

10 ユーザBが新しい遠端側のCFB_2に接続されたため、Cisco Unified CommunicationsManagerは
2つの UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

11 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザB（エージェント）の音声に対する録音コールUPDATEメッセージを受信し、応答します。
エージェントの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信します。

12 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、
CFB_2（会議ブリッジ）に対する録音コールUPDATEメッセージを受信し、応答します。エー
ジェントの IP Phoneが、レコーダに会議の音声ストリームを送信します。

この使用例では、コール処理に次の特徴があります。

•会議が確立されると、遠端側が会議ブリッジ（CFB）に変更されます。

• Cisco Unified Communications Managerは SIP UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

手順 5と手順 10の INVITEメッセージのヘッダー情報に注目してください。 SIPヘッダー拡張に
より、太字のテキストの情報が INVITEメッセージのヘッダーに追加されています。

手順 5 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=deviceA;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1

手順 10 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci7;x-farenddevice=CFB_2;x-farendaddr=b001234567;isfocus>;tag=fromtag1

手順 10の UPDATEメッセージには、isfocusが含まれています。この isfocusは、近端側が会議
コールに参加していることを示します。UPDATEメッセージには、新しい遠端側のアドレスとし
て b番号も含まれています。 b番号は、会議ブリッジ（CFB）の DNを示します。
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ローカルクラスタ内の近端側による会議の作成

自動コール録音のこの使用例では、ローカルクラスタ内の近端側が会議を作成します。次の図

に、この使用例を示します。

図 94：ローカルクラスタ内の近端側による会議の作成

この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•遠端側のお客様のコールは、DN 1000のデバイス Aから発信されます。

•近端側のエージェントは、DN 2000のデバイス Bでコールを受信します。

•ユーザ Bは、DN 1100のデバイス Cと会議を行うことによって会議を作成します。

ローカルクラスタ内の近端側（エージェント）が他の遠端側をコールに参加させることによって

会議を作成する自動コール録音セッションでは、次の手順が行われます。

1 ユーザ A（遠端側 =ローカルクラスタ内のお客様）がユーザ B（近端側 =エージェント）に
コールします。

2 ユーザ B（近端側 =ローカルクラスタ内のエージェント）がコールに応答します。

3 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、ユーザ B（エージェント）
の IP Phoneのビルトインブリッジ（BIB）に発信します。
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4 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、ユー
ザ B（エージェント）の IP Phoneの BIBに発信します。

5 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの

IP Phoneが、レコーダに対するユーザ B（エージェント）の音声ストリームの送信を開始しま
す。

6 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するユーザ A（お客様）の音声ストリームの送信を開始します。

7 近端側のユーザBが、会議を押して会議を開始します。近端側が会議参加者に対して打診コー
ルを発信すると、近端側のコールは自動的に保留になります。

8 Cisco Unified Communications Managerが、SIPトランクを介して BYEメッセージをレコーダに
送信することで、ユーザ B（エージェント）の音声（打診コール）の録音を終了します。

9 Cisco Unified Communications Managerが、SIPトランクを介して BYEメッセージをレコーダに
送信することで、ユーザ A（お客様）の音声の録音を終了します。

10 近端側のユーザ Bが DN 1100のユーザ Cにダイヤルします。

11 ユーザ Cがコールに応答します。

12 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア
ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、近端側（エージェント）の音声に対する録音コールを、ユーザBの IP Phoneのビ
ルトインブリッジ（BIB）に発信します。

13 Cisco Unified Communications Managerが、遠端側（お客様）の音声に対する 2つ目の録音コー
ルを、ユーザ Bの IP Phoneの BIBに発信します。

14 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザB（エージェント）の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エー
ジェントの IPPhoneが、レコーダに対する近端側（エージェント）の音声ストリームの送信を
開始します。

15 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、遠
端側（お客様）の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェン

トの IP Phoneが、レコーダに対するお客様の音声ストリームの送信を開始します。

16 ユーザBが、会議を押して打診会議を実行します。すべてのユーザが会議ブリッジ（CFB_2）
に接続します。

17 ユーザBが新しい遠端側のCFB_2に接続されたため、Cisco Unified CommunicationsManagerは
2つの UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

18 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザB（エージェント）の音声に対する録音コールUPDATEメッセージを受信し、応答します。
エージェントの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信します。
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19 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、
CFB_2（会議ブリッジ）に対する録音コールUPDATEメッセージを受信し、応答します。エー
ジェントの IP Phoneが、レコーダに会議の音声ストリームを送信します。

この使用例では、コール処理に次の特徴があります。

•近端側が会議を作成します。最初の録音セッションは切断されます。

•打診コールの接続によって録音セッションが再確立されます。

•遠端側が CFBに変更を加え、Cisco Unified Communications Managerが SIP UPDATEメッセー
ジをレコーダに送信します。

手順 5と手順 14の INVITEメッセージおよび手順 17の UPDATEメッセージのヘッダー情報に注
目してください。SIPヘッダー拡張により、太字のテキストの情報が INVITEメッセージとUPDATE
メッセージのヘッダーに追加されています。

手順 5 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=deviceA;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1

手順 14 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci3;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci4;x-farenddevice=deviceC;x-farendaddr=1100>;tag=fromtag1

手順 17 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci7;x-farenddevice=CFB_2;x-farendaddr=B001234567;isfocus>;tag=fromtag1

手順 17の UPDATEメッセージには、isfocusが含まれています。この isfocusは、近端側が会議
コールに参加していることを示します。UPDATEメッセージには、新しい遠端側のアドレスとし
て b番号も含まれています。 b番号は、会議ブリッジ（CFB）の DNを示します。
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リモートクラスタ内の遠端側による別のユーザへのコール転送

自動コール録音のこの使用例では、リモートクラスタ内の遠端側が、リモートクラスタ内の別の

ユーザにコールを転送します。次の図に、この使用例を示します。

図 95：リモートクラスタ内の遠端側による、リモートクラスタ内の別のユーザへのコール転送

この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•お客様のコールは、クラスタ Cisco Unified CM2内の DN 3000のデバイス Dから発信されま
す。

•エージェントは、クラスタ Cisco Unified CM1内の DN 2000のデバイス Bでコールを受信し
ます。

•エージェント Dは、クラスタ Cisco Unified CM2内の DN 3100のデバイス Eにコールを転送
します。

リモートクラスタ内の遠端側（エージェント）がリモートクラスタ内の別のユーザにコールを転

送する自動コール録音セッションでは、次の手順が行われます。

1 ユーザ D（遠端側 =リモートクラスタ内のお客様）が、82000をダイヤルして、ローカルク
ラスタ内のユーザ B（近端側 =エージェント）にコールします。

2 リモートクラスタ（Cisco Unified CM2）が、SIPトランクを介して INVITEメッセージをロー
カルクラスタ（Cisco Unified CM1）に送信します。メッセージには、ユーザ Dに関する情報
が含まれています。

3 ユーザ B（近端側 =ローカルクラスタ内のエージェント）がコールに応答します。

4 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、ユーザ B（エージェント）
の IP Phoneのビルトインブリッジ（BIB）に発信します。

5 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、ユー
ザ B（エージェント）の IP Phoneの BIBに発信します。
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6 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの

IP Phoneが、レコーダに対するユーザ B（エージェント）の音声ストリームの送信を開始しま
す。

7 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するユーザ D（お客様）の音声ストリームの送信を開始します。

8 リモートクラスタ内のユーザ Dが、転送を開始し（[転送]を押し）、DN 3100のデバイス E
にダイヤルします。デバイス Eもリモートクラスタ内にあります。

9 ユーザ Eがコールに応答します。

10 ユーザ Dが [転送]を押して転送を実行します。

11 リモートクラスタ（Cisco Unified CM2）が、SIPトランクを介して INVITEメッセージをロー
カルクラスタ（Cisco Unified CM1）に送信します。メッセージには、ユーザ Eに関する情報
が含まれています。

12 ユーザ Bが新しい遠端側のユーザ Eに接続されたため、Cisco Unified Communications Manager
は 2つの UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

13 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザB（エージェント）の音声に対する録音コールUPDATEメッセージを受信し、応答します。
エージェントの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信します。

14 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザ E（お客様）の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エー
ジェントの IP Phoneが、レコーダにお客様の音声ストリームを送信します。

この使用例では、コール処理に次の特徴があります。

•遠端側と転送先の両方がリモート（Cisco Unified CM2）クラスタ内にあります。近端側は、
2つのクラスタをリンクする SIPトランクを介して遠端側を確認します。

•転送先が応答すると、レコーダは、遠端側のアドレスを含むUPDATEメッセージを受信しま
す。

手順 6の INVITEメッセージと手順 12の UPDATEメッセージのヘッダー情報に注目してくださ
い。 SIPヘッダー拡張により、太字のテキストの情報がメッセージのヘッダーに追加されていま
す。

手順 6 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=SIPTrunkTocluster2;x-farendaddr=3000>;tag=fromtag1

手順 12 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=SIPTrunkTocluster2;x-farendaddr=3100>;tag=fromtag1
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リモートクラスタ内の遠端側によるコールのブラインド転送

自動コール録音のこの使用例では、リモートクラスタ内の遠端側が、無応答時転送（CFNA）が
設定されている、応答しないリモートユーザにコールをブラインド転送します。次の図に、この

使用例を示します。

図 96：リモートクラスタ内の遠端側による、CFNA が設定されているリモートクラスタユーザへのコールの
ブラインド転送

この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•お客様のコールは、クラスタ Cisco Unified CM2内の DN 3000のデバイス Dから発信されま
す。

•エージェントは、クラスタ Cisco Unified CM1内の DN 2000のデバイス Bでコールを受信し
ます。

•エージェント Dは、クラスタ Cisco Unified CM2内の DN 3100のデバイス Eにコールをブラ
インド転送します。

•エージェント Eは応答せず、コールはクラスタ Cisco Unified CM2内の DN 3200のデバイス
Fに転送されます。

リモートクラスタ内の遠端側（エージェント）がリモートクラスタ内の別のユーザにコールをブ

ラインド転送し、2番目のユーザが応答せず、コールがリモートクラスタ内の 3番目のユーザに
転送される自動コール録音セッションでは、次の手順が行われます。

1 ユーザ D（遠端側 =リモートクラスタ内のお客様）が、82000をダイヤルして、ローカルク
ラスタ内のユーザ B（近端側 =エージェント）にコールします。

2 リモートクラスタ（Cisco Unified CM2）が、SIPトランクを介して INVITEメッセージをロー
カルクラスタ（Cisco Unified CM1）に送信します。メッセージには、ユーザ Dに関する情報
が含まれています。

3 ユーザ B（近端側 =ローカルクラスタ内のエージェント）がコールに応答します。

4 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
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Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、ユーザ B（エージェント）
の IP Phoneのビルトインブリッジ（BIB）に発信します。

5 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、ユー
ザ B（エージェント）の IP Phoneの BIBに発信します。

6 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの

IP Phoneが、レコーダに対するユーザ B（エージェント）の音声ストリームの送信を開始しま
す。

7 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するユーザ D（お客様）の音声ストリームの送信を開始します。

8 リモートクラスタ内のユーザ Dが、転送を開始し（[転送]を押し）、DN 3100のデバイス E
にダイヤルします。デバイス Eもリモートクラスタ内にあります。

9 ユーザEが応答せず、呼び出しがタイムアウトしたため、CiscoUnifiedCommunicationsManager
はコールをユーザ F（DN 3200のデバイス F）に送信します。

10 リモートクラスタ（Cisco Unified CM2）が、SIPトランクを介してUPDATEメッセージをロー
カルクラスタ（Cisco Unified CM1）に送信します。メッセージには、ユーザ Eに関する情報
が含まれています。

11 ユーザBが新しい遠端側のユーザEに接続されたため、ローカルのCiscoUnifiedCommunications
Managerは 2つの UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

12 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザB（エージェント）の音声に対する録音コールUPDATEメッセージを受信し、応答します。
エージェントの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信します。

13 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザ E（お客様）の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エー
ジェントの IP Phoneが、レコーダにお客様の音声ストリームを送信します。

14 ユーザ Fが転送されたコールに応答します。

15 リモートクラスタ（Cisco Unified CM2）が、SIPトランクを介してUPDATEメッセージをロー
カルクラスタ（Cisco Unified CM1）に送信します。メッセージには、ユーザ Fに関する情報
が含まれています。

16 ユーザ Bが新しい遠端側のユーザ Fに接続されたため、Cisco Unified Communications Manager
は 2つの UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

17 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザB（エージェント）の音声に対する録音コールUPDATEメッセージを受信し、応答します。
エージェントの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信します。

18 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザ F（お客様）の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エー
ジェントの IP Phoneが、レコーダにお客様の音声ストリームを送信します。
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この使用例では、コール処理に次の特徴があります。

•リモートクラスタ内の遠端側Dが、リモートクラスタ内のユーザEにコールを転送します。
リモート Cisco Unified Communications Managerがレコーダを更新します。

•ユーザ Eの CFNAタイマーの期限が切れ、Cisco Unified Communications Managerがコールを
ユーザ Fにリダイレクトします。リモート Cisco Unified Communications Managerが再びレ
コーダを更新します。

•ローカルの Cisco Unified Communications Managerのコール状態はアクティブのままであるた
め、Cisco Unified Communications Managerは転送元のリモートデバイスごとにレコーダを更
新します。

手順 6、手順 11、および手順 15の INVITEメッセージのヘッダー情報に注目してください。 SIP
ヘッダー拡張により、太字のテキストの情報が INVITEメッセージと UPDATEメッセージのヘッ
ダーに追加されています。

手順 6 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=SIPTrunkTocluster2;x-farendaddr=3000>;tag=fromtag1

手順 11 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=SIPTrunkTocluster2;x-farendaddr=3100>;tag=fromtag1

手順 15 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=SIPTrunkTocluster2;x-farendaddr=3200>;tag=fromtag1

リモート PBX 内の遠端側による、ローカルクラスタ内の電話機へのコール転送

自動コール録音のこの使用例では、リモートPBX内の遠端側が、ローカルクラスタ内の電話機に
コールを転送します。次の図に、この使用例を示します。

図 97：リモート PBX 内の遠端側による、ローカルクラスタ内の電話機へのコール転送
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この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•お客様のコールは、PBX1内の DN 3000のデバイス Dから発信されます。

•エージェントは、クラスタ Cisco Unified CM1内の DN 2000のデバイス Bでコールを受信し
ます。

•エージェント Dは、クラスタ Cisco Unified CM1内の DN 1000のデバイス Aにコールを転送
します。

リモートPBX内の遠端側（エージェント）がローカルクラスタ内の別のユーザにコールを転送す
る自動コール録音セッションでは、次の手順が行われます。

1 ユーザ D（遠端側 =リモート PBX内のお客様）が、82000をダイヤルして、ローカルクラス
タ内のユーザ B（近端側 =エージェント）にコールします。

2 リモートPBXが、PRIQSIGゲートウェイを介して設定メッセージをローカルクラスタ（Cisco
Unified CM1）に送信します。メッセージには、ユーザ Dに関する情報が含まれています。

3 ユーザ B（近端側 =ローカルクラスタ内のエージェント）がコールに応答します。

4 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、ユーザ B（エージェント）
の IP Phoneのビルトインブリッジ（BIB）に発信します。

5 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、ユー
ザ B（エージェント）の IP Phoneの BIBに発信します。

6 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの

IP Phoneが、レコーダに対するユーザ B（エージェント）の音声ストリームの送信を開始しま
す。

7 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するユーザ D（お客様）の音声ストリームの送信を開始します。

8 リモート PBX内のユーザ Dが、打診転送を開始し（転送を押し）、DN 81000のデバイス A
にダイヤルします。デバイス Aはローカルクラスタ内にあります。

9 リモートPBXが、PRIQSIGゲートウェイを介して設定メッセージをローカルクラスタ（Cisco
Unified CM1）に送信します。メッセージには、ユーザ Dに関する情報が含まれています。

10 ユーザ Aがユーザ Dからのコールに応答します。

11 ユーザ Dが転送を押して転送を実行します。

12 リモート PBXが UPDATEを送信します。

13 リモート PBXが UPDATEを送信します。

14 ユーザBが新しい遠端側のユーザAに接続されたため、ローカルのCiscoUnifiedCommunications
Managerは 2つの UPDATEメッセージをレコーダに送信します。
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15 レコーダが、SIPトランクを介してローカル Cisco Unified Communications Managerから送信さ
れた、ユーザ B（エージェント）の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、
応答します。エージェントの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信
します。

16 レコーダが、ローカル Cisco Unified Communications Managerから送信された、ユーザ A（お客
様）の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エージェントの
IP Phoneが、レコーダにお客様の音声ストリームを送信します。

この使用例では、コール処理に次の特徴があります。

•リモートクラスタ内の遠端側がローカルクラスタ内のユーザにコールを転送すると、Cisco
Unified Communications Managerは、転送先のローカルクラスタユーザの farendaddrを含む
SIP UPDATEメッセージを送信します。

•この転送では、ヘアピン転送を指定しています。遠端側のアドレスがUPDATEメッセージで
ローカルの DN 1000に変更されています。

手順 6と手順 14の INVITEメッセージのヘッダー情報に注目してください。 SIPヘッダー拡張に
より、太字のテキストの情報が INVITEメッセージと UPDATEメッセージのヘッダーに追加され
ています。

手順 6 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=PriQSIGGW;x-farendaddr=3000>;tag=fromtag1

手順 14 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=PriQSIGGW;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1
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リモート PBX の遠端側による、ローカル電話機へのコール転送

自動コール録音のこの使用例では、リモートPBXの遠端側が、パス置換を使用してローカル電話
機にコールを転送します。次の図に、この使用例を示します。

図 98：リモート PBX の遠端側による、パス置換を使用したローカル電話機へのコール転送

この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•お客様のコールは、PBX1内の DN 3000のデバイス Dから発信されます。

•エージェントは、クラスタ Cisco Unified CM1内の DN 2000のデバイス Bでコールを受信し
ます。

•エージェント Dは、クラスタ Cisco Unified CM1内の DN 1000のデバイス Aにコールを転送
します。

リモートPBX内の遠端側（エージェント）がパス置換を使用してローカルクラスタ内の電話機に
コールを転送する自動コール録音セッションでは、次の手順が行われます。

1 ユーザ D（遠端側 =リモート PBX内のお客様）が、82000をダイヤルして、ローカルクラス
タ内のユーザ B（近端側 =エージェント）にコールします。

2 リモートPBXが、PRIQSIGゲートウェイを介して設定メッセージをローカルクラスタ（Cisco
Unified CM1）に送信します。メッセージには、ユーザ Dに関する情報が含まれています。

3 ユーザ B（近端側 =ローカルクラスタ内のエージェント）がコールに応答します。

4 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、ユーザ B（エージェント）
の IP Phoneのビルトインブリッジ（BIB）に発信します。

5 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、ユー
ザ B（エージェント）の IP Phoneの BIBに発信します。

6 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの
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IP Phoneが、レコーダに対するユーザ B（エージェント）の音声ストリームの送信を開始しま
す。

7 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するユーザ D（お客様）の音声ストリームの送信を開始します。

8 リモート PBX内のユーザ Dが、打診転送を開始し（転送を押し）、DN 81000のデバイス A
にダイヤルします。デバイス Aはローカルクラスタ内にあります。

9 リモートPBXが、PRIQSIGゲートウェイを介して設定メッセージをローカルクラスタ（Cisco
Unified CM1）に送信します。メッセージには、ユーザ Dに関する情報が含まれています。

10 ローカルユーザ Aがユーザ Dからのコールに応答します。

11 リモートユーザ Dが転送を押して転送を実行します。

12 リモート PBXが UPDATEを送信します。

13 リモート PBXが UPDATEを送信します。

14 ユーザBが新しい遠端側のユーザAに接続されたため、ローカルのCiscoUnifiedCommunications
Managerは 2つの UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

15 レコーダが、SIPトランクを介してローカル Cisco Unified Communications Managerから送信さ
れた、ユーザ B（エージェント）の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、
応答します。エージェントの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信
します。

16 レコーダが、ローカル Cisco Unified Communications Managerから送信された、ユーザ A（お客
様）の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エージェントの
IP Phoneが、レコーダにお客様の音声ストリームを送信します。

17 ローカルの Cisco Unified Communications Managerが、パス置換プロセスを開始してデバイス A
をデバイスBに直接接続し、リモートPBXを介したルーティングが行われないようにします。

18 ユーザBが新しい遠端側のユーザAに接続されたため、ローカルのCiscoUnifiedCommunications
Managerは 2つの UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

19 レコーダが、SIPトランクを介してローカル Cisco Unified Communications Managerから送信さ
れた、ユーザ B（エージェント）の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、
応答します。エージェントの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信
します。

20 レコーダが、ローカル Cisco Unified Communications Managerから送信された、ユーザ A（お客
様）の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エージェントの
IP Phoneが、レコーダにお客様の音声ストリームを送信します。

この使用例では、コール処理に次の特徴があります。

•パス置換は、リモート PBXへのヘアピンコールを置き換えて、リモート PBXを介したルー
ティングを行わずにユーザ Aとユーザ Bが直接接続されるようにします。

•転送が完了すると、遠端側のコール情報が更新されます。
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•パス置換が完了すると、遠端側のデバイスも更新されます。

手順 6、手順 14、および手順 17の INVITEメッセージのヘッダー情報に注目してください。 SIP
ヘッダー拡張により、太字のテキストの情報が INVITEメッセージと UPDATEメッセージのヘッ
ダーに追加されています。

手順 6 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=PriQSIGGW;x-farendaddr=3000>;tag=fromtag1

手順 14 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=PriQSIGGW;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1

手順 17 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci4;x-farenddevice=deviceA;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1

遠端側による、DMS ゲートウェイ経由のコール転送

自動コール録音のこの使用例では、遠端側が DMSゲートウェイ経由でコールを転送します。次
の図に、この使用例を示します。

図 99：遠端側による、DMS ゲートウェイ経由のコール転送

この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•お客様のコールは、DMSスイッチに接続する DN 9725550001のデバイス Dから発信されま
す。

•エージェントは、クラスタ Cisco Unified CM1内の DN 2000のデバイス Bでコールを受信し
ます。

•エージェント Dは、DMSスイッチに接続する DN 9725550002のデバイス Eにコールを転送
します。
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DMSスイッチ経由で接続する遠端側（エージェント）が DMSスイッチ経由で接続する電話機に
コールを転送する自動コール録音セッションでは、次の手順が行われます。

1 ユーザ D（遠端側 = DMSスイッチを経由するお客様）が、82000をダイヤルして、ローカル
クラスタ内のユーザ B（近端側 =エージェント）にコールします。

2 DMSスイッチが、PRI DMSゲートウェイを介して PriSetupメッセージをローカルクラスタ
（Cisco Unified CM1）に送信します。メッセージには、ユーザ Dに関する情報が含まれてい
ます。

3 ユーザ B（近端側 =ローカルクラスタ内のエージェント）がコールに応答します。

4 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、ユーザ B（エージェント）
の IP Phoneのビルトインブリッジ（BIB）に発信します。

5 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、ユー
ザ B（エージェント）の IP Phoneの BIBに発信します。

6 レコーダが、SIPトランクを介してローカル Cisco Unified Communications Managerから送信さ
れた、エージェントの音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エー

ジェントの IP Phoneが、レコーダに対するユーザB（エージェント）の音声ストリームの送信
を開始します。

7 レコーダが、SIPトランクを介してローカル Cisco Unified Communications Managerから送信さ
れた、お客様の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェント

の IP Phoneが、レコーダに対するユーザD（お客様）の音声ストリームの送信を開始します。

8 DMSゲートウェイを経由するユーザDが、打診転送を開始し（転送を押し）、DN9725550002
のデバイス Eにダイヤルします。デバイス Eも DMSゲートウェイを経由します。

9 ユーザ Eがユーザ Dからのコールに応答します。

10 DMSスイッチが、PRI DMSゲートウェイを介して PriNotifyメッセージをローカルクラスタ
（CiscoUnifiedCM1）に送信します。メッセージには、ユーザEに関する情報が含まれていま
す。

11 ユーザBが新しい遠端側のユーザEに接続されたため、ローカルのCiscoUnifiedCommunications
Managerは 2つの UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

12 レコーダが、SIPトランクを介してローカル Cisco Unified Communications Managerから送信さ
れた、ユーザ B（エージェント）の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、
応答します。エージェントの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信
します。

13 レコーダが、ローカル Cisco Unified Communications Managerから送信された、ユーザ E（お客
様）の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エージェントの
IP Phoneが、レコーダにお客様の音声ストリームを送信します。

この使用例では、コール処理に次の特徴があります。
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•通常、PSTN側の遠端側がコールを転送した場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerには
転送側と転送先がわかりません。ただし、DMSスイッチまたは PBXで PriNotifyがサポート
されている場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは遠端側が変更されたときにPriNotify
メッセージを受信し、レコーダに対して遠端側情報を更新できます。

手順 6と手順 11の INVITEメッセージのヘッダー情報に注目してください。 SIPヘッダー拡張に
より、太字のテキストの情報が INVITEメッセージと UPDATEメッセージのヘッダーに追加され
ています。

手順 6 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=PriDMSGW;x-farendaddr=9725550001>;tag=fromtag1

手順 11 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=PriDMSGW;x-farendaddr=9725550002>;tag=fromtag1

携帯電話コールのデスクトップピックアップ

自動コール録音のこの使用例では、携帯電話ユーザがコールをピックアップのためにデスク電話

に送信します。次の図に、この使用例を示します。

図 100：携帯電話コールのデスクトップピックアップ

この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•お客様のコールは、モバイルデバイス UserACell（会社の内線 1000、携帯電話番号
9725551000）から発信されます。

•エージェントは、DN 2000のデバイス Bでコールを受信します。

•お客様は、お客様の会社の電話機（DN 1000のデバイス A）からコールを再開します。

携帯電話コールのデスクトップピックアップが行われる自動コール録音セッションでは、次の手

順が行われます。
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1 UserACellがユーザ B（DN 2000のデバイス B）にコールします。

2 Cisco Unified Mobile Communicatorクライアントが SETUPメッセージを送信します。

3 SETUPメッセージは H.323ゲートウェイを通過して、ローカルの Cisco Unified CM1クラスタ
に到達します。

4 ユーザ Bが UserACellからの着信コールに応答します。

5 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、ユーザ B（エージェント）
の IP Phoneのビルトインブリッジ（BIB）に発信します。

6 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、ユー
ザ B（エージェント）の IP Phoneの BIBに発信します。

7 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音 INVITEメッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するユーザB（エージェント）の音声ストリームの送信を開始します。

8 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音 INVITEメッセージを受信し、応答します。エージェントの IP Phone
が、レコーダに対するユーザ UserACell（お客様）の音声ストリームの送信を開始します。

9 UserACellが、ユーザ Aの携帯電話で企業保留を押します。

10 ユーザ Aが、ユーザ Aのデスク電話で復帰を押します。

11 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エージェン
トの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信します。

12 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エージェントの
IP Phoneが、レコーダにお客様の音声ストリームを送信します。

この使用例では、コール処理に次の特徴があります。

•携帯電話では、共有回線の概念が使用されています。携帯電話コールを保留にし、デスク電
話でコールを再開すると、遠端側が変更されます。 Cisco Unified Communications Managerは
レコーダに更新を送信します。

•ユーザは、ユーザのデスク電話からコールをピックアップして、ユーザの携帯電話で開始し
た会話を継続します。そのためには、Cisco Unified Communications Managerを使用して、携
帯電話の Dチャネル経由でコールを保留にします（企業保留）。その後、デスク電話から
コールを再開します。

手順 7と手順 11の INVITEメッセージのヘッダー情報に注目してください。 SIPヘッダー拡張に
より、太字のテキストの情報が INVITEメッセージと UPDATEメッセージのヘッダーに追加され
ています。
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手順 7 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=UserACell;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1

手順 11 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=deviceA;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1

遠端側による携帯電話へのコール送信

自動コール録音のこの使用例では、遠端側が、携帯電話ピックアップのためにユーザの携帯電話

にコールを送信します（このシナリオでは、携帯電話コールのデスクトップピックアップ,（1074
ページ）とは逆のシナリオを示します）。次の図に、この使用例を示します。

図 101：遠端側による、携帯電話ピックアップのための携帯電話へのコール送信

この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•お客様のコールは、DN 1000のデバイス Aから発信されます。

•エージェントは、DN 2000のデバイス Bでコールを受信します。

•お客様は、お客様の携帯電話デバイスUserACell（会社の内線1000、携帯電話番号9725551000）
からコールを再開します。

企業ユーザが自分の携帯電話にコールを送信する自動コール録音セッションでは、次の手順が行

われます。

1 企業ユーザの遠端側 Aが、DN 1000のデバイス Aからユーザ B（DN 2000のデバイス B）に
コールします。

2 ユーザ Bの DN 2000が、遠端側 Aからの着信コールに応答します。

3 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
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Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、ユーザ B（エージェント）
の IP Phoneのビルトインブリッジ（BIB）に発信します。

4 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、ユー
ザ B（エージェント）の IP Phoneの BIBに発信します。

5 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音 INVITEメッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するユーザB（エージェント）の音声ストリームの送信を開始します。

6 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音 INVITEメッセージを受信し、応答します。エージェントの IP Phone
が、レコーダに対するユーザ A（お客様）の音声ストリームの送信を開始します。

7 ユーザ Aが、ユーザ Aのデスク電話で携帯電話への送信を押します。

8 Cisco Unified Communications Managerが、ユーザ Aの携帯電話に設定メッセージを送信しま
す。

9 ユーザ Aが、デバイス UserACellで呼び出し中のコールに応答します。

10 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エージェン
トの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信します。

11 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール UPDATEメッセージを受信し、応答します。エージェントの
IP Phoneが、レコーダにお客様の音声ストリームを送信します。

この使用例では、コール処理に次の特徴があります。

•ユーザ UserACellがコールに応答すると、ユーザ USerACellの情報が SIP UPDATEメッセー
ジに格納されてレコーダに送信されます。

手順 5と手順 10の INVITEメッセージのヘッダー情報に注目してください。 SIPヘッダー拡張に
より、太字のテキストの情報が INVITEメッセージと UPDATEメッセージのヘッダーに追加され
ています。

手順 5 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=deviceA;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1

手順 10 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci3;x-farenddevice=UserACell;x-farendaddr=1000>;tag=fromtag1
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リモートクラスタ内の遠端側による会議の作成

自動コール録音のこの使用例では、リモートクラスタ内の遠端側が会議を作成します。次の図

に、この使用例を示します。

図 102：リモートクラスタ内の遠端側による会議の作成

この使用例では、次のエンティティがコールに参加しています。

•遠端側のお客様のコールは、DN 3000のデバイス Dから発信されます。

•近端側のエージェントは、DN 2000のデバイス Bでコールを受信します。

•ユーザ Dは、DN 3100のデバイス Eと会議を行うことによって会議を作成します。

リモートクラスタ内の遠端側が会議を作成するする自動コール録音セッションでは、次の手順が

行われます。

1 ユーザ D（遠端側 =リモートクラスタ内のお客様）が、82000をダイヤルして、ユーザ B（近
端側 =エージェント）にコールします。

2 INVITEメッセージが SIPTrunkToCluster2 SIPトランクを通過します。

3 ユーザ B（近端側 =ローカルクラスタ内のエージェント）がコールに応答します。

4 エージェントのラインアピアランスが自動録音用に設定されているため、自動的にメディア

ストリームの録音セッションに対するトリガーが発生します。 Cisco Unified Communications
Managerは、最初に、エージェントの音声に対する録音コールを、ユーザ B（エージェント）
の IP Phoneのビルトインブリッジ（BIB）に発信します。

5 Cisco Unified Communications Managerが、お客様の音声に対する 2つ目の録音コールを、ユー
ザ B（エージェント）の IP Phoneの BIBに発信します。

6 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、エー
ジェントの音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの

IP Phoneが、レコーダに対するユーザ B（エージェント）の音声ストリームの送信を開始しま
す。
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7 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、お
客様の音声に対する録音コール設定メッセージを受信し、応答します。エージェントの IP
Phoneが、レコーダに対するユーザ D（お客様）の音声ストリームの送信を開始します。

8 ユーザ Dが、会議を押し、DN 3100をダイヤルして会議を開始します。

9 ユーザ E（DN 3100のデバイス E）がコールに応答します。

10 ユーザ Dが、もう一度会議を押して会議を実行します。

11 UPDATEメッセージが SIPTrunkToCluster2 SIPトランクを通過します。

12 ユーザBが新しい遠端側のCFB_2に接続されたため、Cisco Unified CommunicationsManagerは
2つの UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

13 レコーダが、SIPトランクを介してCiscoUnifiedCommunicationsManagerから送信された、ユー
ザB（エージェント）の音声に対する録音コールUPDATEメッセージを受信し、応答します。
エージェントの IP Phoneが、レコーダにエージェントの音声ストリームを送信します。

14 レコーダが、SIPトランクを介して Cisco Unified Communications Managerから送信された、
CFB_2（会議ブリッジ）に対する録音コールUPDATEメッセージを受信し、応答します。エー
ジェントの IP Phoneが、レコーダに会議の音声ストリームを送信します。

この使用例では、コールの処理と設定に次の特徴があります。

•遠端側がリモートクラスタ内で会議を作成した場合、Cisco Unified Communications Manager
では表示が制限されます。遠端側のデバイスは、常に 2つのクラスタをリンクするトランク
です。

•リモート会議が確立されると、リモートの Cisco Unified CM2クラスタは、b番号（会議ブ
リッジ ID）を SIP UPDATEに格納してローカルクラスタ Cisco Unified CM1に送信します。
Cisco Unified CM1クラスタは、b番号と isfocusインジケータを含む更新をレコーダに送信し
ます。

•この図では、Cisco Unified CM1クラスタに SIPトランク SIPTrunkToCluster2が設定されてい
ます。この SIPトランクは、Cisco Unified CM1クラスタをCisco Unified CM2クラスタにリン
クします。 Cisco Unified CM2クラスタに設定されている、対応する SIPトランクは
SIPTrunkToCluster1です。

•会議が DN 3000の遠端側によって作成された場合、会議ブリッジ IDの b001234567は、デ
フォルトではクラスタ Cisco Unified CM1に渡されません。 IDが渡されない場合でも、Cisco
Unified CM1クラスタは遠端側の isfocusフラグを Fromヘッダーに格納してレコーダに送信
できます。ただし、遠端側アドレスは空になります。

•会議ブリッジ ID（会議ブリッジの b番号）がクラスタ Cisco Unified CM2からクラスタ Cisco
Unified CM1に渡されるようにするために、管理者は、クラスタ Cisco Unified CM2に SIPプ
ロファイルを作成し、[会議ブリッジIDの配信(Deliver Conference Bridge Identifier)]チェック
ボックスをオンにしてSIPプロファイルをクラスタCiscoUnifiedCM2内のSIPTrunkToCluster1
に割り当てます。管理者は、クラスタ Cisco Unified CM1にも SIPプロファイルを作成し、
この SIPプロファイルをクラスタ Cisco Unified CM1内の SIPTrunkToCluster2に割り当てま
す。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
1079

モニタリングと録音

コール録音の概要



• SIPプロファイルの設定の詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニ
ストレーションガイド』を参照してください。

手順 6と手順 12の INVITEメッセージのヘッダー情報に注目してください。 SIPヘッダー拡張に
より、太字のテキストの情報が INVITEメッセージと UPDATEメッセージのヘッダーに追加され
ています。

手順 6 の INVITE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=SIPTrunkToCluster2;x-farendaddr=3000>;tag=fromtag1

手順 12 の UPDATE メッセージのヘッダー情報
From: <sip:2000@ucm1;x-nearend;x-refci=ci2;x-nearenddevice=deviceB;
x-farendrefci=ci1;x-farenddevice=SIPTrunkToCluster2;x-farendaddr=b001234567;isfocus>;tag=fromtag1

手順 12の UPDATEメッセージには、isfocusが含まれています。この isfocusは、近端側が会議
コールに参加していることを示します。UPDATEメッセージには、新しい遠端側のアドレスとし
て b番号も含まれています。 b番号は、会議ブリッジ（CFB）の DNを示します。

選択的コール録音

選択的コール録音では、デバイス、CTI対応のアプリケーション、またはその両方に割り当てら
れたソフトキーまたはプログラム可能な回線キーを使用して、録音を開始することができます。

選択的コール録音は、次の 2つのモードをサポートしています。

サイレント録音

サイレント録音モードでは、コール録音の状況が Cisco IPデバイスのディスプレイに反映されま
せん。サイレント録音は一般的に、コールセンタ環境でスーパーバイザがエージェントコール

を録音できるようにするために使用されます。通常、エージェントとお客様の間のコールの録音

の開始と停止には、スーパーバイザのデスクトップ上で稼動する CTI対応アプリケーションが使
用されます。

ユーザ録音

ユーザ録音モードでは、コール録音の状況が Cisco IPデバイスのディスプレイに反映されます。
録音を開始または停止するためには、ソフトキー、プログラム可能な回線キー、スーパーバイザ

のデスクトップ上で稼動する CTI対応アプリケーションを使用できます。

選択的コール録音のサイレント録音モード

ここに挙げる選択的コール録音のサイレント録音モードの使用例では、CTI対応デスクトップか
らスーパーバイザが録音セッションを管理します。
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次の図に、選択的コール録音のサイレント録音モードを示します。

図 103：選択的コール録音のサイレント録音モード

この使用例は次のとおりです。

•デバイス A（DN 1000）がデバイス B（DN 2000）にコールします。

•デバイス Bのユーザがコールに応答します。

•スーパーバイザはCTI対応アプリケーションを使用して、コール録音セッションを開始およ
び停止します。

スーパーバイザは、CTI対応デスクトップを使用して、録音セッションを開始します。CiscoUnified
Communications Managerは、Cisco IPデバイスのビルトインブリッジ（BIB）に対して 2つの録音
コール（近端側のメディアと遠端側のメディア用）を発信します。録音コールはサイレントに自

動応答されます。
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CiscoUnified CommunicationsManagerは、両方の録音コールを SIPトランクによって接続されてい
る録音サーバに送達します。

レコーダが両方の録音コールを受信して応答し、ユーザの Cisco IPデバイスが、レコーダに対す
る両方のメディアストリームの送信を開始します。コール録音の状況は、CiscoIPデバイスのディ
スプレイには反映されません。

CTI対応アプリケーションにより、録音セッションが停止されます。CiscoUnifiedCommunications
Managerが両方の録音コールをクリアします。

選択的コール録音のユーザ録音モード：CTI 対応アプリケーションから管理される録音セッション

ここに挙げる選択的コール録音のユーザ録音モードの使用例では、CTI対応デスクトップからユー
ザが録音セッションを管理します。
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次の図に、選択的コール録音のユーザ録音モード（CTI対応アプリケーションから管理される録
音セッション）を示します。

図 104：CTI 対応アプリケーションから管理されるユーザ録音モード

この使用例は次のとおりです。

•デバイス A（DN 1000）がデバイス B（DN 2000）にコールします。

•デバイス Bのユーザがコールに応答します。

•デバイスBのユーザはCTI対応アプリケーションを使用して、コール録音セッションを開始
および停止します。

ユーザは、CTI対応デスクトップを使用して、録音セッションを開始します。 Cisco Unified
Communications Managerは、Cisco IPデバイスのビルトインブリッジ（BIB）に対して 2つの録音
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コール（近端側のメディアと遠端側のメディア用）を発信します。録音コールはサイレントに自

動応答されます。

CiscoUnified CommunicationsManagerは、両方の録音コールを SIPトランクによって接続されてい
る録音サーバに送達します。

レコーダが両方の録音コールを受信して応答し、ユーザの Cisco IPデバイスが、レコーダに対す
る両方のメディアストリームの送信を開始します。CiscoIPデバイスのディスプレイが更新され、
[録音]と表示されます。キーが [録音]から [録音の停止]に切り替わります。

CTI対応アプリケーションにより、録音セッションが停止されます。CiscoUnifiedCommunications
Managerが両方の録音コールをクリアします。

選択的コール録音のユーザ録音モード：Cisco IP デバイスから管理される録音セッション

ここに挙げる選択的コール録音のユーザ録音モードの使用例では、Cisco IPデバイスのソフトキー
またはプログラム可能な回線キーを押して、ユーザがコール録音セッションを開始および停止し

ます。
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次の図に、選択的コール録音のユーザ録音モード（Cisco IPデバイスから管理される録音セッショ
ン）を示します。

図 105：Cisco IP デバイスから管理されるユーザ録音モード

この使用例は次のとおりです。

•デバイス A（DN 1000）がデバイス B（DN 2000）にコールします。

•デバイス Bのユーザがコールに応答します。

•デバイス Bのユーザが Cisco IPデバイスのソフトキーまたはプログラム可能な回線キーを使
用して、コール録音セッションを開始および停止します。
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ユーザは [録音]キーを押して、録音セッションを開始します。CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、Cisco IPデバイスのビルトインブリッジ（BIB）に対して 2つの録音コール（近端側のメディ
アと遠端側のメディア用）を発信します。録音コールはサイレントに自動応答されます。

CiscoUnified CommunicationsManagerは、両方の録音コールを SIPトランクによって接続されてい
る録音サーバに送達します。

レコーダが両方の録音コールを受信して応答し、ユーザの Cisco IPデバイスが、レコーダに対す
る両方のメディアストリームの送信を開始します。CiscoIPデバイスのディスプレイが更新され、
[録音]と表示されます。キーが [録音]から [録音の停止]に切り替わります。

ユーザは [録音の停止]キーを押して、録音セッションを開始します。

Cisco Unified Communications Managerが両方の録音コールをクリアします。

エージェントがコールを保留にすると録音コールは存続しない

エージェントがコールを保留にすると、録音コールは切断されます。また、エージェントがコー

ルを再開すると、録音コールは再度確立されます。

アプリケーションからの Start Recording Requestは、コール期間全体にわたって存続します。

次の図に、エージェントがコールを保留にすると録音コールが存続しないシナリオを示します。

図 106：エージェントがコールを保留にすると録音コールは存続しない

割り込みコールの録音

割り込みコールを録音する場合は、お客様単独の音声と、エージェント 1およびエージェント 2
の混合音声という 2つの録音ストリームが発生します。
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次の図に、割り込みコールが録音されるシナリオを示します。

図 107：割り込みコールの録音

エージェントの会議の録音

会議が録音される場合は、エージェント単独の音声と、残りの会議参加者の混合音声という 2つ
の録音ストリームが発生します。

エージェントは、自分が録音されているときに会議を作成する場合があります。会議の設定中

に、録音コールが切断され、再度確立されます。

次の図に、エージェントの会議が録音されるシナリオを示します。

図 108：エージェントの会議が録音される
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モニタリングと録音の同時実行

録音は、エージェントコールの監視中に実行することもできます。

録音とモニタリングは、相互に独立して設定されます。

次の図に、モニタリングと録音の同時実行を示します。

図 109：モニタリングと録音の同時実行

モニタリングと録音が同時に実行される場合、次の手順が行われます。

1 お客様がコールセンターにコールします。

2 コールがエージェントにルーティングされます。エージェントがコールに応答します。エー

ジェントの IP Phoneとお客様の間に、双方向メディアストリーミングが設定されます。

3 エージェントの電話機とレコーダの間に、エージェントの音声に対する録音コールが設定され

ます。

4 エージェントの電話機とレコーダの間に、お客様の音声に対する録音コールが設定されます。

5 スーパーバイザのデスクトップアプリケーションに、エージェントがアクティブコールを受

けていることが表示されます。デスクトップアプリケーションで、スーパーバイザが、エー

ジェントの現在のアクティブコールに対する監視ボタンをクリックします。

6 スーパーバイザの IP Phoneがオフフックになり、エージェントにモニタリングコールを発信
します。

7 エージェントの電話機が、モニタリングコールを受け入れます。エージェントの電話機が、

スーパーバイザの IPPhoneに対するお客様とエージェントの混合音声ストリームの送信を開始
します。エージェントにもお客様にも、スーパーバイザの音声は聞こえません。
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モニタリングコールと録音コールのコール特性

この項では、モニタリングコールと録音コールのさまざまな特性について説明します。

モニタリングと録音の通知トーン

地域によっては、エージェントまたはお客様に対して、コールが監視または録音されていること

をトーン形式で通知しなければならない場合があります。

デフォルトの再生トーンオプションを設定するには、次のサービスパラメータを使用します。

• Play Recording Notification Tone To Observed Target

• Play Recording Notification Tone To Observed Connected Parties

• Play Monitoring Notification Tone To Observed Target

• Play Monitoring Notification Tone To Observed Connected Parties

また、アプリケーションには、モニタリング要求または録音要求のトーンオプションも用意され

ています。トーンは、サービスパラメータまたはアプリケーションによってトーンが有効になっ

た場合に再生されます。

次の図に、監視される接続側と監視されるターゲットを示します。

図 110：監視される接続側と監視されるターゲット

再生トーンの動作

モニタリングトーンと録音トーンは別々のトーンであり、個別に有効または無効にすることがで

きます。

デフォルトでは、スーパーバイザにはモニタリングトーンも録音トーンも聞こえません。スー

パーバイザへの再生をオプションで有効にするには、デバイスの録音トーンを設定します。

次の表に、モニタリングと録音のシナリオにおけるトーンの動作を示します。

表 92：再生トーンの動作

お客様の録音

ストリーム

エージェント

の録音スト

リーム

スーパーバイ

ザのモニタリ

ングストリー

ム

お客様への再

生

エージェント

への再生

再生先

なしなしなしなしなしなし
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お客様の録音

ストリーム

エージェント

の録音スト

リーム

スーパーバイ

ザのモニタリ

ングストリー

ム

お客様への再

生

エージェント

への再生

再生先

なしなしなしなしトーンエージェント

なしトーンなしトーンなしお客様

なしトーンなしトーントーン両方

モニタリングコールと録音コールのコーデック

エージェントのデバイスとスーパーバイザのデバイスは、Cisco Unified Communications Manager
のリージョン設定に従って、モニタリングコールのコーデックをネゴシエートします。

録音コールのコーデックは、お客様とエージェント間のコールのコーデックと一致します。

次の図に、モニタリングコールと録音コールのコーデックを示します。

図 111：モニタリングコールと録音コールのコーデック

録音コールのコーデックの使用制限

録音コールのコーデックはエージェントとお客様間のコールのコーデックと一致するため、一致

するコーデックをレコーダがサポートしていない場合は、トランスコーダの挿入が必要になるこ

とがあります。

Cisco Unified IP Phoneには、シスコのトランスコーダがサポートしていない新しいコーデックが
追加されています。
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G722、iLBC、および iSACコーデックの使用を有効または無効にするには、次のサービスパラ
メータを使用します。

• G722 Codec Enabled

• iLBC Codec Enabled

• iSAC Codec Enabled

これらのサービスパラメータは、[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィ
ンドウの [Clusterwide Parameters (System - Location and Region)]セクションにあります。

各サービスパラメータには、次の値を設定できます。

• [Enabled for All Devices]

• [Enabled for All Devices Except Recording-Enabled Devices]

• [Disabled]

モニタリングと録音は片方向メディア

モニタリングコールは、エージェントの電話機からスーパーバイザの電話機への片方向メディア

で構成されます。

録音コールは、エージェントの電話機からレコーダへの片方向メディアで構成されます。

モニタリングコールと録音コールは、通常のコールアドミッション制御に従って送信されます。

ただし、レコーダを宛先とする、BIBを離れる各ストリームは、双方向メディアと同じ計算を使
用します。

エージェントとスーパーバイザ、またはエージェントとレコーダを分離するNATは、モニタリン
グコールまたは録音コールに対して透過的に（Cisco Unified Communications Managerの制限の範
囲内で）動作します。

片方向メディアとファイアウォール

ファイアウォールソフトウェアは、RTPストリームのピンホールを空けるときに、宛先 IPアド
レス、宛先ポート、および送信元 IPアドレスを認識している必要があります。

メディアのSCCPメッセージは対称ではないことに注意してください（SIPは問題ありません）。

SCCPバージョン 12における片方向メディア用の機能拡張では、次の機能が追加されています。

•伝送 IPおよびポートに関する新しい StartMediaTransmissionAck（SMTACK）メッセージ

•追加の伝送 IPおよびポートに関する OpenReceiveChannel（ORC）
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次の図に、片方向メディアとファイアウォールに関する問題を示します。

図 112：片方向メディアとファイアウォール

モニタリングと録音におけるコール保存

監視または録音されているエージェントコールがコール保存に移行する場合、Cisco Unified
Communications Managerは、モニタリングコールまたは録音コールをコール保存モードに移行し
ます。

モニタリングコールまたは録音コールがコール保存モードに移行しても、エージェントコールは

影響を受けません。

コール情報とコール表示

ビルトインブリッジ（BIB）は、デバイス層のコンポーネントの1つです。BIBでは、CiscoUnified
IP PhoneのDSPリソースが論理的に表現されています。電話デバイス層のBIBに発信されたコー
ルは、ユーザには表示されません。

エージェントへのモニタリングコールと録音コール（サーバコール）は、エージェントのBIBに
対して発信されます。

モニタリングコールの場合、スーパーバイザの電話機には「FromMonitoring [agent user name/DN]」
と表示されます。

レコーダへの録音コールの場合、SIP INVITEメッセージの「fromヘッダー」にある特殊なタグ
は、音声ストリームの送信元を示しています。

エージェントの音声の場合

From“AgentUserName”<sip:agentDN@ccm;x-nearend;x-refCI=12345; x-nearenddevice=[agent_devicename]”

お客様の音声の場合

From “AgentUserName” <sip:agentDN@ccm;x-farend;x-refCI=12345;x-farenddevice=[farend_devicename]”
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アプリケーションへの CTI イベント送信
CTIイベントは、次の図に示すように、プライマリコールレッグ（またはリファレンスコール
レッグ）のエージェントに送信されます。

図 113：アプリケーションへの CTI イベント送信

モニタリングと録音のシステム要件
次の各項では、モニタリングと録音のシステム要件について説明します。

CTI 要件
コンピュータ/テレフォニーインテグレーション（CTI）は、コールを個別に監視する機能をアプ
リケーションに提供します。シスコでは、監視される側としてモニタターゲットを定義し、監視

する側としてモニタイニシエータを定義します。

1つのアプリケーションがモニタターゲットとモニタイニシエータの両方を監視する場合、コー
ルイベントがアプリケーションに報告されるため、アプリケーションでは、容易にモニタター

ゲットのコールを識別し、コールを監視できるようになります。別々のアプリケーションがモニ

タターゲットとモニタイニシエータを監視する場合は、モニタターゲットを監視するアプリケー

ションが、モニタイニシエータを監視するアプリケーションにコール情報を提供する必要があり

ます。モニタイニシエータを監視するアプリケーションでは、使用可能なコール情報に基づい

て、モニタリング要求を開始できるようになります。モニタイニシエータまたはモニタターゲッ

トでコールが終了すると、モニタリングセッションは停止します。
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録音の場合、Cisco Unified Communications Managerは、すべてのコールを自動的に録音する機能
を提供します。 SIPステーションまたは SCCPステーションは、この自動録音を開始し、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページの設定に基づいて動作します。管理者は、録音な
し、すべてのコールの自動録音、またはラインアピアランスの選択的な録音を設定できます。選

択的コール録音では、デバイス、CTI対応のアプリケーション、またはその両方に割り当てられ
たソフトキーまたはプログラム可能な回線キーを使用して、録音を開始することができます。CTI
では、データベース内の管理者設定を上書きする機能を提供しません。

選択的な録音では、サイレント録音とユーザ録音の 2つのモードをサポートします。

サイレント録音モードでは、コール録音の状況が Cisco IPデバイスのディスプレイに反映されま
せん。サイレント録音は一般的に、コールセンタ環境でスーパーバイザがエージェントコール

を録音できるようにするために使用されます。通常、エージェントとお客様の間のコールの録音

の開始と停止には、スーパーバイザのデスクトップ上で稼動する CTI対応アプリケーションが使
用されます。

ユーザ録音モードでは、コール録音の状況が Cisco IPデバイスのディスプレイに反映されます。
録音を開始または停止するためには、ソフトキー、プログラム可能な回線キー、スーパーバイザ

のデスクトップ上で稼動する CTI対応アプリケーションを使用できます。

録音機能とモニタリング機能またはその他の CTI機能を呼び出す場合、SIPを実行している電話
機にUDPトランスポートが使用されていると、動作が遅延したり、予期しない動作が発生したり
することがあります。

コールを監視または録音するためのアプリケーションでは、アプリケーションが使用するアプリ

ケーションユーザまたはエンドユーザに対して、対応するモニタリング特権と録音特権を有効に

する必要があります。

便宜上、MonitoringPartyInfo、MonitoredPartyInfo、および RecordPartyInfoはすべて結合され、
CallAttributeInfoとして CTIからアプリケーションに報告されます。

ハードウェア要件

モニタリング機能と録音機能では、サポートされる電話機および関連デバイスは限られています。

詳細については、コールモニタリングとコール録音のデバイスサポート状況の確認, （1035ペー
ジ）を参照してください。

インタラクションおよび制限事項
この項では、モニタリング機能と録音機能のインタラクションおよび制限事項について説明しま

す。

インタラクション

この項では、他のアプリケーションおよび Cisco Unified CMとの間で行われる、モニタリングと
録音のインタラクションについて説明します。
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CTI および JTAPI/TSP アプリケーション
コンピュータ/テレフォニーインテグレーション（CTI）、Java Telephony API（JTAPI）、および
TSPは、コールのモニタリングと録音をサポートしています。CiscoUnifiedCommunicationsManager
システムでは、アプリケーションでこれらのインターフェイスを使用して、コールを監視または

録音することができます。

この機能の初期実装には、いくつかの制限があります。モニタリングの場合、アプリケーション

では、監視される回線と、監視する側を開く必要があります。この要件が存在するのは、監視す

る側が監視されるコールの監視要求を開始するときに、そのコールのコール IDを渡す必要がある
ためです。この制限を回避するには、たとえば、監視される側の回線を開くアプリケーション

と、監視する側の回線を開くアプリケーションという 2つの調整用アプリケーションを使用し、
アウトオブバンドメカニズムを利用して、監視される側のコール IDを渡します。 IPCCEnterprise
などのアプリケーションでは、後者のアプローチが使用されます。

下位互換性に関する影響はありません。これは、モニタリングと録音は新しい機能なので、既存

の機能には影響しないためです。

Cisco Unified CM の機能
次の機能は、モニタリングおよび録音と透過的に連携します。

•強制承認コード（FAC）とクライアント識別コード（CMC）

• QSIG

• Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

•外部コール制御

次の機能およびその他の Cisco Unified Communications Managerコンポーネントは、モニタリング
および録音と通信します。

•コール転送

•即時転送（i-Divert）

•コールパーク

•割り込み

•保留音（MOH）

•会議

•一括管理ツール（BAT）

制限事項

モニタリングと録音には、次の制限があります。
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モニタリングおよび録音中のコーデックの考慮事項

監視または録音されている IP Phoneから発信されたコールレッグのコーデックは、コール期間全
体にわたって同じままにする必要があります。

モニタリングと録音におけるセキュリティ処理

Cisco Unified Communications Managerを使用すると、スーパーバイザまたは管理者はエージェン
トとお客様に認識されることなく、両者の会話を監視できます。セキュアコールのモニタリング

と録音機能の使用および設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerセキュ
リティガイド』の、セキュアコールのモニタリングと録音に関する章を参照してください。

インターコム

ウィスパーインターコムとトークバックインターコムのコールに対してモニタリングまたは録音

を行うことはできません。インターコムコーリングサーチスペース（CSS）の設定には、この
制限が適用されています。

録音およびコールの保留と再開

Cisco Unified Communications Managerは、遠端側がコールを保留にしても、レコーダを更新しま
せん。レコーダが更新されるのは、別の遠端側がコールを再開した場合のみです。

Cisco Unified Communications Managerは、遠端側のコール情報が変更されるとレコーダを更新し
ます。遠端側のコール情報には、コール ID、電話番号、およびデバイス名が含まれます。これ
らのパラメータのいずれかが変更されると、遠端側のコール情報が変更されます。

遠端側がコールを保留にして同じデバイスから再開した場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
はレコーダを更新しません。

録音およびコールのパークと取得

リモートクラスタ内の遠端側がコールをパークすると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、
リモートクラスタが SIPトランクまたは H323クラスタ間トランク経由でローカルクラスタに接
続する場合に限り、空の遠端側アドレスでレコーダを更新します。 Cisco Unified Communications
Managerは、遠端側が同じデバイスまたは別のデバイスからコールを取得すると、レコーダを再
更新します。コールをパークする遠端側がローカルクラスタ内にある場合、Cisco Unified
Communications Managerはレコーダを更新しません。この場合、Cisco Unified Communications
Managerがレコーダを更新するのは、コールが別のデバイスから取得されたときだけです。

リモートのコールのパークと取得では、リモート Cisco Unified Communications Managerがコール
パークでの表示名の更新情報を送信します。この更新には、空の電話番号またはアドレスが含ま

れています。したがって、遠端側アドレスは空に変更されます。遠端側アドレスが変更されたた

め、ローカル Cisco Unified Communications Managerは遠端側アドレスが空の更新をレコーダに送
信します。

現在のコールパーク実装では、997X、995X、896Xなどの Roundtable（RT）電話機モデルのコー
ルパーク録音時に、遠端側または X-Refciが空の可能性があります。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
1096

モニタリングと録音

制限事項



録音および無応答時転送（CFNA）

リモートクラスタ内の遠端側が、CFNAが有効になっているユーザにコールをブラインド転送す
ると、Cisco Unified Communications Managerは、リモートクラスタが SIPトランクまたは H.323
クラスタ間トランクを使用してローカルクラスタに接続する場合に限り、遠端側アドレスとして

呼び出し側を指定してレコーダを更新します。コールがCFNAターゲットに転送されると、Cisco
Unified CommunicationsManagerはレコーダを再更新します。コールをブラインド転送する遠端側
がローカルクラスタ内にある場合、Cisco Unified Communications Managerはレコーダを更新しま
せん。この場合、Cisco Unified Communications Managerがレコーダを更新するのは、CFNAター
ゲットがコールに応答するときだけです。

リモートコールがアクティブになった場合、ローカルクラスタでコール状態はアクティブなまま

です。リモートの遠端側がコールを新しいリモートの遠端側にブラインド転送し、その遠端側で

呼び出し音が鳴っても、ローカル Cisco Unified Communications Managerはコール状態をアクティ
ブと判断します。したがって、リモートの無応答時転送では、コール状態がアクティブであるた

め、ローカル Cisco Unified Communications Managerは新しいユーザに対する UPDATEメッセージ
をレコーダに送信します。

ローカルコールがアクティブになると、コール状態がアクティブから呼び出し状態に変わる場合

があります。ローカル Cisco Unified Communications Managerは現在のコール状態を把握できま
す。したがって、ローカルの無応答時転送では、新しい遠端側がコールに応答すると、ローカル

Cisco Unified Communications Managerが UPDATEメッセージをレコーダに送信します。

録音および会議の結合

複数の近端側が、結合された複数の会議に参加している場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、使用されているレコーダのみを更新できます。各会議は、異なる会議 ID（b番号）で識別さ
れます。会議の結合情報は、呼詳細レコード（CDR）を介して取得できます。

Cisco Unified Communications Managerは、遠端側のコール情報が変更されると UPDATEメッセー
ジをレコーダに送信します。会議の場合、遠端側アドレスは b番号を示します。遠端側の b番号
が変更されていない場合、Cisco Unified Communications Managerはレコーダに UPDATEメッセー
ジを送信しません。

複数のレコーダに対する、SIP トランクのルートリストまたは複数の接続先アドレスの使用

複数のレコーダに対して、SIPトランクのルートリストまたは複数の接続先アドレスを使用する
と、同じ録音セッションの近端側と遠端側の録音コールを別々のレコーダに送信できます。

Cisco Unified Communications Manager管理者がルートリストに複数の SIPトランクを設定してい
るため、各 SIPトランクが別々のレコーダをポイントする場合、Cisco Unified Communications
Managerは、録音セッションの 2つの録音コールを同じ SIPトランクまたは同じレコーダに送信
できません。 2つの録音コールが同じレコーダに送信される可能性は、ルートグループにプロビ
ジョニングされている選択アルゴリズムに応じて大きく異なる場合があります。同様に、管理者

がSIPトランクに複数の IPアドレスをプロビジョニングしたため、各 IPアドレスが別々のレコー
ダをポイントする場合、Cisco Unified CommunicationsManagerは、2つの録音コールを同じレコー
ダに送信できません。この場合、コールは、プロビジョニングされている IPアドレスからランダ
ムに選択されたレコーダに送信されます。
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録音セッションをクラスタ内の別のレコーダにリダイレクトできるレコーダクラスタ設定をサ

ポートするように Cisco Unified Communications Managerを設定するには、ルートリストを設定す
るか、複数の接続先を録音 SIPトランクにプロビジョニングします。

モニタリングと録音の設定
この項では、モニタリングと録音を設定するのに必要な手順の詳細な例を示します。設定チェッ

クリストでは、手順を 1つの表に要約し、各メニューオプションを詳細に説明している Cisco
Unified Communications Managerの関連マニュアルを示します。

モニタリングと録音を設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

モニタリングと録音のセットアップ, （1032ページ）

モニタリングまたは録音を可能にするために IP Phone の BIB をオンに
する

エージェントの電話機のコールを監視または録音できるようにするには、その電話機のビルトイ

ンブリッジを [オン(On)]に設定する必要があります。

また、Built-inBridgeEnableサービスパラメータを [On]に設定し、[電話の設定(PhoneConfiguration)]
ウィンドウ内の [ビルトインブリッジ(Built In Bridge)]を [デフォルト(Default)]のままにすること
もできます。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [デバイス(Device)] > [電話(Phone)]メニュー
オプションを使用して、必要な設定を実行します。

次の図に、モニタリングまたは録音を可能にするために IP Phoneの BIBをオンにする方法を示し
ます。

図 114：電話機のビルトインブリッジを [オン(On)] に設定
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モニタリングと録音アプリケーションのユーザの追加

最初に、モニタリングまたは録音を呼び出すことが可能なアプリケーションユーザを作成しま

す。次に、このアプリケーションユーザを、モニタリング特権と録音特権を持つグループに割り

当てる必要があります。

[アプリケーションユーザの設定(Application User Configuration)]ウィンドウまたは [エンドユーザ
の設定(End User Configuration)]ウィンドウで、アプリケーションユーザまたはエンドユーザを追
加します。

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページの [ユーザ管理(UserManagement)] > [アプリケー
ションユーザ(Application User)]メニューオプションを使用して、必要な設定を実行します。

次の図に、モニタリングまたは録音アプリケーションのユーザを追加する方法を示します。

図 115：モニタリングまたは録音アプリケーションのユーザの追加

モニタリングと録音が可能なグループにユーザを追加する

Standard CTI Allow Call Monitoringユーザグループと Standard CTI Allow Call Recordingユーザグ
ループにユーザを追加します。

また、Standard CTI Enabledユーザグループにもユーザを追加します。

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページの [ユーザ管理(UserManagement)] > [アプリケー
ションユーザ(Application User)]メニューオプションを使用して、必要な設定を実行します。
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次の図に、これらのユーザグループへのユーザの追加を示します。

図 116：適切なユーザグループへのユーザの追加

モニタリングまたは録音のトーンの設定

トーンを、エージェントだけ、お客様だけ、またはその両方に再生できるようにするには、トー

ンの再生に関するサービスパラメータを [True]に設定します。

また、モニタリングまたは録音を呼び出すアプリケーションは、Cisco Unified Communications
Managerにトーン再生オプションを渡すことができます。モニタリングトーンまたは録音トーン
は、サービスパラメータまたはアプリケーションによってトーン再生オプションが指定されてい

る場合に再生されます。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [システム(System)] > [サービスパラメータ
(Service Parameters)]メニューオプションを使用して、必要な設定を実行します。

次の図に、サービスパラメータを使用してトーンを設定する方法を示します。

図 117：サービスパラメータを使用したトーンの設定
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モニタリング用コーリングサーチスペースを設定する

スーパーバイザのラインアピアランスのモニタリング用コーリングサーチスペースに、エージェ

ントの回線またはデバイスパーティションを含めてエージェントを監視できるようにします。

スーパーバイザのラインアピアランスウィンドウでモニタリング用コーリングサーチスペース

を設定します。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [デバイス(Device)] > [電話(Phone)]メニュー
オプションを使用して、必要な設定を実行します。電話機の [電話の設定(Phone Configuration)]
ウィンドウを表示するには、[割り当て情報(Association Information)]ペインで回線 1などの回線を
クリックします（この電話にすでに関連付けられている DNを選択するか、またはこの電話に関
連付けるDNを新規に追加できます）。表示される [電話番号の設定(DirectoryNumberConfiguration)]
ウィンドウで、この電話機のために選択した回線用に [モニタリング用コーリングサーチスペー
ス(Monitoring Calling Search Space)]フィールドを設定します。

次の図に、モニタリング用コーリングサーチスペースの設定方法を示します。

図 118：モニタリング用コーリングサーチスペースの DN の設定

ラインアピアランスに対する録音の有効化

エージェントの録音を有効にするには、エージェントのラインアピアランスの [録音オプション
(Recording Option)]を次のいずれかに設定します。

• [自動コール録音を有効(Automatic Call Recording Enabled)]

• [選択的コール録音を有効(Selective Call Recording Enabled)]

ドロップダウンリストボックスから、作成済みの録音プロファイルを選択します（[デバイスを
使用(Use Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [録音プロファイル(Recording Profile)]で録
音プロファイルを設定します）。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コールルーティング(Call Routing)] > [電話
番号(Directory Number)]メニューオプションを使用して、必要な設定を実行します。
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次の図に、ラインアピアランスに対して録音を有効にする方法を示します。

図 119：ラインアピアランスに対する録音の有効化

[録音] ソフトキーまたはプログラム可能な回線キーをデバイステンプ
レートに追加する（オプション）

Cisco IPデバイスからユーザが録音を開始および停止できるようにするためには、[録音]ソフト
キーまたはプログラム可能な回線キーをデバイステンプレートに追加します。

[録音]ソフトキーを追加するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバ
イス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]メ
ニューオプションを使用して、非標準のソフトキーテンプレートを作成または変更します。コー

ル状態が接続時のためのソフトキーレイアウトを設定して、選択されたソフトキーリストに [録
音]ソフトキーを含めます。

プログラム可能な回線キーの録音を追加するには、Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [電話ボタンテンプレート(Phone
Button Template)]メニューオプションを使用します。ボタンテンプレート名、機能、およびラベ
ルを入力します。

録音プロファイルの作成

[デバイスの設定(Device Setting)]プルダウンメニューから、録音プロファイルを作成します。
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録音プロファイル名、録音コーリングサーチスペース、および録音接続先アドレスを入力しま

す。

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページの [デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [録音プロファイル(Recording Profile)]メニューオプションを使用して、必要な設定を
実行します。

次の図に、録音プロファイルの作成方法を示します。

図 120：録音プロファイルの作成

録音用の SIP プロファイルを作成する（オプション）
録音用の SIPプロファイルを作成します。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページの
[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [SIPプロファイル(SIP Profile)]メニューオ
プションを使用して、必要な設定を実行します。

[会議ブリッジIDの配信(Deliver ConferenceBridge Identifier)]チェックボックスをオンにすると、SIP
トランクを介して追加情報（特に、会議ブリッジを識別するb番号）をレコーダに送信できます。
このチェックボックスをオフのままにした場合、リモート会議の遠端側情報は空のままです。

[会議ブリッジIDの配信(Deliver Conference Bridge Identifier)]チェックボックスをオンにする場合
は、リモートクラスタの SIPプロファイルに対してもオンにします。

録音のためにこのチェックボックスをオンにする必要はありませんが、会議ブリッジを使用す

るコールを録音する場合は、会議ブリッジ IDがレコーダの更新に役立ちます。録音用の新し
い SIPプロファイルを作成しない場合は、標準 SIPプロファイルを使用できます。

（注）
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SIPプロファイルの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニスト
レーションガイド』を参照してください。

次の図に、録音用の SIPプロファイルの作成方法を示します。

図 121：録音用の SIP プロファイルの作成

レコーダをポイントする SIP トランクの作成
レコーダをポイントする SIPトランクを作成します。

レコーダの DNを入力します。この DNは、SIPトランク用のルートパターン、またはレコーダ
を含むルートリストと一致している必要があります。

録音用に設定した適切な SIPプロファイルを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの[デバイス(Device)] > [トランク(Trunk)]メ
ニューオプションを使用して、必要な設定を実行します。
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次の図に、レコーダをポイントする SIPトランクの作成方法を示します。

図 122：レコーダをポイントする SIP トランクの作成

レコーダ用のルートパターンの作成

レコーダの SIPトランク用のルートパターンを作成します。このパターンは、録音プロファイル
内の [録音接続先アドレス(Recording Destination Address)]と一致している必要があります。

レコーダをポイントする SIPトランクを選択するか、またはレコーダがメンバになっているルー
トリストを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コールルーティング(Call Routing)] > [ルー
ト/ハント(Route/Hunt)] > [ルートパターン(Route Pattern)]メニューオプションを使用して、必要な
設定を実行します。
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次の図に、レコーダ用のルートパラメータの作成方法を示します。

図 123：レコーダ用のルートパターンの作成

レコーダの冗長性の作成

多くのレコーダ（たとえば、NiceやWitnessのレコーダ）は、組み込みのプロキシ機能と冗長性
機能を備えています。

レコーダの冗長性を実現するには、次のメカニズムも使用できます。

• SIPトランクの設定において、レコーダの接続先アドレスに SRVレコードを使用します。

•冗長性とロードバランスのために複数のレコーダを使用します。レコーダごとにSIPトラン
クを作成します。また、ルートリストを作成し、個々の SIPトランクがメンバになっている
ルートグループを含めます。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [デバイス(Device)] > [トランク(Trunk)]メ
ニューオプションを使用して、必要な設定を実行します。
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次の図に、SIPトランクに対して SRVを有効にする方法を示します。

図 124：SIP トランクに対する SRV の有効化

モニタリングと録音のサービスパラメータの設定

この項では、コールモニタリング機能とコール録音機能に関連するサービスパラメータについて

説明します。

通知

次のサービスパラメータは、コールモニタリング機能とコール録音機能によって監視または録音

される側に通知トーンを再生する方法に影響します。

[Clusterwide Parameters (Feature - Call Recording)]

• Play Recording Notification Tone To Observed Target

• Play Recording Notification Tone To Observed Connected Parties

[Clusterwide Parameters (Feature - Monitoring)]

• Play Monitoring Notification Tone To Observed Target

• Play Monitoring Notification Tone To Observed Connected Parties

これらのサービスパラメータのデフォルト値は、[False]です。特定の通知トーンの再生を有効に
するには、各パラメータの値を [True]に変更する必要があります。

これらのサービスパラメータの詳細については、モニタリングと録音の通知トーン, （1089ペー
ジ）を参照してください。

コーデックの使用

G722、iLBC、および iSACコーデックの使用を有効または無効にするには、次のサービスパラ
メータを使用します。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
1107

モニタリングと録音

モニタリングと録音のサービスパラメータの設定



[Clusterwide Parameters (System - Location and Region)]

• G722 Codec Enabled

• iLBC Codec Enabled

• iSAC Codec Enabled

これらのサービスパラメータの詳細については、録音コールのコーデックの使用制限,（1090ペー
ジ）を参照してください。

ビルトインブリッジ

次のサービスパラメータは、電話機のビルトインブリッジを有効または無効にします。

[Clusterwide Parameters (Device - Phone)]

• Built-in Bridge Enable

このサービスパラメータの詳細については、モニタリングまたは録音を可能にするために IPPhone
の BIBをオンにする, （1098ページ）を参照してください。
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第 42 章

Multilevel Precedence and Preemption

この章では、適切に検証されたユーザが優先コールをかけられるようにするための、Multilevel
Precedence and Preemption（MLPP）サービスについて説明します。ユーザは必要に応じて、優先
順位の低いコールを差し替えることができます。

優先順位は、コールに関連付けられた優先レベルを意味します。プリエンプションは、優先順

位の高いコールがデバイスを使用できるように、現在ターゲットデバイスを使用している優先

順位の低いコールを終了させるプロセスを意味します。

認証されたユーザは、宛先ステーションへ、または完全にサブスクライブされた時分割多重

（TDM）トランクを介して、コールをプリエンプション処理することができます。この機能に
より、国家の非常事態やネットワークの機能低下など、ネットワークに負荷がかかっている場合

に、優先順位の高いユーザが重要な組織や担当者への通信を確実に行うことができます。

• MLPPの設定, 1109 ページ

• MLPP機能, 1111 ページ

• MLPP補足サービス, 1168 ページ

• Multilevel Precedence and Preemptionのシステム要件, 1174 ページ

• Multilevel Precedence and Preemptionのデバイスサポート状況の確認, 1175 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 1176 ページ

• MLPPのインストールおよびアクティブ化, 1179 ページ

• MLPPの設定, 1179 ページ

• Destination Code Control, 1181 ページ

MLPP の設定
Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）サービスを使用すると、適切に検証されたユーザが
優先コールをかけることができます。ユーザは必要に応じて、優先順位の低いコールを差し替え

ることができます。
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優先順位は、コールに関連付けられた優先レベルを意味します。プリエンプションは、優先順位

の高いコールがデバイスを使用できるように、現在ターゲットデバイスを使用している優先順位

の低いコールを終了させるプロセスを意味します。

認証されたユーザは、宛先ステーションへ、または完全にサブスクライブされた時分割多重（TDM）
トランクを介して、コールをプリエンプション処理することができます。この機能により、国家

の非常事態やネットワークの機能低下など、ネットワークに負荷がかかっている場合に、優先順

位の高いユーザが重要な組織や担当者への通信を確実に行うことができます。

次の手順を実行して、MLPPを設定します。

手順

ステップ 1 MLPPドメイン、リソースプライオリティネームスペースネットワークドメイン、およびリソー
スプライオリティネームスペースネットワークドメインリストを設定します。

ステップ 2 関連するデバイスがMLPPコールを発信できる共通デバイス設定を設定します。

ステップ 3 エンタープライズパラメータを設定して、MLPP通知とプリエンプションを有効にします。個々
のデバイスおよび共通デバイス設定内のデバイスでMLPPが [デフォルト(Default)]に設定されて
いる場合、これらのデバイスおよび共通デバイス設定にはMLLP関連のエンタープライズパラ
メータが適用されます。

ステップ 4 ユーザ（発信側および関連するデバイス）がMLPPを使用して優先コールをかけられるように、
パーティションとコーリングサーチスペース（CSS）を設定します。
Assured Services電話機には適用されません。

ステップ 5 MLPPコールのMLPP優先レベルとルートオプションを指定するルートパターン/ハントパイロッ
トを設定します。

Assured Services電話機には適用されません。

ステップ 6 MLPPコールのMLPP優先レベルとルートオプションを指定するトランスレーションパターンを
設定します。

Assured Services電話機には適用されません。

ステップ 7 MLPPコールのMLPPドメインを指定するゲートウェイを設定します。次のゲートウェイタイプ
が適用されます。

• Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイ

• Cisco Catalyst 6000 E1 VoIP Gateway

• Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP Gateway

• Cisco DE-30+ゲートウェイ

• Cisco DT-24+ゲートウェイ

• H.323ゲートウェイ

いくつかのゲートウェイタイプで、[MLPP通知(MLPP Indication)]と [MLPPプリエンプ
ション(MLPP Preemption)]を設定できます。

（注）
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ステップ 8 MLPPコールのMLPPドメインを指定する Cisco Unified IP Phoneを設定します。
いくつかの電話機タイプで、[MLPP通知(MLPP Indication)]と [MLPPプリエンプション
(MLPP Preemption)]を設定できます。

（注）

ステップ 9 MLPPコールをかける電話番号を設定します。

ステップ 10 MLPPコールをかけるユーザのユーザデバイスプロファイルを設定します。

ステップ 11 MLPPコールをかけるデバイスのデバイスプロファイルデフォルトを設定します。

ステップ 12 MLPPサービスが使用可能であることをユーザに通知します。

関連トピック

Multilevel Precedence and Preemption, （1109ページ）
MLPPのエンタープライズパラメータの設定, （1180ページ）

MLPP 機能
Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）サービスを使用すると、優先コールをかけることが
できます。適切に検証されたユーザは、優先順位の低いコールよりも優先順位の高いコールを優

先させることができます。認証されたユーザは、宛先ステーションへ、または完全にサブスクラ

イブされた TDMトランクを介して、コールをプリエンプション処理することができます。この
機能により、国家の非常事態やネットワークの機能低下など、ネットワークに負荷がかかってい

る場合に、優先順位の高いユーザが重要な組織や担当者への通信を確実に行うことができます。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）機能をサポートしているのは SCCP電話機のみで
す。 SIP電話機はMLPPをサポートしていません。

（注）

MLPPの設定および操作は、Assured Services SIP（AS-SIP）エンドポイントと他のMLPPエンドポ
イントデバイスで少し異なります。 AS-SIPエンドポイントは、リソースプライオリティヘッ
ダーを介して Unified CMに優先レベルを通知します。他のMLPPエンドポイントはダイヤルさ
れた番号パターンを使用して優先レベルを示します。この章に示す例の多くは、ダイヤルされた

番号を使用して優先順位を通知するMLPPの使用について説明しています。これらのエンドポイ
ントの操作および設定の違いについて理解するには、「Assured Services SIPエンドポイント」の
項を参照してください。

関連トピック

MLPPの用語, （1112ページ）
優先順位, （1113ページ）
エクゼクティブオーバーライド優先レベル, （1114ページ）
プリエンプション, （1117ページ）
ドメイン, （1117ページ）
リソースプライオリティネームスペースネットワークドメイン, （1118ページ）
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リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインリスト, （1120ページ）
ロケーションベースのMLPP, （1120ページ）
クラスタ間トランク経由のMLPP, （1125ページ）
MLPP優先順位パターン, （1125ページ）
MLPP通知対応, （1125ページ）
優先コールの設定, （1126ページ）
Alternate Party Diversion, （1127ページ）
MLPPプリエンプション対応, （1128ページ）
プリエンプションの詳細, （1129ページ）
MLPPアナウンス, （1154ページ）
優先順位パターン用のMLPP番号計画アクセス制御, （1157ページ）
MLPPトランク選択, （1159ページ）
MLPP階層設定, （1162ページ）
サービスパラメータの特別なトレース設定, （1163ページ）
優先コール用の CDRの録音, （1163ページ）
回線機能のインタラクション, （1163ページ）
コールの保存, （1165ページ）
自動代替ルーティング, （1165ページ）
MGCPと PRIプロトコル, （1166ページ）
セキュアなエンドポイントとセキュアな通信, （1166ページ）
MLPP優先順位と DSCP値のマッピング, （1166ページ）

MLPP の用語
MLPPサービスでは次の用語を使用します。

•コール：2人以上のユーザ間または 2つ以上のネットワークエンティティ間の音声、ビデ
オ、またはデータの接続。これは、番号をダイヤルするか、または定義済みのダイヤルプラ

ンに従って宛先にルーティングすることで実現されます。

•優先順位：コールに関連付けられた優先レベルを示します。

•プリエンプション：優先順位の低い既存のコールを終了させ、優先順位の高いコールにター
ゲットデバイスを使用させるプロセス。

•優先コール：最も低い優先レベルよりも高い優先レベルを持つコール。

• MLPPコール：優先レベルが確立された、設定中（つまり、アラート前）のコールまたは設
定済みのコール。

•アクティブなコール：接続が確立され、発信側と着信側がアクティブになったコール。

• MLPPドメイン ID：MLPPサブスクライバに関連付けられているデバイスとリソースの集合
を指定したもの。特定のドメインに属すMLPPサブスクライバが、同じドメインに属す別の
MLPPサブスクライバに優先コールをかけると、MLPPサービスは、着信側のMLPPサブス
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クライバの既存のコールを優先順位の高いコールに差し替えます。MLPPサービスは、異な
るドメイン間では使用できません。

•リソースプライオリティネームスペースネットワークドメイン：優先コールの際の SIPト
ランクの動作を指定するもので、既存コールを差し替えることができます。SIPシグナリン
グにおけるリソースプライオリティネームスペースネットワークドメインは、レガシー

TDMMLPPネットワークで使用されている ISDN優先の情報要素（IE）、および ISDNユー
ザ部（ISUP）の優先パラメータに似ています。リソースプライオリティネームスペース
ネットワークドメインは発信コールに含まれており、コールを SIPトランクに転送するため
のトランスレーションパターンまたはルートパターンに基づいています。着信コールに関

しては、ネットワークドメインがリソースプライオリティネームスペースネットワークド

メインリストに対して検証されます。このリストにネットワークドメインが存在しない場

合、コールは拒否され、417メッセージ（認識不能）が返されます。

•リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインリスト：設定済みのリソー
スプライオリティネームスペースネットワークドメインのリストで、着信コールの検証に

使用します。

• MLPP通知対応のデバイス：CiscoUnifiedCommunicationsManagerで、デバイスとCiscoUnified
Communications Managerによってデバイス制御プロトコルで優先順位とプリエンプションの
シグナリング手順がサポートされ、Cisco Unified Communications Managerシステムでそのよ
うに設定されているデバイス。

• MLPPプリエンプション対応のデバイス：Cisco Unified Communications Managerで、デバイ
スとCiscoUnifiedCommunicationsManagerによってデバイス制御プロトコルでプリエンプショ
ンのシグナリング手順がサポートされ、Cisco Unified Communications Managerシステムでそ
のように設定されているデバイス。 Cisco Unified Communications Managerは、このインター
フェイスでプリエンプションを開始できます。

優先順位

優先順位は、コールに関連付けられた優先レベルを示します。優先順位の割り当てはその場限り

のものであり、ユーザは自分がかけようとしているコールに優先レベルを適用するかしないかを

選択します。MLPPの優先順位は、コールアドミッション制御または拡張型緊急通報システム
（E911）とは関係していません。ユーザは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
の専用ダイヤルパターンによってMLPP要求を開始できます。発呼側（デバイスや回線など）に
関連付けられたコーリングサーチスペース（CSS）の設定によって、発呼側が優先順位パターン
をダイヤルして優先コールを発信できるかどうかが制御されます。

Defense Switched Network（DSN）および Defense Red Switched Network（DRSN）は、初期MLPP
配置用のターゲットシステムを示します。通常は、優先レベルをコールに割り当てるメカニズム

を適用しますが、Cisco Unified Communications Managerの管理ページでは、優先ダイヤルパター
ンやそのパターンへのアクセスを許可または制限するコーリングサーチスペースを定義すること

によって、任意のダイヤルプランに優先レベルを割り当てることができます。 DSNでは、スト
リングプレフィックス NPを使用して優先コールを要求できるようにダイヤルプランが定義され
ます。NPの Pは優先レベルの要求を示し、Nは事前設定されたMLPPへのアクセス番号を示しま
す。優先順位は次のとおりです。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
1113

Multilevel Precedence and Preemption
優先順位



•エクゼクティブオーバーライド

•フラッシュオーバーライド

•フラッシュ

•即時

•プライオリティ

•ルーチン

優先順位を呼び出さなければ、システムは通常のコール処理と自動転送を使用してコールを処理

します。

デフォルトの割り当てまたはエクステンションモビリティでユーザプロファイルが電話機に割り

当てられている場合、電話機は、ユーザに関連付けられた CSSを含め、割り当てられたユーザの
設定を継承します。ただし、電話機のCSSはユーザプロファイルを上書きできます。CiscoUnified
Communications Managerは、パターンが一致した場合に、ダイヤルされたパターンに関連する優
先レベルをコールに割り当てます。システムは、割り当てられた優先レベルで、コール要求を優

先コールとして設定します。

ある宛先に対して優先コールが発信されると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、優先コー
ルの発信元または宛先のいずれかがMLPP通知対応である場合に、発信元と宛先の両方に優先順
位のインジケータを送信します。発信元の場合、このインジケータは、優先順位呼び戻し音と、

デバイスで表示がサポートされている場合はコールの優先レベルまたはドメインの表示で示され

ます。宛先の場合、このインジケータは、優先順位呼び出し音と、デバイスで表示がサポートさ

れている場合はコールの優先レベルまたはドメインの表示で示されます。

エクゼクティブオーバーライド優先レベル

最高の優先レベルとしてエクゼクティブオーバーライド優先レベルが指定されています。エクゼ

クティブオーバーライド優先レベルが優先順位の低いコールを差し替えるときに、エクゼクティ

ブオーバーライドコールはその優先レベルをフラッシュオーバーライド（次に高いレベル）に

変更するため、後続のエクゼクティブオーバーライドコールは最初の優先コールを差し替えるこ

とができます。

エクゼクティブオーバーライド優先コールの差し替えには、Executive Override Call Preemptable
サービスパラメータを [True]に設定する必要があります。このサービスパラメータを [False]に
設定すると、エクゼクティブオーバーライド優先コールはその優先レベルを保持するため、差し

替えることができません。
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以下の図に、2つのエクゼクティブオーバーライド優先コールの例を示します。一方は差し替え
が可能で、もう一方は差し替えができません。

図 125：エクゼクティブオーバーライド優先コールの例

この例では、Cisco Unified Communications Managerインストール 1の Executive Override Call
Preemptableサービスパラメータには [False]が指定されていますが、Cisco Unified Communications
Managerインストール 2では、Executive Override Call Preemptableサービスパラメータに [True]が
指定されています。

ONAは T1 PRI 4ESSトランクを通して、インストール 1からインストール 2の DNAへのエクゼ
クティブオーバーライド優先コールを開始します。 DNAが応答し、コールが接続されます。

インストール 1で、ONBがエクゼクティブオーバーライド優先コールを使用して ONAにコール
しようとすると、インストール 1ではエクゼクティブオーバーライドコールを差し替えることが
できないため、ONBはブロックされた優先権アナウンス（BPA）を受信します。 ONBがエクゼ
クティブオーバーライド優先コールを使用して DNAにコールしようとすると、インストール 2
ではエクゼクティブオーバーライドコールを差し替えることができるため、ONAとDNAの間の
コールは差し替えられます。同様に、エクゼクティブオーバーライド優先コールを使用してDNB
が DNAをコールすると、後続のエクゼクティブオーバーライド優先コールは ONAと DNAの間
のコールを差し替えます。

エクゼクティブオーバーライド優先コールの設定

以下の図に、エクゼクティブオーバーライド優先コールが行われた場合のイベントの例を示しま

す。

図 126：エクゼクティブオーバーライド優先コールの設定

この例では、電話機 1000がオフフックになり、9*1001をダイヤルします（ルートパターン
9*XXXX設定にはエクゼクティブオーバーライドが指定されています）。
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発信元では、この優先コールが成功すると、Cisco Unified Communications Managerはユーザへの
呼び戻し音を再生する信号を Cisco Unified IP Phoneに送ります。 Cisco Unified IP Phone 1000が
MLPP通知対応の場合、優先の呼び戻し音が再生されます。これ以外の場合は、通常の呼び戻し
音が再生されます。

優先コールが接続できない場合、Cisco Unified IP Phone 1000がMLPP通知対応であれば、ブロッ
クされた優先権アナウンス（BPA）が再生されます。これ以外の場合は、通常のリオーダー音が
再生されます。

宛先では、エクゼクティブオーバーライド優先コールが Cisco Unified IP Phone 1001に正しく提供
されると、デバイスで可聴呼び出し音を生成する信号が Cisco Unified Communications Managerに
よって宛先に送信されます。 Cisco Unified IP Phone 1001がMLPP通知対応の場合、優先の呼び戻
し音が再生されます。これ以外の場合は、通常の呼び出し音が再生されます。

また、電話機 1001がMLPP通知対応である場合は、Cisco Unified IP Phone 1001に優先情報（フ
ラッシュオーバーライド優先コールアイコンなど）が表示されます。これ以外の場合は、優先

情報は表示されません。

PRI 4ESS インターフェイス間のエクゼクティブオーバーライド優先コール
以下の図に、PRI4ESSインターフェイス間のエクゼクティブオーバーライド優先コールの例を示
します。

図 127：PRI 4ESS インターフェイス間のエクゼクティブオーバーライド優先コール

Cisco Unified Communications Managerでは、PRI 4ESSインターフェイス間のエクゼクティブオー
バーライド優先コールを処理する際、PRI 4ESS UUIEを介した優先レベル以外は、他の優先コー
ルの処理に使用する方法と同じ方法を使用します。

User-to-Userを介した優先情報が渡されるのは、[サービスパラメータ設定(Service Parameter
Configuration)]ウィンドウ上の [User-to-User IE Status]が [True]になっており、[ゲートウェイの設
定(Gateway Configuration)]ウィンドウの [UUIEを介した優先レベルの通知(Passing Precedence Level
Through UUIE)]が選択されている場合に限られます。
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DRSN への PRI 4ES UUIE ベースの MLPP インターフェイス
Cisco Unified Communications Managerは、PRI 4ESS UUIEフィールド経由でMLPP情報を渡すこ
とができるようになりました。以前のリリースのCiscoUnifiedCommunicationsManagerは、Defense
Switched Network（DSN）スイッチに接続するために、ANSI T1.619a仕様に従って開発された PRI
インターフェイス用のMLPPを提供しました。DefenseRedSwitchNetwork（DRSN）スイッチは、
ANSI T1.619aベースのMLPPをサポートしていませんが、UUIEを使用することで PRI 4ESSイン
ターフェイス上のMLPPをサポートしています。

プリエンプション

プリエンプションプロセスは、優先順位の高いコールがデバイスを使用できるように、現在ター

ゲットデバイスを使用している優先順位の低いコールを終了させます。プリエンプションには、

プリエンプション処理されるユーザへの通知とそれに対する受信応答、およびプリエンプション

の直後とコールの終了前の共有リソースの予約が含まれます。プリエンプションは、どのメソッ

ドが起動するかに応じて、次のいずれかの形式をとります。

•ユーザアクセスチャネルプリエンプション：このタイプのプリエンプションは、電話機お
よびその他のエンドユーザデバイスに適用されます。また、着信側のユーザアクセスチャ

ネルを差し替える必要がある場合に、着信側と接続先の両方がプリエンプション通知を受信

し、既存のMLPPコールがすぐにクリアされます。着信側は、優先順位の高いコールが実行
される前に、プリエンプションに受信応答する必要があります。その後、着信側には新規

MLPPコールが提供されます。着信側がプリエンプションに受信応答しない場合、優先順位
の高いコールは 30秒後に実行されます。

•共通ネットワークファシリティプリエンプション：このタイプのプリエンプションはトラ
ンクに適用されます。このタイプのプリエンプションは、ネットワークリソースがコール

で混雑しており、このうちの一部のコールの優先順位が、発呼側が要求しているコールより

も低くなっていることを意味します。 1つまたは複数の優先順位の低いコールが、優先順位
の高いコールに差し替えられます。

既存のコールを差し替えるためにコールが使用するすべてのデバイスでプリエンプションが有

効になっていることを確認してください。発信側と着信側のデバイス（電話機）でプリエン

プションが有効になっているだけでは不十分なので、コールに使用されるゲートウェイでもプ

リエンプションが有効になっていることを確認してください。

（注）

ドメイン

MLPPドメインは、MLPPサブスクライバに関連付けられたデバイスとリソースの集合を指定し
たものです。特定のドメインに属すMLPPサブスクライバが、同じドメインに属す別のMLPPサ
ブスクライバに優先コールをかけると、MLPPサービスは、着信側のMLPPサブスクライバの既
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存のコールを優先順位の高いコールに差し替えます。MLPPサービスは、異なるドメイン間では
使用できません。

発信ユーザによるMLPPドメインへの加入によって、コールのドメインとその接続が決まります。
あるドメイン内の優先順位の高いコールだけが、同じドメイン内のコールが使用している接続を

差し替えることができます。

管理者は Cisco Unified Communications Managerの管理ページに、ゼロ以上の 16進数でドメインを
入力します。

リソースプライオリティネームスペースネットワークドメイン

リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインにより、SIPトランクを使用する
Voice over Secured IP（VoSIP）ネットワーク向けのネームスペースドメインを設定できるように
なります。 Cisco Unified Communications Managerが SIPシグナル化されたリソースに優先順位を
付けることによって、電話回線、IP帯域幅、およびゲートウェイに緊急事態や輻輳が発生した場
合にこれらのリソースが最も効率的に利用されます。エンドポイントは、優先順位やプリエンプ

ションに関する情報を受信します。これは、RFC 4411および RFC 4412に基づいて行われます。

SIPシグナリングは、リソースプライオリティヘッダーを含みます。リソースプライオリティ
ヘッダーは、レガシー TDMMLPPネットワークで使用されている ISDN優先の情報要素（IE）、
および ISDNユーザ部（ISUP）の優先パラメータに似ています。リソースプライオリティヘッ
ダーは、RFC 3261 (Section 20.26)のプライオリティヘッダーと関連していますが、同一ではあり
ません。

RFC 3261プライオリティヘッダーは、エンドポイントに対する SIP要求の重要度を示します。
たとえば、このヘッダーには、モバイルデバイスおよびアシスタントへのコールルーティング、

およびコールの接続先がビジーである場合のコール受理に関する決定事項が表示されます。 RFC
3261プライオリティヘッダーは、PSTNゲートウェイまたはプロキシのリソースの使用には影響
を及ぼしません。

RFC 3261プライオリティヘッダーでは任意の値がアサートされますが、ネームスペースネット
ワークドメインのResource Priorityヘッダーフィールドは認証の対象になります。Resource Priority
ヘッダーフィールドは、IPルータの転送動作、またはパケット転送プライオリティなどの通信リ
ソースの使用に対して、直接的な影響を与えません。

発信メッセージにおける RFC 4411および RFC 4412リソースプライオリティヘッダーは、コー
ルを SIPトランクに転送するトランスレーションパターンまたはルートパターンに基づいていま
す。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定されたエンドポイントでコールが
終端している場合は、着信コールがリソースプライオリティネームスペースネットワークドメ

インのリストで検証されます。

次のメッセージには、Resource Priorityヘッダーが含まれています。

• INVITE

• UPDATE

• REFER
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以下は、最優先事項（値は 4）を示すリソースプライオリティヘッダーを含む INVITEメッセー
ジの例です。

INVITE sip:6000@10.18.154.36:5060 SIP/2.0Via: SIP/2.0/TCP
10.18.154.44;branch=z9hG4bK1636ee4aRemote-Party-ID: “Raleigh - 5001"
<sip:5001@10.18.154.44>;party=calling;screen=yes;privacy=offFrom: “Raleigh
- 5001"
<sip:5001@10.18.154.44>;tag=936ad6ec-4d3c-4a42-a812-99ac56d972e1-14875646To:
<sip:6000@10.18.154.36>Date: Mon, 21 Mar 2005 14:39:21 GMTCall-ID:
1d13800-23e1dc99-4c-2c9a12ac@172.18.154.44Supported:
100rel,timer,replacesRequire: resource-priorityMin-SE: 1800User-Agent:
Cisco-CCM5.0Allow: INVITE, OPTIONS, INFO, BYE, CANCEL, ACK, PRACK, UPDATE,
REFER, SUBSCRIBE, NOTIFYCSeq: 101 INVITEContact:
<sip:5001@10.18.154.44:5060;transport=tcp>Expires: 180Allow-Events:
presence, dialog,
kpmlCall-Info:<sip:10.18.154.44:5060>;method=”NOTIFY;Event=telephone-event;Duration=500”Resource-Priority:
namespace.4
Max-Forwards: 70Content-Type: application/sdpContent-Length:
269v=0o=CiscoSystemsCCM-SIP 2000 1 IN IP4 10.18.154.44s=SIP Callc=IN IP4
10.18.154.45t=0 0m=audio 19580 RTP/AVP 0 101a=rtpmap:0
PCMU/8000a=ptime:20a=rtpmap:101 telephone-event/8000a=fmtp:101 0-15

また、デフォルトのリソースプライオリティネームスペースネットワークドメインを SIPプロ
ファイルに追加して、誤って設定された着信のネームスペースネットワークドメインを処理する

際に使用することもできます。

トランスレーションパターンとルートパターンの番号分析がサポートされています。（注）

次の補足サービスがサポートされています。

•プレシデンスコール待機

•コール転送

•自動転送

•三者通話

次のヘッダー、マッピング、およびキューイングはサポートされていません。

• Accept-Resource-Priorityヘッダー

• PRACKおよび ACKへの RPヘッダーの挿入

•ネームスペースの間での優先順位のマッピング

•コールキューイング、およびその他のMLPP以外のサービス
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リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインリス

ト

リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインリストは、許容可能なネット

ワークドメインを含んでおり、SIPプロファイルに追加されます。許容可能なネットワークドメ
インがこのリストに含まれている場合、着信コールはこのリストと比較された上で処理されます。

着信コールが有効でない場合は、コールは拒否され、417エラー応答（不明）が発呼側に送信さ
れます。

ロケーションベースの MLPP
CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、SkinnyClient Control Protocolの電話機とTDM（PRI/CAS）
トランクでのMLPPをサポートしています。 Cisco Unified Communications Managerは、ワイドエ
リアネットワーク（WAN）リンク上のMLPPもサポートしています。ロケーションベースのコー
ルアドミッション制御（CAC）は、Cisco Unified Communications ManagerのWANリンクの帯域
幅を管理します。優先順位の高いコールを接続する必要がある場合、拡張されたロケーションで

は、コールの優先レベル、および低い優先レベルのコールの差し替えが考慮されます。

ロケーションの拡張とは、優先コールが着信し、そのコールを宛先のロケーションに接続する十

分な帯域幅が見つからない場合に、Cisco Unified Communications Managerが優先レベルの最も低
い 1つ以上のコールを探して、コールを差し替え、優先順位の高いコールに利用できる帯域幅を
確保することです。差し替え処理を行っても帯域幅の要件を満たすことができないと、新しい

コールは失敗します。

優先順位ベースの MLPP プリエンプション
8.6よりも前のリリースでは、Cisco Unified Communications Managerは、新しい要求より優先順位
が低いレベルのコールをランダムに選択してプリエンプション処理をしていました。優先レベル

がルーチンおよびプライオリティの 2つの既存のコールがあり、このロケーションにフラッシュ
コールが着信した場合、Cisco Unified Communications Managerは、ルーチンコールまたはプライ
オリティコールをプリエンプション処理する可能性があります。リリース 8.6以降では、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerは、常に、プライオリティコールよりも前にルーチンコールをプ
リエンプション処理します。

プリエンプション非対応番号の設定

リリース 10.0以降では、特定のダイヤル番号をプリエンプション非対応として指定できます。

プリエンプション非対応番号を設定するには、[MLPPプリエンプション(MLPP Preemption)]の [無
効(Disabled)]チェックボックスをオンにしてトランスフォーメーションパターンを作成し、これ
らをパーティションに配置します。次に、このようなパーティションのすべてを CSS（たとえ
ば、NonPreemptionCSS）にインポートして、Non-Preemption Pattern CSSサービスパラメータでそ
の CSSを選択します（[システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]）。
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ロケーションベースのMLPPを機能させるには、MLPP Exception Levelサービスパラメータ
を選択する必要があります。

（注）

プリエンプション非対応番号機能の制限は、次のとおりです。

•クラスタ間のシナリオでプリエンプション非対応機能を想定したとおりに機能させるには、
すべての CUCMにプリエンプション非対応番号が設定されている必要があります。プリエ
ンプション非対応ステータスは、異なるクラスタのCallManager間で信号は送信されません。

•たとえば、Ph_A --------------CUCM_1-----------T1CAS--------------CUCM_2--------------------Ph_B
のようなMGCP T1CASを含むシナリオでは、T1-CASを通じて異なる Cisco Unified
Communications Managersの電話機間でコールが発信される場合、受信側の Cisco Unified
Communications Managersは発呼側番号を持ちません。これは、発呼側番号が Cisco Unified
CommunicationsManagerでサポートされておらず、T1CASプロトコルでも不要なためです。
つまり、受信側で発呼側番号のプリエンプション非対応性を確認することはできません。

• FXOシナリオでは、Cisco Unified Communications Managerが接続先のマッチングを開始した
可能性がある受信番号を送信した後で、ゲートウェイは発呼側番号のみを送信します。この

ため、発呼側番号は継続状態の間だけ更新されます。つまり、このシナリオでも同様に、発

呼側番号のプリエンプション非対応状態を確認することはできません。

•オーバーラップ送信シナリオでは、最初のダイヤル番号が一致するとすぐにオーバーラップ
送信がルート上で有効化され。ルートパターンのみだった場合は、CiscoUnifiedCommunications
Managerが接続先としてゲートウェイに反応します。したがって、設定がゲートウェイに送
信されて、ゲートウェイはダイヤルトーンを生成します。ダイヤルされた残りのすべての

番号はゲートウェイ間で処理を行うゲートウェイに送信されるため、Cisco Unified
Communications Managerでは（最初のダイヤル番号以外の）残りのすべての番号を把握でき
ず、受信側番号のプリエンプション非対応ステータスを確認することはできません。

CAC コール状態ベースの MLPP プリエンプション
同じロケーションに 2つのコールがあり、優先順位が同じで、使用するメディアタイプ（オー
ディオまたはビデオ）も同じ場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、すでに完了したコー
ルを選択する前に、設定段階にあるコールをプリエンプション処理します。

ロケーションCACは帯域幅をカウントするので、メディアが確立されたときに、帯域幅が使用さ
れます。そのため、Cisco Unified Communications Managerは、コール設定が完了したと見なしま
す。

プリエンプション処理するコール数の最小化

優先レベルとコール状態が同じで、使用するメディアタイプ（オーディオまたはビデオ）が同じ

コールでは、Cisco Unified Communications Managerは、プリエンプション処理するコールの数を
最小限に抑えようとします。つまり、Cisco Unified Communications Managerは、少ない帯域幅の
コールを複数選択するのではなく、大きい帯域幅のコールを 1つ選択します。
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優先レベルの高いコールが選択される場合、Cisco Unified Communications Managerは、常に、
低い優先レベルのコールをプリエンプション処理します。このルールは、優先レベルの高い

コールが必要な帯域幅を満たす場合でも適用されます。

（注）

各コールは、異なるロケーションの 2つのデバイスに接続するため、各ロケーションで、コール
がプリエンプション処理されます。たとえば、あるロケーションで、フラッシュコールがプリエ

ンプション処理され、他のロケーションでは、プライオリティコールがプリエンプション処理さ

れない場合もあります。プリエンプションコールの例については、ロケーションベースのプリエ

ンプション, （1133ページ）を参照してください。

帯域幅の割り当てまたは調整時のビデオコールのプリエンプション処理

Cisco Unified Communications Manager 8.6(1)以降では、新しい要求に対する帯域幅が十分にないと
きに、高い優先レベルのコールのビデオ帯域幅を割り当てまたは調整する場合、低い優先レベル

のビデオコールをプリエンプション処理します。ビデオコールをプリエンプション処理する場

合、Cisco Unified Communications Managerは、コールをクリアして、プリエンプション処理され
るパーティに対してプリエンプショントーンを再生します。

アナンシエータまたは保留音に割り当てられる帯域幅のプリエンプション処理

Cisco Unified Communications Manager 8.6(1)以降では、コールのプリエンプション処理を行うとき
に、アナンシエータまたは保留音（MOH）に割り当てられる帯域幅をプリエンプション処理しよ
うとします。メディアリソース帯域幅が優先レベルの高いコールで必要な場合、アナンシエータ

またはMOHが削除されるだけでなく、コール全体がクリアされます。アナンシエータまたは
MOHがコールに挿入される場合、たとえば、MLPPコールの保留音や呼び出し音を再生する、プ
リエンプション処理を行う、リオーダー音を再生する場合、メディアがストリーミングされます。

そのため、Cisco Unified Communications Managerは、接続されるコールを考慮して、同じ優先レ
ベルのすべての警告コールの後にコールをプリエンプション処理します。ただし、アナンシエー

タまたはMOHが要求されたが、メディアユーザロケーションまたはメディアリソースロケー
ションのいずれでも十分な帯域幅が使用できない場合、アナンシエータまたはMOHの要求は失
敗し、Cisco Unified CommunicationsManagerは、アナンシエータまたはMOHの他のコールをプリ
エンプション処理しません。

プリエンプション処理されるすべてのコールと同様、これらのコールに割り当てられる帯域幅は、

すぐに解放され、別のコールに割り当てられます。アナンシエータがプリエンプショントーン、

またはコールを切断させる他のトーンで再生される場合、帯域幅がすでに解放されている場合で

も、コールはしばらく再生されます。つまり、Cisco Unified Communications Managerが、プリエ
ンプショントーンまたはリオーダー音に使用するアナンシエータを選択する場合、帯域幅は、

コールが完全にクリアされる前に、しばらくの間、オーバーサブスクライブ（オーバーバジェッ

ト）になる可能性があります。
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最大帯域幅の使用

Cisco Unified Communications Manager 8.6(1)以降では、ロケーションに設定されている最大帯域幅
が使用されます。これにより、コールが再開または転送されるときにコールがクリアされる可能

性があります。また、新しい帯域幅要求が発生し、帯域幅がオーバーサブスクライブになると、

複数のコールがクリアされることもあります。ロケーションの最大帯域幅を使用するには、サー

ビスパラメータ Locations-based Maximum Bandwidth Enforcement Level for MLPP Callsおよび
Locations-based MLPP Enableを [Strict Enforcement]に設定する必要があります。

Locations-based Maximum Bandwidth Enforcement Level for MLPP Callsサービスパラメータの値が
[Lenient]から [Strict]に変更されると、コールが、割り当てられる最大帯域幅より多くなることが
あります。ただし、Cisco Unified Communications Managerは、割り当て範囲内の帯域幅を使用す
るためのコールのプリエンプション処理を、すぐには実行せず、同じタイプのオーディオまたは

ビデオコールで新しい帯域幅が要求されたときに実行します。プリエンプション処理が発生する

と、1つの可能性として、帯域幅使用率と最大割り当て数に大きな差が生じることがあります。

オーバーサブスクライブ状態でのプリエンプションを処理する場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、最も低い優先レベルのコールから、すべての既存のコールを考慮します。このプリ
エンプションは帯域幅要求によりトリガーされますが、プリエンプション処理されるコールは、

要求側コールより優先レベルが高いことがあります。

サービスパラメータ Locations-based Maximum Bandwidth Enforcement Level for MLPP Callsは、ロ
ケーションの帯域幅使用率を設定された最大数内に制限するかどうかを決定します。

サービスパラメータの詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレー
ションガイド』のロケーションベースのプリエンプション,（1133ページ）を参照してください。

帯域幅調整時のオーディオコールのプリエンプション処理

Cisco Unified Communications Managerは、着信側の対応、共有回線の保留と再開、転送、その他
の機能のインタラクションの場合と同様に、コールが着信側に提供された後で帯域幅使用率が変

わった場合、オーディオコールの帯域幅を調整します。 Cisco Unified Communications Manager
は、他のコールをプリエンプション処理しようとしますが、可能な場合、プリエンプション処理

されるコールの帯域幅が十分にない場合でも、新しい帯域幅要求の処理を許可します。

サービスパラメータ Enforce Maximum Bandwidth for MLPPが [True]に設定されている場合、
帯域幅要求が失敗し、コールがクリアされます。要求側コールは、原因コードおよびプリエ

ンプショントーンが同じ他のロケーションプリエンプションとしてプリエンプション処理さ

れるかのように、クリアされます。

（注）

コールレッグの結合後の帯域幅の更新

Cisco Unified Communications Manager 8.6(1)よりも前は、実際の帯域幅使用率は正確に反映されて
いませんでした。たとえば、ユーザ Bがユーザ Aおよびユーザ Cを転送する場合、プライマリ
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コール（Aおよび B）に予約されている帯域幅は割り当てられますが、セカンダリコール（Bお
よび C）に予約されている帯域幅は解放されていました。

Cisco Unified Communications Manager 8.6(1)以降は、結合操作の直後に帯域幅が更新されます。こ
れにより、コールの正しい帯域幅使用率が反映されます。帯域幅が更新されると、2つのコール
レッグに割り当てられる既存の帯域幅が保持されます。一度メディアが接続されると、Cisco
Unified CommunicationsManagerは、正しい帯域幅使用率に合わせて調整します。つまり、帯域幅
が結合操作の後に更新されると、コールレッグの一方でビデオの帯域幅が予約され、もう一方で

オーディオの帯域幅が予約されることがあります。この場合、帯域幅予約のタイプが2つあるコー
ルが存在することになりますが、メディア接続後、帯域幅は正しい使用率に合わせて調整されま

す。

帯域幅の更新では、どちらのロケーションでも追加の帯域幅が必要ないので、Cisco Unified
Communications Managerはコールをプリエンプション処理しません。

（注）

コールのリダイレクト時の帯域幅の更新

この項では、発呼側と着信側を新しい宛先にリダイレクトするときに帯域幅がどのように予約さ

れるかについて説明します。

発呼側の新しい宛先へのリダイレクト

Cisco Unified Communications Managerが発呼側を新しい宛先にリダイレクトする場合、IP Phone B
に予約されている帯域幅は、Cisco Unified Communications ManagerがIP Phone Cの帯域幅を予約し
ようとするときに解放されます。

IP Phone Cで予約に失敗した場合、IP Phone Bの帯域幅が再び割り当てられます。即転送障害な
ど、Aから Bへのコールが復元される場合、Aから Bへのコールの帯域幅が正しく反映されま
す。

CFNA障害など、Aから Bへのコールが復元されない場合、IP Phone Bの呼び出し音が停止した
場合でも、IP Phone Aと IP Phone Bの両方の帯域幅は割り当てられたままになります。両方の IP
Phoneの帯域幅は、IP Phone Aがコールを切断すると解放されます。

着信側の新しい宛先へのリダイレクト

着信側をリダイレクトする場合、Cisco Unified Communications Managerは、新しい宛先を呼び出
す前に、元の着信側の 2倍の帯域幅を予約します。 2倍の帯域幅を予約できるだけの帯域幅がな
い場合、リダイレクト操作は失敗します。CiscoUnified CommunicationsManager 8.6(1)以降では、
Cisco Unified Communications Managerは、新しい着信側の帯域幅を予約するときに、元の着信側
の帯域幅予約（IP Phone B）を再使用します。ただし、リダイレクトアクションが成功し、IP
Phone Aおよび IP Phone Dが同じロケーションにある場合、Cisco Unified Communications Manager
では、両方の IP Phoneの帯域幅が必要になります。
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Phone Dの新しい宛先の予約に失敗した場合、元の着信側に予約されている既存の帯域幅が再び
割り当てられます。元の着信側および発呼側のコールが復元されると、発呼側および元の着信側

の帯域幅予約が保持されます。

新しい宛先の予約が失敗し、元の Aから Bへのコールが復元されない場合、IP Phone Aおよび IP
Phone Bの両方の帯域幅が解放されます。

クラスタ間トランク経由の MLPP
Cisco Unified Communications Managerは、クラスタ間トランク経由のMLPP優先順位とプリエン
プションをサポートしています。ダイヤルした数値によって優先レベルを通知します。ロケー

ションコールアドミッション制御メカニズムは、プリエンプションを制御します。アナウンス

とMLPP原因コードも、クラスタ間トランク経由で使用できます。

MLPP 優先順位パターン
MLPP優先順位パターンを設定するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの
[トランスレーションパターンの設定(Translation Pattern Configuration)]ウィンドウにアクセスしま
す。このウィンドウでは、次のMLPP優先順位パターンを使用できます。

•エクゼクティブオーバーライド（最高）

•フラッシュオーバーライド

•フラッシュ

•即時

•プライオリティ

•標準（最低）

•デフォルト（優先レベルが変更されないことを意味します）

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参
照してください。

MLPP 通知対応
MLPP通知対応のデバイスには次の特徴があります。

• MLPP通知対応のデバイスは、プリエンプショントーンを再生できます。

• MLPP通知対応のデバイスは、アナウンスサーバが生成するMLPPプリエンプションアナウ
ンスを受信できます。

• MLPP通知対応のデバイスは、プリエンプションを受信できます。
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デバイスを設定してMLPP通知を有効にするには、各デバイスの設定ウィンドウを使用します。
各デバイスの [MLPP通知(MLPP Indication)]フィールドで、値を [オン(On)]に設定します。

デバイスのMLPP通知設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニ
ストレーションガイド』を参照してください。

優先コールの設定

優先コールの設定では、次の一連のイベントが発生します。

1 ユーザが電話機をオフフックにして優先コールをダイヤルします。コールパターンはNP-XXX
を指定しています。ここで、Nは優先アクセス番号を示し、Pはコールの優先レベルを示しま
す。

2 発呼側は、コールの処理中に特別な優先順位呼び戻し音と優先順位表示を受信します。

3 着信側は、優先コールを示す特別な優先順位呼び出し音と優先順位表示を受信します。

例

ユーザ 1000がユーザ 1001に優先コールをかけます。そのために、ユーザ 1000は 90-1001などの
優先コールパターンをダイヤルします。

コールが処理されると、発呼側の Cisco Unified IP Phoneが優先順位呼び戻し音と優先順位表示を
受信します。着信側が優先コールに受信応答すると、着信側の Cisco Unified IP Phoneは、優先順
位呼び出し音（特別な呼び出し音）と優先順位表示を受信します。

クラスタ間トランクの間での優先コールの設定

以下の図に、クラスタ間トランクの間での優先コールに使用できる設定例を示します。クラスタ

間トランクの間には、優先情報要素のサポートは存在しないため、追加ディジットを転送するこ

とで優先情報を送信します。優先情報の送信を実行するには、両方のクラスタでダイヤルプラン

を適切に設定する必要があります。

図 130：クラスタ間トランクの間での優先コールの設定例
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この例では、1000は 92-2000をダイヤルします。これは両方のクラスタの適切な優先順位パター
ンに一致しており、優先コールを設定します。

Alternate Party Diversion
Alternate Party Diversion（APD）は、特別なタイプの自動転送から構成されます。ユーザが APD
に設定されている場合は、通話中または応答のない電話番号（DN）に優先コールがかけられたと
きに APDが実行されます。

MLPP APDは優先コールだけに適用されます。MLPP APDコールは、優先コールの DN無応答時
転送の設定を無効にします。

通常、優先コールは、Use Standard VM Handling For Precedence Callsエンタープライズパラメータ
の値で制御されるので、ボイスメールシステムには転送されません。詳細については、MLPPの
エンタープライズパラメータの設定, （1180ページ）を参照してください。

APDを設定するために、管理者は、MLPP優先コールのターゲットとなる電話番号の [電話番号の
設定(DirectoryNumber Configuration)]ウィンドウで [MLPP代替パーティの設定(MLPPAlternate Party
Settings)]を設定します。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニスト
レーションガイド』を参照してください。

例

以下の図に、着信側が優先コールを受信し、AlternatePartyDiversionの発信先が設定されている場
合の Alternate Party Diversionを示します。

図 131：Alternate Party Diversion の例

この例では、発呼側がユーザ1000に優先コールをかけます。着信側の1000には話中転送（CFB）
用に 2000が設定され、Call Forward Alternate Party（CFAP）用に 1001が設定されています。この
図には、この例の他のすべてのユーザの CFB設定と CFAP設定が示されています。
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1000が優先コールを受信したときに通話中である場合、コールはユーザ 2000に送信されます。
ユーザ 2000も通話中である場合、コールはユーザ 3000に送信されます。ユーザ 2000もユーザ
3000もコールに応答しない場合、コールはユーザ 1001に送信されます。つまり、コールは、元
の着信側に関連する話中転送ユーザに対して指定された代替パーティではなく、元の着信側に対

して指定された代替パーティに送信されます。

同様に、ユーザ1001が通話中でコールに応答しない場合、コールはユーザ5000に転送されます。
ユーザ 5000が通話中である場合、コールはユーザ 6000に転送されます。ユーザ 5000もユーザ
6000もコールに応答しない場合、コールはユーザ 1001の代替パーティであるユーザ 1002に転送
されます。ユーザ 1002が通話中で応答しない場合、コールはユーザ 1002の代替パーティである
ユーザ 1003に転送されます。

MLPP プリエンプション対応
MLPPプリエンプションを有効にするには、プリエンプション機能のあるデバイスでプリエンプ
ションを明示的に設定します。

プリエンプションの受信

プリエンプションが無効になっているデバイス（[MLPPプリエンプション(MLPPPreemption)]値が
[無効(Disabled)]に設定されているデバイス）は、MLPPネットワークで優先コールを受信できま
すが、そのデバイス自体をプリエンプション処理することはできません。プリエンプションが無

効になっているデバイスは（別のデバイスで）、差し替えられたコールに接続できます。この場

合、デバイスはプリエンプションを受信します。

プリエンプション対応

デバイスでプリエンプションを有効にするには、デバイスの [MLPPプリエンプション(MLPP
Preemption)]値を [強制(Forceful)]または [デフォルト(Default)]に設定します。デバイスの [MLPP
プリエンプション(MLPP Preemption)]値が [強制(Forceful)]に設定されている場合、システムは、
その独自のインターフェイスでデバイスをプリエンプション処理することができます。つまり、

デバイスは、優先コールがデバイスリソースについて競合している場合にプリエンプション処理

を受けることができます。

デバイスの [MLPPプリエンプション(MLPPPreemption)]設定が [デフォルト(Default)]である場合、
デバイスは共通デバイス設定から [MLPPプリエンプション(MLPPPreemption)]設定を継承します。
デバイスの共通デバイス設定の [MLPPプリエンプション(MLPPPreemption)]設定が [強制(Forceful)]
である場合や、共通デバイス設定の [MLPPプリエンプション(MLPP Preemption)]設定が [デフォル
ト(Default)]でMLPP Preemption Settingエンタープライズパラメータ値が [Forceful Preemption]で
ある場合、デバイスは有効なプリエンプションを継承します。

デバイスを設定してMLPPプリエンプションを有効にするには、各デバイスの設定ウィンドウを
使用します。各デバイスの [MLPPプリエンプション(MLPP Preemption)]フィールドで、値を [強
制(Forceful)]または [デフォルト(Default)]に設定します。
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デバイスのMLPPプリエンプション設定の詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

プリエンプションの詳細

次の種類のプリエンプションが存在します。

•ユーザアクセスプリエンプション

•共通ネットワークファシリティプリエンプション

•ロケーションベースのプリエンプション

ユーザアクセスプリエンプション

低いレベルの優先コールがすでにアクティブであるユーザに優先コールを行う場合、ユーザアク

セスプリエンプションが実行されます。いずれのコールも同じMLPPドメインに存在します。
このタイプのプリエンプションは、Cisco Unified Communications Manager MLPPシステムで Cisco
Skinny Client Control Protocolが制御するMLPP通知対応の電話機に対して使用できます。プリエ
ンプションは、優先コール要求が検証された場合や、要求されたコールの優先順位が宛先のMLPP
プリエンプション対応の電話機で接続されている既存のコールの優先順位よりも高い場合に実行

されます。コール処理は、プリエンプショントーンを使用して接続先にプリエンプションを通知

し、アクティブなコールをリリースします。着信側は電話を切ることによってプリエンプション

に応答し、新規MLPPコールを取得します。

ユーザアクセスプリエンプションで実行される一連のステップを理解するために、次の例を参照

してください。

例

以下の図は、ユーザアクセスプリエンプションの例を示しています。

図 132：ユーザアクセスプリエンプションの例
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このユーザアクセスプリエンプションの例では、次の一連のイベントが発生します。

1 ユーザ 1000がユーザ 1001に優先レベルがフラッシュオーバーライドの優先コールをかけ、
ユーザ 1001がそれに応答します。この例では、ユーザ 1000が優先コールをかけるために
90-1001をダイヤルします。

2 ユーザ 1002が 9*-1001をダイヤルしてユーザ 1001に優先コールをかけます。このコールの優
先レベルはエクゼクティブオーバーライドであるため、アクティブな優先コールよりも優先順

位の高いコールになります。

3 ユーザ 1001にコールが送信されると、発呼側は優先順位表示を受信（つまり、エクゼクティ
ブオーバーライド表示ではなく、フラッシュオーバーライド表示）し、既存の優先順位の低

いコールのユーザはどちらもプリエンプショントーンを受信します。

4 プリエンプションを実行するために、優先順位の低いコールのユーザ（ユーザ 1000とユーザ
1001）が電話を切ります。

5 優先順位の高いコールがユーザ 1001に送信され、ユーザ 1001は優先順位呼び出し音を受信し
ます。発呼側であるユーザ 1002は、優先順位呼び戻し音を受信します。

このインスタンスでは別個のプリエンプションが実行されます。優先順位の高いコールの宛先で

はないユーザに対しては、再利用以外のプリエンプション処理が実行されます。このインター

フェイスではプリエンプションは実行されないので、このデバイスでプリエンプションが有効で

ある必要はありません。優先順位の高いコールの宛先であるユーザに対しては、再利用のプリエ

ンプション処理が実行されます。このインターフェイスではプリエンプションが実行されるの

で、このデバイスでプリエンプションが有効であることを確認してください。

User Access Channel Nonpreemptable
エンドユーザデバイスはMLPP通知対応として設定できますが、MLPPプリエンプション対応と
しては設定できません。この場合、電話機は（特別なプリエンプショントーンと呼び出し音を使

用して）MLPP通知を生成できますが、CiscoUnified CommunicationsManagerのデバイス制御プロ
トコルではプリエンプションがサポートされていません。管理者は、CiscoUnifiedCommunications
Managerの管理ページがプリエンプション処理をサポートしている場合でも、電話機でプリエン
プション処理を無効にすることもできます。

以前から、ユーザアクセスデバイス（電話機）では、複数の同時コールを処理するメカニズムが

制限されているか、まったくありませんでした。コール待機機能でも、多数の電話機および関連

するスイッチには、ユーザが同じ回線で複数のコールを同時に管理できるようなメカニズムはあ

りません。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページでは、コール待機機能を効果的に拡張し、Cisco
Unified IP Phone 7940、7942、7945、7960、7962、7965および 7975のユーザにこの機能を提供し
ています。これらの Cisco Unified IP Phoneには、ユーザが Cisco Unified Communications Manager
システムとインターフェイスする際に複数の同時コールを適切に制御するためのユーザインター

フェイスが含まれています。この拡張機能を使用すると、ユーザがすでに他のコールを管理して

いる場合でも、これらのタイプの電話機に送信されたすべての優先コールにコール待機機能を適

用できます。ユーザが優先コールを受信すると、宛先の電話機のユーザは、優先順位の低いコー

ルを単にリリースするだけでなく、既存のコールをどう処理するかを決定できます。これらのデ
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バイスのユーザに対して、Cisco Unified Communications Managerの管理者は、Cisco Unified
Communications Managerでこの機能を利用するために、デバイスを非MLPPプリエンプション対
応として設定できます。

共通ネットワークファシリティプリエンプション

共通ネットワークファシリティプリエンプションは、MLPPシステムでトランクなどのネット
ワークリソースに適用されます。共通ネットワークファシリティでプリエンプションが行われ

ると、既存のコールのユーザすべてがプリエンプションの通知を受信し、既存の接続がすぐに切

断されます。新規コールは、新しい着信側への特別な通知なしで、プリエンプション処理される

ファシリティを使用して通常どおり設定されます。ターゲットMGCPゲートウェイプラット
フォーム上の PRIトランクと T1-CASトランクは、Cisco Unified CommunicationsManagerでこのタ
イプのプリエンプションをサポートします。

プリエンプションは、優先コール要求が検証された場合や、要求されたコールの優先順位が宛先

のMLPPプリエンプション対応のトランクを介した既存のコールの優先順位よりも高く、トラン
クが完全に使用中である（つまり、コールをそれ以上処理できない）場合に実行されます。コー

ル処理は、優先順位の低いコールを特定し、接続されたユーザに PRIトランクインターフェイス
のプリエンプションを通知し、後続の使用のためにチャネルを予約し、選択された優先順位の低

いコールを切断します。システムは予約されたチャネルを使用して、プリエンプションを起動し

た優先コール用にゲートウェイを介して接続を確立します。

共通ネットワークファシリティプリエンプションで実行される一連のステップについては、次の

例を参照してください。

例 1

以下の図は、共通ネットワークファシリティプリエンプションの例を示しています。

図 133：共通ネットワークファシリティプリエンプションの例

この共通ネットワークファシリティプリエンプションの例では、次の一連のイベントが発生しま

す。
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1 ユーザ 1000がユーザ 2000に優先レベルがフラッシュオーバーライドの優先コールをかけ、
ユーザ 2000がそれに応答します。この例では、ユーザ 1000が優先コールをかけるために
90-2000をダイヤルします。優先レベルがフラッシュオーバーライドのフラッシュコールは
アクティブを指定します。

コールは、2つのゲートウェイが完全にサブスクライブされた TDMトランクを定義する共通
ネットワークファシリティを使用します。

2 ユーザ 1001は次に、9*-2001をダイヤルしてユーザ 2001に優先順位の高い（エクゼクティブ
オーバーライド）コールをかけます（フラッシュコールがゲートウェイ A上で最も優先順位
の低いコールであることと、ユーザ 1000とユーザ 1001が同じMLPPドメイン内にあることを
想定しています）。

ゲートウェイ Aでプリエンプションが実行され、ゲートウェイ Aが再利用のためプリエンプ
ション処理されます。このインターフェイスではプリエンプションが実行されるので、このデ

バイスでプリエンプションが有効であることを確認する必要があります。ゲートウェイ Bも
再利用のためプリエンプション処理されますが、このインターフェイスではプリエンプション

は実行されないので、このデバイスでプリエンプションを有効にする必要はありません。

ユーザ 1000とユーザ 2000の両方がプリエンプショントーンを受信します。どちらのデバイ
スも再利用のためのプリエンプション処理はされず、これらのインターフェイスではプリエン

プションは実行されないので、これらのデバイスでプリエンプションを有効にする必要はあり

ません。

この例では、ほとんどすべてのイベントが即時に発生します。共通ネットワークファシリティ

プリエンプションを実行するために、ユーザが電話を切る必要はありません。

例 2

以下の図に、リトライタイマー Trrのある共通ネットワークファシリティプリエンプションの例
を示します。リトライタイマー Trrは、あるチャネルでプリエンプションが成功しなかった場合
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に別のチャネルでプリエンプションを再試行するメカニズムを提供します。このタイマーは、

TDMトランクだけに適用されます。

図 134：リトライタイマー Trr のある共通ネットワークファシリティプリエンプションの例

このリトライタイマー Trrのある共通ネットワークファシリティプリエンプションの例では、次
の一連のイベントが発生します。

1 優先順位がフラッシュオーバーライドの着信コールが PRIトランクデバイスに到着します。

着信コールによってチャネル 3のプリエンプションが起動しますが、リトライタイマー Trrで
指定された時間内に応答がありません。

2 リトライタイマー Trrが時間切れになります。

チャネル 3でプリエンプションが実行されます。

3 このプリエンプションによって応答が行われ、チャネル 1で優先コールが発信されます。

ロケーションベースのプリエンプション

次の例では、ロケーションベースのプリエンプションについて説明します。
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例 1

次の例では、別のデバイスで新しいコールとロケーション優先コールが実行されます。この種類

のロケーションベースのプリエンプションの例については、以下の図を参照してください。

図 135：別のデバイスにおけるロケーションベースのプリエンプション

この例では、ロケーションベースのプリエンプションのシナリオについて説明します。この例に

は、3種類のロケーションが存在します。

•リモートロケーション 0（RL0）には電話機 Aがあり、160Kの帯域幅が使用可能

•リモートロケーション 1（RL1）には電話機 Bと電話機 Cがあり、80Kの帯域幅が使用可能

•リモートロケーション 2（RL2）には電話機 Dがあり、240Kの帯域幅が使用可能

次の一連のイベントが順に発生します。

1 Aはプライオリティ優先レベルでBへのコールを行い、このコールがアクティブになります。
使用可能な帯域幅として、RL0では 80K、RL1では 0K、RL2では 240Kが指定されています。

2 Dは、即時優先レベルで Cにコールします。 RL1の帯域幅が足りず、Dのコールの優先順位
が高いため、Dのコールは Aと Bの間のコールを差し替えます。

3 Dと Cの間のコールが実行されます。使用可能な帯域幅として、RL0では 160K、RL1では
0K、RL2では 160Kが指定されています。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
1134

Multilevel Precedence and Preemption
プリエンプションの詳細



例 2

次の例では、同一のデバイスで新しいコールとロケーション優先コールが実行されます。この種

類のロケーションベースのプリエンプションの例については、以下の図を参照してください。

図 136：同一デバイスでのロケーションベースのプリエンプション

この例では、ロケーションベースのプリエンプションのシナリオについて説明します。この例に

は、3種類のロケーションが存在します。

•リモートロケーション 0（RL0）には電話機 Aがあり、160Kの帯域幅が使用可能

•リモートロケーション 1（RL1）には電話機 Bがあり、80Kの帯域幅が使用可能

•リモートロケーション 2（RL2）には電話機 Dがあり、240Kの帯域幅が使用可能

次の一連のイベントが順に発生します。

1 Aはプライオリティ優先レベルでBへのコールを行い、このコールがアクティブになります。
使用可能な帯域幅として、RL0では 80K、RL1では 0K、RL2では 240Kが指定されています。

2 Dは、即時優先レベルで Bにコールします。 RL1の帯域幅が足りず、Dのコールの優先順位
が高いため、Dのコールは Aと Bの間のコールを差し替えます。

3 Bはまずプリエンプショントーンを受信して、次に [終了]ソフトキーが表示されます。

4 Bは、[終了]ソフトキーを押し、電話を切るか、タイムアウトするまで待ちます。DからBへ
のコールはBに送信されます。DからBへのコールを実行すると、使用可能な帯域幅は、RL0
では 160K、RL1では 0K、RL2では 160Kです。

例 3

次の例では、優先レベルに基づいた基本的なMLPPプリエンプションについて説明します。

ロケーションに次のコールが存在します。

エクゼクティブオーバーライド：

•コール 1、80 kbps
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•コール 2、8 kbps

フラッシュオーバーライド：

•コール 3、8 kbps

•コール 4、8 kbps

フラッシュ：

•コール 5、8 kbps

•コール 6、8 kbps

即時：

•コール 7、8 kbps

•コール 8、8 kbps

プライオリティ：

•コール 9、8 kbps

•コール 10、8 kbps

ルーチン：

•コール 11、8 kbps

•コール 12、8 kbps

このロケーションではこれ以上の帯域幅を使用できません。

このロケーションで 80 kbps帯域幅を必要とする新しいエクゼクティブオーバーライドコールが
試行されます。この場合、コール 3～ 12がプリエンプション処理されます。

例 4

次に、Cisco Unified Communications Managerが複数の下位優先レベルのコールと 1つの上位優先
レベルのコールをプリエンプション処理する例について説明します。

ロケーションに次のコールが存在します。

エクゼクティブオーバーライド：

• NA

フラッシュオーバーライド：

• NA

フラッシュ：

•コール 1、80 kbps
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•コール 2、8 kbps

即時：

•コール 3、8 kbps

•コール 4、8 kbps

•コール 5、8 kbps

•コール 6、8 kbps

•コール 7、8 kbps

•コール 8、8 kbps

プライオリティ：

•コール 9、8 kbps

•コール 10、8 kbps

ルーチン：

•コール 11、8 kbps

このロケーションではこれ以上の帯域幅を使用できません。

このロケーションで 80 kbps帯域幅を必要とする新しいエクゼクティブオーバーライドコールが
試行されます。この場合、Cisco Unified Communications Managerは、コール 2で使用できる帯域
幅が十分にあるため、コール 2～ 11をプリエンプション処理します。コール 1には十分な帯域幅
があります。

例 5

次の例に、Cisco Unified Communications Managerがエクゼクティブオーバーライドまたは下位優
先レベルのコールを他のコールの前にプリエンプション処理する方法について説明します。

ロケーションに次のコールが存在します。

エクゼクティブオーバーライド：

•コール 1、80 kbps

•コール 2、8 kbps

フラッシュオーバーライド：

•コール 3、80 kbps

•コール 4、8 kbps

フラッシュ：

•コール 5、8 kbps
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•コール 6、8 kbps

即時：

•コール 7、8 kbps

•コール 8、8 kbps

プライオリティ：

•コール 9、8 kbps

•コール 10、8 kbps

ルーチン：

•コール 11、8 kbps

このロケーションではこれ以上の帯域幅を使用できません。

このロケーションで 80 kbps帯域幅を必要とする新しいエクゼクティブオーバーライドコールが
試行されます。この例では、Cisco Unified Communications Managerはコールと、コール 5～ 11を
プリエンプション処理します。

例 6

次に、Cisco Unified Communications Managerが、最小の帯域幅で最大の帯域幅をプリエンプショ
ン処理する例について説明します。

ロケーションに次のコールが存在します。

フラッシュ：

•コール 3、80 kbps

•コール 4、8 kbps

•コール 5、8 kbps

•コール 6、8 kbps

このロケーションではこれ以上の帯域幅を使用できません。

このロケーションで 8 kbps帯域幅を必要とする新しいエクゼクティブオーバーライドコールが試
行されます。この例では、Cisco Unified Communications Managerは、コール 4、5、6のいずれか
1つをプリエンプション処理します。

例 7

次の例では、優先レベルに基づいたプリエンプションについて説明します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 100 kbpsです。
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地域コーデックは、最大オーディオビットレート 64 kbpsを指定します。

IP Phone Aおよび IP Phone Bは、ロケーション Hub Noneにあり、IP Phone Xおよび IP Phone Y
は、ロケーション LOC-BR1にあります。

1 IP Phone A（ロケーションHub None）が、IP Phone X（ロケーション LOC-BR1）をコールしま
す。コールは、ルーチン優先レベルで発信されます。 LOC-BR1では使用できるオーディオ帯
域幅が十分にあるので、コールは、IP Phone Xの警告を開始し、対応されます。

2 IP Phone B（ロケーション Hub None）が、IP Phone Y（ロケーション LOC-BR1）をコールしま
す。コールは、プライオリティ優先レベルで発信されます。

3 セカンドコールを完了するために使用できる帯域幅は十分になく、セカンドコールが最初の

コールより高い優先順位で発信されているので、最初のコールがプリエンプション処理されま

す。

4 IP Phone Bおよび IP Phone Y間のコールは完了し、IP Phone Aおよび IP Phone X間のコールは
クリアされます。

例 8

次の例は、プリエンプション処理されないエクゼクティブオーバーライドコールについて説明し

ます。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 100 kbpsです。

地域コーデックは、最大オーディオビットレート 64 kbpsを指定します。

サービスパラメータ Executive Override Call Preemptableは [False]に設定されます。

IP Phone Aおよび IP Phone Bは、ロケーション Hub Noneにあり、IP Phone Xおよび IP Phone Y
は、ロケーション LOC-BR1にあります。

1 IP Phone A（ロケーションHub None）が、IP Phone X（ロケーション LOC-BR1）をコールしま
す。コールは、エクゼクティブオーバーライド優先レベルで発信されます。LOC-BR1では使
用できるオーディオ帯域幅が十分にあるので、コールは、IP Phone Xの警告を開始し、対応さ
れます。

2 IP Phone B（ロケーション Hub None）が、IP Phone Y（ロケーション LOC-BR1）をコールしま
す。コールは、エクゼクティブオーバーライド優先レベルで発信されます。

3 セカンドコールを完了するために使用できる帯域幅が十分にないので、拒否されます。

4 IP Phone Bおよび IP Phone Y間のコールは拒否されます。

例 9

次の例は、エクゼクティブオーバーライドコールのプリエンプション処理について説明します。
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設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 100 kbpsです。

地域コーデックは、最大オーディオビットレート 64 kbpsを指定します。

サービスパラメータ Executive Override Call Preemptableは [True]に設定されます。

IP Phone Aおよび IP Phone Bは、ロケーション Hub Noneにあり、IP Phone Xおよび IP Phone Y
は、ロケーション LOC-BR1にあります。

1 IP Phone A（ロケーションHub None）が、IP Phone X（ロケーション LOC-BR1）をコールしま
す。コールは、エクゼクティブオーバーライド優先レベルで発信されます。LOC-BR1では使
用できるオーディオ帯域幅が十分にないので、コールは、IP Phone Xの警告を開始し、対応さ
れます。

2 IP Phone B（ロケーション Hub None）が、IP Phone Y（ロケーション LOC-BR1）をコールしま
す。コールは、エクゼクティブオーバーライド優先レベルで発信されます。

3 セカンドコールを完了するために使用できる帯域幅が十分になく、Executive Override Call
Pre-emptableサービスパラメータが [True]に設定されているので、最初のコールは、プリエン
プション処理されます。

4 IP Phone Bおよび IP Phone Y間のコールは完了し、IP Phone Aおよび IP Phone X間のコールは
クリアされます。

例 10

次に、Cisco Unified Communications Managerが帯域幅に基づいてコールプリエンプションを選択
する例を示します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 140 kbpsです。

地域コーデックは、最大オーディオビットレート 64 kbpsを指定します。

LOC-BR1には、次のコールが含まれます。

•フラッシュオーバーライド優先レベルのコール 1。接続され、LOC-BR1で 80 kbps（G.711）
を使用します。

•フラッシュオーバーライド優先レベルのコール 2。接続され、LOC-BR1で 80 kbps（G.711）
を使用します。

•フラッシュオーバーライド優先レベルのコール 3。接続され、LOC-BR1で 80 kbps（G.711）
を使用します。

IP Phone Bは、ロケーション Hub Noneにあり、IP Phone Yは、ロケーション LOC-BR1にありま
す。

1 IP Phone B（ロケーション Hub None）が、IP Phone Y（ロケーション LOC-BR1）をコールしま
す。コールは、エクゼクティブオーバーライド優先レベルで発信され、地域コーデックは、

64 kbpsオーディオビットレートを指定します。
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2 コールを完了するために使用できる帯域幅が十分にないので、コール3は、プリエンプション
処理されます。

3 IP Phone Bおよび IP Phone Y間のコールは完了します。

例 11

次に、十分な帯域幅を取得できないため Cisco Unified Communications Managerがコールをプリエ
ンプション処理しない例について説明します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 140 kbpsです。

地域コーデックは、最大オーディオビットレート 64 kbpsを指定します。

LOC-BR1には、次のコールが含まれます。

•フラッシュオーバーライド優先レベルのコール 1。接続され、LOC-BR1で 80 kbps（G.711）
を使用します。

•フラッシュ優先レベルのコール 2。接続され、LOC-BR1で 24 kbps（G.729）を使用します。

•フラッシュ優先レベルのコール 3。接続され、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）を使用します。

IP Phone Bは、ロケーション Hub Noneにあり、IP Phone Yは、ロケーション LOC-BR1にありま
す。

1 IP Phone B（ロケーション Hub None）が、IP Phone Y（ロケーション LOC-BR1）をコールしま
す。コールは、フラッシュオーバーライド優先レベルで発信され、地域コーデックは、64kbps
オーディオビットレートを指定します。

2 コールを完了するために使用できる帯域幅が十分になく、コールをプリエンプション処理でき

ないので、IP Phone Bおよび IP Phone Y間のコールは拒否されます。

例 12

次に、CiscoUnifiedCommunicationsManagerが、可能な限り、必要な帯域幅だけをプリエンプショ
ン処理する例について説明します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 140 kbpsです。

地域コーデックは、最大オーディオビットレート 64 kbpsを指定します。

LOC-BR1には、次のコールが含まれます。

•フラッシュ優先レベルのコール 1。接続され、LOC-BR1で 80 kbps（G.711）を使用します。

•フラッシュ優先レベルのコール 2。接続され、LOC-BR1で 24 kbps（G.729）を使用します。

•フラッシュ優先レベルのコール 3。接続され、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）を使用します。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
1141

Multilevel Precedence and Preemption
プリエンプションの詳細



IP Phone Bは、ロケーション Hub Noneにあり、IP Phone Yは、ロケーション LOC-BR1にありま
す。

1 IP Phone B（ロケーション Hub None）が、IP Phone Y（ロケーション LOC-BR1）をコールしま
す。コールは、フラッシュオーバーライド優先レベルで発信され、地域コーデックは、24kbps
オーディオビットレートを指定します。

2 コールを完了するために使用できる帯域幅が十分にないので、コール2は、プリエンプション
処理されます。

3 IP Phone Bおよび IP Phone Y間のコールは完了します。

例 13

次に、すべてのコールがアラートを発生しているときに Cisco Unified Communications Managerが
最小数のコールをプリエンプション処理する例について説明します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 140 kbpsです。

地域コーデックは、最大オーディオビットレート 64 kbpsを指定します。

LOC-BR1には、次のコールが含まれます。

•フラッシュ優先レベルのコール 1。アラートを発生し、LOC-BR1で 24 kbps（G.729）を使用
します。

•フラッシュ優先レベルのコール 2。アラートを発生し、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）を使用
します。

•フラッシュ優先レベルのコール 3。アラートを発生し、LOC-BR1で 80 kbps（G.711）を使用
します。

IP Phone Bは、ロケーション Hub Noneにあり、IP Phone Yは、ロケーション LOC-BR1にありま
す。

1 IP Phone B（ロケーション Hub None）が、IP Phone Y（ロケーション LOC-BR1）をコールしま
す。コールは、フラッシュオーバーライド優先レベルで発信され、地域コーデックは、24kbps
オーディオビットレートを指定します。

2 コールを完了するために使用できる帯域幅が十分にないので、コール1は、プリエンプション
処理されます。

3 IP Phone Bおよび IP Phone Y間のコールは完了します。

例 14

次に、CiscoUnifiedCommunicationsManagerが、同じ優先レベルで接続されているコールの前に、
アラートを発生しているコールをプリエンプション処理する例について説明します。
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設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 140 kbpsです。

地域コーデックは、最大オーディオビットレート 64 kbpsを指定します。

LOC-BR1には、次のコールが含まれます。

•フラッシュ優先レベルのコール 1。接続され、LOC-BR1で 80 kbps（G.711）を使用します。

•フラッシュ優先レベルのコール 2。アラートを発生し、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）を使用
します。

•フラッシュ優先レベルのコール 3。アラートを発生し、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）を使用
します。

IP Phone Bは、ロケーション Hub Noneにあり、IP Phone Yは、ロケーション LOC-BR1にありま
す。

1 IP Phone B（ロケーション Hub None）が、IP Phone Y（ロケーション LOC-BR1）をコールしま
す。コールは、フラッシュオーバーライド優先レベルで発信され、地域コーデックは、24kbps
オーディオビットレートを指定します。

2 コールを完了するために使用できる帯域幅が十分にないので、コール 2およびコール 3は、プ
リエンプション処理されます。

3 IP Phone Bおよび IP Phone Y間のコールは完了します。

例 15

次に、Cisco Unified Communications Managerが上位優先レベルのコールの前に下位優先レベルの
コールをプリエンプション処理する例について説明します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 140 kbpsです。

地域コーデックは、最大オーディオビットレート 64 kbpsを指定します。

LOC-BR1には、次のコールが含まれます。

•フラッシュオーバーライド優先レベルのコール 1。接続され、LOC-BR1で 80 kbps（G.711）
を使用します。

•フラッシュ優先レベルのコール 2。接続され、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）を使用します。

•フラッシュ優先レベルのコール3。接続され、アラートを発生し、LOC-BR1で16kbps（G.728）
を使用します。

•フラッシュ優先レベルのコール 4。アラートを発生し、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）を使用
します。

IP Phone Bは、ロケーション Hub Noneにあり、IP Phone Yは、ロケーション LOC-BR1にありま
す。
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1 IP Phone B（ロケーション Hub None）が、IP Phone Y（ロケーション LOC-BR1）をコールしま
す。コールは、エクゼクティブオーバーライド優先レベルで発信され、地域コーデックは、

24 kbpsオーディオビットレートを指定します。

2 コールを完了するために使用できる帯域幅が十分にないので、コール 3およびコール 4は、プ
リエンプション処理されます。

3 IP Phone Bおよび IP Phone Y間のコールは完了します。

例 16

次の例では、元の優先順位と見なされる保留音を受信するコールについて説明します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 140 kbpsです。

地域コーデックは、最大オーディオビットレート 64 kbpsを指定します。

LOC-BR1には、次のコールが含まれます。

•フラッシュ優先レベルのコール1。現在、保留音を受信していて（ロケーションLOC-BR1）、
LOC-BR1で 80 kbps（G.711）を使用します。

•フラッシュ優先レベルのコール 2。接続され、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）を使用します。

•フラッシュ優先レベルのコール 3。接続され、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）を使用します。

IP Phone Bは、ロケーション Hub Noneにあり、IP Phone Yは、ロケーション LOC-BR1にありま
す。

1 IP Phone B（ロケーション Hub None）が、IP Phone Y（ロケーション LOC-BR1）をコールしま
す。コールは、フラッシュ優先レベルで発信され、地域コーデックは、24 kbpsオーディオ
ビットレートを指定します。

2 コールを完了するために使用できる帯域幅が十分になく、コールをプリエンプション処理でき

ないので、IP Phone Bおよび IP Phone Y間のコールは拒否されます。

例 17

次の例では、保留音を受信していて、MOHのロケーションのプリエンプションのためにプリエン
プション処理されるコールについて説明します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 100 kbpsです。

LOC-BR1には、次のコールが含まれます。

•フラッシュ優先レベルのコール1。現在、保留音を受信していて（ロケーションLOC-BR1）、
LOC-BR1で 80 kbps（G.711）を使用します。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
1144

Multilevel Precedence and Preemption
プリエンプションの詳細



•フラッシュオーバーライド優先レベルのコール 2。接続され、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）
を使用します。

エクゼクティブオーバーライド優先レベルの新しいコールが、別のロケーションから LOC-BR1
に試行されます。ここでは、80 kbpsが要求されます。

LOC-BR1で使用できる帯域幅が十分にないので、コール 1は、MOHロケーションのプリエンプ
ションのためにプリエンプション処理されます。最初のMOHよりも前のコールもプリエンプショ
ン処理されます。

MOHおよびアナンシエータの挿入により、コールが下位優先レベルであっても、別のコール
がプリエンプション処理されることはありません。

（注）

例 18

次に、帯域幅が不十分なために呼び出し音の挿入が失敗する例について説明します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 100 kbpsです。

LOC-BR1には、次のコールが含まれます。

•フラッシュ優先レベルのコール 1。現在、LOC-BR1で 80 kbps（G.711）を使用しています。

•フラッシュオーバーライド優先レベルのコール 2。接続され、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）
を使用します。

フラッシュ優先レベルの新しいコールが、LOC-BR1から試行されます。ここでは、アナンシエー
タを LOC-BR1に挿入して呼び出し音を再生する必要があります。

使用できる帯域幅が十分にないので、要求は拒否され、アナンシエータは挿入されません。

例 19

次の例では、帯域幅が不十分なため、アナンシエータにより再生されるプリエンプショントーン

がプリエンプション処理される例について説明します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 120 kbpsです。

LOC-BR1には、次のコールが含まれます。

•フラッシュ優先レベルのコール 1。現在、プリエンプショントーンのアナンシエータ（ロ
ケーション LOC-BR1）を使用し、LOC-BR1で 80 kbps（G.711）を使用します。

•フラッシュオーバーライド優先レベルのコール 2。接続され、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）
を使用します。
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•フラッシュ優先レベルのコール 3。接続され、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）を使用します。

新しいコールは、LOC-BR1から別のロケーションに試行されます。コールは、80 kbps（G.711）
を要求し、フラッシュオーバーライド優先レベルを使用します。

LOC-BR1で使用できる帯域幅が不十分なため、プリエンプションコールを受信しているコール 1
が、選択され、プリエンプション処理されます（プリエンプショントーンの再生は終了します）。

例 20

次の例では、帯域幅が不十分なため、アナンシエータにより再生されるプリエンプショントーン

がプリエンプション処理される例について説明します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 120 kbpsです。

LOC-BR1には、次のコールが含まれます。

•フラッシュ優先レベルのコール 1。現在、プリエンプショントーンのアナンシエータ（ロ
ケーション LOC-BR1）を使用し、LOC-BR1で 80 kbps（G.711）を使用します。

•フラッシュオーバーライド優先レベルのコール 2。アラートを発生し、LOC-BR1で 16 kbps
（G.728）を使用します。

•フラッシュ優先レベルのコール 3。アラートを発生し、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）を使用
します。

新しいコールは、LOC-BR1から別のロケーションに試行されます。コールは、80 kbps（G.711）
を要求し、フラッシュオーバーライド優先レベルを使用します。

LOC-BR1で使用できる帯域幅が十分にないので、アラートを発生しているコール 3は、プリエン
プション処理され、プリエンプショントーンを受信しているコール 1は、トーンの再生を継続し
ます。

例 21

次の例では、発信側および受信側の両方でのプリエンプションについて説明します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 140 kbpsです。

ロケーション（LOC-BR2）の合計オーディオ帯域幅は 140 kbpsです。

システムには次のコールが存在します。

•通常優先レベルのコール 1。80 kbpsを使用して LOC-BR1から LOC-BR2に発信されます。

•新しいコールが、80 kbpsを使用して LOC-BR1から LOC-BR2にフラッシュプライオリティ
優先レベルで試行されます。

コール 1がプリエンプション処理され、新しいコールが許可されます。
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例 22

この例では、ビデオコールに 384 Kの帯域幅が必要です。ロケーションAでは、最大で 500 Kの
ビデオ帯域幅および 500 Kのオーディオ帯域幅を使用できます。

SIPトランクは、ロケーション Aのクラスタ 1にあります。

次の一連のイベントが順に発生します。

1 IPPhoneAが、プライオリティ優先レベルで、SIPトランクを介して、ビデオコールを IPPhone
Bに発信します。コールが対応され、ビデオが確立されます。

2 IP Phone Cが、フラッシュ優先レベルで、SIPトランクを介してビデオコールを IP Phone Dに
発信します。

3 Cから Dのビデオコールの帯域幅を予約する間、Cから Dのコールは、Aから Bのコールを
プリエンプション処理します。これは、Aから Bのコールの優先レベルが低く、Cから Dの
コールで 384 Kの帯域幅を必要とするためクラスタ 1のロケーション Aに Aから Bのコール
に使用できる帯域幅が十分にないためです。

4 Aから Bのコールはクリアされます。

例 23

この例では、ビデオコールに 384 Kの帯域幅が必要です。ロケーションAでは、最大で 500 Kの
ビデオ帯域幅および 500 Kのオーディオ帯域幅を使用できます。

SIPトランクは、ロケーション Aのクラスタ 1にあります。

次の一連のイベントが順に発生します。

1 IP Phone Aが、プライオリティ優先レベルで、SIPトランクを介して、コールを IP Phone Bに
発信します。

2 IP Phone Cが、フラッシュ優先レベルで、SIPトランクを介してコールを IP Phone Dに発信し
ます。

3 オーディオのメディアが、両方のコールに対して正常に確立されます。

4 Aから Bのコールが、IP Phone Bによりビデオコールにエスカレートされます。ビデオ接続
が正常に確立されます。

5 Cから Dのコールが、IP Phone Dによりビデオコールにエスカレートされます。メディアが
CからDのビデオに接続され、AからBのコールがプリエンプション処理されます。これは、
Aから Bの優先レベルが、Cから Dの優先レベルより低く、Aから Bのコールに保持できる
帯域幅がロケーション Aに十分にないためです。

6 Cから Dのビデオコールが、正常に確立されます。

例 24

この例では、新しいビデオコールには、768Kの帯域幅が必要で、既存のビデオコールには、384
Kの帯域幅が予約されています。ロケーション Aでは、最大で 400 Kのビデオ帯域幅および 400
Kのオーディオ帯域幅を使用できます。
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SIPトランクは、ロケーション Aにあります。

次の一連のイベントが順に発生します。

1 IP Phone Aが、プライオリティ優先レベルで、SIPトランクを介して、コールを IP Phone Bに
発信します。

2 IP Phone Cが、フラッシュ優先レベルで、SIPトランクを介してコールを IP Phone Dに発信し
ます。

3 オーディオのメディアが、両方のコールに対して正常に確立されます。

4 Aから Bのコールが、IP Phone Bによりビデオコールにエスカレートされます。ビデオ接続
が正常に確立されます。

5 CからDのコールが、IP PhoneDによりビデオコールにエスカレートされます。メディアが、
Cから Dのコールのビデオに接続されます。Cから Dのビデオコールで使用できる帯域幅が
十分にないので、Aから Bのコールはプリエンプション処理されません。

6 フロー制御が発生し、Cと Dとの間のコールはオーディオコールとして設定されます。

オーディオ帯域幅は、手順ロケーションベースのプリエンプション,（1133ページ）で説明さ
れているように、ビデオにエスカレートされるときに解放されます。プリエンプション処理が

実行できない場合、フロー制御が発生します。この時点でオーディオ帯域幅が使用できない

場合、オーディオ帯域幅はオーバーサブスクライブになります。

（注）

例 25

この例では、新しいビデオコールには、384Kの帯域幅が必要で、既存のビデオコールには、384
Kの帯域幅が予約されています。ロケーション Aでは、最大で 384 Kのビデオ帯域幅および 300
Kのオーディオ帯域幅を使用できます。

SIPトランクは、ロケーション Aにあります。

次の一連のイベントが順に発生します。

1 IP Phone Aが、プライオリティ優先レベルで、SIPトランクを介して、コールを IP Phone Bに
発信します。

2 IP Phone Cが、プライオリティ優先レベルで、SIPトランクを介してコールを IP Phone Dに発
信します。

3 オーディオのメディアが、両方のコールに対して正常に確立されます。

4 Aから Bのコールが、IP Phone Bによりビデオコールにエスカレートされます。ビデオ接続
が正常に確立されます。

5 CからDのコールが、IP PhoneDによりビデオコールにエスカレートされます。メディアが、
CからDのコールのビデオに接続されます。CからDのコールと同じ優先レベルなので、Aか
ら Bのコールはプリエンプション処理されません。
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6 CからDのビデオコールの帯域幅が十分にないので、フロー制御が発生し、CとDの間のコー
ルはオーディオコールとして設定されます。

例 26

この例では、ビデオコールに 384 Kの帯域幅が必要です。ロケーションAでは、最大で 200 Kの
ビデオ帯域幅および 200 Kのオーディオ帯域幅を使用できます。

SIPトランクは、ロケーション Aにあります。

次の一連のイベントが順に発生します。

1 IP Phone Aが、プライオリティ優先レベルで、SIPトランクを介して、コールを IP Phone Bに
発信します。

2 オーディオのメディアが正常に確立されます。

3 AからBのコールが、IP PhoneBによりビデオコールにエスカレートされます。メディアが、
Aから Bのコールのビデオに接続されます。Aから Bのビデオコールの帯域幅が十分にない
ので、プリエンプション処理されるコールはありません。フロー制御が発生し、Aと Bとの
間のコールはオーディオコールとして設定されます。

例 27

この例では、各ビデオコールに 384 Kの帯域幅が必要です。この例には、2種類のロケーション
が存在します。

•ロケーション A

•ロケーション B

ロケーションAでは、最大で 1500 Kのビデオ帯域幅および 400 Kのオーディオ帯域幅を使用でき
ます。

ロケーション Bでは、最大で 400 Kのビデオ帯域幅および 400 Kのオーディオ帯域幅を使用でき
ます。

IP Phone A、Cおよび Fは、クラスタ 1にあります。

IP Phone Bおよび Dは、クラスタ 2のロケーション Aにあります。

IP Phone Bには、クラスタ 2のロケーション Bの共有回線 B1があります。

IP Phone Eは、クラスタ 2のロケーション Bにあります。

次の一連のイベントが順に発生します。

1 IP Phone Aが、フラッシュ優先レベルで、SIPトランクを介して、ビデオコールを IP Phone B
に発信します。コールが対応され、ビデオが正常に確立されます。 IP Phone Cが、プライオ
リティ優先レベルで、SIPトランクを介してビデオコールを IP Phone Dに発信します。

2 Cから Dおよび Aから Bのビデオコールがアクティブになります。

3 IP Phone Fは、プライオリティ優先レベルで、SIPトランクを介して、IP Phone Eに対してビデ
オコールを発信します。 Fおよび E間のビデオコールがアクティブになります。
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4 IP Phone Bが、コールを保留し、Aから Bのコールのビデオが停止します。

5 B1（共有回線）は、フラッシュ優先レベルでコールを再開します。

6 Aから B1のコールより優先レベルが低いので、Fから Eのコールがプリエンプション処理さ
れます。 Fから Eのコールがクリアされます。

7 Aから B1のコールがアクティブになります。

例 28

この例では、各ビデオコールに 384 Kの帯域幅が必要です。ロケーション Aでは、最大で 500 K
のビデオ帯域幅および 500 Kのオーディオ帯域幅を使用できます。

IP Phone A、Cおよび Eは、ロケーション Aにあります。

次の一連のイベントが順に発生します。

1 IP Phone Aが、プライオリティ優先レベルで、SIPトランクを介して、オーディオコールを IP
Phone Bに発信します。コールが対応され、Aから Bのオーディオコールがアクティブにな
ります。

2 IP Phone Cが、プライオリティ優先レベルで、SIPトランクを介してビデオコールを IP Phone
Dに発信します。

3 Cから Dのコールがアクティブになります。

4 IP Phone Aが、IP Phone Eにコールを転送します（フラッシュコール）。

5 IP Phone Eが、コールに対応します。 IP Phone Aが、転送を完了して、Bから Eのビデオコー
ルが設定されます（フラッシュ優先レベル）。

6 Cから Dのコールがプリエンプション処理されます。

7 Bから Eのビデオコールがアクティブになります。

例 29

この例では、各ビデオコールに 384 Kの帯域幅が必要です。ロケーション Aでは、最大で 500 K
のビデオ帯域幅および 500 Kのオーディオ帯域幅を使用できます。

IP Phone A、Cおよび Eは、ロケーション Aにあります。

次の一連のイベントが順に発生します。

1 IP Phone Aが、プライオリティ優先レベルで、SIPトランクを介して、オーディオコールを IP
Phone Bに発信します。コールが対応され、Aから Bのオーディオコールがアクティブにな
ります。

2 IP Phone Cが、プライオリティ優先レベルで、SIPトランクを介してビデオコールを IP Phone
Dに発信します。

3 Cから Dのコールがアクティブになります。

4 IP Phone Aが、IP Phone Eにコールを転送します（フラッシュコール）。
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5 IP Phone Eが、コールに対応します。 IP Phone Aが、転送を完了して、Bから Eのビデオコー
ルが設定されます（フラッシュ優先レベル）。

6 Cから Dのコールがプリエンプション処理されます。

7 Bから Eのビデオコールがアクティブになります。

例 30

この例では、各ビデオコールに 384 Kの帯域幅が必要です。ロケーション Aでは、最大で 800 K
のビデオ帯域幅および 500 Kのオーディオ帯域幅を使用できます。

IP Phone A、Cおよび Eは、ロケーション Aにあります。

次の一連のイベントが順に発生します。

1 IP Phone Aが、プライオリティビデオコールを IP Phone Bに発信します。 IP Phone Bがコー
ルに対応し、ビデオが確立されます。

2 IP Phone Cが、フラッシュビデオコールを IP Phone Dに発信します。 IP Phone Dがコールに
対応し、ビデオが確立されます。

3 IP Phone Aが、Aから Bのコールを保留します。この時点では、Aから Bのビデオコールの
ビデオプールには、帯域幅は解放されません。

4 IP Phone Eが、フラッシュビデオコールを IP Phone Fに発信します。

5 ロケーション Aに十分な帯域幅がないので、Aから Bのコールがプリエンプション処理され
ます。

6 Eから Fのビデオコールがアクティブになります。

例 31

次の一連のイベントが順に発生します。

1 IP Phone Aが IP Phone Bにコールし、IP Phone Bがコールに対応します。

2 IP Phone Bが、IP Phone Cに打診転送します。

3 IP Phone Bが転送を完了します。

設定

Location-based Maximum Bandwidth Enforcement Level for MLPP Callsサービスパラメータは [Strict]
に設定され、LocationBasedMLPPPre-emptionサービスパラメータは [True]に設定されています。

サービスパラメータの詳細については、ロケーションベースのプリエンプション,（1133ページ）
を参照してください。

ロケーション 1（Loc1）およびロケーション 2（Loc2）間のコールでは、80 Kの帯域幅が必要で
す。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
1151

Multilevel Precedence and Preemption
プリエンプションの詳細



ロケーション 2（Loc2）およびロケーション 3（Loc3）間のコールでは、24 Kの帯域幅が必要で
す。

ロケーション 1（Loc1）およびロケーション 3（Loc3）間のコールでは、80 Kの帯域幅が必要で
す。

使用可能な合計帯域幅ロケーション

160 KLoc1

160 KLoc2

24 KLoc3

手順 1の後、IP Phone Aと IP Phone Cの間のコールに必要な帯域幅は、80 Kですが、使用できる
帯域幅は、24 Kだけです。 Cisco Unified Communications Manager 8.6(1)以降では、Location-based
Maximum Bandwidth Enforcement Level for MLPP Callsサービスパラメータが [Strict]に設定され、
Location Based MLPP Pre-emptionサービスパラメータが [True]に設定されている場合、コールが
クリアされます。

例 32

次に、複数のコールがプリエンプション処理されるが、新しいコールが失敗する例について説明

します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 140 kbpsです。

地域コーデックは、最大オーディオビットレート 64 kbpsを指定します。

LOC-BR1には、次のコールが含まれます。

フラッシュ優先レベルのコール 1。アラートを発生し、LOC-BR1で 24 kbps（G.729）を使用しま
す。

フラッシュ優先レベルのコール 2。アラートを発生し、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）を使用しま
す。

フラッシュ優先レベルのコール 3。アラートを発生し、LOC-BR1で 80 kbps（G.711）を使用しま
す。

IP Phone Bは、ロケーション Hub Noneにあり、IP Phone Yは、ロケーション LOC-BR1にありま
す。

次の一連のイベントが順に発生します。

1 ロケーション LOC-BR1のオーディオ帯域幅が 10 kbpsに変更されます。

2 IP Phone Bが、IP Phone Yをコールしようとします。

3 LOC-BR1のオーディオ帯域幅がオーバーサブスクライブの場合、コール 1～コール 3がプリ
エンプション処理されます。
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4 プリエンプション処理の後、IP Phone Bと IP Phone &との間の新しいコールを完了する帯域幅
が十分にないので、新しいコールは拒否されます。

新しいコールは、ルーチン優先レベルのコールの場合もあります。この場合、ルーチン優先

レベルコールは、上位優先レベルの複数のコールをプリエンプション処理し、プリエンプショ

ントーンが再生されます。

（注）

例 33

次に、複数のコールがプリエンプション処理され、新しいコールが正常に発信される例について

説明します。

設定

ロケーション（LOC-BR1）の合計オーディオ帯域幅は 140 kbpsです。

地域コーデックは、最大オーディオビットレート 64 kbpsを指定します。

LOC-BR1には、次のコールが含まれます。

フラッシュ優先レベルのコール 1。アラートを発生し、LOC-BR1で 24 kbps（G.729）を使用しま
す。

フラッシュ優先レベルのコール 2。アラートを発生し、LOC-BR1で 16 kbps（G.728）を使用しま
す。

フラッシュ優先レベルのコール 3。アラートを発生し、LOC-BR1で 80 kbps（G.711）を使用しま
す。

IP Phone Bは、ロケーション Hub Noneにあり、IP Phone Yは、ロケーション LOC-BR1にありま
す。

次の一連のイベントが順に発生します。

1 ロケーション LOC-BR1のオーディオ帯域幅が 80 kbpsに変更されます。

2 IP Phone Bが、エクゼクティブオーバーライド優先レベルで、IP Phone Yをコールしようとし
ます。

3 LOC-BR1のオーディオ帯域幅がオーバーサブスクライブの場合、コール 3がプリエンプショ
ン処理されます。

4 プリエンプション処理後、IP Phone Bおよび IP Phone Yの間の新しいコールの完了に使用でき
る帯域幅が十分にないので、コール 1および 2がプリエンプション処理されます。

5 新しいコールの通過が許可されます。
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MLPP アナウンス
この項では、特別なMLPPアナウンスについて説明します。MLPP優先コールの試行が失敗した
ユーザは、優先コールがブロックされた理由を説明する各種のアナウンスを受信します。

許可されていない優先レベルの使用アナウンス

ユーザは、自分の回線に許可された最高の優先レベルよりも高い優先レベルのコールをかけよう

とすると、許可されていない優先レベルの使用アナウンスを受信します。ユーザは、自分に権限

のない発信パターンを使用して優先コールをダイヤルしたときに、許可されていない優先レベル

の使用アナウンスを受信します。

Cisco Unified Communications Managerは、パターンと一致してコールをブロックする理由が示さ
れたコールの試行をブロックするように特定のパターンまたはパーティションが設定されている

場合だけ、Precedence Level Exceededの条件を認識します。

許可された発信パターンを割り当てるには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
の [ルートパターンの設定(Route Pattern Configuration)]ウィンドウまたは [ハントパイロットの設
定(Hunt Pilot Configuration)]ウィンドウと [トランスレーションパターンの設定(Translation Pattern
Configuration)]ウィンドウを使用します。MLPPPrecedenceLevel Exceededの条件を設定するには、
Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[ルートパターンの設定(Route Pattern
Configuration)]ウィンドウまたは [ハントパイロットの設定(Hunt Pilot Configuration)]ウィンドウと
[トランスレーションパターンの設定(Translation Pattern Configuration)]ウィンドウの [ルートオプ
ション(Route Option)]フィールドを使用して [このパターンをブロック(Block this pattern)]オプショ
ンを選択します。ドロップダウンリストボックスで、[優先レベルの超過(PrecedenceLevelExceeded)]
を選択します。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーショ
ンガイド』を参照してください。

例

以下の図に、許可されていない優先レベルの使用アナウンスを受信するユーザの例を示します。

図 152：許可されていない優先レベルの使用アナウンスの例
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この例では、ユーザ 1002が優先コールを開始するために 90をダイヤルします。 9は優先順位ア
クセス番号を示し、0はユーザが使おうとしている優先レベルを示します。このユーザはフラッ
シュオーバーライド優先コール（優先レベル 0のコール）を許可されていないので、ユーザは許
可されていない優先レベルの使用アナウンスを受信します。

ブロックされた優先権アナウンス

優先コールの宛先がオフフックである場合や、宛先が同等かそれ以上の優先順位の優先コールで

通話中で、コール待機機能も自動転送機能もなく、Alternate Party Diversion（APD）の発信先も指
定されていない場合、あるいは共通ネットワークリソースがない場合、ユーザはブロックされた

優先権アナウンスを受信します。

例

以下の図は、ブロックされた優先権アナウンスの例を示しています。

図 153：ブロックされた優先権アナウンスの例

この例では、ユーザ 1000が 90-1001をダイヤルしてユーザ 1001に優先コールをかけます。ユー
ザ1001は、オフフックまたは同等以上の優先レベルの優先コールで通話中であり、コール待機機
能も自動転送機能もなく、Alternate PartyDiversionの発信先も指定されていないため、ユーザ 1000
はブロックされた優先権アナウンスを受信します。

プリエンプションに対応していないビジー状態のステーション

ユーザは、ダイヤルした番号がプリエンプション対応ではない場合に、このアナウンスを受信し

ます。つまり、ダイヤルした番号が通話中で、コール待機機能や自動転送機能がなく、Alternate
Party Diversionの発信先も指定されていない場合です。
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クラスタ間トランクを経由したアナウンス

次の図に、クラスタ間トランクを経由して配信されるMLPPアナウンスの例を示します。

図 154：クラスタ間トランクを経由した MLPP アナウンスの例

この例では、クラスタ間トランクが接続する 2つのクラスタ上に電話機 1000と 2000が存在しま
す。ユーザ 2000には、コール待機や自動転送などの機能は設定されていません。

次の一連のイベントが順に発生します。

1 ユーザ 2000は、電話機をオフフックしてダイヤルを開始します（ユーザ 2000のステータスは
発信側ビジーとプリエンプション非対応が指定されています）。

2 ユーザ 1000はクラスタ間トランク経由でユーザ 2000に優先コールをダイヤルします。ユーザ
2000は通話中であり、プリエンプション対応ではないため、コールは拒否されます。

3 ユーザ 1000が優先コールを発信したため、コールは優先処理を受信し、リモートクラスタ上
のアナウンスサーバは適切なブロックされた優先権アナウンス（BPA）をスイッチ名とクラス
タのロケーションとともにユーザ 1000に送信します。

セキュアな（暗号化された）アナウンスおよび保留音

Cisco Unified Communications Manager 8.6(1)以降では、アナンシエータおよび保留音（MOH）の
Secure Real-Time Protocol（SRTP）がサポートされます。アナウンスまたはMOHがユーザに再生
される場合、Cisco Unified CommunicationsManagerは、アナンシエータとMOHおよびユーザのデ
バイスのセキュリティ機能をチェックします。すべてのデバイスが SRTPをサポートする場合、
アナウンスまたはMOHメディアが、ユーザのデバイスへのストリーミングの前に暗号化され、
セキュアなロックアイコンが Cisco Unified IP Phoneに表示されます。

セキュアおよび非セキュアなアナウンスが優先コールに挿入される場合にロックアイコンがどの

ように表示されるかを説明する例については、クラスタ間トランクを経由したアナウンス,（1156
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ページ）を参照してください。セキュアおよび非セキュアなMOHが優先コールに挿入される場
合にロックアイコンがどのように表示されるかを説明する例については、保留音,（1183ページ）
を参照してください。

優先順位パターン用の MLPP 番号計画アクセス制御
MLPPは、ユーザに対して定義されたコーリングサーチスペースとパーティションを使用して
MLPPコールを認証および検証し、優先順位パターンにアクセス制御を提供します。

この使用方法の例外は、AS-SIPエンドポイントです。AS-SIPはダイヤルされた番号を使用し
て優先順位を通知せず、優先順位の認証を確立するために別のプロトコルメカニズムを使用

します。この項の内容は、AS-SIP電話機を除くすべてのMLPPデバイスに適用されます。

（注）

ユーザの最高優先順位は、ユーザ設定時に設定されます。MLPP機能を備えたすべてのステーショ
ンデバイスが、MLPP対応またはMLPP非対応として設定されます。ユーザプロファイルが適
用されるデバイスは、そのデバイスから開始される優先コールに関して、そのユーザの優先レベ

ルを継承します。デフォルトユーザが割り当てられたデバイスは、デフォルトユーザの標準優

先レベルを継承します。

発呼側に関連付けられたコーリングサーチスペース（CSS）の設定によって、ユーザが優先順位
パターンをダイヤル（優先コールを発信）できるかどうかが制御されます。 Cisco Unified
Communications Managerには、許可される最高の優先順位値を明示的に示す設定はありません。

次の例に、第 3のユーザにプライオリティレベルの優先コールをかけようとする 2人のユーザに
ついて、優先コールへのアクセスの違いを示します。
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例

以下の図に、優先順位パターン用のMLPP番号計画アクセス制御の例を示します。

図 155：優先順位パターン用の MLPP 番号計画アクセス制御の例

次の表で、この例の 3人のユーザを定義します。

コーリングサーチスペース（CSS）パーティショ

ン

電話番号（DN）ユーザ

Flash OverrideRoutine1000General

PriorityRoutine2000Major

RoutineRoutine3000Private

この例では、パーティションとコーリングサーチスペースを使用して優先コールへのアクセスを

制御する方法を示します。

Private 3000が優先順位パターン 93をダイヤルして優先コールをかけると、次のイベントが発生
します。

•コール処理は、Private 3000のコーリングサーチスペースを検索し、Routine CSSを検出しま
す。

• Private 3000の Routine CSS内で、コール処理は Block Priorityパーティションを検出します。

• Block Priorityパーティションで、コール処理はパターン 93を検出し、トランスレーション
パターン 93に移動します。
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•トランスレーションパターン 93は、優先コールがこのユーザ（DN）に対してブロックされ
ることを決定し、コール処理は許可されていない優先レベルの使用アナウンス（UPA）を発
行します。

Major 2000が番号 931000をダイヤルして優先コールをかけると、次のイベントが発生します。

•コール処理は、Major 2000のコーリングサーチスペースを検索し、Priority CSSを検出しま
す。

• Major 2000の Priority CSS内で、コール処理は Priorityパーティションを検出します。

• Priorityパーティションで、コール処理はパターン 93.XXXXを検出し、トランスレーション
パターン 93.XXXXに移動します。

•トランスレーションパターン93.XXXXは、優先コールがこのユーザ（DN）に対して許可さ
れることを決定します。したがって、コール処理は、ユーザ General 1000へのプライオリ
ティレベルの優先コールを実行します。

MLPP トランク選択
MLPPトランク選択では、ルートリストとルートグループを使用して使用可能なトランクのハン
トが実行されます。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページでは、単一のダイヤルパ
ターンを介して複数のゲートウェイにコールをルーティングし、使用可能なチャネルを検索する

ようにルートリストおよび関連するルートグループを設定することができます。ルートリスト

には、ルートリストがコールをルーティングできる多数のトランクリソースがありますが、個々

のリソースは多数のゲートウェイに分散している場合があります。

ゲートウェイの集合（つまり、ルートリストとルートグループの設定）で使用可能なトランク

リソースを特定できない場合、Cisco Unified Communications Managerは、集合内で優先レベルの
低い共有リソースのプリエンプションの開始を試みます。ルートリストとルートグループの設

定でプリエンプション対応のチャネルをさらに検索する方法は 2つあります。

方法 1

ルートリストおよび単一のルートグループを設定します。ルートグループにトランクインター

フェイス（ゲートウェイ）を追加し、DirectRouteゲートウェイをルートグループ内の最初のゲー
トウェイとして位置決めします。ルートグループをルートリストに関連付け、Top Down分散ア
ルゴリズムを選択します。この設定を使用して、システムはまずルートグループ内のすべての

ゲートウェイでアイドル状態のチャネルを検索します。ルートグループ内のどのゲートウェイに

もアイドル状態のチャネルがない場合は、次のように、ルートグループ内の最初のゲートウェイ

（つまり、Direct Routeゲートウェイ）で優先的なトランク選択が開始されます。

•コール処理は、分散アルゴリズムに基づいて集合から現在のルートを選択し、ゲートウェイ
デバイスがプリエンプションを開始できるかどうかを判別するために、このゲートウェイデ

バイスへコールを発信します。

•現在のゲートウェイデバイスが優先コール要求を拒否した場合（つまり、ゲートウェイデ
バイスがプリエンプションを開始できない場合）、コール処理は集合内の次のゲートウェイ
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を現在のルートとして選択し、ゲートウェイデバイスがプリエンプションを開始するか、

ルートリストとルートグループの集合内のすべてのゲートウェイデバイスが検索されるま

で、この手順を続行します。

方法 2

使用可能なルート（トランクインターフェイス）ごとに、ルートリストおよび個別のルートグ

ループを設定します。 1つのルートグループをDirectルートグループとして指定し、残りのルー
トグループをAlternateルートグループとして指定します。Direct Routeトランクインターフェイ
ス（ゲートウェイ）を Directルートグループの唯一のメンバとして追加します。 Alternate Route
ゲートウェイを個々の Alternateルートグループに追加します。ルートグループをルートリスト
に関連付け、Directルートグループをルートリスト内の最初のルートグループとして設定し、
ルートグループの関連付けごとに Top Down分散アルゴリズムを選択します。

この設定を使用して、まず Directルートグループ内の Directゲートウェイでアイドル状態のチャ
ネルが検索されます。 Directゲートウェイ内にアイドル状態のチャネルがない場合、システムは
次のように、この Directゲートウェイに対して優先的なトランク選択を開始します。

•コール処理は、Directルートを選択し、このゲートウェイデバイスにコールを発信して、
ゲートウェイデバイスがプリエンプションを開始できるかどうかを判別します。

• Directゲートウェイデバイスが優先コール要求を拒否した場合（つまり、ゲートウェイデバ
イスがプリエンプションを開始できない場合）は、ルートリスト内の次のルートグループ

が現在のルートとして選択されます。現在のゲートウェイでアイドル状態のチャネルが見つ

かるか、現在のゲートウェイデバイスがプリエンプションを開始するか、ルートリストと

ルートグループの集合内のすべてのゲートウェイデバイスが検索されるまで、この手順が

続行されます。

例

次の例は、フラッシュレベルの着信優先コールが使用可能なトランクデバイスを探している場合

に、使用可能なトランクデバイスを検索する 2つの方法を示しています。
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以下の図に、ルートリストとルートグループを使用して使用可能なトランクデバイスをハント

するMLPPトランク選択の例を示します。

図 156：MLPP トランク選択（ハント）の例

方法 1では、次の一連のイベントが発生します。

1 フラッシュレベルの着信優先コールがルートリスト RLに到達します。これには、ルートグ
ループ RG1だけが含まれています。

2 ルートグループ RG1には 3つのトランクデバイスが含まれています。

RG1内の 3つのトランクデバイスのうち、トランクデバイス 1とトランクデバイス 2は通話
中なので、システムは使用可能なトランクデバイス 3にコールを発信します。

方法 2では、次の一連のイベントが発生します。

3 フラッシュレベルの着信優先コールがルートリスト RLに到達し、まずルートグループ RG1
へ移動します。ここで、コールはトランクデバイス 1へ送信されますが、トランクデバイス
1は通話中です。

トランクデバイス 1の場合、このデバイスを使用しているコールを差し替えるには、フラッ
シュよりも優先順位の高いコールである必要があります。

4 コールはルートリスト RL内で次のルートグループを探し、ルートグループ RG2を検出しま
す。ルートグループRG2にはトランクデバイス 2が含まれています。これも通話中ですが、
プライオリティよりも優先レベルの高い優先コールであれば、トランクデバイス2でプリエン
プションを実行できます。

このコールの方が優先順位が高いので、トランクデバイス2の既存のコールが差し替えられま
す。
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MLPP 階層設定
デバイスのMLPP設定は次の階層に従っています。

•デバイスの [MLPP通知(MLPP Indication)]が [オフ(Off)]に設定されている場合、デバイスは
MLPPコールのインジケータを送信できません。デバイスの [MLPPプリエンプション(MLPP
Preemption)]が [無効(Disabled)]に設定されている場合、デバイスはコールを差し替えること
ができません。これらの設定は、デバイスの共通デバイス設定項目を上書きします。

•デバイスの [MLPP通知(MLPP Indication)]が [オン(On)]に設定されている場合、デバイスは
MLPPコールのインジケータを送信できます。デバイスの [MLPPプリエンプション(MLPP
Preemption)]が [強制(Forceful)]に設定されている場合、デバイスはコールを差し替えること
ができます。これらの設定は、デバイスの共通デバイス設定項目を上書きします。

•デバイスの [MLPP通知(MLPP Indication)]が [デフォルト(Default)]に設定されている場合、デ
バイスはそのデバイスの共通デバイス設定から、MLPPコールのインジケータの送信の設定
を継承します。デバイスの [MLPPプリエンプション(MLPPPreemption)]が [デフォルト(Default)]
に設定されている場合、デバイスは共通デバイス設定から、コールの差し替えの設定を継承

します。

共通デバイス設定のMLPP設定は次の階層に従っています。

•共通デバイス設定の [MLPP通知(MLPP Indication)]が [オフ(Off)]に設定されている場合、共
通デバイス設定内のデバイスはMLPPコールのインジケータを送信できません。共通デバイ
ス設定の [MLPPプリエンプション(MLPP Preemption)]が [無効(Disabled)]に設定されている場
合、共通デバイス設定内のデバイスはコールを差し替えることができません。これらの設定

は、MLPPエンタープライズパラメータ設定を上書きします。

•共通デバイス設定の [MLPP通知(MLPP Indication)]が [オン(On)]に設定されている場合、共通
デバイス設定内のデバイスはMLPPコールのインジケータを送信できます。共通デバイス設
定の [MLPPプリエンプション(MLPP Preemption)]が [強制(Forceful)]に設定されている場合、
共通デバイス設定内のデバイスはコールを差し替えることができます。これらの設定は、

MLPPエンタープライズパラメータ設定を上書きします。

•共通デバイス設定の [MLPP通知(MLPP Indication)]が [デフォルト(Default)]に設定されている
場合、デバイスはMLPP Indication Statusエンタープライズパラメータから、MLPPコールの
インジケータの送信の設定を継承します。共通デバイス設定の[MLPPプリエンプション(MLPP
Preemption)]が [デフォルト(Default)]に設定されている場合、共通デバイス設定はMLPP
Preemption Settingエンタープライズパラメータから、コールの差し替えの設定を継承しま
す。

MLPP Indication Statusエンタープライズパラメータは、エンタープライズ内の共通デバイス設定
および共通デバイス設定のインジケータステータスを定義しますが、共通デバイス設定および

個々のデバイスのデフォルト以外の設定でその値を上書きできます。このエンタープライズパラ

メータのデフォルト値は、[MLPP Indication turned off]です。

MLPP Preemption Settingエンタープライズパラメータは、エンタープライズ内のデバイスおよび
共通デバイス設定のプリエンプション機能を定義しますが、共通デバイス設定および個々のデバ
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イスのデフォルト以外の設定でその値を上書きできます。このエンタープライズパラメータのデ

フォルト値は、[No preemption allowed]です。

MLPP Domain Identifierエンタープライズパラメータは、MLPPドメインを指定します。MLPP
サービスはドメインだけに適用されます。つまり、特定のドメインに属す加入者と、ネットワー

クおよびアクセスリソースだけに適用されます。MLPP加入者からのコールに属す接続とリソー
スには、優先レベルとMLPPドメイン識別子のマークが付けられます。同じドメイン内のMLPP
ユーザからの優先順位の高いコールだけが、同じドメイン内の優先順位の低いコールを差し替え

ることができます。

サービスパラメータの特別なトレース設定

MLPPは、トレース用のサービスパラメータを発行します。

詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

優先コール用の CDR の録音
MLPP優先コールは、呼詳細レコード（CDR）を生成します。CDRは、優先コールの優先レベル
を示します。

通常は、同じ優先レベルのコールレッグが適用されます。転送コールや会議コールでは優先レベ

ルが異なる場合があるので、Cisco Unified Communications Manager CDRはコールの各レッグの優
先レベルを示します。

Cisco Unified Communications Manager CDRは、差し替えられたコールの切断のプリエンプション
値を記録します。

詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

回線機能のインタラクション

この項では、MLPPと回線機能とのインタラクションの仕組みについて説明します。

自動転送

MLPPは、次のリストで説明しているように、自動転送機能と通信します。

•コールの話中転送

◦オプションで、任意のMLPP対応ステーションに対して事前設定の Precedence Alternate
Partyターゲットを設定できます。

◦ Cisco Unified Communications Managerは、コールに Precedence Alternate Party Diversion
手順を適用する前に、通常の方法で優先コールを転送する話中転送機能を適用します。

◦着信優先コールの優先順位が既存のコールの優先順位と同じかそれより低い場合、コー
ル処理は通常の自動転送機能を呼び出します。
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◦優先コールの宛先ステーションがプリエンプション対応ではない場合（つまり、MLPP
が設定されていない場合）、コール処理は自動転送機能を呼び出します。

◦システムは、転送された複数のコール間でのコールの優先順位を保存します。

◦着信優先コールの優先順位が既存のコールの優先順位より高い場合は、プリエンプショ
ンが実行されます。優先コールが送信されたステーションの電話が切られるまで、アク

ティブなコールによって差し替えられるコールの両方のユーザに、連続的なプリエンプ

ショントーンが再生されます。電話を切ると、優先コールが送信されたステーション

に優先順位呼び出し音が再生されます。宛先ステーションは、オフフックになると、優

先コールに接続されます。

•コールの無応答時転送

◦コールの優先レベルがプライオリティ以上である場合、コール処理は、自動転送プロセ
スでコールの優先レベルを保存し、転送先のユーザの差し替えを試みます。

◦優先コールの宛先に対して Alternate Partyが設定されている場合、コール処理は、
Precedence Call Alternate Partyタイムアウトの期限が切れた後に、優先コールを代替パー
ティに転送します。

優先コールの宛先に対して Alternate Partyが設定されていない場合、コール処理は、優
先コールを無応答時転送（CFNA）設定に転送します。

◦優先コールは通常、ボイスメールシステムではなくユーザにルーティングされます。
管理者は、優先コールがボイスメールシステムに転送されるのを避けるため、Use
Standard VM Handling For Precedence Callsエンタープライズパラメータを設定します。
詳細については、MLPPのエンタープライズパラメータの設定, （1180ページ）を参照
してください。

コール転送

MLPPは、コール転送機能と通信します。ブラインド転送と打診転送の場合は、コンサルトコー
ルも含め、転送されるコールの各接続が、コールが確立されたときに接続に割り当てられた優先

順位を維持します。

共有回線

MLPPは、共有回線と通信します。保留中のコールがある共有回線アピアランスは、同じ電話番
号（DN）を持つ別の端末への優先順位の高いコールを確立するため、差し替えられる可能性があ
ります。この場合、保留中の元のコールは切断されず、優先コールが接続されます。優先コール

が終了すると、ユーザは保留中の元のコールを取得できます。

コール待機

MLPPは、次のリストで説明しているように、コール待機機能と通信します。
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•コール待機が設定されているアクティブコールをすでに複数持つ宛先ステーションに対して
ルーチン優先レベルのコールが発信された場合、存在するコール数がビジートリガーより小

さいと、通常のコール待機がアクティブになります。

•コール待機が設定されているアクティブコールを 1つ持つ宛先ステーションにルーチン以外
の優先レベルのコールが発信された場合、存在するコール数がビジートリガーより小さく、

以下のいずれかの条件があてはまると、優先コール待機がアクティブになります。

◦デバイスが視覚的なコールアピアランスをサポートしており、1つのオープンアピアラ
ンスを持っている。

◦デバイスが視覚的ではない 2つのコールアピアランスをサポートしており、1つのオー
プンアピアランスを持っている。さらに、新しいコールの優先順位が既存のコール以下

である。

◦デバイスが1つの（視覚的または非視覚的な）オープンアピアランスを持っており、デ
バイスがプリエンプション非対応である。

•コール待機が設定されたアクティブコールを 1つ持つ宛先ステーションに対してルーチン以
外の優先レベルのコールが発信された場合、存在するコール数がビジートリガー以上である

と、優先順位が低い既存のコールがプリエンプション処理されます。

コールの保存

Cisco Unified Communications Managerコール保存機能によって保存されるMGCPトランクコール
または接続は、コール保存機能が呼び出された後、優先レベルとMLPPドメインを保存します。
デバイスを Cisco Unified Communications Managerに登録すると、システムは、保存されたコール
を Cisco Unified Communications Managerシステムのデバイス層だけに保存します。そのため、保
存されたコールは 2つの半々のコールとして扱われます。これらのデバイスでプリエンプション
が実行された場合、一方のレッグだけが他方のレッグへのプリエンプションプロトコルに従うこ

とができます。システムは、RTPポートのクローズによってしかコールの終了を検知できませ
ん。

自動代替ルーティング

AARの拡張機能であるAutomated Alternate Routing (AAR) for Insufficient Bandwidth機能は、ロケー
ションの帯域幅が不十分でCiscoUnifiedCommunicationsManagerがコールをブロックした場合に、
代替番号を使用し、Public Switched Telephone Network（PSTN）またはその他のネットワークを介
してコールを再ルーティングするため、自動的にフォールバックするメカニズムを提供します。

この機能を使用すると、発信者は電話を切ったり着信側に再びダイヤルしたりする必要がなくな

ります。

優先コールの試みが AARサービスの起動条件と一致した場合、優先コールは AAR設定の指定に
従い、PSTNまたはその他のネットワークを介して再ルーティングされます。 Cisco Unified
CommunicationsManagerは、コールがルーティングされたネットワークインターフェイスのMLPP
通知対応およびMLPPプリエンプション対応の設定に基づいて、コールが最初から PSTNまたは
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その他のネットワークを介してルーティングされた場合と同じように、コールの優先順位を処理

します。

自動代替ルーティングの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミ
ニストレーションガイド』を参照してください。

MGCP と PRI プロトコル
MLPPは、Cisco Unified Communications ManagerがMGCPプロトコルを使用して制御し、MLPP
プリエンプション対応として設定されたターゲット Voice over IPゲートウェイ上の T1-CASおよ
び T1-PRI（北米）インターフェイスに対してだけ、共通ネットワークファシリティプリエンプ
ションをサポートします。

セキュアなエンドポイントとセキュアな通信

米国国防総省（DOD）の TDMネットワークでは、従来のアナログ Secure Telephone Unit（STU）
と BRI Secure Telephone Equipment（STE）をセキュアなエンドポイントとして使用しています。
これらはセキュアな通信には重要です。 IP STEでも、従来の設備の必要性を削減するためのサ
ポートが必要です。 Cisco Unified Communications Managerはこれらのデバイスの Skinny Client
Control Protocolをサポートしています。モデムリレーは、従来の V.150または V.150.1 Minimal
EssentialRequirements（MER）プロトコルのいずれかを使用しており、セキュアな通信を提供して
います。

トランクでV.150.1Modemover IP（MOIP）コールをサポートするには、ゲートウェイのDigital
Access PRI/T1ポート設定のCiscoUnifiedCommunicationsManager管理ページの [V150(サブセッ
ト)(V150 (subset))]チェックボックスをオンにする必要があります。また、mgcppackage-capability
mdste-packageCLIコンフィギュレーションコマンドを使用して、ゲートウェイのMDSTEパッ
ケージを有効にする必要もあります。詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

（注）

MLPP 優先順位と DSCP 値のマッピング
CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、IPネットワーク内のコールに優先順位を付けるために、
MLPP優先レベルを IPヘッダーの ToSフィールドのDSCP値にマッピングします。次の優先レベ
ルを DSCP値にマッピングできます。

•エクゼクティブオーバーライド

•フラッシュオーバーライド

•フラッシュ

•即時
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•プライオリティ

ネットワーク内のすべての Cisco Unified Communications Managerクラスタで同一になるように、
MLPP優先レベルを DSCP値にマッピングする必要があります。

MLPP優先レベルをDSCP値にマッピングするには、サービスパラメータの [ClusterwideParameters
(System-QoS)]セクションで各優先レベルにマッピングするDSCP値を選択します。変更を保存す
るには、[保存(Save)]ボタンをクリックします。

設定する DSCP値は、SCCP電話機にも適用されます。

手順

手順

ステップ 1 [エンタープライズパラメータ(Enterprise Parameter)] > [MLPPパラメータ(MLPP Parameters)]を選択
して、[MLPP通知(MLPP Indication)]が [オン(On)]になるようにMLPP通知ステータスを設定しま
す。

ステップ 2 SCCP電話機では、[電話の設定(Phone Configuration)] > [MLPP情報(MLPP Information)] > [MLPP通
知(MLPP Indication)]を選択し、[MLPP通知(MLPP Indication)]を [オン(On)]に設定します。
前述の例で、[MLPP通知(MLPP Indication)]が [オン(On)]に設定されていない場合、オーディオ
コールの DSCPに対応する DSCP値が使用されます。

以下の表に、MediaResourceデバイスのリストおよび [MLPP優先度(MLPPPrecedence)]に基づいた
DSCPタギングのサポートを示します。

表 93：Media Resource デバイスのリストおよび [MLPP優先度(MLPP Precedence)] に基づいた DSCP タギングの
サポート

ハードウェア（IOS ゲートウェイ）
ベースのリソースタイプのサポート

ソフトウェアベースのリ

ソースタイプのサポート

Media Resource タイプ名

YesYes[メディアターミネーションポ
イント(Media Termination Point)]

NoYes[保留音(Music on Hold)]

NAYes[アナンシエータ(Annunciator)]

YesNA[トランスコーダ(Transcoder)]

Yes1Yes[オーディオ会議ブリッジ(Audio
Conference Bridge)]

Yes3NA[ビデオ会議ブリッジ(Video
Conference Bridge)]2

1 Cisco IOS Enhanced Conference Bridge

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
1167

Multilevel Precedence and Preemption
MLPP 優先順位と DSCP 値のマッピング



2 DSCPタギングは、ビデオ会議ブリッジを使用したオーディオ会議だけでサポートされる
3 Radvision CUVC

前述のデバイスに関するMLPP優先コールは、対応するMLPP優先度のサービスパラメータペー
ジで設定される DSCP値を使用します。

MLPP 補足サービス
この項では、CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページでの、MLPP補足サービスおよび
エンティティのサポートについて説明します。各補足サービスの説明には、設定情報、推奨事

項、およびトラブルシューティングの情報が記載されています。

複数ラインアピアランスに対する MLPP サポート
コールアピアランスが使用中ではなく、ビジートリガーが超過していない場合、着信優先コール

が表示されます。これによって、アクティブな回線が優先コール待機トーンを受信し、エンドポ

イントディスプレイに適切な優先バブルが表示されます。着信コールによって、優先順位呼び出

しトーンは再生されません。代わりに、アクティブアピアランスで優先コール待機トーンが再生

されます。

コールアピアランスが使用中で、呼び出されたエンドポイントに自動転送が設定されていない場

合、エンドポイントでは、優先順位の高い着信コールによって、低いアクティブレベルまたは非

アクティブのコールアピアランスが差し替えられます。優先順位が同じ場合は、アクティブア

ピアランスが差し替えられます。

非アクティブ（保留中の）アピアランスが差し替えられる場合、着信コールはエンドポイント

ディスプレイに適切な優先バブルを表示し、アクティブコールアピアランスに優先コール待機

トーンが表示されます。差し替えられた他のユーザ（保留中のコールの相手側）は、コールプリ

エンプショントーンを受信します。

アクティブコールアピアランスが差し替えられる場合、通常のコールプリエンプションが実行

されます（プリエンプショントーンがアクティブアピアランスおよびもう一方のアクティブ回線

に表示されます）。既存の非アクティブ（保留中の）コールアピアランスは影響されないので、

いつでも受け取ることができます。

設定

複数ラインアピアランスに対するMLPPサポートを正常に機能させるためには、次の設定が推奨
されます。

•必須ではありませんが、推奨される IP Phoneの設定は、最大コール数が 4で、ビジートリ
ガー数が 2です。

• MLPP補足サービスとのインタラクションでは、複数のパーティションを使用して、同じDN
を同じステーションに 2回割り当てることはできません。
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•複数のアラートコールが着信したときに、最も優先順位の高いコールに応答できないので、
すべての IP Phoneの [自動回線選択]オプションを無効にします。

トラブルシューティング

詳細なトレースが設定された CCMトレースログを使用すると、whatToDoタグを検索すること
で、着信コールにプリエンプション条件がどのように適用されたかどうかを知ることができます。

自動転送

米国国防総省（DoD）は、携帯電話などのオフネットエンドポイントに優先コールが自動転送さ
れることを禁止しています。さらに、自動転送されたコールは複数の転送ホップで元の優先順位

を維持する必要があります。

不在転送（CFA）シナリオでは、優先コールは、元の着信側のMLPP Alternate Party（MAP）ター
ゲットにただちにルーティングされます。 CFAターゲットは、MLPPコールでは使用されませ
ん。

話中転送（CFB）シナリオでは、優先コールは、制限事項,（1177ページ）に記述されたホップ数
の制限値に従い、着信側エンドポイントのオープンアピアランスの状態で、設定されたCFBの宛
先に転送されます。

無応答時転送（CFNA）シナリオでは、コール処理が元の着信側の CFNAターゲットに単一の転
送ホップを試みます。応答なしタイマーの期限が切れる前にエンドポイントが応答しないと、

コールが元の着信側のMAPターゲットに送信されます。

設定

DoDのMLPP操作では、すべてのMLPPエンドポイントにMLPPAlternate Party（MAP）ターゲッ
トの電話番号が設定されている必要があります。MAPは通常、アテンダントの番号を指定し、転
送されたMLPPコールの最後の宛先として使用されます。

MAPが必要なときに既定の設定にエンドポイントが従っていない場合、MLPPコール発信者にリ
オーダー音が聞こえます。これは、着信側の設定に必要なMAP設定が含まれていないことを示し
ます。この音が再生されるのは、他の転送オプションが使用不可であるか、設定されていない場

合に、コールがアテンダントに転送されたときだけです。

例

次に、自動転送の例について説明します。まず、CFNAタイマーが 5秒に設定されたMLPPコー
ルの呼び出し音が鳴ります（フラッシュオーバーライド優先レベルで 3001が 3003にコールしま
す）。タイマーの期限が切れると、コールは元の着信側のCFNAターゲット（3004）にリダイレ
クトされます。このプロセス中、コールは優先レベル 1（フラッシュオーバーライド）を維持し
ます。
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三者通話

Cisco Unified Communications Managerでは、三者通話について次の要件が規定されています。

•三者通話の各接続では、元の優先レベルを維持する必要がある。

•三者通話の分割操作を実行する電話機は、異なる優先レベルが混在する場合、2つのコール
のうち高い方の優先レベルを使用する。

Cisco Unified Communications ManagerのMLPPには、会議ブリッジリソースのプリエンプション
も含まれます。会議ブリッジが飽和状態になった場合、より高い優先順位の三者通話が新たに設

定されたときに、各ストリームが差し替えられます。

設定

MaximumAdHocConferenceサービスパラメータを 3に設定することを推奨します。この設定は、
アドホックコールを 3人の参加者に制限します。 Cisco Unified Communications Managerはアド
ホック会議機能を使用して、三者通話を実装しています。

Cisco Unified Communications Manager IP Voice Media Streamingアプリケーションを使用して、三者
通話を行います。 IOS DSPファームはMLPPのサポートに対応していないので、IOS DSPファー
ムを使用して会議コールを行わないでください。

プリエンプションが行われるのは、1つのブリッジだけです。

MLPPの三者通話は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerのリリース 4.2に追加された会議チェー
ン機能と相互運用しません。

例 1

この例では、A、B、および C間の三者通話について説明します。 Aはプライオリティ 4で Bを
コールした後に、プライオリティ 2（フラッシュ）で Cをコールして、会議を開始しています。
会議はアクティブ状態で、3人の参加者で進められています。Aはフラッシュ優先レベル、Bはプ
ライオリティ優先レベル、Cはフラッシュ優先レベルです。 Cが電話を切ると、Aと Bが同時に
通常のコールに参加します。 Aを、フラッシュからプライオリティにダウングレードする必要が
あります。

例 2

この例では、会議コールが既存の会議コールを差し替えます。ブリッジを飽和状態にするため

に、会議ブリッジの最大ストリーム値が 3に設定されています。最初の三者通話は標準優先レベ
ル（5）で A、B、および C間で確立されます。その後、電話機 Dがユーザ Eおよび Fとともに
フラッシュ優先レベル（2）で三者通話を確立します。

コール転送

スイッチが同じ優先レベルを持つ 2つのセグメント間でコール転送を開始する場合、セグメント
は転送時にその優先レベルを維持する必要があります。異なる優先レベルのコールセグメント間
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でコール転送が行われた場合、転送を開始するスイッチは 2つのセグメント間の高い方の優先レ
ベルの接続にマークを付けます。

Cisco Unified Communications Managerは、転送操作に関わるコールレッグの優先レベルをアップ
グレードすることで、この要件をサポートします。たとえば、ユーザAがプライオリティ優先レ
ベルでユーザ Bをコールします。その後、ユーザ Bは Cへの転送を開始して、ダイヤル時にフ
ラッシュ優先番号をダイヤルします。転送が完了すると、ユーザ Aの優先レベルがプライオリ
ティからフラッシュにアップグレードされます。

優先レベルのアップグレードは、クラスタ間トランク（ICT）または PRIトランクなどのトラ
ンクデバイスでは機能しません。

（注）

設定

MLPP転送サービスに、設定要件はありません。この機能はMLPPが有効になったときに自動的
に有効になり、電話機は [転送]ソフトキーをサポートします。

コールピックアップ

Cisco Unified Communications Managerは、次の要件を含む最高の優先レベルの条件をコールピッ
クアップアルゴリズムに追加します。

•コールピックアップグループに無応答状態のユーザが複数存在し、それらの無応答状態の
ユーザが異なる優先レベルの場合、そのグループのコールピックアップの試行では、最も優

先順位の高いコールが最初に取得されます。

•同じ優先レベルの複数のコールの呼び出し音が同時に鳴っている場合、そのグループのコー
ルピックアップの試行では、呼び出し時間の最も長いコールが最初に取得されます。

• MLPPコールのグループピックアップ機能がサポートされています。操作の内容は、通常の
コールピックアップ機能と同じになります。

• MLPPコールでは、他グループピックアップはサポートされていません。

•複数のコールが電話番号 Aを呼び出している場合、ダイレクトコールパーク機能を使用し
て電話番号Aからのコールに応答したユーザは、優先順位が最も高い着信コールに接続され
ます。これは、このユーザが電話番号Aからのコールに応答するためにダイレクトコール
パーク機能を使用するような設定がなされたと判断したためです。

設定

MLPP機能のコールピックアップには設定上の特別な考慮事項はありません。一方、MLPPコー
ルでは他グループのピックアップはサポートされていません。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
1171

Multilevel Precedence and Preemption
コールピックアップ



ハントパイロットとハントリスト

Cisco Unified Communications Managerには、ハントパイロット機能の以前の実装に対する変更内
容が追加されました。ハントパイロットとのMLPPのインタラクションが次のように変更されま
した。

•ハントグループ内のすべての回線がビジーになるまで通常のハントアルゴリズムロジック
が実行されます。

•すべての回線がビジー状態の場合、最も低い優先コールがプリエンプションに選択されま
す。

•プリエンプションが実行される場合、通常の回線グループの応答なしタイマーが続行しま
す。このタイマーの期限が切れると、ハントグループ内で次に低いレベルの優先コールが

プリエンプションに選択されます。

次のハントアルゴリズムに対してMLPPが実装されます。

•優先度順

•最長アイドル時間

•ラウンドロビン

ブロードキャストアルゴリズムが使用中の場合でも、プリエンプションは実行されます。シスコ

は、ブロードキャストアルゴリズムに対して明示的なサポートを提供しておりません。

Cisco Unified Communications Managerでは、ハントグループで複数の回線グループの設定を行う
ことができます。現在の実装では、ハントグループで 1つの回線グループだけがサポートされて
います。複数の回線グループが設定されている場合でもプリエンプションは実行されますが、ハ

ントグループに複数の回線グループが設定されている場合には最も低い優先コールをプリエンプ

ションに選択できません。

設定

ハントパイロットとハントリストには、次の設定が必要になります。

•ハントグループに 1つのハントリストだけを設定します。プリエンプションは、リスト内
の最初のグループだけで実行されます。

•すべてのハントグループオプションを [次のメンバへ、ただし次のグループにはハントしな
い(Try next member, but do not go to next group)]に設定します。これには、[応答なし(No
Answer)]、[話し中(Busy)]、および [使用不可(Not Available)]のオプションが含まれます。

•ハントグループアルゴリズムを優先度順、ラウンドロビン、または最長アイドル時間に設
定します。シスコは、ブロードキャストアルゴリズムに対するサポートは提供しておりま

せん。

•ハントパイロットの [個人の初期設定を使用(Use Personal Preferences)]チェックボックスをオ
フにします。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
1172

Multilevel Precedence and Preemption
ハントパイロットとハントリスト



•ハントパイロットのMLPP優先度の設定に [デフォルト(Default)]を指定していることを確認
します。

•ハントリスト内のすべてのステーションを 1つのMLPPドメインに設定します。

さらに、次の設定を行うことを強く推奨します。

• Forward No Answer DNハントパイロットを最後の DNに設定します。

• Forward on Busy DNハントパイロットを最後の DNに設定します。

SCCP ゲートウェイエンドポイントに対する補足サービスサポート
これらの更新によって、SCCPゲートウェイエンドポイントに対する補足サービスサポートと
SCCPゲートウェイでの基本コールに対するMLPPサポートがまとめられます。

この機能はアナログ電話機でだけサポートされています。（注）

補足サービスサポートの更新によって、次の機能が組み込まれます。

•コール保留：SCCPゲートウェイ上のMLPPとのコール保留インタラクション中に、ユーザ
は次の機能を利用できます。

◦プリエンプション（新しいコールの優先順位が保留中のコールおよびアクティブなコー
ルの優先順位よりも高い場合）

プリエンプションによって、保留中のコールとアクティブなコールの両方が差し替えられま

す。

（注）

•優先コール待機：SCCPゲートウェイ上のMLPPとのコール待機インタラクション中に、ユー
ザは次の機能を利用できます。

◦ゲートウェイでの優先コール待機音のサポート

◦単一のアクティブコールの場合、優先コール待機を再生する代わりに優先順位の高い新
しいコールのプリエンプション

◦優先コールを呼び出し中の電話機では、着信コールが優先順位の低い呼び出し中のコー
ルを差し替えます。
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ユーザがコール中にコール待機キャンセル機能の呼び出しを選択した場合、このことが優先

コール待機の設定よりも優先されるのは、そのコールだけとなります。コール待機キャンセ

ル設定はこの設定を呼び出した電話機にだけ適用され、発信先の電話機には影響を及ぼしませ

ん。

（注）

コール待機キャンセル機能の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミ
ニストレーションガイド』を参照してください。

（注）

• AllowCallWaitingDuring an In-Progress OutboundAnalog Callサービスパラメータ：CiscoUnified
CommunicationsManagerに追加された新しいパラメータです。このパラメータは、発信コー
ルにコール待機対応の SCCPゲートウェイアナログ電話機が使用されており、かつ、この電
話機がコール待機トーンを再生できない場合に、この電話機に着信コールを表示すること

が、Cisco Unified Communications Managerによって許可されるかどうかを決定します。アナ
ログ電話機は、発信コールがアラートまたは接続の状態になるまでは、コール待機トーンを

再生できない場合があります。有効な値は、[True]または [False]です。

◦ [True]：コール待機対応のアナログ電話機は、電話機のコール待機トーン再生機能に関
係なく着信コールを受け、標準のコール応答時間制限が適用されます。

◦ [False]：Cisco Unified Communications Managerでは、これをビジートリガーコール制限
に達する通常のアナログラインアピアランスとして処理します。この処理には、転送

アクション、トーン、またはトリガーに適用可能なその他の機能が含まれる場合があり

ます。

サービスパラメータの使用の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミ
ニストレーションガイド』の「サーバでのサービスに対するサービスパラメータの設定」の

項を参照してください。

（注）

Multilevel Precedence and Preemption のシステム要件
MLPPを使用するには、Cisco Unified Communications Manager 4.0以降が稼動している必要があり
ます。
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Multilevel Precedence and Preemption のデバイスサポート
状況の確認

MLPPをサポートする IP Phoneの完全なリストを作成するには、CiscoUnifiedReportingアプリケー
ションを使用します。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）機能をサポートしているのは SCCP電話機のみで
す。 SIP電話機はMLPPをサポートしていません。

（注）

CiscoUnified Reportingアプリケーションの詳細については、『CiscoUnified Reporting Administration
Guide』を参照してください。

手順

ステップ 1 次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified Reportingを開始します。Webアプリケーションへ
のアクセスを許可されるまで、ユーザの認証には Cisco Tomcatサービスが使用されます。アプリ
ケーションには次の方法でアクセスできます。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのナビゲーションメニューで [CiscoUnified
Reporting]を選択し、[Go]をクリックします。

• Cisco Unified Real TimeMonitoring Tool（RTMT）のメニューで [File] > [Cisco Unified Reporting]
を選択します。

• https://<サーバ名または IP アドレス>:8443/cucreports/と入力し、認証済みのユー
ザ名とパスワードを入力します。

ステップ 2 ナビゲーションバーで、[System Reports]をクリックします。

ステップ 3 左側のカラムに表示されたレポートのリストで、[Unified CM Phone Feature List]オプションをク
リックします。

ステップ 4 [Generate a new report]リンクをクリックして新規レポートを生成するか、または、レポートがす
でに存在する場合は、[Unified CM Phone Feature List]リンクをクリックします。

ステップ 5 MLPPのコール優先順位がサポートされているすべての IP Phoneのレポートを生成するには、各
ドロップダウンリストボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタンをクリックします。
[Product]：[All]

[Feature]：[Call Precedence (for MLPP)]

[List Features]ペインに、MLPP機能をサポートするすべてのデバイスのリストが表示されます。
カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーをクリックして、リスト
をソートできます。
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ステップ 6 MLPPのコールプリエンプションがサポートされているすべての IP Phoneのレポートを生成する
には、各ドロップダウンリストボックスから次の設定を選択し、[Submit]ボタンをクリックしま
す。

[Product]：[All]

[Feature]：[Call Pre-emption (for MLPP)]

[List Features]ペインに、MLPP機能をサポートするすべてのデバイスのリストが表示されます。
カラムの見出し（[Product]または [Protocol]）の隣にある上下の矢印キーをクリックして、リスト
をソートできます。

インタラクションおよび制限事項
この項では、MLPPのインタラクションおよび制限事項について説明します。

インタラクション

MLPPは、次の Cisco Unified Communications Manager機能と通信します。

• Cisco Extension Mobility：ユーザがエクステンションモビリティを使用してデバイスにログ
インした場合、MLPPサービスドメインはユーザデバイスプロファイルとの関連付けを維
持します。エクステンションモビリティでは、[MLPP通知(MLPP Indication)]設定と [MLPP
プリエンプション(MLPP Preemption)]設定も適用されます。デバイスまたはデバイスプロ
ファイルがMLPPをサポートしていない場合、これらの設定は適用されません。

•即時転送：即時転送は、コールのタイプ（たとえば、優先コール）に関係なく、ボイスメー
ルメールボックスへコールを転送します。 Alternate Party Diversion（コールの優先順位）が
アクティブになっている場合は、無応答時転送（CFNA）も非アクティブになります。

• Cisco Unified Communications Manager Assistant（Unified CM Assistant）：MLPPは、次のよう
に Unified CM Assistantと通信します。

◦ Cisco Unified Communications Manager AssistantでMLPP優先コールが処理される場合、
Cisco Unified Communications Manager Assistantによりコール優先順位が保持されます。

◦ Cisco Unified Communications Manager Assistantは、他のすべてのコールと同じように
MLPP優先コールをフィルタリングします。コールの優先順位は、コールがフィルタリ
ングされるかどうかには影響を与えません。

◦ Cisco Unified Communications Manager Assistantはコールの優先順位を登録しないので、
Assistant Consoleでコールの優先順位について追加のインジケータを送信することはあ
りません。
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• Resource Reservation Protocol（RSVP）：RSVPは最初からMLPPをサポートしています。
RSVPがアクティブな場合のMLPPの動作については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
システムガイド』に説明があります。

•補足サービス：MLPPは、複数ラインアピアランス、コール転送、自動転送、三者通話、
コールピックアップ、およびハントパイロットと通信します。各サービスとのインタラク

ションについて説明しているMLPP補足サービス,（1168ページ）および後続の項を参照して
ください。

制限事項

MLPPには、次の制限事項があります。

•共通ネットワークファシリティプリエンプションがサポートされるのは、Cisco Unified
Communications ManagerがMGCPプロトコルを使用して制御し、MLPPプリエンプション対
応として設定されたターゲット Voice over IPゲートウェイ上の T1-CASおよび T1-PRI（北
米）インターフェイスに対してだけです。

• User Access Channelがサポートされるのは、次の Cisco Unified IP Phoneモデルに対してだけ
です。これらは、MLPPプリエンプション対応として設定されている必要があります。

◦ Cisco Unified IP Phone 7960、7962、7965

◦ Cisco Unified IP Phone 7940、7942、7945

• IOSゲートウェイは、Cisco Unified Communications Managerへの SCCPインターフェイスを
サポートします。したがって、Cisco Unified Communications Managerでサポート対象の電話
機モデルとして表示されるBRIとアナログ電話機をサポートします。MLPP機能をサポート
しているのは SCCP電話機のみです。

•トーンや呼び出し音など、MLPP関連の通知を生成するのはMLPP通知対応のデバイスだけ
です。MLPP通知対応ではないデバイスで優先コールが終了した場合、優先順位呼び出し音
は再生されません。MLPP通知対応ではないデバイスから優先コールが発信された場合、優
先順位呼び戻し音は再生されません。差し替えられるコール（つまり、プリエンプションを

開始したコールの相手側）にMLPP通知対応ではないデバイスが含まれている場合、そのデ
バイスにプリエンプショントーンは再生されません。

•電話機の場合、MLPP通知対応ではないデバイス（つまり、[MLPP通知(MLPP Indication)]が
[オフ(Off)]に設定されている）でプリエンプションは実行できません。

トランクの場合、MLPP通知とプリエンプションは別々に機能します。

• Cisco Unified CommunicationsManagerは Look Ahead for Busy（LFB）オプションをサポートし
ていません。

•クラスタ間トランクMLPPは、ダイヤルされた数値によって優先順位情報を送達します。ド
メイン情報は保存されないため、着信コールのトランクごとに設定する必要があります。

• 729 Annex Aをサポートしています。
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•さまざまなロケーション帯域幅のプリエンプション制限があります。

• DRSNの場合、CDRは値 0、1、2、3、および 4の優先レベルを表しており、DSNで使用さ
れているように 0はエクゼクティブオーバーライドを示し、4は標準を示します。このよう
に CDRは DRSNフォーマットを使用していません。

• Cisco Unified Communications Managerは、優先順位の高いコールのビデオ帯域幅を調整する
ときに、下位優先レベルのコールをプリエンプション処理します。プリエンプション処理す

る帯域幅が十分にない場合、Cisco Unified Communications Managerは、事前に予約されてい
る下位ビデオ帯域幅を使用するようにエンドポイントに指示します。 Cisco Unified
CommunicationsManagerがビデオコールをプリエンプション処理する場合、プリエンプショ
ン処理される側は、プリエンプショントーンを受信し、コールがクリアされます。

• MLPP対応デバイスは回線グループではサポートされません。このため、シスコは次のガイ
ドラインを推奨しています。

◦回線グループ内ではMLPP対応デバイスを設定しないでください。ただし、ルートグ
ループはサポートしています。トランク選択とハンティングの両方の方法がサポートさ

れています。

◦回線グループまたはルートグループでMLPP対応デバイスが設定されている場合、プ
リエンプションイベント中にルートリストがデバイスにロックされていないと、差し

替えられたコールはルートリストまたはハントリストの他のデバイスに再ルーティン

グされる可能性があります。また、どのデバイスもコールを受信できない場合にだけ、

プリエンプションインジケータが返されることがあります。

◦ルートリストは、トランク選択および優先コールのハンティングのいずれかのアルゴリ
ズムをサポートするように設定できます。方法 1では、Preemptive検索を直接実行しま
す。方法 2では、最初に一般的な検索を実行します。この検索がうまく行かない場合
は、Preemptive検索を実行します。方法 2では、ルートリストのデバイス全体に 2回
繰り返す必要があります。

方法 2にルートリストが設定されている場合、回線グループを含む特定のシナリオで
は、ルートリストはデバイス全体を2度繰り返して優先コールを検索することになりま
す。

• [MLPP通知(MLPPIndication)]を（エンタープライズパラメータ、共通デバイス設定、または
デバイスレベルで）オンにすると、デバイスの [MLPP通知(MLPP Indication)]がオフ（無効）
になっていない限り、デバイス上の回線では通常の呼び出し音設定の動作が無効になりま

す。

•補足サービス：補足サービスに対するMLPPサポートでは、次の制限事項が指定されます。

◦現在のMLPP設計は、他グループピックアップではなく、基本のコールピックアップ
機能およびグループコールピックアップ機能だけに対応しています。ダイレクトコー

ルピックアップ機能のサポートは、コールピックアップ,（1171ページ）の説明のとお
りに機能します。

◦着信MLPPコールに対する不在転送（CFA）サポートでは、MAPターゲットが設定さ
れている場合、コールを常に着信側のMAPターゲットに自動転送します。設定が正し
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くない場合（つまり、MAPターゲットが指定されていない場合）、コールは拒否され、
発呼側ではリオーダー音が聞こえます。

◦着信MLPPコールに対する無応答時転送（CFNA）サポートでは、コールを CFNAター
ゲットに 1回自動転送します。最初のホップの後、コールが無応答状態の場合、MAP
ターゲットが設定されていれば、コールは元の着信側のMAPターゲットに送信されま
す。設定が正しくない場合（つまり、MAPターゲットが指定されていない場合）、コー
ルは拒否され、発呼側ではリオーダー音が聞こえます。

◦着信MLPPコールに対する話中転送（CFB）サポートでは、転送ホップに設定されてい
る最大数までコールを自動転送します。最大ホップ数に達した場合、MAPターゲット
が設定されていれば、コールは元の着信側のMAPターゲットに送信されます。設定が
正しくない場合（つまり、MAPターゲットが指定されていない場合）、コールは拒否
され、発呼側ではリオーダー音が聞こえます。

◦ハントパイロットのサポートでは、ハントグループアルゴリズムが最長アイドル時間、
優先度順、またはラウンドロビンを指定している必要があります。ビジー処理、応答な

し処理、および未登録処理のハントグループオプションが [次のメンバへ、ただし次の
グループにはハントしない(Try next member, but do not go to next group)]に設定されてい
ることを確認します。プリエンプションが行われるのは、1つのハントグループだけで
す。

設定の詳細については、MLPPの設定, （1109ページ）を参照してください。

MLPP のインストールおよびアクティブ化
システム機能であるMLPPは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerソフトウェアに標準で備わっ
ており、特別なインストールは必要ありません。

MLPP の設定
この項では、MLPPのエンタープライズパラメータの設定について説明します。

MLPPを設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

MLPPの設定, （1109ページ）
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MLPP のエンタープライズパラメータの設定
CiscoUnifiedCommunicationsManagerには、MLPPに適用される以下のエンタープライズパラメー
タが用意されています。MLPPサービスを使用可能にするには、指示に従ってMLPP関連のエン
タープライズパラメータを設定してください。

• MLPP Domain Identifier：デフォルトはゼロ（0）です。このパラメータは、ドメインを定義
するために設定します。MLPPサービスはドメインに適用されるため、Cisco Unified
Communications Managerは、指定されたドメイン内のMLPPユーザからのコールに属す接続
とリソースだけに優先レベルのマークを付けます。CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、
同じドメイン内のMLPPユーザからの優先順位の低いコールだけを差し替えることができま
す。

このパラメータの変更を有効にするには、すべてのデバイスをリセットする

必要があります。

（注）

• MLPP Indication Status：デフォルトは、[MLPP Indication turned off]です。このパラメータは、
デバイスがMLPP優先コールを示すためにMLPPトーンと特別な表示を使用するかどうかを
指定します。エンタープライズでMLPP通知を有効にするには、このパラメータを [MLPP
Indication turned on]に設定します。

このパラメータの変更を有効にするには、すべてのデバイスをリセットする

必要があります。

（注）

• MLPP Preemption Setting：デフォルトは、[No preemption allowed]です。このパラメータは、
優先順位の高いコールを接続するためにデバイスがプリエンプションおよびプリエンプショ

ンシグナル（プリエンプショントーンなど）を適用するかどうかを指定します。エンター

プライズでMLPPプリエンプションを有効にするには、このパラメータを [ForcefulPreemption]
に設定します。

このパラメータの変更を有効にするには、すべてのデバイスをリセットする

必要があります。

（注）

• PrecedenceAlternate Party Timeout：デフォルトは 30秒です。優先コールで、着信側がAlternate
Party Diversionに加入している場合、このタイマーは、着信側がプリエンプションに受信応
答しない場合や優先コールに応答しない場合に Cisco Unified Communications Managerがコー
ルを代替パーティに転送するまでの秒数を示します。

• Use Standard VM Handling For Precedence Calls：デフォルトは [False]です。このパラメータ
は、優先コールがボイスメールシステムに自動転送されるかどうかを指定します。このパ

ラメータが [False]に設定されている場合、優先コールはボイスメールシステムに転送され
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ません。このパラメータが [True]に設定されている場合、優先コールはボイスメールシス
テムに転送されます。MLPPでは、ボイスメールシステムではなくユーザが常に優先コール
に応答する必要があるので、このパラメータを [False]に設定することをお勧めします。

エンタープライズパラメータの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk
Administrationガイド』のMLPPの設定, （1109ページ）の章を参照してください。

Destination Code Control
DestinationCodeControl（DCC）は、同じ宛先へのフラッシュ、フラッシュオーバーライドおよび
エクゼクティブオーバーライド優先レベルコール（フラッシュ以上の優先レベルのコール）は無

制限に許可しつつ、特定の宛先に許可される下位優先レベルのコールの数を制限します。

DCCが有効なルートパターンは、フラッシュ以上の優先レベルの各コールの処理を許可します
が、宛先の管理者により設定されるブロック割合に基づいて許可または拒否することで、下位優

先レベルのコールの割合を規制します。 DCCが有効なルートパターンは、管理者が設定するブ
ロックコール率に基づいて、即時、プライオリティおよびルーチン（フラッシュより低い優先レ

ベル）コールを制限します。緊急時では、DCCにより、管理者は、特定の宛先へのコールトラ
フィックの量を制御できます。 DCCが有効なルートパターンを介した低い優先順位の発信コー
ルの数は、常に、そのルートパターンで設定された最大許可コール数以下になります。

ブロックコール率は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの [ルートパターンの設定(Route Pattern
Configuration)]ウィンドウで設定できます。

[ルートパターンの設定(Route Pattern Configuration)]ウィンドウの [ブロックコール率の適用(Apply
CallBlockingPercentage)]チェックボックスにアクセスするには、[コールルーティング(CallRouting)]
> [ルートハント(Route Hunt)] > [ルートパターン(Route Pattern)]を選択します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタの各ノードは、ノードを介してブロックされるコー
ルの数を別々に追跡します。次のノードは、他のノードでの追跡と同期化せずに、ノードを介し

てルートされるコールの数を別々に追跡します。

[ブロックコール率の適用(Apply Call Blocking Percentage)]を選択し、ブロックコール率を特定の
値に設定して、DCCを有効にした後、ブロックコール率の値を変更せずに、[ゲートウェイ/ルー
トリスト(Gateway/RouteList)]や [ルートクラス(RouteClass)]、または [ルートパターン(Route Pattern)]
ウィンドウのその他のフィールドを変更した場合、DCCカウンタはリセットされません。ただ
し、変更前にルートパターンを介して試行されたコール数に基づいたカウントは継続します。

DCCカウンタをリセットするには、[ブロックコール率の適用(Apply Call Blocking Percentage)]
フィールドを変更する必要があります。

DCC機能を有効にする場合、[ルートパターン(Route Pattern)]ウィンドウのMLPPレベルを [フ
ラッシュ(Flash)]、[フラッシュオーバーライド(FlashOverride)]または [エクゼクティブオーバー
ライド(ExecutiveOverride)]レベルに設定できません。これらのMLPPレベルは、トランスレー
ションパターンで設定する必要があります。

（注）
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AXL
シン AXLレイヤを介してルートパターンで DCC機能を設定できます。

設定要件

DCCを有効にするには、次のフィールドを更新する必要があります。

• [ブロックコール率の適用(ApplyCallBlockingPercentage)]：このチェックボックスをオンにし
て、DCC機能を有効にします。 DCCが有効になると、宛先に発信されるフラッシュ以上の
優先レベルのコールを除くすべてのコールがフィルタリングされ、宛先で設定されたブロッ

クコール率クォータに基づいて許可または拒否されます。フラッシュ以上の優先レベルの

コールは常に許可されます。 DCCは、デフォルトでは無効になっています。

•ブロックコール率(%)：この宛先でブロックされるコールの割合を数値で入力します。この
値は、ルートパターンでブロックされる、この宛先に発信される下位優先レベルのコールの

割合を指定します。この割合は、下位優先レベルのコールだけを制限します。この宛先に発

信される、フラッシュ以上の優先レベルのコールは常に許可されます。

Cisco Unified CommunicationsManagerでは、この宛先に設定されているブロックコール率に基
づいて、このルートパターンを介して許可される優先順位の低いコールの最大数を計算しま

す。

（注）

ブロックコール率(%)のフィールドは、[ブロックコール率の適用(ApplyCallBlockingPercentage)]
チェックボックスがオンの場合だけ有効になります。

（注）

BAT の変更
BATの [インポート/エクスポート(Import/Export)]メニューを介してDCCの詳細をエクスポートで
きます。

BATを介して DCCの詳細をエクスポートするには、[一括管理(Bulk Administration)] > [インポー
ト/エクスポート(Import/Export)] > [エクスポート(Export)]を選択します。エクスポートの [ルート
パターン(Route Pattern)]エンティティを選択します。DCCの詳細は、[コールルーティングデータ
(Call Routing Data)]にあります。

[インポート/エクスポート(Import/Export)]の詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager Bulk Administrationガイド』を参照してください。

（注）
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第 43 章

保留音

この章では、統合保留音（MOH）機能について説明します。この機能を使用すると、ユーザは、
ストリーミングソースからストリームされる音楽を使用して、ネット上およびネット外のユー

ザを保留にできます。

• 保留音の設定, 1183 ページ

• マルチキャストの設定, 1184 ページ

• 保留音パフォーマンスの監視の設定, 1185 ページ

• 保留音の機能, 1185 ページ

• 保留音サーバ, 1194 ページ

• 保留音オーディオソース, 1195 ページ

• SRTPを介したセキュアな保留音, 1200 ページ

• 保留音のシステム要件と制限, 1207 ページ

• 保留音のフェールオーバーとフォールバック, 1209 ページ

• 保留音の設定, 1210 ページ

保留音の設定
統合保留音（MOH）機能を使用すると、ユーザは、ストリーミングソースからストリームされる
音楽を使用して、ネット上およびネット外のユーザを保留にできます。保留音機能では、次の 2
種類の保留を使用できます。

•エンドユーザ保留。

•ネットワーク保留。転送保留、会議保留、およびコールパーク保留が含まれます。

保留音は、録音された音声や生の音声が必要なその他のシナリオもサポートします。

次の手順を実行して、保留音を設定します。
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手順

ステップ 1 Cisco IP Voice Media Streamingアプリケーションは、Cisco Unified Communications Managerのイン
ストール時に自動的にインストールされます。MOHサーバを有効にするには、CiscoUnifiedサー
ビスアビリティアプリケーションを使用して Cisco IP Voice Media Streamingアプリケーションを
アクティブにする必要があります。サーバの追加時に、Cisco Unified Communications Managerは
メディアターミネーションポイント（MTP）、会議ブリッジ、アナンシエータ、および保留音デ
バイスをデータベースに自動的に追加します。

インストール時に、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはデフォルトの保留音オーディ
オソースをインストールして設定します。保留音機能は、他に変更を加えることなく、

このデフォルトのオーディオソースを使用して処理できます。

（注）

ステップ 2 保留音サーバを設定します。

ステップ 3 オーディオソースファイルを追加して設定します。

関連トピック

保留音サーバの設定, （1221ページ）
保留音オーディオソースの検索, （1210ページ）
保留音オーディオソース, （1195ページ）

マルチキャストの設定
マルチキャストを許可するためにさまざまな Cisco Unified Communications Managerサービスを設
定するには、以下の手順を実行します。マルチキャストを利用可能にするには、すべての手順を

実行する必要があります。

手順

ステップ 1 保留音サーバを設定してマルチキャストオーディオソースを有効にします。

ファイアウォールが存在する状況では、IPアドレスの増分によるマルチキャストを強く推
奨します。この方法により、各マルチキャストオーディオソースは一意な IPアドレスを
持つことになり、ネットワークの飽和状態の回避に役立ちます。

注意

ステップ 2 オーディオソースを設定してマルチキャストを許可します。

CTIデバイスは、マルチキャスト保留音機能をサポートしていません。 CTIデバイス
が、そのメディアリソースグループリストにあるマルチキャストMOHデバイスで設
定されている場合は、コール制御に関する問題が発生する可能性があります。CTIデバ
イスは、マルチキャストメディアストリーミングをサポートしていません。

（注）

MTPデバイスは、マルチキャストメディアストリーミングをサポートしていませ
ん。

（注）
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ステップ 3 メディアリソースグループを作成して、MOHオーディオでマルチキャストを使用するように設
定します。

ステップ 4 メディアリソースグループリストを作成し、1つのマルチキャストメディアリソースグループ
をプライマリメディアリソースグループにします。

ステップ 5 デバイスプールまたは特定のデバイスに対して作成したメディアリソースグループリストを選

択します。

ステップ 6 必要に応じて、マルチキャストMOHに影響するサービスパラメータを設定します。

関連トピック

保留音オーディオソースの設定, （1213ページ）
保留音サーバの設定, （1222ページ）
マルチキャストの設定, （1184ページ）
マルチキャストとユニキャストのオーディオソース, （1196ページ）
H.323クラスタ間トランク経由のマルチキャスト保留音, （1199ページ）

保留音パフォーマンスの監視の設定
保留音のパフォーマンスを監視するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerのリアルタイム監視ツール（RTMT）を使用して、リソース
の使用率およびデバイスの復旧状態を確認します。

ステップ 2 イベントログで、Cisco IP Voice Media Streamingアプリケーションのエントリを検索します。

ステップ 3 Cisco IP Voice Media Streamingアプリケーションサービスが動作していることを確認します。

ステップ 4 MoHデバイスが登録されていることを確認します。

ステップ 5 Media Applicationトレース（Cisco Cluster Management Suite（CMS））を検索して、検出されてい
る保留音関連のアクティビティを確認します。

保留音の機能
この項では、保留音機能について、定義、サービスの特徴、機能性とその例、およびサポートさ

れる機能を挙げて説明します。
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保留音の用語

最も簡単な例では、電話機 Aから電話機 Bに通話していて、電話機 Aが電話機 Bを保留にする
場合に保留音が実行されます。保留音（MOH）リソースが利用可能な場合は、電話機 Bには保
留音サーバからストリームされる音楽が聞こえます。

次の定義は、後の説明で重要となる情報です。

• MOHサーバ：保留音オーディオソースを提供し、1つの保留音オーディオソースを複数の
ストリームに接続するソフトウェアアプリケーション。

•メディアリソースグループ：メディアサーバの論理グループ。メディアリソースグルー
プは、必要に応じて地理的なロケーションまたはサイトに関連付ける場合があります。ま

た、メディアリソースグループを形成して、サーバの使用状況や必要なサービスタイプ（ユ

ニキャストまたはマルチキャスト）を制御することもできます。

•メディアリソースグループリスト：優先順位を付けられたメディアリソースグループで構
成されるリスト。アプリケーションは、メディアリソースグループリストで定義されてい

る優先順位に従って、必要なメディアリソースを利用可能なメディアリソースの中から選

択できます。

•オーディオソース ID：保留音サーバ内のオーディオソースを表す ID。オーディオソース
には、ディスク上のファイルや、ソースストリーム保留音サーバがストリーミングデータ

を取得する固定デバイスがあります。MOHサーバは 51までのオーディオソース ID（1～
51）をサポートします。各オーディオソース（オーディオソース IDで表される）は、必要
に応じてユニキャストモードおよびマルチキャストモードとしてストリームできます。

•保留にした側：アクティブな、2パーティ間のコールで、保留動作（ユーザ保留またはネッ
トワーク保留）を開始した側。例：A側が B側に通話している場合で、A側が [保留]ソフ
トキーを押して保留動作を開始した場合は、A側が保留にした側です。

•保留にされた側：アクティブな、2パーティ間のコールで、保留動作を開始しなかったが保
留状態になった側。例：A側が B側に通話している場合で、A側が [保留]ソフトキーを押
して保留動作を開始した場合は、B側が保留にされた側です。

次のオーディオソース ID選択規則は、オーディオソース IDとメディアリソースグループリス
トの選択に適用されます。

•エンドユーザではなく、システム管理者がオーディオソース IDを定義（設定）します。

•システム管理者が、デバイスまたはデバイスプール（複数）に対してオーディオソース ID
を選択（設定）します。

•保留にした側が、保留にされた側に適用するオーディオソース IDを定義します。

• Cisco Unified Communications Managerは、4つのレベルの優先順位を付けられたオーディオ
ソース IDを実装しています。レベル 4が最も高い優先順位で、レベル 1が最も低い優先順
位です。
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◦レベル 4のオーディオソース IDが定義されている場合、システムはレベル 4を選択し
ます。レベル 4は、電話番号/回線ベースです。ゲートウェイなど、回線定義のないデ
バイスにはこのレベルはありません。

◦レベル 4のオーディオソース IDが定義されていない場合は、システムはレベル 3の任
意の選択されたオーディオソース IDを検索します。レベル 3は、デバイスベースで
す。

◦レベル 4のオーディオソース IDも、レベル 3のオーディオソース IDも選択されなかっ
た場合、システムはレベル 2に定義されているオーディオソース IDを選択します。レ
ベル 2は共通デバイス設定ベースです。

◦すべての上位レベルのオーディオソース IDが選択されなかった場合は、システムはレ
ベル 1のオーディオソース IDを検索します。レベル 1はクラスタ全体のパラメータで
す。

次のメディアリソースグループリスト選択規則が適用されます。

•保留にされた側が、Cisco Unified Communications Managerが保留音リソースの割り当てに使
用するメディアリソースグループリストを決定します。

• 2つのレベルの、優先順位を付けられたメディアリソースグループリストが選択できます。

◦レベル2のメディアリソースグループリストは、高い優先順位のレベルを提供します。
このレベルは、デバイスベースです。CiscoUnified CommunicationsManagerは、このよ
うなメディアリソースグループリストが定義されている場合には、デバイスレベルの

メディアリソースグループリストを使用します。

◦レベル1のメディアリソースグループリストは、低い優先順位のレベルを提供します。
このレベルは、オプションのデバイスプールパラメータです。 Cisco Unified
CommunicationsManagerは、そのデバイスのデバイスレベルでメディアリソースグルー
プリストが定義されていない場合にだけ、デバイスプールレベルメディアリソース

グループリストを使用します。

•メディアリソースグループリストが定義されていない場合、Cisco Unified Communications
Managerはシステムデフォルトリソースを使用します。システムデフォルトリソースは、
既存のメディアリソースグループのどれにも割り当てられていないリソースで構成されま

す。システムデフォルトリソースは必ずユニキャストです。

保留音の特徴

統合保留音機能を使用すると、ユーザは、ストリーミングソースからストリームされる音楽を使

用して、ネット上およびネット外のユーザを保留にできます。このソースは、すべてのネット上

またはネット外の保留状態のデバイスで音楽を利用可能にします。ネット上のデバイスには、保

留状態、打診保留状態、または対話型音声応答（IVR）やコール分散によるパーク保留状態のス
テーションデバイスおよびステーションアプリケーションがあります。ネット外のユーザには、

MediaGatewayControl Protocol（MGCP）/Skinnyゲートウェイ、InternetworkOperating System（IOS）
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H.323ゲートウェイ、および IOS Media Gateway Control Protocolゲートウェイを介して接続してい
るユーザがあります。保留音機能は、IOSH.323/MediaGatewayControl Protocol上のForeignExchange
Station（FXS）ポートを介してCisco IPネットワークに接続するCisco IP一般電話サービス（POTS）
電話機でも利用できます。また、Cisco Media Gateway Control Protocol/Skinnyゲートウェイでも利
用できます。

統合保留音機能は、メディアサーバ、データベース管理、コール制御、メディアリソースマネー

ジャ、およびメディア制御機能領域を網羅しています。

保留音サーバは、音楽リソース/ストリームを提供します。これらのリソースは、初期化/復旧時
に Cisco Unified Communications Managerに登録されます。

データベース管理は、Cisco Unified Communications Manager管理者がデバイスに保留音機能を設
定するためのユーザインターフェイスを提供します。また、データベース管理者は、CiscoUnified
Communications Managerコール制御に設定情報を提供します。

コール制御は、保留音シナリオロジックを制御します。

メディアリソースマネージャは、保留音サーバからの登録要求を処理します。また、コール制御

の要求のもとで、保留音リソースの割り当てと割り当て解除を行います。

メディア制御は、メディアストリーム接続の確立を制御します。メディアストリーム接続には、

片方向の接続または双方向の接続があります。

終端デバイスで保留音が機能するには、そのデバイスに保留音関連情報がプロビジョニングされ

ていることを事前に確認する必要があります。 Cisco Unified Communications Managerを初期化す
ると、メディアリソースマネージャが作成されます。保留音サーバ（複数）は、メディアリソー

スマネージャに保留音リソースを登録します。

終端のデバイスまたは機能がコールを保留状態にすると、Cisco Unified Communications Manager
は保留にされたデバイスを音楽リソースに接続します。保留にされたデバイスが元に戻ると、保

留音リソースから切断され、通常のアクティビティが再開されます。

保留音の機能

保留音が機能するためには、次のリストに示す操作を実行する必要があります。

•オーディオソースを設定する。後述の例では、「お待ちいただきありがとうございます
（ID#5）」と「ポピュラー音楽 1（ID#1）」というオーディオソースを設定およびプロビ
ジョニングします。

•保留音サーバを設定する。

•オーディオソースを設定する。後述の例では、「お待ちいただきありがとうございます」
と「ポピュラー音楽 1」というオーディオソースを設定およびプロビジョニングします。

特にマルチキャストを使用する場合には、最初にオーディオソースを設定し

てから、保留音サーバを設定します。ユーザインターフェイスでは、いずれ

の手順も最初に行うことができます。

（注）
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オーディオソースがマルチキャストに設定されている場合、デバイスが保留

中かどうかにかかわらず、MoHサーバは常にオーディオストリームを伝送し
ます。

（注）

•メディアリソースグループを設定する。マルチキャストが必要な場合は、[MOHオーディオ
にマルチキャストを使用(Use Multicast for MOH Audio)]チェックボックスをオンにします。

CTIおよびMTPデバイスは、マルチキャスト保留音機能をサポートしていま
せん。 CTIまたはMTPデバイスが、そのメディアリソースグループリスト
にあるマルチキャストMoHデバイスで設定されている場合は、コール制御に
関する問題が発生する可能性があります。 CTIおよびMTPデバイスは、マル
チキャストメディアストリーミングをサポートしていません。

（注）

•メディアリソースグループリストを設定する。

•メディアリソースグループリストおよびオーディオソースにデバイスプールを割り当て
る。

•メディアリソースグループリストおよびオーディオソースにデバイスを割り当てる（デバ
イスプールの割り当てに上書きします）。

•オーディオソースに回線を割り当てる（デバイス設定に上書きします）。

ここまでの設定操作を実行して、保留音機能を次のように設定すると、後続の例に示すように、

ユーザ保留、転送保留、コールパークの保留音機能が動作します。

メディアリソースグループ

MoHは保留音サーバを意味します。MRGはメディアリソースグループを意味します。

• MRG_DはMOH_Dを含む。

• MRG_S_DはMOH_SおよびMOH_Dを含む。

メディアリソースグループリスト

MRGLはメディアリソースグループリストを意味します。

• MRGL_DはMRG_Dを含む。

• MRGL_S_DはMRG_S_DおよびMRG_Dを含む（優先順位の順）。

ノード

• Dallasノードは電話機 DおよびMOH_Dを含む。

• San Joseノードは電話機 SおよびMOH_Sを含む。
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•電話機 Dにオーディオソース ID 5（「お待ちいただきありがとうございます」または単な
る音楽（ユーザ保留とネットワーク保留の両方））、およびMRGL_Dを割り当てる。

•電話機 Sにオーディオソース ID 1（「ポピュラー音楽 1」（ユーザ保留とネットワーク保留
の両方））、およびMRGL_S_Dを割り当てる。

ユーザ保留の例

電話機 Dが電話機 Sをコールし、電話機 Sが応答します。電話機 Dで [保留]ソフトキーが押さ
れます。電話機 Sは、MOH_Sからストリーミングするアナウンス「お待ちいただきありがとう
ございます」または単なる音楽を受信します（MOH_Sには利用可能なストリームが存在しま
す）。電話機Dで [復帰]ソフトキーが押された場合、電話機 Sは音楽ストリームから切断され、
電話機 Dに再度接続します。

転送保留の例

転送保留は、ネットワーク保留の一例です。

電話機 Dが電話機 Sをコールし、電話機 Sが応答します。電話機 Dで [転送]ソフトキーが押さ
れます。電話機 Sは、MOH_Dからストリーミングするアナウンス「お待ちいただきありがとう
ございます」または単なる音楽を受信します（MOH_Sには利用可能なストリームが存在しませ
んが、MOH_Dには存在します）。電話機 Dが転送動作を完了したら、電話機 Sは音楽ストリー
ムから切断され、転送先の電話機 Xに転送されます。

コールパークの例

コールパークは、ネットワーク保留の一例です。

電話機 Dが電話機 Sをコールし、電話機 Sが応答します。電話機 Sで [パーク]ソフトキーが押
されます。電話機Dはビープ音を受信します（MOH_Dには利用可能なストリームが存在しませ
ん）。電話機 Xはパークコールをピックアップします。電話機 Sは電話機 Xに転送されます
（電話機 Dと電話機 Xが会話をします）。

サポートされている保留音機能

保留音では、次に示す機能がサポートされます。機能のリストはカテゴリごとに示します。機能

のカテゴリには、保留音サーバの特徴、サーバのスケーラビリティ、サーバの管理性、サーバの

冗長性、データベースのスケーラビリティ、およびデータベースの管理性があります。

保留音サーバの特徴

•サーバは、そのディスクに格納されている保留音データソースファイルから保留音を配信
します。

•サーバは、外部のオーディオソース（たとえば、ループテープレコーダ、ラジオ、CD）か
ら保留音を配信できます。
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•保留音サーバは、すべてのソースストリームに対して、つまりすべての接続されたストリー
ムに対して単一の保留音データソースを使用できます。複数の保留音サーバが必要な場合

は、各保留音サーバのローカルサーバに常に保留音データソースファイルを格納しておき

ます。Cisco Unified CommunicationsManagerは、メディアリソースグループ内の保留音サー
バ間で、固定デバイス（ハードウェア）のオーディオソースを配布することはサポートして

いません。

•保留音データソースファイルは、すべての保留音サーバで共通の 1つのファイル名を持ち
ます。

•保留音データソースファイルが各MoHサーバにアップロードされていることを確認する必
要があります。

•各オーディオソースは、指定したファイルまたは指定した固定ソース（ラジオ、CDなど）
のいずれかからの入力を受信します。

•指定した固定ソースは、有効または無効な単一のデバイスから成ります。

•ローカルマシン上のオーディオドライバは、単一の固定ソースを保留音サーバで利用可能
にします。

•保留音サーバは、G.711（a-lawおよびmu-law）、G.729a、およびワイドバンドコーデックを
サポートします。

•保留音サーバは、1つのプライマリ Cisco Unified Communications Managerサーバに登録しま
す。

サーバのスケーラビリティ

•保留音は、保留音サーバあたり 1～ 1000のシンプレックスユニキャストストリームをサ
ポートします。

•保留音は、シスコが開発した複数のメディア処理アプリケーション、たとえば対話型音声応
答（IVR）や自動アテンダント（AA）をサポートします。 Cisco Unified Communications
Managerを使用すると、このサポートが容易になります。

•保留音サーバは、同時に 50までの保留音データソースファイルをソースとしてサポートし
ます。

•保留音サーバは、ファイルストリームソースに加えて 1つの固定デバイスストリームソー
スをサポートします。このソースは固定オーディオソースであり、[固定MOHオーディオ
ソースの設定(Fixed MOH Audio Source Configuration)]ウィンドウで設定されます。このソー
スには、Cisco USB保留音対応のアダプタが別途必要です。

サーバの管理性

• Cisco Unifiedサービスアビリティのウィンドウから、保留音サーバアプリケーションである
Cisco IPMediaStreamingApplicationを、任意の標準メディアコンバージェンスサーバ（MCS）
上で、サービスとしてアクティブにできます。
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•保留音アプリケーションは、同じメディアコンバージェンスサーバ（MCS）で別のメディ
アアプリケーションとしてアクティブにできます。したがって、保留音アプリケーションと

他のメディアアプリケーションがMCS上に共存することになります。

•保留音サーバアプリケーションは、1つのクラスタ内の複数のメディアコンバージェンス
サーバ（MCS）にインストールできます。

• Cisco Unified CommunicationsManagerクラスタまたはシステムでは、CiscoMedia Convergence
Server（MCS）とCiscoUnifiedComputing System（UCS）のノードを混在させることができま
す。外部ソース（USBオーディオドングル）で保留音機能を使用する場合は、外部ソース
からMoHを提供するノード用にMCSサーバを使用する必要があります。

•管理者は、サーバが提供する各ソースストリームのソースを指定できます。

•ストリームソースの管理はブラウザを介して行います。

サーバの冗長性

•保留音サーバは、関連する Call Manager Groupの設定に基づく Cisco Unified Communications
Managerリストをサポートします。リストの最初のエントリはプライマリサーバとして機能
し、リストの後続の Cisco Unified Communications Managerは、優先順位順のバックアップ
Cisco Unified Communications Managerとして機能します。

•保留音サーバは、その Cisco Unified Communications Managerリストから Cisco Unified
Communications Managerへのプライマリ接続およびバックアップ接続を維持できます。

•保留音サーバは、クラスタ上の他のサーバや電話機で使用される標準的な手順に従ってバッ
クアップ Cisco Unified Communications Managerを引き継ぐことができます。

•保留音サーバは、クラスタ上の他のメディアサーバの標準的な手順に従ってプライマリサー
バを引き継ぐことができます。

Cisco Unified Communications Manager/データベースの要件

• Cisco Unified Communications Managerがコールを処理して、コール中のいずれかのエンドポ
イントを保留にした場合、Cisco Unified Communications Managerは保留にされたエンドポイ
ントを保留音に接続できます。この機能は、ネットワーク保留およびユーザ保留にも当ては

まります。ネットワーク保留には、転送、会議、コールパークなどが含まれます。

•保留音用のメディアリソースグループは、すべての接続されたストリーム用に単一の音楽
ソースストリームを持つことをサポートします。

•システムは、リモートサイトに保留音サーバを置かずに、中心のサイトに保留音サーバを置
くことをサポートします。保留音サービスが必要なリモートサイトのデバイスは、サービ

スがローカルで利用できない場合はWANを介してメディアリソースグループからサービス
を取得します。

•保留音サーバは、クラスタ内のすべてのサイトに分配できます。
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•保留音サーバは、すべてのソースストリームに対して、つまりすべての接続されたストリー
ムに対して単一の保留音データソースを使用できます。複数の保留音サーバが関連する場

合は、保留音データソースは各サーバ上にローカルに格納される 1つのファイルです。

•システムは、デバイスに保留音を供給するプライマリメディアリソースグループにストリー
ムがないときはそれを検出でき、デバイスに指定されたセカンダリまたは三次のメディアリ

ソースグループからストリームを選択できます。

•デバイスを保留音に接続する際、低帯域幅コーデックのサポートが必要な場合には、システ
ムでトランスコーダを挿入できます。

データベースのスケーラビリティ

• Cisco Unified Communications Managerは、1つの保留音サーバにつき、1～ 500のユニキャス
トセッションをサポートできます。

• Cisco Business Edition 5000は、1つの保留音サーバにつき、1～ 250のユニキャストセッショ
ンをサポートできます。

• 1つのクラスタは、1～ 20を超える保留音サーバをサポートします。

• 1つのクラスタは、1～ 10,000を超える保留音ストリームをクラスタで同時にサポートしま
す。

• 1つのクラスタは、1～500以上の保留音用のメディアリソースグループをサポートします。

•保留音用の 1つのメディアリソースグループは、1～ 20以上の保留音サーバをサポートで
きます。

管理性

•管理者は、デバイスごとにメディアリソースグループリストを選択できます。

•管理者は、デバイス/電話番号（DN）ごとに保留音ソースストリームを選択できます。

•管理者は、デバイス/DNごとにMusic On Consult（ネットワーク保留）ソースストリームを
選択できます。

•管理者は、指定したメディアリソースグループの一部にする保留音サーバを設定できます。

•管理者は、メディアリソースグループおよびメディアリソースグループリストを設定する
ことで、プライマリ、セカンダリ、および三次の保留音/Consultサーバを各デバイスに対し
て指定できます。

•管理者は、複数の保留音サーバをプロビジョニングできます。

•管理者は、保留音サーバがシステム内でMOHをサービスできるように、システムに登録さ
れている任意のデバイスをプロビジョニングできます。

•保留音の設定と管理はすべてブラウザを介して行います。
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•管理者は、ユーザ保留およびネットワーク保留のオーディオソースを各デバイスプールに
対して指定します。これらのデフォルトオーディオソースはファイルベースまたは固定デ

バイスベースとして機能します。

•管理者は、マルチキャストをサポートするリソースが存在する場合は、保留音サーバをユニ
キャストまたはマルチキャストのどちらかに指定できます。

CTIデバイスは、マルチキャスト保留音機能をサポートしていません。CTIデ
バイスが、そのメディアリソースグループリストにあるマルチキャストMoH
デバイスで設定されている場合は、コール制御に関する問題が発生する可能

性があります。 CTIデバイスは、マルチキャストメディアストリーミングを
サポートしていません。

（注）

•管理者は、すべての保留音サーバをリセットできます。

保留音サーバ
保留音サーバは、CiscoUnified CommunicationsManagerとの通信に Station Stimulus（SkinnyClient）
メッセージプロトコルを使用します。保留音サーバは、Cisco Unified Communications Managerに
単一のデバイスとして登録し、サポート可能なシンプレックスユニキャストオーディオストリー

ムの数をレポートします。保留音サーバはそのメディアのタイプの能力を G.711 mu-lawおよび
a-law、G.729a、およびワイドバンドとして Cisco Unified Communications Managerに通知します。
Cisco Unified Communications Managerは、保留音サーバに Skinnyクライアントメッセージを送信
して保留音ユニキャストストリームを起動および停止します。

1つの保留音サーバは、1000までのシンプレックスユニキャストオーディオストリームを処理
します。 1つのメディアリソースグループには、1つまたは複数の保留音サーバが含まれます。
1つの保留音サーバは 51のオーディオソースをサポートします。1つのオーディオソースは、
ローカルコンピュータのオーディオドライバを使用する固定デバイスをソースとします。残りの

オーディオソースは、ローカル保留音サーバ上のファイルをソースとします。

複数の保留音サーバに対して単一のファイルを使用できますが、固定デバイスは1つの保留音サー
バに対してだけソースとして使用できます。保留音オーディオソースファイルは、ストリーミ

ングに適したフォーマットで格納されます。 Cisco Unified Communications Managerは、クラスタ
内の保留音サーバ間にシンプレックスユニキャストストリームを割り当てます。

保留音サーバは、メディアコンバージェンスサーバシリーズのハードウェアプラットフォーム

を使用します。同一のコンピュータに保留音サーバアプリケーションとしてインストールされて

いる Cisco USBサウンドアダプタは、外部固定オーディオソースを供給します。外部固定オー
ディオソースには、ループテープレコーダ、ラジオ、CDがあります。

保留音サーバが実際に Cisco IP Voice Media Streamingアプリケーションのコンポーネントである
場合は、標準の、デバイス復旧およびデータベース変更通知をサポートします。
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各保留音サーバは、保留音オーディオソースファイルのコピーをローカルのハードディスクに格

納します。各オーディオソースファイルは、そのファイルがCiscoUnifiedCommunicationsManager
の管理ページのインターフェイスで追加されたときに、サーバに配布されます。

管理者は、保留音オーディオソースファイルをMoHサーバごとにアップロードする必要があ
ります。

（注）

保留音オーディオソース
管理者がオーディオソースファイルをインポートすると、Cisco Unified Communications Manager
の管理ページのインターフェイスがそのファイルを処理し、保留音サーバで使用可能な形式に変

換します。

•オーディオソースファイルとして推奨される形式には、次の仕様があります。

• 16ビットパルス符号変調（PCM） wavファイル

•ステレオまたはモノラル

•サンプルレートが 48 kHz、32 kHz、16 kHz、または 8 kHz

オーディオソースの作成

次のファイル形式を含めて、ほとんどの標準wavファイルは、入力用オーディオソースファイル
として使用できます。

• 16ビットパルス符号変調（PCM） wavファイル

•ステレオまたはモノラル

• 48 kHz、44.1 kHz、32 kHz、16 kHz、または 8 kHzのサンプルレート

保留音機能は、MP3形式をサポートしていません。（注）

オーディオソースを作成するときは、次の手順を実行します。

•管理者がオーディオソースファイルをCisco Unified CommunicationsManager保留音サーバに
インポートします。この手順では、ファイルを転送し、保留音サーバで使用可能な形式に変

換するために、多少時間がかかります。

•管理者は、オーディオソースファイルにオーディオソース番号を割り当てるために、事前
に各クラスタ内の各MoHサーバにオーディオソースファイルをインポートする必要があり
ます。

•保留音サーバは、ローカルのオーディオソースファイルを使用します。
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•保留音サーバは、Cisco Unified Communications Managerが必要とする、または要求するファ
イルを、保留にされたデバイスに配信します。

オーディオソースファイルの保存

Cisco Unified Communications Managerの以前のリリースでは、MoHファイルの格納領域に制限が
ありませんでした。MoHアップロードツールには、アップロードするファイル数やファイルの
サイズの制限がありません。変更されたアップロード用の JSPページでは、既存のMoHファイ
ルのディスク使用量がチェックされ、十分なスペースがある場合にだけアップロードが許可され

ます。

クラスタ内の最小のノードによりMOHの容量が決まります。（注）

オーディオソースの管理

保留音オーディオソースを作成した後、オーディオソースの管理はすべて Cisco Unified
Communications Managerの管理ページで行います。 [メディアリソース(Media Resources)] > [保留
音オーディオソース(Music On Hold Audio Source)]を選択して、[保留音オーディオソースの設定
(Music On Hold Audio Source Configuration)]ウィンドウを表示します。このウィンドウを使用し
て、所定のオーディオソースに対して保留音オーディオソースの追加、更新、または削除を行い

ます。各オーディオソースファイルに対して、保留音オーディオソース番号および保留音オー

ディオソース名を割り当て、このオーディオソースが連続して再生するかどうか、マルチキャス

トを許可するかどうかを決定します。 1つのオーディオソースに対して、このウィンドウは保留
音オーディオソースファイルのステータスも表示します。詳細については、保留音オーディオ

ソースの検索, （1210ページ）を参照してください。

[保留音オーディオソースの設定(Music On Hold Audio Source Configuration)]ウィンドウで、特
定のサーバだけにオーディオソースファイルをアップロードできます。このウィンドウに

は、オーディオソースファイルを他のサーバに自動コピーする機能がありません。各サーバ

上のCiscoUnifiedCommunicationsManagerアプリケーションにアクセスして、オーディオソー
スファイルを加入者サーバに手動でアップロードする必要があります。

（注）

マルチキャストとユニキャストのオーディオソース

マルチキャスト保留音は、システムリソースを節約します。マルチキャストを使用すると、複数

のユーザが同一のオーディオソースストリームを使用して保留音を提供できるようになります。

マルチキャストオーディオソースは IPアドレスに関連付けられます。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
1196

保留音

オーディオソースファイルの保存



ユニキャスト保留音は、システムのデフォルトです。各ユーザまたは各接続に対して別個のスト

リームを使用します。ユーザはある特定のデバイスまたはストリームに接続します。

MoHオーディオソースは、ユニキャストの保留にされた側に対して再生される、最初の（グ
リーティング）アナウンスに設定することができます。ユニキャストMoHユーザには、この
アナウンスが最初から聞こえます。マルチキャストユーザには、このアナウンスは聞こえま

せん。

（注）

MoH機能により、保留にされたどのユーザも、いつ保留状態になったかに関係なく、ストリー
ム中のオーディオソースの同じ箇所を聞くことになります。

（注）

MoHを使用して、ユーザが保留状態になったときにアナウンスを配信している場合、標準の
MoH設定で問題が発生する可能性があります。最初に保留状態になったユーザ以外のユーザ
は、アナウンスを最初から聞くことができません。これらのユーザは進行中のアナウンス（オー

ディオソース）に途中から加わることになります。

（注）

マルチキャストとユニキャストの両方の設定で、保留にされたユーザに対して同じオーディオ

ソースの動作が実行されます。各オーディオソースは、1度使用されるとストリームが内部
で分割され、保留にされたユーザに送信されます。この場合、マルチキャストとユニキャス

トの違いは、データ自体をネットワークで送信する方法だけです。

（注）

MoHオーディオソースは、基本のMoHオーディオに設定可能な一定の間隔で挿入される、
定期的なアナウンスに設定できます。このアナウンスは、ユニキャストとマルチキャストの

両方のユーザに聞こえます。ただし、ユーザは、このアナウンスの再生中に、MoHオーディ
オストリームに挿入されることがあります。これは、保留にされている他のユーザがすでに

MoHオーディオソースを聞いているかどうかによって決まります。

（注）

管理者は、マルチキャストでは、デバイスの管理、IPアドレスの管理、およびポートの管理が必
要になります。これに対して、ユニキャストではデバイスの管理だけが必要になります。

マルチキャストでは、管理者は少なくとも 1つのオーディオソースを定義してマルチキャストを
許可する必要があります。保留音サーバにマルチキャストを定義するには、まず、サーバにマル

チキャストを許可する必要があります。

マルチキャストでは、1つのアドレスは、1つの IPアドレスと 1つのポート番号の組み合わせで
構成されます。マルチキャスト用の各オーディオソースには、1組のアドレスが必要です。各
MoHサーバの各フォーマットに 1つずつ必要です。MoHサーバをマルチキャスト用に設定する
場合は、アドレスをポートまたは IPアドレスの増分によって割り当てる必要があるかどうかを指
定します。
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ファイアウォールが存在する状況でのネットワークの飽和状態を避けるため、ポート番号の代

わりに IPアドレスの増分によるマルチキャストを強く推奨します。これに従うことにより、
各マルチキャストオーディオソースは一意な IPアドレスを持つことになり、ネットワークの
飽和状態の回避に役立ちます。

注意

[保留音(MOH)サーバの設定(Music On Hold (MOH) Server Configuration)]ウィンドウの [最大ホップ
(MaxHops)]フィールドは、1つのオーディオソースが経由できるルータの最大数を示します。最
大ホップが 0に設定されている場合は、オーディオソースは自身のサブネット内に留まる必要が
あります。最大ホップが 1に設定されている場合は、オーディオソースはルータを 1つまで経由
して隣接したサブネットに移動できます。最大ホップは 2に設定することを推奨します。

標準化団体は IPアドレスを予約しています。 224.0.1.0～ 239.255.255.255の範囲の IPアドレス
は、マルチキャストのアドレスとして予約されています。ただし、224.0.1.0～ 238.255.255.255の
範囲のアドレスは、パブリックマルチキャストアプリケーションに割り当てられます。パブリッ

クマルチキャストアドレスを保留音マルチキャストに使用しないでください。その代わり、プ

ライベートネットワーク上の、管理上制御されるアプリケーション用に予約されている範囲

（239.0.0.0～ 239.255.255.255）の IPアドレスを使用することを推奨します。

マルチキャストに有効なポート番号は、16384～ 32767の範囲の偶数です（システムが奇数を予
約しています）。

マルチキャストは、メディアリソースグループおよびメディアリソースグループリストがいず

れもマルチキャスト保留音サーバを含むように定義されている場合にだけ機能します。メディア

リソースグループでは、マルチキャスト用に設定されている保留音サーバを含む必要がありま

す。これらのサーバには (MOH)[Multicast]というラベルが付けられています。また、メディアリ
ソースグループをマルチキャストに定義する場合は、[MOHオーディオにマルチキャストを使用
(Use Multicast for MOH Audio)]チェックボックスをオンにします。

メディアリソースグループリストがデバイスプールおよびデバイスに関連付けられている場合

は、メディアリソースグループリストを定義して、マルチキャストに設定されているメディア

リソースグループがリストの先頭のグループとなるようにします。マルチキャストオーディオ

ソースが最初に検索され、デバイスに関する作業が容易になるため、この方法を行うことをお勧

めします。

保留音処理では、使用するメディアリソースは、保留にされたデバイス（保留状態になっている

デバイス）によって決定されますが、使用するオーディオソースは、保留にしたデバイス（保留

動作を開始したデバイス）によって決定されます。

メディアターミネーションポイント（MTP）が呼び出された場合、マルチキャスト保留音
（MoH）には次の制限が適用されます。マルチキャストMoHを使用しているサイトのコール
レッグでMTPリソースが呼び出された場合、発信者に保留音は聞こえず、無音状態になりま
す。このシナリオを回避するには、マルチキャストMoHの代わりに、ユニキャストMoHま
たは保留トーンを設定してください。

（注）
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CTIデバイスは、マルチキャスト保留音機能をサポートしていません。CTIデバイスが、その
メディアリソースグループリストにあるマルチキャストMoHデバイスで設定されている場
合は、コール制御に関する問題が発生する可能性があります。CTIデバイスは、マルチキャス
トメディアストリーミングをサポートしていません。

（注）

Multicast MoH Direction Attribute for SIP サービスパラメータ

Multicast MoH Direction Attribute for SIPサービスパラメータは、Cisco Unified Communications
Managerで、マルチキャスト保留音（MoH）の INVITEメッセージの Session Description Protocol
（SDP）の方向属性が sendOnlyと recvOnlyのどちらに設定されるかを決定します。

Cisco Unified IP Phone 7940および 7960で Session Initiation Protocol（SIP）電話ロード 8.4以前を使
用する構成の場合、または Cisco Unified IP Phone 7906、7911、7941、7961、7970、および 7971で
SIP電話ロード 8.1(x)以前を使用する構成の場合は、このパラメータを sendOnlyに設定します。
それ以外の場合は、このパラメータをデフォルト値の recvOnlyに設定したままにします。

H.323 クラスタ間トランク経由のマルチキャスト保留音
H.323クラスタ間トランク経由のマルチキャスト保留音（MOH）機能を使用すると、マルチキャ
ストMOHがH.323クラスタ間トランク（ICT）経由で動作するようになります。この機能が実装
されるまで、マルチキャストMOHは同じ ICTを経由する各ユニキャストMOHの帯域幅を使用
しており、帯域幅が浪費されていました。

また、この機能が実装されるまでは、H.323オープン論理チャネル（OLC）の ACKメッセージ
で、マルチキャストMOH用の IPアドレスおよびポートが伝達されていました。この機能の実装
により、H.323OLCメッセージでマルチキャストMOH用の IPアドレスおよびポートが伝達され、
Cisco Unified Communications Managerによって情報を処理するメカニズムが H.323 OLCメッセー
ジに組み込まれるようになりました。

クラスタ間トランク経由でコールが接続し、発信側または着信側の片方が [保留]キーを押すと、
MOHがクラスタ間トランク経由で配信されます。マルチキャストMOHが有効で、保留にした側
およびトランクがマルチキャストMOHサーバを使用するように設定されている場合、MOHはマ
ルチキャストで配信されます。このトランク上で保留状態になっているコールの数に関係なく、

トランク経由で配信されるマルチキャストMOHストリームは 1つだけです。

Send Multicast MOH in H.245 OLC Message サービスパラメータ

SendMulticast MOH in H.245 OLCMessageサービスパラメータは、H.323クラスタ間トランク経由
のマルチキャスト保留音機能を制御します。コールに関わるCiscoUnifiedCommunicationsManager
の両方のノードで、このパラメータの設定を有効にするために単一送信マルチキャストをサポー

トしている必要があります。このサービスパラメータは、コールを保留にした側だけに影響し、

遠端側がマルチキャスト転送アドレスを伝達する方法には影響しません。このパラメータを無効

にしても、コールの保留にされた側に単一送信マルチキャストをサポートする機能がある限り、

マルチキャストMOHは保留にされた側に適用されます。
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Cisco CallManagerサービスをサポートしているクラスタ全体のサービスパラメータ SendMulticast
MOH in H.245 OLC Messageを使用してこの機能を設定する場合は、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで [システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択しま
す。続いて、サーバおよびCiscoCallManagerサービスを選択します。SendMulticastMOH inH.245
OLC Messageのドロップダウンリストボックスで [True]を選択します。

このサービスパラメータは、H.323クラスタ間トランクおよびデバイスでのマルチキャストMOH
の動作を制御します。新しいサービスパラメータは、SIPトランク経由のマルチキャストMOH
は制御しません。SIPトランク経由のマルチキャストMOHでは新しい動作が構成されないためで
す。

Cisco Unified Communications Manager の管理の設定のヒント

Cisco Unified Communications Managerのクラスタ間トランク経由で接続するコールは、この機能
を使用してマルチキャストMOHを実現します。 Cisco Unified Communications Manager間のミド
ルボックスでターミナル機能セット（TCS）内の新しいフィールドおよびOLCメッセージが渡さ
れていない場合、この機能は動作しません。

マルチキャストMOHを設定するための通常の設定以外に、この新機能に対する追加の設定はあ
りません。この機能は、単一送信マルチキャストをサポートしているCiscoUnifiedCommunications
Manager間だけに適用されます。

デフォルトでは、この機能はアクティブのままになります。この機能を無効にするには、Send
Multicast MOH in H.245 OLC Messageサービスパラメータの値を [False]に設定します。この機能
で発生する可能性がある相互運用性の問題を解決するには、この操作を実行します。

マルチキャストMOHは、H.323と SIPプロトコルとの相互運用性をサポートしません。（注）

SRTP を介したセキュアな保留音
Cisco Unified Communications Manager 8.6(1)以降では、Cisco IP Voice Media Streamingアプリケー
ションサービスが拡張され、Secure Real-Time Protocol（SRTP）がサポートされます。このため、
Cisco Unified Communications Managerのクラスタまたはシステムでセキュリティが有効になって
いる場合、MOHサーバは、SRTP対応デバイスとして Cisco Unified Communications Managerに登
録されます。受信デバイスも SRTP対応デバイスである場合、音楽メディアは、受信デバイスに
ストリーミングされる前に暗号化されます。

セキュアモードでは、保留音の Cisco Unified Communications Managerの管理ページのデバイ
スページに、デバイスが信頼できるデバイスであることを示す、チェックボックス付きのメッ

セージが表示されます。

（注）

Cisco Unified Communications Managerがセキュアな配置環境で設定されている（Cluster Security
Modeエンタープライズパラメータが混合モードに設定されている）場合、CiscoUnified IPPhone、
音声ゲートウェイ、およびその他のセキュア機能対応のエンドポイントは、暗号化モードに設定
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されます。デバイス間のメディアストリーミングは、SRTPを介して実行されます。コールがセ
キュアな場合、Cisco Unified IP Phoneにロックアイコンが表示されます。これは、コールが、シ
グナリングおよびメディアの両方で保護されていることを示します。

コール機能がアクティブ化された場合など、Cisco Unified Communications Managerが、暗号化
コールのメディアを中断すると、ロックアイコンはCiscoUnified IP Phoneから削除されます。
このアイコンは、電話が暗号化メディアと再接続すると復元されます。メディアの中断から

復元までの時間は、暗号化された保留音がアクティブな場合、短くなります。

（注）

マルチキャストMoHオーディオストリームは暗号化されず、SRTPをサポートしません。（注）

保留音のセキュリティの有効化

保留音デバイスは、Cluster Security Modeエンタープライズパラメータが 1（混合モード）に設定
されている場合、セキュリティ機能が自動的に有効になります。Cluster SecurityModeエンタープ
ライズパラメータを設定するには、保留音オーディオソースの検索, （1210ページ）を参照して
ください。

セキュアな保留音と非セキュアな保留音

次に、セキュアおよび非セキュアなMOHがコールに挿入されるときにロックアイコンがどのよ
うに表示されるかを説明する例を示します。

セキュアなMLPP優先コールが保留中の場合、Cisco Unified Communications Managerは、保留に
された側に、セキュアなMOHを挿入します。このメディアは、SRTPを介して保留された側に
暗号化およびストリーミングされます。セキュアなロックアイコンが、ユーザの電話に表示され

ます。

例

次に、優先コールの暗号化MOHの例を示します。

1 ユーザ2000が、771000にダイヤルしてユーザ1000と接続します。CiscoUnifiedCommunications
Managerは、ユーザがプレフィックス 77をダイヤルしてMLPP即時コールを開始できるよう
に 77.XXXXのトランスレーションパターンを設定しています。

2 Cisco Unified Communications Managerはユーザ 1000にダイヤルし、ユーザ 1000はコールに対
応します。

3 ユーザ 2000とユーザ 1000との間のメディアは、SRTPを介して設定されるので、セキュアな
ロックアイコンは、両方の IP Phoneに表示されます。

4 ユーザ 2000が、[保留(Hold)]キーを押すと、Cisco Unified Communications Managerは、ユーザ
2000とユーザ 1000との間のメディア接続を切断して、ユーザ 1000のデバイスにMOHを挿入
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します。暗号化されたMOHメディアは、SRTPを使用してユーザ 1000にストリーミングされ
ます。ユーザ 1000の IP Phoneのロックアイコンは、MOH再生中、表示されたままです。

例

次に、非セキュアなコールの暗号化MOHの例を示します。

1 ユーザ 1000が、ユーザ 2000にダイヤルします。

2 ユーザ 2000がコールに対応します。

3 ユーザ 1000とユーザ 2000との間のメディアストリーミングは、ユーザ 1000の IP Phoneがセ
キュアではないため、暗号化されません。

4 ユーザ 1000が、[保留(Hold)]キーを押すと、Cisco Unified Communications Managerは、ユーザ
1000とユーザ 2000との間のメディア接続を切断します。CiscoUnifiedCommunicationsManager
はユーザ 2000にMOHを挿入します。MOHサーバおよびユーザ 2000のデバイスは両方とも
暗号化に対応しているので、SRTPを使用して、MOHメディアがユーザ2000に再生されます。

例

次の例では、非セキュアなデバイスに暗号化されていない保留音を再生するセキュアなMOHの
例について説明します。

電話がセキュアではない場合、デバイスのコールが保留にされると、挿入されるMOHは、暗号
化されていないメディアを電話にストリーミングします。

1 ユーザ 1000が、ユーザ 2000にダイヤルします。

2 ユーザ 2000がコールに対応します。ユーザ 1000の IP Phoneは、非セキュアなデバイスです。

3 ユーザ 2000とユーザ 1000との間のメディアストリームは、RTPで設定されます。

4 ユーザ 2000が、[保留(Hold)]キーを押すと、Cisco Unified Communications Managerは、ユーザ
2000とユーザ 1000との間のメディア接続を切断して、ユーザ 1000に保留音を挿入します。
MOHは暗号化に対応しますが、受信デバイスが SRTP対応ではないので、MOHは、RTPを使
用してユーザ 1000にストリーミングします。

例

次の例では、MOHのセキュリティが無効なときに、優先コールに挿入される非セキュアなMOH
について説明します。

高度なサービスパラメータ [Make MOH Non-secure when Cluster Security is Mixed]が [True]に設定
されると、MOHサーバは、SRTP対応デバイスとして Cisco Unified Communications Managerに登
録できません。

1 ユーザ 2000が、ユーザ 1000にダイヤルします。

2 ユーザ 1000がコールに対応します。

3 ユーザ 2000とユーザ 1000との間のメディアストリームは、SRTPで設定されます。両方の
IP Phoneにロックアイコンが表示されます。
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4 ユーザ 2000が、[保留(Hold)]キーを押すと、Cisco Unified Communications Managerは、ユーザ
2000とユーザ 1000との間のメディア接続を切断して、ユーザ 1000にMOHを挿入します。
高度なサービスパラメータ [Make MOH Non-secure when Cluster Security is Mixed]が [True]に設
定されると、MOHは、RTPを使用してユーザ 1000にストリーミングされます。

例

次の例では、保留トーン（TOH）に挿入される暗号化アナンシエータについて説明します。

MOHが使用できない場合、アナンシエータが保留された側に挿入され、保留トーンが再生される
ことがあります。

アナンシエータの詳細については、セキュアな保留音と非セキュアな保留音,（1201ページ）を参
照してください。

1 ローカルクラスタまたはシステム内のユーザ 2000が、2つのクラスタシステムをリンクする
SIPトランクを介して、86000をダイヤルして、リモートクラスタまたはシステム内のユーザ
6000と接続します。

2 リモートクラスタまたはシステム内のユーザ 6000がコールに対応します。

3 ユーザ 2000とユーザ 6000との間のメディア接続は、SRTPで設定されるので、両方の IP Phone
に、セキュアなロックアイコンが表示されます。

4 リモートクラスタまたはシステム内のユーザ 6000が [保留(Hole)]キーを押します。

5 リモートクラスタまたはシステム内の Cisco Unified Communications Managerは、ユーザ 2000
とユーザ6000との間のメディア接続を切断して、SIPトランクを介してアナンシエータをユー
ザ 6000に挿入します。

例

次の例では、SRTP対応デバイスへのセキュアなコールの打診転送について説明します。

セキュアなコールが転送され、コールを転送する発信者が [転送(Transfer)]キーを押すと、その
コールは事実上、保留状態になります。そのため、コールを転送する発信者が、再び[転送(Transfer)]
キーを押して転送を完了するまで、MOHがコールに挿入されます。

MOHサーバもセキュアなデバイスである場合、コールの転送先の発信者のセキュリティステー
タスは、ダウングレードされず、コールは、転送プロセス中そのセキュリティステータスを保持

します。

1 ユーザ 2000が、ユーザ 1000にダイヤルします。

2 ユーザ 1000がコールに対応します。

3 ユーザ1000とユーザ2000との間のメディアストリーミングは、暗号化されます。両方のユー
ザの IP Phoneに、セキュアなロックアイコンが表示されます。

4 ユーザ 2000が [転送(Transfer)]キーを押します。

5 Cisco Unified Communications Managerは、ユーザ 1000とユーザ 2000との間のメディア接続を
切断して、MOHをユーザ 1000に挿入します。MOHサーバおよびユーザ 1000の IP Phoneは
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両方とも暗号化に対応しているので、SRTPを使用して、MOHメディアがユーザ 1000に再生
されます。ロックアイコンは、ユーザ 1000の電話に表示されたままです。

6 ユーザ 2000が、ユーザ 3000にダイヤルします。

7 ユーザ 3000がコールに対応します。

8 暗号化されたメディア接続が、コンサルテーションコールに確立されます。ロックアイコン

が、ユーザ 2000とユーザ 3000の両方の電話に表示されます。

9 ユーザ 2000が、[転送(Transfer)]キーを再び押すと、Cisco Unified CommunicationsManagerは、
ユーザ 2000とユーザ 3000との間のメディア接続を切断します。その後、ユーザ 3000とユー
ザ 1000との間に暗号化されたメディアが確立されます。ロックアイコンが、ユーザ 3000と
ユーザ 1000の両方の IP Phoneに表示されます。

例

次の例では、非セキュアなデバイスへのセキュアなコールの打診転送について説明します。

1 ユーザ 2000が、ユーザ 1000にダイヤルします。

2 ユーザ 1000がコールに対応します。

3 ユーザ 1000とユーザ 2000との間のメディアストリーミングが暗号化され、ロックアイコン
がユーザ 1000とユーザ 2000の IP Phoneに表示されます。

4 ユーザ 2000が [転送(Transfer)]キーを押します。

5 Cisco Unified Communications Managerは、ユーザ 1000とユーザ 2000との間のメディア接続を
切断して、MOHをユーザ 1000に挿入します。MOHサーバと受信側デバイスの両方が暗号化
に対応しているので、SRTPを使用して、MOHメディアがユーザ 1000に再生されます。ユー
ザ 1000の IP Phoneのロックアイコンは表示されたままです。

6 ユーザ 2000が、ユーザ 3000にダイヤルします。

7 ユーザ 3000がコールに対応します。

8 ユーザ 3000は SRTPに対応していないので、ユーザ 2000とユーザ 3000の IP Phoneにはセキュ
アなロックアイコンは表示されません。

9 ユーザ 2000が [転送(Transfer)]キーを再び押します。CiscoUnified CommunicationsManagerは、
ユーザ 2000とユーザ 3000との間のメディアを切断します。その後、暗号化されていないメ
ディアが、ユーザ 3000とユーザ 1000との間で確立されます。ユーザ 1000の IP Phoneのロッ
クアイコンは表示されなくなります。

例

次の例では、SRTP対応デバイスへの非セキュアなコールの打診転送について説明します。

この例では、コールを転送する発信者が [転送(Transfer)]キーを押した直後にコールが転送された
発信者のデバイスに、セキュアなロックアイコンが表示されます。

1 ユーザ 2000が、ユーザ 1000にダイヤルします。
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2 ユーザ 1000がコールに対応します。

3 ユーザ 1000とユーザ 2000との間のメディアストリーミングは、ユーザ 2000の IP Phoneが
SRTP対応ではないため、暗号化されません。

4 ユーザ 2000が [転送(Transfer)]キーを押します。

5 Cisco Unified Communications Managerは、ユーザ 1000とユーザ 2000との間のメディア接続を
切断して、MOHをユーザ 1000に挿入します。MOHサーバおよびユーザ 1000の受信デバイ
スは両方とも暗号化に対応しているので、SRTPを使用して、MOHメディアがユーザ 1000に
再生されます。ロックアイコンが、ユーザ 1000の IP Phoneに表示されます。

6 ユーザ 2000が、ユーザ 3000にダイヤルします。

7 ユーザ 3000がコールに対応します。

8 ユーザ 2000が、[転送(Transger)]キーをもう一度押すと、Cisco Unified Communications Manager
は、ユーザ 2000とユーザ 3000との間のメディア接続を切断します。その後、両方のデバイス
が SRTPに対応しているので、暗号化されたメディアが、ユーザ 3000とユーザ 1000との間で
確立されます。ロックアイコンが、ユーザ 1000とユーザ 3000の IP Phoneに表示されます。

例

次の例では、SRTP対応デバイスへのセキュアなコールのブラインド転送について説明します。

コールを転送する発信者が、転送先の番号をダイヤルした直後に、[転送(Transfer)]キーを押すと、
セキュアなMOHが一時的に挿入され、転送先で呼び出し音が鳴っている間に削除されます。コー
ルの転送先の発信者が、呼び出し音を聞きます。コールの転送先の発信者にメディアが接続され

ないため、IP Phoneにセキュアなロックアイコンは表示されません。ロックアイコンは、コール
に対応された場合のみ表示されます。

1 ユーザ 2000が、ユーザ 1000にダイヤルします。

2 ユーザ 1000がコールに対応します。

3 ユーザ 1000とユーザ 2000との間のメディアストリーミングは、暗号化されます。ロックア
イコンが、ユーザ 1000とユーザ 2000の IP Phoneに表示されます。

4 ユーザ 2000が [転送(Transfer)]キーを押します。

5 Cisco Unified Communications Managerは、ユーザ 1000とユーザ 2000との間のメディア接続を
切断して、MOHをユーザ 1000に挿入します。MOHサーバおよびユーザ 1000の受信デバイ
スは両方とも暗号化に対応しているので、SRTPを使用して、MOHメディアがユーザ 1000に
再生されます。ロックアイコンが、ユーザ 1000の IP Phoneに表示されます。

6 ユーザ 2000が、ユーザ 3000にダイヤルして、[転送(Transfer)]キーを再び押します。

7 ユーザ 3000の IP Phoneが鳴ります。 Cisco Unified Communications Managerは、ユーザ 1000か
らMOHを削除し、ユーザ 3000の IP Phoneが鳴っている間、ユーザ 1000の IP Phoneで呼び出
し音が鳴ります。ロックアイコンは、ユーザ 1000の IP Phoneから削除されます。

8 ユーザ 3000がコールに対応します。
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9 暗号化されたメディア接続が、ユーザ 1000とユーザ 3000の IP Phone間で確立されます。ロッ
クアイコンが、ユーザ 1000とユーザ 3000の IP Phoneに表示されます。

例

次の例では、リモートクラスタまたはシステムのセキュアなコールのブラインド転送について説

明します。

この例では、ユーザ 5000がユーザ 6000へコールをブラインド転送すると、リモートクラスタま
たはシステムの Cisco Unified Communications Managerは最初に、ローカルクラスタまたはシステ
ムのユーザ 2000にMOHを挿入してから、これを削除し、ユーザ 2000にアナンシエータを挿入
して呼び戻し音を再生します。ユーザ 6000がコールに対応すると、ユーザ 2000とユーザ 6000
との間のメディア接続が確立されます。

アナンシエータ、MOH、およびリモートクラスタまたはシステムのユーザ 6000はすべて SRTP
をサポートしているので、ブラインド転送プロセス全体で、ユーザ 2000の IP Phoneにロックア
イコンが表示されます。

アナンシエータの詳細については、次の図を参照してください。

1 ユーザ 2000は、85000にダイヤルして、リモートクラスタまたはシステムのユーザ 5000に接
続します。

2 リモートクラスタまたはシステム内のユーザ 2000はコールに対応します。

3 暗号化されたメディアが、リモートクラスタまたはシステムのユーザ 2000とユーザ 5000との
間で確立されます。ロックアイコンが、ユーザ 2000とユーザ 5000の IP Phoneに表示されま
す。

4 リモートクラスタまたはシステム内のユーザ 5000が [転送(Transfer)]キーを押します。

5 リモートクラスタまたはシステムの Cisco Unified Communications Managerは、ローカルクラ
スタまたはシステムのユーザ 5000とユーザ 2000間のメディアを切断し、ローカルクラスタま
たはシステムのユーザ 2000にMOHを挿入します。MOHサーバおよびユーザ 2000の受信 IP
Phoneは両方とも暗号化に対応しているので、SRTPを使用して、MOHメディアがユーザ 2000
に再生されます。ロックアイコンは、ユーザ 2000の IP Phoneで保持されます。

6 ユーザ 5000が、ユーザ 6000にダイヤルして、[転送(Transfer)]キーを再び押します。

7 リモートクラスタまたはシステムの Cisco Unified Communications Managerがユーザ 6000にダ
イヤルします。

8 リモートクラスタまたはシステムの Cisco Unified Communications ManagerがMOHを削除し、
ユーザ 2000にアナンシエータを挿入して、着信の呼び戻し音を再生します。アナンシエータ
とユーザ 2000の IP Phoneは両方とも暗号化に対応しているので、SRTPを使用して、呼び出し
音が再生されます。電話が呼び出し音を受信する場合、ロックアイコンが、ユーザ 2000の IP
Phoneで保持されます。

9 リモートクラスタまたはシステム内のユーザ 6000がコールに対応します。
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10 暗号化されたメディアが、リモートクラスタまたはシステムのユーザ 2000とユーザ 6000との
間で確立されます。ロックアイコンが、ユーザ 2000とユーザ 6000の IP Phoneに表示されま
す。

SIPトランクが暗号化モードに設定されていることを確認して、[SIPトランク(SIP trunk)]ペー
ジの [SRTPを許可(SRTP Allowed)]チェックボックスをオンにします。

（注）

保留音のシステム要件と制限
保留音機能には、次に示すシステム要件と制限があります。

•保留音機能を使用するオーディオストリーミングデバイスはすべてシンプレックスストリー
ムをサポートします。保留音サーバは最大 1000のシンプレックスストリームをサポートし
ます。

•保留音（MOH）サーバは Cisco IP Voice Media Streamingアプリケーションに含まれ、Cisco
Unified Communications Managerとともにインストールされます。MOHサーバをアクティブ
にするには、Cisco Unified Serviceabilityアプリケーションを使用します。メディアコンバー
ジェンスサーバでアクティブにできる Cisco IP Voice Media Streamingアプリケーションは 1
つだけなので、サーバごとに有効にできるMOHサーバは 1つだけです。ただし、Cisco IP
Voice Media Streamingアプリケーションは複数のサーバでアクティブにできるので、クラス
タ内の複数のMOHサーバに提供できます。

• Cisco Unified CommunicationsManagerクラスタでは、最大 50個のオーディオソースを定義で
きます。 Cisco Unified Communications Managerシステムでは、最大 50個のオーディオソー
スを定義できます。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページのウィンドウでは、
各オーディオソースのインポート、追加、更新、および削除をサポートしています。保留

音サーバは 1つの固定入力ソースもサポートします。システムは、G.711 a-law/mu-law、
G.729a、およびワイドバンドの各コーデックをサポートします。

G.729aコーデックは、スピーチ用であるため、これを保留音の音楽に使用す
ると、十分な音質を提供できない可能性があります。

（注）

•各クラスタは、ファイルからのオーディオソースを 50まで定義でき、固定オーディオソー
スを 1つ定義できます。ファイルからのオーディオソースは 50まで定義でき、固定オー
ディオソースを 1つ定義できます。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページの
ウィンドウでは、各オーディオソースの追加、更新、および削除をサポートしています。

すべてのサーバは、50以下の同じファイルのローカルコピーを使用します。固定オーディ
オソースは、各MOHサーバに設定する必要があります。

•各クラスタには、最大 20の保留音サーバを定義できます。 Cisco Unified Communications
Managerの管理ページのウィンドウでは、保留音サーバを更新できます。MOHサーバは、
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サーバの追加時に自動的に追加されます。サーバを削除しない限り、MOHサーバは削除で
きません。このウィンドウで管理者は、各MOHサーバに対して次の特性を指定できます。

◦名前

◦ノード（サーバのホスト名）

◦デバイスプール

◦ユニキャストおよびマルチキャストのストリームの最大数

◦マルチキャストへのソース

◦各マルチキャストのソース：IPアドレス、ポート、存続可能時間（ルータホップの最
大数）

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページを使用して、1つのクラスタにつき少なく
とも 500個のメディアリソースグループを定義できます。 Cisco Unified Communications
Managerの管理ページを使用して、少なくとも 500個のメディアリソースグループを定義で
きます。各メディアリソースグループには、少なくとも 20のメディアリソースの組み合
わせを含めることができます。メディアリソースには、保留音サーバ、メディアターミネー

ションポイント、トランスコーダ、会議デバイスがあります。 1つのクラスタ内の保留音
サーバは、少なくとも 10,000の保留音ストリームを同時にサポートします。保留音サーバ
は、少なくとも256の保留音ストリームを同時にサポートします。メディアリソースグルー
プの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』のメディア
リソースグループに関するトピックを参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページでは、メディアリソースのグループリス
トを定義できます。メディアリソースグループリストの詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerシステムガイド』のメディアリソースグループリストに関するト
ピックを参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページの電話機およびゲートウェイ用のデバイ
ス設定ウィンドウに対する変更では、デバイスのオプションのパラメータとして、メディア

リソースグループリスト、保留ストリームソース、打診ストリームソースを選択できま

す。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [電話番号の設定(Directory Number
Configuration)]ウィンドウに対する変更では、ユーザ保留音源およびネットワーク保留音源
を選択できます。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページのサービスパラメータに対する変更では、
クラスタ全体の、デフォルトの保留音ストリームソース（デフォルトは 1を指定）、および
デフォルトのメディアリソースグループの種類（デフォルトはユニキャストを指定）を入

力できます。

•同じMCSサーバ上でアナンシエータ、ソフトウェアMTP、またはソフトウェア会議ブリッ
ジが使用中の場合は、保留音サーバが使用できるストリームの数が減ることがあります。

•メディアターミネーションポイント（MTP）が呼び出された場合、マルチキャスト保留音
（MOH）には次の制限が適用されます。マルチキャストMOHを使用しているサイトのコー
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ルレッグでMTPリソースが呼び出された場合、発信者に保留音は聞こえず、無音状態にな
ります。このシナリオを回避するには、マルチキャストMOHの代わりに、ユニキャスト
MOHまたは保留トーンを設定してください。

• CTIデバイスは、マルチキャスト保留音機能をサポートしていません。 CTIデバイスが、そ
のメディアリソースグループリストにあるマルチキャストMOHデバイスで設定されてい
る場合は、コール制御に関する問題が発生する可能性があります。CTIデバイスは、マルチ
キャストメディアストリーミングをサポートしていません。

•マルチキャストMOHは、H.323と SIPプロトコルとの相互運用性をサポートしません。

• Cisco Unified Communications Managerは、マルチキャスト保留音 RTPストリームの暗号化を
サポートしません。セキュアなMOHオーディオの場合、マルチキャストオーディオソー
スを設定しないでください。

•保留音のコンポーネントである Cisco IP Voice Media Streamingアプリケーションは IPv4をサ
ポートしています。Cisco Unified CommunicationsManagerはマルチキャスト保留音の IPv6を
サポートしないため、[IPアドレッシングモード(IP AddressingMode)]が [IPv6のみ(IPv6Only)]
のデバイスはマルチキャスト保留音をサポートできません。この場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerは電話の保留時に音ではなくトーンを再生します。 [IPアドレッシン
グモード(IP AddressingMode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]で、ユニキャスト保留音を使用する電
話機の場合、Cisco Unified CommunicationsManagerは IPv4を IPv6（またはその逆）に変換で
きるMTPをメディアストリームに挿入します。 IPv6の詳細については、インターネットプ
ロトコルバージョン 6（IPv6）, （897ページ）を参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerが VMwareでの実行時には Universal Serial Bus（USB）
をサポートしないため、固定保留音デバイスでは USBで接続するオーディオソースを指定
できません。ただし、VMwareでは内部の保留音はサポートされます。

• Cisco Unified CommunicationsManagerクラスタまたはシステムでは、CiscoMedia Convergence
Server（MCS）とCiscoUnifiedComputing System（UCS）のノードを混在させることができま
す。外部ソース（USBオーディオドングル）で保留音機能を使用する場合は、外部ソース
からMOHを提供するノード用にMCSサーバを使用する必要があります。

保留音のフェールオーバーとフォールバック
保留音サーバは Cisco Unified Communications Managerリストをサポートし、ソフトウェア会議ブ
リッジおよびメディアターミネーションポイントによって実装されたフェールオーバーをサポー

トします。フェールオーバー中、システムは利用可能な場合はバックアップ Cisco Unified
Communications Managerへの接続を維持します。

アクティブな保留音セッション中に保留音サーバが故障した場合、Cisco Unified Communications
Managerは特別な処理を行いません。保留にされた側は、この時点では何も受信しませんが、こ
の状況は通常のコール機能には影響しません。
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保留音の設定
この項では、保留音の設定について説明します。

保留音を設定する前に、この機能の設定タスクの概要、およびマルチキャストの設定に関する

トピックを確認してください。

ヒント

関連トピック

保留音パフォーマンスの監視の設定, （1185ページ）
マルチキャストの設定, （1184ページ）
保留音の設定, （1183ページ）

保留音オーディオソースの設定

この項では、保留音オーディオソースの設定について説明します。統合保留音機能には、スト

リーミングソースからストリームされる音楽を使用して、ネット上およびネット外のユーザを保

留にする機能があります。この機能では、次の動作があります。

•エンドユーザ保留。

•ネットワーク保留。これには、転送保留、会議保留、およびパーク保留が含まれます。

保留音の設定には、保留音オーディオソースの設定と保留音サーバの設定があります。

保留音オーディオソースの検索

ネットワーク上には複数の保留音オーディオソースが存在する場合があります。Cisco Unified
Communications Managerでは、指定された条件に基づいて、保留音オーディオソースを検索でき
ます。 Cisco Unified Communications Managerデータベースで特定の保留音オーディオソースを検
索するには、次の手順を実行します。

ブラウザセッションでの作業中は、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで保留
音オーディオソースの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこ

のメニュー項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、保留音オー

ディオソースの検索プリファレンスは Cisco Unified Communications Managerの管理ページで
保持されています。

（注）
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手順

ステップ 1 [メディアリソース(Media Resources)] > [保留音オーディオソース(Music On Hold Audio Source)]を
選択します。

[保留音オーディオソースの検索/一覧表示(Find and List Music On Hold Audio Sources)]ウィンドウ
が表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合

もあります。

ステップ 2 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

保留音オーディオソースの設定

保留音オーディオソースを追加または更新するには、次の手順に従います。この手順では、既存

のオーディオソースをオーディオストリーム番号と関連付けたり、新しいカスタムオーディオ

ソースをアップロードしたりできます。

新しいバージョンのオーディオソースファイルを利用可能な場合は、新しいバージョンを使

用するためにこの更新手順を実行する必要があります。

（注）
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手順

ステップ 1 [メディアリソース(Media Resources)] > [保留音オーディオソース(Music On Hold Audio Source)]を
選択します。

[保留音オーディオソースの検索/一覧表示(Find and List Music On Hold Audio Sources)]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 新しい保留音オーディオソースを追加するには、[新規追加(Add New)]をクリックします。
[保留音オーディオソースの設定(Music On Hold Audio Source Configuration)]ウィンドウが表示
されます。

b) 保留音オーディオソースを更新するには、保留音オーディオソースの検索,（1210ページ）の
説明に従って、対象となる保留音オーディオソースを検索します。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（保留音オーディオソースの設定, （1213ページ）を参照）。

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。
保留音オーディオソースを追加すると、ウィンドウ下部のリストボックスに、その新しい保留音

オーディオソースが表示されます。

[MOHオーディオソースファイルステータス(MOHAudio Source File Status)]ペインでは、
追加されたソースに対するMOHオーディオトランスレーションの状態を知ることがで
きます。

（注）

保留音オーディオソースの削除

既存の保留音オーディオソースを削除するには、次の手順に従います。

削除しても、保留音オーディオソースファイルが削除されるわけではありません。MOHオー
ディオストリーム番号との関連付けが解除されるだけです。

（注）

手順

ステップ 1 [メディアリソース(Media Resources)] > [保留音オーディオソース(Music On Hold Audio Source)]を
選択します。

[保留音オーディオソースの検索/一覧表示(Find and List Music On Hold Audio Sources)]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 2 特定の保留音オーディオソースを検索するには、検索条件を入力して [検索(Find)]をクリックし
ます。

検索条件と一致した保留音オーディオソースのリストが表示されます。
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ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

a) 削除する保留音オーディオソースの横のチェックボックスをオンにし、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックします。

b) [すべて選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすること
により、すべての保留音オーディオソースを削除します。

c) 削除する保留音オーディオソース名をリストから選択し、[削除(Delete)]をクリックします。
確認のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
選択した保留音オーディオソースとオーディオストリーム番号の関連付けが削除されます。

保留音オーディオソースの設定

以下の表に、保留音オーディオソースの設定に使用する設定項目を示します。

表 94：保留音オーディオソースの設定項目

説明フィールド

[保留音サーバオーディオソース情報(Music On Hold Server Audio Source Information)]

このMOHオーディオソースに対するストリーム番号を選択す
るには、このフィールドを使用します。値を設定するには、ド

ロップダウンの矢印をクリックして、表示されているリストか

ら値を選択します。既存のMOHオーディオソースの場合、こ
の値は [MOHオーディオソース(MOHAudio Sources)]タイトルに
表示されます。

[MOHオーディオストリーム番
号(MOHAudio StreamNumber)]

このMOHオーディオソースに対するファイルを選択するには、
このフィールドを使用します。値を設定するには、ドロップダ

ウンの矢印をクリックして、表示されているリストから値を選

択します。

[MOHオーディオソースファイ
ル(MOH Audio Source File)]

このフィールドにはMOHオーディオソースの一意の名前を入
力します。この名前には、最長 50文字を指定できます。有効
な文字は、英文字、数字、スペース、ダッシュ、ドット（ピリ

オド）、およびアンダースコアです。

[MOHオーディオソース名
(MOH Audio Source Name)]
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説明フィールド

このMOHオーディオソースの連続再生を指定するには、この
チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすることをお勧めしま

す。オーディオソースの連続再生が指定されていな

い場合、最初に保留状態になった側だけがMOHオー
ディオソースを受信し、追加の側では受信されませ

ん。

（注）

[連続再生(Play continuously、
繰り返し)]

このMOHオーディオソースがマルチキャストを許可すること
を指定するには、このチェックボックスをオンにします。

[マルチキャストの許可(Allow
Multicasting)]

このペインでは、選択したMOHオーディオソースのソースファ
イルに関する情報を表示します。 1つのMOHオーディオソー
スに対して、次の属性を表示します。

• [InputFileName]

• [ErrorCode]

• [ErrorText]

• [DurationSeconds]

• [DiskSpaceKB]

• [LowDateTime]

• [HighDateTime]

• [OutputFileList]

◦ ULAW wavファイル名と状態

◦ ALAW wavファイル名と状態

◦ G.729 wavファイル名と状態

◦ワイドバンド wavファイル名と状態

• MOHオーディオトランスレーション完了日

[MOHオーディオソースファイ
ルステータス(MOH Audio
Source File Status)]

[MOHオーディオソース(MOH Audio Sources)]

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
1214

保留音

保留音オーディオソースの設定



説明フィールド

追加された各MoHオーディオソースについて、このリストボッ
クスにMoHオーディオソース名が表示されます。保留音オー
ディオソースのオーディオストリーム番号をクリックし、その

MoHオーディオソースを設定します。

[<なし>(<None>)]を選択すると、そのMoHオーディ
オソースには、システムのデフォルトMoHオーディ
オソースサービスパラメータ（Default Network Hold
MoH Audio Source ID）が使用されます。

（注）

（MoHオーディオソースのリ
スト）

ドロップダウンリストボックスに表示されていないMOHオー
ディオソースファイルをアップロードするには、[ファイルの
アップロード(Upload File)]ボタンをクリックします。表示され
た [ファイルのアップロード(UploadFile)]ポップアップウィンド
ウに、オーディオソースファイルを指定するパスを入力しま

す。パスとファイル名が不明な場合は、[ファイルのアップロー
ド(Upload File)]フィールドの右側にある [参照(Browse)]ボタンを
クリックして、ファイルを検索します。目的のオーディオソー

スファイルが見つかったら、[ファイルのアップロード(Upload
File)]ボタンをクリックして、ファイルをアップロードします。
オーディオファイルをアップロードすると、[アップロード結果
(UploadResult)]ウィンドウにアップロードの結果が示されます。
[閉じる(Close)]をクリックして、ウィンドウを閉じます。

ファイルをアップロードすると、ファイルが Cisco
Unified CommunicationsManagerサーバにアップロード
され、オーディオ変換を行ってMOHに適したコーデッ
ク対応オーディオファイルが作成されます。元のファ

イルのサイズに応じて、この処理には数分かかること

があります。

（注）

オーディオソースファイルのMOHサーバへのアップ
ロードでは、ファイルは1つのMOHサーバだけにアッ
プロードされます。したがって、各サーバ上の Cisco
Unified CommunicationsManagerの管理ページを使用し
て、クラスタ内のMOHサーバごとにオーディオソー
スファイルをアップロードする必要があります。MOH
オーディオソースファイルは、自動的にはクラスタ

内の他のMOHサーバに適用されません。

（注）

[ファイルのアップロード
(Upload File)]

[アナウンスの設定(Announcement Settings)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから最初のアナウンスを選択し

ます。

最初のアナウンスのないMoHを選択するには、デフォ
ルトオプションの [未選択(Not Selected)]を選択しま
す。

（注）

[詳細の表示(ViewDetails)]を選択して、最初のアナウンスについ
て以下の情報を表示します。

• [アナウンスID(Announcement Identifier)]

• [説明(Description)]

• [デフォルトのアナウンス(Default Announcement)]

[最初のアナウンス(Initial
Announcement)]

最初のアナウンスが再生されるタイミングを定義するには、以

下のいずれかを選択します。

• [常時(Always)]：すべてのコールで再生する（デフォルト）

• [キューされたコールでのみ(Only for queued calls)]：使用で
きるエージェントがない場合

[最初のアナウンスの再生
(Initial Announcement Played)]

ドロップダウンリストボックスから定期アナウンスを選択しま

す。

定期アナウンスのないMoHを選択するには、デフォ
ルトオプションの [未選択(Not Selected)]を選択しま
す。

（注）

[詳細の表示(ViewDetails)]を選択して、定期アナウンスについて
以下の情報を表示します。

• [アナウンスID(Announcement Identifier)]

• [説明(Description)]

• [デフォルトのアナウンス(Default Announcement)]

[定期アナウンス(Periodic
Announcement)]

定期アナウンスの間隔を示す値（秒）を指定します。有効値は

10～ 300です。デフォルト値は 30です。
[定期アナウンスの間隔
(Periodic Announcement
Interval)]

アナウンスのロケールは、インストールされているロケールイ

ンストールのパッケージによって異なります。

[アナウンスのロケール(Locale
Announcement)]
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固定保留音オーディオソースの設定

この項では、固定保留音オーディオソースの設定について説明します。保留音サーバは、ファイ

ルストリームソースに加えて 1つの固定デバイスストリームソースをサポートします。この
ソースは固定オーディオソースであり、[固定MOHオーディオソースの設定(Fixed MOH Audio
SourceConfiguration)]ウィンドウで設定されます。固定オーディオソースは、ローカルコンピュー
タのオーディオドライバを使用する固定デバイスをソースとします。

各クラスタに 1つの固定オーディオソースを定義できます。固定オーディオソースは、クラス
タ単位で各MOHサーバに設定する必要があります。そのためには、別売のCisco USBMOHサウ
ンドアダプタを、固定オーディオソースを設定するクラスタ内の各MOHサーバの USBポート
へ接続します。

仮想サーバの場合、Cisco Unified Communications Managerが VMwareでの実行時には Universal
Serial Bus（USB）をサポートしないため、固定保留音デバイスでは USBで接続するオーディ
オソースを指定できません。ただし、VMwareでは内部の保留音はサポートされます。

（注）

固定保留音オーディオソースの設定

固定保留音オーディオソースを設定するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [メディアリソース(Media Resources)] > [固定MOHオーディオソース(Fixed MOH Audio Source)]を
選択します。

[固定MOHオーディオソースの設定(Fixed MOHAudio Source Configuration)]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 2 固定保留音（MOH）オーディオソースを設定し、有効にするには、固定保留音オーディオソー
スの設定, （1218ページ）の説明に従って適切な設定値を入力します。

ステップ 3 [保存(Save)]をクリックします。
[固定MOHオーディオソースの設定(Fixed MOH Audio Source Configuration)]ウィンドウが表示さ
れ、[更新に成功しました(Update Successful)]というステータスメッセージが表示されます。

固定保留音オーディオソースの削除

既存の固定保留音オーディオソースを削除するには、次の手順に従います。
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手順

ステップ 1 [メディアリソース(Media Resources)] > [固定MOHオーディオソース(Fixed MOH Audio Source)]を
選択します。

[固定MOHオーディオソースの設定(Fixed MOHAudio Source Configuration)]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 2 表示された固定MOHオーディオソースが有効（[有効(Enable、チェックした場合、名前は必須)]
チェックボックスがオン）であれば、その固定MOHオーディオソースを削除できます。
この固定MOHオーディオソースを削除するには、[削除(Delete)]をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [OK]をクリックします。
選択した固定保留音オーディオソースがデータベースから削除されます。

固定保留音オーディオソースの設定

以下の表に、固定保留音（MOH）オーディオソースの設定に使用する設定項目を示します。

表 95：固定保留音（MOH）オーディオソースの設定項目

説明フィールド

[固定MOHオーディオソース情報(Fixed MOH Audio Source Information)]

このフィールドには、固定MOHオーディオソースのストリー
ム番号が表示されます。

[ソースID(Source ID)]

このフィールドに固定MOHオーディオソースの一意の名前を
入力します。この名前には、最長 50文字を指定できます。有
効な文字は、英文字、数字、スペース、ダッシュ、ドット（ピ

リオド）、およびアンダースコアです。

仮想サーバの場合、Cisco Unified Communications
ManagerがVMwareでの実行時にはUniversal Serial Bus
（USB）をサポートしないため、固定保留音デバイス
では USBで接続するオーディオソースを指定できま
せん。ただし、VMwareでは内部の保留音はサポート
されます。

（注）

[名前(Name)]

この固定MOHオーディオソースがマルチキャストを許可する
ことを指定するには、このチェックボックスをオンにします。

[マルチキャストの許可(Allow
Multicasting)]
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説明フィールド

固定MOHオーディオソースを有効にするには、このチェック
ボックスをオンにします。

[有効(Enable、チェックした場
合、名前は必須)]

[アナウンスの設定(Announcement Settings)]

ドロップダウンリストボックスから最初のアナウンスを選択し

ます。

最初のアナウンスのないMoHを選択するには、デフォ
ルトオプションの [未選択(Not Selected)]を選択しま
す。

（注）

[詳細の表示(ViewDetails)]を選択して、最初のアナウンスについ
て以下の情報を表示します。

• [アナウンスID(Announcement Identifier)]

• [説明(Description)]

• [デフォルトのアナウンス(Default Announcement)]

[最初のアナウンス(Initial Announcement)]を完全に無効
にするには、[最初のアナウンス(InitialAnnouncement)]
を [未選択(Not Selected)]に設定し、かつ [最初のアナ
ウンスの再生(Initial Announcement Played)]を [キュー
されたコールでのみ(Only forQueuedCalls)]に設定しま
す。

（注）

[最初のアナウンス(Initial
Announcement)]

最初のアナウンスが再生されるタイミングを定義するには、以

下のいずれかを選択します。

• [常時(Always)]：すべてのコールで再生する（デフォルト）

• [キューされたコールでのみ(Only for queued calls)]：使用で
きるエージェントがない場合

[最初のアナウンス(Initial Announcement)]を完全に無効
にするには、[最初のアナウンス(InitialAnnouncement)]
を [未選択(Not Selected)]に設定し、かつ [最初のアナ
ウンスの再生(Initial Announcement Played)]を [キュー
されたコールでのみ(Only forQueuedCalls)]に設定しま
す。

（注）

[最初のアナウンスの再生
(Initial Announcement Played)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから定期アナウンスを選択しま

す。

定期アナウンスのないMoHを選択するには、デフォ
ルトオプションの [未選択(Not Selected)]を選択しま
す。

（注）

[詳細の表示(ViewDetails)]を選択して、定期アナウンスについて
以下の情報を表示します。

• [アナウンスID(Announcement Identifier)]

• [説明(Description)]

• [デフォルトのアナウンス(Default Announcement)]

[定期アナウンス(Periodic
Announcement)]

定期アナウンスの間隔を示す値（秒）を指定します。有効値は

10～ 300です。デフォルト値は 30です。
[定期アナウンスの間隔
(Periodic Announcement
Interval)]

アナウンスのロケールは、インストールされているロケールイ

ンストールのパッケージによって異なります。

[アナウンスのロケール(Locale
Announcement)]

保留音サーバの設定

この項では、メディアリソースグループの保留音サーバの設定について説明します。

どの保留音サーバを設定する場合も、サーバの設定をトレースしてください。詳細については、

『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

保留音サーバの検索

ネットワーク上には複数の保留音サーバが存在する場合があります。CiscoUnifiedCommunications
Managerでは、特定の条件に基づいて、特定の保留音サーバを検索できます。保留音サーバを検
索するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [メディアリソース(Media Resources)] > [保留音サーバ(Music On Hold Server)]を選択します。
[保留音サーバの検索/一覧表示(Find and List Music On Hold Servers)]ウィンドウが表示されます。
ウィンドウには、アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
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b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスから異なる値を選択すると各ページに表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

保留音サーバの設定

保留音サーバを更新するには、次の手順に従います。

保留音サーバの追加および削除はできません。（注）

手順

ステップ 1 [メディアリソース(Media Resources)] > [保留音サーバ(Music On Hold Server)]を選択します。
[保留音サーバの検索/一覧表示(Find and List Music On Hold Servers)]ウィンドウが表示されます。
2つのドロップダウンリストボックスを使用して、保留音サーバを検索します。

ステップ 2 保留音サーバを更新するには、更新する保留音サーバをクリックします。 [保留音(MOH)サーバの
設定(Music On Hold (MOH) Server Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力するか更新します（保留音サーバの設定, （1222ページ）を参照）。

ステップ 4 この保留音サーバを更新するには、[保存(Save)]をクリックします。
データベース内の保留音サーバが更新されます。
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保留音サーバのリセットまたはリスタート

既存の保留音サーバをリセットするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 保留音サーバの検索, （1220ページ）の手順に従って、保留音サーバを検索します。

ステップ 2 リセットする保留音サーバをクリックします。

ステップ 3 [リセット(Reset)]ボタンをクリックします。
ポップアップウィンドウに情報メッセージが表示されます。

ステップ 4 メッセージを読んだ後に、[リスタート(Restart)]をクリックして保留音サーバを再起動するか、ま
たは [リセット(Reset)]をクリックしてサーバをリセットします。

ステップ 5 ポップアップウィンドウを閉じるには、[閉じる(Close)]をクリックします。

保留音サーバの同期化

保留音サーバを最新の設定変更内容で同期化するには、次の手順を実行します。これにより、実

行可能なもっとも簡単な方法で未適用の設定を適用できます（たとえば、影響を受けるデバイス

の一部は、リセットまたはリスタートが不要な場合があります）。

手順

ステップ 1 [メディアリソース(Media Resources)] > [保留音サーバ(Music On Hold Server)]を選択します。
[保留音サーバの検索/一覧表示(Find and List Music On Hold Servers)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索(Find)]をクリックします。
ウィンドウに、検索条件と一致した保留音サーバのリストが表示されます。

ステップ 4 同期化する保留音サーバの横のチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内のすべての保留

音サーバを選択するには、一致レコードタイトルバーのチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [選択項目への設定の適用(Apply Config to Selected)]をクリックします。
[設定情報の適用(Apply Configuration Information)]ダイアログが表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

保留音サーバの設定

以下の表に、保留音サーバの設定に使用する設定項目を示します。
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表 96：保留音サーバの設定項目

説明フィールド

[デバイス情報(Device Information)]

[登録(Registration)]

[IPアドレス(IP Address)]

[IPv6アドレス(IPv6 Address)]

既存の保留音サーバの場合、このフィールドは表示専用です。[ホストサーバ(Host Server)]

この必須フィールドには保留音サーバの一意の名前を入力し

ます。15文字以内で名前を構成します。有効な文字は、英文
字、数字、スペース、ダッシュ、ドット（ピリオド）、およ

びアンダースコアです。

[保留音サーバ名(Music On Hold
Server Name)]

保留音サーバの説明を入力します。 50文字まで入力できま
す。 [説明(Description)]には、アンパサンド（&）、二重引用
符（"）、角カッコ（[]）、左山カッコ（<）、右山カッコ
（>）、またはパーセント記号（%）を含めることはできませ
ん。

[説明(Description)]

保留音サーバにデバイスプールを選択するには、この必須

フィールドを使用します。ドロップダウンの矢印をクリック

して、表示されているリストからデバイスプールを選択しま

す。

[デバイスプール(Device Pool)]
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説明フィールド

ロケーションは、コールアドミッション制御（CAC）を中央
集中型コール処理システムに実装する際に使用します。 CAC
では、ロケーション間のリンクを経由する際にオーディオコー

ルとビデオコールで使用できる帯域幅を制限することにより、

オーディオ品質とビデオのアベイラビリティを調整できます。

ロケーションは、このロケーションとの間のコールに使用可

能な帯域幅の合計を指定します。

ドロップダウンリストボックスから、このMOHサーバに適
したロケーションを選択します。

ロケーション設定がHub_Noneの場合、ロケーション機能は、
MOHサーバで消費される帯域幅を追跡しません。 [Phantom]
というロケーション設定は、H.323またはSIPプロトコルを使
用するクラスタ間トランク経由でCACを正常に行うことがで
きるロケーションを指定します。

新しいロケーションを設定するには、[システム(System)] > [ロ
ケーション(Location)]メニューオプションの順に選択します。

ロケーションの詳細については『CiscoUnifiedCommunications
Managerアドミニストレーションガイド』を参照してくださ
い。クラスタ間トランク経由のロケーションベースのCACの
説明については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerシス
テムガイド』を参照してください。

[ロケーション(Location)]

この必須フィールドには、保留音サーバがサポートするユニ

キャスト保留音ストリームの最大数を入力します。この値は、

ある時点でこの保留音サーバからストリームされるユニキャ

スト保留音を使用できるデバイスの最大数を決定します。有

効な値の範囲は 0～ 1000です。

[最大半二重ストリーム(Maximum
Half Duplex Streams)]

この必須フィールドには、保留音サーバがサポートするマル

チキャスト保留音ストリームの最大数を入力します。この値

は、ある時点でこの保留音サーバからストリームされるマル

チキャスト保留音を使用できるデバイスの最大数を決定しま

す。有効な値の範囲は 1～ 999999です。

[最大マルチキャスト接続
(MaximumMulticast Connections)]

固定オーディオソースデバイスのデバイス名を入力します。

このデバイスはサーバ単位のオーバーライドとして機能し、

サーバに特別なサウンドデバイスがインストールされている

場合に使用されます。

[固定オーディオソースデバイス
(Fixed Audio Source Device)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスで、Cisco Unified
Communications Managerが、信頼されたリレーポイント
（TRP）デバイスをこのメディアエンドポイントで挿入する
かどうかについて、有効化または無効化を指定します。次の

いずれかの値を選択します。

• [オフ(Off)]：この値を選択すると、このデバイスに対し
て TRPが使用不可になります。

• [オン(On)]：この値を選択すると、このデバイスに対して
TRPが使用可能になります。

信頼されたリレーポイント（TRP）デバイスには、Trusted
Relay Pointというラベルの付いたMTPまたはトランスコーダ
デバイスが指定されます。

複数のリソースがエンドポイントに必要な場合（たとえばト

ランスコーダや RSVPAgent）、Cisco Unified Communications
Managerは関連付けられたエンドポイントデバイスに最も近
い TRPを選択します。

エンドポイントに TRPとMTPの両方が必要な場合、TRPは
必須のMTPとして使用されます。コール動作の詳細について
は、『CiscoUnified CommunicationsManagerシステムガイド』
を参照してください。

TRPと RSVPAgentの両方がエンドポイントに必要な場合、
CiscoUnifiedCommunicationsManagerはまず、TRPとしても使
用可能な RSVPAgentを検索します。

TRPとトランスコーダの両方がエンドポイントに必要な場合、
CiscoUnifiedCommunicationsManagerはまず、TRPとしても指
定可能なトランスコーダを検索します。

ネットワークバーチャライゼーションおよび信頼されたリレー

ポイントの詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerシステムガイド』を参照してください。

[信頼されたリレーポイントを使
用(Use Trusted Relay Point)]

保留音サーバに対応する実行フラグを選択するには、この必

須フィールドを使用します。ドロップダウンの矢印をクリッ

クして、[はい(Yes)]または [いいえ(No)]を選択します。 [いい
え(No)]を選択すると、保留音サーバが無効になります。

[実行フラグ(Run Flag)]

[マルチキャストオーディオソース情報(Multicast Audio Source Information)]
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説明フィールド

この保留音サーバに対応するオーディオソースのマルチキャ

ストを有効または無効にするには、このチェックボックスを

オンまたはオフにします。

このMOHサーバがマルチキャストメディアリソー
スグループに属している場合は、このMOHサーバ
でマルチキャストを有効にするかどうか、このMOH
サーバの削除やリストにある各グループのマルチ

キャスト設定の変更によって指定したメディアリ

ソースグループを更新するかどうかを尋ねるメッ

セージが表示されます。

（注）

[このMOHサーバでマルチキャス
トオーディオソースを有効化
(EnableMulti-cast Audio Sources on
this MOH Server)]

マルチキャストサポートが必要な場合は、基本マルチキャス

ト IPアドレスをこのフィールドに入力します。マルチキャス
トに有効な IPアドレスは 224.0.1.0～ 239.255.255.255です。

224.0.1.0～ 238.255.255.255の IPアドレスは、パブ
リックマルチキャストアプリケーションに予約され

ている IPマルチキャストアドレスの範囲に含まれ
ます。このアドレスを使用すると、インターネット

上の既存のマルチキャストアプリケーションと干渉

する可能性があります。プライベートネットワーク

上の、管理上制御されるアプリケーション用に予約

されている範囲（239.0.0.0～ 239.255.255.255）の IP
アドレスを使用することを推奨します。

（注）

[基本マルチキャストIPアドレス
(Base Multi-cast IP Address)]

マルチキャストサポートが必要な場合は、ベースマルチキャ

ストポート番号をこのフィールドに入力します。有効なマル

チキャストポート番号は、16384～32766の範囲の偶数です。

[基本マルチキャストポート番号
(Base Multi-cast Port Number)]

ポート番号のマルチキャストを増やすには、[ポート番号(Port
Number)]をクリックします。

IPアドレスのマルチキャストを増やすには、[IPアドレス(IP
Address)]をクリックします。

ファイアウォールが存在する場合は、IPアドレスの
増分によるマルチキャストを優先方式として使用し

ます。この方法により、各マルチキャストオーディ

オソースは一意な IPアドレスを持つことになり、
ネットワークの飽和状態の回避に役立ちます。

（注）

[マルチキャストの追加(Increment
Multi-cast on)]

[選択されたマルチキャストオーディオソース(Selected Multi-cast Audio Sources)]
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説明フィールド

[マルチキャストを許可(AllowMulti-casting)]チェックボックス
がオンになっているオーディオソースだけが、このリストに

表示されます。表示されたオーディオソースがない場合は、

次のメッセージが表示されます。

マルチキャストが選択されている保留音オーディオソースは

ありません。ページの右上の [オーディオソースの設定
(Configure Audio Sources)]をクリックして、マルチキャスト
オーディオソースを選択してください。

[関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで
[オーディオソースの設定(ConfigureAudio Sources)]を選択し、
[移動(Go)]をクリックします。

このフィールドは、特定のマルチキャストオーディオソース

に関連付けられている保留音オーディオストリーム番号を示

します。マルチキャストを許可するように定義されているオー

ディオソースだけが表示されます。

[番号(No.)]

このフィールドは、マルチキャストを許可するように定義さ

れているオーディオソースの名前を示します。

[オーディオソース名(Audio
Source Name)]

各マルチキャストオーディオソースに対して、マルチキャス

トパケットが通過できるルータホップの最大数を入力しま

す。有効な値の範囲は、1～ 127です。

大きな値を使用すると、ネットワークの飽和状態が

発生することがあります。このフィールドは Time
to Live（存続可能時間）としても識別されます。

（注）

[最大ホップ(Max Hops)]

保留音オーディオファイル管理の設定

この項では、保留音オーディオソースのオーディオファイルの管理について説明します。保留

音機能でオーディオソースとして使用されるオーディオファイルを管理できます。 [メディアリ
ソース(Media Resources)] > [MOHオーディオファイル(MOH Audio File Management)]メニューオプ
ションを使用すると、管理者は次の機能を実行できます。

•システムに格納されているMOHオーディオファイルのリストを表示する。

•新しいMOHオーディオファイルをアップロードする。

• MOHオーディオファイルを削除する。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
1227

保留音

保留音オーディオファイル管理の設定



保留音オーディオファイルの表示

システムに格納されている保留音オーディオファイルのリストを表示するには、次の手順に従い

ます。

手順

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[メディアリソース(Media Resources)] >
[MOHオーディオファイル(MOH Audio File Management)]を選択します。
[保留音オーディオファイル管理(Music On Hold Audio File Management)]ウィンドウが表示されま
す。

レコードリストのエントリごとに、次の情報が表示されます。

•チェックボックス：オーディオファイルが削除可能な場合は、表示されている最初のカラム
にチェックボックスが表示されます。

• [ファイル名(File Name)]：このカラムには、オーディオファイル名が表示されます。

• [長さ(Length)]：このカラムには、オーディオファイルの長さが分および秒で表示されます。

• [ファイルステータス(File Status)]：このカラムには、次の値を含む、ファイルのステータス
が表示されます。

• [変換完了(Translation Complete)]：このステータスにあるファイルは正常にアップロードされ
ており、保留音オーディオソースのオーディオファイルとして使用できます。

• [使用中(In Use)]：このオーディオファイルをMOHオーディオソースファイルとして使用
する保留音オーディオソースを追加すると、このオーディオファイルのファイルステータ

スは [使用中(InUse)]に変わります。このファイルステータスのファイルは削除できません。

保留音オーディオファイルのアップロード

保留音オーディオファイルをアップロードするには、次の手順に従います。オーディオファイ

ルをアップロードすると、保留音オーディオソースとして使用可能になります。 [メディアリソー
ス(Media Resources)] > [保留音オーディオソース(Music On Hold Audio Source)]メニューオプショ
ンを使用して新しいオーディオソースを追加すると、新しくアップロードしたオーディオファイ

ルが [MOHオーディオソースファイル(MOHAudio Source File)]ドロップダウンリストボックスで
使用可能になります。

手順

ステップ 1 [メディアリソース(Media Resources)] > [MOHオーディオファイル(MOHAudio File Management)]を
選択します。

[保留音オーディオファイル管理(Music On Hold Audio File Management)]ウィンドウが表示されま
す。
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ステップ 2 [ファイルのアップロード(Upload File)]ボタンをクリックします。
[ファイルのアップロード(Upload File)]ポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかのオプションを選択します。

a) オーディオファイルを指定するファイルへのパスがわかっている場合は、[ファイル(File)]
フィールドにパスを入力します。

b) パスとファイル名が不明な場合は、[ファイル(File)]フィールドの右側にある [参照(Browse)]ボ
タンをクリックして、オーディオファイルを検索します。オーディオファイルを検索したら、

目的のオーディオファイルをクリックし、[開く(Open)]をクリックします。選択したオーディ
オファイルへのパスが、[ファイルのアップロード(Upload File)]ポップアップウィンドウの
[ファイル(File)]フィールドに表示されます。

ステップ 4 指定したオーディオファイルをアップロードするには、[アップロード(Upload)]をクリックしま
す。

オーディオファイルをアップロードすると、[アップロード結果(UploadResult)]ウィンドウにアッ
プロードの結果が示されます。

ファイルをアップロードすると、ファイルが Cisco Unified Communications Managerサー
バにアップロードされ、オーディオ変換を行ってMOHに適したコーデック対応オー
ディオファイルが作成されます。元のファイルのサイズに応じて、この処理には数分

かかることがあります。

（注）

オーディオソースファイルのMOHサーバへのアップロードでは、ファイルは 1つの
MOHサーバだけにアップロードされます。したがって、各サーバ上の Cisco Unified
Communications Managerの管理ページを使用して、MOHサーバまたはクラスタ内の各
サーバでオーディオソースファイルをアップロードする必要があります。MOHオー
ディオソースファイルは、自動的にはクラスタ内の他のMOHサーバに適用されませ
ん。

（注）

ステップ 5 [アップロード結果(Upload Result)]ウィンドウを閉じるには、[閉じる(Close)]をクリックします。
新しくアップロードしたオーディオファイルが、[MOHオーディオファイル(MOH Audio File
Management)]ウィンドウのオーディオファイルリストに追加されます。

保留音オーディオファイルの削除

既存の保留音オーディオファイルを削除するには、次の手順に従います。

[使用中(In Use)]ステータスを示すMOHオーディオファイルは削除できません。このような
ファイルを削除するには、最初に [メディアリソース(Media Resources)] > [保留音オーディオ
ソース(Music On Hold Audio Source)]メニューオプションを使用して、このオーディオファイ
ルを使用するMOHオーディオソースを検索します。そのMOHオーディオソースを削除す
るか、またはそのオーディオソースが別のオーディオファイルを使用するように変更します。

（注）
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手順

ステップ 1 [メディアリソース(Media Resources)] > [MOHオーディオファイル(MOHAudio File Management)]を
選択します。

[保留音オーディオファイル管理(Music On Hold Audio File Management)]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 削除する保留音オーディオファイルの左にあるチェックボックスをオンにします。

複数のオーディオファイルをクリックすると、複数のオーディオファイルを一度に削

除できます。また、[すべて選択(Select All])ボタンをクリックすると、すべてのオー
ディオファイルを削除対象に選択できます。選択したオーディオファイルを選択解除

するには、[すべてクリア(Clear All)]ボタンを使用します。

（注）

ステップ 3 [選択項目の削除(Delete Selected)]ボタンをクリックします。
このファイルが完全に削除されることを警告するポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 4 削除するには、[OK]をクリックします。
オーディオファイルが保留音オーディオファイルのリストから削除されます。

保留音サーバのパフォーマンスの表示

保留音サーバの perfmonカウンタを表示するには、Cisco Unifiedのリアルタイム監視ツール
（RTMT）を使用します。

以下の表に、Cisco Unifiedのリアルタイム監視ツールの [パフォーマンス(Performance)]ウィンド
ウに表示されるパフォーマンス監視カウンタの詳細について示します。

表 97：保留音のパフォーマンスカウンタ

説明パフォーマンスカウンタ名

プライマリおよびセカンダリの Cisco Unified
Communications Managerを示します。

• 1 =プライマリ

• 2 =セカンダリ

• 0 =接続されていない

MOHConnectionState

アクティブなオーディオソースの合計数を示します。サ

ポートされている各コーデックタイプを含みます。オー

ディオソース 1でmu-lawおよび G.729が有効な場合、こ
のオーディオソースのカウントは 2になります。

MOHAudioSourcesActive
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説明パフォーマンスカウンタ名

アクティブストリームの合計数を示します。 2つの潜在
的なオーバーヘッドストリームが各オーディオソース/
コーデックタイプに対して存在します。1つは実際のオー
ディオソース用であり、もう 1つはマルチキャスト用で
す。

MOHStreamsActive

利用可能なシンプレックスストリームの合計数を示しま

す。合計は、すべてのデバイスのデバイスドライバで利

用可能なストリームの合計数を表します。

MOHStreamsAvailable

対応するCiscoUnified CommunicationsManagerへの接続が
失われた回数を示します。

MOHConnectionsLost

処理されるストリームの合計数を示します。MOHStreamsTotal

サービスステートの確認

保留音サービスが動作しているかどうかを確認するには、PerformanceManagementを使用します。
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第 44 章

発信履歴内の元の着信側の名前

• 発信履歴内の元の着信側の名前, 1233 ページ

• クラスタ間コールの制限事項, 1234 ページ

• エンドポイントの機能と動作, 1234 ページ

• Unified CMの機能とその動作, 1234 ページ

• サポートされる電話機のモデル, 1235 ページ

発信履歴内の元の着信側の名前
Cisco Unified IP Phonesは通話履歴を表示しますが、これには発信履歴も含まれています。発信履
歴ではダイヤルした番号やダイヤルした URIが表示され、また、多くの場合はダイヤル先のユー
ザ名も表示されます。ただし、リリース 9.0よりも前の Cisco Unified Communications Manager
（Unified CM）では、自動転送など、着呼側に有効な名前が設定されていても IP Phoneの発信履
歴には「不明(Unknown)」と表示される場合がありました。

Unified CMリリース 9.0以降のリリースでは、発信履歴内の元の着信側の名前機能をサポートし
ている SIP電話機には、ダイヤル先に有効な名前が設定されており、その表示が制限されていな
い場合は必ず、元の着呼側の名前が表示されます。 Unified CMにより発信側 SIP電話機に名前が
送信されます。これにより、SIP電話機では、コールが着呼側によって転送された場合であって
も、発信履歴にその名前が正しく表示されます。

Unified CMでは、発信側の SIP電話機に元の着呼側の呼び出し表示を示します。元の着呼側で呼
び出し表示が設定されていないが、元の着信側がそのコールに応答した場合、Unified CMは元の
着呼側の接続側の表示名（設定されている場合）を送信します。着呼側でCallingLine IDRestricted
（CLIR）が有効になっている場合、UnifiedCMはその名前が非通知であることを示し、発信側の
電話機の発信履歴には名前情報が表示されません。

エンドユーザも管理者も、発信履歴内の元の着信側の名前機能を有効にするために設定変更を行

う必要はありません。
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クラスタ間コールの制限事項
Unified CMは Remote-Party-ID（RPID）ヘッダーを使用して、着呼側の呼び出し表示を送信しま
す。クラスタ間のコールの場合、発信側クラスタの SIP電話機がダイヤル先の名前を取得するた
めには、SIP電話機の SIPクラスタ間トランクで Remote-Party-IDが有効になっている必要があり
ます。これには、Cisco Unified Communications Manager Session Management Editionを含むすべて
の中間ホップが含まれます。

SIPトランクでは、RPIDヘッダーを無効にしてP-Asserted-ID（PAI）ヘッダーまたはP-Preferred-ID
（PPI）ヘッダーだけを使用することができます。 2つのUnified CMクラスタ間で PAIまたは PPI
のみが使用される場合、SIP電話機の発信履歴にはダイヤルされた番号またはダイヤルされたURI
に対応する表示名が含まれないことがあります。

エンドポイントの機能と動作
SIP電話機の発信履歴情報にはダイヤルされた番号またはダイヤルされたURI、および名前（設定
されており、かつ、非通知でない場合）が表示されます。ダイヤルされたユーザの名前が SIP電
話機で表示されるには、呼び出し表示がUnified CM上でプロビジョニングされており、その表示
が制限されていない必要があります。クラスタ間コールの場合は、ASCII呼び出し表示がプロビ
ジョニングされている必要があります。

Cisco Unified IP Phone 8900および 9900シリーズでは、発信履歴に呼び出し表示ではなく、表
示名が表示されることがあります。

（注）

非通知が着呼側デバイスの SIPプロファイルにのみ設定されており、不在転送（CFA）、話中
転送（CFB）、または未登録時の不在転送（CFUR）が有効になっている場合は、「非通知
(private)」ではなく、設定された呼び出し表示が表示されます。自動転送で必ず「非通知
(private)」が表示されるようにするには、名前の表示制限を SIPプロファイルではなく、トラ
ンスレーションパターンまたはルートパターンで設定することをお勧めします。

（注）

Unified CM の機能とその動作
発信履歴内の元の着信側の名前機能は、初回登録時に Unified CMと SIP電話機ファームウェアと
の間で自動的にネゴシエートされ、設定や管理者の介入は不要です。発信履歴内の元の着信側の

名前機能をサポートしているのは、SIP電話機ファームウェアロード 9.3.1以上です。
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サポートされる電話機のモデル
発信履歴内の元の着信側の名前機能は、次の Unified IP Phoneでサポートされています。

• Cisco Unified IP Phones 6900シリーズ（6921、6941、6945、6961）

• Cisco Unified IP Phones 7900シリーズ（7906、7911、7931、7941、7942、7945、7961、7962、
7965、7970、7971、7975）

• Cisco Unified IP Phone 8900シリーズ（8941、8945、および 8961）

• Cisco Unified IP Phones 9900シリーズ（9951、9971）

発信履歴内の元の着信側の名前機能をサポートしているのは、SIP電話機ファームウェアロード
9.3.1以上です。
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第 45 章

ページング

CUCMとともに組み込まれるようになった Singlewire InformaCast製品には、Cisco IP Phone間で
ポイントツーポイントまたはグループページングを行うユーザ向けのページング機能がありま

す。 InformaCast製品のソフトウェアとマニュアルは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの購
入時に付属する個別の DVDに含まれていますが、www.cisco.comからダウンロードすること
もできます。

InformaCastページング機能は、基本機能と拡張機能の2つのカテゴリに分類されます。基本ペー
ジング機能では、Cisco IPPhone間で管理者が設定したグループとゾーンにページングできます。
基本ページングの各グループには合計 50ユーザを含めることができ、グループ数には制限があ
りません。基本ページングは、Cisco Unified CommunicationsManagerの新機能として無料で提供
されます。 1つのグループに 50を超えるユーザを含める必要がある場合、またはより高度な機
能が必要な場合は、InformaCastの拡張機能が必要になります。拡張機能には、次のような重要
な機能が含まれています。

•すべてのユーザへのページングと緊急通知

•オーバーヘッドアナログおよび IPスピーカへのページング

•ベルスケジュール

•コールの割り込みオプションによる緊急通知の優先順位付け

•事前録音およびテキスト専用のページング

•ソーシャルメディアサイトとの通知の統合

•電子メールおよび SMSによる一括通知

•電話番号の監視（緊急時アラート）

• Jabberクライアントとの統合

拡張ページングには、その他の機能も多数用意されています。エンドユーザの Cisco Unified
Communications Managerの配置に拡張ページング/通知機能が適しているかどうかを判断するた
め、拡張機能には高度な機能を評価できる 60日間の試用期間があります。ソフトウェアのイン
ストール後、すべての機能にアクセスできるデモ期間を開始するオプションが用意されていま

す。試用期間の終了後に拡張機能を引き続き使用する場合、またはこの機能が Cisco Unified
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CommunicationsManagerの購入時に必要な場合は、拡張ページングと通知機能を無期限のライセ
ンスとして SolutionsPlusから購入するか、サブスクリプションを Singlewireから直接購入してく
ださい。製品機能の詳細や販売に関するご質問については、Singlewireに問い合わせるか、製品
に付属のマニュアルおよびサポート情報を参照してください。
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第 46 章

プロキシ TFTP サーバ

Cisco Proxy TFTP Serverでは、大規模展開においてすべてのエンドポイントで設定ファイルをダ
ウンロードでき、Cisco Unified Communications Managerに登録できます。

• Cisco Proxy TFTP Serverの配置モデル, 1239 ページ

• TFTPの設定, 1241 ページ

• プロキシ TFTPサーバと集中型 TFTPサーバ, 1242 ページ

• プロキシ TFTPサーバの場合の電話機の動作, 1243 ページ

• Cisco Proxy TFTP Serverのシステム要件, 1243 ページ

• Cisco Proxy TFTP Serverのインタラクションおよび制限事項, 1243 ページ

• Cisco Proxy TFTP Serverのインストールとアクティブ化, 1245 ページ

• クラスタビューの設定項目, 1245 ページ

• 手動によるクラスタビューの上書き設定, 1250 ページ

Cisco Proxy TFTP Server の配置モデル
Cisco Proxy TFTP Serverでは 2つの配置モデルをサポートしています。
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Cisco Proxy TFTP Server の配置モデル 1

次の図に示す配置モデルの場合、プライマリ TFTPサーバに 8.6 (2)以降のバージョンの Unified
CMがインストールされている必要があります。

図 167：Cisco Proxy TFTP Server の配置モデル 1

2つのリモートクラスタ：クラスタ Aとクラスタ Bがプライマリ TFTPサーバに設定されていま
す。ただし、プライマリTFTPサーバには任意の数のリモートクラスタを設定できます。エンド
ポイントが設定ファイルを求める要求を送信すると必ず、プライマリ TFTPサーバはローカル
キャッシュと設定済みリモートクラスタを調べます。このようにして、プライマリ TFTPサーバ
クラスタ（クラスタAおよびクラスタB）に設定されたエンドポイントは設定ファイルを入手し、
Cisco Unified Communications Managerに登録されます。

より高いシステムパフォーマンスを得るためには、配置モデル 1を採用することをお勧めし
ます。ただし、既存の集中型 TFTP（8.6 (1)以前）を変更する予定がない場合は、配置モデル
2を使用できます。

（注）

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
1240

プロキシ TFTP サーバ
Cisco Proxy TFTP Server の配置モデル



Cisco Proxy TFTP Server の配置モデル 2

次の図に示す配置モデルでは、集中型 Unified CM TFTPサーバがプライマリ TFTPサーバとして
動作します。

図 168：Cisco Proxy TFTP Server の配置モデル 2

2つのリモートクラスタ：クラスタ Aとクラスタ Bがプライマリ TFTPサーバに設定されていま
す。ただし、プライマリ TFTPサーバには任意の数のリモートクラスタを設定できます。 2つの
リモートクラスタがクラスタ Aに追加されています。エンドポイントが設定ファイルを求める
要求を送信すると必ず、プライマリ TFTPサーバはローカルキャッシュと設定済みリモートクラ
スタ（クラスタ Aおよびクラスタ B）を調べます。クラスタ Aはさらに、設定済みリモートク
ラスタ（クラスタ Cおよびクラスタ D）を調べます。このようにして、プライマリ TFTPサーバ
クラスタ（クラスタ A、クラスタ B、クラスタ Cおよびクラスタ D）に設定されたすべてのエン
ドポイントは設定ファイルを入手でき、Cisco Unified Communications Managerに登録できます。

TFTP の設定
Cisco Proxy TFTP Serverは、手動で設定することも、動的に設定することもできます。この項で
は、TFTPの設定手順について説明します。

手動での TFTP 設定
以下に、ネットワーク内に Cisco Proxy TFTP Serverを手動で設定する手順を説明します。次の手
順を実行する際には、以下も参照してください。

手順

ステップ 1 新規クラスタを作成します。
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a) Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[拡張機能(Advanced Features)] > [クラス
タビュー(Cluster View)]を選択します。

b) [クラスタID(Cluster Id)]および [完全修飾ドメイン名(Fully Qualified Domain Name)]を入力しま
す。

ステップ 2 TFTPサービスの [有効(Enable)]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [TFTP]ハイパーリンクをクリックします。
[リモートクラスタの手動上書き設定(Remote ClusterManually Override Configuration)]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 4 Choose [リモートサービスアドレスの手動設定(Manually Configure Remote Service addresses)]を選択
します。

ステップ 5 リモートクラスタの TFTPサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 6 [保存(Save)]をクリックします。

動的な TFTP 設定
次の手順に従って、ネットワーク内に Cisco Proxy TFTP Serverを動的に設定します。

• EMCCを設定します。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[拡張機能(Advanced Features)] > [クラ
スタビュー(Cluster View)] > [今するリモートクラスタを更新(Update Remote Cluster Now)]を
選択します。

プロキシ TFTP サーバと集中型 TFTP サーバ
大規模展開の場合、集中型 TFTPサーバには次の制限があります。

•プライマリ TFTPサーバが代替 TFTPサーバから設定ファイルを取得するのに時間がかかる
ため、エンドポイントが設定ファイルをダウンロードできないことがあります。プライマリ

TFTPサーバがファイルを取得するまでに、エンドポイントがタイムアウトになります。こ
の結果、こうしたエンドポイントは Unified CMに登録されません。

•追加できる代替 TFTPサーバは 10台だけです。

このような制限は Cisco Proxy TFTP Serverには当てはまりません。
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電話機が中央またはプロキシ TFTPサーバからの共通ファイルを要求し、そのファイルが
ringlist.xml.sgnのような共有名を持つかロケールファイルである場合、TFTPサーバは
電話機のホームクラスタからのファイルの代わりに、自身でファイルをローカルコピーして

送信します。ファイルに含まれる TFTPサーバのローカルクラスタの署名が電話機の初期信
頼リスト（ITL）と一致しないために署名の検証が失敗すると、電話機はそのファイルを拒否
します。この問題を解決するには、電話機が別のクラスタからの署名を検証する際に、電話

機のデフォルトのセキュリティ（SBD）を無効化するか、証明書の一括エクスポート手順を実
行して信頼検証システム（TVS）が成功を返すようにします。証明書の一括エクスポートを実
行するためにクラスタ間で IP電話を移行する場合の証明書の一括エクスポートについては、
『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイド』の「デフォルトのセキュリティ
設定」に記載されている手順を参照してください。デフォルトのセキュリティを無効化する

には、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerセキュリティガイド』に記載されている IP Phone
の ITLファイルの更新手順を参照してください。

（注）

プロキシ TFTP サーバの場合の電話機の動作
リモートクラスタに対して設定される電話機の場合、初回の電話機登録に数分間かかる場合があ

ります。この遅延は、プロキシ TFTPサーバがリモートクラスタで設定ファイルを検索するため
に起こります。遅延は、設定されるエンドポイント数とリモートクラスタ数により異なります。

ただし、2回目以降の登録には遅延は生じません。

Cisco Proxy TFTP Server のシステム要件
Cisco Proxy TFTP Serverのシステム要件は、次のとおりです。

• Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）リリース 8.6(2)以降

• Cisco TFTPサービス：アクティブ化され、実行中の状態である必要があります。

Cisco Proxy TFTP Server のインタラクションおよび制限事
項

この項では、CiscoProxyTFTPServerのインタラクションおよび制限事項の詳細について説明しま
す。
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Cisco Proxy TFTP Server のインタラクション
Cisco Proxy TFTP Serverの TFTPサービスは、リモートクラスタの TFTPサービスと通信します。
[クラスタビュー(ClusterView)]ウィンドウ（[拡張機能(AdvancedFeatures)] > [クラスタビュー(Cluster
View)]）では、あるリモートクラスタに対し、TFTPサービスは最大 3つの IPアドレスを持つこ
とができ、それらのアドレスが設定されていればプロキシ TFTPサーバはその 3つの IPアドレス
すべてと通信します。

設定済み IPアドレスで、Cisco TFTPサービスがアクティブ化されており、実行中の状態であ
ることを確認する必要があります。

（注）

電話機が中央またはプロキシ TFTPサーバからの共通ファイルを要求し、そのファイルが
ringlist.xml.sgnのような共有名を持つかロケールファイルである場合、TFTPサーバは電話
機のホームクラスタからのファイルの代わりに、自身でファイルをローカルコピーして送信しま

す。ファイルに含まれるTFTPサーバのローカルクラスタの署名が電話機の初期信頼リスト（ITL）
と一致しないために署名の検証が失敗すると、電話機はそのファイルを拒否します。この問題を

解決するには、電話機が別のクラスタからの署名を検証する際に、電話機のデフォルトのセキュ

リティ（SBD）を無効化するか、証明書の一括エクスポート手順を実行して信頼検証システム
（TVS）が成功を返すようにします。証明書の一括エクスポートを実行するためにクラスタ間で
IP電話を移行する場合の証明書の一括エクスポートについては、『Cisco Unified Communications
Managerセキュリティガイド』の「デフォルトのセキュリティ設定」に記載されている手順を参
照してください。デフォルトのセキュリティを無効化するには、『Cisco Unified Communications
Managerセキュリティガイド』に記載されている IP Phoneの ITLファイルの更新手順を参照して
ください。

Cisco Proxy TFTP Server の制限事項
この項では、Cisco Proxy TFTP Serverを他の Cisco Unified Communications Managerの管理コンポー
ネントとともに使用する場合の制限事項について説明します。

Cisco Unified Communications Manager 8.0 よりも前のバージョンで、デフォルトのセキュリティ
（SBD）のロードが設定された電話機を登録する際の問題

Cisco Unified Communications Manager 8.0以降で実行されるリモートクラスタ TFTPサーバでは、
デフォルトのセキュリティ（SBD）のロードが設定された電話機をプロキシ TFTPサーバを介し
て、これらのリモートクラスタの Unified CMに登録するのに問題はありません。しかし、8.0よ
りも前のバージョンの Cisco Unified Communications Manager上で実行されているリモートクラス
タTFTPサーバの場合、SBDのロードが設定された電話機をプロキシTFTPサーバを介してリモー
トクラスタ Unified CMに登録することはできません。これは、Unified CM 8.0よりも古いバー
ジョンでは Identity Trust List（ITL）ファイルを使用できないからです。

この問題を解決するには、次の手順に従います。

1 エンドポイントをリモートクラスタ Unified CMに直接接続します。
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a DHCPオプションを無効にします。

b 電話機に TFTP IPアドレスを手動で入力します。

電話機は必要な SBDロードを取得し、Unified CMに登録します。

2 DHCPオプションを有効にして、電話機を手動でリセットします。

電話機はプロキシ TFTPを介してリモートクラスタに登録されます。

この手順は、SBDのロードが設定されている新しい電話機の場合、または電話機を、SBDを
サポートするUnified CMから SBDをサポートしないUnified CMに移動する予定である場合の
みに適用できます。この手順は、クラスタ内の電話機数が多い場合は適用できません。

（注）

あるリモートクラスタから別のリモートクラスタへ電話機を移動するときの登録の問題

あるリモートクラスタから別のクラスタへ電話機を移動する場合は、古い ITLファイルを電話機
から削除して、新しい Unified CMに正常に登録できるようにする必要があります。

リモートクラスタのアップグレードの際、電話機の登録に時間がかかる

リモートクラスタをアップグレードするとき、電話機は、PFFTPローカルキャッシュへダウン
ロードする必要がある新しいロードファイルを要求します。イーサネットケーブルを電話機に

接続し、その後電話機をUnifiedCMに設定した場合、電話機の登録におよそ30分間かかります。
ただし、電話機をUnifiedCMに設定してからイーサネットケーブルを電話機に接続した場合は、
電話機は直ちに登録されます。

Cisco Proxy TFTP Server のインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Managerのインストール後、必要な設定作業を実行すると、ネット
ワークで Cisco Proxy TFTP Server機能をサポートできます。実行する必要がある設定作業につい
ては、TFTPの設定, （1241ページ）を参照してください。

クラスタビューの設定項目
Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[拡張機能(Advanced Features)] > [クラスタ
ビュー(Cluster View)]メニューパスを使用してリモートクラスタを設定します。

リモートクラスタの検索に関するヒント

検索操作を実行すると、すでに追加されているリモートクラスタだけが検索されます。検索操作

を実行しても、自動的に企業に所属しているクラスタは検索されません。

GUIの使用方法
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CiscoUnifiedCommunicationsManager管理ページのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）
を使用してレコードを検索、削除、設定、またはコピーする方法については、『Cisco Unified
CommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』の「Cisco unifiedCommunicationsManager
の管理アプリケーションのナビゲート」およびそのサブセクションを参照してください。GUIの
使用方法とボタンおよびアイコンの機能の詳細が説明されています。

設定項目の表

次の表で、[クラスタビュー(Cluster View)]ウィンドウ（[拡張機能(Advanced Features)] > [クラスタ
ビュー(Cluster View)]）で設定する、リモートクラスタの設定項目について説明します。

表 98：クラスタビューの設定項目

説明フィールド

[リモートクラスタ情報(Remote Cluster Information)]

リモートクラスタのクラスタIDを入力します。

有効な値は、英数字、ピリオド（.）、ハイフン
（-）です。

[クラスタID(Cluster Id)]

リモートクラスタの説明を入力します。

このフィールドには、最大 128文字を入力でき
ます。引用符（"）、右山カッコ（>）、左山
カッコ（<）、バックスラッシュ（\）、ダッシュ
（-）、アンパサンド（&）、およびパーセント
記号（%）を除く任意の文字を使用できます。

[説明(Description)]

リモートクラスタ/IPアドレスの完全修飾名を
入力します。

このフィールドには最大 50文字を入力でき、
使用できる文字は英数字（a～ z、A～ Z、0～
9）、ピリオド（.）、ダッシュ（-）、アスタリ
スク（*）、およびスペース（）です。

[完全修飾名(Fully Qualified Name)]

[リモートクラスタサービスの情報(Remote Cluster Service Information)]
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説明フィールド

EMCCサービスの場合、このサービスの設定の
詳細が次のカラムヘッダーに表示されます。

• [有効(Enabled)]：EMCCサービスが有効な
場合は、このチェックボックスがオンにな

ります。

• [サービス(Service)]：このエントリはEMCC
サービスです。

• [リモートがアクティブ(RemoteActivated)]：
有効な値は [True]または [False]です。

• [アドレス1(Address 1)]：このカラムには、
このサービスの最初のアドレスが表示され

ます。

• [アドレス2(Address 2)]：このカラムには、
このサービスの2番目のアドレスが表示さ
れます。

• [アドレス3(Address 3)]：このカラムには、
このサービスの3番目のアドレスが表示さ
れます。

[EMCC]

PSTNアクセスの場合、このサービスの設定の
詳細が次のカラムヘッダーに表示されます。

• [有効(Enabled)]：PSTNアクセスが有効な
場合は、このチェックボックスがオンにな

ります。

• [サービス(Service)]：このエントリはPSTN
アクセスです。

• [リモートがアクティブ(RemoteActivated)]：
有効な値は [True]または [False]です。

• [アドレス1(Address 1)]：このカラムには、
このサービスの最初のアドレスが表示され

ます。

• [アドレス2(Address 2)]：このカラムには、
このサービスの2番目のアドレスが表示さ
れます。

• [アドレス3(Address 3)]：このカラムには、
このサービスの3番目のアドレスが表示さ
れます。

[PSTNアクセス(PSTN Access)]
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説明フィールド

RSVPエージェントの場合、このサービスの設
定の詳細が次のカラムヘッダーに表示されま

す。

• [有効(Enabled)]：RSVPエージェントが有
効な場合は、このチェックボックスがオン

になります。

• [サービス(Service)]：このエントリはRSVP
エージェントです。

• [リモートがアクティブ(RemoteActivated)]：
有効な値は [True]または [False]です。

• [アドレス1(Address 1)]：このカラムには、
このサービスの最初のアドレスが表示され

ます。

• [アドレス2(Address 2)]：このカラムには、
このサービスの2番目のアドレスが表示さ
れます。

• [アドレス3(Address 3)]：このカラムには、
このサービスの3番目のアドレスが表示さ
れます。

[RSVPエージェント(RSVP Agent)]
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説明フィールド

TFTPサービスの場合、このサービスの設定の
詳細が次のカラムヘッダーに表示されます。

• [有効(Enabled)]：TFTPサービスが有効な
場合は、このチェックボックスがオンにな

ります。

• [サービス(Service)]：このエントリはEMCC
サービスです。

• [リモートがアクティブ(RemoteActivated)]：
有効な値は [True]または [False]です。

リモート IPアドレスが手動で、
または動的に設定されている場

合は、[リモートがアクティブ
(RemoteActivated)]カラムは必ず
[True]に設定されます。

（注）

• [アドレス1(Address 1)]：このカラムには、
このサービスの最初のアドレスが表示され

ます。

Cisco Unified Communications
Manager 8.6 (1)から Cisco Unified
CommunicationsManager 8.6 (2)以
降にアップグレードする場合、

アドレス 1はシステムにより、
自動的に更新されます。ただ

し、DNS検索失敗など、何らか
の理由でこのフィールドがアッ

プグレード後に空白である場合

は、TFTPサービスの適切な IP
アドレスを使用して手動で更新

する必要があります。

（注）

• [アドレス2(Address 2)]：このカラムには、
このサービスの2番目のアドレスが表示さ
れます。

• [アドレス3(Address 3)]：このカラムには、
このサービスの3番目のアドレスが表示さ
れます。

TFTP

すべてのサービス（EMCC、PSTNアクセス、
および RSVPエージェント）を有効にするに
は、このボタンをクリックします。

[すべてのサービスを有効化(EnabledAllServices)]
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説明フィールド

すべてのサービス（EMCC、PSTNアクセス、
および RSVPエージェント）を無効にするに
は、このボタンをクリックします。

[すべてのサービスを無効化(Disabled All
Services)]

リモートクラスタをすぐに更新するには、この

ボタンをクリックします。

[リモートクラスタを今すぐ更新(Update Remote
Cluster Now)]

手動によるクラスタビューの上書き設定
次の表で、[リモートクラスタの手動上書き設定(Remote Cluster Manually Override Configuration)]
（[拡張機能(Advanced Features)] > [クラスタビュー(Cluster View)] > [TFTP]）で設定する、リモー
トクラスタ設定項目について説明します。

説明フィールド

自動判別されたリモートサーバアドレスを使

用するには、このオプションを選択します。

[自動判別されたリモートサーバアドレスを使用
(Use automatically determined remote server
addresses)]

リモートサーバアドレスを手動で設定するに

は、このオプションを使用します。

[リモートサーバアドレスを手動で設定(Manually
configure remote server addresses)]

TFTPサービスの最初のアドレスを入力します。[アドレス1(Address 1)]

TFTPサービスの 2番目のアドレスを入力しま
す。

[アドレス2(Address 2)]

TFTPサービスの 3番目のアドレスを入力しま
す。

[アドレス3(Address 3)]
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第 47 章

品質レポートツール

この章では品質レポートツール（QRT）について説明します。QRTは、Cisco Unified IP Phone
の音声品質や一般的な問題に関するレポートツールで、1つのサービスとして動作し、IP Phone
のオーディオおよびその他の一般的な問題を簡単かつ正確にレポートすることができます。QRT
は、Cisco Unified Communications Managerのインストールとともに自動的にロードされます。ま
た、Cisco Extended Functions（CEF）サービスによってサポートされています（Cisco Extended
Functionsサービスの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照
してください）。

システム管理者は、ソフトキーテンプレートの作成、設定、および割り当てによって、ユーザ

の IP Phoneに [品質]ソフトキーを関連付けることで QRT機能を使用可能にできます。 QRTを
使用するユーザインタラクションの量に応じて、2つの異なるユーザモードを選択できます。

システムは、QRTを設定し、レポートを表示するための権限として管理者特権をユーザに与
えます。

（注）

• QRTの設定, 1252 ページ

• 品質レポートツール機能, 1253 ページ

• QRTのシステム要件, 1256 ページ

• Cisco Extended Functionsサービスの依存関係, 1257 ページ

• CTIへのセキュアな TLS接続, 1258 ページ

• QRTの動作, 1260 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 1266 ページ

• QRT機能のインストールとアクティブ化, 1267 ページ

• QRT機能の設定, 1268 ページ

• QRT Viewerの使用, 1278 ページ

• ユーザへの QRT機能の情報提供, 1286 ページ
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• QRT機能のトラブルシューティング, 1286 ページ

QRT の設定
品質レポートツール（QRT）は、CiscoUnified IPPhoneの音声品質や一般的な問題に関するレポー
トツールで、1つのサービスとして動作し、IP Phoneのオーディオおよびその他の一般的な問題
を簡単かつ正確にレポートすることができます。 QRTは、Cisco Unified Communications Manager
のインストールとともに自動的にロードされます。また、Cisco Extended Functions（CEF）サービ
スによってサポートされています（Cisco Extended Functionsサービスの詳細については、『Cisco
Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください）。

システム管理者は、ソフトキーテンプレートの作成、設定、および割り当てによって、ユーザの

IP Phoneに [品質]ソフトキーを関連付けることで QRT機能を使用可能にできます。 QRTを使用
するユーザインタラクションの量に応じて、異なるユーザモードを選択できます。

次の手順を実行して、Cisco Unified Communications Managerで QRT機能を設定します。

手順

ステップ 1 Standard Userソフトキーテンプレートのコピーを作成し、次のコール状態に対して [品質]ソフト
キーを追加します。

•オンフック

•接続時

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加します。

ステップ 3 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウを使用して、新しいソフトキーテンプレートをユー
ザの電話機に追加します。

ソフトキーに共通デバイス設定を使用する場合は、共通デバイス設定を電話機の設定に

割り当てることができます。または、各電話機に個別にソフトキーを追加することも

できます。

（注）

ステップ 4 CiscoUnifiedサービスアビリティツールの [ServiceActivation]を使用して、Cisco Extended Functions
サービスをアクティブにします。

ステップ 5 Cisco Unifiedサービスアビリティで、QRTのアラームとトレースを設定します。

ステップ 6 QRTの Cisco Extended Functionsサービスパラメータを設定します。

ステップ 7 QRT Viewerにアクセスして、IP Phoneの問題レポートを作成、カスタマイズ、および表示しま
す。

関連トピック

[品質]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートの作成, （1268ページ）
共通デバイス設定での QRTソフトキーテンプレートの構成, （1272ページ）
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電話機の設定における QRTソフトキーテンプレートの追加, （1272ページ）
QRTを使用する場合の Cisco Extended Functionsサービスのアクティブ化, （1274ページ）
QRTのアラームおよびトレースの設定, （1275ページ）
QRTの Cisco Extended Functionsサービスパラメータの設定, （1276ページ）
QRT Viewerの使用, （1278ページ）

品質レポートツール機能
この項では、QRT機能のアーキテクチャとさまざまなコンポーネントについて説明します。Cisco
Unified Communications Managerをインストールすると、Cisco Extended Functionsサービスによっ
て、Cisco Unified Communications Managerサーバ上に QRT機能がインストールおよびロードされ
ます。システム管理者は、ソフトキーテンプレートを使用することで QRT機能を使用可能にし
ます。次にシステムパラメータを設定し、Cisco Unifiedサービスアビリティツールをセットアッ
プすることによって、システムにおけるこの機能の動作を定義します。これで QRT Viewerアプ
リケーションを使用して、電話機の問題のレポートを作成、カスタマイズ、および表示できます

（システムには、リアルタイム監視ツールの一部としてQRTViewerアプリケーションが含まれて
います）。

QRTアベイラビリティは、最大で 4種類の異なるコール状態に対して設定でき、2種類の異なる
ユーザモードを選択できます。ユーザモードは、QRTが使用可能なユーザインタラクションの
レベルを決定します。また、詳細な音声品質レポート、またはより一般的な電話機の問題のレポー

ト、および関連統計情報を使用できます。

ユーザの IP Phoneに問題が発生した場合は、接続時コール状態の間にCisco Unified IP Phoneの [品
質]ソフトキーを押すと、この機能を起動できます。サポートされているコール状態で、適切な
問題分類カテゴリを使用することで、IP Phoneに発生している問題に最も当てはまる原因コード
を選択できます。

関連トピック

QRT Viewerの使用, （1278ページ）
拡張メニューの選択肢, （1261ページ）
問題分類カテゴリと原因コード, （1263ページ）

QRT のコンポーネント
多層構成でWebベースのアプリケーションである QRTには、次の重要なコンポーネントが含ま
れています。

•クライアントコンポーネント

◦エンドユーザインターフェイスとしての IP Phoneブラウザ

◦機能およびツールの設定とビューアアプリケーション用の、CiscoUnifiedCommunications
Managerの管理ページのウィンドウ
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•サーバコンポーネント

◦ Cisco Extended Functionsサービス

◦ Skinnyメッセージ用の Cisco Unified Communications Manager

◦ QBEメッセージ用の CTIManager

◦構成データおよびデバイスデータ用のデータベース

◦実行時のデバイス関連情報を収集する Cisco RIS Data Collector

◦アラームインターフェイス

◦システム診断インターフェイス（SDI）トレース

•サービス：ユーザレポートを収集および管理するためのCisco Extended Functionsサービス。
また IP Phone上のユーザインターフェイスの処理や、Cisco RIS Data Collectorへのアラート
通知や SNMPトラップの発行も行います。

•ビューアアプリケーション：リアルタイム監視ツール（RTMT）のトレース収集機能に含ま
れる QRT Viewerアプリケーション。生成されたレポートのフィルタリング、形式設定、お
よび表示を行うことができます。 QRT情報が含まれたトレースファイルを表示すると、レ
ポートが自動的に QRT Viewerで開かれます。

QRT アーキテクチャの概要
QRT機能は、CiscoExtendedFunctionsサービスを使用します。このサービスは、次のインターフェ
イスによって構成されています。

• Cisco CTIManagerインターフェイス（QBEHelper）

• CUCMデータベースインターフェイス（DBLライブラリ）

•スクリーンヘルパーとディクショナリ

• Redundancy Manager

• DB Change Notifier

• SDIトレースおよびアラーム

Cisco Extended Functionsサービスは、Skinnyプロトコル（Cisco Unified IP Phoneと Cisco Unified
CommunicationsManagerの間で使用するプロトコル）およびQuickByteEncodingプロトコル（Cisco
CTIManagerと TSP/JTAPIの間で使用するプロトコル）を介したXMLサービスインターフェイス
（XSI）を使用して電話機と接続します。

ユーザが [品質]ソフトキーを押すと、QRTによってデバイスが開かれ、最大 4つの異なる画面に
問題カテゴリと関連する原因コードが表示され、ユーザのフィードバックを取得できます。

問題を最も適切に説明するオプションをユーザが選択すると、システムはフィードバックをXML
ファイルに記録し、Cisco RISData Collectorにアラートと SNMPトラップを生成するように通知す
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るアラームを発行します。ユーザのインタラクションが完了したことを QRTが検出すると、デ
バイスが閉じられます。

実際にログに記録される情報は、ユーザの選択、および宛先デバイスが Cisco Unified IP Phone
であるかどうかに依存します。

（注）

次の図に、Cisco Extended Functionsサービスのアーキテクチャを示します。

図 169：Cisco Extended Functions サービスのアーキテクチャの使用

Cisco CTIManager インターフェイス（QBEHelper）
QBEHelperライブラリによって、CEFサービスと、構成済みの Cisco CTIManagerとの通信を可能
にするインターフェイスが提供されます。

CUCM データベースインターフェイス（DBL ライブラリ）
DBLライブラリによって、Cisco Unified Communications Managerデータベースで構成および登録
された各種デバイスでCiscoExtendedFunctionsサービスがクエリーを実行するためのインターフェ
イスが提供されます。

スクリーンヘルパーとディクショナリ

Cisco Extended Functionsサービスのスクリーンヘルパーは、Cisco Extended Functionsサービスを
起動したときに、XMLディクショナリファイルを読み取り、インストールされたすべてのロケー
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ルのドキュメントオブジェクトモデル（DOM）オブジェクトを作成します。システムは、この
DOMオブジェクトを使用して、Cisco Unified IP Phoneで必要な XSIスクリーンを構築します。

Redundancy Manager
1つの Cisco Unified Communications Managerクラスタ内で複数の Cisco Extended Functionsがアク
ティブになっている場合、RedundancyManagerは、アルゴリズムを使用して、アクティブ CEFと
バックアップCEFを判断します。RedundancyManagerは、CEFサービスを実行しているサーバの
最も小さな IPアドレスをアクティブサービスとして使用します。その他の CEFサービスは、
バックアップサービスとして機能します。

DB Change Notifier
DB Change Notifierは、サービスパラメータの変更、トレースパラメータの変更、アラーム設定
の変更、他の Cisco Extended Functionsサービスのステータス変更など、データベースの変更に関
するすべての通知を処理し、それらの変更を CEFサービスにレポートします。

SDI トレースおよびアラーム
Cisco Extended Functionsサービスは、SDIトレースライブラリとアラームライブラリを使用しま
す。このライブラリは、イベントビューアへのトレースとアラームを生成します。アラームラ

イブラリは、CEFサービスに関する情報を Syslog、SNMP、および Cisco RIS Data Collectorサービ
スに送達します。トレースとアラームの詳細については、『CiscoUnifiedServiceabilityAdministration
Guide』を参照してください。

QRT のシステム要件
QRT機能が動作するには、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Real-Time Monitoring Tool

QRT機能は、次の機能を持つ任意のモデルの IP Phoneでサポートされています。

•ソフトキーテンプレートのサポート

• IP Phoneサービスのサポート

• CTIによる制御が可能であること

•内部 HTTPサーバ
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詳細については、ご使用の電話機モデルに該当するCisco Unified IP Phoneガイドを参照してく
ださい。

（注）

Cisco Extended Functions サービスの依存関係
Cisco Extended Functionsサービスは、次のサービスに依存しています。

• Cisco CallManager：少なくとも 1つの Cisco CallManagerサービスが実行されている必要があ
ります。

• Cisco CTIManager：少なくとも 1つの Cisco CTIManagerサービスが実行されている必要があ
ります。

• Cisco Database Layer Monitor：1つの Cisco Database Layer Monitorサービスが CEFと同じサー
バで実行されている必要があります。

• Cisco RIS Data Collector：1つの Cisco RIS Data Collectorサービスが CEFと同じサーバで実行
されている必要があります。

Cisco Database Layer Monitorと Cisco RIS Data Collectorは同一のサーバで実行されている必要
があります。 Cisco Unified Communications Managerクラスタには、複数の CEFサービスを含
めることができます。

（注）

サーバ 1台で構成される Cisco Unified Communications Managerシステムの場合は、そのサーバ
にすべてのサービスをインストールします。

ヒント
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次の図に、一般的な Cisco Extended Functionsサービスの設定を示します。

図 170：Cisco Extended Functions サービスの依存関係（一般的な設定）

クラスタ内の複数の Extended Functions アプリケーション
1つの Cisco Unified CommunicationsManagerクラスタ内で複数の Cisco Extended Functionsサービス
がアクティブになっている場合、CEFはアルゴリズムを使用して、アクティブにするサービスと
残りのバックアップ用のサービスを判断します。最も小さな IPアドレスの CEFアプリケーショ
ンがアクティブになります。その次に小さな IPアドレスのサービスが、アクティブなサービスの
バックアップになります。その他のサービスも、IPアドレスが小さい順に、互いのバックアップ
として機能します。新しいサービスをクラスタに追加した場合、CEFはアルゴリズムを再起動
し、アクティブにするサービスを判別します。

クラスタ内で Cisco Extended Functionsサービスを起動すると、最も下位の IPアドレスを持つ
CEFサービスがアクティブになります。このプロセスによって、約2分間サービスが中断する
場合があります。

（注）

Cisco CTIManagerに対するディレクトリステータスおよび Cisco Extended Functionsサービスの登
録ステータスを確認するには、リアルタイム監視ツール（RTMT）を使用します。詳細について
は、『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してください。

CTI へのセキュアな TLS 接続
QRTは、CTIへのセキュアな Transport Layer Security（TLS）接続をサポートしています。セキュ
アな接続を確立するには、次の手順の説明のように、「CCMQRTSecureSysUser」アプリケーショ
ンユーザを使用します。
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[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウからセキュリティを有効
にした場合、QRTは、Application CAPFプロファイルを使用して CTI Managerへのセキュアな
接続を確立します。セキュアな接続を行うには、「CTI Manager Connection Security Flag」と
「CAPF Profile Instance Id for Secure Connection to CTI Manager」の両方のサービスパラメータ
を設定する必要があります。 QRTの Cisco Extended Functionsサービスパラメータの設定に関
するトピックを参照してください。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
アドミニストレーションガイド』のアプリケーションユーザのCAPFプロファイル設定とサー
ビスパラメータ設定に関するトピックも参照してください。

（注）

CTIへのセキュアな TLS接続を確立するには、セキュリティサービスパラメータ「Cluster
Security Mode CAPF Phone Port」の値を 1に設定する必要もあります。これは、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページの [システム(System)] > [エンタープライズパラメータ
(Enterprise Parameters)]で行います。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
アドミニストレーションガイド』のエンタープライズパラメータの設定に関連するトピック

を参照してください。

（注）

アプリケーションユーザを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[ユーザ管理(User Management)] > [アプリ
ケーションユーザ(Application User)]を選択します。
[アプリケーションユーザの検索/一覧表示(Find andListApplicationUsers)]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [検索(Find)]をクリックします。

ステップ 3 [アプリケーションユーザの検索/一覧表示(Find and List Application Users)]ウィンドウで、
[CCMQRTSecureSysUser]または [CCMQRTSysUser]をクリックします。

CAPFプロファイルを設定する場合、概要については『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』、詳細については『Cisco Unified
Communications Managerセキュリティガイド』の、アプリケーションユーザの CAPF
プロファイルの設定に関する各トピックを参照してください。

（注）

関連トピック

QRTの Cisco Extended Functionsサービスパラメータの設定, （1276ページ）
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QRT の動作
この項では、QRTを使用したユーザインタラクション機能を説明します。 QRTを正しくインス
トールして設定すると、[品質]ソフトキーを特定のモデルの Cisco Unified IP Phone上に設定でき
ます。 QRTをサポートしている IP Phoneのモデルについては、QRTに関するシステム要件を参
照してください。

Cisco Unified Communications Manager Standard Userテンプレートには、[品質]ソフトキーは含
まれていません。 QRT機能を有効にし、ユーザが [品質]ソフトキーを使ってこの機能を使用
できるようにする必要があります。これには、Cisco Unified Communications Managerの管理
ページから [品質]ソフトキーの作成、設定、および割り当てを行います。ソフトキーテンプ
レートの設定については、QRT機能の設定に関するトピックを参照してください。

（注）

ユーザ関連情報の詳細については、ご使用の電話機モデルに該当する Cisco Unified IP Phoneガイ
ドを参照してください。

関連トピック

QRT機能の設定, （1268ページ）
QRTのシステム要件, （1256ページ）

ユーザインターフェイス

QRTユーザインターフェイスには、次に示す複数のコンポーネントが含まれています。

•電話スクリーン：共通デバイス設定内のすべての IP Phoneで使用できます。[品質]ソフト
キーは設定済みで、電話スクリーンは複数のロケールをサポートしています。

次の各コンポーネントには、Cisco Unified Communications Manager管理者だけがアクセスできま
す。

•サービスアビリティ

•アラートの設定

•サービスパラメータ

• Viewerアプリケーション
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次の図に、Cisco Unified IP Phoneに表示された [品質]ソフトキーの例を示します。

図 171：QRT Phone Interface の表示

関連トピック

QRTのアラームおよびトレースの設定, （1275ページ）
Cisco Unifiedサービスアビリティ機能の設定, （1273ページ）
QRTの Cisco Extended Functionsサービスパラメータの設定, （1276ページ）
QRT Viewerの使用, （1278ページ）

拡張メニューの選択肢

拡張メニューを選択することで、ユーザはQRTと対話し、レポートする電話機の問題に関する詳
細を入力できます。ユーザが送信する情報の量によって、拡張メニューの選択肢を有効にする

か、またはより受動的なインターフェイスをユーザに提供するかを選択できます。

Cisco Unified Communications Managerの [サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]
ウィンドウでは、次のオプションを使用して QRTのユーザインターフェイスモードを設定でき
ます。

•サイレントモード：このモードでは、ユーザに拡張メニューの選択肢は表示されません。
ユーザが [品質]ソフトキーを押すと、システムはストリーミングの統計情報を収集し、ユー
ザインタラクションを追加せずにレポートを記録します。

システムがサイレントモードをサポートするのは、IP Phoneのコール状態が接続時の場合だ
けです。
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次の図に、サイレントモードの QRTの表示例を示します。

図 172：サイレントモードでの音声品質のフィードバックの送信

•対話モード：このモードでは、ユーザに拡張メニュー選択肢が表示され、IP Phoneの音声品
質に関連するユーザ入力を追加することができます（適用可能な原因コードについては、問

題分類カテゴリと原因コード,（1263ページ）を参照してください）。このモードでは、ユー
ザは電話機をリブートする場合や電話をかけることができない場合など、オーディオ以外の

問題についてもレポートできます。

システムが対話モードをサポートするのは、IP Phoneのコール状態が接続時またはオンフッ
クの場合だけです。

次の図は、電話機がオンフックで対話モードになっている状態で [品質]ソフトキーを押した
場合の QRT表示の例です。

図 173：QRT Phone Interface：オンフック、対話モードの表示

[品質]ソフトキーは、サポートされているコール状態だけに設定されていることを確認してく
ださい。

（注）

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [サービスパラメータ設定(Service Parameter
Configuration)]ウィンドウの Display Extended QRT Menu Choicesフィールドで、ユーザが拡張
メニューの選択肢にアクセスできるかどうかを設定します。詳細については、QRTの Cisco
Extended Functionsサービスパラメータの設定, （1276ページ）を参照してください。

（注）
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問題分類カテゴリと原因コード

次の表に、ユーザが IP Phoneに関する問題のレポートを作成する際に選択可能な問題カテゴリと
対応する原因コードを示します。

•拡張メニューの選択肢を設定すると、追加オプションを使用できるようになります。

•ユーザは 1つの問題について 1つのカテゴリと 1つの原因コードだけを選択できます。

•各問題カテゴリは、IP Phoneがサポートしているコール状態になっている場合だけ使用可能
になります。

次の図に、「現在のコールに問題がある」カテゴリで使用可能な、サポートされているコール状

態および原因コードを示します。

表 99：問題カテゴリ：現在のコールに問題がある

統計情報原因コードサポートされてい

るコール状態

問題カテゴリ

システムは、発信元デバ

イスと宛先デバイスから

ストリーミング統計情報

を収集します。

発信元デバイ

ス/IP Phoneと
は、[品質]ソ
フトキーが押

されたデバイ

スのことで

す。たとえ

ば、この場合

の「発信元」

と「宛先」

は、接続され

たコールの発

呼側と着信側

を指していま

せん。

（注）

• [エコーが聞こえる]

• [相手側でエコーが
聞こえる]

• [音声が切れ切れに
なる]

• [音声が機械的にな
る]

• [遅延時間が長い]

• [相手側からの音声
が小さい]

• [相手側で聞こえる
音声が小さい]

• [相手側からの音声
が聞こえない]

• [相手側でこちら側
の音声が聞こえな

い]

•接続時
現在のコールに問題があ

る
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次の図に示す例は、IP Phoneの状態が接続時のときに [品質]ソフトキーを押した場合の電話機の
表示です。このメニューを使用すると、ユーザは追加の詳細を入力してから現在のコールに関す

る問題を送信できます。

図 174：[現在のコールに問題がある] のレポート

次の図に、「直前のコールに問題がある」カテゴリで使用可能な、サポートされているコール状

態および原因コードを示します。

表 100：問題カテゴリ：直前のコールに問題がある

統計情報原因コードサポートされて

いるコール状態

問題カテゴリ

システムは、発信元デ

バイスからストリーミ

ング統計情報を収集し

ます。

• [エコーが聞こえた]

• [相手側でエコーが聞こえ
た]

• [音声が切れ切れになる]

• [音声が機械的になる]

• [遅延時間が長い]

• [相手側からの音声が小さ
い]

• [相手側で聞こえるこちら
側からの音声が小さくな

る]

• [相手側からの音声が聞こ
えなかった]

• [相手側でこちら側からの
音声が聞こえなかった]

• [コールが終了された]

•オンフック
直前のコールに問題

がある
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次の図に示す例は、ユーザが「直前のコールに問題がある」カテゴリを選択した場合の電話機の

表示です。このメニューを使用すると、ユーザは追加の詳細を入力してから最後のコールに関す

る問題を送信できます。

図 175：[直前のコールに問題がある] のレポート

次の図に、「最近、電話機の電源を切って入れ直した」カテゴリで使用可能な、サポートされて

いるコール状態を示します。このカテゴリに関連付けられている原因コードはありません。

表 101：問題カテゴリ：最近、電話機の電源を切って入れ直した

統計情報原因コードサポートされている

コール状態

問題カテゴリ

なし•オンフック
最近、電話機の電源を切って

入れ直した

次の図に示す例は、ユーザが「最近、電話機の電源を切って入れ直した」カテゴリを選択した場

合の電話機の表示です。ユーザのフィードバックはシステムによって記録されます。

図 176：[最近、電話機の電源を切って入れ直した] の問題のレポート

次の図に、「発信できない」カテゴリで使用可能な、サポートされているコール状態および原因

コードを示します。
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表 102：問題カテゴリ：発信できない

統計情報原因コードサポートされてい

るコール状態

問題カテゴリ

• [ビジー音が聞こえる]

• [早いビジー音が聞こえ
る]

• [番号をダイヤルした後
にダイヤルトーンが聞

こえる]

• [番号をダイヤルした後
に何も聞こえない]

• [ダイヤルトーンが聞こ
えない]

•オンフック
発信できない

次の図に示す例は、ユーザが「発信できない」カテゴリを選択した場合の電話機の表示です。

図 177：[発信できない] の問題のレポート

QRTは、発信元の IP Phone、宛先の IP Phone、Cisco RIS Data Collector、Cisco Unified
CommunicationsManagerデータベース、およびユーザなど、さまざまなソースから情報を収集
します。たとえば、この場合の「発信元」と「宛先」は、接続されたコールの発呼側と着信

側を指していません。電話機の問題レポートに含まれるフィールドの詳細については、QRT
レポート, （1279ページ）を参照してください。

（注）

インタラクションおよび制限事項
次のインタラクションおよび制限事項は、Cisco Unified Communications Managerで QRT機能を使
用する場合に適用されます。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
1266

品質レポートツール

インタラクションおよび制限事項



• Cisco Extended Functions、Cisco CallManager、CTI Manager、および Cisco RIS Data Collectorの
各サービスが実行されており、完全に動作していることを確認してください。

• IP Phoneで [品質]ソフトキー機能を使用するには、システム管理者がソフトキーテンプレー
トの作成、設定、および割り当てを行う必要があります。

• [品質]ソフトキーは、サポートされているコール状態だけに設定されていることを確認して
ください。

•拡張メニューの選択肢は、Display Extended QRT Menu Choicesサービスパラメータが [True]
に設定されている場合だけ使用可能になり、[現在のコールに問題がある]カテゴリをサポー
トします。

•ユーザがQRTとインタラクションを行っている間に、他のアプリケーション機能（CiscoCall
Backまたは Cisco Unified Communications Manager Assistant）または機能キー（[設定]、[ディ
レクトリ]、または [メッセージ]）が起動されるか、あるいはユーザが QRT選択を完了しな
い場合、システムは QRT表示を上書きします。この場合、システムはデバイスに待機状態
を強制するため、QRTによるインタラクションの完了が妨げられてデバイスが終了します。

無人のデバイスは大量のリソースを消費し、CTIのパフォーマンスに影響を与
えるため、システムは QRTがオープンなデバイスを定期的にチェックするよ
うに設定しています。これらのシステム設定は変更できません。

（注）

• TCPではなくUDPをトランスポートとして使用するように設定されており、SIPを実行して
いる電話機は、「デバイスデータパススルー」機能をサポートしません。 QRTではパスス
ルー機能が必要なため、QRTはこのような UDP設定の SIP電話機をサポートしません。

•品質レポートツールは、デバイスが [IPv4のみ(IPv4 Only)]または [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]
（デュアルスタックモード）の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]を使用する
場合、IPv6をサポートします。 [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ
(IPv6 Only)]の電話機のユーザは、電話機の [品質]ソフトキーを押して音声などの問題を報
告できません。また、QRTレポートには、[IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が
[IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機のストリーミング統計情報は含まれていません。 IPv6の詳細
については、インターネットプロトコルバージョン6（IPv6）,（897ページ）を参照してく
ださい。

QRT 機能のインストールとアクティブ化
QRTはCiscoExtended Functionsサービス内の機能であるため、CiscoUnifiedCommunicationsManager
インストールの一部として自動的にインストールされます。

インストールが完了したら、次の手順を実行してユーザに対するQRT機能を使用可能にし、管理
レポート機能を設定してください。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified IP Phoneのユーザ用に QRT機能を正しく設定します。

ステップ 2 Cisco Unifiedサービスアビリティで Cisco Extended Functionsサービスを有効にし、QRTとともに
使用するアラームとトレースを設定します。

ステップ 3 Cisco Extended Functionsサービスに適用可能なサービスパラメータを設定して、システム内でど
のように QRTが動作するかを定義します。

ステップ 4 QRTViewerアプリケーションを使用して、電話機の問題レポートを作成、カスタマイズ、および
表示します。

QRT機能（ソフトキーや IP Phoneに表示されるメッセージ）を英語以外の言語で表示
する必要がある場合は、QRTを設定する前に、ロケールインストーラがイントールさ
れていることを確認します。詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsOperating
System Administration Guide』を参照してください。

（注）

関連トピック

QRT機能の設定, （1268ページ）
Cisco Unifiedサービスアビリティ機能の設定, （1273ページ）
QRTの Cisco Extended Functionsサービスパラメータの設定, （1276ページ）
QRT Viewerの使用, （1278ページ）

QRT 機能の設定
この項では、QRTを有効にするための設定について説明します。 QRT機能を正しく設定するに
は、QRT設定チェックリストを確認します。次に設定するための要件を実行し、Cisco Extended
Functionsサービスをアクティブにしてからサービスパラメータを設定します。

QRT機能を設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

QRTの設定, （1252ページ）

[品質] ソフトキーを含むソフトキーテンプレートの作成
次の手順に従って、[品質]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートを作成します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]を選択します。

ステップ 2 [新規追加(Add New)]をクリックします。（または、[検索(Find)]ボタンをクリックして、使用可
能なソフトキーテンプレートのリストを表示する方法もあります）。

a) [新規追加(Add New)]ボタンをクリックした場合は、[ベースとするソフトキーテンプレート
(Create a softkey template based on)]ドロップダウンリストから Standard Userソフトキーテンプ
レートを選択します。

b) [検索(Find)]ボタンをクリックし、使用可能なソフトキーテンプレートのリストを表示した場
合は、ソフトキーテンプレートのリストから Standard Userソフトキーテンプレートを選択し
ます。

ステップ 3 [コピー(Copy)]ボタンをクリックします。
[ソフトキーテンプレートの設定(SoftkeyTemplateConfiguration)]ウィンドウに、新しい情報が表示
されます。

ステップ 4 ソフトキーテンプレート名のフィールドに、「QRT Standard User」など、テンプレートの新しい
名前を入力し、説明を追加します。
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次の図に、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [ソフトキーテンプレートの設定
(Softkey Template Configuration)]ウィンドウの例を示します。ここで、ソフトキーテンプレートを
コピーします。

図 178：[ソフトキーテンプレートの設定(Softkey Template Configuration)] ウィンドウ

図 179：コピー後の [ソフトキーテンプレートの設定(Softkey Template Configuration)] ウィンドウ

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックします。
[ソフトキーテンプレートの設定(SoftkeyTemplateConfiguration)]ウィンドウに、新しい情報が再表
示されます。
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ステップ 6 アプリケーションを追加するには、[アプリケーションを追加(Add Application)]ボタンをクリック
します。設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーショ
ンガイド』を参照してください。

ステップ 7 [品質]ソフトキーをテンプレートに追加するには、[ソフトキーテンプレートの設定(SoftkeyTemplate
Configuration)]ウィンドウで [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスから [ソ
フトキーレイアウトの設定(Configure Softkey Layout)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
[ソフトキーレイアウト設定(Softkey Layout Configuration)]ウィンドウが表示されます。

[品質]ソフトキーは、接続時およびオンフックのコール状態に追加する必要がありま
す。

（注）

ステップ 8 [品質]ソフトキーをオンフックコール状態に追加するには、コール状態のドロップダウンリスト
ボックスから [オンフック(On Hook)]を選択します。
[ソフトキーレイアウト設定(Softkey Layout Configuration)]ウィンドウが再表示され、[選択されて
いないソフトキー(Unselected Softkeys)]リストと [選択されたソフトキー(Selected Softkeys)]リスト
が表示されます。

ステップ 9 [選択されていないソフトキー(Unselected Softkeys)]リストで [QualityReport Tool (QRT)]ソフトキー
を選択し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー(Selected Softkeys)]リストにソフトキー
を移動します。

上下の矢印キーを使用し、[選択されたソフトキー(Selected Softkeys)]リスト内の項目に優先順位
を付けることができます。

次の図に、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [ソフトキーレイアウト設定(Softkey
Layout Configuration)]ウィンドウの例を示します。

図 180：QRT [ソフトキーレイアウト設定(Softkey Layout Configuration)] ウィンドウ
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ステップ 10 [保存(Save)]をクリックして保存し、処理を続けます。

ステップ 11 [品質]ソフトキーを接続時コール状態に追加するには、各コール状態に対してこの手順を繰り返
します。

サポートされているコール状態だけに [品質]ソフトキーを設定していることを確認し、
入力が完了するごとに [保存(Save)]ボタンをクリックします。

（注）

共通デバイス設定での QRT ソフトキーテンプレートの構成
次の手順に従って、QRTソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加します。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [共通デバイス設定(Common Device Configuration)]を選択します。

ステップ 2 [検索(Find)]をクリックします。

ステップ 3 表示された作成済みの共通デバイス設定のいずれかを選択します。

テンプレートは、QRT機能のユーザ用にカスタマイズした任意の共通デバイス設定に追加できま
す。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]フィールドのドロップダウンリストボックスから、
[品質]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートを選択します（このテンプレートをまだ作成し
ていない場合は、[品質]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートの作成,（1268ページ）を参照
してください）。

この共通デバイス設定の一部である IP Phoneはすべて、このソフトキーテンプレート
を継承するため、複数の電話機へのソフトキーテンプレートの割り当てが容易になり

ます。ソフトキーテンプレートを個々の IP Phoneに関連付ける方法については、電話
機の設定におけるQRTソフトキーテンプレートの追加,（1272ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックします。

電話機の設定における QRT ソフトキーテンプレートの追加
次の手順に従って、QRTソフトキーテンプレートをユーザごとの電話機に追加します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選択
します。
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[電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]フィールドのドロップダウンリストボックスから、
[品質]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートを選択します（このテンプレートをまだ作成し
ていない場合は、[品質]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートの作成,（1268ページ）を参照
してください）。

この方法の代わりに [共通デバイス設定(CommonDevice Configuration)]フィールドから共通デバイ
ス設定内のソフトキーテンプレートを設定した場合は、新しいソフトキーテンプレートが含まれ

た共通デバイス設定を選択します。

次の図に、CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページの [電話の設定(Phone Configuration)]
ウィンドウの例を示します。

図 181：[電話の設定(Phone Configuration)]

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。

Cisco Unified サービスアビリティ機能の設定
この項では、QRTを使用する場合に、CiscoUnifiedサービスアビリティ機能をどのようにアクティ
ブにし、設定するかについて説明します。 Cisco Extended Functionsサービスは次の Cisco Unified
サービスアビリティ機能を使用します。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
1273

品質レポートツール

Cisco Unified サービスアビリティ機能の設定



•サービスのアクティブ化：Cisco Unifiedサービスアビリティの [Tools]ウィンドウで設定しま
す。

• SDIトレース：Cisco Unifiedサービスアビリティの [Trace Configuration]ウィンドウで設定し
ます。

•アラームインターフェイス：Cisco Unifiedサービスアビリティの [Alarm Configuration]ウィ
ンドウで設定します。

•リアルタイム監視ツール（RTMT）：QRTおよび CTIManagerの稼動状態を監視するために
使用します。RTMTの詳細については、『CiscoUnifiedReal TimeMonitoringToolAdministration
Guide』を参照してください。

Cisco Unifiedサービスアビリティの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration
Guide』を参照してください。

QRT を使用する場合の Cisco Extended Functions サービスのアクティブ化
QRT機能を使用する場合に、Cisco Extended Functionsサービスをアクティブにする手順は、次の
とおりです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページのウィンドウの右上隅にある [ナビゲーション
(Navigation)]ドロップダウンリストボックスから [Cisco Unifiedサービスアビリティ(Cisco Unified
Serviceability)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
[Cisco Unifiedサービスアビリティ(Cisco Unified Serviceability)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Cisco Extended Functionsサービスをアクティブにするには、[Tools] > [Service Activation]を選択し
ます。

[Server]ドロップダウンリストボックスが表示されます。

ステップ 3 [Server]ドロップダウンリストボックスから、Cisco Extended Functionsサービスをアクティブに
する Cisco Unified Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 4 [Cisco Extended Functions]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックします。
CEFアクティブ化の状態が無効から有効に変化します。

Cisco Extended Functionsサービスのアクティブ化の状態を確認するには、Cisco Unified
サービスアビリティで、[Tools] > [Control Center - Feature Services]を選択します。 [Cisco
Extended Functions]を確認します。Cisco Extended Functionsサービスがアクティブになっ
ている場合は、[アクティブ化(Activated)]と表示されます。

ヒント
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QRT のアラームおよびトレースの設定
Cisco Unifiedサービスアビリティを使用してアラームと SDIトレースを設定するには、次の手順
を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unifiedサービスアビリティ(Cisco Unified Serviceability)]ウィンドウから、[アラーム(Alarm)]
> [設定(Configuration)]を選択します。
[サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスが表示されます。

ステップ 2 [サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスから、アラームを設定する Cisco Unified
Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 3 [サービスグループ(ServiceGroup)]ドロップダウンリストボックスから、[CMサービス(CMServices)]
を選択します。

ステップ 4 [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco Extended Functions]を選択しま
す。

ステップ 5 [ローカルSyslogs(Local Syslogs)]と [SDIトレース(SDI Trace)]の両方について [アラームの有効化
(Enable Alarm)]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 このドロップダウンリストボックスから、次のいずれかのオプションを選択し、[ローカル
Syslogs(Local Syslogs)]と [SDIトレース(SDI Trace)]の両方に [アラームイベントレベル(Alarm Event
Level)]を設定します。
a) [緊急(Emergency)]
b) [アラート(Alert)]
c) [重要(Critical)]
d) [エラー(Error)]
e) [警告(Warning)]
f) [通知(Notice)]
g) [情報(Informational)]
h) [デバッグ(Debug)]
デフォルト値は [エラー(Error)]に設定されています。

ステップ 7 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 8 [Cisco Unifiedサービスアビリティ(Cisco Unified Serviceability)]ウィンドウから [トレース(Trace)] >
[設定(Configuration)]を選択します。
[サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスが表示されます。
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ステップ 9 [サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスから、トレースを設定する Cisco Unified
Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 10 [サービスグループ(ServiceGroup)]ドロップダウンリストボックスから、[CMサービス(CMServices)]
を選択します。

ステップ 11 [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco Extended Functions]を選択しま
す。

ステップ 12 次の各チェックボックスをオンにします。

a) [Trace On]
b) [Cisco Extended Functions Trace Fields]

ステップ 13 このドロップダウンリストボックスから、次のいずれかのオプションを選択し、[デバッグトレー
スレベル(Debug Trace Level)]を設定します。
a) [Error]
b) [Special]
c) [State Transition]
d) [Significant]
e) [Entry_exit]
f) [Arbitrary]
g) [Detailed]
デフォルト値は [Error]に設定されています。

トラブルシューティングのためには、このセクションにあるすべてのチェックボッ

クスをオンにするようにしてください。

（注）

ステップ 14 [保存(Save)]をクリックします。
アラームとトレースの設定の詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』
を参照してください。

QRT の Cisco Extended Functions サービスパラメータの設定
Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページを使用してCisco Extended Functionsのサービス
パラメータを設定するには、次の手順を実行します。

Cisco Technical Assistance Center（TAC）の指示があった場合を除き、デフォルトのサービスパ
ラメータ設定の使用をお勧めします。

（注）
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手順

ステップ 1 ディスプレイに Cisco Unifiedサービスアビリティのウィンドウが表示されている場合は、ウィン
ドウの右上隅にある [ナビゲーション(Navigation)]ドロップダウンリストボックスから [Cisco
Unified CMの管理(Cisco Unified CM Administration)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。

ステップ 2 [Cisco Unified CMの管理(Cisco Unified CM Administration)]ウィンドウが表示されます。 [システム
(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択します。

ステップ 3 [サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスが表示されます。 QRTアプリケーションが存在
する Cisco Unified Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 4 [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスが表示されます。CiscoExtended Functionsサー
ビスを選択します。

ステップ 5 QRTに関する次の Cisco Extended Functionsサービスパラメータを設定します。
a) Display Extended QRT Menu Choices：拡張メニュー選択項目をユーザに表示するかどうかを決
定します。次のいずれかの設定オプションを選択できます。

•このフィールドを [True]に設定すると、拡張メニュー選択項目が表示されます（対話モー
ド）。

•このフィールドを [False]に設定すると、拡張メニュー選択項目が表示されません（サイ
レントモード）。

•推奨するデフォルト値として [False]（サイレントモード）が設定されています。

b) Streaming Statistics Polling Duration：ストリーミング統計情報のポーリングに使用する間隔を決
定します。次のいずれかの設定オプションを選択できます。

•このフィールドを [-1]に設定すると、コールが終了するまでポーリングが行われます。

•このフィールドを [0]に設定すると、ポーリングはまったく行われません。

•このフィールドを任意の正の値に設定すると、その秒数の間、ポーリングが行われます。
コールが終了すると、ポーリングは停止します。

•推奨するデフォルトの値として、[-1]（コールが終了するまでポーリングを行う）が設定
されています。

c) Streaming Statistics Polling Frequency（秒）：各ポーリングの間に待機する秒数を指定します。

•値の範囲は、30～ 3600です。

•推奨するデフォルトの値として 30が設定されています。

d) Maximum No. of Files：ファイルの最大数を指定します。この数を超えると、ファイルカウン
トが最初から始まり、古いファイルが上書きされます。

•値の範囲は、1～ 10000です。

•推奨するデフォルトの値として 250が設定されています。
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e) Maximum No. of Lines per File：各ファイルでの行の最大数を指定します。この数を超えると、
次のファイルが始まります。

•値の範囲は、100～ 2000です。

•推奨するデフォルトの値として 2000が設定されています。

ステップ 6 CTIへのセキュアな TLS接続を設定するには、次のサービスパラメータを設定します。
a) CAPF Profile Instance Id for Secure Connection to CTI Manager：アプリケーションユーザ

CCMQRTSysUserの Application CAPFプロファイルのインスタンス IDを指定します。Cisco
ExtendedFunctionサービスは、これを使用してCTIManagerへのセキュアな接続を確立します。
CTIManager Connection Security Flagが有効な場合は、このパラメータを設定する必要がありま
す。

CTI Manager Connection Security Flagサービスパラメータを有効にし、必ずセキュリ
ティをオンにしてください。変更を有効にするには、Cisco Extended Functionsサー
ビスを再起動する必要があります。

（注）

Application CAPFプロファイルの設定方法については、CTIへのセキュアな TLS接続, （1258
ページ）を参照してください。

b) CTI Manager Connection Security Flag：Cisco Extended Functionsサービスの CTI Manager接続の
セキュリティを有効にするか、無効にするかを指定します。有効にした場合、Cisco Extended
Functionsは、アプリケーションユーザ CCMQRTSysUserのインスタンス IDについて設定され
たApplicationCAPFプロファイルを使用して、CTIManagerへのセキュアな接続を確立します。

c) 選択可能な値は、[True]と [False]です。
d) CTIへのセキュアな接続を有効にするには、[True]を選択する必要があります。

ステップ 7 [保存(Save)]をクリックします。

QRT Viewer の使用
QRT Viewerを使用すると、品質レポートツールが生成する IP Phoneの問題レポートを表示でき
ます。 QRT Viewerでは、ツールによって生成された電話機の問題レポートをフィルタリング、
フォーマット、および表示できるため、必要な特定の情報が提供されます。

• QRT Viewerアプリケーションを表示するには、リアルタイム監視ツール（RTMT）プラグイ
ンをインストールする必要があります。このプラグインには、トレース収集機能が含まれて

います。

•このトレース収集機能を使用すると、ログファイルの収集と表示ができます。QRT Viewer
は、そのトレース収集機能に含まれています。
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RTMTおよびトレース収集機能のインストールと設定に関する詳細、および IPPhoneの問題レ
ポートに使用する QRT Viewerのアクセス、設定、使用、およびカスタマイズの詳細について
は、『CiscoUnified Serviceability AdministrationGuide』および『CiscoUnified Real TimeMonitoring
Tool Administration Guide』を参照してください。

（注）

QRT レポート
QRTは、発信元の IP Phone、宛先の IP Phone、CiscoRISDataCollector、CiscoUnifiedCommunications
Manager、およびユーザなど、さまざまなソースから情報を収集します（システムは、ゲートウェ
イまたは他のデバイスから情報を収集しません）。この場合の「発信元」と「宛先」は、接続さ

れたコールの発呼側と着信側を指していません。

QRTレポートの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』の「QRT
Viewer」の章を参照してください。

（注）

次に、QRTレポートのフィールドをカテゴリごとにセグメント化して示します。

発信元デバイスから収集される情報

•発信元デバイスの電話番号（複数回線デバイスの場合は、最初のプライマリ電話番号の情報
だけが表示されます）

•発信元デバイスのタイプ（CP-7960、CP-7940など）

•発信元のストリーム 1ポート番号

•発信元のコーデック（G.711uなど）

•発信元のパケット（2、45、78など）

•発信元の rcvrパケット（12、45、78など）

•発信元の rcvrジッタ（0 0など）

•発信元の失われた rcvrパケット（0、21 0、21など）

•発信元の暗黙的なサンプリングタイムスタンプ（12:30、13:00、13:30、14:00など）

•宛先デバイス名（IP）

•宛先のストリーム 1ポート番号
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パケット、ジッタ、失われたパケットなどをサンプルとして収集する数は、サンプリングの間

隔とポーリングの頻度によって異なります。ストリーミング情報は、1回のコールについて一
度だけ収集されます。たとえば、電話機Aが電話機 Bにコールし、電話機Aと電話機 Bの両
方が同一のコールについて複数のレポートを送信した場合は、最初のレポートだけにストリー

ミングデータが含まれます。また、「直前のコールに問題がある」カテゴリについては、こ

れらの値は電話機に保存されたストリーミング統計情報の最後のスナップショットだけを反映

します。

（注）

宛先デバイスから収集される情報

宛先のデバイスが同一のCiscoUnifiedCommunicationsManagerシステムまたはクラスタ内にある、
サポート対象の Cisco Unified IP Phoneである場合は、次の情報が収集されます。宛先デバイスが
IP Phoneではない場合、収集される情報は IPアドレス、デバイス名、およびデバイスタイプだけ
です。

•宛先デバイスの電話番号（複数回線デバイスの場合は、最初のプライマリ電話番号の情報だ
けが表示される）

•宛先デバイスのタイプ（CP-7960、CP-7940など）

•宛先のコーデック

•宛先のパケット

•宛先の rcvrパケット

•宛先の rcvrジッタ

•宛先の失われた rcvrパケット

•宛先のサンプリングタイムスタンプ（暗黙的）

パケット、ジッタ、失われたパケットなどをサンプルとして収集する数は、サンプリングの間

隔とポーリングの頻度によって異なります。ストリーミング情報は、1回のコールについて一
度だけ収集されます。たとえば、電話機Aが電話機 Bにコールし、電話機Aと電話機 Bの両
方が同一のコールについて複数のレポートを送信した場合は、最初のレポートだけにストリー

ミングデータが含まれます。 QRTは、「現在のコールに問題がある」カテゴリの場合だけ、
宛先の IP Phoneから情報を収集しようとします。

（注）

RIS Data Collector から収集される情報

•発信元デバイスの所有者（現在 IP Phoneにログインしているユーザの名前。明示的にログイ
ンしているユーザがいない場合、このフィールドはヌルになる）

•発信元デバイスの IPアドレス
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•発信元デバイスに登録されている Cisco Unified Communications Managerの名前

•発信元デバイスのタイプ（デバイスが、サポートされている IP Phoneでない場合。たとえ
ば、RISCLASS_PHONE、RISCLASS_GATEWAY、RISCLASS_H323、RISCLASS_CTI、
RISCLASS_VOICEMAIL）

•発信元デバイスのモデル（DBLTypeModel::MODEL_TELECASTER_MGR、
DBLTypeModel::MODEL_TELECASTER_BUSINESSなど）

•発信元デバイスのプロダクト（DBLTypeProduct::PRODUCT_7960、
DBLTypeProduct::PRODUCT_7940など）

•宛先デバイスの名前

•宛先デバイスのタイプ（デバイスが、サポートされている IP Phoneでない場合。たとえば、
RISCLASS_PHONE、RISCLASS_GATEWAY、RISCLASS_H323、RISCLASS_CTI、
RISCLASS_VOICEMAIL）

•宛先デバイスのモデル（DBLTypeModel::MODEL_TELECASTER_MGR、
DBLTypeModel::MODEL_TELECASTER_BUSINESSなど）

•宛先デバイスのプロダクト（DBLTypeProduct::PRODUCT_7960、
DBLTypeProduct::PRODUCT_7940など）

•宛先デバイスに登録されている Cisco Unified Communications Managerの名前

•宛先デバイスの所有者（現在 IP Phoneにログインしているユーザの名前。明示的にログイン
しているユーザがいない場合、このフィールドはヌルになる）

Cisco Unified Communications Manager/CTIManager から収集される情報

•発信元デバイスの名前（MACアドレス）

• CallingPartyNumber（コールの発呼側。転送されたコールについては、転送されたユーザが発
呼側になる）

• OriginalCalledPartyNumber（数字の変換が行われた後の元の着信側）

• FinalCalledPartyNumber（このフィールドによって、転送されたコールについては最終的に
コールを受信する側が指定され、転送されないコールについては元の着信側が指定される）

• LastRedirectDn（このフィールドによって、転送されたコールについてはコールを転送する最
後の着信側が指定され、転送されないコールについては転送または会議経由で最終的にコー

ルを転送する着信側が指定される）

• globalCallID_callManagerId（CDR Analysis and Reporting（CAR）用のコールを区別する）

• globalCallID_callId（CARのコールを区別する）

• CallState（接続時、オンフック）

Cisco Unified Communications Managerデータベースから収集される情報

•サンプリング間隔：サービスパラメータ（50秒など）
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•サンプリング頻度：サービスパラメータ（30秒など）

•クラスタ ID：エンタープライズパラメータ（Cisco Business Edition 5000システムがサポート
するのは 1つのノードだけです）

ユーザから収集される情報

•カテゴリ

•原因コード

•タイムスタンプ（明示的）

次の表に、サポートされている各カテゴリに使用可能なフィールドを示します。

QRTレポートの各フィールド（[発信元のモデル(Source Model)]、[発信元のプロダクト(Source
Product)]、[宛先のモデル(DestinationModel)]、[宛先のプロダクト(Destination Product)]、および
[CallState]）には、該当する電話機モデルと製品名（たとえば、SCCPを実行している電話機）
が表示されます。

（注）

表 103：サポートされているカテゴリごとの QRT フィールド

発信できない最近、電話機の

電源を切って入

れ直した

直前のコールに

問題がある

現在のコール

に問題がある

情報ソース

XXXX[発信元デバイスの名前
(Source Device Name)]

XXXX[発信元デバイスのDN(DN
of Source Device)]

XXXX[発信元デバイスのIPアド
レス(IP Address of Source
Device)]

XXXX[発信元デバイスのタイプ
(Source Device Type)]

XXXX[発信元デバイスの所有者
(Source Device Owner)]
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発信できない最近、電話機の

電源を切って入

れ直した

直前のコールに

問題がある

現在のコール

に問題がある

情報ソース

XXXX[発信元デバイスに登録さ
れているCisco Unified
Communications
Manager(Registered Cisco
Unified Communications
Manager for Source Device)]

XXXX[発信元のモデル(Source
Model)]

XXXX[発信元のプロダクト
(Source Product)]

XX[発信元のストリーム1ポー
ト番号(Source Stream 1 Port
Number)]

XX[発信元のコーデック
(Source Codec)]

XX[発信元のパケット(Source
Packets)]

XX[発信元のrcvrパケット
(Source Rcvr Packets)]

XX[発信元のrcvrジッタ(Source
Rcvr Jitter)]

XX[発信元の失われたrcvrパ
ケット(Source Rcvr Packet
Lost)]

X[発信元のサンプリングタ
イムスタンプ(Source
Sampling Timestamp)]

XX[宛先デバイスの名前
(Destination Device Name)]

XX[宛先デバイスのDN(DN of
Destination Device)]
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発信できない最近、電話機の

電源を切って入

れ直した

直前のコールに

問題がある

現在のコール

に問題がある

情報ソース

XX[宛先デバイスのIPアドレ
ス(IP Address of Destination
Device)]

XX[宛先デバイスのタイプ
(Destination Device Type)]

X[宛先のストリーム1ポート
番号(Destination Stream 1
Port Number)]

X[宛先のコーデック
(Destination Codec)]

X[宛先のパケット(Destination
Packets)]

X[宛先のrcvrパケット
(Destination Rcvr Packets)]

X[宛先のrcvrジッタ
(Destination Rcvr Jitter)]

X[宛先の失われたrcvrパケッ
ト(Destination Rcvr Packet
Lost)]

X[宛先のサンプリングタイ
ムスタンプ(Destination
Sampling Timestamp)]

XX[宛先デバイスの所有者
(Destination Device Owner)]

XX[宛先デバイスに登録され
ているCisco Unified
Communications Managerの
名前(Registered Cisco
Unified Communications
Manager for Destination
Device)]

XX[宛先のモデル(Destination
Model)]
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発信できない最近、電話機の

電源を切って入

れ直した

直前のコールに

問題がある

現在のコール

に問題がある

情報ソース

XX[宛先のプロダクト
(Destination Product)]

X[発呼側番号(Calling Party
Number)]

X[最初の着信側番号(Original
Called Party Number)]

X[最終的な着信側番号(Final
Called Party Number)]

X[最後のリダイレクト
DN(Last Redirect DN)]

X[globalCallID_callManagerId]

X[globalCallID_callId]

XXXX[サンプリング間隔
(Sampling Duration)]

XXXX[サンプリング頻度
(Sampling Frequency)]

XXXX[クラスタID(Cluster ID)]

Cisco Business Edition 5000
がサポートするのは1つの
ノードだけです。

XXXX[カテゴリ(Category)]

XXX[原因コード(Reason Code)]

XXXX[レポートが送信されたと
きのタイムスタンプ
(TimeStamp When Report is
Submitted)]
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発信できない最近、電話機の

電源を切って入

れ直した

直前のコールに

問題がある

現在のコール

に問題がある

情報ソース

XXXX[sProtocol]

sProtocolは、電
話機のソースプ

ロトコルを表し

ます。このプロ

トコルの値は、

SCCPを実行して
いる電話機の場

合は 1、SIPを実
行している電話

機の場合は 2、
UNKNOWNの場
合は 0です。

（注）

XX[dProtocol]

dProtocolは、電
話機の宛先プロ

トコルを表しま

す。このプロト

コルの値は、

SCCPを実行して
いる電話機の場

合は 1、SIPを実
行している電話

機の場合は 2、
UNKNOWNの場
合は 0です。

（注）

ユーザへの QRT 機能の情報提供
Cisco Unified IP Phoneのガイドには、Cisco Unified IP Phone上で QRT機能を使用するための手順
が記載されています。詳細については、ご使用の電話機モデルに該当する Cisco Unified IP Phone
ガイドを参照してください。

QRT 機能のトラブルシューティング
Cisco Unifiedサービスアビリティには、Cisco Unified Communications Managerの問題のトラブル
シューティングを支援するWebベースのツールがあります。 Cisco Unifiedサービスアビリティの
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トレース設定、アラーム設定、およびリアルタイム監視ツールを使用して、QRTに関する問題を
トラブルシューティングします。詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration
Guide』を参照してください。

Traceツールと Alarmツールは連携して動作します。 Cisco CallManagerサービスのトレースとア
ラームの設定値を指定すると、ローカル Syslogsまたはシステム診断インターフェイス（SDI）ロ
グファイルにアラームを送信できます（SDIログファイルは、テキスト形式でだけ表示できま
す）。

Cisco CallManagerサービスのトレースは、デバッグレベル、特定のトレースフィールド、および
電話機やゲートウェイなどの Cisco Unified Communications Managerデバイスに対して設定できま
す。また、SDIトレースログファイルに送信されるアラームのトレースを実行することもできま
す。

問題をトラブルシューティングするには、トレース収集機能を使用してトレースファイルを収集

し、トレースデータを分析します（トレース収集機能には QRT Viewerが含まれます）。

トレース収集機能には、次の 3つの機能があります。

•トレースパラメータの設定

•トレースファイルの収集

•問題をトラブルシューティングするためのトレースデータの分析

Traceを有効にするとシステムのパフォーマンスが低下するため、Traceはトラブルシューティ
ングを行う場合だけ有効にしてください。 Traceの使用方法についての支援が必要な場合は、
Cisco TACにご連絡ください。

（注）

トラブルシューティングのヒント

以下の例で、QRTのシナリオをトラブルシューティングする際の一般的な問題と推奨処置をいく
つか示します。

[品質]ソフトキーを使用できない。

QRT機能を使用するには、ソフトキーテンプレートの作成、設定、および割り当てを行う必要が
あります。

[品質]ソフトキーが機能しない。

Cisco Extended Functionsサービス、Cisco CallManagerサービス、Cisco CTIManagerサービス、およ
び Cisco RIS Data Collectorサービスが動作しているかどうかを確認します。

QRTレポートにデータが含まれていない。

システムは、ユーザ、発信元 IP Phone、宛先 IP Phone、RIS Data Collector、Cisco Unified
CommunicationsManager、およびCisco Unified CommunicationsManagerデータベースなど、さまざ
まなソースからデータを収集します。宛先デバイスが、サポートされている IP Phoneであること
を確認してください。ゲートウェイなどのサポートされていないデバイスの場合、システムは宛

先デバイスからデータを収集しません。
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CiscoUnifiedサービスアビリティの各種ツールの詳細については、『CiscoUnified Serviceability
Administration Guide』を参照してください。

（注）

CiscoUnified CommunicationsManagerのトラブルシューティングについては、『Troubleshooting
Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

（注）
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第 48 章

リモート従業員の緊急コール

CiscoUnifiedCommunicationsManager（UnifiedCM）では、リモート仮想プライベートネットワー
ク（VPN）接続を使用して、顧客宅内のユーザに対しても、顧客宅外（オフプレミス）のユーザ
に対しても、サービスを提供できます。ユーザがオンプレミスである場合、そのロケーション

は Unified CMデバイスモビリティまたは Cisco Emergency Responder（ER）によって自動的に検
出されます。これは、緊急コールを適切な Public Safety Answering Point（PSAP）にルーティング
する方法を決定し、発信者のロケーションをPSAPに伝えるためです。正しいロケーション情報
がなければ、発信者のロケーションに緊急サービスを派遣できないPSAPに緊急コールが送信さ
れたり、緊急サービスが誤ったロケーションに派遣される可能性があります。

Unified CMおよび ERでサポートされているリモート従業員の緊急コール機能を使用すれば、顧
客はリモート従業員に対してデバイス登録が中断されたときに必ず自分のロケーションを確認ま

たは更新するよう要請することにより、信頼性の高い緊急コールサポートをリモート従業員に

提供できます。オフプレミス使用（顧客ネットワークにリモート接続している状態）と指定さ

れたデバイスのユーザにはまず、（カスタマイズ可能な）免責事項が表示されます。これは、正

しいロケーション情報を提供する必要があることを、ユーザに認識してもらうためです。次に、

指定されたデバイスと現在関連付けられているオフプレミスロケーションが表示されます。ユー

ザは、現在のロケーションを確認するか、または以前保存した別のロケーションをデバイスの表

示から選択します。新しいロケーションの場合は、[ERオフプレミスユーザ(EROff-PremisesUser)]
Webページが表示され、ここで新しいロケーションを作成します。

この処理が完了するまで、顧客は、設定済みの1つの宛先にしか発信できないようユーザのデバ
イスを制限できます。これにより、ユーザが免責事項を承諾して、現在のロケーション情報を

提供しないと、デバイスを通常どおりに使用できないようにします。

Intrado V9-1-1サービスはユーザが提供したロケーションを検証して保存し、オフプレミスユー
ザからの緊急コールが ERおよび Unified CMにより Intradoへ転送されます。 Intradoは、発信者
のロケーションの地域のPSAPに緊急コールをルーティングし、各通話とともにユーザが提供し
たロケーション情報を配信します。

• リモート従業員の緊急コールの設定, 1290 ページ
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リモート従業員の緊急コールの設定

はじめる前に

リモート従業員の緊急コール機能を使用するには、オフプレミスユーザに、この機能をサポート

するハードウェアの IPPhoneまたはソフトウェアクライアントが必要です。お客様はERとUnified
CMを配置し、かつ、Intrado V9-1-1緊急コール配信サービスに登録する必要があります。 Intrado
V9-1-1サービスは米国内でのみ利用可能です。

手順

ステップ 1 [電話の設定(Phone Configuration)]ページの [オーナーのユーザID(Owner User ID)]を設定して、オ
フプレミスで使用するデバイスを、デバイスの所有者であるユーザと関連付けます。

詳細については、『CiscoCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のCiscoUnified
IP Phoneの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 2 [電話の設定(Phone Configuration)]ページの [デバイス情報(Device Information)]で、[Selectオフプレ
ミスロケーションを要求(Require off-premise location)]を選択します。
詳細については、『CiscoCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』のCiscoUnified
IP Phoneの設定に関連するトピックを参照してください。

ステップ 3 ユーザが電話機でロケーションを設定しないことを選択した場合に使用する、代替ルーティング

をプロビジョニングします。

代替ルーティングは、次のクラスタ全体の CallManagerサービスパラメータを使用して行われま
す。

• Alternate Destination for Emergency Call

• Alternate Calling Search Space for Emergency Call

これらのパラメータは、ユーザがロケーションを設定しないことを選択した登録済みオ

フプレミスデバイスから発信される、すべてのコールのルーティングを制限するため

に使用されるコーリングサーチスペースと接続先番号を指定します。これらのパラ

メータが設定されていない場合、コールは通常どおりにルーティングされます。

（注）

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の
「サービスパラメータ」を参照してください。

ステップ 4 E911プロキシがCiscoERプロバイダーと通信できるようにアプリケーションサーバをプロビジョ
ニングします。このURLは、エンドユーザがデバイスのロケーションを入力するアプリケーショ
ンサーバに、そのユーザを送信するために使用されます。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』の「ア
プリケーションサーバの設定」を参照してください。

ステップ 5 エンドユーザの電話機に表示される E911メッセージをプロビジョニングします。
これらのメッセージは、エンドユーザがオフプレミスであるときに、そのユーザのデバイスに表

示されます。オプションで、これらのメッセージを編集できます。
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詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の
「E911メッセージの設定」を参照してください。
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第 49 章

シングルサインオン

この章ではシングルサインオン機能について説明します。この機能を使用すると、エンドユー

ザはWindowsドメインのWindowsクライアントマシンにログインし、再度サインオンすること
なく特定の Cisco Unified Communications Managerアプリケーションを使用できます。

シングルサインオン機能の詳細については、シスコのホワイトペーパー「A complete guide for
installation, configuration and integration of CUCM8.5 with Open Access Manager and Active Directory
for SSO」を参照してください。

• シングルサインオンの設定, 1293 ページ

• CUCM機能用シングルサインオン, 1294 ページ

• シングルサインオンのシステム要件, 1294 ページ

• シングルサインオンのインストールとアクティブ化, 1295 ページ

• シングルサインオンの設定, 1295 ページ

シングルサインオンの設定
シングルサインオン機能を使用すると、エンドユーザはWindowsクライアントマシンにログイ
ンし、再度サインオンすることなく特定の Cisco Unified Communications Managerアプリケーショ
ンを使用できます。

次の手順に従って、ネットワーク内にシングルサインオンを設定します。

Cisco Unified Communication interface for Microsoft Office Communicatorでのシングルサインオンの
設定については、Cisco Unified Communication interface for Microsoft Office Communicatorのマニュ
アルを参照してください。

手順

ステップ 1 ご使用の環境が要件を満たしていることを確認します。

ステップ 2 Active Directoryで OpenAMサーバをプロビジョニングし、keytabファイルを生成します。
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ご使用のWindowsバージョンに keytabファイルを生成するための ktpassツールが含ま
れていない場合は、そのツールを別途入手する必要があります。

（注）

ステップ 3 OpenAMサーバ証明書を Cisco Unified Communications Manager tomcat信頼ストアにインポートし
ます。

SSOを有効にするときに OpenAMサーバ証明書をインポートしない場合、Webアプリ
ケーションにアクセスできません。

（注）

ステップ 4 Active Directoryおよび OpenAMにWindowsシングルサインオンを設定します。

ステップ 5 （Cisco Unified Administrationのみ）ユーザが Active Directoryでプロビジョニングされることを確
認します。

ステップ 6 （Cisco Unified Administrationのみ）DirSyncサービスを使用して、ユーザデータを Cisco Unified
Communications Managerデータベースと同期化します。

ステップ 7 （Cisco Unified Administrationのみ）ユーザを CCM Super Usersグループに追加して、Cisco Unified
Administrationへのアクセスを有効にします。

ステップ 8 シングルサインオン用にクライアントブラウザを設定します。

ステップ 9 Cisco Unified Communications Managerでシングルサインオンを有効にします。

関連トピック

シングルサインオンのシステム要件, （1294ページ）
CUCMへの OpenAM証明書のインポート, （1296ページ）
Active Directoryおよび OpenAMでのWindowsシングルサインオンの設定, （1296ページ）
シングルサインオン用のクライアントブラウザの設定, （1297ページ）
シングルサインオン用の CLIコマンド, （1299ページ）

CUCM 機能用シングルサインオン
シングルサインオン機能を使用すると、エンドユーザはWindowsにログインし、再度サインオ
ンすることなく次の Cisco Unified Communications Managerアプリケーションを使用できます。

•ユーザオプション

• Cisco Unified Communications Managerの管理

•リアルタイム監視ツール（RTMT）の管理

• Cisco Unified Communication interface for Microsoft Office Communicator

シングルサインオンのシステム要件
CiscoUnifiedCommunicationsManagerのシングルサインオンのシステム要件は、次のとおりです。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 8.5(1)（クラスタ内のサーバごと）
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この機能には、次のサードパーティアプリケーションが必要です。

• Microsoft Windows Server 2003またはMicrosoft Windows Server 2008

• Microsoft Active Directory

• ForgeRock Open Access Manager（OpenAM）バージョン 9.0

シングルサインオン機能では、Active Directoryと OpenAMが連携することで、クライアントア
プリケーションにシングルサインオンアクセスが提供されます。

これらのサードパーティ製品は、次の設定要件を満たす必要があります。

• Active Directoryは、単に LDAPサーバとしてではなく、Windowsドメインベースのネット
ワーク構成に配置する必要があります。

•ネットワーク上のすべてのクライアントシステムおよび Active Directoryサーバが OpenAM
サーバにアクセスできる必要があります。

• Active Directory（ドメインコントローラ）サーバ、Windowsクライアント、Cisco Unified
Communications Manager、および OpenAMは、同じドメイン内に存在する必要があります。

•ドメインで DNSを有効にする必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerサーバには、サードパーティ製品をインストールしま
せん。

• SSOに参加するすべてのエンティティのクロックを同期する必要があります。

サードパーティ製品の詳細については、それぞれのマニュアルを参照してください。

シングルサインオンのインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Manager 8.6(1)のインストール後、必要な設定作業を実行すると、
ネットワークでシングルサインオンをサポートできるようになります。実行する必要がある設定

作業については、シングルサインオンの設定, （1293ページ）を参照してください。

シングルサインオンの設定
この項では、シングルサインオンの設定について説明します。

シングルサインオンを設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

シングルサインオンの設定, （1293ページ）
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OpenAM の設定
OpenAMを使用して、次のタスクを実行します。

• OpenAMに次のものに関するポリシーを設定します。

◦ CUCMユーザおよび UDS Webアプリケーション

◦クエリーパラメータ

◦ Policy Agent 3.0用の J2EE Agent Profileを設定します。

◦ Windows Desktop SSOログインモジュールインスタンスを設定します。

◦ PA用の「Login Form URI」と「OpenAM Login URL」を設定します。

◦ローカルユーザプロファイルを無効にします。

CUCM への OpenAM 証明書のインポート
CiscoUnifiedCommunicationsManagerとOpenAM間の通信はセキュアであるため、OpenAMセキュ
リティ証明書を入手して Cisco Unified Communications Manager tomcat信頼ストアにインポートす
る必要があります。 5年間有効になるように OpenAM証明書を設定します。

証明書のインポートについては、『Cisco Unified Communications Operating System Administration
Guide』を参照してください。

Active Directory および OpenAM での Windows シングルサインオンの設
定

この項では、Active Directoryおよび OpenAMにWindowsシングルサインオンを設定する方法に
ついて説明します。この手順に従うと、Cisco Unified Communications Managerを Active Directory
で認証できます。

手順

ステップ 1 ActiveDirectoryで、OpenAMEnterpriseホスト名（ドメイン名なし）をユーザ ID（ログイン名）と
して、新規にユーザを作成します。

ステップ 2 Active Directoryサーバに keytabファイルを作成します。

ステップ 3 作成した keytabファイルを OpenAMシステムにエクスポートします。

ステップ 4 OpenAMで、次の設定で新規に認証モジュールのインスタンスを作成します。

•タイプは、Windows Desktop SSOです。
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•レルムのアトリビュートは次のように設定します。

• [Service Principal]：keytabファイルを作成するときに使用したプリンシパル名を入力します。

• [Keytab File Name]：keytabファイルのインポート先のパスを入力します。

• [Kerberos Realm]：ドメイン名を入力します。

• [Kerberos Server Name]：Active Directoryサーバの FQDNを入力します。

• [Authentication level]：22を入力します。

シングルサインオン用のクライアントブラウザの設定

この項では、シングルサインオンを使用するためのクライアントブラウザの設定方法について説

明します。ブラウザベースのクライアントアプリケーションにシングルサインオンを使用する

場合は、Webブラウザを設定する必要があります。

シングルサインオン用 Internet Explorer の設定
シングルサインオン機能は、Internet Explorerバージョン 6.0以降を実行しているWindowsクライ
アントをサポートします。シングルサインオンを使用するように Internet Explorerを設定するに
は、次のタスクを実行します。

•統合Windows認証オプションを選択します。

•次のように設定したカスタムのセキュリティレベルを作成します。

◦ [ローカルイントラネット]オプションで [イントラネットゾーンでのみ自動的にログオ
ンする]を選択します。

◦サイトに関するオプションをすべて選択します。

◦ OpenAMをローカルゾーンにまだ追加していない場合は追加します。

• Windows 7で Internet Explorer 8.0を実行している場合には、次のタスクを実行します。

◦保護モードを無効にします。

◦レジストリキーHKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\LSA\で、
DWORD値として SuppressExtendedProtection - 0x02を追加します。

シングルサインオン用 FireFox の設定
シングルサインオン機能は、Firefoxバージョン 3.0以降を実行しているWindowsクライアントを
サポートします。
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シングルサインオンを使用するように Firefoxを設定するには、ブラウザと SPNEGO認証の連動
を許可する信頼できるドメインと URLを network.negotiate-auth.trusted-urisプリファレンスに入力
します。

SSO アプリケーションの設定
SSOを設定するには、[Cisco Unified OSの管理(Cisco Unified OS Administration)] > [セキュリティ
(Security)] > [シングルサインオン(Single Sign On)]をクリックします。

このアプリケーションは、次の 3つのコンポーネントに分割されます。

• [ステータス(Status)]

• [アプリケーションの選択(Select Applications)]

• [サーバの設定(Server Settings)]

[ステータス(Status)]

SSO設定の変更により Tomcatが再起動されることを示す警告メッセージが表示されます。

SSOアプリケーションを有効にする場合、次のエラーメッセージが表示されることがあります。

•「無効なOpen Access Manager (OpenAM)サーバのURL(Invalid Open Access Manager (OpenAM)
server URL)」：このエラーメッセージは、無効な OpenAMサーバ URLを提供した場合に表
示されます。

•「無効なプロファイル証明書(Invalid profile credentials)」：このエラーメッセージは、間違っ
たプロファイル名または間違ったプロファイルパスワード、あるいはこれらの両方を提供し

た場合に表示されます。

•「セキュリティトラストエラー(Security trust error)」：このエラーメッセージは、OpenAM
証明書がインポートされていない場合に表示されます。

SSOを有効にした状態で上記のいずれかのメッセージが表示される場合、ステータスが上記のエ
ラーに変わります。

[アプリケーションの選択(Select Applications)]

特定のアプリケーションの SSOを有効または無効にするアプリケーションを選択または選択解除
します。

次のアプリケーションを使用できます。

• Cisco Unified CMの管理：Cisco Unified CMの管理、Cisco Unifiedサービスアビリティ、およ
び Cisco Unified Reportingの SSOを有効にします。

• Cisco Unified CMユーザオプション：Cisco Unified CMユーザオプションの SSOを有効にし
ます。

• Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理：Cisco Unifiedオペレーティングシステムの
管理およびディザスタリカバリシステムの SSOを有効にします。
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• Cisco Unified Data Service：Cisco UC Integration for Microsoft Office Communicatorの SSOを有
効にします。

• RTMT：リアルタイム監視ツールのWebアプリケーションを有効にします。

[サーバの設定(Server Settings)]

サーバ設定は、すべてのアプリケーションで SSOが無効な場合のみ編集できます。

次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Open Access Manager（OpenAM）サーバの次の URLを入力します。
http://opensso.sample.com:443/opensso

ステップ 2 Policy Agentの配置先となる相対パスを入力します。相対パスは、英数字で入力する必要があり
ます。

ステップ 3 このポリシーエージェントに設定されているプロファイルの名前を入力します。

ステップ 4 プロファイル名のパスワードを入力します。

ステップ 5 Windows Desktop SSOに設定されるログインモジュールインスタンス名を入力します。

ステップ 6 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスの [OK]をクリックして、Tomcatを再起動します。

シングルサインオン用の CLI コマンド
この項ではシングルサインオン用の CLIコマンドを説明します。

• utils sso enable

• utils sso disable

• utils sso status

utils sso enable
utils sso enableコマンドを使用すると、SSOベースの認証を有効および設定、SSOを無効、または
SSOベースの認証のステータスおよび設定パラメータを表示できます。

シングルサインオンを有効または無効にすると、Cisco Unified Communications Manager Web
サーバ（Tomcat）が再起動します。

注意
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コマンド構文

utils sso enable

パラメータ

• enable：SSOベースの認証を有効にします。このコマンドは、シングルサインオン設定ウィ
ザードを起動します。

次の表に、SSOを有効にするときに表示されるプロンプトの情報を示します。

説明パラメータ

CiscoUnifiedAdministration、CiscoUnified Serviceability、
Cisco Unified Reportingなどの Unified CM Administration
Webアプリケーションを有効にします。

Cisco Unified Communications Managerユーザオプショ
ンページを有効にします。

Cisco Unified CMOS Administration、ディザスタリカバ
リシステムで Cisco Unified Operating System
Administrationを有効にします。

Cisco UC Integration for Microsoft Office Communicatorで
Cisco Unified Data Service Webアプリケーションを有効
にします。

CiscoUnifiedリアルタイム監視ツールを有効にします。

CLIにより、示されている各Webアプリケーションで
SSOを有効にするよう応答を求めるプロンプトが表示
されます。各Webアプリケーションで、yesまたは no
の値を入力し、SSOを有効または無効にします。

1 CiscoUnified CMAdministration (Cisco
Unified Administration, Cisco Unified
Serviceability, Cisco Unified Reporting)

2 Cisco Unified CM User Options

3 Cisco Unified Operating System
Administration (Cisco Unified OS
Administration, Disaster Recovery
System)

4 Cisco Unified Data Service
（CUCiMOC）

5 RTMT

Open SSOサーバに設定した URL。配置 URI
http://opensso.sample.com:443/openssoを含める必要

があります。

サーバ URL

ポリシーエージェントが配置される Cisco Unified
Communications Managerの相対パス。例：
http://agent1.sample.com:1234/agentapp

エージェント URL

OpenSSOのこのポリシーエージェントに作成したプロ
ファイルの名前。

プロファイル名

プロファイルのパスワード。パスワード

Open SSOに設定したWindows Desktop SSO用のログイ
ンモジュールインスタンスの名前。

ログインモジュール名
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例

admin:utils sso enable
***** W A R N I N G *****
This command will restart Tomcat for successful completion.
This command needs to be executed on all the nodes in the cluster.
Do you want to continue (yes/no)
yes
List of apps for which SSO can be enabled
1) Cisco Unified Administration (Cisco Unified Administration, Cisco
Unified Serviceability, Cisco Unified Reporting)
2) Cisco Unified User Options
3) Cisco Unified Operating System Administration (Cisco Unified OS
Administration, Disaster Recovery System)
4) Cisco Unified Data Service (CUCiMOC)
5) RTMT
Do you want to enable SSO for Cisco Unified Administration (Cisco Unified
Administration, Cisco Unified Serviceability, Cisco Unified Reporting)
(yes/no):
n
Do you want to enable SSO for Cisco Unified User Options (yes/no):
y
Do you want to enable SSO for Cisco Unified Operating System Administration
(Cisco Unified OS Administration, Disaster Recovery System) (yes/no):

n
Do you want to enable SSO for Cisco Unified Data Service (CUCiMOC)
(yes/no):
y
Do you want to enable SSO for RTMT (yes/no):
n
Enter URL of the Open Access Manager (OpenAM) server:
https://blr-opensso.vrajoli.com:8443/opensso
Enter the relative path where the policy agent should be deployed:
agentapp
Enter the name of the profile configured for this policy agent:
CUCMPA220
Enter the password of the profile name:
*******
Enter the login module instance name configured for Windows Desktop SSO:

Universal_SSO
Validating connectivity and profile with Open Access Manager (OpenAM)
Server: https://blr-opensso.vrajoli.com:8443/opensso
Valid profile
Enabling SSO ... This will take up to 5 minutes
SSO Enable Success
Please make sure to execute this command on all the nodes in the cluster.

utils sso disable
このコマンドは、SSOベースの認証を無効にします。このコマンドは、SSOが有効なWebアプ
リケーションをリストします。指定アプリケーションのシングルサインオンを無効にするよう求

めるプロンプトが表示された場合、Yesと入力します。
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コマンド構文

utils sso disable

使用上のガイドライン

シングルサインオンを無効にすると、Cisco Unified Communications Manager Webサーバ
（Tomcat）が再起動します。

注意

OpenAMにアクセスできない場合、Tomcatが表示されるまでにさらに時間がかかります。こ
れは Servmの制限によるものです。このシナリオでは、Tomcatが表示されるまでの時間はお
よそ 10分です。

（注）

このコマンドは、クラスタ内のすべてのノードで実行する必要があります。

utils sso status
このコマンドは、シングルサインオンのステータスおよび設定パラメータを表示します。

コマンド構文

utils sso status
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第 50 章

WebDialer

この章では、Cisco Unified Communications Managerと組み合わせて使用され、Cisco Unified IP
PhoneユーザによるWebからデスクトップアプリケーションへのコールの発信を可能にする
Cisco WebDialerに関する情報を提供します。

• Cisco WebDialerの設定, 1303 ページ

• Cisco WebDialerの機能, 1304 ページ

• 冗長性, 1306 ページ

• Cisco WebDialerのシステム要件, 1306 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 1307 ページ

• Cisco WebDialerのインストールとアクティブ化, 1308 ページ

• Cisco WebDialerの設定, 1308 ページ

Cisco WebDialer の設定
Cisco Unified Communications Managerサーバ上にインストールして Cisco Unified Communications
Managerと組み合わせて使用する Cisco WebDialerは、Cisco Unified IP PhoneユーザがWebアプリ
ケーションやデスクトップアプリケーションからコールを発信できるようにします。たとえば、

CiscoWebDialerは社内電話帳にあるハイパーリンクされた電話番号を使用します。そのため、コー
ルしようとしている相手の電話番号をWebページでクリックすれば電話をかけることができま
す。

次の手順を実行して、Cisco WebDialerを設定します。
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手順

ステップ 1 Cisco WebDialerサービスをアクティブにします。

ステップ 2 Webdialerサーブレットを設定します。

ステップ 3 CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページの [アプリケーションサーバ(Application Server)]
ウィンドウで、Cisco WebDialerをアプリケーションサーバとして設定します。

ステップ 4 WebDialerを使用するユーザを、それぞれ Cisco Unified Communications Managerの Standard End
User Groupに追加します。

ステップ 5 Cisco Unified CMのユーザオプションのメニューでロケールフィールドを設定することにより、
WebDialerに表示する言語を決定します。

ステップ 6 （任意） Redirectorサーブレットを設定します。

ステップ 7 （任意） 複数クラスタアプリケーションに対してアプリケーションダイヤルルールを設定しま

す。

ステップ 8 （任意） プロキシユーザを作成します。

ステップ 9 （任意） Cisco WebDialerトレース設定値を構成します。

ステップ 10 Cisco WebDialerアラームを設定します。

関連トピック

WebDialer, （1303ページ）
Cisco WebDialerのインストールとアクティブ化, （1308ページ）
WebDialerサーブレットのサービスパラメータの設定, （1309ページ）
アプリケーションサーバウィンドウでの Cisco WebDialerの設定, （1311ページ）
標準 CUCMユーザグループへのユーザの追加, （1315ページ）
WebDialerの言語の設定, （1313ページ）
Redirectorサーブレットの設定, （1314ページ）
アプリケーションダイヤルルールの設定, （1314ページ）
プロキシユーザの作成, （1315ページ）
トレースの設定, （1317ページ）

Cisco WebDialer の機能
Cisco Unified Communications Managerサーバ上にインストールして Cisco Unified Communications
Managerと組み合わせて使用する Cisco WebDialerは、Cisco Unified IP PhoneユーザがWebアプリ
ケーションやデスクトップアプリケーションからコールを発信できるようにします。たとえば、

CiscoWebDialerは社内電話帳にあるハイパーリンクされた電話番号を使用します。そのため、コー
ルしようとしている相手の電話番号をWebページでクリックすれば電話をかけることができま
す。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
1304

WebDialer
Cisco WebDialer の機能



Cisco WebDialerはWebdialerサーブレットと Redirectorサーブレットという 2つの要素で構成され
ています。

WebDialer サーブレット
JavaサーブレットであるWebdialerサーブレットを使用すると、特定のクラスタ内の Cisco Unified
Communications Managerユーザが、コールを開始および終了することや、電話機と回線の設定に
アクセスすることができます。

アプリケーションは、次の 2つのインターフェイスを介してWebdialerサーブレットと通信できま
す。

• SOAP over HTTPSインターフェイス：Simple Object Access Protocol（SOAP）に基づくこのイ
ンターフェイスは、Microsoft Outlook Add-inや SameTime Client Plug-inなどのデスクトップ
アプリケーションを開発するために使用します。開発者は、isClusterUserSoapインターフェ
イスを使用して、Redirectorサーブレットに類似した機能を必要とする複数クラスタアプリ
ケーションを設計できます。

• HTML over HTTPSインターフェイス：HTTPSに基づくこのインターフェイスは、Webベー
スのアプリケーションを開発するために使用されます。このインターフェイスを使用する開

発者は、複数クラスタアプリケーションの設計に Redirectorサーブレットを使用できます。

Redirector サーブレット
JavaベースのTomcatサーブレットであるRedirectorサーブレットは、CiscoUnifiedCommunications
Managerクラスタで CiscoWebDialerユーザが発行した要求を検索します。また、その要求をユー
ザの Cisco Unified Communications Managerクラスタに配置された特定の Cisco WebDialerサーバに
リダイレクトします。 Redirectorサーブレットは、複数クラスタアプリケーションおよび HTML
over HTTPSインターフェイスを使用して開発されたアプリケーションに対してだけ使用できま
す。

Redirector Servlet を使用する Cisco WebDialerの例

たとえば、3つのクラスタがそれぞれサンノゼ（SJ-CM）、ダラス（D-CM）、ニューヨーク
（NY-CM）などの都市にあるとします。各クラスタには 3台の Cisco Unified Communications
Managerサーバがあり、Webdialerサーブレットが Cisco Unified Communications Managerサーバ
SJ-CM1、D-CM2、および NY-CM3に設定されています。

システム管理者は、List of Web Dialersサービスパラメータ（WebDialerサーブレットのサービス
パラメータの設定, （1309ページ）を参照）に任意のCiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバ
の IPアドレスを入力することにより、その Cisco Unified Communications Managerサーバ上にある
Webdialerサーブレットを設定します。Webdialerサーブレットと Redirectorサーブレットの設定
については、Webdialerサーブレットの設定, （1308ページ）とRedirectorサーブレットの設定, （
1314ページ）を参照してください。

サンノゼにいるユーザが、Cisco WebDialerによって使用可能にされた社内ディレクトリ検索ウィ
ンドウで電話番号をクリックすると、次のアクションが実行されます。
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1 ユーザアプリケーション（クライアント）が初期makeCallHTTPS要求をRedirectorサーブレッ
トに送信します。

2 この要求を受信するのが初めての場合、Redirector Servletは Cisco WebDialerサーバの Cookie
を読み取り、Cookieが空であることを検出します。

再度受信した要求の場合は、Redirector Servletは前にクライアントにサービスを提供したCisco
WebDialerサーバの IPアドレスを読み取り、isClusterUser HTTPS要求をそのサーバだけに送信
します。

3 Redirectorサーブレットは情報を求める応答を送信し、それによって認証ダイアログボックス
がユーザに表示されます。

4 ユーザは Cisco Unified Communications Managerのユーザ IDとパスワードを入力して [送信
(Submit)]ボタンをクリックします。

5 Redirectorサーブレットは、この情報からユーザ IDだけを読み取り、システム管理者が設定し
た各 Cisco WebDialerサーバに isClusterUser HTTPS要求を送信します。

6 Redirectorサーブレットは、ユーザからの元の要求を SJ-CM1に転送します。

冗長性
複数クラスタ環境で実行されるアプリケーションには冗長性が重要なので、この項では、冗長性

を実現する 1つの方法について説明します。

複数クラスタ環境内で単一の Redirectorサーブレットが複数の Cisco WebDialerをサポートしてい
る場合は、シングルポイント障害になります。たとえば、WebDialerの言語の設定, （1313ペー
ジ）では、Redirectorサーブレットがサンノゼのクラスタで動作し、ニューヨークとダラスのク
ラスタにもサービスを提供しています。この Redirectorサーブレットがサンノゼのクラスタで動
作しなくなると、3つのクラスタすべてのサービスを受けていたユーザが Cisco WebDialerを使用
できなくなります。

このシングルポイント障害を回避するには、各クラスタに対して Redirectorサーブレットを設定
します。ディレクトリ検索ウィンドウが https://sanjoseclustercompany.com:8443/webdialer/Redirector
などの URLを指している場合は、その URLを
https://webdialer-service.company.com/webdialer/Redirectorなどの仮想リンクに変更します。仮想リ
ンクは、Cisco DistributedDirectorを使用している仮想マシンを指しています。すべての Redirector
サーブレットがこの仮想リンクの背後で動作します。

Cisco DistributedDirectorのインストールと設定の詳細については、Cisco DistributedDirectorの一連
の資料を参照してください。

Cisco WebDialer のシステム要件
Cisco WebDialerには以下のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager 5.0(2)以降
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• CTIがサポートしている Cisco Unified IP Phone

Cisco WebDialerの企業電話番号検索ウィンドウまたは Cisco Unified Communications Managerの電
話番号検索ウィンドウを設定するには、以下を実行する必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerをインストールし、設定します。

• Cisco WebDialerを設定します。

Cisco WebDialerは Cisco Unified CMのユーザオプションの [ディレクトリ(Directory)]ウィンドウ
から起動できます。たとえば、次のような URLにアクセスします。

https://<IP address of Cisco Unified Communications Manager server>:8443/ccmuser/showhome.do.

インタラクションおよび制限事項
ここでは、Cisco WebDialerのインタラクションおよび制限事項について説明します。

インタラクション

以下のインタラクションが Cisco WebDialerに適用されます。

•クライアント識別コード（CMC）を使用する場合、ユーザはトーンが聞こえたら正しいコー
ドを入力する必要があります。入力しないと IP Phoneが切断され、リオーダー音が聞こえま
す。

•強制承認コード（FAC）を使用する場合、ユーザはトーンが聞こえたら正しいコードを入力
する必要があります。入力しないと IP Phoneが切断され、リオーダー音が聞こえます。

• Cisco WebDialerは、ApplicationDialRuleデータベーステーブルの変更通知を使用して、更新
されたダイヤルルールを追跡および使用します。

制限事項

CiscoWebDialerは、CiscoComputer Telephony Integration（CTI）がサポートする SkinnyClient Control
Protocol（SCCP）および Session Initiation Protocol（SIP）を実行する電話機だけをサポートしてい
ます。

Cisco WebDialerは、SIPを実行する IP Phoneモデル 7970/71と 7961/41だけをサポートしてい
ます。

（注）
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Cisco WebDialer のインストールとアクティブ化
Cisco WebDialerは Cisco Unified Communications Managerをインストールしたサーバに自動的にイ
ンストールされます。

Cisco WebDialerを Cisco Unified Communications Managerサーバ上でアクティブにするには、以下
の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerアプリケーションのナビゲーション領域で、Cisco Unified
サービスアビリティを選択して [移動(Go)]をクリックします。

ステップ 2 [Tools] > [Service Activation]を選択します。

ステップ 3 [サーバ(Servers)]ドロップダウンリストボックスに表示されたCiscoUnifiedCommunicationsManager
サーバを選択します。

ステップ 4 [CTIサービス(CTI Services)]で、Cisco WebDialer Web Serviceの横にあるチェックボックスをオン
にします。

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックします。
Cisco WebDialerが正しく動作するためには、CTI Managerサービスもアクティブにし、
起動する必要があります。CTIManagerサービスが起動したことを確認するには、Cisco
Unifiedサービスアビリティで、[Tools] > [Control Center - Feature Services]を選択します。

（注）

Cisco WebDialer の設定
ここでは、Cisco WebDialerの設定に関する情報を提供します。

Cisco WebDialerを設定する前に、Cisco WebDialerの設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

Cisco WebDialerの設定, （1303ページ）

Webdialer サーブレットの設定
Webdialerサーブレットを設定するには、次の手順を実行します。

• CiscoWebDialerサービスをアクティブにします。CiscoWebDialerのインストールとアクティ
ブ化, （1308ページ）を参照してください。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
1308

WebDialer
Cisco WebDialer のインストールとアクティブ化



•トレースを設定します（オプション）。トレースの設定, （1317ページ）を参照してくださ
い。

• Cisco WebDialerのサービスパラメータを設定します。WebDialerサーブレットのサービス
パラメータの設定, （1309ページ）を参照してください。

•アプリケーションユーザを設定します。

WebDialer サーブレットのサービスパラメータの設定
Cisco Unified CommunicationsManagerは以下のWebdialerサーブレットのサービスパラメータを提
供しています。

• CAPFProfile Instance ID for SecureConnection toCTIManager：このパラメータは、CiscoWebDialer
サーバが CTI Managerへのセキュアな接続を確立するために使用する Application User
WDSecureSysUserの Application CAPFプロファイルのインスタンス IDを指定します。

• Primary Cisco CTIManager：プライマリ Cisco CTIManagerの IPアドレスを入力します。
Cisco CTI Managerのデフォルトの IPアドレスは 127.0.0.1です。これは、Cisco WebDialerを
セットアップするために使用されるローカルホストサーバです。

最大長は 15桁です。

• Backup Cisco CTIManager：バックアップ Cisco CTIManagerの IPアドレスを入力します。最
大長は 15桁です。 IPアドレスを入力しない場合は、バックアップ Cisco CTIManagerが存在
しないことになります。

• User SessionExpiry（時間）：ユーザのログインセッションが有効である期間を時間単位で入
力します。

デフォルト値の 0は、Cisco WebDialer Web Serviceが次に再起動されるまで、ログインセッ
ションの有効期間が無限であることを示します。

最短期間は 0時間、最長期間は 168時間です。

• MaximumConcurrent Call Requests：このパラメータには、WebDialerサービスが受け入れるこ
とができる同時WebDialerコール要求の最大数を指定します。
次の例を参考にしてください。

◦ MCS 7825H2は、1秒あたり最大 2コールをサポートします。発信者が必要に応じて
コールを開始または切断できるように、MaxConcurrentCallRequests（MCCR）の値を 3
に設定することを推奨します。

◦ MCS 7845H2は、1秒あたり最大 4コールをサポートします。発信者が必要に応じて
コールを開始または切断できるように、MaxConcurrentCallRequests（MCCR）の値を 8
に設定することを推奨します。

RTMTアラート、アラーム、またはパフォーマンスカウンタから、WebDialerに関連付
けられたハードウェアの使用率が高くなっていることがわかった場合（CPUのスパイク
や Code Yellow状態など）は値を低くします。同時WebDialerコール要求の数を増やす

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
1309

WebDialer
WebDialer サーブレットのサービスパラメータの設定



には、値を高くします。値を高くすると、CPUにかかる負荷が大きくなることに注意
してください。

最大値は 8です。

デフォルト値は 3です。

• Duration ofEndCallDialog（秒）：コールを終了するダイアログを表示する時間を秒単位で入
力します。このダイアログは、ユーザがエラーでダイヤルアウトした場合にコールを終了す

る必要があることをユーザに示します。

デフォルト値は 15秒、最大値は 60秒、最小値は 10秒です。

Duration of End Call Dialogサービスパラメータを無効にするには、ユーザオプションウィン
ドウで [Disable Auto-Close]チェックボックスをオンにします。 [Disable Auto-Close]チェック
ボックスをオンにした場合、[End Call]ダイアログは自動的には閉じません。[Hangup]ボタ
ンを押すと、[Make Call]ウィンドウに戻ります。

• Apply Application Dial Rules on Dial：デフォルトは [True]になっています。 Cisco WebDialer
でアプリケーションダイヤルルールを使用する必要がない場合は、この設定を [False]に変
更します。

• CTI Manager Connection Security Flag：このクラスタ全体のパラメータは、Cisco WebDialer
サービスの CTIManager接続のセキュリティを無効にするか、クラスタのセキュリティモー
ドに準拠するかを指定します。セキュリティが有効になっていると、Cisco WebDialerは、
Application CAPF Profile InstanceID for Secure Connection to CTI Managerパラメータで設定され
る Application CAPFプロファイルを使用して、CTI Managerへのセキュアな接続を確立しま
す。

変更を行った場合は、Cisco WebDialerサービスを再起動し、変更を有効にする必要がありま
す。

（注）

Webdialerサーブレットの初期設定または既存のサービスパラメータの変更を行うには、次の手順
を実行します。

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択します。

ステップ 2 [サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスから、Cisco WebDialerサービスパラメータを設
定する Cisco Unified Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスから、CiscoWebDialer Web Serviceを選択しま
す。

Primary Cisco CTIManager、Duration of End Call Dialog、User Session Expiry（時間）、および Apply
ApplicationDial Rules（True）の各パラメータには、すでにデフォルト値が存在しています。アプ
リケーションでの必要に応じて新しい値を入力します。
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Backup Cisco CTIManagerパラメータにはデフォルト値は割り当てられていません。アプリケー
ションにバックアップ Cisco CTIManagerが必要な場合は、このパラメータに値を入力します。

ステップ 4 新しいパラメータ値を有効にするには、Cisco WebDialer Web Serviceを再起動してください。

アプリケーションサーバウィンドウでの Cisco WebDialer の設定
入力できる文字数を制限する List of WebDialersサービスパラメータを設定する代わりに、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [アプリケーションサーバの設定(ApplicationServer
Configuration)]ウィンドウでWebDialerサーバを設定できます。 [アプリケーションサーバの設定
(Application Server Configuration)]ウィンドウにアクセスするには、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページで [システム(System)] > [アプリケーションサーバ(Application Server)]を選択
します。 [アプリケーションサーバタイプ(Application Server Type)]ドロップダウンリストボック
スに、Cisco WebDialerが、オプションの 1つとして表示されます。

[アプリケーションサーバの設定(Application Server Configuration)]ウィンドウで Cisco WebDialerア
プリケーションサーバを追加すると、そのサーバが CiscoWebDialer Web Serviceの [サービスパラ
メータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウの [List of WebDialers]フィールドに表示さ
れます。

[アプリケーションサーバの設定(Application Server Configuration)]ウィンドウでは、List of
WebDialersサービスパラメータまたは Cisco WebDialerアプリケーションサーバを設定できま
す。 [アプリケーションサーバの設定(Application Server Configuration)]ウィンドウで Cisco
WebDialerアプリケーションサーバを追加すると、そのサーバが Cisco WebDialer Web Service
の [サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウの [List of WebDialers]
フィールドに表示されます。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで [システム
(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択することにより、[サービスパラメー
タ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウにアクセスできます。

ヒント

Cisco Unified Communications Manager 8.0(2)以降にアップグレードする前に、Cisco WebDialer Web
Serviceの [サービスパラメータ設定(Service ParameterConfiguration)]ウィンドウで [List ofWebDialers]
フィールドを設定した場合は、アップグレードするとWebDialerの設定済みリストが自動的に移
行されます。

Cisco Unified Communications Managerをインストールして Cisco WebDialerを使用する場合は、
[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウでCiscoWebDialerアプリケー
ションサーバを設定します。 [アプリケーションサーバの設定(Application Server Configuration)]
ウィンドウでアプリケーションサーバを設定した場合は、[サービスパラメータ設定(ServiceParameter
Configuration)]ウィンドウで [List of WebDialers]フィールドを設定する必要はありません。
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アプリケーションユーザの設定

WebDialerでは、コールの発信と着信のために CTI接続が必要です。WebDialerは、CTIプロバイ
ダーの作成に必要なアプリケーションユーザとパスワードを使用します（この値は、アプリケー

ションユーザとしてデータベースに保存され、システムによってこのデータベースから取得され

ます）。CTIへのTLS接続をセキュアにするには、CTIへのセキュアなTLS接続,（1312ページ）
を参照してください。

CTI へのセキュアな TLS 接続
Cisco WebDialerは CTIへのセキュアな TLS接続をサポートしています。セキュアな接続を確立
するには、「WDSecureSysUser」アプリケーションユーザを使用します。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [アプリケーションユーザCAPFプロファ
イルの設定(Application User CAPF Profile Configuration)]ウィンドウで、CAPFプロファイルを
設定する必要があります。これは、セキュアな接続を確立するための、アプリケーションユー

ザWDSecureSysUserのインスタンス ID用として設定します。 [サービスパラメータ設定(Service
Parameter Configuration)]ウィンドウからセキュリティを有効にした場合、CiscoWebDialerは、
Application CAPFプロファイルを使用して CTI Managerへのセキュアな接続を確立します。セ
キュアな接続を行うには、「CTIManager Connection Security Flag」と「CAPF Profile Instance Id
for Secure Connection to CTI Manager」の両方のサービスパラメータを設定する必要がありま
す。『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してく
ださい。

（注）

アプリケーションユーザを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理(User Management)] > [アプリケーションユーザ(Application User)]を選択します。
[アプリケーションユーザの検索/一覧表示(Find andListApplicationUsers)]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [検索(Find)]をクリックします。

ステップ 3 [アプリケーションユーザの検索/一覧表示(FindandListApplicationUsers)]ウィンドウで、[WDSysUser]
または [WDSecureSysUser]をクリックします。

CAPFプロファイルを設定する場合、概要については『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』のCTIへのセキュアな TLS接続, （1312ペー
ジ）、詳細な情報については『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイ
ド』を参照してください。

（注）

WDSysUserに関連付けられたパスワードを変更できます。アプリケーションはデータ
ベースから新しいパスワードを取得します。

（注）
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WebDialer の言語の設定
Cisco Unified Communications Managerは、Microsoft Internet Explorer（下図参照）などのクライア
ントブラウザで設定された言語をオーバーライドします。クライアントに表示される言語を変更

するには、（Cisco Unified CMのユーザオプションメニューの [ユーザロケール(User Locale)]
フィールドではなく）ブラウザの設定を使用します。逆に言えば、CiscoWebDialerはCiscoUnified
CMのユーザオプションメニューで設定されたロケールをオーバーライドします。CiscoWebDialer
のロケールへのアクセス方法を以下に示します。

• Cisco WebDialerユーザ用の言語（日本語などの）は、Cisco Unified CMのユーザオプション
メニューで設定できます。そのユーザがWebDialerにログインしたときに、WebDialerの設
定ウィンドウは日本語で表示されます。ユーザは、たとえばMicrosoft Internet Explorerを使
用して、言語をブラウザの言語に変更できます。 CiscoWebDialerはブラウザ言語を ll_CCの
形式でしか認識しません。たとえば、日本語のロケールは ja_JPと定義されます。

MicrosoftWindowsを使用しているときに日本語が正しく表示されない場合は、Unicodeフォン
トがマシンにインストールされていることを確認してください。

（注）

• Cisco WebDialerを設定できます（Cisco Unified CMのユーザオプションメニューの [ロケー
ル(Locale)]フィールドは [なし(None)]に設定されます）。そのユーザがWebDialerにログイ
ンすると、WebDialerの設定ウィンドウは英語で表示されます。ブラウザの言語を変更する
には、ブラウザにユーザ定義のロケール（ll_CCの形式を使用）を追加する必要があります。
たとえば、日本語のロケールは ja_JPと定義されます。

図 182：Microsoft Internet Explorer のロケール設定
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ユーザ定義のロケールを変更する方法については、ブラウザのマニュアルを参照してください。

Cisco Unified CMのユーザオプションメニューでロケールを設定する方法については、Web上で
『Cisco Unified IP Phoneのカスタマイズ』を参照してください。

パーティションのサポート

Cisco WebDialerには、回線情報に加えて、JTAPIから提供されるパーティション情報が含まれま
す。次のリストに、利用可能なさまざまな設定を示します。

• DNが同じ複数の回線：Cisco WebDialerは、異なるパーティションを異なる回線として処理
します。

• DNが同じ複数の回線：Cisco WebDialerは、同じパーティションと異なるデバイスを共有回
線として処理します。

• DNが同じ複数の回線：Cisco WebDialerは、同じデバイスの同じパーティションをサポート
しません。

Redirector サーブレットの設定
Redirectorサーブレットを設定するのは、アプリケーションに複数のクラスタが必要な場合だけで
す。 Redirectorサーブレットを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択します。

ステップ 2 [サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスから、Redirectorサーブレットを設定する Cisco
Unified Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスから、CiscoWebDialer Web Serviceを選択しま
す。

ステップ 4 List of Web Dialersパラメータに対しては、アプリケーションでの必要に応じて新しい値を入力し
ます。このサービスパラメータについては、WebDialerサーブレットのサービスパラメータの設
定, （1309ページ）を参照してください。

アプリケーションダイヤルルールの設定

アプリケーションダイヤルルールが Cisco WebDialerの複数のクラスタアプリケーションに対し
て設定されていることを確認してください。
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このようなアプリケーションダイヤルルールを設定する場合は、『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』でダイヤルルール設計とエラーチェックを参照してく
ださい。

Cisco WebDialerは再起動せずにダイヤルルールの変更を検出する必要があります。（注）

標準 CUCM ユーザグループへのユーザの追加
ユーザがCiscoUnifiedCommunicationsManagerのユーザディレクトリウィンドウでCiscoWebDialer
リンクを使用するには、そのユーザを標準 Cisco Unified Communications Managerエンドユーザグ
ループに追加する必要があります。次の手順では、このグループにユーザを追加する方法を説明

します。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理(User Management)] > [ユーザグループ(User Group)]を選択します。
[ユーザグループの検索/一覧表示(Find and List User Groups)]ウィンドウが表示されます。

[検索(Find)]をクリックします。

ステップ 2 [Standard CCM End Users]リンクをクリックします。

ステップ 3 [ユーザグループの設定(User Group Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [グループにエンドユーザを追加(Add End Users to Group)]をクリックします。
[ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [検索(Find)]をクリックします。ユーザごとに条件を入力できます。

ステップ 6 ユーザグループに追加するユーザの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の追加
(Add Selected)]をクリックします。

ユーザのリストにあるすべてのユーザを追加する場合は、[すべて選択(Select All)]をク
リックし、[選択項目の追加(Add Selected)]をクリックします。

（注）

[ユーザグループの設定(User Group Configuration)]ウィンドウの [グループ内のユーザ(Users in
Group)]表に、そのユーザが表示されます。

プロキシユーザの作成

makeCallProxyHTML over HTTPインターフェイスを使用してCiscoWebDialer用のアプリケーショ
ンを開発している場合は、プロキシユーザを作成します。 makeCallProxyインターフェイスにつ
いては、『Cisco WebDialer API Reference Guide』の「makeCallProxy」の項を参照してください。

既存のユーザまたは新規ユーザ用に認証プロキシの権限を有効にすることができます。
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既存ユーザの認証プロキシの権限

既存のユーザ用に認証プロキシの権限を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理(User Management)] > [ユーザグループ(User Group)]を選択します。
[ユーザグループの検索/一覧表示(Find and List User Groups)]ウィンドウが表示されます。

[検索(Find)]をクリックします。

ステップ 2 [Standard EM Authentication Proxy Rights]リンクをクリックします。
[ユーザグループの設定(User Group Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [グループにエンドユーザを追加(Add End Users to Group)]をクリックします。
[ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンドウが表示されます。

[検索(Find)]をクリックします。ユーザごとに条件を追加することもできます。

ステップ 4 プロキシの権限を追加するユーザを選択し、[選択項目の追加(Add Selected)]をクリックします。
リストにあるすべてのユーザを追加する場合は、[すべて選択(SelectAll)]をクリックし、
[選択項目の追加(Add Selected)]をクリックします。

（注）

[ユーザグループの設定(User Group Configuration)]ウィンドウの [グループ内のユーザ(Users in
Group)]表に、そのユーザが表示されます。

新規ユーザの認証プロキシの権限

新規ユーザ用に認証プロキシの権限を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理(User Management)] > [エンドユーザ(End user)]を選択します。

ステップ 2 [新規追加(Add New)]をクリックします。

ステップ 3 次の必須フィールドに入力します。

[姓(Last Name)]、[ユーザID(User ID)]、[パスワード(Password、半角英数字のみ)]、[パスワードの
確認(ConfirmPassword、半角英数字のみ)]、[PIN(半角数字のみ)]、および [PINの確認(ConfirmPIN、
半角数字のみ)]

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 5 [ユーザ管理(User Management)] > [ユーザグループ(User Group)]を選択します。
[ユーザグループの検索/一覧表示(Find and List User Groups)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 [Standard EM Authentication Proxy Rights]リンクをクリックします。
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[ユーザグループの設定(User Group Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [グループにエンドユーザを追加(Add End Users to Group)]をクリックします。
[ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [検索(Find)]をクリックします。ユーザごとに条件を入力することもできます。

ステップ 9 プロキシの権限を追加するユーザを選択し、[選択項目の追加(Add Selected)]をクリックします。
リストにあるすべてのユーザを追加する場合は、[すべて選択(SelectAll)]をクリックし、
[選択項目の追加(Add Selected)]をクリックします。

（注）

[ユーザグループの設定(User Group Configuration)]ウィンドウの [グループ内のユーザ(Users in
Group)]表に、そのユーザが表示されます。

トレースの設定

トレースの設定値は Cisco Unified Serviceabilityの管理ページで構成できます。トレースファイル
にアクセスするには、次の CLIコマンドを使用します。

file get activelog tomcat/logs/webdialer/log4j

file get activelog tomcat/logs/redirector/log4j

リアルタイム監視ツール（RTMT）を使用してトレースを収集できます。

同じトレース設定が Cisco WebDialerと Redirectorの両方に適用されます。（注）

Cisco WebDialerのデバッグトレースを有効にするには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerアプリケーションのナビゲーションドロップダウンリスト
ボックスで、[Cisco Unifiedサービスアビリティ(Cisco Unified Serviceability)]を選択してから [移動
(Go)]をクリックします。

ステップ 2 [トレース(Trace)] > [設定(Configuration)]を選択します。

ステップ 3 [Server]ドロップダウンリストボックスから、Cisco WebDialerのトレースを有効にするサーバを
選択します。

ステップ 4 [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスから、CiscoWebDialer Web Serviceを選択しま
す。

ステップ 5 [トレースの設定(Trace Configuration)]ウィンドウで、トラブルシューティングの必要に応じてト
レース設定を変更します。トレースの詳細については、『Cisco Unified CallManager Serviceability
Administration Guide』を参照してください。

ステップ 6 [保存(Save)]をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
1317

WebDialer
トレースの設定



   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
1318

WebDialer
トレースの設定



索引

A

AAR。参照先：自動代替ルーティング（AAR）
Alternate Party Diversion（APD） 1127
説明 1127
例（図） 1127

B

BIBコール情報とコール表示 1092
BLF 176, 177
ダイレクトコールパークの設定 176
ダイレクトコールパークの設定項目 177

BLF/スピードダイヤル 45, 46, 47, 177
設定 45
設定項目（表） 47, 177
ボタン 46

BLFプレゼンス 23, 26, 28, 29, 32, 36
概要 23
機能インタラクションと制限事項 36
グループ 29
インタラクション例 29
設定例 29
説明 29

詳細情報 23
電話機およびトランクとのインタラクション 26
認証 32
要求の例 26
ルートリストとのインタラクション 28

C

CDR 1163
優先コールの録音 1163

CEF。参照先： Cisco Extended Functions

Cisco Customer Responseプラットフォーム 364
コンポーネント 364

Cisco Extended Functions 1254, 1255, 1256, 1257, 1258, 1274, 1276
DB Change Notifier 1256
DBLライブラリ 1255
QBEHelper 1255
QRTのサービスパラメータ 1276
QRTを使用する場合のアクティブ化 1274
Redundancy Manager 1256
SDIトレースおよびアラーム 1256
クラスタ内の複数のアプリケーション 1258
サービスアーキテクチャ 1254
サービスのアーキテクチャ（図） 1254
サービスの依存関係 1257
サービスの依存関係（図） 1257
スクリーンヘルパーとディクショナリ 1255

Cisco Extension Mobility 35, 601, 602, 604, 605, 608, 609, 610, 611, 
612, 615, 616, 617, 618, 619, 620, 621, 622, 629, 632, 636, 640, 842, 
914, 991

Cisco Extension Mobilityサービスの追加 621
Cisco Unified IP Phoneタイプごとのデフォルトデバイ
スプロファイルの作成 629
インストール 619
インターコムの対話 842
インタラクション 35, 616, 617, 618, 914

Cisco Unified Communications Manager Assistant 617
IPv6 618
Pv6 914
一括管理ツール 616
インターコム 617
同じサーバ上で動作するサービス 616
コール表示の制限 617
プレゼンス 35
リスト 616

インタラクションおよび制限事項 616
概要 601, 604
関連項目 601
サービスパラメータの設定（表） 622

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
IN-1



Cisco Extension Mobility (続き)
システム要件 615
使用 640
図解（図） 605
制限事項 618
セキュアな Cisco Extension Mobilityのサポート 608
セキュアなサポート 608
設定 619
設定時の注意事項 620
設定チェックリスト（表） 602
設定例 620, 621
説明 605
デバイスプロファイル 604, 605
説明 604
デフォルト 605
ユーザ 605

電話機の登録 636
等価機能 612
ユーザデバイスプロファイル、関連付け 636
ユーザのデバイスプロファイルの作成 632
ユーザ用情報 640
ログアウトのコールフロー 611
ログインおよびログアウトの動作 609
ログインのコールフロー 610
論理パーティションとのインタラクション 991

Cisco Extension Mobility Cross Cluster。参照先：クラスタ
間のエクステンションモビリティ

Cisco IPMA。参照先：CiscoUnifiedCommunicationsManager
Assistant
Cisco IP Manager Assistantサービス 282, 331
説明 282, 331

Cisco Mobile Client 1023
Cisco Unified Communications Manager 914, 1190

IPv6 914
MOHサーバ 1190

Cisco Unified CommunicationsManager Assistant 277, 278, 282, 
284, 285, 286, 287, 288, 289, 290, 291, 292, 293, 294, 295, 296, 299, 
301, 302, 306, 308, 309, 310, 311, 313, 315, 317, 318, 321, 322, 323, 
325, 326, 327, 328, 331, 333, 334, 335, 336, 337, 338, 339, 340, 341, 
342, 345, 347, 350, 351, 352, 353, 354, 356, 357, 358, 360, 841

Assistant Consoleアプリケーションのインストール 358
Assistant Consoleダイアログオプション 325, 360
Cisco IP Manager Assistantサービスの開始 308, 347
Cisco Unified IP Phone Serviceの設定のヒント 308
Cisco Unified IP Phoneのインターフェイス 285, 333
IPMASecureSysUser 308, 347
IPv6 290, 338
Multilevel Precedence and Preemption 291
Multilevel Precedence and Preemption（MLPP） 339

Cisco Unified Communications Manager Assistant (続き)
Time-of-Dayルーティング 292
アーキテクチャの概要 282, 331
アシスタントコンソールインターフェイス 284, 333
アシスタント情報の更新 321, 356
アシスタント情報の削除 321, 356
アシスタントのインターフェイス 286, 334
アシスタントの共有回線と着信インターコム回線の設

定 354
アシスタントの電話機設定のヒント 311
アシスタントのプロキシおよび着信用インターコム回

線の設定 318
一括管理ツール 289, 337
インストールとアクティブ化 294, 341
インターコム 292, 340
インターコムの使用方法 841
インタラクション 289
エクステンションモビリティ 289, 337
共有回線サポートのある 327
共有回線サポートのシステム要件 335
共有回線サポートの設定チェックリスト（表） 328
共有回線用のマネージャの設定とアシスタントの割り

当て 351
コーリングサーチスペースとパーティション、設定

のヒント 299
サービスパラメータの設定 302, 342
サポートされているデバイス 288, 336
詳細情報 327
スケーラビリティ 306, 345
制限事項 289, 293, 340
セキュリティ 308, 347
ソフトキー 286, 334
ダイヤルルールの設定 322, 357
データベースアクセスアーキテクチャ、理解 285, 333
電話機、設定のヒント 313, 350
発呼側の正規化 289, 337
プロキシ回線サポートのある 277
プロキシ回線サポートのシステム要件 287
プロキシ回線のあるシステムの設定 295
プロキシ回線サポートのある設定チェックリスト

（表） 278
プロキシ回線の設定ウィザード 296
プロキシ回線用のマネージャの設定とアシスタントの

割り当て 315
マネージャおよびアシスタント管理用のインターフェ

イス 287, 335
マネージャおよびアシスタントの設定 350
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Cisco Unified Communications Manager Assistant (続き)
マネージャおよびアシスタントの電話機の設定 309, 347
マネージャおよびアシスタントへの情報提供 323, 358
マネージャ情報の更新 317, 353
マネージャ情報の削除 317, 352
マネージャ対応のプライマリ回線および着信用イン

ターコム回線の設定 315, 351
マネージャのインターフェイス 285, 334
マネージャの設定 326, 360
マネージャの電話機設定のヒント 310
メッセージ受信インジケータ 292
ルートポイント設定のヒント 301
レポートツール 290, 338

Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant 361, 
362, 363, 364, 365

Cisco Unified Communications Managerと CRSエンジ
ン 365
インストール 365
概要 363
管理 365
コンポーネント 364
設定チェックリスト（表） 362
説明 361, 363

Cisco Unified IP Phone 636
Cisco Extension Mobilityへの登録 636

Cisco Unified IP Phoneサービス 308
Cisco Unified Communications Manager Assistant 308
設定のヒント 308

Cisco Unified Mobile Communicator 449, 454, 455
Cisco Unified Mobility 454, 455
設定チェックリスト（表） 454
設定の詳細 455
説明 454

統合の概要 449
Cisco Unified Mobility 367, 368, 369, 371, 373, 374, 376, 377, 378, 379, 

380, 381, 383, 384, 389, 390, 392, 397, 400, 405, 411, 412, 413, 415, 
416, 422, 424, 430, 431, 439, 441, 442, 447, 449, 450, 451, 452, 454, 
455, 457, 458, 465, 467, 468, 469, 914, 957, 992, 1024

2段階ダイヤリング 378
Cisco Unified Mobile Communicator 449, 454, 467
概要 449
制限事項 467
説明 454

Cisco UnifiedMobility Advantage 449, 450, 451, 452, 454, 455, 
457, 467, 468, 469

Cisco Unified Mobile Communicatorの設定チェック
リスト（表） 454
CiscoUnifiedMobile Communicatorの設定の詳細 455
Dial-via-Officeリバースコールバック 457

Cisco Unified Mobility (続き)
Cisco Unified Mobility Advantage (続き)
概要 449, 451
機能のリスト 452
システム要件 468
制限事項 467
設定 469
設定チェックリスト（表） 450
定義（表） 451

Cisco Unified MobilityManagerからの移行 411
Dial-via-Office転送 458
DTMFでのコール中のエンタープライズ機能のサポー
ト 378
DTMFを介したダイレクトコールパーク 381
IPv6 914
MVAの電話番号の設定 430
SIP URIダイヤル 383
Time-of-Dayアクセス 379, 380
設定チェックリスト（表） 379
説明 379
特記事項 380

アクセスリストの設定 412
アクセスリストの設定項目（表） 413
アクセスリストメンバの詳細の設定項目（表） 415
アンカー遅延 465
インタラクション 397, 957
サポートされるコールの数 397
自動コールピックアップ 397
セッションハンドオフを使用したインテリジェン

トセッション制御 397
ライセンス 397
リスト 397
ローカルルートグループ 397, 957

インタラクションおよび制限事項 397, 467
インテリジェントセッション制御 384
概要 369, 451
関連項目 367, 449
機能のリスト 371
機能の利点 373
携帯電話へのコールの送信 377
システム要件 405
使用例 389, 390, 392, 458, 465

Dial-via-Office転送 458, 465
Dial-via-Officeリバースコールバック 465
DTMFを介したダイレクトコールパーク 392
Time-of-Dayアクセス 390
インテリジェントセッション制御 392
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Cisco Unified Mobility (続き)
使用例 (続き)
モバイルコネクト 389
モバイルボイスアクセス 390
リスト 389, 465

制限事項 400
リスト 400

設定 412
設定チェックリスト（表） 368
説明 367
ソフトキーの設定 447
定義（表） 369, 1024
デスクトップコールピックアップ 376
電話番号とリモート接続先プロファイルの関連付け 422
ハンドオフモビリティ設定 441
設定項目（表） 441

モバイルコネクト 374
モバイルボイスアクセス 377
モバイルボイスアクセスの設定項目（表） 431
モビリティエンタープライズ機能の設定 439
設定項目（表） 439

モビリティプロファイルの設定 442
設定項目（表） 442

利点 373
リモート接続先 422
設定 422

リモート接続先の設定項目（表） 424
リモート接続先プロファイル 416
設定 416

リモート接続先プロファイルの設定項目（表） 416
論理パーティションとのインタラクション 992

Cisco Unified Mobility Advantage 449
統合の概要 449

Cisco Unified MobilityManager 411
Cisco Unified Mobilityへの移行 411

Cisco Unity 914
IPv6 914

Cisco Unity Connection 914
IPv6 914

Cisco WebDialer 914
関連項目：WebDialer
IPv6 914
関連項目：WebDialer

Code Yellow状態 229
CTI 842, 997, 1093, 1258
インターコムの対話 842
セキュア TLS接続 1258
モニタリングと録音のイベント送信（図） 1093

CTI (続き)
モニタリングと録音の要件 1093
論理パーティションとのインタラクション 997

CTIルートポイント 301
Cisco Unified Communications Manager Assistant設定の
ヒント 301

Customer Response Solutions 365
インストール 365

C割り込み 10, 11, 16, 19, 995
PLARのサポート 16
共有会議ブリッジでの割り込みのアクティブ化 19
ソフトキー 10
パーティ参加トーン 11
論理パーティションとのインタラクション 995

D

DCC 1181
有効化 1181

Destination Code Control 1181
有効化 1181

DHCP 906
IPv6 906

Dial-via-Office転送 458
Cisco Unified Mobility 458

Dial-via-Officeリバースコールバック 457
Cisco Unified Mobility 457

DND 549, 550, 551, 552, 553, 554, 555, 556, 557, 558, 560, 562, 563, 566, 
567, 841

SCCPのステータス通知 552
SIPデバイスのステータス通知 551
アーキテクチャの概要 551
インストールとアクティブ化 556
インターコムの使用方法 841
インタラクション 553, 554, 555, 556

MLPPと CER 555
エクステンションモビリティ 556
折り返し 555
パーク復帰 554
ハントリスト 555
ピックアップ 554
ピックアップ通知 555
保留復帰とインターコム 555
リスト 553

エラーのトラブルシューティング（表） 567
機能キー 558
共通の電話プロファイルへの追加 560
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DND (続き)
共有回線で DNDの [呼出音オフ(Ringer Off)]が有効に
なっている場合の高優先順位のコール（図） 563
共有回線で DNDの [呼出音オフ(Ringer Off)]が有効に
なっている場合の通常優先順位のコール（図） 563
サービスパラメータ 557
システム要件 552
使用 562
使用例 563
制限事項 556
設定 557
設定チェックリスト 549
説明 549
ソフトウェア要件 552
ソフトキー 557
着信呼警告の設定 551
デバイスパラメータ（表） 558
トラブルシューティング 566
ハードウェア要件 552
はじめに 550
非共有回線で DNDの [呼出音オフ(Ringer Off)]が有効
になっている場合の通常優先順位のコール（図） 563

DNS 907
IPv6 907

DSCP 1166
コール優先順位へのマッピング 1166

E

EMCC。参照先：クラスタ間のエクステンションモビリ
ティ
External Call Transfer Restrictions 731, 732, 735, 736, 737, 738, 739, 

740
Block Offnet to Offnet Transferサービスパラメータ 738
Call Classificationサービスパラメータ 737
アクティブ化 736
インストール 736
インタラクション 735
外部のユーザへの外部コールの転送（図） 732
外部のユーザへの外部コールの転送をブロック

（図） 732
概要 731, 732
関連項目 731
ゲートウェイ設定 738
コール分類の設定項目（表） 739
サービスパラメータ 737
システム要件 735

External Call Transfer Restrictions (続き)
制限事項 735, 736
設定 737
設定チェックリスト（表） 731
トランク設定 739
ルートパターン設定 740

H

H.323 914
IPv6 914

H.323ゲートウェイ 432, 433, 435
エンタープライズ機能アクセスの設定 432
オプション 432

システムリモートアクセス用の設定 433, 435
ヘアピニングなし 433
ヘアピニングの使用 435

I

IM and Presence 801
概要 801
詳細情報 801

IPMA。参照先： Cisco Unified Communications Manager
Assistant

Cisco
。参照先： Cisco Unified Communications Manager
Assistant

IPv6 67, 70, 84, 705, 897, 898, 900, 904, 906, 907, 908, 909, 910, 912, 913, 
914, 919, 920, 924, 926, 934

Cisco Certificate Authority Proxy Function 914
Cisco Extension Mobility 914
CiscoUnifiedCMの管理ページでの設定項目（表） 926
Cisco Unified Communications Manager Assistant 914
Cisco Unified Communications Managerサーバ 900
Cisco Unified IP Phone 904
Cisco Unified Mobility 914
Cisco Unity 914
Cisco Unity Connection 914
Cisco WebDialer 914
CLIコマンド 920
CTI 900
DHCPv6 906
DNS 907
DSCP 914
H.323デバイス 914
RSVP 914
SDL 914
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IPv6 (続き)
SIP電話機 914
SIPトランク 910
T.38ファクス 914
TFTPサーバ 912
アクティブ化 919
アナンシエータ 914
イーサネット IPv6設定項目（表） 920
インストール 919
インターコム 914
インタラクション 84, 914
エンタープライズパラメータ（表） 924
会議 914
概要 70, 705, 900
関連項目 67, 897
ゲートウェイ 908
コールアドミッション制御 900
コール処理 900
呼詳細レコード 914
サービスパラメータ（表） 924
システム要件 913
制限事項 84, 914
設定チェックリスト（表） 898
デバイスモビリティ 914
転送 914
電話機のWebブラウザ 914
トラブルシューティング 934
ビデオ 914
品質レポートツール（QRT） 914
保留音 914
メディアターミネーションポイント（MTP） 909
モニタリングと録音 914
リアルタイム監視ツール（RTMT）アラート 914

L

LPPolicyManager 971
および論理パーティション 971

LPSessionインフラストラクチャ 977
論理パーティション 977

M

Max List Boxエンタープライズパラメータ 871
コーリングサーチスペース 871

MGCP 1166
MLPP 1166

MLPP 1109, 1111, 1112, 1113, 1117, 1125, 1126, 1127, 1128, 1129, 1130, 
1131, 1154, 1155, 1157, 1159, 1162, 1163, 1164, 1165, 1166, 1168, 
1169, 1170, 1171, 1172, 1176, 1177, 1179, 1180

CDRの録音 1163
DSCPへのマッピング 1166
MGCP 1166
PRI 1166
アクティブ化 1179
アナウンス 1154, 1155
許可されていない優先レベルの使用 1154
許可されていない優先レベルの使用（図） 1154
説明 1154
ビジー状態のステーション 1155
ブロックされた優先権 1155
ブロックされた優先権（図） 1155

インストール 1179
インタラクション 1176
エンタープライズパラメータ 1180
回線機能のインタラクション 1163
階層設定 1162
概要 1111
共有回線 1164
コール待機 1164
コール転送 1164
コールの保存 1165
サービスパラメータ 1163
自動代替ルーティング（AAR） 1165
自動転送 1163
制限事項 1176, 1177
設定チェックリスト（表） 1109
説明 1109
通知 1125
ドメイン 1117
トランク選択 1159
説明 1159
例（図） 1159

番号計画 1157
説明 1157
例（図） 1157

プリエンプション 1117, 1128, 1129, 1130, 1131
User Access Channel Nonpreemptable 1130
共通ネットワークファシリティ 1131
共通ネットワークファシリティの例（図） 1131
受信 1128
詳細 1129
説明 1117
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MLPP (続き)
プリエンプション (続き)
対応 1128
ユーザアクセス 1129
ユーザアクセスの例（図） 1129
リトライタイマー Trrのある共通ネットワーク
ファシリティの例（図） 1131

補足サービス 1168, 1169, 1170, 1171, 1172
概要 1168
コール転送 1170
コールピックアップ 1171
三者通話 1170
自動転送 1169
ハントパイロットとハントリスト 1172
複数アピアランスライン 1168

優先順位 1113, 1125, 1126, 1127
Alternate Party Diversion（APD） 1127
Alternate Party Diversionの例（図） 1127
コールの設定 1126
説明 1113
パターン 1125

優先順位パターン 1157
説明 1157
例（図） 1157

用語 1112
MOH。参照先：保留音（MOH）
MTP 909

IPv6 909
Multilevel Precedence and Preemption 1174, 1175
関連項目：MLPP
サポートされているデバイス 1175
システム要件 1174
関連項目：MLPP

P

perfmonカウンタ 1230
カウンタの説明（表） 1230
使用してMOHサーバを表示する 1230

PIDF-LO 763
例 763

PLAR 16
割り込み、C割り込み、ワンボタン割り込み 16

Privacy on Hold 1, 4, 12, 13, 15, 19, 20
アクティブ化 20
インストールとアクティブ化 19
インタラクションおよび制限事項 15

Privacy on Hold (続き)
関連項目 1
サービスパラメータ 20
システム要件 13
設定 20
設定チェックリスト（表） 4
説明 12

PRIとMLPP 1166

Q

QRT 914, 1251, 1252, 1253, 1254, 1256, 1257, 1258, 1260, 1261, 1263, 1266, 
1267, 1268, 1272, 1273, 1274, 1275, 1276, 1278, 1279, 1286

CEFサービスのアクティブ化 1274
Cisco Extended Functionsサービス 1257
IP Phoneのサポート 1256
IPv6 914
Phone Interface（図） 1261
Phone Interfaceの表示（図） 1260
QRT Viewer 1278
アーキテクチャの概要 1254
アクティブ化 1267
アラームおよびトレース 1275
インストール 1267
インタラクション 1266
音声品質のフィードバック（図） 1261
概要 1251
拡張メニューの選択肢 1261
関連項目 1251
共通デバイス設定でのソフトキーテンプレートの構

成 1272
原因コード（表） 1263
[現在のコールに問題がある]のレポート（図） 1263
コピー後のソフトキーテンプレートの設定ウィンド

ウ 1268
コンポーネント 1253
サービスアビリティ機能 1273
サービスパラメータの設定 1276
[最近、電話機の電源を切って入れ直した]の問題
（図） 1263
最近、電話機の電源を切って入れ直した（表） 1263
システム要件 1256
使用 1260
制限事項 1266
セキュアシグナリング接続 1258
設定 1268
設定チェックリスト（表） 1252
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QRT (続き)
説明 1253
ソフトキー 1268
ソフトキーテンプレートの作成 1268
ソフトキーテンプレートの設定ウィンドウ（図） 1268
ソフトキーレイアウト設定（図） 1268
[直前のコールに問題がある]のレポート（図） 1263
直前のコールに問題がある（表） 1263
電話機へのソフトキーテンプレートの追加 1272
電話の設定（図） 1272
トラブルシューティング 1286
発信できない（図） 1263
発信できない（表） 1263
問題分類（表） 1263
ユーザインターフェイス 1260
ユーザへの情報 1286
レポート 1279
サポートされているカテゴリごとのフィールド 1279
説明 1279

R

Redirectorサーブレット 1314
設定 1314

Ringlist.xmlファイル形式 486
RSVP 914

IPv6 914

S

SAF 67
SCCP 552

DNDのステータス通知 552
SIP 383, 551, 1046, 1104

Cisco Unified Mobilityを使用した URIダイヤル 383
DNDステータス通知 551
SIPトランクデバイスとしてのレコーダ 1046
トランク 1104
レコーダをポイントするための作成（図） 1104

SIPトランク 762, 910, 978, 980
IPv6 910
ロケーション伝達 762
論理パーティションと位置情報伝達とのインタラク

ション 978
論理パーティションとのインタラクション 980
論理パーティションの設定要件 980

SRST 841
インターコムの使用方法 841

T

T.38ファクス 914
IPv6 914

TEHO 951
ローカルルートグループ 951

TFTP 912
IPv6 912

Time-of-Dayアクセス 379, 380
Cisco Unified Mobility 379, 380
設定チェックリスト（表） 379
説明 379
特記事項 380

TLS 1258
CTIへのセキュアな接続 1258

Trrリトライタイマープリエンプションの例（図） 1131

U

URI 383
Cisco Unified Mobilityを使用したダイヤル 383

W

WebDialer 1303, 1304, 1305, 1306, 1307, 1308, 1309, 1312, 1313, 1314, 
1315, 1316, 1317

Microsoft Internet Explorerでのロケール設定（図） 1313
Redirectorサーブレットの設定 1314
アクティブ化 1308
アプリケーションダイヤルルールの設定 1314
インストール 1308
インタラクション 1307
インタラクションおよび制限事項 1307
概要 1303, 1304
関連項目 1303
言語の設定 1313
サービスパラメータ 1309
サーブレット 1305, 1308

Redirector 1305
WebDialer 1305, 1308

システム要件 1306
冗長性 1306
制限事項 1307
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WebDialer (続き)
セキュアな TLS接続 1312
設定 1308
設定チェックリスト（表） 1303
トレースの設定 1317
パーティションのサポート 1314
標準Cisco Unified CommunicationsManagerエンドユー
ザグループへのユーザの追加 1315
プロキシユーザの作成 1315, 1316

あ

アクセス 204
パーティションによる制限 204

アクセス制御 1157
MLPP番号計画 1157
説明 1157
例（図） 1157

優先順位パターン 1157
説明 1157
例（図） 1157

アクセスリスト 412, 413, 415
設定 412
設定項目（表） 413
メンバの詳細の設定項目（表） 415

アドホック会議 986
論理パーティションとのインタラクション 986

アナウンス 1154, 1155
MLPP 1154
許可されていない優先レベルの使用 1154
許可されていない優先レベルの使用（図） 1154
ビジー状態のステーション 1155
ブロックされた優先権 1155
ブロックされた優先権（図） 1155

アナンシエータ 914
IPv6 914

アプリケーションダイヤルルール 1314
WebDialer用の設定 1314

アプリケーションユーザ 1312
WebDialer用の設定 1312

アラート 204
コールピックアップ 204

アンカー遅延 465
Cisco Unified Mobility 465

い

位置情報 741, 742, 745, 747, 748, 749, 750, 751, 752, 762, 763, 966, 968, 
979

SIPトランクでのロケーション伝達を使用したエラー
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ト 245
Cisco Unity Connectionのサポート 246, 247
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アクティブ化 250
インストール 250
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関連項目 233
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コール転送 245
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発呼側の正規化 (続き)
設定 250
設定チェックリスト 233
デバイスモビリティのサポート 247
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発呼側トランスフォーメーション CSS 274
発呼側番号タイプ 252
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アクティブ化 250
インストール 250
インタラクション 244
エンドユーザへの情報 276
関連項目 233
グローバル番号のローカル番号へのマップ 242
ゲートウェイサポート 238
呼詳細レコードのサポート 245, 246
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システム要件 244
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設定 250
設定チェックリスト 233
説明 237
デバイスモビリティのサポート 247
転送 244
電話機のサポート 244
発呼側番号タイプ 252
例 237

発信側番号のローカライズ 233, 240, 242, 244, 245, 246, 247, 249, 
250, 274, 276

BATのサポート 245
CARのサポート 246
Cisco Extension Mobilityのサポート 247
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ト 245
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アクティブ化 250

発信側番号のローカライズ (続き)
インストール 250
インタラクション 244
エンドユーザへの情報 276
関連項目 233
グローバル番号のローカル番号へのマップ 242
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システム要件 244
自動転送 245
制限事項 249
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電話機のサポート 244
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例 240

パラメータ 1017
CDR 1017
サービス 1017

番号計画 1157
MLPPアクセス制御 1157
MLPP（図） 1157

ハントパイロット 996
論理パーティションとのインタラクション 996

ひ

ビジーランプフィールドコールピックアップ 188, 198, 
199

設定チェックリスト（表） 188
説明 198
例 199

ビデオ 914
IPv6 914

ビルトイン会議ブリッジ 19
割り込み 19

ビルトインブリッジ。参照先： BIB
品質レポートツール（QRT）。参照先： QRT

ふ

ファイアウォールと片方向メディア（図） 1091
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検索 537
削除 540
設定 538
設定項目（表） 539
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インストールとアクティブ化 19
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概要 1
関連項目 1
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共通ネットワークファシリティの例（図） 1131
受信 1128
詳細 1129
説明 1117
対応 1128
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グループ 41, 43
設定項目（表） 41
適用 43

設定チェックリスト（表） 23
プレゼンスグループとプレゼンス認証のヒント 44
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WebDialer用の作成 1315, 1316

ブロックコール率 1181
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ブロックされたコール 1181
DCC 1181
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ボイスメール 135
コール表示の制限とのインタラクション 135

補足サービス 1168, 1169, 1170, 1171, 1172
概要 1168
コール転送 1170
コールピックアップ 1171
三者通話 1170
自動転送 1169
ハントパイロットとハントリスト 1172
複数アピアランスライン 1168

ホットライン 785, 787, 788, 790, 791, 792, 795
Cisco Unified CMの管理での設定項目（表） 795
アクティブ化 791
インストール 791
エンタープライズパラメータ（表） 792
概要 787
コールと受信の設定項目 787
コールのスクリーニング 788

CSSおよびパーティションの使用 788
発呼側番号ルーティングの使用 788

サービスパラメータ（表） 792
サポートされているデバイス 790
システム要件 790
設定チェックリスト（表） 785

ポリシー 969, 973, 976, 977, 1001, 1002, 1003, 1004
さまざまなポリシー設定（表） 973
チェック 977
論理パーティション 977

マッチング 976
論理パーティション 969, 1001, 1002, 1003, 1004
検索 1001
設定 1002
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ポリシー (続き)
論理パーティションの設定 1001

ポリシー検索アルゴリズム 973
論理パーティション 973
説明 973
テーブルの例 973

ポリシーツリー 971
論理パーティション 971
論理パーティション（図） 971

保留音 914
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保留音（MOH） 1183, 1185, 1186, 1187, 1188, 1190, 1194, 1195, 1196, 
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設定 1217
設定項目（表） 1218
説明 1217

サーバ 1190, 1194, 1220, 1221, 1222, 1230
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管理性 1190
検索 1220
冗長性 1190
スケーラビリティ 1190
設定 1220, 1221
設定の同期化 1222
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説明 1194
データベース要件 1190
特徴 1190
リセット 1222

サーバの設定項目（表） 1222
サポートされる機能 1190
設定チェックリスト（表） 1183
説明 1183, 1185
定義 1186
データベースのスケーラビリティ 1190
転送保留の例 1190
特徴 1187
トピックのリスト 1183
パフォーマンスの監視 1185, 1231
概要（表） 1185
サービスステート 1231

フェールオーバーとフォールバック 1209
ユーザ保留の例 1190
要件と制限 1207

保留復帰 767, 768, 769, 770, 771, 772, 774, 775, 776, 777, 778, 779, 780, 
781, 783

アラート動作（表） 769
インストール 778
インタラクション 776

CTIアプリケーション 776
MLPP 776
コールパーク 776
保留音 776
リスト 776

概要 767, 768
コールのフォーカス動作 770
コールのフォーカス優先度 779
コールのフォーカス優先度の設定 780
コール復帰タイマーの設定 781
サポートされているデバイス 775
システム要件 774
詳細情報 767
制限事項 777
設定 778
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設定のヒント 779
説明 769
タイマー 778
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保留復帰 (続き)
復帰コールの取得 771
ユーザへの情報提供 783
例 769, 772

ま

マルチキャスト 1184, 1196
MOHのオーディオソース 1196
設定チェックリスト（表） 1184
説明 1196
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ミートミー会議 987
論理パーティションとのインタラクション 987

め

迷惑呼 ID 1011, 1012, 1013, 1014, 1015, 1016, 1017, 1018, 1019, 1020, 
1021, 1022

MCID機能の削除 1020
アラームの設定 1017
インストール 1016
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アラーム 1015
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システム要件 1013
使用 1013
制限事項 1016
設定チェックリスト（表） 1011
説明 1012
ソフトキーテンプレートの追加 1018, 1020
トラブルシューティング 1022
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1039, 1040, 1041, 1042, 1088, 1089, 1090, 1091, 1092, 1093, 1094, 
1095, 1098, 1099, 1100, 1101, 1107

BIB 1092
CTIイベント送信（図） 1093
CTIおよび JTAPI/TSPアプリケーションとのインタラ
クション 1095
CTI要件 1093
IPv6 914
アーキテクチャ（図） 1034
アプリケーションのユーザの追加（図） 1099
インタラクションのリスト 1094
エージェントがスーパーバイザと会議を行う場合

（図） 1041
エージェントコール 1040
エージェントの IP Phoneからのストリーミング
（図） 1034
エージェントはモニタリングコールを制御できない

（図） 1038
会議中のエージェント（図） 1040
概要 1032, 1035
片方向メディア 1091
片方向メディア（図） 1091
可能にするために IP Phoneの BIBをオンにする
（図） 1098
関連項目 1031
グループへのユーザの追加（図） 1099
コーリングサーチスペースの設定（図） 1101
コール情報 1092
コール特性 1089
コールのコーデック（図） 1090
コールの保存 1092
サービスパラメータ 1107
再生トーンの動作 1089
サポートされているデバイス 14, 534, 553, 1035
システム要件 1093
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合（図） 1042
スーパーバイザがモニタリングコールを転送する場合

（図） 1038
制限事項 1095
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セキュリティ 1095
リスト 1095

セッション（図） 1036
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モニタリング (続き)
セッションフロー（図） 1035
設定 1098
設定チェックリスト（表） 1032
説明 1031
他の機能との相互作用 1095
通知トーン 1089
トーンの設定（図） 1100
ハードウェア要件 1094
ファイアウォール（図） 1091
複数のセッション（図） 1039
用語 1032
録音との同時実行（図） 1088

モニタリングと録音の通知トーン 1089
モバイルコネクト 367, 369, 397, 449, 467

MLPP 397, 467
概要 369
関連項目 367, 449
機能のインタラクション 397, 467
制限事項 397, 467

モバイルボイスアクセス 367, 369, 430, 431, 449, 451
概要 369, 451
関連項目 367, 449
設定項目（表） 431
電話番号 430
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ユーザ保留 1190
MOHの例 1190

優先権 1155
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ブロックされた（図） 1155

優先順位 1113, 1125, 1126, 1127, 1155, 1157, 1163
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説明 1127
例（図） 1127
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コールの設定 1126
説明 1113
パターン 1125, 1157
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アクセス制御 1157
セットアップ 1125

優先順位 (続き)
ビジー状態のステーション 1155

優先レベル 1154
許可されていない 1154
許可されていない（図） 1154
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MOHのオーディオソース 1196
説明 1196
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要件 57, 405, 468, 533, 615, 774
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Cisco Unified Mobility 405, 468
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折り返し 57
デバイスモビリティ 533
保留復帰 774
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概要 935
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ステータス通知 938
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り

リトライタイマー Trrの例（図） 1131
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リモート再開 995
論理パーティションとのインタラクション 995

リモート接続先 384, 422, 424
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設定 422
設定項目（表） 424
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設定 416
設定項目（表） 416
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ルーティング 948
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論理パーティション 959, 961, 963, 965, 966, 967, 968, 969, 971, 973, 
976, 977, 978, 979, 980, 981, 982, 983, 986, 987, 988, 990, 991, 992, 
994, 995, 996, 997, 998, 1001, 1002, 1003, 1004, 1009, 1010

LPPolicyManager 971
LPSessionインフラストラクチャ 977
SIPおよびクラスタ間トランクをまたぐ位置情報伝達
とのインタラクション 978
SIPトランクまたはクラスタ間トランクの設定要件 980
TRAI規制 963, 965
これまでの経緯 965
適用性 963

アーキテクチャの概要 965
アップグレードの設定 1009
位置情報および位置情報フィルタの使用 966
位置情報識別子 968
使用 968

位置情報の設定 1001
位置情報フィルタの設定 1001
インタラクション 981, 982, 983, 986, 987, 988, 990, 991, 992, 

994, 995, 996, 997
Cisco Extension Mobility 991
Cisco Unified Mobility 992
CTI処理 997
アドホック会議、参加、回線をまたいで参加 986
共有回線 994
コール転送 983
コールパークとダイレクトコールパーク 990
コールピックアップ 988
自動転送 982
ハントパイロット 996
ミートミー会議 987
リスト 981
ルートリスト 996
割り込み、C割り込み、リモート再開 995

エンタープライズパラメータ 968
概要 961
関連項目 959

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
IN-23

索引



論理パーティション (続き)
基本コールの処理 977
共有回線およびルートリストでの位置情報の使用方

法 967
許可ポリシーおよび拒否ポリシー 961
拒否処理 976
コール中に位置情報が変更された場合の機能インタラ

クション 979
識別子 961
システム要件 981
取得した位置情報の処理 979
制限事項 998
設定 1001
設定チェックリスト（表） 959
説明 959
ダイナミック SIPトランクとの相互対話 980
デバイスタイプおよび関連付けられている Cisco
Unified CMデバイス（表） 961
トラブルシューティング 1010
ポリシー 969, 1001, 1002, 1003, 1004
検索 1001
設定 1002
設定項目（表） 1004
説明 969
例 969
レコードの削除 1003

ポリシー検索アルゴリズム 973
説明 973
テーブルの例 973

ポリシーチェック 977

論理パーティション (続き)
ポリシーツリー 971
説明 971
例（図） 971

ポリシーの設定 1001
ポリシーマッチング 976

わ

割り込み 1, 2, 3, 6, 9, 11, 13, 15, 16, 19, 20, 841, 995
PLARのサポート 16
インストールとアクティブ化 19
インターコムの使用方法 841
インタラクションおよび制限事項 15
概要 1
関連項目 1
サービスパラメータ 20
システム要件 13
設定 20
設定チェックリスト（表） 2, 3
説明 6
ソフトキー 9
パーティ参加トーン 11
ビルトイン会議ブリッジでの割り込みのアクティブ

化 19
ビルトイン会議ブリッジと共有会議ブリッジの違いの

表 6
論理パーティションとのインタラクション 995

ワンボタン割込み 11, 16
PLARのサポート 16
パーティ参加トーン 11

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
IN-24

索引


	Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド リリース 9.1(1)
	目次
	はじめに
	目的
	対象読者
	概要
	関連資料
	表記法
	追加情報
	暗号機能

	割り込みとプライバシー
	割り込みの設定
	C 割り込みの設定
	プライバシーと Privacy on Hold の設定
	割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold
	割り込み
	ワンボタン割り込み/C 割り込み
	組み込み会議
	共有会議
	電話機表示メッセージ
	パーティ参加トーン

	プライバシー
	Privacy on Hold

	割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold のシステム要件
	デバイスのレポート サポート
	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	割込みと C 割込
	割り込みとコール パーク
	割り込みと参加
	PLAR の設定

	制限事項

	割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold のインストールとアクティブ化
	割り込みのアクティブ化
	C 割り込みのアクティブ化
	プライバシーのアクティブ化
	Privacy on Hold のアクティブ化

	割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold の設定
	割り込み、プライバシー、および Privacy on Hold 用のサービス パラメータ


	BLF プレゼンス
	BLF プレゼンスの設定
	BLF プレゼンス機能
	電話機とトランクを使用した BLF プレゼンス
	ルート リストを使用した BLF プレゼンス
	BLF プレゼンス グループ
	BLF プレゼンス認証
	SUBSCRIBE コーリングサーチスペース
	エクステンション モビリティを使用した BLF プレゼンス
	システム要件
	インタラクションおよび制限事項
	プレゼンスの設定
	プレゼンス サービス パラメータとエンタープライズ パラメータの設定
	SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースの設定と適用
	BLF プレゼンス グループの検索
	BLF プレゼンス グループの設定
	BLF プレゼンス グループの設定
	BLF プレゼンス グループの削除
	BLF プレゼンス グループの適用
	BLF プレゼンス グループとプレゼンス認証のヒント
	カスタマイズされた電話ボタン テンプレートでの BLF/スピード ダイヤル ボタンの設定
	BLF/スピード ダイヤル ボタンの設定
	BLF/スピード ダイヤルの設定項目


	折り返し
	折り返しの設定
	折り返し機能
	折り返しの例
	Suspend/Resume 機能
	折り返しのシステム要件
	インタラクションおよび制限事項
	SIP を実行する電話機を使用した折り返し通知
	自動転送機能、即時転送機能、およびボイスメール システム機能とのインタラクション
	折返しと QSIG ICT および Nortel ECMA PBX 経由の不在転送

	折り返しのインストールとアクティブ化
	折返しソフトキーの設定
	ソフトキー テンプレートの作成
	ソフトキー テンプレートの設定
	ソフトキー テンプレートの追加

	折り返しボタンの設定
	電話ボタン テンプレートの作成
	電話ボタン テンプレートの追加
	折り返しのサービス パラメータの設定

	ユーザに対する折り返し情報の提供
	折り返しのトラブルシューティング

	コール制御ディスカバリ
	コール制御ディスカバリの設定
	コール制御ディスカバリ機能
	コール制御ディスカバリの概要
	コール制御ディスカバリのコンポーネント
	コール制御ディスカバリの用語
	アドバタイジング サービス
	アドバタイジング サービスと SAF 対応トランク
	アドバタイジング サービスとホステッド DN パターン

	要求サービス
	学習パターンと要求サービス
	要求サービスと SAF 対応トランク
	ネットワーク取り消しのサポート

	SAF フォワーダ


	コール制御ディスカバリのシステム要件
	インタラクションおよび制限事項
	自律システム
	BLF 登録
	一括管理ツール
	呼詳細レコード
	着信の着呼側設定
	Cisco Unified サービスアビリティ
	Dialed Number Analyzer
	ダイジェスト認証
	QSIG
	リアルタイム監視ツール
	SAF ネットワークの問題

	コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化
	SAF フォワーダ
	ホステッド DN パターンとグループ
	アドバタイズ サービスおよび要求サービス
	SAF 対応トランク
	その他の考慮事項

	コール制御ディスカバリの機能パラメータ
	SAF セキュリティ プロファイルの設定項目
	SAF フォワーダの設定
	ホステッド DN グループの設定
	ホステッド DN パターンの設定
	アドバタイジング サービスの設定
	コール制御ディスカバリのパーティションの設定
	要求サービスの設定
	ブロックされた学習パターンの設定
	コール制御ディスカバリの設定レコード
	コール制御ディスカバリの設定
	SAF 対応トランクの設定
	ホステッド DN グループ内のホステッド DN パターンの識別
	コール制御ディスカバリの設定レコードの削除

	ユーザへの情報提供
	コール制御ディスカバリのトラブルシューティング

	コール表示の制限
	コール表示の制限の設定
	コール表示の制限機能
	コール表示の制限機能の概要
	コール表示の制限の有効化

	コール表示の制限のシステム要件
	コール表示の制限の例
	インタラクション
	コール パーク
	会議リスト
	会議とボイスメール
	エクステンション モビリティ

	コール表示の制限の設定
	トランスレーション パターンのパラメータ設定
	電話機の設定
	コール表示の制限の設定チェックリストの例
	パーティション
	コーリング サーチ スペース
	デバイスとゲートウェイ
	トランスレーション パターン
	コール パーク

	コール フローの例

	接続先番号の表示制限に関するサービス パラメータの設定

	コール パークとダイレクト コール パーク
	コール パークの設定
	ダイレクト コール パークの設定
	コール パーク機能
	コール パーク機能の使用
	クラスタ間でのコール パークの使用

	クラスタ全体でのコール パーク
	クラスタ全体のコール パークおよびソフトキー
	クラスタ全体のコール パークの動作
	クラスタ全体でのコール パークの有効化

	コール パークのシステム要件
	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	CTI アプリケーション
	保留音
	ルート プラン レポート
	コーリング サーチ スペースとパーティション
	即時転送
	割り込み
	ダイレクト コール パーク
	Q.SIG クラスタ間トランク

	制限事項

	コール パークのインストールとアクティブ化
	コール パークの設定
	コール パークのサービス パラメータの設定
	コール パーク番号の検索
	コール パーク番号の設定
	コール パークの設定
	コール パーク番号の削除

	パーク モニタリング（Cisco Unified IP Phone 8961、9951、および 9971）
	パーク モニタリングのサービス パラメータの設定
	[電話番号の設定(Directory Number Configuration)] ウィンドウでのパーク モニタリング パラメータの設定
	[ハント パイロットの設定(Hunt Pilot Configuration)] ウィンドウでのパーク モニタリング パラメータの設定

	ダイレクト コール パーク機能
	コール取得の例
	コールが取得されない例

	ダイレクト コール パークのシステム要件
	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	保留音
	ルート プラン レポート
	コーリング サーチ スペースとパーティション
	即時転送
	割り込み
	コール パーク

	制限事項

	ダイレクト コール パークのインストールとアクティブ化
	ダイレクト コール パークの設定
	ダイレクト コール パークのサービス パラメータの設定
	ダイレクト コール パーク番号の検索
	ダイレクト コール パーク番号の設定
	ダイレクト コール パークの設定
	BLF/ダイレクト コール パーク ボタンの設定
	BLF/ダイレクト コール パークの設定項目
	ダイレクト コール パークとその影響を受けるデバイスの同期
	ダイレクト コール パーク番号の削除

	処理されたダイレクト コール パーク（Cisco Unified IP Phone（SIP））

	コール ピックアップ
	コール ピックアップおよびグループ コール ピックアップの設定
	他グループ コール ピックアップの設定
	ダイレクト コール ピックアップの設定
	BLF コール ピックアップの設定
	コール ピックアップ機能
	コール ピックアップ
	グループ コール ピックアップ
	他グループ コール ピックアップ
	ダイレクト コール ピックアップ
	ダイレクト コール ピックアップの例

	ビジー ランプ フィールド コール ピックアップ
	BLF コール ピックアップの例

	自動コール ピックアップ
	応答なし時のコール ピックアップ
	話し中のコール ピックアップ
	帯域幅不足時のコール ピックアップ

	ハント リストでのコール ピックアップ機能の使用
	パーティションとのコール ピックアップ機能の連携
	コール ピックアップ通知
	コール ピックアップのシステム要件

	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	ルート プラン レポート
	コーリング サーチ スペースとパーティション
	時刻
	コール アカウンティング
	依存関係レコード

	制限事項

	コール ピックアップのインストールとアクティブ化
	コール ピックアップ機能の設定
	コール ピックアップのサービス パラメータの設定

	複数のコール ピックアップ グループの設定
	コール ピックアップ グループの検索
	コール ピックアップ グループの設定
	コール ピックアップ グループの設定項目
	コール ピックアップ グループの削除
	他グループ コール ピックアップのピックアップ グループの定義
	電話番号へのコール ピックアップ グループの割り当て
	ハント パイロットへのコール ピックアップ グループの割り当て


	コール キューイング
	コール キューイングの設定
	コール キューイングの考慮事項
	コール キューイングの操作
	コール キューイングのシステム要件
	コール キューイングの連携動作と制限事項
	コール キューイングのトラブルシューティング

	コール スロットリングおよび Code Yellow 状態
	コール スロットリング機能
	コール スロットリングのトラブルシューティング

	発呼側の正規化
	発呼側正規化の設定
	発呼側の正規化機能
	発信側番号のグローバル化
	発信側番号のグローバル化
	発信側番号グローバル化の設定ウィンドウ

	発信側番号のローカライズ
	グローバル発信側番号を対応するローカル番号へマッピングする

	システム要件
	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	転送されたコールの発信側番号のグローバル化およびローカライズ
	ゲートウェイを経由するオンネットの転送されたコールに対する発呼側の正規化
	着信ゲートウェイを経由する転送されたコールに対する発呼側の正規化

	自動転送されたコールの発信側番号のグローバル化およびローカライズ
	一括管理ツール
	呼詳細レコード
	CUCM Assistant
	CUCM CDR Analysis and Reporting
	Cisco Unity および Cisco Unity Connection
	Cisco Unity Connection
	Cisco Extension Mobility
	デバイス モビリティ

	制限事項

	インストールと発呼側正規化のアクティブ化
	発呼側正規化の設定
	発呼側正規化のサービス パラメータの設定
	クラスタ全体のパラメータ（デバイス：PRI および MGCP ゲートウェイ）
	クラスタ全体のパラメータ（デバイス：H323）

	発呼側番号タイプの設定
	着信の発呼側設定
	プレフィックス フィールドの考慮事項
	削除桁数の考慮事項
	着信発呼者の番号の設定

	発呼側トランスフォーメーション コーリング サーチ スペース（CSS）の適用

	ユーザへの情報提供

	プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant
	プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定
	Cisco Unified Communications Manager Assistant の機能
	Cisco Unified Communications Manager Assistant の概要
	Cisco IP Manager Assistant サービス
	アシスタント コンソール インターフェイス
	Cisco Unified IP Phone のインターフェイス

	Cisco Unified Communications Manager Assistant のデータベース アクセス アーキテクチャ
	マネージャのインターフェイス
	アシスタントのインターフェイス
	ソフトキー
	Cisco Unified Communications Manager Assistant の管理インターフェイス

	プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant のシステム要件
	Cisco Unified Communications Manager Assistant のデバイス サポート状況の確認

	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	一括管理ツール
	発呼側の正規化
	エクステンション モビリティ
	インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）
	レポート ツール
	CDR Analysis and Reporting
	IPMA_ChangeLog

	Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）
	Time-of-Day ルーティング
	メッセージ受信インジケータ
	インターコム

	制限事項

	Cisco Unified Communications Manager Assistant のインストールとアクティブ化
	プロキシ回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定
	プロキシ回線サポートのあるシステムの設定
	Cisco Unified Communications Manager Assistant の設定
	コーリング サーチ スペースとパーティション
	Cisco Unified Communications Manager Assistant CTI ルート ポイント

	Cisco Unified Communications Manager Assistant のサービス パラメータの設定
	Cisco Unified Communications Manager Assistant のスケーラビリティのために複数サーバを設定する
	セキュリティに関する考慮事項
	Cisco IP Manager Assistant サービスの開始
	Cisco Unified IP Phone Service の設定
	マネージャおよびアシスタントの電話機の設定
	マネージャの電話機
	アシスタントの電話機
	マネージャでもアシスタントでもない電話機

	マネージャおよびアシスタントの設定
	プロキシ回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て
	IPMA サービスの再起動

	Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報のマネージャからの削除
	Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定の更新
	プロキシ着信インターコムとプライマリ回線の設定
	Cisco Unified Communications Manager Assistant 情報の削除
	Cisco Unified Communications Manager Assistant 設定の更新

	ダイヤル ルールの設定

	Cisco Unified Communications Manager Assistant のマネージャおよびアシスタントへの情報の提供
	Assistant Console プラグインのインストール
	Assistant Console ダイアログ オプション
	マネージャの設定


	共有回線サポートのある Cisco Unified Communications Manager Assistant
	共有回線サポートのある CUCM Assistant の設定
	CUCM Assistant 機能
	CUCM Assistant の概要
	Cisco IP Manager Assistant サービス
	アシスタント コンソール インターフェイス
	Cisco Unified IP Phone のインターフェイス

	CUCM Assistant データベース アクセス アーキテクチャ
	マネージャのインターフェイス
	アシスタントのインターフェイス
	ソフトキー
	CUCM Assistant の管理インターフェイス

	共有回線サポートのある CUCM Assistant のシステム要件
	CUCM Assistant のデバイス サポートの判別

	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	一括管理ツール
	発呼側の正規化
	エクステンション モビリティ
	インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）
	レポート ツール
	Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）
	インターコム

	制限事項

	CUCM Assistant のインストールとアクティブ化
	共有回線サポートのある CUCM Assistant の設定
	CUCM Assistant のサービス パラメータの設定
	CUCM Assistant のスケーラビリティのために複数サーバを設定する
	セキュリティに関する考慮事項
	Cisco IP Manager Assistant サービスの開始
	マネージャおよびアシスタントの電話機の設定
	マネージャの電話機
	アシスタントの電話機
	マネージャでもアシスタントでもない電話機

	マネージャおよびアシスタントの設定
	共有回線モード用のマネージャの設定とアシスタントの割り当て
	マネージャの CUCM Assistant 情報の削除
	マネージャの CUCM Assistant 設定の更新
	共有回線と着信インターコム回線の設定
	CUCM Assistant 情報の削除
	CUCM Assistant 設定の更新

	ダイヤル ルールの設定

	CUCM Assistant のマネージャおよびアシスタントへの情報提供
	Assistant Console プラグインのインストール
	Assistant Console ダイアログ オプション
	マネージャの設定


	Cisco Unified Communications Manager Auto-Attendant
	CUCM Auto-Attendant の設定
	CUCM Auto-Attendant 機能
	CUCM Auto-Attendant の概要
	CUCM Auto-Attendant のコンポーネント

	CUCM Auto-Attendant のシステム要件
	CUCM Auto-Attendant のインストール
	CUCM Auto-Attendant および Cisco CRS エンジンの設定
	CUCM Auto-Attendant の管理

	Cisco Unified Mobility
	Cisco Unified Mobility の設定
	Cisco Unified Mobility 機能
	用語
	Cisco Unified Mobility 機能のリスト
	Cisco Unified Mobility 機能の利点
	モバイル コネクト
	デスクトップ コール ピックアップ
	携帯電話へのコールの送信
	モバイル ボイス アクセス
	コール中のエンタープライズ機能アクセスのサポート
	2 段階ダイヤリング
	Time-of-Day アクセス
	Time-of-Day アクセスの設定
	Time-of-Day アクセスに関する追加情報

	DTMF を介したダイレクト コール パーク
	SIP URI ダイヤル
	インテリジェント セッション制御
	セッション ハンドオフ
	QoE を使用した次世代のモバイル クライアント
	Cisco Unified Mobility 機能の使用例
	モバイル コネクトの使用例
	モバイル ボイス アクセスの使用例
	Time-of-Day アクセスの使用例
	DTMF を介したダイレクト コール パークの使用例
	インテリジェント セッション制御の使用例
	セッション ハンドオフの使用例


	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	制限事項

	システム要件
	VoLTE IMS モバイル デバイス向け HCS 補足サービス
	HCS 非通知着信拒否 ISC トランク
	Cisco Unified Mobility Manager からの移行
	Cisco Unified Mobility の設定
	アクセス リストの設定と削除
	アクセス リストの設定
	アクセス リストの設定項目
	アクセス リスト メンバの詳細の設定項目

	リモート接続先プロファイルの設定
	リモート接続先プロファイルの設定と削除
	リモート接続先プロファイルの設定項目
	電話番号とリモート接続先プロファイルの関連付け

	リモート接続先の設定と削除
	リモート接続先の設定項目

	スマート クライアントを使用しない SIP トランク経由の FMC
	モバイル ボイス アクセスの電話番号の設定
	モバイル ボイス アクセスの設定

	エンタープライズ機能アクセス用のゲートウェイの設定
	H.323 または SIP ゲートウェイの設定
	システム リモート アクセス用の H.323 ゲートウェイの設定

	エンタープライズ機能アクセス 2 段階ダイヤリングの設定
	モビリティ エンタープライズ機能の設定
	モビリティ エンタープライズ機能の設定
	モビリティ エンタープライズ機能の設定項目

	ハンドオフ モビリティ設定
	ハンドオフ モビリティ設定
	ハンドオフ モビリティの設定項目

	モビリティ プロファイルの設定
	モビリティ プロファイルの設定
	モビリティ プロファイルの設定項目

	ハンドオフのトール バイパス最適化
	オフィスを介したハンドオフ ダイヤルのトール バイパス最適化 - 転送（DVO-F）
	オフィスを介したハンドオフ ダイヤルのトール バイパス最適化 - リバース（DVO-R）

	モビリティの統合アプリケーションのダイヤル ルール設定
	モビリティ ソフトキーの設定


	Cisco Unified Mobility Advantage と Cisco Unified Mobile Communicator の統合
	Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の設定
	Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage
	用語
	Cisco Unified Mobility Advantage 対応の Cisco Unified Mobility 機能のリスト
	Cisco Unified Mobile Communicator
	Cisco Unified Mobile Communicator の設定
	Cisco Unified Mobile Communicator の設定の詳細

	Dial-via-Office リバース
	Dial-via-Office 転送設定
	Dial-via-Office Forward Service Access Number
	EFA DN および DVO-F サービス アクセス番号のグローバル化サポート
	Dial-via-Office 転送コールの特徴

	確認済み応答と DVO VM の検出
	セッション再開
	Cisco Unified Mobility 機能の使用例
	Dial-via-Office リバースの使用例
	Dial-via-Office 転送の使用例
	セッション再開の使用例


	インタラクションおよび制限事項
	制限事項

	システム要件
	Cisco Unified Mobility と Cisco Unified Mobility Advantage の設定

	クライアント識別コードと強制承認コード
	クライアント識別コードと強制承認コードの設定
	クライアント識別コード
	強制承認コード
	インタラクションおよび制限事項
	Cisco 一括管理ツールの使用方法
	CDR Analysis and Reporting の使用方法
	CTI、JTAPI、および TAPI アプリケーションでの FAC/CMC の使用方法

	システム要件
	CMC および FAC のインストール
	クライアント識別コードの設定
	CMC の設定
	クライアント識別コードの有効化

	強制承認コードの設定
	FAC の設定
	FAC の設定項目
	強制承認コードの有効化

	ユーザへの情報提供

	カスタム電話呼び出し音
	カスタム電話呼び出し音の概要
	設定ファイルのカスタマイズと変更
	Ringlist.xml ファイル形式の要件
	カスタム呼び出し音タイプ用の PCM ファイルの要件
	カスタム電話呼び出し音の設定

	CTI リモート デバイスの設定
	Client Services Framework の設定
	デバイス モビリティ
	デバイス モビリティの設定
	デバイス モビリティの機能
	デバイス モビリティの概要
	デバイス モビリティの動作の概要
	デバイス モビリティ グループの動作の概要
	ネットワークの考慮事項

	インタラクションおよび制限事項
	システム要件
	デバイス モビリティのデバイス サポート状況の確認

	デバイス モビリティのインストール
	デバイス モビリティの設定
	デバイス モビリティの設定のヒント
	デバイス モビリティの有効化
	物理ロケーションの検索
	物理ロケーションの設定
	物理ロケーションの設定項目
	物理ロケーションの削除
	デバイス モビリティ グループの検索
	デバイス モビリティ グループの設定
	デバイス モビリティ グループの設定項目
	デバイス モビリティ グループの削除
	デバイス モビリティ情報の検索
	デバイス モビリティ情報の設定
	デバイス モビリティ情報の設定項目
	デバイス モビリティ情報の削除
	デバイス モビリティ用のデバイス プールの設定

	ローミング用デバイス プール パラメータの表示

	サイレント
	サイレントの設定
	サイレント機能
	呼警告の設定

	サイレントのアーキテクチャ
	SIP デバイスの DND ステータス通知
	SCCP デバイスの DND ステータス通知

	サイレントのシステム要件
	ソフトウェア要件
	ハードウェア要件
	サイレントのデバイス サポート状況の確認

	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	不在転送
	パーク復帰
	ピックアップ
	保留復帰とインターコム
	MLPP と CER
	折り返し
	ピックアップ通知
	ハント リスト
	エクステンション モビリティ

	制限事項

	サイレントのインストールとアクティブ化
	サイレントの設定
	サイレントのサービス パラメータの設定
	DND ソフトキーの設定
	DND ボタンの設定
	DND に関するデバイス パラメータの設定
	共通の電話プロファイルへの DND の追加

	サイレントの使用方法
	サイレント機能の使用方法
	サイレントの使用例
	DND の呼び出し音オフ オプション
	DND のコール拒否オプション


	サイレントのトラブルシューティング
	DND トラブルシューティング
	SIP を実行している電話機のトラブルシューティング
	SCCP を実行している電話機のトラブルシューティング
	DND エラーのトラブルシューティング


	拡張ロケーション コール アドミッション制御
	拡張ロケーション コール アドミッション制御の設定
	拡張ロケーション コール アドミッション制御機能
	拡張ロケーション コール アドミッション制御のアーキテクチャ
	ロケーション帯域幅サービス パラメータ
	シャドウ システム ロケーション
	拡張ロケーション コール アドミッション制御をサポートしているデバイス
	拡張コール アドミッション制御の制限事項
	ロケーション帯域幅マネージャのセキュリティ

	拡張機能と接続機能
	拡張機能と接続機能
	拡張機能と接続機能の概要
	機能と利点
	使用例
	システム アーキテクチャ
	コール フロー

	システム要件
	ソフトウェア コンポーネント
	ライセンスの要件

	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	ディレクトリ URI のダイヤル

	制限事項

	プレゼンス情報
	CallerID 情報
	パフォーマンスとスケーラビリティ
	拡張機能と接続機能の設定
	ユーザ アカウントの設定
	ユーザ権限の追加

	CTI リモート デバイスの作成
	デバイスへの電話番号の追加
	デバイスへのユーザの関連付け
	リモート接続先の追加
	CCMIP プロファイルの作成


	エクステンション モビリティ
	Cisco Extension Mobility の設定
	Cisco Extension Mobility 機能
	デバイス プロファイル
	ユーザ デバイス プロファイル
	デフォルトのデバイスプロファイル

	Cisco Extension Mobility の概要
	セキュア エクステンション モビリティ
	ログインおよびログアウトの動作
	ログインのコール フロー
	ログアウトのコール フロー
	エクステンション モビリティ等価機能
	機能セーフの設定
	サイズ セーフ設定


	Cisco Extension Mobility のシステム要件
	ソフトウェア コンポーネント
	不在転送のコーリング サーチ スペースに関する下位互換性

	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	同じサーバ上で動作する CUCM サービス
	一括管理ツール
	CUCM Assistant
	コール表示の制限
	インターコム
	インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）

	制限事項

	Cisco Extension Mobility のインストール
	Cisco Extension Mobility の設定
	設定時の注意事項
	設定の例 1
	設定の例 2
	Cisco Extension Mobility サービスの追加
	サービス パラメータの設定
	Cisco Extension Mobility サービスのパラメータ
	デフォルト デバイス プロファイルの作成
	ユーザのデバイス プロファイルの作成
	ユーザへのユーザ デバイス プロファイルの関連付け
	Cisco Extension Mobility への Cisco Unified IP Phone の登録
	Change Credential IP Phone サービスの設定

	Cisco Extension Mobility ユーザへの情報提供

	クラスタ間のエクステンション モビリティ
	EMCC の設定
	EMCC 機能
	EMCC と Cisco Extension Mobility
	EMCC ソリューション
	EMCC ログイン
	EMCC ログインの用語
	EMCC ログインの進行

	EMCC をサポートする電話機の判別
	EMCC の設定
	EMCC のアクティブ ログインとリモート ログインの概要
	EMCC コール処理
	EMCC コール処理の概要
	EMCC コール処理の特徴
	EMCC コール処理の要件
	緊急コールの EMCC コール処理
	ローミング用デバイス プールの検索
	ローミング用デバイス プールのマッチング
	EMCC コール処理の設定
	EMCC 電話機一覧
	EMCC コール処理
	EMCC コール ルーティング
	訪問先クラスタの緊急事態パターンの設定
	EMCC のローカル ルート グループ
	EMCC SIP トランクを使用したローカル ルート グループ
	デバイス プロファイル内の EMCC コーリング サーチ スペース
	EMCC 電話機のリージョン設定
	EMCC 電話機の RSVP 設定
	RSVP エージェント ベースの CAC
	ホーム電話機による RSVP エージェント CAC の保留/再開
	訪問先電話機による RSVP エージェント CAC の保留/再開
	EMCC コール処理の問題
	EMCC コール処理問題に関するヘルプ

	EMCC が設定されている場合の電話機の動作
	WAN ネットワーク障害
	EMCC 障害：登録拒否
	EMCC 障害：ホーム CUCM が使用不能/局間障害
	EMCC 障害：ホーム CUCM が使用不能/クラスタ間障害
	EMCC 障害：ホーム CUCM が使用不能/クラスタ間障害（訪問先 SRST が存在しない）

	EMCC が設定されている場合の電話機のセキュリティ

	EMCC のシステム要件
	インタラクションおよび制限事項
	EMCC のインタラクション
	異なるクラスタ バージョンの EMCC およびセキュリティ モード
	EMCC の制限事項
	EMCC ログアウトの制限事項
	EMCC はインターコム機能をサポートしない
	EMCC はロケーションベースの CAC をサポートしない
	ローカル ルート グループを使用する場合の EMCC の制限事項および設定要件
	EMCC の重複ユーザ ID の制限事項
	EMCC デバイスの複数のクラスタ内でのプロビジョニングは不可
	クラスタ間の EMCC およびセキュリティ モード
	訪問先電話機のログイン制限
	EMCC とプロダクト固有の設定


	インストールと EMCC のアクティブ化
	EMCC の設定
	EMCC 機能の設定項目
	EMCC クラスタ間サービス プロファイルの設定項目
	リモート クラスタの設定

	ユーザへの情報提供
	EMCC のトラブルシューティング
	EMApp のエラー コード
	EMService のエラー コード


	外部コール制御
	外部コール制御の設定
	外部コール制御機能
	付加ルート サーバへの CUCM 接続
	外部コール制御プロファイル
	ルーティング ルールの監察者サポート
	ルーティング ルールのアナウンス サポート

	外部コール制御のシステム要件
	インタラクションおよび制限事項
	外部コール制御のインストールとアクティブ化
	外部コール制御の設定項目
	外部コール制御のサービス パラメータ
	外部コール制御プロファイルの設定項目
	外部コール制御プロファイルの設定レコードの検索
	外部コール制御プロファイルの設定
	外部コール制御プロファイルのトランスレーション パターンへの割り当て
	外部コール制御プロファイルの設定レコードの削除
	付加ルート サーバ証明書のインポート
	エクスポート用の CUCM 自己署名証明書の生成

	ユーザへの情報提供
	外部コール制御のトラブルシューティング

	External Call Transfer Restrictions
	External Call Transfer Restrictions の設定
	External Call Transfer Restrictions 機能
	External Call Transfer Restrictions のシステム要件
	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	制限事項

	External Call Transfer Restrictions のインストールとアクティブ化
	External Call Transfer Restrictions の設定
	External Call Transfer Restrictions のサービス パラメータの設定
	Call Classification サービス パラメータを使用した転送機能の設定
	Block OffNet to OffNet Transfer サービス パラメータの設定

	ゲートウェイ設定の使用による転送機能の設定
	トランク設定の使用による転送機能の設定
	ルート パターン設定の使用による転送機能の設定


	位置情報およびロケーション伝達
	位置情報の設定
	位置情報フィルタの設定
	ロケーション伝達の設定
	位置情報機能
	位置情報の概要
	位置情報の特徴
	共有回線およびルート リストでの位置情報の使用方法
	位置情報の例
	位置情報識別子


	位置情報のインタラクション
	位置情報の設定
	位置情報の検索
	位置情報の設定
	位置情報の削除
	位置情報の設定

	位置情報フィルタ機能
	位置情報フィルタの設定
	位置情報フィルタの検索
	位置情報フィルタの設定
	位置情報フィルタの削除
	位置情報フィルタの設定

	ロケーション伝達機能
	SIP トランクおよびクラスタ間トランクの間での位置情報の伝達
	SIP トランクでの位置情報関連のエラー処理
	クラスタ間トランクでの位置情報関連のエラー処理
	受信された位置情報の処理
	コール中に位置情報が変更された場合の機能インタラクション


	ロケーション伝達の設定

	保留復帰
	保留復帰の設定
	Cisco 保留復帰機能
	Cisco 保留復帰の概要
	保留復帰のアラート動作
	コールのフォーカス動作
	復帰コールの取得
	タイマーの無効化
	例

	システム要件
	保留復帰のデバイス サポート状況の確認

	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	保留音
	コール パーク
	MLPP
	CTI アプリケーション
	SCCP 電話機と SIP 電話機の保留復帰通知間隔

	制限事項

	Cisco 保留復帰のインストールとアクティブ化
	Cisco 保留復帰の設定
	サービス パラメータ ウィンドウの保留復帰タイマー
	コールのフォーカス優先度
	Cisco 保留復帰に関する設定のヒント
	コールのフォーカス優先度の設定
	保留復帰タイマーの設定

	ユーザに対する Cisco 保留復帰の情報の提供
	Cisco 保留復帰のトラブルシューティング

	ホットライン
	ホットラインの設定
	CUCM のホットライン機能
	電話機のコールと受信の設定項目の設定
	コールのスクリーニングの設定
	コーリング サーチ スペースおよびパーティションを使用したコールのスクリーニングの設定
	発呼側番号ルーティングを使用したコールのスクリーニングの設定


	ホットラインのシステム要件
	ホットラインのデバイス サポート状況の確認

	ホットラインのインストールとアクティブ化
	ホットラインの設定
	ホットラインのサービス パラメータの設定
	CUCM の管理でのホットラインの設定項目へのアクセス

	ホットラインのトラブルシューティング

	IM and Presence
	IM and Presence のインストールの考慮事項
	アップグレード
	ソフトウェア バージョンの制限
	アップグレードの順序
	標準アップグレードの順序
	更新アップグレードの順序



	エンドユーザのためのIM and Presence
	プレゼンスのためのディレクトリ UC サービス
	IM and Presence のその他の機能

	即時転送
	即時転送の設定
	即時転送の機能
	即時転送のシステム要件
	即時転送のコール処理要件
	ソフトキー要件
	着信コールの要件
	発信コールの要件

	即時転送の電話機表示メッセージ
	即時転送の使用
	Use Legacy Immediate Divert サービス パラメータが [True] に設定されている場合の即時転送シナリオ
	Use Legacy Immediate Divert サービス パラメータが [False] に設定されている場合の即時転送シナリオ


	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）
	自動転送
	呼詳細レコード（CDR）
	会議
	ハント リスト

	制限事項

	即時転送のインストールとアクティブ化
	即時転送の設定
	即時転送用のサービス パラメータの設定


	クラスタ間検索サービス
	ILS ネットワークの設定
	ILS ネットワーク コンポーネント
	ILS クラスタ ディスカバリ
	ILS でのディレクトリ URI レプリケーション
	[ILS設定(ILS Configuration)] ウィンドウ
	ILS トラブルシューティングのヒント

	インターコム
	インターコムの設定
	インターコムの機能
	システム要件
	Cisco Unified IP Phone のインターコム サポート状況の確認

	コール状態と回線状態
	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	一括管理ツール
	割り込み
	サイレント（DND）
	コールの保存
	Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（SRST）
	CUCM Assistant
	CTI
	Cisco Extension Mobility
	インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）

	制限事項

	インターコムのインストールとアクティブ化
	インターコムの設定
	インターコム パーティションの設定
	インターコム パーティションの追加
	インターコム パーティションの検索
	インターコム パーティションの設定
	インターコム パーティションの設定
	インターコム パーティションと影響を受けるデバイスの同期化
	インターコム パーティションの削除

	インターコム コーリング サーチ スペースの設定
	インターコム コーリング サーチ スペースの検索
	インターコム コーリング サーチ スペースの設定
	インターコム コーリング サーチ スペースの設定
	インターコム コーリング サーチ スペースの削除

	インターコム トランスレーション パターンの設定
	インターコム トランスレーション パターンの検索
	インターコム トランスレーション パターンの設定
	インターコム トランスレーション パターンの設定項目
	インターコム トランスレーション パターンの削除

	インターコム電話番号の設定
	インターコム電話番号の設定の概要
	インターコム電話番号の検索
	インターコム電話番号の設定
	インターコム電話番号の設定項目
	インターコム電話番号と影響を受けるデバイスの同期化

	インターコム回線とスピード ダイヤルの設定

	インターコムの操作
	ケース スタディ
	図によるインターコムの説明
	シナリオ 1
	シナリオ 2
	シナリオ 3
	シナリオ 4
	シナリオ 5



	インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）
	IPv6 の設定
	Cisco Unified CM の IPv6 機能
	CTI アプリケーション
	Cisco Unified CM
	Cisco Unified IP Phone
	DHCPv6
	DNS
	ゲートウェイ
	メディア ターミネーション ポイント
	SIP トランク
	TFTP サーバ


	IPv6 のシステム要件
	インタラクションおよび制限事項
	IPv6 のインストールとアクティブ化
	IPv6 の設定
	[イーサネットIPv6(Ethernet IPv6)] ウィンドウでの IPv6 CLI コマンドの実行および IPv6 の設定
	IPv6 のサービス パラメータとエンタープライズ パラメータの設定
	Unified CM の管理ページの IPv6 および IPv4 設定項目へのアクセス

	ユーザへの情報提供
	IPv6 のトラブルシューティング

	ライセンス
	Unified Communications Manager のライセンス
	ライセンスの使用状況レポート
	ライセンス コンプライアンス
	ライセンスのトラブルシューティング

	ローカル ルート グループ
	ローカル ルート グループの設定
	ローカル ルート グループの機能
	ローカル ルート グループ
	プロビジョニングされたルート グループのローカル ルート グループへのバインド
	ローカル ルート グループのマッピング
	単純なローカル ルーティング
	テール エンド ホップ オフ

	着信側トランスフォーメーション

	ローカル ルート グループのシステム要件
	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	デバイス サポート
	自動転送
	補足サービス
	ルート プラン レポート
	Cisco Unified Mobility

	制限事項
	混合されたルート リスト


	ローカル ルート グループのインストールとアクティブ化
	ローカル ルート グループの設定
	ローカル ルート グループのサービス パラメータの設定


	論理パーティション
	論理パーティションの設定
	論理パーティションの機能
	インド通信規制の適用
	これまでの経緯


	論理パーティション アーキテクチャの概要
	論理パーティションでの位置情報および位置情報フィルタの使用
	共有回線およびルート リストでの論理パーティション位置情報の使用
	論理パーティションでの位置情報識別子の使用

	論理パーティション用のエンタープライズ パラメータ
	論理パーティション ポリシー
	LPPolicyManager およびポリシー ツリー
	論理パーティション ポリシー検索アルゴリズム
	ポリシー チェック
	ポリシー拒否の処理
	LPSession インフラストラクチャおよびポリシー チェック
	論理パーティション処理
	論理パーティションと位置情報伝達とのインタラクション
	取得した位置情報の論理パーティション処理
	論理パーティション機能とコール中位置情報変更とのインタラクション
	ダイナミック SIP トランク

	SIP トランクまたはクラスタ間トランクの設定要件

	論理パーティションのシステム要件
	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	自動転送
	コール転送
	アドホック会議、参加、回線をまたいで参加（JAL）
	ミートミー会議
	コール ピックアップ
	コール パークとダイレクト コール パーク
	Cisco Extension Mobility
	Cisco Unified Mobility
	共有回線
	割り込み、C 割り込み、およびリモート再開
	ルート リストおよびハント パイロット
	CTI 処理

	制限事項

	論理パーティショニング設定
	位置情報の設定
	位置情報フィルタの設定
	論理パーティション ポリシーの設定
	論理パーティション ポリシーの検索
	論理パーティション ポリシーの設定
	論理パーティション ポリシー レコードの削除
	論理パーティション ポリシー ペア設定の削除
	論理パーティション ポリシー ペア設定の更新
	論理パーティション ポリシーの設定


	アップグレード後の論理パーティションの設定
	論理パーティションのトラブルシューティング

	迷惑呼 ID
	迷惑呼 ID の設定
	迷惑呼 ID の機能
	CUCM での迷惑呼 ID 機能の使用

	迷惑呼 ID のシステム要件
	迷惑呼 ID のデバイス サポート状況の確認
	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	電話会議
	エクステンション モビリティ
	呼詳細レコード
	アラーム

	制限事項

	迷惑呼 ID のインストール
	迷惑呼 ID の設定
	迷惑呼 ID のサービス パラメータの設定
	迷惑呼 ID のアラームの設定
	迷惑呼 ID 用のソフトキー テンプレートの追加
	ユーザへの迷惑呼 ID 機能の提供
	ユーザからの迷惑呼 ID 機能の削除
	迷惑呼 ID 用の電話ボタン テンプレートの追加
	ユーザへの迷惑呼 ID 機能の提供

	迷惑呼 ID のトラブルシューティング

	Mobile VoiP Client
	Cisco Mobile VoiP Client に関する設定
	Cisco Mobile VoiP Client
	用語
	Cisco Mobile VoiP Client 機能の一覧
	CUCM からモバイル クライアントへの直接接続
	DVO 最適化設定
	携帯電話からのモバイル コネクトの有効化/無効化

	インタラクションおよび制限事項
	システム要件
	Cisco Mobile VoiP Client の設定

	モニタリングと録音
	モニタリングと録音のセットアップ
	モニタリングと録音機能
	コール モニタリングとコール録音に関する用語
	コール録音の概要
	モニタリングと録音のアーキテクチャ
	コール モニタリングとコール録音のデバイス サポート状況の確認
	コール モニタリングの概要
	サイレント モニタリング セッションの呼び出し
	スーパーバイザがモニタリング コールを転送する場合
	エージェントはモニタリング コールを制御できない
	複数のモニタリング セッション
	エージェント コールの割り込みまたはモニタリング
	会議中のエージェントのモニタリング
	エージェントがスーパーバイザと会議を行う場合
	スーパーバイザが別のスーパーバイザと会議を行う場合
	ウィスパー コーチング

	コール録音の概要
	コール録音セッションのフロー
	コール録音のモード
	コール録音用の SIP ヘッダー拡張
	SIP トランク デバイスとしてのレコーダ
	自動コール録音
	ローカル クラスタの遠端側による保留/再開
	遠端側による、ローカル クラスタ内の別の遠端側へのコール転送
	近端側による、ローカル クラスタ内の別の近端側へのコール転送
	遠端側による、CFNA が有効になっているユーザへのコール転送
	ローカル クラスタ内の遠端側による会議の作成
	ローカル クラスタ内の近端側による会議の作成
	リモート クラスタ内の遠端側による別のユーザへのコール転送
	リモート クラスタ内の遠端側によるコールのブラインド転送
	リモート PBX 内の遠端側による、ローカル クラスタ内の電話機へのコール転送
	リモート PBX の遠端側による、ローカル電話機へのコール転送
	遠端側による、DMS ゲートウェイ経由のコール転送
	携帯電話コールのデスクトップ ピックアップ
	遠端側による携帯電話へのコール送信
	リモート クラスタ内の遠端側による会議の作成

	選択的コール録音
	選択的コール録音のサイレント録音モード
	選択的コール録音のユーザ録音モード：CTI 対応アプリケーションから管理される録音セッション
	選択的コール録音のユーザ録音モード：Cisco IP デバイスから管理される録音セッション

	エージェントがコールを保留にすると録音コールは存続しない
	割り込みコールの録音
	エージェントの会議の録音
	モニタリングと録音の同時実行

	モニタリング コールと録音コールのコール特性
	モニタリングと録音の通知トーン
	再生トーンの動作
	モニタリング コールと録音コールのコーデック
	録音コールのコーデックの使用制限
	モニタリングと録音は片方向メディア
	片方向メディアとファイアウォール
	モニタリングと録音におけるコール保存

	コール情報とコール表示
	アプリケーションへの CTI イベント送信

	モニタリングと録音のシステム要件
	CTI 要件
	ハードウェア要件

	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	CTI および JTAPI/TSP アプリケーション
	Cisco Unified CM の機能

	制限事項

	モニタリングと録音の設定
	モニタリングまたは録音を可能にするために IP Phone の BIB をオンにする
	モニタリングと録音アプリケーションのユーザの追加
	モニタリングと録音が可能なグループにユーザを追加する
	モニタリングまたは録音のトーンの設定
	モニタリング用コーリング サーチ スペースを設定する
	ライン アピアランスに対する録音の有効化
	[録音] ソフトキーまたはプログラム可能な回線キーをデバイス テンプレートに追加する（オプション）
	録音プロファイルの作成
	録音用の SIP プロファイルを作成する（オプション）
	レコーダをポイントする SIP トランクの作成
	レコーダ用のルート パターンの作成
	レコーダの冗長性の作成
	モニタリングと録音のサービス パラメータの設定
	通知
	コーデックの使用
	ビルトイン ブリッジ



	Multilevel Precedence and Preemption
	MLPP の設定
	MLPP 機能
	MLPP の用語
	優先順位
	エクゼクティブ オーバーライド優先レベル
	エクゼクティブ オーバーライド優先コールの設定
	PRI 4ESS インターフェイス間のエクゼクティブ オーバーライド優先コール
	DRSN への PRI 4ES UUIE ベースの MLPP インターフェイス

	プリエンプション
	ドメイン
	リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン
	リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン リスト
	ロケーション ベースの MLPP
	優先順位ベースの MLPP プリエンプション
	CAC コール状態ベースの MLPP プリエンプション
	プリエンプション処理するコール数の最小化
	帯域幅の割り当てまたは調整時のビデオ コールのプリエンプション処理
	アナンシエータまたは保留音に割り当てられる帯域幅のプリエンプション処理
	最大帯域幅の使用
	帯域幅調整時のオーディオ コールのプリエンプション処理
	コール レッグの結合後の帯域幅の更新
	コールのリダイレクト時の帯域幅の更新
	発呼側の新しい宛先へのリダイレクト
	着信側の新しい宛先へのリダイレクト


	クラスタ間トランク経由の MLPP
	MLPP 優先順位パターン
	MLPP 通知対応
	優先コールの設定
	Alternate Party Diversion
	MLPP プリエンプション対応
	プリエンプションの受信
	プリエンプション対応

	プリエンプションの詳細
	ユーザ アクセス プリエンプション
	User Access Channel Nonpreemptable
	共通ネットワーク ファシリティ プリエンプション
	ロケーションベースのプリエンプション

	MLPP アナウンス
	許可されていない優先レベルの使用アナウンス
	ブロックされた優先権アナウンス
	プリエンプションに対応していないビジー状態のステーション
	クラスタ間トランクを経由したアナウンス
	セキュアな（暗号化された）アナウンスおよび保留音

	優先順位パターン用の MLPP 番号計画アクセス制御
	MLPP トランク選択
	MLPP 階層設定
	サービス パラメータの特別なトレース設定
	優先コール用の CDR の録音
	回線機能のインタラクション
	自動転送
	コール転送
	共有回線
	コール待機

	コールの保存
	自動代替ルーティング
	MGCP と PRI プロトコル
	セキュアなエンドポイントとセキュアな通信
	MLPP 優先順位と DSCP 値のマッピング

	MLPP 補足サービス
	複数ライン アピアランスに対する MLPP サポート
	自動転送
	三者通話
	コール転送
	コール ピックアップ
	ハント パイロットとハント リスト
	SCCP ゲートウェイ エンドポイントに対する補足サービス サポート

	Multilevel Precedence and Preemption のシステム要件
	Multilevel Precedence and Preemption のデバイス サポート状況の確認
	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	制限事項

	MLPP のインストールおよびアクティブ化
	MLPP の設定
	MLPP のエンタープライズ パラメータの設定

	Destination Code Control
	AXL
	設定要件
	BAT の変更


	保留音
	保留音の設定
	マルチキャストの設定
	保留音パフォーマンスの監視の設定
	保留音の機能
	保留音の用語
	保留音の特徴
	保留音の機能
	ユーザ保留の例
	転送保留の例
	コール パークの例

	サポートされている保留音機能

	保留音サーバ
	保留音オーディオ ソース
	オーディオ ソースの作成
	オーディオ ソース ファイルの保存
	オーディオ ソースの管理
	マルチキャストとユニキャストのオーディオ ソース
	H.323 クラスタ間トランク経由のマルチキャスト保留音

	SRTP を介したセキュアな保留音
	保留音のセキュリティの有効化
	セキュアな保留音と非セキュアな保留音


	保留音のシステム要件と制限
	保留音のフェールオーバーとフォールバック
	保留音の設定
	保留音オーディオ ソースの設定
	保留音オーディオ ソースの検索
	保留音オーディオ ソースの設定
	保留音オーディオ ソースの削除
	保留音オーディオ ソースの設定

	固定保留音オーディオ ソースの設定
	固定保留音オーディオ ソースの設定
	固定保留音オーディオ ソースの削除
	固定保留音オーディオ ソースの設定

	保留音サーバの設定
	保留音サーバの検索
	保留音サーバの設定
	保留音サーバのリセットまたはリスタート
	保留音サーバの同期化
	保留音サーバの設定

	保留音オーディオ ファイル管理の設定
	保留音オーディオ ファイルの表示
	保留音オーディオ ファイルのアップロード
	保留音オーディオ ファイルの削除

	保留音サーバのパフォーマンスの表示
	サービス ステートの確認


	発信履歴内の元の着信側の名前
	発信履歴内の元の着信側の名前
	クラスタ間コールの制限事項
	エンドポイントの機能と動作
	Unified CM の機能とその動作
	サポートされる電話機のモデル

	ページング
	プロキシ TFTP サーバ
	Cisco Proxy TFTP Server の配置モデル
	TFTP の設定
	手動での TFTP 設定
	動的な TFTP 設定

	プロキシ TFTP サーバと集中型 TFTP サーバ
	プロキシ TFTP サーバの場合の電話機の動作
	Cisco Proxy TFTP Server のシステム要件
	Cisco Proxy TFTP Server のインタラクションおよび制限事項
	Cisco Proxy TFTP Server のインタラクション
	Cisco Proxy TFTP Server の制限事項

	Cisco Proxy TFTP Server のインストールとアクティブ化
	クラスタ ビューの設定項目
	手動によるクラスタ ビューの上書き設定

	品質レポート ツール
	QRT の設定
	品質レポート ツール機能
	QRT のコンポーネント
	QRT アーキテクチャの概要
	Cisco CTIManager インターフェイス（QBEHelper）
	CUCM データベース インターフェイス（DBL ライブラリ）
	スクリーン ヘルパーとディクショナリ
	Redundancy Manager
	DB Change Notifier
	SDI トレースおよびアラーム


	QRT のシステム要件
	Cisco Extended Functions サービスの依存関係
	クラスタ内の複数の Extended Functions アプリケーション

	CTI へのセキュアな TLS 接続
	QRT の動作
	ユーザ インターフェイス
	拡張メニューの選択肢
	問題分類カテゴリと原因コード

	インタラクションおよび制限事項
	QRT 機能のインストールとアクティブ化
	QRT 機能の設定
	[品質] ソフトキーを含むソフトキー テンプレートの作成
	共通デバイス設定での QRT ソフトキー テンプレートの構成
	電話機の設定における QRT ソフトキー テンプレートの追加
	Cisco Unified サービスアビリティ機能の設定
	QRT を使用する場合の Cisco Extended Functions サービスのアクティブ化
	QRT のアラームおよびトレースの設定

	QRT の Cisco Extended Functions サービス パラメータの設定

	QRT Viewer の使用
	QRT レポート

	ユーザへの QRT 機能の情報提供
	QRT 機能のトラブルシューティング

	リモート従業員の緊急コール
	リモート従業員の緊急コールの設定

	シングル サインオン
	シングル サインオンの設定
	CUCM 機能用シングル サインオン
	シングル サインオンのシステム要件
	シングル サインオンのインストールとアクティブ化
	シングル サインオンの設定
	OpenAM の設定
	CUCM への OpenAM 証明書のインポート
	Active Directory および OpenAM での Windows シングル サインオンの設定
	シングル サインオン用のクライアント ブラウザの設定
	シングル サインオン用 Internet Explorer の設定
	シングル サインオン用 FireFox の設定

	SSO アプリケーションの設定
	シングル サインオン用の CLI コマンド
	utils sso enable
	utils sso disable
	utils sso status



	WebDialer
	Cisco WebDialer の設定
	Cisco WebDialer の機能
	WebDialer サーブレット
	Redirector サーブレット

	冗長性
	Cisco WebDialer のシステム要件
	インタラクションおよび制限事項
	インタラクション
	制限事項

	Cisco WebDialer のインストールとアクティブ化
	Cisco WebDialer の設定
	Webdialer サーブレットの設定
	WebDialer サーブレットのサービス パラメータの設定
	アプリケーション サーバ ウィンドウでの Cisco WebDialer の設定
	アプリケーション ユーザの設定
	CTI へのセキュアな TLS 接続

	WebDialer の言語の設定
	パーティションのサポート
	Redirector サーブレットの設定
	アプリケーション ダイヤル ルールの設定
	標準 CUCM ユーザ グループへのユーザの追加
	プロキシ ユーザの作成
	既存ユーザの認証プロキシの権限
	新規ユーザの認証プロキシの権限

	トレースの設定


	索引

